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第 17 回 日 本 瘍 学会 総会 記事 
昭和 33 年 11 月 9 日 お よび 10 日 千葉 大 学 に お いて 


Proceedings of the 17th General Meeting of the 
Japanese Canccr Association. 
Held on November 9 and 10, 1958 at Chiba University 
第 1 日 FH 講演 会 

SR 滝沢 延 次 郎 : 本 日 より 2 日 間 に わ た っ て 千葉 に お いて 伝統 ある 日 本 韻 学 会 の 第 17 回 総会 を 開く 
zeit, 私 達 の まこ と に 光栄 に 存 ず る 次 第 で あり ます 。 

日 々 私 達 の 周囲 で 生命 を 奪い つつ ある 瘍 に つい て は 世界 の 学会 を 挙げ て その 撲滅 対策 に 懸命 な 努力 を し 
て お る こと は 御 承 知 の こと で あり ます 。 本 県 に お いて も すでに 県 当局 の 肝 入 り で 対策 韻 運 動 を 実行 に うつ 
し て お り , また 最近 で は 各 方 面 の 支持 を 得 て 日 本 対 瘍 協会 が 設立 され 全国 的 の 運動 と し て 発展 せん と し て 
お り ま す 。 し か し 残念 な た こと に 韻 の 本 態 が 極め て 複雑 な た め 未 だ 解明 で き な い 点 が 多く , 従っ て 対策 も 根 
本 的 に 行い 難い の が 現状 で あり ます 。 

この 時 に 当っ て 韻 に 関す る 学会 を 開く こと を 託さ れ ま し た 私 と し て は 今 ま で の 経験 か ら 考 えて , THE 
れ 高 度 に 発達 し た 科学 の 各部 門 に お いて 分 析 的 に 研究 し 。 その 専門 的 な 検討 すす る と と も る に これ ら の 専門 
分 野 の 研究 の 相互 の 交流 に よる 総合 的 な 検討 と を あわ せ 行 うこ と ,。 いい か えれ ば 自分 の 専門 分 野 を 開拓 す 
る に は 他 の 専門 分 野 の 知識 を 利用 する こと が 重要 で , これ に よっ て 導 研 究 の 難問 を 一 歩 一 歩 解 明 啓 発する 
こと が 将来 の 発展 に 大 切な こと を 痛感 いた し た 次 第 で あり ます 。 
従っ て 今回 の 学会 を この 構想 に 従っ て 人 準備 いた し た 次 第 で , 第 一 日 を 専門 的 会 合 に 当て , 第 二 日 を 総合 
的 会 合 に 分 け ま し た と ころ 。 第 一 日 の 演題 は 三 百 余 題 に 達し まし た の で , これ を 病理 , 生化 学 , WF, 
臨床 , 化学 療法 , 症例 示説 の 五 専門 部 門 に 分 け て 十分 検討 し て いた だ き , 第 二 日 は これ ら 各 部 門 の 司会 者 
に 特に お 願い いた し それ ぞ れ に 総括 的 解説 講演 と 各個 的 解説 発言 を 組合 せ て いた だ き , さら に 一 般 質問 普 
びに 回 答 を 加え て いた だ く こ と も お 願い いた し まし た 。 この 第 二 日 目 の 一 般 の 質問 に つい て は 第 一 日 目 の 
各 会 場 受 付 に 特に 質問 箱 を 設け て あり ます の で , 第 一 日 の うち に これ に 質問 要旨 を 記入 され 御 投 画 し て 下 
さる よう 御 願 いい た し ます 。 

会 場 そ の 他 の 取 計 らい に 不 行 届 き の 点 が 少く な いと 案じ て お り ま す が , 幸 に 県 市 当局 , 大 学 の 各位 並び 
に 医師 その 他 県 下 各位 の 御 後援 の 下 に 。 会 員 各位 の 熱心 な 御 協力 に よっ て 予定 通り に 学会 を 進行 する こと 
が で きま すこ と を 裏 心 より お 願い いた す 次 第 で あり ます 。 
これ を も っ て 開会 の 言葉 と いた し ます 。 
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I. 化学 療法 Chemotherapy 


1. 人 血清 の 抗 韻 作 用 機 序 
小林 隆 , 竹内 正 七 , 吉田 武彦 
(東京 大 学 医学 部 産科 婦人 科 教 室 , 東京 警察 病院 産婦 人 科 ) 
Mechanism of the Anti-cancer Activity of Human Serum. 


TAKASHI, KOBAYASHI, SHOSHICHI TAKEUCHI, TAKEHIKO YOSHIDA 


昨年 の 本 学会 に お いて , われ われ は 人 血清 に は 子宮 頭 癌 組織 。 EEE LEHRE LO 
Ehrlich 腹水 韻 細 胞 に 作用 し て , これ ら 閣 細胞 の dehydrogenase 氷 の 酵素 活性 を 消失 , 死 
減 せ し め る 因子 が か ある こと を , INK 法 を 用 い 証 明 し , 報告 し た 。 

今回 は か か る 人 血清 の 抗 癌 作 用 機構 を 解明 する た め に 行っ た その 後 の 実 験 成績 を 報告 する 。 

1) 卵巣 癌 組織 に 対 し て も , 正常 人 血清 は 抗 癌 作 用 を 示す 。 子宮 韻 患 者 血清 で も 4 SARE 
で 認め られ る 。 本 人 の 血清 で も 認め られ る 。 

2) 正常 子宮 膝 部 組織 に 対し て も , 同様 の 実験 条件 で , 人 血清 は 軽度 の 障害 作用 を 示す 。 正 
常人 血清 で も , 韻 患 者 血清 で も 同様 で ちる 。 こ の こと は , 人 血清 の 抗 癌 因 子 は 悪性 腫瘍 に 対す 
る 特異 的 障害 因子 の み を 含む も の で は な いこ と を 示し て いる 。 

3) Ehrlich 腹水 韻 に 対 し て は 人 血清 に 抗 癌 作 用 が ある こと は 前 回 の 報告 に な いて 述べ た 。 

この 問題 は ょ , Freund Kaminer (1910) 以来 注目 され , 最近 本 邦 で は , 久留 等 が 報告 し 
て いる 人 血清 に ょ る Ehrlich 腹水 癌 細胞 溶解 機構 と 関連 し て 興味 が ある 。 

(i) 正常 人 血清 , BBS, 膳 帯 血 清 に よる 本 抗 韻 因 子 の 定量 的 比較 は 正常 人 血清 に 最 
も 多い こと を 示し て いる 。 こ の 点 は 従来 の 癌 細胞 溶解 現象 成績 と 一 致し て いる が , BEAR 
血 の 血 清 で も 定性 的 に は , その 存在 を 認め 得る 点 が 異 っ て いる 。 

(ii) リン ぷ 液 に は 本 抗 癌 因 子 の 存在 を 定性 的 に も 認め 得 な い 。 

(Gi) 耐熱 性 : 人 血清 を 56, “30 ICMAT SL, 本 因子 の 活性 を 和 失う 場合 と ,。 し か ら ざ る 
BALD do CHULA, 補 体 (モル モッ ト 血 清 ) を 添加 する こと に より , 本 因子 の 活性 
は 加熱 前 の 生 の 血清 の それ より 増強 され る 。 65°,30 分 加 圭 し た 場合 は , 補 体 を 加え て も , 一 
般 的 に 本 因子 の 活性 は 居 復 し な いよ う で ある 。 

(iv) 人 血清 で 処理 し , IN.K. 法 で 陽性 を 示す Ehrlich 韻 細 胞 は 移植 不能 で ある が , リン 
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パ 液 等 で 処理 し , LN.K. 法 で 陰性 を 示す 場合 は 移植 可能 で ある 。 

(Y) 本 抗 癌 因 子 に お ける 血液 型 因子 の 関与 は 著 明 で な い 。 血球 に よ る 吸収 試験 は 目下 追 完 
中 で ある 。 

以上 の 実験 成績 より, 人 血清 の 抗 癌 作 用 機構 の 一 端 を 解明 し 得 た も の と 考え る 。 
寺沢 敏夫 : 人 韻 細 胞 に 対す る 人 血清 の 影響 た みる た め 。 手始め と し て HeLa 株 細胞 に , われ われ が すでに 
報告 し た エー ルリ ッ ヒ 腹水 瘍 細胞 浴 解 因子 が 吸収 され る か 否 か を 検 し た と ころ , 完全 に で は な いかが, ある 
程度 吸収 され る こと を 知っ た 。 し か し HeLa 株 細胞 自体 は 。 人 血清 で 形態 的 変化 を 示さ な い 。 





2. 各種 正常 血清 の Oncolytic Activity に 関す る 
研究 (第 1 FR) 
WORK, 中 川路 慶一 , 秋元 真太郎 , 関谷 昭 
(日 本 大 学 医学 部 細菌 学 教室 ) 
Studies on the Oncolytic Activity of Normal Sera of Various Animals. 
(1st Report) 
YASUO YAMAGUCHI, KEIICHI NAKAKAWATI, 
SHINTARO AKIMOTO, AKIRA SEKIYA. 


ある 種 の 正常 血清 が 強い 抗 腫瘍 細胞 性 を 持つ こと は すでに 知ら れ て いる 事実 で ある 。 わ れ わ 
れ の 教室 に お いて も 吉田 肉腫 の 異種 移植 の 問題 に 出発 し て この 方 面 の 一 連 の 研究 を 続け て いる 。 
今回 は 可 移植 性 の 液状 腫瘍 で ある Ehrlich 腹水 癌 お よび 吉田 肉腫 に 対 す る 各種 血清 の 抗 腫瘍 
細胞 性 に 関し て 実験 を 進め , 次 の 成績 を 得 た の で 報告 する 。 

1. 腫瘍 細胞 の 形態 的 変化 : 各種 血清 を 被 検 細胞 に 作用 させ た 後 , 趣 薄 切片 を 作製 し て 電子 
DUR eT ok CA, MAG, Mia OR, mitochondria, microsome の 膨 化 , 消 
Kis LOO electron density の 著 変 が 認め られ た 。 前 記 所 見 は 両 腫瘍 細胞 と も 血清 の 種類 
に か か わら す 大 体 共通 で あっ て , 正常 血清 の 抗 腫瘍 細胞 性 は “oncolytic activity” と 表現 
され よ 2 う 。 

2. In vitro に お ける 抗 腫瘍 細胞 性 の 観察 一 Iadophenol (PI)-test: 一 定時 間 各 種 血清 を 
腫瘍 細胞 に 作用 させ , UV CHYSGMAO dehydrogenase に よる 2.6-dichlorphenol-indo- 
phenol の 還元 に よる 変色 (HOR) を 利用 し て oncolytic activity の 定量 的 観察 を 行っ た 。 
そし て 従来 の 血清 処 軒 後 , 動物 に 再 接種 する 方 法 と 一 致し た 成績 が 得 ら れ た 。 す な わ ち 人 , #, 
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5, 山羊 , RE, BR, 777, マウ ス , MRO, 特に 被 検 両 腫瘍 細胞 に 対 し て 人 , RK, 
蛇 血 清 が 強い oncolytic activity を 示し た 。 し か し マウ ス , ラッ テ の 如き それ ぞ れ 宿主 と な 
る 動物 の 正常 血清 は 全然 その 作用 が 認め られ な か っ た 。 

3. 抗 腫瘍 細胞 性 物質 抽出 の 試み : 正常 人 血清 は Cohn 氏 10 法 , RR, Mee MAI 
Deutsch 氏 法 で 低温 ニタ ノー ル 分 画 を 行い , 各 分 層 に つい て IP-test を 実施 し た 。 そ の 成績 
(に こよ れ ば 家 束 , 蛇 血清 で は 7-globulin 分 層 に , 人 血清 で は Fract. HI 士 III すなわち P-glo- 
bulin の 一 部 と 7-globulin を 主 成分 と する 分 誠に oncolytic activity が 集約 され て 発現 さ 
Nr. さらに Gofman 超 遠 心 法 で 1ow density lipoprotein (6-lipoprotein を 含む ) を 抽 
出し た が , いづ れ も こ の 成分 に は 作用 が 認め られ な か っ た 。 な お 人 血清 の fract. II 十 III の 活 
性 は 海 舞 血 清 ( 補 体 ) の 添加 で いく ぶん 増強 され た 。 

4. Properdin system と の 関係 : Properdin は Pillemer et al. に より 単 離さ れ た 血清 
成分 で 補 体 と Mg*~ と の 協力 で 殺菌 作用 ,。 ウィ ルス 中 和 作 用 , 溶血 作用 を も つ 和 企 白 で ある 。 
近 時 properdin に 制 癌 作用 が ある と 報 ぜ られ て いる が , 本 実験 で 各種 動物 血清 の properdin 
titer と oncolytic activity と が 平行 し な いこ と , また 17C で zymosan 吸着 し た RP, 
properdin-lacking serum も る 強い oncolytic activity を も っ て いる 事実 を 確認 し た 。 従っ 
て 少く も る 被 検 腫瘍 細胞 に 対す る oncolytic activity は properdin system と は 異な る 系 に 
よっ て 発現 され る も の と 考え た い 。 

5. 冶 患 者 血清 の 抗 腫瘍 細胞 作用 : 入院 中 の 韻 患 者 30 例 に つい て IP-test を 行っ た が , 
正常 血清 と 同様 強い 力 価 を 示 し た 。 従っ て 人 血清 の oncolytic activity は 異種 の 細胞 で ある 
腫瘍 細胞 に 対 し て 非 特異 的 に cytotoxicity と し て 発現 され る も の と 解 さ れる 。 (本 研究 は 女 
部 省 科 学研 究 費 に よっ た 。 厚く 感謝 する 。) 

附 議 

HERG : われ われ は , 昨年 お よび 一 昨年 の 本 学会 に お いて , Ehrlich 韻 細 胞 に 対す る 各種 動物 血清 の 浴 
解 活性 を 顕微 鏡 的 に 簡単 に 検定 し うる 方 法 を 報告 し まし た 。 この 検定 法 を 用 いて Ehrlich 韻 細 胞 に 対す 
る 各種 動物 血清 の 溶解 活性 を 検 す る と , 明らか に 種 属 特異 的 な 傾向 を 認め 得 ま す 。 また , この 反応 に 関与 
する 血清 中 の 耐熱 性 因子 は , 硫 安 分 割 法 お よび 電気 泳動 泊 に よっ て 7 グロ プリ ン 分 割 中 に 存在 する こと を 
確 め て お り ま す 。 一 方 , われ われ は , 溶解 活性 を 全く 消失 し た 吸収 血清 が , 一 つ は zymosan 添加 に よっ 
て その 補 体 価 を 著しく 低下 せしめ る こと , 今一つ は ある 種 の virus の 活性 を 抑制 する こと を 見 て いま す 。 
この よう な 事実 は , 吸収 血清 に な お properdin が 存在 する こと を 示す も の で あり , 耐熱 性 因子 と pro- 
perdin と が 異 っ た も の で ある と 推定 せ し め る 手がかり に な る も の と 考え て いま す 。 

徳永 昭夫 : 1) ウサ ギ 血 清 と 人 血清 の oncolytic activity の 強 さ の 相 異 に つき 形態 学 的 に 欠 察 され まし た 
か 。 私 達 の 顕微鏡 に よる 変化 の 観察 で は , ウサ ギ 血 清 は , 人 血清 より 弱い oncolytic activity を 示し ま 
+, 2) Properdin 系 と ェ エー ルリ ッ ヒ 腹水 癒 細胞 溶解 系 と の 相 異 に つい て で あり ます が , properdin の 完 
全 消 失 を Rpb に つい て , virus の 中 和 。 細菌 作用 等 で 検定 な さい まし た か 。3) 人 加熱 血清 に モル モッ ト 
血清 を 加え た 時 の 細胞 変化 を 御覧 に な り ま し た か 。 











3. 敵 の 核酸 ウ ク チ ン 療 法 
青山 敬二 , WL 


“Nucleic Acid Vaccine’”’ Therapy Againts Carcinoma 
KEIJI AOYAMA, OSAMU AOYAMA 


(Arima-Institute, Osaka) 


The essential ingredient of the vaccine is a compound of the nucleic acids 
extracted from tumor tissues and globin separated from homologous hemoglobin. 

In the fundamental experiment on the so-called infectious sarcoma of the dog, 
ten injections of the vaccine effected a marked healing tendency with abundant 
proliferation of connective tissues especially in the peripheral area of the tumor. 

Human experiments have been carried out since November, 1957. The majority 
of the 26 volunteers were sufferers from gastric and uterine cancers, viz., post- 
operative metastases, not operated and inoperable diseases. As to the results of 
the experimental therapy, it is not yet the time to draw a coclusion. However, 
we already have some interesting findings worthy of an interim report. 

While treating gastric cancers, it was striking that otten a remarkable and 
sometimes rapid improvement of anorexia, pains or sense of repletion, etc., ware 
noticed even in such patients as tended to exitus. This, being taken as an indica- 
tion of the vaccine’s efficacy, more concrete betterments in diseases from the 
vaccine therapy may be hoped for. 

Indeed, those patients with well preserved physical strength came steadily to a 
clinical healing along with the vaccine injections. The most obvious examples in 
the said line are the cases of lingual and maxillary cancers, which had scorned 
current chemical as well as radiological therapies, and which responded to the 
vaccine-application with an indisputable, though not yet perfect, healing. 

It attracts our attention that the vaccine prepared of the nucleic acid fraction 
obtained from the gastric cancer tissue worked on tumors originating from 
different mother tissues; which fact seems to have some connection with the 
carcinogenesis. 
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4. Ehrlich 腹水 彰 お よび Sarcoma 180 和 免疫 家 束 血 清 の 
in vitro に お ける Cytotoxicity の 分 析 
西岡 久寿 弥 , 吉田 武彦 , 衣川 清水 , RAB 
(東京 大 学 伝染 病 研究 所 第 5 細菌 研究 部 ) 
Studies on the Cytotoxicity of Rabbit Antisera Immunized 
with Ehrlich Ascites Carcinoma and Sarcoma 180. 
KUSUYA NISHIOKA, TAKEHIKO YOSHIDA, HAYAMI KINUKAWA, 
TAKAO KASAHARA 


Ehrlich {ii7k#, sarcoma180 BLOUTVAEBHYS oC, 家 束 免疫 血清 を Flax OF 
法 に 従っ て 作成 し た 。 こ の 血清 の 示す 細胞 毒性 を in vitro に お いて 検討 し よう と し て , われ 
われ が 先 に 発表 し た 癌 の 感受 性 試験 INK 法 を 定量 的 に 表現 する 方 法 に 改善 し た , 定量 的 INK 
法 に 従い 分 祈 し た 。 

HERDER, 一 定数 の 細胞 を YLE Etat, 37 で の 水浴 中 で 振 電 し な が ら 2 
単位 の 補 体 と 稀釈 抗 血 清 と 作用 させ , SRR ORL, 細胞 の み を 集め , これ に 馬 血 清 
1 ml #2 CHFHL, 0.1ml の 1:3000 に PBS に 稀釈 し た 2-6 dichlorophenol-in- 
dophenol を 指示 楽 と し て 加え , 37C で 90 分 振 得 し な が ら 反 応 さ せ た あ と , これ に 3ml の 
nー ブ タダ ノー ル を 加え を, 38876 2-6 dichlorophenol indophenol を グ ブタノール 層 に 移行 させ て , 
遠心 沈 肖 し て プ タ ノ フー ル 層 を と り 比 色 定 量 す る 方 法 を 決定 し た 。 細胞 毒性 を , 3ER DPI & 


で 表現 する 。 
免疫 前 家 兎 血清 お よび これ に 8 単位 まで の 補 体 (新鮮 モル モッ ト 血 清 を , 米国 陸軍 軍医 学校 
法 に 従い 決定 ) を 加え た も の は , 細胞 毒性 を ん ボ さ な い 。 も ちろ ん 補 体 8 単位 で も その 作用 は な 


いかが か, Ehrlich 韻 免 疫 家 各 血清 お よび sarcoma 180 免疫 家 各 血清 を 56C 30 分 非 働 化 し た 
も の に 加え た モル モッ ト 補 体 は これ ら の 抗 血清 の 示す 細胞 毒性 を 増強 する 。 マ ウス 肝 免 疫 血 清 
iz, Ehrlich 癌 お よび sarcoma 180 に 対し て , 細胞 毒性 を 示さ な か っ た 。 

マウ ス 肝 , Ehrlich 韻 , sarcoma 180 の 免疫 血清 相互 の 細胞 お よび マウ ス 赤 血球 凝集 素 を 
が , これ ら の 凝集 価 と 細胞 毒性 の 間 に は 何ら 関係 を 認め る こと が で きず , Ehrlich HE 


お よび sarcoma 180 の 免疫 血清 の み が Ehrlich 癌 お よび sarcoma 180 に 細胞 毒性 を 示し 


測定 し た 


た 。 sarcoma 180 と Ehrlich 腹水 韻 細 胞 の 間 の 交叉 凝集 反応 。 細胞 毒性 反応 に お いて 両者 
な か っ た 。 また, これら の 抗 血清 は , マウ ス 正 常 細胞 の 代表 と し て えら 
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ん だ マウ ス 腎 細胞 (トリ プシ ン で , 遊離 細胞 な いし 細胞 群 に する こと が 容易 で ある ) CHL 
性 を ボボ し て いな い 。 

Ehrlich 癌 お よび sarcoma 180 免疫 家 束 血清 の 細胞 毒性 を , 0.25 M sucrose に よる 細 
胞 分 割 お よび intact cell で 吸収 試験 を 行っ た 。 2x10『 個 に 相当 する 細胞 分 割 で 免疫 血清 を 吸 
収 し た と ころ , intact cell お よび microsome 分 割 で 吸収 し た 吸収 血清 は , 細胞 毒性 が 吸収 
し 去ら れ て いる こと が 明らか に され た 。 

この 細胞 毒性 の im vitro RRL, 抗 血 清 の 発癌 抑制 試験 の 結果 の 間 に も 一 連 の 関係 が 認め 
られ , Ehrlich 細胞 の intact cell で 免疫 し た 血清 お よび , ミク ロ ゾ ー ム 分 割 の 免疫 血清 に は , 
Ehrlich 癌 お よび sarcoma 180 と in vitro で 混合 接種 し た と き 発 癌 抑制 が 認め られ た 。 
(文部 省 科 学研 究 費 に よる ) 


門 根 謙介 : Ehrlich 腹水 瘍 細胞 に 対す る 免疫 家系 血清 を Ehrlich 腹水 韻 細 胸 に 作用 させ ます と , 人 血清 に 
よる 場合 と ほぼ 同様 の 機 序 に よっ て , 細胞 の 溶解 変化 が 起り ます 。 KEL, 免疫 血清 に お いて は , MALE 
二 


用 物質 と し て モル モッ ト 血 清 を 用 いう SAL, 耐熱 性 因子 が 70'C 30 分 の 加熱 に よっ て も 和 失 活 し な い 点 
人 血清 の 場合 と 異 っ て を り ま す 。 AR, 免疫 血清 添加 に よっ て Ehrlich 癌 細胞 の 呼吸 は 著しく 低下 し , 
れ に グ ゲ グルタミン酸, @- ケ トグル タル 酸 , リン ゴ 酸 を 加え て も 酸素 消費 の 増加 は 起り ませ ん 。 それ に 反し ュ 
ハク 酸 を 加え た 場合 に は 補 体 の な い 場 合 に は 酸素 消費 の 増加 が 起り ます が , 補 体 を 加え た 場合 に は 酸素 消 
費 は 低下 し た まま で あり ,。 この 相違 に つい て は 現在 検討 中 で あり ます 。 な お , 人 血清 に よる Ehrlich 腹水 
韻 細 胞 の 呼吸 の 変動 に つい て は 演 147 に て 詳細 に 報告 し ます 。 

WORK: 免疫 血清 の 抗 が ガン 細 胞 性 の メカ ニダ ズム に つい て いか に お 考え です か, HIE Ehrlich GM 
の 免疫 家 下 血清 を 該 細胞 に 作用 させ まし て 電子 顕微 鏡像 を 観 察し まし た が , 細胞 質 殊 に microsome お よ 
び mitochondria の 膨 化 , 了 豆 解 ある い は 消失 等 の 所 見 が 認め られ まし た 。 
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5. 腫瘍 細胞 の 生死 の 生体 外 判 定 法 に 関す る 実験 的 研究 
武田 勝男 , 保 浦 正敏 , 村野 昭治 , RACH, 福士 雄 幸 
Studies on the in vitro Determination of the Living 
and Dead Tumor Cells 


KATSUO TAKEDA, MASATOSHI YASUURA, SHOJI MURANO, 
JINZO ITAKURA, YUKO FUKUSHI 


(Pathological Department, Medical School, Hokkaido University) 


To make a matter clear whether or not the eosin method by Robert Schreck 
and Frederick W. Preston may be available as a method for distinguishing living 
and dead tumor cells in vitro, staining abilities of many tissue staining substances, 
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0.1% in Tyrode solution, were examined using ascites tumor cells of rat. 0.5cc 
ascites containning Takeda or Yoshida sarcoma cells was mixed with 1.0cc of 
Tyrode solution of methyl blue, floxine, phenol red, fuchsin S, fuchine B or eosin. 
The mixtures were kept at various temperatures (—15° to 70°C) and for various 
lengths of time (15 min. to 45 min). The percentage of the stained cells per 500 
tumor cells in each solution was counted. Tumor cells in the eosin solutions were 
unstained at —15° to 38°C during 24 hours, but almost all of the tumor cells were 
stained in proportion to temperature and time in other staining solutions. Tumor 
cells, injured with various physical and chemical treatments, were rapidly stained 
by eosin in accordance with the grade of injuries and they could not proliferate 
in the abdominal cavity of Gifu hybrid rat. 

Unstained cells indicated microscopically normal figure, but stained cell indicated 
various degenerative figures. 

From these examinations, it could be concluded that all except eosin solution are 
unsuitable for determination of living and dead tumor cells. Using 0.1% eosin in 
Tyrode solution, the in vitro effect of various anticancer agents and immune sera 
against ascites tumors of rat were examined. 

Takeda and Yoshida sarcoma cells were kept in various concentrations of RC-4 
(p-phenylenediphosphoric acid tetraethylenimine). The stained tumor cells increas- 
ed in proportion to concentration and time. The result accorded with those of 
in vivo examinations of the tumor bearing rats. 

The in vitro effects of Nitromin on Takeda and Yoshida sarcoma also almost 
accorded with the results of im vivo examination. In the examination of Carzino- 
philin, Takeda and Usubuchi sarcomas were rapidly stained, in agreement with 
in vivo experiments. The cytotoxicity of immune serum of rabbit to Usubuchi 
sarcoma was examined by means of the same method. Usubuchi sarcoma cells, 
with the immune serum, became rapidly stainable but Takeda sarcoma cells 
became so slowly. 

Studies are now in progress to determine whether or not this eosin method can 
be used practically. (文部 省 科学 研究 費 に よる ) 

















6. 制 韻 に 関す る 実験 的 研究 (続報 ) 溶連菌 生 菌 体 に よる 
エー ルリ ッ ヒ 柱 腫 瑠 の 侵害 実験 
清水 隆 作 , 越 村 三 郎 , IEE) 達 , 平田 良三 , 阪東 芳雄 
(金沢 大 学 結核 研究 所 化学 部 金沢 大 学 医学 部 薬理 学 教室 ) 
Experimental Anticancer Studies. On the Destructive Effect of 


Living Hemolytic Streptococci on Solid Tumor of 
Ehrlich Carcinoma in Mice 


RYUSAKU SHIMIZU, SABURO KOSHIMURA, SUSUMU SHOIN, 
RYOZO HIRATA, YOSHIO BANDO 


さき に 著者 等 は , 1) NV y CMDR Y vy eK (pH=7.2) 中 で 溶連菌 生 
菌 体 に 短 時 間接 触 さ れる と a) 癌 細胞 は マウ ス に 対す る 移植 侵襲 性 を 爽 失 する こと , お よび 
b) この 際 ぇ メジ ウム 中 に は 溶連菌 次 血 毒 素 streptolysin S が 産出 (恐らく < streptolysinS は 
腫瘍 細胞 中 の 核酸 体 の 犠牲 下 に お いて 産出 され る も の で あろ うか ) され て いる こと , し か し て 

D DOSER, WAR, 大 腸 菌 お よび 汐 菌 等 何れ の 細菌 を も っ て し て も 期待 で き 
な いこ と を 実証 報告 し た が , これ ら の 実証 は 著者 等 が A 群 溶連菌 に は 腫瘍 細胞 に 対し , その て 
ウス に 対す る 侵襲 性 を 特異 的 に 侵害 する 性 能 が ある と し て “' 浴 連 菌 に ょ る 抗 腫瘍 実験 " を 指向 
する に 至っ た 所 以 を な す も の で ある (RE. Japan, J. Exp. Med., Vol. 25, pp. 93102, 1955; 
ibid., Vol. 27, pp. 107-116, 1957; Japan. J. Microbiol., Vol. 2, pp. 23-28, 1958; Z. 
Krebsforsch., in press), 

S|XPeBBBLS— NV) vy CR PMANA RAR (BE 生 菌 体 を 注入 し た 場合 果 
し て 如何 の 問題 に 対 し て 考査 の 歩 を 進め た の で ある が , その 結果 次 の ょ ぅ な 成績 が 得 ら れ た 。 
すなわち 

1) エー ルリ ッ ヒ 腹水 韻 を 販 喘 部 皮下 に 移植 し , 腫瘍 が 小指 頭 大 に 増大 し た マウ ス を 対象 と 
LT, その 腫 六 内 に 直接 溶連菌 生 菌 体 の 懸 濁 液 を 1 回 だ け 注 入 し た と ころ , 腫 彰 は まず 軟化 ・ 
壊死 の 兆 を 示し , 注射 2 週間 内 に は 崩壊 ・ 脱 落す る に 至る と いう 経過 を 示 し た 。 

2) 腫 癒 内 に 溶連菌 生 菌 体 を 注入 し て か ら 24~48 時 間 後に 腫 痛 の 摘出 を 行い Cha 
MGR (pH=7.2) 中 で ホモ ジ ネ ー ト と し た も の の 遠心 上 清 液 こつ いて の 溶血 力 試 験 で は 。 
streptolYsin S が 産出 され て いる こと が 実証 され た 。 

3) さら に 1) の 実験 と 併行 し て 行っ た 腫 閣 内 へ の 溶連菌 加熱 死 菌 体 の 注入 実験 で は , AR 
体 の 注入 実験 と は 全く 趣 が 異 り , 腫 次 は 何等 軟化 ・ 朋 壊 の 兆 を 示さ な か っ た 。 そ し て また 腫 冶 
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に お ける streptolysin S の 検出 実験 も 陰性 で あっ た 。 (文部 省 科 学研 究 費 に よる ) 


附 議 

RMBe: 1) HH -r) » eMBMRBAAKHEHSHEL KD. 2) その 場合 ,。 ツケ イリ ンズ パ 腺 
に Metastase が 見 られ る こと が ある の で す が ,. それ は 触 察 され まし た で し ょ うか 。 

越 村 三郎 :1. 苗 注 射 は 移植 後 10 日 目 に 行い まし た 。 2 そう し た 問題 に つい て は 現在 未だ 検討 し て お り 


ませ ん 。 





7. 抗 病 性 抗生 物質 Mitomycin 群 の 同定 に つい て 
若木 重 敏 (協和 酸 酵 工業 株 式 会 社 ) 
Identification and Classification of Antitumor Mitomycin Group. 
SHIGETOSHI WAKAKI 

マイ トマ イシ ン C (別名 マイ トマ イシ ン 又 ) は , SSCRSCIORGSNKL OAD ST 
トマ イシ ン A と , 次 の 諸点 に お いて こと な る 。 

1) マイ トマ イシ ン A は , 159~161°C TC, BART AZDICNL, マイ トマ イシ ン C は , は っ 
きり し た 融点 を , 示さ ず , 300'C に お いて も , な お 結晶 形 を 残存 する 。 

2) マイ トマ イシ ン C は , メタ フー ル 。 エタ ノー ル お よび , 水溶 液 に お いて , 360 mx 附近 
に EI, の 価 が , 700 程度 の 特有 な 紫外 部 吸収 を 有 し て お り , し か も , この 部 の , 吸収 の 
強 さ は , 抗菌 力 と , 密接 な 関係 が ある 。 こ の 360 mz の 吸収 は , 他 の 抗生 物質 は も ちろ ん , マ 
イト マイ シン A,B, Y, R 等 , 現在 まで に , 知ら て れ て いる , マイ トマ イシ ン の 他 の , フラ ク 
シュ ン に も , 見 る こと の で き な い も の で あり , マイ トマ イシ ン C の , も っ と る も 重 要 な , 特徴 の 
一 つ で ある 。 

3) マイ トマ イシ ン C が ,。 マイ トマ イシ ン A と , 異な る 点 と し て は , さら に , その 分 祈 値 , 
特に N 含 有 量 の , 差 を あげ る こと が で きる 。 す な わ ち , マイ トマ イシ ン C は , 含有 量 15.49 
22 に 対し , A は 11.68% を 報告 され て お り , その 差 は , 顕 者 で ある 。 

4) 抗菌 スペ クト ラム で も , マイ トマ イシ ン A と C の 傾向 の 差 は , か な り 顕 著 で ある 。 す な 
bd, マイ トマ イシ ン A は , グラ ュ 陽 性 菌 に つい て 特に 強力 な , 抗菌 性 を 示し , グラ ュ 陽 性 菌 
に 対す る 最小 発育 阻止 濃度 は , 抗 酸性 菌 お よび , グラ ム 陰 性 菌 の それ の 数 十分 の 一 で ある の に 
WL, マイ トマ イシ ン C で は , 前 記 三 種 の 菌 に 対す る 最少 有効 明 止 濃度 間 に , ほとん ど 差 が な 
い 。 す な わ ち , マイ トマ イシ ン C は , 典型 的 な , 広範 囲 抗生 物質 の 一 つ で ある 。 

5) マウ ス に 対す る , LD。。(I.V) は マイ トマ イシ ン C で は , 5~7 mg/kg KHL, マイ トマ 
イシ ン A は , 2mg/kg で ある 。 以 上 の 諸点 を 考慮 に .。 いれ れ ば , マイ トマ イシ ン C は , 少く 
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と も , WHET, 判明 し て いる 範囲 内 で は , マイ トマ イシ ン A と は 理化 学 的 , 並び に 生物 学 的 
性 質 に お いて , 明確 な 差 が ある 。 

6) し か し , その 赤 外 吸 収 図 を , 比較 する と , いく つか の 点 に お いて , 類似 点 が あり , 両者 
が 。 全く 別種 の 物質 で ある と , 考え ん る べき か , どう か に つい て は , 問題 が か あり, 今後 の 詳細 な 
研究 を , 待た な けれ ば な ら な い 。 


MH 議 
3% 藤樹 Mitomycin に は 現在 ABC が ある が B は 工場 に お いて 得 ら れ て いな い 。 B は C と その 抗 瘍 性 


抗菌 性 。 その他 の 性 状 が よく 似 て いる の で B と C と を さら に 詳細 に 比較 検討 したい 。 





8. 薄 層 法 に よる マイ トマ イン シン 微量 定量 法 お よび 
動物 体内 分 布 測定 へ の 応用 
香川 恒雄 , 熊 部 潔 , 原田 雄二 郎 , 宇津 鹿 三 , 佐藤 誠 夫 
(協和 酸 酵 工業 株 式 会 社 富 士 工場 ) 


Microbioassay Method for Mitomycin Cand its Application to the 
Determination of Body Distribution. 
TSUNEO KAGAWA, KIYOSHI KUMABE, YUJIRO HARADA, 
KEIZO UZU, TSUNEO SATO 

Mitomycin (M.C.) の 力 価 定量 に は 常 法 カ ッ プ 法 が 行わ れ て いる が , 動物 体内 の M.C. の 
低い 濃度 を 測定 する こと は 不可 能 で ある の で , われ われ は 薄 層 法 を 案 出 し 常 法 カッ プ 法 の 約 
1/100 の 濃度 まで 測定 で きる こと を 確 め た 。 こ の 方 法 に より 家 束 体内 の M.C. の 分 布 を 観察 し 
得 た 。 

1) 実験 方 法 

使用 し た 菌 種 は B. subtilis (No. ATCC. 6633) : で 培地 組成 は 種々 検討 の 結果 peptone 
1.02,meat extract 0.5%,agar 1.5%, asparagine 0.52 の も の が 鋭敏 で あっ た 。 培地 を 殺 
A LKR Me Sml づつ シャ ー レ に 流 し て 固め 常 法 と 同様 に 標準 液 と 供 試 液 を カッ プ に 
入れ 冷 室 に 平ら に 24 時 間 放 置 し , 次 いで 37°C の 恒温 器 中 に 16 時 間 培 養 し 生じ た 阻止 門 を 
計測 し て 力 価 を 求め た 。 こ の 方 法 に よる 場合 誤差 は 5 2 前 後 で 比較 的 正確 な 定量 が 可能 で ある 
が , 血液 お よび 臓器 homogenate の 影響 が 著しく ある の で , これ ら の 内 の MC. の 測定 に は 
次 の 如き 抽出 操作 が 必要 と され る 。 MMOBALKM RAR GRC 10 倍 に 稀釈 し 食塩 に て 
飽和 し CH。C1 と 振り CH。C1 相 を と り 真 空 乾燥 し , 焼 酸 緩 衝 液 に 溶解 し た 液 を 薄 層 法 に より 
力 価 を 求め た 。 こ の 際 M.C. の 抽出 率 は 尿 46-41 Mi 26-205 その 他 の 臓器 の 場合 は 10 
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倍 稀釈 homogenate TR, 肺 臓 8-14 胆のう , 心臓 , A 10~8.0% で あっ た 。 

2) 結果 

i) CHE 静脈 注射 (20 mg) の 場合 は 5 分 目 に 2.37 mcg/ml で 最も 多く 5 時 間 目 まで 
に 時 減少 し て 6 時 間 日 に は 認め られ な く な っ た 。 MAKE (40mg) の 場合 は 30 分 目 に 0.56 
mcg/ml で 最も 多く また 6 時 間 目 に お いて も わずか に M.C. を 認め た 。 経口 投与 の 場合 の 方 が 
減少 の 割合 も 少く 長 時 間 血 中 に 認め られ た が 測度 は 低かっ た 。 

ii) 尿 中 排 浴 量 , 静脈 注射 の 場合 は 著しく 多い 排 浴 量 を 示し 4 時間 目 ま で に 注射 量 の 15% 
を , 9 時間 日 まで に 18% HS hk. 経口 投与 の 場合 は 9 時 間 目 まで に わずか 0.6% Hk Shr 
た に すぎ な か っ た 。 ME OHH Le MC. の 紫外 部 吸収 は M.C. の 特有 の 360 ma OAR 
双 を 示し た 。 し た が っ て MC. は 一 部 分 は 少く と も る 分解 さ れず に 排 湯 さ れん る も の と 思わ れる 。 

iii) 臓器 内 分 布 , ABI M.C. を 投与 し た 後 殺 し て 各 臓 器 を と り 重 量 を 測っ た 後 , その 一 定 
量 を と っ て 10 fiffifRD homogenate と し て M.C. を 抽出 し て 全 臓 器 中 の meg と て M.C- 
を 表す と , 静脈 注射 (20 mg/rabbit) の 2 時 間 後 の も の で は 胆のう に 10.556 mcg 肝臓 に 6.19 
肺 職 に 7.57 腎臓 に 1.80 HI 0.763 心臓 に 0.072 認め られ た 。 経口 投与 (40mg/rabbit) 
の 4 時間 後 で は 腎臓 に 4.07 肺 騰 に 4.20 肝臓 に 1.00 小腸 に 1.65 胆のう に 0.57 を 認め た 。 

以上 を 総括 する と MC の 微量 定量 法 を 案 出 し , これ に より 家 各 の MC. 体内 分 布 を 調べ 
た 結果 その 投与 方 法 に より 血 中 濃度 尿 中 排 洪 量 お よび 臓器 内 分 布 は か な り 差 異 の ある こと を 認 


Mice 


9. Mitomycin C の 作用 機 作 に 関す る 研究 
寺脇 朝 治 , 田 鉄 口 男 , 芝 茂 (大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 乃 床 研究 部 外科 ) 
Study on the Mode of Action of Mitomycin C 
ASAHARU TERAWAKI, TETSUO TAGUCHI, SHIGERU SHIBA 
制 冶 剤 の 作用 機 作 解 明 は , より 有力 な 新しい 制 韻 剤 発見 へ の 道 に 通ずる も る の で あり , EK, 
それ を 手 叔 り と し て 腫瘍 代謝 を も 追 完 し 得る ち も る の で ある 。 さらに, 単 一 薬剤 に よる 癌 の 化学 療 
法 が 困難 な 現在 , いわ ゆる 二 種 以上 の 楽 剤 の 併用 療法 に お ける 薬剤 の 組合 せ 決 定 に 大 きたな 役割 
を 果す も の と 考え られ る 。 
この よう な 意味 で 。 われわれ は mitomycin C (以下 MC) の 作用 機 作 を 追 冠 し て きた が , 
MC が 大 腸 菌 B 株 の 呼吸 , 並び に 和 看 白 質 , RNA の 生 合 成 を 阻害 し な い 濃 度 範囲 で 。DNA の 
生 合 成 の み を 選択 的 に 阻害 する と 思わ れる 成績 を 得 た 。 
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実験 方 法 , 対数 増殖 期 に ある 大 腸 菌 B 株 に MC を 作用 せしめ て , 一 定時 間 間 踊 で その gro- 
wth, 並び に 一 定 容量 の 菌 浮遊 液 中 に 含ま れる 和 蛋白, RNA, DNA を 定量 し た 。 growth は 
Coleman 光電 比 色 計 で turbidimetrical に 測定 し , Aik Folin 反応 を 用 い , 核酸 は , 
Schneider の 方 法 に より 抽出 ,。 RNA は orcine-HCl に よる 反応 , DNA は Burton 等 の 
diphenylamine に よる 反応 で それ ぞ れ 発色 せしめ て , Coleman 光電 比 色 計 を 用 いて 比 色 定 
量 し た 。 

成績 : MC 0.05 mcg/cc 作用 せしめ た 大 腸 菌 の growth, KH, RNA は 測定 時 間 90 分 の 
範囲 に お いて は , MC を 作用 せしめ な い 対 照 と 同じ よう に , logarithmic に 増加 し て , MC 
(に よる 阻害 は 何ら 認め られ な い の に 反し て , DNA は 対照 が logarithmic に 増加 し て いる に 
か か わら ず , MC を 作用 せしめ た も の は , MC 作用 直後 か ら 完全 に その 合成 が 阻害 され て お 
り , MC 0.01mcg/cc で も , DNA 合成 は 明らか に 吸 害 され る 。 

この 場合 , 90 分 後 の 生 菌 数 を 計算 する と , 対照 に 比較 し て MC 0.05mcg/cc を 作用 せしめ 
た 方 は , colony 形成 は 10-15% に すぎ な い 。 

この 現象 の 本 態 は 未だ 不明 で ある が , FID DNA 合成 の み が 阻 害さ れ , 細胞 成分 の 新生 , 
すなわち , RNA, 看 白 の 合成 が 阻害 され な いと き は 菌 は 分 裂 能 の み を 和 失い や が て 死に 導 か れる 
と いう , いわ ゆる 不 均衡 発育 を 来 す の で は な いか と 考え られ る 。 
この DNA 合成 阻害 の 本 能 を 明らか に し ょ うと し て 以下 の 実験 を 行っ た 。 

MC と 同時 に thymine 30 mcg/cc を 添加 する と 12~18 時 間 の lag phase を 経て , MC 
(にょ る DNA 合成 阻害 は 回 復 し 始め , 間もなく 対照 の 8022 まで 回 復 す る 。 この 際 growth 
は DNA の 回 復 に 少し 遅れ て 回 復 し, 間もなく 完全 に 回 復 す る 。 他 方 , orotic acid を 添加 し 
た も の で は , MC 阻害 の 回 復 は 全然 見 られ な か っ た 。 

また , 大 腸 菌 の thymine 要求 菌株 15T- に MC を 作用 せしめ た が MC 0.05mcg/cc, 0.1 
mcg/cc で は DNA 並び に growth の 阻害 は 全 

以上 の 成績 か ら , MC に ょ る 大 腸 菌 増殖 明 止 は , MC に よる DNA の 生 合 成 障害 に よる と 
考え られ る が , それ 以前 の 点 に つい て は 。, 目下 検討 中 で ある 。 
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10. Mitomycin C の 実験 腫 痛 に 対す る 効果 (続報 ) 
(弘前 大 学 医学 部 病理 学 教室 ) 


Further Studies on the Effect of Mitomycin C Upon 
Experimental Tumors. 
ISAMU USUBUCHI, SHOICHI OBOSHI, RYOICHI TSUCHIDA, 
HIDEHARU TANABE 


Mitomycin C を ラッ テ , マウ ス の 各種 の 腫瘍 に 使用 し , 次 の 如き 成績 を 得 た 。 

I) 腹水 腫瘍 に 対す る 効果 : 各種 の 腹水 腫瘍 を 腹腔 内 移植 48 時 間 後 で 純 培養 に 増殖 し た 状 
態 の と き に , 50~1000 mcg/kg の mitomycin C を 毎日 腹腔 内 に 注射 し , その 期間 は 実験 例 
に よっ て か な り の 差異 が ある が (3-33 A), 一 般 に 大 量 投与 の 場合 は 短期 間 , 小 量 投与 の 場 
合 は 長期 間 に お よん だ 。 実験 例 は 全 例 生存 例 百分率 曲線 に よっ て 検討 し . その 50% 生存 日 数 
が 非 治療 群 の 5022 生存 日 数 に 比 し て 少く と も 2 倍 以 上 に 達し た と き に 延命 効果 の ある も の と 


判定 icc 
この 結果 を まとめ て みる と , 最も 著しい 効果 の 認め られ た も の は 2 (FAVA AM TCS っ て, 
50 mcg/kg の 連日 投与 で 延命 効果 が 認め られ た 。 次 で 4 倍 体 弘前 肉腫 , 肝癌 130 系 は 100 


mcg/kg で 延命 効果 が 認め られ, マウ ス Ehrlich 癌 は 200 mcg/kg で 効果 が 認め られ た 。 マ 
ッ ゥ ス 汐 巴 性 白血病 (SN 36) は 吉田 肉腫 と と も に か な り の 抵抗 を 示し , 500 mcg/kg で は じ め 
て 延命 効果 が えら れ た 。 曰 淵 肉腫 は 最初 の 実験 で は 500mcg で 延命 効果 が み ら れ た が , その 
後 の 増 殖 力 の 高い 時 期 に は 強い 抵抗 を が し , さら に 武田 肉腫 お よび 肝癌 7974 系 は 1000mcg/ 
kg で は 延命 効果 は 認め られ な か っ た 。 

この 成績 は Mitomycin C が ラッ テ , マウ ス の 広範 囲 の 腫瘍 に 対 し て 強い 効果 を 有する こ 
と を 示す も の で ある 。 

また 細胞 学 的 に は 同一 率 の 腫瘍 で ある 吉田 肉腫 と 弘前 肉腫 の 間 お よび 肝癌 130 系 と 7974 系 
と の 間 に mitomycin C の 効果 の 著 し い 差 違 の み られ た こと は 興味 深い こと で ある 。 

ID 皮下 腫瘍 に 対す る 効果 : 2 倍 体 弘 前 肉腫 お よび 4 倍 体 弘前 肉 種 を ラッテ 皮下 に 移植 し , 
3-10 日 後 で 皮下 腫瘍 の 明らか な 発育 を 認め て か ら , 腹腔 内 に mitomycin C 200~500mcg/ 
kg を 連日 投与 し , 7 一 15 日 に お よん だ 。 3 日 後に 治療 開始 し た も の は ほとん ど 全 例 が 治療 し , 
5 一 6 一 10 日 後に 治療 開始 し た も の も , 治療 期間 中 に 腫瘍 は 縮 少 し , 治癒 する も る の が 多く , 一 
部 は 治療 中 止 後に 再発 し た 。 対照 非 治療 群 は 全 例 腫瘍 死 し た 。 

この 成績 は mitomycin C が 結節 性 腫瘍 に 対し て も 著 明 た 抑制 効果 を 有する こと を 示す も 
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の で ある 。 

I) Mitomyoin C の 腫瘍 細胞 に 対す る 作用 機転 に つい て は 形態 学 的 に は , ま づ 細胞 分 像 の 
抑制 , 異常 分 裂 の 出現 次 で 腫瘍 細胞 は 大 型 化し , 膨 化 , 崩壊 し て ゆく 像 が み られ , これ は 腹水 
腫瘍 の 場合 も , 結節 性 腫瘍 の 場合 に も 共通 的 に 認め られ た 。 





11. 尺 前 肉腫 の Mitomycin C 耐性 に つい て 
大 星 章 一 (弘前 大 学 医学 部 病理 学 教室 ) 
Drug Resistance of Hirosaki Sarcoma to 
Mitomycin C 
SHOICHI OBOSHI 

Mitomycin C は 弘前 肉腫 に 対 し て 著 LV PUBS L, 腹腔 内 移植 2 日 後 か ら の 連日 腹 
腔 内 注射 に よ っ て 腫瘍 細胞 の 消失 , 宿主 の 延命 ある い は 治癒 を 認め る 。 最少 有効 量 50mcg/kg/ 
day で ある 。 

CI) Mitomycin C に 対す る 耐性 発現 。 

第 1 代 に は 移植 2 日 後 か ら mitomycin C Smeg/kg を 連日 腹腔 内 に 投与 し , 6 日 後 死亡 直 
前 に 第 2 代 に 移植 し 2 日 後 か ら 10 mcg/kg 投与 を 続け , 13 日 後に 第 3 代 に 移植 し 直後 か ら 
10 mcg/kg 投与 を 継続 , 9 日 後に 第 4 代 に 移植 し て 10 mcg/kg 投与 を つづ け , 5 日 後に 第 5 
代 に 移植 し て 直後 か ら 10mcg/kg の 投与 を 行っ た 。 その は 4 日 後に 移植 し た 第 6 代 は , 移植 2 
日 後 か ら の 100 mcg/kg 投与 に 対 し て 明瞭 な 抵抗 性 を し , 無 処置 例 と 同一 の 経過 で 腫瘍 死 を 
と げた 。 す な わ ち 100 mcg/kg に 対し て 耐性 を ボ す に 至っ た 期間 は 37 日 , GLK mito- 
mycin C 総量 は 31.5 mcg で ある 。 

さら に mitomycin C の 増量 投与 に よって, 7 代 , 57 日 後に は 200 meg/kg に 対し て 耐性 
を 示す よ うに な っ た 。 

CHD 交叉 耐性 

1) Nitromin 


弘前 肉腫 に 対す る nitromin の 最少 有効 量 は 1mg/kg で ある が , mitomycin C 耐性 株 は 


2) TSPA 

弘前 肉腫 に 対し て TSPA は 0.5mg/kg 以上 の 投与 に よっ て 腫瘍 細胞 の 消失 お よび 延命 
果 を 示す が , mitomycin C 耐性 株 は , 移植 2 日後 か ら の 10 mg/kg 投与 に 対し て 耐性 を 示 
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し た 。 

3) Actinomycin J. 

原 株 も mitomycin C 耐性 株 も , 移植 直後 か ら の 20-50 mcg/kg の 連日 投与 に よっ て 腹水 
腫瘍 細胞 の 増殖 抑制 が 認め られ た 。 

4) Carzinophillin 

原 株 お よび mitomycin C 耐性 株 と も に , 移植 2 日 後 か ら の 2.500u/kg 投与 で は 抑制 効果 
は 認め られ ず , 5,000 u/kg 投与 に よっ て 同一 の 抑制 効果 が 認め られ た 。 

CHD 総括 お よび 考 技 

腫瘍 細胞 に 対す る mitomycinC の 細胞 効果 は 腫瘍 細胞 の 有 糸 分 裂 像 の 減少 , 次 いで 異常 
FAR, 巨大 腫瘍 細胞 の 出現 を 伴っ て 清和 失 す る も の で , nitromin の 細胞 効果 に 一 致す る も の 
で ある 。 ま た 抗 腫 場 ス ペク トラ ム も 弘前 肉腫 お よび 肝癌 130 系 に 著 効 を 示す 点 に お いて よく 似 
て いる 。 以上 の 所 見 に 加え て , 弘前 肉腫 の mitomycin C 耐性 株 が , nitromin お よび TSPA 
に 対 し て 交叉 耐性 を 示し , carzinophillin, actinomycin J に 対 し て 交叉 耐性 を 示さ な いこ と 
は , mitomycin C が nitromin, TSPA と 少く と も 一 部 に お いて 共通 の 抗 腫瘍 作用 を 有する 
こと を 示し て いる 。 


附 議 

佐藤 博 : 細胞 学 的 検査 を 主 と し た われ われ の スク リー ニン グ テ ス ト を 行っ た 結果 , 吉田 肉腫 に お いて は 
致死 時 2mg/kg 以上 の 部 に お いて 6~12 時 間 に Mitose の 減少 , 細胞 融解 。 核 破 壌 等 の 一 次 変化 が 見 ら 
hr. 致死 量 以 下 に お いて 24072 時 間 に NM 効果 と 同様 の 二 次 変化 が 見 られ た 。 腹水 肝癌 (130, 13, 66 
F, 63, 414, 423, 7974, 66,39 系 ) に お いて は 48 時 間 以 後に お いて いわ ゆる 二 次 変化 を 認め る も の が 多い 。 
この 肝 瘍 スベ クト ラム を 通 覧 し alkylating agent と 似 た 効果 の ある こと を 確認 し た 。 吉田 肉 年 を 用 いた 
in vitro 試験 に お いて も 同様 の 効果 が ある 。SN 36 に つい て は 10, 5, 1, 0. 5, 0.1, 0.01 mg/kg を 注射 し た 
が 一 次 変化 が ある が 二 次 変化 は 認め られ な か っ た 。 この 点 も alkylating agent に 似 て いる と 考え られ る 。 





12. Mitomycin C の 臨床 使用 経験 


田口 鉄男 , 芝 茂 , 伊藤 一 二 , BA 実 , 藤井 武彦 , 山本 典 , 沢田 秀作 , AM 
良和 , 山下 永 策 , 堀 野 一 男 , 寺脇 朝 治 , 上 田 正規 , 上 西 力 , 紺 谷 日 出 雄 
(大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 臨床 研究 部 外科 ) 
Clinical Experience with Mitomycin C 
TETSUO TAGUCHI, SHIGERU SHIBA, ICHIJI ITO, MINORU MATSUI, 

TAKEHIKO FUJII, MINORI YAMAMOTO, SHUSAKU SAWADA, 

YOSHIKAZU OMUKAI, EISAKU YAMASHITA, 

KAZUO HORINO, ASAHARU TERAWAKI, MASAKI 
UEDA, TSUTOMU UENISHI, HIDEO KONTANI 


私 達 は 1956 “ELK, mitomycin C(MC) の 実験 的 研究 を 行っ て いる が , MC に 従来 発表 
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され た 抗癌剤 に は み ら れ な か っ た よう な 強い 抗 腫瘍 性 を 認め る と と も に , その mode of ac- 
tion に つい て は DNA の 生 合 成 障害 を めぐ っ て きわ め て 興味 ある 成績 を 得 て い る 。 

本 年 初め か ら MC を 了 臨床 上 に 試用 し , 8 月末 まで に 43 例 に 達し た 。 MC を 用 いた 患者 は 
術 後 再発 予防 の 目的 に 用 いた 5 例 を 除い て いわ ゆる 了 臨床 末期 癌 の 症例 で , そ の 内 訳 は 韻 腫 33 例 
肉腫 5 例 で ある 。 

その 隆 床 効果 を 追求 する と と も に , 副作用 を 重視 し , 血液 像 の 変化 , 肝 機能 , BRRAEOAYE, 
さら に 投与 方 法 , 投与 量 等 を 比較 吟味 し た の で , その 成績 に つい て 述べ た い 。 

MC を 使用 し て か ら 日 も 浅く , 例 数 も 少な い の で , 効果 の 点 で は いま だ 到底 その 結論 を だ す 
と ころ まで 至っ て いな い 。 

し か し , 自覚 的 に 食 思 好転 , AEM, 悪心 喝 吐 の 消失 , 腹部 不快 感 の 消 矢 , ROM, 
活力 の 増強 等 の う ち , その 一 つ で も 認め 得 て , 自覚 症状 の 改善 を 認め た も の は 38 例 中 23 fl 
で あっ た 。 

他 覚 的 に 腫 閣 縮 小 軟化 , 増悪 抑制 , 浮腫 減少 , 腹水 減少 , 通過 障害 の 改善 , 組織 像 の 改善, 
腹水 腫瘍 細胞 数 の 減少 , 退行 性 変化 お よび 有 骨 壊 等 を 認め た も の は 38 例 中 25 例 で あっ た 。 

LAL, 自 他 覚 的 に 何ら の 症状 改善 を 認め られ な か っ た も の が 38 例 中 9 例 あ っ た 。 

特に 全般 的 に 感じ られ た 点 は われ われ の 症例 中 20 例 が 胃癌 患者 で 。 癌 性 腹膜 炎 , 肝 転 移 等 
を 起 し て 相当 に 悪 液 質 が 進行 し た も の で あっ た に も か か わら ず 自 他 覚 的 症状 の 改善 が 認め られ 
た こと で あっ た 。 こ の 点 を 具体 的 に 把握 する 意味 で 韻 悪 液 質 の 際 に 尿 中 に 増量 する アセ トン 体 
を 指標 と し て 検索 し た と ころ , 現在 , MC 治療 で 病状 の 改善 を 認め た 症例 の 中 , 一 , “OP 
で 尿 中 アセ トン 体 量 の 減少 を 認め , 悪 液 質 の 改善 を 認め た も の が ある 。 

副作用 と し て 白血球 減少 例 が 43 例 中 18 例 に 認め られ た が , 特に 高度 な も の は 認め られ ず , 
MC 投与 中 止 後 3 週 目 に は 投与 前 の 8022 以上 に お お むね 回 復 し た 。MC の 投与 量 が 増大 する 
に し た が っ て 白血球 減少 例 は 多く な り , 総量 70mg 前 後 で は ほとん どの 症例 に 多少 と も 白 血 
球 減少 を 認め た 。 ‘ 

食欲 不振 は 43 例 中 5 例 に 認め た が , いずれ も 1 回 量 , 総量 と も に 多く 投与 し た 症例 で ある 。 
赤血球 減少 は 43 例 中 1 例 の み で あっ た 。 

ot, 副作用 と 思わ れる も の は 認め られ ず , 患者 も 投与 中 何ら の 苦痛 を 訴え な か っ た 。 

肝 機能 検査 と し て 血清 蛋白 量 , チモール , C.C.F., コバ ルト 。 高田 。 B.S.P. 等 を 詳細 に 追 
求 し た が , MC 投与 に より 改善 を 認め た 症例 は ある が 特に 悪化 し MC に よる 副作用 と 思わ れ 
る も の は 認め られ な か っ た 。 

腎 機能 検査 に お いて も 同様 で あっ た 。 
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MC の 投与 方 法 は 原則 と し て 静脈 内 と し , 1 日 2~4mg を 投与 量 と し 連日 行い ,。 総量 70 
mg 前 後 で 1 クー ル と し て いる 。 


奥村 明 一 : われ われ も また 9 例 に マイ トマ イシ ン を 使用 し まし た 。 投与 し た 9 例 中 , 口蓋 黒色 肉腫 兼 頸 部 
リン パパ 節 転移 の 一 症例 に お いて , 29 日 間 に わ た り , 局所 的 に 45mg, 全身 的 に 40mg 投与 し た が , 使用 
後 2 週 頃 よ り 光 巴 節 転移 並び に 腫 交 の 縮小 が 認め られ , 3 週 目 より 原発 巣 の 一 部 は 壊死 に 陥り 脱落 し まし 
た 。 そ の 脱落 片 の 組織 像 は スラ イド の 如く , 細胞 質 は 縮小 し , Kit pyknotrisch, 所 に よっ て は ほとん ど 
壌 死 塊 と な っ て いま す 。 現在 な お 引続き , 局所 的 に 投与 中 で あり ます 。 その 他 細 網 肉腫 , 乳癌 再発 例 に お 
きま し て , 投与 後 1 週 頃 より 腫 問 の 軟化 , 縮小 が 見 られ まし た 。 白血球 数 の 減少 は か な り 著 明 に みとめ ら 
SICHT, 

AHERX: 白血病 を 含む 18 例 の 末期 癌 患者 に 使用 。 白血病 で は 慢性 症 に 有効 , 急性 症 に 著 効 な く , そ 
の 作用 は アル キル 化 剤 の 作用 効果 に 類似 し た が , Abi TESPA で 著 効 の 得 ら れ な か っ た 細 網 肉腫 に 著 効 
の 得 ら ちら れ た この 事実 は , 今後 作用 機 序 解明 の た め に 特に 注意 し な けれ ば な ら な い 点 と 思う 。 ま た 効果 発現 
に 要する 量 は , 白血病 と いう 同種 疾患 に お いて も は な は だ し く 異 り 。 われ われ の 症例 で は , その 範囲 は 細 
網 肉腫 の 16mg より 黒色 腫 の 320mg に お よび 腫瘍 毎 に その 感受 性 が 極め て 異 る 。 

ABER: 末期 癌 患者 の 例 に マイ トマ イシ ン C を 使用 し , うち 2 例 は 食 思 減退 , 悪心 が は な は だ し いた め 
に 10mg 以下 で 中 止 し た が , 残り の 7 例 中 3 例 に 腫瘍 の 縮小 , 2 例 に 発育 抑制 。 (使用 中 止 に より 腫 交 増 
A) を 認め た 。 な お 他 部 位 の 腫瘍 に 放射 線 療法 を 併用 し て いた 3 例 は , 白血球 数 が 3000 に な っ た の で で て 
イト マイ シン の 注射 お よび 放射 線 治療 を 中 止 し , Vit K, AC-17 総合 ビタ ミン , 総合 アミ ノ 酸 類 を 与え た 
Di, 2~4W 後に 白血球 数 は 最低 に な り 1500,1300 お よび 600 に な っ た 。 こ れ は 今 ま で の 演者 の 報告 と 違 


と と ァ テ で ああ 
2 と この で ある 。 





13. Mitomycin X ORB RIC AICBIS SOE 


白羽 弥 右 衛門 , 酒井 克 治 , 福住 弘 雄 , 大 西 確 次 郎 , 野村 定 生 , 
福山 和宏 , 岩本 洋三 , 寺 中 達夫 
(大 阪 市 立 大 学 医学 部 外科 学 教室 ) 


On the Study of Clinical Application of Mitomycin X, 
A New Antitumor Antibiotic 
YAEMON SHIRAHA, KATSUJI SAKAI, HIROO FUKUZUMI, 
KAKUJIRO ONISHI, SADAO NOMURA, KAZUHIRO 
FUKUYAMA, YOZO IWAMOTO, TATSUO TERANAKA 


Mitomycin X (以下 MMX と 略記 する ) は streptomyces caespitosus が 産生 する も っ 
と も 新しい 抗 腫瘍 性 抗生 物質 で ある が , 私 ども は 昭和 32 年 8 月 以下 , 白羽 外科 学 教室 を 訪れ 
た 82 例 の 悪性 腫瘍 患者 に これ を 試用 し , その 了 攻 床 成績 を 追求 し た 。MMX の 投与 径 路 と し て 
は , 静脈 内 投与 法 , 腫 癒 内 浸潤 注射 法 の ほか に , 動脈 内 挿管 投与 法 を 用 いた 。 現在 まで 82 例 
の 了 攻 床 例 に MMX を 試用 し た が , 症例 中 胃癌 が も っ と も 多く 46 例 を 占め て いる 。 と くに 胃 
癌 例 は ほとん ど が 全身 転移 を きた し , 手術 不能 で ある か , も し く は 胃 閣 切除 後 の 再発 例 で あっ 
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た 。 組織 学 的 に は 腺 癌 が か も っ と も 多く , 66% を 占め て いる 。 

MMX は これ を 全身 的 に 投 手 し て も , 自覚 的 副作用 が な いた めか , ほとん どの 症例 に 食欲 増 
進 , 気分 爽快 感 を も た らし た 。 と くに 動脈 内 挿管 投与 例 の うち で , 末期 の 韻 性 腹膜 炎 例 (胃癌 
切除 後 再発 ) の 1 例 は MMX 投与 後 食 欲 が 著しく 元 進 し , 1 ヵ月 半 の 治療 期間 中 に 約 6kg 
の 体重 が 増加 し た 。 こ の ほか 体重 増加 を きた し た 症例 が 7 例 あ っ た 。 こ れ ら の 症例 は いずれ も 
MMX 投与 後 食 思 が 好転 し た こと が 重要 な 役割 を 果して いる 。 

MIMX 投与 に 伴い 腫瘍 が し だ い に 縮 少し た 症例 が 25 例 あ る 。 1 例 を あげ れ ば 胃癌 例 で 投与 
前 上 腹部 に 5.5x9.0cm2 の 腫 韻 が か あり, これ に MMX を 投与 し た と ころ , MMX 46mg 投 
与 後に は 1.0x1.9 cm? に まで 縮 少 し た 。 

この ほか 腹水 が 著 明 に 減少 し た も の 6 例 , FAKE 6 Ol, 悪心 咽 吐 の 消失 6 例 , 開口 障害 
の 軽減 4 Pl, UK, 喘 疾 の 減少 1 Pl, HBC 3 例 を 経験 し た 。 

し か し いずれ の 症状 軽減 も 一 時 的 の も の で あっ て , MMX 投与 中 止 後に は 再び 増悪 し た も 
の が 多い 。 

MMX 投与 に 伴 5 組織 学 的 変性 所 見 と し て は , 腫 冶 組 織 の 間 質 増強 , 腫瘍 細胞 の 核 濃縮 , 
膨 化 な いし 壊死 な どの 強い 変性 像 が み られ た 。 

MMX は 臨床 検査 成績 か ら , 肝 , 腎 に 対し て は ほとん ど そ の 機能 を 障害 し な いよ 5 で ある 。 
し か し 骨 和 倍 に は 毒性 を 発揮 し , ほとん どの 症例 に 白血球 減少 征 を も た らし た (白血球 減少 例 , 
静脈 内 投与 群 64 例 中 54 例 (8422), 動脈 内 挿管 投与 群 18 Alt 12 fil (672))。 また この 
白血球 減少 症 は 投与 終了 後 8 週 以内 に 投与 前 の 値 に 居 復 する 。 赤 血球 お よび 血色 素 量 は 影響 を 
うけ な いよ うに 思わ れる 。 か えっ て 増加 し た も の が 29% を 占め , MMX は 癌 貧血 を も 惨 復 せ 
し め る と も 考え られ る 。 

白血球 減少 症 以 外 の 副作用 と し て は , 食欲 不振 を 訴え た も の が 8 例 あ っ た が , 軽度 で あっ た 。 
な お 出血 性 素因 を あら わし た 2 例 を 経験 し その うち 1 例 は MMX 投与 に より 明らか に 出血 
時 間 の 延長 を 認め た 。 し か し 血小板 数 , 凝固 時 間 に は 著 変 は た み られ な か っ た 。 

以上 の 所 見 か ら MMX 1 日 投与 量 は 2~3mg が も っ と も 適当 量 と 考え , で き 5 ぅ れ ば 動脈 
内 に polyethylene 管 を 挿管 し , 経 管 的 に 投与 する 方 法 が 最良 の 投与 法 と 考え て いる 。 
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14. マイ トマ イン シン -C に よる 女性 外陰 韻 お よび 
韻 性 腹膜 炎 の 治療 経験 
(大 阪 大 学 医学 部 産科 婦人 科学 教室 ) 


Therapeutic Effect of Mitomycin-C on the Vulva 
Carcinoma and Cancerous Peritonitis 
ICHIRO TAKI, SHIGEYUKI HIGASHIZAWA, KANICHI NAKAMURA, 
TADAHISA INAMOTO, YOSHIO ASHITAKA 


1. 女性 外陰 癌 に 対す る 治療 と し て , われ われ は 努め て 根治 手術 を 採用 し て いる 。 最近 3 例 
を 経験 し た が , 術 前 に マイ トマ イシ ン -C (M-C) を 局 注 , 局 貼 , 静 注 し , その 効果 を 観察 し 


In 
ico 


第 1 例 は 38 才 , 膝 入 口 左側 に 扶 指 頭 大 の 硬い 腫 癌 あり , FLL BW, M-C Img 
を 0.52 塩酸 デビ ロカ イン に 加 温 溶解 , 腫瘍 の 基底 部 に 数 ヵ所 より 分 割 注射 , また M-C 1mg 
溶液 を ガー ゼ に 浸し て 貼 用 。 12 mg 局 注 後 13mg を 静 注 し , 根治 手術 を 行っ た 。 

第 2 例 は 62 才 , HBC, Ra お よび X 線 治 療 を 受け , 4 ヵ月 後に 来院 , 腔 入口 左側 に 
HOPS SAK ONDA SO, fit Bee BI, M-C 18mg Wi, Img 静 注 後 根治 手術 を 行 

第 3 例 は 38 FT, 外陰 の 主として 右側 に 難 卵 大 の 腫瘍 あり , RiP LLB, M-C 2mg 
局 注 を 連日 行い , 20 mg 注射 後 , 根治 手術 を 行っ た 。 

以上 3 例 に つい て の 経験 で は , 局 注 は 数 回 行う と 局所 腫 且 し 硬く , 外観 上 腫 背 は か えっ て 大 
と な り , 注射 時 商 痛 を 訴え る 。 局 注 に ょ り 販 血球 数 , 肝 機 能 に 変化 は な い が , 静 注 に よっ て 白 
血球 数 減少 する 。 摘出 材料 の 組織 学 的 検索 に よる と , 第 1 例 に お いて は , 主として 腫瘍 組織 の 
M-C 注射 部 位 に , ROBB, 腫瘍 細胞 の 変性 , 散在 , 壊死 巣 形成 を 認め た 。 第 2, 3 例 に 
お いて も これ に 類する 変化 を 認め た が 著 明 で は な い 。 こ の 変化 の 解釈 は 複雑 で ある が , 少く も 
その 一 部 は M-C の 抗 腫 瘍 性 を 表現 する も の と 考え る 。 3 例 と も 主として 局 注 の 効果 を 知る こ 
と が 主眼 で あっ た が , 局 注 に は 使用 限度 が あり , 静 注 を 併用 すべ き と 思 うぅ 。 

2. 症例 は 30 I, 両側 の 原発 性 卵巣 癌 を 別 出 し た が , 腸 間 膜 , ダグ ラス 氏 富 の 多数 の 小 転 
Pe MIZBIR LIBS, 術 後 双 線 深部 照射 6900r を 行う も , 術 後 10 週 に 腹水 貯溜 し , 腹水 中 に , 
腫瘍 細胞 を 証明 , M-C 計 41mg を 腹腔 内 に 注入 , 腹水 の 貯溜 を ほとん ど 停 止 せ し め た が , KR 
与 中 止 後 5 週 に し て 胸水 貯溜 , 胸水 中 に 腫瘍 細胞 を 証明 , 最近 まで M-C 50mg を 胸膜 腔 内 に 
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注入 し た 。 胸水 は 計 5000cc を 排除 し た が , M-C 26mg 投与 後 は 貯溜 は ほとん ど 停 止 し た 。 

M-C 腹腔 内 投与 中 お よび 中 止 後 約 3 週間 食欲 増進 爽快 感 あり , この 間 血 液 , 肝 機 能 に 
異常 を 認め な い 。 

腹水 中 の 腫瘍 細胞 は , 始め 10-30 個 より な る 円 形 の 集団 た な っ て 肖 遊 し て いた が 。 M-C 
15 mg 投与 後 , 小 塊 と な り , ある い は 遊離 散在 する 傾向 を し, 核 の 変化 , 細胞 質 内 の 空 胞 形 
成 , 膨 化 等 の 退行 性 変化 を 示す 腹 瘍 細胞 が 増加 , 同時 に 。 赤血球 。 多 形 核 白 血球, リン バ 球 。 
SRM, 単 球 等 の 出現 が 増加 する 。M-C 41mg 投与 後 , 腫 場 細胞 は ほとん ど 個 々 に 遊離 し , 
出現 数 少く , BR, 染色 質 の 散乱 , 細胞 質 内 空 乃 形 成 等 の 傾向 が 著しい 。 M-C Kö 
3 週 の 腹水 中 に は 再び 腫瘍 細胞 の 集団 形成 を 見 た 。 胸 水中 の 腫瘍 細胞 に も , 同様 な 変化 を 認め 。 
本 例 は M-C に よる , 腹水 , 胸水 の 貯溜 抑制 に より ,。 か な り の 延命 効果 を あげ 得 つ つ あ る も の 


と 考え る 。 ( 娘 部 省 科 学研 究 費 に ょ る ) 
附 議 

= Ret: Mitomycin は 抗 韻 力 と 同時 に 強い 抗菌 性 が あり ます 。 例え ば pneumonia, Ricketisiosis, 
Leptospirosis 等 に 対し て 動物 実験 で 著 明 な 治癒 効果 が 見 られ まし た 。 そ こ で た だ いま の slide で 梅毒 を 
併発 し た 症例 が あり まし た が か か る 例 で は 冶 に 対す る 効果 と と も に 梅毒 に も 好 影 響 が ある の で は な いか と 
思い ます 。 


Sm 一 郎 : 外陰 癌 の 第 2 例 は , 昨年 8 月 , 他 医 の 診察 を 受け , W-R 陽性 な る た め , 概 毒 の 治療 を 受け た 
が , 軽 師 し な い の で 来院 し た 。 組織 検査 を 行わ な か っ た た めで ある 。 





15. Mitomycin-C の 使用 経験 
長谷 川 俊治 , 山本 直 明 (国立 名 古屋 病院 内 科 ) 
Clinical Effects of Mitomycin-C 
SHUNJI HASEGAWA, NAOAKI YAMAMOTO 
AIC kL OMA SH, 杉浦 等 に より 動物 実験 に 強い 抗 腫瘍 性 と 認め られ た Mitomycin-C を 
肺癌 , 胃癌 , 細 網 肉腫 症 に 使用 し 知見 を 得 た の で 報告 する 。 
1 日 使用 量 , 2mg より 最高 4mg まで 20% 糖 液 と と も に 静脈 内 に 注射 し , 総量 50mg x 
り 150 mg まで 使用 し た 。 副作用 と し て は 白血球 減少 , 食欲 減退 を 認め た が , 肝 機 能 等 に は 著 
明 な 障害 は 認め られ な か っ た 。 次 に 症例 を あげ る 。 
A ow 54 才 s 
BifERE 昭 29 年 胃潰瘍 の 診断 を 受 く 
家族 歴 RT RIE 
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現 病歴 32 年 6 月 頃 よ り 腹 部 膨満 感 を 認め た が 別に 気 に も と め な か っ た 。 8 月 吐血 を みる 。 
9 月 医師 に より 上 腹部 の 腫瘍 を 発見 され 腫瘍 は 次 第 に 増大 し て きた 。33 年 6 月 以来 , 食欲 強 
度 に 障害 され また 廊 痩 を 強度 に 認め られ 入院 治療 を する こと に な っ た 。 

入院 時 体格 中 等 度 , 栄養 不良 , 上 腹部 に 15x4cm の 表面 凹凸 あり 運動 性 の な い 腫 癌 を 触 
ML, また 腹水 を 認 む , 末 栓 血液 所 見 赤血球 数 358 万 血色 素 65% 白血球 数 5300 肝 機 
能 高田 (一 ) コバ ルト Ri,(2) 胃液 無 酸 症 に て 血液 反応 ( 士 ) 7 月 30 日 より mitomycin-C 
2mg を 毎日 静 注 する に 尿 量 の 増加 と と も に 腹囲 減少 し 80 HKD 61 MLS. ACER 
MBI LHD L 14x4 HEE eS. 総量 102mg 使用 す 。 肝 機能 高田 ( 士 ) コバ ルト R。(2) K 
栓 血液 所 見 , 赤血球 数 462 万 血色 素 7822 白血球 数 2800 と な り 気 分 良好 , 食欲 良好 と 
な っ た 。 

肺癌 40 才 \ 

既往 歴 , 家族 歴 。 特記 すべ きこ と な し 

33 年 4 A, ERICK YO AMMBICRBSS LV DHA. 体格 中 等 度 栄養 中 等 度 A 
枯 血 液 所 見 赤血球 数 461 万 血色 素 7722 白血球 数 7300 肝 機 能 高 田 (一 ) コバ ルト R。 
(5) mitomycin-C 2mg より 4mg を 静 注 し 総量 88mg に て , Alii PAO AN 
と な り 1/2 に 縮 少 す 。 赤血球 数 323 万 血色 素 70% 白血球 数 2700 と な り 肝 機能 変化 は 
な い 。 

以上 2 例 の 有効 例 を 経験 し た が , 1 日 使用 量 は 最低 2mg 最高 4mg で あり , 食欲 不振 等 
自律 神経 系 に 対す る 障害 は 個人 差 が 大 で ある 。 

白血球 減少 は 全 例 に 経験 され た が , 増 白血球 剤 の 併用 に より 目的 量 まで 本 剤 を 使用 する こと 
が で きた 。 ね われわれ の 経験 で は 1 日 使用 量 は 2mg な いし 4mg 総量 100mg が 適当 と 考え 


られ る 。 














16. 新 抗生 物質 Chromomycin 群 と くに 主 成分 A の 分 離 
と その 制 冶 作 用 並び に 薬理 学 的 検討 


立岡 末 雄 , 中 沢 鴻 一 , 三宅 彰 , 梶原 DB. WR, 柴田 元 雄 , 田辺 一 雄 , 浜田 義雄 , 


Isolation, Anticancer Activity and Pharmacology of a 
New Antibiotic Chromomycin 


SUEO TATSUOKA, KOICHI NAKAZAWA, AKIRA MIYAKE, KYO KAZIWARA, 
YOSHITOMO ARAMAKI, MOTOO SHIBATA, KAZUO TANABE, 
YOSHIO HAMADA, HIROMU HITOMI, MASUO MIYAMOTO, 
KOMEI MIZUNO, JUMMEI WATANABE, 
MOTOI ISHIDATE, HAJIME YOKOTANI, 
ICHIRO ISHIKAWA 


(Research Laboratories, Takeda Pharmaceutical Industries, Ltd.) 


The previously reported crude Chromomycin produced by Streptomyces griseus 
No. 7 was separated into three groups of A, B, and C and further into their 
components and their minor groups shown below by means of adsorption column 
chromatography, fractional precipitation, and distribution and partition column 
chromatography. They were characterized by their definite Rf values on the 
paper chromatograms and bioautograms. 

The A group consists of five components, A,-A;, the B group contains three 
minor groups of O, P, and F, the first two of which are produced by the oxidation 
and heating of the A group respectively and the last is assumed to be a complex 
of the A group with a heavy metal ion, for example Fe***, and the C group is 
considered to be formed from the B group in an alkaline solution. 

The A group was found to be the most active group by the screening with 
Yoshida sarcoma, and from this group its main component, A;, was isolated. 
Also the A group was prepared by the reduction of the F group. 

A; has an estimated molecular formula of C,)_,;H;.-;,0;, and occurs as bright 
yellow powder, m.p. 183°C (decomp.), [a]¢ = —26° (1%, EtOH). From these proper- 
ties, and also from the specific infrared and ultraviolet spectra of A, and its 
derivatives, it was confirmed that A, is a new antibiotic active against Staph. 
aureus and B. subtilis at minimum inhibitory concentrations of 0.10 and 0.05mcg/ml. 
respectively. 

Acute toxicity: LD;, IP. in mice is 2.12 (1.60-2.82) mg/kg. Rats, hamsters, 
rabbits, cats and dogs die within 1-3 days after parenteral administration of 0.25- 
1.0 mg/kg, but they tolerate the dose of 0.1-0.2 mg/kg. When a dose over the 
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lethal dose is injected, symptoms such as vomitting, salivation and diarrhea are 
observed in dogs and cats, but no toxic sign is observed at a sublethal dose or in 
oral administration of 400 mg/kg (in mice). 

Chronic toxicity: In the experiment of successive intravenous injection for 60 
days, rabbits die within several days at a dose over 0.25mg/kg/day, but they 
survive at a dose lower than 0.1 mg/kg/day (increase of body weight is seen at a 
dose of 0.05 mg/kg/day), and moderate or slight anemia is observed according to 
dose level (0.25-0.1 mg/kg). White blood cell increases at the beginning of dosage 
(granulocyte mainly). No change is seen in liver function, urine, bilirubin in 
serum and histological finding except the inhibition of spermatogenesis in testis. 
Similar results are obtained also in rats and dogs. 

Anticancer activity: Intraperitoneal injection of A, into animals (rats or mice) 
transplanted with Yoshida sarcoma (Y.S.), Ehrlich sarcinoma (E.C.), hepatoma AH 
130, MH 134, sarcoma 180 or leukemia SN 36 (they are all ascites-type) causes 
remarkable tumor cell destruction (karyorhexis, cytolysis, granulation or bridge- 
formation of chromosomes, vacuolization and the appearance of giant cell), but 
gives no clear effect on the hepatoma AH 7974 which is resistant to nitromin. 
When the administration is started at 24 hours after implantation, doses of 10/mcg/ 
kg/day x8 and x16 show 33 and 66% cure against Y.S., 5-10 mcg/kg/day x7 gives 
40-60% cure against SN 36 and a dose of 10 mcg/kg/day x7 or more causes a 
remarkable prolongation of life-span of mice bearing E.C. Against AH 130 ‘‘K’”’ 
which is resistant to nitromin treatment, doses of 5 mcg/kg/day and 10 mcg/kg/day 
show 32 and 39% cure, respectively. Prolongation of life-span is observed at a 
dose of 200 mcg/kg/day x5 in the case of S. 180. 

When the medicament is given to ascites-type tumor by subcutaneous or intra- 
venous route, or when it is given to solid form of these ascites tumor by intra- 
peritoneal route, slight decrease of the diameter of the solid tumor or slight 
prolongation of life-span is observed in some kinds of tumor. 

Pharmacological studies: A dose of 0.1-0.5 mg/kg IV. does not change the blood 
pressure and respiration of rats (a very large dose only lowers the blood pressure 
gradually). Isolated ileum of guinea pig, rabbit heart, frog heart and abdominal 
muscle of frog are not affected at a concentration of 1-10 mcg/ml. in vitro. Res- 
ponses of blood pressure and intestine to acetylcholine or histamine are slightly 
increased just a minute after A, administration. Local irritability of A, is found 
as aseptical abcess or ulcus after its subcutaneous or intramuscular injection at 


a concentration of 10-100 mcg/ml. 

















17. 新 化 学 療法 剤 Chromomycin に よる 悪性 腫瘍 患者 の 治療 経験 
奥村 明 一 


Clinical Experience with a New Antibiotic, Chromomycin, 
in Malignant Tumour Patients. 
AKIICHI OKUMURA 


(Second Surgical Clinic, Institute for Cancer Research, Osaka University Medical School) 


A new antitumour antibiotic, chromomycin, produced by one of streptomyces, 
was used in advanced malignant tumour patients. They consisted of 13 male and 
19 female cases, ranging in age from 27 to 74 years. 

Method of administration: 10cc of aqueous solution containing 5007 of chromo- 
mycin was prepared and injected mainly intravenously every day. From the first 
to the third day of administration 507 was given, thereafter the daily dose was 
increased up to 2007, then continued at this level. The total dosage administered 
was from 1,0507 to 15,0007. 

Clinical effects: Favorable effects were recognized in 11 of 31 cases either 
clinically or histologically. Effects such as decrease in tumour size and arrest of 
tumour development were observed in two carcinomatous peritonitis, left ovarial 
carcinoma with the pelvic metastasis and recurrent right breast carcinoma. 
Moderation of complaints was obtained in 7 other patients. 

Side effects: Side effects observed were few. The depression of white blood 
cell count was very small and in most of the cases the decrease was within 20%. 
Decrease in red blood cell count was less. Liver function tests (B.S.P., cobalt 
reaction, etc.), showed little abnormality. In one case of carcinomatous peritonitis, 
after the injection of 1007 in the abdominal cavity, itching purplish urticaria 
appeared. But whether this symptom was due to the drug was not clear. All 
cases with favorable effects have received more than 20007 except one patient, 
and the side effects were so small that this antibiotic could be given in many 
malignant patients. It is believed that this antibiotic in combination with surgery 
will increase the percentage of long term survival. 
徳山 英太郎 , 徳岡 淳一 Chromomycin の 了 臨床 経験 一 一 私 達 も 査 雲 堂 病院 外科 に お いて 昨年 以来 Chro- 
momycin を S の 如く < 22 症例 に 使用 し た の で 追加 する 。 1 回 使用 量 は 100~1, 0007, 総 使用 量 は 症例 
22 の 最大 37,5007 に 達し た 。 本 剤 の 血液 所 見 に 対す る 影響 は 赤 白 血球 と も に 本 剤 に よる と 思わ れる 減少 
例 は な く , 血小板 は 11 例 中 4 例 の 減少 を 見 た 。 自覚 的 副作用 は , 全身 の シビ レ 感 。 不 眠 , WIFE FEL 
た 1 例 が ある の みみ で ある が , S の 如く も し 静 服 注 射 中 血管 外 に 溢れ た 場合 に は 周辺 部 に 有 痛 性 発赤 , 熱 感 
BAHL OM eS RHC CRB tic) hy CHAM LS, 

本 剤 の 臨床 効果 に つい て は 未だ 軽 そ し く 論 ず べ き で は な い が , 症例 22 は 胃癌 で 試験 開腹 に 終っ た が 
Chromomycin 2507 の 連日 静 注 を 行い , 10 日 目 頃 か ら 食 乱 元 進 , 腹部 膨満 感 滅 少し , 下肢 の 浮腫 も 次 
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第 に 減少 し 25 回 注射 の 頃 に は ほとん ど 消 寝 し , 現在 も 5007 隔 日 注射 を 継続 し つつ 家事 に 従事 し て いる 。 
その 他 胃 韻 再 発 の 2 症例 に 食 徐 元 進 , 腹水 減少 , 腫 六 縮 小 を 見 た が , いずれ も る 効果 一 過 性 で 1 例 死 亡 し , 
1 ALAR PRCHSS, 





18. Raromycin の 吉田 肉腫 に お よ ぼ す 影 響 
田中 信男 , 新城 長 重 , 西村 敏男 , 梅沢 浜 夫 


The Effect of Raromycin on Yoshida Sarcoma 
NOBUO TANAKA, NAGASHIGE SHINJO, TOSHIO NISHIMURA 
HAMAO UMEZAWA 
(Institute of Applied Microbiology, University of Tokyo) 


Raromycin, a new tumor-inhibitory antibiotic of low toxicity, was isolated and 
partially purified by the authors. In the previous paper (J. Antibiotics, Ser. A, 10, 
1957), the studies with Ehrlich mouse carcinoma and Crocker mouse sarcoma 180 
of both solid and ascitic forms were presented. 

This antibiotic is nontoxic to mice (LD, 1,000 mg/Kg intraperitoneally and 200 mg/ 
Kg intravenously) and is not inhibitory to any microorganisms examined. It is 
soluble in alkaline water, methanol, ethanol, aqueous butanol, aqueous acetone, 
dioxane and pyridin, slightly soluble in acetone, butanol and isopropyl alcohol, and 
insoluble in acidic water, benzol, ether, petroleum ether, hexane, carbon tetra- 
chloride, ethyl acetate and butyl acetate. It contained an acidic group as demon- 
strated by solubility at high or low pH and by titration. Infrared adsorption 
spectrum indicated the existence of carboxyl group. It contained acetylable hydroxy 
group(s). No characteristic maxima in ultraviolet absorption spectrum was noted. 
Melting point 211-213°C. [a]; = +22°. Elemetary analysis gave C 57.97%, H 8.46% 
and N 0.44%. 

Raromycin was found to prolong the survival period and inhibit the ascites 
increase of Yoshida sarcoma-bearing rats with the dose of more than 200 mcg per 
rat, when the treatment was started 24 hours after the inoculation of the tumor 
cells and continued every day for a week. ( 廊 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 
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19. ヘマ ト ポ ル フィ リン 水銀 (MH), ポル フィ リン 体 お よび 
マリ グ ノ リ ピン と 悪性 腫瘍 に 関す る 組織 細胞 学 的 研究 
西 mir, 池原 理 , 浮島 仁 也 , 腰 塚 為 久 , 松浦 潔 , 藤田 吉 四郎 , 


The Histocytological Study on the Relationship Between 
Haematoporphyrin-Hg (MH), Porphyrin, Malignolipin 
and the Malignant Tumor. 


MITSUMASA NISHI, WATARU IKEHARA, HIROSHI UKISHIMA, 
TAMEHISA KOSHIZUKA, KIYOSHI MATSUURA, 
KICHISHIRO FUJITA, TATSUO AIBA, 

SHUNICHI MORI, NOBORU IIJIMA 

I) 蒸溜 水 。 プ ロト ボル フィ リン (P) へ マト ボル フィ リン (H, MH の 腹腔 内 注入 に よる 
腹水 細胞 の 変化 。MH 注入 群 (5, 4, 3, 2, 1 mg) は いずれ も 量 の 多い ほ と 早 期 に 死亡 し た 。 P 
生 入 群 は 組織 球 が 大 型 で 細胞 質 に 富む 。 蒸溜 水 , 本 注入 群 で は 早期 に 組織 球 の 動員 が みろ られ , 
と くに 耳 で は 喰 食 像 , 空 胞 形 成 が 著 明 で あっ た 。 ま た , P で は ほとん ど み られ な い 肥 用 細胞 の 
遊走 が 目立つ 。MH 5 mg 注入 群 で は 他 の 群 に 比 し , 腹水 細胞 の 全体 数 が 極端 に 少く , Bin 
像 が 多い が , 量 を 減ら す に 比例 し て , 組織 球 , 白血球 , 肥 用 細胞 が 増加 する 。 P は 栄養 素 的 , 
蒸溜 水 は 異 物 的 。 HH は その 二 者 的 因子 を , MH は さら に 毒物 的 因子 を も つも の と 思わ れる 。 

I) ニー ルリ ッ ヒ 閣 皮 下 結節 に つい て , Hg’? OH, P と の 錯塩 , ある い は Hg" の 酷 酸 
塩 を 静 注 し た 場合 に 腫瘍 に 集 る He’? の 濃度 は P と の 錯塩 が 最も 多い が , 摘出 腫瘍 の 重量 か ら 
みた 増殖 の 抑制 は , Hg?®-H が 最も 著しい 。 ま た Hg?"-H の み の 静 注 群 に 比 し , P 前 処置 後 
Hg?®-H 投与 群 が , Hg" の 皮 下 結節 部 濃度 が 高い 。 ddD 系 雄 マ ウス 27 匹 に つい て 行っ た 
E 癌 100 Di FRM TIX 40 AA, 対照 群 に 比 し , 実験 群 は 増殖 低下 を 示す も の が 多く , そ 
れ ら の 腫瘍 組織 は 中 心 部 壊死 , 周辺 部 肉芽 増生 が 強い 。 吉 田 肉腫 2400 万 皮下 移植 で は 25 日 
目 生存 匹 数 が 対照 15 匹 中 1 匹 に 対 し , 実験 群 で は 60 匹 中 9 匹 で て. わずか な が ら 延 命 効果 と 
腫瘍 増殖 の 抑制 , 壊死 の 促進 が かみ られ た 。 

D Ese 25 万 個 腹腔 内 移植 と 同時 に , MH, H, P を 別々 に 注入 する と MH 注入 群 に 肝 
カタ ラー ぞ 低 下 の 抑 制 と 腹水 軽度 な る も の が 多い 。 ま た 注入 癌 細胞 数 を , 100 万 , 50 万 , 25 
万 , 12.5 万 に 分 け て みる と , 25 万 , 12.5 万 群 に , 制 癌 作用 が 著しい と 思わ れる 。 吉田 肉腫 腹 
腔 内 移植 (2000 万 ) に つい て , 186 匹 に 対し て 種々 投与 方 法 を 変え て 実験 し た 結果 , 腹水 少 
く , 腫瘍 の 小 な る も の を や や 多く 認め た が 延命 効果 に は 有意 の 差 を みな か っ た 。 
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lV) 実験 群 に お いて は 腫瘍 細胞 の 空 胞 化 , 異型 核 出現 ,。 と と も に 喰 食 像 , 空 胞 形 成 の 強い 紺 
織 球 が 多く み ら れ , 電 顕 的 に は ミト ュ ン ドリ ア の 減数 , 巨大 化 , 小 胞体 の 減数 が み られ た 。 
MH 投与 群 で は 汐 巴 節 , FF, PRCHAKRRREICHERD SO, と くに 腹膜 の 乳 斑 形 成 著 明 な も 

V) ボル フィ リン 親和 性 物質 を , 神前 教授 の 原 法 。 ある い は われ われ の 変 法 で 分 別 し , 赤色 
PEMA RRA LEAD, 腫瘍 組織 以外 の も の , カオ リン 肉芽 腫 ,。 アク チノ ミュ ー ゼ , 乳腺 症 等 
に ゃ 存在 する の で , マリ グ ノ リ ビン 様 物質 の 腫瘍 特異 性 を 確認 する こと は で き な か っ た 。 
神前 武 和 : マ リグ ノリ ピン は 悪性 腫瘍 に 特異 で な いと 結論 され まし た よう で す が , その 根拠 は いか が で し 
ょ うか 。 

私 達 は 切片 で する 組織 学 的 方 法 。 また , 組織 を 抽出 し て 化学 的 に 検査 する 方 法 。 で 。 これ まで の 成績 で 
は マリ グ ゲ ノ リ ピン は 悪性 腫瘍 に 特異 的 で ある と いう 成績 を 得 て お り ま す 。 切 諾 に つい て も る も 航 達 の 方 法 を 忠 
実に や っ て いた だ きた いも の と 考え ん ます 。 で な けれ ば 。 同じ く ポ 親和 性 で ある 。 ス フィ ン ゴ ミエ リン と の 
区 別 が な むつ か し いと 思い ます 。 

西 満 正 :① 結 論 は , 今回 の 組織 切 諸 に お ける われ われ の 追試 実験 で は , マリ グ ゲ ノ リ ピン 様 物 質 が , 腫瘍 に 
全く 特異 的 に 存在 する と いう ぅ 事実 は 確認 し えな か っ た 。⑧ フォ ル マ リ ン 固 定 硬 結 切 計 に つい て ど ジオキサン 
分 別 を 十分 に 3 分 て 5 分 行っ た 正常 組織 に お いて も , 赤色 邊 光 を 発する 物質 が あっ た 。 わ れ わ れ は 神前 孝 
授 の いわ れる マリ グ ゲ ノ リ ピン と 本 物質 を 同定 する 他 の 方 法 を し らち な い の で マリ ゲ ダ ノ リ ピン 様 物質 と 呼ん だ 。 





20. ヘマ ト ボ ポル フィ リン 水銀 MH) の 末期 悪性 腫瘍 患者 に 
お ける 防 床 経験 (第 II 報 ) 
松浦 潔 , 藤田 吉 四郎 , 角田 昭夫 , 相羽 達雄 , 浮島 仁 也 , 腰 塚 為 久 , 森 俊一 , 
池原 理 , 西 WE, 飯島 登 (東京 大 学 医学 部 森本 外科 教室) 


On the Clinical Experience with Heamatoporphyrin-Hg (MH) 
in Fatal Cancer Patients 
KIYOSHI MATSUURA, KICHISHIRO FUJITA, AKIO TSUNODA, 
TATSUO AIBA, HIROSHI UKISHIMA, TAMEHISA KOSHIZUKA, 
SHUNICHI MORI, WATARU IKEHARA, MITSUMASA NISHI, 
NOBORU IIJIMA 


へ マト ボル フィ リン 水銀 (MH) OHREN OX, 副作用 を 中 心 と し て 昨年 本 学会 に 発 
表 し た 。 制 癌 剤 の 臨床 効果 の 判定 に は 複雑 な 因子 が 多く , 簡単 な 結論 を 下す こと は 容易 で な い 
2, 私 達 は MH 使用 開始 後 一 年 以上 を 経た 未 期 悪性 腫瘍 80 例 に つい て 効果 の 一 端 を 天 っ た 。 

症例 は 部 67 Hl, ARE 13 BIT, いずれ も 手術 不能 の 末期 員 者 で あり , 05 DM 25 Pl, 
肉腫 6 例 は 手術 不能 の 再発 例 で ある 。 MH 注射 前 に 放射 線 療法 ある い は 他 の 制 韻 物 質 を 使用 
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し て 効果 の な か っ た 例 , また は 一 時 的 効果 に 過ぎ な か っ た 例 が 29 例 あ る 。 ま た MH と 他 の 
制 韻 物 質 を 併用 し た 例 は な く , 放線 療法 と 併用 し た も の は わずか 数 例 に 過ぎ な い 。 

副作用 と し て は 前 回 の 報告 と 大 差 は な いよ う で ある が , 一 時 使用 量 を 50mg ある い は それ 
以上 に 増量 し た た め に 下痢 , 下 血 が 10 例 に みみ られ た 。 

効果 は 腫瘍 その も の に 明らか に 縮 少 を きた し た 閣 5 A, 肉腫 6 例 を 認め , 肉腫 の 2 例 は か な 
り 巨大 な 腫 癌 が ほとん ど 消 失 し た 。 ま た 体 表 か ら 容 易 に 触れ る 汐 巴 腺 転移 の 明らか に 縮 少 し た 
も の は 癌 に 11 例 み られ た 。 その他 , 急速 に 増殖 し つつ あっ た 腫瘍 が 若干 縮 少 あ る い は 増大 傾 
向 が 停止 し て , 常識 的 に 発育 抑制 し た と 考え られ る も の が 癌 12 Hl, 肉腫 2 例 に 見 られ た 。 

次 に 腫瘍 に よ っ て 直接 起因 する 症状 の 改善 と し て , 腹水 減少 , 癌 2 例 , RR, 8 例 , 
肉腫 1 Al, Avie, SH, 肉腫 2 例 , 出血 停止 , 癌 4 例 , BM, 癌 1 例 を 認め た 。 

また 一 般 症状 改善 と し て 食欲 増進 , 癌 40 例 , 肉腫 9 例 , 便通 良好 化 , 癌 12 Hl, 肉腫 2 A, 
尿 量 増加 , 癌 7 Ol, 解熱 , Hi, 1 例 を 認め た 。 

さら に 体重 増加 を 11 例 に 認め , 持続 的 に 増加 を 示し て いる も の は 癌 4 A, 肉腫 2 例 で あっ 
Ro 

生存 期間 は 判明 し た 62 例 中 3 ヵ月 以内 が 34 例 で 過半 数 を 占め る が , 3-6 ヵ月 は 10 Bi, 
6 ヵ月 一 12 ヵ月 は 6 例 で ある 。13 ヵ月 以上 を 経過 し て 現在 生存 中 の も の は 思 次 悪化 し つつ あ 
る 3 例 を 含め て 12 例 を 数 えて いる 。 

臨 末 的 に 腰部 肉 放 と 診断 され て 深部 治療 に 効果 を 示さ な か っ た 10 才 の 少女 と , 開腹 手術 
に よっ て Wilm's tumor と 診断 され Co” の 照射 に よっ て ほとん ど と 影響 を 受け な か っ た 生後 
1 年 半 の 少女 は , 最も MH に よっ て 著 明 な 効果 を 示し , 腫瘍 の 急速 な 縮 少 と と も に 全 喘 状態 
は 急速 に 尺 復 し, それ ぞ れ 16 ヵ月 , 13 ヵ月 後 の 現在 , YR, KMRL LICH MS LHS EN 
続け て いる 。 そ の 他 MH 使 用 後 13 ヵ月 を 経た 現在 生存 中 の 患者 は 食道 癌 2 例 ( う ち 再 発 1 例 ) 
噴 門 癌 1 例 , 胃癌 1 Ol, 結腸 癌 再発 1 例 , 細 綱 肉腫 1 Ol, 口腔 粘膜 癌 1 例 , MEARE 1 例 , 
甲状腺 癌 再発 1 例 , 肺癌 1 例 で ある 。 こ の うち 現在 病状 悪化 傾向 の 見 られ る も の は 食道 瘍 再発 
Al, 口腔 粘膜 瘍 , 肺癌 の 3 例 で ある 。 

全体 と し て 再発 例 は 初発 例 に 比 し て 効果 が 多数 に み られ , 経過 も 長い よ 5 で あり , HERE 
移 は 高 頻度 に 縮 少 を 認め , 肉腫 は 部 より も 有効 例 が 多かっ た 。 

附 議 
古江 俗 : ヘ マト ボ ポル フィ リン 水銀 錯塩 の 臨床 効果 : MAH 21 (A 16, 肺 3, 脆 , 大 腸 再発 各 1 例 ) に 
つい て 使用 。 了 臨床 的 に 効果 が あっ た と 思わ れる も の (MMO Tot) 4A, 自覚 症状 の 軽 蔵 8 A, 不変 


8 例 , 増悪 1 例 で , 臨床 的 に ある 程度 制 韻 作用 を 有する 。 1 日 50m 注射 例 で は 口内 炎 , 下痢 な どの 副 作 
用 が みとめ られ た が , 2m 注射 例 で は 副作用 が 認め られ ず , 効果 も 50mg 注射 例 と 比べ て 大 差 は 認め ら 


れ な か っ た 。 
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われ われ も また , 制 癌 剤 の 使用 に よっ て , 韻 患 者 の 血清 蛋白 (p 紙 電気 泳動 法 ) の 正常 化 へ の 傾向 , 増加 
し て いる 血 肝 フィ ブリ ノー ゲン (Nessler KH) の 著 減 を 観察 し て いる 。 エ ー ル リッ ヒ 冶 腹水 に つい て は 。, 
対照 に 比 し フィ ブリ ノー ゲン の 減少 を 認め た が , 他 の 和 蛋白 分 割 に つい て は 有意 の 差 を 見 出し えな か っ た 。 





21. エー ルリ ッ ヒ 固 型 冶 に 対す る へ マト ポル フィ リン 水銀 
(MH) と し と 線 の 併用 効果 
添田 博 形 (九州 大 学 医学 部 放射 線 医学 教室 ) 
The Conbined Effect of Haematoporphyrin-Hg (MH) and X-ray 
Upon the Ehrlich Solid Tumor 
HIROAKIRA SOEDA 

へ マト ポル フィリ ン が 閣 組 織 に 親和 性 を 持ち も , また 放射 線 と の 併用 に より 制 癌 効果 を た か め 
て いる こと が 報告 され て お り , また へ マト ポル フィ リン 水銀 (以下 MH と 略称 ) の 制 韻 作 用 
も 報告 され て いる の で , エー ルリ ッ ヒ 固 型 癌 に 対す る と レ 線 と の 併用 効果 を , IMH 単 独 , レ 照 身 
単独 と 比較 し な が ら , 併用 効果 を し ら べ た 。 

実験 方 法 : (I) エー ルリ ッ ヒ 冶 腹 水 0.05cc を 右 下肢 皮下 に 移植 後 7 日 目 の 18-22 gdd 系 
マウ ス (1 群 10 匹 ) に , OMA 107 を 隔 日 に 5 回 腹腔 内 注入 , ⑧ 右 下 肢 に 200r 毎日 10 
日 照射 (島津 信愛 号 , 200 kv, 15 mA, Cu 1.5mm, Al 0.5mm, 45 cm, 43.2r/m), し 照射 
の 際 マ ウス は 2mmPb で 被っ た 照射 箱 に 収め , 右 下肢 だ け を 鉛 の 被 い より 露出 し た 。③ 前 記 
① と ③ を 併用 (MH 注射 日 の レ 照 射 は その 3 時 間 後 に 行っ た ) @ 無 処置 群 に て , 移植 20 日 
後 の 腫瘍 を 摘出 し て 重量 を 測定 し た 。 

(II) 下記 の 条件 で (1) と ほぼ 同様 に 行い , 20 日 目 の 腫瘍 の 重量 測定 。 お よび 5 日 毎 に 腫瘍 
の 大 き さ を 測定 し て 発育 率 を 比較 する 。 た だ し 腹水 量 0.03cc, 5 日 後 実験 開始 , MH 207, 
100r 照射 を 行っ た 。 

実験 結果 : (I) 腫瘍 の 平均 重量 は , ① 1.60, @ 0.85, @ 0.70, 対照 3.24 (g) で , 併用 群 
は し 照射 単独 より 若干 効果 が 認め られ た が , 各 群 に お いて も 個々 の 腫瘍 の 大 き さ は か な り の 幅 
を 持っ て いる の で , 発育 率 を も 観察 する こと に し た 。 

(II) A) 腫瘍 の 平均 重量 は WM 2.32 „© 1.14, ® 1.05 対照 2.18 (g) で , MH 注入 群 の 
効果 は 認め 難かっ た 。 

B) 発育 率 は 併用 群 に 最も 効果 を 認め , MH 注入 群 に は 効果 は 認め 難かっ た 。 5 日 目 を 1 と 
し た 場合 , 10, 15, 20 日 後 の 平均 発育 率 は 次 の 如く で ある 。① 5.60, 12.95, 24.22 @ 3.78, 
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6.11, 8.61 ® 3.01, 5.37, 7.69 @ 対 7.28, 12.71, 24.37 

これ は 各 群 個々 の 発育 率 を グラ フ に 示し た 場合 より 明瞭 と な る 。 

以上 の こと より , MMH の 単独 使用 で 見 る べき 効果 が な い 場 合 で も , レ 線 と の 併用 に より , レ 
線 照射 単独 より 効果 を あげ て いる こと が わか る が , MH 注 入 の 場合 に , か な り 要 因 と な る も の 
が 入る の で , (例え ば MH 溶解 後 の 時 間 , AONE) 一 概 に は 言え な い が , MH の 注入 
量 や , し 照射 と の 間隔 を 検討 する こと に より , 一 層 効 果 の 増大 する こと が 考え られ る の で , な 
お 実験 を 続行 し て ゆき た い 。 (文部 省 科 学研 究 費 に よる ) 


22. ヘマ ト ポ ル フィ リン 水銀 存在 下 レ 線 照射 の 人 韻 組 織 解 
糖 作用 に お よ ぼ ば す 影 響 
重富 正三 , 徳岡 俊 次 


Effects of Haematoporphyrin-Hg on the Glycolysis 
of Human Cancer Tissues under 7-Ray Radiation 
SHOZO SHIGETOMI, SHUNJI TOKUOKA 
(Second Surgical Department, Yamaguchi Medical School) 


From our clinical observations of the intravenous administration of Haematopor- 
phyring-Hg (MH) for the chemical therapy of malignant tumors we have been 
impressed by the fact that the radiation of tumors soon after the administration 
of MH might result in the more beneficial therapeutic effects than the simple 
radiation. 

Seelich, Pantlitschke and Zakovsky have recently reported that the glycolysis 
of tumor cells of Ehrlich’s ascites carcinoma of mouse was inhibited intensively 
by the radiation in existence of haematoporphyrin. 

O。-consumption and CO,-production of the human cancer tissue-slices radiated 
in existence of MH (45-90r/ml) have been measured by the direct Warburg’s 
manometric method. Cancer tissues in the bicarbonate-Ringer’s solution were 
radiated with X-ray or Co (rad. doses: 633r-1350r). Specimens were obtained 
from 20 surgical materials (gastric, uterine, breast, pancreatic, rectal and skin 
cancers). 

O,-consumptions of cancer tissues were slightly more than those of non-cancerous 
tissues, while O,-consumptions of cancer tissues with MH were reduced to near 
those of non-cancerous tissues. 

CO,-production of radiated cancer tissues was decidedly reduced in existence 
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of MH (inhibition rate compared with those non-radiated : 30-6022), while they were 
slightly reduced in absence of MH (inhibition rate: 10%). 

Non-cancerous tissues showed no reduction in CO,-production after the radiation 
in existence of MH. 
杉田 幸男 : MHMMILAMOREIC LY, その 代謝 様式 が 著 明 に 変化 し , POMMEMARAKRe LT 
細胞 に 作用 する た め in vitro の 実験 と いえ ども 体液 の 存在 下 に お いて な され る べき と 考え ます 。 





23. 新 化学 療法 剤 RC4 に よる 悪性 腫瘍 患者 の 治療 経験 
長岡 浩 夫 


Clinical Experience With a New Chemotherapeutic Agent 
(RC-4) in Malignant Tumour Patients 
HIROO NAGAOKA 


(Second Surgical Clinic, Institute for Cancer Research, Osaka University Medical School) 


20 advanced malignant tumor patients were treated with a new chemotherapeutic 
agent (RC-4: P-phenylene-diphosphoric acid tetraethyleneimin) during January to 
November of this year. 

Method of administration: 5cc of physiological saline solution containing 25 mg 
of this drug was administered intravenously for three days, the dosage was then 
increased up to 50mg, and this dose was continued thereafter. In some cases it 
was injected locally or intraperitoneally. 

Clinical effect: Marked effects was obtained in one case of skin cancer (basa- 
lioma) of the nose (79 year old patient, male). After administration of 1520 mg 
of this agent, the pigeon-egg sized tumor decreased to bean size. Histological 
examination of this tumor after surgical extirpation showed reduction of tumor 
cells, proliferation of interstitial tissue, degenerative change in the tumor cells, etc. 
In 4 other cases temporary decrease in tumor size and softening of tumor ware 
observed. These were thyroid cancer cases with metastasis to the lymphnodes, 
carcinoma of the rectum and two cases of recurrent gastric cancer with metastasis. 

Side effects: Bone marrow reduction was observed in most cases of this series. 
Decrease in white blood cell count occurred in the early stages of administration. 
The red cell count did not decrease markedly. Headache and hematuria (micro- 
scopical) was observed in one case each but it was not decided whether these 
symptoms were side effect of this drug. 

Anorexia and lassitude were observed in some cases. 
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From these results it is believed that this drug may be utilizable for a long 
term treatment, if used with caution especially for the changes in the bone 
marrow, and increase in the term of survival may be expected, if used in combi- 


nation with surgical operation. 


Mm 議 
嶋田 守道 : 胃癌 を 原発 と する 癒 性 腹膜 炎 6 例 , 肺癌 5 例 , 乳 瘍 皮膚 転移 2 例 , KMRL AOR 14 例 に 


100 mg~2250mg を 使用 , 臨床 経過 お よび 位相 差 法 。 パパ ニュ ロー, ギ ム ザ 委 色 に よる 細胞 学 的 所 見 に お 
よ ぼ す 影 狼 を 検討 し た の で 追加 する 。 

自覚 的 に は 肺癌 2 A, 韻 性 腹膜 炎 の 3 例 に 改善 を ス , 冶 性 腹膜 炎 の 2 例 に 血性 腹水 の 消失 を ろ , SHR 
態 の 著 明 な 改善 を みた ほか , MERA 2 ACBKITBARMBREAL YD, THMOAKMROKHKLAR, A 
胞 学 的 に 瘍 性 腹膜 炎 6 例 中 4 AIC MA KOR (ct, SMA, blister 形成 , 細胞 質 流 出 等 顕著 な 細胞 障 
害 作用 が み ら れ た 。 度 膚 , 光 巴 腺 転 移 に 直接 注入 し た 第 3, 第 4 例 で 消失 は みとめ な か っ た が , 人 硬度 を 増 
し 組織 学 的 に 結合 織 の 増殖 と 細胞 障害 像 が 著 明 に みみ られ た 。 2,000 mg 以上 使用 し た 3 例 で は 腫瘍 細胞 障 
害 作 用 も 著 明 で あっ た が 特に 白血球 減少 が 著しい の で 使用 上 これ を 指標 に する 必要 が ある と 思わ れる 。 
第 1 例 は 入院 時 高度 の 幽門 狭 康 と 血性 腹水 の 貯溜 を みた 例 で 毎日 50mg 筋 注 週 2 回 腹腔 内 注入 に より 
腹水 の 減少 , 消失 を ろ , HEBWAMe I CRBLEATHS, 





24. °P 標識 RC-4 の 腫瘍 お よび 臓器 内 分 布 並び に 排 浴 に 


関す る 際 床 的 実験 的 研究 
小山 善之 , ARBRE. 林 康之 , 指 田 和 明 (国立 東京 第 一 病院 郊 相 談 室 ) 
Studies on Distribution and Excretion of Radioactivity Following 
Administration of RC-4-”P in Man and Mouse 
YOSHIYUKI KOYAMA, KIYOSHI KUBOTA, YASUYUKI HAYASHI, 
KAZUAKI SASHIDA 
pP 標識 RC-4 (p-phenylene-diphosphoric acid tetraethyleneimide) を 用 い 各 種 の 人 
体 悪 性 腫瘍 お よび ラッ テ 腹 腔 に 接種 せる 吉田 肉腫 に 対す る 吸収 を 検討 し た 。 
胃癌 16 fl, 乳癌 4 例 , 肺癌 3 例 , その 他 各 種 悪 性 腫瘍 32 例 に 手術 前 ある い は 死亡 前 に 
”P 標識 RC-4 10~20 mg (*?P 量 200~500 uc) を 静脈 内 に 注射 し , WRB ERISA 
料 に つい て , 各 組 織 の *“P 活性 を 測定 し , また 冶 組 織 と 正常 組織 の 総 灯 量 お よび 各 焼 分 大 を 
Schneider 法 お よび Schmidt-Tannhauser 法 に より 測定 し , 別に 総 “P 量 お よび 各 分 居 の 
2P を 同様 の 方 法 に より 分 け て それ ぞ れ の “PP 活性 を 測定 し た 。 材料 の 一 部 は ?P の み を 200 
~500uc 単独 で 使用 し , 同様 の 操作 を 行い 比較 検討 し た 。 ま た ?P-RCA4 お よび YP RFR 
の 血 中 お よび 尿 中 の PP 活性 を 測定 し た 。 ラ ッ テ に お ける 実験 で は 腹腔 内 に 吉田 肉 隆 を 接種 し 
て 5~7 日 に *P-RC-41~10 mg/kg (?P 量 2~20uc) を 腹腔 内 に 注入 し , 一 定時 間 後 に 断 
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頭 居 殺 し , BOK, 肝臓 , 腫瘍 , その 他 各 組織 に つい て それ ぞ れ 各 科 分 選 お よび 各 分 大 "P 活 
性 を 測定 し 検討 し た 。*“P-RC-4 注入 は 1 日 注射 群 , 2 日 注射 群 等 種々 の 間隔 を 置き , 注射 量 
も 種々 の 量 を 使用 し 比較 検討 し た 。 一 部 は PP の み を 単独 で 腹腔 内 に 注入 し 測定 し た 。 別に 
2P-RC-4 連続 注射 群 と ?P-RC-4 十 cortisone 2 一 4mg/1 日 連続 注射 群 を 作り 同様 の 操作 を 
行っ た 。 人体 に お ける ?P-RC-4 の 投与 で は , 組織 の YP 活性 は 肝臓 に 最も 強く , 以 下 , Ak, 
Hit, 腫瘍 等 の 順に 認め られ た 。 腫瘍 中 心 部 は 一 般 に 腫瘍 周辺 部 より も MP 活性 は 弱い 。 A 
癌 で は 郊 組 織 は 正常 組織 より 一 般 に PP 活性 は 強い 。 胃癌 で は 1 例 を 除い て 一 般 に 腫瘍 組織 内 
の °P 活性 は 正常 部 に 比 し て 弱い 。**P,。 ?P-RC-4 投与 後 , 血 中 お よび 尿 中 3P 活性 は 2~ 
3 日 以内 に 急激 に 下降 し , AFRO Aer. また 尿 中 ®P 排 港 量 は MP 単独 投与 お よ 
び “P-RC-4 投与 の 場合 を 較べ る と 大 体 同様 の 曲線 を 描い て 藻 滅 する 。 ラッ テ に お ける 実験 
は ®P 活性 は 肝臓 , 腹水 に 腫瘍 より や や 強い が , 腫瘍 組織 の 核酸 分 割 に も わずか に 認め ら 
れ た 。 連続 注射 に よっ て 核酸 分 割 内 に お ける PP 活性 は 増加 し この 傾向 は 肝 に お いて 最も 著 し 
い 。 “2P-RC-4 単独 注射 群 と *P-RC-4 十 cortisone 併用 群 で の 比較 で は cortisone 併用 群 
で は 一 般 に 腹水 , お よび 腫瘍 組織 の “P 活性 は 弱い 傾向 が 認め られ る 。 
(文部 省 科 学研 究 費 に よる ) 





25. 抗 腫 間 性 物質 の 塔 養 細胞 に 対す る 効果 
藤森 速水 , 山田 文夫 , 小山 昭 , EI—=Z, 一 宮 昌 代 
(大 阪 市 立 大 学 医学 部 産婦 人 科学 教室 ) 


Effects of Antitumor Substances on the Cultured Cell 
HAYAMI FUJIMORI, FUMIO YAMADA, AKIRA KOYAMA, 
ICHIZO SUGAMOTO, MASAYO ICHIMIYA 


1951 年 G. Gey に よっ て 人 の 子宮 腔 部 癌 より 分 離 培 養 さ れ た HeLa 細胞 を 実験 的 腫瘍 細 
胞 と し て 利用 し , "Co 並び に 抗 腫瘍 性 物質 と いわ れる sarkomycin の HeLa 細胞 の 効果 に 
つき 検討 を 加え た 。 Ham: Earle の 塩類 溶液 を 基 に し て これ に ラク ト ア ルプ ミン , イー ス 
ト エ キス , さら に 20% の 割合 に 牛 血 清 を 加え て , すでに 発表 せる 如き シャ ー レ 培養 法 に よっ 
て 培養 実験 を 行っ た 。 "Co 照射 群 と 非 照 射 群 と に つき 経 日 的 に 増殖 態度 を 観察 し た 。%Co FA 
射 方 法 は 培養 後 48 時 間 の も の に 培養 液 を 除去 し 約 2000r お よび 500r 照射 し , 照射 後 再び 
培養 液 を 入れ た 。 約 2000r 照射 群 で は 強い 増殖 阻止 傾向 し ん 玉 し て いる 。 次 に 細胞 学 的 検査 に 
お いて は シャ ー レ 内 に カバ ー ス リッ プ を 入れ て 培養 し 適当 な と き に カバ ー ス リッ プ を 引出 し て 
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染色 を 行い 。 ギ ム ザ 染色 お よび へ マト キシ リン エ オ ジン 染色 に より 考察 し た 。 “Co BHAT 
は 非 照 射 群 と 異な り , 照射 後 48 時 間 よ り 次 第 に 細胞 質 お よび 核 は や や 膨大 し た 観 を 呈す る も 
の 現われ , 72 時 間 目 に お いて は 著 明 と な り , 核 ク ロマ チン は 粗 と な り , 核 の 異常 分 裂 像 と し 
て の 小 核 並び に 分 葉 核 形成 が 見 られ る 。 な お 照射 HeLa 細胞 を さら に 継 代 培養 する と 8 日 目 
な いし 10 日 目 頃 より 細胞 質 に 多数 の 空 胞 形 成 が 現われ る 。 核 の 異常 分 裂 像 の 出現 は 多分 分 列 
時 の 染色 体 異常 に よる も の で は な いか と 想像 せら れる 。 ま た 抗生 物質 と し て 抗 腫瘍 性 作用 を 有 
する と いわ れる と ころ の sarkomycin を HeLa 細胞 の 培養 液 に 投与 し て その 細胞 学 的 変化 
に 考察 を 加え た 。 sarkomycin の 量 は 培養 液 1cc に つき 100007 ょ り 順 次 倍数 稀釈 に より 5 
+», 経時 的 に 細胞 の 変化 を 観察 し た 。 約 1000 7/cc の sarkomycin の 量 で は 5-6 時 間 後 
に 自然 脱落 す 。507/cc で は 約 60 時 間 後 に は や や 細胞 の 姜 縮 を 示す も の が 現われ る が 257/cc 
で は 72 時 間 後 に お いて も 対照 の も の と 変化 は 認め られ な か っ た 。 sarkomycin の HeLa ff 
胞 に 対す る 効果 は 形態 学 的 に は "Co 照射 の 場合 と 異な り 細 胞 質 と 核 の 姜 縮 像 が 著 明 で 核 の 偏 
在 は ある が 多 桜 細胞 は 認め られ な か っ た 。 し か し 細胞 質 の 変化 は 濃厚 城 に お いて は 柄 解 傾向 が 
強く 細胞 質 は 滴 状 に な る も の が ある 。 以上 抗 腫瘍 性 物質 と し て “Co お よび sarkomycin の 
HeLa 細胞 に 対す る 形態 学 的 変化 を 考察 し た が これ ら は さら に 電子 顕微 鏡 的 観察 を 行い 比較 検 
討 を 加え た 。 


小川 門人 : 染色 体 の 形態 の 観察 に 不 十 分 な と ころ が ある と 思い ます 。 
AURA: 1) 染色 は Feulgen 染色 を 行っ た 。2) 残留 細胞 に 関し て は な お よく 検討 し て み ま す 。 





26. 細胞 学 殊 に 核 学 的 に 観 た 化学 療法 剤 の 腫瘍 細胞 に 対 
する 影響 に 就 い て 
粟野 訪 佐 武 , 外島 伸 , 津田 福 見 , 佐藤 宏 , 阿部 浅子 
(福島 県 立 医科 大 学 第 一 内 科 教 室 ) 


On the Influence of Chemotherapeutic Agents Upon the Tumor 
Cells, From the Cytological and Karyological Point of View 
ISAMU AWANO, SHIN TOSHIMA, FUKUMI TUDA, 
HIROSI SATO, KIYOKO ABE 


われ われ は 現在 抗癌剤 と し て 一 般 に 使用 せら れ て いる 化学 療法 剤 の 腫瘍 細胞 に 対す る 影響 を 
細胞 学 こ と に 核 学 的 に 検索 する 目的 で まず alkylating agent と し て の ナイ トロ ミン ((「 ナ 」 
と 略す ) と 細胞 分 裂 毒 と し て の デメ ュ ル チン (F) Lt) を 吉田 肉腫 移植 後 の S 系 ラッ テ 
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に 使用 し 経過 を 追い な か ら 腫 瘍 細胞 の 分 裂 頻 度 , 形態 的 変化 を 観察 する と と も に 染色 体 数 や 桜 
型式 に つい て 核 学 的 に 検索 , さら に これ ら 薬 剤 に 対す る 腫瘍 細胞 の 抵抗 型 に つい て も 検討 し 
た が これ ら 二 種類 の 薬剤 の 腫瘍 細胞 に 対す る 影響 は 極め て 興味 ある 対照 を 示 し た 。 

|. 腫瘍 細胞 に 対す る 「 ナ 」 OBB 

吉田 肉腫 を S 系 ラッ テ の 腹腔 内 に 移植 し , 4 日 後に 「 ナ 」 0.005 mg/g を 腹腔 内 に 注射 し そ 
の 影響 を 経過 を 追い な が ら 観 察し た が , 注射 後 24 時 間 所 見 で 腫瘍 細胞 の 分 裂 句 度 の 著 明 な 減 
少 。 生 色 体 の 構造 的 異常 すなわち 膨 化 短縮 , 球状 を 呈し た りさ ら に 細胞 月 壌 を 示す も の の 増加 
が 認め られ , その 後 腫瘍 細胞 は 減少 し また 分 裂 頻 度 も さら に 減少 する が 攻 次 小型 の 腫瘍 細胞 が 
多数 観察 され る よう に な る 。 [FH] 注射 後 3 日 目 の 所 見 で は 細胞 分 裂 像 は ほとん ど 消 和 失 す る と 
と も に 観察 で きる 腫瘍 細胞 は ほとん どす べ て 小型 腫瘍 細胞 に 限ら れる よ 5 に な る 。 注射 後 5 日 
目 の 所 見 で は 残っ た 小型 腫瘍 細胞 が 再び 増殖 を 始め , 「 ナ 」 注射 後 9 こ 10 HR FY FIIR 
し た が この 場合 の 腫瘍 細胞 の 核 型 式 を 経過 を 追い な が ら 検 索 し て 見 る と , [+l 注射 前 の 吉田 
肉腫 の 種 属 細胞 の 染色 体 数 は 40 で ある が 人 染色体 数 の 異常 を ボ す 異常 細胞 が ある 程度 存在 し た 。 
また 種 属 細胞 の 染色 体 構成 中 に 大 型 V 染 色 体 を 2 個 含み 2V 型 を ボ し た が その 他 に も 1V WM 
や 0 V 型 の 細胞 も 混在 し た 。 これ に 反し 「 ナ 」 注射 後 残存 し 「 ナ 」 抵抗 を 示し た 小型 の 腫瘍 
細胞 の 核 型 式 を し ら べ て 見 る と , 核 型 式 に 基本 的 な 変化 は 認め られ な か っ た が 腫瘍 細胞 の 染色 
体 数 は すべ て 40 で 2V 型 で あり 染色 体 数 の 異常 の も の や 1V H, OV 型 の 細胞 は ほとん ど 
観察 さき され な か っ た 。 す な わ ち 「 ナ 」 注射 に より 異常 型 細胞 は 容易 に 崩壊 死滅 し , 核 学 的 に 調整 
の と れ た 種 属 細胞 の み が 抵 抗 型 と し て 残り , その 後 の 分 裂 増 殖 の 主体 を な す 。 

I. デメ ュ ルチン の 腫瘍 細胞 に 対す る 影響 吉田 肉腫 を 腹腔 内 移植 4 日 後 の S 系 ラッ テ の 腹 
rep [FJ 0.001~0.002mg/g を 注射 し その 影響 を 経過 を 追い な が ら 観察 し た が , [FI 
射 後 15 分 で すでに 分 裂 中 期 の 腫瘍 細胞 が 著しく 増加 し , 分 裂 中 期 か ら 終期 に 至る 間 の 分 像 抑 
制 が 頭 閉 で あり , TEN 30'~1 時 間 の 観察 所 見 で は 表 色 体 の 膨 化 短 縮 を 示す も の や 倍数 性 を 
示す 細胞 が 増加 し , 注射 後 24 時 間 所 見 で は 腫瘍 細胞 数 が 滞 次 減少 。 ま た や や 小型 の 細胞 も 
出現 , 分 裂 中 期 の 細胞 は な お 増加 し て いる が 「 デ 」 注射 後 2 日 頃 の 所 見 で は 分 裂 頻 度 も 減少 し 
細胞 数 も 著 明 に 減少 , この頃 より 病 次 正規 の 分 裂 を ボ す 細胞 が 増加 「 デ 」 注射 後 約 11 一 12 日 
で ラッ テ は 名 死 する に 至っ た 。 す な わ ち 「 デ 」 の 影響 の 場合 腫瘍 細胞 の 間接 分 像 に 対す る 著 明 
な 障害 が 観察 され た が 作用 期間 が 比較 的 短く 腫瘍 細胞 の 分 像 能 が 割合 に 速 か に 尺 復 する 。 
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27. 私 共 の 制 双 物 質 の スク リー ニン グ 法 
“Ta 山口 健二 


Method of Screening Anti-tumor Compounds in Our Laboratory 
TETUO MINESITA, KENJI YAMAGUCHI 
(Shionogi Research Laboratory) 


Animal tumors used are Bashford carcinoma 63, Crocker sarcoma 180, Ehrlich 
carcinoma, Walker carcinosarcoma 256, NF sarcoma and Yoshida sarcoma. Ex- 
perimental animals used are the homogenous d-d strain mice and Wistar-King 
rats. All these tumors are used as the solid type tumor. 

Ist step (in vitro test or contact test): 5 to 10 days after transplantation the 
solid tumor is isolated, cut into pieces approximately 1/3 the size of a grain of 
rice, and the tumor pieces soaked in 3 dilution levels of the test sample, i.e., 
solution of 10-‘, 10-5, 5x 10-°. The tumor pieces soaking in the drug solution are kept 
at 5°C. for 24 hours, then transplanted into normal animals. The growth of the 
transplanted tumor is observed on suitable days. Evaluation or judgement is 
made by comparing the growth between the treated and non-treated tumors. 2nd 
step (in vovo test): 24 hours after transplantation of the tumor, the test sample 
is given to the animal orally (107, 507 per gram body weight) each day for 10 days. 
On the day following the last dosage of the drug, the size of the tumors in the 
treated animals are compared to those of the untreated controlanimals. 3rd step 
(curative test): When the transplanted tumor reachs adequate growth, usually 
5~10 days after transplantation, the sample is given to the tumor-bearing animal 
for 10 days once a day. Evaluation of the effect is made by the same way as in 
the 2nd step screening. 8 Azaguanin, Carcinophylin, Nitromin, Sarcomycin, 6MP 
and Thio-TEPA were screened by this method. 6MP was most effective. 

(1) The result from 1st step test was not always paralelled with that from 2nd 
step test. (2) The reaction of the tumors to these drugs was found to be different 
in each tumor strain. (3) Walker carcinosarcoma 256 was found to be the most 
sensitive and Crocker sarcoma 180 least to tested compounds. 

Among indolizine derivatives, 5,6 dichloro-7-methyl-triazaindolizine was found to 
be effective in the animal tumor in a certain degree by the above screening. 
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28. 各種 注射 法 に よる 抗 意 性 抗生 物質 の 効果 並び に その 


別 定 法 に つい て 
高岡 満 , 秦 藤樹 (北里 研究 所 ) 
Determination of Antitumor Effects by Antibiotics, 
Under Several Routs of Injection 
MITSURU TAKAOKA, TOJU HATA 

当 研 究 室 で を られ た 制 癌 性 抗生 物質 の 2, 3 を 用 いて それ ら の 制 癌 作用 を 最大 限 に 発揮 させ 
る 投与 法 の 研究 を 行っ た 。 す な わ ち 投与 時 期 , 部 位 , 間隔 , 期間 等 で ちる 。 ま た これ ら の 治療 
法 の 効果 を 比較 的 簡単 に 制定 で きる 検査 法 に つい て 実験 を 行っ た の で ここ に 報告 する 。 

実験 方 法 お よび 成績 。CFW 系 ま た は dd 系 マウ ス に エー ルリ ッ ヒ 閣 (AGI, LL FER 
と 略称 ) お よび 肉腫 180 (固形 S 180) を 移植 し 抗生 物質 と し て カル チノ フィ リン (LD5。。 8000 
u/kg 以下 C と 略称 ) マイ トマ イシ ン C (LD。。 4mg/kg M) お よび 物質 1129 (LD。。 24mg 
/kg No. [29 |) を 主として LD。。 の 1/4 量 を 連続 投与 し た 。 

投与 部 位 に よる 制 癌 効果 の 優劣 を 知る た め に 腹腔 内 , 静脈 , 友 下 お よび 腫瘍 周囲 (RF) へ 
の 投与 を 試み た 。 す な わ ち 移植 後 3 日 お よび 7 日 の E 韻 お よび S180 に 腹腔 お よび 静脈 注射 連 
続 7 日 間 , その 後 7 日 目 の 腫瘍 重量 で 比較 し た と ころ , 対照 群 に くら べ 腹 腔 注射 は C 46% M 
28%, No. [29] 2222 CH), 静脈 注射 は C 9622,M 1722, No. [29 | 41% で あっ た 。 ま た 
移植 後 7 日 の S180 に No.|29| の 同 量 を 皮下 , 静 脈 に その 1/2 量 を 腹腔 に 注射 し て , 腫瘍 の 
重量 を 比較 し た と ころ 対照 に 比 し て 腹腔 注射 は 4 2, BREE 289, 皮下 注 70% と 累 増 し た 。 次 
に 腫瘍 周囲 注射 (皮下 ) を 移植 14 日 の S 180 に 連続 7 日 間 行 っ た 後 , 移植 32 日 目 の 腫瘍 
の 大 さ は 対照 に 比べ て C 722, M 4 2, No. [29 | 1822 で あっ た 。 その後, 移植 100 日 まで の 
経過 を 見 た と ころ , 完全 に 治癒 し た も の が C で は 供 試 マウ ス 数 の 7122,M で は 33%, No. 
| 29」 で は 20% で あっ た 。 ま た 腫瘍 周囲 注射 は 移植 21 日 の 巨大 な 腫瘍 に も 制 韻 効 果 が 著 明 
で $180 に 対し No. 「29 | の 7 日間 注 射 , 7 日後 の 腫瘍 の 大 さ は 対照 の 40%2 に 止ま っ た 。 
以上 の 事実 か ら 投与 部 位 で は 腫瘍 周囲 (BEE) が 制 癌 効果 , 最も 優れ , 次 で 腹腔 , 静脈 , 皮下 
の 順序 と な っ た 。 次 に M & E 癌 お よび S 180 に 隔 日 , お よび 7 日 間 3 AROMKARREST 
っ た 結果 は 連続 注射 よ り 制 癌 効果 が 優れ て いた 。 

最後 に 効果 判定 法 に つい て の 一 実験 を 行っ た 。 移植 7 ARIK Eike AIC BEF 
移植 し て 14 日 後に ほぼ 完全 移植 率 (90% 以上 ) を 示す 韻 細 胞 数 の 最低 限界 は 実験 の 結果 約 
5000 個 で ある こと が わか っ た の で E 癌 細胞 5000 個 (0.1cc) を 腹壁 に 皮下 移植 し 12 Hi 
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後に 制 韻 剤 を 各種 投与 法 で 試み 14 日 後 の 腫 瘍 の 増殖 の 有無 , 多 宴 を 検査 し た と ころ , M 等 に 
つい て は 既 述 の 固形 癌 皮下 移植 法 に よる 結果 と 一 致し た 。 本 法 の 利点 は 操作 が 簡易 で , 成績 が 
明瞭 な こと , 治療 方 式 が 韻 治 療 の 実態 に 一 歩 近 いこ と な ど で あ る 。 

(文部 省 科 学研 究 費 に よる ) 





29. カル チノ フィ リン の Sarcoma 180 腹水 靖 細 胞 に お よ 
ほす in Vitro お よび in Vivo で の 影響 
海老 名 敏明 , 岡村 伸子 , 佐藤 和男 
(CRACK FERIA FEAT) 

In Vitro and in Vivo Effects of Carzinophilin on Sarcoma 180 
TOSHIAKI EBINA, NOBUKO OKAMURA, KAZUO SATO 
btdtisiMigD metabolism に 立脚 し て より 好ま し い 癌 の 化学 療法 に 近づき た いと い 
う 考 え の も と に 冶 発 育 の エネ ルギー 供給 反応 と し て の 解 酔 お よび 呼吸 を 中 心 と し 検討 を 加え て 
きた が カル チノ フィ リン (CZP) は 癌 細胞 の 解 酔 を 極め て 強度 に 抑制 する 。 この 事実 は 癌 細胞 
で 異常 に 元 進 し た 解 稿 能 を 考え 合わ せ 興 味 深く 思わ れ , 既知 の 代表 的 な 解 糖 阻害 剤 の in vitro 
で の 解 楠 抑制 効果 と in vivo で の 癒 発育 抑制 効果 に つい て 一 部 発表 し て きた が , 今回 は CZP 

SER LAR BA, 核酸 , 延命 効果 に お よ ぼ す 影 響 を 追加 し ここ に まとめ て 報告 する 。 

(1) ワー ルプ ブル グ 検 圧 法 に より in vitro で の CZP 500u/cc は sarcoma 180 の 嫌気 性 
Mrz 90% 以上 と 極め て 強く 抑制 し , また 種々 の 人 瘍 切 刻 に 対 し て も 遊離 の 腹水 癌 細胞 に は 
劣る が 50% 以上 の 抑制 効果 を 示し た 。 一 方 同 量 の CZP は 瘍 細胞 の 呼吸 に 対 し て は ほとん ど 
影響 か な か っ た 。 

(2) Umbreit 等 に し た が っ て 定量 し た と ころ sarcoma 180 腹水 癌 細胞 中 に Embden- 
Meyerhof 氷 の 主 な 解 杭 中 間 体 の 存在 を 確認 し , 細胞 を CZP 300u/cc を 含む Krebs-Ringer 
bicarbonate に 懸 濁し 37.5'C 1 時 間 振 綴 し な が ら incubate し 同様 に し て その 細胞 中 の 中 
問 体 を 定量 し , CZP を 含ま ぬ Krebs-Ringer bicarbonate の み の そ れ を 対照 と し CZP の 
影響 を 検 し た と ころ CZP に よっ て fructose-6-phosphate と hexose-diphosphate DEM 
な 蓄積 と 対応 し て triose-phosphate の 減少 が 見 られ 乳酸 の 生成 も 極度 に 減じ た 。 し た が っ て 
CZP は hexose-diphosphate か ら triose-phosphate に いた る 反応 を 阻害 する も の で は な い 
か と 考え られ る 。 3-phosphoglyceric acid は CZP で 対照 の 4 倍 に 近い 著 積 が 見 られ た が こ 
の 点 に 関し て は sideway と 乳酸 脱水 素 酵素 に 対す る 阻害 の 問題 も 考え て 見 な けれ ば な ら ぬ 。 
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(3) 2,500u/kg の CZP を 移植 後 24 時 間 か ら 1 週間 腹腔 内 に 連続 注射 し た 群 の 腹水 癌 細 
胞 に つい て 同様 の 解 糖 中 間 体 の 定量 を 行っ た 結果 は 無 処置 群 の それ と の 間 に ほ と ん ど 差 が 認め 
られ な か っ た 。 

(4) (3) と 同様 に CZP で 治療 し た 群 の 腹水 細胞 の 核酸 量 を Schmidt-Thannhauser の 
HETER UAE HRT Se CZP 投与 群 で は DNA 2022, RNA 10% 程度 の 減少 を 見 た 。 

(5) Sarcoma 180 腹水 型 に 対す る 延命 効果 を みる に 無 処置 群 で は 移植 後 2ー4 週間 で 全 
部 死亡 CZP 2,500 u/kg 移植 翌日 より 1 週間 連日 投与 群 で は 約 半数 以上 が 6 週間 後 も 生存 し 約 
1/3 は 3 ヵ月 後 も な お 少量 の 腹水 貯溜 を 見 な が ら か な り 健 康 に 生存 し 続け た 。 同様 に LT KF 
iA Cit CZP 群 で 腫瘍 重量 が 対照 の 約 1/2 で あっ た 。 

以上 CZP の 閣 細 胞 代謝 に お よ ぼ す 影 響 を 概 人 観 し た が 最も 顕著 な の は や は り 解 糖 阻 害 で ある 
と いえ る , そし て 実際 に も 相当 程度 の 腫瘍 の 発育 抑制 と 延命 効果 が 認め られ る 。 し か し モノ ョ 
ー ド 酷 酸 , 那 化 ツ ウー ダ 等 の 典型 的 な 解 糖 抑制 剤 が in vitro で は 強く 癌 の 解 本 を 抑 を る に か か 
わら ず 閣 発育 は ほとん ど 抑え な か っ た 。 こ の 点 か らし て も 痛 細 胞 代 謝 。 制 韻 剤 の 作用 に 複雑 な 
要因 が ある と いう こと の 一 端 が うか が われ る 。 





30. 肺 内 移植 吉田 肉腫 に お よ ぼ す 諸 種 楽 剤 の 影響 に 
関す る 研究 (第 2 報 
こと に 抗癌剤 と ュー チ ゾ ン と の 併用 の 効果 に つい て 
HRS, 細田 仁 , 黒須 哉 , 安藤 盛 夫 , 坂元 孝 
(日 本 大 学 医学 部 比企 内 科学 教室 ) 


Study on the Effect of Several Antitumor Agents to Yoshida 
Sarcoma Transplanted into the Lung of Rats. (2nd Report) 
Especially on the Combined Effect of NMNO 
and Cortisone 
TADABUMI HAGIWARA, HITOSHI HOSODA, HAJIME KUROSU, 
MORIO ANDO, TAKASHI SAKAMOTO 


FAAMOAKRSUABIICOVT, また これ に 対す る 種々 抗癌剤 ナイ トロ ミン , カル チノ 
フィ リン お よび ザル ュ マ イシ ン の 影響 に つい て は , それ ぞ れ 第 15 回 お よび 第 16 回 本 学会 に 
報告 し た が , われ われ は さら に ュー チ ゾ ン ・ ア セテ ー ト (以下 「 ュ | と 略す ) の 種々 の 量 を 単 
独 な ら び に ナイ トロ ミン (以下 「 ナ 」 と 略す ) と 併用 し て その 効果 を 検討 し . その 他 の 抗 腫瘍 


性 物質 に つい て 追加 実験 を 行っ た 。 
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従来 一 部 で は 「 ュ 」 は 腫瘍 の 発育 を 抑制 する と いわ れ て いる 。 当 教室 の 藤井 等 が 「 ュ 」 AH 
投与 に よっ て , マウ ス の エー ルリ ッ ヒ 癌 の ラッ テ 肺 内 異種 移植 に 成功 し た こと か ら , その 普通 
投与 書 あ る い は それ 以下 の 量 の 肺 内 吉田 肉腫 に お よ ぼ す 影 響 に つい て 検討 し た 。 す な わ ち まず 
"=|25 mg/kg の み を 吉田 肉腫 肺 内 移植 1 日 後 か ら 連 日 筋肉 内 注射 を 行 を ば, その 平均 生存 
日 数 は 8.2 日 で 対照 群 ( 肺 内 移植 の み ) の 8.6 日 と 比較 し て 延命 効果 は みろ られ な い 。 さ ら に 
同 量 の 「 ュ 」 を 吉田 肉腫 肺 内 移植 2 日 前 か ら 予 め 投与 し , 移植 後 隔 日 に 注射 (以下 前 投与 群 と 
略す ) し た 結果 は 6.0 日 で むし ろ 短 縮 の 傾向 を ボ し た 。 さら に | ュ 」 投与 量 を 2.5 mg/kg, 
0.25 mg/kg と 減量 し て 移植 1 日 後 か ら 投 与 し た 場合 は 両 群 と も 平均 生存 日 数 は 7.5 日 で あっ 


ナ ェ = 


Iso 


以上 の 各 量 の 「 ュ | に つい て [+] 2.5 mg/kg と 併用 を 行っ た が , | 2] 25mg/kg に つい 
て 前 投与 群 の 平均 生存 日 数 は 10.0 A, 移植 1 日 後 より 併用 群 は 11.0 日 , 2 日 後 よ り 併用 群 
は 9.8 A, 5 日 後 よ り 併用 群 は 9.5 HT, 各 群 の 平均 生存 日 数 に ほとん と 差異 が 見 られ な か 
っ た 。「 ュ 」 2.5 mg/kg と 「 ナ 」 と の 併用 で は 1 日 後 よ り 併用 群 が 15.6 A, 2 日 後 よ り 投 与 
群 が 11.0 日 , 5 日 後 よ り 投与 群 が 7.0 日 で 「 ュ 」 0.25mg/kg と 「 ナ | LOD ARTZ 
日 後 よ り 投与 群 が 10.0 日 , 2 日 後 より 投与 群 が 9.0 日 , 5 日 後 よ り 投与 群 が 7.5 日 で あっ 
Teo 

以上 の 結果 か ら 2 mg/kg の 「 ュ | で は 「 ナ 」 と の 併用 に よっ て も , その 効果 に は 無関係 に 
各 時 期 の 投与 開始 群 を 通じ て 平均 10 日 前 後 で 死亡 し , 「 ュ 」 2.5mg/kg お よび 0.25 mg/ 
kg の 各 群 で は , 「 ュ 」 の 作用 が 減弱 する た めか 「 ナ 」 の 延命 効果 が あら われ る が , 「 ナ 」 2.5 
mg/kg を 単独 に 投与 し た 場合 の 平均 生存 日 数 は 移植 1 日 後 よ り 投 与 群 で は 18.6 日 , 2 日 後 
より の 投与 群 で は 15.0 A, 5 日 後 よ り の それ は 12.0 日 , さら に 前 投与 群 で は 14.0 日 で あ 
る 。 こ れ ら の 成績 か ら 比 較 す る と , ここ に 晩期 治療 開始 群 に 生存 日 数 短縮 の 傾向 が 著しい 。 こ 
Dla! 投与 に よる 生存 日 数 短縮 の 傾向 は 剖検 時 に お いて も 対照 と 比較 し て 肉眼 的 に も 異常 に 
高度 に 肺 内 腫瘍 が 発育 し , また 組織 学 的 に も この 事実 を 付 ける こと が で きた 。 す な わ ち 「 =] 
は その 投与 量 お よび 投与 開始 時 期 の 如何 に か か わり な く , すべ て 吉田 肉腫 の 肺 内 発育 を 抑制 せ 
ず , むし ろ そ の 発育 を 促進 する 作用 が ある よう に 思わ れる 。 

FAR SY (住友 ) (以下 「 テ 」 と 略す ) の 単独 投与 お よび その 併用 の 効果 に つい て も 同様 観 
察し た が , [7 0.25mg/kg OMMRS Cit, 1 日 後 よ り 投与 で 10.3 日 , 2 自 後 よ り 投与 で 
13.0 日 で も ある 。 ま た カル チノ フィ リン (APTA! と 略す ) の 場合 も 移植 1 日 後 よ り 「 ヵ 」 
500u/kg と の 併用 で は 平均 生存 日 数 11.0 AT, [7 0.125mg/kg, 「 ヵ 」 250u/kg 併用 で は 
9.0 日 と な り , 後者 の 5 日 後 よ り 投与 で は 7.5 日 , 7 日後 より 投与 で は 9.0 日 と な り , い ず 
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れる も 初期 使用 の 延命 効果 は 十分 に は 認め られ な い 。 





31. 抗 腫瘍 性 抗生 物質 の 2 vitro の 検索 (1) 
シリ ンダ ー プ レイ ト 法 の 検討 
(財団 法人 酸 酵 研究 所 武田 研究 所 ) 


Screening of Anti-tumor Antibiotics in vitro (1). 
Modification of the Cylinder Plate Method 
YOSHIO HAMADA, KAZUO TANABE, KOICHI OGATA, 
TOMOHIKO KOMEDA, MOTOI ISHIDATE, 

KYO KAZIWARA 


抗 腫瘍 性 抗生 物質 の 検索 に 当っ て , 第 一 次 スク リー ニン グ を in vitro で お こ な う 試み は , 
すでに いく つか あっ て , HER, 山本 ら りら に よる シリ ンダ ー プ レイ ト 法 ,。 すなわち エー ルリ ッ ヒ 腹 
水 癌 細胞 を 寒天 培地 中 に 加え シャ ー レ に 流 し 固め 。 カッ プ を た て て 抗 腫瘍 性 抗生 物質 を 拡散 さ 
せ , 細胞 の 生死 を 色素 の 選 元 性 に よっ て 見 る 試み も る その 一 つ で ある 。 この in vitro で の 方 法 
は in vivo で の 成績 と 共通 する も の で な けれ ば な ら な いと 同時 に 再現 性 を も ち , また 抗 腫瘍 
性 物質 以外 の 因子 が 非 選 元 像 に 影響 し た いこ と が 望ま し い 。 演者 ら は 梅沢 , 山本 原 法 に よる と 
細胞 加 平板 寒天 層 が 時 と し て 判定 時 に 青 染 し , 抗 腫瘍 性 物質 に ょ る 非 選 元 像 と 区 別 し 難 い 現 象 
を 認め る こと が あり , また いわ ゆる 二 重 環 あ る い は 三重 環 を 形成 する 現象 が あっ た の で , その 
成因 に つい て 2, 3 の 考察 を 加え た 。 こ れ ら の 異常 還元 環 の 出現 に 最も 大 きく 影響 する 因子 の 
一 つ は カッ プ 内 に 試料 充填 後 の 処理 温度 で あっ て , 原 法 の 37C より も 低温 に 保つ こと に よっ 
て 二 重 環 の 出現 を 防除 する こと が で きる と と も に 非 還 元 環 の 直径 を 大 な らし め る こと を 認め た 。 
本 法 を 応用 し て 硝子 板 の 上 に 細胞 加 寒天 培地 を 薄く 流し 細菌 等 の 場合 と 同様 に ペー パー クロ マ 
トグラフ を 行っ た 抗 腫瘍 性 抗生 物質 の 現像 も 可能 で あり , 従来 抗 微生物 性 の な い 抗 腫瘍 性 物質 
の 抽出 は 種々 の 困難 を 伴っ た が , 本 法 に よっ て 抽出 が 容易 と な っ た 。 

さら に 放線 菌 の 培養 汽 液 を カッ プ に 充 た し た 場合 , 二 重 環 の 成因 と し て 本 法 に 使用 する 2,6- 
dichlorphenol-indophenol を 還元 する 物質 を 培養 涙 液 中 に 出す 菌株 が ある こと を 認め た 。 こ 
の 物質 は 酵素 様 の 性 質 を 有 し , 100°C, 5 分 間 の 煮沸 に よっ て その 作用 を 失う の で , 試料 を 煮 
沸 し て カッ プ に 充 た さ な け れ ば な ら な い 。 
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32. 抗 腫瘍 性 抗生 物質 の 72 vitro で の 検索 (2) 
シリ ンダ ー プ レイ ト 法 に よる 抗 腫瘍 性 抗生 物質 の 検索 
緒方 浩一 , 田辺 一 男 , 浜田 義雄 , 米田 友彦, 梶原 4 
(財団 法人 酸 酵 研究 所 武田 研究 所 ) 


Screening of Anti-tumor Antibiotics in vitro (2). Search for 
Antitumor Antibiotics Using the Cylinder Plate Method 
KOICHI OGATA, KAZUO TANABE, YOSHIO HAMADA, 
TOMOHIKO KOMEDA, KYO KAZIWARA 

演者 ら は 前 報 で シリ ンダ ー プ レイ ト 法 を 検討 し , WRN RE IRCReBREVSC LAS 
で きた の で ,。 本 法 に よる スク リー ニン グ を 行っ た 。 

自然 界 か ら 分 離し た 多数 の 放線 菌 を 2 種類 の 培地 で 培養 し , その いずれ か で 非 選 元 環 を ボ す 
Birk 28 株 を 得 た 。 こ の 28 株 中 細菌 また は 真菌 に 対 し て 交叉 培養 また は 培養 液 で 抗菌 力 を 有 
する 株 は 19 株 , 全く ある い は ほとん ど 抗 菌 力 を ボボ さ な い 株 は 9 株 で ある 。 

培養 の 条件 を 検討 中 に 抗生 物質 の 生産 が 抗 細菌 性 また は 抗 真菌 性 と シリ ンダ ー プ レイ ト 法 に 
よる 非 還 元 環 が ほぼ 一 致す る も る の に つい て は それ ら の 菌 を 対象 と し て 抽出 する こと が で きる 。 
抗菌 力 を 有する 株 の うち , No. 544, No. 676 お よび No. 691 の 3 株 の 培養 液 よ り 細菌 お よ 
び 真 菌 を 対象 と し また 非 還 元 環 を 確か め つ つ 抗 生物 質 を 抽出 し た 。 

この うち No. 691 株 は 多数 の 抗生 物質 を 生産 し すく な く と も シリ ンダ ー プ レイ ト 法 で 非 
還元 環 を 示す も の が 4 種類 和伸 られ た 。 そ の うち 一 種 は 真菌 に , 一 種 は 細菌 に 作用 を 有する 。 他 
の 2 種 は 細菌 真 貢 の いずれ に も ほとん ど 作 用 し な い 。 

No. 676, No. 544 株 か ら 抽 出し た 抗生 物質 も 非 還 元 環 を ボ す 。 

以上 6 種 の 抗生 物質 の うち No. 691 株 の 生産 する 抗 微生物 性 の な い 物質 の 一 つ は 毒性 の た 
め に in 222 の で 明瞭 な 抗 腫瘍 性 を 認め る こと が で き な か っ た が , その 他 の 5 種 は マウ ス の エー 
ルリ ッ ヒ 腹水 瘍 に 対 し て in vivo で 作用 を 有する こと を 確認 し た 。 

すでに 梅沢 , 山本 ちら に ょ っ て sarkomycin, nitromin その 他 の 抗 腫 間 性 物質 が シリ ンダ ー 
プレ イト 法 で 非 還 元 環 を ボ す こと が 確か め ら れ て いる が , 本 実験 に よ っ て 培養 液 中 で 非 還 元 環 
を 示す 物質 を 単 離し , in vivo で 抗 腫瘍 性 が ある こと を 認め た の で , シリ ンダ ー プ レイ トト 法 は 
抗 腫瘍 性 抗生 物質 の 2 vitro で の 有効 な 手 自 で ある こと を 確認 し た 。 
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3. 吉田 肉腫 を 用 いた 悪性 放 瘍 の 化学 療法 に 関す る 実験 的 
研究 RVM 体外 培養 細胞 に よる 抗 冶 物 質 の スク リ 
ー ニ ング テス ト 
石 館 守 三 , 吉田 富 三 , 桜井 鉄夫 , 佐藤 博 , 今村 博 , 森脇 絢子 

( 楽 理研 究 会 研究 所 , 佐々 木 研究 所 ) 
Experimental Studies on Chemotherapy of Malignant Growth Employing 
Yoshida Sarcoma Animals (XVII).Screening Test Using the 
in Vitro Cultured Yoshida Sarcoma Cells 
MORIZO ISHIDATE, TOMIZO YOSHIDA, YOSHIO SAKURAI, 


HIROSHI SATOH, HIROSHI IMAMURA, 
AYAKO MORIWAKI 


試験 管内 に お ける 制 癌 剤 の 細胞 形態 学 的 試験 の た め に , 吉田 肉腫 細胞 を で きる だ け 単 純 な 培 
地 で 培養 する こと を 試み た 。 

非 動 化 馬 血 清 : Earle's saline solution 約 1:1 を 培地 と し て 2.5~10x10'cell/cec OF 
田 肉腫 細胞 を 培養 し た 場合 , 吉田 肉腫 細胞 は 培養 開始 後 少く も 2 週間 は 復元 移植 成績 は 陽性 で 。 
1 週間 は 細胞 形態 学 的 に 正常 像 を 維持 する 。 培地 を 更新 する こと な く 3 日間 は テッ テ 腹 腔 内 に 
お ける と 同率 の 有 和 糸 分 像 比率 を 保ち , か つ 細 胞 数 は 増加 する 。 こ の 培養 条件 を 基礎 と し て 制 韻 
剤 の 試験 管内 腫瘍 細胞 効果 試験 術 式 を 考案 し た 。 

吉田 肉腫 移植 後 4 日 で 純 培養 状態 と な っ た ラッ テ 腹 腔 より 毛細 ピペット 容 刺 に より 細胞 懸 導 
腹水 を 採集 し, medium I の 5cc 中 に 約 2 滴 滴下 混和 し , 吉田 肉腫 細胞 密度 を 計測 後 1x10* 
cell/cc と な る よう に medium I で 稀釈 する 。 

次 に 検体 を 生理 食塩 水 で 予定 最終 濃度 の 4 (FIC RGR LC ORD 0.75cc を 吉田 肉腫 細胞 
Mia) medium I の 1.5cc と 混合 後 , 別に solution 1 お よび 2 を 等 量 混合 し て 調整 し た 
medium II 0.75cc を 加え 良く 混合 後 3 本 の 試験 管 の 各 に lee づつ 分 注 し 同様 な 稀釈 列 を 3 
セッ ト 用 意 す る 。 

試験 管 は ダブ ルム 桁 で 密栓 後 直 立 静 直 37 で 恒温 に 保つ 。 以 上 の 一 実験 群 に 対 し て , AH 
料 同 操作 で 検体 を 沙 解 し な い 生 理 食塩 水 を 用 いて 対照 培養 を 作る 。 

fr 24-48-72 時 間 日 毎 に 各 1 セッ ト の 培養 を その まま 遠 沈 し , TOUR BK Giemsa 標 
本 と し て 細胞 形態 学 的 検査 に 供する 。 

検 鏡 に 際 し て は われ われ か 以前 か ら 行 っ て いる 動物 実験 に お ける 最少 有効 量 (M.E.D) の 判定 
と 同一 基準 に より 最低 有効 濃度 (M.E.C) が 求め られ る 。 nitrogen mustard (HN,) に つい て 
1x10"'!-1x10"'mM の 範囲 に お ける M.E.C は 2.5x10-*mM CH), この 成績 は 濃度 範囲 
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を 変え た 試験 に お いて も , ある い は 繰返し 実験 に お いて も ほとん と ど 変 動 せ ず , 充分 な 再現 性 を 
示 し た 。 

この 培養 状態 に お ける ethanol 最大 尺 容 量 は 1 2 で あり , HN。4x10-!mM の 4 %ethanol 
含有 生理 食塩 水溶 液 を 検体 と し て , 生理 食塩 水 で 定 法 の よ うに 段階 稀釈 し て 試験 を 行っ た が 
HN, の M.E.C に 変動 は 認め られ な か っ た 。 

Ethanol 溶性 検体 の 例 と し て HN, picrate を 採り 上 述 の 方 法 で M.E.C を 求め た と ころ , 
2.5x10-‘mM で あり HN, HCl と 等 モル 濃度 で ある こと を 知っ た 。 

以上 の 知見 は この 試験 法 の 適応 検体 の 範囲 を 著しく 拡張 する 知見 で ある と 信じ る 。 

この 形態 学 的 検査 と 同様 の 方 法 で HN。 の 各 濃 度 に お ける 72 時 間 ま で の 吉田 肉腫 細胞 数 の 
変化 を し ら べ た と ころ , ほぼ 濃度 に 比例 し た 細胞 数 増加 抑制 が 認め られ た 。 

以上 述べ た われ われ の 試験 術 式 は 腹水 腫瘍 動物 を 用 5 る 実験 より も さら に 模型 的 で 固定 し た 
作用 条件 で 抗 腫瘍 効果 を し ら べ 得る 点 に 特徴 が ある 。 し た が っ て われ われ は この 術 式 が 従来 の 
動物 実験 に 代 る べき 方 法 で ある と は 考え な い 。 

in vivo 試験 と この in vitro 試験 の 成績 を 比較 し , 制 癌 剤 の 作用 条件 を 解明 する た め に は 
多く の 利用 価値 に 富む 方 法 で あろ うと 考え て いる 。 (文部 省 科 学研 究 費 に よる ) 





34. 吉田 肉腫 を 用 いた 悪性 腫瘍 の 化学 療法 に 関す る 実験 的 
研究 (XVI) 塩基 性 基 を 有する 2- ク ロロ エチ ル ア ミ 
ン 類 の 抗 腫瘍 性 
吉田 富 三 , 佐藤 博 , 玉野 田鶴 子 , 愛甲 軍 雄 , KHRK, 石 館 守 三 
Experimental Studies on Chemotherapy of Malignant Grawth Employing 
Yoshida Sarcoma Animals. (XVIII)* Antitumor Derivatives of 


2-Chloroethylamine Having a Strong Basic Group in 
Their Molecular Constitution 


TOMIZO YOSHIDA, HIROSHI SATOH, TAZUKO TAMANO, 
ISAO AIKO, YOSHIO SAKURAI, MORIZO ISHIDATE 


(The Medical Institute of Sasaki Foundation, Tokyo. Iatrochemical Institute of 
Pharmacological Research Foundation, Tokyo. Yoshitomi Pharmaceutical Industries, Ltd.) 


Formerly, nitrogen mustards, derived from a-amino acids, were investigated by 





* This investigation was supported by Grant CY-2799 from the National Cancer Institute, 
NIH, U.S. Public Health Service. 
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the authors and reported as to their interesting biological properties. 

It has been also tried to prepare the derivatives of 2-chloroethyl amine having 
a strong basic group in their molecular constitutions. 

The compounds herein presented have the following general formula: 


CH,CH,CI R CH,CH,Cl 
(B) _>N-(CH,),-N-€ 
CH,CH,Cl ee | J CH。CH。C1 
O O 


Concerning the group A, surface tention of its solution, pK of the amine groups, 
partition coefficient between benzene and water, chlorine- and hydrogen- ion libera- 
tion in a neutral aqueous solution and thiosulfate up-take of the compounds were 
determined and the correlation of these data with their biological properties was 


R 
(A) ON NC 


discussed. 
In general, toxicity of the compounds was lowered by introducing a new amino 


group. But it was experienced that the influence of basidity of dialkylamino group 
upon the chemical activity of 2-chloroethyl group was sensibly changed by the 
number of n between 2 and 3. With a further increase of n over 3, there was 
only a gradual decrease of the influence. 

Biological activities of these compounds, however, seemed to depend more on its 
partition coefficient and perhaps more or less on the surface tention of its solution. 

The compounds of group B were proved to be interesting, because it has a very 
low toxicity in spite of having a practically useful range of therapeutic dose. 
For example, N-diethylamino-N’-bis (2-chloroethyl) propylen-1, 3-diamine N, N’- 
dioxide has an LD。。 750 mg/Kg. (i.p.) and an M.E.D. 10 mg/Kg. (i.p.). It should 
be noted also that it maintained unexpectedly the similar value of the partition 
coefficient between benzene and water as that of the original tertiary diamine, viz., 
N-diethyl-N’-bis-(2-chloroethyl) propylen-1,3-diamine. (文部 省 科学 研究 費 に よる ) 
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S5. 吉田 肉 性 を 用 いた 悪性 腫瘍 の 化学 療法 に 関す る 実験 的 
研究 (XIX) 2- ク ロロ エチ ル ア ミ ン の 一 新 誘導 体 の 制 


He 
吉田 富 三 , ER 博 , 玉野 田鶴 子 , 石 館 守 三 , CHR, 鳥越 政宏 , SH WB, RBMT 


Experimental Studies on Chemotherapy of Malignant Growth Employing 
Yoshida Sarcoma Animals. (XIX) Carcinostatic Action of a New 
Kind of Masked Derivatives of 2-Chloroethylamine 

TOMIZO YOSHIDA, HIROSHI SATOH, TAZUKO TAMANO, 
MORIZO ISHIDATE, YOSHIO SAKURAI, 
MASAHIRO TORIGOE, HIROSHI IMAMURA, 
AYAKO MORIWAKI 


(The Medical Institute of Sasaki Foundation, Tokyo. Iatrochemical Institute 
of Pharmacological Research Foundation, Tokyo.) 


An interest was felt to investigate an inactive derivative of bis-(2-chloroethyl) 
amine which might be activated in vivo, because there might be a possibility to 
increase selectivity of action of the compound through such a biological activation 
process. 

As one of such masked compound, N-bis(2-chloroethyl)isoxazolidinium chloride 
(1) was already reported by the same authors, (M. Ishidate, T. Yoshida, Y. Sakurai, 
H. Satoh, and H. Imamura, Gann, 47: 377, 1956) but its chemotherapeutic index 
was found poorer than methyl-bis(2-chloroethyl)amine N-oxide. However it 
attracted our attention at that time that the compound could be regarded as a 
quaternary derivative of N,N,O-substituted hydroxylamine. 

In this paper, chemical and biological properties of N-bis-(2-chloroethyl)-O-(2- 
chloroethyl) hydroxylamine methochloride (II) and N-bis (2-chloroethyl)-O-ethyl- 
hydroxylamine methochloride (III) are reported. 

Neither of the two compounds liberated chlorine ion or consumed thiosulfate 
within 2 hours in a neutral aqueous solution. In short, they can be said to be chemi- 
cally masked, but they manifested a strong antitumour activity against rats bearing 
the Yoshida sarcoma or against the in vitro cultured Yoshida sarcoma cells. 
The mode of activation of the compounds in vivo seemed, however, somewhat 
complicated. The one process was supposed to be a reductive activation, which 
was supported by the fact that they yielded easily zz vitro methyl-bis (2-chloroethy1) 
amine by catalytic reduction. Half-wave potentials of the compounds I, II and III 








* This investigation was supported by Grant CY-2799 from the National Cancer Institute, 
NIH, U.S. Public Health Service. 
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by polarography were —0.49, 一 0.46 and 一 0.63 Volt vs S.C.E. respectively at pH 
3.5, 10°‘mM and 25°. The other was a genuine chemical decomposition gradually 
yielding methyl-bis (2-chloroethyl) amine and acetaldehyde which could be analogized 
from the decomposition of N-bis (2-hydroxyethyl)-O-ethyl-hydroxylamine methochlo- 
ride in a neutral aqueous solution. (文部 省 科 学研 究 費 に ょ る ) 





36. 各種 抗癌剤 の 吉田 肉腫 細胞 に お よ ぼ す 影 響 に 就 い て の 
組織 化学 的 研究 (第 1 報 ) 
神原 at 


Cytochemical Studies of the Yoshida Ascitic Tumor Cells Treated 
with Antitumor Chemicals. (Report I) 
TAKESHI KAMBARA 
(Department of Pathology, Kumamoto University School of Medicine, Kumamoto) 


The cytochemical findings of the Yoshida ascitic sarcoma cells and the cytochemi- 
cal changes of the cells following the treatment with the antitumor chemicals have 
not yet been made well known. The white rats bearing the Yoshida ascitic 
sarcoma were intraperitoneally injected with nitromin (2 mg), 8-azaguanine (3 mg), 
sarkomycin (40 mg) and urethane (30 mg) on the 6th day after implantation. 
Smears of the ascitic fluid were prepared before and after the injections, and the 
alkaline-glyceromonophosphatase (Al-GPase), 5-nucleotidase (5-AMPase) and adeno- 
sine-triphosphatase (ATPase) of the tumor cells were cytochemically demonstrated. 
The Al-GPase reaction of the cells was cytochemically negative throughout the 
experiment, and it was demonstrated only in the infiltrative cells. Before the 
injection, the 5-AMPase reaction was observed in the cytoplasm of the tumor 
cells, especially in the cells in the mitotic stage, and the ATPase reaction was 
demonstrated in the cytoplasm of the cells, too. After twelve and twenty-four 
hours the injection of the chemicals, the tumor cells, especially those in mitosis 
were degenerated and destroyed, and in these cells the 5-AMPase and ATPase 
reactions were decresed and diminished. These results led to the following con- 
clusion; the enzymatic system of the tumor cells was disturbed by the above 
mentioned antitumor chemicals and the tumor cells were degenerated and finally 

= destroyed. Differences in histochemical reactions among the cells treated with 
different chemical were not clearly shown in this experiment. 
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37. 培養 チ メ ク ジ 線 虫 Rhabditis Ikedai Tadano の 抗 閣 剤 
スク リー ニン グ テ ス ト へ の 応用 
伊達 須磨 子 , 東 元 照 好 , 小坂 義 種 (三重 県 立 大 学 医学 部 病理 学 教室 ) 
Employment of Rhabditis Ikedai Tadano in the Screening 
Test of Anti-cancer Agents 
SUMAKO DATE, TERUYO HIGASHIMOTO, YOSHITANE KOSAKA 
われ われ は ナメ クジ (Incillaria confusa cockarell) の 腸 に 寄生 する 小 線 虫 (Rhabditis 
ikedai Tadano) を 培養 し , これ が 抗癌剤 の screening test に 使用 で きる か 否 か を 検討 し た 。 
この 線 虫 は test に 利用 され うる 5 つの 特徴 を 持っ て いる 。 す な わ ち , 1) 四季 を 通じ 室温 で 
桑 葉 寒 天 培地 に 容易 に 培養 で きる こと , 2) COMPLY TER T, 夏季 5 隻 の 雌 成 虫 は 3 
日 間 の 培養 で 1000 隻 以上 に 増殖 する こと , 3) 卵 胎生 で ある の で , 薬剤 は 虫 体 を 通し て 卵 な 
いし 久 分 割 に 作用 し 得る こと , 4) 受精 か ら 卵 分 割 を 容易 に 室温 で 顕微 鏡 下 に 追跡 で きる こと , 
5) EEE, ウェ 分 割 卵 同様 分 裂 相 を 判別 で きる こと で ある 。 
われ われ は まず 夏季 に お ける 本 線 虫 の 生活 史 の 詳細 を 明らか に し た 上 で , 抗癌剤 5 種 , ナイ 
トロ ミン , マイ トマ イシ ン , カル チノ フィ リン , テス パ ミ ン , アザ ン を Speck 氏 液 で 種々 の 
濃度 に 稀釈 し , その 0.17 ml を 5 隻 の 雌 成虫 を 2 日 間 培 養 し た 培地 に 添加 し , さら に 24 時 
ERED RAMA ZK 成績 の 判定 基準 は 対照 培養 を 平均 1000 EL LT, その 50, 
20, 102 減 少 を 各々 (+), GE), CH) 陽性 と し た 。 こ の よ ょ うな 方 法 で 上 記 抗 癌 剤 を screening 
する と , ナイ トロ ミン は 47 以上 の 濃度 で ( 世 ) 陽 性 , マイ トマ イン は 257 以上 の 濃度 で 同様 
に ( 世 ) 陽 性 で あっ た 。 カルチ ノ フ ィ リ ン は 41 単位 以上 で ( 士 ) 陽 性 に 増殖 を 抑制 し, アザ ン と 
テス パ ミ ン は 各々 3607 と 4007 以上 で 始め て (+) 陽性 と な っ た 。 
ナイ トロ ミン と マイ トマ イシ ン の 増殖 抑制 作用 を 細胞 学 的 に 検 す る と , 受精 は 正常 に 行わ れ 
て いる 。 受精 卵 は その 大 部 分 が 分 裂 中 期 で 非 可逆 性 に 中 断 さ れ , 変性 壊死 に 陥る と と も に , 幼 
生 の 仔 虫 へ の 発育 が 阻害 され , 未成 熟 卵 の 発育 も 障害 され て いる 。 し た が っ て , 虫 体 に は 成熟 
卵 が 少く , 分 裂 を 中 断 さ れ た 受精 卵 が 多く , 時 に また 幼生 の 数 が 増し て いる 。 雌 虫 体 に は 肉眼 
的 に 異常 所 見 は 認め られ な い が , 卵細胞 の 卵 分 割 な いし 発生 が 阻害 され て いる 。 
以上 の 成績 か ら 本 線 虫 は 5 種 の 抗癌剤 に 同率 の 陽性 成績 を 示さ な か っ た が , 本 法 は 利用 の 仕 
方 に よっ て は test と 同時 に 細胞 学 的 作用 機転 を も 解明 し 得る の で , さら に 多数 の 楽 剤 に つい 
て 増殖 抑制 効果 と 抗 癌 作 用 と の 平行 関係 を 検討 され る よう, 関係 領域 の 各位 に 御 願 いし た い 。 


素 藤樹 : われ われ は 昨年 功 虫 卵 の 発育 阻止 効果 が 抗 韻 効 果 と 平行 する こと を 報告 し た が 演者 の 実験 の 成 


[GANN, Vol. 49, Suppl. 1958) 49 











績 は 虫 卵 内 の 細胞 分 裂 を 抗癌剤 が 阻止 する た め と 理解 し て よろ し いで し ょ うか 。 
武田 進 : 効 果 を 示し た 抗癌剤 は や は り 細 胞 分 烈 を 阻害 し て お り ま す 。 その 阻害 作用 は , 発生 初期 に お け 
る より も ゃ も ある 程度 発生 の 進ん だ 段階 の 方 が 強い よう に 思い ます 。 





38. 化学 療法 剤 に よる 転移 抑制 の 実験 的 研究 D 吉田 肉腫 


に 対す る 抗生 物質 No. 544 の 作用 
梶原 8, 臼 居 敏 仁 , 米田 友彦 


The Experimental Study on the Suppression of Tumor Metastasis with 
Chemotherapeutics (I). The Influence of Antibiotic No. 544 
Upon the Appearance of Yoshida Sarcoma Cells in 
the Circulating Blood and its Administration 
Before and/or After the Surgical Operation 
KYO KAZIWARA, TOSHIMI USUI, TOMOHIKO KOMETA 


(Research Laboratories, Takeda Pharmaceutical Ind., Ltd., Osaka) 


The detection of tumor cells in the circulating blood in connection with the 
chemotherapy as an adjunct to surgical operation has been reported by several 
authors recently (Yoshida, Shimken). The present report deals with experimental 
approaches in these lines using Yoshida sarcoma. 

1. Determination of Yoshida sarcoma cells in the venous blood of rats. Tumor 
cells were inoculated subcutaneously to Donryu-rats (Rat colony which was con- 
firmed as highly susceptible to the Yoshida sarcoma), and the average survival 
days of 107 animals was 8.8+0.14 days. For the detection of tumor cells, the 
homogenate (using Potter’s homogenizer) of various viscera and venous blood from 
right heart-auricules of tumor-bearing rats were checked through transplantation 
into normal rats. Tumor cells are found in the circulating blood 24-48 hours 
after the implantation. 

2. The suppression of the appearance of tumor cells in the circulating blood by 
antibiotic No. 544. The intraperitoneal injection of antibiotic No. 544 prolonged 
the survival days of the Yoshida ascites sarcoma rats remarkably. The subcutane- 
ous nodules of this tumor were treated with this antibiotic. After seven intra- 
peritoneal administration of 500 mg/kg (two times a day) the diameter of nodules 
decreased to 51% of the control and the treatment suppressed the appearance of 
tumor cells in the circulating blood completely; the viability of tumor nodules 
was, nevertheless, not damaged. (The chemical and biological character of this 
antibiotic will be reported elsewhere). 

3. Administration of drugs before and/or after the surgical operation. Rats, 
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transplanted subcutaneously with Yoshida sarcoma cells, were separated as follows: 
A) control, B) operation at 7th day, C) chemotherapy (I) continued 7 days from 24 
hrs. after transplantation, D) chemotherapy (II) continued 7 days from 8th day 
after transplantation, E) chemotherapy (I) and operation, F) operation and chemo- 
therapy (II), G) chemotherapy (I), operation and chemotherapy (II). 

The antibiotic No. 544 and nitromin were so far checked in accordance with this 
program, and tentative results demonstrated the usefulness of pre-operative 
chemotherapy as well as of post-operative one. (文部 省 科学 研究 費 に よる ) 





39. ハト ムギ 抽出 物 の 抗 癌 作 用 に 就 い て の 研究 


sikh, 中 山 宗春 , 鈴木 恵 之 助 , 松尾 成 久 , 牧野 耕治 , 大 久保 恵司 
(千葉 大 学 医学 部 中 山 外科 ) 


Studies on the Anti-tumor Effect of the Extracts of Coix lacryma 
KIN-ICHI NABEYA, MUNEHARU NAKAYAMA, KEINOSUKE SUZUKI, 
SHIGEHISA MATSUO, KOJI MAKINO, KEIJI OKUBO 

数 種類 の 生薬 の 混合 物 前 剤 が , 瘍 患者 の 全身 状態 を 改善 し た と 思わ れ た の で , 動物 実験 的 に 
追求 し , 二 , 三 興味 ある 知見 を 得 た 。 

研究 対象 と な っ た 処方 は 次 の 二 種 類 で , その 成分 植物 名 か ら 便宜 上 , HH 10, 記子 10, Z 
実 10, BME (ハト ムギ 種子 10) の 混合 物 の 前 剤 を Aqa. WTTC と 仮称 し , eH 10, 白 屈 
菜 10, if 5, BRS, BME 5 の 混合 物 の 前 剤 を Aq. Wischelin と 仮称 し た 。 

被 検 物質 の 抗 癌 作 用 は , Ehrlich 腹水 癌 マウ ス に つい て , まず , 延命 効果 と 腹水 性 体重 増加 
に 対す る 抑制 効果 と の 二 点 を 指標 と し て テス ト し た 。 

最初 二 種 類 の 前 剤 を 担 韻 マウ ス に 経口 投与 し た と ころ , Aq. WTTC に お いて 僅か に 生命 延 
長 と 腹水 性 体重 増加 の 抑制 が 見 られ た 。 

次 いで, WTTC 未 か ら ア ル ュ ー ル 抽出 物 並 びに エー テル 抽出 物 の 水溶 史 濁 液 お よび 煎 剤 上 
清 を 作り , pH 7.2 に 調整 し , 癌 細胞 移植 の 翌日 か ら 10 A, 一 律 に 元 の 生薬 の 2500 分 の 
1 当量 宛 腹腔 内 に 投 拓 し た と ころ , エー テル 抽出 物 お よび 煎 剤 上 清 で は 作用 が 明らか で な い が , 
アル ュー ル 抽 出 物 で は ほぼ 一 定 の 体重 を 維持 し て , 生命 の 延長 を も た らし た 。 

次 に , WTTC の 成分 生薬 を 別々 に アル ュー ル 抽 出し , 飽和 水溶 懸 濁 液 を 一 律 に 5 倍 稀釈 し , 
0.4cc 宛 10 日 間 腹 腔 内 投与 する と , 平均 生存 日 数 は , 対照 無 処置 群 17 日 , 記子 抽出 物 投与 
群 21 A, DCH HSA 26 日 , sarkomycin 毎日 1 mg 腹腔 内 投与 群 27 AT, EN 
仁 の 場合 , 対照 と の 差 は 有意 で 。 sarkomycin に 近い 成績 で あっ た 。 

[GANN, Vol. 49, Suppl. 1958] 51 











さら に , ハト ムギ 種子 の アル ュー ル 抽 出 物 に つい て , Ehrlich 瘍 細胞 の 形態 に お よ ぼ す 作 用 
を 検討 し た 。 

部 細胞 を 腹腔 内 接種 し て 5 日 目 の マ ウス に , 抽出 物 を 腹腔 内 投与 し て , その 後 時 間 を 追っ て 
腹水 を 採取 し , 塗 抹 ギ ー ム ザ 標 本 を 作り 異常 韻 細 胞 の 出現 問 度 の 推移 を 追求 する と , 6 時 間 後 
より 頻度 を 増し , 特に 異常 分 裂 細 胞 は 著しく 増加 し て いる 。 

ハト ムギ 抽出 物 投与 後 早期 か ら , 胞 状 の 原形 質 突起 形成 , 核 ・ 原 形質 双方 の 空 胞 形 成 が 見 ら 
れる が , 特に 異常 な の は , 原形 質 の 噴水 状 突出 で , これ は 位相 差 顕微 鏡 観 察 に より 容易 に 認め 
られ た 。 これら の 所 見 は , 細胞 体 の 収縮 を 伴っ て いな いかが, sarkomycin 投与 時 に 見 られ る 原 
形質 変性 像 と よく 似 て いる 。 

分 裂 異常 と し て は , 染色 体 の 融合 , 赤道 板 配列 不 整 が 比較 的 多く , 染色 体 の 凝集 , 散乱 と 橋 
形成 , 不 分 離 が これ に 次 ぎ , 染色 体 の 異 数 性 を 呈す る も の , 時 型 的 な 艇 小 細 胞 も 見 られ る が , 
多 極 分 裂 は 比較 的 少 い 。 興 味 あ る の は , 分 裂 初期 の 染色 体 の 位相 差 が 淡く , 細長 く 凸凹 し て い 
て , nitromin に つい て 報告 され て いる 染色 体 発育 遅延 像 を 思わ せる も の が ある こと と , 細胞 
体外 に 流出 し た 染色 体 の 形態 が 良く 保 た れ て いる こと で , これ ら の 所 見 は , 一 般 的 な 細胞 の 膨 
大 傾向 と と も に , nitromin 投与 時 に 見 られ る 像 と 似 て いる 。 こ れ ら の 細胞 学 的 変化 は , LD;o 
の 60 分 の 1 程度 の 用 量 で も 観察 され た 。 

臨床 的 に は , 主として 混合 前 剤 の 経口 投与 を 行っ て いる が , 明らか な 副作用 は 見 られ ず , 鎮 
痛 , SORE, 整 腸 等 の 作用 が 見 られ る よう で あり , 今後 検討 の 上 報告 する 予定 で ある 。 

以上 , ハト ムギ 種子 の アル ュー ル に 可 溶 , 水 に 難 溶 ま た は 不溶 の , 熱 に 比較 的 安定 な 物質 が , 
Ehrlich 腹水 癌 に 抗 癌 作 用 を 呈す る こと を 報告 し た 。 





40. 雌性 白 負 皮下 結節 型 吉田 肉 性 の 発育 に 対す る ホル モン の 効果 
一戸 喜兵衛 , 小村 孝 , 岡本 杏 一 , 福島 務 , 重野 F 
On The Effect of Hormones on the Growth of Subcutaneously 
Transplanted Solid Yoshida Sarcoma in Female Rats 
KIHYOE ICHINOE, TAKASHI KOMURA, KYOICHI OKAMOTO, 


TSUTOMU FUKUSHIMA, TSUTOMU SHIGENO 
(Dept. of the Obst. & Gyn., Fac. of Med., Hokkaido Univ.) 


Female rats were inoculated with Yoshida Sarcoma (YS) and solid tumors were 
induced subcutaneously on the right dorsal side. Successive daily hormonal injec- 
tions were made on the left side and the effect was studied. 
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A) In 35 Gifu strain control rats the said tumor grew rapidly and all rats died 
within 25 days. Successive daily administration of progesteron (1.0 mg per day) 
following inoculation produced a slight lengthening of survival. When, testosterone 
(0.5-1.0 mg per day) was administered successively from 5 days before inoculation 
the growth was inhibited, and 17 out of 32 rats (56%) were cured within 40 days 
and have remained healthy for over 100 days. 

B) In Wistar-Takeda strain rats (WT) the tumor was cured 30-40 days after YS 
inoculation and 55% survived. When 44’-diacetoxy-x,ß-diethylbibenzyl depot (10mg) 
was administered once 5 days prior to inoculation, growth was enhanced and curing 
was reduced by 1/15. In successive daily administration of estrogene (0.1 mg per 
day) after inoculation, the growth increased markedly and 10055 succumbed within 
20 days. 

The results coincide with our previous findings in similar studies with YS 
inoculations in abdominal cavities of WT rats. In WT rats under ‘Stress’ and 
successive ACTH and adrenocortical hormone injections the catabolic metabolism 
in carbohydrates in YS (aerobic and anaerobic glycolysis, glycogen, cytochrome 
oxidase and oxygen consumption in sarcoma cells and glucose, amylase in ascitis) 
was enhanced and agglutination test between YS and YS immune sera decreased 
and YS growth increased. In contrast, in the cases of hypophysectomy and 
adrenectomy the results were reversed and YS growth was inhibited. 

Since 44’-diacetoxy-x-ß-diethylbibenzyl and estrogene stimulate the adrenocortex, 
the solid YS growth may be increased through the adrenocortex hormones and 
since testosterone inhibits the excitation of the adrenocortex, the solid YS growth 
may be inhibited. 

附 議 

吉田 富 三 : Testosterone の 効果 に , 雌雄 の 間 の 差 は な か っ た か 。 

ー 戸 一 兵 衛 : 主として ゞ 麦 が 実験 対象 と た っ た の で す が , 性 差 こ つき まし て は あら か じ め 検 討 し 推計 学 的 
処理 に お いて 有意 差 を みとめ な いも の で すか ら ゃ 訴 を 使用 する こと に し て お り ま す 。 





41. Merbromin Drie yet 
岩田 平太 郎 (名 古屋 市 立 大 学 医学 部 薬理 学 教室 ) 
Studies on the Anti-tumor Activity of Merbromin 
HEITAROH IWATA 
BD ERAORT AS SV ITH OV Tz, Wacksmann # (1911) 以来 多数 の 
先 人 達 の 報告 に 接する 一 方 , これ に 対し 否定 的 な 見 解 を 示す 学者 も 数 多い 。 こ の 方 面 に 関す る 
私 の 研究 の 一 部 と し て , fluorescein sodium の 腫瘍 へ の 集積 に つい て , その 関連 誘導 体 で あ . 
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る merbromin (mercurochrome) と 比較 検討 し た 実験 成績 と , さら に , この merbromin 
が 示し た 結節 型 Ehrlich 癌 へ の 発育 抑制 効果 に つい て 報告 する 。 

100 万 個 前 後 の Ehrlich 腹水 癌 細胞 を 背部 ある い は 原 足 部 皮下 に 接種 し た ddS マウ ス に , 
それ ぞ れ 40 mg/kg fluorescein sodium お よび merbromin を 接種 後 10ー14 日 目 に 腹 
腔 内 に 投与 し , 一 定時 間 後 居 殺 摘出 し た 腫瘍 な ら び に 各 臓 器 に 紫外 線 を 照射 , 両者 の 存在 に よ 
り 発 する 黄 緑 色 の 簿 光 の 有無 を も っ て その 消長 を 観察 し た 。 

著 明 な 裳 光 を 認め た 臓器 は , 腫瘍 の 他 , 結腸 , IR, MECHA, fluorescein 
sodium 投与 例 に お いて は , 投与 後 7ー9 hrs. Cit, 胆 但 等 に お ける 癒 光 は な お 著 明 で あ 
る に か か わら ず , 腫 場 の それ は 世 次 弱く な り 9hrs. 後に は 消失 せる 例 も 認め られ た 。 

一 方 , merbromin 投与 例 に あっ て は , 腫瘍 部 の 敬 光 は 9hrs を 過ぎ る も 依然 著 明 で , 腫瘍 
局 在 の 停滞 が 前 者 に 比 し 延長 する が 如き 所 見 を 得 た 。 

上述 の 如き 腫瘍 部 へ の 停滞 を 示し, か つ , 宮 治 博士 等 に より 腫瘍 の 抑 市 効果 を 認め られ た Hg 
を 含有 する 化合 物 で ある merbromin が , 腫瘍 の 発育 に 対し 如何 な る 影響 を 号 え る か に つい 
て , 次 の 実験 を 行っ た 。 

まず Horn の 法 に より merbromin の 致死 量 の 検定 を 行っ た 。 ddS マウ メス 腹 腔 内 1 回 投 
与 後 7 日 間 の 観察 で 。 merbromin の LD, は 114 mg/kg で あっ た 。 

次 に , merbromin の 腹腔 内 投与 に よる 上 下 Ehrlich 結節 癌 の 発育 へ の 影響 を 検討 し た 。 
すなわち Ehrlich 腹水 瘍 細胞 20 万 個 /0.1cc を 販 忠 部 皮下 に 接種 し た 8 ddS マウ ス に , 24 
hrs. 後 か ら 1 日 1 回 腹腔 内 に 25 mg/kg お よび 50mg/kg の merbromin を 6 回 投与 後 1 
w. の 間隔 を お き 居 和 殺 , 腫瘍 の 重量 を 測定 し た と ころ , 対照 群 に 比 し 1/4 以下 の 平均 値 を し, 
その 発育 が 抑制 され る の を 認め た 。 こ の 間 50 mg/kg 投与 群 に あっ て は , SHO 2/5 の 死亡 
例 を 見 た が , mg/kg 群 で は 体重 減少 その 他 の 一 般 状態 の 変化 等 を 認め な か っ た 。 ま た , 10 
mg/kg を 10 回 投与 , 接種 後 14 日 目 に 居 殺 し た 場合 も , また 同 量 を 静脈 内 に 投与 し た 群 に 
お いて も 同様 の 傾向 し ん 示し た 。 し か し な が ら , 20 mg/kg を 経口 投与 し た 例 に お いて は 無効 で 
あっ た 。 

な お , 40 mg/kg の fluorescein sodium の 腹腔 内 投与 は 腫瘍 の 発育 に 影響 を え な か っ た 。 

次 に 150 万 個 /0.2 cc の 細胞 を 腹腔 内 に 接種 し た 腹水 型 Ehrlich 癌 に 対 し, 同様 20mg/kg 
の merbromin の 腹腔 内 投与 を 6 回 行っ た が 延命 効果 を 認め な か っ た 。 

また 。 結節 型 sarcoma 180 を 用 い 25mg/kg の merbromin 投与 に より Ehrlich 結節 
癌 同様 の 実験 を 行っ た が , 腫瘍 発育 抑制 効果 は 認め られ な か っ た 。 


MH 議 
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石 館 守 三 : Mercurochrom は 主として 外用 滅菌 剤 と し て 用 いら れ て いる も の で ある が 。 特に 抗癌剤 と し て 
取り あげ た 理由 は な ん で し ょ うか 。 

岩田 平太 郎 : 決し て は じ め か ら 抗 癌 剤 と し て の 意図 で 使用 し た わけ で は ご ざい ませ ん 。 腫瘍 に 集積 を 見 る 
と いわ れ て いま す fluorescein sodium の 研究 を 行う 途上 に お いて その 誘導 体 と し て 比較 検討 する 意味 に 
お いて 用 い , 前 者 に 比 し 長 時 間 の 著 積 を 示す 傾向 に あり まし た の で , 分 子 中 の Hg に 注目 し て screening 
を 試み た わけ で あり ます 。 





42. Papaver rhoeas Linne (また は Papaver orientale 
Linne) 種子 抽出 物質 の 吉田 肉 性 に お よ ぼ す 効 果 
BK 孝 好 
(日 本 医科 大 学 衛生 学 教室 ) 

The Effects of Seed Extract of Papaver Rhoeas Linné 
on Yoshida Sarcoma 
TAKAYOSHI AOKI 

(抽出 方 法 ) : 脱脂 種子 (必ず し も 脱脂 を 要 せ ず ) を 蒸溜 水 に て 温 浸 抽 出し , 冷却 後 汽 過 し た 
FIC 1/2 A4OOH-F UH MAT 5 HMR < HB LAMIC CHIT SL, FERLICEF 
チン 様 物質 を 得る 。 そ の 物質 に 無水 アル ュー ル を 加え る と 再び アル ュー ル 抽 出 液 と し て 可 溶 部 
が 汽 過 され る 。 水浴 上 に て 1/20 容量 に 濃縮 し 5 塩酸 水 (10 倍 量 に 当る ) を 加え 沈 滅 を 除去 
後 蒸発 乾 洞 し ター ル 様 物質 を 得る 。 さ ら に な る べく 少量 の 無水 アル ュー ル で 溶解 せ し め 飽和 
昔 性 加里 液 を 加え た 後 硫酸 処理 を 行い 。 ター ル 様 物質 を 得 た な ら ば エー テル 可 溶 物質 を 得 て , 
エー テル を 蒸溜 する と ター ル 様 物質 が 得 ら れ P- 物 質 と い 5 。 種子 kg 当り 収量 約 1~2g, 20 
g 雄性 マウ ス に 対す る LD。。 Bit 1.5g/kg 以上 で 低い 毒性 で ある 。 

pH は 5.0 で 水 に 難 溶 で ある が , 重曹 に て pH を 7.2~7.4 に 補正 する と 溶解 する 。 定性 
反応 に て は alkaloid (一 ), Casanova 氏 反 応 に て lecithine の 特異 反応 (+), Salkowski 
氏 反 応 は (一 ) で sterine 系 統 の lipoide で は な いら し い 。 

(動物 実験 ) : in vitro テス ト で は 移植 5 日 目 の テ ッ ト の 腹水 採取 し , Rinaldinii 液 で 10 
倍 に 稀釈 し P- 物 質 2~3 mg/cc の 試薬 を 各 0.5cc 宛 分 注 同 量 の 吉田 肉腫 腹水 液 を 加え , 37°C 
に 保存 所 定時 間 に 0.05cc を スラ イド グラ ス に 載せ , 直ちに 0.1% eosin 液 を 等 量 加え , A 
血球 算定 用 の メラ ンジ ュー ル を 用 い , Thoma 算定 板 に 拡散 総 細胞 200-300 個 を 計算 し eosin 
赤 染 細胞 の % を 求め た 。E 赤 染 率 と 称す 。 7 時 間 に は 90% 以上 が 赤 染 し た 。 

in vivo テス ト で は 吉田 肉腫 細胞 を 市 販 雑 系 100g テット 腹腔 内 に 約 0.1cc の 腹水 を 注入 
し , 移植 5 日 目 に 腹水 像 を 検 べ 純 培養 状態 を 呈し た ラッ ト に つい て , 実験 群 は P- 物 質 100mg 
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/kg 量 を 1 日 1 回 7 日 間 連 続 腹 腔 内 に 注射 し た 。 対照 群 は 生理 的 食塩 水 0.2cc 宛 注射 し た 。 
ラッ ト は 5 匹 を 1 群 と し た 。 検 液 中 の 肉腫 細胞 は Giemsa 染色 に よる 塗 抹 標 本 2000 個 中 の 
BARBRA, これ を prophase, metaphase, anaphase お よび telophase の 4 期 に 
分 類 し , P-WHO mitosis に お よ ぼ す 影 響 に つい て 検 し た 。 

有 糸 分 裂 で は 各 期 に わた り 抑 制 的 に 有意 の 差 を 認め た 。 実験 群 に お いて は 延命 日 数 で は 再度 
の 実験 に て 85 な いし 100 日 以上 生存 し , 100 日 目 に 撲殺 し た 所 見 で は 腫瘍 細胞 は 不明 で あ 
っ た 。 猫 注射 中 の 体重 変化 は 健常 テット と 同様 の 増加 傾向 しん 示し , 対照 群 に は 9-10 日 目 に 
死亡 i すべ て 腫瘍 死 で あ る こ と が 明確 で あ つ Ico 
附 議 
若木 重 敏 : 使用 し た 物質 は 化学 的 に 純粋 な も の で すか 
青木 孝好 : © 物質 は 必ず し も る 精製 され た 物質 と は 思っ て いま せん 。 た だ し 有効 物質 を 採り 出す こと に 専念 
し , 赤 外 分 光 器 に て ペー スト 状 物質 な の で Nujol 法 に て 行っ た こと は 定性 分 析 し か で き な い と 思う ぅ 。 決 っ 


し て 物質 その も の が 単 一 物質 で ある と 思っ て いな い 。 
@ この 実験 の 動機 は poppy oil が Yoshida sa. に 対し て 効果 が あり , その こと より 発展 し て きた 研究 


で あり ます 。 





43. Chlorophyll 誘導 体 の 担 瘍 動物 時 カタ ラー ゼ 活 性 度 に お 
よ ぼ す 影 響 
山元 清 一 , 石原 実 , 端 山忠 夫 , 沢山 恵美 子 (名 古屋 大 学 医学 部 産科 婦人 科学 教室 ) 
The Effect of Chlorophyll Derivatives on the Liver Catalase 
Activity of the Tumor Bearing Animals 
SEIICHI YAMAMOTO, MINORU ISHIHARA, TADAO HASHIYAMA, 
EMIKO SAWAYAMA 
われ われ は 癌 の 化学 療法 に よる 副作用 の 防止 並び に 制 癌 効果 の 改善 を 追求 中 で ある 。 カタ ラ 
ー ゼ の 化学 的 本 態 は Sumner & Dounce 等 に よれ ば Fe-porphyrin と 蛋白 の 結合 体 で あり , 
生体 酸化 に 一 定 の 役割 を 果して いる と 考え ん られ て いる 。 一 方 chlorophyrin (以下 ch と 略 ) 
は 植物 の 光合成 に 主役 を 演じ , 人 間 に 使 用 し た 場合 は 諸 臓 器 組織 の 機能 を 促進 させ , 新陳代謝 
を 吐 盛 に し , 種々 な 酵素 的 機転 に よっ て 生体 自ら の 防 押 機転 を 肛 活 する と いわ れ て いる 。 
そこ で 今回 は ch SERIE SUBLET He DXF — VIEL (Euler & 
Josephson 法 に より 測定 ) お よび 血液 像 の 面 か ら 検索 し た 。ch と し て は 南方 薬品 工業 で 製造 
た Fe-, Cu-, Co-ch を 使用 . また 動物 と し て 岐阜 雑 系 ラット 延 300 匹 を 用 いて 実験 を 行 
これ 等 各種 の metallo-ch を 25mg/kg 宛 ま ず 正 常 テ ラッ ト に 連続 10 AMBRE LICH 
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果 , 肝 カ タラ ー ぞ 活性 度 は 何れ も 正常 範囲 内 16.820.6 (平均 19.7) に ある が Fe-ch は 
16.5~19.2 (平均 18.00 で や や 低下 傾向 を , また Co-ch は 19.6~22.7 (平均 21.1) CLA 
傾向 を 認め た 。Cu-ch は 18.8~19.6 (平均 19.2) で その 中 間 に あ る 。 次 に 腹水 肝癌 AH 7974 
移植 ラテ ッ ト に 移植 24 時 間 後 か ら ch 連日 注射 に よる 肝 カ タラ ー ぞ 活性 度 低下 抑制 効果 を 検討 
し た 結果 Fe-ch 投与 群 は 対照 無 処理 群 と ほとん ど 同 様 の 曲線 を 示 し, Cu-ch 投与 群 は や や 低 
下 傾向 を 示し て いる 。 Co-ch 投与 群 は 前 二 者 に 比 し 明らか に 上 昇 曲線 を 示し , 移植 12 AH 
に お いて は 対照 曲線 に 比 し 8 2 の 低下 抑制 効果 を みた 。 し た が っ て Co-ch と 制 癌 剤 8-aza- 
guanine と の 併用 群 に お いて は 制 韻 剤 単独 より 肝 カ タラ テー で ゼ 活 性 度 低下 抑制 効果 を みる こと 
が で きた 。 ま た 血液 像 の 変化 を も あわ せ て 検索 し た が , 腹水 肝癌 移植 9 日 目 こ お いて は 白血球 
5400 (平常 値 7.000ー10.000) 赤血球 405 万 (平常 値 624842 万 )Hb 量 (Sahli 値 )5322 (IE 
WA 71~93%) と 何れ も 減少 傾向 を 示し て いる 。 ch 投与 群 に お いて は Fe-ch は それ ぞ れ 
4400, 565 万 , 63%,Cu-ch は 4200, 480 万 ,552,Co-ch は 8000, 575 万 ,6522 で 各種 ch 
共 増 血 傾向 を 認め て いる が , BER Co-ch が 顕著 で 特に 白血球 数 減少 の 阻止 傾向 を 認め る 。 以 
上 の 如く chlorophyll の 中 心 金 属 原子 で ある Mg を 除き porphyrin 核 の 中 心 に Co 原子 を 
結合 させ た Co-ch は 肝 カ タラ テー ゼ 活 性 度 を 農 活 し , さら に 肝 機 能 を 元 進 せ しめ て 肝 ferritin 
鉄 修復 能 を 促進 し , 血清 鉄 量 を 増加 する と と も に Hamoglobin 合成 の 鉄 利 用 に 積極 的 投 割 を 
来 す も の と 考え られ る 。 (文部 省 科 学研 究 費 に よる ) 





44. Mouse Leukemia L 1210 に た いす る Allyl 化合 物 の 影響 
遠藤 英夫 (東北 大 学 抗 酸 菌 病 研究 所 ) 
Effects of Allyl-substituted Compound on Mouse Leukemia L 1210. 
HIDEO ENDO 

正常 上 1210 の 他 に 耐性 上 1210 3 種 (azaserine 耐性 , 6-MP 20 mg/kg 耐性 お よび 6- 
MP 40 mg/kg+A-methopterin 3.0 mg/kg 耐性 ) を 使用 し , allylimino-2-thiadiazoline- 
1,3,4 の 制 癌 作用 を 試験 し た 。 すなわち 腹水 0.1 cc (細胞 数 100 万 個 ) を 体重 208 前 後 の 
DBC 示 マ ウス の 腹腔 内 に 接種 し 24 時 間 後 より 薬剤 を 注射 し た 。 薬剤 は 150 mg/kg, 100 
mg/kg お よび 80mg/kg を 生食 水 に 溶解 し 腹腔 内 に 注射 し , EFF AR AB Pe BRSHE 
腺 の 腫 張 度 , 腹水 の 膨満 度 を 対照 と 比較 し た 。 注射 回 数 は 隔 日 57 回 で ある 。 

KR) HH - BERHEROERE, 腹水 の 膨満 度 に つい て は 何れ の 場合 も 対照 と 処 軒 
群 と の 間 に 差 な く 進 行 し た 。 生 存 日 数 を 比較 する に 正常 上 1210 の 対照 が 11.2 日 に た いし て 
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150 mg/kg は 14.3 A; azaserine 耐性 L 1210 の 対照 が 13.2 日 に た いし て 100 mg/kg 
は 15.5 A; 6-MP 耐性 L 1210 の 対照 が 9.3 日 に た いし て 80mg/kg は 14.7 A; (6-MP 
40 mg/kg+ A-methopterin 3.0 mg/kg) 耐性 L 1210 の 対照 が 11.8 日 に た いし て 80 mg/kg 
が 12.0 日 で ある 。 





45. 5-Phenylazopyrimidine 類 の 移植 性 腫瘍 に 対す る 増殖 阻 
ILE AA 
梶原 @. 渡辺 順 明 , 石 館 基 , 米田 友彦 , 川島 実 , 田中 邦 喜 


The Growth Inhibiting Activity of 5-Phenylazopyrimidine Derivatives 
Upon Several Transplantable Tumors Including the Yoshida 
Sarcoma, Ehrlich Carcinoma, Sarcoma 180 and 
Carcinoma 755. 

KYO KAZIWARA, JUNMEI WATANABE, MOTOI ISHIDATE, 
TOMOHIKO KOMETA, MINORU KAWASHIMA, 
KUNIYOSHI TANAKA 


(Research Laboratories, Takeda Pharmaceutical Ind., Ltd., Osaka) 


The structure-activity relationships of the 5-phenylazopyrimidines based on their 
inhibiting activities upon the growth of Lactobacillus casei (IFO 3069), Tetrahymena 
geleii, Yoshida sarcoma and Ehrlich ascites carcinoma have been reported by the 
authors (Gann, 47, 401, 48, 440), and the subsequent biochemical researches revealed 
that the compounds of the “first group’”’ inhibited the biosynthesis of citrovorum 
factor from folic acid, while those of the ‘‘second group”’ inhibited the utilization 
of folic acid using the chick liver homogenate system (Kawashima, Chem. Pharm. 
Bull., in press). The present report deals with their effect upon transplantable 
tumors. 

Among 32 derivatives synthesized by Tanaka (Chem. Pharm. Bull., in press) 4- 
2’, 4’, 6’-triamino-5’-pyrimidinylazo) benzenesulfonic acid (Py-64) and 4-(2’, 4’, 6’- 
triamino-5’-pyrimidinylazo) benzenephosphonic acid (Py-80) are found to deserve 
further observations from the effects upon the above-mentioned two tumors. LD;, 
values are 3,300 mg/kg (mouse ip.) for Py-64, and 59mg/kg (mouse ip.) or near 
500 mg/kg (rat ip.) for Py-80. A single intraperitoneal administration of Py-64 
{125-800 mg/kg) caused karyorrhexis, vacuolization of nucleus, and slight abnor- 
malities of mitosis on the Yoshida sarcoma cells at 24 hours from the administra- 
tion and repeated injections prolonged the life span of tumor bearing rats up to 
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200% or more. The autopsy findings showed diluted ascites with a little infiltra- 
tions of tumor in the abdominal cavities. The subcutaneous administration showed 
the similar effect. Seven intraperitoneal injection of 100-125 mg/kg/day inhibited 
the subcutaneous growth of the Ehrlich carcinoma moderately. 

Biochemical results suggesting the mechanism of the inhibition of nucleic acid 
metabolism led to the combination therapy using sarcoma 180 and carcinoma 755. 
(Mainteined in the solid form; kindly sent from Dr. Kanematsu Sugiura). 

While the combination of Py-64 and 8-azaguanine showed no effects upon sarcoma 
180, the concurrent administration of Py-80 or Py-64 with 6-mercaptopurine in 
decreasing doses showed marked effect upon sarcoma 180 in CF-1 mice and carcinoma 
755 in F-1 hybrid [C57BLx BALB] mice. The histopathological findings are now 
under observations and will be reported elsewhere. (文部 省 科学 研究 費 に よる ) 





46. 補 酵 素 硫酸 塩類 似 体 の 抗 腫瘍 性 に 関す る 研究 (第 2 報 ) 
清水 保 , 稲葉 牛 朗 (東京 大 学 医学 部 物 療 内科 教室 ) 


Studies on the Anticancerous Activity of the ‘‘ Coenzyme 
Sulfate Analogues ’’ (II. Report) 
TAMOTSU SHIMIZU, GORO INABA 


補 酵 素 硫酸 塩類 似 体 特に flavin RMROMWRAMRIC It 2 in vitro, in vivo Df AMla"y 
吸 , 解 糖 能 へ の 阻止 的 効果 , HENRI ORBAN OME LIE catalase 分 画 
活性 低下 に 対す る 好 影 響 等 に つき 前 回 の 本 学会 に 報告 し た が , 今回 さら に flavin 硫酸 投与 の 
生体 臓器 並び に 腫瘍 組織 の favin pattern に お よ ぼ す 影 響 , 特に 担 韻 生 体 に お ける FMN 分 
画 減少 に 対す る 相 条 的 効果 と favin 硫酸 の 腫瘍 組織 に 対す る 高度 の 親和 性 を 認め , この 種 薬 
剤 の 抗 腫瘍 性 に つき 考察 する 。 

1) Riboflavin-tetrasulfate Ca (RTS) の LD。。 は マウ ス に お いて 腹腔 内 投与 462 mg/kg, 
皮下 投与 670mg/kg で あり , 毒性 は 比較 的 少 い 。 

2) 臓器 組織 flavin 分 画 お よび flavin 硫酸 の 分 画定 量 は paper electrophoresis (pH 5.0 
citrate buffer, 1mA/cm, 通電 3 時 間 ) と lumiflavin 営 光 法 を 併用 する こと に より 可能 で 
ある 。 

3) 担 癌 生体 の 臓器 flavin we: 吉田 肉腫 テッ テ 群 は 健常 群 に 比 し , 肝 , BOR flavin 量 , 
FAD, FMN の 有意 の 低下 を 示す が , FR は 却って 増量 する 。 殊 に FMN 量 お よび 2% 著 減 が 
特徴 的 で ある 。 
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4) 腫瘍 組織 別 除 に よる 可逆 的 変動 : 皮下 腫瘍 組織 (吉田 肉腫 接種 ) WRAHROMRIc kh 
ば , 肉腫 別 除 に より 肝 flavin © pattern は 正常 に 復 す る こと に より , 前 項 担 癌 生体 の 人 avin 
分 布 の 変動 は 可逆 的 変動 で ちあ る こと を 示す 。 

5) Flavin 硫酸 (RTS) 投与 は 正常 生体 肝 , 腎 , 血液 の FAD wy, FR 増加 を 示し , 
FMN 分 画 に は 認 む べき 変動 は な い が , 担 癌 生体 に あっ て は 癌 の 発育 に 伴い 著 滅 する FMN 分 
画 は 却って 絶対 量 , 22 と も に 著しい 上 時 を ボ す 。 すなわち 担 韻 生体 臓器 FMN 分 画 滅 少 に 対 
し て 硫酸 は 相殺 的 効果 を 示す 。 

6) Flavin 硫酸 の 腫瘍 組織 親和 性 : 吉田 肉腫 友 下 接種 ラッテ に 対す る RTS K PRS 300 
mg/kg に より , RTS は 肝 , A, 血液 , 腫瘍 組織 に 認め られ る が , 注射 反 覆 に より 腫瘍 組織 へ 
の 貯溜 は 著しく (0.41 ug/g) 肝 組 織 内 貯溜 重 の 2 倍 に 達する 。 す な わ ち RTS の 腫瘍 組織 親和 
性 を 示す 。 

7) RST の 隆 瘍 組織 親和 性 の 組織 化学 的 証明 : 上 記 の flavin 硫酸 の 腫瘍 組織 親和 性 を 向 
光 顕 微 鏡像 に お いて 組織 化学 的 に 認め 得る 。 すなわち 吉田 肉腫 腹水 塗 抹 , KIBAELSLO%, 
RTS 染色 液 (RTS 100mg+1nNaOH+H,0 5.0 ml) に て 室温 染色 する と , RTS は 肉腫 細 
胞 原形 質 内 に 黄色 簿 光 性 微細 粒子 状 に 認め られ , 核 に は 認め られ な い 。 白血球 に は わずか に , 
赤血球 内 に は 証明 され な い 。 か か る 腫瘍 組織 親和 性 の 機 序 は 代謝 的 機 誠 に よる より も , むし ろ 
アル ヵ リ 性 環境 に お ける 化学 的 結合 に 由来 する も の の 如く , さら に これ 等 flavin RROD 
場 性 は 酵素 邊 白 と の 結合 に よる より も , 瘍 の 和 任 白 代謝 異常 と 相 伺 っ て flavin の 関与 する 広い 
共 加 境 酸化 の 場 に お ける 阻害 機 計 に よる と 考え る 。 


47. オキ シム 類 の 抗 韻 作 用 (ID 
高宮 和彦 , EAM 


Antitumor Activities of Oximes (III) 
KAZUHIKO TAKAMIYA, YUSUKE SUMIKI 
(Department of Agricultural Chemistry, Faculty of Agriculture, University of Tokyo) 


It was previously reported that dimethylglyoxime exhibited antitumor activities 
for Ehrlich carcinoma and sarcoma 180 in the presence of copper, and not in the 
presence of other metals including mercury, zinc, etc. 

To clarify the active structure, the following compounds were prepared, and 
their activities examined. 

(1) The solution containing dimethylglyoxime (4M) and cupric sulphate (1M) was 


60 (GANN, Vol. 49, Suppl. 1958) 











neutralized with sodium hydroxide to pH 7 after 24 hours’ standing. This solution 
was assumed to be complicated, as cupric sulphate might form a mixture contain- 
ing cupric hydroxide, cupric oxide and cuprous oxide by the neutralization with 
sodium hydroxide. 

(2) A planar chelate compound that was constructed with dimethylglyoxime 
(2M) and copper (1M), a black needle, did not show a clear activity. 

(3) Another black needle obtained with the reaction of dimethylglyoxime and 
cupric oxide (CuO) showed the inhibitory actions for tumors. 

This type of copper dimethylglyoxime might be the active form of this chelate 
compound. 

(4) Which will be the active moiety of the chelate compound, copper or the 
ligand moiety? The antimicrobial spectra showed that this chelate compound 
inhibited selectively the growth of Mycobacteria. Another copper chelates, copper 
acetylacetone dioxime and others, and inorganic copper compounds themselves 
showed the same antimicrobial spectra. Musca domestica vicina was killed with 
this copper dimethylglyoxime at its low concentrations. A nematode, Diplogas‘or 
sp., was killed with inorganic copper, and not with this chelate compounds. 
Inhibitory actions for enzymes, dehydrogenase and others, were also examined. 

From these observations, it was supposed that the essential part of the activity 
might be due to the copper moiety, and each ligand afford the selective toxicity 
to the chelate compound. Chelating with dimethylglyoxime, inorganic copper could 
form a water-soluble compound at the neutral pH, and could show the selective 
toxicity for the tumors. 

Some other copper chelates having structural relationships with dimethyl- 
glyoximo-copper did not show the activities. Acetylacetone copper and others 
exhibited antitumor activities. Changing ligands, the more effective chelates for 
tumors may be discovered in the further study. 

(文部 省 科 学研 究 費 に よる ) 
附 議 
石 館 守 三 :1) ジ ォ キシ ム と 鉛 と の 組成 が 4:1 と は どう いう 錯塩 を 意味 し ます か 。 

2) ジメチル ゲ リ オ キシ ム は 多少 水 に と ける が 有 購 溶 性 が 出 て くる と 思う し, 銅 イ オン が 細胞 透過 性 と な 
る と 考え られ る が どう か 。 
高宮 和彦 :1. Dimethylglyoxime 銅 錯塩 を 合成 する 時 dimethylglyoxime と Cu Dit“ d.g 過剰 に 
し た 時 の 方 が 効力 を 増す の は , 錯塩 の 形成 が 安定 に な る た め と 考え る 。 

2. gic dimethylglyoxime 等 を 配 位 す る と 。 PHT の 生理 的 条件 で 水溶 性 の 名 化合物 を 形成 する 。 そ 
の た め , 細胞 膜 の 透過 性 が 増す の か も 知れ な い が , 配 位 子 が 異 る と 細胞 膜 を 変性 する 効果 も , 各種 細胞 に 
対す る 作用 も 異 っ て くる か ら 。 や は り 。 鋼 を 水溶 性 に する と いう だ け で な く 
選択 性 を も ゃ これ に 附 与 す る の で な いか と ょ 思う ぅ 。 


7 - 3 m Alb Her Sie SC 
# す で な く 。 CHS HRC MBC TS 
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48. ナイ トロ ミン 耐性 腫瘍 の 研究 第 一 報 
腹水 型 吉田 肉 種 ナイ トロ ミン 感受 性 株 お よび 耐性 株 の 
Endogenous Dehydrogenase Activity に お よ ぼ す 
ナイ トロ ミン の 作用 
吉田 耕 (東大 清水 外科 ) 

Studies on Nitromin Resistant Tumors (1) The Effect of Nitromin on 
Endogenous Dehydrogenase Activity of Yoshida Ascites 


Sarcoma, Nitromin Susceptible and Résistant Strain 
TAKAYASU YOSHIDA 


腹水 型 吉田 肉 種 の ナイ トロ ミン 感受 性 株 お よび 名 大 広野 氏 に よっ て 作ら れ た ナイ トロ ミン 耐 
性 株 の 移植 後 6 一 7 日 日 を 試料 と し て 使用 し た 。 これ 等 二 株 に 対す る 薬理 研 佐藤 氏 等 の in 
vitro,in vivo 法 に よる 細胞 学 的 チイ トロ ミン 最少 有効 量 は それ ぞ れ 0.17/cc お よび 10~507/ 
cc で ある 。 腹 水中 の 赤血球 は 蒸溜 水 に ょ る 溶血 に より 除去 し た 。endogenous dehydrogenase 
activity (E.D.A.) の 測定 に は 次 の 如き 三方 法 を 使用 し た 。 (1) evacuation を 行わ ず に tri- 
phenyl-tetrazolium chloride(T.T.C.)2/H\ 3. (2) evacuation を 行っ て T.T.C. を 用 い 
る 。 (Thumberg 管 使用 ) (3) evacuation を 行っ て TT.T.C. お よび methylene blue (M.B.) 
を 用 いる (Thumberg 管 使用 )。 

1) 腫瘍 細胞 数 と E.D.A. fü: 感受 性 お よび 耐性 株 と も 上 記 の 三方 法 に よ っ て 測定 し た 値 
は 細胞 数 の 増加 に 比例 し て 増加 し 略 直線 的 関係 が か ある 。 腫瘍 細胞 は 各種 の 大 いさ , 各種 の 発育 
時 期 の も の が あ る が , 全体 と し て 見 れ ば E.D.A. 値 は 略 細胞 数 に 比例 し て いる 。 evacuation 
を 行わ な い 場 合 は evacuation を 行っ た 場合 に 比べ て E.D.A. 値 は 30% 以下 で ある 。 

Incubation: 37°C に て 行っ た 。 incubation の 時 間 が 長く な る の に つれ て E.D.A. 値 は 急 
速 に 増加 する 。evacuation を 行っ た 場合 は T.T.C. を 用 いる 方 法 で も T.T.C. お ょ よび. M.B. 
を 用 いる 方 法 で も 1 時 間 値 お よび 2 時 間 値 は 略 同 じ で ある が 時 間 値 で は M.B. を 添加 し た 方 法 
Tat E.D.A. 値 の 増加 が 見 られ る 。 

T.T.C. 渡 度 : T.T.C. 測度 の 増加 に 伴い E.D.A. 値 の 増加 する 傾向 が か あ る 。 細胞 数 5 FT 
な いし 1 億 ヶ /cc lee 使用 の と き 122 T.T.C. TRRHONIIS 7% 20 

PREG HZ tat : 同数 の 幅 瘍 細胞 を 浮遊 せ し め て いる 鐵 酸 緩衝 液 の 量 を 増加 すれ ば 次 EE.D.A. 
値 は 減少 する 

pH: T.T.C. お よび M.B. を 用 いた 方 法 で は pH 7.2 で 最大 値 と な る 。 
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2) チイ トロ ミン の 抑制 作用 : 5 千 ガ ー1 億 5 千 万 ヶ /cc の 感受 性 腫瘍 細胞 の 0.1 M pH 7.2 

REN Icc 用 い incubation 1 時 間 で E.D.A. 値 を 上 記 の 三方 法 で 測定 し ナイ 
トロ ミン の 抑制 作用 を 見 る に T.T.C. お よび ML.B. を 用 いた 方 法 で は 著 明 な ナイ トロ ミン の 抑 
制作 用 が 見 られ な お この 抑制 作用 は incubation の 時 間 を 2 お よび 3 時 間 に す る も 同じ く 見 ら 
れ , ナイ トロ ミン 1007/cc に て 8022 以上 の 抑制 作用 が 見 ら る 。 耐性 株 で は 1007/cc の ナイ 
bel Y CH 30% の 抑制 作用 が T.T.C. お よび MB. を 用 いた 方 法 で 認め られ る 。 

3) 細胞 膜 破壊 後 の E.D.A. ffi: : desintegrator 1 分 間 600 回 上 下 振動 24 分 間 操作 に ょ 
る 細胞 膜 破壊 を 行っ た 後 の E.D.A. 値 は 耐性 株 も 感受 性 株 も 4022 以下 と な る が ナイ トロ ミン 
の 抑制 作用 は 感受 性 株 で は 90%, 耐 性 株 で は 50% で あり 感受 性 株 に お ける ナイ トロ ミン 抑制 
作用 は 著 明 で ある 。 

総括 : T.T.C. お よび M.B. を 用 い , 1 時 間 の incubation を 行う 方 法 で E.D.A. 値 の 測定 
を 行い 。 ナイ トロ ミン の 抑制 作用 を 見 る こと に より 吉田 肉腫 腹水 型 ナ イト ロミ ン 感 受 性 お よび 
耐性 株 の 鑑別 が 可能 で あり か つこ の 両 株 の 差異 は ナイ トロ ミン の 細胞 膜 透過 性 の 差 に よる も の 
で は た な いと 考え られ る 。 (文部 省 科 学研 究 費 に よる ) 





49. 六 の 化学 療法 の 作用 機構 に 関す る 研究 
2. エー ルリ ッ ヒ 腹水 閣 細 胞 の ナイ トロ ミン 耐性 発現 に つい て 
井上 愛子 , 小関 弥平 , 小野 江 為 則 , 塚田 英之 


Metabolism of Cancer Cells and Its Relation to Anti-cancer Chemicals. 
Resistance of Ehrlich Ascites Tumor Cells to 
Nitrogen-Mustard-N-Oxide 
AIKO INOUE, YAHEI KOSEKI, TAMENORI ONOE, 
HIDEYUKI TSUKADA 


(Dept. of Pathology and Cancer Institute, Sapporo Medical College. Children’s 
Cancer Res. Fd., Boston) 


In the previous report the authors investigated that nitromin (NMO) inhibited 
endogenous respiration and fatty acid oxidation of Ehrlich ascites tumor cells 
(“E’” tumor cells). Also noted was that NMO-resistant ‘‘E’’ tumor cells showed 
increased endogenous respiration. 

The present paper deals with an analytical study of oxidative activities, especially 
of endogenous respiration, of NMO resistant ‘‘E’’ tumor cells comparing with those 
of untreated ‘‘E’’ tumor cells. 
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NMO resistant cells were obtained as described in the previous report. Endo- 
genous respiration of resistant cells was higher than that of control ‘‘E’’ tumor 
cells, but decreased after 20 generations. Glutamate and butyrate oxidation 
paralleled endogenous respiration, while succinate oxidation showed no significant 
change during the course of experiment. 

Oxidative and respiratory activities were constant for 3 to 12 days after trans- 
plantation in either resistant or control tumor cells. 

Numbers of chromosomes counted by acetodahlia technique showed interesting 
fluctuations between resistant and untreated tumor cells. RNA-DNA ratio increas- 
ed in the resistant cells, which seemed to be related to an increase of endogenous 
respiration. 

Decrease of endogenous respiration and change in number of chromosomes of 
resistant cells after 20 generations suggested an occurance of variation of strain. 

By glucose addition into the media endogenous respiration was inhibited. And 
the results of quantitative determination of glucose and lactate in the media before 
and after incubation indicated that the tumor cells utilized preferentially glucose 
as substrate through glycolytic pathway. Since it is observed that the mouse 
ascites contained very small amount of glucose, the tumor cells seemed to utilize 
substrates other than glucose, especially fatty acids and also glutamate. In other 
words, “‘E’’ tumor cells have high glucose catabolic activities which are not con- 


sidered to participate directly in endogenous respiration. 





50. ナイ トロ ミン 注射 に よる 二 三 臓器 の 細胞 学 的 研究 
DR 肝臓 に お ょ よ ぼ す 影 響 
柳本 行雄 , 寺谷 進 , 今村 外 次 , 曲 直 部 康之 , 大 野 経 則 , 三木 義樹 , 杉原 新蔵 
岡本 圭史 (大 阪 歯科 大 学 病院 高木 研究 室 ) 


Cytological Studies of Some Organs with Nitromin Injection. 
Report I. The Effect on the Liver 
YUKIO YANAGIMOTO, SUSUMU TERATANI, SOTOJI IMAMURA, 
YASUYUKI MANABE, TUNENORI ONO, YOSIKI MIKI, 
SINZO SUGIHARA, KEISI OKAMOTO 


近年 の 韻 研 究 の 進展 に 伴い 。 CATARICY. DNS GAIL BDEL BOTH D, Li 
も その 治療 効果 に つい て 幾多 の 報告 を な され て いる が 。 一 方 これ ら 制 瘍 剤 の 有する 副作用 に つ 


いて も 決し て 閑 却 する こと は で きた な い 。 
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ここ に お いて 演者 等 は 制 癌 剤 の うち も 。 ナイ トロ ミン (以下 NT と 略す ) を 取り 挙げ . これ 
が 二 三 臓器 に お よ ぼ す 影 響 を 細胞 形態 学 の 立場 か ら 検 索 中 で ある が , 今回 は 肝 細 胞 微細 構造 と 
くに 「 ミ ト ュ ンド リア 」 A, NT の 投与 に よっ て 何等 か の 影響 を うけ る か , また 肝 細 胞 の 代謝 
機能 が NT の 投与 時 に は 如何 に 行わ れる か を 研究 せん た め , 次 の 2 実験 を 行っ た 結果 を ここ に 
報告 する 。 

Il. 空腹 実験 体重 100g 前 後 の 健常 雄 ラ テッ テ に Img, 0.5 mg, 0.1 mg (体重 100g に つ 
き ) の NT を 連日 腹腔 内 に 注射 し た 3 群 に つき , 注射 後 3.5 日 , 1,2,3, 4,5 BeRECTHRL 
た 。 (a) Img 注射 群 。 イ . 肝 小 葉 周辺 部 一 注射 3 日 例 に お いて は 肝 細 胞 「 ミ ト 」 LAR: HB 
状 を ボ す も , 対照 に 比 し わずか に 太い 。 5 日 頃 よ り 頼 欄 化 し 始め し か も 粗大 と な り , 7 日 で は 
いよ いよ ょ 著 明 で か つこ れ ら 粗大 頼 欄 が 胞体 内 を 充満 する 。 な お この 頃 で は 一 部 に 細胞 質 の 染色 
性 が 極度 に 低下 し た 変性 像 と 思わ れる も の が 散見 され る 。 以後 粗大 頼 米 化し た 「 ミ ト 」 は 3 週 
頃 ま で 見 受け られ る が , 4 週 に 到 る と 著しく 減じ 。 これ と 反対 に 糸状 ・ 杏 状 形 「 ミ ト 」 の 増加 
が 見 られ る 。 ロ . 肝 小 葉 中 間 部 肝 細 胞 「 ミ ト 」 は , 注射 3 日 で は 中 等 度 の 太 さ を 有する 糸状 ・ 
柱状 形 で ある が , 7 日 頃 よ り 周辺 部 側 か ら 中 心 部 に 向っ て 加 柱 化し 始め る 。 3 週 順 まで は ほ と 
A ERR [Sb] に て 充満 され て いる も , 以後 醒 状 ・ 糸 状 形 の 混在 を 見 る 。 ハ . 肝 小 葉 中 心 
部 一 肝 細 胞 「 ミト 」 の 頼 粒 化 は 比較 的 軽微 で も る 。 し か し 中 心 静 脈 に 接する 最 内 層 お よび 第 2 
層 を 除い て は , BAB Ts bl の 混在 は 日 数 と と も に 著 明 と な る も , 最 内 層 で は 線 細 な 糸状 ・ 
『 状 形 を 呈し 頼 粒 形 の 混在 は 認め られ な い 。 な お 肝 細 胞 中 の 脂肪 は 少数 例 を 除く 他 , ES 
く 認め な い 。(b) 0.5 mg, 0.1 mg 注射 群 。 両 群 に お ける 肝 細 胞 「 ミ ト 」 の 変化 は , 非常 に 還 
fA CHIT 0.1mg 群 で は 対照 に 近い 様相 を 示し て いる 。 

I. 給食 実験 。 前 実験 に お いて 「 ミト 」 SEHON ROT 1 週 と , 軽微 に 向 う 3 週 に 
つき 24 時 間 空 腹 の の ち 人 工 食 を 与え , 3,6 お よび 12 時 間 を 経て 肝 細 胞 微細 構造 の 食後 の 動 
XBRL. (a) Img 注射 群 。 1 週間 注射 例 で は 給食 3 時間 頃 よ り 橋 原 が 現われ 始め , 12 
時 間 後 に 到 る も な お 相当 量 を 認め る 。 こ れ に 対応 し て 「 ミ ト 」 も 食後 の 動き を 示す が , 対照 に 
JE LIME TCHS. 3 週間 例 で も 糖 原 の 出現 は 食後 3 時間 に て 認め られ る が , 6 時 間 で 極 に 達し 
の ち 尊 次 減量 の 兆し を 示す 。「 ミト 」 形態 の 動き も これ を 裏付け て いる 。(Db) 0.5 mg, 0.1mg 
注射 群 。 両 群 何れ も Img 群 に 比 し て 食後 の 動き は 活 浅 で ある 。 
以上 要する に NT に よっ て 。 注射 1 週 頃 に 肝 細 胞 機能 の 一 時 的 低下 が 認め られ る も , HK 
居 復 する も の と 推測 され る 。 
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51. 吉田 肉腫 の Alanine-Nitrogen-Mustard 耐性 へ の 型 質 
転換 に 関す る 実験 的 研究 
栗田 宗 次 , 竹村 知多 男 , 星野 章 , 木村 喜代 次 
(名 古屋 大 学 医学 部 内 科 第 一 講座 ) 
Experimental Studies on the Transformation of Resistance to 
Alanine Nitrogen Mustard in Yoshida Sarcoma 
SOJI KURITA, CHITAO TAKEMURA, AKIRA HOSHINO, 
KIYOJI KIMURA 

Alanine-nitrogen-mustard (Al.NM) 耐性 吉田 肉腫 (斉藤 株 ) の 腫瘍 細胞 お よび 腫瘍 組織 
ょ より DNA を 抽出 (以下 耐性 DNA と 略記 ), これ を 試験 管内 に て 腹水 お よび 生理 的 食塩 水中 
に 浮遊 され た 無 処置 の 吉田 肉腫 細胞 に 添加 , 37°C で incubate し 一 定時 間 後 白 原 腹 腔 内 に 移 
植 す る に , 次 の 如き 条件 下 に お いて 吉田 肉腫 細胞 は Al. NM に 対し 耐性 を 生じ , Al. NM 耐 
性 へ の 型 質 転換 が 認め られ た 。 

1) 耐性 DNA 0.06, 0.12, 0.25, 0.5, 1.0 mg/cc を 試験 管内 に て 吉田 肉腫 細胞 に 添加 し, 
2 時間 incubate 後 白 販 腹 腔 内 に 移植 , 3 日後 より Al.NM 0.1mg/kg を 連日 処理 する に , 
耐性 DNA 0.06, 0.12 mg/cc 添加 群 で は Al. NM 0.1mg/kg 投与 に よる 腹水 腫瘍 細胞 数 の 
BS, 腫瘍 細胞 の 退行 変性 像 , 核分裂 指数 の 減少 , 折原 生存 日 数 の 延長 が 認め られ 耐性 は 生じ 
な い 。 耐性 DNA 0.25 mg/cc 添加 群 で は Al. NM 0.1mg/kg 投与 に より 腹水 腫瘍 細胞 数 の 
増加 は 抑制 され , 白 奈 生存 日 数 の 軽度 の 延長 が 認め られ る が , 腫瘍 細胞 の 退行 変性 像 , 核分裂 
指数 の 減少 は 認め られ ず 不 完全 な 耐性 を 生ずる 。 耐性 DNA 0.5,1.0 mg/cc 添 加 群 で は Al.NM 
0.1 mg/kg に 対し 完全 な 耐性 を 生ずる 。 す な わ ち 吉田 肉腫 細胞 を Al. NM 耐性 吉田 肉腫 細胞 
に 転換 せ し な る に 必要 な 耐性 DNA の 濃度 は 0.5 mg/cc 以上 で ある 。 

2) 耐性 DNA 1mg/cc を 試験 管内 に て 吉田 肉腫 細胞 に 添加 , 2 時 間 後 白 師 腹 腔 内 に 移植 , 
3 日 後 よ り Al.NM 0.1, 0.2, 0.3, 0.5 mg/kg 投与 する に , 吉田 肉腫 細胞 は AlNM 0.1 mg/ 
kg に 対し て は 常に 完全 な 耐性 を 示し , Al. NM 0.2 mg/kg に 対 し て は 腹水 腫瘍 細胞 数 の 増加 
は 軽度 に 抑制 され る が , 腫瘍 細胞 の 退行 変性 像 , 核分裂 指数 の 減少 , 自 原 生存 日 数 の 延長 等 は 
認め られ ず 不 完全 な 耐性 を 示す 。A1. NM 0.3, 0.5 mg/kg 投与 に 対し て は 耐性 は 認め られ な 
い 。 すなわち 耐性 DNA の 添加 に より 吉田 肉腫 細胞 は AlLNM 耐性 に 転換 する が , その 程度 
は 斉藤 株 (AlJNM 0.5 mg/kg 耐性 ) の 約 5 分 の 1 ユー2 で ある 。 

3) 耐性 DNA 1mg/cc を 試験 管 に て 吉田 肉腫 細胞 に 添加 , 直後 , 30 分 , 1, 2, 4 時 間 後 
RMAC BML, 3 日後 より Al.NM 0.1 mg/kg 処置 する に , 直後 , 30 分 後 移植 され た 
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群 で は 耐性 の 発現 は 認め られ な い が , 1, 2, 4 時 間 後 移 逢 さ れ た 群 は いずれ も 同様 ALNM 0.1 
mg/kg に 完全 の 耐性 を 生ずる 。 すなわち 耐性 DNA に よる 吉田 肉腫 細胞 の Al. NM 耐性 化 
に は , 吉田 肉腫 細胞 を 耐性 DNA と と も に 1 時 間 以 上 incubate する 必要 が ある 。 

4) 無 処置 の 吉田 肉腫 の 腫瘍 細胞 お よび 腫瘍 組織 より 抽出 され た DNA で は 耐性 化 を 生 ぜ 


し め 得 な い 。 
5) ME DNA の 特性 は DNase 0.5 mg/cc を 添加 37°C 20 分 の incubate に より 失わ 
れる 。 ( 女 部 省 科 学研 究 費 に ょ る) 





52. 外科 領域 に お ける Triethylene Thiophosphoramide 
(thio-TEPA) の 応用 (第 2 報 ) 
浜口 栄 策 , 稲葉 @, 宇都 宮 譲 二 , 佐藤 博 , BH MR 


The Use of Triethylene Thio-Phosphoramide (thio-TEPA) 
in Surgery. (2nd Report) 
EISUKE HAMAGUCHI, YUTAKA INABA, JOJI UTSUNOMIYA, 
HIROSHI SATOH, SHIGERU MIZOTA 
(The 2nd Dept. of Surg., Tokyo Medical & Dental Univ.; Dept. of 
Surg., Kyoundo Hosp.) 


We present today the 2nd report which consists of animal experiments and 
clinical studies. 

I) Animal Experiments: We studied the effect of thio-TEPA on the transplanted 
subcutaneous nodular Yoshida Sarcoma of the abdominal wall; thio-TEPA was 
injected in the back of the rat on 4th and 6th days after the transplatation. 

We recognized remarkable anti-tumor effects and prolonged survival time, 
especially in the former group. 

II) Clinical Studies: 

a) Application of thio-TEPA. Of our 64 cases, 36 were operable, 28 inoperable. 

For operable cases we used as early as possible postoperatively thio-TEPA 69.6 
mg. for 9.3 days on the average. We call this method the ‘‘ Preventive Applica- 
tion ”. 

For inoperable cases we used 156.6mg. for 21.5 days on the average. This is 
“Application on the inoperable case”. 

b) Clinical Effects. 34 out of 36 radically operated and thus treated cases were 
discharged without recurrence and any other complication. 

In 14 cases of inoperable 28, we recognized some effects of thio-TEPA objectively 
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and/or subjectively, but did not see a completely healed case in the inoperable ones. 
These facts seem to indicate the limitation of thio-TEPA therapy in surgery. 
c) Side-effects. The most remarkable side-effect was leukopenia, which appeared 
in 24 of all cases (38%). On preventive application in 34 cases, we did not see any 
disturbance of wound healing, etc., in the postoperative course. 
Accordingly, we conclude that it is the preventive application of thio-TEPA 
during and after the radical operation that is most effective and not dangerous. 
Although the end result of this method is not yet decided and will be obtained 
after a long observation, we adovocate this early preventive application against 
the postoperative recurrence of cancer. 





53. 生体 防衛 機能 に お よ ぼ す 抗 白血病 剤 の 影響 
磯部 千里 , 山崎 健 之 (名 古屋 大 学 医学 部 内 科 第 一 講座 ) 
The Effects of Antileukemic Agents on the Defensive 
Function of Organisms 
SENRI ISOBE, KENSHI YAMAZAKI 

チ フ ス ・ ワ クチ ン ( 以 下 T.V. LMT) ICL SREREAMOCAM MRMOCRAS IC LIE 
す 抗 白血病 剤 (cortisone, 6-M.P., nitromin, Al-N. M., carzinophilin 等 ) の 影響 を 家 免 
に つい て 検討 し 次 の 結果 を 得 た 。 

I) 抗体 産生 に お よ ぼ す 影 響 

T.V. 0.5 cc MWiHic k SEH LA Widal 反応 に よっ て 測定 し , 抗体 産生 を 示す 指標 と 
する に , a) T.V. WHA, cortisone 2 mg/kg お よび 5mg/kg 平均 8 日 間 投与 群 に お いて 
は 凝集 素 産生 は 著しく 抑制 され る 。 殊 に それ は 免疫 初期 に お いて 顕著 で ある 。0.5 mg/kg で は 
抑制 効果 は 見 られ な い 。6-MP 20 mg/kg 6H, nitromin 5mg/kg 8H, 10mg/kg 5 日 , 
AI-N-M 1.0 mg/kg 5 日 , carzinophilin 1000u/kg 6 日 間 処 置 に よっ て Widal fio L# 
抑制 が 見 られ た 。 

b.) T.V. 処置 と 同時 に cortisone 5mg/kg 4 日 お よび 8 日 処置 群 で は と も に 凝集 価 の 上 
男 抑 制 が 認め られ た 。 ま た 6-MP 20mg/kg 7 日, nitromin 5mg/kg 8 日 , 10mg/kg 4 
日 。 Al-N.M, 0.5 mg/kg 8 日 , お よび carzinophilin 1000u/kg 6 日 処置 群 に お いて は , 
T.V. 処置 後 4 一 6 日 目 よ り 対 照 に 比 し 抗体 産生 抑制 効果 が 出現 し , 以後 対照 群 より 低 凝集 価 
を と る 。 し か し nitromin 処置 例 に お いて は 処置 後 短期 間 の 抑制 の 後に 上 時 が 見 られ た 。 

ce.) TV. 処 思 後 の 最高 凝集 価 を 示す 時 期 に お ける 投与 で は cortisone 5mg/kg 2 日 で す 
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で に 凝集 価 の 低下 を 現 わ し 6 日 投与 後 は 対照 群 の 約 3 分 の 1 の 低 値 を 示 し た 。nitromin 5mg 
/kg 2 日 , 10mg/kg 1 日 , Al-N.M. 0.5 mg 2 日 , お よび carzinophilin 1000u/kg 1 日 
投与 に て も る 凝集 価 の 低下 が 出現 し た 。 

I 抗体 価 と 汐 巴 球 数 の 相関 に つい て 

抗 白 血 病 剤 の 連用 は 白血球 殊 に 汐 巴 球 減少 を 惹起 する 。 既 述 の 各 薬 剤 処置 に よ り 末 栓 汐 巴 球 
数 の 減少 著 明 な 時 期 HERA 2000 以下 ) に は TV WRC m>d ot, 抗体 価 の 上 昇 は 対 
照 に 比 し 著しく 抑制 され る 。 こ れ は 免疫 初期 に お いて 殊 に 顕著 で ある 。T.V. 処置 と 同時 に 抗 
自 血 病 剤 投与 を 開始 し , 汐 巴 球 減少 (1000~2000) の 過程 に ある 2-4 日 間 の 凝集 価 は 対照 と 
ほぼ , 同値 を と る が , 5 日 以後 光 巴 球 数 減少 の 固定 する に 至り 低 値 を ボ す 。 な お , nitromin 
10 mg/kg 3 日 処置 に よる 汐 巴 球 減少 (1000 一 1800) 後 , 該 薬剤 を 中 止 す る に , な お 汐 巴 球 減 
少 (2200 以下 ) が 認め られ る に か か わら ず 抗 体 価 は 上 昇 傾向 を 示す 。 

I) その 他 沈 降 素 産生 , ユン ゴー ロー ト 係 数 並び に 白血球 黒 粒 妥 食 能 に お よ ぼ す 影 響 に つい 
Th, 二 三 の 知見 に 言及 する 。 (厚生 省 科 学研 究 費 に よる ) 





54. 二 三 の 所 生 物質 に ょ る 白血病 の 治療 


岩田 豊 , RMX, 竹内 清 , 太田 和雄 , 木村 豆 代 次 
(名 古屋 大 学 医学 部 内 科 第 一 講座 ) 
Treatment of Leukemia with Antibiotics 
YUTAKA IWATA, KAZUMI YOSHIKANE, KIYOSHI TAKEUCHI, 
KAZUO OTA, KIYOJI KIMURA 


われ われ は 白血病 に 次 の 如き 抗生 物質 療法 を 試み 二 三 の 結果 を 得 た の で 報告 する 。 

1) Carzinophilin 

慢性 骨 簡 性 白血病 3 例 に 使用 。 1 日 5,000 単位 より 10.000 単位 まで , 総 使用 量 最 低 200, 
000 単位 より 最高 610,000 単位 に 至る 。 白血球 数 減少 は 3 例 中 3 例 , 赤血球 数 減少 は 3 例 中 
2A, 血小板 数 減少 は 3 例 中 2 例 に 認め られ た 。 ま た 肝 腫 の 縮 少 は 3 例 中 1 例 に 認め られ た 。 
完全 寛解 の 認め られ た 1 例 の 寛解 期間 は 6 ヵ月 に お よび 現在 まで に 使用 され た 抗 白 血 病 剤 の 中 。 
最長 を 示 し た 。 副作用 は 軽微 で , 悪心 理 吐 食 思 不振 等 は 著 明 で な い 。 肝 機 能 検査 (高田 反応 , 
C.C.F. 黄 六 指 数 等 ) は 薬物 投 生 に より 特に 悪化 は 認め られ な か っ た 。 

2) Chromomycin A 

慢性 骨髄 性 白血病 の 2 例 に 使用 。 1 日 量 0.1 mg £ MLCT 0.5 mg まで 増量 。 1 ヵ月 な 
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いし 1.5 ヵ月 使用 し た 結果 , 白血球 数 減少 , 幼 若 細胞 の 減少 は 著 明 な ら ず , FELL 
認め られ な い 。 

3) Mitomycin C 

eT HE A 8 A, te RCE AIA 1 例 に 使用 。 使用 量 は 1 日 1mg な いし 2mg 
で ある 。 Img で は 白血球 数 の 減少 は 通常 閉 明 で な い が , 2 mg Cit, 4-14 日 間 に 白 血球 数 
の 減少 が 認め られ た 。 慢性 症 で は 8 例 中 3 AI BRAD DI, 赤血球 数 の 増加 , HO Hi 
少 が 認め られ , 完全 寛解 が 認め られ た 。 残り の 5 例 に つい て は , ANREDE, Img を 投 
5, 経過 観察 中 で ある 。 悪心 , 嘱 吐 の 如き 副作用 は 全く 認め られ な い 。 高田 反応 , C.C.F. 黄 冶 
指数 等 の 肝 機 能 検 査 は , 投与 前 , 投与 後 と 比較 する に , 悪化 例 は 認め られ な い 。 急性 症 1 例 は , 
白血球 数 の 減少 が 認め られ る が , 効果 発現 に 至ら ず 死 亡 。 今後 の 検討 を 要する 。 

(SCT BEL AMEE FIZ ED) 

MH 議 
% 藤樹 Mitomycin を 折 血 病 に 初期 か ら 大 量 投 手 で きま せん か 。 
竹内 清 : 当 教室 に お いて , mitomycin C の 大 量 投与 は ,。 し て お り ま せん 。 
木村 喜代 次 : 慢性 白血病 の 治療 に は 白血球 数 の 減少 と と も に , 貧血 の 回 復 , 出血 性 素因 の 消失 , Biko 
小 , 全身 状態 の 改善 等 が 問題 と た り ま す 。mitomycin 大 量 投 与 に お いて は , 白血球 数 の 減少 に 比例 し て 
他 の 状態 の 改善 が 附属 せ ず 1~+2mg 少量 長期 療法 が 適当 と 存じ ます 。 





> 光世 節 腫瘍 の 治療 に 関す る 最近 の 中 状 知見 
ROSE, 伊藤 一 郎 , 村上 周 次 , 永井 好 之 , 長谷 川 俊治 
(国立 名 古屋 病院 内 科 , 名 古屋 大 学 医学 部 内 科 第 一 講座 ) 
Recent Clinical Experiences on The Treatment of Lymph Node Tumors 


HIROMI HATTORI, ICHIRO ITO, SYUZI MURAKAMI, 
YOSIYUKI NAGAI, SCHUNZI HASEGAWA 


最近 経験 し た 汐 巴 節 腫瘍 の 各種 楽 剤 に よる 効果 を 縄 め 報 告 する 。 FRR > AE ASME 
細 網 肉腫 症 , Hodgkin 氏 病 , Fite WE HIER kU leukosarcomatosis (Sternberg) it 40 
例 で あり , 使用 し た 楽 剤 は , 次 の 如く で ある 。C( ) 内 数 字 は 症例 数 〕 

放射 線 深部 治療 (Co。。 含む ) (12), nitrogen-mustard-N-oxide (19), triethylene mela- 
mine (TEM) (3), triethylene-thiophosphoramide (Thio-TEPA) (4), 6-mercaptopu- 
rine (6 MP) (6), 8-azaguanine (1), actinomycin C & J (10) carzinophilin (4), sarko- 
mycin (2), purulamycin (1), T 617 C (1), cortisone, prednisolone (16) お よび その 他 の 
抗生 物質 で ある 。 
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臨床 的 に 薬剤 効果 判定 の 規準 と し た も の は , 全身 状態 , 汐 巴 節 の 縮小 度 , 経時 的 に 実施 せる 
SR MIT, 副作用 で ある 。 

症例 : 

I) MER MMA TEE (17 例 ): 

全身 状態 の 改善 度 は prednisolone, cortisone で , 8 例 中 3 例 に 著 効 を 見 , sarkomycin, 
carzinophilin, actinomycin が これ に 次 ぎ , nitrogen-mustard-N-oxide で は , 効果 は 少 
な か っ た 。 局所 所 見 で は , 深部 治療 に ょ る 汐 巴 節 の 縮小 は 全 症 例 の 約 90% に 認め られ , Car- 
zinophilin, sarkomycin, nitrogen-mustard-N-oxide 等 か が これ に 次 ぎ , prednisolone, 
cortisone で は 著 明 な 効果 は 認め られ な か っ た 。 

I) Hodgkin 氏 病 (19 fi) 

全身 状態 の 著 明 な 改善 を 得 た の は actinomycin C & J CH), 次 いで , cortisone, 
prednisolone, 深部 治療 , nitrogen-mustard-N-oxide の 順 で あっ た 。 汐 巴 節 の 縮小 に 関し 
て は , 深部 治療 に 勝る も の は な か っ た 。 次 いで , actinomycin, carzinophilin Ft, TEM 
Thio-TEPA, 6 MP で は , ほとん ど 効 果 を 期待 し 得 な い 。 FRM Cit, prednisolone 
使用 例 に お いて , Sternberg 巨 細胞 , 単 核 巨 細胞 の 減少 を 見 , 網 内 系 細胞 の 増加 が 認め られ た 
が , 放射 線 数 似 物 質 に 見 る 如き 細胞 崩壊 像 は 認め られ な い 。 actinomycin J 使用 例 で は , 上 
記 の 所 見 の 外 に , KR, 核 融解 等 の 細胞 月 壊 像 が 著 明 で あっ た 。 

I) FREACHE (2 pl) 

一 例 の 汐 巴 腺 は 深部 治療 に より 著 明 な 縮小 を 見 , 再発 後 , Thio-TEPA, 6MP, prednisolone 
の 三 者 併用 が 著 効 を 奏し た 。 

N) Leukosarcomatosis (2 例 ) 

1 例 は 汐 巴 肉腫 症 と し て , XRAMARPAMICT Hits LOAM MA AME te ok bOT, 
cortisone が わずか に 効果 を 奏し た 。 

以上 要約 する と :1) 大 多数 の 汐 巴 節 腫 瘍 は 放射 線 深 部 治療 に より 縮小 を 見 る が , これ と 普 
行 し た 全身 状態 の 政 善 は 認め られ な い 。2) 細 網 肉腫 症 の 一 部 に prednisolone, cortisone 
LT, 全身 状態 の 改善 を みた も の が あっ た 。3) Hodgkin Kiki, FitkmME HM Cis, 病 像 
の 末期 の も ゃ の を 除い て は , 化学 療法 に より 寛解 が 期待 され る 場合 が ある 。4) Leukosarcoma- 
tosiS で は , 一 般 に , 化学 療法 で は 全身 , 局所 と も に 改善 は 認め られ な か っ た 。 

( 女 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 


IH 真 : ホジキン 氏 病 に 対す る アク チノ マイ シン C の 無効 例 が 3 例 あ る よう で す が 。 それ は 副作用 の た 
め 中 途 で 止め た の で し ょ うか 。 われわれ の と ころ の 経験 で は 全 例 よく 効い て いま す 。 
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服部 宏 巳 Actinomycin 3 例 無効 例 は 副作用 の た め に 治療 不能 の た めで ある が 病 期 末期 の も の に は 無効 
の も の も ある 様 に は 考え られ る 。 





56. Ehrlich kn ED ウイ ルス 抵抗 性 細胞 群 に 関す る 研究 


衣川 測 水 , 西岡 久寿 弥 , 竹内 富雄 , 水野 伝 一 
(東京 大 学 伝染 病 研究 所 , 国立 予防 衛生 研究 所 ) 
Studies on Resistant Cell Population of Ehrlich Ascites 
Carcinoma Against an Onolytic Virus, ED 
HAYAMI KINUKAWA, KUSUYA NISHIOKA, TOMIO TAKEUCHI, 
DENICHI MIZUNO 


ED ウイ ルス は , Ehrlich 腹水 癌 の 継 代 実験 中 , 癌 の つき の 悪かっ た マウ ス よ り 分 離さ れ た 
も の で ある 。 ED ウイ ルス に 抵抗 性 を ボ す 細胞 を 求め る こと は , Ehrlich 癌 の 動物 実験 に 際 し 
ウイ ルス 感染 の accident に よる 被害 を 受け な いで 実験 を 進め うる た め に る 重要 な 問題 で あり , 
また , ウイ ルス の 制 癌 作用 機 作 解明 こも 必要 な 問題 で ある 。 

Ehrlich 腹水 癌 を , in vitro に お いて ED ウイ ルス と 混合 し , それ を マウ ス 腹 腔 内 に 接種 
継 代 する こと に より , ED ウイ ルス の Ehriich 癌 細胞 破壊 に 対し , 抵抗 を 示す 細胞 群 を 得 た 
の で 報告 する 。 

抵抗 性 細胞 群 は 継 代 5-6 代目 より 見 出さ れ は じ め , 抵抗 性 の 程度 は 10 (LAE CHATS. 
継 代 1-2 代 で は , ウイ ルス 濃度 対 細胞 数 の 割合 を , どの よう に 変化 させ て も , 抵抗 性 は 得る 
こと が で き な か っ た 。 

- 度 獲得 し た 抵抗 性 は , 抵抗 性 細胞 群 を ウイ ルス と 混合 する こと な し に 継 代 し て も , MRT 
る こと が 可能 で ある 。 

抵抗 性 細胞 群 は , その 抵抗 性 を , ウイ ルス と 混合 マウ ス 腹腔 内 移植 に よる 発癌 実験 , 抵抗 性 
細胞 担 癌 マウ ス に 対す る ED ウイ ルス に よる 治療 実験 , INK 法 を 利用 し た 試験 管内 実験 に よ 
り 確認 し た 。 

抵抗 性 細胞 群 と 正常 細胞 群 の 比較 , (1) 表面 に お ける ウイ ルス 吸着 , 誘 出 に お いて , 抵抗 性 
細胞 群 は , ウイ ルス 誘 出 が 正常 群 に 比 し や や 大 で あっ た 。 吸着 能力 に は 著 明 な 差 は 見 られ な 
い 。 (2) 抵抗 性 細胞 の ホモ ヂ デ ェ ネー ト に つい て , ウイ ルス 補 体 結合 抗原 , 鶏 血球 凝集 素 , egg 
infectivity お よび それ ぞ れ に 対応 する 補 体 結合 抗体 , 抗 鶏 血 球 凝 集 素 , 中 和 抗 体 の 存在 を 見 
た が , いずれ も 証明 で き な か っ た 。 (3) 抵抗 性 細胞 群 か ら , SHR, Co. 60, cortisone 等 に 
より 感染 誘導 を ここ ろ み , 抵抗 性 細胞 群 に 直接 , また は , 抵抗 性 細胞 担 癌 マウ ス を 処理 する こ 
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と に より , 感染 性 ウイ ルス の 誘発 を と ここ と ころ みた が , 現在 まで の と ころ 成功 し て いな い 。(4) が 
ル ュ マイ シン , ナイ トロ ミン , 6 メル カプ トブ リン を 代表 的 な 制 韻 剤 と し て えらび こ の 三 者 に 
対す る 治療 実験 の 感受 性 を 比較 検討 し た 。 正 常 細 胞 と 抵抗 性 細胞 群 の 間 に , 量 的 に も 質 的 に も 
制 韻 剤 に 対す る 感受 性 の 差 を 認め る こと は で き な か っ た 。 (文部 省 科 学研 究 費 に よる ) 





57. ED ウイ ルス に よる 制 病 の 臨床 的 研究 (2) 


宮沢 政 栄 , 西川 正夫 , Klik, 西岡 久寿 弥 , 山本 正 , 吉田 武彦 , 高木 紹 夫 
(東京 都立 大 久保 病院 外科 , 東大 伝染 所 研究 所 第 5 細菌 研究 部 ) 


Clinical Studies on Oncolytic Action of ED Virus 


MASAEI MIYAZAWA, MASAO NISHIKAWA, 

HAYAMI KINUKAWA, KUSUYA NISHIOKA, 

TADASHI YAMAMOTO, TAKEHIKO YOSHIDA 
TSUGUO TAKAGI 


昨年 の 本 学会 で われ われ は エー リッ ヒ 冶 を ED ウィ ルス で 攻撃 せしめ , ウィ ルス 補 体 結合 
抗原 (以下 CFA と 記す ) が 増加 する に つれ 閣 細 胞 中 の ウィ ルス RNA が 増加 し 癌 細胞 の 全 
RNA 量 中 の 2.5% を 占め る に 至り , 韻 細 胞 は 崩壊 する こと を 報告 し た 。 

Ehrlich 担 癌 マウ ス と 正常 マウ ス に ED ウィ ルス を 注射 後 , ウィ ルス の 血球 凝集 阻 目 抗体, 
中 和 抗 体 お よび Ehrlich 癌 細胞 中 に 形成 され た CFA に 対す る 抗体 を 逐次 的 に 測定 し た 結果 , 
担 癌 マウ スウ ィ ル ス 攻 撃 群 に お いて は , CFA 抗体 の み 著 明 に 増加 し , 血球 凝集 阻止 抗体 お よ 
び 中 和 抗 体 は 正常 マウ スウ ィ ル ス 攻 撃 群 と 変り し な か っ た 。 こ れ は 抗体 を 測定 する こと に より 間 
接 的 に ウィ ルス CFA の 形成 ひい て は viral oncolysis の 現象 を 伺う こと が で きる 可能 性 を 
示し た も の で ある 。 

われ われ の 感受 性 試験 の 結果 ED ウィ ルス に (HH を 示し た 乳癌 患者 に ED ウィ ルス 100 
X 濃縮 液 10cc 宛 3 回 静 注 し Ehrlich 癌 中 で 示さ れ た ウィ ルス CFA に 対す る 抗体 を 測定 
し た と ころ 第 一 回 接種 より 4 日 目 に は 40 倍 CFA 抗体 価 を 示し 3 週 に は 80 倍 と な り 5 週 に 
は ご 10 と な る こと を 認め エー リッ ヒ 癌 に お ける 実験 と 同意 義 の も の が ヒト に も 証明 され る こ 
と を 頑 清 反 応 の 結果 確 め た 。 次 の 三 つ の 投与 方 法 に よっ て 各種 の 癌 患者 30 例 に つい て ED ウ 
ィ ル ス の 臨床 的 応用 を 試み た 。(1) ED ウィ ルス の みろ を 静 注 す る 方 法 。(2) 手術 時 遺 残 癌 組織 , 
ある い は 多 出 部 分 に ED ウィ ルス を 局 注 し , 一 定時 日 後 他 の 制 韻 剤 を 用 いる 法 。 ⑬) 腹部 臓 
器 癌 再発 に よる 腹水 症 の 腹腔 内 に ED ウィ ルス 注入 , 一 定時 日 後 他 の 制 韻 剤 を 静 注 す る 法 。 
(1) 癌 患者 血清 の CFA 抗体 価 は 接種 後 1 週 か ら 3 週 まで 接続 する 。 臨床 効果 と CFA Hi 
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AHORA, 最高 20 倍 以 上 の も の が 比較 的 有効 例 が 多い 。 次 に ED ウィ ルス 接種 癌 患者 
の 血清 内 ウィ ルス 中 和 抗 体 の 増加 に つれ て 遺 残 癌 細胞 に 対す る ウィ ルス の 作用 は 阻止 され る の 
で 感受 性 試験 に 適応 し た 他 の 制 癌 剤 を も っ て 治療 する 必要 が ある 。 (2) 法 に お いて は CPA KH 
体 価 は 一 般 に 低く , ウィ ルス の 中 和 抗 体 は 2 週 後に 高度 に 証明 され る の で その 時 期 ま で に 他 の 
制 癌 剤 を 投 手 する 必要 を 認め た 。 (3) 法 で は 腹水 容 刺 に より ED ウィ ルス 接種 前 の 細胞 の 性 
状 を 検索 し , 100 倍 濃縮 ED ウィ ルス 20cc 注入 , 5-20 日 まで の 経過 を みた が , 15 日 が 
CFA 抗体 の 最高 価 を 示す も の 多く , その 頃 か ら 新 生 癌 細胞 の 渡 出 を 認め る の で , 他 の 適応 制 
癌 刑 を 静 注 に より 投与 し た 。 こ の 方 法 は 腹水 の 著 減 と 全身 状態 の 好転 する も の が 多い 。 腹水 中 
の 細胞 は ED ウィ ルス 接種 に より 好 中 球 増加 , 4 日 一 1 週 後 減少 , 後期 に リン パ 球 , KIC MM 

3 皮 細 胞 の 増加 を 認め る 。 腹水 の Feulgen 反応 で は 癌 細胞 核 の 破壊 像 を 初期 に 多量 に 認め た 。 
これ に 反し , SERIE DO HB IKB NO EARLY 

(3c A FFI IK ES) 





58. SEER 2 HAGA ATE Ri 
石井 良治 , 佐藤 雄 次 郎 , 北条 重 久 , 張 逸郎, 原田 種 一 AREA) 


Evalnation of the Method of Administration of Anticancer Agents 
on the Experimental Malignant Tumor 


YOSHIHARU ISHII, YUJIRO SATO, SHIGEHISA HOJO, 
ITSURO CHO, TANEKAZU HARADA 


強 床 的 に 悪性 腫瘍 の 化学 療法 を 行 5 場合 , 白血球 減少 の た め , 継続 使用 不可 能 と な る こと が 
多い 。 カ ル チ ノ フィ リン を 使用 し て 家 兎 の 白血球 減少 と 臓器 病変 を 検索 する と 同時 に , 数 種 の 
実験 腫瘍 に 対す る 効果 を 検討 し た 。 家 束 の 折 血球 数 に 対 し て は カル チノ フィ リン 1000u/kg Hi 
続 静 注 が 著 明 な 影響 あお よ ぼ し , 500u/kg で は 白血球 減少 は か な りみ られ る が 死亡 し な い 。 
20u/kg LAP CLHAADV.. そこ で 吉田 肉腫 ,. エー ルリ ッ ヒ 韻 , sarcoma 180 に 対し , 
カル チノ フィリ ン を 同様 な 使用 方 法 で 実験 を 行っ た 。 注射 方 法 は 6 日 連続 また は 総量 を 週 二 回 
分 割 , 一 部 12 日 連続 と し た 。 

吉田 肉腫 結節 型 で は 1000u/kg の み が 対 照 に 比べ て 発育 が 遅く , 500u/kg, 250u/kg で は ほ 
と ん ど 差 は な い 。1000 u/kg 連続 注射 に 比べ て , 3000u/kg を 週 二 回 分 割 注射 し た 場合 も ほぼ 
同様 で ちる 。 エー ルリ ッ ヒ 狂 結節 型 で も 1000u/kg 連日 注射 の み が 対 照 よ りや や 発育 が 遅れ 
て いる の み で ある 。 し か し 1500 u/kg 週 二 回 総量 3000 u/kg の 場合 は , 500 u/kg 連続 注射 よ 
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り 発育 が 遅い 。 

腹水 型 で は 細胞 密度 を みる と , 1000 u/kg, 500 u/kg 連続 注射 一 週間 後に 腫瘍 細胞 数 が 半減 
し て いる が , 分 割 注射 で は 3000 u/kg お よび 1500 ukg 週 一 回 の 方 が わずか に 減少 し , 750 
ukg で は 減少 し な い 。 Sarcoma 180 で も 多少 腫瘍 発育 抑制 効果 か ある が , 1000 u/kg 連日 
で は 対照 例 の 半分 , 500 u/kg お よび 250u/kg は 三 分 の 一 で あ っ た 。 3000 u/kg 週 二 回 注射 で 
は 1000 u/kg 連続 より や や 増大 し , 1500 u/kg で は や や 発育 が 遅く , 750ukg で も わずか に 
遅く な っ て いる 。 

さら に マイ トマ イシ ン に つい て も ゃ 同様 の 実験 を 行い , 使用 量 は 1007/kg, 2507/kg, 5007/kg 
を 連続 6 日 ある い は 総量 を 二 回 に 分 注 し た 。 

一 般 に 総量 が 同じ の 場合 , 発育 抑制 効果 に 著 明 な 差異 は いな い が , 少量 に な る と 分 割 注射 の 方 
が 抑制 作用 が 少 いよ う で ある 。 


59. 抗 剤 と 放射 燈 同 位 元素 に よる 冶 の 併用 療法 に 関す る 
実験 的 研究 (第 1 報 


黒川 利雄 , 斎藤 達雄 , 西条 力 男 , 宇 塚 善 郎 , 大 平 貞 雄 , AK N, 
桑野 昭彦 , 石岡 国 春 , 鈴木 健二 , 中 沢 一 郎 


Experimental Studies on Combined Use of Anticancer Drugs 
and Radioactive Isotopes (The 1st Report) 


TOSHIO KUROKAWA, TATUO SAITO, RIKIO SAIJYO, YOSHIO UZUKA, 
SADAO OHIRA, TSUTOMU YAGI, AKIHIKO KUWANO, 
KUNIHARU ISHIOKA, KENJI SUZUKI, 

ICHIRO NAKAZAWA 
(The Medical Clinic of Prof. T. KUROKAWA, Tohoku University, Sendai) 


With the aim of determining the minimum dose required for augmenting the 
anticancer efficacy and reducing the side-effects of anticancer preparations, Yoshida 
Sarcoma rats were injected intra-abdominally with nitromin applied simultaneously 
with Au!’ in one dosage on the 5th day after the transplantation. Then, cytomor- 
phological examination, determination of the detection rate of the PAS-positive 
cells, examination by autoradiography and under electron and fluorescence micro- 
scopes were carried out for comparative study with the results of single use of the 
agents. Some noticeable results were summarized as follows: 

After single injection of nitromin or Au!”: The results of the cytomorphological 
examination and the detection rate of PAS-positive cells showed that the MED 
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of nitromin was 1mg/kg, as reported by some authors. The appa'ent minimum 
dose of Au!” required for causing anomalies of cell nuclei was 1mc/rat. The 
effect of 1mc/rat of Au!”, however, was frankly weaker than that of 1 mg/kg of 
nitromin in single use. 

Effect of single simultaneous injection of nitromin plus Au’: After 0.5 mg/kg 
of nitromin plus 0.5 mc/rat of Au'*, the mitotic index was found greatly lowered in 
3-6 hours after the injection, and reached the lowest count in 48-72 hours. Anomalous 
chromosomes began to appear in 9 hours already, to rise high in 24 hours. Such 
findings were not observed after 0.5 mg/kg of nitromin or 0.5 mc/rat of Au!” alone 
and is thus especially notable. The PAS-positive cells began to increase in 24 
hours after 1 mg/kg of nitromin alone and 0.5mg/kg of nitromin plus 0.5 mc/rat 
of Au!®, but not after 0.5/kg of nitromin alone. Little difference was found in 
the effect between after 1 mg/kg of nitromin plus 1 mc/rat of Au!” and after each 
half dose. 

We concluded that the combined use in the given doses may be said to be more 
effective than separate use of the drug and isotope. 

石 館 守 三 : Au は いか な る 形 で 与え た か 。 

西条 力 男 : = ロイ ド 状 の Au'%% (20 025m) を 生理 的 食塩 水 を 加え て , 治療 所 要 量 が 1.0-1.5cc 以下 に 
な る よう に 稀釈 し て 使用 致し ます 。 

斎藤 達雄 : aa ま の 御 質問 で は , Au'%%1mc/rat 以上 は , 当然 有効 で も る が , 同時 に 副作用 も ある と の 
こと で ご ざい ます が 。, 全く 同感 で も り ま し て ,。 その た め に , われ われ は , な むしろ N.M.O. 0.5mg/kg お 
Oa 0. 5mc/rat と いう よう に , それ ぞ れ 単独 で は , 最小 有効 量 以下 と 思わ れる よう な 量 の 併用 療 
ET, 有効 々 果 を 得 ら れ た こと を 強調 し た わけ で あり ます 。 副作用 を な る べく 少く LT, 十分 の 制 韻 効 果 
を 得 た いと いう 目的 の も と に 行わ れ た 実験 で も る こと を 御 承 知 い た だ きた いと 思い ます 。 

BIER EAN : "Au の 使用 は 一 般 に 臨床 例 に お いて は 50~70 mc が 限度 で 。 その 程度 の 量 で も 極め て 好ま し 
く な い 副 作用 (Ei, Bit, RRA, etc) が あり , 一 方 われ われ の 実験 で も 2&a-2/Nishida 均一 系 マウ 
ぇ に Ehrlich 腹水 癌 の 皮下 移植 韻 に お いて も 20 uc/mouse で *%Au の 効果 を 認め て お る の で 今後 より 
少く な い 量 で 御 検討 され た し 

BARNS: Q 治療 効果 を 増大 せしめ 。 副作用 を 軽 蔵 せ し め る 最小 必要 量 を 
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知る 目的 で , 本 動物 実験 を 行っ 
今後 と も 検討 し た い 。 す な わ ち 。 


に つい て 


た も の で ある 。 この 目的 の た め NMO と Au!” sbeebs 
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本 実験 は 臨床 応用 へ の 第 一 歩 で ある 。 BO 臨床 応用 は 今後 検討 し た い 。 





60. 悪性 腫瘍 の 治療 に 関す る 研究 (VD 
HESS ARBRE, 小山 善之 (国立 東京 第 一 病院 内 科 ) 
Studies on the Treatment of Malignant Disease (VI) 
YUZO TAKEMASA, KIYOSHI KUBOTA, YOSHIYUKI KOYAMA 


1) アル キル 化 剤 と プレ ドニ ゾロ ン の 併用 療法 alkylating agents (+7 Riv, 
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TESPA, RC-4, ザル ュ リ ジン © sarcolysin DL-P-di (2-chloroethyl) aminophenyl 
alanine hydrochloride)) と プレ ドニ ゾロ ン お よび メチ ルプ レ ド ニ ゾロ ン と を 併用 し て 治療 
を 行い , 臨床 効果 , 副作用 , 特に 未 栓 白血球 , ER, 骨髄 に 対す る 影響 の 角 察 を 行っ た 。 

症例 は ナイ トロ ミン : 2 例 (リン パ 肉 腫 , 胃癌 ), TESPA : 3 例 (胃癌 再発 骨 転 移 , MRA 
fi, fii), RC-4: 2 例 (大 服 骨 肉腫 肺 転移 , HM, が ザル ュ リ ジン : 3 例 ( ホ ヂ キン 病 , M 
MAM, Ewing 腫瘍 ) 計 10 例 で ある 。 

以上 の 症例 で 効果 の 認め られ た 例 は リン パ 肉 腫 例 で リンパ 節 縮小 , 腹水 減少 , 食欲 増進 と と 
も に 全身 状態 の 好転 が か み られ た 。 ホ ヂ キ ン 病 に て は ザル ュ リ ジン と 併用 を 行っ た が リン パ 節 縮 
小 は 軽度 で また 一 時 的 で あっ た 。 肺癌 で RC-4 と の 併用 例 で 頸椎 に 転移 あり 著 明 な 頭 部 痛 を 
訴え た が 治療 に より ほとん ど 消 禄 し た 。 末 栓 白血球 数 , 栓 球 減少 は alkylating agents 使用 に 
て 多く きた す と ころ で ある が ホル モン 剤 の 併用 に て ある 程度 軽減 で きる 如く 思わ れ た 。 RC-4 
治療 中 大 服 肉 腫 肺 転移 の 例 で メチ ルプ レ ド ニ ゾロ ン 10mg 併用 に て , 期 外 収縮 , 頻 脈 等 の 副 
作用 が 現われ , 症状 の 悪化 が み られ た 。 そ の 他 治 療 前 後に 血液 中 Ca, K, Na, Cl の 測定 を 行 
っ た が 著 明 な 変化 は 認め られ な か っ た 。 

I) ザル ュ リ ジン 錠 で 治療 を 行っ た 症例 は 上 記 ホ ル モ ン 併用 例 の 外 , 細 網 肉腫 を 加え 4 例 で 
ある 。 細 網 肉腫 例 で リン パ 節 縮小 , ホ ヂ キン 病 で は 軽度 9 ン パ 節 縮小 を きた し た が 一 時 的 で あ 
sito Ewing EHE CiLAMOBRAALKHK, 使用 方 法 は 0.1~0.2 mg/kg 連日 投 生 と , 0.5 
~0.8 mg/kg 1 週 1 回 投与 し 暫 減 する 方 法 と を 試み た が 前 者 の 方 が 効果 が ある よ うに 思わ れ た 。 
副作用 は 一 時 的 に 食欲 不振 で ある が 軽度 で この た め に 中 止 し た 症例 は な か っ た 。 白血球 減少 は 
著 明 で 全 例 に 試 め られ , 特に 連日 使用 例 で 早期 に きた し た 。 

II) クロ モ マ イシ ン : 8 例 ( ホ ヂ キン 病 4 例 , 細 綱 肉腫, リン パ 肉 腫 。 KERR, 直腸 韻 再 
発 各 1 例 ) 使用 方 法 は 1 250-5007 連日 また は 隔 日 に 静 注 し た 。 総量 2750~14007 で ある 。 
臨床 上 ホ ヂ キン 病 の 3 例 , 細 網 肉腫 の 1 例 で 一 時 的 に 頸 部 リンパ 節 縮小 が み られ た 。 内 1 例 は 
40 度 の 発熱 が 37 度 代 に 下 熱 し た が , 平熱 に は な ら な か っ た 。 副作用 は 軽度 の 食欲 不振 を 2 
例 に みた 。 そ の た め 中 止 し た 例 は な く , また 白血球 減少 は みみ られ な か っ た 。 

マイ トマ イシ ン C:10 A (胃癌 再発 9 例 。 肝癌 1 例 ) で ある 。 1 日 1~3mg 静 注 , MAK 
ALT, 胃 韻 再発 例 の た め , 他 覚 的 に 効果 は み られ な か っ た が 食欲 増進 , 全身 状態 の 好転 が 3 
PICA BN (厚生 省 研 究 費 に よる ) 
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61. 抗 獲 物質 併用 療法 の 研究 (第 3 報 ) 
幅 床 交 と 吉田 肉腫 の 関 障 性 に 関す る 検討 ) 
佐藤 宏 , PRAM, 赤石 健一 原田 一 洋 


Combination Chemotherapy of Cancer. III, (Analysis of Possible 
Correlation Between Clinical Cancer and Yoshida Sarcoma 
from a Standpoint of Cancer Chemotherapy) 


KO SATO, RINTARO SATO, KENICHI AKAISHI, KAZUHIRO HARADA 
(The Katsura Surgical Clinic, Tohoku University) 


In the past 4 years we studied about 4,000 rats with Yoshida sarcoma and 61 
inoperable or far-advanced cancer patients. The experimental and clinical cancer 
chemotherapy study may be divided into four stages. In the first stage, colchicine 
derivatives were studied. The survival period of animals was slightly prolonged, 
even though the colchicine effect was remarkably observed in tumor cells by re- 
peated intraperitoneal injection. 15 patients were treated. With the possible 
exception of two patients, who showed clinical remission, no therapeutic effects 
were noted, despite the developement of objective changes in 11 of the remaining 
13 patients. The duration of treatment was less than 2 months. The tumor-, 
inhibiting effect of colochicine derivatives could not be separated from its depress- 
ing effect on bone-marrow and the lesions that responded at first sooner or later 
became resistant. In the second stage, combination chemotherapy with ethylene- 
imine derivatives (RC 4) and colchicine derivatives was attempted. The average 
survival time of animals was 25.7 day by repeated subcutaneous injection. 11 
patients were treated. In only one patient a clinical remission over 8 months 
was acquired, though objective changes were observed in 5 of the remaining 10 
patients. Adequate trials were not possible inasmuch as the toxic manifestation 
in bone-marrow depression was evident. The duration of treatment was less than 
2 months. In the third stage, combination chemotherapy with RC 4 and azulenoid 
was done. Over 70% of Yoshida sarcoma in pure culture stage was cured by repeated 
subcutaneous administration. (Spontaneous regression was observed in 5% of 
control animals.) 31 patients were treated. An appreciable decrease in the leucocy- 
tes count did not occur in 21 of 24 patients, who received repeated injections over 
44 days. Of these 24 patients, 8 survived over 6 months. A possibility of long 
term continuous treatment was substantiated without disappearance of tumor- 
inhibiting effect. Objective or subjective improvement was observed in 24 of 27 
patients with carcinoma, whereas the therapeutic effects were scarecely noted in 


4 patients with lymphoma. In the fourth stage, in order to have more powerful 


78 [GANN, Vol. 49, Suppl. 1958) 








agents, allkylating agents and amino acids with unsaturated seven membered ring 
structure were synthesized. The activity of these compounds will be shown later. 


( 女 部 省 科 学研 究 費 に よる 





62. コバ ベル ト 60 照射 ,. 8 アザ グ ア ニ ン お よび 性 ホル モン の 
子宮 閣 組 織 呼 吸 並 びに 解 糖 作用 に お よ ぼ す 影 響 
山元 清 一 , AERA, 井 島 昭彦 (名 古屋 大 学 医学 部 産婦 人 科 教 室 ) 


Effect of Co‘ Irradiation, 8-Azaguanine and Sexual Hormones on Tissue 
Respiration and Glycolysis of Carcinoma Uteri Portionis 


SEIICHI YAMAMOTO, MUNETAKA MORISHITA, YASUHIKO IJIMA 
呼吸 の 測定 は ワー ル ブ ル グ の 直接 法 に より リン ゲル 氏 液 を 浮遊 液 と し ガス 腔 は On, fRBEE 
用 の 測定 は 間接 法 に より 浮遊 液 は Krebs-Ringer glucose bicarbonate, ガス 腔 は 5 22 に CO, 
を 含む O, お よび N。. 温度 37.0C, 振 強 数 は 1 分 間 100, 

1) Co 回 転 集 光照 射 。 

島津 製 二 重 回 転 型 Co 遠隔 照射 装置 (500C) で 回 転 集 光 照射 (1 回 の 病巣 線量 200r) を 行 
っ た 子宮 膝 部 癌 患者 5 例 に つい て 全 入 射 量 1200r な いし 3000r の 翌日 (照射 開始 第 10 日 な 
いし 第 19 日 ) に 癌 組織 を 切除 し て 呼吸 並び に 解 糖 作用 を 照射 前 の それ と 比較 し た 。 Qo, は 
5 例 中 3 例 は 21 な いし 46% の 減少 を 示し , 2 例 は 27 お よび 71% の 増加 を 示し た 。 QZ? 
は 全 例 に O な いし 55% の 減少 を , Qu も 全 例 に 12 な いし 72% の 低下 を 認め た 。 

2) 8-Azaguanine の イオ ント ホレ ー ゼ 療法 (「 イ ・ ホ | と 略す 。 

「 イ ・ ホ 」 は 8-azaguanine に は 食欲 減退 , ER, Wok, 発疹 更に 循環 障害 等 の 副作用 が あ 
り 多量 を 使用 で き な い の で , その Na 塩 を イオ ン 化 し て 局所 に 浸透 せ し め 副作用 を 回 避 し 治療 
効果 を 挙げ ん と する 試み で ある 。Na Hi 40mg を 用 い 直 流 100V, 3~4mA, 通電 時 間 20 分 間 
で 5 な いし 10 回 「 イ *・ ホ | を 行っ て 後 , 手術 別 出 し た 3 例 の 呼吸 , 解 糖 率 の 平均 を 無 処置 の 
FAH WHE MROTHEHRTS&, 前 者 は Ro, 12.6 Qy7.1 Q 記 13.8 後者 は Qo. 12.5 
099.9 QN15.5 で 前 者 に お いて は QQ が わずか に 低下 し て いる か と 思わ れる 。 「 イ ・ 
ホ | の 前 後に 切除 し て 比較 し た 2 例 で は , 1 例 は Qo. 増加 QP? 不変 Qh? 低下 , 他 の 1 例 
は RAY QM と も に 低下 を 示 し た 。「 イ ・ ホ 」 は 軽度 な が ら 解 杭 作 用 を 低下 せしめ る 傾向 
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が ある も の と 思わ れる 。 

3) 8-Azaguanine 胸腺 ホル モン 併用 注射 

8-azaguanine の 使用 量 を 減量 し て 1 日 量 を 40mg (20mg 朝夕 ) と し 胸腺 ホル モン と 7 
日 間 併 用 し て 前 後 の 呼吸 , 解 積 を 比較 し た 2 例 で は , "FR, 解 本 の 比較 的 小 な る 例 で は ほとん 
ど 変 化 を みな い が 呼 吸 , 解 稿 の 大 な る 例 で は 解 積 の 中 等 度 の 低下 を 認め た 。 

4) 性 ホル モン 。 

動物 実験 で 腫瘍 原 性 作用 の ある estradiol (E. と 略す ) と 抗 腫瘍 原 性 作用 の ある testosterone 
(T. と 略す ), progesterone (P. と 略す ) の エー ルリ ッ ヒ 腹水 癌 お よび 子宮 頭 癌 組織 の 呼吸 , 
MANCH KIEFER in vitro で 実験 し た 。 ホ ル モ ン を 含む 浮遊 液 ( ニ ー ル リッ ヒ 癌 で は T, 
P, E と も に 207/cc 子宮 頸 癌 で は T, P は 107/cc E は 207/cc) に 60 分 間 incubate し , 
その 後 60 分 間 測 定 し て 対照 と 比較 し た 。 エ ー ル リッ ヒ 冶 , 子宮 頸 癌 と も に T,P で は 抑制 効 
求 を 認め る こと は で き な か っ た 。E で は 解 糖 元 進 の 傾向 が 見 られ る よう で ある 。 





63. 実験 的 腫瘍 の 核酸 代謝 に およぼす ュ ル チ ゾ ン の 影 響 
R wet, 栗田 一 朗 (名 古屋 大 学 医学 部 今 永 外科 教室 


Influence of Cortisone on the Nucleic Acid Metabolism 
of Experimental Tumor 


YOSHIO SAWA, ICHIRO KURITA 


ステ ロイ ド 系 ホル モン が 実験 的 腫瘍 の 転移 を 促進 する こと は 多く の 人 の 報告 する と ころ で あ 
る が われ われ は 腹水 系 腫瘍 を 用 い , ascites cell tumor と これ を 放 下 に 移植 し た 場合 の solid 
tumor と の 間 に , ステ ロイ ドド 系 ホル モン に 対す る 態度 に 差異 が ある の で は な いか と 考え , I 
れ を 腫瘍 核酸 へ の P*? の incorporation より 追求 し た 。 実験 腫瘍 は 吉田 肉腫 並び に エー ルリ 
ッ ヒ 腹水 癌 を 使用 し , 動物 は 純系 ラッ テ 並 びに 純系 マウ ス を 使用 し た 。 腹水 腫瘍 細胞 を 動物 の 
皮下 並び に 腔 腹 中 に 移植 し , cortisone, estradiol お よび testosterone を 連日 投与 後 殺 し , 
各 動 物 の 腹水 細胞 , 肝 , 皮下 腫瘍 並び に 大 網膜 に 形成 せる 固形 腫瘍 を 別 出し , Ogur-Rosen 氏 
法 を 用 いて 核酸 (DNA, RNA) を 抽出 , 無 処置 群 と 比較 検討 し た 。 PR は 殺りく 48 時 間 前 
(に 動物 の 皮下 に 注射 し , 各 DNA, RNA に 対す る specific activity を 求め た 。 

その 結果 無 処置 群 に お いて は 腹水 腫瘍 細胞 RNA へ の P*® の incorporation は 皮下 固形 
腫瘍 並び に 大 網膜 固形 腫瘍 RNA へ の incorporation に 比べ て 全 例 に お いて 大 で あっ た 。 

Estradiol お よび testosterone 群 に は 無 処置 群 に 比 し 著 明 な 差異 は いな か っ た が , cortisone 
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投与 群 で は ascites cell tumor RNA へ の P?? incorporation に 比べ て , solid tumor の 
それ が 等 し く な る か ある 例 で は 逆 に 著 し く 昌 進 する こと が 認め られ た 。 腫瘍 DNA へ の in- 
corporation は RNA と ほぼ 類似 の 態度 を と る も RNA BWA Cie < HEAICL URETH > 
た 。 肝 RNA に 対し て は , cortisone 投与 群 は 無 処 置 群 に 比 し P® incorporation の 増加 を 
見 た 。 

すなわち , 腹水 系 腫瘍 を ascites form より solid form に 変え る と き , 癌 発生 母 地 の 抗体 
の 産生 に より solid tumor の 核酸 代謝 特に RNA 代謝 は 抑制 せら れる 。 これ が cortisone 
の 投与 に より この 抑制 反応 が 除去 され solid tumor の 核酸 代謝 が 急激 に 増大 する と 考え ん られ 
る 。 

すなわち 閣 転 移 の 問題 点 は 腫瘍 発生 母 地 の 恐らく 結 締 織 性 細胞 に ある と 推 宗 せ られ る 。 

われ われ は さら に solid tumor 並び に ascites tumor の RNA nucleotide 代謝 を 追求 
せん と し , ascites cell tumor 並び に solid tumor より 抽出 せる 核酸 RNA を アル ヵ リ 水 
解 に より mononucleotides に 分 解 し ,。 イオ ン 交 換 ク ロマ トグラフ ィ ー 法 に より これ を 分 画 , 
AMP, UMP, CMP お よび GMP の 各々 の 量 並び に in vivo に お ける P?? の incorporation 
を 比較 検討 し た と ころ , solid tumor は ascites tumor に 比べ て AMP は 減少 し ,。 UMP 
が 増加 し て いる の を 認め た 。P9? の incorporation Cit, AMP, CMP, UMP に 多少 の 差 
異 を 見 た が 本 質 的 な 差異 は 認め られ な か っ た 。 (文部 省 科 学研 究 費 に よる ) 





64. 抗 腫瘍 剤 投与 下 に お ける 副腎 の 態度 


(組織 学 的 変化 を 中 心 と し て ) 
海 本 世 浩 (大 阪 市 立 大 学 医学 部 外科 学 教室 ) 


On Histological Changes of Adrenal Cortex Following 
Administration of Several Antitumor Substances. 


SEKO UMIMOTO 


RRHARLLT まず ラッ テ を 選び , 各種 の 抗 腫瘍 剤 を 静脈 内 に 投与 (腹腔 内 投与 ) し た 群 
と 逆行 性 動脈 内 挿管 投与 を 行っ た 群 と に つい て 観察 を 行っ た 。 抗 腫瘍 剤 と し て は , mitomycin 
X, TESPA, carzinophilin, sarkomycin, 8-azaguanine お よび nitrogen-mustard-N-oxide 
の 6 種類 を 用 いた が , 1 回 投与 量 は それ ぞ れ 0.1~0.2 mg, 0.1~0.2 mg, 500 単位 , 0.1~0.2 
g, 10 mg お よび 5mg で あっ た 。 抗 腫瘍 剤 の 投 に つれ て 試 獣 の 体重 が 減少 する 状況 は 別表 
の 通り で ある 。 
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つぎ に 薬剤 投与 終了 後 副腎 の 重量 を 測定 し た 。 こ れ を 対照 と 比べ る と , 初め 数 回 の 投与 後に 
は , むし ろ 増 加 し て いる が , さら に 投与 を つづ ける と , これ が 尊 次 減少 し て くる 。 対照 の 副腎 
の 重量 は 15~35mg CH), (* は ぉ 8 より 5-10mg Hi), これ が 増え る と 55mg に も な 
り , 逆 に 減少 する 場合 に は 8mg に も な る 。 

つぎ に 抗 腫瘍 剤 の 投与 と 尿 中 の 17-KS 値 と の 関係 を 検索 し た 。 そ の 結果 は 了 臨床 実験 に ない 
て 得 ら れ た と ころ と , ほぼ 同様 で も ちっ た 。 すなわち も 抗 腫瘍 剤 投与 に 伴い 試 獣 の 尿 中 の 17-KS 
値 は 低下 し て いた 。 

それ で これ は 抗 腫瘍 剤 が 副腎 皮質 に 対 し て 退行 性 変性 を も ね たら す た め で は な いか と の 考え の 
も と に , 副腎 の 組織 学 的 お よび 組織 化学 的 検索 を 行っ た 。 こ の 結果 を 要約 する と , 抗 腫瘍 剤 投 
FRO ANF CL, 

1) 全般 に その 細胞 が 大 きく な り , BRD. >20 

2) 東 状 層 の 内 側 ( 網 状 層 よ り ) が な く な り , 多 側 ( 球 状 層 よ ょ り ) が 残る (脂肪 天 粒 ) 。 

3) 東 状 層 の 細胞 の 大 小 不同 が か み られ , また その 排列 が 乱れ て き て 不 規則 に な る 。 

4) つい で 東 状 層 の 外側 も みえ を なくなり, 斑 状 に な る (脂肪 細胞 ) 。 

5) さら に 脂肪 の 粗大 粒 が 現れ る と と も に , 細胞 が 小さ く な る ( 姜 縮 ) 。 

結局 , 1) 抗 腫瘍 剤 の 種類 に よる 著 差 は えみ られ な い 。 2) し か し 薬剤 の 投与 量 に よる 変化 の 差 
異 は み られ る , と いえ る 。 それで, この よ ょ 5 に 抗 腫瘍 剤 が 副腎 皮質 に 組織 学 的 変性 を 惹起 する 
GR, 尿 中 に 排 注 さ れる 17-KS 値 の 低下 を 招来 する も の と 考え られ る 。 


65. ラッ テ の 実験 的 腫 聞 に お ける Transformylase 活性 と 
その 酵素 系 に 対す る 制 冶 剤 の 影響 に つい て 
中 里 博昭 , 伊藤 泰 逸 


A Study of the Transformylase Activity and Influence of the 
Anti-cancer Agents on Enzyme System in Some 
Experimental Tumors of Rats 


HIROAKI NAKAZATO, TAIITSU ITO 
(Department of Surgery, School of Medicine, Nagoya University.) 


Recently, enzyme system using folic acid derivatives for coenzyme has been 
studied by the important research of R. Greenberg, M. Buchanan, W. Sakami, 
B. Wright, etc., and its biological importance has been recognized. This enzyme 
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system has a close relationship with the biosynthesis of nucleic acid and protein 
components. Therefore, it has been understood that this enzyme system has, 
biologically, an intimate relationship with the speed of cell division or multiplica- 
tion. 

First, using Takeda-sarcoma, Yoshida-sarcoma, and ascites hepatoma of rats, 
we studied co- and apo-transformylase activities, and measured their amounts 
biosynthesized. Then, using some anti-cancer agents which have different modes 
of action, we investigated their inhibitory effect on the reaction systems. 

Using homogenate of Takeda-sarcoma, we took up an enzyme reaction by which 
inosinic acid is converted to 4-amino-5-imidazolecarboxamideribotide. And we 
recognized that Takeda-sarcoma is stronger than normal liver in its enzyme 
activity. As the homogenate of Takeda-sarcoma had the strong enzyme activity, 
its enzyme was divided to co-enzyme and apoenzyme. And amount of co-trans- 
formylase (CoF) and its activity were measured in Takeda-sarcoma, Yoshida- 
sarcoma, and ascites hepatoma, respectively. The amounts of CoF found were 
the biggest in Takeda-sarcoma, the next in Yoshida-sarcoma, and the third in 
ascites hepatoma. On the contrary, in normal liver CoF is scarcely found. It is 
noticeable that the more CoF is found in tumor of great omentum than that of 
ascites cells, both in Takeda-sarcoma and Yoshida-sarcoma. This fact seems to 
have some relationship with activity of cell multiplication. 

In the experiment of CoF biosynthesis, we used the known amount of folic 
acid as substrate, and added formate to it for one carbon donor, and synthetized 
CoF quontitatively using homogenate of ascites hepatoma as an enzyme under 
existence of homocystein, ATP, DPN, and vitamin C. Synthesizing activity of 
CoF in tumor cells is much bigger than that of normal liver tissue. 

Next, using Takeda-sarcoma, Yoshida-sarcoma, and ascites hepatoma, we 
extracted apo-transformylase and examined apotransformylase activity. Its 
activity decreased in the order of Takeda-sarcoma, Yoshida-sarcoma, and ascites 
hepatoma. We can not obtain any sign of activity from normal liver by this 
method. The content of apo-transformylase seems to be almost paralleled with 
that of CoF. 

Finally, the inhibitory effect of some anti-cancer agents on de novo synthesising 
way was investigated. In aminopterine, the accumulation of AICA-compounds is 
observed remarkably. On the contrary, their accumulation can hardly be seen in 
azaserine and 8-azaguanine. The inhibitory effect of aminopterine is owing to 
the inhibition of CoF biosynthesis by aminopterine, de novo synthesizing way 
from AICA-ribotide to inosinic acid is disturbed. Therefore, the accumulation of 
AICA-compounds might occur. The fact that the accumulation can scarcely be 
recognized in azaserine might be explained from its working point on the syn- 


83 








thesizing way from formylglycineamideribotide to 4-aminoimidazoleribotide. It 
agrees with the experimental results using glycine-1-C'‘ by S.C. Hartman and 
his coworkers. It is obvious that the accumulation of AICA-compounds in purine 
antagonists such as 8-azaguanine can not be found. (文部 省 科 学研 究 費 に ょ よる) 





II. 生 化学 Biochemistry 


66. +3,77 -r 370277377 1 -rKi 2 
Ka Hic ibs LOBEA COUT 
荒木 正 哉 , 米沢 猛 , 土田 吉信 (京都 府立 医科 大 学 病理 学 教室 ) 
Observations on the Phosphorus Metabolism (Especially Nucleic 


Acid and Phosphoprotein) in the Tumor Cells 
by Track Autoradiography 


MASAYA ARAKI, TAKESHI YONEZAWA, YOSHINOBU TSUCHIDA 


PBMC BAHT OUT, われ われ は 先 に grain autoradiography 法 に よっ て 吉 
田 肉腫 お よび Ehrlich 腹水 韻 に お ける P? 摂取 を 経時 的 に 調べ , 乳剤 上 の 黒 化 銀 粒子 数 を 算 
出し て 推計 学 的 に その 量 を 検討 し た が 未だ 細胞 内 P** 化合 物 を 各 分 誠に 分 け て , 細胞 構成 成分 
に お ける それ ら 物 質 の 代謝 過程 を 研究 する まで に は 至ら な か っ た 。 し か し この こ と は track 
autoradiography 法 に よる 実験 に は PR の 如き 高 エ ネル ギー を 持つ / 線 ま で る 飛 跡 と し て 
記録 で きる 高 感度 の 原子 核 乳 剤 が 使用 され る た め に , 今 組織 化 学 的 方 法 で 顕微 鏡 的 に 達成 する 
こと が か が で きる よう に な っ た 。 す な わ ち 細胞 内 P? の 成分 の 識別 や その 存在 場所 , お よび 量 を 確 
証する こと が で きた 。 中 で も われ われ は 核酸 お よび 焼 衝 白 の 各 分 選 に お いて 検索 し た 。 

実験 材 圭 と し て は 吉田 肉腫 お よび Ehrlich 腹水 瘍 移植 後 3 一 4 HAL 7-8 日 目 の 白 ネズ 
ミ と マウ ス を 用 い , これ に P“? を 体重 1g あたり 0.5zc 腹腔 内 に 投与 し た 。 投与 後 1 2, 4, 
8, 16 時 間 後 に 毛細 管 ぴ ペッ ト で 腹水 を と り 直 ち に freezing substitution に より , 一 部 は 
従来 通り の 乾 操 法 に より 塗 抹 標本 を 作成 し た 。 次 に Schmidt and Thannhauser の 分 割方 法 
に より 細胞 内 の 水溶 性 P®, 酸 可 溶性 PY, お ょ よび lipid-P? を 抽出 し , この 内 一 部 の 標本 は 
その まま で , また 一 部 は RNase 処置 (Worthington Chemical Laboratory 製 を 0.2mg/cc 
の 割 に McIlvaine 氏 焼 酸 緩 衝 液 に 溶かし 37°C で 1 時 間 作 用 させ る ) を 行い , さら に 他 の 一 
部 は 5 22 TCA で 90°C 10-15 分 間 処 置 し て , RNA, お よび 核酸 を それ ぞ れ 除去 し た も の に 
つい て Ilford G 5 100” 乳剤 を stripping 法 に より 型 の 如く track autoradiography を 


作製 し た 。 
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MACHTE B 緑 の 飛 跡 か ら P*? の 細胞 内 存在 場所 と 量 と を 決め た 。 また RNA BEL 
Oo DNA, 午 重 白 の 量 は 上 記 処置 に よ っ て 得 た 値 か ら 算出 する こと が で きた 。 そ の 結果 焼 蛋 白 
分 層 が も っ と も 盛ん に PR を と る の が わか り , RNA, DNA の 順に 少く な っ て 行く こと が 判 
明 し た 。 ま た 核 は 常に 細胞 質 よ り 多 く の P* を incorporation し て いた 。 な お われ われ は 同 
時 に オー トラ ジオ グラ ブ 検 索 に 必要 な 鮮明 な 飛 跡 を 得る 方 法 を 種々 と 検討 し , 以上 の 組織 化学 
的 実験 結果 を 一 層 確 実 な も の に し 得 て , 今後 の 実験 の 基礎 に し た 。 ま た 従来 の 組織 化学 的 検索 
に 使用 され て いた 没 抹 乾 操 固定 も 比較 検討 し た 。 (文部 省 科 学研 究 費 に ょ る ) 





A 


67. オー トラ ジオ グラ フ に 依る 実験 的 腹水 腫瘍 の 鉄 代 謝 研 究 


In vitro Incorporporation of Fe‘? in the Ascites Tumor 
Cells by Track Autoradiography 


MASAYA ARAKI, TAKESHI YONEZAWA, JUN MINOWADA, 
KINICHI MIWAKI, HARUMI TADA, 
YOSHINOBU TSUCHIDA 
(Department of Pathology, Kyoto Prefectural University of Medicine.) 


A previous report of this laboratory has shown in vivo incorporation of radio- 
iron administered perorally in Yoshida ascites tumor cells by the aid of track 
autoradiography, which has considerable relations to iron metabolism between 
tumor cells and tumor host. The present paper deals with in vitro incorporation 
of radioiron in the ascites tumor cells without host relationship. 

Tumor cells used were collected from the peritoneal cavities of albino rats 
bearing Yoshida ascites tumor and NA 2 strain mice bearing Ehrlich ascites 
tumor 5-7 days after inoculation respectively. They were suspended in 2.0cc of 
Krebs-Ringer bicarbonate buffer at pH 7.0 containing 0.5-1.0x10‘cpm of radioiron 
and were incubated in a Warburg apparatus at 37.5°C. under aerobic atmosphere 
for 15, 30 min., 1, 2 and 4 hrs. After incubation tumor cells were washed 3 times 
with cold physiological saline solution, then were smeared and fixed by freezing 
substitution technique. Autoradiographic procedures were carried out by stripp- 
ing method, using nuclear research emulsions in 504 thickness (Fuji ET-6B 
emulsion). The exposure at 4°C. lasted 12 hrs. - We also studied the changes 
caused by incubation and radiation of Fe*® under light and electron microscopy. 

As the experimental results, no essential differences between two kinds of 
ascites tumor were found, but the incorporation rate of Yoshida ascites tumor 
cells were slightly lower than the others. After 15 min. incubation, tumor cells 
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revealed steady radioiron incorporation, then gradually increased for 1 hr. and 
thereafter maintained almost the same level. These tracks mainly emerged from 
the cytoplasm, but in the later period some of them emerged from the nucleus. 
These results indicate that the tumor cell should be able to incorporate radio- 
iron rapidly and more than in vivo conditions. The site of incorporation exists 
in the cytoplasm, which may suggest the relation with respiratory enzymes of 
mitochondria. ( 婦 部 省 試験 研究 費 に よる ) 





68. 人 体 肝癌 に お ける デオ キシ ペン トー ス 核 酸 量 に つい て 
那須 健治 , 狭山 義雄 , 井 洋平 , AHH. 5 鴻 濡 , 西 英雄 , 矢島 能 直 , 宮地 徹 
(大 阪 大 学 医学 部 病理 学 第 一 教室 , 大 阪 大 学 医学 部 附属 癌 研究 所 ) 
Deoxypentose Nucleic Acid Content in Human Hepatomas as 
Measured by Microspectrophotometry of Feulgen Stain 


KENJI NASU, YOSHIO SAYAMA, YOHEI II, KAZUYA TAMURA, 
KOJU YUH, HIDEO NISHI, YOSHINAO YAJIMA, 
TORU MIYAJI 

20 MOAI MIHO MIKO DNA 含有 量 を 測定 し , 同時 に 組織 学 的 所 見 と 比較 検討 
し た 。 細胞 核 中 の DNA 含有 量 の 測定 は , 組織 切片 に Feulgen 染色 を 施し , オリ ン パ ス 顕 
微分 光 々 度 計 で 546 mu の 波長 の 光 を 用 いて 行っ た 。 こ の 方 法 で 測定 され た DNA 含有 量 に 
関し て は , 染色 体 の 研究 の 際 に 用 いら れる の と 同じ 意味 で polyploid の 語 が 使わ れる 。 

測定 し た DNA ith, 体 細胞 の 有する 基本 DNA 含有 量 の 整数 倍 に 大 略 一 致す る の が み ら 
れ , 20 例 の 肝 細 胞 癌 中 , diploid の 値 の DNA 量 を 持つ 核 が 大 部 分 を 占め る も の (diploid 
type) が 7 例 , diploid 値 の ゎ も の と tetraploid 値 の も の と が 同じ 位 の 割合 の も の (di and 
tetraploid type) が 3 例 , triploid 値 の も の (triploid type) が 1 i, tetraploid 値 を 持つ 
も の が 大 部 分 を 占め る も の (tetraploid type) が 9 例 あ っ た 。 ま た 同時 に 測定 され た 正常 肝 細 
胞 で は , diploid 値 の DNA 含有 量 を 持つ も の が 優位 を 占め る 例 が 多く , 肝硬変 を 起 し て い 
る 肝臓 で は , diploid 値 , tetraploid 値 , octoploid 値 の DNA 量 を 有する 核 の 出現 が み ら 
れ た 。 同時 に 行っ た 核 の 大 き さ の 観察 で は , 肝 細 胞 癌 の 核 は 正常 肝 細 胞 の 核 よ り も 大 き な も の 
が 多く , か つ 分 布 が 広く て 一 定 の peak が みみ られ な いも の が 多かっ た 。 

次 に 本 測定 に 用 いた 標本 を 組織 学 的 に 分 類する と , Edmondson and Steiner の 分 類 法 で 
ix, Grade-II の も の が 8 例 , Grade-III が 10 fi, Grade-IV が 2 例 あ り , 森 の 分 類 法 に 6 
えば , I 型 が 11 例 , II 型 が 9 例 で 。 わか 教室 の 済 の 分 類 法 で は , large trabecular type (II 
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刑 ) が 9 例 , small trabecular type (III 型 ) が 6 例 , canalicular type (IV 型 ) が 2 例 , 
| anaplastic type (V 型 ) が 3 例 で あっ た 。 ま た 肝硬変 を 伴う 5 も の が 5 例 み られ た 。 

| DNA 含有 量 に よる ploidy type と , 上 記 3 つの 組織 学 的 分 類 と を 比較 する と , diploid 
type で は Edmondson and Steiner の 分 類 の Grade-II が 6 例 , Grade-III が 1 例 で , 
triploid type で は Grade-IV 2:1 例 , di and tetraploid type で は Grade-III が 2 例 , 
Grade-IV か が 1 例 , tetraploid type で は Grade-II が 2 例 , Grade-III が 7 例 で あっ た 。 

森 の 分 類 で は diploid type は 1 型 が 4 例 , II 型 が 3 fl, triploid type で は II 型 が 1 Gl, 
di and tetraploid type で は I 型 が 1 例 。 I 型 が 2 例 , tetraploid type で は I 型 が 6 例 , 
II #253 例 あ っ た 。 

済 の 分 類 で は diploid type は II 型 が 4 例 , III 型 が 3 fl, triploid type で は V 型 が 1 
(jj, di and tetraploid type Cix II #251 fl, IV 型 が 1 例 , V 型 が 1 例 , tetraploid type 
で は I 型 が 4 例 , II 型 が 3 HW, IV 型 が 1 例 。 V 型 が 1 例 で あっ た 。 

ploidy type は Edmondson and Steiner の 分 類 と か な り の 相関 < 係 を 有 し , diploid type 
の 大 部 分 は Grade-II に 属し , その 他 に は tetraploid type の 2 例 が Grade-II に 属す る の 
みみ で ある 。 ま た 渡 の 分 類 の IV 型 , V 型 に は diploid type の も の は な か っ た 。 従っ て 比較 
的 成熟 度 の 高い 腫瘍 細胞 は diploid {iD DNA 量 を 持つ 核 を 有 し , 異型 性 が 強く 細胞 学 的 に 
悪性 度 の 高い 腫瘍 細胞 は 核 内 DNA 含有 量 の polyploidy を 示す の が みみ ら れ 非 韻 肝 細胞 の 核 
で の polyploid と は 核 の 大 き さ に 一 定 の peak の な い 点 が 異 る 。 

(文部 省 科 学研 究 費 に よる ) 





69. 閣 胃 組織 の フォ ス フ ォ リラ ー ゼ 活性 お よび アデ ニン 
ヌ ク レ オ チ ッ ド 合 量 に つい て 
小林 節 昭 , 則 忠生 , 川添 隆 蔵 , 藤本 公 一 (熊本 国立 病院 , 熊本 大 学 医学 部 第 二 外 科 ) 


On Phosphorylase Activity and Adeninenucleotide Content of 
Mucous Membrane of Gastric Carcinoma 


SETSUAKI KOBAYASHI, TADAO KISHI, TAKASHIGE KAWAZOE, 
KOICHI FUJIMOTO 


本 年 度 外 科 学会 総合 で 癌 胃 組 織 の 楠原 分 解 能 に つい て 発表 し た が , 本 回 は , Cori お よび 
Sutherland 氏 法 に よっ て 横 原 分 解 に 重要 な 役 を する フ オ ス フ オ リラ テー 活性 度 を 測っ た 。 プ ブフ 
オス フ オ リラ ー ゼ 単位 は 生 組 織 0.1g が 30°C 30 分 で G-1-P か ら 横 原 を 合成 する と き 無 機 
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it 0.1mg 分 離す る の を 1 単位 と し た 。 癌 骨 で は 各部 位 と も 他 の 胃 疾 患 よ り 高い 活性 値 を 示し 
た 。 す な わ ち 癌 中 心 部 粘膜 は 57.8 周辺 部 41.5 遠隔 部 は 44.1 中 心 部 全 層 で は 最も 高く 58.7 
を 示 し た 。 胃潰瘍 は 胃癌 の 1/2 位 で 周辺 部 は 28.9 中 間 部 20.8 遠隔 部 は 20.6 で あっ た 。 十 
二 指 腸 潰瘍 で は 胃潰瘍 より 各部 と も や や 高い 値 を が し た 。 乳癌 は 29.0 で 慢性 乳腺 症 の 24.6 
と あま り 変 化 は 見 られ な い 。 な お 胃癌 患者 の 肝 組 織 は 83.4 で 他 の 疾患 と 差異 は 認め られ な か 
っ た 。 

な お これ ら 糖 原 分 解 の 際 の 高 エ ネル ギー 伝達 系 と し て , アデ = ェ ン ヌ ク レ オ チ ッ ド は 重要 な 役 
を し て いる が , これ を 高木 お よび Siekwitz Potter 等 の ハン ドカ ラム 法 に よっ て 分 離 定量 を 
行っ た 。 閣 組織 の 潰瘍 組織 で は 全く 一 致し た 位 思 で 各 メ クレオ チッ ド が 見 られ , 質 的 に 特殊 な 
ヌ ク レ オ チ ッ ド は 見 られ な か っ た 。 各 メ ヌメ クレオ チッ ド の 量 的 関係 は ATP,ADP,AMP の 順に 
多く アデ ニン ヌメ クレ オチ ッ ド は 全 ヌ クレ オチ ッ ド の 約 502 で あっ た 。 な お Siekwitz, Potter 
等 が テッ テ 肝 か ら 分 離し た も の と ほぼ 同様 な ピー ク が 見 られ た が ATP の 前 に 見 られ る ADX 
の ピー ク は 本 実験 で は 明確 に は 見 られ な か っ た 。 癌 と 潰瘍 で 質 的 差異 は 見 られ ず , 各 ア デニ ン 
ヌ ク レ オ チ ッ ド の 全 ヌ クレ オチ ッ ド に 対 する 比 は 韻 に お いて 大 略 ATP 2322 ADP 16% AMP 
14%, 潰瘍 に お いて ATP 21% ADP 13% AMP 12% で あっ た が 両者 に お ける アデ ニン ヌ 
クレ オチ ッ ド を 量 的 に 比較 する と 癌 に お いて 含有 量 が 多い 傾向 を ボ す 。 





70. 白 由 の 正常 並び に 腫瘍 組織 に お ける 酸 溶 性 焼 酸化 合 物 
の 分 布 と 動態 に つい て 
松平 寛 通 , 益山 栄 良 , 堀江 滋夫 


Distribution and Metabolism of Acid-soluble Phosphorus Compounds 
in Normal and Tumor Tissues of the Rat 
HIROMICHI MATSUDAIRA, SHIGEYOSHI MASUYAMA, SHIGEO HORIE 


(Department of Radiology and Department of Biochemistry, Faculty 
of Medicine, University of Tokyo) 


Since the publication by Hurlbert, Schmitz, Brumm and Potter of a method 
for analysis of acid-soluble nucleotides by gradient elution chromatography, much 
work has been carried out in various fields using this method. However, 
biochemical nature and function of the tissue nucleotide pool are yet hardly 
elucidated. 

We have examined the distribution and turn-over of the nucleotides in various 
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tissues, and studied further the effect of local X-irradiation on the nucleotide 
metabolism of the tumor tissue. Rat tissues were taken out, frozen in acetone- 
dryice mixture and their cold perchloric acid extracts were put on the Dowex-1 
formate column and chromatographed by the elution method. Tissues examined 
were liver, brain, muscle, spleen, kidneys, heart, thymus, testicles, embryo, and 
tumor which was a solid type of Sasaki’s transplanted hepatoma (7974). 60 uC of 
P*? was injected intraperitoneally generally 1 hour before killing the animal. A 
local X-irradiation of 1000r was given with a Chaoul’s type apparatus. On each 
eluted fraction U.V. absorption and radioactivity were measured. The concent- 
ration of phosphorus was determined and specific activity was calculated on the 
major fractions. 

The results obtained showed considerable differences in relative amounts of 
these nucleotides between various tissues giving tissue characteristic distribution 
pattern. A consideration was made on the relationship between these distribution 
patterns and metabolic or reproductive activities of tissues concerned. There 
are some resemblances between normal liver and hepatoma in nucleotide distri- 
bution in general. However, decreased amount of oxidized DPN, increased in- 
corporation of P* into incorganic phosphate and several other differences were 
observed in tumor tissue. On irradiation the uptake of P*? was greatly reduced 
in the tumor tissue but specific activities of ATP and other organic phosphorus 
compounds showed almost no variation as compared to the control. The absolute 
amount of radioactivity as well as specific activity of inorganic phosphate were 
considerably decreased by the irradiation. These facts may indicate the inhibi- 
tion of the uptake of inorganic phosphate in the tumor tissue but no change in 
the phosphorylation as the effect of irradiation, (ACH BELO Biz EB) 





71. 癌 組織 の Sulfhydryl 量 と Cystine の 分 解 
平井 秀 松 , 飯島 あき 子 , 蔵 岡 小 太郎 
(東京 大 学 医学 部 , 癌 研究 所 ) 


Sulfhydryl Content in Cancer Tissue and 
Decomposition of Cystine 


HIDEMATSU HIRAI, AKIKO IIJIMA, 
KOTARO WARABIOKA 
佐々 木 研 AH49 白 ネ ズミ 腹水 肝癌 の 韻 細 胞 お よび 肝 組 織 中 に お ける sulfhydryl, ergoth- 
ioneine お よび 恨 酸 量 を 測定 し た と ころ 次 の よう な 結果 を えた 。 
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| = # 舞 BH % 肝 Wook si mi 
Sulfhydryl | 16 (7) 17+1.1 (14) 58+6.3 (9) 





Ergothioneine 1.45 (5) | 1.4+0. 06 (17) 1.04 (6) 
IR 酸 2.0 (6) | | 1.6+0.19 (10) 0.36 (3) 








( ) 内 は 例 数 単位 muM 
Sulfhydryl は 癌 細胞 内 に 著しく 高く , 肝 の 3 倍 に 近い 。 正常 肝 と 担 癌 動物 時 の SH に つい 
て は 差 は 認め な い 。 
Ergothioneine は 癌 細胞 に や や 低い と 思わ れる 。 尿酸 は 癌 細胞 で 著 明 に 低い 。 
上記 の うち 閣 細胞 に SH が 著しく 高い こと に 注目 し , 組織 内 に cystine を 分 解 し て cysteine 
を 生ずる 反応 の ある こと を 予想 し , 組織 の homogenate また は extract の cystine 分 解 能 
を 検討 し た 結果 次 の ょ うな 成績 を えた 。 
1) 正常 肝 の homogenate の 分 解 能 は 20 土 1.8 単位 (11 Al) で あり , 担 瘍 動物 肝 は 26 土 
1.6 (23 fl), 腹水 癌 細胞 は 40 土 2.5 単位 (22 例 ) で 腹水 韻 細 胞 に 約 2 倍 の 高い 価 が え られ た 。 
(ここ に 単位 と は 20 時 間 内 に お ける cystine の 分 解 率 を 反応 液 中 の 組織 の 乾燥 重量 で 除 し 
た 数 で ある ) 
2) この 反応 は 組織 内 の 可溶性 成分 に よる も の で あり , 熱 に よっ て 効力 を 失う 。 
3) AMCLi CHAR, 透 祈 外 液 の 添加 こよ っ て 回 復 す る 。 
4) この 反応 は 無機 酸 の 存在 を 必要 と する らし い 。 
5) Mpc ko CKHbNKFAL RAM, ATP, お よび Mg** の 添加 で 回 復 す る 。 
等 の 結論 が えら れ た 。 
この cystine 分 解 能 の 強 さ と 組織 中 の SH 含量 と の 関係 に つい て 考察 を の べ る 。 
( 女 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 


72. Toxohormone の DEAE-Cellulose 
Columnchromatography に よる 精製 


AML. 小野 哲生 ( 癌 研究 所 ) 


The Purification of Toxohormone by DEAE-Cellulose 
Columnchromatography 


MOCHIHIKO OHASHI, TETSUO ONO 


先 こ われ われ は toxohormone を methanol- 秦 酸 の 混 液 で 加熱 抽出 し , 有効 因子 を poly- 
peptide と し て 濃縮 し 得 た が , 抽出 操作 が か な りな drastic な 条件 で ある の で , 操作 中 非 特異 
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的 に 活性 化す る 可能 性 も 示唆 され た 。 そ こ で より 緩 和 な 条件 に よる 分 離 精製 を 試み た 。 

方 法 は Sober ら が 血清 重 白 を 分 離す る の に 用 いた diethylaminoethyl cellulose (DEAE- 
C) の columnchromatography を 参照 し , 粗製 toxohormone ~i#*iR, FO 1.2 g 相当 
量 を pH 7.1 で 約 10g の DEAE-C の column に 負荷 し , イオ ン 強 度 お よび pH を 順次 か 
ぇ て 溶出 させ , trinitrobenzene sulfonate (TNBS) に ょ る 遊離 アミ ノ 基 の 測定 お よび 
peptide 結合 に 基づく 短波 長 210m の 吸収 を 測定 し 溶出 曲線 を 和伸 た 。 両 測定 の 結果 は ほぼ 同 
様 の 傾向 を が す 。 な お 核酸 の 溶出 は 260m で check し た 。 こ れ ら の 測定 で 得 た 次 出 曲線 の 
各 peak を 中 心 と し て 12 の 分 画 に 分 か ち , 各 分 画 毎 に 肝 カ タラ ー ゼ 抑制 作用 の 有無 お よび 化 
学 的 性 状 を 調べ た 。 

この 分 画 中 , 0.005M Na-phosphate buffer (pH 7.1) に より 溶出 され た F-1 分 画 。 0.05M 
Na-phosphate buffer (pH 6.5) で 次 出さ れる F-2 分 画 は か な り 有 効 な 因子 を 含み , 紫外 部 
吸収 スペ クト ル 等 か らし て 核酸 を 含ま ず , さら に 280mz 附近 に も 吸収 の 山 を 認め な か っ た の 
で , aromatic amino acid を 含ま ず , Molish 反応 は ほとん ど negative で ある の で 単純 集 
自 様 物質 で ある こと が 判っ た 。 な お これ ら の 分 画 の アミ ノ 酸 組成 お よび アミ ノ 未 端 基 等 を 検討 
し た 。 

- 方 , 原料 の toxohormone 中 に 含ま れ て いる 核酸 部 分 は な お DEAE-C column か ら 浴 
出さ れず 溶出 各 分 画 の 総計 で 約 302%2 ほど の polypeptide が 回 収 さ れ た の み で あっ た の で 最 
ic 0.1N NaOH で 溶出 し た 。 こ の 分 画 は 核酸 も 含ん で いて , 同じ く 肝 カタ ラー 低下 作用 
を 示 し た 。 

以上 toxohormone の DEAE-C に よる chromatography は 繰り 返し 行っ た と ころ , き 
わ め て 再現 性 が 高く さら に , F-l, F-2 分 画 に 含ま れる 肝 カ タラ ー ぞ 活 性 低下 因子 は , 772 
リ で 沈 激 し , 酸 に は 可 溶 で あっ た が , その 大 部 分 は 無機 の 焼 酸 塩 で ちる こと か ら , HEMER 
酸 塩 に 吸着 し て 沈 浅 し た も の と 考え られ た 。 ち な み に こ の も の は 息 白 換算 量 500zg/ 匹 で 有効 
で あっ た 。 

そこ で 一 つの モデ ル と L TH MAR DO Kh HW % Ca-phosphate gel に 吸着 させ , Po 
酸 ウ ー ダ で 溶出 し , ほとん と ど 笛 白 の み の 分 画 を を た 。 こ の 分 画 は 肝 カ タラ ー ぞ 活 性 を 20mg/ 匹 
で 低下 させ , さら に 令 安 分 画 に より 50% 飽和 まで に 有効 因子 は 回 収 さ れ た 。 ま た , CHOW 
を 溶出 し た 残り の gel か ら 修 酸 ツ ウー ダ で 溶出 し て くる 和信 白 分 画 は 無効 で あっ た が , Ca- 


phosphate gel に 吸着 し な か っ た 部 分 か ら え た toxohormone 分 画 は な お 有効 で あっ K 
CODA BAR Y - ATELIER EO Em LE FalbRıc, DEAE-C の クロ マト を 行っ た と 
cA, F-l BLU F2 分 画 に 相当 する 分 画 が 大 半 を 占め , F-2 分 画 で は 1mg/ 匹 で 肝 カ タ 


91 














ラー ぞ 活 性 を 低下 し えた 。 
等 か ら さ ら に 検討 を 加え た 。 

な お 先 に 発表 し た 粗製 toxohormone  methanol-MAMBHWICk S TO- 分 画 を 比較 の 竜 
味 で 同じ 溶媒 系 を 用 いて DEAE-C の クロ マト に か け , NaOH で 溶出 され る 区 分 を 認め な か 
っ た の を 除き , ほとん ど 同 様 な pattern と , また 有効 因子 が , F-1 お よび F-2 分 画 に ある 
こと を 認め た 。 ( 婦 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 





以上 の Ca-phosphate gel 吸着 法 で を ん られ た 各 分 画 を 紫外 部 吸収 





73. 吉田 肉腫 細胞 の 糖 代 謝 に お よ ぼ す ホ ル モ ン 投与 の 影響 
中 塚 好 勝 , 小村 孝 , 一 戸 喜 兵衛 (北海 道 大 学 医学 部 産婦 人 科学 教室 ) 
The Influences of Hormones on the Glycolysis of Yoshida Sarcoma 


YOSHIKATSU NAKATSUKA, TAKASHI KOMURA, 
KIHYOE ICHINOE 


腫 場 の 組織 呼吸 , 糖 代謝 に 関す る 問題 は Warburg 以来 , 一 般 生体 の 酸化 , 醸 酵 理論 を 基 
に 検索 され て きた が か が , 一 方 腫瘍 と ホル モン の 関係 は Lacassagne X, 各 方 面 か ら 関 心 が 寄 せ 
られ て いる と ころ で ある 。 組織 呼吸 , 解 樹 作 用 が 生体 の 機能 を 維持 する た め の エ ネル ギー 獲得 
手段 と し て 持つ 意義 に 基 い て , われ われ は , 性 ホル モン , 下垂 体 副腎 系 ホル モン が 吉田 肉腫 細 
胞 の 呼吸 系 , MERICS LETHAL RTL, 腫瘍 発育 と 内 分 泌 環 境 の 相関 を 類推 し よう と し 
た 。 研究 方 法 は 体重 100~150 g の Wistar-Takeda HH HH, 吉田 肉腫 移植 経 日 第 1 
日 目 か ら ACTH (ACTH ,, 第 一 ") 1 単位 宛 , cortisone (corton) 2.5 mg 宛 , estrogen 
(estradin) 0.2 mg, testosterone (androgen-suspension) 1 mg 宛 , progesterone (proluton) 
2mg 宛 , ACTH と testosterone 同時 投与 群 で は , testosterone を 移植 3 日 前 か ら 計 10 
日 間 , ACTH は 第 1 日 目 か ら 7 日 間 , 前 記 量 を 連続 投 手 し , 第 3, 5, 7 日 目 の 腹 水 を 採取 し 。 
腫瘍 細胞 に つい て Warburg 検 圧計 (37.5°C Em) で , 酸素 消費 量 , RK SOIR AS 
Bene, チト クロ ー ム 酸化 奈 素 活性 度 を 検 し, また 白血球 算定 法 に 準じ て えた 細胞 数 を 利 務 し て 
以上 の 数 値 を , 肉腫 補 胞 10° 個 が 1 時 間 に 消 費 ま た は 発生 する ガス 量 に 換算 し た 。 ま た 処置 群 
ei ZELDA FRA LT, 処置 群 に 対す る 比率 を も ね とめ た 。 proges- 
terone 類 で は 酸素 消費 (以下 「 酸 ] と 略 ) =0.71, チト クロ ー ム 酸化 酵素 活性 度 (以下 「 チ 」 
& fi) =0.87, 好 気 的 解 稿 能 (以下 「 好 」 と 略 ) =0.64, GRABER (以下 「 嬢 ] と 略 )=0.84, 
と 呼吸 , MRR OM hl SMI Alot. Ek testosterone 群 で も 「 酸 」=0.61。 「 チ 」= 
0.77, | 好 」=0.79,「 嫌 」=0.68 と 両 系 の 抑制 を みた 。 estrogen 群 は 「 酸 」=1.70, 「 チ 」= 
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1.68,「 好 」=1.98, |「 嫌 」=1.79 で , 呼吸 , 解 村 両 系 の 元 進 的 態度 を 知り えた 。cortisone Ff 
は 「 酸 」=1.61, 「 チ 」=1.76。「 好 」=2.14。「 嫌 」=2.18。 また ACTH 群 は [ 酸 」=1.48.「 チ 」 
=1.27,「 好 」=1.46, | 嫌 ]=1.43 CHL LICE RA, 解 本 系 の 元 進 的 結果 を 推測 させ た 。 
ACTH と testosterone 同時 投与 群 で は 「 酸 | =1.05,。 |「 チ |」=1.08, | 好 」=1.43。 [| 嫌 」=1.24 
で ある が , testosterone は ACTH OFMHMHBAY, 乏 日 的 に 抑制 する よぅ うな 態度 を うか が 
いえ た 。 そ も そる も 雌性 発情 物質 が , 下垂 体 経 貼 こ よる 副腎 皮質 機能 元 進 作 を も つこ と は , 一 戸 
ら に よっ て 明らか に され て を り , また testosterone が 抑制 的 影響 あ も も た ら す こと は , Selye 
Simpson ら に より 報告 され て いる と ころ で ある 。 progesterone と 副腎 機能 の 関係 は 必ず し 
る 明らか で は な い が , testoid 様 の 態度 を 伺わ せる 知見 が 多い 。 これ ら の 点 に 基づい て , われ 
われ の 成績 を 考 抜 する と , 下垂 体 副 腎 系 の 機能 は 腫瘍 の 呼吸 系 , MIRICKE TEL, ひい 
て は 腫瘍 の 発育 と 密接 な 関連 性 を 有 つ も の と 考え られ る 。 








74. 腫 間 細 胞 糸 粒 体 分 割 の 解 糖 作用 に つい て 
田頭 勇作 , 宮本 包 厚 
Glycolysis by Mitochondrial Fraction of Tumor Cells 


YUSAKU TAGASHIRA, KANEATSU MIYAMOTO 
(Department of Pathology, Institute for Virus Research, Kyoto University) 


Up to the present, it has been held that glycolytic enzymes of normal and 
tumor cells are principally localized in the ‘“soluble’” fraction, rather than in 
mitochondria. However, it was recently demonstrated that brain mitochondria 
showed high rates of aerobic and anaerobic glycolysis, and that tumor mito- 
chondria (Cloudman S 91 melanoma cells, Ehrlich ascites tumor cells and Krebs- 
2 ascites carcinoma cells) could produce considerable amounts of lactic acid in an 
anaerobic condition by the addition of enzymatically inactivated supernatant 
fractions, which were boiled for 10 minutes, or pasteurized at 60°C for 10 minutes. 

As recorded below, we attempted to reaxamine these experiments and deter- 
mine whether such an effect of boiled supernatant was specific for tumor mito- 
chondria. The tissues used in these experiments were normal liver, brain, 
Ehrlich ascites tumor, and transplantable lymphosarcoma, the latter occurring 
spontaneously in our laboratory. It was found that the mitochondrial fractions 
of these tumor cells showed high rates of anaerobic glycolysis following addition 
of each heat-treated supernatant fraction. In the case of brain mitochondria 
glycolysis occurred spotaneously without addition of such fractions. However, 
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boiled liver or brain supernatant was also effective for tumor mitochondria, and 
moreover, liver mitochondria, to which was added liver or tumor boiled supernat- 
ant, showed a high rate of anaerobic glycolysis. From these results, this effect 
was considered not to be specific for tumor mitochondria. However, this effect 
may have been the result of the action of some cofactors other than glycolytic 
substances which were contained in the boiled supernatant, because tumor or 
liver mitochondria, to which boiled supernatant was added, showed low rates of 
glycolysis when the addition of substrates (glucose and fructose-1 : 6-diphosphate) 
were omitted. 

These experiments, in addition, indicated that glycolysis by mitochondrial 
fractions of tumor or normal liver cells was responsive to insulin, whereas this 
had not been found with glycolysis by untreated supernatant fractions. These 
results tend to support the theory that mitochondria have glycolytic activity. 





75. AEDS RGEA OPFE (第 一 報 ) 
z Ke, BE 俊 (岐阜 県 立 医 科大 学 第 一 内 科 ) 
Studies on the Neoplastic Tissue Protein 


SHIGEYOSHI INUI, SHUN GOTO 


dot dots HS MRR A DFE IC ARR ADEA RD, EFA MRE MR 
し 二 三 基礎 的 検討 を 行っ た 結果 , 組織 採取 法 並 びに 抽出 法 を 次 の 如く し た 。 す な わ ち 胃 切 除 術 
CLS AHS, 可 及 的 速 か に 組織 を 剥離 し , これ を 直ちに 冷 べ ロナ ー ル 緩衝 液 (pH 8.6) で 
洗い , 外見 上 無血 に な っ た 後 , 2~3mm! 位 に 細 切 し , さら に 新しい ベビ ナー ル 緩 衝 液 で 数 回 
洗い , KC OC の 氷室 中 に 貯蔵 する 。 次 で 約 2g の 氷結 し た 組織 偽 を 乳鉢 中 に 投じ , glass- 
wool powder の 少量 と 約 2cc の 冷 べ ロナ ー ル 繧 衝 液 を 加え て 3 っ 5 分 磨 砕 後 , 抽出 の た め 
15 分 間 水 室 に 加 き , 12,000 回 転 30 分 間 水 冷 下 に 遠心 し , 透明 に な っ た 上 清 を ピペット で 吸い 
29, pH 8.6 に 調整 し た 上 carbowax 1500 で 濃縮 する 。 か くし て 得 た 試料 に つき 沢 紙 電 気 
涼 動 法 を 行 5 。 装置 は Grassmann u. Hannig 型 , 緩衝 液 は さ ロ ナー ル (pH 8.6, イオ ン 測 
HE=0.6), 泌 紙 は 東洋 汽 紙 No. 51, 涼 動 条件 は 電圧 200 volt, 電流 0.2 mA/cm, 15 時 間 涼 
動 で ある 。 染色 に は Amidoschwarz 10B に よる Pucar 変 法 を 用 いた 。 な お 組織 泳動 図 は 
同時 に 並行 涼 動 し た 血清 の 各 分 記 に 従っ て 分 割 し た 。 
今回 は 人 胃癌 組織 可溶性 入 白 の 沢 紙 電気 涼 動 分 析 を 主 目的 と し , これ に 若干 の 胃潰瘍 , AK 
並び に 対照 と し て 視診 触診 上 MM) と 考え られ る 胃 粘 膜 組織 可溶性 任 白 の 泳動 分 析 を 行い , 
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その 成績 を 報告 する 。 

1) 胃 切 除 術 例 に お ける 「 健 常 」 胃 粘 膜 組織 可溶性 箇 白 を 男 19 Al, 女 7 例 に つい て 検 する 
に , 各 分 司 値 は それ ぞ れ か な り 動 揺 が 強い が , 両性 間 に 著 差 を 認め な か っ た 。 こ の 成績 を 判 検 
例 4 例 に お ける それ と 比較 する に , その 成績 は よく 一 致し た 。 

2) 胃 粘 膜 組織 邊 白 抽出 液 の 種々 条件 下 に お ける 保存 の 経時 的 変化 を 6 AIC TRIS 
に , 真空 下 0C, 好 気 的 条件 下 OC 保存 で は ほとん ど と 変化 し な か っ た が , トリ プシ ン 加 OC 
の 好 気 的 条件 お よび 37°C の 好 気 的 条件 下 で は 48 時 間 あ る い は 72 時 間 で すでに 7 グロ ブリ 
ン の 増加 を 認め た 。 

3) 胃 切 除 術 を 行っ た 胃癌 17 例 に つい て 胃癌 並び に 近傍 | 健常 」 粘膜 と 血清 を 並行 涼 動 し 
て その 関係 を 見 る に , 胃癌 で は ほとん ど 全 例 に アル プ ミ ン の 減少 ,。 a グロ プリ ン の 増加 を 示 
し , また 大 部 分 に a グロ ブリ ン の 増加 を 認め た 。 血清 で も m グロ ブリ ン は 全 例 に 増加 し , 
該 分 誠に つい て 冶 組 織 蛋 帳 と ほぼ 並行 性 を 認め た 。 

4) 胃 切 除 術 を 行っ た 胃潰瘍 7 例 に つい て 胃潰瘍 縁 並 びに 近傍 [健常 」 粘膜 を 比較 する に 前 
者 は アル プ ミ ン , a グロ プリン が 一 般 に 低下 し , 7 グロ ブリン が 増加 を 示し , MARA OW 
行 性 は 認め な か っ た 。 

5) 姜 縮 性 胃炎 例 の 切除 骨 に つい て 近 矯 [健常 」 粘膜 と 比較 する に 前 者 は 胃癌 組織 と 同様, 
a m グロ ブリ ン の 増加 。 ア ルプ ミン , 7 グロ ブリ ン の 減少 を 認め た が , 血清 重 白 と の 並行 性 
は みみ られ な か っ た 。 

以上 の こと か ら 組 織 可 溶性 重 白 の 涼 動 上 胃癌 と 胃潰瘍 に は 明確 な 差異 が ある が , AML BH 
性 胃炎 の 相似 性 に つい て は さら に 追求 し た い 。 


附 議 
立川 動 : 胃癌 加 者 に お ける 組織 蛋白 の 研究 を 行っ て いる の で 追加 発言 し た 。 方 法 は ミク ロキ ー ル ダー ル 
法 を 応用 し まし た 。 

胃癌 浸潤 の な い 胃 粘膜 部 を 胃潰瘍 例 の それ と 比較 する と 瘍 例 で は albumin が 多く , globulin で は a- 
Gl の 増加 と B-Gl の 減少 が 著しい こと を 知り まし た 。 肝 に お ける 比較 で は 胃癌 例 は albumin が 多い 傾向 
を と り globulin で は a- お よび g-G1 の 増加 を 認め まし た 。 こ れ を 腫瘍 部 の 組織 悼 白 と 比較 し て みろ ます 
と , 腫瘍 部 で は albumin が 少く , globulin で は a-Gl の 増加 が 特徴 的 の よう で あり ます 。 な お これ ら に 
つい て は 胃液 分 泌 機能 お よび 組織 化学 的 に 検索 中 で あり ます 。 
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76. 悪性 腫瘍 組織 中 に 人 各 まれ る 細胞 分 裂 促進 物質 に 
就 い て (第 時 報 ) 
伊藤 英太郎 , 福井 務 , 青木 行 俊 (大 阪 大 学 医学 部 附属 癌 研究 所 ) 
Mitosis Promoting Substance Found in Malignant Tumours. II. 


EITARO ITO, TSUTOMU FUKUI, YUKITOSHI AOKI 


発育 の 迅速 な 悪性 腫瘍 組織 に は 多数 の 細胞 分 像 像 を 認め , また それ に 隣接 する 組織 に こも, し 
ば し ば 異 常 な 細胞 増殖 の 像 を 観察 する こと が で きる 。 こ の よう な 事実 か ら 悪 性 腫瘍 の 組織 中 に 
は 細胞 分 裂 を 促進 する 何等 か の 物質 が ある の で は な いか と の 推定 の 下 に , か か る 物質 の 探 完 に 
着手 し た 。 こ れ に 類する 研究 は Lettr&, 小川 等 に よっ て も な され て いる が , ある 程度 か か る 物 
質 の 存在 を 推定 し 得 た に 止 る 。 

われ われ は , 第 58 回 日 本 外科 学会 総合 に お いて 発表 し た 如く , Bullough の 実験 法 を 用 い 
in vitro C, ある 種 の 悪性 腫瘍 組織 (seminoma 3 FE 例 , teratocarcinoma 3 症例 ) の 抽 
出 液 の 性 定 分 割か が マウ ス 耳 片上 度 細胞 に 対 し て 細胞 分 裂 促進 的 に 作用 する こと を 認め た 。 

今 向 は 細胞 分 裂 促進 作用 を 検定 する 方 法 と し て , Bullough 法 の 他 に 組織 培養 法 を も 採用 し , 
今 ま で の 結果 を 追試 する と と も に , 該 物質 の 組成 を 師 完 し て いる 。 す な わ ち 組織 培養 法 と し て 
ix, Lime, BMG, tL OSE Me EL, 短 試 験 管 を 用 いて の 傾斜 ・ 静 軒 
培養 法 に て , 一 週間 培養 し , その 第 二 , U, 七 日 目 に クエ ン 酸 法 に より 細胞 核 数 を 計測 et, 
細胞 増殖 度 を 検 し た 。 

新しく 得 た 一 症例 精 上 皮 腫 の 食塩 水 抽出 液 よ り 分 離し た , エタ ノ フール 30-70 Ar CHUB 
する 分 割 (S。 DH), 並び に 前 回 の 報告 に お いて Bullough 法 で 効果 を 認め 得 た 精 上 皮 腫 (G 
症例 ) の S。 DHX, 52% 牛 血清 を 含む YLT 培地 に 加え て L 株 細胞 を 培養 し , 培地 に S, 
分 割 を 加え な い 場 合 , ある い は Bullough 法 で 細胞 分 像 促進 効果 を 認め 得 な か っ た 和牛 正常 輸 丸 
Ss, HERAN LSA Ur. 結果 は , 2 症例 の S。 分 割 を 用 いた 場合 と も に 対照 に 
比べ て , 約 20~40% の 細胞 数 の 増加 が 認め られ た 。 こ れ は 推計 学 的 に 有意 の 差 で あっ て, Mi 
分 割 は 上 記 の 匿 養 条 件 に お いて 葉 株 細胞 の 増殖 に 対 し て 促進 的 に 作用 し た も の と 考え られ る 。 
また 同 分 割 の 濃度 (0.5 mg/cc, 0.1 mg/cc, 0.02 mg/cc, 0.004 mg/cc) と 増殖 促進 作用 と の 関 
係 を 検 し た と ころ , 0.1mg/cc, 0.5 mg/cc に お いて 促進 的 に 働き , 特に 前 者 に お いて 効果 は 
最大 で あっ た 。 

な お 現在 上 記 S。 分 割 の エー テル 抽出 物 , 実験 腫瘍 (テッ テ 腹 水 肝癌 ) の 硫 安 分 割 , 核酸 分 
Bl, お よび 脂質 分 割 に つい て も 検討 を 加え て いる 。 (文部 省 科 学研 究 費 に よる ) 
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附 議 

SMM : 腫瘍 以外 の 組織 に 有効 物質 が ある か 否 か を 正 営業 丸 以外 に つい て 観察 され た か 。 

伊藤 英太郎 : 検討 致し まし た 腫瘍 が 峡 丸 の 腫瘍 で ご ざい まし た の で ,。 それ と 比較 致し ます た め に , FER 
業 丸 を 使用 致し た も の で あり ます 。 その他 , 正常 肝 組 織 か ら 得 まし た 同 分 割 に も や は り , 増殖 促進 効果 を 
認め 得 ま せん で し た 。 





77. 吉田 肉腫 細胞 の 分 裂 促進 性 化学 物質 2 種 に つい て 
小川 BOA 
Two Chemicals Promoting Cell Division in the Yoshida Sarcoma Cells 


YOSHITO OGAWA 


(National Institute of Cenetics, Misima) 


Two chemicals were found by the writer to be effective as mitotic stimulants 
on animal cells. One is kinetin and the other is Na-glucuronate. 

Kinetin (6-furfurylaminopurine) was isolated by Miller et al. from herring 
sperms as a stimulant on plant cell mitosis. Injecting the solution of kinetin 
into the abdomen (most effective dose is 0.15mg/100g. body weight) of rat 
(Wister) immediatly after transplantation of Yoshida sarcoma, a significant increase 
(1% level) in the frequency of mitotic figures were found in the tumor cells after 
120 hrs. Thus I found a case in which kinetin can induce a hight rate of 
multiplication in animal cells as well as in plant cells. 

Na-glucuronate is known as a growth promoting substance in animals. My 
investigation deals with the effect of Na-glucuronate on the mitotic activity of 
sarcoma cells by the same method as in my experiment with kinetin. When a 
solution of Na-glucuronate was injected (most effective dose is 750 mg/100 g. body 
weight), a significant increase (1% level) in the frequency of mitotic figures was 
found in the tumor cells after 96 hrs. 

Further, in order to examine the relation between kinetin and Na-glucuronate 
in the promotion of cell division, the effect of combined treatment with these 
two chemicals was investigated using the same method as in the above experi- 
ments under the most effective dose. But no statistically significant difference 
was detected between separate and combined treatments by these two chemicals. 

These results indicate that kinetin and Na-glucuronate do not interact in 
promoting divisions in the sarcoma cells. 

附 議 
神前 五郎 : 2 つの 点 に つき 御 伺い し ます 。① Kinetin を 与え て 3-5 日 目 に 始め て 効果 が 現われ る 点 で す 
as, Lettré, 遠藤 の 報告 は し ば らく お く と し て 。, 効果 の 認め られ た と いう 「 ゾ ウリ メ ムシ 」 の 培養 実験 。 あ 
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る い は 人 細胞 の 培養 の 実験 で も , 与え て すぐ 効果 が 出 て いま す 。 ま た 演者 の 御 発表 で も Kinetin の 直接 的 
の 作用 で ある と 述べ て お られ ます が , その 5 日 目 に 効く と いう 点 を どの よう に 御 考え に な られ ます か 。 

② 促 進 効果 の 検定 法 に 関す る 質問 で す が , KKinetin は 吉田 肉腫 細胞 の 核分裂 に 要する 時 間 を 延長 させ な 
いで し よう か 。 と いい ます の は interphase の 長 さ が 同一 で あり まし て も , prophase より telophase ま 
で が 同一 の 割合 で 長く な れ ば ,。 mitotic rate も 上 昇 す る か ら で す 。 
島 菌 順 雄 : Na-glucuronate の 効果 に 近似 の 物質 に つい て 観察 せら れ た 結果 を 承り た い 。 
7KIR SRR: Na-glucuronate が 古く か ら 動 物 成 長 因子 と し て 知ら れ て いた と ある が , いつ 頃 か ら 誰 が いい 
始め た の で し ょ よう か 。 
小川 門人 : Kinetin の 作用 は 投与 量 と 投与 後 の 録 察 時 期 を 細か く 取 っ て 詳し くし ら べ な けれ ば な ら た な い 。 
最適 量 を 越え る と むし ろ 分 裂 抑 制 を 示 し , 少量 に 過ぎ て は 作用 が あら われ な いか ら で あ る 。 

分 裂 速度 に は 変化 を 与え を な い 。 

Na-G1 の 類似 体 に 関す る 作用 も と も に 調査 し て いる が これ に つい て は 近く 報告 する 。 一 般 に これ ら は 分 
散 度 が 高く 統計 学 的 に 有意 義 の 差 が で な いよ う で ある 。 

イィ モリ の 植物 根 の 形成 を 促進 さき せる こと が すでに 報告 され て いる し , 最近 わが 国 に お ける 同 方 面 の 業績 
が グル クロ ン 酸 研究 会 (東大 楽 学部 ・ 薬 品 分 析 化 学 教室 ) に お いて 多く 報告 され て いる 。 





78. 腫瘍 細胞 の ABO WER» 
徳岡 俊次 , KK 和 
A and B Antigens of Tumor Cells 


SHUNJI TOKUOKA, HITOSHI NAGASUE 
(Second Sugical Department, Yamaguchi Medical School) 


Malignant tumors and various epithelia in 30 patients of groups A, B, AB and 
0 have been studied by the antibody adsorption test and the mixed erythrocyte 
epithelial cell agglutination test (Coombs et al., 1956), in which human AB serum 
(Kay, 1957) was used in place of inactivated rabbit serum, with respect to the 
deviation of antigens in tumor cells. 

All suspensions contained little or no cell debris. 

Normal epithelium of the gastric mucosa, endometrium and skin in 13 patients 
gave the strongly positive agglutination. Gastric cancer (7 cases) gave the 
strongly positive results in 4 well-differentiated tumors, while 3 poorly differ- 
entiated tumors gave the reduced positive and weakly negative results. The 
results in uterine cancer (5 cases) were almost the same as those in the gastric 
cancer. Breast cancer and maxillary cancer (total 3 cases) gave the strongly 
positive results. Grawiz’s tumor, in which tumor cells were isomorphic and 
poorly differentiated, gave the reduced positive and weakly negative results. 
Glioblastoma multiforme in a patient of group B gave the moderately positive 
results against both A and B sera in the antibody adsorption test. 

From our clinical and histological findings of the malignancy of tumors the 
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deviation of A and B antigens in tumor cells may be not concerned with the 
extent of infiltration or metastasis, but only with the grade of undifferentiation 
of tumor cells. It is suggested that the undifferentiated tumor cells may contain 
both A and B antigens, and may come to contain only one or no antigen with 
progress of differentiation. 





79. FARRAR KENNE EB & OAR(E FI AERC BST SFE 
朝比奈 勝 (岡山 大 学 医学 部 陣内 外科 教 


Biochemical Differences of Gastric Cancer Tissues Between 
the Greater and the Lesser Curvature 


MASARU ASAHINA 


胃癌 と くに Borrman II 型 の 胃癌 に お いて は , (MODE TI AB HER EZ XL, 
大 組 側 で は 限局 性 の 境界 を 形成 する も る の を 多く みる が , その 反対 に 大 組 側 辺 縁 部 が 浸 潤 性 で 小 
姓 側 が 限局 性 に 境 さ れ て いる 例 は ほとん ど 認 め ら れ な い 。 ま た 胃炎 より 発生 する 浸潤 型 の 胃 閣 
(ISLA LAGI DO BETS. か か る 事実 か ら 大 星 側 と 小 比 側 と に お いて は 癌 腫 の 発育 に つ 
いて な ん ら か の 相違 が ある の で は な いか と 考え て , これ を 生化 学 的 に 明らか に せん と し た 。 

1) 切除 胃癌 標本 を 肉眼 的 に 限局 型 (14 A), 浸潤 型 (26 fl) の 2 和 群 に わけ , 各 群 に つい 
て その 大 , 小 夫 側 を それ ぞ れ 閣 部 お よび 癌 隣接 部 の 4 部 に わけ , また 対照 群 (18 例 ) と し て 
は 部 以 外 の 胃 疾 患 に て 切除 され た 胃 標 本 を 大 , NND 2 部 に わけ て 試料 を 採り 実験 に 供し た 。 
Warburg 検 圧計 に より , 常 法 に 準じ て それ ぞ れ の 組織 呼吸 , 好 気 性 解 稿 作用 , 嫌気 性 解 糖 作 
用 を 60 分 間 の O, 消費 量 お よび CO, 発生 量 で 測定 し た 。 

実験 成績 一 組織 呼吸 : 癌 部 は 両 型 と も に 対照 群 と 同様 に 大 寺 側 > 小 緒 側 。 癌 隣接 部 は 両 型 と 
も に 大 , 小 組 側 に 有意 差 を 認め ず 。 

好 気 性 解 糖 作用 : 癌 部 は 限局 型 で は 大 , 小 緒 側 に 有意 差 を 認め ず , 浸潤 型 で は 対照 群 と 同様 
に 大 組 側 と 同様 に 大 箸 側 ぐ 小 緒 側 , 癌 隣接 部 は 両 型 と も に 大 緒 側 ご 小 緒 側 。 

嫌気 性 解 糖 作用 : 癌 部 は 限局 型 で は 大 組 側 > 小竹 側 。 FY CIA I<  G, EB 
+ 両 型 と も 対照 群 と 同様 に 大 , MMIC AEE BST, 

2) 胃癌 (13 fl) の 閣 部 お よび 対照 群 (10 例 ) を それ ぞ れ 大 , NED 2 部 に わけ て 試料 
を 採り 実験 に 供し た 。0.02 Mol 6-phosphogluconate を 添加 し , 37.5°C 60 分 間 incubate 
せる 後 Bial の orcinol-test に より 発色 せしめ , Beckman の spectrophotometer に て 比 
色 し , incubate 前 後 の 五 炭 糖 量 を 測定 し た 。 
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実験 成績 : 韻 群 お よび 対照 群 の 大 , NEL LIT, incubate に より 一 炭 糖 の 増加 を 認め 。 
incubate 後 の 婚 炭 糖 生成 量 の 増加 率 は , 癌 群 は 対照 群 より , Me MitAMHL 0 も 大 で あ 
り , また incubate FOAL, 癌 群 は 対照 群 よ り , ENT AMAM EO GP Co To 


80. DAB 肝癌 発生 過程 の 生化 学 的 並び に 組織 化学 的 研究 
海老 名 敏明 , 佐藤 和男 , 岡村 伸子 , 渡辺 彰 (東北 大 学 抗 酸 菌 病 研究 所 ) 


Biochemical and Histochemical Studies on the 
DAB-Hepatocarcinogenesis in Rats 


TOSHIAKI EBINA, KAZUO SATO, NOBUKO OKAMURA, 
AKIRA WATANABE 


正常 細胞 と 韻 細 胞 と の 間 の エネ ルギー 生成 反応 の 本 質 的 差違 は 何処 に ある の だ ろう か 。 
Warburg に よれ ば 正常 細胞 の ミト ュ ン ドリ ア の 呼吸 能 に 欠陥 を 生じ , 解 酔 が これ に 置き 換 っ 
て エネ ルギー 供給 に 主 位 を 占め る に 到 り , 細胞 は 癌 と し て の 無制限 な 増殖 を は じ め る と い 5。 

方 Weinhouse は glucose-C™ を 用 い 癌 細胞 で も 酸化 機構 に 欠陥 は な いこ と を 証明 し て い 
る 。 わ れ わ れ は 特に 細胞 内 の 微細 構造 単位 と の 関連 に お いて これ ら の 点 を 中 心 に 検討 すべ く , 
ラッ テ (体重 約 2008, HERS) を DAB 添加 米 , 野菜 お よび 水 で 飼育 し , 肝癌 発生 過程 の 肝 
に つい て 組織 学 的 所 見 と 対応 させ つつ , 細胞 分 割 の 生化 学 的 検索 並び に 電子 顕微 鏡像 の 観察 と , 
あわ せ て 二 三 の 組織 化学 的 検討 を 加え て いる が 現在 まで に 得 ら れ た 知見 を 報告 する 。 

(1) Schneider-Hogeboom の 方 法 に 従っ て , 摘出 せる 肝 細 胞 よ り ミ ト ュ ンド リア お よび 
マイ クロ ゾー ム を 分 離し , その 一 部 に つい て micro-Kjeldahl 法 で N 量 を 測定 し , 一 方 超 薄 
WIL SF GBR BR Lice. DAB 投与 後 6 ヵ月 の 硬 変 肝 , sarcoma 180 腹水 癌 細 
胞 と も に ミト ュ ン ドリ ア は 析 円 形 の 典型 的 な 像 を 呈し cristae も か な り よ く 保 全 さ れ て いた 。 
マイ クロ ゾー ム は ほぼ 円 形 の 小 胞 様 構造 で RNA OPK L Bnd DV SRH AN DD 
る rough type に 属す る と 思わ れる 。 正常 肝 と の 間 に 著 明 な 差 は み ら れ な か っ た 。 

(2) 同上 の 方 法 で 分 離せ る ミト ュ ン ドリ ア TCA の サイ クル 基質 酸化 能 を Warburg RIE 
法 に より 比較 し た 。 

a) 内 部 呼吸 は 正常 肝 , DAB 肝 お よび sarcoma 180 と も に 極め て 低い 。 

b) 基質 添加 に よっ て CO 消費 は 一 様 に 高め られ る 。 

c) DAB 肝 で は 正常 に 比べ て O, 消費 は 低下 し て お り , sarcoma 180 で は さら に 低い 値 
を と る 。 
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d) し か し 特に ある 基質 に 対 し て 酸化 能 を 失 5 と いう よう な 質 的 な 差異 は 全く 見 られ な か っ 
Ko 

e) ュ ハ ク 酸 以外 の 基質 酸化 は DPN Am ı-TELSKESNZ LA BC 
る DPN 効果 は 他 の 報告 ほど 顕著 で な か っ た 。 

(3) PAS 反応 は 比較 的 早期 よ り 減弱 消失 し , 次 いで リパーゼ 反応 の 減弱 が み られ , 27 
酸 脱 水素 酵素 反応 は 一 時 元 進 す る も の も ある が , 概して 減弱 の 傾向 を 示 し た 。 

(4) な お 神前 教授 の 方 法 に より , 氏 の マリ グ ノ リ ピン を DAB 投与 ラッ テ 血 液 より 検出 し 
た 結果 , 正常 ラッ テ で は 陰性 , 肝硬変 像 を ボ す に 到 っ た も の で も な お 陰性 で あり , 肉眼 的 に 明 
ら か に 肝癌 の 見 られ た 一 例 で は 陽性 で あっ た が , その 他 に つい て は 現在 追求 中 で ある 。 





81. アミ ノア ゾ 色 素 の 発癌 機構 の 研究 1. 
ヂ メ チル アミ ノア ゾ ベ ン ゼ ン (DAB の 代謝 と 発癌 と の 関係 
寺山 宏 (RA, 理学 部 , 生物 化学 教室 ) 


Studies on the Mechamism of Carcinogenesis by Aminoazo Dyes 
I. Metabolism of Dimethylaminoazobenzene 
(DAB) and Carcinogenesis 


HIROSHI TERAYAMA 


ヂ デメ チル アミ ノア ゾ ベ ン ゼ ン (DAB) に よる ラッ テ 肝 癌 の 発生 に お いて , DAB が まず 肝 細 
胞 内 で 代謝 され , その 際 あ る 種 の 代謝 中 間 段階 に お いて , 細胞 内 の ある 種 の 蛋白 質 と の 間 に 色 
素 策 白 の 結合 が か 生ずる こと が , 細胞 の 正常 な る 生理 機能 を 阻害 し , 延 い て は その 閣 的 変異 を 誘 
起す る 原因 で あろ うと の 想定 の 許 に , この 種 の 発癌 機構 の 解明 を 目的 と し て 研究 を 始め た 。 
DAB に ょ よる 発癌 は 非常 に 狭い 特異 性 を も っ て いて , 動物 と し て は ラッ テ の し か も 肝臓 の み に 
特異 的 に 癌 を 起 さ せる 性 質 の も の で ある 。 こ の よ 5 な 特異 性 が 何 に 帰 因 する か を まず 調査 し た 。 
GYF, マウス, モル モッ ト , ヒト 等 の 肝臓 ホモ ジェ ネー ト に つい て , DAB を 基質 と し て そ 
の 代謝 を し ら べ た と ころ , ラッテ が 最も 吐 ん に DAB を 代謝 し (DAB の 減少 を 測定 す ), + 
ウゥ ウス が これ に つぎ , モル モッ ト や ヒト で は か な り 有 弱い こと が 認め られ た 。 ま た ラッ テ に つい て 。 
FB Mm SLO DAB 代謝 能 を 比較 し た と ころ , 肝臓 が 圧倒 的 に 強く , DR, Rite 
に つぎ 時 丸 で は ほとん ど 活 性 は 認め られ な か っ た 。 ラッ テ 肝 の DAB 代謝 能力 は 飼料 等 に より 
か な り 変 化す る も の で 白米 で 長期 に 飼育 し た も の は , 標準 固形 飼料 で 飼養 し た も の に 比 し て 活 
性 が か な り 低下 する 。 ま た 20-50mg の DAB を ゾン デ で 一 回 殺 与 後 3 日 目 , また は DAB 
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を 0.06% に 含む 白米 で 長期 飼育 し た ラッ テ で は , DAB 代謝 能 は 著しく 低下 する こと が 認め ら 
hi. DAB の 代り に MAB を 与え た 場合 に は それ ほど 代謝 能 の 代 下 は 認め られ ず , AB で 
は 却って 代謝 能 が わずか な が ら 増 大 する こと が 認め られ た 。 こ れ ら の 事柄 は 発癌 と DAB の 代 
謝 の 間 に 密 接 な 関係 の ある こと を 物語 り , Ric DAB の N-CH。 の 代謝 が 重要 な こと を 示す 
も の で あろ 3。 

今後 DAB に 関す る いろ いろ の 代謝 (酸化 的 脱 メ チル 。 水 酸化 お よび アゾ 基 還 元 ) の 個々 に 
つい て さら に 研究 し, これら と 発癌 の 関係 を 追求 し た いと 考え て いる 。 

(文部 省 科 学研 究 費 に よる ) 


82. アミ ノア ゾ 色 素 と 血清 蛋白 質 と の 結合 の 研究 
草 間 鹿 一 (RA, 理学 部 , 生物 化学 教室 ) 
Studies on the Binding of Aminoazo Dyes with Serum Proteins 


KEIICHI KUSAMA 


ネズ ミ に 発癌 性 の アゾ 色素 デ ォ チル アミ ノア ゾ ベ ン ゼ ン を 投与 する と , 色素 は 肝臓 蛋白 質 と 
結合 し ,。 いわ ゆる “polar dye "を 生成 する こと は よく 知ら れ た こと で ある が , 肝臓 以外 で 
は , 血液 中 に も 少量 の polar dye が で きる と Miller ら は 報告 し て いる 。 血液 中 の どの 分 割 
の 重 白 質 に 色素 が 結合 する か を 調べ た 。 

3- メ チル -4- ジ メチル アミ ノア ゾ ベ ン ゼ ン (3’-Me-DAB と 略す ) を , 25mg/cc の 割合 で 
オリ ー プ 油 に 溶解 し , ゾン デ 法 で lee 胃 に 注入 し , 一 定期 間 の 後に 心臓 より 血液 を 取る 。 遠 
心 に より , 血清 を 集め , 同 量 の 202 トリ クロ ル 酢 酸 (TCA と 略す ) を 加え , その 沈 汰 を 数 回 
10% TCA 溶液 で 洗 激 後 , 無水 エタ クノール で 抽出 する 。 エ タ ノ ー ル 溶液 を 一 夜 流水 中 で 透析 す 
HL, エタ ノー ル は 水 と 置き 換 っ て し ま う 。 こ の 水溶 液 を 凍結 乾燥 する 。 凍結 乾燥 し た 試料 は 
水 に 容易 に 溶け , 血清 アル プ ミ ン と 同じ よう な 性 質 を ボ す 。 中 性 で は 405 me に 吸収 極大 を 
示す が , 7 NHC1 溶液 中 で は 515 mu に 極大 を 示す 。 ゾン デ 後 3 日 目 の 血 清 ア ルプ ミン 中 に は , 
100mg に つき 7.57 の 色素 が 結合 し て いる こと に な る よう な 割合 で ある 。 た だ し 分 子 吸収 係 
数 は 3’-Me-DAB の を 使用 し た 。TCA 溶液 で 沈 肖 し た 分 割 (大 部 分 が グロ ブリ ン ) は , MR 
性 に し て も 白色 で , ほとん ど 色 素 の 存在 を 示さ な い 。 

血清 アル プ ミ ン 中 の 色素 の 量 的 変化 や , 正常 血清 アル プ ミ ン と の 電気 涼 動 そ の 他 の 性 質 の 比 
較 な ど に つい て 述べ る 。 (文部 省 科 学研 究 費 に よる ) 
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附 議 
平井 秀 松 TCA に よっ て 分 離 精製 され た fraction が alb. で ある と いう 5 証明 は ? われ われ の 実験 で 
は TCA 変性 に よっ て 抗原 性 の 変化 を 認め て いる が 危険 な 方 法 で は な いか 。 

草間 慶一 Albumin の preparation に つい て アル ュー ル 法 native で ある か どう か の test は 行っ て な 
ぃ い 。DNP 法 , 電気 泳動 図 で は , 硫 安 法 で 得 た も の と , 差異 が 認め られ な か っ た 。 

MMF IW: 血清 中 で polar dye が つく る の は , 主として アル プ ミ ン 分 割 と され まし た が , 肝 で 色素 が 結 
合 す る の は 主として h- RA (Miller) と いわ れ て いま す 。 この 両者 の 関連 性 に つい て どの よう な 見 解 を 
お 持ち で すか 。 

草間 慶一 : 肝臓 の 上 清 液 中 の 色素 結合 衝 白 質 fraction は 電気 泳動 的 に 遅い が , albumin は 早い 和 蛋白 
で ある が , この 両 悼 白 の 関連 に つい て は , 現在 充分 な 説明 を 考え て いな い 。 

島津 #:1 従来 多く の 研究 者 の 報告 に よる と 血清 中 に は bound dye は ご < 微量 し か 存在 し な いこ と 
が 知ら れ て いる 。 演者 の 報告 で は 大 量 の bound dye を 検出 し て むら れる が この 点 free の azo-dye (F 
に aminoazobenzene) の contamination は どの 程度 完全 に 行わ れ た か どう か 。 

2. また bound dye の 形成 は Hiver の microsomes で TPNH と O, OF§5OD Fic Sr tage 
れ て お り , われ われ が . stomach tube に よる DAB の 大 量 投 与 を 行っ た 実験 で も 投与 後 1 日 目 で は 肝 
soluble protein の bound dye は 少量 で ある こと か ら 考 え 合 わせ て も 演者 の 報告 され た よう に DAB 投 
与 後 1 日 目 で serum albumin 中 か ら 87 と いう 大 量 の bound dye が 分 離 で きた と いう こと は 納得 し が 
た い が 演 者 は どの よう に 考え て お られ る か 。 
草間 慶一 : 血 迷 中 に は 1 日 目 だ と か な り 多 量 の free dye が 存在 する の で , polar dye の 定量 に は 非常 に 
この 点 に 注意 し て 実験 を 行っ た 。 肝臓 中 の free dye は 中 性 水溶 液 で ベン ゼン で 振 と うす る と , 完全 に べ 
ン ゼ モン 相 に 移行 する が 血 邊 中 の も の は 不 完全 で ある 点 が , 非常 に 異 っ て いる 。 その た め お そ らく < OH 化 
され て いる の で あろ うと 思い , MOT YER test し た が , 塩酸 酸性 溶液 で 酢酸 テ エチル と 振 と うし た 
と き , 水 相 の 方 に 残る free dye は 現在 の と ころ 発見 され て いな い . し か し , MPO free dye と 思わ 
れる も の が アミ ノ 酸 と 結合 し た よう な も の な ら ば , polar dye と 一 緒 に な っ て し まう <。 





83. アミ ノア ゾ 色 素 の 発癌 機構 の 研究 愉 ラッ テ お よび マッ ウス 
の フォ ルム アル デ ヒ ド デ ヒド ロ ゲ ナ ー ゼ (FDH お よび キサ ンチ 
ン オ キン シン ダー ゼ (XO) 活性 の 比較 
大 塚 美智 子 , 寺山 宏 (東大 , 理学 部 , 生物 化学 教室 ) 
Studies on the Mechanism of Carcinogenesis by Aminoazo Dyes II. 
Comparison of the Formaldehyde Dehydrogenase and Xanthine 
Oxidase Activities of Livers Between Rats and Mice and 


Effect of the Aminoazo Dyes Administration 
on the Enyzmatic Activities 


MICHIKO OTSUKA, HIROSHI TERAYAMA 


DAB の 代謝 の うち N- メチ ル の 代謝 が 一 番 発癌 に 関係 か ある よ うぅ に 思わ れる 。 N- メ チル 
は 肝 細 胞 の ミク ロ ゾ ー ム に お いて 酸化 され (TPNH お よび 0O。 を 必要 と す ) て まず フォ ルム 
アル デ ヒ ド ド に な る 。 こ の フォ ルム アル デ ヒ ド は さら に 酸化 され て , 最後 に は 炭酸 ガス と し て 排 
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注 さ れる けれ ども , その ご く 一 部 分 は , 恐らく 発生 機 の 状態 に お いて 色素 と 看 白 質 を 結合 さす 
メチ レン 基 と な る も の と 考え られ る 。 従っ て 発癌 と N- メ チル 基 の 代謝 を 論ずる 際 に は -N-2 
チル 酸化 酵素 (仮称 ) の 外 に , これ に よっ て 生ずる フォ ルム アテ アルデヒド を 変化 さす 酵素 系 の 両 
者 を あわ せ 考 える こと か 必要 と な る 。 マウ ス の 方 が テッ テ より も N- メ チル 基 の 酸化 能力 の 強 
いこ と が 認め られ て いる に も か か わら ず , マウ ス は ラッ テ に 比 し , 色素 復 白 結合 体 も 生じ 難く 
か つ 発 癌 も し に くい こと が 認め られ て いる 。 こ の 理由 を 調べ る 目的 で フォ ルム アル デ ヒ ド を 酸 
化す る 酵素 系 を 比較 し た と ころ マウ ス の 方 が ラテ ッ テ よ り も 知 か に 強力 ( 約 10 倍 ) で ちる こと が 
明か に され た 。 マ ウス で は 生じ た フォ ルム アル デ ヒ ド が 片端 か ら さ ら に 酸化 され る た め 結 局 。 
フォ ルム アル デ ヒ ド に よ ょ る 影響 が 現れ 難い の で あろ うと 差 当り 理解 され る よう な 結果 を 得 た 。 
アゾ 基 の 選 元 的 分 解 が キサ ンチ ン オ キシ ダー ゼ (XO) その も の に よっ て 起 る か 否 か は な お 多少 
疑 間 が 残っ て いる が , MV XO で ある と 考え て , XO 活性 を ラッ テ お よび マウ ス 肝 に つい 
て 比較 し た と ころ , 後者 の 方 が や は り 強 力 で あっ た 。 ラ テラ ッ テ の XO お よび FDA 活性 は 何れ 
も DAB の 投与 に よっ て , 著しく 減少 し た が , AB で は か よう な 減少 は 認め られ な か っ た 。 
ラッ テ の FDH 活性 は 殊 に 強く 低減 され た 。 マ ウス で は DAB に ょ よる 活 必 の 低下 は さほど 著 
し く な か っ た 。 

これ ら の こと は DAB 投与 に よっ て ラッ テ の 肝臓 の -N- メチ ル 基 の 代謝 に 著しい 変 化 の 生 
“る こと を 物語 る る の で ある 。 (文部 省 科 学研 究 費 に よる ) 





84. テ ゾ 色素 投与 ダイ ュ ク ネズ ミ の 肝 酵 素 の 渡 紙 電気 泳 


動 的 研究 
# ZI, 浅野 文 一 , 佐藤 永 雄 , 芦川 和 高 (昭和 医科 大 学生 化学 教室 ) 


Paper Electrophoretic Studies on Enzymes in the Liver of 
Rats Fed 4-Dimethylaminoazobenzene 


SANJI KISHI, BUN-ICHI ASANO, TSUNEO SATO, 
KAZUTAKA ASHIKAWA 


従来 正常 組織 と 癌 組織 の 酵素 を 比較 する 場合 に 両者 の 酵素 活性 度 を 単に 定量 的 に 論ずる こと 

が 多かっ た 。 癌 化 に あたっ て 酵素 が は た し て 本 質 的 に 母 組織 の その 酵素 と 相違 し て くる か ど ?5 

か を 泌 紙 電気 泳動 法 に よっ て 追 完 する こと を 企 て た 。 

実験 材料 に バタ エロ ー を 投与 し た ダイ ュ ク ネズ ミ 肝 を 選び , ホモ ジ エ ネ ー ト か 人 分 司 を 泊 紙上 

に 電気 涼 動 し , 後 妃 紙 を 多数 の 小片 に 切り , 各 小 片 を 酵素 源 と し て 活性 度 を 測定 し て グラ フ の 
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縦 軸 に 盛り , 横 軸 に それぞれ の 小片 が 切り と られ た 位置 を と っ て 活性 度 パ ター ン を 作成 し て 観 
察し た 。 

採り 上 げた 酵素 は コリン エス テラ テーゼ (D, 酸 フ ォ ス ファ ター ゼ (IS), アル カリ フォ ス フ ァ 
ター ぞ ゼ (IIA), アス ペラ ギ ナ ー ゼ (IID, グル タ ミ ナ ー ゼ (IV), ヒモ スチ ダー ゼ (V), リボ 核酸 デ 
ザ ミ ナー ゼ (VI), カタ ラテ ラーゼ (VII) で 反応 は 酵素 の 種類 に 従っ て 小型 試験 飼 あ る い は ュー ン 
ウゥ エイ 装置 を 選び , 反応 後 滴定 ある い は 比 色 に よっ て 定量 し た 。 

(I) は 原点 ( 難 泳動 部 ) に 明らか な 山 と , 涼 動 部 に 2 個 の 頂点 を も つ 低い 山 を 認め た 。 肝 閣 
ょ この パタ ー ン を 強調 し て 示 し た 。 (IIS) 原点 と 泳動 部 に 著しい 山 を 表わし た 。 FUCKS 
の 山 は 癌 化 に よっ て 和 失わ れる こと が 解っ た 。 (HA) 原点 に 低い 山 と 泳動 部 に わずか に 凸 曲線 を 
示す が , 癌 化 に よっ て 原点 の 山 は 鋭い ピー ク に 変る こと を 認め た 。 (ID) 正常 有 打 の パタ ー ン は 
原点 に 1 個 , 涼 動 部 に 2-3 個 を 示し た が , 癌 で は 涼 動 部 の 山 が 失わ れ た 。 (IV) 原点 に 高い 
山 と 泳動 部 に 低い 山 を 認め た が , 癌 で は 原点 の 山 が 著しく な る 。 (V) は 泳動 部 だ け に 鋭い ピー 
ク を も つつ 顕著 な 1 個 の 山 を 示 し た が 韻 化 し た も の は 失わ れ て いる 。 (VD の パタ ー ン は 彼 白 部 
全般 に わた っ て 台地 状 に 拡がっ た 曲線 を 表し た が , 病変 計 の パ ダ ー ン と 正常 肛 の それ と は 全く 
区 別 で き な か っ た 。 (VID 原点 に 1 個 の 山形 曲線 と 涼 動 部 に 1 個 の 山 を 示し た 。 し か し て 遠心 
沈 激 に よる 沈 湯 部 は 前 者 だ け を , 上 清 部 は 後者 だ け を それ ぞ れ 示す こと が 解っ た 。 癌 で は 特に 
後者 が 認め 難く な る 。 ( 婦 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 





8. DAB 発癌 過程 に お ける 二 三 化学 的 変化 に つい て 
水 HR 柳 (岡山 大 学 医学 部 生化 学 教室 ) 
Some Chemical Changes in Rats Fed p-Dimethylaminoazobenzene 


SHUNZI MIZUHARA 


正常 動物 に お いて は , その 臓器 , 組織 の 増大 は 不明 の 機構 に より 調節 され て いる が , Hei 
で は この 調節 作用 が 阻害 され て いる 。 発癌 過程 に お いて この 調節 作用 が 如何 な る 細胞 成分 の 変 
化 に より 如何 に し て 阻害 され る に いた る か を 知る こと は 癌 研究 の 最終 目的 の 一 つ で ある と 思わ 
れる 。 当 教室 に お いて は 以上 の 観点 か ら 発癌 過程 に お ける 動物 の 生体 内 に 起 る 化学 的 変化 の 内 
で 鉄 代 謝 に 関係 の ある 物質 の 変動 を し ら べ て 行く こと か ら 研 究 を 進め て いる 。 

DAB で rat を 飼育 する と 肝 catalase は 大 体 3 ヵ月 目 ま で は 正常 より や や 底 い 値 を 示す が 
5 ヵ月 以後 に な り 発癌 が 始ま る と , 癌 の 小さ い 間 は 非 癌 部 の catalase は 正常 ある い は それ 以 
上 で ある が , 韻 が 大 きく な る と , 非 癌 部 の catalase は 減少 する 。 
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肝 の hemosiderin お よび ferritin 鉄 は 3 ヵ月 目 ま で は や や 増加 し て いる が , 
月 以後 ) する と , 癌 の 小さ いと き は 非 部 部 の ferritin 鉄 は 正常 また は より 高い 値 を ボ し , Hh 
が 大 きく な る と 非 癌 部 の ferritin 鉄 は 正常 より 減少 する 。 そし て その 減少 度 は catalase の 
減少 度 と 比例 する 。 ascorbic acid お よび 銅 は 3 ヵ月 目 ま で し か し ら べ て いな い が , ascorbate 
は 正常 より 高値 を 維持 し , 銅 は 正常 より 底 い 値 を 保つ 。 

Riboflavin (B。) は 1 ヵ月 目 に は 正常 より 底 下 し , 3 ヵ月 目 に は 正常 と か わら な く な る 。 こ 
の 事実 は polar dye の 生成 が 1 ヵ月 前 後 で 極大 と な り , 以後 減少 する こと と 考え あわ せ て 興 
味 深い 。 す な わ ち DAB と B。 は その methyl group に より ある 種 の flavoprotein に 対し 
compete する の で は な いか を 考え させ る 。 そこ で rat を 2 群 に 分 け DAB と AB (amino 
azobenzene) で 飼育 し 1 週間 毎 に 1 ヵ月 間 尿 中 に 排 湯 され る B を 測定 し て みる と , AB 群 
る 正常 より は 多く の B, を 排 湯 す る が , DAB 群 の 方 が は る か に 多量 の B。 Hz. Li 
も その 排 浴 量 の 比 は , 寺山 の 測定 し た DAB お よび AB に よる polar dye の 生成 量 の 比 と 
ほぼ 一 致し て いる 。 ま た DAB で 発癌 し な い guinea pig で は B。 の 尿 中 排 湯 は DAB 投与 
で 大 し た 変化 を 受け な か っ た 。 以上 の 事実 は DAB が 結合 する 細胞 内 の 衝 白 は , ある 種 の 
flavoprotein で は な いか を 考え させ る が , この 点 は さら に 追求 する 予定 で ある 。 

な お , DAB 飼育 に より 邊 白 代謝 の 変化 が 当然 考え を られ る の で , Rf amino X pattern の 
変化 を Stein-Moore の 方 法 で し ちら べ て いる が , DAB 飼育 1 ヵ月 前 後 の 尿 中 に tyrosine と 
考え られ る peak が 一 つ だ け 高 く あ ら わ れる 。 し か し まだ 確認 され て いな い 。 あ る い は pipe- 
colic acid で ある か も 知れ な い 。 (文部 省 科 学研 究 費 に よる ) 
Bi 議 
森 和雄 : DAB は 酵素 毒 で ある 関係 上 発癌 過程 中 の 酵素 活性 度 の 変化 を 検討 する 際 に は , 動物 の 飼料 か 


ET DAB を 取り 除い て 数 日 後に 測定 する 必要 が ある 。 た と えば 私 共 は 折原 で DAB 投与 1 ヵ月 の 肝 
り タ ラー ゼ ぞ ゼ は 正常 肝 よ り も 上 和 廻る 活性 度 を 示す こと を みとめ て いる 。 





35 発癌 過程 の 免疫 化学 的 解析 
石川 大 刀 雄 , BOF, 建部 守 昭 (金沢 大 学 医学 部 病理 学 教室 ) 
Immunochemical Analysis of Experimental Carcinogenesis 
TACHIO ISHIKAWA, NOBUTATSU TAKAYANAGI, 
MORIAKI KENBE 


種 場 を 構成 する 和佐 白 組 成 の 特殊 性 は , 免疫 化学 的 に (agar double diffusion &, 免疫 電 


RAGES) 物理 化学 的 に ( 塩 白 滴定 法 , 電気 泳動 法 等 ) 指摘 する こと が で きる 。 こ と の こと に 
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BIL, 私 共 は すでに 人 の 悪性 腫瘍 , マウ ス の Ehrlich 腹水 癌 を 用 いて 実証 を 重ね て きた 。 I 
こ で は 韻 化 に 伴 ぅ 重 白 組成 の 転換 を (テッ ト の DAB HR) 同じ 方 法 を 用 いて 追跡 する こと と 
する 。 

120~150g の ラット に DAB を 混合 し た 飼料 を 与え , 発癌 過程 に お いて 経 期 的 に 必殺, 肝 
を 準 流 別 出し て , その 組織 像 と 対比 し つつ ,。 ベロ ナー メル 緩衝 液 (0.024 M, pH 8.1) 抽出 蛋白 に 
つき 検索 し た 。 

塩 析 滴 定 法 で 分 割 する と , 硫 安 飽和 度 に 応じ た 細か い 和 蛋白 分 布 曲線 が か を ん られ る 。 正常 肝 は 
0.15, 0.25 飽和 で 山 を 形成 し つつ 尊 次 増加 し , 0.43 飽和 附近 で 最高 の 峰 を つく り , その 後 は 
0.55 飽和 附近 で 多少 の 増加 は みとめ る が , 次 第 に 減少 低下 する 。 飼養 後 60, 90, 120 日 と 経 
る と 0.15, 0.25 飽和 沈 汰 分 割 が 次 第 に 減少 を 示し , 160-200 日 後に 形成 され た 肝癌 で は 低 
飽和 沈 混 分 割 が 極度 に 低下 し , これ に 代り 0.45~0.65 飽和 域 に お いて 著 し い 増加 を 示す 。 

同じ 材料 を zone electrophoresis に より 分 析 す る と , 正常 肝 で は 原点 か ら ( 十 ) 極 へ 向っ て 
著 明 な 3 個 の 峰 を みとめ る が , 癌 化 の 経過 と と も に ( 十 ) へ の 易 動 度 小 な る 分 割 が 次 等 に 低下 し , 
これ に 反し 易 動 度 大 な る 分 割 が 増加 する 。 肝癌 に 至る と この 関係 が さら に 極端 に な り , (HN 
強く 涼 動 する 分 割 の み が 顕 著 と な る 。 

次 に , この 変化 を Ouchterlony 法 , 免疫 電気 泳動 法 に より 抗原 分 析 す る 。 各 期 肝 抽 出 蛋 白 
に つき , adjuvant 法 で それ ぞ れ 抗 血清 を 調製 し , まず 交叉 反応 を 行っ た 。 抗 正常 肝 血 清 は 正 


g-G1 部 位 の 組成 が 著 明 で ある が , 肝癌 と の 反応 で は 微弱 な 数 個 の 沈降 帯 を 形成 する の みみ で あ 
So 逆 に 抗 肝癌 血清 を 用 いる と , 正常 肝 は 微弱 な 3-4 THO, 肝癌 で は 6-8 個 の 強い 沈降 帯 
を 形成 し , 特に a-Gl 部 位 に お ける pattern の 増強 が 顕著 で ある 。 こ の こと より 癌 化 と と も 
CHR AMR ORAS SOLA SACHS. 次 に 抗 肝癌 血清 を 正常 時 で 吸収 し て その 共通 因 
FERS, 肝 閣 組成 を 分 析 す る と , と た,es-,wi-G1 部 位 に 3 群 の 明瞭 な 沈降 帯 が 出現 する 。 さ 
ら に この 沈降 帯 を 過 ョ ヨー ド 酸 Schiff 法 で 染色 する と , qai-,ez-G1 部 位 の 肝癌 組成 は 強 陽性 を 
示し , ここ に 醒 重 白 体 の 関 生 が みとめ られ た 。 

次 に , 増殖 強い 肝 組 織 と し て , 幼 若 テッ ト 肝 お よび 再生 肝 に つい て 同様 抗原 分 析 し た が , そ 
れ ら の pattern は 肝癌 組成 と 明らか な 差異 を 有する こと を みとめ た 。 一 方 。 他 臓 器 抽出 物 を 
用 いて 分 析 す る と , 臓器 組成 中 に は 肝癌 組成 の 一 部 と 共 転 する 因子 が 含ま れる こと が 指示 され 
た 。 例 えば , 肝癌 組成 の 中 , 8-G1 MAOMMIS AIC, ai-G1 部 位 の 組成 は 腎 ま た は 血清 
組成 に も 含ま れる 。 

また , DAB 肝癌 を も つ ラ テット の 血清 に は 正常 血清 に は 存在 し な い 新た な 組成 が 出現 し , I 
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れ は 上 記 肝 閣 組 成 の ez-G1 部 位 の 組成 に 一 致す る こと が 証明 され た 。 





87. エチ オニ ン に よる 肝 カ タラ ー で 低下 と 鉄 代謝 
立岩 道 正 , 星川 信 (名 古屋 大 学 医学 部 附属 病院 分 院外 科 ) 
Reduction of Liver Catalase by Ethionine and Iron Metabolism 
MICHIMASA TATEIWA, SHIN HOSHIKAWA 
ARF -CPFOLARMAAICILEOT RRALAARHMT SRV, VVYLRL AM 
LTA, AMAL bE VY RLEVERSTIATCHARFI-UCOMPL HI ye Ns VY HIT 
ェ リ チン 分 割 の 減少 を 見 た が , 今回 は と チオ ニン に よる 肝 カ タラ ー ゼ の 低下 と 肝臓 鉄 の 関係 を 
調べ た 。ddN 系 雄 マ ウス を 2 週間 以上 CE-2 固 型 飼料 で 飼育 し , ER 6-8 週 の も の を 正常 
群 ,。 エチ オニ ン 群 すなわち 0.5% d1- エ チオ = ニン 加 CE-2 固 型 飼料 末 投 与 群 。 エチ オニ ン - 鉄 
群 す な わ ち 0.5% dH- エ チオ ニン お よび 1.0% クエ ン 酸 第 二 鉄 加 CE-2 固 型 飼料 未 投与 群 , 
お よび 鉄 群 す な わ ち 1.0% クエ ン 酸 第 二 鉄 加 CE-2 固 型 飼料 末 投 与 群 に わけ 4 週間 後に 断頭 
し 血清 総 息 白 , 血色 素 , 肝 カ タラ テー 活性 度 お よび 肝 ノ ン ・ ヘ へ ミン 鉄分 割 を 測定 し た 。 各 群 の 
体重 の 変化 を 見 る と 正常 群 が 4 週 後 に 約 4022 増 加 す る の に 対し て エチ オニ = ニン 群 , エチ オニ ンー 
鉄 群 は 著しく 約 2022 も 減少 し , 鉄 群 は 増加 は する が その 割合 が 正常 より 低く 約 2022 増加 し 
た 。 血清 総 集 白 , 血色 素 は 正常 群 で は それ ぞ れ 7.00 土 0.13 g22, 15.08 土 1.22 g2 で ある が エチ 
オニ ン 群 で は 著 明 に 低下 し それ ぞ れ 5.30 土 0.30 g22, 11.45 土 1.25g22 と な り エ チオ ニン - 鉄 群 で 
も 同様 に 低下 し た 。 鉄 群 で は 蛋白 の 軽度 低下 (6.83 土 0.07g2), 血色 素 の 低下 (12.66 土 0.69g%%) 
を 示し た 。 肝 カ タラ テラ ー ゼ は 正常 群 22.33 土 1.68 に 対し エチ オニ = ニン 群 で 著しく 低下 し 6.59 土 
0.73 と な り , エチ オニ ン - 鉄 群 で も 同様 で あり , また 鉄 群 で は 軽度 に 低下 し 19.05 土 5.13 で 
あっ た 。 肝 ノン ヽ ヘ ミン 鉄 は 正常 群 で Pr/Pi 全 1.63 で あり , エチ オニ ン 群 で は 総量 が 著 明 に 
増加 し 約 6.4 倍 と な り Pr, Pi が 特に 増加 する が Pr の 増加 率 が 著しく Pı/Pı=3.10 で 
あっ た 。 エ チオ ニン - 鉄 群 で は 一 層 の 増加 を 示し 約 10.1 倍 と な りや は り Pa, Pi が 著しく 増 
加 す る が Pr より も Pi の 増加 が 大 きく Pı/Pı 2.5 で あっ た 。 鉄 群 で は 総量 が 約 2.6 倍 
に 増加 し それ は 同様 に Pr, Pr の 増加 の た めで 特に の 増加 率 が 著しく Pı/Pı4.62 で あっ 
た 。 な お いずれ の 場合 で も Pr, Sm に は ほとん と 変化 が な か っ た 。 
体重 の 低下 , 血清 総 入 白 の 低下 に も か か わら ず エ チオ ニン 障害 に より 腸管 か ら 過 剰 に 吸収 さ 
れ た 鉄 の 大 部 分 が 特殊 鉄 息 白 体 た る フェ リ チ ン と し て 肝臓 に 著 積 する こと は 鉄 代謝 に お ける フ 
ェ リ チン の 意義 を 裏 附け る も る の で あり , また エチ オニ ン に よる 肝 カ タラ ー ゼ の 著 明 な 低下 , I 
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色素 の 低下 が 鉄 の 同時 投与 に よっ て 改善 され な いこ と か ら こ れ ら へ ュ ム 和 蛋白 は 肝 ノ クン ・ ヘ ミン 鉄 
と 直接 関係 が か な いこ と が 明らか で , トキ ッ ツ ホル モン に より 肝 カ タラ ー ゼ お よび 肝 ノ シン ぃ ・ ヘ へ ミン 
鉄 か 低下 し , それ が 鉄 投写 に より ある 程度 防止 され る こと と は 異 っ て いる 。 エ チオ ニン は 算 白 
代謝 を 抑制 する も る の で あり , 体重 の 低下 , 血清 総 重 白 の 減少 が 見 られ た こと か ら , エチ オニ ン 
(に よる へ ム 役 白 の 減少 は 重 白 の 代謝 異常 が 一 つの 因子 と な っ て いる と 考え られ る 。 

MH 

伊藤 一 二 : catalase 活性 低下 の 原因 と エチ オォ ニン に より 和 蛋白 体 の 合成 が 障害 され る と 結論 され て いる が , 
ferritin の 増加 し て いる 成績 を 示さ れ た こと に つい て , ferritin の 和 蛋白 体 の apoferritin の 合成 に 対し て 
は エチ オニ ン の 作用 を 如何 に 考え られ る か 。 

水原 爵 珍 := エ チオ ニン に よる 和 痢 白 合成 の 阻害 お よび fatty liver の 発生 は 8 rat の 場合 は 起 ら な い ,。 9 
の みみ 傷 害 が 起ち あと いう こと に な っ て いる が 。 

立岩 道 正 :1. エチ ォ ニ ン の 騰 臓 障害 に よっ て 鉄 の 腸管 か ら の 過剰 吸収 が 起 g あ の で は な いか と 考え ます 。 
2. 雌雄 の 差 に つい て は 検討 し ませ ん で し た が , われ われ の 見 た の は 4 週間 連続 経口 投与 礁 マウ ス の 場 
合 で 膝 臓 お よび 肝臓 に 組織 学 的 に 著 明 な 変化 の 起 っ た も の に つい て の 成績 で あり ます 。 


88. 煽 患 者 に お ける の -Aminolevulinic Acid Dehydrase 
に つい て そ 
立岩 道 正 , 石川 通夫 , 星川 信 (名 古屋 大 学 医学 部 附属 病院 分 院外 科 ) 
の 9-Aminolevulinic Acid Dehydrase in Cancer Patients 
MICHIMASA TATEIWA, MICHIO ISHIKAWA, SHIN HOSHIKAWA 

担 癌 生体 で は 肝 カ タラ ー ゼ , MAREAARAOMPAH SAICSNTWSAD, へ ム 合 成 の 
中 間 体 の 9-aminolevulinic acid (ALA) を porphobilinogen に 縮合 する 酵素 9-aminole- 
vulinic acid dehydrase (ALA-ase) に つい て は , 担 韻 動物 に お いて 小野 ら は 全く 障害 され 
て いな いと いい , Tsudy と Collins は ALA-ase が カタ ラー ゼ と 同じ よう に 低下 を きた す 
こと を 述べ て いる 。 わ れ わ れ は 了 臨床 例 お よび トキ ソ ホ ル モ ン 投与 マウ ス に つい て 本 酵素 の 活性 
度 を し ら べ 次 の よ うな 結果 を 得 た 。 

ALA-ase の 測定 は Gibson, Neuberger, Scott の 変 法 を 用 い , 資料 を 水冷 0.15 M KCl 
液 2cc と homogenize し , 遠心 後 上 清 液 1cc を 1/15 M MM buffer 2cc。 グルタチオン 
10mg と と も に 38°C 1 時 間 真 空中 で incubate し た 後 0.1M ALA 基質 溶液 0.33 cc と 混 
和 し さら に 38°C, 1 時 間 真 空中 で 反応 させ た 。 それ を 10% 三 塩化 酷 酸 液 と 混ぜ 飽和 硫酸 鋼 
液 2 滴 を 加え 10 PHRMA LULAKL ABO Ehrlich 氏 試薬 で 呈 色 させ Beckman 分 
光 光 度 計 を 用 い 552mz の 波長 で 最大 吸収 を 読ん だ 。ALA-ase 活性 度 の 単位 は 肝臓 室 素 100 
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mg また は 赤血球 1cc 当り の 1 時 間 に 形 成す る porphobilinogen units で ある 。 

上 腹部 外科 的 良性 疾患 々 者 を 対 照 と し て 韻 患 者 の 肝臓 ALA-ase 活性 度 と 肝 カ タラ ー ゼ を 
測定 し た と ころ , 閣 患 者 で は 肝 カ タラ ー ゼ の 低い も の は 肝 ALA-ase 活性 も 低下 の 傾向 が 見 
られ た 。 さ ら に 両 群 に つい て 術 前 お よび 術 後 2~3 週間 以上 経過 し た と き の 静 脈 血 の 赤血球 数 , 
MEK, MCA, 赤血球 ALA-ase 活性 度 を 測定 し た と ころ , 癌 患者 で は 術 前 赤血球 
数 , 血色 素 。 血清 総 入 白 の 低下 と と も に 赤血球 ALA-ase 活性 も 一 般 に 低下 し て お り , また 
対照 群 の 手術 前 後に 比 し て 瘍 患者 の 根治 手術 後に は 赤血球 ALA-ase 活性 が 増加 の 傾向 を 示 
し た 。 さらに 正常 人 赤血球 ALA-ase 活性 と これ ら 両 群 の 赤血球 ALA-ase 活性 と を 比較 し 


た が 対照 群 は 正常 群 と 大 差 が な い が 冶 患者 で は 低下 が 見 られ た 。 
次 に 正常 ddN 系 雄 マウ ス に トキ ソ ホ ル モ ン を 1 週間 連続 皮下 注射 し て 24 時 間 絶 食 さ せ 断 


頭 し 肝 カ タラ ー ゼ お よび 肝 ALA-ase 活性 を 測定 し た が , 肝 カ タラ ー ゼ は 正常 群 26.14 土 2.09 
AT ヵ 」 活 /100mg 室 素 に 対し て トキ ッ ホ ル モ ン 群 14.39 土 1.81 肝 [「 ヵ | 活 /100mg 窒素 と 著 し 
く 低 下 し た に も か か わら ず , 肝 ALA-ase は 正常 群 59.61 土 7.01 に 対し て トキ ッ ホ ル モ ン 辞 
57.19 土 6.92 と 有意 の 差 が な か っ た 。 

以上 の 成績 から だ け で は 癌 と ALA-ase と の 関係 に 結論 を つけ る こと 早計 と 思わ れる の で 
さら に 今後 検討 し た 上 で 報告 し た い 。 


附 議 

小野 哲生 : 私 ども が ALA の Er eat が 低下 し て な いと 報告 し まし た の は rhodamine sarcoma の 
場合 で 他 の 腫瘍 の 場合 に は い は 低下 が みとめ られ る の で は な いか と 考え ん られ ます 。 た だ ALA-ase が 
肝 内 で は 非常 に 活性 が 高 “yi WW な いし heme 合成 の rate limiting step に な ら な い の で は な い 
で し ょ うか 。 


7k SR: 9-ALA dehydrase は Cu-protesn で ある と いう こと に な っ て いる 。toxohormone は われ わ 
れ の 実験 で は Cu に は 関係 が な い 結果 に な っ て いる 。 し た が っ て Fe より も Cu の 関係 を し らち ら べ る べき 


TSB 





89. KIK 反応 に 関す る 研究 催 答 血性 の 機 褒 に つい て 
岩 鶴 竜三 , 溝口 輝彦 , CHER, 松尾 貞雄 , 和田 典之 
KIK Reaction: Studies of Its Mechanism of Anemia Induction 
RYUZO IWATSURU, TERUHIKO MIZOGUCHI, YUKIYASU HIROI 


SADAO MATSUO, NORIYUKI WADA 
(First Clinic, Medical Department of Wakayama Medical College Hospital) 


(I) Arginine and histidin, among the ingredients that are contained in KIK 
factor, were injected into rabbits and the follow up of the RBC count revealed 
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only a minor decrease of the number after the injection. Glucosamine and 
chondroitin, studied in a similar manner for ability to cause anemia and positive 
reaction was found although the effect was very transient. Maltose, mannose, 
galactose, saccharose, glycogen, dextrin and inurin were concluded to be negative 
for inducing anemia. 

(II) Approximately 10% reduction of erythrocyte number was experimentally 
recognized in rabbits given intravenous injection of India ink or treated with 
section of cervical spinal cord. Carbontetrachloride and olive oil were also potent 
in causing anemia when injected in the rabbits. 

KIK factor, when injected into rabbits that were previously treated with India 
ink injection, cervical cord block or splenectomy, did not have an apparent ability 
to induce anemia of any degree while a remarkable decrease of RBC was observed 
in the rabbits with liver degeneration due to CCl, administration. 

(III) KIK factor, 1.0mg, was found potent in human body in causing positive 
reaction of anemia by 10-15%. A factor taken from ascitic fluid of liver cirrho- 
sis, as a control, caused an inversed reaction increasing the erythrocyte count. 
Blood sugar, hemoglobin, hematocrit and eosinophils were observed to decrease 
by administration of KIK factor, while there were increase of water contents of 
red cells and serum protein. In the control group, there was a minor decrease 
of eosinophils, no variations in sugar level, an increase of IAV and no difference 
of serum globulin. 

Evans blue, 5cc, caused 7% anemia, minimum decrease of eosinophil count, an 
increase of sugar and IAV manifesting themselves in different patterns from 
those by KIK factor. 

Comparative studies between the stress by KIK factor and hypodermic effects 
of adrenalin, 0.3 mg, and 25 units of ACTH enabled us to conclude that they are 
of essentially different biological potentialities. 





90. 悪性 腫瘍 の 鉄 代謝 (第 1 報 ) 
山口 寿 , 石上 重行 , SPB, 池田 悦郎 (大 阪 大 学 微生物 病 研 究 所 附属 病院 内 科 ) 
Iron Metabolism on Malignant Tumor. (I) 


HISASHI YAMAGUCHI, SHIGEYUKI ISHIGAMI, 
NARAJI TERASHITA, ETSURO IKEDA 


韻 悪 液 質 の 発現 は 鉄 代 謝 の 異常 が 大 き な 要 因 を な す と 考え られ て いる 。 わ れ わ れ は 担 韻 生体 
に お ける 貧血 発生 機 序 を 鉄 代 謝 の 面 よ り 解明 する た め に 実験 的 腫瘍 に つい て , 貧血 の 発生 , 血 
清 鉄 。 臓器 鉄 量 の 消長 。Fe*% に ょ る 鉄分 布 , 吸収 , 排 港 等 に つい て 検 ベ た 。 す な わ ち 体重 130 
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巨 前 後 の ウ イス ター 系 ラッ テ の 皮下 に Walker 癌 を 移植 し 最低 5 匹 宛 を 一 群 と し た 。 KER 
は Wintrobe 法 に より , 騰 器 鉄 は 生体 溢 流 後に 行っ た 。 Fe は 試料 を 湿性 灰 化 後 シン チレ ー 
ショ ン 計 数 器 で 定量 し た 。 

〔 実 験 成績 〕 

I 腫瘍 は 移植 5 日 後 より 触 知 , 10 日 目 に 平均 1 瓦 , 14 日 20 瓦 , 21 日 目 10 瓦 程 
度 と な る 。 

H 血液 像 の 変化 , 赤血球 数 , 血色 素 量 は 移植 20 日 頃 より 低下 し 始め ,。 特に 後者 の 減少 が 
著しい 。 へ ヘマトクリット 値 も 低下 する 。 

I 預 清 鉄 量 は 貧血 の 発現 時 期 よ り も る 早く, すなわち 10 日 頃 よ り 低 下 し 始め 30 日 後に は 
正常 値 の 約 1/2 で ある 。 

VI 各 臓 器 鉄 量 は 移植 初期 に お いて は 肝 , 腫 に 一 過 性 の 軽度 の 増加 を 認め る が 10 日 以後 は 
減少 , この頃 より 骨 身 鉄 量 も 低下 し 始め 4 週 後に は 20~50% の 減少 を 示す 。 腎 に は 著 変 な し 。 
赤血球 鉄 量 は 3 週 目 より 低下 し 最高 約 25% の 減少 を 示す 。 一 方 腫瘍 部 の 鉄 は 単位 重量 で は : 
変 な い が , 全 鉄 量 と し て は 腫瘍 の 発育 に 伴い 著 明 に 増加 する 。 

次 に 腫瘍 の 発育 と 体内 鉄 の 分 布 の 変化 を みる た め に 放射 性 鉄 Fe*? (Fe5%C1。 2x10*c.p.m. & 
量 と し て 57) を ラッ テ の 尾 静脈 より 注射 。 赤血球 内 の Fe* の 分 布 が ほぼ 一 定 し た 2 週 目 に 
腫瘍 を 移植 し 各 臓 器 Fe"? 量 を 経 日 的 に 検 べ た 。 腫瘍 移植 直後 に 一 過 性 に 及 に お いて 著 明 に , 
肝 に 軽度 に Fe? 量 の 増加 を 見 る が 10 日 目 以後 は 対照 群 と ほぼ 同じ か ,。 あ るい は わずか に 減 
少し て 4 週 に 到 る 。 Hii Fe? 量 は 7 日 以後 軽度 に 減少 する 。 腎 で は 著 変 は な い 。 赤血球 Fe’? 
量 は 2 週 以後 に お いて 減少 し 始め 3 週 目 に は 最高 1722 の 減少 を 認め た 。 腫瘍 Fe*? 量 は 10~ 
14 日 より 特に 増加 し 始め , 3 週 目 に は 注射 量 の 2-322 を 認め た 。 

以上 の ょ 5 に 腫瘍 を 移植 する と 貧血 が 起り , 血清 鉄 量 は 低下 する 。 こ の 原因 を 検 べ る た め に 
まず 鉄 の 排 湯 を 見 た 。 予め Fe’ を 注射 し た ラッ テ に 腫瘍 を 移植 し , Hilo Fe? と と も に 
BRAD Fe? 量 を 検 べ た 。 移植 2 週 目 ま で は 対照 と 大 差 は な い 。 

Hj, Fe*? を 4 日間 に 互 っ て 経口 投与 し , 5 日間 放置 後 全 慣 体 に つい て Fe’ 量 を 定量 , 
鉄 の 吸収 を 見 た 。 対照 群 で は 投与 量 の 23.822 の 吸収 を 示し た が , 担 腫 瘍 群 で は 14.122 OR 
収 を 示す に 過ぎ な い 。 

以上 要する に 担 腫 瘍 動物 の 鉄 代 謝 の 異常 は , 鉄 吸 収 の 阻害 が 重要 な る 一 因 と 考え られ る 。 

附 議 
川俣 建 二 : 私 達 も 癌 と 貧血 の 問題 に つい て 鉄 代 謝 の 面 より 検討 し て お り ま す が , 閣 患 者 は 血清 鉄 は 減少 す 


る が これ は Hb, Rote の 減少 より 先行 する よう で あり , また 胃 瘍 切除 で は 血清 鉄 は 上 昇 し これ は Hb ok 
復 よ り 早 く 現 われ る 。 Fr ZRH LAB 7 ACTRMOSHRBRCS< BS, 担 冶 の 日 数 と と も に 腫瘍 部 
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に Fe® は 多く な りつ い に は 腫 揚 部 が 肝 よ り 多 く な る 。 この よう な 鉄 代謝 の 異常 が 瘍 貧血 の 大 き な 原 因 で 
ある と 考え る 。 また 鉄 の 吸収 に お いて も Fer の 排 洪 量 か ら み て 著 し い 吸 収 障害 は な いも の と 考え 演者 の 
成績 と 多少 異 る よう で ある 。 本 問題 に つい て は すでに 昨年 本 学会 に お いて 発表 し た が , 演者 の お 話し に 深 
い 興 味 を も ち 追 加 発言 し た 。 





91. 胃癌 の 鉄 代 謝 (第 1 報 ) 
山口 寿 , 石上 重行 , 田淵 幸博 , 三枝 達 明 (大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 附属 病院 内 科 ) 
Iron Metabolism on Gastric Cancer. (I) 
HISASHI YAMAGUCHI, SHIGEYUKI ISHIGAMI, YUKIHIRO TABUCHI, 
TATSUAKI SAEGUSA 

悪性 腫瘍 の 貧血 の 発生 機 序 を 鉄 代 謝 の 面 よ り 解 明 す る た め に , 胃癌 患者 に つき 貧血 と 血清 鉄 
量 と の 関係 を 検 べ る と と も に 鉄 負荷 試験 (静脈 内 ) を 行い , 特に 胃癌 手術 前 後に つい て 比較 検 
討 し た 。 胃癌 24 例 , 胃潰瘍 6 例 , 健康 人 (8 5 人 ? 4 人 ) に つき 早朝 空腹 時 に 採血 , 赤血球 
数 , 血色 素 量 を 算定 する と と も に , 血清 鉄 量 を 定量 し た 。 ま た 鉄 負荷 試験 は グル ュ ン 酸 第 一 鉄 
dec ( 鉄 量 と し て 10 mg) を 静脈 注射 し , 注射 前 注射 5 分 並び に 120 分 に それ ぞ れ 採血 
同様 に 血清 鉄 量 その 他 を 測定 し た 。 血清 鉄 定量 は Wintrobe 法 に よっ た 。 

実験 成績 I. 

1. 健康 人 血清 鉄 量 男 5 人 平均 値 127.4722 (90~1907%), 女 4 人 平均 値 115.8722 (98 
~1357%) で 先 人 の 成績 と ほぼ 同じ で ある 。 

2. 胃癌 の 血清 鉄 量 男 17 人 女 7 人 に つき 赤血球 数 232ー550x10*?。 血色 素 量 40~95%. 
押 清 鉄 量 は 平均 87.6722 (85-1507%) で 減少 し て いる 。 貧血 と 血清 鉄 量 と の 間 に は 直接 的 関 
係 は な い 。 

3. 胃潰瘍 の 血清 鉄 量 男 5 人 女 1 人 に つい て 赤血球 数 190 一 550x10*, 血色 素 量 30~88% 
で 低 色 素性 貧血 を 認め , 血清 鉄 量 は 35 一 11872, 平均 65.57% で 健康 人 の 約 1/2 に 減少 し て 
いる 。 6 

TI 鉄 負 荷 試験 鉄 10mg 注射 5 分 後 の 血清 鉄 量 と 注射 前 血清 鉄 量 と の 差 を 上 月 値 , 前 者 
と 注射 後 120 分 の 血清 鉄 量 の 差 を 下降 値 と し た 。 

1. 健康 人 (9 例 ) 上 穫 値 平均 18372, 下降 値 72.3722 で 性 的 差異 は な い 。 

2. 胃癌 (24 fil) 上 虹 値 平均 9.67% (71-1407%), 下降 値 平均 57.7722 (20-907%) 

3. 胃潰瘍 (6 例 ) KAM 161.77% (125-19572), 下降 値 平 均 84.3722 (35-1207 
2), 
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III 手術 の 影響 胃癌 18 例 に つい て 手術 前 後 の 血清 鉄 量 の 消長 並び に 鉄 負荷 試験 曲線 の 変 
動 を 検討 し た 。 全 例 に お いて 胃癌 手術 前 正常 値 の 約 3/5 に 低下 し て いる 血清 鉄 量 は 手術 後 7 
10 日 目 頃 に 貧血 の 尺 復 より も 早く ほぼ 正常 値 に 戻る も 。 この と き に 鉄 負荷 試験 を 行い 術 前 の そ 
れ と 比較 検討 し た 。 術 後 に お いて は 上 昇 値 175.872 (142-2337%), 下降 値 67.072 (28~ 
~1307%) で 術 前 の 曲線 と 明らか な 差 を 認め る 。 す な わ ち 胃癌 に お いて は , 鉄 負 荷 曲 線 は 明 ら 
か に 健康 人 の それ と 異 り , 胃癌 出 後に は 健康 人 の 曲線 に 相似 する 。 





2. 構 性 腫瘍 の 銅 代謝 (第 1 報 ) 
山口 #, 石上 重行 , 倉 堀 知 弘 , 中 野 俊一 (大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 附属 病院 内 科 ) 
Copper Metabolism on Malignant Tumor. (I) 


HISASHI YAMAGUCHI, SHIGEYUKI ISHIGAMI, TOMOHIRO KURAHORI, 
SHUNICHI NAKANO 


近年 生体 内 重金属 の 動向 に つき 種々 の 報告 が な され て いる が , 今回 われ われ は 了 臨床 的 並び に 
実験 的 に 悪性 腫瘍 の 銅 代謝 に つき 次 の 実験 を 行っ た 。 了 臨床 例 の 採血 は 早朝 空腹 時 に 行い , 赤 血 
球 数 , 血色 素 量 を 算定 し 同時 に 血清 銅 量 は Gubler 法 に より ベッ クマ ン 分 光 光 度 計 を 用 い 測 定 

た 。 な お 動物 組織 銅 定量 は 松谷 。 吉野 法 に よっ た 。 〔 了 臨床 実験 〕 (1) 健康 人 血清 銅 量 。 男 5 
例 8472 一 12072 平均 値 10172. 女 5 例 907% ~1407% 平均 値 1037%, で 性 的 差異 な く , 
先 人 の 報告 と ほぼ 同様 で も ある 。 な お 赤血球 数 , 血色 素 量 と は 直接 の 関係 は な い 。 (2) 悪性 腫瘍 
の 血清 銅 量 。 胃癌, RE, 細 網 肉腫 等 に つい て 貧血 と 血清 銅 量 と の 関係 を 検 べ た 。 赤 血球 数 
は 340-505 万 平均 値 441 万 , MEERE 56-101%, 平均 値 78% で あり , 血清 銅 量 は 134 
ー212722 平均 値 1577% で 健康 人 の それ より も 約 50% の 増加 が 認め られ た 。 

[実験 』 〕 体重 150g 前 後 の テ ラッ テ を 用 い rhodamine 肉腫 お よび Walker 256 腫瘍 を 移 
植 し 腫瘍 の 発育 と 貧血 の 発生 , 並び に 諸 臓器 銅 量 お よび 血清 銅 量 の 消長 を 検 べ た 。 HMit5 ez 
を 1 群 と し て 実験 し た 。 対照 動物 10 匹 の 平均 値 は 赤血球 数 760 万 , 血色 素 量 5%, 血清 鋼 
量 487%, 組織 銅 量 は 肝 4.37/g, fH 2.47/g, 腎 4.77/g, 骨髄 1.97/g CHS, (1) rhodamine 
肉腫 群 。 腫瘍 は 移植 後 5 日 頃 よ り 増 大 し 10 日 目 以後 増大 閉 明 と な り , 30 AT 308 前 後に 達 
+. 貧血 は 移植 後 2 週 目 以後 より 著 明 と な り 特 に 血色 素 量 低下 が 認め られ る 。 血清 銅 量 は 移植 
直後 より 増加 し ( 約 70 2), その まま 30 日 に 到 る 。 各 臓器 銅 量 は 肝 , BH BR, 骨髄 と も 対 
照 値 と 著 明 な 差 は な い が , 腫瘍 銅 量 は 移植 5 日 目 ま で は 約 57/g 前 後 , 10 日 以降 は 約 37/g の 
値 を 維持 し 30 日 に 到 る 。(2) Walker 256 腫瘍 群 。rhodamine 肉腫 の 場合 と 同様 の 貧血 を 

114 [GANN, Vol. 49, Suppl. 1958] 








示す 。 血清 鋼 量 は 移植 後 5 日 に て 約 25%, 10 日 に て 約 100% 増加 し 20 日 に 到 る 。 RE 
銅 量 は 対照 値 と 大 差 を 認め ず , 腫瘍 銅 量 は 10 日 まで は 5 一 67/g で 20 日 以後 37/g の 値 を 
示す 。 

FAND 無菌 膜 場 形成 と 銅 と の 関係 。 腫 瘍 内 銅 量 の 増加 が 特異 的 で ある か 否 か を 検 べ る た 
め に テレ ビン 油 0.2cc を ラッ テ 筋 肉 内 に 注射 し 無菌 騰 瘍 を 作り , 前 記 と 同様 に 血清 並び に 臓 
器 銅 量 の 消長 を 検 べ た 。 血 清 銅 量 は 肛 瘍 形成 5 日 目 に 対照 値 の 約 3 倍 に 増加 する が 10 AAI 
は 正常 値 よ り 約 40% の 高値 を 示す 。 各 臓器 銅 量 は 対照 群 の それ と ほぼ 同様 で ある 。 肛 瘍 部 の 
銅 量 は 5 AAT 6.27/g, 10 日 目 で 2.4 7/g で ある 。 以 上 要する に , 悪性 腫瘍 で は 血清 銅 量 が 
増加 し , 特に 動物 実験 に お な いて 腫瘍 内 銅 量 は 移植 直後 より 増加 する 。 以 上 の 銅 量 増加 の 機転 に 
つい て は Cu を 用 いて 検討 する 。 





93. 癌 の 鉄 代 調 に 関す る 研究 
木村 郁 郎 , 三宅 BH (岡山 大 学 医学 部 平木 内 科 ) 
Studies on the Iron Metabolism of Cancer 


IKURO KIMURA, TSUYOSHI MIYAKE 


癌 性 貧血 の 本 能 を 追 完 する 目的 で 癌 患者 血清 注射 家 束 に Fe? を 投与 し 血清 注射 に よる 鉄 の 
動き を 臓器 の 鉄 貯蔵 状態 , 腸管 より の 吸収 状態 お よび 骨髄 に お ける 鉄 供給 利用 状態 か ら 検索 し 
Teo 

ETMBA MX pro kg 2 cc 毎日 一 回 連続 一 週間 家 各 に 静 注 し た と ころ , 血色 素 量 , 赤 血 
球 数 と も に 約 30% 減少 し , 血清 鉄 は ほぼ 半減 し た 。 こ れ に Fe’ を pro kg 20 万 カウ ント 静 
HEL 3,24 時 間 後 赤血球 , 血 茜 の 放射 能 を 測定 し , 同時 に 生体 溢 流 を 行い 居 和 殺せ る 家 束 に 米山 
・ 紺 野 氏 法 に よる 臓器 鉄分 割 ( 肝 , BR, A, 十二指腸 上 部 ) を 実施 し , これ ら の 放射 性 鉄 量 
鉄 量 お よび 比 放 射 能 を 求め た 。 す な わ ち Te? 静 注 後 3 時 間 で は 放射 性 鉄 量 は 対照 に 比 し 赤 血 
球 に 少く , 血 茜 に は 大 差 な い 。 臓器 で は 肝 , TS, AHHICD<, また 臓器 鉄分 割 で は 肝 , 
Ho PI, PIL に 増加 が 著 明 で , PUL の 増加 は 著 明 で な い 傾 向 が 認め られ る 。 比 放射 能 も 肝 , 
PRICK CH HE TIX)’ ChS. Kic Fe? 静 注 後 24 時 間 に お いて は , 対照 に 比 し , 放射 性 鉄 は 
や は り 赤 血球 に 少く , 臓器 で も 3 時 間 同 様 に , FF, 腫 に 増加 し 骨 髄 に 減少 する 。 肝 , Boyan 
の 程度 は 依然 と し て 3 時 間 と 同様 で ある 。 比 放射 能 も ほぼ 3 時 間 同 様 肝 , PRICK, Ai 
ある 。 

さら に 前 同様 に 操作 を 施せ る 家 兎 に Fe*? pro kg 60 万 カウ ント を 経口 投与 し 12,48 時 間 お 

[GANN, Vol. 49, Suppl. 1958) 115 











ょ び 一 週間 後に 静脈 内 投 与 の 場合 と 同じ しく 赤 血球 , mat, HB, Aa, 十二指腸 上 部 に つい 
て 放射 性 鉄 量 , 鉄 量 お よび 比 放射 能 な ど を 求め た 。 すなわち Fe’ 経口 投与 後 12 時 間 で は 放 
射 性 鉄 は 赤血球 , 血 毅 と も に 対照 に 比 し て 大 差 を 認め ず , また 肝 , MCLPR Ie AaHet 
は 減少 傾向 を 認め る 。 十二指腸 も 肝 , 腫 同様 著 変 は な い 。 比 放射 能 は 骨髄 に お いて 小 で ある 。 
Fe? 経口 投与 後 48 時 間 で は 放射 性 鉄 量 は 赤血球 , 血 難 と も に 対照 に 比 し 少く , 肝 , BR, Fri, 
十二指腸 は 12 時 間 後 と 同様 で ある 。 投 与 後 一 週間 で は 放射 性 鉄 量 お よび 比 放射 能 は 肝 , RIT 
増加 を 認め た が , 他 は 48 時 間 同 様 で ある 。 

以上 より 癌 患者 血清 は 催 貧 血 作 用 を 有 し , COMMARRMOML OWE LEL CAMB 
射 に より 肝 , 腫 の 網 内 系 に 移行 する 鉄 の 増加 を 認め , 骨髄 に お ける 鉄 の 供給 利用 は 減少 し て い 
る こと が 観察 され た 。 す な わ ち 従来 癌 性 貧血 に お いて は 癌 組織 に こ お け る 鉄 の 著 積 が 最も 重要 視 
され て いる が , この 他 網 内 系 に お ける 抑留 作用 も か な り 存 在 し て いる と 考え られ 担 韻 生体 に お 
ける 鉄 代謝 機構 の 一 端 を 引 う こと が で きる 。 な お 経口 投与 に よる 腸管 より の 鉄 吸 収 状態 は 臓器 
に お ける 放射 性 鉄 の 状態 か ら み て 余り 障害 され て いな いも の と 考え られ る 。 





94. 組織 培養 に お ける Bashford's carcinoma お よび 人 子 


宮 癌 の 糖 並 びに 蛋白 代謝 に つい て 
角 南 宏 , 白石 彰 徳 , 水津 昭 , 浅野 健夫 , 陸 亮介 (岡山 大 学 医学 部 平木 内 科 ) 


Studies on Metabolism of Glucose and Protein of Bashford’s 
Carcinoma and Human Cervix Carcinoma in the 
Medium of Tissue Culture 


HIROSHI SUNAMI, AKINORI SHIRAISHI, AKIRA SUIZU, 
KENO ASANO, RYOSUKE KUGA 
ATEM, Bashford’s carcinoma お よび 正常 マウ ス 肝 組 織 を 回 転 培養 法 に より 組織 培養 
を 行い , 糖 並 びに 任 白 代謝 を 検討 し た 。 Bashford's carcinoma の 培養 は 別 報 の 如く 行い , 
人 子宮 癌 は 10 例 培 養 し 2 例 に お いて それ ぞ れ 3 AA, 4 ヵ月 の 培養 に 成功 し これ を 用 いた 。 
また 対照 と し て 正常 マウ ス 肝 組 織 の 組織 培養 を あわ せ 行 っ た 。 ま ず 横 代謝 こつ いて は それ ぞ れ 
の 培養 液 中 の 橋 , AR, HEMER, a-ketoglutar 酸 の 定量 を 行っ た 。 糖 の 消費 量 は Hage- 
dorn-Jensen 氏 法 に より 測定 し た 。 上 記 各 組織 培養 に お い て 細胞 数 を 算定 し , その 細胞 当 
り の 糖 消 費 量 を 比較 する に 人 子宮 癌 の 4 ヵ月 培養 例 が 最も 高く, 次 いで 正常 マウ ス 肝 組織 , 
Bashford's carcinoma の 順 で あっ た 。 人 子宮 癌 0.811x10-* mg/dl/24h, マウ ス 肝 組織 0.20 
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x10-‘ mg/dl/24 h, Bashford’s carcinoma 0.113x 10"! mg/dl/24h で あっ た 。 次 に 乳酸 の 
定量 を Barker, Summerson の 方 法 で 行っ た が 。 そ の 結果 は それ ぞ れ 人 子宮 癌 0.624x10-* 
mg/d1/24 h,。 マ ウス 肝 組 織 0.233 x 10-‘mg/dl/24 h, Bashford’s carcinoma 0.133 x 10-‘mg/ 
dl/24h, の 順 で あっ た 。 焦 性 衛 久 酸 は Friedmann, Haugen の 方 法 で 測定 し た と ころ 人 子宮 
i 1.041x10-! mg/d1/24 h, マウ ス 肝 組織 0.214 x 10-‘ mg/dl/24h, Bashford’s carcinoma 
0.637x10~* mg/dl/24h, の 順 と な っ た 。 ま た 清水 の 方 法 に より a-ketoglutar 酸 を 定量 し た 
が その 結果 は 人 子宮 癌 0.0506 x 10-4 mg/d1/24 h, マウ ス 肝 組織 0.0235 x 10-4 mg/q1/24 h, 
Bashford’s carcinoma 0.0016x 10” mg/dl/24h, で あっ た 。 他 方 棋 消 費 量 , AB + TEE ANA 
fg -a-ketoglutar 酸 の 生成 量 を 培養 期間 中 隔 日 に 測定 し た と ころ 各 組 織 に お ける 糖 代謝 の 特 
微 が 明らか に な っ た 。 す な わ ち 正常 マウ ス 肝 組織 の 場合 は 橋 消 費 , 乳酸 生成 の 増加 に 従っ て 焦 
+: jah, a-ketoglutar 酸 が 増加 し て いる が , Bashford’s carcinoma に お いて は 横 消 費 , 
乳酸 生成 の 増加 に 対応 する 焦 性 衛 若 酸 。 e-ketoglutar 酸 の 増加 が 全く 見 られ な い 。 

次 に 看 折 代謝 に つい て は 人 子宮 癌 。 マウ ス 肝 組織 , Bashford's carcinoma の 組織 培養 液 
の 決 液 の 各 和 企 白 分 割 を 沢 紙 電気 泳動 法 に よ り 測 定 し た 。 培養 期間 中 隔 日 に 各 企 白 分 割 を 測定 し 
た 結果 次 の 如く で あっ た 。 ア ルプ ブ ミ ン は マウ ス 肝 組織 Bashford's carcinoma に お いて は 人 境 
養 日 数 の 経過 に 従い 増加 し , 人 子宮 癌 で は 減少 を 示す 。e- グ ロブ リン は 人 子宮 癌 , Bashford's 
carcinoma で は 増加 する が , Bashford’s carcinoma の 太后 養 第 1 日 より 2 日 に か け て 一 時 
減少 し 3 日 以後 増加 を 示す 。 マ ウス 肝 組 織 は e- グ ロブ リン の 減少 を 示す 。 BFRTV vit 
子宮 癌 で は 増加 する が その 他 の 組織 で は 減少 する 。 7- グ ロ プ リン は 各 組 織 に お いて 減少 を 示す 。 
以上 の 各 衝 白 分 割 に 対す る pH の 影響 を 追 完 する た め 新 し い 培 礁 液 に 乳酸 を 加え pH 7.4, 6.8, 
6.6, 6.4, 6.2 の も の を 作り 蛋白 分 割 を 測定 し た 。 その 結果 アル プ ミ ン , ?- グ ロブ リン は pH 
に より 変化 せ ず , e-,- グ ロブ リン は pH に より 変化 する こと が 判っ た 。 す な わ ち pH 6.6 で 
@e- グ ロブ リン の 減少 と グロ ブリ ン の 増加 を 認め た 。Bashford's carcinoma の 組織 培養 で 
は 培養 第 1 日 に pH 6.6 と な る こと より 同一 変化 か その 往 白 分 大 に 現われ た と 考え られ る 。 一 
般 に 癌 の 組織 培養 で は 培養 液 中 に eg- グ ロブ リン の 増加 する 傾向 が 認め られ る 。 
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95. 胃 部 に お ける 鋼 代 謝 の 研究 


藤田 吉 四郎 , 相羽 達雄 , 浮島 仁 也 , 腰 塚 為 久 , 森 俊一 , 西 満 正 , 松 浦 潔 , 池 原 BRS 登 
(東京 大 学 医学 部 木 本 外科 教室 ) 


Copper Metabolism in Gastric Cancer, 


KICHISHIRO FUJITA, TATSUO AIBA, HIROSHI UKISHIMA, 
TAMEHISA KOSHIZUKA, SHUNICHI MORI, MITSUMASA NISHI, 
KIYOSHI MATSUURA, WATARU IKEHARA, NOBORU IIJIMA 


FE MFI RRM LOR, V.C., カタ ラー 活性 度 を 同時 に 測定 し また 動物 実験 
を あわ せ 行 っ て 担 癌 生体 の 生化 学 的 変化 に お よ ぼ す 影 響 に つい て 考察 を 加え た 。 な お 対照 と し 
て 胃潰瘍 , 胃炎 の 肝 切 片 を 選ん だ 。 肝 銅 は 肝 ホ モ ヂ ネー ト に 2022 三 塩 化 酷 酸 を 加え て 遠 沈 し 
上 澄 部 に 含ま れる 銅 を 第 分割 と 称し 沈 溶 部 に 含ま れる 銅 を 第 分割 と し た 。 [| 分 大 が 化学 的 
活性 度 の 高い 分 割 と 見 て これ の 量 を 問題 と し た 。 肝 カ タラ ー ゼ 活性 度 は Batteri-Stern 法 に 
+5, また V.C. は indophenol 法 お よび Roe 氏原 法 に より 測定 。 

実験 成績 

1) HS: 対照 の 1 分 割 百分率 (| 分割 銅 / 総 銅 ) の 平均 70.522 に 比 し 胃癌 は 75.4% TH 
癌 に お いて 高値 を 示し て いる 。 胃癌 の み に つ いて みれ ば カタ ラー ゼ 10o。cc 以上 の も の は 1] 分 
Hit 78.0%, 10ozcc 以上 の も の 73.0% で カタ ラー ゼ の 低い も の ほど 1 分割 は 増加 し て いる 。 

2) 肝 V.C.: 対照 の 還 元 型 V.C. は 平均 23.5mg2 に 対し 胃癌 の 平均 は 29.7 mg22 TH 
癌 で 増量 し て いる が さら に 胃癌 の み に つ いて みれ ば 肝 カ タラ テー ゼ 10ozcc 以下 の も の は V.C. 
は 33.6 mg22 で ある に 比 し 10o。cc 以上 の も の で は 26.6 mg2 で あっ て 肝 カ タラ ー ゼ ぞ 活 性 
度 の 低い も の ほど V.C. は 多い 。 対照 例 で は この よう な 関係 は み られ な い 。 次 に 動物 実験 で マ 
ウス に トキ ソ ホ ル モ ン (TH) 10 mg 腹腔 内 に 注入 し て 肝 V.C. と カタ ラー ゼ 活 性 度 を 測定 し 
た 。 了 共 床 例 と 同様 に 対照 に 比 し て V.C. は 増量 し また V.C. と カタ ラー ゼ と は 矢 張 り 逆 比 の 
関係 に ある 。 た だ し 肝 カ タラ ー ゼ ぞ 活 性 度 の 減少 が 極め て 著しく 対照 の 2822 に まで 低下 し た 群 
に あっ て は V.C. は むし ろ 減 少 する 傾向 を みせ た 数 例 も あっ た 。 銅 イオン と キレ ー ト 化物 を 作 
%2-9-dimethyl, 1-10-phenanthroline (neocuproin) を 予め 投 近 し て お いた マウ ス に 対し て 
は TH10mg を 注入 し て も V.C. の 増 重 は 示さ ず ま た カタ ラー ゼ の 低下 も 認め られ な い 。 な 
お 担 韻 動物 お よび TH 投与 動物 に 対し て neocuproin が カタ ラー ゼ 低 下 防止 作用 が ある こと 
は 生化 学 関東 支部 会 に すでに 発表 済 で ある 。 

Bik 担 瘍 生体 の 生化 学 的 変化 の 一 つの 表 徴 で ちあ る カタ ラー ゼ の 低下 に 銅 が 重要 な 関連 が あ 
る の で は な いか と 私 ども は か ね て か とら 主 張 し て きた か 今度 は さら に 銅 代謝 と 不 離 の 関係 に ある 
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V.C. の 態度 を あわ せ て 検討 し た 。 生 体 は 侵襲 に 際 し 大 量 の V.C. を 必要 と する と され る が 痛 
の 場合 に お いて も 同様 で あり 実験 成績 に よれ ば 癌 の 肝 V.C. は 高値 を 示し V.C. の 利用 障害 
あり と 見 な し うる 。 同 時 に 測定 し た 肝 鋼 』 分 割 も 増加 し て いる 点 か ら 考 えて も し 生体 に アス ュ 
ルビ ン 酸 々 化 酵 素 の 存在 を 認め る と すれ ば 該 酵 素 が Cu** に よっ て 抑制 され 選 元 型 V.C. の 
増量 を きた す と 考え ん た い 。 ま た 一 方 鋼 は 肝 ア ボ ポ フェリ チン の 合成 障害 を 生 ぜ し め る か また は ブフ 
ェ リ チン -SH- の 作用 障害 を な す と いわ れ V.C. の 利用 障害 と 相まって 担 瘍 生体 の 鉄 代謝 明 害 
ひい て は カタ ラー ぞ 低 下 の 一 因 を 担っ て いる と 見 る こと も で きよ う 。 華 耳 に よる 肝 カ タラ ー ゼ 
低下 に し て も TH が 鉄 を 優先 的 に 奪う た め と され る が その 根底 に は 同様 に 銅 』 分割 と V.C. 
の 増量 が ある 。 また neocuproin に よっ て V.C. の 増量 と カタ ラー で ゼ の 低下 が 防止 され る と 
い 5 実験 は 以上 の 論説 に 重要 な 論 損 を 手 え て いる も の と 考え る 。 





96. je REY FS A: BRE CBS SSE 
FIC MORRS cig eMAItT OUT 
沢田 秀作 , 芝 茂 , 伊藤 一 二 (大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 臨床 研究 部 外科 ) 


Studies on the Cause of Cancer-Cachexia 一 Relationship Between 
Iron Metabolism and Reducing Agents in Liver of 
Tumor Bearing Animals—— 


SHUSAKU SAWADA, SHIGERU SHIBA, ICHIJI ITO 


BASES EK A DEAR IC BIS SHHEO-RL UT, 鉄 代 謝 と の 関係 を 見 て いる 。 

担 癌 生体 の 鉄 代謝 に つい て は 最近 特に 注目 され る よう に な っ た 。 特に 肝 catalase と non- 
hemin 鉄 に 関し て は 幾多 の 研究 が ある 。 し か し 現在 な お 担 癌 生体 の 肝 catalase 活性 低下 の 本 
態 は 明らか に され て いな い 。 そこで , 私 共 は この 点 を 解明 する 目的 で , Ehrlich 腹水 癌 マウ ス 
を 用 い , 主として 肝 の 貯 臓 鉄 , catalase お よび aconitase 活性 並び に 還元 物質 等 の 消長 を 追 
完 し , それ ら の 相関 々 係 を 詳細 に 検討 し た 。 

HF non-hemin 鉄 は 米山 ・ 紺 野 氏 の 方 法 に より 測定 し た が , その 成績 は 移植 後 7 日 目 ま で は , 
PII (ferritin) 分 割 を 含め て 全般 的 に ほとん ど 変 化 な た く , むし ろ や や 増加 の 傾向 か ある 。 し か 
し , 10 日 目 に な る と 激減 し , 特に ferritin の 減少 が 著 明 で ある 。 

次 に Ehrlich 腹水 瘍 の 癌 細胞 の み を 集め て , 肝 と 同じ 方 法 で その 鉄 量 を 測定 し た が , 移植 
後日 数 の 経過 に と も な い 閣 細胞 数 の 増加 と と も に その 鉄 量 も 増加 する 。 10 日 目 で も 一 匹 当 り 
の 全量 は 357 程度 で , 同じ 時 期 (移植 10 日 後 ) の Ehrlich 痛 マ ウス の 肝 non-hemin 鉄 の 
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減少 に は , は る か に お よ ば な い 。 な お 閣 細 胞 に は , PI が 比較 的 多量 で ある こと が 注目 され 


プ 


る o 

HF catalase 活性 は , Warburg 検 圧計 に より 測定 し た 。 移植 3 日 後 よ り そ の 活性 は 著 明 に 低 
下 (#7 1/2) し , 日 と と も に さら に 低下 が 進む 。 ま た , aconitase 活性 は cis-aconitic acid を 
基質 と し て , 生成 され る citric acid 量 に より 測定 し た が , 5 日 目 ( 約 1/3 の 低下 ) KH HK 
活性 低下 を 認め た 。 

すなわち , 肝 catalase 活性 は , 移植 直後 より 減少 する が , ferritin 量 に は 移植 7 日 後 ま で 
は ほとん と 変動 を みな い 。 

この 成績 か ら 含 鉄 酵素 活性 の 低下 は , 生体 の 鉄 欠 乏 に よる も の で は な く , ferritin の 鉄 の 利 
用 障害 が 大 きく これ に 関 后 する こと を 考え させ る 。 

須田 は vitamine C (V.C.) に 二 価 鉄 の 動員 作用 が ある こと を 報告 し て いる 。 われわれ も こ 
の 点 に 注目 し , 担 癌 マウ ス 肝 V.C. 量 を 定量 し た 。 定量 は , 藤田 ・ 岩 竹 の indophenol 滴定 
法 に よ っ た 。 成績 で は 3 日 目 よ り 薄 次 減少 の 傾向 が 認め られ た 。 

2, Ehrlich 腹水 癒 移植 後 連日 皮下 に V.C. を 投手 し た と ころ , catalase 活性 の 低下 
が 相当 度 に 抑制 され , WIKI 3 AAT 164%, 5 日 目 で 145% で あっ た 。 aconitase 活性 
も , 7 日 目 で 140% の 駆 活 率 を 示し た 。 また この 場合 の 肝 non-hemin 鉄 は 担 癌 の み の 場 合 
と や や 異な り , 初期 より 緩 徐 な 減少 傾向 を 認め た 。 

な お , アン ベ せ 滴定 装置 に より , 肝 SH 基 量 を 測定 し た が , Ehrlich 移植 癌 マウ ス で は , 
7 日 目 を peak と し て 増加 し て いた 。 

以上 の 成績 より , 癌 悪 液 質 初期 に お ける , HF catalase 活性 低下 の 本 態 は , 肝 貯 臓 鉄 特に , 
ferritin の 三 価 鉄 か ら 二 価 鉄 へ の , 選 元 過程 の 阻害 に よる 鉄 の catalase へ の 利用 障害 に ょ る 
も の で あり , さら に V.C. 投与 に より この 利用 障害 は , ある 程度 解除 され る も の と 考え て いる 。 


奥田 九 一 郎 : われ われ の 実験 で は toxohormone 注射 の 場合 も 。 DAB 肝癌 の 場合 で も catalase の 減少 
は 常に ferritin 鉄 の 減少 と 平行 し て 行っ て いた 。 こ の 際 catalase の 定量 法 は Bonnichsen, Chance & 
Theorell に よる permanganate titration method に よっ て 行っ て きた 。 演者 等 と の 結果 の 違い が 定量 
法 の 差 に よる も の か も 知れ な い の で この 点検 討 を とう 。 因みに , tumor bearing animal で tumor が 小 
さい と きす な わ ち , 初期 に は catalase activity は 逆 に 増加 ナ る こと は Begg 等 も 報告 し て い 

沢田 秀作 : 〇 Catalase it, 訂 田 氏 の 方 法 に 準じ し て 。 ワー ルプ ブル グ 検 圧計 を 用 い , nn よっ て 発 
表し まし た が , 他 の 定量 も 用 いた いと 思っ て いま す 。 ぐ ⑧⑫ ddO =» Rx Ehriich RKMLBMLELOX 
用 いま し — 動物 お よび 腫瘍 の 種類 を , 変え て 種々 の も の に つい て 観察 する こと か 必要 と 思い ます 。 
#R—— : Non-hemin 鉄 の 成績 は 雑 系 マウ ス を 用 いた 場合 その 成績 が 一 定 せ ぬ た め ,。 われ われ は 体重 お 
よび “ee を 一 定 し た 純系 マ ィ マウス を 用 い 演 者 が 発表 し た よう な data を 得 た の で あっ て , 岡山 大 学 の 生化 学 
の 方 と data の 異 る の は 動物 の 問題 が なあ る の で は な いか と 考え る 。 
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97. エー ルリ ッ ヒ 腹水 閣 細 胞 の 代謝 
1. 蛋白 代謝 と 大 炭 糖 , Ake OF 


山本 研二 郎 , me FRE 


Metabolism of Ehrlich Ascites Carcinoma Cell. I. Relationship 
Between Protein Metabolism and Hexose and Pentose 


KENJIRO YAMAMOTO, TETSUO MINESITA 
(Shionogi Sesearch Laboratory) 


The oxygen consumption of the Ehrlich ascites tumor cell was greatly increased 
by administration of cell free ascites fluid im vitro and the increasing effect was 
inhibited by coadministration of 0.003-0.01 M of glucose (glucose effect). Blood 
serum of the mouse, rabbit and dog, and an ovo-albumin solution could be 
substitute for the ascites fluid, and at the same time the glucose effect was also 
recognized. Hence, the substrate for oxygenation was not specific. 

On the contrary, the glucose effect was not found on the liver slice and 
diaphragm of normal mice, while the oxygen consumption was increased by 
addition of ascites fluid. Fasted rat liver and regenerated rat liver showed 
a similar reaction to normal mouse liver and diaphragm. 

Effective fraction of serum and ascited fluid for oxygen consumption was found 
in the precipitate with 50% ethanol, and this fraction was not lost by either 
dialysis or ether extraction. Inhibitory effect for oxygen consumption of the 
tumor cells by hexose other than glucose was not found by administration of 
mannose and galactose, and a slight inhibition occured by fructose. D-glucuronol- 
actone, L-gulonolactone, D-ribose, D-xylose and L-xylulose had no inhibitory 
effect. On the other hand, L-arabinose showed apparently inhibition in half the 
number. It is still unknown what conditions are required for the manifest- 
ation of inhibitory action by arabinose. The age of tumor cells, the amount of 
hexose, pentose and lactic acid in ascites fluid, and the degree of endogenous 
respiration were not related to fhe arabinose effect. When the glucose effect was 
obviously observed, the amount of lactic acid in Warburgs vessel was greatly 
increased, almost equimolar to the glucose disappearance from the same vessel. 
The effect of glucosamine, which is an inhibitor of hexokinase, was studied on 
the oxygen consumption. Since glucosamine itself showed an inhibitory action on 
oxygen consumption, the glucose effect was not restored by glucosamine. The 
glucose effect was completely restored by administration of 10°°~5x10-' M 
monoiodacetic acid, and at the same time, glucose consumption and lactic acid 
production were strongly suppressed. 
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In homogenized cell, the endogenous respiration was decreased and the oxygen 
consumption by addition of asites fluid was not observed. 





98. 担 瘍 動物 血 中 より Malignolipin の 検出 に 就 て 
“rat, 山口 健二 (塩野 義 研究 所 ) 
Detection of Malignolipin in the Blood of Cancer Bearing Animals 


TETSUO MINESITA, KENJI YAMAGUCHI 
(The Shionogi Research Laboratory) 


Detection of malignolipin (Kozaki) in the blood of tumor-bearing animals, (Bash- 
ford carcinoma 63, Crocker sarcoma 180, Ehrlich carcinoma, NF sarcoma, Walker 
carcinoma 256 and Yoshida sarcoma), was made using the Kozaki method. 

Procedures of extraction of malignolipin from the blood and the paper partition 
chromatography were traced according to the method of Kozaki. 1cc of the 
blood from a rat and 0.5 cc from a mouse were collected for malignolipin 
extraction. 

Result: (1) No spot was found on PPC of the extracts from the bloods of non- 
tumor bearing animals. (2) On PPC of the blood extracts from the tumor-bearing 
animals noted above, two spots were found in all cases. The Rf values of the 
spot were 0.38~0.43 and 0.48~0.53, showing malignolipin and spermin (Kozaki), 
respectively. (3) Rf value of malignolipin on the PPC was influenced by the room 
temperature, showing Rf., 0.46 in 38°C, 40% (humidity), Rf., 0.38 in 20°C, 76% 
and Rf., 0.29 in 4°C, 6924. (4) No remarkable difference of Rf value was obtained 
by using Toyo No. 50 paper and Whatman No. 1 paper. (5) The time period for 
occurrence of malignolipin in the blood after transplantation of tumors in animals 
was different according to the tumor species. In the rat tumor, generally, it 
was found sooner (1.5~2 days) than in mouse tumor (3~5 days). (6) The 
diappearance of Malignolipin in the blood was found on 3rd~7th days after 
extirpation of tumor. (7) malignolipin in the blood of the tumor-bearing animals 
disappeared when the tumor was cured by treatments with 6 MP, nitromin and 


Thio-TEPA. 
MH 議 
BADE : 正常 例 は すべ て (一 ) と いう が , 何 例 行 われ た か 。 

Ae 前 中 の 演 245 (に も あっ た 如 く ’ 正常 例 で の 類似 の スポ ツ ト を 示す も の の 閣 で 陰性 の 報告 も ある 。 それ 
ら は 神前 教授 の いわ れる 如く , UH, 溶媒 等 の 不 充分 な る に よる の か も 分 ら な い が ,。 も ふし それ を い 5 AR 
験 が か あれ ば それ を 如何 に し て 改善 され た か お 開き し た い 。 
山口 健二 : 正常 対照 動物 は 各 実 験 を 行う 2 ご と に 平行 し て 行っ た 。 例え ば 移植 後 何 日 で malignolipin が 出 
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現す る か と いう 実験 で は 1 日 に 4 例 づ つ (1 群 ) 実験 すれ ば それ に 必ず 1 例 を 正常 対照 例 と し て 加え た 。 
① アモ トン で 洗っ た 後 。 以前 は 直ちに クロ ロホ ルム を 加え た (吸湿 を 防ぐ た め ) が 。 いま は 神前 教授 の 
直接 の 御 指導 と 指示 を 得 て 。 アモ トン を 捨て た 後 す ぐ 遠 沈 管 を 逆さ に し て 手 で 温め , 遠 沈 管 の 周囲 に 白い 
リン グ が つく の を まっ て (203 分 ) か ら ク ロロ ホル ム を いれ て いる 。 
@ 以前 は ニン ヒド リン 発色 を 120'C, 5 分 で 行っ た が , いま は HC 約 3 分 で 行っ て いる 。 この 2 An 
異 り ます 。 





99. 担 韻 動 物 の 肝臓 カタ ラー ゼ に 対す る 脳 下垂 体 の 影 
宇津 木 和 夫 
Effect of Hypophyseal Factors on the Liver Catalase of 
Tumor-bearing Animals 


KAZUO UTSUGI 


(Zoological Institute, Faculty of Science, University of Tokyo) 


The decrease of liver catalase activity in tumor-bearing animals and the 
presence of catalase depressin factors in tumors have been repeatedly reported. 
On the other hand, the endocrine regulations of liver catalase activity have been 
demonstrated by several investigators. It was also reported that the endocrine 
factors could control the rate of tumor growth. In the present study, therefore, 
an attempt was made to examine the interrelation between endocrine factors and 
the liver catalase level of tumor-bearing animals. . 

Male and female albino rats weighing 150 to 250g were used and hypophy- 
sectomy was performed with the parapharyngeal approach, the completeness of 
operations being ascertained by the cessation of body weight increase, the atrophy 
of testes and adrenal glands and the lack of pituitary remnant in hypophyseal 
fossa at autopsy. Catalase activity was measured by the iodometric titration and 
manometric method. As a transplantable tumor, the Umeda-fibrosarcoma 
(rhodamine sarcoma kindly supplied from the Cancer Institute of Tokyo) was 
used throughout. 

Although the liver catalase activity was 2 to 3 times as high in the hypophy- 
sectomized rats as in normal controls, it was found to be reduced to normal 
level by the intraperitoneal administrations of 25 or 50 mg of beef anterior 
pituitary (as crude acetone powder in saline suspension). The same result was 
obtained with the daily dose of 0.2mg of the beef pituitary growth hormone 
(U.S. P.) for 5 days. 

Transplantations of fibrosarcoma were then performed subcutaneously 2 or 3 
weeks after hypophysectomy. The liver catalase activity of those hypophy- 
sectomized animals was not decreased at all in spite of the presence of a growing 
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tumor, although the growth rate of the tumor was somewhat retarded as 
compared with that implanted into normal controls. However, the depression of 
liver catalase activity was invariably observed in hypophysectomized tumor-bear- 
ing animals, when the growth hormone (U.S. P.) was administered (daily dose of 
0.2mg., for 5 days or 30 days), although the growth rate of tumor was not 
accerelated by the growth hormone. 

These results suggest that the tumors or the toxohormone produced by tumor 
affect the liver catalase activity through the hypophyseal factors and that the 
growth hormone is one of the hypophyseal factors in question. 


(SS BAF Pec ES) 





100. 瘍 お よび 担 韻 動 物 の 肝臓 ビリ ジン ヌクレオチド 全量 に 
お よ ぼ す ニ ュ チ ン 酸 アミ ド の 影響 
大 出 is 


Effect of the Injection of Nicotinamide on the Phosphopyridine 
Nucleotide Contents of Tumour and Normal Tissues 


HIROSHI OIDE (Zoological Institute, Faculty of Science, Tokyo Univ.) 


It has been shown by a number of investigators that the level of phosphopyri- 
dine nucleotides (PN) is generally lower in tumour tissues and the livers of 
tumour-bearing animals than in normal tissues. The auther has previously 
reported (Gann, vol. 49, 58) that the intrasplenic implantation of nicotinamide 
causes an increase in the PN level and a marked decrease of the mitotic activity 
in the regenerating rat liver. In the present study, the influence of nicotinamide 
on the PN level of Ehrlich ascites tumour and the livers of tumour-bearing 
mouse was examined. 

About 2 millions of tumour cells were transplanted to hybrid mice weighing 
from 15 to 20 g, and a week to two after the transplantation, the PN was estimated 
by a slightly modified method of Feigelson, Williams and Elvehjem. 

The PN level of liver was found to decrease in tumour-bearing mice to about 
65 per cent of that in normal animals. However, upon the subcutaneous injection 
of nicotinamide in saline (1000 mg per Kg of body weight), the lowered PN level 
increased to 300 or 400 per cent of that in normal liver after 10 hours. In the 
case of ascites tumour cells, the PN level was the same as in the normal liver 
and increased to about 150 per cent of initial level at 10 hours after the 
subcutaneous injection of nicotinamide. The same results were obtained when 
nicotinamide was administered intraperitoneally. 

5 hours after the intraperitoneal injection of tryptophan (2000mg per Kg of 
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body weight) which is considered as a precursor of nicotinic acid in vivo, the PN 
level increased only slightly in tumour cells and tumour-bearing mouse liver, but 
no significant increase was observed in normal liver. 

These results show that the tumour cell and the liver of tumour-bearing mouse 
are able to maintain a high level of PN when the precursor is sufficiently present. 
However, the capacity of PN synthesis from nicotinamide is very low in the 
tumour cell as compared with the liver. 

In another experiment, the influence of crude toxohormone, which was prepared 
by the method of Nakahara (49) from rat rhodamine fibrosarcoma (kindly supplied 
by Dr. Nakahara) and could depress the catalase activity of the mouse liver to 
about 60 per cent, was studied. 24 hours after the intraperitoneal injection of 
100 mg of toxohormone, the PN level of the liver was estimated, but no signifi- 
‘cant change was observed. 

(Supported in part by a grant-in-aid bestowed on T. Fujii from the Japanese 
Ministry of Education.) 
7k/R 3H : Nicotinamide は DPNase © inhibitor で ある が , DPN ase に は ergothioneine を cofactor 
と し て 必要 な も の が ある の で , 癌 の 場合 も ergothioneine を 投与 する と どう な る か 興味 ある 問題 で も る と 
思う 。 
小野 哲生 : 私 ども は (102) の 演題 で 申し 上 げ る 予定 で ある が , トキ ツ ホ ル モ ン の 投与 に より in vivo 
(nicotinamide 投写 後 の DPN 増加 ) in vitro (NMN 十 ATP > DPN) と も に DPN 合成 能 が 低下 する 
こと も みて いま す 。 

AW 浩 : 私 の と ころ で は , normal mouse liver の DPN レベ ル に 対す る toxohormone の 影響 だ け を 
ATHY, ニュ チン 酸 ア ミド か ら の 合成 能 に 対す る 影響 は みて お り ま せん 。 

高橋 泰 常 : Nicotinamide の 効果 を み ら れ た 時 間 は 何時 間 の ち で すか 。 

AW 浩 := ュ チン 酸 ア ミド 投与 の 際 の DPN 増加 は 8-12 時 間 に peak に 達する た め , この 実験 で は 
投与 後 10 時 間 で 測定 し た 。 





101. 人 腫瘍 抽出 物 の 由 肝 DNA RAR LET OUT 
井上 哲夫 , 馬淵 正純 , 坪 村 一 郎 , 青木 敏郎 (奈良 県 立 医 科大 学生 化学 教室 ) 
Influence of Human Tumor Extract on the Metabolism 
of Rat Liver DNA 


TETSUO INOUE, MASAZUMI MABUCHI, ICHIRO TSUBOMURA, 
TOSHIRO AOKI 
腫瘍 や 胎児 の よう な 増殖 性 の 組織 が 体内 に 存在 する と き , COMM -CH FO DNA 
へ の P? の incorporation が 促進 され る こと は Payne, Kelly 等 の 報告 か あり , 著者 も また 
吉田 肉腫 を 移植 し た シロ ネズ ミ を 用 いて 同様 の 結果 を 得 て い る 。TKelly 等 は さら に , 増殖 性 の 
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組織 か ら 放 出さ れる 因子 が この 作用 を も つの だ と の 考え の も と に 腫瘍 組織 の mash を 他 の 動 
物 に 注射 し , その 動物 の 肝臓 , Wiko DNA へ の P* の incorporation が 高まる の を 見 て いる 。 
著者 等 は 吉田 肉腫 を 移植 し た シロ ネズ ミ を 材料 に し て これ を 追試 し , その 血清 に も DNA i 
性 化 作用 の ある こと を 認め 前 回 報告 し た 。 

今回 は 人 間 の 腫瘍 に も 同様 の こと が ある か どう か を 検 す る た め , 手術 に よっ て 取出 し た 組織 
を 材料 と し て 実験 を 進め た 。 | 

手術 に より 取出 し た 胃 , 腎臓 , 子宮 等 の 腫瘍 組織 ある い は 非 腫瘍 性 の 組織 は 可 及 的 速 か に 和 無 
菌 的 に 等 量 の 生理 的 食塩 水 と と も に ワー リン グ プ ブレ ンダ ー で ホモ デ ネ イ ト し 低速 遠心 に より 粗 
大 な 組織 片 を 除き 注射 材料 と し た 。 

この 材料 を 200g 前 後 の 雄 性 シロ ネズ ミ に 毎日 0.5 ml 宛 7 日 間 注 射 し , 24 時 間 絶食 の 後 
P? を 約 30zc 腹腔 内 に 注射 し , 注射 後 2 時 間 で 断 首 採血 並び に 肝臓 を 取り 出し た 。 血液 は 直 
ち に 水冷 TCA IC CREADREBKD HEC O MBA Os.a. (=cpm/mgP) を 測定 し た 。 
肝臓 は Leven 法 の Kelly に よる 改良 法 を 用 いて DNA を 単 離し た 。 

肝臓 の 午 量 の 測定 に は 硫酸 に よる 灰 化 お よび Fiske-Subbbarow 法 を 用 いた 。 

か く し て 得 ら れ た 血 毅 無機 燃 の sa DNA Bo sa と の 比 を rsa と し て 各 成 績 を 比較 検 
討 し た 。 

人 間 の 腫瘍 の mash を 注射 し た 場合 は 一 般 に , や は り DNA 活性 化 作用 を 認め 得る が , 中 
に は 悪性 腫瘍 で も や りな が ら シ ロ ネ ズ ミ 肝 DNA へ の P® の incorporation 促進 作用 を 示さ ぬ 
例 も 見 られ た 。 





102. 担 韻 動物 肝 細 胞 に お ける DNA, グリ コー ゲン お よび 
DNA の 消長 
堀 a. 牧野 佐 二 郎 
Changes in RNA, Glycogen and DNA Contents in Livers 
of Tumor-Bearing Rats 


SAMUEL H. HORI, SAJIRO MAKINO 
(Zoological Institute, Hokkaido University, Sapporo) 


In the rats which received the transplantation of the ascites tumor, MTK-sar- 
coma, III, the changes in contents of glycogen, RNA and DNA in the liver cells 
were investigated by means of a series of cytochemical and microspectrophotometric 
methods. Gradual glycogen depletion was consistently observed from experiment 
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to experiment in liver cells of rats bearing tumor transplants. Every rat which 
died of tumor showed a very little or little amount of glycogen in their liver cells. 
The rate of the glycogen depletion of tumor-bearing animals greatly exceeded that 
of fasted rats. It has remained unsolved in the present study whether the 
observed depletion of liver glycogen occurred in rats as a direct response to the 
enormous request of energy source by tumor cells, or whether tumor transplants 
attacked hormonal glands of the host which control the glycogen storage in the 
liver. Whatever the causes may be, it is very likely that the glycogen depletion 
observed in the tumor-bearing rats may be attributable to the tumor transplants 
in hosts. Contrary to the glycogen depletion, RNA (basophilia digestable with 
RNase) increased gradually with the prolonged existence of the tumor transplants. 
The increase in amount of RNA was observed both in the cytoplasm and in the 
nucleus. The thickening of the nuclear membrane and the hyperactivity of the 
nucleolus observed in the tumor animals seem to indicate the active participation 
of the nucleus in association with the accelerated production of RNA in the liver 
cells. An increase of net DNA content (Feulgen-Schiff complex) took place in 
connection with an increase of the nuclear volume in liver cells of tumor-bearing 
animals during the period of the most active proliferation of the tumor. The 
increased mitotic activity and the dilatation of the liver sinusoids were also 
observed in livers of the rats bearing tumor transplants. 
( 女 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 





103. Fae AZIM RAF DNA 量 お よび 肝 脂 肪 量 の 各種 ホル 
モン 並び に エチ オニ ン に よる 影響 に つい て 
Brit, 宮地 秀樹 , 小山 一 男 , 渡辺 定男 , 那須 健二 , 矢島 能 直 , ER, TAA 


Effect of Ethionine and Hormones on the Content of DNA and 
Total Lipids in the Liver of Hypophysectomized Rats 


KAZUYA TAMURA, HIDEKI MIYAJI, KAZUO KOYAMA, 
SADAO WATANABE, KENJI NASU, KOOJI KUSANO, 


YOSHINAO YAJIMA, SHIGEJI NAGAMATSU 
(First Section, Department of Pathology, Osaka University Medical School ; 
Osaka Institute for Cancer Research) 


The present study was undertaken to elucidate the hormonal effect on ethionine- 
fatty liver and on DNA classes in the liver nuclei. In progress of the experiment 
we found some interesting facts on the variation of DNA class during simultan- 
eous administration of ethionine and some hormones. 
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MATERIALS & METHODS: The food was removed for 24 hrs. before the in- 
jection of ethionine and 75mg of DL-ethionine in aqueous solution (25 mg per ml) 
per 100g of body weight was injected intraperitoneally in three divided doses, 
2'/, hours apart. The animals were sacrificed at 24th and 48th hour after the 
first injection of ethionine. The determination of DNA per nucleus was carried 
out by microspectrophotometry on the Feulgen stained sections. For the deter- 
mination of total liver lipids, modified Jensen’s method was used. 

RESULTS: A) Changes in DNA classes: The ratio of high DNA class 
(containing tetraploid nuclei chiefly) to low DNA class (containing diploid nuclei 
chiefly) and the mean relative nuclear area in each group were as follows: Intact 
control group, 47.3+3.1/52.7+3.4, 41.1; hypophysectomized control group, 42.6 土 4/ 
57.4+4.5, 37.0; hypophysectomized ethionine (Eth.) group, 11.8 土 0.3/88.2 土 2.6, 36.8; 
ACTH (Ac.) group, 83.4+6.8/11.6+1.4, 34.3; Ac. 十 Eth. group, 88.1+9.7/11.9+1.3, 
56.3; cortisone (C.) group, 68.1+7.5/31.9+5.2, 40.9; C.+Eth. group, 84.8 土 14.6/15.2 
+2.7, 71; DOCA (Dc.) group, 42.4+6.6/57.6+8.8, 41.3, Dc. 十 Eth. group, 13.2 土 0.9/ 
86.8 土 5.7, 42.1; Ova-hormone (Ov.) group, 21.3 土 6.2/78.2 土 2.4, 38.7; Ova.+Eth. group, 
7.5+0.8/92.5+9.6, 38.7. Comparing the mean nuclear areas of high DNA class 
and low DNA class in intact control group and in all experimental groups other 
than Dc. group (with and without ethionine), we found a similar relationship 
between them, that is, the ratio of the former to the latter ranged 1.4 to 1.6. 

B) Determination of total liver lipids: 1. Normal young rats weighing 40 to 
80 gm showed resistance against the fatty liver-inducing action of ethionine. In 
young female rats, it showed no influence of C., Ac., and Dc. on induction of 
ethionine-fatty liver. And in adult femals rats, injections of growth hormone 
every day depressed the increasing of ethionine-liver lipids (48 th hr., 10.1). 

2. Content of total liver lipids showed constant value in six days after hypophy- 
sectomy with and without ethionine treatment. On the other hand, the starvation 
decreased it rapidly between 24 and 48 hours in hypophysectomized rats. 

3. No increase in liver lipids occurred after ethionine injection in the hypophy- 
sectomized rats. And added C. and Ac. induced a striking increase of liver lipids 
(Ac., 24th hr., 11.6; 42th hr., 14.8::C., 24th hr., 11.0; 48th hr., 14.9). Ov. and 
Dc. groups showed slight increase of liver lipids 24 hours later. (Ov., 9.2; Dc., 
9.4). And so, in the Ac. plus Ov. group, more increase of lipids was found than 
that in Ac. alone group (24th hr., 12.2; 48th hr., 16.4). 

4. In the adrenectomized female rats treated with ethionine, epinephrin 
and Ov. showed the slightly accelerative activity respectively (epinephrin, 24 th 
hr., 9.5; Ov., 24th hr., 8.5). Epinephrin plus Ov. group did not show greater 
amount of liver lipids than that of epinephrin alone group (epinephrin plus Ov., 
24th hr., 9.6). The accelerative effects of epinephrin plus C. as described by Wool 
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el al. and the protective effect of growth hormone on the fatty liver-inducing 
activity in the overtreated rats were confirmed (epinephrin plus C. 48 th hr., 18.1; 
epinephrin plus C. plus growth hormone 48 th hr., 8.4). 

SUMMARY & CONCLUSION: 1. Ac.-C. system accelerated the formation of 
high DNA class in the rat liver nuclei. 2. In the liver of hypophysectomized 
rats without Eth. high DNA class decreased slightly and it did not attain the 
normal level on administration of any other hormone. 3. In the hypophy- 
sectomized rats with Eth. high DNA class is markedly decreased. This might be 
due to a depressive effect of Eth. on the endocrine organs. 4. Except Dc. group 
and hypophysectomized (with and without Eth.) groups, all groups showed a 
similar parallelism between the nuclear area and the DNA content in the nuclei. 
From these data nuclear volume in hepatic cell might be concerned with DNA and 
mineral metabolism. 5. On the simultaneous administration of Eth. plus Ac., 
Eth. plus C., the nuclear area is markedly increased. 6. Concerning the liver 
lipids, it may be suggested that the protection on the ethionine-induced fatty 
liver in the infant rats may be influenced by growth hormone. And the activity 
of ova-hormone on the ethionine-fatty liver was appreciated and it seemed to show 
the direct sensitivity of the liver-tissue to ova-hormone. 


104. 胃 導 患者 肝 組 織 の 酸 溶性 リン に つい て 
小原 憲二 , 小林 節 昭 , 藤本 公 一 , 川添 隆 茂 (熊本 大 学 医学 部 第 二 外 科 教室 ) 
On Acidsoluble Phosphate of Liver Tissue of Patients 
with Gastric Cancer 


KENJI OBARA, SETSUAKI KOBAYASHI, KOICHI FUJIMOTO, 
TAKASHIGE KAWAZOE 

われ われ は 第 15 回 癌 学会 , 第 57 回 日 本 外科 学会 に お いて 癒 胃 組織 の 酸 溶 性 リン 成分 の 分 
禄 に つい て 述べ た が , 今回 は 胃癌 患者 の 肝 組 織 中 の 酸 溶 性 リン に つい て 同様 の 分 太 を 行っ た の 
で 報告 する 。 胃癌 お よび 胃 ・ 十 二 指 腸 患 者 の 手術 に 際 し , 開腹 直後 お よび 閉 腹 直 前 に 時 切片 を 
採取 し , Le Page の 方 法 を 若干 変え た 方 法 に よっ て 酸 溶 性 リン 分 割 を 行い , 各 分 禄 に つい て 
検討 し た 。 

実験 成績 : 1. 手術 に よる 各 分 割 の 変動 : 第 1 分 割 (バリ ウム 不溶 性 成分 ) の pentose は 
ATP, ADP を 構成 する 成分 で ある 。 胃 韻 患 者 の 肝 組 織 の 分 画 で は 手術 侵 朋 に より pentose, 
7 分 水 解 リン , 無機 リン は 増加 の 傾向 を 示す が , 総 リ ン , 有機 リン 殊 に hexosediphosphate 
お よび 3-phosphoglyceric acid は 減少 の 傾向 を ん ボ し た 。 潰瘍 患者 で は pentose, 7 分 水 解 リ 
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ン , 無機 リン , 有機 リン , 総 リ ン と も に 増加 の 傾向 ん し た 。 第 2 分割 (バリ ウム 可 溶 ア ル ュ 
ー ル 不溶 性 成分 ) の pentose すなわち も , ribose 5-phosphate, inosic acid, adenylic acid は 
手術 に より と も に 増加 の 傾向 を ボ す が , 胃癌 患者 の 方 が 潰瘍 恵 者 より も 増加 が 多少 目立ち , € 
の 他 の 成分 は それ ぞ れ 手術 侵 襲 に ょ り 減少 の 傾向 を ボ す 。 

2. 酸 溶性 リン 交替 率 に つい て : 手術 20 時 間 前 に P*% を 0.6mc 注射 し , 開腹 と 同時 に 切 
除 し た 肝 切 訂 に つい て 同様 分 割 を 行い , 各 分 割 の 各 リ ン に つい て 交替 率 を 算出 し た 。 韻 患者 , 
潰瘍 吊 者 と も に 総 リ ン , 有機 リン , 7 分 水 解 リ ン は それ ぞ れ 第 1 分 割 が 第 2 分 割 よ り も 高い 交 
BREA し た 。 癌 で は 潰瘍 より も 全体 と し て 交替 率 が 低下 し て いる 。 す な わ ち , 第 1 分 割 に つ 
いて , 総 リ ン は 潰瘍 106, fH 55, 有機 リン は 111 に 対し 56, 水 解 リン は 172 に 対 し 122 と 
な っ て いる 。 第 2 分 割 で は , 総 リ ン 60 に 対し 39, 有機 リン 67 に 対し 41, 水 解 リ ン 136 に 
対し 83 と な っ て いる 。 

3. 肝 機 能 と の 関係 : 手術 直前 の 肝 機 能 を BSP 値 で 表わし , これ と 開腹 直後 の 肝 切 上 刻 よ り 
得 た 第 1, 第 2 分割 の pentose, 無機 リン , 7 分 水 解 リン , 有機 リン , 総 リ ン と の 間 の 相関 々 
係 に つい て 検討 を 試み た 。 各 分 割 の pentose, 7 分 水 解 リ ン , 有機 リン , 総 リ ン と BSP 値 と 
の 間 に は , は っ きり し た 相関 々 係 は 見 出せ な か っ た 。 第 1 分 割 の 無機 リサ ン と の 間 に お いて , 
BSP 値 の 低い も ゃ も の, すなわち , 肝 機 能 良 好 の も の ほど 高い 無機 リン 値 (最高 28.75 mg/100 g) 
を 示し , 肝 機 能 不 良 に な る と 低い 値 (最低 2.36 mg/100 g) を 示し た 。 

総括 : 胃癌 患者 の 肝 組 織 中 の 酸 溶 性 リン 分 割 お よび これ と 関連 ある 成分 に つい て 観察 し た 。 

1) FAiveBick 0, 沖 瘍 例 で は pentose お よび 各 リ ン と も に 増加 する が , 導 例 で は pen- 
tose, 無機 リン , 7 分 水 解 リ サン は 増加 し , 有機 リン , 総 リ ン は 減少 の 傾向 を ボ す 。 2) HPO 
肝 組 織 内 酸 溶 性 リン 交替 率 は 各 分 割 の 各 リ ン と も に 潰瘍 例 よ り も 低い 。 ま た 各 例 と も に 第 1 分 
BDF 2 分割 より 交替 率 は 高い 。3) BSP 値 と 第 1 分割 の 無機 リン 値 と の 間 に 相 関 々 係 を 認め 


+- 


ハー 





105. 担 韻 動物 の トリ プ ト フ ァ ン 代謝 に つい て 
森 和雄 , 一 井 昭 五 , 松本 克彦 (昭和 医大 ・ 医 動物 ) 
Tryptophane Metabolism in Tumor Bearing Animals 
KAZUO MORI, SHOGO ICHII, KATSUHIKO MATSUMOTO 
DAB 肝癌 生成 過程 の 特 硫 , 腹水 肝癌 移植 白 過 ある い は エー リッ ヒ 痛 移植 廿 日 蝶 尿 中 の トリ 
プ ト フ ァ ン (DT), キヌ メ レニン (K) 並び に アン トラ ニー ル 酸 (A) 等 を , T 負荷 前 後に 比 色 定 量 
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LT, それ ら の 動物 の 代謝 を 検討 し た 。 

肝硬変 ある い は 肝癌 を も LABOR POTROICTCORAMIS, Wind IEBARIC< 6 
べ て 低い 値 を ボ し た 。 さ ら に 動物 に 〒 を 負荷 し た 後 の 並 びに その 代謝 物 の 増量 も 軽度 で あっ 
腹水 肝癌 移植 白 過 で も , 並び に その 代謝 物 の 尿 中 へ の 排 湯 は 正常 風 に 比べ て 低 値 を ボ し た 。 
=—- Vy CRB AM TIL, 尿 中 へ の 並び に A の 排 洪 量 が 正常 の 場合 より 減じ て いる 。 
し か し 氏 の 尿 中 へ の 排 溢 量 は , 移植 癌 の 発育 に つれ て 増し て くる こと が わか っ た 。 

以上 の 結果 は , 担 癌 の 条件 下 で は , 白 鍋 と 廿 日 過 の 代謝 過程 が 異な る こと を 物語 っ て いる 
と お も う 。 ( 廊 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 


106. 担 韻 動物 半 ト リプ ト フ ァ ン ベル オキ シダ ー ぞ 活 性 の 
変化 に つい て 
中 川 昌 一 , 柳沢 守 , 土屋 行 美 , 橋本 康 一 , 松山 隆治 
Studies on Tryptophane Peroxidase Level in Tumor-bearing Animals 


SHOICHI NAKAGAWA, MAMORU YANAGISAWA, YOSHIYUKI TSUCHIYA, 
KOICHI HASHIMOTO, RYUJI MATSUYAMA 
(Second Medical Clinic, Hokkaido University, Sapporo.) 


Liver tryptophane peroxidase (TPO) level in tumor-bearing animals was studied 
with special references to the mechanism of its changes. 

1) Liver TPO in Yoshida Sarcoma-bearing rats showed biphasic change with 
prominent negative phase. 

2) In Yoshida Sarcoma-bearing rats, liver free amino acid, free tryptophane, 
weight of adrenal gland and liver catalase activity were determined simultaneously 
with TPO activity. The most intimate correlation was observed between TPO 
elevation and tryptophane level and amino acid level. So the terminal elevation 
of TPO in tumor-bearing animal seems to be due to the stimulation of elevated 
amino acid level. 

3) Intraperitoneal injection of crude toxohormone preparation showed varied 
effects on TPO level, so this phenomenon seems to be due to the summation of 
depressive effect of toxohormone and aetivation by non-specific stimulation of the 
injection. 

4) Some catalase inhibitors in vivo showed no effect on TPO level. From this 
point of view, further research is undertaken to elucidate the working points of 
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toxohormone and the difference of chemical pathways of catalase and TPO. 


(SCBA SFE Pie LE) 


107. 担 韻 動 物 に お ける DPN 代謝 
SAME, 小野 哲生 (Enten) 


The Metabolism of Diphosphopyridine Nucleotide in 
Tumor-Bearing Animals 


TEIZO TOMARU, TETSUO ONO 


Waravdekar は 一 連 の 生体 内 , お よび 試験 管内 の 実験 か ら , 腫瘍 中 に DPN 合成 を 阻害 する 
humoral factor の 存在 を 示唆 し て いる 。 わ れ わ れ は , この 因子 と toxohormone の 関係 に 注 
目 し て 担 癌 動物 の DPN 代謝 を 追求 し た 。 

各種 腫 場 を 移植 し た 動物 の 肝 内 DPN 量 は 正常 動物 の それ と 大 差 を 認め 得 た い が , mico- 
tinamide 投与 に よる , Ho DPN 合成 能 は , NF-C, 2522 。 sarcoma-180, 3122 。 rhodamine 
sarcoma, 3022。 と それ ぞ れ 低下 し て いた 。 ま た 妊娠 mice は 正常 mice と 大 差 な か っ た 。 こ 
の 生体 内 合成 能 は tumor homogenate 700mg お よび 粗製 toxohormone 70mg の 投与 に よ 
oT, 24 時 間 後 前 者 は 2322, 後者 は 4522 低下 し た 。 と ころ で 試験 管内 で の DPN 合成 酵 
素 に 対す る , 腫瘍 並び に 担 瘍 動物 の 肝 の 影響 あみ た が , Waravdekar の 用 いた Kornberg の 
ATI, 肝 homogenate の よう に 粗製 の 酵素 に 対し て は , 比例 性 が 悪く と も に 阻害 する よ 5 
に みう けら れる が か が, 反応 系 に fluoride を 加え て 比例 性 を 改善 すれ ば , これ ら の 抑制 効果 は みろ 
られ な い 。 

次 に 試験 管内 で 担 瘍 mice の 肝 DPN 合成 酵素 活性 を 測定 し た 結果 , NF-C 50%, dba の 
mamma Ca. で は 58% と と も に 正常 mice より 低下 し て いた 。 さらに 正常 mice に tumor 
homogenate 400 mg お よび 粗 の toxohormone 50mg を 投手 する と 肝 の DPN ARAEKIG 
性 は , 前 者 の 場合 3 時 間 後 で すでに 34% 正常 mice より 低下 し て いた が , 後者 で は まだ 影響 
は 少く , 24 時 間 後 で 前 者 2222 の と ころ 後者 3122 と 抑制 効果 が 認め られ た 。 次 に toxohor- 
mone を DEAE cellulose column chromato で 分 けた catalase 低下 作用 を 有する 一 分 
Hit DPN 合成 酵素 活性 を 低下 させ た 。 し か inca i toxohormone を メタ ノー ル 酢 酸 で 抽 
出し た 同じ く catalase 低下 作用 を 有する 分 画 は ほとん ど DPN 合成 酵素 活性 に 影響 し な か 
っ た 。 

以上 の 結果 か ら 腫 瘍 中 に は 生体 内 で DPN 合成 能 を 低下 する 因子 が 存在 し , その 因子 が 
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toxohormone 抽出 操作 に よっ て 得 ら れる こと が 示さ れ た 。 し か し Waravdekar の 主張 する 
よう に この 因子 が 試験 管内 で 直接 DPN 合成 酵素 系 を 阻害 する か 否 か は な お 検討 を 要する 。 
また Narurkar 等 は , 増殖 の さか ん な 腫瘍 を 移植 し た 動物 ほど , DPN 合成 能 が 低下 し て い 
る こと か ら , adenine 体 の 欠乏 を 原因 と 考え て いる が , われ われ の 実験 で 妊娠 時 に も 合成 能 は 
低下 し て いな いこ と , お よび toxohormone 分 画 の 投与 に より 合 成 能 が 低下 する 事実 は , 毒素 
説 を 支持 する よう に 思わ れる 。 
な お 腫瘍 より の 本 因子 の 精製 お よび catalase 低下 因子 と の 関係 は , さら に 検討 する 。 
(文部 省 科 学研 究 費 に よる ) 


108. 閣 組 織 抽 出 液 注射 家 免 の 病態 生理 学 的 研究 
u a RB (RILKFRFRRRARAS) 
Pathophysiological Studies of Rabbits Injected with Tissue 
Extract of Gastric Carcinoma 


IWAO YAMAGUCHI 


ABiCIst SBE WA O BRL UT LR a I EINE D RIE ER, 
特に 血液 並び に 血清 所 見 の 推移 を 経時 的 に 追求 し た 。 

実験 方 法 

使用 動物 : 体重 2.5kg 前 後 の 成熟 雄性 家 各 を 一 定食 餅 で 個別 に 飼育 し た 。 

注射 材料 : (1) 新鮮 胃癌 組織 ホモ ジ ネ ー ト の 10 倍 量 生理 的 食塩 水 抽出 液 に 防腐 剤 と し て エ 
チル 水銀 チオ サリ チル 酸 ナ トリ ウム を 0.1% 添加 。 対照 試料 と し て は 2) 潰瘍 胃 の 健常 部 粘 
A kD WD BRERA SH (LA PRT LPT) As LO (3) 前 記 防腐 剤 添加 生理 的 食塩 水 
(溶媒 対照 ) を 用 いた 。 

実験 方 法 : 家 束 5 羽 づ つの 3 群 に 前 記 3 注射 材料 を 2cc (組織 0.2g 相当 ) づつ 3 日 に 1 回 。 
計 33 回 (100 日 間 ) 皮下 注 。 こ の 間 6 日 に 1 回 5cc づつ 耳 静 脈 より 採血 し 諸 検査 に 供し た 。 

実験 成績 

般 状 態 : 胃癌 組織 抽出 液 注射 群 (以下 癌 群 と 称す ) に て は 注射 開始 後 2 WIG oD PATHE 

量 減少 , 運動 不 活 溢 化 が 認め られ , 体重 増加 は 停止 し た 。 対照 2 群 に て は か か る 変化 な く , 体 
ML MIMO me AR LK 

血液 像 : 癌 群 に お いて 赤血球 数 は 31 AA LYM, 79 日 以降 は 全 例 と も 注射 前 値 の 9022 
以下 に 減少 し た 。 血色 素 は 赤血球 数 と ほぼ 平行 し て 減少 せる た め MCH 値 に は ほとん ど 変 動 
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な く , 一 方 Ht 値 の 下降 は 軽度 で MCV 値 は 19 日 より 滞 増し た 。 ま た 網状 赤血球 比率 は 31 
日 より 減少 し 始め , 43 日 以後 は 前 値 の 25 一 7022 を 保っ た 。 

すなわち 癌 群 に お いて は 網状 赤血球 減少 を 伴 う 大 細胞 正 色素 性 貧血 が 発現 , 癌 患者 に し ば し 
ば 認め られ る 貧血 像 と 類似 の 所 見 を 呈し た 。 一 方 , 対照 2 群 に お いて は 各 値 と も 著 変 ん 示さ な 
か っ た 。 

Mika: 各 群 を 通じ 総 衝 折 量 は 著 変 を ん 示さ な か っ た 。 RAMA PRA THE FICK 
動 せ る も の は 7-G1 で , 13 日 目 す で に 前 値 の 1.5 倍 , 73 日 に は 2 倍 に 増加 , 一 方 #-G1 値 
(LHR LAL a-Gl 値 は 薄 滅 し た 。 ま た Al 値 は 37 日 より 10% Army, Gl 値 増大 と 相 
侯 っ て AG 比 は 前 値 の 7022 前 後 ま で 減少 し た 。 

組織 対照 群 で は 7-G1 値 の 中 等 度 増加 と a-Gl 値 の 軽度 減少 が 認め られ た に 留まり , 溶媒 対 
照 群 は 各 値 と も 認 む べき 変動 を ボ さ な か っ た 。 

以上 癌 群 に お ける 血清 蛋白 像 に 関し て は , Al 値 減少 。 AG 比 低下 等 癌 患者 の 頻発 所 見 に 一 
致す る 成績 と , BHAA, a-Gl 値 減少 等 韻 患 者 所 見 と は 異 る 成績 と が 認め られ た 。 

(iB AB : 癌 群 に て は 25 日 より nephelogram 上 Weltmann Kinn), Wet 
線 の 平 低 化 等 癌 患者 に お ける と 類似 せる 所 見 が 発現 し た 。CVR 値 は 癌 群 に お いて の み 43 日 
より 急激 に 下降 , STT 値 は 韻 群 に お いて 80 日 頃 に 至り 軽度 下降 を 示し た 。 

血清 電解 質 : 各 群 を 通じ Na, K, Cl 値 に は 変動 な く 総 Ca, 総 Mg も ほとん と 不変 で あっ 
た が , MRC. T 60 日 頃 よ り 遊 見 Ca の 減少 , 遊離 Mg の 軽度 増加 が 認め られ た 。 


109. 悪性 腫瘍 に お ける 血清 お よび 組織 蛋白 質 , 結合 脂質 並 
びに 糖 邊 白 に 関す る 研究 
(日 本 大 学 医学 部 有 暫 内 科 ) 
Studies on Serum- and Tissue-protein, and Lipo-and 
Glyco-protein in Malignant Tumor 


MASARU HASE, ATSUSHI KARIBE, KAZUO SATO, KAZUNARI IMOTO, 
KIJURO TODATE, MITSUO MITSUYA, HIDEO TSUKADA 


われ われ は 担 韻 生体 に お ける 代謝 異常 を 研究 する 日 的 の 下 に , 瘍 患者 お よび 吉田 肉腫 テッ テ 
(#57) の 血清 に つい て 潜 紙 電気 泳動 法 を 主体 と し て 蛋白 質 お よび 複合 蛋白 質 の 各 分 視 上 の 特 
徴 を 検索 し , さら に 腹水 , 癌 組織 お よび 肝 , 胃 の 可溶性 組織 邊 白 質 に つい て 同様 に 検索 し , I 
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れ ら を 比較 検討 し た 。 

実験 材料 は 吉 ラ の 腹水 お よび 腫瘍 細胞 (腹水 沈 湾 ), 並び に 肝 お よび 胃 組 織 , また 閣 性 腹膜 炎 
患者 の 腹水 , 胃 お よび 腸 癌 患者 の 癌 組織 を 用 いた 。 な お 予め 組織 蛋白 の 実験 に つい て 基礎 的 実 
験 条件 を 検討 し (昨年 の 電気 泳動 学会 に 報告 ), これ に ょ り 一 定 の 条件 の 下 に 実験 し た 。 

血清 衝 白 に つい て は 従来 の 報告 と 同様 に , BRAM (T.P.) お よび アル プ ミ ン (Al) DEM 
な 減少 を 認め , 糖 邊 白 お よび 脂 入 白 に お いて は ge-G1 FRO LARD. 

腹水 上 清 で は T.P. は 3.0 一 4.0 g/d1 の 間 に あ り , 血清 より 低く , RADHA Mit 
ほぼ 同じ で 先 人 の 報告 と 一 致し て いる 。 BRATZ Al 分 割 の 減少 , gw お よび み -G1 分 割 の 上 
衝 が 見 られ た 。 BERHTREFMÄCHL, Al, a-Gl 分 割か が や や 上 昇 傾向 を 示 し た 。 結合 総 
糖 質 (T.G.), 総 了 レス テロ ー ル (T.Ch.) は 吉 ラ 血清 より も 低い 値 を 示 し た 。 腹水 その まま を 
用 いた 場合 も 上 記 の 血清 と ほぼ 同じ で あっ た 。 

患者 腹水 で は T.P. は 5.0 gldl 以下 で か な り 動 揺 を 認め , MAH CI ei-G1 が 血清 より 
低く , 吉 ラ 腹水 と 異 っ て いる 。 し か し 糖 邊 白 で は 吉 ラ 腹水 上 清 と 同じ 傾向 を 示 し た 。 

肉腫 細胞 を 主 成 分 と する 沈 溶 に お いて は , 吉 ラ 血清 に 比 し Al が 極度 に 低く , また a, ar 
Gl も る 低く, これ に 反 し 8-G1 が 極度 に 高い 。 糖 箇 白 も これ と 同 傾向 で あり , T.G. は 非常 に 高 
い 値 (190-312 mg/dl) を 示 し た 。 脂 重 白 で は 8-G1 分 割 が 高い が , T. Ch は それ ほど 上 時 し 
て いな い 。 これら の 所 見 は 癌 患者 の 韻 組 織 に つい て も 検索 し た 結果 と 相似 で あり , Al 分割 の 
WY, a-Gl 分 割 の 減少 , た -G1 分 割 の 上 昇 は 竹 白 お よび 村 午 白 に お ける 腫瘍 組織 自身 の 特徴 で 
は な いか と 思わ れる 。 また この 閣 組 織 に お いて g 脂 等 白 の 上 星 が ほ と ん ど 見 られ な い 点 が 特 
異 的 で ある 。 吉 ラ の 肝 お よび 胃 の 可溶性 組織 箇 白 で は , いずれ も 前 記 の 吉田 肉腫 細胞 と 同じ 傾 
向 を 示し , Kr, BERL bic Al ROWE, 8, 7-G1 分 割 の 増加 が 見 られ た 。 

以上 の 如く 腫瘍 細胞 を 主 成分 と する 組織 午 白 に お いて も , 腫瘍 細胞 を 含ま な い 担 韻 生 体 の 組 
織 重 白 に お いて る 同じ 傾向 を 示 し た 。 し た が っ て 前 述 の 変化 は 腫瘍 その も の の 局所 的 な も の で 
は な く , 腫瘍 発育 に 伴 う 全身 の 代謝 異常 の 結果 と 考え る 。 





110. 担 韻 動物 に お ける 蛋白質 代謝 
KY 博 , 須田 正巳 (RAAT, 阪 大 医 栄養) 
Protein Metabolism in Tumor Bearing Animal 
HIROSHI HAGIHIRA, MASAMI SUDA 
APEC 33. TIER OMRSH SVILMAOMAABHF So LIZK< MNT S. HE 
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は それ ら 量 的 変化 を 示す 物質 の 中 特に 酵素 系 の 変動 が 如何 な る 原因 に よっ て 起 っ て くる か を 確 
め よ うと し て 実験 を 始め た 。 こ の 実験 を 企図 する に いた っ た の は 昨年 報告 し た 如く ある 種 の 酵 
素 の 活性 低下 は その 和 儲 白 部 分 の 合成 障害 に 基く も の で あっ て 助 酵素 部 分 の 形成 障害 に 規定 され 
る も の で は な いよ うに 感 ぜ られ た 。 そ こ で これ を 一 層 は っ きり させ る た め に 担 韻 動 物 と 正常 動 
物 で in vitro で 酵素 合成 を 行わ せ 得 る よう な 系 と し て HOKIN, RYCHILIK 等 に よる アミ 
ラテ ラーゼ 合成 を 応用 し た 。 

エー ルリ ッ ヒ 腹水 癌 移植 後 約 一 週間 で 騰 臓 アミ テー ゼ の 活性 は 正常 マウ ス の 約 1/3 に 低下 す 
る こと を まず 認め た 。 次 いで 双方 の 膝 臓 切 諸 を 取り Krebs-Ringer 液 ,。 カゲ ミノ 酸 , グル タ 
iY, アス ペラ ギン , グル ュー スス 等 を 含む medium 中 で 37°C 3 時 間 incubate し た 後 各々 
homogenate し アデ ミラ テーゼ 活性 を 測定 し た と ころ 正常 動物 に 比 し て 担 癌 動物 で は その 合成 能 が 
低下 し て いる よう に 思わ れ た 。 





lll. 担 光世 肉腫 マッ ス の 血清 蛋白 濾紙 電気 泳動 法 的 観察 
(第 二 報 ) 
帯刀 典子 , GREER, 尾島 昭次 , 阪井 邦男 (京都 大 学 医学 部 病理 学 教室 ) 


Paperelectrophoretic Observation of Serum Protein of 
Lymphosarcoma Bearing Mice (2nd Report) 


NORIKO TATEWAKI, YASUAKI NISHIZUKA, AKITSUGU OJIMA, 
KUNIO SAKAI 


前 回 に 引き 続き , MN ABH? AOMMEARHeRPRERABECL YO, 経時 的 に 
観察 し た 。 この 方 法 な ら び に 腫瘍 の 原発 系 で ある Nar 系 マウ ス に お ける 変化 は 前 報 の 如く 
(日 病 会 誌 46 : 912, 1957 阪井 , Hi 48: 616, 1957 阪井 他 ) で ある 。 実験 動物 数 は 総数 68 PL 
(生後 60 A) で , AM: na2 系 (対照) BH: Nad 系 先天 的 移植 陰性 雌雄 の F, CH: 
C 58, dbr, C,H D4H%, D H:na2 HK (2) ECH (6) の それ ぞ れ と の F, 雑種 の 4 
群 か ら な る 。 各 群 と も に MN/T 肉腫 細胞 500 万 個 浮遊 生理 的 食塩 水 0.1cc を 皮下 に 移植 し 
た 。A 群 で は 全 例 腫瘍 死 , B,D 群 で は 腫瘍 死す る も の と , 一 時 的 に 陽性 で 陰性 と な る も の , 
C 群 で は 全 例 陰性 で あっ た 。 

a) Alb 分 誠に つい て : 1) 陰性 例 は 減少 は 見 られ な いか また は 軽度 の 増加 (B 群 陰性 例 )。 
2) 陽性 例 で は A 群 が 3 日 目 か ら 減 少 す る の に 対し , B 群 で は 1 週間 。 D 群 で は 2 週間 誤差 内 
の 変動 を みた に すぎ な い 。3) BE 群 陰 性 全 例 と D 群 陽性 の 一 部 に 腫瘍 縮 少 時 , 軽度 な た いし 中 等 
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度 の 増加 が みみ られ た 。 

b) a, gs glob 分 記 : これ ら そ れ ぞ れ の 分 司 に は 一 定 の 変化 を 認め 得 た い 。 た だ し 774a2 系 
陽性 , dbr 系 に 同じ 型 の 変動 を みた が その 意味 づけ は 困難 で ある 。 

c) a, Bglob HH: na 2 系 , dbr 系 , お よび CH 系 に お いて は , a, 8 glob が それ ぞ 
れ ネ に 応じ て 相 伴 っ た 変動 を 示す の で a, 8 glob 分 局 に 共通 の 意義 が ある の で は な いか と 思 
われ る が な お 検討 中 で ある 。 

d) gglob FH: 各 群 陰性 例 で 3 日 一 6 日 の 増加 著 明 で (た だ し GH 系 は いく ら か 遅れ 15 
日 ) ある が これ に 反し 陽性 例 で は 初期 に は 誤差 内 ある い は や や 減少 する 。 次 で 陽性 例 で は 腫瘍 
が か な り 大 きく な る 10 日 一 15 日 (一 時 的 陽性 例 は 腫瘍 が か な り 大 きい 時 期 ) に glob H/F 
は 増加 し , 陰性 例 で は CH 系 を 除き 軽度 の 増加 を 認め る 。 

e) 7 glob aM: na2 系 定 型 的 陽性 例 の 型 (3 日 目 に 軽度 の 減少 6 日 以後 中 等 度 の 増 
加 ) を すべ て の 陰性 群 に 認め な い 。 2) CD 群 は 初期 は 誤差 内 の 増減 を 示し , 6 日 一 15 AU 
後に 軽度 また は 中 等 度 増 加 し , D 陽性 群 で は 末期 に いずれ も 減少 する 。3) B 群 陰性 例 で は 移 
植 前 の 7 glob 値 が 正常 値 の 約 2 倍 で ある 。 移植 後 3 日 で 軽度 の 減少 を 示し , 腫瘍 増殖 期 に 元 
に 戻り 腫瘍 縮 少 消失 期 に 再び 軽度 な いし 中 等 度 減少 , 移 植 後 40 日 で 移植 前 の 値 に 戻る こと は 
興味 ある 事実 で ある 。 

次 に 抗 腫瘍 性 を 示す 異 糸 マウ ス が MN 肉腫 皮下 移植 に より 7 glob 値 が 移植 後 約 40 日 で 
元 に 戻る こと は 前 記 C 群 の 実験 で 明らか で ある が , 20 日 目 す な わ ち 未だ 元 に 戻る 前 に 再 移 植 
を 行い , か か る 操作 を 5 回 繰り 返し 4 回 終了 後 こ れ ら 雌雄 を 同居 せしめ , その F, F。, F。 に 
この 操作 を 歴代 実施 し た 。1) 移植 前 の 7 glob 値 は F。 は F, Of 1.7 倍 。 F。 は F, 約 3 
倍 の 高値 を ボ し た 。 2) F, FR で は 5 回 移植 後 20 日 目 の 7glob 値 は 移植 前 より 高い が F; 
で は 低い 例 が ある 。 3) F」 に お いて 5 回 移植 後 2 ヵ月 後 も 7 glob 値 が 高く 移植 前 に は 戻っ て 


いな い 。 





112. 閣 患 者 血清 脂質 阜 白 中 に 占め る 焼 脂質 分 割 の 意義 に つい て 
志村 秀彦 , 花田 昭 , BRAS, 今岡 健郎 , 佐藤 仁 , 鳴海 厚 , 田中 昭 六 
(弘前 大 学 医 学部 第 一 外科 , 弘前 産婦 人 科 ) 

Significances of Phospholipid Fractions Present in Serum 


Lipoprotein of the Patients With Cancer 


HIDEHIKO SHIMURA, AKIRA HANADA, NAOYUKI TOYODA, 
KENRO IMAOKA, JIN SATO, ATSUSHI NARUMI, SHOROKU TANAKA 


われ われ は 決 紙 電気 涼 動 法 を 用 い 泳動 汽 紙 を 塩化 マグ ネン シウム 飽和 アセ トン に 浸漬 し , 中 性 
[GANN, Vol. 49, Suppl. 1958) 137 











脂肪 コレ ステ ロー ル を 除去 し , 焼 脂質 の み を 分 別 染色 する 方 法 に より a, 8 脂質 重 白 中 に 含ま 
れる 灯 脂 質 割 分 を 約 100 例 の 悪性 腫瘍 患者 に つい て 測定 し その 意義 に つい て 検討 を 加え た 。 IE 
常 で は ge 脂質 邊 白 の 焼 脂質 含量 は 大 体 75.522, BP 脂質 衝 白 の それ は 57.6% で ある が , BE 
者 で は 一 般 に その 含量 が 低い の が 見 られ る 。 特に 腫瘍 の 発育 の 急速 な も の , 転移 高度 な 例 に 著 
し い 。 こ の 際 同 時 に a 脂質 箇 白 の 減少 ,g 脂質 等 白 の 増加 が 見 られ る 。 

脂 衝 白 の 増減 は 肝 機 能 と も 密接 な 関係 に あり , B.S.P., C.C.F. 試験 と 血清 蛋白 像 と の 比較 
か ら 肝 障害 程度 と a 脂質 邊 白 の 減少 ある い は g 脂質 入 白 の 増加 と の 間 に は 平行 関係 の ある こ 
と が 明らか に され た 。 す な わ ち 肝 障 害 の 存在 時 に は 血清 脂質 午 白 の 量 的 変化 の みな ら ず , 質 的 
変化 すなわち 識 脂 質 割 分 の 減少 が 起 る こと が 確認 され た 。 

術 後 の 予後 に つい て 見 て も 手術 可能 例 と 不能 例 と の 間 に も る 同様 な 関係 が 見 られ , 不能 例 で は 
a 脂質 自白 の 減少 お よび 美 脂質 分 割 の 低下 を 示し , 癌 が 進行 し て 韻 悪 液 質 の 状態 に な る と この 
程度 は さら に 大 と な る 。 す な わ ち 癌 で は その 進行 に つれ て 脂質 代謝 の 上 に も は な は だ し い 変 化 
が 起り 持 に コレ ステ ロー ル の 増加 , 焼 脂 質 の 減少 に 伴い 脂質 邊 白 の 量 的 , 質 的 変化 が 起 る こと 
が 明らか に な っ た 。 ま た ce, 8B 脂質 邊 白 の 量 的 変化 と 科 脂 質 含量 と の 関係 を 見 る と go 脂質 の 量 
的 に 少 い 場合 は 焼 脂 質 の 含量 は 少く , Er B 脂 午 白 の 増加 し た 場合 で も B POMBRS RT 
少く 。 こ れ に 対し ュ レ ステ ロー ル 含 量 が 相対 的 に 増加 し て いる の が 見 られ る 。 こ の 関係 を 個々 
の 症例 に つい て 検討 する と , 予後 良好 な も の で は a, PEAK DV FR SFR DO HE 
を 示し て いる が 予後 不良 な も の に いずれ も 低下 し て いる 。 科 脂 質 と ュ レ ステ ロー ル の 関係 は 生 
体 の 脂質 代謝 の 上 に 重要 な 関係 に ある 。 AHA CONS EMI EZ SNH), 疎水 
性 の コレ ステ ロー ル を 安定 な 状態 で 溶存 せ し め る に 重要 な 役割 を 果して いる 。 も し 簡 脂 質 が 減 
少し た 場合 に は コレ ステ ロー ル の 組織 沈着 を きた すか , 血清 の 潤 濁 を 呈す る に 至る 。 同様 な こ 
と が 脂質 蛋白 の 面 で も 言 を る 。 す な わ ち 講 脂質 割 分 の 減少 は 必然 的 に ュ レ ステ ロー ル 割 分 の 増 
加 を きた し , 脂質 筆 皇 その も の を 不安 定 状態 と な す に 違い な い 。 ま た Freund & Kaminer に 
よれ ば 正常 人 血清 で は 試験 管内 で 人 癌 を 溶かす 作用 の ある こと を 認め この 痛 融 解 因子 が 血清 
Alb. 中 に 含ま れる 脂質 と 関係 ある 事実 を 明らか に し て いる 。 こ れ が 事実 と すれ ば , Alb. 中 に 
含ま れる 脂質 箇 白 すなわち a 脂質 午 白 に 韻 融 解 因子 の 存在 を 疑う も の で ある 。 これ は また 一 
見 治療 し た 韻 患 者 ある い は 予後 の 比較 的 良好 な 癒 患 者 血清 に 見 られ る c RRA t OIA 
禄 分 の 著 明 な 増加 お よび 予後 不良 な 進行 性 癌 を 有する 患者 血清 中 の これ ら と 成分 の 減少 か ら も 推 
察 さ れる が , a 脂質 邊 白 の 癌 発育 抑制 作用 に つい て は 目下 実験 中 で ある 。 
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川俣 建 二 , 立川 動 , ARER 有人 賀 富夫 , 奥山 俊夫 ,. 林 周一 
(順天堂 大 学 第 一 外科 教室 ) 
Studies of Serum and Tissue Protein in Gastric Cancer 


KENJI KAWAMATA, ISAO TATEKAWA, TAKAO KUROSAWA, 
TOMIO ARUGA, TOSHIO OKUYAMA, SHUICHI HAYASHI 


われ われ は 胃癌 患者 の 悪 液 質 に つい て 鉄 代謝 。 企 白 代謝 の 面 か ら 検 討つ づけ て お り , 鉄 代 
謝 の 異常 に つい て は 16 回 本 学会 に お いて 発表 し た 。 算 白 代謝 の その 後 の 成 績 を 報告 する 。 了 臨 
床 例 の 血清 蛋 白 特 に アル プ ミ ン 分 割 の 変動 に つい て は 多く の 報告 が ある が 当 教 室 の 胃癌 120 例 
に つい て 他 疾 患 と 比較 する と 総 蛋 白 の 減少 例 は 胃癌 で は 52.5%, 結腸 直腸 癌 402, 乳癌 13.3 
22, 胃潰瘍 26.322, IAPR 17.8% と , Ai, 結腸 直腸 癌 等 の 消化 器 癌 に お いて 血清 総 往 
自 の 減少 が 著しい 。 ア ルプ ミン 分 大 に つい て も 減少 例 は , 胃癌 64.122, 結腸 直腸 癌 70%, A 
癌 26.62, 胃潰瘍 23.32, 胆 裏 疾 患 25.522 と 胃癌 , 結腸 直腸 癌 に お いて アル プ ミ ン 分 割 の 
減少 例 が 多い 。 こ の 総 入 白 。 ア ルプ ミン 分 割 の 減少 に 比例 し て また 血液 胎 痛 圧 も 胃癌 例 に 高度 
減少 例 が 多く み ら れ る 。 こ の よ ょ うな 血清 蛋白 の 変化 を さら に 電気 泳動 法 に より 詳細 に 検討 し , 
さら に 組織 重 自 と の 関係 に つい て 検索 し た 。 す な わ ち 胃癌 例 で は アル プ ミ ン 分 割 の 減少 が 著 し 
く 。 グ ロブ リン が 増加 し て くる が , グロ ブリ ン 分 割 中 で も 特に gw, @z- グ ロブ リン 分 割 の 増加 
が 目立つ 。 7- グ ロブ リン も 増加 の 傾向 を と る が これ は 特に 癌 悪 液 質 の 高度 に な る に つれ て 増加 
の 度 は さら に 著しく な る こと が 顕著 で ある 。 こ の 血清 自白 の 変化 は リン メ 腺 転移 の 大 な る ほど 
また 腫瘍 の 大 な る ほど 顕著 で あっ て , 癌 の 進行 度 。 あ る い は 悪 液 質 の 度 と ある 程度 平衡 する も 
の と 考え られ る 。 手術 に より 胃癌 を 切除 で きた も の で は 血清 鉄 の 改善 が み られ る と 同様 , アル 
プ ミ ン の 増加 , ei, eg。 グロ ブリ ン の 減少 と な っ て 血清 邊 白 も 改善 され ん る 。 ま た ムコ プロ テイ ン 
は wmー グ ロブ リン の 増減 と ほぼ 平衡 関係 を と り , 胃癌 患者 の 血清 人 ュ デ プロ テイ ン は 増加 し て 来 


プ 


や っ o 

血清 邊 白 の 変化 は 肝臓 機能 の 障害 に よる も の と 考え られ , B.S.P. に ょ る 変化 に は 異常 を 認 
め な い が , 肝 カ タラ テー ゼ の 減少 と いう よう に 肝 の 和 企 白 合成 の 障害 に よる も の で あろ 5 。 す な わ 
ち 肝 の 総 午 白 は 減少 し , アル ブ ミ ン 分 大 が 減少 し て グロ ブリ ン 中 で は a, グロ ブリ ン の 増加 
が みみ られ る が , 7- グ ロブ リン は 半 っ て 減少 する こと より 肝 の アル プ ミ ン 合 成 の 障害 が ある と 考 
える 。 ま た 腫瘍 中 で は N.P.N. の 増加 と と も に 総 衝 白 は 少 い が アル プ ブ ミ ン 分 割 が 増加 し て く 
る 。 ま た グロ デブ リン 分 割 で は 特に 7- グ ロブ リン が 多く な る 傾向 を と る 。 この よう に 胃癌 患者 
に お いて は 肝 看 白 の 変化 腫瘍 部 の アル プ ミ ン の 増加 。 7- グ ロブ リン の 増加 が 血清 蛋白 の 変化 と 
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な っ て 現われ る も の で あろ 25。 

さら に 胃 の 分 泌 機 能 に つい て , 胃 粘 膜 の 蛋白 代謝 を みょう と し て , 随伴 性 胃炎 の 部 の 竹 白 を 
胃潰瘍 の それ と 比較 し て みる と , 胃癌 の 際 に は グロ プリン 分 割 中 の gi- グ ロブ リン の 増加 , B- 
グロ ブリ ン の 減少 が 胃潰瘍 の それ と 異 る こと を 知り , 同じ 随伴 性 胃炎 で も その 重 白 組成 に は か 
な り の 相違 が あり , これ が 分 泌 機 能 と 関係 ある も の と 考え さら に 検討 中 で ある 。 
平井 秀 松 : 組織 牌 白 の ある 分 割 が 血清 蛋白 の ある 分 割 と 易 動 度 ま た は 溶解 度 を 等 し く し て る 和 蛋白 質 と し て 
は 全く 別 筒 の も の で ある こと に 注意 が 肝要 で ある 。 組織 蛋白 分 割 の 増減 を 血清 蛋白 の 増減 と 同様 の 意味 に . 
解釈 する こと は で き な い 。 aA BT 等 の 名 称 は 血清 蛋白 に の みみ 与え られ た 名 称 で ある 。 
川俣 建 二 : 組織 蛋白 に つい て は ミク ロキ ェ ー ル ダー ル 法 に よっ て 行っ て お り , MAHBAORKESABE 
に よる 和 痢 白 分 割 と 同一 視 し て いる の で は あり ませ ん 。 た だ 組織 に お ける 衝 白 の 変化 を みた わけ で あり ます 。 





114. 担 MN/T 肉腫 マッ ス 血 清 蛋 白 に お よ ぼ す ス テイ 
ド ホ ル モ ン の 影響 
(大 阪 赤十字 病院 研究 科 ) 
Influences of Steroid Hormones on the Serum Protein of 
MN/T Sarcoma Bearing Mice 


TOSHIYUKI SHIRAISHI, KOICHI YASUI, JIRO ISHIKAWA, 
MASAJI NAKATANI, YOSHIKO WATANABE, 
SOTOKICHI MORII 


na, マウ ス に MN/T MEANS KPRMLUCESS ARADO RMICHLIEF AF RTE 
ホル モン の 影響 を , AMT OV CREE 5 CRRA RAREIC ID ER LI. 移植 12 
日 前 下垂 体 別 出 , 7 AAU URI (LLG DOCA 4007 隔 日 投与 , 1 2 食塩 水 飲 用 ) また は DOCA 
25mg ベレ ッ ト 埋 没 。 前 日 より predonisolone 0.15 mg, estradiol 307, progesterone 1 
mg また は testosterone propionate Img の 連日 投与 を 施し , 以上 対照 群 を も 含む 8 実験 群 
に つい て 移植 前 , 後 4。 8, 12, 16, 20 日 と 尾 静 脈 よ り 血 清 を 採り , その 総 午 白 量 と 各 分 割 の 
変動 を 検討 し , その 際 上 記 8 実験 群 の 非 移 植 例 に つい て も る 同じく 経 日 的 に 採血 し, その 成績 を 
参考 に し た 。 一 般 に 移植 後 経 日 的 に 採血 され る と 採血 し な いも の に 比 し 生存 日 数 が 短縮 し , K 
下 腫 閣 の 増大 も 弱い 。 垂 別 , IRI, est. 投 ヶ の 各 群 の 生存 日 数 は 短縮 し , test. prop., DO 
CA, progest., predon. 投与 の 各 群 の それ は , 対照 群 の 生存 日 数 の 変異 範 囲 山 で は ある が や や 
延長 の 傾向 に ある 。 度 下 腫瘍 の 増大 度 は 副 管 別 , est. 投与 の 2 群 で 強く , HERI, predon. 投与 
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の 2 群 で 弱い よ う で ある が , 後半 期 に 入る と いずれ の 群 も 一 様 に 強く 増大 し 腫瘍 死す る 。 
対照 群 の 血清 午 白 の 変動 を みる と , 移植 後 初期 に は 総 邊 白 量 は や や 増加 し , globulin 特に 
a-gl. が 増加 する が , albumin は すでに 減少 し 始め て いる 。 後半 特に 末期 に な る と 総 重 白 量 
減少 し , Ric al. DML, gl. の 各 分 割 ふ 種々 変動 する が , 特に 末期 の ez-gl. の 増加 は 注 
目 さ れる 。 総 衝 白 量 の 変動 に お よ ぼ す 影 響 に つい て は , test. prop. KF-OATS He LY 
う る が , [BH +test. prop. KY | 群 で は 移植 初期 の 増加 が 強調 され , 後半 の 減少 し 始め る 
時 期 が 遅れ る 。 垂 別 , 副腎 別 の み で も 減少 する が , [P+], | 移植 十 副腎 多 ] の 2 群 で 
は 移植 初期 より 減少 し 始め , 末期 ほど 著 明 に な る 。「 移 植 十 est. 投与 ] 群 で は 未 期 の 減少 が 著 
し い 。 predon. 投 手 の み で も や や 増加 する が , 「 移 植 十 predon. | 投与 群 で は 移植 初期 の 増加 
お よび 末期 の 減少 が 遅れ て 発現 する 。 al. の 変動 に 対す る 効果 に つい て は , HES, HP, 
投 の 各 群 で は 移植 直後 より 減少 し , 末期 ほど 著しく な る 。 こ れ に 対し est. test. KF-OAT 
も 増加 する が , それ に 移植 され て も 増加 が 減弱 され ず 未 期 に な っ て 始め て 減少 する 。prop. 投 
テ ヶ 群 に も その 傾向 を 認め る が その 度 は 極め て 軽い 。DOCA, progest. 投与 の 2 群 で は 移植 末期 
の 著 減 が や や 軽減 され る 。gl. の 変動 に つい て は , 移植 初期 の a-g1. の 増加 は 垂 別 , 副腎 別 の 
2 群 で は 認め られ な い が , その 他 の 群 で は 一 般 に 認め られ る が , predon., progest. 投与 の 2 
群 で は その 発現 が 遅延 する 。 末期 の gz-gl. の 増加 は test. prop., DOCA 投 と の 2 群 以 外 に 
は 認め られ な い 。 Bgl. の 変動 に お よ ぼ す 効 果 は 一 定 せ ず , 移植 後 7-gl. は 垂 別 。 A, 
test. prop. 投与 の 3 群 で は 著 減 し , DOCA 投与 群 で は 著 増 する が , その 意義 は 不明 で ある 。 
要する に ホル モン 環境 を 変え る 処置 は , 直接 的 な 邊 白 代謝 の 変動 と 変速 され た 腫瘍 増殖 に よ 
る 彼 白 代謝 の 変動 と の 相関 < 係 に お いて 一 定 の 効果 を も た らし た も の と 考え ん られ, それ は ホル 
モン の み の 効 果 と 腫瘍 増殖 の み の 影 響 の 単なる 総和 で は な い 。 こ の 事実 は 本 肉腫 増殖 に 関与 す 
る 和 企 白 代謝 は ホル モン の 影響 を うけ て いる こと を 暗示 する 。 ( 父 部 省 癌 研究 費 に よる ) 


115. 担 韻 動物 組織 に お ける 9 アミ ノレ ブリ ン 酸 脱水 酵 
素 の 活性 に つい て 
小池 雪子 , 大 越 久 仁子 , 紺野 邦夫 


On the Activity of d-Aminolevulinic Acid Dehydrase in the 
Tissues of Tumor-Bearing Rats 
YUKIKO KOIKE, KUNIKO OKOSHI, KUNIO KONNO 
(Dept. of Biochemistry, Faculty of Medicine, University of Tokyo) 


The appearance of anaemia and the decrease of liver catalase activity in tumor- 
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bearing animals lead to the supposition that there might be soWe disturbances in 


porphyrin-synthesizing system in malignant tumor. Shemin and _ co-workers 


reported that -aminolevulinic acid (ALA) and porphobilinogen (PBG) are precursors 
of heme and they are involved in the main pathway of heme biosynthesis. 

The present work deals with the comparison of metabolism of ALA in normal 
and tumor-bearing rats. 

The disappearance of ALA and the formation of PBG under anaerobic conditions 
were studied with homogenate and supernatant prepared by differential centrifuga- 
tion (18000xg). All of the enzymatic activity was found to exist in the supernatant 
fraction. Both the disappearance of ALA and the formation of PBG were decreased 
in tumor cells (ascites tumor of AH 7974 and AH 49), liver, spleen and kidneys of 
tumor-bearing rats (the activity was expressed as mM PBG formed per mg N of 
the preparation). When the extracts of the tumor cells were added to an equal 
volume of normal rat liver supernatant, jhe activity of PBG formation in the latter 
was not influenced, the PBG formation in the mixture being approximately equal 
to the sum of the activity of each component added. 

These findings indicate that the decrease in the activity of the enzyme, a-amino- 
levulinic acid dehydrase, which is involved in the formation of PBG from ALA 
occurs in tumor cells and in tissues of tumor-bearing animals. 

The effect of EDTA and glutathione on the enzymatic activity was also examined. 

In the case of tumor and liver of tumor-bearing animals, the disappearance of 
ALA did not correspond exactly to the formation of PBG, and we consider there 
might be possibilities that PBG formed is further metabolized through synthetic 
pathway of porphyrin or ALA might enter the succinate-glycine cycle and serves 


as C, unit donnor. 
(Supported by the grants from the Scientific Research Fund of the Ministry of 


Education). 


116. 8#xeikBt kU Brown-Pearce fmZe Hic 
ける 血清 多糖 類 に 関す る 研究 
SM 健 E (岡山 大 学 医学 部 第 二 外 科 教 室 ) 


Studies on Serum Polysaccharides in Gastric Cancer Patient and 
in Rabbit Transplanted of Brown-Pearce Tumor 


KENGO TAGO 


担 癌 生体 の 血清 多糖 類 は 増加 し , その 血清 策 白 お よび 多糖 類 の 分 層 に も 著しい 変動 が ろ みろ られ 
は 胃癌 お よび 家 兎 Brown-Pearce 腫瘍 の 発育 , 転移 の 拡がり と 血清 に お ける これ ら の 
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変動 と の 関係 を 追求 し た 。 

Weimer の 方 法 に より total serum polysaccharide (TSP) と serum mucoprotein 
polysaccharide (SMP) を 測定 し , 泌 紙 電気 泳動 法 に より 血清 を 泳動 し て 血清 算 白 分 居 は 
Amidoschwarz 10B, 血清 多糖 類 分 層 は 過 ョ ー ド 酸 Schiff (PAS) 法 お よび Hirsch の 
double-oxydation-toluidine blue (DOT) 法 に より 染色 し た 。 決 紙 電気 泳動 潜 に よる 誤差 は 
"同一 血清 を 10 回 泳動 し て この 目的 に 耐え る こと を 確 め た 。 

入院 手術 し た 26 例 の 胃癌 患者 を 腫 癒 の 大 き さ , 転移 の 拡がり に より 3 群 に 分 類 し た 。』 群 
は 腫 癒 難 卵 大 以下 で 区 域 リ ン パ 節 に の みみ 転移 を 認め る も の と し , 冒 群 は 腫 交 手 傘 大 以上 で リン 
パ 節 転移 多数 で あり 他 の 臓器 に 転移 を 認め た も の も 含め た 。 群 は これ ら の 中 間 に 属 する も の 
と し た 。 

健康 人 に 比 し て 胃癌 患者 で は 腫 癒 の 大 き さ , 転移 の 拡がり と 併行 し て TSP ( 十 18 一 十 4522) 
SMP(+80~+120%) の 増加 が あり , SMP と TSP の 比 も 増加 し た 。 MARA LOMAS 
糖類 分 居 も ほぼ TI 目 群 の 順 で Alb. の 減少 と , aw:-, a, Glob. の 増加 が み られ た 。 MRA 
DCist P Hic 7-Glob. の 増加 を 認め た が , 血清 多糖 類 分 層 に て は 7-Glob. は むし ろ 減 少し 
た 。 B-Glob. に は 著 変 を 認め な か っ た 。 

ARE] 群 に お ける a,-Glob (DOT), SMP の 増加 は 胃潰瘍 患者 の 値 に 比 し て か な り の 高値 を 
示 し た 。 

OLEH 15-20 日 日 に 腫瘍 死 し た 8 例 の 担 Brown-Pearce EHRE TAA 
的 に 同様 の 鋭 察 を 行っ た が , TSP, SMP は 移植 後 約 10 日 まで は 増加 し 以後 潤 次 減少 の 傾向 
を 示 し た 。 血清 蛋白 分 層 で は 洛 次 Alb. の 減少 と a,-Glob. の 増加 が みみ られ, 7-Glob. は 移植 
RS 日 目 に 増加 し た 後 減少 し て 行く 。 血 清 多糖 類 分 選 で は 移植 後 5 日 , お よび 10 日 以後 の 2 
相性 に Alb. の 減少 と gi-Glob. の 増加 が み られ た が , 他 の 分 誠に は 著 明 な 変化 は 認め られ な 
か っ た 。 

移植 後 5 日 目 ま で の 各 分 居 の 変動 は 移植 に よる 生体 反応 と 考え られ る が , それ 以後 の 変化 は 
腫瘍 の 発育 , 腹腔 内 転移 の 拡がり と ほぼ 併行 する 。 Brown-Pearce 腫瘍 腹腔 内 転移 巣 の 輸入 
血 と し て 腹部 大 動脈 血 を , 輸出 血 と し て 門 脈 血 を 選び 両者 を 比較 する と 後者 で は 前 者 より 
TSP, SMP の 値 高く , Alb. の 減少 と a,-Glob. の 増加 を 認め た 。 以上 の 実験 成績 は 腫瘍 源 
性 多糖 類 の 存在 を 考え る に は 好都合 で ある が , 生体 反応 と し て の 多糖 類 の 増量 を 否定 で き な い 。 

担 Brown-Pearce 腫瘍 家 束 を 移植 後 15 一 22 日 目 に 居 殺 し 肝 , B Th, 腎 , 腫瘍 を 
homogenize し た 抽出 液 に つい て mucoprotein polysaccharide を 測定 し た と ころ , 肝 , ME 
瘍 , 腎 に お いて 健康 家 各 に 比 し 増加 し て いた 。 し か し 組織 多 橋 類 の 定量 法 の 確立 され て いな い 
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現在 この 判定 に は 慎重 を 期 さ ね ば な ら な い 。 

MH 議 

大 原 弘 通 : 昭和 31 年 の 本 学会 で 私 共 は 家 鵜 肉腫 に よる 輸出 輸入 血液 の 分 析 か ら , 腫瘍 組織 内 で muco- 
protein, serum polysaccharride が 産生 され る と 考え られ る こと , お よび 輸出 血液 で albumin が 減少 す 
る と いう 本 口演 と 同じ 結果 を 発表 し て お り ま す 。 な お 本 演者 の いわ れ た の と は 異 り 。 私 共 は 腫瘍 の 際 増 量 
する mucoprotein が 腫瘍 内 で 産生 され る と 同時 に , 腫瘍 の 存在 に より 式 ら く は 肝 で 産生 され る と 思わ れ 
る 反応 性 mucoprotein の 産生 を も 推 宗 し て お り ま す の で 追加 し ます 。 

多胡 健吾 : 癌 に お いて 増加 する 血清 多糖 類 の 少く と も 一 部 の も の は 腫瘍 活性 多糖 類 に も と づく と 考え られ 
る が , 肝 の 機能 も 閑 却 に で き な い と 思い ます 。 





117. 胃癌 に お ける 体液 の 変動 に つい て 
赤井 貞 彦 , 若 佐 理 , 吉田 鉄郎 , 植木 光 衛 , 武藤 輝 一 , 浅利 和 成 , 栗山 健二 , 
長谷 川 圭吾 , 清水 好雄 , 十 見 定 雄 , 青木 忠夫 (新潟 大 学 医学 部 外科 教室 内 科 教 室 ) 
Some Humoral Changes in Patients with Gastric Cancer 


SADAHIKO AKAI, OSAMU WAKASA, TETSURO YOSHIDA, KOE UEKI, 
TERUKAZU MUTO, KAZUNARI ASARI, KENJI KURIYAMA, 
KEIGO HASEGAWA, YOSHIO SHIMIZU, SADAO JYUMI, 
TADAO AOKI 


胃癌 患者 の 2, 3 体液 変化 と 韻 病 巣 の 拡がり と を 対比 観察 し た 。 病巣 は 次 の 4 型 に 大 別 し た 。 
|. 腫瘍 限局 し 転移 を 認め ぬ も の J. 胃 周 囲 リ ン パ 節 転移 ある ある も る の J. リン ぷ 節 転移 多数 
ある い は 腹腔 内 播種 ある も の JV. 遠隔 臓器 組織 に 転移 ある も の 

1) ACTH 負荷 試験 : ACTH 25 単位 を 4 時 間 で 点滴 静 注 し , その 前 後 お よび 注射 終了 8 
BEE ig AD (Tiselius 法 ) を 測定 し た 。 胃 潰瘍 その 他 の 良性 疾患 9 例 は 投与 前 後 の 
albumin 値 は 平均 3.3% 変動 (増加 また は 減少 ) し た 。 胃癌 25 MTX] H 4.3%, YH 
2.3%, 1% 1.2%, WH 0.1% で , 病巣 の 拡がり が 大 きい ほ ど 変 動 は 少 い 。 

2) Insulin 試験 (Himsworth) : 胃潰瘍 等 6 WMO WG 値 は 1.0 以下 の も の 4 例 ,1.0 一 1.5 
が 2 例 で あっ た が 胃癌 で は 』, 』 型 (8 例 ) で は 1.0 以下 , I. IM 型 (5 例 ) で は 1.0~1.5 が 3 
fi, 2.0 以上 が 2 例 で あっ た 。 

3) 血清 鉄 ・ 銅 値 : 胃癌 51 例 は 一 般 に 正常 値 80 一 1507%) 以下 の も の が 多い が , [OW 
型 の 順に 減少 し W 型 は 全 例 517% 以下 で あっ た 。 Fe/Cu 値 は 80% が 正常 値 (0.74 一 1.9) DA 
下 を 示 し , IMW 型 で は 5 例 中 4 例 が 0.4 以下 で あっ た 。 な お , この Fe/Cu 値 は 胃 韻 切除 後 の 非 
再発 群 (10 例 ) は すべ て 正常 値 を し た が , 再発 群 (8 例 ) で は 例外 な く 低 下 が 見 られ た 。 
Fe/Cu 値 は fibrinogen 値 り と と も に 韻 再 発 の 早期 発見 に 有効 な 検査 方 法 で ある 。 
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4) Uropepsin(West 法 ) : 胃癌 66 例 中 約 70% が 正常 値 (3080 単位 / 時 ) 以下 を 示し , 
潰瘍 群 の 増量 (80-200 以上 ) と 著 明 の 差 を ボ し た 。 か つ 胃 癌 に お ける 減少 は 病巣 の 拡がり に 
応じ て 著しく , | 型 の 最低 値 30 (単位 ), IE 20, Its, WV 型 6 で あっ た 。 

5) 血清 遊離 アミ ノ 酸 分 情 ( 高 電圧 沢 紙 泳動 法 2) : 胃潰瘍 12 例 は 正常 像 に 近い が , 胃癌 32 例 
は 中 性 分 割 の 不定 の 変動 と A, (glutamic acid) の 増加 が 著しい 。 な お , BHI, FT 型 は N, 
の 減少 。 1,0, VM N, ORD, FT, W 型 で は N。 の 減少 が 見 られ た 。 

6) HF RNA, DNA 量 : 胃潰瘍 5 例 の R/D 値 は 2.5~3.1, 平均 2.8 で ある が , 胃癌 12 
例 で は 1.5~2.7, 平均 2.2 で あっ た 。 胃癌 で は この 値 は 病巣 の 拡がり と は 明らか な 関連 性 は 
な い 。 な お , 胃癌 の R/D 値 低下 は DNA の 増加 に よる も の で , RNA は 閉 明 な 変動 は な い 。 

以上 の 如く 癌 の 体液 変化 と 癌 病巣 の 拡がり と は か な り 密 接 な 関連 性 が か あり, これ ら の 成績 か 
ら , 術 前 に 根治 手術 の 可否 (可能 の も ゃ の は , 旧型 に 含ま れる ) を 予知 し 5 る 場合 が 少く な い 。 
すなわち , dt albumin 50% 以下 り , ACTH 投与 に よる albumin の 変動 1 2 以内 , Insu- 
lin 試験 に よる VG 値 1.0 以上 , 血清 鉄 507-2 LAF, Fe/Cu {fi 0.4 UF, uropepsin 20 
単位 以下 の も る の は ほとん EN, W 型 に 属し 根治 手術 不能 で あっ た 。 

1) 吉田 : i, 48 : 474, 1957 2) 赤井 他 : 生体 の 科学 , 9:27, 1958 


附 議 

久保 勝彦 : 貴 例 中 血清 蛋白 分 割 と 肝 機 能 : 血清 鉄 ・ 銅 比 と 貧血 の 関係 に つい て 何 か お 気づき の 点 が あり ま 
せん か 。 

伊藤 一 二 : 私 達 も 各種 韻 串 者 に つい て 展 中 アモ トン 体 排 洪 量 お よび 血清 鉄 を 測定 し て お り ま す が 。 血清 鉄 
量 は 転移 を 認め な い 乳 瘍 を 除き 全般 的 に 癌 患者 で は 減少 を 認め ます , 特に 消化 器 の 韻 に お いて 著 明 で あり 
ます 。 ま た この 変化 は , 赤血球 , 血色 素 の 低下 に 先行 し て 現われ る よう で あり ます 。 また 展 中 アモ トン 体 
排 洪 量 は 胃癌 患者 に お いて 著 明 に (正常 人 の 約 3-5 倍 ) の 増加 を 認め まし た 。 また 手術 お よび mitomycin 
C に よる 導 治 療 の 効果 を 数 値 的 に 判定 する 一 つの 指標 と し て , 血清 鉄 お よび 尿 中 アモ トン 体 量 の 消長 を ろ 
て みみ まし た が , 自覚 的 。 他 覚 的 な 症例 の 好転 に と も な い , アモ トン 体 量 は 減少 し , 血清 鉄 量 は 増加 する こ 
と を 認め まし た 。 

武藤 輝 一 : 血清 鉄鋼 の 変動 と 手術 可能 率 に つい て は , 鉄 銅 比 0.2~0.3 以下 で は ほとん ど 手 術 不能 で 鉄鋼 
st 0.5~0.6 以上 の 場合 に は 手術 可能 の も の が 多い . 鉄 銅 比 の 変動 と 腫瘍 の 転移 浸潤 と 比例 的 関係 を 有 す 
る こと が 明らか で ある 。 
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118. 表 導 骨 液 邊 白 の 生化 学 的 並び に 生物 学 的 研究 
和田 武雄 , 安斎 哲郎, 佐藤 勝巳 大原 弘 通 , 谷内 昭 , 佐藤 研 介 , 高村 民雄 , 
岩田 和子 福田 守道 , 井 林 淳 


Biochemical and Biological Studies on Carcinomatous Gastric Juice Protein 


TAKEO WADA, TETSURO ANZAI, KATSUMI SATO, HIROMICHI OHARA, 
AKIRA YACHI, KENSUKE SATO, TAMIO TAKAMURA, 
KAZUKO IWATA, MORIMICHI FUKUDA, 

JUN IBAYASHI 
(Dept of Internal Medicine, and The Cancer Institute,Sapporo Medical College.) 


The purpose of the present study is to find the pre-carcinomatous mutation of 
the stomach by studying changes of high molecular constituents of cancerous and 
histamine-refractory anacid gastric juices. Pooled gastric juice samples were 
dialyzed and freezedried, and were fractionated with continuous certain electro- 
phoresis (veronal buffer, pH 8.6, 225 V, mA for 28 hours) and with ion-exchange 
chromatography (Dowex-50 X-8, 100 mesh, 1.9x30 cm, pH 1.8-10.0). Changes of 
chemical composition and of biological activities of the fractions were compared 
with those of control acid gastric juice fractions from healthy subjects. Each 
fraction was subjected to the following assays: polarography both with 1st reaction 
(PpW) and with 2nd reaction (PfW), protein with tyrosine method (Tyr), sialic acid 
with Cu-Bial (Svennerholm), hexose (He) with orcinol-H,SO,, hexosamine (Hxm) 
with Elson-Morgan method and hexuronic acid (Hxu) with Ishidate-Nambara’s 
method. KIK activity (rat) and toxohormone activity (mouse) were assayed with 
10mg each of the freeze-dried materials after further dialysis. Assay of blood 
group substance was carried out with agglutination inhibition method. 

Results: 1) Electrophoretical analysis: Pathological gastric juice had increased 
amounts, in order of histamine-refractory anacidity and gastric cancer, of fractions 
with intermediate mobilities. This was accompanied by shifts of PfW, orcinol and 
DPA chromogens from a negative-charged fraction (B,) in the controls to fractions 
with intermediate mobilities. KIK factor was found mainly in B,, where as 
toxohormone activity existed mainly in B.. 

Chromatographic analysis: Both control and cancerous samples consisted of 
7 peaks (P,-P;). P, of cancerous sample differed from that of the control in that 
its sugar contents exceeded that of Tyr. Sugar components also increased in P, 
and in P。. KIK activity was found to be dispersed throughout the whole range 
of the peaks, whereas toxohormone was found in two batches, one at a strongly 
acidic eluate and the other at an alkaline eluate. 

It is discussed that the increased amounts of fractions with intermediate mobility 


146 (GANN, Vol. 49, Suppl. 1958) 








in pathologic samples resulted from a shift, into this fraction, of sugar 
components, which is related with KIK factor. Toxohormone, on the other hand, 
is related to fractions with high Tyr content with slower mobilities. It is concluded, 
therefore, that both of the above two fractions must be kept under attention in 
investigating cancer-specific components of gastric juice, both from chemical and 


biological points of view. (六部 省 科 学研 究 費 に よる ) 


附 議 
笹井 外 喜 雄 : SSA を 加え て お ちる 分 割 は 明白 に 和 看 白 波 を 出し ます 。 無 酸 が ン に お いて は お お く の る 衝 白 


波 が 高く 成り SSA で お ち ま す 。 こ れ を ガン L 型 と ち れ われ は よび ます 。 
大 原 弘 通 : 実験 者 と し て お 答え し ます , sulfosalicylic acid で 沈 滅する 部 分 は 恐らく soluble mucus と 
考え ん られ nitrogen を も っ て お り ま せん 。 

な お また 除 白 に 対す る 御 質問 で し た が , この 実験 に お ける 連続 泳動 , 
に は ズル フォ を 用 いて お り ま せん 。 
SB 。 守 :1) Dialyse し た 後 で paper に か け て お られ る の で し ょ うか 2) dialyse し ます と cathode 側 
に 動く peptide 内 で も 最も cathode 側 に 動く も る の が な く な り ま す 。3) 無 酸 の 際 に S.S.A. に て 沈 滅する 
和 蛋 白 は どこ に 動い て いる の で し ょ よう か 。 
和田 武雄 : 1) 胃液 は 透析 処理 を し た 後 濃縮 し た 。 2) Sulfosalicylic acid に よる 沈降 物 の 点 は 大 原 君 よ 


行 中 で ある 。 


クロ マト カラ ム に お ける 分 割 試料 


) HBV. E>, 3) Cathodic components に つい て は さら に 方 法 を 講ず る 必要 が あり , 





Ill. 発 六 Carcinogenesis 


119. 蒸溜 水 に よる 発 韻 実 験 第 3 報 
ラッ テ 皮 下 に 注射 され た 蒸溜 水 の 温度 の 影響 に つい て 
蔵 岡 小太郎 ( 癌 研究 所 ) 


Experimental Carcinogenesis with Aqua Destillata. Third report. On 
the Infiuence of Temperature of Aqua Destillata 
Injected Subcutaneously into Rats 


KOTARO WARABIOKA 


癌 の 発生 は 概念 的 に は 先 人 の いわ ゆる 慢性 形成 刺 載 の 範 時 に 入る べき も の で あり , 非 特異 的 
に 局所 に お ける 悪 適 応 と 海 汰 に 基 因 する も の で あろ うと の 立場 か ら , 水冷 蒸溜 水 の 反 才 注 射 に 
よる ラッ テ 放 下 肉腫 の 発生 に つい て 先 に 報告 し た 。 今回 は 注射 蒸溜 水温 度 の 影響 を 検討 すべ く , 
室温 燕 溜 水 に よる 実験 を 行っ た 。 

方 法 並び に 成績 : ラッ テ は 雑 系 を 使用 し , 室温 蒸溜 水 2cc を 週 6 回 腰 背 部 度 下 に 反 培 注射 
し た 。 実験 時 室温 は 最高 36*C 最低 15C で あっ た 。 餌料 は 昨年 と 同様 で ある 。 

少く と も ゃ 一 年 以上 実験 に 耐え た ラッ テ 9 匹 中 2 匹 は 実験 開始 後 11 ヵ月 お よび 18 ヵ月 目 に 
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それ ぞ れ 腫瘍 の た め 死 亡 し た 。 前 者 は 難 卵 大 の 線維 肉腫 , 後者 は 小 難 卵 大 骨 形 成 性 線維 肉腫 で 
肺 に 粟 粒 な いし 半 米 粒 大 の 多発 性 転移 を 認め た 。 そ の 他 の 7 匹 は 12 な いし 21 ヵ月 生存 し , 
注射 局所 は いずれ も 数 炒 の 厚 さ に わた る 肉芽 腫 性 肥厚 が 認め られ た 。 

考察 : 先 に 報告 し た 水冷 蒸溜 水 に ょ る 実験 で は 腫瘍 死期 間 は 第 1 回 で は 17 ヵ月 , 第 2 回 は 
17 ヵ月 お よび 20 HA, 今回 の 室温 の それ が 14 ヵ月 お よび 18 ヵ月 と な っ て お り , 一 年 以上 生 
存 例 に お ける 発生 も それ ぞ れ 1/7, 2/4, 2/9 と 特に 有意 な 差 は 認め られ な か っ た 。 な お 肉腫 の 
発生 に いた ら ず し て 死亡 し た も の は いずれ の 実験 に お いて も 肉芽 性 肥厚 な か ん ずく いわ ゆる 悪 
性 肉芽 腫 と し て 前 癌 状態 と も 見 人 散 し 得 べ き 状 態 が 認め られ た が 発癌 に いた ら ず し て 終っ た の は 
個体 の 反応 性 の 相 異 に 基づく も の か , また は 期間 の 不 充分 に 基づく も の か は 今後 の 研究 を 必要 
と する 問題 で も る 。 こ れ を 要する に 室温 と 水冷 と の 問 に お ける 発癌 に 対す る 温度 差 に よる 特別 
な 影響 は 認め られ な か っ た 。 

各種 の 化学 物質 の 皮下 注射 に よる 肉腫 の 発生 に 関し て は いずれ も , 反 才 され る 局所 障害 に よ 
り 障 害さ れ た 組織 細胞 の 修復 の た め 線 維 芽 細 胞 を 始め と する 諸 細 胞 に よる いわ ゆる 無菌 性 炎症 
性 反応 が 反 響 し , 慢性 肉芽 腫 か ら 異型 肉芽 組織 を 発生 し , や が て 肉腫 の 発生 に いた る も の と 見 
人 艇 され て いる 。 

機能 と 形態 は 不可 分 の 関係 に あり , 正常 機能 を 営む た め に は 必要 な 基質 が 与 えら れ , 種々 の 
禁 素 お よび 健全 な 組織 学 的 細胞 学 的 構造 を 必要 と する こと は 自明 の 理 で ある 。 癌 の 発生 に 関し 

て は 具体 的 に 細胞 内 外 に お ける いか な る 形態 的 お よび 機能 的 変化 が 主体 を な し て いる か は 今後 
の 研究 領域 に 属す る 未知 の 問題 で は ある が , Hi (並び に 胎 ) 組織 細胞 で も ミト ュ ン ドリ ア を 例 
(に こと っ て も その 構造 の 粗大 化 , 一 部 欠損 状態 な ど に ょ る 形態 的 障害 が 見 られ て いる が , 機能 的 
に こも DPN, CoA な どの 減少 。 ATP-ase OFKIG, 酸化 的 酸 化 障害 た な ど が 見 られ る と いわ れ 
て いる 。 本 例 に お ける 港 透 圧 の 低い 蒸溜 水 に よる 障害 も 細胞 構造 の 変化 に よる 細胞 の 化学 反応 
の 変調 を 惹き 起す cellular derangement ある い は cellular disequiliblation OM Wic k Y 
細胞 組織 が 悪 適 応 と 海 汰 を 繰 返 す こと に より いわ ゆる 形成 刺 戦 と し て 作用 し 肉腫 の 発生 の 成因 
と な っ て いる も の と 思わ れる 。 
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120. 山形 肉腫 に 関す る 研究 HIT 報 ) 
自信 度 下 べ プ トン 肉腫 の 実験 的 生成 追加 2 例 
MS 明 , 水戸 省吾 , 吾妻 番 一 , 斉藤 博 , 大 塚 孝 元 (山形 県 衛 計 研究 所 病理 科 ) 
Studies on Yamagata Sarcomas (Third Report). Two More Cases of 


Subcutaneous Sarcoma of the Rat Producted Experimentally 
by Injection of Pepton Solution 


AKIRA ATSUMI, SHOGO MITO, KYOICHI AZUMA, 
HIROSHI SAITO, KOGEN OTSUKA 


前 回 20 LOAM RE FICL 2 ペ プ ト ン 水 3cc 1 週 3 回 注射 する こと に よっ て 3 例 の 線維 肉 
腫 を 実験 発生 せしめ た こと を 述べ た が , これ は ウィ ッ テ の ペ プ ト ン を 4 ヵ月 半 注 射 し 以後 武田 
の ベ プ トン を 注射 し た 4 匹 の 中 の 3 匹 に 8 一 14 ヵ月 の 間 に 発生 し た も の で , 武田 ペデ トン の 
. み を 注射 し た 16 匹 に は 肉腫 は 発生 し な か っ た も の で ある 。 今般 再び ウィ ッ テ ベ プ ト ン を 5 カ 
月 注射 し 以後 武田 ペデ トン を 注射 する 方 法 (ウィ ッ テ ベ ペデ プ ト ン 不足 の た め ウ ィ ッ テ ペ プ ト ン の 
ス み に よ る 実験 不能 に つき ) を 3 匹 の 白 原 に 繰り 返し た と ころ 中 2 例 に 線維 肉腫 を 得 た 。 結 局 ウ 
Ly FORA bY RE LEAR 7 匹 の 中 5 匹 に 発癌 し た こと に な る 。 

また 冷却 蒸溜 水 3cc を 上 記 の 方 法 に し た が い 注 射 し た 白 原 4 匹 の 中 1 匹 に 肉腫 が 発生 し た 
Ds, 蒸溜 水 注射 の 2 匹 お よび 生理 的 食塩 水 注射 の 4 匹 に は 肉腫 の 発生 を 見 な か っ た 。 

上 記 の ウィ ッ テ ペ プ ト ン に より 発生 し た 白 旋 度 下 肉腫 追加 2 例 を FS, FS。 と する 。 

① FS,: 9, 注射 開始 後 13 ヵ月 で 肉腫 を 発生 , 16 ヵ月 後 腫瘍 死 し た 。 死亡 時 の 皮下 腫瘍 
の 大 さ 51x41x35 mm。 両 肺 ・ 右 助 膜 ・ 縦 隔 汐 巴 腺 ・ 心 ・ 左 敗 稿 に 転移 を 認め た 。 KP REBT 
DOMRRI CAM, 細 綱 肉腫 状 の と ころ あり , 結局 線維 肉腫 と 考え られ る 。 腫瘍 細胞 は 割 
に 小型 で 異型 性 に 乏しく , 和 染色 体 数 は 35 個 の 分 裂 細胞 調査 で は 41 前 後 の も の が 多かっ た 。 
また この 上 下 肉腫 の 腹水 型 転 換 を 試み た が 成功 し な か っ た 。 

@ FS。: ?, 注射 開始 後 14 ヵ月 で 肉腫 を 発生 , 17 ヵ月 後 腫 場 死 し た 。 HCO KPBS 
DRE 50x30x27mm。 両 肺 に 転移 を 認め た 。 度 下 結節 の 組織 像 は FS,。 と ほぼ 同様 で 線維 肉 
腫 で ある 。 染色 体 数 は 50 個 の 細胞 調査 で は 85 前 後 の も の が 最も 多かっ た 。 こ の 皮 下 肉腫 の 
腹水 型 転 換 を 試み た と ころ 成功 し た 。 こ れ を AFS。 と する 。 

@ AFS;: この 新しい 腹水 型 線維 肉 太 は 現在 移植 6 代 , ik 6522 (使用 動物 23 Pe), 平 
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均 生 存 日 数 22 (13-58) 日 で ある 。 腫瘍 細胞 の 形態 は 大 体 前 回 報告 し た AFS, AFS。 と 同 
ET, 腹水 中 で は 単 一 遊離 状 の 腫瘍 細胞 より 集落 を 形成 する 腫瘍 細胞 の 方 が 多い 。 ま た 細菌 感 
染 が な く と る も 細胞 反応 を 割 に 強く 起す が か か る 場合 に は クロ マイ 等 の 抗生 剤 を 注射 する と 好 都 
総括 : ペア トン 水 に よる 白 不 皮下 発癌 実験 を 追試 し た と ころ , ウイ ッ テ の ペ プ ト ン を 使用 し 
た 3 匹 の 中 の 2 匹 に 発癌 し た 。 結局 今 ま で の 成績 を 総括 する と , RHONA PYRG HEAL 
た 16 匹 に は 発癌 し な か っ た が , 初め に ウツ イッテ の ペ プ ト ン を 約 5 ヵ 月 使用 し た 7 匹 の 中 の 5 
匹 に 発癌 し た こと と な る 。 ウ イッ テ の ペ プ トン は ドイツ 製 品 で 入手 困難 で ある が , 一 応 こ の 化 
学 分 析 と その 分 析 物 に ょ る 発 瘍 実験 が 必要 で あろ 5 。 ま た 使用 し た ウイ ッ テ ペ プ ト ン は 戦前 の 
古い も の で ある か ら 算 白質 の 陳 旧 化し た も の に 何 か 原因 が ある か も 知れ な い の で この 点 の 吟味 
が 必要 と 思う 。 
MH 議 
BA 3: 4 倍 体 の 染色 体 数 を 示 し た 系 統 の 最も 初期 ,。 で きれ ば 皮 和 下 腫 瘍 原発 当時 の 染色 体 数 は 調べ られ 
まし た か , 私 達 の 日 淵 肉 腫 は 当初 2 倍 体 型 が 多く , 腹腔 累代 に よっ て 4 倍 体型 が 増加 し て つい に 4 倍 体型 
の みみ に な っ た も の で す 。 
武田 勝男 : 形態 学 的 ば か り で な くく 機能 的 に も 変動 すろ こと が 多い 。 例え ば 貴方 の 肉腫 の 貸 食 能 も 継 代 と と 


も に 低下 する こと が ある と 思わ れる 。 


121. 2 グ ア セ チル アミ ノ フ ェ ナ ン トレ ン に よる 骨髄 性 白血病 
第 2 報 , 白血病 前 期 に お ける 造血 臓器 の 変化 
池田 芳 照 , 徳田 種 二 , 森村 義行 , 井 洋平 , 安岡 正輝 , 森田 次 郎 兵 衛 
(大 阪 大 学 医学 部 病理 学 第 一 教室 , 附属 癒 研究 所 ) 


The Myelogenous Leukemia Induced by 2-Acetylaminophenanthrene 
in Rats. Report II. Changes of the Hematopoietic 
Organs in Preleukemic Stage 


YOSHITERU IKEDA, TANEJI TOKUDA, YOSHIYUKI MORIMURA, 
YOHEI Il, MASATERU YASUOKA, JIROBEE MORITA 


前 回 2- ア セチル アミ クノ フ ェ ナ ン トン レン (2-A.A.P.) CAKFCLAZARORRMMA MO 
発生 お よび その 移植 に つい て 報告 し た が , 今回 は 白血病 に 先行 する 直 血 臓器 , EL UCHHO 
変化 に つい て 報告 する 。 2-A.A.P. 1mM/ 基 礎 食 1kg を 14 週間 経口 投 与 し , その 後 普 通 食 
に 変更 , 開始 後 21 週 以上 生存 せる 11 例 中 6 例 に 白血病 が 発生 し た 。 同 方 法 に より 飼育 せる 
30 匹 を 用 い , 1 カ ヵ月 後 よ り 5 カ ヵ月 後 ま で 半月 毎 に 3 匹 づ つ 居 殺し , 血液 学 的 組織 学 的 に 検索 
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Lik. AAA MMAR TAA MR BUT 4 ヵ月 まで 減少 し , その 後 尺 復 に 向 5 。 白 血球 数 は 1 DAK 
や や 増加 する が , その 後 著 し い 減少 を 示し , 3 ヵ月 で 最低 と な り 再 び 急 速 に 増加 する 。 骨髄 に 
お いて は 1 ヵ月 後 で は 脂肪 細胞 の 間 を 押し 拡げ る よ うに 簡 索 の 幅 が 広く な り 細 胞 量 の 増加 が かみ 
られ る 。 

赤 芽 球 巣 は 2 ヵ月 後 よ り バ ラバ ラ に な る 傾向 を 示し , 3 ヵ月 で は 全く 巣 を 作ら ず 散 在 性 に みろ 
られ る 。 2 ヵ月 後 よ り 脂肪 細胞 の 減少 が み られ 静脈 洞 に 接近 し , 洞 壁 が 脂肪 変性 に 陥り , 洞 が 
脂肪 細胞 の あっ た 部 分 に まで 拡がっ て いる の が み ら れ る 。 2 一 3 ヵ月 後 の 骨 髄 で は 著しい 低 形 
成 の 部 分 が み られ る と と も に 過 形 成 の と ころ も あり , これ ら が 同一 骨 般 内 に み られ る こと も あ 
る 。 こ の 際 出 現し て いる 細胞 は 幼 若 な 吾 粒 球 が 多く , 特に 成熟 吾 粒 球 の 著しい 減少 が 目立つ 。 
この こと は 未 栓 血 に お ける 赤 白 血球 数 の 減少 と 相 伺 っ て 鞭 血 組織 に 著 し い 成 熟 抑制 の 起 っ て い 
る こと を 考え させ る 。 巨核 球 も 減少 し 核 は 濃縮 性 で ある 、 な お これ ら の 細胞 の 間 に 少 数 の リン 
パ 球 様 細胞 , 単 球 様 細胞 お よび 形質 細胞 等 の 出現 も み られ る 。2-A.A.P. 中 止 後 す な わ ち 3 カ 
月 半 一 4 ヵ月 後 で は 再生 が 始ま り 拡 張 し た 静脈 洞 を 圧迫 する よ うに 頼 粒 球 系 幼 若 細胞 が 結節 価 
ある い は びまん 性 に 著しく 増殖 し て くる 。 か か る 細胞 巣 は ある 場合 に は 骨 梁 に 近く , 他 の 場合 
に は 小 動 脈 壁 に 沿い , ある い は 洞 壁 に 近く 認め られ る 等 胎生 期 の 造血 と 異な り , また 幼 若 球 よ 
り 成 熟 球 まで 多数 の 細胞 が ほぼ 平等 に 分 布 し て いる と ころ の 生理 的 の 像 と 相当 異な っ た 所 見 を 
BPS, 4 ヵ月 半 よ り 5 カ 月 後に な る と 再生 は さら に 顕著 と な り 異 常 再生 の 像 を 呈し , HICH 
若 占 粒 球 の 増殖 が 著しく , これ ら 幼 若 細 胞 の 増殖 部 位 で は 血管 洞 の 分 布 が か み られ ず , ちょ うぅ ど 
白血病 の 際 の 骨髄 の よう に 細い 血管 が ご どく 僅か に みみ られ る に すぎ な い 。 6 ヵ月 後 で は 定型 的 な 
AMEAMIAOBEDA SHA, BB, 肝臓 に お いて は 3 ヵ月 半 頃 より 一 部 簡 外 造血 の 開始 が 
られ る 。 ま た 正常 に 尺 復 する 際 は 4 DARL り 脂 肪 細胞 の 出現 が みみ られ, 今 ま で 散在 し て いた 
赤 芽 球 も 再び 集まり 赤 芽 球 巣 を な し て 来る 。 な お これ ら の 変化 を 電子 顕微 鏡 学 的 に も 追求 し て 
いる 。 

以上 の 結果 より 2-A.A.P. に よる 白血病 の 発生 に は ある 期間 店 血 組織 に 対 し て 成熟 抑制 が あ 
り , その 再生 に あたり 起 る 過剰 な 異常 再生 が 白血病 の 発生 に 対し 重要 な 意義 を 持っ て いる と 考 
えら れる 。 

附 議 

武田 勝男 : その 血液 像 を 承り た い 。 

池田 芳 照 : 白血病 例 の 末 檜 血 で は 白血球 数 は 10-35 x10 に 増加 し , AREER IR 2-10% で , MBM ARE 
性 自 血 病 の 像 を 呈し て お り ま し た 。 発病 後 は 1-2 HATHELET, 

臼 淵 勇 : 全身 の 骨髄 の 中 で 最初 の 変化 の お きる の は どこ で し よ ょ うか , 最初 の 原発 巣 と み ら れ る も の を 捕 


える こと が で きま すか 。 
池田 芳 照 : 本 実験 で 調べ た 大 局 骨 , WH, WH, FHA, WHA, BHAAHORTCZAHARICMET 
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に 成熟 抑制 な いし 低 形 成 が 著しい 傾向 に あり , 再生 も 著 明 な よう で あり まし た 。 





122. 健康 人 羊 膜 細胞 に よる ラッ ト 内 新生 腫 の 発生 
喜 多 3 
Neoplastic Changes Developing in Amnion Cell Line 
Derived from Normal Person 


ISAMU KITAMURA 
(Dept. of Pediatrics, Okayama University) 


Human amnion cells (Strain H) successively cultivated for 50 generations were 
implanted subcutaneously into irradiated and cortisone-treated rats. Ten days 
after the cell implantation, tumor nodules were found in 6/8 of implanted rats. 
For comparison HeLa cell were implanted into irradiated and cortisone-treated rats 
and tumor were observed in 3/8 of them. These tumors were recultivated in tube 
or bottle after trypsinization and therafter successfully subcultivated. 

H-R cell (recultivated rat-H-tumor cell) and HeLa-R cell were neutralized with 
anti-H-rabbit sera and anti-HeLa-rabbit sera, respectively, iz vitro. 

Non-cultivated human amnion cells were unsuccessful for the tumor formation in 
the irradiated and cortisone-treated rats. 

Rat-H-tumors were minced and transplanted into irradiated and cortisone-treated 
rats, and 20 days later tumors were found in 2 of 5 implanted rats. 

All of these tumors were histopathologically indistinguishable from the cancer 
tissue. 

SMBA 31. 動物 に 前 処置 し て いな い 場 合 は 同様 な 腫瘍 を 発生 し ます か 。 2 抗 元 抗体 反応 の 様相 は 
いか な る も の で し よう か 。 





123. アク チノ マイ シン に よる ハツ カネ ズミ に お ける 
肉腫 発生 実験 (第 2 FR) 
川俣 順一 , 中 林 登 , 川井 RM (大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 化学 療法 研究 部 ) 
Experimental Production of Sarcoma in Mice with Actinomycin 
JUNICHI KAWAMATA, NOBORU NAKABAYASHI, AKIRA KAWAI 
アク チノ マイ シン は 抗 腫 瘍 性 を 示す ポリ ペ プ タ イド 抗生 物質 で , 多く の 種類 が ある 。 わ れ わ 
れ は , その 中 , A 型 お よび C 型 の も の を 用 いて 抗 腫瘍 性 の 本 態 に 関す る 研究 を し て きた が , そ 
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の 一 つと し て , アク チノ マイ シン に 発癌 性 が ある か 否 か を 検討 する こと に し た 。 

生理 的 食塩 水 に 溶解 し た アク チノ マイ シン A 型 の も の を 7.5zg/kg の 割合 で 週 2 回 , われ わ 
れ が btk, ctk と 称し て いる , 兄妹 交配 に より 自家 繁殖 し つつ ある 系 統 の ハツ カネ ズミ の 度 下 
に 反 覆 注射 し , 22 週 以上 生存 し た も の U 例 中 全 例 に , 注射 局所 の 皮下 に 肉腫 発生 を 認め る 
こと が で き , その 一 部 は , 本 学会 の 昨年 度 の 総会 に お いて 報告 し た 。 今 回 は , さら に 他 の 系 統 
の ハツ カネ ズミ を 用 い , また , アク チノ マイ シン も A 型 の 他 に C 型 に 属す る も の を , 種々 の 量 
を 投与 し , その 際 の 腫瘍 発生 と と も に , 始め に 得 た 肉腫 の 移植 継 代 実験 の 結果 に つい て 述べ る 。 
実験 材料 並び に 旋法 

1. アテ クチ ノ マ イ シン ……1048A (A 型 ), 2104L (C 型 ) 

2. 使用 ハッ カネ ズミ の 系 統 ……btk, ctk, C3H, C 57 BL, Swiss albino, ddO 

3. 投与 法 …… 生 理 食塩 水 に 藩 解 し た アク チノ マイ シン 溶液 0.10.4ml +MORE 
部 皮下 に 毎週 2 回 , 腫瘍 発生 を 認め 得る まで 反 衝 注 射 , 対照 に は 溶媒 注射 群 お よび 無 処置 群 を 
置い た 。 

4. 移植 法 …… 無 菌 的 に 摘出 し た 腫瘍 を , 小 菌 生理 食塩 水中 で 壊死 部 を さけ て 細 切 し , その 
米粒 大 小諸 を 4 一 8 週 令 の ハツ カネ ズミ の 背部 皮下 また は 腹腔 内 に 手術 移植 し た 。 

実験 成績 

1. 腫瘍 の 発生 : 現在 まで の と ころ , 最短 6 週 , 最長 27 週 経過 し て いる が , アク チノ マイ 
シン A 型 (1048 A) 7.5zg/kg 以上 注射 btk 群 に 概ね 25 週 以 後 か ら 腫瘍 の 発生 を 認め , 現在 
まで に 9 群 (1 群 10 匹 ) の 中 6 群 , 最高 は 10 匹 中 4 匹 に , 明らか に 腫瘍 の 発生 を 認め ,。 RK 
り 6 LIC) RAC, 腫瘍 化 を 予想 し て いる 。 対照 群 に お いて は , 今日 まで 何等 の 変化 も 見 
brivis, Swiss albino, ddO の 群 で は , 現在 各 1 例 に , btk 群 と 同様 に 腫瘍 を 生じ て いる 。 
2. 移植 継 代 実験 :btk より ctk KT 19 ft, 移植 率 75/80, btk より btk へ 皮下 14 
tt, 移植 率 78/86, btk より btk へ 腹腔 内 16 ft, 移植 率 53/73, ctk より ctk \KF 15 
ft, 移植 率 63/65 ctk より ctk へ 腹腔 内 12 ft, BER 46/52 で , その 移植 性 は 確立 され た 
も の と 思わ れる 。 こ れ ら の 腫瘍 は , C3H, C57 BL, ddO 等 , 他 の 系 統 へ の 移植 は 不可 能 で あ 
っ た が , 上 述 の 如く , btk, ctk 間 に お いて は 可能 で あり , また , Swiss albino ~D K FIA 
で 5 例 中 1 例 に の み 移 植 が 成功 し , これ は その 後 Swiss albino の 皮下 継 代 6 代目 に お ょ よび , 
移植 率 は 20/36 で ある 。 

以上 の 成績 か ら , アク チノ マイ シン に は , 抗 腫瘍 性 と と も に 発癌 作用 が あり , 発生 し た 肉腫 
は , 移植 可能 で ある こと が 明らか に な っ た 。 
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124. Methylcholanthrene 肉腫 の 発生 形式 に 関す る 研究 
BH 8, 大 星 章 一 , 沢井 通 (弘前 大 学 医学 部 病理 学 教室 ) 
Studies on the Mode of Development of Methylcholanthrene Sarcoma 


ISAMU USUBUCHI, SHOICHI OBOSHI, TORU SAWAI 


1) 約 100 OKRA FY FRO CHM RM PARACAY - Fed L7c methyl- 
cholanthrene 2.5~5~10 mg を それ ぞ れ 2 ヵ所 に 注入 し 。 局所 に 発生 し た 腫瘍 に つい て 観察 
し た 。 莉 干 の 事故 死 例 を 除け ば , 大 多数 は 3-7 月 に 第 一 の 腫瘍 を 形成 し, さら に それ ぞ れ 異 
っ た 間 編 を も っ て 一 部 の も の は 第 二 の 腫 瘍 を 形成 し た 。 腫瘍 結節 の 構成 は 肉眼 的 に は 概ね 1 個 
Ch), 稀 に 数 個 の も の が 組合 わ さ っ て 1 個 の 結節 を 形成 し て いた 。 注入 し た methylcholan- 
threne は 常に 腫 場 の 表面 に 残存 し て み られ, 結節 の 中 心 部 に み られ る こと は な か っ た 。 組織 
学 的 こ は 大 多数 は 編 急 形 細 胞 肉 種 で あり 稀 細 網 肉腫 , 粘液 肉腫 の 像 が み られ , それ ぞ れ の 腫 
瘍 結節 こ 概 ね 特徴 的 な 組織 像 が み られ た が , 詳細 な 観察 は 行わ れ な か っ た 。 

2) 6 例 の 雑 系 ラッ テ の 背部 皮下 組織 内 こ オ リー プ 油 に と か し た methylcholanthrene 5 
mg を それ ぞ れ 4 ヵ所 に 注入 し , 局所 に 発生 し た 腫瘍 に つい て 観察 し た 。 最初 の 腫瘍 は 3ー5 
月 に 形成 され , 引 続 い て それ ぞ れ 異 っ た 間隔 を も っ て 第 2, 第 3, 第 4 の 腫瘍 が 形成 され た 。 
注入 後 5-8 月 後 の 腫 揚 稀 時 に は 4 ヵ所 の 注入 局所 の 中 で 1 ヵ所 に 発癌 し た も の 1 例 , 2 ヵ所 
に 発癌 し た も の 2 例 , 3 ヵ所 に 発癌 し た も の 2 例 , 4 ヵ所 に 発癌 し た も の 1 例 で あっ た 。 こ れ 
ら の 総計 15 個 の 腫瘍 の 構成 を 肉眼 的 並び に 全 割 標本 に つい て 組織 学 的 に 詳し く 調 査 し た 。 そ 
れ ぞ れ の 腫瘍 結節 は 肉眼 的 並び に 組織 学 的 に 概ね 一 致し て その 構成 成分 に 分 け られ た 。 す な わ 
ち 8 個 の 腫 場 結節 が 1 個 の 構成 成分 より な り , 4 個 の 腫瘍 結節 は 2 個 の 構成 成分 より な り , 3 
個 の 睡 瘍 結節 は 3 個 の 構成 成分 より な る こと が 確認 され た 。 1 個 の 構成 成分 より な る も の は 肉 
ARAN 1 個 の 結節 で あり , 組織 学 に は 時 に 組織 像 の 変化 が み られ る が , この 間 に 移行 像 が み ら 
れる に 反し て , 2 個 以上 の 構成 成分 より な る も の は 肉眼 的 に すでに その 輸 廊 に よっ て 分 けら れ 
る の み で な く , 組織 学 的 に も 全く 移行 し な い 腫瘍 像 が 相 接 し , この 接着 部 の 一 部 に は 結合 織 の 
発達 に よっ て 明らか に 境 さ れる 像 が み られ た 。 

3) 同 一 動物 こ methylcholanthrene を 数 ヵ所 に 注入 する こと に よっ て 腫 場 の 発生 する 時 
期 は 同一 で な いこ と が 明らか に され た 。 ま た それ ぞ れ の 腫瘍 結節 が 1 個 ま た は 数 個 の 構成 成分 
より な る も の で ある こと が 明らか に され た 。 methylcholanthrene 注入 に よっ て 同一 局所 で 多 
数 の 細胞 が 腫瘍 化し て 発育 し て ゆく も の で あれ ば 。, 同一 動物 に つい て は 数 ヵ所 に methylcho- 
lanthrene を 注入 し た と き は , これ ら の すべ て の 注入 局所 は 大 体 同一 時 期 に 腫瘍 化 が お きる べ 
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き で あろ 5。 吉田 肉腫 の 如き 実験 腫瘍 は 1 個 の 細胞 の 移植 に よ っ て 成立 する の で ある か ら , 発 
癌 の 際 に の み 多 数 の 腫瘍 細胞 の 要求 され る 必要 は な い 。 か く 考 ん る と , methylcholanthrene 
肉腫 の 発生 は それ ぞ れ の 局所 で 1 個 ま た は 数 個 の 細胞 が 腫瘍 化し て これ が 発育 する も の で あっ 
て , 肉眼 的 並び に 組織 学 的 に み られ た 個々 の 結節 の 構成 は これ を 裏付け る も の で ある 。 

平木 潔 : こ の 際 血 液 像 の 変化 を 同時 に 見 て いら れ ま すか 。 

武田 勝男 : 腫瘍 は 単 一 細胞 の 腫瘍 化 で も 成立 する が 。 だ か ら 多 数 の 細胞 の 腫瘍 化 を 認め な いと いう こと は 
いい 過ぎ で あり , 多 中 心性 発生 腫瘍 を 腫瘍 の 概念 か ら は ず そ うと いう こと は 無理 で も る 。 

熱海 明 : 腫瘍 結節 の 中 に メチ ー ル ヒ ョ ラ ント レン が 残っ て いる と いう お 話 で す が 。 結節 部 の どう いう ぅ 位 
革 に ある こと あど の よう に し て 潮 定 され た で し ょ うか 。 

EH BB: 平木 教授 へ : 末 柄 血 は みて いま せん 。 武田 教授 へ : 単 中 心性 発生 と 無数 の 中 心 よ り 発生 する 如 
き 多 中 心性 腫瘍 と の 問 に あま り に 差 が 大 きい の で , 両者 を 区 別 し , 前 者 の み を 真 の 腫瘍 と 見 人 区 し た いと 考 
えて いま す 。 熱海 埋 士 へ : Methylcholanthrene は 常に 立体 的 に みた 腫瘍 結節 の 端 に みち られ まし た 。 





125. 34- ベ ン ツ ピレン と クロ トン 湘 と に よる マウ ス 
表 度 の 形態 学 的 変化 に つい て 
藤原 RH ( 員 州 大 学 医 学部 病理 学 教室 ) 


On the Morphological Changes Produced in Epidermis of Mice by 
3,4-Benzpyrene or Croton Oil 


NOBORU FUJIWARA 

ベン ツ ビ レン 並び に クロ トン 油 と に よる , ~VARKOM* OHR DO AN EBM Hic 
つい て は , 前 回 すでに 報告 し た 。 今回 は 本 教室 の 遠 城 寺 ら の 表皮 全 層 に つい て の 光 顕 的 所 見 を , 
電 頭 的 に 検索 し た 結果 に つい て 報告 する 。 

基底 細胞 相互 問 に お ける 核 所 見 の 多様 性 は ,。 ベン ツ ビ レン 滴下 群 に 明らか に 強く , 核 の 排列 
の 不揃い が か な り 目 立ち , 形 も 類 円 形 , 椿 円 形 な いし 不正 形 と 種々 で ある 。 ま た , 核 小 体 の 大 
き さ , 数 も か な り 不 定 で , KAABH AMO pattern が , 各 基 底 細胞 問 で 一 律 で な い 部 も 見 
られ る 。 こ れ は , 短期 間 滴下 後 放 講 群 の 後期 の 例 に お いて , より 明瞭 で も る 。 ミ トコ ュ ン ドリ ア 
は , 類 円 形 , 椿 円 形 な いし 杏 状 を 呈し , その 形 に つい て は 両 物質 滴下 群 の 問 に , 明らか な 差 は 
認め られ な い が ,。 ベン ツ ピ レン 滴下 群 に お いて , 一 般 に その 大 小 の 差 が や や 著 し い 。 小 胞体 に 
つい て も , これ と ほぼ 同様 で HEROLD, 胞 状 の も の 等 種々 の 形 が 混在 する 表皮 基底 細胞 は , 
ベン ツ ピ レン 滴下 群 に より 多く 見 られ る 。 

また , AMIGO MAAN 7 Hit, 韓 細 胞 悦 な いし 頼 粒 細胞 層 の それ と を 比較 する 
と , ベン ツ ピ レン 滴下 群 で は 。 滴下 後 の 放置 時 期 に より , 該 頼 粒 分 布 の 密度 が や や 異な り , 基 
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底 細 胞 層 に お いて , より 級 密 に 分 布 す る 傾向 が 見 られ る 。 ク ロト ン 油 滴下 群 で は , 表皮 の 全 層 
に 比較 的 均一 で , 滴下 後 の 放置 時 期 に よる , 該 頼 粒 分 布 の 各 細 胞 層 に お ける 差 は 明瞭 で な い 。 
胞 状 小 体 , 細胞 膜 , 張 原 線維 並び に Bizzozero の 結節 等 の その 他 の 細胞 内 構造 物 の 多様 性 に 
つい て は , 両 物質 滴下 群 の 間 に 明 瞭 な 差 を 見 出し 難い 。 

ERLE, 両 物質 滴下 に より , 上 記 表 度 の 場合 と ほぼ 同様 な る 変化 が 春 起 され る が , そ 
の 変化 出現 の 時 期 は , 両 滴下 群 と も , 表皮 上 層 の それ より 多少 遅れ る 。 こ の 時 期 的 差異 は 短期 間 
滴下 後 放置 例 に お いて , より 明瞭 に 観察 され る 。 

諸 所 見 を 総合 する と , マウ ス 表 放 基底 細胞 相互 に お ける , 細胞 内 変化 の 多様 性 , お ょ よび, 基 
底 細 胞 と それ より 表層 の 細胞 と の 間 の 細胞 内 変化 の 量 的 差 は , すべ て ベン ツ ピ レン 滴下 群 に 強 
く , クロ トン 油 滴下 群 で は , その 変化 が ほぼ 一 様 で ある 。 (文部 省 科 学研 究 費 に よる ) 
商 木 文 一 ベン ツ ピ レン 投与 お よび クロ トン 油 投与 間 に 於 る 小 胞 系 の 発 連 は どちら が 多い か ? 糸 粒 体 の 
一 部 へ の 集合 の 線 が 前 者 に 見 られ な か っ た か お うか が いし ます 。 


藤原 昇 :1) 結局 両 物質 滴下 に よる 変化 の 差 は , RHE, 特異 的 な 変化 の 差 は な い の で は な いか と 
思わ れ ま す 。2) 両 物質 滴下 に よる 糸 粒 体 の 分 布 位置 に つい て の 差 は , 明瞭 で な か っ た 。 


126. 3.4- ベ ン ツ ピレン に よる マウ ス 皮 膚 痛 の 発生 お よび 


発育 に 関す る 知見 補遺 
真 武 秀 寿 , SH 環 (ルル 州 大 学 医学 部 病理 学 教室 ) 
Contribution on the Development and Growth of the 
Benzpyrene Skin Cancer in Mice 


HIDEHISA MATAKE, TAMAKI IMAI 


発癌 2 段階 説 に お ける 促進 (RE) 物質 の 一 つ に 数 を られ る クロ トン 油 に は , 弱い 発 瘍 作 
用 が ある も の と 一 部 の 人 に より 推定 され て お る (Selye,Roe.)。 他 方 通常 の 発癌 物質 は , ik, 
促進 両 作用 を 共有 する と 考え られ て いる 。 

これ ら の こと に 関連 し , 右 両 作用 の 詳細 を 用 5 第 一 歩 と し て , MRA VAL, 3,4- ベ ペン 
ツ ビ レン ・ ア モト ン 溶 液 (BP と 略す ) を 用 い , (1) 0.00322BP 連続 滴下 。(2) 0.032 BP Hf 
続 滴 下 。(3) 0.322 BP 4 週間 滴下 後 0.00322 BP 連続 滴下 。(4) 0.3% BP 4 週間 滴下 後 放置 
の 各 実 験 を ( 週 2 回, 1 回 量 約 0.2cc, FA RMF. SHIR) TT, 次 の ょ うな か 成績 を 得 
125 

(1) # (23 匹 ) で は , 20 週 の 観察 期間 中 , 滴下 部 皮膚 に 腫瘍 の 発生 を 見 な い 。 
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いし ( 


(2) 群 (10 匹 ) で は , 13 週 後 よ り 腫 瘍 の 発生 が 始ま り , 24 BRIE TI AC CHEE 
め , うち 9 匹 は 組織 学 的 に 確実 な 癌 で あっ た 。 

(3) 群 (28 PE) Cid, 滴下 開始 7 週 後 で 35.722 に 腫瘍 の 発生 を 認め , 20 週 後に は 53.4 
22 と な る 。 

(4) 群 (13 匹 ) で は , 7 週 後 ま で に , 30.8%, 10 週 後に は 一 旦 生じ た 腫瘍 が 消失 する マウ 
ス も あっ て , 15.4% と 低下 する 。 

以上 に ょ より, 0.00322 (KIRKE BP 単独 滴下 で は , クロ トン 油 20 週間 単独 滴下 ( 友 清 , 松 
村 ・ 遠 城 寺 ) の 場合 と 同様 , 発癌 は 認め られ な い の に 対し , 0.3% BP 滴下 に 引 続 い て これ を 
用 いれ ば , 相当 の 率 で 発癌 が 起 あ こと が わか る 。 し か し これ を クロ トン 油 滴 下 の 場合 と 比べ れ 
i, な お 若干 の 差異 が か あり, したがって, 低 濃 度 発癌 物質 中 に 助 発癌 作用 が その まま 残る と は 
即断 し 難く , 発癌 剤 の 濃度 差 に 関係 し た 問題 を 無視 する こと が で き な い 。 な お , クロ トン 油 単 
独 滴下 例 と 低 濃度 BP 滴下 例 と で は , 度 膚 の 組織 学 的 所 見 に も 若干 の 差 が 認め られ る 。 

(文部 省 科 学研 究 費 に よる ) 
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127. DAB 肝 冶 形成 過程 に お ける 前 癌 変化 の 細胞 化学 的 研究 
田中 達也 , 加納 恭子 


Cytochemical Investigation of Precancerous Changes in Rat Livers 
During p-Dimethylaminoazobenzene Carcinogenesis 


TATSUYA TANAKA, KYOKO KANO 
(Zoological Institute, Hokkaido University) 


Fifty Wistar rats were fed with diets containing 0.06 per cent p-dimethylamino- 
azobenzene (DAB). Precancerous changes of the livers of those rats were investi- 
gated from the cytochemical stand point. No noticeable changes were found in the 
livers of animals fed DAB for 7 and 15 days. In the group which received 
carcinogen for 30 days, an increase of RNA and a decrease of esterase and 
mitochondria began to appear in the periportal zone of the lobules with a gradual 
depletion of glycogen in the central vein area. By 45 days after administration, an 
increase of alkaline phosphatase and a decrease of RNA in the central vein area 
also became rather obvious. These changes became further evident with time. 
Succinic dehydrogenase, phosphoamidase and acidphosphatase were not significantly 
affected. The increased RNA production in the periportal zone and its decrease in 
central vein area might suggest varying physiological responses to DAB in the 
different parts of the lobules. It is also interesting that the depletion pattern of 
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esterase was identical with that of mitochondria. It is significant that all changes 
were observed prior to the appearance of remarkable changes of livers, although 
these changes are not primarily dependent upon the malignancy or anaplasia of the 
tumor. 

Rat in stage of hepatic hyperplasia resulting from administration of DAB gave 
normal serum lactic dehydrogenase (LDH) activity. By 120 to 150 days after the 
first samplings, a distinct elevation of serum LDH activity was observed, showing 
roughly 40-200 units. When a malignant hepatoma was produced, serum LDH 
activity higher than in the former was observed. The findings might suggest that 
the changes in serum LDH concentration is related to tumor development. 


(文部 省 科 学研 究 費 に よる ) 





128. 4-Dimethylaminoazobenzene 短期 間 餅 与 後 
20-Methylcholanthrene 塗布 に 依る 肝 冶 の 発生 
小田 島 成 和 , 石沢 敏子 


Development of Liver Cancers in the Rat by 20-Methylcholanthrene 
Painting Following “Initial ’’ 4-Dimethylaminoazobenzene Feeding 


SHIGEYOSHI ODASHIMA, TOSHIKO ISHIZAWA 
(Thd Medical Institute of Sasaki Foundation, Tokyo) 


The concept of the two phases in the carcinogenic process has been supported 
through the experiments of several authers. Eor example, Berenblum (1941) 
reported the development of skin cancers by treatment with croton oil following 
hydrocarbone painting, and Bielshowsky and Hall (1945) observed the incidence of 
thyroid tumors with the combined application of acetylaminofluolene and allyl- 
thiourea. Muta (1943) carried out a series of experiments to examine the 
carcinogenicity by giving coal tar, arsenic acid or benzpyrene following the 
o-aminoazotoluene (AAT) feeding. In that report, it was noted that the malignant 
tumors were induced in the liver by coal tar painting following a short time 
of AAT-feeding, which was insufficient for inducing the liver cancer. 

In the present report, the works were designed to investigate whether an 
initiating change of the rat liver induced by feeding of 4-dimethylaminoazobenzene 
(DAB) was completed into carcinogenic process by skin painting of 20-methylcholan- 
threne (MC). 

Eive groups of the experimental animals, 362 rats in total, were fed with the 
food tablets containing 0.06% of DAB for 1, 2, 3, 4, and 5 months, respectively. 
Skin painting of 0.37, MC-acetone solution followed in a half of the animals of 


158 [GANN, Vol. 49, Suppl. 1958) 











each group, for 8, 7, 6, 5, and 4 months respectively, while the other half was 
kept as controls. Among the results obtained, the following will be noted parti- 
cularly : 

1) MC-painting following the DAB-feeding for 2 and 3 months, developed the 
malignant tumors of the liver in 2 out of 19 (11%) and 5 out of 20 (2524) treated 
animals, respectively. 

2) No incidence of the liver tumors was observed in the control animals which 
were fed with DAB for less than 3 months. 

It is generally accepted that the mere MC-painting on the skin did not induce 
any liver cancer. In this connection, the above-mentioned results will be interpreted 
as follows: the DAB-feeding for a period as short as 2 months does initiate 
a latent change in the liver, which can never develop a real cancer without further 
action of DAB. The MC-painting which is different from the initial action, can 
play a role of the promoting action on this initiating change and complete the 
carcinogenic process, developing the liver tumors. 

The present results support the concept of ‘‘ Two phases in the carcinogenic 
process’’. 

附 議 
小田 島 成 和 : 20-methylcholanthrene 投与 後に ア ヅ 色 素 を 与え る 実験 は 現在 進行 中 で ある 。 





129. 肉芽 組織 の 実験 的 肉腫 形成 に お よ ぼ す 影 響 
広田 四郎 , 河瀬 又 右 衛門 , 坂 谷 信 次 , 尾崎 陽 , 宮地 徹 
(大 阪 大 学 医学 部 病理 学 第 一 教室 , 附属 癌 研究 所 ) 
Effect of Granulation Tissues on the Experimental Formation 
of Sarcoma in Rats 


SHIRO HIROTA, MATAEMON KAWASE, SHINJI SAKATANI, 
YOU OZAKI, TORU MIYAJI 


腫瘍 組織 に は 常に その 周辺 に は 炎症 な いし 肉芽 組織 像 を 伴っ て お り , TOMRILS< OA 
に より 種々 説明 され て いる 。 ま た 閣 原 性 物質 を 皮下 に 注入 すれ ば その 局所 に 結 締 織 は 求 心 性 に 
集 り 完全 に これ を 包み ろ 終 に は 壇 死 に 陥 入 り そ の 外層 に は 血管 の 新生 , 円 形 細胞 , 結 締 織 母 細胞 
の 浸潤 が 見 られ 数 ヵ月 後 外層 の 肉芽 組織 の 部 より 突然 肉腫 が 発生 する こと は 明らか に され て い 
る 。 す な わ ち これ ら の 肉芽 組織 が 発癌 に 対し 重要 な 意味 を 有する も の と 考え られ る 。 こ こ に 局 
所 に 炎症 を 起 し 肉芽 組織 を 誘発 する 物質 , 滑石 お よび ズ ダ ン Fe RORY methyl- 
cholanthrene (以後 MC. と 略記 ) と を 同局 所 に 注入 し その 作用 を 検討 し て みた. 
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実験 動物 は 90 g~130g ODKBAL AY, 注射 部 位 は 背部 の 皮下 組織 と し 各 群 20 例 用 いた 。 
A 群 は M.C. 10 mg お よび ズ ダ ン 邊 オレ ー フ 油 飽 和 溶 液 (以後 S. III. と 略記 ) 0.5cc を 同 
時 に 同局 所 に 注入 。B 群 は M.C. 注入 後 1 ヵ月 目 に 同局 所 に S. III. 0.5cc 注入 。C 群 は 
M.C. 注入 後 2 ヵ 月 目 に 同局 所 に S. IL. 0.5cc HEA, D HIIXHRE LT MLC. OAR Fil 
織 に 注入 , E 群 は M.C. お よび 消 石 末 10mg を 同時 に 同局 所 に 注入 , F 群 は M.C. 注入 後 
2 ヵ月 目 に 同局 所 に 滑石 末 注入 ,。 G 群 は M.C. 注入 後 2 ヵ月 目 に 滑石 末 を 同局 所 に 注入 し た 。 

実験 日 数 は 120 日 と し 各 群 の 組織 学 的 変化 を 研究 し た 。 

Att, 生存 数 14 例 に て 肉腫 像 を 呈 せ る 物 4 (円 形 細 胞 肉腫 1。 紗 鍵 形 細胞 肉腫 2, SIEH 
胞 肉 腫 1) 肉芽 炎症 像 6 例 。 慢 性 炎症 像 2 例 。 

B 群 , 生存 数 17 例 。 肉 腫 像 を 呈 せ る 物 9 ( 編 鍵 形 細胞 肉腫 7。 多 形 細 胞 肉腫 2) | 
像 3。 人 慢性 炎症 像 5。 

Cif, 生存 数 14 例 。 肉 腫 像 を 呈 せ る 物 8 ( 編 畠 形 細胞 肉腫 7。 多 形 細 胞 肉 省 1) 肉芽 炎症 
像 4。 慢 性 炎症 像 2。 

Dit, 生存 数 14 例 。 肉 腫 像 を 呈す る 物 11( 編 鍵 形 細胞 肉腫 8。 多 形 細 胞 肉腫 3) 肉芽 炎症 
1。 慢 性 炎症 2。 

Eff, 生存 数 12 例 。 肉腫 像 を 呈す る 物 4 ( 編 畠 形 細胞 肉腫 3。 多 形 細胞 肉腫 1) 肉芽 炎症 
像 6。 慢 性 炎症 像 2。 

Fit, 生存 数 14 Gl, AMRLESS% 8 (円 形 細胞 肉腫 1。 紗 銚 形 細 胞 肉 腫 5。 SCAN 
肉腫 3) 肉芽 炎症 像 4。 慢 性 炎症 像 2。 

G 群 , 生存 数 16 fl. 肉腫 父 を 呈す る 物 7 ( 編 鍵 形 細胞 肉腫 6。 多 形 細胞 肉腫 1) 肉芽 炎症 
像 8。 慢 性 炎症 像 1。 

肉腫 発生 率 は A 群 28%。B 群 53%。C 群 57%。D 群 79%。E 群 33%2。F 群 57%. GE 
44%, M.C. は その 閣 原 性 は 強力 で あり 本 実験 に て も D 群 に て 120 日 間 に 14 例 中 11 例 の 
肉腫 を 認め た 。 し か る に S. III. 併用 群 お よび 滑石 併用 群 に 見 られ る 如く , D 群 より 肉腫 発生 
率 は 低く , S. III. 併用 群 と 滑石 併用 群 と の 間 に は その 発生 率 の 差 は ほとん ど 認 め ら れ な か っ 
に た 。 すなわち S. IL お よび 消 石 に よる 肉芽 組織 は M.C. に よる 肉腫 形成 の 一 助 と な る の で 


i~o 


は な く 却 っ て その 発生 阻止 ある い は 平均 発生 時 間 を 遅延 さす も の で あろ ? と 推測 され る 。 
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130. 肝 趣 生 切 片 に よる DAB 分 解 に お よ ぼ す 細 網 内 皮 率 の 影響 
“トリ ベン 青 , DOCA 投与 の 効果 " 
佐藤 寿 昌 , 伊東 信行 , 吉岡 俊一, 市 場 邦 通 


Influence of the Reticulo-endothelial System on the DAB-Destroying 
Ability of Rat Liver Slices: The Effects of Trypan 
Blue and DOCA in Rats 


HISAMASA SATO, NOBUAKI ITO, SHUNICHI YOSHIOKA, 
KUNIMICHI ICHIBA 
(Department of Pathology, Nara Medical College.) 


Wistar-strain male rats were used. They were divided into 6 groups including 
a control group (Group 1) which received basal diet. Group 2 received trypan blue 
and basal diet; group 3, DOCA and basal diet; group 4, 0.06 per cent DAB diet: 
group 5, trypan blue and DAB diet; group 6, DOCA and DAB diet. Trypan blue, 
1 per cent solution in saline, was injected intraperitoneally once a week. 
Desoxycorticosterone acetate (DOCA), 5mg in oil, was injected intramuscularly 
once a week. After certain hours (1, 2, 3, 4, and 6 weeks), they were sacrificed 
by decapitation. The measurement method was based upon our previous report. 

In experimental groups, the DAB-destroying ability of the surviving rat liver 
slices were remarkably lower than that of the control group, and were lowest on 
the 2nd week of the administration, and it gradually rose again. This tendency in 
DAB-destroying ability was recognized by 4th week. Therefore, on the 6 th week, 
the ability markedly differed in these groups. Then, in the 2nd group, the 
ability was slightly accelelated. In the 6th group, the depressed ability was 
remarkable. As a rule, in the trypan-blue-administered groups the ability showed 
depressed tendency, but accelelated tendency was noticed in DOCA supplemented 
groups. 

These two substances, which have been said to act as inhibiting factors on DAB- 
carcinogenesis, were found in our present study to act contrary to each other on 
the DAB-destroying ability of rat liver slices. 

The above results suggest that DOCA protects liver parenchymal cells and 
stimulates Kupffer cells, but that trypan blue depresses the function of the former 
and blocks that of the latter cells. 
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131. 実験 的 肝癌 に お よ ぼ す フ ラビ ン の 影響 
PABA HWS (名 古屋 大 学 医学 部 山田 内 科 教室 ) 
Effects of Flavin Compounds on the Experimental Liver Cancer 


HIDEO HATTORI 


発癌 の 問題 は 今日 各 方 面 か ら 検討 。 研究 が 行わ れ , 特に 酵素 の 変調 に つい て は 多く の 業績 が 
行わ れ た が , リボ フラ ビン 以外 の フラ ビン 診 導 体 に つい て は 充分 な る 報告 が な い 。 

私 は ラッ テ に DAB を 与え て その 肝 韻 発生 に お よ ぼ す フ ラビ ン の 影響 を 観察 し た 。 

体重 お よそ 100 瓦 の 雄 ラ ッ テ を 5 群 に 分 ち , 合成 食 こ ビタ ミン 含有 の 試験 食 に て 3 週間 飼 
HL, し か る 後 DAB を 与え て 観察 し , 各 群 に つい て 90 日 お よび 150 日 目 に 鉛 死 せしめ , 
へ モグ ラテ ラム, 肝 カ タラ テー ぞ 活 性 度 , 汐 巴 球 の ミト ュ ン ドリ ヤ の 測定 を 行っ て , 次 の 成績 を 得 た 。 

第 1 群 (FR AR) ( 隔 日 に FR 3007 筋 注 ) で は 白血球 , 赤血球 の 数 は 日 を 追う TMD, 血色 
素 % 値 も また 低下 し た 。 肝 カタ ラー セ 活 性 度 も 著しく 減少 し た が , 150 BAILS? LAKE 
する 傾向 が 認め られ た 。 汐 巴 球 は 減少 する も る 「 ミ | OR HER ORT Bes LOG し い 変化 は 
な か っ た が , [il を も っ た も の は 減少 し た 。 

第 2 群 (FAD 群 )(FAD 6007 筋 注 ) も ほとん と 第 1 群 と 同じ 成績 を 示し た 。 

第 3 群 (FMN 群 ) (FMN 3507 筋 注 ) で は 白血球 , 赤血球 と も に 減少 , 血色 素 2 値 の 減少 
を 示し , 肝 カ タラ テー で ゼ 活 性 度 は 著しい , 減少 を 示し , 特に 浴 巴 球 数 は 減少 し 「 ミ ] を 有する 汐 
巴 球 は ほとん ん と ど 消 和 失 し , 日 を 経る に し た が い , 顕著 と な っ た 。 
第 4 群 (B。 欠 亡 群 ) で は 白血球 , 赤血球 , 血色 素 2% 値 と も に 減少 し , 
し 浴 巴 球 数 も 著しく 減少 し 「 ミ 」 を 有する 汐 巴 球 が ほとん ど 消 失 し た 。 
第 5 群 (対照 群 ) (第 4 群 に 加 う る に 1 日 607 の ビタ ミン B。 を 飼料 に 加え た ) 白血球 数 , 
赤血球 数 。 血色 素 多 値 は 低下 し , 肝 カ タラ テーゼ ぞ 活性 度 も 低下 する も 余り 顕著 で は な か っ た 。 汐 
巴 球 数 の 減少 は 相当 顕著 で , MER [S|] を 含有 し な い 汐 巴 球 が 増加 し , 含有 する 汐 巴 球 は ほ 
と ん と 消失 し た 。 
次 に 各 群 の 肝癌 発生 状況 の 肉眼 的 , 組織 学 的 所 見 で は , 対照 群 で は 3 ヵ月 で 5 例 中 3 例 に , 
150 日 で は 17 例 中 16 例 に 発癌 し , FR, FAD 群 で は 3 ヵ月 で それ ぞ れ 5 例 と も に 発癌 せ 
ず , 150 日 に お いて FR は 11 例 中 2 例 。 FAD は 9 例 と も に 発癌 せ ず , 抑制 作用 は 最も 顕 
著 の よう に 思わ れ た 。 FMN 群 で は 3 ヵ月 に て 5 例 と も 発癌 し , 発癌 率 は 最も 高かっ た 。 B。- 
欠乏 群 で は 5 例 中 4 例 に 発癌 する の を 認め た 。 
以上 の 実験 成績 より 見 て , FR に は ある 程度 の 発癌 抑制 を 認め る も , FAD が 最も 顕著 な 抑 
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制作 用 を 示し , FMN は ほとん ど 抑 制作 用 な きも の の 如く , 却って 促進 する よう な 傾向 が 認め 
られ た 。 フ ラビ ン 酵 素 反 応 に お いて FAD と FMN と が 反対 の 作用 を 示す こと が ある こと を 


考え 合わ せ て 興味 ある 問題 で ある 。 
上 記 諸 種 の 生化 学 的 検査 成績 と 病理 組織 学 的 所 見 の 間 に は ある 程度 の 相関 関係 が 認め られ た 。 





132. 実験 的 腫瘍 転移 発生 に お よ ぼ す ホ ル モ ン の 影響 
野崎 永 喜 , 毛利 元彦 
Influence of Hormones on Development of Experimental Tumor Metastasis 


EIKI NOZAKI, MOTOHIKO MORI 
(Surgical Department, School of Med ‘cine, Nagoya University) 


We transplanted Brown-Pearce-Carcinoma and either injected testosterone, 


estradiol and cortisone or removed gonads and suprarenal glands, closely observing 
the influence. Each of the following injections is given every day for 10 consecutive 
days after transplantation of tumor in three separate groups: 5 mg of testosterone 
suspension, 0.5 mg of estradiol suspension and 5 mg of cortisone acetate. 

The results are as follows: 1) By injecting testosterone, metastasis of Brown- 
Pearce-Carcinoma (B. P. C.) is not effectively influenced. 

2) By giving estradiol metastasis of B.P.C. is remarkably developed and found 


in the liver, kidneys, lungs, suprarenal glands, intestinal canal, great omentum, 


diaphragum and retroperitoneal lymphglands. Metastasis is most remarkable in the 


liver, suprarenal glands, kidneys, lungs and omentum and noticeable even in the 
early period after tumor transplantation. 

3) By giving cortisone, B.P.C. metastasis is developed, and we can see many 
smaller metastases in comparison with those found when using estradiol. There 
are fewer metastases in suprarenal glands. 

4) After subtotal removal of suprarenal glands, there are very few metastases 
in liver, kidneys, lungs, gastrointestinal tract, peritoneum and _ retroperitoneal 
lymphglands. That prostata cancer and breast cancer depend upon suprarenal 
glands and that estrogenic hormone is excreted from these glands has recently 
been clarified. According to our experiments, estrogenic hormone promotes cancer 
metastasis. Inhibition of metastasis after removal of suprarenal glands can be 
partially explained by these facts. 

5) After injection of tumor cells into the vein, many metastases can be seen in 
the lungs, fewer in the suprarenal glands, still fewer in liver and kidneys and 
very few in bone marrow, testes, heart and stomach. To a greater or less degree 
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both estradiol and cortisone promote these metastases which have come through 
blood vessels or lymph canals. ( 交 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 


H 議 
杉田 幸男 : 担 韻 状態 は 転移 に 有利 な 条件 を そなえ て いる と 考え ん えて いま す 。 故に 転移 と いう 意味 に お いて の 


瘍 細胞 の 血 中 投与 は 担 瘍 状態 で な され る べき で ある と 思い ます 。 
野崎 永 喜 : 静脈 内 移植 お よび 左 心 内 移植 を その まま 腫瘍 の 転移 と 同一 視 は し て いな い 。 それ ら は あく まで 
業 丸 内 移植 例 に お ける 血行 性 転移 を 検討 する 意味 で 行っ た も の で Bo 





133. パン テト ン 酸 カル シッ ゥ ム の DABHHREICK LIEFEN 
佐藤 八郎 , 柚木 一 雄 , 上 村 光 夫 , 猪俣 賢三 (鹿児島 大 学 医学 部 内 科 ) 


Influences of Oral Administration of Pantothenic Acid 
(Calcium Salt) on DAB Carcinogenesis in Rats 


HACHIRO SATO, KAZUO YUNOKI, MITSUO KAMIMURA, 
KENZO INOMATA 


DAB 飼養 ラテ ッ テ を , DAB 単独 飼養 群 お よび パン ト テ ン 酸 カル シウム (Pa 酸 ) 添加 群 に 
分 け , その 発 部 過 程 に 肝 , 血液 に 現われ る 生化 学 的 変化 を 脂肪 代謝 を 中 心 に し て 検索 し た 。 同 
時 に 肝 , 副腎 の 組織 化学 的 検索 を 行い , 生化 学 的 変化 と 対比 検討 し た 。 

半 臓 脂質 の 変動 

Cis : DAB 群 は 初期 に 増加 し , 末期 に は 減少 する 。 Pa 酸 詳 も ほぼ 同 隊 の 経過 を と る が 
増加 の 程度 は 著 明 で な い 。 

中 性 脂肪 : DAB 群 は 初 , 中 期 に 著 明 な 増加 を 示し , 以後 次 第 に 減少 する 。 Pa 酸 群 も 同様 
で ある が 増加 程度 は 低い 。 

BER: 両 群 と も 潤 滅 し , 末期 に は 著 明 な 減少 を 示す 。 

遊離 マレ ステ ロー ル : DAB 群 は 初期 に や や 増加 し , 未 期 に は 減少 する 。 Pa MRL AIC 
至る に し た が っ て 減少 する が , 減少 程度 は 著 明 で な い 。 

ュ レ ステ ロー ル ・ エ ステ ル : DAB 群 は 初期 に 増加 し , 以後 次 第 に 減少 する 。 Pa 酸 群 で は 
増加 時 期 が 多少 遅延 し て くる 。 

総 脂肪 酸 : DAB 群 で は 初 , 中 期 に 著 明 な 増加 を 示し , 以後 次 第 に 減少 する 。 Pa 酸 群 で は 
者 明 な 変動 を 示さ ぬ よ う で ある 。 

血液 脂質 の 変動 

総 脂質 : 肝臓 に お ける と 同様 に , 初期 に 増加 , 未 期 に 減少 する が , Pa 酸 群 は その 変動 が 顕 

著 に 現われ な vV 
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中 性 脂肪 : 両 群 と も 初 , 中 期 に 増加 し , 以後 次 第 に 減少 する 。 両 群 に 著 差 は な い 。 

GRR : RL LMM L, 末期 に 著 減 す る 。 

遊離 ユ レ ステ ロー ル : 初期 に や や 増加 , 末期 に 著 減 す る が , Pa 酸 群 で は 顕著 な 変化 は 認め 
られ な い 。 

ュ レ ステ ロー ル ・ エ ステ ル : DAB Fit, 初期 に 増加 , 末期 に 著 滅する 。 Pa 酸 群 は 増加 減 
少 の 程度 が 著しく な い 。 

総 脂肪 酸 : DAB 群 で は 初期 に や や 増加 , 以後 次 第 に 減少 する 。Pa 酸 群 で は 潤 減 する 。 

肝 , 血液 に お ける 脂質 変動 は ほぼ 平行 し ,。 か つ 肝 の 組織 化学 像 (Sudan III 染色 ) と も ほぼ 
平行 する 。 すなわち , 組織 学 的 に も DAB 群 で は 肝硬変 期 に 相当 し て 強度 の 脂肪 浸潤 を 認め 
な が ら , 脂肪 酸 々 化 に 関与 する Co. A の 補 酵 素 を な す Pa 酸 を 添加 する こと に より , 脂肪 浸 
潤 は ある 程度 抑制 され る よ 5 で ある 。Pa Mit DAB に ょ り 惹 起 さ れる 脂質 の 異常 代謝 を 是正 
する も の の よう で ある が , 発 瘍 過程 に は 両 群 に 著 明 な 差異 を 認め な か っ た 。 

肝臓 酵素 系 の 変動 

エス テラ テーゼ は , Pa 酸 群 は DAB 群 に 比 し , その 低下 は 徐々 で ある 。 か つ , Pa 酸 群 で は 
キー ニン 抵抗 性 , アト キシ ル 抵 抗 性 と も に 減少 する 傾向 が か ある 。 発癌 に 伴う 5 カタ ラテ ラーゼ の 低下 も 
Pa 酸 群 で は 徐々 に 現われ て くる 。 (文部 省 科 学研 究 費 に よる ) 





134. ビタ ミン B 括 抗 剤 に よる 肝臓 お よび 菅 臓 の 変化 お よび 
アァ ゾ 色 素 の 併用 
河瀬 又 右 衛門 , 広田 四郎 , 宮地 徹 (大 阪 大 学 医学 部 病理 学 第 一 教室 , 附属 癌 研究 所 ) 
Changes in the Liver and Kidney in Rats Fed Anti-riboflavinic 


Agent and on the Simultaneous Administration 
with Butter Yellow 


MATAEMON KAWASE, SHIRO HIROTA, TORU MIYAJI 

ビタ ミン B。 に つい て は すでに 多く の 人 々 に より 研究 され て お り , 実験 的 に ビタ ミン B, は 
動物 の 肝臓 韻 , 肝硬変 , 脂肪 肝 の 発現 に 対し 抑制 的 に 作用 する こと が 報告 され て いる 。 こ の ビ 
タ ミ ン B。 に 対し 6,7-dimethyl-9-hydroxyethyl-isoalloxazine (u 2113) は 強い ビタ ミン 
B。 括 抗 作用 の ある こと が すでに 報告 され て いる 。 この ビタ ミン B, HPA u 2113 を 用 い 動 
物 の 肝臓 お よび 腎臓 特に 肝臓 に 如何 な る 組織 学 的 変化 を きた すか 次 の 方 法 で 実験 し た 。 
実験 方 法 : 
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体重 100g か ら 130g の 両性 の ダイ ュ ク ネズ ミ を 20 匹 使用 し た 。 食餌 は 次 の 如き 組成 の 
も の を 使用 し た 。 す な わ ち 白米 粉 7822, カゼ イン (ビタ ミン を 抽出 し 生物 学 的 に 分 析 試 験 し 
た も の ) 1222, 塩類 混合 物 4 2, ビタ ミン 類 混 合 物 (ビタ ミン B。 を 含ま な い ) 1%, 油 5% 
で , CORMc u2113 を 1 日 1 匹 に つき 5mg を 混合 し , 1 日 1 匹 に つき 10g を 与え た 。 
体重 は 実験 前 に 測定 し , 以後 7 日 毎 に 測定 し た 。 

実験 成績 : 

長期 実験 を 試み た が 実験 開始 後 第 4 週 か ら 第 8 週 の 間 に ビ タ ミ ン B。 欠乏 症状 を 起 し 全部 死 
亡 し た 。 た だ し 4 例 は 実験 開始 直後 他 の 原因 で 死亡 し た 。 ビ タ ミ ン B, 欠乏 症 と し て 体重 の 減 
少 , 口 角度 膚 の 軟化 , AR, 眼 周囲 の 脂 漏 , 脱毛 が 見 られ , 体重 は 第 4 週 よ り 著 明 に 減少 し 死 
亡 時 の 体重 は 実験 開始 前 の 体重 より 30-50% 減少 し て いた 。 

肝臓 の 変化 : 

肝 重 は 体重 の 4~8% で , 肝 表 面 は な め ら か で 肉眼 的 に 著 明 な 変化 は 見 られ な か っ た 。 

組織 学 的 に 第 4 週 か ら 第 8 週 ま で に 死亡 し た 肝臓 の 組織 学 的 変化 に は 著 明 な 差 は 見 られ な か 
っ た 。 小葉 構造 は 良く 保 た れ て お り , FL, 肝 細 胞 索 は 細く な り , 肝 細 胞 の 境界 は 
不明 瞭 で , 肝 細 胞 の 核 の 大 小 不同 が み られ , 核 は クロ マチ ン に 富み 核 の 濃縮 が 見 られ た 。 全 例 
中 の 37.5% に 脂肪 浸潤 が 見 られ , 門 脈 域 よ り 中 間 部 に か け て 多く , 中 心 帯 に は 少な か っ た 。 
全 例 中 の 50% POE OR MDA られ た 。 

腎臓 の 変化 : 

肉眼 的 に は 著 明 な 変化 は 見 られ な か っ た 。 組織 学 的 に 主 細 尿 管 の 細胞 に 巨 な 核 を も つ 細 胞 が 
あら われ た 。 

以上 の 結果 より u 21138 を 5mg 与え る と 強い ビタ ミン 欠乏 症 を 起 し , 高度 の 死亡 率 の た 
あめ 長期 実 験 は で き な か っ た が , 肝臓 お よび 腎臓 に は 前 述 の 如き 変化 が 見 られ , 今後 の u 2113 
使用 の 長期 実験 の 目安 が 得 ら れ た 。 

な お , アゾ 色素 と の 併用 を 行っ た 予備 実験 で は , 肝癌 の 発生 が 促進 され た 。 
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15. タン ニン 酸 の 白 員 DAB 肝 冶 発生 に お よ ぼ す 影 響 


和田 FA, 岡本 利彦 , 浦田 恵三 , 河瀬 又 右 衛門 
(大 阪 大 学 病理 学 第 一 教室 , 大 阪 大 学 医学 部 附属 癌 研究 所 ) 


The Effect of Simultaneous Administration of Tannic Acid on 


the Production of Experimental Hepatic 
Carcinoma in Rats Fed DAB 


AKIRA WADA, TOSIHIKO OKAMOTO, KEIZO URATA, 
MATAEMON KAWASE 

RY=VYROMANHREICLSARHOBIEICOV TILHICRMA LEM, 引続き タンニン 
HO DAB 肝癌 発生 に お よ ぼ す 影 響 に つい て 二 三 の 知見 を 得 た の で 報告 する 。 

実験 材料 お よび 方 法 : 平均 体重 185g の 雄大 黒 販 200 匹 を 4 群 に 分 け , 第 1 群 120 匹 に は 
0.06% DAB の 経口 投与 お よび 週 1 回 3 2 タン ニン 酸 水 光 液 を 体重 kg 当り 300mg & FE 
射 の 併用 。 第 2 群 60 匹 に は 0.06% DAB の 単独 経口 投与 。 第 3 群 10 匹 に は 基礎 食 (白米 
粉 9000g, カゼ イン 120g, 塩類 混合 物 400g, ビタ ミン 混合 物 100 g, 食用 油 6008) を 与え 
3 2 タン ニン 酸 水 溶液 同 量 皮 下 注射 。 第 4 群 10 匹 に は 基礎 食 の み を 与え た 。 第 1 より 第 3 群 
まで は 実験 19 週 で 基礎 食 の み に 切 替え , 26 週 で 全 動物 を 居 殺 し 組織 学 的 検索 を 行っ た 。 そ 
の 間 第 1 , 第 2 群 に つい て 毎週 3 ESOL RRL 7 週 ま で Miller HOHER LA TH 
碧 結合 アゾ 色素 の 測定 を 行い し 。 さら に 10, 12, 14, 16, 19, 22 Hick 3 匹 づ つ を 逐 時 的 な 肝 
の 組織 学 的 検討 に 供し た 。 第 3 お よび 第 4 群 で は 3 お よび 6 週 目 こ それぞれ 3 匹 づ つ を 殺し 肝 
看 白 結合 色素 測定 を 行っ た 。 な お 毎週 各 群 の 体重 測定 を 行い , 摂取 食餌 量 を 隔 日 に 測定 し た 。 

実験 結果 : タン ニン 酸 は DAB 発癌 に 対し て 促進 的 に 作用 する も の と 思わ れる 。 

肝 の 組織 学 的 変化 : 第 3 群 お よび 第 4 群 に は , ほとん ど 認 むべ き 変 化 は な か っ た 。 第 1 群 と 
第 2 群 と の 比較 で は , 前 者 は 平均 DAB 摂取 量 が 少な い に も か か わら ず (第 1 群 1137.5mg。 
第 2 群 1127.4mg), 組織 学 的 変化 は 後者 に 比 し て か な り 著 明 な 変化 が み られ た 。 すなわち 実 
験 当初 より 変 化 が 急 で , 第 7-10 週 で すでに 肝硬変 初 期 像 かみ られ , 14 週 で は ほぼ 定型 的 な 
肝硬変 像 , 結節 性 肥大 も 現われ る よ うに な り , 18 週 で 肝癌 発生 を みた に 反し , 第 2 群 で は 変 
化 は 緩徐 で 22 週 ま で に 肝癌 発生 は 1 例 も み ら れ な か っ た 。 実験 終了 時 まで 生存 し た 第 1 群 36 
mi, 第 2 群 19 匹 に つい て の 組織 像 は , MiaeRM, 胆管 線維 症 , 軽度 肝硬変 , 高度 肝硬変 , 結 
節 性 肥大 , 悪性 変化 を 思わ し め る 異型 増殖 性 結節 性 肥大 , 肝癌 に つい て その 発生 数 を 比較 し た 
が , 第 1 群 は それ ぞ れ 28, 36, 8, 24, 29, 18, 23 例 に 対し て 第 2 群 は それ ぞ れ , 15, 16, 6, 


6, 9, 2, 5 例 で あっ て , 第 1 群 に 高度 な 組 拭 学 的 変化 が み られ 肝癌 発生 頻度 に も 有意 義 な 差 
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が みろ られ た 。 肝硬変 を 伴っ た 肝癌 は 第 1 群 23 例 中 20 例 , 第 2 群 5 例 中 3 例 で あっ た 。 

肝 指数 : 肝 重 量 / 体 重 Xx100 を も っ て 肝 指 数 と し た が , 平均 肝 指 数 は 全 期 間 を 通じ て 第 1 群 
が 高値 を 示し た 。 

HRARAT VER: 第 1 群 は 発 瘍 率 の 著 明 な 増大 に こ か か わら ず , その 曲線 は むし ろ 低 値 を 
と っ て いる 。 

平均 体重 : 第 1 群 は 投与 と と も に 著 明 に 減少 し 第 2 週 で 最低 値 を 示し , 以後 徐々 に 増加 第 7 
週 で 投与 前 の 値 に 戻る 。 第 2 群 は 第 1 週 で 軽度 減少 する が 第 3 週 で 元 に 戻る 。 第 3, 第 4 Hit 
ほぼ 一 定 に 増加 する 。 

死亡 率 : 第 1 群 は 実験 第 5 週 ま で に 死ね も の が 多い 。 第 2, 3, 4 群 で は 実験 期間 中 の 死亡 
例 は ほとん ど な か っ た 。 





136. X 線 大 量 全 身 照射 の DAB 発癌 に お よ ぼ す 影 響 
加藤 次 男 , 渡辺 徹郎 , 川崎 4, VS 孝 , 井畑 春雄 , 広 岡 茂 , 宮地 徹 , 川井 一 男 


Effects of Whole Body X-Irradiation on the Development of Hepatic 
Carcinoma in Rats Fed P-Dimethylaminoazobenzene 


TSUGIO KATO, TETSURO WATANABE, HIROSHI KAWASAKI, 
TAKASHI SUGIKOTO, HARUO IBATA, SHIGERU HIROOKA, 
TORU MIYAJI, KAZUO KAWAI 
(The First Section, Department of Pathology and Institute for Cancer Research, Osaka 


University Medical School, and the Section of Research and Clinical 
Laboratory, Osaka National Hospital.) 


Wistar strain rats surviving a single dose of whole-body X-irradiation in the 
lethal range (560-650 r : LD 50-70), were fed 0.09 per cent p-Dimethylaminoazoben- 
zene (DAB) diet for 90 days starting from 61st day after the irradiation. Non- 
irradiated rats fed only DAB diat served as control. These animals were 
sacrificed on 185th day after the beginning of DAB feeding. 

1. The incidence of carcinomata were as follows: 





Total Male Female 


13/24 (54.194) | 9/16 (56.2%) | 4/8 (50%) 








all 


Irradiated Group carcinometa 


hepatic = o 

BEER m 11/24 (45.825 8/16 (50%) 3/8 (37.59 
Control Group hepatic ar 7 an 
Be ne 4/26 (15.335) 4/13 (30.825) 0/13 (025) 
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A large dose of whole-body X-irradiation of rats prior to DAB feeding hastened 
the development of carcinoma, especially in the liver. In two of the irradiated rats, 
carcinoma deveroped in organs other than the liver: one in the prostate, the other 
in the breast, but both rats had no hepatic carcinoma. 

2. Hepatic carcinomata were found more in the male rats than the female. 

3. It seemed that Wistar rats have less incidence of hepatic carcinoma by DAB 
feeding than rats of other strains. 

4, Histological examination revealed that most of the hepatic carcinoma in these 
experiments were classified into the hepatomata and the mixed types with 
cholangioma. After the irradiation, cirrhotic changes were more pronounced, while 
proliferation of the reticuloendothelial cells was less prominent. 

M 議 

小林 i Fv FORRMICL +> CRMRCKELAMSVI ETM, それ と の 関連 は 如何 ? 

加藤 次 男 : Sprague-Dauley 系 を 使用 し た I 回 目 お よび L 回 目 の 実 験 は 照射 後 の 死 亡 動 物 が 多数 で あっ た 
rd, 比較 検討 すろ る こと が で き な か っ た が , これ に 対し て Wistar 系 を 使用 し た 想 回 目 の 実 験 は 実験 終了 
時 に 当初 の 約 1/3 の 動物 を 生存 させ る こと が で き , 対照 群 と の 照射 の DAB 発 瘍 に お よ ぼ す 影 響 を 比較 


し 得 た の で , 主として Wistar 系 に つい て 詳し い 実 験 成績 を 報告 し まし た 。 





137. チオ アセ ト ア ミド の 大 黒 抽 DAB 発 瘍 に お よ ぼ す 影 響 


岡本 利彦 , 宮崎 久 臣 , 和田 昭 , 西本 幸弘 , 小西 真 倫 
(大 阪 大 学 医学 部 病理 学 第 一 教室 , 大 阪 大 学 医学 部 附属 癌 研究 所 ) 


The Effect of Simultaneous Feeding of Thioacetamide on the 
Production of Experimental Hepatic Carcinoma by DAB 


TOSIHIKO OKAMOTO, HISAOMI MIYAZAKI, AKIRA WADA, 
YUKIHIRO NISIMOTO, MATSUNE KONISI 
オォ レン デ の 防腐 剤 と し て Childs & Sieglet (1945) が 合成 し た thioacetamide (TAA) 2%, 
ラッ テ 肝 に 対す る 強力 な 肝硬変 発生 剤 で あり , 長期 投 手 に よっ て 発癌 に も 至る こと を Fitz- 
hugh & Nelson (1948) が 発表 し て 以来 , 多く の 業績 が 現われ て いる 。 一 方 , HAF (1952) は 
この TAA と DAB の 併用 実験 を 試み た が , 肝 韻 発生 を みる まで に 至ら ず し て 止み , 未だ 他 
に る 同様 の 報告 を みな い 。 Sa, 私 達 は , 強力 な 肝 便 変 発現 物質 で ある TAA の DAB 発癌 
に 対す る 影 絡 を みみ る た め に 試み た 一 連 の 実験 中 , 一 部 その 結果 を 得 た の で 報告 する 。 
体重 100~150g, 平均 120g の ウィ スタ ー 系 雄性 テッ テ 80 匹 を 二 群 に 分 け , Bl] HK 40 DE 
に は 0.0622 DAB 十 0.03522 TAA 併用 食 を 与え , BTM 40 匹 に は 0.06% DAB を 単独 に 
BRH-Lr. 飼料 は , AK 82%, カゼ イン 1022, 塩類 混合 4 22,。 ビタ ミン 混合 122, 植物 油 
3 2 の 割合 に 混合 し た も の を 基礎 食 と し , Chic DAB, TAA を 上 記 の 割合 に 混入 し た 。 20 
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週間 実験 食 を えた 後 基礎 食 に か え , 25 週 の 終り に 全 動物 を 殺し て 観察 し た 。 

実験 期間 中 に お ける 動物 1 匹 当り 平均 DAB 摂取 量 は , 第 T 群 736.7mg (TAA 429.7mg), 
第 』 群 795.1mg で あっ た 。 

第 1 群 の 致死 率 は 極め て 高く , 7 週 以 内 に 40 Bp 25 匹 が 死亡 し , 25 週間 生存 し た も の 
は , 第 群 の 17 匹 に 対し て , 6 匹 に 過ぎ な か っ た 。 そ の 併用 群 の 平均 体重 は , 3 週 ま で は ほ 
と ん ど 増 減 な く , 以後 11 BE CMT SD, TORRE ORM 25 週 に 至り , 結局 
DAB 単独 群 の 平均 体重 237.1g に 比 し て , 174.4g と 一 般 に 小さ か っ た 。 

肝癌 の 発生 は , 24 HIRE LEB] 群 の 9 例 中 8 例 に 認め られ , 肺 ・ 大 網 ・ 汐 巴 節 転移 
を 証明 し た も の も 4 例 を 算 え , 第 群 の 17 例 中 6 MORE (転移 例 0) に 比 し て 顕著 な 差 を 
示し て いる 。 こ れ ら の 肝癌 は lateral lobe と left lobe に 多い よう に 思わ れる が , 特に 第 
群 の も の は , 肉眼 的 に も 大 な る 腫瘍 を 作り , 平均 肝 重 も , HB] Hit 34.7g( 平 均 肝 指 数 19.83) 
を 示し て , 第 HI 群 13.1g (平均 肝 指 数 5.39) の 3 倍 近く に も な っ て いる 。 さらに, HR 
め た な い 併 用 例 の 肝 指 数 (8.13) OFA, 癌 を 有する 第 』 群 の それ (6.66) より も むし ろ 大 な る 
値 を 示し た こと は , 注目 すべ きこ と と 思わ れる 。 

肝 以 外 の 職 器 で は , 腎 重量 に 差 は な く , BRIA] 群 に お いて 第 』 群 の 約 2 倍 (平均 2.0g) 
を 示し た が , BINNEN DT. 

肝 便 変 は 第 T 群 に 著 明 に 発現 し , 肝硬変 を 認め な か っ た の は , ALR 17 例 中 14 例 あっ 
た に 対し て , 第 T 群 で は 9 例 中 1 例 に 過ぎ な か っ た 。 爆 胞 形成 は , 第 』 群 に 強かっ た 。 

以上 , TAA 十 DAB 併用 実験 に お いて , 24 週 以後 生存 し た ラッ テ 9 例 中 8 例 (88.9%) に 
肝癌 の 発生 を 認め , DAB 単独 投与 群 17 例 中 6 例 (35.322) に 比 し て 有意 の 差 を 持つ 発癌 率 
を 得 た 。 よ っ て , TAA は ラッ テ DAB 発癌 に 対し 明らか に 促進 的 に 作用 する と 考え られ る 。 


138. 総 胆管 狭 塞 白 員 に お ける DAB 肝 煽 発生 の 抑制 に つい て 
宮地 秀樹 永松 繁治 , 小山 一 男 , 田村 和 世 , 渡辺 定男 , 矢島 能 直 , 草野 孝二 , GH 英雄 
Inhibition of DAB-carcinogenesis in Rats After Stricture 
of the Common Bile Duct 


HIDEKI MIYAJI, SHIGEJI NAGAMATSU, KAZUO KOYAMA, 
KAZUYA TAMURA, SADAO WATANABE, 
YOSHINAO YAJIMA, KOOJI KUSANO, HIDEO NISHI 


(First Section, Department of Pathology, Osaka University Medical School ; 
Osaka Institute for Cancer Research) 


Concerning the excretion of DAB from the liver, it had been reported that the 
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greater part was discharged through bile duct. Mizuta reported the inhibition of 
changes in the liver of rats due to several weeks’ DAB-feeding after ligation of 
the bile duct. In the group fed DAB for a week before ligation of the bile duct, 
severer changes in liver were found than that of non-operated group. But all the 
animals of both over-groups died within six weeks. (Gann, vol. 33 : 1939) 

The present study deals with the effect of stasis of bile by the stricture-formation 
of common bile duct on the DAB carcinogenesis. 

Male albino rats, 150 to 160 gm. of body weight, have been used in two series 
of experiments as follows: 

1) The animals which had been operated 3 months before, were diveded into 
two groups, one group (A) was fed diet containing 0.0522 DAB and the other group 
(B) was fed basal diet for 15 weeks and both groups were fed basal diet for 
14 weeks successively. The third group (C), without operation and fed diet 
containing 0.0522 DAB, served as control. 

2) The animals were divided in three groups (A’, B’ and C’) with the same 
procedure as the first series of experiment. Groups A’ and B’, in which the 
operation had been performed four weeks before, were given the diet with and 
without 0.0725 DAB for 15 weeks respectively and the basal diet for about 12 weeks 
successively. And group C’, without surgical treatment, was fed the same diet as 
given to group A’. And the animals were sacrificed weekly for the first several 
weeks and biopsies were performed on 60th, 105th and 140th day. 

3) Determination of bound dye was carried out every four days according to 
Miller’s method in the two groups fed diet containing 0.0574 DAB with and with- 
out operation, and in the animals with six days’ DAB-feeding before operation. 

RESULTS; Within four weeks after the surgical treatment, about half of the 
animals died. 

Each group showed induction of hepatomas in the following percentage: 13% (2/ 
16) in group A, 0% (0/10) in group B and 40 (4/10) in group C; and in groups A’, 
B’ and C’, the tumor formation was 27% (6/22), 0% (0/12) and 50 (10/20), 
respectively. The specific relationship was not found between cirrhosis- and cyst- 
formation and induction of hepatomas, but it was interesting that the induction of 
chlolangiomas occupied higher percentage in the groups with surgical treatment (A 
and A’) than in control groups (C and C’) in the histological classification of 
tumors. 

On the early histological changes in DAB-carcinogenesis, no marked differences 
were found between the two groups with and without operation except that the 
former showed slightly more hepatocellular degeneration and stromal proliferation 
than the latter. 

Concerning the determination of bound dye, the maximum levels of two groups 
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with and without stricture of bile duct were shown between 14th and 18th day in 
the former, and on the 14th in the Iatter, and these values were 0.078 and 0.092 
spectrophotomecally, respectively. Namely, the group with the surgical treatment 
showed the slight decrease of protein-bound dye compared with that of non-treated 
group, but it was much interesting that the group with six days’ DAB-feeding 
before operation showed the striking decrease of bound dye in spite of the DAB- 
feeding successively. 

COMMENTS; In spite of the high mortality of animals showing the synergistic 
effect on hepatic injury due to surgical treatment and DAB-feeding, the inhibition 
of DAB-carcinogenesis was found in the groups with the stasis of bile by the 
stricture-formation of common bile duct. The slight decrease of the maximum 
levels of protein-bound dye in the livers agreed with the inhibition of the hapatic 
tumor formation in the animals with operation. 

And so, in the group with six days’ DAB-feeding before operation and after that 
with DAB-feeding successively, the striking decrease of bound dye may partially 
suggest the correlation of hepatic insufficiency and carcinogenic activity of DAB in 


livers. 





139. 葉酸 に よる DAB FPN FE DfEE Ic OUT (IR 
遠藤 英 也 , 青木 昌子 (HUE) 
Promoting Effect of Folic Acid on the Induction of DAB Liver 
Tumor in Rats (1st Report) 
HIDEYA ENDO, MASAKO AOKI 


近年 生体 内 で の one carbon transfer の 生化 学 的 機構 が 明らか に され tetrahydrofolic 
acid 3° cotransformylase と し て formaldehyde を trap する こと が 分 っ て き て いる 。 

- 方 Miller 等 は 過去 十 数 年 来 の 彼 等 の 研究 か ら DAB に よる 肝癌 発生 の frst step は DAB 
と 肝 の 特定 の 算 折 と の 結合 に ある と し て いる 。 そし て その 結合 様式 は まず DAB が 肝 内 で 脱 
れ , HEHE Lt AF VIGIL formaldehyde に 変り , 続い て MAB, formaldehyde 


メチ ル 化 


Ik 


specific liver protein と の 三 者 の 問 に Mannich type の 反応 が 進行 し ,。 も っ て protein- 
bound azodye formation が お こる と 推定 し て いる 。 寺山 等 は さら に DAB 食 飼育 ラテ ッ テ 
(に paraformaldehyde を 注射 し て proteinbound azodye の 増量 を 認め formaldehyde か 
その 際 rate limiting に な っ て いる こと を 認め た 。 われ われ は 上 述 の 実験 事実 か ら DAB と 
信 酸 の 同時 投 ケ に より 笛 白 結合 色素 形成 の rate limiting で ある formaldehyde を 上 葉酸 に 
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trap させ も っ て その 形成 の 低下 な いし は 消失 , し た が っ て DAB 肝癌 発生 の retardation 
な いし は inhibition を 期待 し た 。 し か し 事実 は 全く 逆 の 成績 に 結果 し た 。 体重 平均 140 一 150 
g の 3 ラッ テ 30 匹 を 2 群 に 分 け , 実験 群 15 匹 を DAB 葉酸 食 ( 米 に 対し DAB 0.06% 
葉酸 0.025%) で , 対照 群 15 匹 を DAB 食 の み で それ ぞ れ 飼育 し た 。 3 週間 以内 に 実験 群 
は 2 匹 , 対照 群 は 5 匹 死亡 し た 。 こ とれ は お そら く DAB の 急性 中 毒 に よる も の と 考え られ る 。 
残り の 中 現在 まで (100 日 経過 ) 実験 群 10 匹 , 対照 群 8 匹 を 経時 的 に 殺し , その 肝 を 固定 , 
肉眼 的 観察 , お よび 組織 学 的 検索 に 資 し た 。 実験 群 10 匹 中 6 例 に お いて (実験 開始 後 46 日 , 
50 A, 61 A, 70 A, 80 A, 100 AAR Bl) 肉眼 的 に 著 明 な 肝 腫 場 の 生成 を 認め た 。 組 織 学 
的 に は これ ら は 未だ 明らか な 撮 性 変化 を 認め ざる も , いずれ も 高度 な 肝硬変 症 を 基礎 に し た 結 
節 性 肥大 お よび 腺腫 様 増 生 で あっ た 。 一 方 対照 群 は 2 例 に お いて (71 日 , 100 A) 肉眼 的 に 著 
明 な 肝硬変 症 を 呈し て いた か が 未だ 明らか な 結節 性 肥大 を 認め 得 な か っ た 。 実験 群 中 上 述 の 肝 腫 
場 の 6 例 を 除い た 4 例 も その 2 例 に お いて 肉 有 眼 的 に 著 明 な 肝硬変 症 を , 1 例 に お いて (実験 開 
始 後 29 日 章 見 例 ) 著しい cholangiofibrosis を 伴 え る 肝 の 再生 が 見 られ た 。 

以上 の 実験 と 併行 し て われ われ は 実験 開始 後 1 ヵ月 半 ま で の 肝 の proteinbound azodye の 
量 を , 経時 的 に 測定 し 葉酸 添加 の 影響 を 実験 群 , 対照 群 に お いて 比較 検討 し た 。 そ の 結果 葉酸 
添加 DAB 食 に よっ て 肝 の 重 白 結合 色素 量 が 増加 する こと が 認め られ た 。 

また benzpyrene の pretreatment を 行っ た ラッ テ 肝 の homogenate (x, 3’methyl MAB 
と DPN, TPN,nicotinamide の 存在 下 に in vitro で 彼 白 結合 色素 を 形成 する こと を 最近 
Miller 等 が 報告 し て いる が われ われ は この 氷 に 葉酸 を 添加 し た と ころ , その 入 白 結合 色素 形 
成 が 同様 増加 する こと を 認め た 。 (文部 省 科 学研 究 費 に よる ) 





IV. »+r2 Virus 


140. ウィ ルス 性 腫瘍 の 本 態 に 関す る 実験 的 研究 1. 
HREAB, SEHE, 森田 福栄 , 成松 英明 


Experimental Studies on Histogenesis of Viral Tumors. I 


KOTARO SHIMPO, KOZO MUROYA, FUKUEI MORITA, EIMEI NARIMATSU 
(Dept. of Pathology, and Cancer Institute, Sapporo Medical College) 


In the epidermal cells of rabbits which received intracutaneous inoculation of 
rabbit myxoma virus, cytoplasmic inclusion bodies were found with degenrative 
changes of the host cells. On the contrary, in the cutis, subcutaneous tissue, 
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regional lymph nodes, spleen, liver and bone marrow it was very difficult to find 
inclusion bodies in spite of marked neoplastic cell proliferation and inflammatory 


reaction. 


By electron microscope study virus particles were easily detected in the 


degenerating epidermal cells showing similar patterns of multiplication to those of 
pox group viruses, while in the neoplastic cells of various organs virus particles 
were hardly found, one cell per 1550 tumor cells counted (0.064%) containing virus 


particles. Numbers of virus particles in such tumor cells were few and no 


distinct matrix formation was observed. 
From the evidence that the extracts of tumor tissues showed infectivity, it seemed 
that virus proliferation was completed only in a few tumor cells as seen in the 


system of temperate phage and lysogenic bacteria. 

The authors tried to induee myxoma viruses by means of X-ray radiation on the 
regional lymph nodes. As the result one of each 38 tumor cells (2.622) was found 
containing virus particles in the cytoplasm. Similar findings were obtained in the 


experiments using chicken sarcoma. As described above in the rabbit myxoma and 


chicken sarcoma the viruses seemed to be present in the host cells like provirus of 


bacteriophage and become complete infective viruses under certain conditions. It 

is thought to be a mode of synbiosis of virus and tumor cells. 

RBER: Vir a MAAC by PAL CT ENTE, 単に 細胞 質 表 面 で 
この 点 の 貴 見 如 


増殖 する 家 鵜 肉腫 と , 腫瘍 内 ウイ ル 2 0 SULT I, 本 質 的 系 列 が ある も の と cf , 

何 。 如 何 に し て も 家 和 鶏 の 場合 に は 細胞 質 基質 内 の マト リッ クス を 作る 増殖 は な い 。 COATIXRBHRA 

腫 と 本 年 月 われ われ の 発表 し た 家 凌 赤 芽 球 症 p ロ イ ュ ー ゼ と の 間 は 全く 一 致し て いる 。 

新保 幸太 郎 : 家 各 の 伝染 性 粘液 箱 の ウイ ルス 増殖 は matrix MCh), 家 鶏 肉腫 で は 細胞 表面 ある い は 空 

胞 内 壁 で ‘iat SiC, 両者 は 異な る と 思う 。 し か し 細胞 が 腫瘍 化す る と ウイ ルス 粒子 の 消失 する 点 が 共 
謗 発 に より ウイ ルス 粒子 の 出現 する 点 も 共通 する 。 いずれ に せよ 腫瘍 細胞 に お け 


Mil, し ヵ も X BANG ot Da 
29 10 AO MRL HIRE REM Lite £3 な 形 で 増殖 する も の と 思う 。 











141. MCT マ ゥ スリ ンズ 腫 症 の 電子 顕微 鏡 的 研究 (1) 


高木 文 一 , 鈴木 昭男 , 安田 寛 基 , 関口 博司 , 南雲 昭二 , € 良三 , 水 谷 K 
Electron Microscopic Studies on MCT Mouse Lymphomatosis (I) 


FUMIKAZU TAKAKI, TERUO SUZUKI, HIROMOTO YASUDA, 
HIROJI SEKIGUCHI, SHYOJI NAGUMO, RYOZO KAN, KAORU MIZUTANI 
(Department of Pathology, Tokyo Jikei-kaı School of Medicine; Department of 
Pathology, Showa Medical School, Tokyo) 


The lymphnodes, spleen and liver in two cases of methylcholanthrene induced 
mouse lymphomatosis (DCT mouse lymphomatosis, Hirafuku 56) were observed 
174 [GANN, Vol. 49, Suppl. 1958) 








electron microscopically. In three swollen lymphnodes from the two mice there 
were numerous immature type of lymphatic cells which have relatively large nuclei 
and abundant cytoplasm. The shape of the nucleus is generally ovoid but often 
shows irregular indentations and protrusions of the nuclear membrane. Chromatin 
distribution is more irregular and coarse than in normal cells of lymphatic series 
and the orientation and identification of nucleolus is sometimes obscure. Small 
aggregates of dense nuclear particles up to 120my in size were scattered in the 
nucleus. 

In the cytoplasm, smooth- and rough-surfaced varieties of endoplasmic reticulum 
are very poor but dense particular cytoplasmic component of Palade are relatively 
abundant. Small aggregates of dense granules as seen in the nuclear substance 
are also noted in the cytoplasm. Mitochondria are generally more abundant in 
number than in normal lymphocytes and somes of the more immature lymphatic 
cells. 

They show prominent swelling, and reach 1 ん or more in size. The cristae 
mitochondriales are generally defective and the stroma is very thin and clear. 

Juxtanuclear aggregation of swollen mitochondria and some vesicular profiles of 
Golgi complex are often observed. Round or ovoid dense particles measuring 
about 25-40 my and 50-80 my are observed in the cytoplasm but no particles with 
typical viral structure are found within and on the surface of the cells. 
Juxtanuclear cytoplasmic inclusions are occasionally present. Most of the inclusions 
seemed to be of miscellaneous type (Type C) but homogeneously dense ovoid shaped 
bodies with or without some granular structure (Type A) are also observed. 

In reticulo-endothelial cells of the spleen and the liver (Kupffer cells) are also 
found may varieties of cytoplasmic inclusions as seen in the lymphoma cells. 

More detailed observations in many cases of the MCT lymphomatosis will be 
published in forthcoming original paper. (文部 省 科 学研 究 費 に よる ) 
附 議 
小野 江 為 則 : お 見 せい た だ いた スラ イド で は ,。 正常 リンパ 球 よ り も か な り 複 雑 な 細胞 質 役 細 構造 を も っ て 
WALICHI EDF, EKMLELMTIAOM, リン パ 節 系 で み ま し た リン パパ 芽 球 も る ,。 リン パパ 球 と 同様 , 
か な り 単 純 な 構造 を も っ て いる よう で あり ます 。 腫瘍 細胞 の 母 細 胞 を な ん と お 考え で し ょ よう か 。 

商 木 文 一 : 小野 江 氏 の お た ず ね に 関連 し ます が 人 間 で も 悪性 光 巴 腫 定 の ある も の で 汐 巴 系 , 網 内 系 の 判別 
の むず か し いも の が ある 。 本 腫瘍 も HE で は 汐 巴 芽 細 胞 様 に 見 える に も か か わら ず こ の よう な 形 を 電 顕 的 
に 示す 。 この 意味 で 電 顕 的 像 か ら こ の よう ぅ な 分 類 不明 の 網 内 汐 巴 系 細胞 の 判定 は 今後 試み られ な けれ ば な 
ら な いと 考え る 。 

鈴木 昭男 : 争 察 症例 の 少 い こと も あり ,。 未だ 明確 に は し 得 た か っ た が 光学 的 に 腫 疾 は 幼 若 リ 9 ン バ 球 類 似 の 
細胞 の 増生 に より 形成 され て いる よう に 思わ れる 。 こ の 腫瘍 細胞 の 性 格 , 起源 等 に つい て は 今後 観察 追求 
を 続け た い 。 
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142. GH お よび DBA AAMT VAC お ける リン ババ 節 , M 


臓 , お よび 肝臓 の 電子 顕微 鏡 的 観察 (1) 
SAN, 鈴木 昭男 , RAW, MOA, EARM, MNF 


Electron Microscopic Studies on the Lymphnode, Spleen and Liver 
of C;H and DBA Mammary Cancer Strain Mice (I) 


FUMIKAZU TAKAKI, TERUO SUZUKI, HIROMOTO YASUDA, 
HIROJI SEKIGUCHI, HIDETANE SADATSUKI, KYOKO HOSOKAWA 
(Department of Pathology, Tokyo Jikei-Kai School of Medicine) 


The presence of Bittner agent (virus) in various internal organs of high cancer 
strain mouse has been proved by Dmochowski and others from biological examina- 
tions. In the present study, electron microscopic observations on reticulo- 
endothelial cells of spleen, lymphnode and liver from 6 C。H (Kinoshita-Takizawa 
strain) and 8 DBA (Kinoshita-Mori strain) mice bearing typical mammary cancers 
were done using ultra-thin sectioning method. In all mammary tumors examined, 
round or ellipsoid Bittner’s viral particles of about 100mz, in size with typical 
nucleoid structure as shown by Dmochowski, Bernhard, Suzuki and others were 
present. While in the lymphnode, spleen and the liver, mostly in and on the 
surface of reticulo-endothelial cells, typical viral particles as seen in the mammary 
tumors of the individual mice were not detected, but some lymphnodes of three 
mice showed Bittner’s viral particles with the participation in metastatic tumor 
cells. Reticulo-endothelial cells generally showed prominent phagocytic activity and 
cytoplasmic inclusions mostly of miscellaneous type (Type-C) are often seen, but 
dense ovoid shaped bodies with homogeneous or somewhat granular appearance 
(Type-A) corresponding to those seen in tumor cells are also noted. Most of the 
plasma cells in lymphnodes and spleen showed markedly distended profiles of 
granular surfaced variety of endoplasmic reticulum (intracytoplamic sac, Watanabe) 
filled with the relatively electron lucent amorphous material. The disagreement 
between the experimental result by Dmochowski ef al. and the present observation 
may have resulted from the following reasons: 1) want of the number of the case 
and microscopic field observed, 2) absence of Bittner virus in RES cells of the 
spleen, lymphnode and the liver of individual mice with tumor, 3) lack of direct 
relation between typical particles as seen in mammary tumor and the real Bittner’s 
agent, in another words, the agent represents no such particular structure 
morphologically. 

More detailed observations will be published later in the original paper. 

(六部 省 科 学研 究 費 に よる ) 
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附 議 

室 谷 光 三 : ① 切片 上 細胞 総数 に 対す る 封入 体 の 発現 率 に つい て お うか が いし ます 。 ぐ め 最近 Bang は マウ 
ぇ 乳癌 に つい て , 糸 粒 体 か ら の ウイ ルス の 発生 を 述べ て お り ま す が , その よう な 所 見 が 見 られ まし た で し 
よう か 。 

高木 文 一 : 1) Inclusion like body の 発現 問 度 に つい て : ca 2-3 field に 一 個 位 ざ づつ (大 ざっ ぱ で ある 
が ) 2) Mitochondria と incl. body と の 関係 に つい て : 移行 像 は 多数 認め た が 詳細 に つい て は 目下 検討 
中 。 

新保 幸太 郎 : 1) 本 実験 で matrix が あり 種々 の Virus の 成熟 過程 が み ら れ ます か 。2) 組織 球 内 の virus 
粒子 は 貧 喰 され た か , 増殖 し た か の 判別 は むず か し いと 思う 。 

高木 文 一 : Tumor 自体 の virus 発育 環 に つい て は どう 考え る か : その 点 に つい て は 教室 の 鈴木 の origi- 
nal が ある 。 参照 され た い 。 





143. Sarcoma 37 病 毒 に 関す る 研究 , 特に 腫瘍 の 試食 実験 
| と 病 毒 分 離 に つい て 
浜崎 幸雄 , 時 光一 実 , AAR M, 中 野 昭 典 , 池上 市 郎 


Studies on Sarcoma 37 Agent, Especially on the Feeding Test of 
Tumor and Isolation of its Agent 


YUKIO HAMAZAKI, KAZUMI TOKIMITSU, ISAO ARIKI, 
AKIRA NAKANO, ICHIRO IKEGAMI 
(Department of Pathology, Okayama University Medical School) 


A filtrable agent has been isolated from sarcoma 37 by passage through the 
guinea-pig brains, the same method as used by Hamazaki ef al. in 1950 when they 
isolated HST virus from the Yoshida tumor by passage through a different species 
of animals. In this instance the majority of test animals in each generation revealed 
proliferative and granulomatous inflammations in the viscera, especially marked 
alveolitis in the lungs accompanied by the appearance of giant cells. As for these 
lesions swollen and proliferated epithelial cells are seen in alveolar spaces, and also 
the epithelium of peripheral bronchioles is proliferated into alveolar septum, and 
many desquamated epithelial cells are seen gathering together to form giant cells. 
It seems that the marked appearance of these giant cells is quite specific to the 
sarcoma-37 agent. 

Tissue pieces of sarcoma 37 was repeatedly given orally to normal mice, the 
same species of animals as the host. In these test animals can be recognized 
mesenchymal inflammatory reactions which are essentially similar to those vesceral 
changes observed in the mice successively inoculated with HST virus or given 
Yoshida tumor and other malignant tumor tissues orally. In the lungs interalveolitis 
can be seen, and in the liver the proliferation of stellate cells and the infiltration 
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of round cells, and in some focal degeneration or necrobiosis of parenchymal cells. 
In the spleen the swollen follicles or degenerative necrosis of central portions of 
follicles can sometimes be recognized. The degree of these changes does not 
necessarily parallel with the number or amount of agent or tissue pieces administered. 
From these findings it is assumed that sarcoma 37 does not possess filtrable 
carcinogenic factor nor per-intestinal carcinogenic factor, but it possesses a certain 
agent which induces mesenchymal inflammatory reactions considered as of viral 
origin. (文部 省 科 学研 究 費 に よる ) 





144. 骨 化 鶏卵 に 馴化 せしめ た HST ゥ ィ ル ス (浜崎 ) に 関す る 研究 
浜崎 幸雄 , 小川 勝 士 , 植 嶋 啓 , 米田 BF, ALTE 
Studies on the HST Virus (HAMAZAKI), Adapted in Embryonated Egg 


YUKIO HAMAZAKI, KATSUO OGAWA, AKIRA UEJIMA, 
SUSUMU YONEDA, MOTOMASA MURAKAMI 
(Dept. of Pathol., Okayama Univ. Med. School) 


HST virus is one of filtrable agents successfully isolated from Yoshida tumor in 
1950 by Hamazaki passing through the different species of animals, and it has 
already been verified that immunoserologically it is specific to this tumor and that 
it is also an indispensable factor for the growth and transplantation of the tumor. 
This time we carried out immunological and morphological studies on this virus 
adapted to embryonated eggs. 

The HST virus successively inoculated into the yolk sack and chorioallantoic 
membrane of embryonated eggs in the microbiological department of our school can 
well become adapted to embryonated eggs, and consequently the chick embryos 
usually die 4-6 days after the HST virus inoculation. Patho-anatomically dissocia- 
tion, fatty degeneration, and necrobiosis of parenchymal cells, and the infiltration 
of monocytes and lymphoid cells can be recognized in the liver of chick embryos. 

It has been found that this virus adapted to the embryonated eggs maintains the 
properties essentially the same as the original HST virus in that when it is 
inoculated successively back to its host animals, guinea pigs, inflammatory tissue 
reactions occur successively, though slightly milder than in the case of original 
virus. In the lung interalveolitis and granulomatous inflanmmation of interstitium 
can be recognized ; and in the liver the proliferation of stellate cells; in the spleen 
the swelling and proliferation of reticular cells; but generally the histological 
changes in the lung are more remarkable. 

In order to determined whether the virus successfully replaced from the 
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embryonated eggs back to guinea-pigs to be the same as the original HST virus, 
the cross-neutralizations of two viruses by antisera were performed and it was 
proven that the tests were strongly positive. 

On the other hand, after purifying the agent in the allantoic fluid and examining 
it under an electron-microscope, round particles of 30-50 my in size were obtained. 


(文部 省 科 学研 究 費 に よる ) 





V. 移 植 Transplantation 


145. 組織 培養 に よる ラッ テ 腹 水 肝 閣 細 胞 の 研究 
絢 5 報 : ラッ テ 腹 水 肝 韻 細胞 (AH-130) EA HER 
勝田 南 , 高岡 聴 子 , 保坂 進一 , 日 比 野 美智 , 鈴木 重光 , 染谷 泰之 , 三田 村 恭 三 
(東京 大 学 伝染 病 研究 所 病理 学研 究 部 ) 


Studies on Rat Ascites Hepatoma Cells in Tissue Culture. V : Protein 
Requirements of Rat Ascites Hepatoma Cells (AH-130) 


HAJIM KATSUTA, TOSHIKO TAKAOKA, SHINICHI HOSAKA, 
MICHI HIBINO, SHIGEMITSU SUZUKI, YASUYUKI SOMEYA, 
KYOZO MITAMURA 

(第 1 報 は 昭 32 AEA, FS 2, 3, 4 報 は 昭 33 春 病理 学会 に て 発表 ) 腹水 か ら 取 り 出 し 
て まもなく の 状態 , すなわち 母 培養 1 日 後 か ら 平均 7 日 間 に わ た っ て 上 記 肝 癌 細胞 の 自 白質 要 
求 を 量 的 並び に 質 的 に し ら べ た 。 既報 の ご と く こ の 細胞 の 増殖 の た め に は 高 分 子 量 物質 の 存在 
が 必須 と し て 要求 され , AHPC LAF MARA TIL, も と の 血清 量 に 置換 計算 する と , Hi 
地 中 2022 が 至 適 要求 濃度 で ある 。 こ の 場合 この 和 企 白 が 栄養 素材 と し て 必要 な の か ある い は 別 
の 働き を し て いる の か , Ek, 上 果して 細胞 内 に 取り 入れ られ る か 否 か が 問題 に な る 。 

1. メチ ー ル セル ロー ズ を 培地 に 0.6% 入れ る と , RAHM RMA 10% OPAC LITE 
報 し た が , 0.1% デキ スト ラン (平均 分 子 量 5 万 ) で は さら に 下っ て 522 と な り , 222 の 往 白 
で すら 財 盛 な 細胞 増殖 が 得 ら れる 。 そ こ で この 2 %% 看 白 の 場合 の , 培地 お よび 細胞 内 の N 量 を 
ミク ロキ エル ダー ル で 定量 し て みた 。 短 試 静 賀 37 で 液 量 1.5 ml CHL, 管 当 り 8,000 個 
の 細胞 ( 核 数 ) が 6 日 後に 341,000 個 に 増殖 し た 。 1 日 お に 培 地 を 交 新 , その 際 10 FAO 
培地 を まとめ , トリ クロ ー ル 酷 酸 処 理 し て 沈 湾 と 上 清 の N 定 量 , 細胞 も 10 管 分 (開始 時 は 50 
管 分 ) を まとめ て よく 洗い , 一 部 を 細胞 数 算定 。 残り を N 定 量 に あて た 。 そ の 結果 , 細胞 数 の 
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増加 と と も に 管 当 り の 細胞 内 衝 白 N 量 は 増加 する が , 細胞 1 個 当 り の 量 は か えっ て 減少 し て 行 
x, また 培地 中 の 蛋白 も ほとん ど 減 少し な いこ と が わか っ た 。 な お 培地 中 の 低 分 子 量 物質 と し 
て は ラク ト ア ルプ ミン 水 解 物 (Lh) 0.4% と 塩類 溶液 (処方 DO) で ある 。 

2. そこ で TL を ラベ ル し た 和牛 血清 衝 白 ( 約 2.500 cpm/mgN) を 培地 中 202 に 用 い , BE 
養 6 AN, 細胞 内 へ の 取り 入れ を 培地 交 新 日 毎 に し ら べ た 。 培養 条件 は 同上 。 T! は 約 87% 
が アル プ ミ ン 分 禄 に ラベ ル さ れ た 。 細胞 増殖 は 13! の 存在 に より 左右 され ず 駐 盛 で あっ た が , 
細胞 内 放射 能 は きわ め て 僅少 で , 少く と も この ラベ ル 条 件 下 お よび この 細胞 で は , 算 白 の 細胞 
内 取り 入れ は 耕 定 され た 。 ま た Lh 量 を 0.0122 お よび 0 に 落し , 低 分 子 栄養 源 欠 乏 状態 に 
お いて も この 結果 は 同様 で あっ た 。 

3. 菩 地 内 の 和 任 折 を 透析 膜 で 細胞 か ら 隔 離す る と 細胞 の 増殖 は 得 ら れ な か っ た 。 次 に ポリ ビ 
ニー ルビ ロリ ドン (平均 分 子 量 約 3 万) を 培地 に 0.122 加え る と , 和 蛋白 至 適 要求 量 は わずか 
培地 中 1 22 と な る 。 アルギン酸 も か な り の 重 白 量 の 代用 を する が , いずれ の 場合 に も 目下 の と 
ころ 長期 間 全 面 的 に は 思 換 で き な い 。 し か し 増殖 の た め 要 求 さ れる 邊 白 の 大 部 分 は , 細胞 内 に 
と り 入 れ ら れず , し か も 分 解 辞 素 の 細胞 内 存在 の 考え られ ぬ 他 種 高 分 子 物質 で 置換 で きる と い 
う こと は , 算 白 が 細胞 に 対し て , 栄養 素材 と し て より むし ろ 物 理化 学 的 役割 を 果して いる 点 の 
大 きい こと を 示唆 する も の と 思わ れる 。 

(本 研究 は 日 本 ワッ クス マン 財団 学術 奨励 金 お よび 農林 省 依 託 研究 費 に より 援助 され た 。 成果 
の 詳細 は Japan. J. Exp. Med. に 発表 の 予定 ) 。 





146. 組織 培養 に よる ラッ テ 腹 水 肝 底 細胞 の 研究 
第 6 報 : 組織 培養 株 の 樹立 前 後に お ける 染色 体 の 比較 
奥村 秀夫 , 高岡 聴 子 , 勝田 A 
(東邦 大 学 医学 部 解剖 学 教室 , 東京 大 学 伝染 病 研究 所 病理 学研 究 部 ) 


Studies on Rat Ascites Hepatoma Cells in Tissue Culture. VI: Comparison 
of Chromosomes Between Rat Ascites Heptoma Cells Before 
and After the Establishment of Cell Strains 
in Tissue Culture 


HIDEO OKUMURA, TOSHIKO TATAOKA, HAJIM KATSUTA 
近年 各種 の 組織 培養 株 が 樹立 され た が , その 多く は 長期 間 継 代 培養 後に 突然 , 細胞 増殖 率 が 


急増 し , 株 と な っ て いる 。 株 化 後 の 細 胞 に つい て は 一 般 に ひろ く 研 究 さ れ て いる が , 株 化 前 後 
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の 細胞 の 特性 の 比較 や , 株 化 の 機転 に つい て は ほとん ど 明 ら か に され て いな い 。 こ の 一 連 の 研 
究 で は , この 機転 の 解明 に も 重点 を お き , 第 3 報 に 既報 の , 上 記 細 胞 の 培養 株 2 株 の 樹立 の 前 
後 の 細 胞 に つい て , その 細胞 特性 を 各種 の 面 か ら 比較 研究 し て いる 。 本 報 で は 染色 体 の 数 お よ 
ぴ び 核 型 に つい て その 比較 を 試み , 興味 ある 差違 を 見 出し た 。 

1. 染色 体 数 : 4) ラッ テ 腹 水中 の AH-130 で は , 染色 体 数 43 本 を 有する 細胞 が 最も 多 
く , 観察 例 500 個 中 53.6% を 占め て いる 。b) HHO #1 で は , 150 個 中 51 本 が 主 位 
で 61.3%, #2 で は 150 個 中 主 位 は 58 本 で 6422 と な り , 同一 源 か ら 生 じ た 株 2 種 が , A 
互 の 間 で も , また 元 の AH-130 と も , 相 異 な る 染色 体 数 主軸 を 示し た の で ある 。 c) Ind 
の 株 細胞 を 再び ラッ テ 腹 腔 内 (Wistar/Ma/D お よび 当 研 究 室 に て 純系 化 中 の 日 本 産 雑 系 ) に 
復元 接種 する と , 主軸 の 染色 体 数 は 変わ な い が , その 22 は や や 落ち , 第 2 位 に 多い 染色 体 数 か 
変っ て , 38.39 本 と な っ た 。 d) Fl 株 で は 株 化 経過 の 途中 に お いて も 少数 な が ら 和 染色 体 数 を 
し ら べ る こと が で きた 。 

2. 核 型 :a) AH-130 の 和 染色体 数 43 本 の 核 型 は , 大 V 型 染色 体 2 本 (2V 型 ) で あり , 
第 2 位 モ ー ド の AT 本 の 細胞 は 4 V 型 で ある 。b) 培養 株 $1 の 主軸 51 本 は , 大 V 型 1 本 , 
大 了 型 2 本 で あり , 第 2 位 の 62 本 は 4 V 型 で ある が , AH-130 の 4 V 型 と は 異な る 。#2 の 
主軸 58 本 は , 大 V 型 1 本 と 中 V 型 1 本 で あり , 第 2 位 48 本 は 大 中 V 型 各 1 本 , 大 本 型 1 本 
で ある 。 <) 株 細胞 を ラッ テ 腹 腔 内 に 復元 接種 する と , 主軸 を な す 細 胞 の 核 型 は b) と 全く 変 
化 を 認め ず , 第 2 位 の 39 本 と 38 本 と の 核 型 は お 互い に 酷似 し て いる 。d) 培養 株 の 主軸 細 
胞 と 同数 の 染色 体 を も つ 細 胞 を AH-130 中 に 求め て 比較 する と , 少数 例 な の で 断定 は で き な 
い が , 核 型 に は か な り の 相違 が 見 られ た 。 

培養 株 の 樹立 機転 と し て は , 1) 細胞 の 培地 へ の 馴 応 と , 2) 細胞 の 突然 変異 と 培地 に ょ る 海 
汰 と の , 二 つ の 可能 性 が その 主因 と し て 考え られ る が , 以上 の 結果 か ら 見 る と , 1) 株 の 樹立 
前 に は 細胞 増殖 が か きわめて 低下 し , $1 株 で 270 A, $2 株 で 62 日 培養 後に 初め て 急激 な 増 
殖 を 見 る に 至っ た こと , vr) 同一 源 か ら 生 じ な が ら 51 A, 58 AL, BROT MAHAR 
な る こと , ハ ) ラッ テ に 復元 し て も 主軸 の 不変 た こと , な どの 諸点 より , この 結果 の みか ら 断 
定 は で き な い が , 2) の 可能 性 の 方 が 1) より は る か に 合理 的 と 考え られ る 。 

(この 研究 は 日 本 リッ クス マン 財団 学術 奨励 金 お よび 農林 省 依 託 研究 費 に より 援助 され た 。 成 


果 の 詳細 は Japan. J. Exp. Med., Vol. 28, No. 6 に 発表 する )。 
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147. 組織 培養 に よる ラッ テ 腹 水 肝 韻 細胞 の 研究 


第 7 報 : 組織 培養 株 細胞 の 成長 促進 物質 に つい て 


Shes, 勝田 A, 三田 村 恭 三 , 鈴木 重光 
(東京 大 学 伝染 病 研究 所 病理 学研 究 部 ) 
Studies on Rat Ascites Hepatoma Cells in Tissue Culture. VII: On the 
Growth-Promoting Substances for TC Strain Cells 


TOSHIKO TAKAOKA, HAJIM KATSUTA, KYOZO MITAMURA, 
SHIGEMITSU SUZUKI 


上 記 細 胞 (AH-130) より 樹立 され た 組織 培養 株 2 株 は , 33-9-30 現在 で , #1 株 は 継 代 69 
ft ( 総 培養 日 数 578 A), $2 株 は 53 ft (365 A) に 至っ て いる 。 従来 の 株 細胞 の 栄養 要求 
を みみ る と , その 母体 と 見 られ る 細胞 の 要求 より は る か に 単純 に な っ て いる の が 通例 で ある 。 
AH-130 は 株 化 前 , 生体 か ら 取 り 出 し て 問 も な く の 細 胞 (RAH と 略称 ) で も 要求 が きわ め て 
簡単 で (第 1, 2, 5 報 ), 他 の 株 細胞 の 要求 に 類似 し て いる の で , 株 化 に より 一 層 単 純化 され 
る こと が 期待 され た 。 要求 の 単純 な 細胞 を 見 出す こと は 合成 培地 培養 に よる 細胞 の 代謝 研究 の 
た め に きわ め て 重要 な 意義 を も っ て いる 。 合成 培地 培養 の 場合 一 番 障害 に な る の は その 細胞 の 
邊 白 質 要 求 で 。 これ を 必須 に 要求 する 細胞 で は 今日 の と ころ 合成 培地 培養 は 不可 能 で ある 。 そ 
こ で 本 報 で は まず 株 細胞 の 儲 白 質 な いし 高 分 子 量 物質 要求 を 主体 に し ら べ た 。 

1. 培養 法 は , MH (3,000 rph) に ょ る 浮 漠 状 培養 を 用 いた 。40 ml 容 の 共 口 遠 沈 管 に 
MRF UAKL 4 30ml OFF eA WEHRT SL, 細胞 は 管 局 に 附 着せ ず , 常時 浮 漠 状 
態 で 増殖 する 。 培地 は 半量 づつ 隔 日 に 交 新 。 同 一 容器 内 の 細胞 数 を 算定 し て 行け る こと と , 不 
適 拉 地 の 場合 細胞 の 崩壊 が 静 置 培養 より 早く , し た が っ て 判定 を 正確 に 早く 下 し や すい こと が 
特長 で , 操作 が 容易 な の で 日 常 の 継 代 培養 に も 用 いて いる 。RAH の 培養 に も る 適し て お り , iF 
済 状態 で 培養 され た 腹水 腫瘍 細胞 は お そら く こ れ が 初め て と 思わ れる 。 

2. RAH 細胞 の 息 白 質 要 求 は , 既報 の 如く 培地 中 2022 が 至 適 濃度 で ある 。 株 細胞 は 両 株 
と も これ より 要求 量 が 減少 し , $1 株 は 15%, #2 株 が 10% と な っ て いる 。 し か し 最も 興味 
深い の は , 両 株 と も 和仁 白 な いし 高 分 子 物質 の 存在 な し で も 7 日 間 に 4-8 倍 の 細胞 数 に 増殖 す 
る こと で ある 。 この 場合 の 培地 は 0.3% ラク ト ア ルプ ミン 水 解 物 と 塩類 溶液 の み で ある 。 L 
か し この 和 無 衝 白 培地 で 長期 間 の 継 代 培養 は や は り 不 可能 な の で , 株 細胞 を この 和 無 重 白 培 地 で 長 
期間 培養 する こと に よ ょ より, 第 2 段 の 株 化 と ,。 それ に よる 完全 に 和 企 白 無 要求 の 細胞 の 出現 を 図っ 
て いる 。 

3. 和 企 白 の 代り に デキ スト ラン を 用 いる と , デキ スト ラン 0.122 が 至 適 で ある が , 極 初期 を 
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除い て は むし ろ 無 重 白 培地 の 方 が 増殖 が よい 。 ポ ボリ ビニ ー ル ビ ピロリ ドン は 0.522 が 至 適 で , 無 
企 白 培地 より は 増殖 度 が 高い 。 こ と これ に つい て は 長期 継 代 培養 試験 を お こ な っ て いる 。 メ チル セ 
ル ロ ー ズ は あま り 効 果 的 で は な い 。 

(本 研究 は 日 本 ワッ クス マン 財団 学術 奨励 金 お よび 農林 省 依 託 研究 費 に より 援助 され た 。 成果 
の 詳細 は Japan. J. Exp. Med. に , 第 8 報 は 昭 34 春 病 理学 会 に て 発表 の 予定 で ある ) 。 


附 議 
古閑 睦 好 : AH 7974 の 継 代 培 養 可能 に な っ た こと を 追加 致し ます 。 こ の 際 合 成 培地 4 ml に 和牛 血清 1 滴 加 
える こと か 必要 な る も が ラス 壁 に 附 着 し て 後 は 血清 な し の 培地 で も 発育 可能 を 観察 し た 。 





148. 吉田 肉腫 細胞 並び に 人 腹水 腫瘍 細胞 の 細胞 浮遊 培養 に 
よ る 形態 学 的 研究 
大 藤 真 , 嘉村 淳 大 , 浅香 隆一 , 柴田 凡夫 (岡山 大 学 医学 部 平木 内 科 ) 


Morphological Studies on Yoshida Sarcoma Cells and Human Ascites 
Tumor Cells by Means of Suspension Culture 


TADASHI OFUJI, JUNTA KAMURA, TAKAKAZU ASAKA, 
TSUNEO SHIBATA 


私 達 は 吉田 肉腫 細胞 並び に 人 腹水 腫瘍 細胞 の roller-tube 法 に よる 細胞 浮 流 液 培 養 を 行い , 
立 相差 顕微 鏡 観察 に より それ ぞ れ の 運動 性 , 微細 構造 , DA, 変性 過程 を 検討 し . さら に 各種 
抗 腫瘍 剤 の 添加 にょ る 影響 を 形態 学 的 に 検討 し . それ ぞ れ の 薬物 の 抗 腫瘍 機転 の 特殊 性 を 見 出 
Lito 

1. 培養 法 : 元 来 単 離 細胞 の 浮 渡 培養 は 極め て 困難 と され て いる の で , まず この 点 を 種々 検 
討 し た 結果 , 液体 培地 と し て 吉田 肉腫 細胞 で は ハン クス 氏 液 442, BAER 19%, 馬 血 清 
29%, 吉田 肉腫 腹水 8 2, R.N.A. 0.8 mg/cc, V.B,。 0.8 7/cc が , 人 腹水 腫瘍 細胞 で は ハン タク 
ARM 70%, MRRP 15%, 韻 患 者 血清 15%, R.N.A. 2mg/cc, V.B」。 2 7/cc が 最適 で 
ある こと を 認め た 。 同 時 に 鶏 胎 固 型 培地 に よる 線維 芽 細 胞 を 併 置 培養 し た 。 

2. 腫瘍 細胞 の 形態 変化 : まず 吉田 肉腫 細胞 で は , 培養 前 お よび 培養 直後 は 胞体 縁 は 整 。 偽 
足 突起 な く , 原形 質 は 頼 粒 比較 的 少く 清明 な る も , Hin RY FREAD Od), 
さら に 核 陥 凹 部 に ゴル ヂ 体 が あり これ を 中 心 に 口ひげ 状 に 両側 に 糸状 の ミト ュ ン ドリ ア が 配列 
され て いる の が 特長 的 で ある 。 培養 1 日 目 に は リボ イド 上 粒 が や や 増加 し 各 期 に わた る 多数 の 
分 像 が 認め られ る 。 3-4 日 目 で は 胞体 縁 均 質 コ ロイ ド 化 し 「 ミ 」| は 核 周 縁 に より 次 第 に 断裂 
し て 頼 粒状 化す る 。 7-8 日 目 に は 空 胞 化 が 起り 胞体 全 城 に 出現 する が この 時 期 に 小型 新生 細 
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胞 が 見 られ る 。10 日 頃 に は 変性 細胞 の 膨 化 衣 壊 が 見 られ る が , 12 日 目 に ラッ テ に 復元 し 腹水 
貯留 お よび この 中 に 新生 細胞 を 認め た 。 次 に 胃 閣 性 腹水 の 癌 細胞 . (WR) Cit, 培養 前 は 胞体 
縁 に 偽 足 を 出没 させ 「 ミ | は 胞体 内 に 細 小 糸状 の も の が 多数 散在 する 。 5 日 目 頃 か ら 分 裂 が 増 
ML, 分 像 各 期 に お ける 「 ミ 」 の 態度 は 興味 ある も る の が ある 。 新生 細胞 も 多数 出現 する 。 5 日 

目 に は 胞体 内 に 多数 の 空 胞 が 出現 し 核 の 融解 が 起 る が , 核 小 体 は 原形 を 失わ な い 。 以 後 培養 日 
数 の 経過 と と も に 4 っ 5 日 を 期 と し て 変性 崩壊 と 分 裂 小型 新生 細胞 の 出現 が 繰 返 さ れ , 21 日 
目 に ほとん と ど 全 細胞 が 変性 し た 。 次 に 体腔 上 度 腫 細胞 で は すでに や や 変性 し て いた 細胞 は 次 第 
に 変性 月 壊 に 陥り , 一 方 3 日 目 頃 か ら 分 裂 が 起り 新生 細胞 が 出現 し て くる 。 5 日 目 の 新 生 細胞 
は 胞体 清明 , 空 胞 な く , 核 周 より 極め て 細 小 糸状 に 同心 円 状 に 配列 され た 「 ミ 」 を 認め , さら 
に その 頃 本 細胞 特有 の 結合 糸 と 考え られ る 一 東 の 針 状 突 起 を 認め る 。 9 日 目 頃 で は 「 ミ 」 は 断 
多 し 吾 粒 状 化 し 配列 も 乱れ 空 胞 化す る 。 空 胞 は 日 数 の 経過 と と も に 次 第 に 大 空 胞 化し 変性 崩壊 
に 陥る が , 一 方 新生 細胞 が 見 られ る 。 

3. 抗 腫瘍 剤 の 添加 に ょ る 形態 の 変化 : 各種 抗 腫瘍 剤 を 添加 し 6 一 12St 後に 観察 し た が , 
吉田 肉腫 細胞 お よび 体腔 上 友 上 腫 細胞 に て ほぼ 同様 の 抗 腫瘍 性 を 認め た 。 す な わ ち ュ ル セミ ッ ド 
は 原形 質 の 高度 変性 お よび 分 裂 異 常 を 起 し , カル チノ フィ リン と グル ュ サ ミン は 核 お よび 原形 
質 の 姜 縮 融解 を 起 し , ナイ トロ ミン は 核 お よび 原形 質 の 膨 化 朋 壊 を 起 し , 線 照射 肝 脂 酸 ( 放 
射線 科 山 本 氏 抽 出 ) は 核 の 三 縮 融解 と 原形 質 の 融解 膨 化 を 起 し , それ ぞ れ の 抗 腫瘍 機転 の 相違 
を 明確 に 認め 得 た 。 





149. 組織 培養 に こよ る Bashford's Carcinoma の 研究 
角 南 RB. 水津 昭 , 白石 彰 徳 , 浅野 健夫 , 陸 亮介 (岡山 大 学 医学 部 平木 内 科 ) 
Studies on Bashford's Carcinoma in Tissue Culture 
HIROSHI SUNAMI, AKIRA SUIZU, AKINORI SHIRAISHI, 
KENO ASANO, RYOSUKE KUGA 
Bashford’s carcinoma ME HREIL KL 1 CHL, 培地 組成 を 種々 検討 し た 上 で 長期 
継 代 培養 を 行い , 一 方 培 養 韻 細 胞 に つい て 生態 観察 を 行っ た 。 
1) 培養 経過 こし た が っ て まず 細 織 球 , 線維 芽 細 胞 , 次 いで 閣 細 胞 が 出現 し , その 増生 様式 
を 閣 細 胞 の 増生 の 程度 に より 1 一 WI 型 に 分 類 し た 。 
2) 各種 培地 を 用 いて 培養 を 行い , 増生 様式 。 増生 面積 並び に 細胞 核 数 の 推移 を 観察 し , こ 
れ を 比較 検討 し た 。 培地 に は 各種 血清 ( 鶏 , 兎 , ラッ テ お よび その 各々 の 非 働 化 血 清 ), 鶏 胎 圧 
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挫 液 お よび ハン クタ 氏 液 を 種々 の 割合 に 混合 し て 用 いた 。 そ の 結果 , 長期 継 代 培養 お よび 細胞 観 
察 に 最も 適し た 培地 組成 は 甚 非 働 化 血 清 30~60%, GRAPE 5%, ハン タク 氏 液 65 二 352 で 
あっ た 。 

3) 長期 継 代 培 養 に は 上 記 の 培地 を 用 い , 一 週間 目 に 増生 帯 を 残し て 原 組 織 を 除去 し 以後 4 
日 目 毎 に 培養 液 を 交換 し た 。 こ の 場合 , 細胞 核 数 は 培養 日 数 と と も に 増加 する が 20 日 目 以後 
は 培養 液 交 換 を 行っ て も 増加 が 見 られ な い の で , 15-20 日 目 毎 に 植 継ぎ を 行っ た 。 か くし て 
5 代 継 代 し 3 ヵ月 以上 の 培養 に 成功 し た 。 ま た その 間 20, 30, 50 日 目 に それぞれ マウ ス に 腫 
瘍 を 復元 する こと に 成功 し た 。 

4) 培養 癌 細胞 の 位相 差 顕 微 鏡 お よび 16 mm 映画 撮影 に よる 生態 観察 を 行 5 に , 癌 細胞 の 
つなが り 方 に は 胞体 を 互 に 密着 し て 石垣 状 に 配列 する も の , 細胞 問 橋 で 連絡 する も の , 太い 連 
絡 糸 で つなが る も の 等 が あっ た 。 遷 は 通常 一 個 で , 映画 撮影 の 結果 廻 転 運動 が 認め られ た 。 核 
膜 は 明瞭 で , 核 小 体 は 通常 23 個 あり , 核 に 比 し て 大 きく 大 小 不同 あり , 胞体 内 に は 糸状 の 
糸 粒 体 が Golgi 野 を 中 心 と し て 胞体 周囲 に 走り , 短 欄 状 糸 粒 体 が 核 周辺 に 散在 し , 各々 活 溢 
に 変形 し つつ 位置 移動 を 行 5 。 増 生 癌 細胞 の 中 に は 時 に 封入 細胞 , 対 細 胞 , 多核 細胞 も 認め 
nr. 細胞 分 裂 は 多数 見 られ 分 像 各 期 の 経過 時 間 を 比較 する に 中 期 が 正常 細胞 に 比 し て 長く , 
全 経 過 時 間 は 1.52 時 間 で あっ た 。 ま た 時 に 多 極 分 像 も 見 られ た 。 孤立 せ る 閣 細 で 遊走 速度 
を 測定 する に 平均 0.6/min で あっ た 。 時 に 数 個 連 接 せ る 細胞 突起 が 全体 と し て 移動 し , 孤 在 
せる 細胞 が 突起 に 向い 遊走 密着 する 像 も 認め られ た 。 生体 染 色 は 中 性 赤 を 用 いた 場合 は , 培地 
濃度 2 万 倍 添加 後 3~6 時 間 で 最も 良く 負 察 され , 胞体 周辺 に 粗大 な 中 性 赤 空 胞 が 散在 性 に 十 
数 個 見 られ , 時 に Golgi 野 に 一 致し て 群集 し て いる の が 見 られ た 。 ヤー ヌス 緑 で は 培地 濃度 
20 万 倍 , 添加 後 23 時 間 で 最も 良く 観察 され た 。 閣 細 胞 に は 墨 粒 信 喰 能 は ほ は なく, 散在 せる 
組織 球 は 強い 墨 粒 信 喰 能 を 示し た 。 次 に 3 ヵ月 間 培 養 せ る 癌 細胞 は 網 眼 状 の 配列 を 示し 胞体 は 
MRS, 和 糸 粒 体 は 短 杏 杖 の も の が 目立っ て 減少 し , 糸状 の も の は 比較 的 増加 を 示し , また 核 膜 

の 肥厚 が 認め られ た 。 

4) 長期 継 代 培養 せる 癌 細胞 お よび その 復元 腫瘍 組織 の H. E., PAS, 鉄 。 フォ イル ゲン , 
ズ ダ ン 是 染色 を 行い , 核 お よび 胞体 の 形態 。 染色 性 を 触 察し た が , BRENNER LORE 
瘍 組織 の も の と 大 差 を 見 な か っ た 。 
M 議 
MARH=M : Eagle 培地 を 用 いて ddN 氷 マ ウス に 発生 し た 乳癌 組織 の 試験 管内 継 代 培養 を 数 回 ここ ろ ス 
た が , 短い も の は 4~5 代 , 1 ヵ月, 長い も の は BR, 8 ヵ月 に わた っ て 継 代 な し 得 た 

また 生後 2-3 日 の 正常 ラッ テ の 心臓 か ら 心 外 膜 を で きる だ け 取 り 除 き ,。 これ を 細 切 し て 試験 ream 


を 行っ た が , この 細胞 は 現在 まで 22 ft, 9 ヵ月 に わた っ て 継 代 され , HeLa 細胞 な る の 増殖 力 を 示し て 
お り , 細胞 株 に な っ て いる も の と 思わ れる 。 BRA, 長期 継 代 培養 に よる 細胞 の 変化 な ど を 検討 し た い 。 
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150. 放 遍 培養 に よる HeLa 細胞 の 変異 
山田 正篤 , 小野 哲生 
The Mutation of HeLa Cells Induced by Prolonged Cultivation 


MASA-ATSU YAMADA, TETSUO ONO 
(Department of Pathology, National Institute of Health, & Cancer Institute) 


In the previous experiments (Gann, 48, 590, 1957; Jap. J. M. Sc. & Biol., 11, 73, 
1958), the changes in endogenous respiration and anaerobic glycolysis of the HeLa 
strain cells were pursued following their growing process in vitro. From the 
results it can be supposed possible that tissue culture itself might play the 
environmental factor so as to select cells with a high utilization of glycolysis. To 
testify this possibility the authors examined the properties of cell lines obtained 
by prolonged cultivation in which the cells were kept in a growth medium at 37°C 
for one month or more without any management and consequently must have met 
the extremely amplified condition due to overpopulation. 

The cells of parent stock of HeLa strain have been passaged weekly through 
more than 90 culture transfers in the medium which consisted of 2022 human 
serum, 0.574 lactalbumin-hydrolysate, 0.1% yeast extract and Hanks’ solution. 
Four colonial clones (O-line) directly oLtained from parent stock and 4 others 
(P-line) after prolonged cultivation have been maintained through more than 40 
transfers in the same manner as in the case of parent stock. 

It was demonstrated that the cells of P-line had higher glycolytic and lower 
respiratory activities than those of parent stock and O-line. The cells of P-line 
have scanty cytoplasm and long processes, forming sparse colonies; the findings 
are different from those of other lines with expanded polygonal cell type and 
dense colonial structure. The morphological as well as physiological features of 
P-line were stable throughout the passages. Later, additional cell lines with 
sparse-structured colonies (P-line) were induced by prolonged cultivation of O-line 
cells. Above facts suggest that the mutation of HeLa cells in vitro might probably 
be induced by the environmental condition of the prolonged cultivation. 


附 議 
BSH 3:Clone P の 継 代 中 , その 形態 に 変化 ん きた さ な い か どう か ? 


UBER: 弧 胞 形態 に 関し て 申し ます と , P- 変 異 系 の 細胞 形態 は 40 代 250 日 以上 に 一 応 わ た っ て 安定 
+, な お 一 部 に reverse mutation と 思わ れる 現象 も 観察 致し まし た 。 
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151. Amin Egg Culture 

遠藤 英夫 (東北 大 学 抗 酸 菌 病 研究 所 ) 

Egg Culture of Human Tumor 
HIDEO ENDO 


〔 使 用 材料 〕 外科 手術 に より 摘出 し た る 54 才 男 子 の 食道 部 。 

〔 実 験 方 法 〕 白色 レグ ホン の 受精 卵 を 使用 し た 。 マ ウス 腹水 癌 sarcoma 180 (S 180) お ょ 
び Ehrlich carcinoma (EC) の 移植 7 日 後 の 腹水 を 採取 し , 遠心 分 離し て 細胞 部 と 腹水 部 と 
に 分 ち , 人 閣 移 植 の 前 処置 と し て , これ ら の 細胞 懸 濁 液 ある い は 腹水 (と も に penicillin- 
streptomycin 混合 液 を 加 う ) GINO yolk sac ある い は albumen に 注入 し た 。 注入 は い 
ずれ も 卵 の 鋭 端 部 を 酒精 , 炊い で クレ ゾー ル 石 鹸 液 に て 減 上 画 し た る 人 後 , 減 菌 せる パン チ に て 孔 
を あけ , この 孔 よ り 長 針 を 使用 し yolk sac ある い は albumen 底部 に 注射 し た 。 

人 癌 は フラ ン 6 日 目 に 移植 し た 。 ま ず 気 房 に 孔 を あけ た る 後 , 鶏卵 を 横 位 に 置き 酒精 に て 卵 
殻 を 消毒 後 ド リル に て 窓 を あけ , 卵殻 お よび 卵殻 膜 を 除去 し た 。 人 癌 は シャ ー レ 中 に て 鉱 を 使 
用 し 約 20mg の 小片 に 切り penicillin-streptomycin 混合 液 に て 洗い た る 後 。 ビ ピン モッ ト に 
て chorioallantoic membrane 上 に 挿入 し た 。 窓 を モ セロテープ に て 閉 お た る 後 。 鶏卵 は 103*F 
の フラ ン 器 中 に お さめ , AMBIT 日 後 (フラ ン 13 AA) と 10 日 後 (フラ ン 16 AH) に 
その 発育 を 対照 と 比較 し その 重量 を 測っ た 。 こ の 際 。 卵 の 腔 は いずれ も 生存 し て いた 。 

CHAD 対照 : 前 処置 な し に フラ ン 6 日 日 に 人 部 を 移 え 7 ARICMRLEAD, 6 卵 中 1 個 の 
AMA tumor を 認め た が 他 の 卵 に て は tumor は 吸収 され 見 られ な か っ た 。 移植 10 AK 
さら に 4 卵 を 観察 し た が tumor は 認め られ な か っ た 。 

第 T 群 : 前 処置 と し て ,。 フラン 器 に 入れ る 直前 に EC の 腹水 0.1cc を yolk sac に 注射 し 。 
多 植 7 日 後に 5 IN, 10 日 後に 2 卵 を 触 察し た が 対照 と 同様 に tumor は 見 られ な か っ た 。 

TM: 前 処置 と し て フラ ン 5 日 目 に albumen に S 180 腹水 0.2cc を 注射 し た 。 移 植 
7 日 後に 4 SN, 10 日 後に 4 卵 を みた が 対照 と 同じ く tumor は 吸収 され て 見 えな か っ た 。 

SEM: 前 処置 と し て フラ ン 5 日 卓 に S 180 の 細胞 沙 濁 液 0.2 cc (細胞 湿 重 量 約 100 mg) 
を albumen に 注射 し た 。 人 導 移 植 7 日 後に 4 卵 を みる に 3 卵 は tumor を 有 し , 特に 2 IFC 
は 著 明 な 発育 を 示し た 。 形態 は 球状 を 呈し , 重量 は 60 mg, 64mg あっ た 。 

SWI: 77~5 AHI EC 腹水 0.2cc を albumen に 注射 し た 。 移植 7 日 後に 8 Wem 
AI 2HND tumor は や や 発育 よく , 10 日 後 の 7 卵 の 中 で 1 個 は 63 mg に 達し た 。 
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132. 人 猪 と くに 脳腫瘍 の 異種 脳 内 移 将 に 関す る 研究 (第 一 報 ) 


宮脇 英夫 , 石井 昌三 (京都 大 学 医学 部 外科 第 一 講座 ) 
Heterologous Transplantation of Human Tumors, Especially Brain 
Tumors Into the Brain of Laboratory Animals. (1st Report) 


HIDEO MIYAWAKI, SHOZO ISHII 


AFRO RTA HIT LD ARB HATRED EGA SS SAN CKERAT > TC. 

実験 方 法 : 実験 動物 に は 生後 1 ヵ月 前 後 の Wistar PF vy FRBLU dd 系 マウ ス を 使用 し , 
前 処置 と し て 150 な いし 2007 の レ 線 全身 照射 を 行っ た 。 また 移植 前 8 日 間 , 移植 後 16 A 
削 毎 日 プレ ドニ ゾロ ン 2mg/kg づつ 腹腔 内 投与 を 行っ た 。 手術 時 採取 せる 腫瘍 を 直径 0.5mm 
以下 の 小片 に 細 切 し , 奈 管 針 に て 脳 実質 内 に 挿入 し 3 な いし 4 ヵ月 後 居 殺 し て 組織 学 的 検索 を 
行っ た 。 今回 は 現在 まで に 成績 判明 せる 13 例 を 中 心 に 報告 する 。 

実験 結果 : positive take と 判定 し た の は pinealoma の 1 例 で あっ た 。 ependymoma 1 
fj, neurinoma 1 例 , meningioma 5 fl, pituitary adenoma 2 例 , craniopharyngioma. 
1 例 , leiomyosarcoma 1 fl, lymphosarcoma 1 例 合 計 12 例 は いずれ も 退化 吸収 の 経過 を 
と っ た 。 

Positive take の pinealoma に つい て 述べ る と , 原 腫瘍 は 浸潤 性 に 右側 脳 室 に 沿っ て 発育 
し た 腫瘍 で 。 その 組織 像 は two cell pattern を 示し Ringertz の 分 類 に よれ ば undifferen- 
tiated tumor type に 属す る pinealoma で あっ た 。 脳 内 移植 後 80 日 間 観 察し た ラッ テ 7 匹 
中 2 匹 に お いて 直径 が 移植 時 の 4 な いし 5 倍 の 球状 の 腫瘍 に 発育 し た 。 そ の 組織 像 は 原 腫瘍 の . 
基本 的 pattern と 大 差 な く , 多数 の mitosis や 新生 血管 像 を 認め る が , いわ ゆる lymphoid 
cell は 完全 に 消失 し た 。 ま た 周囲 脳 実質 に お ける glial reaction は 極め て 軽微 で ちっ た 。 K 
(に regression を お こし た 12 例 の 腫瘍 に つい て 見 る と 早い も の は 5 な いし 10 日 で 変性 に お : 
BAY, 30 な いし 40 日 以後 に な る と 腫瘍 細胞 の survival を 認め た の は ご く 少 数 で あっ た 。 
すなわち meningoendotheliomatous meningioma 7: 56 日 , craniopharyngioma が 87 
H, leiomyosarcoma か 96 日 の 長期 に わた り survive する 所 見 を 認め た が , 3 例 と も 原 腫 
瘍 の 組織 学 的 特長 を よく 維持 し て いた 。 

総括 : 脳 組織 の 異種 移植 母 地 と し て の 卓越 性 は つと に H.S.N. Greene に より 説 か れ ま た 
H.W. Toolan は species barrier に 打 克 つ 手 段 と し て cortisone 投与 お よび レ 線 照射 の 有 
効 性 を 実 十 し た 。 わ れ わ れ は この 両者 の 傍 用 を 試み た 結果 pinealoma の 1 例 に positive take- 
を 得 た 。 も ちろ ん その 組織 像 の 基本 的 pattern は 原 腫瘍 の それ と 大 差 な い が , 若干 の 変異 は . 
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認め られ , な か ん ずく lymphoid cell が 消失 し た 所 見 は 注目 に 値する と 思わ れる 。 すなわち 
pinealoma の lymphoid cell の 本 質 に 関し て 多く の 論議 が ある が , この 所 見 の 示す 限り に お 
いて は か か る lymphoid cell が 腫瘍 の 重要 不可 欠 な 構成 細胞 と は 考え 難く , むし ろ 細 胞 性 間 
質 と で も 見 散 す べき も の と 考え られ る 。 そ の 他 12 例 の 腫瘍 は いずれ も 退化 吸収 の 経過 を 辿り 
大 多数 は 30-40 日 以内 に 消失 し た が , meningoendotheliomatous meningioma, cranio- 
pharyngioma, leiomyosarcoma の 3 例 は 原 腫瘍 の cellular architecture を よく 保っ て 長期 間 
survive し た 。 し か も これ ら 3 例 と も host 側 か ら 移 植 腫 瘍 組織 内 へ の 血管 親 生 は ほとん と 認 
め ら れず , 恐らく tissue culture に 類似 し た 状態 に ある も の と 思わ れる 。 





153. C3H/HeN マ ゥ ス の 可 移 植 性 乳 癌 に つい て 
齋藤 武郎 , 川島 芳子 , 佐藤 春 郎 (福島 県 立 医科 大 学 病理 学 教室 ) 
Transplantable Strains of Breast Cancer in C3H/HeN Mice 
TAKEO SAITO, YOSHIKO KAWASHIMA, HARUO SATO 


純系 C3H/HeN マウ ス に 自然 発生 し た 乳癌 を 同系 動物 を 用 いて 累代 移植 実験 を 行っ て いる 。 
動物 は 1956 年 4 月 NIH (Bethesda) より 入手 し た 同 腹 の 兄弟 姉妹 か ら 繁殖 し た も の で ある 。 
現在 まで 移植 を 試み た 原発 乳癌 の 数 は 32 で , 生後 お よそ 10 な いし 15 ヵ月 で 発生 し た も の 
で ある 。 原発 癌 か ら の 皮 下 移植 の 結果 は すべ て 陽性 で あっ た 。 そ の 5 ち 事故 死 等 で 果 代 移植 を 
中 止 し た も の 16 系 を 除き , 現在 16 系 の 可 移植 性 乳癌 を 保持 し て いる 。 

1) 移植 率 : 皮下 移植 を 行 3 と 成長 の 早い 系 で 腫瘍 が 認め られ る の は 1 週間 な いし 10 A, 
成長 の 遅い も の で 1 カ月 前 後 を 要する が , 各 系 と も 極め て 高 率 に うわ り , 移植 性 は 雌雄 の 性 別 
に か か わら な い 。 腫 場 は 非常 に 大 きく な り 末 期 に は 個体 と 同じ 位 の 大 き さ に 達する も の も ある 。 
移植 代 数 の 多い も の は 28 代 まで 続い て いる も の (FM-1) が あり , 4-8 代 ま で 続い て いる も 
の が 8 系 (FM-2, 3, OM-4, 6, 10, 13, 14, 18) あり , 1~2 代 の も の が 7 系 (FM-4, 5, 6, 
OM-20, 21, 22, 23) ある 。 

2) 生存 日 数 : 腫瘍 を 移植 され た 動物 は 箇 か いも の で 1 ヵ月 (FM-1, 2, 4) 長い も の は 3 一 
4 ヵ月 (OM-14) 生存 する 。 腫瘍 の 系 に よっ て 差 が 著しい 。 一 般 に 素 代 移植 の 初期 は 生存 日 数 
が 長く , 代 を 重ね る に し た が っ て 短 か く た な る 。 平均 生存 日 数 は 33-35 日 (FM-1.2.4), 40~50 
日 (OM-13, 18), 50-60 日 (FM-3, 5, OM-10), 60-75 日 (OM-4, 6), この よぅ に 成長 速 


度 の 異な る も の が 得 ら れ た 。 
3) 成長 し た 腫瘍 を 移植 後 。 種々 の 時 期 に 手術 的 に 除去 し て みる と 早期 に 完全 に 切除 され た 
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場合 に は 再発 を 起 さ な い が , 多く の 場合 は 局所 の 再 増殖 を 認め る 。 動物 は 非 手 術 例 と 較べ て 長 

く 生 存する けれ ども 粘 局 腫瘍 死 は 免れ な い 。 

4) 転移 形成 : 腫瘍 原発 の 動物 で リン パ 腺 お よび 肺 に 転移 形成 を 認め た も の が 3 例 (FM-3, 
4,5) あっ た 。 し か し , 移植 動物 で 転移 を 認め た も の は 極め て 少な い (112 頭 中 2 頭 )。 移 植 経 
過 中 手術 を 受け て 生命 が 延長 し た も の で も 転移 形成 は 認め られ な い 。 

5) 5 系 の 乳癌 (FM-2, 3, 4, 5, 6) を 発生 し た マウ ス は 以前 に (7 一 12 ヵ月 ) マウ ス 腹 水 
肝癌 を 皮下 移植 され , 腫 韻 の 摘出 お よび ナイ トロ ミン 投与 の 処置 を 受け て 治 癒 し た も の で ある 。 
新た に 発生 し た 腫瘍 は 組織 学 的 に も , 移植 試験 で も 腹水 肝癌 の 再発 で は な いこ と が 確認 され た 。 

6) 組織 像 : 原発 腫瘍 は , 大 部 分 が 単純 癌 で , 一 部 に 腺 癌 の 像 を 呈す る も の も ある 。 大 部 分 
の も の は 移植 を 重ね て も , 原発 時 と ほぼ 同じ 組織 像 を 呈す る 。 

7) すべ て の 腫瘍 は 皮下 移植 に よる 結節 型 で 保持 され て いる 。 結節 型 か ら 腹 水 型 へ の 転換 を 
し ば し ば 試み た が , 少数 の 腫瘍 細胞 が 腹水 中 に 存在 する の は 認め られ た が , 未だ どの 系 で も 腹 


水 型 と し て 確立 され た も の は た ない 。 





154. マ ゥ メス 腹水 肝 冶 の dd 系 マウ ゥ ス へ の 移植 試験 
川島 芳子 , 野内 文雄 , 佐藤 春 郎 (福島 県 立 医科 大 学 病理 学 教室 ) 


Studies on Transplantation of Mouse Ascites Hepatomas into the 
dd-Straim of Mice 


YOSHIKO KAWASHIMA, FUMIO NOUCHI, HARUO SATO 


マウ ス 腹 水 肝癌 (MH 134, 129F, 129P) を 純系 C3H/HeN マウ ス に 移植 し た 場合 , IE 
殖 は 定常 で , 動物 は 例外 な く 腫 瘍 死 を と げ る が dd 氷 マ ウス に 移植 する と 次 の よう な いろ いろ 
の 場合 が 見 られ る 。 

1) PBA: 腫 交 は 一 た ん 小結 節 を つく る が , いずれ も 2-3 週間 の 間 に 消 失 し 腫瘍 死 を 
と げた 動物 は 一 頭 も な か っ た 。 (実験 動物 数 MH 134-18, MH 129F-15, MH 129P-20) 

2) 腹腔 内 移植 : 移植 材料 と し て C3H/HeN マウ ス に 増殖 し た 結節 型 お よび 腹水 型 の 腫瘍 
を 用 いた 。 移植 翌日 に 腹水 を 検 し て すでに 腫瘍 細胞 を 認め る こと が か できない も の が MH 134 で 
は 約 6 2, MH 129F お よび MH129P で 20~30% ich ok, 

大 部 分 の 動物 で は 腫瘍 細胞 が 腹水 中 で 増殖 し て 純 培 養 の 状態 に 達し , 約 10 日 前 後 で 腫瘍 細 
胞 の 変性 消失 を 起す が , さら に 長く 20 日 以上 も 腹水 中 に 腫瘍 細胞 の 存在 が 証明 され る 場合 も 
稀 で は な い 。 こ れ ら の 動物 の 中 , 腫瘍 の 自然 治癒 を 示し て 長く 生存 する も の と , 腫瘍 死 を と げ 
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る も の と が ある 。 死亡 率 は MH 134 で 50%, MH 129F で 20%, MH 129P で 6 22 で ある 。 
腫瘍 死 の 時 期 も 種々 で 早い も の で は 4~5 日 , お そい も の は 28~30 日 で 個体 差 が 著 し い 。 
(実験 動物 数 MH 134-60, MH 129F-27, MH 129P-33) 

次 に dd マウ ス で 腫瘍 細胞 の 純 培養 状態 に な っ た 腹水 (6-8 A) で 次 の dd マウ ス に 移植 
すれ ば dd マウ ス に よる 果 代 移植 が 可能 で , MH 134 で 12 ft, MH 129F お ょ び MH 129P 
で は 5 代 を 重ね , 継続 中 で ある 。 

dd マウ ス の 腹水 中 に 見 られ る 腫瘍 細胞 を 経時 的 に 観察 し て みる と , 約 2 週間 以上 の 経過 で 
細胞 体 か 次 第 に 大 きく な り , 多核 の 巨 細 胞 が 多数 見 られ る よう に な る 。 こ の よ 5 な 巨 細胞 が 大 
部 分 を 占め る 腹水 で C3H マウ ス に 戻し 移植 を 行っ て みる と , この 巨 細 胞 は 約 1 週間 位 腹水 中 
に 認め られ る が , や が て 普通 の 腫瘍 細胞 の 増殖 と と も に 動物 は 腫瘍 死 を と げ る 。 

腫瘍 を 移植 され た dd マウ ス が 死亡 し た 場合 , 腹腔 内 組織 や 臓器 へ の 浸潤 は 軽度 で , 肝臓 の 
壇 死 が 強く お こる こと が 注目 され る 。 

腹水 中 の 腫瘍 細胞 で PAS 陽性 粒 の 出現 を 経時 的 に 検査 し た が , マウ ス 腹 水 肝癌 細胞 で は 
移植 第 一 日 に 約 0.522 の 陽性 細胞 が み られ る の み で 極め て 低 率 で ある 。dd マウ ス に 移植 し た 
場合 に も PAS 陽性 細胞 の 出現 は ほとん ど 変 ちな い 。 

マウ ス 腹 水 肝癌 を dd 系 マウ ス に 移植 する と , 1) 放 下 移植 で は 腫瘍 の 増殖 は 定常 で な く 動 
物 は 腫瘍 死 し な い 。 2) 腹腔 内 移植 で は 腫瘍 細胞 は ある 期間 増殖 を 示す の で , 適当 な 時 期 に 植 
えつ ぐ こ と に より dd マウ ス で の 累代 移植 が 可能 で ある 。 3) 移植 され た 動物 は 腫瘍 細胞 の 変 
性 消失 に よる 自然 治療 を ボ す も の , 3 週間 以上 も 腫瘍 細胞 の 存在 を 認め る も の , Er 
る も の 等 個体 差 が 著しい 。 4 腫瘍 細胞 の 巨 細胞 化 , 死亡 動物 の 肝臓 壊死 が 認め られ る 。 5) 
PAS 陽性 頼 粒 の 出現 は , マウ ス 腹 水 肝癌 細胞 で は 極め て 低 率 で ある 。 

(文部 省 科 学研 究 費 に よる ) 





155. 腹水 肝 冶 の 研究 (XV) 新しい 6 系 の 樹立 
吉田 富 三 , 小田 島 成 和 , 石沢 敏子 , 五 十 子 弥 大 
Studies on the Ascites Hepatoma (XV). Establishment of Six New Strains 


TOMIZO YOSHIDA, SHIGEYOSHI ODASHIMA, TOSHIKO ISHIZAWA, 
YAHIRO IRAKO 
(The Medical Institute of Sasaki Foundation, Tokyo) 


We have already established 18 different transplant-strains of the ascites 
hepatoma of rats. They are being kept in our laboratory for their comparative 
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studies. In a series of these experiments, we continued further ascitic conversion 
of the rat liver cancer developed in different animals with azo dyes. Methods 
used for the conversion are just the same as previously reported, e.g., the 
intraperitoneal transplantation with the well-minced tumor tissue or with 
spontaneous tumor ascites into the abdominal cavity of normal rats. 

Among 76 rats which showed the development of liver cancers within 228-420 
days after the begining of 0.0622 DAB-feeding, 40 presented the spontaneous ascites 
with tumor cells. Trying to transplant these tumor ascites to normal rats, the 
tumor developed in the ascitic form in 5 cases from which the new transplant- 
strains, designated as AH 173, 408, 310, 272, and 286, descended. On the other 
hand, the ascitic transformation with mush of the primary solid tumors resulted in 
only one successful case out of 38 separate tumors. From this case, a strain called 
AH 311 was established. 

Each of the primary tumors from which present 6 strains were derived was 
diagnosed as malignant hepatoma under histological examinations. New strains of 
the ascites hepatoma are being well maintained by serial transfers with the ascites. 

Biological characters such as growth tempo, rate of transplantation as well 
as ascitic pictures of these strains, so far examined, showed significant difference 
either between themselves or between them and the old 18 strains, suggesting that 
each ascites hepatoma is provided with its own biological ‘‘ individuality’. 


* This investigation was supported by a Grant CY-2799 from the National Cancer Institute, 
NIH, U.S. Pnblic Health Service. 

小林 博 : Azo 飼 育 ラ テッ テ の 肝癌 に お いて 腹水 化 で きた も の と で き な か っ た も の と の 間 に , その 組織 所 見 
に 何 か 差 を 見 出す こと が で きた で し ょ うか ? 

武田 勝男 : 自然 腹 氷 化し た も の が 腹水 腫瘍 系 を つく る 傾向 が 強い と いう こと は 前 の 19 系 に も 認め られ た 


広野 央 : 腺 管 像 を シ を 示し た 胆管 韻 様 の 株 に つい て お た ず ね し ます が , この 腹水 中 の 肝癌 島 に は AH 602 に 
み ら れ る よう な 空 胞 状 透明 帯 が か み ら れ た で し よう か , この 像 は 大 きい 島 を 有する 株 に みち られ る と 思い ます 
が 如何 。 
小田 島 成 和 , 石沢 敏子 : 1) 小林 博 氏 へ : どの よう な 組織 像 を 持っ た アゾ ヅ 色 素 肝 癌 か ら 腹 水 肝癌 が で きる か , 
未だ その 特徴 が わか っ て いな い 。 

2) 武田 教授 へ : 自然 腫瘍 腹水 を 移植 し た 方 が 結節 を 移植 する より も , 腹水 肝癌 が で きやすい こと は 事実 
だ と 思う 。 

3) 広野 氏 へ : 大 き な 島 が 必ず 中 空 で も る と も いえ ず , また その 組織 浸潤 像 が 胆管 瘍 の 像 を 採る と も 限ら 
な い 。 が 大 き な 島 は , これ を 切片 に 切っ て 見 た 場合 ,。 中 が 壊死 に な っ て いる こと は し ば し ば 認め られ る 。 


io 
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156. 白 遇 腹水 肝 冶 AHD に 関す る 研究 (第 2 報 ) 
” 渡辺 俊夫 (山形 上 条 生 研究 所 病理 科 ) 
Studies on AHD (A Strain of Ascites Hepatoma of the Rat) (Second Report) 
TOSHIO WATANABE 


BARA LAB BOKS AHD は 移植 12 代 まで は いわ ゆる 肝癌 島 を 形成 し , 移植 率 7522 
を 示す も の で あっ た が , 移植 13 代 以 後 は 腫瘍 細胞 が 島 を 形成 せ ず に バラ バラ に 単 一 遊離 状 に 
増殖 する よう に な り , し か も 予想 外 に 移植 率 が 激減 し た 特異 な る 一 系 で ある 。 か か る 腫瘍 は 形 
態 学 的 に は 明らか に 悪性 腫瘍 像 を 呈す る の で ある が 移植 世代 56 代 の 現在 (使用 動物 雑 系 白 典 
299 VE), 移植 率 は は な は だ 低い (32.9%), 。 すなわち 約 1/3 は 腫瘍 死す る が 2/3 は 腫瘍 細胞 
が 一 且 腹 水中 で 純 培 養 状 に 増殖 し て か ら 平 均 19 日 (5-91 A) で 消失 し , 動物 は 自然 治癒 す 
る の で ある 。 か か る 現象 の 原因 分 析 を 行 う た め , 下記 の 如く 細胞 学 的 並び に 免疫 学 的 立場 か ら 
実験 観 察 を 行っ た 。1. 正常 ・ 異 常 核分裂 の 出現 頻度 : 腫瘍 死 と 自然 治癒 例 と で 異常 核分裂 の 
出現 頻度 並び に 態度 に つい て 吟味 し た が , 後者 で 腫瘍 細胞 消失 の 際 特 に 異常 核分裂 が 増加 する 
と いう 結果 は 得 ら れ な か っ た 。2. 有 和 糸 分 裂 出 現 頻 度 : 腫瘍 死 例 で も 自然 治 疹 例 で も , BR 
3~4 日 に 最高 出現 頻度 ( 約 6 2) を 示し , 後者 に お いて 特に 少 い と いう こと は な く , また 後者 
に お いて 消失 前 に 分 裂 頻 度 が 皆無 に な る と いう こと は な か っ た 。3. Ke MBAR: AH 
D, AH 49, 吉田 肉 種 に つい て 比較 検討 し た が , AHD に お いて 特に 小さ いと い 5? 有意 の 差 は 
認め られ な か っ た 。 4. 自然 治癒 動物 に 対す る 再 移植 実験 : 自然 治癒 7 例 に AHD を 再 移植 
し た が , いずれ も 初回 移植 の 消失 日 より 早く 消失 し た 。 ま た AH 130, 吉田 肉腫 の 如き 他 の 白 
旋 腹 水腫 瘍 を 移植 し た が , いずれ も 移植 陽性 で , AHD 抵抗 動物 の 他 腹水 韻 に 対す る 発育 阻止 
力 は 認め られ な か っ た 。 5. ViAR-AARICMT SB: SH (5 例 ) と も 移植 後 5-6 
日 まで は 増殖 する が , 以後 は 消失 する 。 6. 定数 細胞 移植 実験 : 腫瘍 細胞 500 万 個 一 500 個 
を 移植 し た と ころ , 10 万 個 以 上 で は 全 例 腫瘍 細胞 が 純 培養 状 に 出現 し , 10 万 個 以 下 で は 1 万 
個 ま で は ご く 少 数 に 腫瘍 細胞 が 出現 し , さら に 純 培 養 伏 と な る も の は 稀 で あっ た 。 さ ら に 5000 
個 以下 で は 腹水 中 に 腫瘍 細胞 は 出現 し な か っ た 。 

fa: 以上 AHD の 特異 性 を 細胞 学 的 免疫 学 的 に 分 析 吟 味 し た の で ある が , 細胞 学 的 に 
は 他 の 腹水 腫瘍 と の 間 に 著 明 な 差異 を 認め ず , また 腫瘍 死 例 と 自然 治癒 例 と の 間 に も 著 明 な 差 
異 を 認め な か っ た 。 す な わ ち 細胞 学 的 に 悪性 度 の 低 さ お よび 低下 の 事実 を つき と め 得 な か っ た 。 
一 方 免疫 学 的 に は 10 万 個 以 下 の 細胞 移植 で は 確実 に 移植 陽性 と な ら な いと い 5 事実 は この 腹 
水 肝 韻 に 対し て 動物 が 先天 的 抵抗 力 を ある 程度 持っ て いる と 解釈 され , また 再 移植 実験 で 処女 
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移植 の 場合 より 消失 日 が 早い と い 5 事実 は 後天 的 抵抗 力 が 発生 し た も の と 考え られ , 結局 移植 
率 の 低い と いう こと は AHD 原発 動物 と 雑 系 白 原 の 種族 性 純度 の 相違 に ょ る と 解釈 され る 。 





157. 佐藤 冶 腫 1 号 の 冷凍 保存 実験 
Preservation of Sato No. 1 Carcinoma in the Frozen State 


IKITI SATO, TATUMI ITIKAWA, YUTAKA ISOGAI, 
YOSIKAZU SUZUKI, TUTOMU NOZAWA 
(Department of Oral Surgery, School of Medicine Chiba University, Chiba) 


The following experiments were initiated to devise suitable conditions for long 
term storage of tumors and to know whether there might occur any changes 
in biological characters of tumors after being kept in the frozen state. 

A mouse tumor named Sato No. 1 was chiefly used as experimental material. 
This tumor was found in our laboratory on the back of a hybrid mouse in 1955 
and since then transplanted serially in mice over 28 generations during 2 years and 
6 months. Transplantability of this tumor was 80% in SM mice, and 90% in C 57 
black mice. Histologically it is a carcinoma simplex. 

Methods: Nishikawa's method for the preservation of bovine spermatozoa was 
generally followed. Tumors were finely minced by scissors and suspended in the 
so-called 1st Seminan solution, which is composed of 25% egg yolk, 1.6% sodium 
citrate, 0.1124 potassium citrate and 0.97% glucose, and put in ampullae. After 
keeping them several hours at 4°C, equal volume of 2nd Seminan solution composi- 
tion of which is 14~20% glycerine in the 1st Seminan solution, was added. At the 
same time 1000 units of penicillin and 1000 of streptomycin were added to the tumo 
suspension. This final tumor suspension was kept in the refrigerator for half 
day and then frozen down to —79°C. Frozen tumor was kept in dry ice and for 
various periods; each ampulla was taken out and viability of tumor was tested by 
transplanting into mice. 

Experimental results: I) When kept at —79°C: Transplantabbility of tumors 
kept in Seminan solution was 54% after storage for 3 days, 80% for 10 days, 20% 
for 30 days for 100 days, 54% for 6 months, 35% for 12 months of preservation. 
When Ringer’s solution was used as suspending medium, transplantability of frozen 
tumor was 21% for 3 days, 10% for 100 days, and 80% for 6 months. Without 
any preservative solution tumors showed 40% transplantability after 30 days’ 
storage. 2) When kept in —20°C or —40°C: even in these instances, tumors pre- 
served in Seminan solution for 20 days exhibited 83~100% transplantability. 3) 
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When frozen-kept tumors were transplanted to mice, latent period was longer than 
that of non-frozen tumors, but subsequent growth was rather quick. 4) When 
rats were treated with cortisone, heterotransplantation was positive. However, after 
storage in the frozen state for 10 days, tumors could be transplanted into non- 


treated rats. 

附 議 

佐藤 春 郎 : 冷凍 保存 後に ラッ ト に 移植 し て 異種 移植 に 成功 し た と いわ れ ま し た が , 被 移 植 ラ ッ ト が 腫瘍 死 
を し た と いう 意味 で ある か どう か を 伺い た い 。 異種 移植 の 場合 に , ET NN 腫瘍 細 
胞 の temporary growth は いろ いろ の 腫瘍 系 で 認め られ て いる こと で ある 。 

佐藤 伊 吉 : ラッ テ に 対す る 異種 移 丁 は ュー チ ゾ ン 処 理 を 要 し な い が , Art で の 実験 結果 に お いて は 絶対 
陽性 化 と いう も の で は な く , 陽性 後 約 1 ヵ月 間 発 育 (直径 30xX30 mm) 後 , 給 少 を きた し て 来る 。 





158. BF-451 系 マッ ゥ ス の 遺伝 学 的 移 西 六 に つい て (ID 
上 田 幸 蔵 (西沢 生化 学研 究 所 ) 
Genetical Studies on the Transplantable Carcinoma of BF-451 Strain Mouse 


KOOZO UYEDA 


BF-451 系 マウ ス に つい て 遺伝 学 的 に 移植 実験 を 行っ た 結果 , 世代 を 重ね る に し た が っ て 移 
植 癌 は 自然 発生 癌 に 近 よ る こと を 知っ た 。 実験 に 使用 し た 移植 癌 は テト ラ と デプロイ ド 肝 癌 腹 
水 癌 で 癌 細胞 は 肝癌 細胞 集団 を な し た も の と 一 個 一 個 の 自由 細胞 の 状態 で 腹腔 液 中 に 浮 光 し て 
いる も の が ある 。 

そこ で 閣 単 一 細胞 の 間 に は 移植 性 の 差異 は いな いと され て いる が 生後 直後 の 貴 乳 マウ ス の 移植 
感受 性 は 成 難 マ ウス の 移植 率 よ り も 高い 点 に 注目 され , EK, 6 より も ゃ の 方 が 陽性 率 の 高い 
と に 注意 され る 。 さ ら に 14 か ら 30 の 少数 細胞 移植 の 場合 も 単 一 細胞 移植 の 場合 と 同様 で 
あっ た 。 移植 の 性 差 は 結節 癌 で も 検討 され た 問題 で , 多く の 癌 で 差異 の 存在 する の は 特別 の 場 
AT, 一 般 に は 極め て 微か で ある か ら ほ と ん と 無視 で きる と され て いる が , 移植 され た 8 は ? 
より も 生存 期間 は 16-24 日 長く 明らか に た 移植 陽性 率 の 差異 と し て 結果 が で て いる 。 な お 腹水 
腫瘍 と し て 増殖 する の は 8~12 日 で ある か ら 路 乳 マ ウス は 8-12 日 に は 必ず 腫 場 死す る が , 
HEAD 18.2% は 腫瘍 腹水 を 腹腔 内 に 移植 し た に も か か わら ず 結 節 型 と な っ た 。 

そこ て で 健康 マウ ス $8 と テト ラ ま た は デプロイ ド 移 植 BF-451 Ar と の 交配 を 見 る と , 組織 適 

合 性 が た だ 一 回 の F, 通過 こよ っ て 変化 され て 陽性 率 は 低下 する 。 だ が 累代 移植 の 間 に 癌 の 性 
質 が 変化 する 可能 性 は 癌 の 本 質 上 考え られ な いこ と に な っ て いる が , 健康 な FB-451 系 $ と テ 
トラ また は デプロイ ド 移 植 マ ウス 8 と の 交配 の F, では, 組織 適合 性 の ある 宿主 は 生後 812 


er 


(x 
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日 に は 必ず 腫瘍 死 し た が , 一 群 は 16-24 日 に わた っ て 体重 の 1022 内 外 ま で 腫瘍 は 発育 し て 
も その後 同 期間 に 自然 に 治療 の 状態 に な っ た 。 と ころ が F。 か ら F』 に な る と 陽性 率 は 上 昇 し 
て 反対 に 生存 期間 は 縮 少 し 腫瘍 が 自然 癌 の ご と くに 発生 する 。 

いま テト ラ と デプロイ ド 移 植 SM と DT マウ ス $ を 陽性 , BF-451 系 マウ ス を 陰性 , 組織 
適合 性 遺伝 子 が 一 つ で ある と 仮定 する と F, で は 陽性 50%, F。 で は 75%, F。 で は 87.5% 
で 実験 値 と や や 一 致す る 。 し か し 実際 に は BF-451 系 は SM と DT の 近 交 系 で は ある が , 
永久 に 移 慎 性 は 一 定 不変 で は な く , BF-451 系 は 雑 福 で ある か ら , その 子孫 に 変 往 の で きる 可 
能 性 が あり , 移植 癌 の 変異 に よっ て 移植 性 の 変化 は 起り 得る 。 

終り に この 第 三 報 を 故 西 沢 行 蔵 教授 の 霊 前 に 捧ぐ 。 





159. 白 員 メチ ー ル ヒ 。 ラ ント レン 肉腫 (腹水 型 ) の 一 新 系 
熱海 明 , 鹿野 和男 , 工藤 三郎 , 渡辺 俊夫 , 大 塚 孝 元 
(山形 県 衛生 研究 所 病理 科 ) 
A New Strain of Methylcholanthrene Sarcoma (Ascitic Form) of the Rat 


AKIRA ATSUMI, KAZUO KANO, SABURO KUDO, 
TOSHIO WATANABE, KOGEN OTSUKA 


FHOHAIERIFKROREZTRER F 2 HEN TA F-NeE= 53 Yrr 7 (AFIM) と 
略す ) 5 一 10 mg を 31 LOMMOAKMMICEALKECA, 5 ヵ月 以上 生存 し た 6 匹 の 中 の 
5 匹 の 注射 部 位 に 6~12 ヵ月 の 間 に 肉 腫 が 発生 し た 。 これ ら の 肉腫 の 腹水 型 転換 を 試み 1 例 
に 成功 し た 。 こ の 一 新 腹水 型 腫瘍 に つい て 報告 する 。 

QD 原発 動物 : ?, オリ ー プ 油 に 溶かし た 「M」 5mg を 右 大 服 部 に 注入 後 約 6 7 A CRM 
に 腫瘍 を 発生 し , 約 1 ヵ月 後 腫瘍 死 し た も の 。 転移 は 認め な か っ た 。 

②③ 腫瘍 結節 所 見 : @) 肉眼 的 所 見 : AS 33x27x20mm, 割 面 灰 白色 肉 様 。⑩) 組織 学 的 所 
見 : HE 染色 で 腫瘍 細胞 の 原形 質 は 一 般 に 赤 味 を 帯び て お り , 形 は 紗 鍵 形 で ある が 極め て 細長 
いも の も , また 中 央 部 の 豊か な も の も あり , 横 紋 は 確認 で き な い が 大 部 分 は 筋肉 種 の 像 で あり , 
多少 線維 肉腫 杖 の と ころ も ある 。 銀 *・ ア ザン 染色 で は 両者 いずれ か の 明確 な 区 別 は で き な い が , 
PAS 染色 で は むしろ 前 者 を 支持 せしめ る 。 また この 腫瘍 に は 多核 巨 細 胞 極め て 多く , 異型 性 
に 富む 。 

@ 腹水 型 転換 実験 ・ 腫瘍 結節 を 2 匹 の 百 虹 の 背部 皮下 に 移植 し 1 匹 陽性 。 こ の 皮下 結節 を 
2 匹 の 白 の 腹腔 内 に 移植 し 1 匹 陽性 。 か く て 腫瘍 腹水 を も っ て 累代 移植 可能 と な っ た 。 
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③④ 腹水 中 の 腫瘍 細胞 所 見 : 腫瘍 腹水 を アセ ト ア ニ リ ン バ イオ レッ ト 液 で 染色 する と 核 も 原 
形質 も 鮮明 に 染色 され , 腫瘍 細胞 は 単 一 遊離 状 に も 増殖 する が 集落 を も 形成 する こと が 分 る 。 
遊離 状 の も の は 卵 円 形 な い し は 円 形 を 呈し , RRXKTLOILCOMBRBEET SA. Bir 
円 形 ・ 円 形 の も の 多い が 大小 不 同 ・ 多 形 性 に 富み , し ば し ば 多核 を 形成 する 。 ま た 生体 染色 で 
NEAR, 超 生 体 染 色 で は ノイ トラ テル ロー ト 素 粒 が 比較 的 良く 現われ る 。 

以上 の 所 見 か ら こ の 腹水 腫瘍 は 原発 筋肉 腫 の 腹水 型 と は 断言 で きず , むし ろ 緑 維 肉 腫 的 の と 
ころ も あり , 目下 いずれ と も 決定 し 難く さら に 今後 の 研究 に 侯 ち た い 。 

⑤ 腫瘍 腹水 中 の 細胞 反応 : 一 般 に この 腹水 腫瘍 で は 細菌 感染 が か なく と も 反応 性 細胞 の 出現 
率 が 高い 。 す な わ ち 移植 の 初期 に は 単 球 ・ 好 中 球 ・ エ オジ ン の 出現 多く , K2RLMHMTSL 
前 者 は か な り 存 続 す る 。 か か る 場合 に は クロ マイ 等 の 抗生 剤 を 注射 すれ ば 反応 細胞 を 抑制 する 
と と も に 感染 を 防ぐ こと が で きる 。 

© RAR: この 腹水 腫瘍 は 極め て 異型 性 に 富む が , この こと は 71 個 の 分 裂 細 胞 の 染色 
体 数 の 調査 か ら も 裏付け され る 。 すなわち 和 染 色 体 数 は 39-675 の 極め て 広範 囲 に 分 布 し , 77 
前 後 の も の 47%, 108 前 後 の ゎ もの 21%, 142~175, 203-675 の も の 合わ せ て 32% で ある 。 

⑰ 移植 率 ・ 生 存 日 数 : 移植 世代 13 ft, 使用 動物 数 51 匹 で 移植 率 65。 平 均 生 存 日 数 
22 (14~43) 日 で ある 。 

結論 : ARAB Bic 「M」 を 注入 し て 発生 し た 肉腫 5 例 の 中 の 1 例 の 腹水 型 転 換 に 成功 し た 。 
原発 腫瘍 は 大 部 分 筋肉 腫 杖 で ある が , 可 移 植 性 と な っ た この 新 腹水 腫瘍 の 細胞 学 的 所 見 を 検討 
Les 





160. 果糖 肉腫 に 依る 冷凍 移植 実 験 
BB 正利 (千葉 大 学 医学 部 病理 学 教室 ) 
Experimental Study of Transplantation of Levulose Sarcoma by Freezing 


MASATOSHI SEKI 


マウ ス 可 移植 性 果糖 肉腫 を 用 いて , 次 の 実験 を 行い , 併せ て 組織 学 的 検討 を 加え た 。 

実験 1 : 移植 株 と し て 出 し た 肉腫 組織 を , ほぼ 米粒 大 に 細 切 し , これ を 予め 所 定 の 実験 温 
度 中 で 一 昼夜 以上 冷却 し た 容器 ( 蓋 附 肉 池 ) に 移し て 冷凍 保存 する 。 一 定期 間 を 経過 し た 後 取 
出 し て 室温 で 融解 せしめ , 移植 針 を 用 いて 雑 系 マウ ス 背 部 皮下 に 移 盾 を 行っ た 。 以 上 の 操作 は 
すべ て 無菌 的 に 行っ た 。 移植 後 の 経過 を 観察 し , 抽 指 頭 大 以上 の 腫瘍 を 生じ た 場合 を 移植 成績 
陽性 と し た 。 実験 温度 は , 室温 (平均 約 30°C), 0°C, —20°C, —40°C, 約 一 79 で (ドラ イア 
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イス 使用 ) で 各 温度 別 の 成績 は 次 の 通り で ある 。 室温 保存 で は 48 時 間 ま で 移植 陽性 。 72 時 
間 以 上 経過 すれ ば 腫瘍 を 生じ し ない 。0O'C 保存 で は 2 週間 まで は 移植 陽性 。 3 週間 経過 せる も の 
は 腫瘍 を 生じ な い 。 一 20'C お よび —40°C に 保存 せる も の は 各々 3 週間 まで 移植 陽性 。 一 79 で C 
に 保存 し た 場合 に は 9 週間 経過 し て も な お 移植 陽性 で あっ た 。 ま た 一 40'C お よび 一 79C に 
3 週間 保存 し た 例 に 生じ た 腫瘍 を さら に 通常 方 法 に より 移植 し た が , いずれ も 継 代 移植 可能 で 
あっ た 。 

(組織 学 的 所 見 ) 室温 に 放置 し た 場合 の 組織 上 刻 の 変化 を 時 間 的 に 追求 する も と, まず その 周辺 
部 に 濃縮 が 起り , これ が 次 第 に 内 部 に 向っ て 進行 する と と も に , 周辺 部 は 完全 な 組織 衣 壊 を き 
た す 。 有 崩壊 の お よ ば な い 中 心 部 の 細胞 は , 正常 の 場合 見 られ る 原形 質 突 起 を 失っ て 丸く な り , 
TREO BRELR RLS. Bi し ば し ば 濃縮 し , 原形 質 内 ビ ピロ = ニ ン 陽 性 類 粒 も 減少 ある い 
は 分 布 が 不平 等 に な る 。 さ ら に 進め ば 組織 片 全 体 が 朋 壊 に 陥る 。0'C に 保存 せる 場合 の 変化 は 
ま ぼ こ れ と 同様 で ある 。 —20°C 以下 の 低温 に 保存 せる 場合 に は , 組織 片 周辺 部 の 崩壊 は ほ と 
ん ど 見 られ ず , 中 心 部 の 細胞 も 紡 鍵 形 な いし 性 状 の 形態 を 保ち , 格子 線維 の 状態 も 良好 で ある 。 
核 は 濃縮 せる も の も 見 られ る が , 原形 質 内 ピロ ニン 陽性 吾 粒 は ほとん ど 減 少し な い 。 細胞 問 に 
は エ オ ジン 好 性 の 微細 頼 粒 状 物質 が 認め られ , これ は 細胞 膜 の 破壊 に より 流出 し た 原形 質物 質 
で ある こと が , 電子 顕微 鏡 に より 確か め ら れ て いる 。 

実験 2 : 一 40C に 24 時 間 , お よび —79°C に 3 週間 保存 し た 腫瘍 を , 一 旦 室温 に 15 分 
間 放 置 藤 解 し , 次 いで 45 分 間 凍 結 す る 。 こ の 操作 を 5 回 反 衝 し た 後 各 群 5 匹 の マウ ス に 移植 
し た が 腫瘍 は 生じ な か っ た 。 

実験 3 : 一 79C に 24 時 間 保存 し た 腫瘍 を Seitz 決 過 器 に か け , その 炉 液 を 8 匹 の マウ ス 
に 注射 し た が , 腫瘍 は 生じ な か っ た 。 

実験 4 : 一 79C に 24 時 間 保 存 し た 腫瘍 を 株 と し て , Dulbecco 培地 に 培養 し , 4 日 目 に 
生存 細胞 を 確認 し た 。 

( 考 接 お よび 結論 ) 実験 2 お よび 実験 3 の 結果 は 本 腫瘍 が ウイ ルス に 起因 する か と いう 点 に 
つい て は 人 耕 定 的 で ある 。 一 20'C 以下 の 低温 殊 に に 一 79C 保存 せる 腫瘍 組織 は , 室温 また は 

保存 の 組織 に 比 し 質 的 変化 か ほとん ど 認 め ら れ な い 。 この 点 が 室温 また は OC 保存 の も 
の と 異 る 本 質 的 な 相 異 で ちる と 思わ れる 。 (文部 省 科 学研 究 費 こよ ょ る ) 
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161. 人 体 局 平 上 皮 冶 の 種々 な 処置 マッ ウス へ の 異種 移植 
“um = 


Conditioning of Mice for Serial “ Transplantation of Human 
Epidermoid Carcinoma ” 


SHOZO TAKAYAMA 
(Department of Pathology, Cancer Institute, Tokyo) 


Since Toolan (1951) succeeded in developing a method of heterotransplantation of 
human neoplasms to conditioned animals, she was able to maintain human tumor 
strains in rats and hamsters. However, in spite of multiple attempts establishment 
of such strain in mice has been unsuccessful. This reports is concerned with a 
new attempt and success in mice. 

The human tumor tissue (H. Ep. $3), maintained in albino rats treated with 
x-irradiation and cortisone and 9 to 10 days old, was used as 80% saline suspension, 
about 0.5cc of which was inoculated intramuscularly in the right thigh of each 
mouse. Female mice of three strains, 15-18g in weight, Swiss albino, BALB/C, 
DBA/2 mice were divided into 7 groups of 5 mice. Each group received one of six 
kinds of conditioning: (1) cortisone only; (2) thorotrast only; (3) x-irradiation only ; 
(4) cortisone plus thorotrast : (5) x-irradiation plus thorotrast; (6) cortisone plus x- 
irradiation. The 7th group was for the control: Transplantation without condition- 
ing Only groups (4) and (6) showed 100% takes; in all other groups there was 
no takes (02). 

The H. Ep. #3 tumor has been maintained intramuscularly in Swiss albino strain 
mice treated with cortisone plus thorotrast. This is one of the best treatments to 
secure good tumor growth and one in which permanent transplantation into 
conditioned heterologous hosts was possible. In every generation, the tumor was 
removed 8 days after intramuscular transplantation, at which time it was about 
1.3x1.5cm in diameter, rubbery, elastic, well vascularized and displayed no cyst 
formation. The tumor tissue in this series is being maintained in the 12th 
generation, but could not be maintained beyond the 5th generation when the mice 
were treated with x-irradiation plus cortisone. 

The best method of conditioning in BALB/C strain mice was cortisone plus 
thorotrast. With this combination the tumor was maintained until 8th generation 
intramuscularly. On the other hand, non-infected cysts were formed in all other 
groups. 

In DBA/2 strain mice treated with x-irradiation plus cortisone the tumor has 
been maintained over 20 generations, but no suitable material was available for 
transfer to the next generation with other types of conditioning. 
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喜多 村 3:1) 移植 し た tumor の 転 帰 は ? 2) 各 継 代 中 に Metastase 発生 あり や 否や ? 
高山 昭三 : 1) 転移 例 は 肝 に 1 例 み と め ら れ 組 織 学 的 に も 血行 性 転移 で ある 。 2) 約 3 週間 で 腫瘍 は 退行 変 
性 に お ちい り 消 失 す る 。 
BRS: 高山 博士 と 同じ 研究 室 に お いて C3HBA マウ メス 乳癌 を ハム スタ ー の cheek pouch に 異種 移植 
し た 経験 が か ある の で 追加 し た い 。1) C3HBA の 異種 移植 に さい し , thorium oxide と cortisone の 併用 
処 軒 は 好 結 果 を きた し , 約 9022 の 移植 率 で 8 代 以 上 累代 移植 で きた 。 な お , 種々 の 量 の cortisone, X 
At, thorium oxide の み の 処置 動物 に は 累代 移植 で き な い 。 た だ し , 駐 線 の 3 回 の 分 割 照射 と cortisone 
の 併用 処置 も $ 好 結果 を 示す が , 動物 の 犠牲 は や や 大 で ある 。 

2) この 異種 移植 の さい , 組織 学 的 に みて , 第 一 代 で は 移植 腫瘍 の 癌 胞 巣 問 の 結合 織 は 厚く , 宿主 の 反応 
は つよ いと 考え られ る が , 第 二 代 以降 で は 結合 織 反 応 も 弱く , 原 腫瘍 と ほぼ 同じ 所 見 と な る 。 





162. 無菌 飼育 動物 を 利用 せる 人 閣 移 植 実 験 SIE 
BARE, JMR, 宇野 裕 , Bil 2 (名 古屋 大 学 医学 部 第 一 病理 ) 


Transplantation of Human Cancer Using the Germ-free 
Guinea Pigs. 2nd Report 


HIDEMASA KISHIMOTO, SHIRO KAWAWAKI, YUTAKA UNO, 
HIROSHI MIDORIKAWA 

前 回 の 報告 に お いて 人 癌 の 無菌 飼育 動物 へ の 移植 は 短期 飼育 動物 に お いて は 母体 より の 影響 
が 残存 し 抵抗 性 を 示す 傾向 が か あ る が 対照 の 自然 界 飼育 動物 と は 著 明 な 差異 を 形態 学 上 認め 得る 
こと を 示し さら に 移植 悪性 腫瘍 の 中 腺 癌 の 如き も の より も る 情 平 上 皮 癌 の 如き も の が 移植 率 に お 
いて 高い こと を 報告 し た 。 

今回 の 実験 に お いて は 前 回 と 同様 の 短期 飼育 無菌 動物 を 使用 , 後者 の 条件 すなわち 移植 腫瘍 
を 選択 し て メラ ノー ム を 使用 , 実験 日 数 の 長期 化 を 試み 前 回 の 成績 並び に 対照 自然 動物 の それ 
と 病理 組織 学 的 な 比較 検討 を 試み た 。 

実験 方 法 は 前 回 と 同様 無菌 飼育 タメ ンク 附設 の 操作 タン ク に 備付 けら れ た 消毒 液 槽 を 通じ 無 
的 に 採取 アン プレ 封入 の メラ ノー ム の 小片 を 入れ 一 旦 操作 タン ク 内 に て 培養 を 実施 陰性 結果 の 
も の の み を 無菌 飼育 動物 背部 皮下 織 へ 切 食 を 作っ て 挿入 一 針 縫合 を 行い 7 日 お よび 19 日 目 に 
動物 シタ ンク よ り 取 出し 居 殺 観察 を 行っ た 。 同 時 に 同じ メラ ノー ム の 小片 を 自然 飼育 動物 の 背 
部 皮下 に 挿入 同様 の 操作 を 行い 同日 数 に て 居 殺 対照 と し て 観察 に 供し た 。 

その 結果 対照 自然 動物 に お いて は すでに 7 日 目 の 標本 に お いて メラ ノー ム 組 織 の 大 半 は 壊死 
に 陥り その 周囲 へ の 好 中 球 を 主体 と し た 秋 性 竣 出 反応 が 著 明 で あっ て 19 日 目 こ な る と メラ ノ 
ー ム 組織 は 器 化 が 著 明 で あり 周囲 に 繊維 化 が 高度 と な る 。 こ れ に 反し て 無菌 飼育 動物 に お いて 
は 7 日 目 に は 僅か に 移植 組織 周囲 に 問 葉 系 の 細胞 の 増殖 を 認め る の みみ で 19 日 目 に 至っ て も ほ 
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と ん ど 移 植 腫瘍 組織 に は 壊死 が 認め られ ず 周 囲 に 薄い 数 層 の 繊維 層 を 認め る の み で 対照 と 明確 
な 差異 が 認め られ た 。 

さら に これ ら の 実験 は 長期 飼育 無菌 動物 を 使用 する か また は 二 代 三代 目 の 和 無菌 動物 を 使用 す 
る と その 結果 は 期待 し 得 べ きも の が で る と 考え られ , また 同時 に 移植 腫瘍 の 呆 代 移植 の 可能 性 
も 考え られ 検討 中 で ある 。 (MBSE RIC IS) 





163. REPENS © MAR BBA IC BIS SRR OE (第 1 報 ) 
RRM, 細田 仁 , 黒須 哉 , 藤井 信之 , 川俣 宗 夫 
(日 本 大 学 医学 部 比企 内 科学 教室 ) 
Experimental Study on the Intrapulmonary Heterotransplantation 
of Ehrlich Carcinoma From Mice to Rats. (1st Report) 


TADAFUMI HAGIWARA, HITOSHI HOSODA, HAJIME KUROSU, 
NOBUYUKI FUJI, MUNEO KAWAMATA 


I# & 

われ われ は 悪性 腫瘍 の 肺 内 移植 に つい て 種々 実験 的 研究 を 行っ てき て いる 。 す で に 吉田 肉腫 
DAB RMGABH ( 経 気管 法 あ る い は 肺 内 直接 塞 刺 法 ) に つい て は 第 15 回 本 学会 総会 に 報告 
し た 。 今回 は 2.3 の 前 処置 に よっ て , エー ルリ ッ ヒ 冶 (以下 「 エ 」 癌 と 略す ) OABA MAN 
の 異種 移植 に つい て 報告 する 。 異種 移植 の 実験 に は 種々 の 方 法 が 用 いら れ て いる が , 充分 その 
目的 を 達し を えた と は 言え な い 。 こ れ ら の 方 法 の うち, も っ と も 注目 に 値する も の は , MARA 
系 ホル モン 剤 の 前 処置 法 で , これ を 使用 し た 異種 移植 に つい て は いく つか の 報告 が ふろ られ る 。 
し か し 肺 内 異種 移 西 に つい て は 従 来 全く 報告 が かみ られ て いな い 。 わ れ わ れ は ュー チ ゾ ン ャ プレ 
ドニ ン お よび レン トゲ ン (以下 「 ュ 」・「 プ 」 お よび 「 レ | と 略す ) の 注射 お よび 照射 の それ ぞ 
れ の 前 処置 を 行っ て か ら , [=] 癌 を 大 黒 販 肺 内 に 異種 移植 する 方 法 を 行い , その 移植 を 組織 
学 的 に 確認 し えた 。 

HI 実験 材料 並び に 実験 方 法 

実験 動物 : すべ て 成熟 大 黒 作 を 用 いた 。 実験 方 法 : 実験 は つぎ の 3 群 に 分 け て 行っ た 。 第 1 
群 「 ュ 」 群 : 「 ュ ]」 を 毎日 1 回 1 匹 あ て 5mg 12.5mg お よび 20mg を それ ぞ れ [=] ME 
ki (後述 ) 3 日 前 より 注射 する 前 処置 を 行い さら に 移植 後 名 死 まで 連日 投与 し た 。 第 2 群 : 
「 プ 」 群 : 「 プ 」 2.5mg を 「 ュ 」 群 と 同様 の 方 法 で 投 与 し た 。 第 3 群 「 レ 」 照射 群 : 移植 前 
1 回 100r を 毎日 5 日間 連続 照射 し た 。 移 植 材料 は [>] Be AROMEANICBIL, 7 一 
10 日 目 に その 腹水 を 採取 し 供用 し た 。 移植 方 法 は 肺 内 直接 究 刺 移植 法 を 主 と し , 一 部 経 気管 
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多 値 法 に こよ っ た 。 す な わ ち , 肺 内 刺 移 値 法 は 大 黒 風 に まず エー テル 麻酔 を 行い , TORARO 
右 胸壁 を 注射 盾 を 用 いて 肺 内 に 容 刺 し , 前 記 「 エ 」 瘍 腹水 0.1cc を 注入 し た 。 経 気管 法 は 前 
記 方 法 に 準じ , 注射 針 を 気管 に 注入 し て 移 慎 し た 。 判 定 法 は 上 記 の 方 法 で 移 値 を 行い , その 後 
BEE (一 部 は 一 定期 間 後 居 殺 ) する まで 種々 鉛 察 を 行い , 死後 剖検 。 主として 型 の ご と く 病 理 
組織 学 的 に 観察 し た 。 

1 実験 成績 

1 組織 学 的 に 明らか に 肺 内 移植 を 証明 し た も の は , Tal 処置 で は 12.5mg 群 で は 8 匹 中 
1 匹 )12.5%), 同 20mg Hix 17 匹 中 9 匹 (532) で , また 「 プ 」 群 (2.5 mg) で は 7 匹 中 
1 匹 に 肺 内 に , その 他 に 1 匹 に 縦 訪 洞 移植 を 認め えた 。 [Ul 群 で は , 8 匹 中 3 匹 (37.52) で 
Hot. 2 肺 内 視 接 究 刺 移 値 法 と 経 気管 移植 法 の 移植 率 を 比較 すれ ば , [=] 群 で は 40% 
(22 匹 中 9 匹 ) と 3322(3 匹 中 1 匹 ) で , 軽度 な が ら 肺 内 直接 究 刺 法 が 高 率 で ある 。 こ れ ら の 
事実 は プ 」 群 で も | レ 」 群 で も ほぼ 同 傾向 し ボ す 。⑧ 移植 を 肺 葉 別 に みれ ば | ユ 」 HOR 
iH Cit 22 匹 中 右上 葉 が 6, AHS, APES, 左 肺 は 6 で 究 刺 側 に 圧倒 的 に 多 
くみ られ る が , 容 刺 対 側 に こも わずか な が ら み と め ら れ た 。③④「 プ 」 HBIO [vl 群 で も 葉 別 
の 移植 率 は 少く な い が , [2] 群 と ほぼ 同様 の 所 見 が か み られ る 。⑮ 経 気管 移 盾 で は 例 数 は 少 
い が 肺 内 直接 究 刺 法 と 異な り , 全 葉 に 散布 し , その 拡がり 方 は 肺結核 病巣 の “* 細 葉 結節 性 "" の 
ご と き 様 相 を 示し た 。⑥) これ ら の 移植 巣 は 肉眼 的 に は わずか に 例外 的 に みとめ られ , 大 部 分 
は 組織 学 的 に の み 確 認 し えら れる 。⑦ な お 継 代 移植 を 行っ て いな い の で 厳密 な 意味 で の 移植 
陽性 と する に は 注意 を 要する が , 他 の 前 処置 で は 達し と えら れ な い 点 か ら み て も 少く と も これ ら 
の 処置 は いずれ も 移 慎 を 容易 に する 作用 を 有する も の と 考え られ る 。 


164. エー ルリ ッ ヒ 腹水 腫瘍 の 異種 移植 と 内 分 泌 に 関す る 実験 的 
研究 PAR 挙 丸 別 出 テ ラッ テ へ の エー ルリ ッ ヒ 腹水 腫瘍 の 連 代 


FFL HAE RR 
A uU PL 
Endocrinological and Experimental Studies on the Heterotrasnsplantation 
of Ehrlich Ascites Tumors (Report 4). A Serial Transplantation of 
Ehrlich Ascites Tumors to Testectomized Rats 


TAKASHI KIYAMA 
(Second Surgical Department of Okayama University Medical School) 


Naturally, serial heterotransplantation of the transplantable tumors has been very 
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difficult. Ahlstrom et al. and Horava et al. attempted the heterotransplanta- 
tion of Ehrlich ascites tumor to rats and failed. Recently, Stroud did serial 
transplantation of Ehrlich ascites tumor to rats, but this experiment was only 
a successive culture in the body of rats. 

Now, from the endocrinological point of view, the effect of hormonal un- 
balance induced from testectomy was tested on heterotransplantation of Ehrlich 
ascites tumors to rats. The serial heterotransplantation of Ehrlich ascites tumor 
to rats is possible as we experienced in the original host. The serial transplantation 
now has reached the 25th generation and in every generation ascites was 
inoculated back successfully. The intraperitoneal inocula into rats never exceeded 
a total of 2ml of ascites. Transfers of the tumor cells from donor to recipient rats 
were made after 7 or 8 days. 

In the experiment of Stroud, transfers were made 3 or 4 days after inoculation 
and rats did not die of tumor. In testectomized rats, as well as in original host, 
bell-shaped curve of growth of a population of free ascites tumor cells was seen. 
Initially, the cells increased exponentially and the growth rate leveled off 7-8 days 
after an inoculation of tumor cells. In every generation, formation of great 
abdominal tumors, metastases and infiltrations were recognized. 

There were metastases and infiltrations in liver, pancreas, spleen, mesentery, 
intestine, lungs, diaphragm and lymphnodes. Marked anemia, decreasing of the 
activity of liver catalase, emaciation and diarrhea were observed. Testectomized 
rats in every generation died of tumor. Within 13 days the mortality was 50%. 

In conclusion, serial heterotransplantation of Ehrlich ascites tumor succeeded in 


testectomized rats. 

井坂 英彦 : 演者 の 成績 は , 腫瘍 細胞 が 変化 し て 種族 特異 性 を 失っ た と 考え る の か ,。 ある い は , cortisone, 
X 線 等 の 処置 に 類似 の 意味 で hostconditioning に 成功 し た と 考え る の か , どちら で すか 。 

AW Mi むし ろ 後 者 の 意味 に 解釈 致し た いと 思い ます 。 これ に つい て は 今後 の 検索 を まち た いと 思い ま 
す が 開 丸 別 出 に よる 体内 cortisone の 変動 も 一 要素 で は な いか と 考え ます 。 





165. 可 移 植 性 家 凌 肉 性 に つい て (第 4 報 ) 
RAKE, ABBR, ABER, 辻村 BE (愛知 県 衛生 研究 所 ) 
Observation on a Transplantable Fowl Sarcoma (4th Report) 


TOSHIHIKO KISHIDA, HIDEO OTA, KEITA OSHIMA, KO TUZIMURA 
昭和 29 423 ASOT CHA POR SO BELKC ONE NAH 33 年 9 月 現在 第 57 
世代 に お よん で いて 100% 移植 され , AA LAARRIC CHESS, MKiX8A, 最高 は 60 
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日 で あっ た 。 依然 高 率 に 転移 の 形成 を 見 る 。 第 41 代 一 第 56 代 の 30 例 中 , 肺 転移 の 形成 を 
見 る も の 28 fl, 心 転移 の 形成 を 見 る も の 16 例 , 肝 転 移 の 形成 を 見 る も の 16 Al, 他 の 臓器 
の 転移 を 伴 な う 5 も の 7 例 で その うち 2 例 は 播種 性 腹膜 炎 の 像 を 呈し た 。 

初生 雛 へ の 実験 

49 代目 より の 材料 を ホモ ゲ ナ イザ ー に て 乳剤 と し その 3 倍 溶液 を 使用 し , 0.4 cc RE K 
下 に , 0.25 cc を 腹腔 内 に 注射 し た 。 度 下 に 接種 し た 6 例 に お いて は 1 週間 前 後 よ り 接 種 部 位 
に 腫瘍 を 肉眼 的 に 認め る よう に な り 次 第 に 結節 状 に 増殖 し て 小指 頭 大 に な る が 粘液 形成 を 認め 
る も の は な く 12 H-30 AR CHHATS. MHIKRSLCAU< hi, 肝 , 腎 に 転移 を 形成 する 。 
肺 の 転移 は 5 例 に 見 られ 粟 粒 大 一 小豆 大 灰 白 結 節 を 多数 散在 性 に 形成 し て いる 。 肝 に お いて は 
その 2 例 に 赤色 転移 が 見 られ , その 例 は その 転移 より の 出血 の た め に 急性 死 し た 。 腹 腔 内 に 注 
射 し た 6 例 に お いて は 25 日 30 日 に て 名 死 し 接種 部 位 と 思わ れる 部 位 を 中 心 と し て 抽 頭 大 
の 灰 白 結 節 の 形成 が 見 られ る 。 騰 は この 腫瘍 に 侵さ れる こと が 多く , 腸 , 腹膜 と 疹 着 し て 一 塊 
と な る こと か 多く , 転移 は 肺 , 肝 に 認め られ る 。 組織 学 的 に は 皮下 接種 例 に お いて は 成 鵜 に 見 
る と 同じ く 肉 芽 腫 傾向 を 多分 に 有する 繊維 肉腫 の 像 を 呈す る 。 す な わ ち 編 鍵 刑 の と プロ プ ブラス 
テン が 互い に 連合 し て 網状 に な り そ の 周囲 に 大 型 の 細胞 で し ば し ば 多核 と な る 組織 球 が 多数 集 
合 し て いて と ころ どこ ろ に 壊死 が 見 られ る 。 肺 に お いて も 他 の 部 と 同じ 組織 像 を 有する 転移 意 
が 多数 見 られ る 。 肝 に お いて は 前 記 の 転移 利 と 同時 に 境界 明瞭 な 出血 利 を 有 し 周囲 の 肝 細 胞 は 
著 明 に 変性 に 崩れ る 。 腹腔 内 接種 例 に お いて は 騰 は 全 例 と も 大 部 分 腫瘍 に よっ て 占め られ , db 
ず か に 変性 し た 膝 組 織 が 残存 する 。 腸 は 腫瘍 と 一 塊 に な っ た 部 分 は 粘膜 下層 まで 侵さ れ て いる 
が 粘膜 は いずれ も 残存 する 。 こ の 腫瘍 も 前 記 組 織 像 と 同じ し く 粘 液 繊維 肉腫 に 肉芽 腫 様 細胞 が 混 
在 し て 形成 され , 壊死 が 強い 。 肺 に お いて も 肺 胞 壁 に 小 転移 窟 を 認め る 。 以 上 初生 雛 を 使用 し 
て 度 下 腹腔 内 , 接種 に より その 移植 状況 を 鉛 察 し た が 成 鵜 に 見 る の と 大 差 は な く , 組織 学 的 に 
L 移植 原種 と 異な る と ころ は な か っ た 。 経口 的 に 摂取 せ し め た 10 例 に お いて は 1 日 1 匹 当り 
2g づつ 3 日 間 連 日 試食 せしめ 1 ヵ月 欠 察 後 連 骨 骨折 等 を 若 起 せしめ 1 カ ヵ月 欠 察 し た が 腫瘍 を 
形成 せしめ た も の は な か っ た 。 

IRRE SE 

被覆 硝子 法 に より 検討 し た が , 24 BRC LU RR SETA D FA He B&D. 
た が , 陣 伴 する 組織 球 型 細胞 は 増殖 を 示さ な いか , わずか に 増殖 する の み で あっ た 。 
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166. 大 の 可 移 丁 性 性 器 腫瘍 に 関す る 研究 (V) 
ハム スタ ー の Cheek Pouch へ の 継 代 移植 
白須 泰彦 , 川瀬 清 , 臼井 和哉 (東京 大 学 農学 部 獣医 学科 外科 教室 ) 


Studies on the Transmissible Venereal Tumor of the Dog. (V) 
Serial Transplantation into the Cheek Pouch of Hamsters 


YASUHIKO SHIRASU, KIYOSHI KAWASE, KAZUYA USUI 


犬 の 可 移 植 性 性 器 腫瘍 は 雌雄 の 外陰 部 に 発生 する 肉腫 で 交尾 に よっ て 感染 発症 する と 考え ら 
れ て いる 。 こ の 腫瘍 は 同種 問 の 移植 は 比較 的 容易 で あり , これ まで に 多数 の 報告 が ある が , 異 
種 移植 に つい て は 狐 以外 の 動物 へ の 移植 は 成功 し て いな い 。 著 者 等 は この 腫瘍 を ュー チ ゾ ン 処 
理 お よび 無 処置 の ハム スタ ー の cheek pouch ~H LK ECA, コー チ ゾ ン 処 理 の 有無 に か 
か わら ず 移 植 片 の 成長 が 認め られ た 。 BETREFF RR THU L, 生食 液 を 加え て 作 
っ た 腫瘍 細胞 な いし 組織 浮 済 液 を 用 い nembutal (5 mg/100 g B.W.) に よる 麻酔 を か けた ハ 
スム スタ ー の cheek pouch の 枯 膜 下 織 へ 太目 の 注射 針 を 用 いて 注入 し た 。 

ュー チ ゾ ン 投 与 は 移植 時 より 開始 し て 週 3 回 。 1 回 1 な いし 2mg を 投手 し た 。 

移植 後 約 2-3 週間 後に 移植 片 の 成長 が 肉眼 で 認め られ る よう に な り , その 後 移 西片 は 緩慢 
で は ある が 次 第 に 大 き さ を 増し 70-80 日 頃 に 最大 に 達し , 大 き な も の で は 和 雀 卵 大 位 に な っ た 。 
その 後 移植 片 の 表面 に 潰瘍 が 生ずる よう に な る と 急速 に 変性 に 陥り 縮 少 し , Ric/pS\ PRR 
組織 を 残す こと が 多かっ た 。 移 西片 が か つく 率 は コー チ ゾ ン 処 理 群 の 方 が 無 処置 の 群 に 比べ る と 
高い が , 成長 の 速度 に は 差 が な く , コー チ ゾ ン 処 理 群 で 一 且つ いた 場合 , コー チ ゾ ン 処 理 を 中 
止 し て も 移植 片 の 退 縮 は 起 ら ず , 無 処置 の 群 と ほぼ 同様 な 成長 を 示し た 。 

犬 の 騰 壁 に 発生 し た 本 腫 場 お よび 転移 腫瘍 を 用 いて 数 系 統 の 移植 を 行っ た 。 次 代 へ の 移植 は 
約 2 ヵ月 の 間隔 で 行っ た 。 コーチ ゾン 処理 を 全く 行わ な い 一 系 統 で 現在 14 ヵ月 に わた る 8 代 
の 継 代 移植 に 成功 し, 目下 実験 継続 中 で ある 。 そ の 継 代 移植 に お いて は 移植 片 の 成長 度 は 代 を 
重ね て も ほぼ 同じ で あり , また 移植 片 の 転移 は 認め られ な か っ た 。 

その 間 ハ ヘ ハムスター に 数 代 継 代 され た 後に , ハム スタ ー の 移 西片 を 犬 の 皮下 お よび 時 丸 内 に 逆 
移植 を 試み た が その 数 例 に 移 西片 の 成長 と 附近 の リン パ 節 へ の 転移 を 認め た 。 し か し 同様 に 数 
代 ハ ム ス タ ー の cheek pouch に 継 代 され た 後 で ハム スタ ー の 他 の 部 分 で ある 度 下 , BOW, 
腹腔 内 に 移植 を 試み た が つか な か っ た 。 

移植 片 の 組織 学 的 検索 で は 代 を 重ね て も 移植 片 の 組織 像 は 原 株 の 腫瘍 の 組織 像 と 比べ て 著 し 
い 差 が 認め られ な か っ た 。 ま た 犬 に 逆 移 植 し て つい た 移植 片 の 組織 像 も 原 株 の 組織 像 お よび ハ 
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ム ス タ ー の cheek pouch に 継 代 され た 移植 片 の 組織 像 と ほぼ 同じ で あっ た 。 
移植 片 に 対す る 宿主 の 器質 化 の 反応 は 移植 組織 の 成長 が 続い て いる う ち は ほ と ん ど 認 め ら れ 
な か っ た 。 ま た その 期間 で は ュー チ ゾ ン 処 理 の 有無 に よる 組織 像 の 差 は 認め られ な か っ た 。 


/ よ か ヽ 


167. ラ ゥ ス 肉 腫 ウ ィ ャ ルス の アヒル に 対す る 病原 性 に 関す る 研究 
2 次 男 
Studies on the Pathogenicity of Rous Sarcoma Virus Against Duckling 


TSUGUO KUWATA 
(Department of Bacteriology, School of Medicine Chiba University) 


As reported by Purdy (1932) and Duran-Reynals (1942), when cell-free extracts 
of Rous sarcoma were inoculated subcutaneously into duckling, tumors could not 
develop. Following experiments were carried out to adapt Rous sarcoma virus to 
ducklings through subcutaneous route. 

In the experiment reported separately, it was verified that Rous sarcoma and its 
variant strain, 14 (d) 7, develop in the subcutaneous space of hamster, when tumor 
extracts are mixed with minced normal chick embryo and inoculated into cortisone- 
treated hamster. Therefore, ducklings were injected with chick embryo suspension 
infected with Rous sarcoma virus and thereafter treated twice with one ml cortisone. 
Tumors developed in all inoculated ducklings. Starting from the tumor which was 
exstirpated on the 7 th day, serial passages of the tumor were attempted by using 
tumor extracts with or without chick embryonic tissues or cell suspension. How- 
ever, all these tumor lines were lost after four generations in ducklings and 
adaptation of Rous sarcoma virus into duckling failed. On the other hand, second 
duckling was sacrificed on the 14th day and metastases were already found in 
both side pleura. Extract of the breast tumor of this duckling was titrated in 
3 day old chickens and one day old ducklings and tumors were induced in 10? 
dilution in both groups of birds. In these ducklings metastases and typical 
hermorrhagic Iesions were observed and adaptation of Rous sarcoma virus to the 
Similar experiment was repeated and another strain of duck- 
Even if Rous sarcoma virus was 


duckling was evident. 
adapted virus was again established in duckling. 
injected subcutaneously into duckling together with chick embryonic tissues, tumors 
did regress without cortisone treatment and subsequent passages were unsuccessful. 

Besides these experiments, attempts were made to induce the state of 
immunological tolerance against chicken sarcoma by injecting chicken whole blood, 
but could not succeed. 
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Variant strain of Rous sarcoma virus, 14 (d) 7, which was established by Duran- 
Reynals in 1947, is equally pathogenic against chicken and duckling, and this 
character has been kept unchanged after passages either in duckling or in chicken. 
Therefore, it was attempted to transform Rous sarcoma virus into duck-adapted 
type virus with heat-inactivated 14 (d) 7 virus following the method of Berry and 
Dedrick in transformation of Shope fibroma virus into myxoma virus. Such 
experiments also failed. 

大 島 福 造 : GAML RGB CBHEOBACILVOLBRMAKE CeO TUS. 御 経 験 の 実験 で は ど 
5 で すか 。 
桑田 次 男 : プア ヒ ん に お いて , 肉腫 の 転移 は 主として 肝 , 肺 等 に 見 られ , 有 陣 に お ける 転移 発生 の 頻度 は 低い 。 





168. ラ ゥ ス 和 肉腫 の コル ティ ゾン 処置 ハムスター へ の 移植 
x 田 次 男 
Transplantation of Rous Sarcoma into Cortisone-Treated Hamster 


TSUGUO KUWATA 
(Department of Bacteriology, School of Medicine Chiba University) 


When cell suspension of Rous sarcoma was transplanted into 3 day old chicks, 
which were treated with total 30 mg of cortisone before and after tumor grafting, 
effect of cortisone upon growth of sarcoma was slightly suppressive, if any. When 
cell-free sarcoma virus was inoculated into the vein, there were also no marked 
differences between cortisone-treated chicken and normal chicken in the rate of for- 
mation of metastases or hemorrhagic lesions. However, in cortisone-treated hamster, 
Rous sarcoma and its variant strain, 14 (d) 7, attained the size of about 1.5cm x 
1.0cm and persisted over 3 weeks without any regression. Without cortisone 
treatment, these tumors usually regressed about a week after grafting. M.I.D. of 
extracts of hamster-grown tumor and chicken-grown tumor were compared and the 
former was 10-* 一 10-? and found to be equal to or higher than the latter, even 
though the size of the hamster-grown tumor was far smaller than the chicken-grown 
tumor. Despite their high virus titer, tumors developed only in the first generation 
in cortisone-treated hamster and serial transplantation was unsuccessful. When 
minced normal chick embryonic tissues were added to hamster-grown tumors or 
tumor extracts, then tumor developed as in the first generation and serial passages 
became possible. Thus, 14 (d) 7 strain sarcoma was maintained in cortisone-treated 
hamster over 100 days. It was also verified that normal chick embryonic tissues 
grow in the cortisone-treated hamster over 3 weeks. Therefore, chick embryonic 
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tissues infected with Rous sarcoma virus in vitro may undergo malignization in 
cortisone-treated hamster and then tumors develop. Rous sarcoma virus could not 
induce tumor even in new-born hamster without chick embryo. On the other hand, 
hamster embryo was minced and mixed with extract of Rous or 14 (d) 7 sarcoma 
strain, and then injected into cortisone-treated hamster. In these cases, normal 
embryonic tissues of hamster developed and there occurred no malignant trans- 
formation of these tissues. 
A more detailed account of this work will be published elsewhere. 


室 谷 光 三 : ウイ ルス ぇ 量 の 測定 方 法 は いか が で ご ざい まし た で し よう か 。 
径 田 次 男 Rous 肉腫 ウイ ー ル え ス の 定量 は , 腫瘍 乳剤 の 遠心 上 清 を 階段 的 に 10 FARL, 各 稀 釈 を 1 群 
2…4 匹 の ニワ トリ の 筋肉 内 に 接種 し て , 腫瘍 発生 の 終末 稀釈 を 求め る 方 法 に よっ た 。 


19. 腫瘍 転移 の 研究 1 マッ ゥ ス 有 腹水 肝 癒 動物 に お ける 
転移 の 形成 
川島 芳子 , EFE—, 佐藤 春 郎 (福島 県 立 医 科大 学 病理 学 教室 ) 
Studies on Metastasis of Cancer. I) Formation of Metastases in 
C3H/HeN Mice Bearing the Mouse Ascites Hepatomas 
YOSHIKO KAWASHIMA, KOICHI KANNO, HARUO SATO 


C3H/HeN 系 マウ ス の 三 系 の 腹水 肝癌 (MH 134, 129 F, 129 P) OMEN, BIRABLOR 
下 移植 (手術, あるいは 手術 士 ナ イト ロミ ン (NMO) 投与 群 を 含む ) を 行い その 移植 率 , 生 
FAR, 転移 の 頻度 お よび 型 に つい て 検討 し た 。 使用 動物 は C3H/HeN 系 inbred マウ ス 628 
頭 で い ずれ の 移植 方 法 に お いて も を 移植 陽性 で 自然 治癒 を きた し た も の は な い 。 

A) 平均 生存 日 数 (カッ ュ 内 は 使用 動物 数 を 示す ) : 1) 腹腔 内 移植 MH 134 (71) 一 15.9 日 , 
MH 129F (79) 一 15.6 日 , MH 129 P (63) 一 19.5 日 で 129P が 最も 長い 。2) 静脈 内 移植 : 
MH 134 (19) 一 25.9 A, MH 129F (11) 一 27.1 A, MH 129 P (10) 一 22.8 A, 3) 皮下 移植 
MH 134 (18) 一 38.7 日 , MH 129 F (10) 一 39.2 日 , MH 129 P (11) 一 30.4 日 , 4) 皮下 移植 
2-3 後 週 間 で 皮下 腫 交 を 手術 に より 摘出 し て も 動物 は ほとん ど 例 外 な く 再 発 な い し 転移 の 形 
成 に より 死亡 する が , 平均 生存 日 数 は MH 134 (31) 一 49.2 A, MH 129F (28) 一 39.7 A, 
MH 129 P (36) 一 38.3 日 で 対照 3) 群 と くら べ て 一 般 に 生命 の 延長 が 認め られ る 。5) 移植 後 
1 週間 で 手術 を する と 三 系 と も 50% 前 後 の 治療 率 を 示す 。6) 手術 後 NMO 投与 を 行っ て み 
る と 2 週間 手術 士 NMO で 10% 前 後 , 1 週間 手術 士 NMO で 60% 前 後 の 治癒 率 を 示す 。 
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B) 腫瘍 の 再発 , 転移 の 頻度 : 1) 腹腔 内 移植 : 腹壁 の 究 刺 部 に 結節 を つく り , 横隔膜 , 大 
網 , 後 腹膜 , 肝 , BR, 膝 等 へ の 連続 的 侵襲 が ある が 遠隔 転移 は 少な く , MH 134 (38),MH129F 
(48) で は 胸腔 内 臓器 へ の 明らか な 転移 形 成 は 一 例 も 見 られ な か っ た 。 MH 129P (27) で は 7 
例 の 肺 に 小さ い 転 移 巣 を 認め た 。 2) 静脈 内 移植 : 全 例 に お いて 高度 の 肺 転移 が 認め られ る 。 
少数 例 で 心 , 肝 , 腫 等 に 転移 巣 が 認め られ た が , 表 在 性 リンパ 節 の 腫 妥 を 示し た も の は ほとん 
ど な い 。 3) 皮下 移植 : リン パ 節 転移 が 特徴 的 に 起り , MH 134 で 高度 で ある 。 そ の 頻度 は 対 
HAD Se WRG MH 134 (15) 一 11, MH 129F (10) 一 7, 2 週間 以後 の 手術 群 で MH 134 (26) 
—22, MH 129F (27)—14. 1 週間 手術 群 に な る と MH 134 Cit, 腫瘍 死 を と げた 動物 の 大 
部 分 が 局所 に 再発 な く , リン パ 節 転移 を 起 し て いる 。MH 129 P で は リン ポ 節 転移 が 少な く 対 
照 10 例 の 中 2, 2 週間 以後 の 手術 で は 28 例 中 9, 1 週間 手術 で 10 例 中 3, これ に 反し て 
局所 の 再発 が 多く , 2 週間 以後 手術 で 28 Mehl, 1 週間 手術 で 10 例 中 9 で ある 。 肺 へ の 転 
移 も 各 群 と も 頻度 が 高く 70~80% で ある 。 以 上 の こと か ら 腹 腔 内 移植 の 場合 に は 転移 巣 を つ 
くる こと が 非常 に 少な く , 静脈 内 移植 で は 肺 に お ける 腫瘍 の 増殖 が 高度 で あり , 上 下 移植 で は 
リン パ 節 転移 が 著 明 で ,。 また 肺 へ の 転移 も 多い 。 

C) 肺 に お ける 転移 の 型 : 肺 の 転移 巣 を 組織 学 的 に 見 る と 基本 型 と し て 1) 血管 や 気管 支 周 
辺 に 増殖 が 起 っ て 結節 と な る も の , 2) 肺 胞 の 毛細 管 に ビ マ ン 性 に 腫瘍 細胞 の つま っ て いる も 
2,3) 肺 胞 内 に 腫瘍 細胞 が 増殖 し て いる も の , が 認め られ る 。 腹腔 内 移植 で は 1) の 型 , 静 
脈 内 移植 で は 1) ある い は 1) お よび 3) の 混合 型 が 多く , 上 下 移植 で は 各 型 の 独立 , ある い 
は 種々 の 混合 型 が 認め られ る 。 ( 女 部 省 科 学研 究 費 に よる) 


MH OR 
佐藤 春 郎 : 悪性 腫瘍 の 再発 や 転移 が 確実 に 形成 され る 実験 材料 と し て 。 +7 zk MowRMCeSoce 
を 追加 し た 。 


170. 腫瘍 転移 の 研究 ID マッ ゥ ス 腹 水 肝 閣 の 体内 搬 布 の 機 序 
宗像 秀夫 , 川島 芳子 , 管野 孝一 , 佐藤 春 郎 (福島 県 立 医 科大 学 病理 学 教室 ) 


Studies on Metastasis of Cancer. II) Early Distribution of the 
Tumors of Mouse Ascites Hepatomas 


HIDEO MUNAKATA, YOSHIKO KAWASHIMA, KOICHI KANNO, 
HARUO SATO 
マッ ウス 腹水 肝癌 MH 134, 129F, 129P を 材料 と し て 腫瘍 細胞 が 血液 また は リン パ ボ 中 に 移 
行 する 時 期 お よび 腫瘍 細胞 の 体内 撤 布 の 状態 を 検索 し た 。 実験 方 法 は 腫瘍 を 皮下 ある い は 腹 訟 
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内 に 移植 し て いろ いろ の 時 期 に 担 韻 動物 の 血液 や 臓器 に よる 移植 試験 を 行っ た 。 ま た , 腫瘍 細 
胞 を 血液 中 か ら 直 接 塗 抹 標 本 で 検出 する 方 法 に より 腫瘍 細胞 の 血 流 内 移行 を 追求 し た 。 さ ら に 
腫瘍 細胞 の 静脈 内 注入 に より 血行 性 転移 の 機 序 を 検討 し た 。1) 血液 に よる 移植 : 移植 に 用 い 
る 血液 は 担 韻 動物 の 眼 , 心臓 ある い は 大 乳 部 か ら で き る だ け 多 量 に (0.2 一 1 cc) 取り , これ を 
マウ ス の 腹腔 内 に 注入 し た 。 移植 され た 血液 中 に 腫瘍 細胞 が 存在 すれ ば , 新しい 宿主 の 腹腔 中 
で 腫瘍 細胞 が 増殖 を 示し て くる 。 移植 後 約 10 日 を 経過 し た 動物 の 血液 中 に は 少数 で は ある が 
腫瘍 細胞 の 存在 が 証明 せ られ た 。 20 日 以上 を 経過 し た 末期 の 動物 の 血液 中 に は より 多く の 腫 
瘍 細胞 が 証明 され た 。2) 臓器 移植 : 担 癌 動物 を 移植 後 5 日 , 10 日 , 15 日 と いう 時 期 に 殺し 
て , その リン ぷ 腺 (WH, BAM) お よび 肺 で 移植 試験 を 行っ た 。 こ れ ら の 組織 は それ ぞ れ 灸 
で 砕い て 食塩 水 を 加え 比 状 に し て 移植 され た 。 移 植 後 15 日 を 経過 する と リン パ 腺 , 肺 か ら の 
腫瘍 細胞 の 検出 は 極め て 高度 で MH 134 の 場合 は ほとん ど 全 例 に , 他 の 129F お よび 129P 
で も 50~70% に 陽性 で あっ た 。 この よう な た 騰 器 転移 は 移植 後 5 A, 10 日 と いう 極め て 早期 
に すでに 起 っ て いる こと が 証明 され た 。3) 担 癌 動物 の 血液 中 か ら 直 接 腫瘍 細胞 を ステ イド 上 
に 見 出す た め に 血液 に グル ュー ゼ (25%) と アラ ビ ヤ デ ゴム (30%) の 混合 液 を 加え て 赤 沈 を 促 
進 させ 腫瘍 細胞 を 含ん だ 上 清 を 分 離し て これ を 遠心 し , 沈 溶 か ら 塗 抹 標 本 を 作り , ライ ト ・ ギ 
スム ザ が 染色 を ほど こし て 腫瘍 細胞 の 有無 を 検索 する 。 こ の 方 法 に ょ り 腹 腔 内 移植 の 動物 で は 5 A, 
皮下 移植 動物 で は 10 日 後 の 血 液 中 に 腫瘍 細胞 が 検出 され た 。4) 担 韻 動物 の リン パ 節 や 肺 を 
PCR LUCASOL, KT 10 日 か ら 15 日 に は すでに 半数 以上 の 動物 で 転移 形 
成 が 起 っ て いる 。 特 に 皮下 移植 の 場合 リン パ 節 に 著 明 な 転移 が 起 っ て いた 。5) 慣 静脈 か ら 腫 
瘍 細胞 を 注入 し ( 約 1 千 万 個 ), 経時 的 に 肺 リ ン パ 腺 , その 他 全 身 諸 臓 器 に お ける 腫瘍 増殖 を 検 
討 し て みる と 肺 に お いて 増殖 が 最も 著しい が 顕微 鏡 的 に 転移 と し て 認め られ る よう に な る に は 
10 日 前 後 を 要する 。 一 方 注入 直後 に 動物 を 殺し て みる と 肺 に 多数 の 腫瘍 栓 塞 が 認め られ る が , 
これ か ら 増 殖 を 続け る も る の は ご く 一 部 の も の と 思わ れる 。 す な わ ち 腫瘍 細胞 の 即時 肺 通過 こよ 
っ て 一 部 は 全身 各部 に 運び 去ら れる こと も 可能 で ある 。 こ れ は マウ ス の 尾 静 脈 か ら 腫 瘍 細胞 を 
注入 し 30 秒 後 に 大 服 動 脈 ( 左 ) か ら の 血液 中 に 腫瘍 細胞 を 検出 し た こと か ら も う 5 な づけ る 。 
以上 の 成績 か ら 腫 瘍 細胞 は 血液 ある い は リン パ の 中 へ 極め て 早い 時 期 か ら 移行 し 肺 や リン ポ 腺 
等 に 定着 し て 転移 形成 の 源 と な る こと が 示さ れ た 。 な お 少数 細胞 で の 移植 を 試み て いる が IMH 
134 で は 少く と $ 90 個 の 細胞 が あれ ば 全 例 移植 腸 性 で あわ る こと が 確認 され た 。 
(文部 省 科学 研究 費 に ょ る ) 
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171. 避 性 腫 間 細 胞 の 発育 環境 (第 二 報 ) 
沢田 平 十郎 , 杉田 幸男 , 井崎 昭 , 石川 育夫 (大 阪 市 立 大 学 医学 部 沢田 外科 ) 
The Environmental Conditions of Cancer Cell Growth (II) 


HEIJURO SAWADA, YUKIO SUGITA, AKIRA IZAKI, IKUO ISHIKAWA 


zn) y eK % DEN LIRIK & OBA ZEIT LI ERICHU TON “実験 的 
落 剥 癌 細胞 "”" & FOG RBG IER Lio HERD OMA RY DEO“ 
は 細胞 内 に お ける 細胞 内 成分 分 解 に 規定 され る べき で 内 因 性 酸素 消費 量 と アン モニ ア 発 生 量 と 
の 密接 な 関係 は 到 落 癌 細胞 の 生存 に 細胞 内 窒素 化合 物 が 重要 な 位置 を 占め る こと と 示す 。 Mie 
癌 細胞 の 内 因 性 酸素 消費 量 は 約 20 時 間 で 激減 し 呈 落 癌 細胞 の 生存 力 が ある 程度 想像 され る 。 
移植 能力 は 最長 9 時 間 ま で 保持 され て いた 。 剥落 癌 細胞 着 床 の 第 一 段階 は 剥落 癌 細胞 を 取 囲 む 
浸出 液 の 出現 で これ に 関し 癌 細胞 が 血管 透過 性 因子 を 細胞 外 に 排出 する 事実 を 得 た 。 癌 細胞 に 
よる 本 因子 生成 は 生食 中 で も 行い 得る た め 一 次 的 な も の と 考え る 。 BOK Le A Ae 
囲む 浸 出 液 と 仮定 する と その 存在 に より 征 落 癌 細胞 の 外因 性 代謝 は 著 明 に 昭 進 する に 反し 内 因 
性 代謝 は 著しく 抑制 され 浸出 液 出現 後 の 到 落 癌 細胞 の 生存 が 主 と し て 外因 性 代謝 に 規定 され る 
こと を 示す 。 こ の metabolic selection は 癌 細胞 分 裂 の 一 誘因 と な る 可能 性 も 想定 され る 。 一 
方 体液 を 欠く medium で の 閣 細 胞 物質 代謝 の 検討 は im vivo の 姿 を 誤っ て 伝え る 可能 性 の 
大 きい こと を 意味 する 。 慢性 腹膜 炎 マ ウス 腹膜 へ の 着 床 は 血行 的 , 腹腔 内 注入 いずれ に て も 可 
能 で 腹膜 の 障害 が 呈 落 癌 細胞 の 着 床 を 促す 。 肺 へ の 静脈 系 血行 性 移植 は 網 内 系 閉塞 に より 激増 
し 血行 性 移植 に も 網 内 系 機能 が 重要 な 意義 を 有する 。 吉田 肉腫 皮下 腫瘍 の 発育 は congo red 
係数 と 密接 な 関係 を 有する 。 MORAL: YD congo red 係数 は 上 昇 する が congo red 係 
数 の 表現 する も の は と も か く , 腫瘍 発育 を 規定 する 因子 を ある 程度 表現 し て い る と 考え る 。 
Brown-Peace 腫瘍 の 発育 と と も に congo red 係数 は 上 昇 し 腫瘍 発育 と と も に 生体 は 腫瘍 発 
育 に 良好 な 環境 に 変じ 遊離 癌 細胞 の 着 床 に も より 良き 条件 が 与え を られ る 。 cortisone の 多量 投 
与 に より 肺 へ の 血行 性 移植 が ほとん ど 認 め な い 時 期 に 著 明 な 肝 へ の 移植 が 完成 する 。cortisone 
Ck DOB S SICH ICU SAAS & し た 退行 変性 が 認め られ る 。 Ble Rick 
いて は 肝 移 植 は 認め られ ず 肺 移植 は ある 群 で は 著 明 に 増加 する が 一 般 に 促進 的 に 作用 し な い 。 
AEB LY congo red ARUIAETLALMKIAET RT SD. SH Dd DI Chi HA 
を 促進 し た 一 因 を 求め た い が 腫 別 後 の congo red 係数 の 著 明 な 増加 は 了 臨床 的 に その 意義 が 大 
きい 。 cortisone こよ る congo red 係数 の 上 昇 は 備 か で また 腫 別に ょ より cortisone の よう な 
肝 移 植 は 行わ れず cortisone に よる 肝 移 植 の 増加 は 移植 の 場 の 変化 が 重要 視 さ れる べき で 
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cortisone に よる 閣 細 胞 移植 準備 状態 の 存在 を 指摘 し た い 。 


VI. 和 免疫 Immunity 


172. ラッ テ 腹 水腫 瘍 の 腫瘍 型 特異 性 抗原 に つい て 
武田 勝男 小林 博 , 伊藤 哲夫 RTM, BOR, 菊地 浩 吉 , 丸山 孝二 


Studies on the Tumor Type Specific Antigenicity of the 
Ascites Tumors of Rat 


KATSUO TAKEDA, HIROSHI KOBAYASHI, TETSUO ITO, 
TOSHITAKA KANEMOTO, KINYA WATANABE, 
KOKICHI KIKUCHI, KOSHI MARUYAMA 


As previously reported, there are two kinds of antigenic properties in ascites 
tumors of rat, one species specific, the other tumor type specific. The present 
study is undertaken to elucidate the relationship between some genetic differences 
between animals in which tumors were induced and tumor type specific antigenicity, 
and to ascertain the intracellular location of the tumor type specific antigen. To 
solve the former problem, the difference of antigenic properties between induced 
tumor and normal tissues of the same rat were compared. Many tumors have 
been induced by carcinogenic agents in Gifu hybrid rats. Hepatoma induced by 
butter yellow diet and normal organs of the same rat were homogenized and treated 
with TCA. Each of these antigens, with Freund's adjuvant added, was injected 
intramusculary in mice. After immunization various strains of existing ascites 
tumors of rat were transplanted into abdominal cavity of these mice. The mice 
immunized with induced hepatoma generally inhibited the takes of existing ascites 
hepatomata of all strains in certain grade, but the takes of Yoshida and Takeda 
sarcomas were not inhibited. 

Similar experiments were made with methylcholanthrene sarcoma of Gifu hybrid 
rat and normal tissues of the same rat. Mice immunized with TCA treated 
methylcholanthrene sarcoma combined with Freund’s adjuvant, resisted the 
intraperitoneal implantation of Takeda and Usubuchi sarcomas, but they did not 
inhibit the takes of Yoshida sarcoma and hepatomata of rat. 

To ascertain the intacellular location of the tumor type specific antigen, tumor 
cells were divided into cytoplasm and nucleus portions by means of Schneider’s 
method. Mice were immunized with these TCA treated fractions and Freund’s 
adjuvant. The mice immunized with nucleus fraction of tumor inhibited strongly 
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the takes of the same type of tumor, but when immunized with cytoplasm of 
tumor they inhibited slightly, though the quantity of antigenic protein of cytoplasm 
was always larger than that of nucleus. On the contrary, the mice immunized 
with both fractions of liver cell did not resist the transplantation of any type of 
ascites tumors. 

Based upon these results, it was undertaken to ascertain the antigenicity of 
nuclear protein of the tumor cells of rat. DNP of the tumor cells was extracted 
by means of Mirsky-Pollister’s method and treated with TCA. Mice were 
immunized with so treated DPN, added with Freund’s adjuvant, Afer immunization 
the same and different types of ascites tumors were transplanted into abdominal 
cavity of the mice, but constant result has not been obtained as yet. 


(30 ELF OFFI Pec £ 2) 


173. 人 血清 に ょ る Ehrlich 腹水 閣 細 胞 溶解 機構 (第 2 報 ) 
徳永 昭夫 , 野瀬 泰 一 
(大 阪 大 学 医学 部 第 2 外科 教室 , 大 阪 大 学 医学 部 附属 部 研究 所 ) 
Mechanism of Cytolysis of Ehrlich Ascites Tumour Cells Brought 
into Contact with Normal Human Serum. II 


AKIO TOKUNAGA, YASUICHI NOSE 


第 15, 16 回 癌 学会 に お いて , 人 血清 に よる エー ルリ ッ ヒ 腹水 韻 細 胞 (以下 EAC) 溶解 反 
応 機 誠に つき , 耐熱 性 因子 と 易 熱 性 因子 が 関 与 し, Mg の 存在 下 に 20~37°C に お いて 溶解 
に 至る こと , お よび その 耐熱 性 因子 は 7- グ ロブ リン 分 司 中 に 含ま れる こと を 報告 し た が , € 
の 易 熱 性 因子 に つき 種々 検討 し た 結果 は 次 の 如く で ある 。 

1) 加熱 に 対す る 態度 

易 熱 性 因子 は その 耐熱 性 か ら 補 体 に 類似 する こと が 予想 され た の で , 37°C 並び に 50°C に 
お いて 時 間 的 経過 を 追っ て 血清 の 補 体 価 と 溶解 能力 の 消長 を 測定 し た と ころ , 両者 の 陳 旧 化 は 
ほとん と 併行 する 結果 を 示し た 。 

2) 抗原 抗体 沈降 物 に ょ る 補 体 不 活性 化 

抗原 抗体 特異 沈降 物 を 用 いて , 人 血清 中 の 補 体 を 不 活性 化 せ し め る と , 同時 に 溶解 能力 も 消 
失 す る 。 

3) Zymosan に よる 方 法 

Zymosan に よっ て 人 血清 中 の 補 体 第 三成 分 と properdin を 吸着 せしめ , 補 体 作用 を 除く 


と き は , 溶解 能力 も 消失 する 。 
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4) 反応 順序 の 問題 

加熱 し て 溶解 能力 を 失っ た 血清 に , それ 自体 は EAC 溶解 能力 を 有 し な い ウ サギ 血清 を 加え 
る と き , 再び 溶解 が 起 あ 。 す な わ ち ウサ ギ 血 清 は 易 熱性 因子 と し て 代用 され 得る 。 い ま , 加熱 
血清 を EAC に 吸着 させ た 後 , よく 洗 疹 し , 次 で ウサ ギ 血 清 を 作用 させ る と き は , 溶解 が 起 
る が , 順序 を 逆 に し て , 初め に ウサ ギ 血 清 を 作用 せ しめ, 細胞 洗 浴 後 , 加熱 血清 を 働か せ て も 
溶解 は 起 ら な い 。 こ れ は 補 体 が 抗原 と 抗体 の 結合 が あっ て 人 後 。 初め て 作用 する と 言 5 EACH: 
似 する 。 

5) 反応 時 の 補 体 の 消費 

0°C に お いて は , 人 血清 を EAC に 作用 させ て も 補 体 価 の 減少 は な い が , (この と き 細 胞 深 
解 は 起 ら な い ), 37°C に 加 温 する と 細胞 溶解 と と も に 補 体 の 消費 が 起 る 。 な お ウサ ギ 血 清 を 耐 
熱性 因子 吸着 細胞 に 作用 させ た 場合 も 同様 の 結果 を 得る 。 

5) Amit DG Hi 

硫 安 1.39M, 2M, 2.5M RECA MARALTHT SLX, thENC’, Cy’, C,’ & C 
を 含む 分 割 が 得 ら れる が , 各 分 割 単独 で は 耐熱 性 因子 吸着 細胞 を 溶解 得 た い が , それ 等 を 混 
合 し て 組合 せ を 作っ た 場合 溶血 系 補 体 作用 を 認め 得る と きのみ , 細胞 溶解 も 起 る こと を 見 た 。 
すなわち 易 熱 性 因子 は 種々 の 算 白 質 の 協調 作用 に よる も の で , 補 体 と 同様 の 性 質 を 有する 。 
以上 , 補 体 と 類似 する 点 を 挙げ た が , テン ヂ デ ク ネ ズミ の 血清 が 多く の 補 体 結合 反応 に 用 いら 
れる の に 反し , 本 反応 で は 却って 溶解 を 抑制 する よう に 働く と いう 事実 が ある が , 前 記 の 硫 安 
分 割 を 行い それ を 再び 合 一 せしめ る と テン ヂ ク ネズ ミ 血清 で も 溶解 能力 を 示す 。 こ れ は テン 
ヂ デ ク ネ ズミ 血清 は EAC 浴 解 に 対 し て 牛 抗 する 物質 を 含み , それ が この 操作 中 に 脱落 し 溶解 能 
力 を 現 わ し て くる た めで は な いか と 考え , その 抑制 因子 に つい て 目下 検討 中 で ある 。 

(文部 省 科 学研 究 費 に ょ よる) 


174. 人 血清 に よる Ehrlich 腹水 癌 細胞 溶解 機構 (第 3 報 ) 

東 弘 , 門 根 謙 介 (大 阪 大 学 医学 部 第 二 外 科 教 室 , 大 阪 大 学 医学 部 附属 癌 研究 所 ) 

Mechanism of Cytolysis of Ehrlich Ascites Tumour Cells Brought 
into Contact with Normal Human Serum. III 


HIROMU HIGASHI, KENSUKE KADONE 
人 血清 に よる エー ルリ ッ ト ヒ 腹 水 癌 細胞 の 落 解 現象 に つい て は , TCC, 度々 報告 し て きた が , 


今回 は , この 溶解 現象 に 伴っ て 細胞 の 呼吸 が いか な る 影響 を 受け る か , Ek, その 際 に 起 る 酸 
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化 媒 素 系 の 活性 の 変動 を 知る こと に よっ て , 細胞 溶解 現象 の 機構 を 明らか に せん と し た 。 

実験 は リー ルプ ブルグ 検 圧計 を 用 いて 酸素 消費 を 測定 し た 。 血清 は 基質 と な り 得 べき 低 分 子 物 
質 を 除外 する た め と , pH の 調整 を 容易 に する た め に 0.95% 食塩 水 で 一 昼夜 秀 析 し た 。 
Krebs-Ringer 焼 酸 緩衝 液 に 浮 蓄 し た エー ルリ ッ ヒ 腹水 癌 細胞 2 千 万 個 に 対 し て 人 血清 1cc 
を 添加 し た 場合 , 細胞 の 呼吸 は 添加 と 同時 に 低下 し 始め , 30 分 後に は 酸素 消費 は 極め て 少量 
と な る か , また は ほとん ど み られ な く な る 。 細胞 数 に 対し て 血清 の 量 を 減ら し て 行く と, 呼吸 
活性 の 低下 の 度合 も 減少 する 。 ま た , 細胞 変化 率 と 呼吸 の 低下 と の 間 に は 平行 関係 が 認め られ 
た 。 一 方 , 56°C, 30 分 加熱 血清 で は 呼吸 の 低下 は 全く み ら れ な い 。 

RR, この 呼吸 低下 が いか な る 機 序 に よっ て 起 る か を 種々 の 基質 を 用 いて 検討 し た 。 血清 に 
よっ て 細胞 呼吸 の 低下 し た 後 , ユ ハ ク 酸 を 添加 する と 呼吸 は 著 明 に 回 復 す る が , Frei VR, 
qe- ケ トグル タル 酸 , VY SHR, ビル ビン 酸 の 添加 で は 呼吸 の 回 復 は し み られ な い 。 す な わ ち , 血 
清 に よる 細胞 変化 に 際 し て , ュ ハ タク 酸 酸化 酵素 系 は 阻害 され な い が , DPN の 関与 する 酸化 等 
素 系 は 阻害 作用 を 受け る 。 こ の 阻害 は DPN, ATP。 チ トク ロー ム C 等 を 添加 し た 場合 に も 回 
復 し 得 な か っ た 。 な お , 上 記 の 基質 いずれ で も , 先 に 基質 を 添加 し , し か る 後に 血清 を 添加 し 
た 場合 に は , 細胞 呼吸 の 低下 は 全く みみ られ な か っ た 。 

以上 の よ うに, 血清 に よっ て エー ルリ ッ ヒ 腹水 癌 細胞 の 酸化 酵素 系 の 活性 は 変動 する が , I 
の 変動 が 血清 の ミト ュ ン ドリ ア に 対す る 直接 作用 に 起因 する も の か どう か を 確 め る た め に , 
Hogeboom-Schneider 法 の 変 法 に より 分 離し た ミト ュ ン ドリ ア に 人 血清 を 作用 させ て , その 
呼吸 活性 に 対す る 影響 を 検討 し た 。 コ ハク 酸 , グル タ ミ ン 酸 , e- ケ トグル タル 酸 等 を 基質 と し 
た いずれ の 場合 で も , ミト ュ ン ドリ プア 呼吸 活性 の 阻害 は 認め られ な か っ た 。 

人 血清 に よる エー ルリ ッ ヒ 腹水 癌 細胞 の 呼吸 の 低下 は , 血清 が ミト ュ ン ドリ ア に 直接 作用 す 
る も の で は な く , 細胞 溶解 現象 が 呼吸 活性 低下 に 先行 し て 起 る も の と 考え られ る が , さら に 詳 
細 な る 検討 を 要する 。 (文部 省 科 学研 究 費 に よる ) 





175. 人 血清 に よる Ehrlich 腹水 閣 細 胞 溶解 機構 (第 4 報 ) 
及川 EB 新宮 HH. 岡村 純 (大 阪 大 学 医学 部 第 二 外 科 教 室 , 大 阪 大 学 医学 部 附属 瘍 研究 所 ) 
Mechanism of Cytolysis of Ehrlich Ascites Tumour Cells Brought 
into Contact with Normal Human Serum. IV 


ATSUSHI OIKAWA, TADASHI SHINGU, JUN OKAMURA 


人 血清 が Ehrlich 腹水 韻 細 胞 (以下 EATC 29+) AMAR Rico TIX, すでに 
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か な り 内 容 が 明らか に され て いる 。 こ の 血清 中 に 含ま れる 活性 因子 は 単独 で 細胞 に 吸収 され る 
比較 的 耐熱 性 の 因子 と , 易 熱 性 の 因子 と か ら な っ て いて , 両者 の 共 働 に よ っ て 初め て , 細胞 の 
破壊 が 起 る こと が 示さ れ て いる 。 

ここ に の べ る 実験 は , この 溶解 反応 の 第 一 段階 で ある 耐熱 性 因子 の 吸収 が 細胞 中 の いか な る 
物質 (receptor) に よ っ て 行わ れ て いる か を 明らか に する た め に 行わ れ た 。 

ddO マウ ス (12 週 前 後 ) の 腹腔 内 接種 後 7 一 10 日 目 の 腹水 か ら 得 られ る EATC eit 
WE し て 赤血球 を 除き , 次 に 蒸溜 水 に より 破壊 し , 終末 濃度 0.25M DERART 100x 8,10 
分 お よび 1000xg, 20 分 の 遠 沈 に よる 沈 汰 物 を 得 , 蒸溜 水 で 充分 洗 浴 後 凍結 乾燥 し た 。 この 
2 つの 遠 沈 分 割 を お の お の N, CM 分 割 と よぶ 。 

この も の に つき , 血清 に 含ま れ て いる EATC 溶解 活性 物質 (耐熱 性 因子 ) を 吸収 する 能力 
を 測定 し , か つ そ の 化学 組成 を Schmidt-Thannhauser-Schneider 法 に よる 分 割 に つい て 定 
量 し た 。 

1) 吸収 能 の 測定 : 0.1ml で 5x10 ュ の 細胞 を か ろう じ て 完 全 に 破壊 する よう に 稀釈 し た 
人 血清 1m1l に 5mg の 練 結 乾燥 末 を 懸 濁 し , OC 1 時 間 後 の 遠 沈 上 清 は , 細胞 破壊 活性 が 低 
FL, N に ょ る 吸収 血清 で は 96%, CM に ょ る 吸収 血清 で は 12% の 溶解 率 を 示し た 。 EATC 
その も の の 凍結 乾燥 末 は この 中 間 の 値 を 示し た 。 また lm の 稀釈 血清 の 細胞 破壊 活性 を 17 
ー2422 に 低下 させ る に 必要 な N お よび CM の 量 は それ ぞ れ 10 mg, 1mg で あっ た 。 

0.25 M feBits LU 0.0018 M 塩化 カル シウム の 水溶 液 に 懸 濁 し た 細胞 を Potter-Elvehjem 
glass homogenizer に より 低温 で 破壊 し , 上 記 の 方 法 で 遠心 分 割 を 行い , 水 で 洗 浴 後 。 凍結 
乾燥 し て 得 た N お ょ よび CM 分割 に つい て も , ほぼ 同様 の 関係 を 得 た 。 

2) 化学 組成 の 定量 : 上 記 蒸 溜 水 破壊 に よる N, CM 分 割 の 化学 組成 に お いて , DNA は 
diphenylamine 法 お よび リン 酸 の 定量 に よっ て , N 分 割 に は 25%, CM 分 割 に は 1.5% & 
まれ て いた 。RNA は orcinol- 塩 酸 法 お よび リン 酸 定 量 に よっ て N お よび CM 分割 に それ 
zn 2~5%, 7-8% 含ま れる 。 ま た 酸 可 浴 性 リン を 除去 後 冷 エタ ノー ル で 抽出 され る 部 分 の 
リン は , N お よび CM 分 割 に お いて それ ぞ れ 2.5 mg/g, 8.7 mg/g で あり , その 後 エ タ ノ ー 
ル *・ エ ー テ シル (3:1) で 抽出 され る 部 分 で は 非常 に 少く ,。 か つ N, CM 両 分 割 の 差 は 認め ら 
れ な か っ た 。 ( 女 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 
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VII. % Karyology 


176. 人 腫瘍 細胞 の 性 染色 質 (第 2 報 ) 
徳岡 俊次 , KABA 
The Sex Chromatin in Human Tumor Cells (2) 


SHUNJI TOKUOKA, TOMOHIRO TAKEDA 
(Second Surgical Department, Yamaguchi Medical School) 


Sex chromatins in human cancer cells were studied with respect to their 
incidences (per cent) in nuclei of cancer cells in the various grades of differentia- 
tion. All specimens were collected from surgical meterials, 33 from females and 
27 from males. Procedures of examination were just the same as those in previous 
report. 

Incidence of sex chromatin in the moderately well-differentiated cancer cells 
(Broders Grade I) was low (21.8% in females, 1.22% in males) relative to non- 
malignant tissue cells (35-78% in females, 0-222 in males). In the moderately 
undifferentiated cancer cells (Broders Grades II, III) the average incidence of sex 
chromatin was so low (7% in females, 0.8% in males), that the detection of sex in 
individual was not always possible with respect to the incidence of sex chromatin 
in tumor cells. Average incidence of sex chromatin in the poorly difterentiated 
cancer cells (Broders Grade IV) was extremely low relative to non-malignant tissue 
cells (1.124 in females, 1.122 in males). 

附 議 

天野 重 安 : 性 染色 質 は 性 染色 体 が 異常 濃縮 の 状態 で ,。 その 螺旋 巻 が ほど け な い で 休止 紡 に 止ま っ て いる も 
の で す が , 貴 説 の 如き 悪性 腫瘍 に お いて 検 出 され な く な る と いう こと は , それ が 欠け て いる と 解す べき か , 
ある い は 特別 に ほど け て し まう と 解す べき で し よう か , も し 貴 検 索 と 並行 し て , 染色 体 の アイ デオ グラ ッ フラ 
の 性 染色 体 の 存否 を 検索 され れ ば , この 問題 は 解決 する の で は な いで し ょ うか 。 


177. 人 悪性 腫瘍 の 核 学 的 研究 
A Mm wm 秀 
Karyological Studies on Some Human Malignant Tumors 
TOSHIHIDE TABATA 
(Dept. of Oto-Rhino-Laryngology, Wakayama Medical College) 
Karyological studies dealing with animal malignant tumors have been reported 
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by many authors, while only a few reports on human tumors have been made. 
This study is concerned with karyological analyses of some human malignant 
tumors by mean of the squash technique. Tumors examined were four kinds of 
cancers, i.e., gastric cancer (16 cases), maxillary cancer (5 cases), laryngeal 
cancer (4 cases) and penis cancer (2 cases), reticulosarcoma (4 cases) and HeLa 
cells. The pretreatment of the materials was performed by Hsu’s method, the 
modified Gey’s solution. Specimens were prepared from the tumor tissue of 
patients after the surgical operation except HeLa cells. 

The chromosome numbers of the stem cells in these cancers mostly showed 
hypertriploid, however these widely ranged in the distribution. Especially, in the 
gastric cancer, two kinds of stem cells were observed, the one was hypertriploid 
and the other near-tetraploid, although the fromer was found more frequently than 
the latter. Average numbers of the stem cell of the HeLa strain were limited to 
near-tetraploid as those of the cancers. Reticulosarcoma had diploid or 
hypodiploid chromosome numbers in all four cases. The result seems to show the 
difference between cancer and reticulosarcoma. 

In order to compare the idiograms of the tumors, chromosomes were arranged 
in three groups, namely, V-shaped chromosome (Arm index not exceeding 1.9), 
J-shaped chromosome (Arm index from 2.0 to 8.0) and Rod-shaped chromosome 
(Arm index 8.0 over). Chromosome frequencies of the three groups constantly 
distributed to V-shaped 5022 土 , J-shaped 40%4-+, and R-shaped 10%-+ in all tumors, 
and any difference between cancer and reticulosarcoma could not be found. 

The largest chromosome among the observed cells was V-shaped chromosome, 
measuring to 8.0 “+, on the contrary, the smallest one was R-shaped, being 0.7 “+ 
in length. 

But regarding the average length in the three groups, both V-shaped and J-shaped 
almost showed the similar length. Arm index of the J-shaped chromosomes in 
analysed 21 cells showed 2.0-8.0, in 17 cells 2.0-5.0+1 and in 4 cells 7.0 土 1. 

Other special shaped chromosomes as described in Levan's report were not 
found in these cases, except quadruplicated chromosomes observed in a case of 


gastric cancer. 
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178. 二 ・ 三 の 人 類 悪 性 腫瘍 に お ける 染色 体 研究 
若林 勝 , ABER, 池田 作 哉 , 上 田 憲 次 (北海 道 大 学 医学 部 放射 線 医 学 教室 ) 
A Study of Chromosomes in Some Human Tumors 


MASARU WAKABAYASHI, TAKAAKI ISHIHARA, SAKUYA IKEDA, 
KENJI UEDA 


最近 の 染色 体 研究 結果 か ら , 人 類 の 悪性 腫瘍 に も シロ ネズ ミ や ハツ カネ ズミ の 腹水 腫瘍 に お 
いて 明らか に され た と 同様 に , 特定 の 染色 体型 を 保持 し , 高 率 の 出現 頻度 を も つ 一 群 の 腫瘍 細 
胞 が 存在 する こと が 明らか に され た (Hasen-Melander et al 1956, Ising & Levan 1957, 
Wakabayashi & Ishihara 1958), 演者 ら は 本 学 病院 に 来院 する 腫瘍 患者 か ら の 材料 に お いて 
腫瘍 細胞 の 染色 体 研究 を 行っ > て いる 。 こ こ で は 特に 興味 ある 染色 体 特徴 を 示し た 例 の 腫瘍 に つ 
いて 報告 する 。 

No. 21 腫瘍 (A, 42 才 , 女性 ), 乳癌 転移 に よる 瘍 性 助 膜 炎 の 胸水 中 の 腫瘍 細胞 を 3 回 の 
異 っ た 時 期 の サン デル で 100 個 の 細胞 に つい て 染色体 数 を 調査 し た 。 染 色 体 数 は 33 か ら 200 
以上 の 変異 が か あっ た 。 し か し それ ら の 80% は 3 倍数 を 示し , 特に 75 の 染色 体 を も つ 細 胞 が 
全体 の 4822 を 占め て いる 。75 細胞 の 抹 色 体 構成 は M- 染 色 体 (V- 型 ) 37, S- 染 色 体 (J 型 ) 
28 お よび T- 染 色 体 ( 棒 型 ) 10 で ある 。 この 構成 の な か に は 正常 細胞 に な い 特 に 大 きい 各々 
1 個 の M BLU S- 染 色 体 が 認め られ た 。 また 147 の 染色 体 を 示す 細胞 が 922 欠い 察 され た 。 
=D Yate fAHERIX 63M 十 63S 十 21 エ =147 で , 大 きい 2 個 の M- 染 色 体 と 1 個 の S- 染 色 体 が 
認め られ た 。No. 35 MM (子宮 癌 , 54 7, 女性 ), 釣 出 材料 に よっ て 調査 し た 41 個 の 細胞 
の 染色 体 数 は 43 か ら 100 以上 の 変異 が ある が 染色 体 数 48 前 後 (53.722) と 55 前 後 (37.7 
%) と 2 つの mode が 存在 する 。 そ の 核 型 構成 は 48 細胞 は 22 M 十 20 S 十 6 T=48, 55 細胞 
は 20 M 十 25 S 十 10 T=55 CHS. No. 37 腫瘍 (胃癌 , 62 4, 男性 ), 胃癌 に よる 癌 性 腹膜 
炎 , 腹水 中 の 腫瘍 細胞 を 異 っ た 時 期 の 3 回 の サン プル か ら 201 個 の 細胞 に つい て 和 染色 体 数 を 調 
査 し た 。 染色 体 数 36 か ら 95 まで の 変異 が ある が 染色 体 数 42,。 45 お よび 82~84 の 細胞 が 
高 頻 度 に 観察 され た 。 染色 体 構成 は 42 細胞 で は 17M 十 21S 十 4 エニ 42, 45 細胞 は 21M 十 18S 
+6T=45, 82-84- 細 胞 は 34M+40(42)S’+8T =82(84) で ある 。 興味 ある こと は 3 回 の サン プ 
ル で これ ら 細 胞 群 の 出現 頻度 に 大 きい 変化 が 生じ た 。 第 1 回 に 最も 多く 見 られ た 45- 細 胞 は 第 
2 お よび 第 3 回 の サン プル で は 著 明 に 減少 し , 逆 に 42- 細 胞 が 著しく 増加 し た 。 こ れ は 新しく 
変化 し た も の で な く 前 か ら 存 在 し た 42- 細 胞 が , 宿主 の 生理 的 条件 の 変化 で 増殖 が 星 盛 と な り , 
45- 細 胞 を 凌 鈴 し た も の の よう に 考え られ る 。 この こと は 42- 細 胞 の 核 型 構成 が 3 MOY 7 
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お いて 全く 同一 で ある こと か ら 明 ら か で ある 。 
上 述 の 如く 調査 研究 の 行 届い た 材料 に あっ て は , いずれ の 腫瘍 に お いて も , 特定 の 染色 体 構 
成 を も ち , 高 率 な 頻度 に お いて 出現 する 腫瘍 細胞 の 集団 (一 群 と は 限ら な い ) が 存在 する こと 
が 明らか で ある 。 ま た 演者 の 1 人 石原 が 調査 し た 十 数 例 の 人 類 腫 瘍 に お いて , 同じ 型 の 腫瘍 で 
人 に よっ て 染色 体型 が 同じ で な いこ と が 見 出さ れ た 。 これ は 性 瘍 の 性 状 と 直結 し て 深い 意 
( 女 部 省 科 学研 究 費 に ょ る ) 


の 
on 


附 議 

渡辺 文 友 : 2 核 細 肥 の 同時 分 裂 に よる 染色 体 と 倍数 性 細胞 の 分 裂 に よる 染色 体 と の 鑑別 を 知り た \ 
ABER: 染色 体 構成 の 上 か ら 検 討 すろ 4 こと に よっ て 2 核 細胞 と の 相違 を 指摘 で き うる と 思わ れる 
田端 敏 秀 DAscites を 用 いる の は 染色 体 研究 に は 極め て 好都合 で ある が Ascites 中 に 分 裂 を 起す ER 
cyte と の 区 別 を いか に し て 成 さ れ た か り ? © metastasized tumor と primitive tumor と の 核 学 的 差異 
を いか に 考え ら 


石原 隆 昭 : 1. nlite tae り ER VAR UÄRL Te り 。 正常 細胞 の 分 裂 と は 考え られ な い 。 また 


られ ます か ? 


I 


染色 体 構成 の 上 か ら も 正常 細胞 と は 明らか な 相違 が ある 。2. 演者 は 未だ primary tumor と metastasized 
tumor と を 同時 に 人 観察 し た 例 を 検討 し て いな い 。 & Bi ら か に し て いき た いと 考え て いる 。 





179. 人 煽 細胞 の 核 型 式 と V 型 染色 体 に つい て 
RRR, 津田 福 見 (福島 県 立 医科 大 学 第 一 内 科 教 室 ) 
On the Karyotype of Human Cancer Cells, with the Special Note 
on V-Shaped Chromosomes 


ISAMU AWANO, FUKUMI TUDA 


人 癌 細胞 の 核 学 的 研究 こつ いて は 閣 細 胞 の 間接 分 裂 像 の 異常 や 染色 体 数 の 変異 等 に 関し , P. 
C. Koller, Manna, Hsu, 等 の 報告 が か ある が 詳細 な 核 型 式 に 関す る 報告 は ほとん ど 見 られ な い 。 
われ われ は 先 に 癌 性 腹膜 炎 を 伴っ た 胃癌 患者 の 腹水 中 の 癌 細胞 の 核 型 式 に つい て 報告 し た が , 
その 後 さ ら に 閣 性 腹膜 炎 を 併発 し た 胃癌 患者 5 Ole THERE ABS 2 例 に つい て , 腹水 
並び に 骨 航 中 の 腫瘍 細胞 に つい て 詳細 な 核 学 的 検索 を 行い , さら に 人 間 の 骨髄 中 の 体 細胞 の 核 

と 比較 し た 。 AMO OKANO RE ARBRE Tjio, や Ford 等 が 人 胎児 細胞 の 
組織 培養 や 性 細胞 で 観察 し た 成績 と 一 致し , 大 体 に お いて 46 (一 部 は それ 以下 ) で あり , そ 

の 染色 体 構成 中 に 大 型 染色 体 を 2 個 含 むこ と を 知っ た 。 一 方 人 閣 細 胞 お よび 骨 髄 芽 球 性 白 血 
病 細胞 で も 一 定 の 核 型 式 を 有 し て お り , し か も 人 間 の 体 細胞 の 核 型 式 に 比 し 余り 著しい 相違 を 
示 し て いな い 。 ま た これ ら 分 裂 細胞 中 最も 頻度 が 高く 分 裂 の 主体 を な す と 考え られ る 一 定 の 細 
胞 群 が 人 癌 の 場合 に も 存在 し , その 染色 体 数 は 人 間 の 体 細胞 の 染色 体 数 に 比 し て 多少 の 増減 が 
あり Hypodiploid また は Hyperdiploid と な っ て いる が 大 体 に お いて 人 間 体 細胞 の 染色 体 数 

220 [GANN, Vol. 49, Suppl. 1958) 








に 近く , また 注目 すべ き 所 見 と し て その 和 染色体 構成 の 中 に 大 型 V 染 色 体 が 4 個 含む 細胞 群 と 3 
個 含む 細胞 群 と か これ まで 角 察 され た 。 2 例 の 骨 和 髄 芽 球 性 白血病 の うち 1 例 は 染色 体 数 46 の 

も の が 過半 数 を 占め , 大 型 V 染 色 体 は 3 V HL 2V 型 が 混在 し , 他 の 1 例 で は 染色 体 数 44 
の も の 多く 大 型 V 染 色 体 は 3 個 含 み 3V 型 を 示 し た 。 次 に 人 韻 症 例 の 観察 結果 を 簡単 に 記す 。 

I. Hypodiploid ( 種 属 細胞 の 染色 体 数 多く は 44) AV 型 を 示す 症例 群 第 1 例 。 G. S. 51 
才 , 3, 胃癌 兼 癌 性 腹膜 炎 続発 性 肝癌 ( 癌 の 組織 像 は 腺 癌 , 一 部 単純 癌 ) BEAR: 観察 細 
胞 数 14 個 中 6 個 が 染色 体 数 44 で 他 は 7-5 問 の も の 少数 づつ 。 大型 V 染 色 体 数 は 14 (A 
の 細胞 中 13 個 が 4V 型 で 1 個 の み 3V 型 で あっ た 。 種 属 細 胞 の 核 型 式 : HH (10-17)+Jj 
HY (19~25)+V 型 (1-6)+V 型 4=44。 第 2 例 。S.Y. 76 才 , ぉ , AMARA, RA 
体 数 : 観察 細胞 数 4 個 中 3 個 は 44, 1 個 は 40 で 大 型 V 染 色 体 は すべ て AV 型 で ある 。 第 3 
Pl, N.K. 56 4, 6, 胃癌 兼 癌 性 腹膜 炎 。 和 染色 体 数 : 観察 細胞 数 6 個 中 3 個 は 46, 2 個 は 44, 
1 個 は 47 で , 大 型 V 染 色 体 は 細胞 数 6 個 中 4 個 か が AV 型 で 残り 2 個 の み 2V HW, 

II. Hyperdiploid ( 種 属 細胞 の 染色 体 数 48-49) 3V 型 を 示す 症例 。 第 1 例 。S.A. 364, 
2, 胃 導 兼 卵巣 転移 癌 性 腹膜 炎 ( 瘍 の 組織 像 は 脱 様 癌 ) YC MEL: 観察 細胞 数 22 個 中 6 
個 が 49, 5 個 が 48, その 他 45~51 まで の も の が 少数 。 大 型 V 染 色 体 は 大 多数 が 3V Ht 
Oth 4V 型 ,2V 型 の も の 少数 を 含む 。 種 属 細胞 の 核 型 式 : MH (7-13)+Jj Ü (29~36)+V 
HY (2~6)+V 型 3=48~49, 
天野 香 安 : 演題 176 で お 伺い し た 問題 は , 貴 成績 に よっ て , 悪性 腫瘍 の 性 菜 色 質 欠如 が 異常 濃縮 を や あめ る 
の で な く て , 性 染色 体 そ を の も の の 欠如 に ある こと が 明瞭 に され た 訳 で 。 両 事実 か ら 考 え ope る 興味 が あり 
ます 。 
石原 隆 昭 : 人 間 の 染色 体 に お いて は 多く の V 型 染色 体 を も っ て お り ま す の で , cr can: 
殊 の V 型 染色 体 は いか に し て 正常 細胞 に 含ま れる V 型 染色 体 と 区 別 さ れる の で し ょ うか 
RABE: V 型 染色 の 数 が 人 瘍 の 場合 きま っ て いな いと いう こと で あり ます が ,。 これ は 何 か 規 準 が な い 
と 多い と か 少 い と か いえ な い の で あり ます が 。 われ われ は 人 類 の 体 細胞 の 大 型 V 染 色 体 の 数 を 規準 と し て 

ヽ ま す 。 こ れ は 人 間 の 場合 大 体 正確 に median の も る の は 2 つ で あり ます 。 人 癌 で は この 大 型 V 和 染色体 が 増 
mn ie も の で す が , この 大 型 V 上 染色体 と 正常 に ある 大 型 V と 構造 の 上 か ら ど の よう な 相違 が 
ある か と いう 点 に 関し て は 今 の と ころ 詳細 は わか り ま せん 。 
田端 敏 秀 : large V-shaped chromosome の identify を いか に し て な され た で し ょ うか? また large 
V-schaped chromosome が Cancer と し て の 特異 性 を 示す と いう こと は 考え られ な いと 思う が 。 
REBAR: 大 型 V 染 色 体 の 定義 で ちり ます が , 人 間 の 場合 は ネ の 場合 な ど と 異な り 染 色 体 の 大 き さ 
を どの 辺 か ら 大 型 ど の 辺 か ら 中 型 あ る い は 小型 vee か は 難い の で あり ま し て 移行 が 余り は っ きり し な い 

の で あり ます 。 そこ で われ われ は 大 き さ の 順に 並べ て 前 の 大 きい 菜 色 体 の 1/3 を 大 型 中 の 1/3 を 中 型 残り 
を 小型 と 定義 し まし た 。 また この 大 型 V 染 色 体 が どの よう に 癌 の 発生 その 他 と 結び つい て か の 問題 に つい 
て は 今後 さら に 検討 し た な けれ ば な ら な いと 考え ます が 現在 の と ころ , た だ 増加 し て いる と いう 事実 だ け 報 
告 す る に 止め た いと 思い ます 。 た だ 文 染色 体 に 相当 する も の が 瘍 の 場合 欠け て いる よう に 思わ れ ま す が こ 
れ は 重要 CHAS と 思い ます 。 
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189. 実験 的 移植 腫瘍 の 病理 形態 学 的 考察 (続報 ) 
細胞 計測 に よる 細胞 質 ・ 核 の 分 布 と 偏 位 
安田 竜夫 , 多久 島 順次 , 永井 清和 , 福西 BH (大 阪 大 学 医学 部 第 二 病 理学 教室 ) 


Histopathological Observations on Transplanted Experimental 
Tumors: Variability and Deviation of Cytoplasma and 
Nucleus by Cytological Measurement 


TATSUO YASUDA, JUNJI TAKUSHIMA, KIYOKAZU NAGAI, 
RYO FUKUNISHI 

BMOL RANE ZITTERN, 正康 の 背部 皮下 に 移植 し て , 1) 腫瘍 細胞 の 分 裂 増殖 お 
よび 変性 , 2) 周囲 組織 の 出血 , 浮腫 , 細胞 浸潤 を 主 と す る 損傷 並び に 炎症 性 反応 , 3) 血管 
の 新生 と 破壊 と それ に 伴 5 出血 壊死 , 4) 間 質 形成 と 皮膜 形成 , 5) 嗜 銀 線維 の 細 小 微細 化 と 
FLARES, 腫瘍 細胞 と 生体 組織 の 変動 を 移植 後 経過 を 追っ て 鈴 察 し た 結果 (前 回 発表 ), 腫 
場 組織 の 浸 潤 増殖 増大 の 傾向 は お よそ Crocker sarcoma(C) 一 Walker carcinosarcoma (W) 
ーEhrlich carcinoma (E)—Bashford carcinoma (B) の 順に 低下 する よう に 考え られ た 。 し 
か し な か が か がら 腫瘍 組織 の 部 分 的 変動 も か な り 大 で , 観察 部 位 に よっ て 著しい 差異 が 見 られ 全般 的 
に 比較 検討 し て も , これ ら 相 互 の 順 を 決定 する に は な お 相当 の 抵抗 を 感じ る 。 今回 は 各 腫 瘍 の 
細胞 を それ ぞ れ 移植 後 の 経 過 を 追っ て 約 2000 個 づ つ に つき 細胞 質 の 長径 (A), ME (B), K 
の 長径 (a) 短 径 (b) と , 核 仁 の 明瞭 な も の は , その 数 と 長径 (c) を 測定 し 統計 的 に 処理 し て 
fs OBERE (0) を 求め , 併せ て 細胞 質 と 核 の 比 (A), 細胞質 と 核 人 (で ), ew 
tz © Go) に つい て も 検索 する と と も に , fA OMe PUR ICMR LCE aM LI OA 

見 た 結果, 次 の 如き 見 解 に 到達 し た 。 

1) 各 移 植 腫瘍 に つい て は , 早期 は 例外 な く 腫 瘍 細胞 は 変性 傾向 を 示す が , この 時 期 で は 細 
胞 質 。 核 と も に 均一 化 の 状態 を 示 し て A, a, ab/AB と も に その 偶 差 は 小さ い が , 新た に 増殖 
の 始ま る 時 期 で は 分 布 曲線 は 左右 に 拡大 し て , 底 大 と な り , 巨 細胞 , 二 核 三 核 細胞 。 非 定型 的 
有 和 糸 分 裂 像 が 出現 し , pleomorphism は 著しく 増大 し て 算術 平均 土 37 の 範囲 を 取っ て も , 全 
例 の 95% 以下 の 分 散 を 示す 。2) 分 裂 の 吐 盛 な 皮膜 附近 で は 3(C,W,E) ~5 (B) 日 目 に こす で に 
細胞 質 は 好 塩 基 性 顕著 で 核 綱 , 核 仁 と も に 明瞭 に 認め られ る よ う で ある が , そ の 大 きき さ (A,AB) 
は 一 般 に 小さ く , 多 型 性 を 示す 10 日 目 頃 で も 小型 の 腫瘍 細胞 が 時 に は 裸 核 に 近い 状態 で , 数 
個 群 を な すか 。 ある い は 散在 性 に 存在 する 。 こ の 中 で も ab/AB 値 の 大 な る も の と , 小 な る も 
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の と に 分 類 さ れる が , 腫瘍 組織 の 増大 に 関し て は , 巨 細胞 。 大 型 細胞 と と も に 後者 も 大 きい 意 
義 を 有する と 考え られ る が , この 点 に つい て は な お お 再 確認 を 必要 と する 。3) 分 裂 増殖 の 最も 
著しい 皮 膜 附近 を 中 心 と し て その 内 外側 で は 細胞 の 形態 に 著しい 差 が あり E 腫 場 を 除い て は , 

全般 的 に 外側 部 は 円 形 な いし 類 円 形 (A=B また は A=B) で , MARCH LRA Cit He 
形 (AB) を 呈し , 内 側 は 多く は 多角 形 か ら 不 正 形 と 移行 し , さら に 内 部 は 変性 組織 に お よぶ 。 
細胞 質 の み で な く 核 も 同様 の 傾向 で ある が , Ata, BL b は 度 膜 内 で も 必ず し も ゃ 同 方 向 を 
示さ ず , ab/AB は 外側 部 で や や 低 値 を 示し , c/ab は 内 側 部 で 低い よう で ある 。$④) 一 見 全く 
不 規 則 な 成長 を 示す と 思わ れる これ ら の 腫瘍 細胞 の 分 裂 増殖 に 関し て も , A, AB,a,ab, ab/AB 
の 値 の 極め て 近似 し た , また a, ab, c/ab, c お よび その 数 が 近似 の 細胞 群 が , 殊 に 同一 結合 
線 維 問 に 位置 し て 存する 如き は , 同一 時 期 の ある い は 同一 母 細胞 に 由来 する 細胞 群 と いう 考え 
と は 別に 今井 教授 の い 5 環境 の 腫瘍 細胞 に お よ ぼ す 結 果 と 解す べき か も 知れ な い 。 

附 議 

牛島 : 実験 腫瘍 に お いて と 同様 の こと を 人 乳癌 に つき 行っ た が , 実験 腫瘍 の 発育 経過 中 に 分 布 曲 線 が 拡 が 
る と い 2 う 5 意味 は Peak の 位置 の 移動 を 示す の で すか ? 次 の 代 に お いて は いか な る 程度 に 曲線 の 拡がり を 
Sek ee N ete sean teen ea 


Ehrlich 癌 で あり , Peak の 位置 が 2-3 ヵ所 見 られ る の は Bashford 癌 の み で あり ます 。 移 植 後 の 経過 
Yio TCHR LEO, 次 の 代 に つい て は 特に 系 統 的 に は 検索 いた し て お り ま せん 。 


181. 人 為 的 混合 腹水 腫瘍 に よ ょ る 腫瘍 細胞 の 染色 体 数 分 布 曲 
線 に つい て (#1) 
渡辺 文 友 , 東 BH (長崎 大 学 医学 部 家 番 医学 研究 所 ) 


Distribution-Curves of Chromosome Numbers in Artificially Mixed 
Ascites Tumor Strain of Rats (I. report) 


FUMITOMO WATANABE, MIDORI AZUMA 


実験 目的 : マウ ス , Fv b ORAM 2 LORIE HUREN D Ye 6 AK 
は 主として 一 つ , 稀 に 二 , =O mode を 中 心 と し た 染色 体 数 の 分 布 範囲 を 示す 。 それ は 分 布 
頻度 の histogram 染色 体 数 頻度 の 変異 ,。 ある い は 拉 色 体 数 の 分 布 等 の 言葉 で 表現 され る が , 
これ 等 染色 体 数 計算 に 用 いら れ た 細胞 数 は 腹水 中 の 腫瘍 細胞 が 何 億 と ある の に 対し 通常 数 十 個 
か ら 200 個 内 外 で は な は だ 稀 に 400 個 位 数 えら れ て いる 程度 で ある か ら , 染色 体 数 頻度 の 
histogram の 形 は 一 つの 腫瘍 系 統 に お いて 必ず し も ゃ 一定 し な い 。 和 染色体 を は る か に 多数 数 える 
こと に より , その 分 布 図形 が 固有 の 連続 的 な 曲線 と な る か 否 か , さら に 混合 し た 二 つ の 腫瘍 に 
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固有 の 染色 体 数 分 布 図形 が , 人 為 的 混合 腹水 腫瘍 内 で 維持 され 得る か どう か を 知る の が 目的 で 
ある 。 

実験 材料 お よび 実験 方 法 : 共に 大 村 系 の 2 匹 の ラッ ト に 発生 し た 渡辺 1 (W—I) お よび 渡辺 
II (W 一 II) の 両 腹 水腫 瘍 を 同系 ラッ ト に 累代 移植 し た も の を 用 いた 。 WI は 肝 チ スチ ツェ 
ルク ス 腫 場 か ら 人 工 的 に 変化 し た 自由 細胞 性 腹水 肝癌 で 染色 体 数 の mode は 4n で 安定 し , 
これ を 中 心 と し て 染色 体 数 の 主 な る 分 布 が 次 第 に 両側 へ 低減 する 。 か か る 分 布 は 移植 後 の 各 生 
邊 日 に お ける 200 個 内 外 の 分 裂 腫瘍 細胞 計算 で は 大 体 一 様 な 形 を と る 。 次 に W 一 II も , ラ 
ッ ト 肝 の チ ス チッ ツェ ルク ス 腫 瘍 (内 上 細胞 腫 ?) を 有する 原発 動物 内 で 転移 性 に 自然 発生 し た 
腹水 腫 場 で , 最初 か ら 71 に mode が 存在 し , これ を 中 心 と し て 和 染色体 数 分 布 が 人 徐々 に 低下 
する 。 か か る 二 つ の 腹水 腫瘍 の 移植 後 3 日 目 の 出 血性 で ほとん と ど 純 培養 状 の 腫瘍 性 腹 氷 を それ 
Zn 0.3cc ( 各 腫 瘍 細胞 3000 FAH) と り , それ ぞ れ 生理 的 食塩 水 で 2 倍 に 稀釈 し 両者 を よ 
く 混 和 し , これ を 1 匹 の ラッ ト の 腹腔 内 へ 注射 し , 別に 同じ 方 法 で 作っ た 同じ 材料 を 他 の 1 匹 
に 注射 し た 。 こ の 2 匹 の 移 征 ラッ ト の 風水 腫瘍 細胞 の 染色 体 を 移植 後 24 時 間 か ら 4 日 まで の 
各 生存 日 に 数 え 各 その 総数 800 個 以 上 に つい て 検討 し た 。 な お この うち の 1 匹 か ら 累 代 移 植 
を 試み た 。 

成績 : 等 量 に 混合 し た 腫瘍 性 腹水 を 移 盾 し た 2 匹 と も , 移植 後 の 各 生存 日 に と っ た 材料 の 和 染 
色 体 数 分 布 は , 大 体 に お いて I お よび II に 相当 する 二 つ の mode を 中 心 と し た 二 つ の 分 布 
の 曲線 を 示し , か つ そ れ ぞ れ の 総和 835 個 に つい て も 同様 二 つ の mode を 中 心 と し た 連続 性 
の 分 布 の 曲線 を 表わし た 。 こ の 混合 腹水 腫瘍 の 移植 5 代 ま で の 失 察 で は , W 一 II の 分 像 細胞 
数 が 生存 競争 の 結果 減少 し て いた が , W 一 II の 分 布 に 近似 の 曲線 を 示し た 。 

結論 : は な は だ 多数 の 染色 体 を 数 を えん る こと に ょ より, それ ぞ れ の 腹水 腫瘍 は 特定 の mode を 
中 心 と する 染色 体 数 分 布 曲 線 を 有 し , か つ 移 植 後 の 各 生 存 日 に お いて も 同様 の 分 布 曲線 を 示す 
こと が わか っ た 。 渡辺 1 お よび 渡辺 U の 腹水 の 等 量 混合 に よる 人 為 的 混合 腹水 腫瘍 の 染色 体 
MBICLY, それ ぞ れ の 腫瘍 系 統 に 固有 の 染色 体 数 分 布 曲線 は 同時 に 現われ る が , 均衡 を 保つ 
関係 上 , 多少 の 分 布 範囲 の 適応 的 な 狭 少 ある い は 変動 を 示す こと を 認め た 。 混合 し た 両 系 統 の 
分 布 曲線 は ある 程度 移植 世代 を 通じ て 維持 され る と と も に , この 分 布 曲線 上 に 腹水 中 の 大 部 分 
の 腫瘍 細胞 集団 が 存在 する こと を 示す 。 以 上 の 成績 は 混合 に 用 いる 材料 の 生活 力 あ る い は 混合 
比 に ょ っ て 影響 され る 。 本 研究 は さら に single-cell clone を 用 いて 行わ な けれ ば な ら な い 。 


(文部 省 科 学研 究 費 に よる ) 
天野 重 安 : 二 種 の mutant が 互 に 干渉 し な が ら 一 定 割合 に 存在 する こと を 証明 され た も の と 散 意 を 表し ま 
す 。 
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182. 移植 性 腫瘍 の 染色 体 数 と DNA 量 に 関す る 研究 (第 一 報 ) 
ェ テー ルリ ッ ヒ 腹水 問 に お ける 染色 体 数 分 布 と DNA 量 の 関係 
井 洋平 , BURKE, 那須 健治 , BHM, HHSR. MACH, 宮地 徹 
(大 阪 大 学 医学 部 病理 学 第 一 教室 , 大 阪 大 学 医学 部 附属 癌 研究 所 ) 

A Study of the Distribution of Chromosome Numbers and DNA 
Contents of Transplantable Tumors cells. Report I. 

A Correlation between Chromosome Numbers & 

DNA Contents of Ehrlich Ascites Carcinoma 
which are measured by Feulgen 
Microspectro-photometry 


YOHEI II, YOSHIO SAYAMA, KENJI NASU, KAZUYA TAMURA, 
YOSHITERU IKEDA, MASAYO OGATA, TORU MIYAJI 

テー ルリ ッ ヒ 腹水 癌 を 用 い 染 色 体 数 の 分 布 を 調べ , 次 に 間 期 の 細胞 の DNA 量 を 顕微 分 光 
測光 法 で 測定 し た 。 

染色 体 数 分 布 は 従来 主 に mode と polyploidy で 表現 され て いた が これ だ け で は 一 つの 腫瘍 
細胞 の 染色 体 数 の 分 布 を 表現 する に は 不 充分 な 点 も 多い 。 本 実験 で は その 分 布 は 70 台 hypo- 
tetraploid と その ほぼ 2 倍 に 相当 する 140 台 に peak を 認め この 分 布 は ほぼ 2 つの 正規 分 布 
の 複合 され た 複合 正規 分 布 compound normal distribution CN(, 0 )=dN(4.,, 6,7) 填 の N(/Z。, 
の ??) (の 十 の =1) と 看 散 され , この 式 の の の お よび 母 数 を 観測 値 よ り =2」, o,=0, と 仮定 

て 計算 する と 染色 体 数 分 布 は 次 の 式 

— (773.3)? ーー146 
(a) =... 29.0)? +0.0255 "5 0 2(9.0)2 
で 表わさ れる 分 布 に 従  。 

次 に 移植 一 代 を 5 日 まで , 10 日 まで , それ 以降 の 初 , 中 , 末 の 三 期 に 分 け , 各 期 に つい て 
染色 体 数 分 布 を 上 述 の よう に 複合 正規 分 布 と 看 散 し , それ ぞ れ の の お よび 母 数 を 計算 する と 
初期 の =0.02915> 未 期 "=0.01613 と な り 1 % 以 下 の 危 険 率 で 有意 差 を 認め た 。 すなわち 
移植 初期 の 細胞 分 裂 の 激しい 時 期 に は 140 KROL 5 な 数 の 多い 染色 体 の み られ る 率 が 高く , AK 
期 に は 細胞 分 裂 も 少く な っ て この 率 が 低く な る 。 こ の こと か とら 従来 の よう に 一 つの 腫瘍 細胞 の 
染色 体 数 の 分 布 を 一 つの mode で 現 わ す こと は 不 充分 で あり , 以上 の 考え より すれ ば 移植 一 
代 の 間 に お いて も 和 水 色 体 数 の 平均 値 は 時 刻 と と も に 変動 し うる も の で ある 。 次 に 腹水 を スラ テイ 
ド に 塗 抹 し , Feulgen 反応 を 行い , 5450A の 波長 で 顕微 分 光 測 光 法 に より 間 期 の 細胞 の DNA 
を 測定 し た 。DNA 量 と し て は rXrXE で 現 わ し , r, r′ は 核 の 2 つの 直径 , EE は その 吸光 
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dx FT. DNA 量 の 分 布 曲線 は 横 軸 に DNA 量 , 縦 軸 に 頻度 を と る と 3 つの 山 が み られ , 
第 1 の 山 が 一 番 大 きく , 第 2 は これ より 小さ く 前 者 の ほぼ 2 倍 の と ころ に 位置 し , 第 3 は 極め 
て 小さ く 第 1 の 山 の ほ ぼ 4 倍 の と ころ に 位置 する 。 ま た 第 1 と 第 2 の 山 の 間 の 谷 は 浅い 。 DN 
A 量 を 示す 式 の 中 に は 核 の 大 きき を 現 わ す rx と いう 因子 が 含ま れ て いる か ら , CHEB 
いた 吸光 値 E の み の 分 布 曲 線 を 作る と 上 の 曲線 と 極め て よく 一 致す る 。 すなわち これ か ら 核 
の 大 き さ に 関係 な く 吸 光 値 その も の の 分 布 に すでに 三 相性 の ある こと が 分 る 。 換言 すれ ば 第 1 
の 山 は 一 個 の 細胞 の 持つ 基本 量 の DNA 量 を 示し , 第 2 の 山 は これ より 2 倍 の 基本 量 の DNA 
を 持つ 細胞 群 (これ は ご く 一 部 を 占め る ) と 前 者 を 構成 する 細胞 群 の 中 で すでに DNA の 倍加 
が 完了 し た も の (これ が 大 部 分 を 占め る ) を 示し さら に その 間 の 谷 が 浅い の は 多分 倍加 途上 に 
ある DNA 量 を 示す も の で は な いか と 考え られ る 。 す な わ ち 従来 DNA の 増加 は 間 期 で も 終 
頃 より 比較 的 急 に 倍加 が 起り , 前 期 に 入る と 考え られ て きた が 本 実験 か ら で は 間 期 の ある 時 期 , 
少く ぐも それ ほど 終 頃 で は な くも っ と 前 頃 よ り 人 徐々 に 増加 し 倍加 が 完了 する と 間もなく 前 期 に 入 
る の で は な か ろう か と 考え られ る が 詳細 は な お 実験 中 で ある 。 


EHE: 塗 抹 乾燥 Methanol 固定 を し て Feulgen MMP う で す が , 紫外 線 顕微 鏡 に よっ て 固定 
法 を 比較 し ます と Wet Smear Methanol 固定 ある い は Freezing substitution 法 に より ます の と 著しい 
差 が み ら れ ます 。 し た が a し て 頂け れ ば 幸い と 思い ます 。 紫外 線 吸 収 像 か 
ら ス ます と Freezing substitution 法 に よる の が も っ と も living cell の それ に 近い と 思い ます 。 

高木 良三 郎 DNA 相対 量 r。E と い 5 出 し 方 は 細胞 を 球形 と みな し た と き に 成立 つも の と 思わ れる が , お 
や り に な っ た エー ルリ ッ ヒ 導 細 胞 は 球形 と 考え て よい も の で あろ うか 。 

解答 テー ルリ ッ ヒ 閣 細 胞 を 塗 洲 する と 細胞 は 球形 は 保 た な い が 球 形 よ り の ズレ ( 局 平 率 ) は 各 細 胞 に つき 


大 体 一 様 で ある と 思わ れる 。 


183. HeLa 細胞 の 分 裂 様 相 と 分 裂 休止 期 
小塚 貞雄 , 星野 宗光 


Mitotic Patterns and Mitotic and Intermitotic Durations of 
HeLa Cells in Vitro 


SADAO KOZUKA, MUNEMITSU HOSHINO 
(Dept. of Pathol., Nagoya Univ. School of Med.) 


The length of interphase of various tisssues has been estimated with indirect 
methods by many workers. No one, however, has measured directly the intermito- 
tic duration of tumor cells. With the indirect methods, the mean values of 
intermitotic duration may be obtained, but the differences among the individual 
cells can not be demonstrated, especially, between the normal division and the 
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multipolar division cells. To clarify that difference, this study was attempted. 
Both the intermitotic and mitotic durations of 46 HeLa cells were directly 
measured. Some cells were observed for 3 generations and 9 aberrant cells were 
also observed. Both the intermitotic and mitotic durations revealed a very wide 
range. Any correlation was not recognized among each mitotic phase. The mean 
duration of intermitotic and mitotic phases of non-aberrant cells were 26+6 hours 
and 120-+60 minutes, respectively. The longest intermitotic duration observed was 
more than 81 hours and 55 minutes, but there were a few cells in which the 
mitosis could not be observed during 100 hours of observation. Usually, both the 
durations of interphase and mitotic phase of aberrant cells were longer than non- 
aberrant cells. The cells divided multipolarly formed one or two multinucleate 
cells which have 2 to 4 nuclei. The cells divided tripolarly formed three mono- 
nucleate daughter cells. The daughter cells formed by multipolar division broke 
down frequently. In one case, however, all the daughter cells from tripolar 
division showed normal bipolar divisions. The nuclear size was also measured at 
the same time, finding a very interesting fact. There was a parallel correlation 
among the nuclear size, intermitotic duration and mitotic one in each cell. That 
is, the larger the nuclear size the longer the intermitotic and mitoic durations. 
The cells to divide multipolarly had usually large nuclei, but they also showed the 
above relationship. (文部 省 科学 研究 費 に よる ) 
附 議 」 
天野 重 安 : この 研究 は 大 変 な 根気 の いる 観察 と 思い ます 。 お 伺い いた し た い の は , 大 型 核 の 細胞 が 作ら れ 
る 際 に は 二 倍 核 細 胞 に どう い 3? 変化 が 起 る の で し よう か , 例え ば その 二 核 の 藤 合 に よる か , 最初 か ら 二 倍 
核 が 休止 形 の まま で 徐々 に 大 きく な っ て ゆく (endomitosisS) の で し ょ うか 。 こ の 過程 を お 把 え で し た ら お 
教え 頂き た い 。 
AURA: 分 裂 週 期 の 時 間 は どれ くら いで し よう か 。 
小塚 貞雄 : 正常 分 裂 細胞 で は , 28 土 7 時 間 で す 。 





184. DAB 腹水 肝 閣 (H-17) の 困 代 移植 中 に み ら れ た 二 , = 


の 細胞 遺伝 学 的 問題 
牧野 佐 二 郎 , 佐々 木 本 道 


Transitional Changes in Some Neoplastic Properties of an Ascites 
Hepatoma of the Rat During Serial Transfers 


SAJIRO MAKINO, MOTOMICHI SASAKI 
(Zoological Institute, Fuculty of Science, Hokkaido University) 
The present study deals with several transitional changes occurring in the neoplastic 
property of an ascites hepatoma which was produced in a highly purely inbred rat 
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(Wistar King-A strain) by feeding p-dimethylaminoazobenzene for 237 days. 

1) Hepatoma islands: With the advance of transfer generations, the hepatoma 
islands showed a gradual change in size and appearance becoming smaller and 
smaller. In the primary tumor, over 50 per cent of the islands under study 
contained 50 to 80 tumor cells in each, while in the samples examined at the 25th 
generation, over 60 per cent of islands consisted of 15 to 40 cells in each and at 
the 60 th generation, over 80 per cent were 1- to 15-cell islands. 

2) Transplantability: During the first to 20th transfer generations, the lethal 
transplantability of tumor-animals was found to be 23.1 per cent for Wistar King- 
A rats and 26.7 per cent for Wistar (W/Ma) rats. A gradual increase occurred 
with the progress of transfer generations. Thus, the hepatoma H-17 is now more 
easily transplantable to the above two strains of rats, giving over 80 per cent lethal 
takes. 

3) Life span: Average survival days of tumor-bearing animals did not always 
decrease with the increase of transfer generations. For example, mean life spans 
of the tumor-bearing rats (W/Ma) were 37.5, 23.5, 46.5 and 30.1 days for the 1st 
to 20th, the 21st to 40th, the 41st to 60th and the 6lst to 80th generations, 
respectively. 

4) Chromosome pattern: In the 60th to 90th generations, the chromosome 
number of tumor cells of this hepatoma fluctuated in a range from 66 to 80, with- 
out distinct modal values. With the advance of transfer generations, the chromo- 
some number showed a rather narrow range of variation with the appearance of 
the distinct modal values. The variation ranges in the chromosome number were 
67 to 78, 67 to 74 and 67 to 71 for the 19th to 25th, for the 60th to 62nd and for 
the 74th to 78th generations, respectively. In the most recent samples from 74th 
to 78th generations over 80 per cent of metaphase cells showed 69 to 71 chromo- 
somes. 

(Aided by a grant from the Scientific Research Fund of the Ministry of Education.) 





VIII. 細胞 学 Cytology 


15. 抗 吉田 肉腫 白 候 腹腔 内 の 吉田 肉腫 細胞 の 電子 顕微 鏡 的 観察 
安田 竜夫 , KARA WR 8 田 間 和 人 生 , HER, 秋山 3, 杉本 顕 俊 
(大 阪 大 学 医学 部 第 二 病 理学 教室 ) 
Electrone Microscopic Observations on Yoshida Sarcoma Cells in 
Anti- Tumor Factor Bearing Rats 
TATSUO YASUDA, TAKEO SAKI, KAORU SAKAKIBARA, KAZUO TAMA 
ZENJIRO IKOMA, ISAMU AKIYAMA, AKITOSHI SUGIMOTO 


ERS LO AARARORBANBEALEAHAMMae 3, 6, 12, 17, 24 時 間 後 に 
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採取 し , osmium 酸 固定 の 超 薄 切 刻 と CH TRRRNRRe RAK. 

正常 動物 群 : wistar 系 正常 折原 に 移植 し た 吉田 肉腫 細胞 は 24 時 間 ま で で は ほぼ EDOM 
胞 構造 を 保持 し , mitochondria (MT) は 大 部 分 が 類 円 形 , 一 部 に 長 椿 円 有形 の も の が みろ られ , 
一 般 に 内 部 の density が 高い 。24 時 間 後 頃 に 少数 の MT に density の 低下 や 空 胞 化 また は 
budding の 像 を 示す も の が ある が , お お むね 変化 に 乏 し い 。 中 心 域 に は 約 300 me まで の 充 
実 性 (PARMAR A Ste) また は 空 胞 状 の density OF He. (ik) DSEHHNFEL, 
いわ ゆる rosette 様 に 配列 する 傾向 が か ある 。 endoplasmic reticulum (ER) は 明瞭 な 層状 を 
示す も の は みみ られ ず , cytoplasmic filaments (Dalton) また は canalicular structure 
(palade) に 近い 長短 の 少数 の 糸状 体 と , 細胞 質 全 体 に ほぼ 平等 に 分 布 す る 明る い 小 空 胞 状 の も 
の と が み ら れ る 。 

抗 腫瘍 動物 群 : 吉田 肉腫 の 皮下 接種 と その 細 癒 別 療 を 反復 し て 得 た 抗 吉田 肉腫 白 原 の 腹 遇 内 
に 移植 し た 吉田 肉腫 細胞 は 3 時 間 後 で すでに MT の density の 著 明 な 低下 を 示し , cristae 
の density や 配列 が 不 規 則 と な り , 時 に OLIRABEV LE FBO MT が 出現 する 。 
中 心 域 頸 粒 の 膨 化 や 空 胞 化 かがみ られ , 散乱 の 傾向 を 示す 。 ER も 膨 化 し て 空 胞 状 と な っ た 糸状 
体 が み られ る 。 移植 後 6 時 間 で は 上 述 の 変化 が さら に 高度 と な り , MT は 非常 に 大 きく な っ 
て density は 一 そう 低下 し て 明る い 空 洞 状 と な り , cristae は 限界 膜 に 附 着 し て density も 
不 規則 に みえ る も の と , cristae が 消失 し て MT 内 が 雲 状 無 構造 に みえ る も の と , density 
の 高い 細 加 粒 状 と な っ て 全体 が 暗く みえ る も の な ど が ある 。 中 心 域 頓 粒 も 膨 化 と 散乱 が 高度 で 。 
中 に は density の 高い 滴 状 に 見 える も の も ある 。 ER の 糸状 体 は 点線 状 に 断続 する も の が 多 
く , また 小 空 胞体 も 分 布 が 不 均等 と な り 雲 状 の 斑紋 を 呈す る 。 移植 後 12 時 間 で も ほぼ 同様 で 。 
変化 は 一 そ ぅ 進ん だ も の が 多い 。 BER 17 時 間 に な る と MT お ょ よび ER の 巨大 な 空洞 状 の 
も の が 胞体 内 を 埋め , 細胞 質 は 蜂 巣 状 を 呈す る も の が 出現 する 。 ま た MT 内 の cristae が 濃 
Mi LT density の 高い 粗大 な 粒状 物 を 充 す 像 も 少数 認め られ る 。 細胞 が 壊死 に 頻 す れ ば 核 は 
density の 高い 斑紋 様 の 陰 昌 を 生じ , 粗 大 な 滴 状 構造 物 が 出現 する 。 細胞 質 内 の 諸 要 素 の 形態 も 
は な は だ し く 不 明瞭 と な っ て 形 の 崩れ た MT, ER な どか 不 規則 に 散乱 し ,。 や が て 細胞 膜 の 破 
綻 に よっ て 細胞 は つい に 朋 壊 する 。 こ の よう に し て 移 柄 後 24 時 間 で は 腫瘍 細胞 の 発見 が 著 し 
く 困難 と な り , 腫瘍 細胞 は 次 第 に 消失 し て 動物 は 腫瘍 死 を まぬがれ る に 至る も の と 察 せ られ る 。 
われ われ は すでに 発表 し た 位相 差 顕微 鏡 お よび 組織 化学 に よる 観察 の 所 見 と 相まって さら に こ 
れ ら 電 顕 的 所 見 の 意義 を 考察 し , 抗 腫瘍 因子 の 完 明 に 努力 し て ゆき た い 。 


Mm 議 
星野 宗光 : 1) 変性 変化 と 固定 液 の 等 策 度 と の 関係 2) Wessel & Bernhard ら の 吉田 肉腫 内 の fbrinous. 


bundle は 観察 し た な か っ た か 3) 変性 過程 と neutral red と の 関係 は ? 
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安田 竜夫 : 1) 等 張 性 は 固定 の 場合 に 当然 無視 で き な い 。 わ れ わ れ は ベロ ナー ル , 是 C1 緩衝 液 を 用 いて いる 。 
し た が っ て われ われ の みて いる 変化 が 等 張 度 の 相違 に 由来 する る の と は 思わ な い 。 特に 同一 操作 を 用 いた 
対照 群 と 抗 腫瘍 動物 群 の 差異 は 有意 の も の と 考え ん えて いる 。2) 線維 東 構造 らし いも の は 認め た が , 断定 する 
段階 に いた っ て いな い 。 今度 は 主題 と 関係 が な い の で , ROBE L&P ok, 3) 電 顕 的 観察 に 中 性 赤 染 色 
を 導入 する こと は 現在 試み て いな い 。 位相 差 的 観察 の 詳細 に つい て は 阪 大 医 誌 11 巻 1 号 に 桶 原 が 発表 す 
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186. 異形 増殖 に お ける 細胞 内 微細 構造 の 研究 
( 殊 に 胞体 内 線維 形成 に つい て ) 
橋爪 藤光 , 滝沢 延 次 郎 (千葉 大 学 医学 部 病理 学 教室 ) 
Electronmicroscopic Study of Intracellular Fine Structure of Fibroblast 


in Atypical Proliferation Especially about Intracytoplasmic 
Fiber Formation 


TOKO HASHIZUME, NOBUJIRO TAKIZAWA 


われ われ は 果 橋 肉腫 の 形態 学 的 特殊 性 研究 の 一 環 と UCREAI BAR LEICHT 6 RIB 
細胞 の 態度 を 電子 顕微 鏡 学 的 に 追求 中 , 注目 すべ き 所 見 を 得 た の で 報告 する 。 

〔 実 験 方 法 お よび 材料 〕: 259 HERR 0.5 cc RTT ADAM KR PICA LK. 電子 
顕微 鏡 用 取材 は 上 述 マ ウス 403 日 目 の 肥厚 し た 皮下 結合 織 を 用 い , 同 材料 を 光学 顕微 鏡 用 こも 
ie LUMI E Lik BANN 0.252 工 橋 溶 液 溶解 1.02%2 オ スミ ウム 酸 溶 液 を 用 い (pH 7.4) 
て 固定 し , 形 の 如く 脱水 後 え メタクリレート で 包 埋 後 超 薄 切片 と し て 電 顕 的 に 所 見 を 検討 し た 。 
また 同 材料 を 中 性 フォ ル マ リ ン 固 定 後 Bielschowsky 氏 鍼 銀 染色 を 施し 後 形 の 如く 水洗 , 脱 
水 後 メタ クリ レー ト 包 埋 を 行い , 超 薄 切片 と し て 電 顕 的 に 所 見 を 検討 し た 。 

〔 光 学 顕微 鏡 所 見 〕 : 上 記 の 皮下 結合 織 細 胞 は いわ ゆる 異形 増殖 の 像 で あり 線維 芽 細 胞 は 腫 大 
し 時 に 分 倍 像 も 見 られ , 核 は 好 塩 基 性 強く 染色 され , 細胞 は 線維 組織 内 に 包 埋 され て 見 られ る 。 
PAS 染色 で は 原形 質 は 測 赤 染 し , Unna 染色 で は 原形 質 内 が 高度 に 紅 赤 色 に 染め 出さ れる 。 
〔 電 子 顕微 鏡 所 見 ] : 無 染色 標本 に お いて は 無数 の 嗜 銀 線維 お よび 脱 原 線維 に 包囲 され た 細胞 の 
細胞 膜 は 一 部 不明 瞭 で あり , 原形 質 内 に は Palade DEREK TRAINIEREN 
で や や 大 きい 糸 粒 体 お よび 比較 的 発達 し た 小 胞 体 が み られ る 。 原形 質 内 を 横 走 し , 一 部 は 核 に 
HEL, 一 部 は 胞体 外 に 走る 電子 密度 の 比較 的 均質 な 細線 維 構 造 が 認め られ る 。 核 膜 は 三 層 構 造 
を 有 し , 核 内 微細 頼 粒 は 豊富 で ある 。 

CHERAB ART SLI: 上 述 細 胞 内 に 見 られ る 線維 構造 物 が 嗜 銀 線維 で ある か 否 か を 確か め る 
た め に 鐵 銀 染色 を 施し て 見 る に , BERN TIERE eK 
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束 と し て 原形 質 内 に 認め られ , その 一 部 は 原形 質 内 有形 形質 内 に も 認め られ , 一 部 は 全く 有形 
形質 基質 の 電子 密度 を 有 し な い 部 分 に る 銀 科 粒 の 配列 が 見 られ る 。 ま た 縦断 面 に お いて は 原形 
質 内 有形 形質 を 基質 と する 電子 密度 の 上 に 銀 燥 粒 が 見 られ る が 必ず し も ゃ 一 様 で な く , Ak 
豊富 に 見 られ る 基質 と 微か に 見 られ る 基質 と が ある 。 ま た これ ら 基 質 内 銀 頸 粒 が 全く 基質 を も 
た た な い 部 分 に 連続 し た 像 が 見 られ る 場合 が ある 。 これら 銀 粒子 は ほぼ 同 大 か つ 同 電子 密度 と し 
て 見 られ る 。 ま た 原形 質 内 有形 形質 中 に は 全く RY A LIC OLHH IND, 

以上 の 所 見 か ら 鍼 銀 染色 が 嗜 銀 線 維 に 選択 性 を 有する も の と する 従来 の 考え から す れ ば , 無 
染色 標本 所 見 と あわ せ 考 える と き は 胞体 (RBA) 内 に 認め られ る 線維 構造 物 は 嗜 銀 性 の 線維 
で ある こと が 考え られ る 。 
MH 議 
小野 江 : 鋼 銀 法 に よっ て 染め 出さ れる の は , 嗜 銀 線 維 の 他 に 血管 , 上 皮 の 基底 膜 が あり ます が , これ ら 
を 一 元 的 に 解釈 し ます と , 鐵 銀 され る の は 重合 度 の 高い 粘液 多糖 類 で は な いか と 想 象 し て お り ま す 。 と し 
EDL, 細胞 内 に 染 出 され る も の を 線維 と いき な り 考 える の は 危険 な こと と 考え られ ます 。 
橋爪 藤光 : Bielschowsky-Maresch 氏 法 また は Gomori 法 な ど 従来 か ら の 鐵 銀 染色 は 光 顕 的 信用 度 に お 
いて 嗜 銀 線維 を 云々 する も の で あり , 比率 を 電 顕 的 に 取り 入れ る 場合 は さら に 電子 化学 的 に 充分 な 検討 を 
必要 と する こと は も ちろ ん で あり , その 断定 に は 慎重 を 要する も の と 存じ ます 。 し か し 私 の 例 の 場合 , 無 
染色 標本 所 見 と 併せ 考え る と き は , 銀 粒 子 が 原形 質 内 , 有形 形質 上 に 配列 し , これ が ちょ うど と ど 無 菜 色 標本 
に お いて 認め られ る 原形 質 内 線維 存在 位置 に 相当 する こと か ら , 現 段階 で は 単に 嗜 銀 線維 の 像 と し て 認め 
る こと が 妥当 と 考え る 。 し か し この 嗜 銀 物 体 が 何 物 で ある か な ど に 関し て は 上 述 解明 が な され な い 限 り , 
新 定 は で き 得 な いも の と 考え る 。 
橋 瓜 藤光 : (高木 教授 に 対し て ) 原形 質 内 に 認め られ る 線維 が 嗜 銀 性 が ある か 否 か を 知る た め に 行っ た 。 私 
共 の 実験 で 。 お 示し た ご と き 像 を 得 た の で 報告 し た 次 第 で も る が , この 嗜 銀 性 物質 が 何で ちあ る か に つい て 
は さら に 研究 を 進め な けれ ば 断定 は で き な い 。 な お 肉腫 を 作る た め の 操 作 中 に 見 られ る 線維 芽 細 胞 の 異形 
の 本 形 が これ た だ ち に 前 瘍 で ある か 否 か は 断定 で き な い 。 経過 中 に これ ら 細 胞 の 増加 し て いる こと は 組織 
学 的 に も 認め られ る と ころ で ある 。 本 題 に は 示し 得 な か っ た が 私 の 別 の 実験 に お いて 犬 の 線維 芽 細 胞 原 形 
質 内 に も 程度 は 弱い が 線維 構造 物 を 認め て お り , われ われ が 現在 まで 見 つけ 得 な か っ た の で あり , 線維 が 
原形 質 内 に 形成 され る の で は な いか と 考え ん て いる 。 





187. 細胞 質 微細 構造 の 再生 
小野 江 為 則 , 小関 弥平 , 高橋 聴 行 , 井上 愛子 , 新井 俊二 , WMA, 鈴木 伊佐 夫 
Regeneration of Fine Structures of Cytoplasm 


TAMENORI ONOE, YAHEI KOSEKI, TOSHIYUKI TAKAHASHI, AIKO INOUE, 
SHUNZI ARAI, SHIZUO TSUTSUMI, ISAO SUZUKI 
(Dept. of Pathology and Cancer Institute, Sapporo Medical College) 


Mouse and rat liver cells under degeneration and regeneration caused by various 
agents were studied cytologically, mainly by the electron microscope. 
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Normal individual cells from one and same tissue showed considerable variety 
in the fine strucures which was considered to reflect functional and maturing 
states of cells. Accordingly, fine structures of normal cells shown in an electron 
micrograph may represent merely a phase of dynamic equillibrium maintained on 
a balance between physiological consumption and regeneration. 

Various membranous structures of the cytoplasm, including the endoplasmic 
reticulum, showed structural transitions from one to another as Palade pointed out. 
In the regeneration process of membrane structures the smooth-surfaced variety 
of E.R. increased at first which seemed to have a close relationship to the Golgi 
apparatus. 

Mitochondria showed the most extensive response to various degenerating agents. 
In many instances marked swelling was observed with temporary increase in 
cellular enzymatic activities measured by Warburg’s manometric technique. In 
regeneration both processes of binary fission and development from the precursors, 
** microbodies’’, were observed. Also noted was that the succinoxidase activity 
showed marked decrease in the first few days of regeneration, while cytochrome 
oxidase activity showed no significant change. Since both cytochrome oxidase and 
succinoxidase are recognized to be localized exclusively in mitochondria, the above 
finding suggested an immaturity of newly formed mitochondria. 


188. HEUT L SAAMI AA O AEA 
大 里 俊吾 , 森 一 , 本 多 BM (福島 医大 中 央 研究 所 , 第 一 内 科 ) 
Behavior of Mitochondria of Dividing Stage in Tumor 

Cells by Ultra-thin Sections 


SHUNGO OSATO, HAJIME MORI, SHUKU HONDA 


=) ver FEAT, BDH OEM DAN TY EL 
た 。 腹水 を 採取 後 直ちに 1% OsO, 緩衝 液 (pH 7.3) で 30 分 間 固 定 し , 合成 樹脂 包 埋 の 切片 
を 作っ た 。 録 察 の 対象 と し た の は 未 処 理 の 分 裂 各 期 と ュ ル ヒ チ ン 処 理 の 桜 分 裂 像 で ある 。 細胞 
1 個 当 り の 糸 粒 体 の 総量 に つい て は , Allard (1952) が 発表 し た ラッ ト の 肝癌 細胞 の 710 より 
も さら に 少な いよ う で ある 。 ま た 細胞 の 全 期 を 通じ て , 両者 と も に 他 の 研究 者 が 光学 像 下 の 所 
見 か ら 報 告 し て いる ょ うな , 球状 可 状 形 か ら 長 糸状 化す る と い ぅ 形態 的 変化 は み られ な い 。 休 
止 期 で は 核 が 細胞 の 一 側 に 偏在 し また は 陥 凹 部 が 形成 され る 場合 に , この 部 分 に お いて 著 明 に 
糸 粒 体 が 放線 状 配列 を 示す こと は 光学 的 所 見 と 一 致す る 。 前 期 に は 核 膜 側 に 接近 する も の が 多 
い が , 以後 の 時 期 で は いわ ゆる 光学 的 に 核 膜 消失 部 (に 相当 する 部 位 す な わ ち 拡大 し た 核 膜 孔 に 
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接近 し て いた 和 糸 粒 体 は , 膜 の 内 側 へ 移行 が か み られ , 膜 の 存在 する 部 分 で は 内 側 に 入り に くい 。 

核 膜 は 膜 妃 を 拡大 し , 徐々 に 離 断 し た 線 状 構造 と な っ て 細胞 質 側 に 移行 する か ら , 典型 的 な 像 
で は 線 状 構造 が ほとん ど 完 全 に 円 周 を 形成 する が , また それ ぞ れ 離れ て 数 層 と な り , また 断片 
的 に 存在 する こと も ある 。 系 粒 体 の 核 内 移行 は 核 陥 凹 部 が 他 部 に 比 し て や や 早く 行わ れる 傾向 
が ある 。 前 期末 か ら 中 期 赤道 板 の 染 色 体 の 核 型 配列 が 完成 され る 過程 に お いて , 糸 粒 体 の 一 部 
細胞質 に ある が 一 部 は これ ら 線 状 体 構造 で 胃 ま れ た 内 域 (この 核 膜 消失 後に 赤道 板 の 染 色 体 
群 の 占 む る 部 分 を 核 城 と 仮称 する ) に あり , また 糸 粒 体 が 全部 核 城 に 移行 し て いる 像 も ある 。 

ュ ル ヒ チ ン 処 理 の 両 腫瘍 細胞 で は 糸 粒 体 の 完全 な 核 城 へ の 移行 過程 が 明らか に 示さ れる 。 こ の 
現象 は 恐らく 光学 的 鈴 察 で は 困難 で ある と 思わ れる が , 分 裂 期 の 糸 粒 体 行 動 に つい て 特に 注意 
を する 必要 が ある 。 た だ し 一 般 組織 細胞 の 分 裂 期 に 同様 の 現象 が ある か 否 か は まだ 充分 に 検討 
し て いな い 。 中 期 か ら 後 期 に か け て , 染色 体 が 極 移 動 を まさ に 始め ょ 5 と する 段階 の 側面 像 で 
は , 赤道 面 か ら 両 極 に か け て の 分 布 が み られ , また 染色 体 糸 問 に も 分 布 し て いる 。 後期 に お い 
て 和 染色体 の 極 分 離 の 進行 と と も に , 両 娘 染 色 体 群 の 間 に 和 糸 粒 体 が 多く 集 る 。 COMM Cid Pi 
糸 様 の 糸状 構造 と 糸 粒 体 の 接触 が 行わ れ て いる よ うぅ で ある 。 系 粒 体 の 数 の 増加 が いずれ の 時 期 
に どの よう に 行わ れ て いる か は まだ 不明 で ある が , 娘 染 色 体 群 に 核 膜 形成 化 が 始ま る 頃 は す で 
こそ の 増加 が お こっ て いる よ 5 CHS. 終期 の 細胞 質 分 離 の 始ま る 時 期 に お いて は , 糸 粒 体 の 
分 配 は 2 娘 細 胞 に 全く 均等 に 行わ れ て いる こと が 切片 像 か ら 推 定 さ れる 。 新 核 膜 形成 時 に 和 糸 粒 
体 は 娘 染 色 体 群 を 囲ん で , 特に 中 心 粒 の 部 域 に 集 る が , 核 膜 形成 化 に 何等 か の 働き を 示す も の 
と 考え られ , 相互 に 関連 性 を 示す 像 が 得 ら れる 。 


附 議 
天野 重 安 : 貴 資 料 は まこ と に よい 材料 を 揃え て お られ , 小生 る 同様 の 核 膜 消 矢 , 糸 粒 体 と 染色 体 と の 混 り 
MS 00 menge 202 Aare 
は 諾 成 し ま す 。 光学 顕微 鏡 で は , 紡 鍵 体 の 外 内 の 別 が , KS, 位相 差 顕微 鏡 を 用 いた と し て も 決定 的 に 断 
案 を 下す こと は で きま せん 。 章 薄 切 緒 電 駐 像 の み が よ く こ の 問題 を 解決 する 能力 を 備え を て いる も の と 思い 
ます 。 
CB 邦彦 : 紗 鍵 体 城中 に は 細胞 質 中 の 粒 が 入ら な いと いう 者 も あり ます が , KAMER CH ER I 
入る の で あれ ば その 意義 は どの よう に 考え られ ます か 。 また mitotic apparat hk 特別 の 方 法 で も 用 い 
な いと 非常 に 固定 が 困難 の よう に 聞い て いま す が 何 か 考慮 を され まし た で し よ ょ 2?57 
大 里 俊吾 : 1. 核分裂 像 の 切 対 は 数 百 枚 を 得 て い る 。 そ の 中 須 の 本 中 心材 を 含む 切 Pr. も ゃ その間 に 和 糸 粒 体 
お よび 他 の 微小 頸 粒 が 観察 で きる 。 光学 的 な 編 鍵 体 は 電 顕 像 で は 得 ら れ て いな い 。 HORS RAKE 
する 連結 糸 は 切 緒 像 で 明らか で ある 。2. いわ ゆる 光学 的 核 膜 消失 前 後 の 糸 粒 体 行動 お よび 中 期 染 色 体 群 の 
し め る 核 域 と 細胞 質 頼 粒 の 問題 は 今日 まで 考慮 され て いな い の で 呼吸 酵素 系 に 重要 な 糸 粒 体 行動 を 一 応 現 
象 と し て 把握 する こと が 目的 で 。 その 意義 に つい て は 現在 不明 で ある 。 この 傾 域 は 電 顕 に より 可能 な 領域 
で あぁ る 。3. mitotic apparat は オス ミク 酸 を 主 材 と し た 固定 処理 の 切 財 像 か ら 中 心 粒 を 各 期 に わた っ て 像 
を 得 て い る の で , 固定 処理 は 電 顕 に 関す る 限り 困難 で な \ 
河合 和夫 : 光学 (位相 差 ) 顕微 鏡 で ARE LO RL 入る こと は 見 られ る 。 私 の 見 て 
いる 維 芽 細 胞 の 分 裂 で は この と き ミ ト の 配列 に 特異 的 な 配列 を 見 な い が エ ー ル リッ ヒ 閣 等 を 使用 し て お 
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られ る 先生 は 特異 的 な 動き と 配列 が ある と いわ れる の で すか 。 

ABBE: ネ 粒 体 の 分 裂 時 の 分 布 は 例え ば エー ルリ ッ ヒ 癌 で は , 中 期 細胞 質 周縁 に 核 膜 の 離 断 し た 残 侯 と 
思わ れる 線 状 構造 を 中 心 に 分 布 し , 一 方 染色 体 に 極め て 接近 し て 存在 する 。 これ ら の こと は 細胞 分 裂 時 に 
糸 粒 体 が 単に 受動 的 に の み 行 動 し て いる だ け で は な いと 思わ れる 。 他 の 細胞 に つい て は 観察 し て いな いか 
ら 分 らし な い が , われ われ は これ ら の 糸 粒 体 の 行動 を 韻 細 胞 に お ける 現象 と し て 認め て いる 。 





189. 所 講 嘩 液 腺 良性 混合 腫瘍 の 電子 顕微 鏡 的 研究 第 1 報 
太田 邦夫 , 高橋 登 


Electron Microscopic Studies on the So-called Benign Mixed 
Tumor of the Salivary Gland. I 


KUNIO OOTA, NOBORU TAKAHASHI 
(Cancer Institute & Tokyo Medical & Dental College, 1st Department of Pathology) 


The nature and histogenesis of the so-called mixed tumor of the salivary gland 
have been disputed. One of the authors has already published his results of 
analysis with histological methods. In the present studies some of the important 
points in the nature of the tumor concerned were studied with the aid of electron 
microscopy. 

The type of tumor consists of the epithelial elements, both of secretory and 
myoepithelial nature, the mesenchyme associated with vasculatures, and the 
peculiar kind of intercellular substance whose nature was only partly disclosed. 

First, in the central portion of the epithelial cell groups there are cuboid 
epithelial cells which occasionally form clearcut lumina. Fine and _ regularly 
arranged villi are seen along the lumina as in the case of normal secretory cells 
of the salivary gland. Signs of apocrine secretion are also noticed in the apical 
regions of these cells. In the close vicinity of the lumina similar cells are 
arranged in multiple layers and contact with each other by way of interdigitating 
double membranes. However, that kind of cells are relatively rare, and the 
majority are separated from each other due to the presence of the peculiar 
homogenous, electron-transparent intercellular substance and are keeping cytoplasmic 
contact barely with delicate processes. The above epithelial cells are invariably 
provided with ample mitochondria, endoplasmic reticula and osmophilic granules. 

Regularly there are second type of epithelial cells with fine structures consistent 
with myofilamentous bundles. They occupy more or less peripheral portions of the 
epithelial cell groups. The development of the fibrillar cytoplasmic structures is 
variable, but close similarity of those cells with normal myoepithelial cells is 
apparent. On the other hand, they also show gradual transition to the secretory 
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type cells. The myoepithelial variety of cells is arranged in a reticular fashion as 
is the first type of cells, and sometimes reaches to the direct vicinity of the 
capillaries surrounded by a few adventitial cells. There is no basement membrane 
to distinguish the epithelial cell groups from the perivascular mesenchyme. 

The obscurity of the borders of the epithelial cells is mainly due to the abundant 
presence of the relatively electron transparent homogenous material between the 
cell elements. The intercullular substance practically lack any fully developed 
collagen fiber everywhere. However, there are frequently electron dense coarse 
fibers closely resembling the elastic fibers, especially in the periphery of the 
epithelial cell sheets. Some smaller cells with more or less smooth cell surface 
are occasinally intermingled with the epithelial cell reticulum, and indicate their 
migrant cell origin. Electron dense granules and some opaque linear materials 
suggest degenerative products of the epithelial cells which are assimilated into the 
intercellular substance. Thus the latter can be interpreted as a mixture of 
secretion products, debris of the cells and remnants of the mesenchymal derivatives. 


190. 実験 的 細 網 肉腫 の 微細 構造 


川崎 浩 , 辻村 A, 渡辺 徹郎 , 井畑 春雄 , VS 孝 , 加藤 次 男 , 広 岡 茂 , 
矢島 能 直 , 川井 一 男 


The Fine Structures of Experimental Reticulosarcoma Cells 


HIROSHI KWASAKI, HISASHI TUJIMURA, TETSURO WATANABE, 
HARUO IBATA, TAKASHI SUGIKOTO, TSUGIO KATO, 
SHIGERU HIROOKA, YOSHINAO YAJIMA, 

KAZUO KAWAI 
(The 1st section, Department of Pathology and Cancer Institute, Osaka University Medical 
School, and the Section of Research and Clinical Laboratory, Osaka National Hospital) 


The production of sarcomata in the liver of rats with trypan blue has been 
reported by other authors (Gillman, 1948; Ooneda, 1956). Histological classification 
of experimental lymphoma in connection with an original cell was conducted by 
Gillmann. But there have been few reports on the fine structure of sarcoma cells. 
An electron microscopic observation was carried out on experimental reticulosarcoma 
cells. 

1% or 2% aqueous solution of trypan blue was injected subcutaneously in the 
rats of Wistar strain (0.5 ml. per 150 gm. body weight, fortnightly). The develop- 
ment of tumor in the liver is generally seen during 150-250 days after the beginning 
of the injection of trypan blue and histologically various types of reticulosarcoma 
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were obtained. Four or five small pieces of tissues were removed from the liver 
tumor of rats. They were fixed in 122 OsO, buffered at about pH 7.6 by the 
method of Palade, sectioned with a glass knife in varying thickness (0.05-0.1 ») 
and examined on electron microscope without removal of the embedding matrix. 
The result of observation may be summarized as follows. 

The nucleoli are high in electron density and compose a coarse strand. The 
vacuoles with a small dense granule are rarely seen in the karyoplasm. This 
suggests regressive changes of the nucleus. The nuclear membrane has irregular 
margin showing indentations and projections of varing sizes. The Golgi area 
consisting of numerous vesicles are rarely observed in the cytocentrum. The 
typical mitochondria are small in size and varying in shape. Cristae 
mitochondriales are generally unrecognizable. Degenerating mitochondria are 
occasionally observed. The rough surfaced elements of endoplasmic reticulum are 
short, flat and having a trend to gather in the centrosome region of the cell. The 
smooth surfaced endoplasmic reticulum are in vesicular forms. It is difficult to 
distinguish vesicular components in surrounding cytoplasm. Vesicular components 
are related to the intussuception of cell membrane. This fact is presumed to 
suggest the pinocytosis. These phagocytic bodies are aporadically observed in the 
cytoplasm. A very intimate correlation exists between these bodies and vesicular 
components. The specific lamellar granules and lipoid bodies are seen frequently 
in the cytoplasm. These are originated from the degenerating mitochondria. The 
cell membranes are irregularlly shaped and showed a zigzag pattern. The fine 
fibrils are observed among the adjacent cells. These fibrils are thought to be 


identical with the reticulum fibers. 


191. ま は ぜ (Acanthogobius flavimanus) に 発生 し た 乳頭 腫 


様 増生 細胞 の 電子 顕微 鏡 的 観察 
BER, SH 環 ( 州 大 学 医学 部 病理 学 教室 ) 


An Electronmicroscopical Cytological Observation of the Papilloma-like 
Hyperplasia in Fish (Acanthogobius flavimanus) 


NOBORU FUJIWARA, TAMAKI IMAI 
ま は ぜ の 腫瘍 様 表 皮 増 殖 に 関し て は , AH, 西川 , 岩下 ら の 報告 が ある が , 電 顕 所 見 の 記載 
は 知ら れ て いな い 。 著者 ら は , 秋 昨 より 博多 演 附 近 で 見 られ た 本 増生 に つい て 調査 し , これ を 
ERIC CMA LEO, ここ に 報告 する 。 
肉眼 的 に は , 本 病巣 は 灰白色 , 灰 淡 赤 色 ま た は 灰 黒色 , 柔軟 で 基底 が 広く , 10~20mm の 
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FED EDWG <, 隆起 を 示さ な いも の か ら 乳 頭 腫 状 の も の に 至る まで いろ いろ ある 。 し か も こ 
れ は 専ら 体 表 に 生じ , 内 臓 に は 見 られ な い 。 電 顕 像 で は , 増生 部 に は 少く も 2 種 の 細胞 が 区 別 
され る 。 そ の 一 つ は , 正常 表 度 細胞 に 似 た 細胞 で あっ て , 細胞 膜 が 明瞭 で , 各 細 胞 問 に 問 隙 を 
有 せ ず , 細胞 質 内 に は 微細 な 吾 粒 が 均等 に 分 布 し , 線 細 な 張 原 線維 が 明瞭 に 見 られ る (細胞 A)。 
この 細胞 で は 核 質 内 題 粒 が 疎 , 核 小 体 が 不明 瞭 で 。 ミト ュ ン ドリ ア の 多く は 類 円 形 を 呈し , 一 
遇 に 明瞭 な 2 重 膜 性 , 車軸 状 の 柏 を も つが , その 模 の 数 は 少な く , 基質 は 淡 明 で ある 。 い ま 一 
つの 細胞 (細胞 B) は , 上 記 細 胞 A と 混在 し て 認め られ る が , 正常 表 度 細胞 と は 著しく その 形 
態 を 異 に する 。 そ の 胞体 は 大 きい が , 核 は 小さ く , 核 質 内 頼 粒 は 疎 で , 核 小 体 は 微細 頼 粒 の 集 
合 と し て 多く は 明瞭 に 認め られ , その 電子 密度 が 高い 。 細 胞 質 内 に は 大 小 多数 の 空 胞 状 構 筐 物 
を 有 し , その 壁 は 2 重 で , その 内 膜 か ら は , 内 方 に 向 5 2 重 膜 性 の 橋 を 思わ し むる 突起 を 有 す 
る も の が , か な り 存 在 す る が , 該 樺 様 構造 は 短 か く , 痕跡 的 で ある 。 ま た :, 細胞 表面 の 一 部 か 
ら は , 不正 東 状 の 突起 が 出 て , 隣接 細胞 と 連結 する 個所 も 観察 され る 。 な お , この 型 の 細胞 に 
は , 細胞 質 内 に 直径 約 300m の 滑 沢 な 膜 に 包ま れ た 直径 約 70~150mp, 平均 100mz の , 

ほぼ 球状 わる い は 環状 の 電子 密度 の 高い 微小 体 が 見 られ , その 数 は 細胞 1 個 の 1 切片 上 に 1 一 
40 個 で , 細胞 質 内 に 普遍 的 に 分 布 し , 集団 は 作っ て いな い 。 し か し , 人 体 の 伝染 性 軟 属 腫 の 
軟 属 小 体 を 思わ し め る 如き 封入 体 は 見 られ な い 。 乳頭 腫 様 隆起 部 で は , 上 記 細 胞 B が 多く , 細 
胞 は 比較 的 少な い が , 隆起 が 著 明 で な い 部 で は , 細胞 A が 主 で , 細胞 B は た だ 少数 混在 する 。 

諸 所 見 を 総合 する と , この 細胞 B は , 細胞 A の 変性 型 で は な いか と 考え られ る が , これ と 上 記 
の 微小 体 と の 関係 は , な お 詳 で は な い 。 (文部 省 科学 研究 費 に よる ) 


天野 重 安 : 貴 電 顕 像 は 確か に 病原 ウィ ルス を 把 え られ た も の と お 見 受 致 し ます 。 A 細胞 と B 細 胞 と を 別物 
と し て お 扱い の よう で す が , これ ら 両 者 に は 移行 性 格 の 像 が ある は ず で , これ を 把 え れ ば , その 際 同 時 に 。 
この ウィ ルス 粒子 の 増殖 形式 が 明瞭 に され る の で は な いで し ょ うぅ なか 。 


192. 菜 外 線 顕微 鏡 に よる 吉田 肉腫 の 観察 MM 
一 分 裂 細胞 に つい て 一 一 
AER, 米沢 IE 邦彦 (京都 府立 医科 大 学 病理 学 教室 ) 


Ultraviolet Microscopical Study of the Living Yoshida Ascites 
Sarcoma Cells, (2) Especially the Mitotic Cells 


MASAYA ARAKI, TAKESHI YONEZAWA, KUNIHIKO SUGA 


われ われ は 前 回 に 吉田 肉腫 の 静止 細胞 に つい て Golgi “ 帯 " が 常に 核 の 一 側 こ に 明 庭 と し て 存 
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在 する こと を 報じ た 。 SHILA MMe BRLKOL 5 MALE. 

分 裂 期 に 入る と 紫外 線 吸収 が 弱く て 細胞 中 最も 明る く 見 えた 静止 細胞 の 核 内 に 強い 吸収 を 示 
す 和 染色 体 が 生じ 始め る 。 逆 に 核 内 吸収 物質 が 染色 体 に 濃縮 され る た め に 非 染色 体 性 物質 の 吸収 
が さら に 弱く な る 。 次 に 核 膜 が 消失 する が その 早期 に は 核 内 非 染色 体 性 物質 と 細胞 質 中 の 明 鹿 
は か た なり 明 央 に 区 別 し 得 る 。 間 も な く 両 者 の 区 別 は 全く で き な く な り 和 染色 体 は この 明る く 見 え 
る 領域 中 に 散在 し , や が て 赤道 面 に 配列 する よ うに な る (中 期 )。 分 裂 装置 一 少く と も 編 鍵 体 一 
が 核 の みか ら 形 成 さ れる か 否 か は 未 解決 な 問題 と し て 残さ れ て いる と ころ で ある が , 紫外 線 吸 
収 像 か ら み る と 炒 鍵 体 域 は 吸収 の 弱い 領 城 と し て 認め られ て , 上 述 の 如く 核 内 非 染 色 体 性 物質 
と Golgi “" 帯 " か ら で き た も の と 考え る こと が で きる 。 こ の よう に Golgi “HH”, 核 内 非 染 色 
体 性 物質 , 編 鍵 体 の 3 者 が 紫外 線 顕微 鏡 的 に 密接 な 関係 の ある こと は 吉田 肉腫 細胞 に し ば し ば 
認め られ る 2 遷 細 胞 形 成 の 所 見 か ら も 裏づけ する こと が で きる 。 す た なわ ち 乃 体 の 分 裂 が 伴わ ぬ 
場合 は 両極 に 達し た 両 染色 体 群 を 含む 部 分 と Interzone の 部 分 が 亜 鈴 状 に 吸収 を 欠く 領域 と 
し て 認め られ , 娘 核 の 再建 と と も に Interzone に 相当 する 部 分 が 後に Golgi “ 帯 " を 示す よ 
う に な る 所 見 に し ば し ば 接する こと が で きた 。 赤道 面 に 配列 し た 染色 体 群 を 一 極 か ら み る 場合 
は 分 裂 全 時 期 を 通じ て 最も 各 朱 色 体 が 明瞭 に 認め られ る の で ある が , 2650A より 2800A の 
方 が 一 層 明 瞭 で も る 。 こ の こと は 染色体 の 周辺 部 に 染色 体 と 質 的 , 量 的 に 異 っ た 吸収 物質 の 存 
在 を 意味 し て いる も の と 思わ れる 。 後期 は 分 裂 の 各 時 期 の 中 で 最も 短 時 間 で あり 平均 4-5 分 
で ある が 紫外 線 吸 収 の 所 見 の 変遷 も また 著しい 。 両 染色 体 群 が 2 群 に 分 れ て 両極 に 向っ て 移動 
し 始め る と その 初期 に 両 染色 体 群 間 に 2650A で 強い 吸収 を 示す 物質 の 存在 が 認め られ る 。 す 
な わ ち 2650A の 写真 で は 両 染色 体 群 も Interzone も と も に 強い 吸収 を 示す た め に 一 見 移動 が 
始ま っ て な いよ うに 見 える が 2800A の 吸収 像 か ら み る と 明らか に 2 DCOREAMHLA HEL T 
いる 。 さら に この 区 別 を 明瞭 な らし め る た め に その 吸収 率 を 測定 し て これ を 確認 し た 。 この 
Interzone に お ける 2650A で の 吸収 物質 は 時 に は 両 染色 体 群 が 両極 に 達する まで 多少 と も に 
残る か 末期 に な っ て 胞体 に “くびれ "”" が 生ずる 頃 に は 消失 し て 周辺 部 の 細胞 質 と の 区 別 が で き 
な く な る 。 分 裂 の 所 見 お よび 多 核 細胞 の 形成 過程 の 所 見 を 併せ 考え る と Interzone に は 両 染 
色 体 群 か ら 何 ら か の 2650A に 吸収 を 示す 物質 の 一 定量 が 放出 され , 両 菜 色 体 の 移動 と と も に 
Interzone に 拡 般 し その 濃度 を 次 第 に 減じ 周囲 の 細胞 質 と の 吸収 の 差 が か なく な る も の と 解釈 さ 
れる 。 こ の こと が 一 つの 起因 と な っ て 末期 の 胞体 の “くびれ "" が 始ま る の で は な か ろう か と 思 
われ る 。 その後 娘 細胞 の 再建 の 過程 は 前 期 の 逆 過 程 を た どる の み で ある 。 

(MBA LOE 3) 
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193. Freezing-Substitution 法 に よる 腫瘍 細胞 の 紫外 線 


ARME 
HAER, AR 猛 , 菅 邦彦, 光村 英子 , 土田 吉信 (京都 府立 医科 大 学 病理 学 教室 ) 


Ultraviolet Microscopical Study of the Ascites Tumor Cells by the 
Aid of Freezing-Substitution Method 


MASAYA ARAKI, TAKESHI YONEZAWA, KUNIHIKO SUGA, 
HIDEKO MITSUMURA, YOSHINOBU TSUCHIDA 


従来 われ われ は 紫外 線 顕微 鏡 に よっ て 生活 時 の 吉田 肉腫 細胞 の 形態 と 紫外 線 吸収 物質 の 分 布 
状態 を 観察 し て きた (既報 )。 こ の 方 法 で は DNA と RNA と の 鑑別 は これ ら が 同様 な 吸収 を 
RL, また 他 の 近似 の 吸収 を 示す 物質 が ある た め 固 定 材料 に つい て さら に 検索 する 必要 が ある 。 
その た め に は 生態 観察 を 行っ た 細胞 を その まま の 状態 で 固定 する こと が 理想 的 で ある が , 吉田 
肉腫 細胞 の 如き 潤 遊 細胞 を 形態 学 的 に も 細胞 化学 的 に も 変化 を 与え ず に 固定 する こと は 現在 で 
は 不可 能 で ある 故 , 変化 を 最小 限 に と ど め る 固定 法 を 追求 し た 。 われ われ は 吉田 肉腫 細胞 , 
Ehrlich 腹水 癌 細胞 を 用 いて 従来 用 いら れ て きた 塗 抹 乾燥 Methanol 固定 を 施し た 標本 に つ 
いて 生活 細胞 の 観察 時 と 全く 同様 な 撮影 条件 の 下 で その 紫外 線 吸 収 像 を 検索 し た 。 そ の 結果 , 
吉田 肉腫 細胞 に つい て は 生活 時 の 紫外 線 吸収 像 と 全く 異 っ て 固定 標本 で は 波長 2650A, 2800A 
CRESS LIMA, 核 , 細胞 質 は いずれ も 吸収 が 弱く 相互 問 の 差 が 少 い の で それ ら の 形態 は 
不明 瞭 で ある 。 こ うし て 観察 し た 同一 細胞 に May-Giemsa 染色 を 施す と その 像 は 従来 観察 し 
て きた も の と 何ら 特別 な 変化 を 認め る こと は で き な い 。 Ehrlich 腹水 癌 細胞 も 生活 時 に お いて 
は 明確 に 認め られ る 桜 小 体 並び に 核 内 吸収 物質 塊 は 従来 の 固定 後 は も る は や 認め 得 な い , た だ 生 
活 時 に は 核 内 の 吸収 物質 塊 以 外 は 細胞 中 最も 吸収 物質 が 少 い た め 核 が 明瞭 に 認め られ る に 反し , 
固定 後 は 細胞 質 よ り 核 の 方 が や や 強い 吸収 を ボ す の が 吉田 肉腫 細胞 と 異 っ て いる 。 以 上 の 所 見 
か ら 従来 の 塗 抹 乾 燥 Methanol 固定 法 は 紫外 線 吸 収 像 か ら み る と 生活 時 の それ と 著しく 異 っ 
た も の と いわ ね ば た なら な い 。 Mic Wet-Smear に よる Ether-Alcohol 固定 , お よび Metha- 
nol 固定 法 は 形態 学 的 に は 余 程 生 活 時 の それ に 近い も の で ある が 両者 と も 非常 に 強い 収縮 を 示 
す た め , 紫外 線 顕微 鏡 で は 生活 時 の それ か ら か な り の 隔 り が 認め られ る 。 一 方 凍結 乾燥 法 は 細 
胞 構造 の 変化 が 最も 少く , その 化学 成分 の 分 布 状態 も 他 の 固定 法 に 比べ る と 最小 限度 の 変化 に 
過ぎ な い が こ の 方 法 は 種々 の 理由 の た め ま だ 一 般 化 され る に 至っ て いな い 。 Freezing-Substi- 
tution は その 変 法 の 一 つ で あり , これ を 浮遊 細胞 に 応用 する と 組織 片 で 行 う に 比べ て 一 層 簡 易 
に 行 う こと が で きる 。 われ われ は 腹水 を 塗 抹 後 直ちに —73°C で 凍結 (Ether と Dry-ice に 
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よる ), その 後 Ethanol-Substitution を 行っ た 。 COLIC LUCERO CEROR 
抹 乾 燥 Methanol 固定 の 場合 と 同様 の 撮影 条件 で 紫外 線 吸 収 像 を みる と , 生活 時 に 認め られ 
た 吸収 像 と 全く 相似 と は いえ な いま で も 両 細胞 と も に 核 小 体 が 細胞 中 最も 強い 吸収 を 示し て 明 
瞭 に 認め られ 細胞 質 の 吸収 が これ に 次 ぎ , し か も Golgi “HH” が 明 庭 と し て 認め られ る の は 生 
活 時 の 革 外 線 吸 収 像 と ほとん と ど 同 様 で ちあ る 。 す な わ ち 紫外 線 吸収 像 か ら み る と 種々 の 固定 法 の 
中 Freezing-Substitution 法 が 形態 学 的 に も また 細胞 化学 的 に も 最も 生活 時 の それ に 近い 像 
を 示す こと を 知っ た 。 こ の 方 法 を 用 いて 吉田 肉腫 , Ehrlich 腹水 癌 細胞 の 紫外 線 吸 収 像 に 細胞 
化学 的 考察 を 加え た 。 (SCBA RFT IC kD) 


194. J PENEK AN 38 (F SB BAG RAE Ix OUT 
武内 忠男 . KR 博 (熊本 大 学 医学 部 病理 学 教室 第 二 講座 ) 
Polysacchride Synthesis of Ascites and Cancer Cells 


TADAO TAKEUCHI, HIROSHI OHAMA 


組織 細胞 の ある 種 の も の に は ブドウ 棋 一 科 酸 より glycogen を 合成 する 能力 か あり , それ は 
amylophosphorylase と amylo-1, 4-1, 6-transglucosidase の 酵素 作用 に よる こと が 生化 学 
的 に も また 組織 化学 的 に も 証明 され , か か る 能力 を 持つ 組織 細胞 は 特定 の 細胞 で は ある が か な 
り 広 範囲 に っ て いる こと を 武内 ら が 明らか に し た 。 そ し て 癌 細胞 に お いて も プ ブドウ ツウ 横 一 和 酸 
より 多 本 体 を 合成 し うる こと を 既報 し た が , ある 種 癌 細胞 の 本 合成 能 が 癌 の 診断 に 果して 役 立 
つも の で ある か , さら に 閣 細 胞 の 多糖 体 合成 能 の 意義 に こつ いて も 検討 する 必要 が ある の で 本 報 
告 で は 胸 腹 水 と それ ら の 塗 抹 標 本 に つい て 研究 し た 。 

検索 材料 並び に 方 法 悪 性 腫瘍 特に 韻 腫 患者 の 胸 腹 水 お よび 対照 と し て 肝 性 ・ 心 性 並び に 腎 性 
腹水 を 使用 し , 生化 学 的 に それ ら の amylophosphorylase 作用 を 武内 ら の 定量 法 変 法 (大 浜 ) 
を 使用 し , また 胸 腹 水 遠心 沈 溶 の 没 抹 標本 に つい て 細胞 成分 の phosphorylase 反応 (武内 ) 
を 武内 ・ 栗 秋 (Takeuchi & Kuriaki) 法 お よび Takeuchi 法 を 使用 し て 検討 し た 。 

FAK BOE OVC : 癌 性 胸 腹 水 に お いて は amylophosphorylase 活性 値 が か な り 上 虹 し 
て いる こと が あり , 大 浜 変 法 に よる 条件 で は 閣 腫 性 胸 腹 氷 で 17 例 中 最高 45.2 単位 (0.1mg/ 
dl) 最低 18.5 単位 平均 25.7 単位 を し , 肝 便 変 症 に よる 腹水 で は 8 例 平 均 7.5 単位 , 心性 
腹水 で は 2 例 平 均 6.9 単位 , 腎 性 腹水 で は 2 例 平 均 1.8 単位 を 示し , ホ ヂ キン 氏 病 並び に 縦 
隔 洞 腫 場 で は それ ぞ れ 平均 13.1 単位 お よび 6.8 単位 を 示し , 冶 腫 の 場合 に 最も 高 単位 を 示 
Lito 結核 性 胸 腹 水 で は 不定 の 活性 値 示 し た が , 瘍 腫 の それ の 高 活性 値 の も の に 比 し て 低 値 
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を 示し た 。 HMO 5 5 ち で は 肝癌 に 比較 的 高値 を ボ し た ( 表 省 略 )。 こ れ ら を 組織 化学 的 に 観察 す 
る と amylophosphorylase 反応 を 最も よく 示す の は 閣 細 胞 で あり , 次 で 多核 白血球 で あっ て , 
その 他 の 細胞 成分 は 陰性 か 胸 腹 水 で は 証明 が 困難 で あっ た 。 癌 細胞 の 本 反応 は 陽性 の 強い も の 
か ら 陰 性 の も の まで あり , 私 ども が 前 回 報告 で 組織 こつ いて 認め た 所 見 に 一 致す る 成績 を 得 た 。 
そし て 痛 細 胞 の 内 に は 白血球 より も 著しく 強 陽 性 を 示す 細胞 が か な り 存 在 し , それ ら が 定量 値 
の 高い の と 関係 し て いる こと を 認め た 。 し か し 癌 細胞 の すべ て が 強 陽 性 で は な く 陰 性 の も の も 
HY, また 閣 細 胞 の 種類 に よっ て も 差 が ある こと を 認め た 。 

以上 の こと か ら 冶 性 腹水 に お いて は amylophosphorylase 活性 値 が 上 見 し て いる こと が あ 
り , その よ うな 場合 に は 腹水 中 に 認め られ る 閣 細 胞 の 細胞 内 多糖 体 合成 能 が 高まっ て いる こと 
が わか っ た 。 こ の よう な 胸 腹 水 お よび 細胞 を 見 出し た 際 に は それ は 韻 腫 の 診断 に 意義 が ある と 
考え られ , 今後 の 検討 が 期待 され る 。 ( 婦 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 





195. 腹水 用 痛 の 研究 (XIV) 
各 系 腫瘍 内 に 保有 され る グリ ュー ゲン の 量 的 差異 に つい て 
野内 文雄 , 佐藤 春 朗 


Studies on the Ascites Hepatoma (XIV). Difference in Cytochemical 
Response of Each Strain of the Tumor Cells with Special 
Reference to Glycogen 


FUMIO NOUCHI, HARUO SATO 
(Department of Pathology, Fukushima Medical College) 


It has been observed that each of the rat ascites hepatomas had its own 
indivisuality in their growth speed and morphological characteristics. In this series 
of experiments, the PAS positive substances (which were of glycogen in nature) 
were examined in the tumor cells of the ascites which were obtained at various 
times during a single transplant generation and after Nitromin or Nitrogen mustard 
administration. 

1) Dried smears of the ascites were fixed in alcohol, and stained with Lillie’s 
Periodic Acid-Schiff technique. Number of the PAS positive tumor cells was 
examined by counting 1,000 cells in each preparation. 

2) The rate of PAS positive cells was different in each strain of tumors. In 
some strains of tumors, the PAS positive granules were frequently revealed and 
abundant in amount. Thus, for example, more than 90% of the cells possessed the 
PAS positive granules in the tumors of AH 13 and 66F, while only 5% or less did 
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in those of AH 21, 318 or 63. The amount of the substances in the cells was more 
abundant in the former than in the latter. 

Although daily variations or individual differences in the appearance rate of the 
granules were observed in some strains of tumors, the appearance of the PAS 
positive tumor cells was marked in the first day of transplantation, decreasing in 
the late stages, in general. An increase of PAS positive cells was observed in 
some rats in which a spontaneous regression of the tumors had occurred. 

3) Increase of PAS positive cells was examined after administration of various 
doses of Nitromin or Nitrogen mustard. The drugs were given 3 days after 
inoculation, and the ascites was drawn at various intervals after injection. As 
stated in the previous report (Gann, Vol. 48, p. 403, 1958), there were two phases 
of increase in the rate of PAS positive cells. The second increase was correlatied 
with the appearance of the characteristic cytological effects, although there were a 
few exceptions (AH 21, 63). The characteristic increase of PAS positive granules 
was not observed in the tumor (AH 7974, 322) which was resistant to Nitromin 
and Nitrogen mustard. Different responsiveness in each hepatoma to Nitromin or 
Nitrogen mustard was generally correlated with the rate of the PAS positive cells. 


* This investigation was supported by Grant CY-2799 from the National Cancer Institute, 
NIH, U.S. Publ’c Health Service. 


(文部 省 科 学研 究 費 に よる ) 


附 議 

BE: 細胞 の 一 世代 内 の 各 時 期 に より 糖 原 の 菩 積 量 の 相違 が ある の で は な いか , し た が っ て 各 時 期 の 細胞 
が 混 っ た 材料 を 用 いて は この 点 で 比較 に 不明 確 を きた さ な い で し よう か 。 

野内 : た し か に , 分 裂 中 の PAS 細胞 の 陽性 率 は , 休止 期 の 細胞 より や や 低い よう で す 。 し か し , 

PAS 陽性 の 分 裂 細胞 も 多数 見 られ て お り ま す 。 ま た, 算定 細胞 数 は , 1000 個 で ありま す 。 た いし て , 陽 
性 率 に 差 を 与 を な いも の と 思い ます 。 

武内 : 細胞 内 に glycogen が 増し て いる 場合 の 条件 と し て 一 つ は その 細胞 の glycogen 合成 能 が 高まっ て 
いる 場合 と , 他 は 初め 合成 され て いた も の が glycogenolysis の 障害 で その まま 敬 積 され て いる 場合 の 二 
つが ある と 私 ども は 考え て いる が , 演者 の 場合 移植 初期 の glycogen 増加 と 抗癌剤 を 使用 し た 場合 の それ 
と の 増加 因子 に つい て どの よう な こと を お 考え し て お られ る か お 伺い し た い 。 

野内 文雄 : 私 ども は , 移植 第 1 日 目 の 増加 は , ラッ テ 側 の 因子 に よる も の と 考え , また Nitromin 投与 時 
の 増加 は , glycolysis の 障害 に よる と , 仮定 し て お り ま す 。 こ の 点 に つい て , 目下 実験 中 で あり , 先生 の 
発表 に な り ま し た , Transglucosidase, Phosphorylase に つい て る, 一 部 実験 し て お り ま す が , まだ デー 
タ が まとまり ませ ん の で 今回 は 除き まし た 。 
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196. Ehrlich 腹水 癌 細胞 に お ける 細胞 変性 の 形態 学 と 呼吸 
お よび 解 糖 と の 関係 


森口 2 SHARE (三重 県 立 大 学 医学 部 病理 教室 ) 
Biochemical Studies on the Degeneration of Ehrlich Ascites Tumor Cells 


HIROSHI MORIGUCHI, YAKUMO IMANAKA 


細胞 変性 の 大 き な 形 態 学 的 所 見 は , in vitro で は まず blister formation で ある 。 ワー ル 
ブルグ ダグ 検 圧計 で Ehrlich 腹水 癌 細胞 の 呼吸 , 解 構 を 測定 する 際 に も , 1 時 間 後 より 形成 され , 
4 時 間 後 に は 極め て 高度 と な り , 核 お よび 細胞 質 基質 は その 約 1/3 量 を 失 5 。 こ の 失わ れ た 基 
質 が 細胞 の 呼吸 お よび 解 糖 値 こ いか な る 影響 あお よ ぼ すか を 検討 し た 。 

1. blister の 呼吸 と 解 糖 : 移植 4 日 目 の Ehrlich 腹水 癌 細胞 を 5 mie, 内 因 性 呼吸 お 
よび グル ュー ス (5.5, 11, 22 mM) 添加 の 際 の 呼吸 お よび 乳酸 産生 を 計り , グル ュー ス 添 加 
の 際 は その 濃度 に 比例 し て 乳酸 量 の 上 書 する こと を 確 め た 。 次 に , 2~4 時 間 前 振り 後 遠 沈 し 
て 細胞 を 除き , その 上 清 に 前 述 濃度 の グル ュー ス を 添加 し て , 呼吸 お よび 乳酸 産生 を 測定 し た 。 
形態 学 的 に も blister は 糸 粒 体 を 含ま な い が , 上 清 の 呼吸 は 極め て 低い 。 乳酸 産生 量 は グル コ ュ 
ー ス の 添加 され な い 対 照 に 高く 。 グル ュー ス 添 加 例 は 僅か に 上 時 す る に 過ぎ な いこ と を 知っ た 。 
すなわち , 細胞 の 場合 と 全く 反対 の 成績 を 得 た 。 こ の 上 清 の 乳酸 産生 か いか な る 過程 で 産生 さ 
れる か は 現在 詳 か で な い が , 細胞 と 無関係 に 上 清 で 乳酸 産生 が 行わ れる と い 5 事実 は , 長 時 間 
に 互 る 測定 の 際 に は 留意 せら る べき 現象 と 考え る 。 

2. 腹水 内 呼吸 促進 因子 : 細胞 構成 に よる エネ ルギー 源 が 主として 呼吸 に ある か 解 本 に よる 
か と い 5 問題 は , 細胞 学 上 興味 ある 研究 課題 で わる 。 われ われ は この 問題 の 研究 中 , Ehrlich 
腹水 韻 腹 水中 に この 細胞 の 呼吸 を 高め る 因子 の 存する こと を 知っ た 。 脱 フィ ブリ ン 腹 水 0.2ml 
の 添加 は , 呼吸 を 内 因 性 呼吸 の 約 50% (2 時 間 値 ) 上 時 せしめ る 。 こ の 因子 は 箕 析 に より 失 
われ , 耐熱 性 で , 血性 腹水 は その 効果 が 弱い 。 こ の 因子 が 代謝 源 と し て 利用 され る の か , ある 
い は 内 因 性 呼吸 を 促進 する の か まだ 詳 か で な い が , 細胞 学 上 興味 深い 問題 と 考え ここ に 報告 す 


る 。 





[GANN, Vol. 49, Suppl. 1958) 243 








197. 閣 細 胞 の 形態 変化 と その 分 裂 増 殖 能 に つい て 
iD ze 
に つい て の 考察 ) 


田内 A, 佐藤 秩 子 
(名 古屋 大 学 医 学部 病理 学 教室 第 二 講 座 , 名 古屋 市 立 大 学 医学 部 第 一 病理 学 教室 ) 
On the Morphological Changes and Proliferative Activities of Cancer Cells 
“Some Considerations of Proliferation of Smaller Cancer Cells and 
of Regeneratory Proliferation of Atrophied Liver 
Cells of Starved animal’ 


HISASHI TAUCHI, TSUNEKO SATO 


1) MARAE SIT SER : ARF EMO MMIC HE BS REITER AV Teo 対照 で 
は , 部 分 的 肝 切 除 (5022) 後 , 肝 細 胞 の 分 裂 増 殖 像 を 主として 小葉 中 心 層 , 中 間 層 に , 腫 大 な い 
し 肥大 像 を 主として 辺 縁 層 に 認め た 。 核分裂 最盛 期 は , 対照 で は 切除 後 48 時 間 , 術 前 絶対 錠 餅 
(主として 9 日 ) 術 後 給食 群 で は お お むね 72-96 時 間 で , 対照 に 比 し , 僅か に 不 規則 し か も 増 
殖 像 は や や 軽い 。 術 前 (主として 8 日 前 後 ) 術 後 と も 絶対 角館 群 で も 対照 に 比 し て 遅延 の 像 が 
明らか で , し か も 極め て 貧弱 な 増殖 傾向 の 持続 と し て の み 認 め ら れ , 各 細 胞 に よる 分 裂 像 発現 
の 時 期 的 偏 異 強く , 全般 的 に 不 規 則 な 像 を し た 。 餅 僚 姜 縮 肝 細 胞 に は 分 裂 増殖 像 を 認め ず , 
細胞 の 大 き さ , 細胞 内 Pyronine PHEW kU Mitochondria (ROK MED CHB 
期 を 迎え る こと を 認め た 。 MAMA TOMI Th, 他 臓 器 の 犠牲 に お いて 肝 細 胞 内 
RNA は 切除 時 より も 比較 的 増加 し , 細胞 は 容積 お よび 内 容 を 次 第 に 増し , 少数 に 分 裂 増 殖 像 
を 認め る 。 増殖 し な い 細胞 で は 容積 の 増大 を 玉 ボ す の み で か か る 細胞 は 中 途 死 亡 例 に 特に し ば し 
(XT So 

2) 家 各 に お ける この 小 実 験 を 試み た ゆえ ん の も の は , 私 ども が 人 冶 腫 の 組織 学 的 検索 こよ 
っ て 得 ら れ た 若干 の 疑問 の 解明 に 対す る 一 示唆 を 得 よ うと し た た めで あっ て , AMM L BO 
肝 細 胞 と の 根本 的 な 生物 学 的 相違 に つい て 何等 の 顧 慮 が 払わ れ な か っ た わけ で は な い 。 す な わ 
ち , 多数 の 試験 切除 , 手術 , 割 検 等 に お ける 腫瘍 細胞 の 組織 学 的 検索 により, 人 体 癌 腫 例 で は , 

一 般 的 に その 発育 増殖 経過 こし た が っ て 痛 細 胞 の 小型 化 へ の 傾向 を 認め , TIER TC 
は , この 小型 化 癌 細胞 の 発現 が , 比較 的 注目 に 値する こと を 認め た 。 し か し て この 小型 化 癒 細 
胞 の 発現 に 対し , 癒 発生 時 に すでに 共存 し た Mutant と し て の 小型 癌 細胞 の 末期 に な っ て の 
FER THA, 癌 細胞 群 の 退行 壊死 過程 と し て の 小型 化 像 , 癌 細胞 群 の 環境 の 変化 に 対す る 一 
時 的 の いわ ゆる 抵抗 型 化 , ある い は 一 般 細胞 の 姜 縮 に 比 診 すべ き 容 積 の 減少 。 韻 細 胞 か ら の 
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Mutant と し て の 小型 細胞 化 等 々 が 考察 され よ う 。 こ れ ら の すべ て に 対し て 各々 表 定 的 の 立場 
ee ee 
初期 に は 到底 認め られ な か っ た に か か わら ず 末 期 癌 腫 例 に 時 々 みろ ら れる 心 型 癌 細胞 の 増殖 像 に 
対し て は , MAD» 50 Mutant と し て の 小型 癌 細胞 化 を 認め た い 。 し か し て また , AK 
庫 発 育 増殖 経過 は , 一 方 Mutant と し て の 導 細 胞 の 小型 化 に 対し て の 好適 な 条件 の 一 つと し 
て 考え られ , 閣 細 胞 の 増殖 環境 の 刻々 の 変異 に 対す る 一 種 の 海 汰 現象 と で も 解せ られ よぅ 。 あ 
る 種 の 癌 , 例え ば 胃癌 で は , この よう な 過程 が , 高 年 者 に 比較 的 し ば し ば の よう な 傾向 を 認め 
た 点 も 見 逃 せ な い 。 

人魚 餅 家 系 に お ける 私 ども の 小 実験 は , 全身 魚 僚 状態 に お いて も 強制 され た 細胞 増殖 に は , 細 
胞 自己 に お ける 充分 な 条件 の 具備 の 必要 性 を 教え , 全身 的 の 悪 液 質 下 に お ける 増殖 小型 癌 細胞 
に 対し て 単なる 癌 細胞 の 状態 を か えて の 増殖 で は な く , Mutant と し て の 独立 性 を 与え る 点 に 
有力 な 示唆 を し た と 考え た い 。 ま た 癌 腫 例 の 経過 の 進行 , 悪 液 質 化 と と も に Variant と し 
て 生じ た 各々 癌 細胞 の 増殖 の 限度 , 増殖 に 対す る 小型 癌 細胞 の 条件 の 有利 等 , それ は 肝 細 胞 の 
増殖 を 強制 され た 餅 僚 家 各 に お ける 肝 細 胞 増 殖 の 様相 と 当該 家 兎 の 生死 と の 相関 に お いて , 若 
干 興味 深く 比較 され 得 よう 。 ( 廊 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 


198. 肝 細 胞 交 お よび 肝硬変 の 核 直 径 と 組織 像 に つい て の 考 窒 
永 友 知 勝 , 小田 富雄 , 坂 谷 信 次 , 尾崎 陽 (大 阪 大 学 医学 部 病理 学 第 一 教室 ) 


Some Study on the Histologic Features and Nuclear Size of 
Hepatoma and Liver Cirrhosis of Autopsy Cases 


TOMOKATSU NAGATOMO, TOMIO ODA, SHINJI SAKATANI, 
YOU OZAKI 
材料 。 近畿 地方 に お ける 判 検 例 中 の 肝 細 胞 癌 54 例 , AMEN REE 46 例 に つい て 核 直径 の 
計測 を 行っ た 。 方 法 。 ホ ル マ リ ン 固 定 , 64 の パラ フィ ン 切 片 を HE 染色 標本 と し , パン フ 
ォ ト で 撮影 , 引 伸 し た 写真 に つい て , 各 例 と も 500~1000 個 の 核 の 最大 直径 を 測り , その 分 
布 を 百分率 に て 示し た 。 対照 。40 才 以 上 の 男女 TAT, AREA CHRS Bde 4 DIED 


き 行っ た 百分率 は 


4.51-5.00 pz. 5.635 5.01~5.50 u. 16.625 

5.51~6.00 u. 27.396 6.01~6.50 x. 27. 496 

6.51~7.00 x. 12. 826 7.01~7.50 u. 4.5% 
で ある 。 
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測定 結果 。1) 肝 細 胞 癌 54 例 を 索 状 構造 を 示す 成熟 細胞 型 。 索 状 構造 を 示す 未熟 細胞 型 お 
よび 索 状 構 造 を 示さ な い 未 分 化 型 に 分 類する も 特に 核 直 径 と の 間 に 関 係 は みとめ られ な い 。 54 
例 の 計測 値 の 平均 し た 百分率 は 


5.01~5.50 u 5.822 5.51~6.00 ん 7.4% 
6.01~6.50 ん 9.0% 6.51~7.00 ん 9.296 
7.01~7.50 ん 9.396 7.51~8.00 u 8.935 
8.01-8.50 4 9.2% 8.51~9.00 u 8.1% 
9.01~9.50 ん 6.825 9.51-10.00 4 6.095 


N 


Ch ° 

2) 54 例 の 肝 細 胞 癌 中 肝硬変 を 伴う 5 も の 32 A, うち 多 小 葉 性 輪状 偽 小 葉 形 成 の 明 療 な も 

の 21 例 , 輸 状 偽 小葉 形成 の 比較 的 著 明 な も の 8 例 と 線維 化 肝 13 例 の 平均 百分率 は それ ぞ れ 
51~5.00 u 65. 6.7. see 5.01~5.50 4 413: 7.. 12:1 153 


4. 

5.51~6.00 4 18.5 16.0 19.6 6.01-6.50 ん 18.6 19.9 17.4 
6.51~7.00 u 14.6 17.3 15.3 7.01-7.50 ん 8.7 11.3 9.8 
7% 


51~8.00 ん 5.1 6.0 49 
22 で ある 。 
3) 其 縮 性 肝硬変 46 例 中 , 輸 状 偽 小葉 形成 の 比較 的 著 明 な も の 21 A, 輸 状 偽 小葉 形成 の 
な いも の お よび 少数 の も の 11 例 ,。 ウィ ルッ ソン 氏 病 に 伴 5 肝硬変 4 例 に つい て の 百分率 は それ 


th 
5.01~5. 50 a 6.5 8.9 141 5.51~6.00 u 13.2 20.1 16.0 
6.01-6.50 u 19.9 24.2 19.5 6.51~7.00 ん 19.3 18.4 13.1 
7.01~7.50 ん wi U 48 7.51~8.00 u 6.9 3.2 4.9 
22 で ある 。 


肝 細 胞 癌 は 6.00-8.502 の 間 に 平 坦 な ピー ク を 示す 。 正常 肝 お よび 分 類 し た 各種 肝硬変 の 
ビー ク は 6.01~6.50n の 間 に 存 在 す る が , それ 以上 の 直径 の 百分率 は 対照 より 多い 。 一 般 的 
に は 輪状 構造 を 呈す る 肝硬変 , 肝 細 胞 韻 に 共存 する 肝硬変, 輸 状 構造 を 呈 さ な いま た は 少 い 著 
縮 性 肝硬変 , 対照 の 順に 頻度 が 減少 する 。 
ot 議 
牛島 : 肝癌 例 に お いて 大 , 小 核 を 有する 二 種 以外 と さら に 大 き な Peak を 有する も の は な か っ た か ? 


section の 厚 さ を 考慮 する 要 あ り 。 

KA: 肝 細 胞 癌 と 周囲 の 肝 組 織 と の それ ぞ れ の 核 直 径 の 分 布 曲線 を 比較 し て , 大 核 直 径 肝 細 胞 癌 を 分 類 し 
まし た 。 分 布 曲線 中 の 最高 の ピー ク の 位置 が 10 て 114 の 間 に 存 する も の が 1 例 あ り ま し た が , 周辺 の 肝 組 
織 の 分 布 曲線 も 平均 より 大 きく な っ て いま し た の で , 特に 超大 核 直 径 の 分 類 を せ ず 。 単に 大 核 直 径 肝 細 胞 
癌 に 入れ まし た 。 切片 の 厚 さ に つい て は 厚く すれ ば さら に 直径 の 大 な る 細胞 の 数 は 増加 する と 思わ れ ま す 。 


前 述 の 1 例 に つい て さら に 検索 し た いと 思っ て いま す 。 
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19. 腹水 肝癌 細胞 の 運動 能 と 浸潤 性 増殖 お よび 転移 形成 
と の 関係 に つい て 
広野 BM (名 古屋 大 学 医学 部 病理 学 教室 第 二 講座 ) 
Relationship Between the Ameboid Motility of the Ascites Hepatoma 
Cells and Their Invasiveness and Metastatic Spread 


IWAO HIRONO 


1) 吉田 腹水 肝癌 AH 130, AH 7974, AH 602 D=AIC OL THM OM AER EAE 
察し た 。 す な わ ち 硝子 毛細 管 を 用 いて 採取 し た 腹水 の 一 滴 を メ ヂ ウム を 加え る こと な し に カバ 
ー 人 硝子 の 中 央 に 落し , 余分 の 腹水 は 再び 毛細 管 で 吸い と っ て , 円 形 の 薄い 層 を 形成 する よう に 
する 。 こ れ を 予め ホー ル の 周囲 に ワセリン を 沙 っ た ホー ルス ライ ド に か むせ 軽く 圧 を 加え て 密 
PAL, RRB AL LC 87°C の 恒温 箱 中 で 鏡 検 し た 。2) 標本 作成 直後 に は 遊離 し た 単 一 腫瘍 
細胞 は 円 形 で , 肝癌 島 の 周 朋 も な め ら か で ある が , 1 時 間 後 に は 島 め 立体 構造 は 次 第 に 和 失わ れ 
て 単 悦 と な り , 島 の 周辺 部 お よび 単 一 遊離 の 腫瘍 細胞 は 編 畠 形 に 変形 し , 著 明 な 偽 足 を 出し て 
移動 し , 島 構 成 細胞 は 相互 に 離れ , 約 4 時 間 後 に は 観察 直後 の 像 は 全く みみ られ ずい わ ゆ る 組織 
養 の よう な 像 を 呈す る に いた っ た 。 pair な いし は 比較 的 小型 の 島 で は 島 全 体 が 一 つの 単位 
と し て 移動 する の も み ら れ た 。 こ の 観察 方 法 で 平均 6 時 間 , 時 に は 10 時 間 以 上 に も わた っ て , 
か か る 運動 を 観察 し 得 た 。 運動 能 は 肝癌 の 系 統 に よっ て 著しく 異 り , AH 130 で は ほとん と 毎 
回 の 観察 例 に お いて 上 述 の 如き 活 溢 な 運動 が み られ た が , AH 7974 で は 全 鈴 察 例 の 約 半数 に 
お いて か か る 現象 が み られ た 。 人 A 耳 602 の 腫瘍 細胞 は ほとん ど 運 動 を 行わ な か っ た 。 以上 の 観 
察 は メデ ウム を 加え ず に , 腹水 その も の に つい て 直接 行っ た も の で あり , 生体 内 に お いて も 腹 
水 の 停滞 の ある 場所 で は 腫瘍 細胞 は 組織 の 表面 に 接触 し て か か る 運動 を 行い , 組織 内 に 浸潤 す 
る も の と 考え られ る 。 し た が っ て 生体 内 に お いて も AH 130 は 最も 活 溢 に 運動 し , AH 602 
は 極め て 弱く , AH 7974 は 中 間 で あろ うと 考え られ る 。 3) そこ で ウィ スタ ー 系 ラッ ト を 用 
い , それ ぞ れ の 肝癌 腹水 0.05 cc を 腹腔 内 移植 し , 移植 後 経 時 的 に 殺し て , 腫瘍 の 浸 潤 性 増 将 
の 現われ る 時 期 を 検索 し た 。 ま た 他 の 一 群 の ラッ ト に つい て は 腫瘍 死 を まっ て 浸潤 状態 並び に 
転移 形成 有無 を 検索 し た 。AH 130 お よび AH 7974 で は 移植 後 3 日 目 に 大 網 に ご く 軽 度 の 浸 
潤 が 組織 学 的 に 認め られ , 5 日 目 に は 大 網 , BIR, 腹壁 内 面 等 に 完全 な 浸潤 を 示し た 。 一 方 
AH 602 で は 移植 後 8 日 目 に , は じ め て 大 網 表面 に 腫瘍 細胞 が 僅か に 附 着 し て いる の が 組織 学 
的 に 認め られ た 。 ま た 死後 剤 検 時 の 浸潤 状態 も る AH 130 で は 最も 強く , AH 602 で は 軽 徴 で 
あり , AH 7974 は 中 間 で あっ た 。 肥 気 管 汐 巴 腺 お よび 肺 臓 へ の 転移 は AH 130 が 最高 頻度 で , 
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AH 7974 23, これ に つぎ , AH 602 は 最低 で あっ た 。 

4) 以上 の 如く 同じ 腹水 肝癌 で も 系 統 に よっ て 腫瘍 細胞 の 運動 能 が 異 り , また 運動 能 と 浸潤 
性 増殖 お よび 転移 形成 能 と の 間 に 密 接 な 相関 関係 が 見 出さ れ た こと は 非常 に 興味 深い こと で あ 
り , この こと は また 腫瘍 の 家 潤 性 増殖 な いし は 転移 形成 に 対し て 細胞 の 運動 能 が 重要 な 役割 を 
演じ て いる こと を 具体 的 に 証明 する も の と 思わ れる 。 ( 父 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 


200. 島 形 成 性 お よび 単細胞 性 ラッ テ 腹 水 肝 冶 の 免疫 病理 学 
的 相互 関係 に つい て 
杉本 武彦 , 辻 由 生 子 , 小林 博 


Immunopathological Correlation Between ‘Island Hepatoma’”’ and 
“Single Cell Hepatoma ’’ of Rats 


TAKEHIKO SUGIMOTO, YUKO TSUJI, HIROSHI KOBAYASHI 
(Pathological Department, Medical School, Hokkaido University) 


Recently many single cell hepatomata were induced, besides hepatomata containing 
island of tumor cells. Those are AH 13, AH 66 F, AH 130 and Buffalo’s hepatoma 
F. Single cell hepatoma was also isolated recently from AH 7974 during successive 
transplantations in our laboratory. Present study is undertaken to compare the 
cytological and immunological characteristics between single cell hepatoma and 
island hepatoma. HT 1 and HT 2 ascites hepatoma containing islands which were 
induced in our laboratory by butter yellow diet in Gifu hybrid rats, were also 
compared with various strains of existing ascites hepatoma rat. The two types of 
ascites hepatoma were examined by Giemsa staining cytologically and by their 
histological pattern of subcutanous solid tumor. On the other hand, single cell and 
island hepatoma were transplanted into abdominal cavity of mice. The mice, 
naturally healed from intraabdominal proliferation of hepatoma cells during a week, 
resisted the intraabdominal re- and cross-transplantation of two types of ascites 
hepatoma for 100 days not only of the strain used for immunization, but also other 
strains of single cells and island forming hepatomata. However, after 50 days 
from natural healing, the mice did not inhibit the intraabdominal cross-transplanta- 
tion of Takeda and Yoshida sarcomas. Mice were also immunized with TCA 
treated two types of hepatoma cells with added Freund’s adjuvant. These mice 
showed also the trend to resist not only intraabdominal transplantation of the same 
type of hepatoma but also of the other type of hepatoma. However, they did not 
inhibit the cross-transplantation of Takeda and Yoshida sarcomas. 
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According to the present study, it can be said that the single cell tumor derived 
from ascites hepatoma belongs to the hepatoma and the immunological differences 
between single cell hepatoma and island hepatoma of rat is only quantitative and 


not qualitative. 


201. エー ルリ ッ ヒ 腹水 癌 お よび 吉田 肉腫 細胞 の 信 喰 作用 に 


関す る 実験 的 研究 
宮崎 吉 平 , 沢井 守正 , 船 曳 隆之 , REM 
Experimental Researches on the Phagocytosis of Ehrlich Ascites 
Carcinoma Cells and Yoshida Sarcoma Cells 


KICHIHEI MIYASAKI, MORIMASA SAWAI, TAKASHI FUNABIKI, 
INE KOMIBUCHI 
(Department of Pathology, Kobe Medical College) 


In this study 26 organic pigments, products of Sanyo Shikiso Ltd., adequately 
diluted with water were injected into mice with Ehrlich ascites carcinoma and rats 
with Yoshida sarcoma. 

(1) Each mouse was injected intraperitoneally with 0.5 cc of 1% solution on 3rd 
and 4th days after the transplantation of Ehrlich ascites carcinoma cells. On 5th 
day after the transplantation, 100% of some of the pigments, San Dye Blue BN, 
San Dye Black CS, San Dye Yellow GN, San Dye Yellow 10G (brandnames), were 
seen in Ehrlich ascites carcinoma cells and some of monocytes. On the other 
hand, Yoshida sarcoma cells in rats injected intraperitoneally on 2nd day after the 
transplantation did not show such a high phagocytosis. 

(2) In the next experiment, some of the organic pigments deposited 100% in 
Ehrlich ascites carcinoma cells were injected to each mouse intraperitoneally on 
varied days after the transplantation of the carcinoma cells, and the phagocytosis 
was inspected at varied occasions after the injection. The phagocytosis of the car- 
cinoma cells was found highest on 7 th day after the transplantation. 

(3) The injection was daily made intraperitoneally with 0.2cc of 0.555 solution 
of each pigment, which was deposited 100% in Ehrlich ascites carcinoma cells. The 
daily injection was began on the 3rd day after the transplantation. In this experi- 
ment, the phagocytosis of the carcinoma cells tended to be reduced slightly and 
was mostly found in carcinoma cells of 16-20 « size. 

(4) 4 organic pigments which were deposited 10024 in Ehrlich ascites carcinoma 
cells were separately used in this experiment. Ascites containing each pigment 
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was injected intraperitoneally with 0.25cc of each 1% solution on 2nd, 4th, 6th 
and 8th days after the transplantation, and was taken out on the 7 th day after the 
transplantation to be transplanted again intraperitoneally. Such transplanting 
method was repeated in order. 

As the process of the transplantation progressed, the phagocytosis of the carcinoma 
cells tended to be reduced gradually, and cells of the carcinoma were reduced in 
sizes and came to appear like monocytes. And in carcinoma cells of small sizes 
each organic pigment was phagocytized more than in normal size carcinoma cells. 
Mice of the 4th generation after they were subjected to such transplantation, had 
longer life. 

(5) In the above mentioned experiments, one or more than one surfactants were 
contained in each solution injected. One of the surfactants, polyoxylauril ether, 
was injected intraperitoneally with 0.3cc of 0.1% solution on 4th, 5th, 6th, 10 th, 
11 th and 12th days after the transplantation, and ascites containing this was trans- 
planted into other mice on the 7 th day after the transplantation. In these experi- 
ments, as the transplantation proceeded, the sizes of the carcinoma cells became 
smaller and finally they were samilar than monocytes. The results thus obtained 
were found similar to those with the organic pigments. 





202. Zn"* 標識 癌 細胞 に 関す る 研究 (1) 


水 納谷 民 太郎 , 黒田 吉男 , 山村 雄一 
(九州 大 学 医学 部 医 化学 教室 , 同 癌 研究 所 ) 


Studies on Zn‘ labeled Cancer Cells (I) 
TAMITARO MIZUNOYA, YOSHIO KURODA, YUICHI YAMAMURA 


エー ルリ ッ ヒ 腹水 癌 を 移植 し て 5 日 目 の ddN 系 マウ ス (体重 20g) X, Zn! グリ シン 塩 
BR (ZnCl, © HCl 溶液 に ダリ シン を 加え て DH を 7.4 に 調整 し た も の , この 溶液 1ml 

た り の Zn 量 は 約 47, 放射 能 は 約 30 uc) を 注射 し た 。 こ の マウ ス か ら 得 た 組織 材料 を 濃 
硫酸 を 用 いて 湿性 灰 化 し 径 4cm の ガラ ス 計 数 皿 に 移し て シン チレ ーション カウ ンタ ー に より 
計数 を 行い さら に キー ル ダ ー ル 法 に よる 窒素 (N) 量 の 定量 を 行っ た 。 度 下 注射 (0.3ml + 
YA) を 行っ て cpm/N100mg を 測定 する と , Zn5 が まず 肝 ・ 腎 な どの 諸 臓 器 に 入り その あ 
と 次 第 に 腹水 瘍 細胞 に 移る こと が 認め られ た 。 閣 細胞 と 肝 と の 放射 能 の 比 を ん とれ ば 注射 後 の 日 
数 を 経る と と も に 和久 激 な 増大 を し めす 。 一 方 , 同じ Zn"? 溶液 を 同様 の 担 癌 マウ ス の 腹腔 内 

(従っ て 腹水 内 ) に 注射 する と , すでに 24 時 間 後に は 癌 細胞 の 放射 能 は 最高 に 着 し て お り , 
その あと cpm/N 100mg の 経 日 的 減少 が み られ る 。 また Zn” OR PEROBRIcIt, HE 


に 
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動物 の 肝 が 始終 対照 動物 の 肝 よ り は る か に 高い Zn? 量 を 保っ て いる 。 こ れ に 反し て 腹腔 内 注 
射 後 は , 初期 は 対照 動物 の 諸 臓 器 が 担 瘍 動物 の それ より むし ろ 高 い Zn 量 を し めす 。 そ の 後 
対照 動物 で は 急速 な 減少 が み られ る に 比 し 担 瘍 動物 で は 比較 的 高い Zn 量 が 保持 され る 。 
以上 の ょ うな 予備 実験 の あと , 癒 移植 後 5 日 お よび 6 日 目 に Zn 溶液 を 腹腔 内 に 注射 し 7 
日 目 に 殺し た マウ ス か ら 腹 水 を 採り 遠心 分 離 に よっ て Zn に より 標識 され た 閣 細 胞 を 得る こ 
と が で きた 。 これ を 温 生 理 的 食塩 水 に 懸 濁し て 正常 マウ ス に 対す る 移植 を 試み た 。 す な わ ち も , 
移植 後日 を 決め て 全 細 胞 の 有する 総 放射 能 を 測定 する と , 経 日 的 な 減少 は 認め られ る が その 程 
度 は ゆる や か で 生物 学 的 半減 期 は 12.3 日 で あり , log cpm を グラ フ に と れ ば 直線 上 に の る こ 
と が みとめ られ た 。 こ の こと は , Zn が 移植 後 の 増殖 期間 中 韻 細 胞 に よく 保持 され て いる こ 
と を あら わす と 考え ん られ る 。 Ek, メタ ノー ル に よる 冷 時 処理 に よっ て Zu 標識 癌 細胞 を 殺 
し て 腹腔 内 に 入れ る と Zn® は 急速 に 消失 し て 排 湯 さ れる 。 こ の こと か ら , Zn55 標識 癌 細胞 
を 制 癌 剤 の スク リー ニン グ に 利用 し 得る 可能 性 が 考え られ る の で , 引続き その 方 法 を 検討 中 で 
ある 。 
Bt 議 
若林 勝 : メタ ノー ル で 処理 し た 場合 Zn が 速 か に 体外 に 出 て いく と いう が その 際 他 の 臓器 の Zn 分 布 を 
調べ られ まし た か 。 
黒田 吉男 : この 際 は 韻 細 胞 の も つ 放 射 能 を 主体 に 追跡 し まし た が , 肝 だ け は 測定 し まし た 。 死 癌 細胞 の 移 
植 の 際 , 肝 の 放射 能 は 一 時 高く な る が 数 日 の うち に 低下 し ます 。 生 韻 細胞 移植 で は , 肝 の 放射 能 は 低い が 
長く 維持 され ます , これ は 冶 細 胞 に 長く 保持 され る Zu が 少し づつ 出 て くる か ら と 思わ れ ま す 。 


浅野 正英 : “Zn の 放射 能 障害 の 病理 組織 学 的 所 見 は 昨年 の 病理 学会 に 発表 し て あり ます 。 も る し 先生 が Zn 
を 瘍 治療 に 用 いる 場合 に は 放射 能 障害 と し て の 副作用 , 特に 腎 の 変化 に 御 考慮 下さ い 。 





IX. 組織 学 Histology 


203. EDTA 投与 に よる 託 組織 像 の 変換 に つい て 
小 B&B 清 秀 
Some Effects of a Chelating Agent on the Carcinoma Cells in Vivo 


KIYOHIDE KOJIMA 
(Dept. of Pathol., Nagoya Univ. School of Med.) 


In order to study the biological significance of morphological changes in carcinoma 
cells, effect of a chelating agent, ethylenediamine tetra-acetic acid (EDTA), on the 
carcinoma cells was investigated. As a tumor material, Brown-Pearce carcinoma 
was employed in this study. Suspension of carcinoma cells was placed in 0.02% 
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EDTA dissolved in phosphate buffered saline, pH .7.2, at 37°C before 
inoculation and then the carcinoma cells were inoculated intramascularly. After 
the inoculation, the experimental group was subcutaneously injected with EDTA at 
500 mg/kg every day. All animals were sacrificed on the 10 th day after inoculation 
and microscopically investgated. 

In the experimental group, the tumor cells grew infiltratively without mutual 
compact adhesiveness of the cells. The nuclei were seen in the central part of cells 
and they were spherical or ovoid in shape. Almost all of the cells were spherical 
or fusiform in shape. Their cytoplasm was basophilic. The individual cells were 
clearly separated from adjoining cells and acinous-like structure which was 
observed in the control group could not be detected anywhere, excepting a small 
number of cells connected with each other slightly with small processes of cytoplasm. 
These facts were also confirmed in the findings of argyrophile fibers. These 
findings in the experimental group suggest that the tumor cells which lost mutual 
adhesiveness probably invaded remaining fibers. 

The author believes that sarcomatous changes in carcinoma tissues are depended 
on the changes of biological characteristics of carcinoma cells themselves rather 
than on the remaining fibrous structure of host tissues. Based on the results of 
this experiment, it may be infered that decrease in mutual adhesiveness of carci- 
noma cells plays an important role in sarcomatous changes. 


(SCS FFT FFE Mee LE) 


浅野 正英 : 結論 の 腫瘍 の 発育 環境 の 変異 に よる 組織 像 の 変換 の 説 に は 正成 で きま す が , この 結論 に 達する 
に は まだ 数 多い 問題 が あり ます 。 す な わ ち 私 の 実験 で (1) dby 系 乳癌 の 移植 で 10000 倍 EDTA で は 腹 
疹 発育 を 促進 し た 。 (2) その 原因 を 確 め る た め Ehrlich 腹水 韻 で 増殖 曲線 を 書い た が 10000 倍 EDTA 
で は 差異 が な か っ た 。 次 に スポ ン ヂ ・ カ プ ブ セ モル 法 で 間 質 の 発育 を みた が 同様 影響 な か っ た 。0.01M, 0.1M 
で は と も る も に 抑制 され た 。 こ の こと か ら 。 (1) A meee き な い の で 現在 Solid Tumor で (2) の 実験 を 行っ て 
いる 。 先生 の 成績 は 単なる 腫瘍 細胞 の 結合 力 低下 と い 5 点 以外 腫瘍 細胞 の 増殖 力 の 低下 , Py 
了 チ が か な sai ちあ る も の と 思う 。 

Tea 


N BAS : と も 私 の 実験 に お い 使用 し た 量 お よび 継続 期間 に お いて は mitosis index に お い 


7 レ ァ アレ | 


204. 腫瘍 の 浸潤 に よる 周明 問 質 結合 組織 基質 の 変化 
竹 内 純 (名 古屋 大 学 医学 部 病理 学 教室 第 二 講座 


The Alteration of the Ground Substance of Connective Tissue 
by Invasion of Transplanted Tumor 


JUN TAKEUCHI 


腫瘍 発育 部 位 お よび その 周辺 組織 の 間 質 結合 織 基 質 を 形成 し て いる 酸性 多糖 類 の 腫瘍 細胞 の 
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増殖 に よる 変性 状態 を 知る た め に Brown Pearce 家 束 癌 を 家 兎 大 肢 部 筋 内 に 移植 し て 2~3 
週 後に 摘出 し , その 腫瘍 塊 を 打ち 抜い て 棒状 庁 と な し , さら に 衝 量 に よっ て 腫瘍 周辺 部 か ら 中 
心 に 至る 一 定 重 量 の 組織 片 を 作り , 各 組 織 上 刻 の 生理 食塩 水 に よる 抽出 液 に つい て 次 の 定量 を 行 
っ た 。 へ キソ ー ス アプ ミン: 各部 位 の 切片 0.5gr を 0.5cc に 抽出 し 組織 片 を 除去 後 遠心 し た 
上 清 0.1cc に つい て Elson-Morgan 法 (加水 分 解 4 時 間 。 アセ チル 化 20 分 , エー ルリ ッ 
E 試 楽に より 発色 ) に よっ て 定量 し た 。 発育 時 盛 な 周囲 浸潤 部 位 で は 150-180 7/0.1cc KH 
巣 を 含む 腫瘍 中 心 部 で は 200~250 7/0.1 cc を 示し 腫瘍 周辺 部 か ら 中 心 へ 向っ て 増量 額 向 が み 
られ た 。 ま た 移植 4 週 後 腫瘍 が Regression を 起 し 周明 の Kapsel 様 結合 織 増生 部 位 で は 異常 
に 増量 し て 220-3007 を 示し た 。 グリ コ プ ロ ティ ン : 腫瘍 各部 位 の 切片 の 抽出 液 0.1cc に つ 
いて , 水溶 性 の グリ ュ プ ロティ ン を Lustig-Langer 変 法 (Orcinol に よる 発色 ) に より 定量 
Lito 摘出 し た 腫瘍 に よる 多少 の 差異 は み ら れ る が 腫瘍 塊 の 部 位 に よる 差異 は ほとん ど 見 られ 
ず 平 均 200 mg/dl の 値 を 示し た 。 へ キス ウロ ン 酸 :1gr の 組織 片 を 2cc に 抽出 し その 液 1cc 
に こつ いて Disch の 方 法 (カル バ ゾ ー ル に よる 発色 ) に て 水溶 性 総 へ キス ウロ ン 酸 を 定量 し た 。 
種 瘍 の 部 位 に よる 差異 は ほとん ど 認 め ら れず 6-97/cc の 値 を 示し た 。 コ ンド ロイ チン お よび 
ヘパリン : 抽出 液 を Rienits の 法 に より 法 紙 電気 泳動 法 を 用 いて 展開 し , 同時 に ュ ン ドロ イチ 
ン お よび へ パ リン の 混合 標準 液 を 泳動 し , その 対応 部 分 の 注 紙 切片 より 蒸溜 水 (60°C 2 時 間 ) 
に 抽出 し た 液 の へ キス ウロ ン 酸 を 定量 し て ュ コン ドロ イチ ン お よび へ パリ ン の 量 に 換算 し た 。 腫 
場 中 心 部 で は 平均 2.77/0.3cc 周辺 部 で は 7.77/0.3 cc の 値 を 示し , 中 心 部 の 減量 が み られ た 。 
さら に 各部 位 の 腫瘍 0.5gr を 細 切 し , 1% の コン ドロ イチ ン lee の 中 に 入れ 37C に 保っ 
て 一 定時 間 後 に その 液 を 採取 (0.02 cc) し 決 紙 電気 涼 動 法 を 用 いて コンド ロイ チン 硫酸 の 分 解 
状態 を みた 。 ュ ンド ロイ チン 硫酸 溶液 は pH 5.0 80 Volt 14 時 間 の 泳動 に より 16~18cm 移 
動 し , トル イ ヂ デン ブル ー に より メタ クロ マジ ー を 量 し , Densitometer に より 約 3cm ORS 
に 互 っ て 一 峯 を 読み と る こと が で きる 。 腫瘍 細胞 培養 後 3ー4 時 間 の も の で は 原 線 よ り 11cm 
の 辺り に 新た に メタ クロ マジ ー を 示す スポ ッ ト が 現われ 6-8 時 間 後 に は 8cm の 位置 に さら 
人 に 新 らし い ス ポッ ト が 現われ て 三峰 を 形成 し 河 次 も ふと の コン ドロ イチ ン 人 硫酸 の 峯 が 低く な っ て 
分 解 作 用 を 認め る こと が で きた 。 こ の 分 解 作用 は 周辺 部 の 腫瘍 組織 に 比 し , 壊死 巣 を 混 じ 

た 中 心 部 腫瘍 組織 に 一 層 強 い 傾向 を みとめ た 。 ま た 移植 週 後に 摘出 し た Fibrosis ff > if 
場 組織 で は 培養 12 時 間 後 に も 全く この 分 解 作用 が みとめ られ な か っ た 。 

要する に コン ドロ イチ ン 硫 酸 : お よび へ パリ ン は 腫瘍 周辺 部 に , へ ヘ へ キ ソー ス ア ミン は 中 心 部 に 

く 認め ら れ , グリ ュ プ ロティ ン ,。 へ キス ウロ ン 酸 に は 部 位 に よる 差異 を 認め な か っ た 。 

(20 BEL OTIE RIC LS) 
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附 議 

品川 信良 : 癌 の 場合 に 血 中 に 増量 する ム ュ 多糖 類 と , 癌 細胞 や 韻 組 織 周 辺 の 間 質 中 の ム ュ 多糖 類 と は , A 
じ く 糖 午 折 と いう カテ ゴリ ー に 入る に は し て も 。, 生化 学 的 に は 明らか に 異 る も る の と 考え ん られ る 。( 少 なく と 
も , これ ら の 主 成分 は 明らか に 異 る )。 したがって, 閣 組 織 ま た は その 周辺 の 結合 織 中 の ム ュ 多糖 類 が 血 中 
に 移行 し て , 血 中 の ム ュ 多糖 類 が 増量 する も の と は 考え に くい 。 演者 の 只今 の 御 発 家 で は この 点 に , いさ 
さか 誤解 を 招く お それ が ある と 考え ん られ た の で , 念 の た め 追 加 し て お きま す 。 


Cw wr 





205. JRE PEPIN OD BARR IT OUT 

小西 真価 , 石田 健蔵 , 高柳 RB 矢島 能 直 , 岡本 利彦 , 宮地 Mi 
(大 阪 大 学 医学 部 病理 学 第 一 教室 , 附属 癌 研究 所 ) 

Studies on the Collagen Content of the Primary Liver Carcinoma 


MATSUNE KONISHI, KENZO ISHIDA, YUTAKA TAKAYANAGI, 
KOHJU YUH, YOSHINAO YAJIMA, TOSHIHIKO OKAMOTO, 
TORU MIYAJI 


原発 性 肝癌 に お ける 結合 織 の 増加 は 組織 標本 に つい て し ば し ば 論 ぜ られ る と ころ で ある が , 
その 結合 織 量 を 測定 する た め に 彼 白 主 成分 で ある 脱 原 を 利用 し , その 脱 原 量 を 測定 する こと に 
ks CBR LILFNRAT RRA, す な わ も 脱 原 量 の 測定 に は Newman お よび Logan 
(1950) の 方 法 を 用 い 脱脂 乾燥 重量 の 百分率 で 現 わ し た 。 正常 肝 の 脱 原 量 は 10 例 に つい て 定量 
し た 結果 , 0.822 一 1.922 で 平均 15% で ある 。 私 ども は 全国 各 大 学 , 病院 の 提供 に よる 肝癌 
RM Bits LORIE MEO BRET 548 例 中 より 新鮮 材料 132 例 を 抽出 , 観察 し 各 症 
例 の 10% フォ ル マ リ ン 固 定 肝 材料 か ら 5 個 な いし 15 個 の 肝 デ ロッ ク を 切り 出し , 各 1 個 の 
肝 ブ ロッ ク の 相 隣 接 せ る 部 分 の 膨 原 量 と その 組織 像 を 比較 検討 し た 。 原発 性 肝癌 を 肝 細 胞 癌 と 
胆管 癌 と に 分 け , その 懇 原 量 を みる と 前 者 98 例 で 各々 1.8%-22.4% で 6 っ 822 が 最も 多 
< 21 例 を し め , 平均 6.7% で ある 。 後者 は 31 例 で 各々 3.82 一 27.5% で 8%-10% が 
最も 多く 6 例 を し め 平 均 11.322 で ある 。 そ の 他 混 合 型 は 3 例 で あっ た 。 Edmondson and 
Steiner の 分 類 に し た が えば 』』 度 (57 例 ) は 1.82 一 21.522 C 4% ~6% が 14 例 を し め , 
BE (27 例 ) は 2.0-21.5%, NE (15 例 ) は 1.97% ~23.0% に 包含 され 脱 原 量 と は あま 
り 密接 な 関係 は み られ な か っ た 。 肝癌 組織 の 騰 原 量 を 肝硬変 合併 の 有無 より 比較 し て みる と , 
胆管 韻 で は 有意 の 差 を みな い が , FFAG CLAS LO 80 例 で は 平均 8.022 で あり , 合 
併 し な いも の 18 例 で は 平均 6.022 の 脱 原 量 で ある 。 ま た 肝癌 組織 と その 合併 し た 硬 変 組織 の 
膨 原 量 を 比較 し て みる と 全 肝 癌 組織 で は 422 一 822 が 最も 多く 34 例 を し め る 。 ま た 人 硬 変 部 の 
腸 原 量 は 22ー622 ま で は 初期 像 と 思わ れる も の で 13 A, 622 一 1422 ま で は 偽 小 葉 の 形成 , 偽 
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胆管 の 増生 , 細胞 浸潤 な ど が み ら れ る 活動 性 進行 性 の 型 は 70 例 で 大 多数 を し め , 1422 以 上 は 
終末 人像 と 思わ れる も の で 4 例 に み られ た 。 肝 細 胞 癌 を 間 質 の 性 状 を 基準 と する 森 氏 分 類 (1956) 
に より 分 類する と | Mik 53 ICBMs 1.8-12.5% で あり , Fi 5.0%, 型 は 37 A 
で 3.0%~15.5% で 平均 9.22, BE 型 は 9 例 で 13.0-22.5% で 平均 19.22 で ある 。 す な 
わ ち 間 質 の 増生 に し た が っ て 脱 原 量 も 高い 値 を 示し て いる こと が わか る 。 さら に 森 氏 分 類 より 
腫瘍 部 と その 合併 し た 肝硬変 部 を みる と 型 で は 腫瘍 部 よ り 硬 変 部 が 高い 値 の 腸 原 量 を 示す 例 
数 が 多く , 』 型 で は や や 接近 し , 自 型 で は 腫瘍 部 が 高い 値 を 示し て いる も の が 多い 。 ま た 脱 原 
量 よ り 結 合 織 の 増加 を みる の に 腫瘍 組織 膨 原 量 と 非 腫瘍 組織 脱 原 量 の 差 を 求め た 。 そ の 結果 全 
例 の 平均 値 は 胆管 瘍 +5.6%, 肝 細 胞 韻 は 十 1.522 で , 胆管 瘍 に 伴 5 結合 織 の 増生 は 肝 細 胞 
癌 の それ に 比 し 高 率 で あっ た 。 





206. A, 胃潰瘍 お よび 胃炎 の 騰 原 量 に つい て 
矢島 能 直 , FHM, RR. 小西 真 倫 , 永松 繁治 , 西本 幸弘 
(大 阪 大 学 医学 部 病理 学 第 一 教室 , 附属 癌 研究 所 ) 

Studies on the Collagen Content in Gastritis, Gastric Ulcer 
and Gastric Carcinoma 


YOSHINAO YAJIMA, KENZO ISHIDA, KOHJU YUH, MATSUNE KONISHI, 
SHIGEJI NAGAMATSU, YUKIHIRO NISHIMOTO 


胃癌 , 胃潰瘍 , 胃炎 の 外科 的 昨 出 胃 に お いて , 癒 腫 中 の 間 質 結合 織 , その 他 , 各種 病変 に 伴 
う 結合 織 に つい て , 組織 中 の 結合 織 を , Logan Neuman 氏 法 で , 腸 原 量 と し て 比 色 定 量 し , 
病理 組織 像 と 合せ 比較 検討 し た 。 そ の 結果 , 脱 原 量 を 乾燥 重量 に 対す る 百分率 で 現 わ し , その 
平均 値 よ りみ る と , MAAS, MPR (12.8%) ABR (16.5%) を 示し た 。 HAE 50 例 で 
+, 炎症 が 粘膜 部 に 止ま ら ず , 粘膜 基板 部 , 筋 層 部 に お よび , 細胞 浸潤 の 強い も の に 脱 原 量 の 
増加 が 見 られ , 幽門 域 (14.32) 体 部 域 (16.722) を 示 し た 。 胃潰瘍 約 30 fl, 胃潰瘍 癌 約 10 
例 で は , 潰瘍 中 心 部 は 組織 像 の 示す 如く , DRE LAR CHD Ot, 辺 縁 部 で は 粘膜 基板 
部 と 筋 層 部 に 結合 織 の 増生 が み られ , 周辺 部 で は 減少 し て いる 。 し た が っ て , 脱 原 量 に お いて 
も , 潰瘍 中 心 部 (19.4%) 辺 縁 部 (16.7%) 周辺 部 (12.42) の 順に 明らか な 差異 が 認め られ 
So 胃癌 約 80 例 で は , 各々 その 間 質 結合 織 の 多少 で 分 類する と , 次 の よう な 傾向 か み られ る 。 
これ を 閣 巣 中 心 部 , DK, 周辺 部 の 順に 騰 原 量 を 列記 する と , 

| 簡 様 癌 イ , BAER (10.7<12.2>9.7) 
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er, 腺 癌 腺 管 型 (13.3<15.8>13.8) 

>>, 腺 瘍 腺 房 型 (16.1>13.8>11.6) 

=, 単純 癌 髄 様 型 (8.1>6.6 ご 18.1) 

I 脱 様 癌 イ , We BRM (12.4<14.3>12.0) 
rm, 単純 癌 脱 様 型 (15.6>9.5>9.4) 
I BREA: イ , 腺 韻 硬 性 型 (15.9>14.7>13.7) 

r, 単純 韻 硬 性 型 (17.0>13.1>11.5) 
以上 の よう で ある 。 し か し , 胃癌 の 発育 に 伴 5 結合 織 と の 関係 は , 韻 の 組織 構造 が 同一 腫瘍 塊 
内 に お いて る も , 多様 性 を 示し , 各々 の 部 分 で 一 様 で は な い 。 し た が っ て , 必ず し も 組織 像 に お 
ける 結合 織 の 状態 と , 腸 原 量 と は 一 致す る と は いえ な い 。 次 いで , 胃潰瘍 と 胃癌 に つい て の 共 
通 点 は , 病巣 発生 に より , 病巣 部 の 結合 織 増 加 が , 各種 の 形 で 現われ , 腸 原 量 も それ に し た が 
い 増 加 す る 。 し か し な が ら , 周辺 部 , 遠隔 部 の 結合 織 は 検 鏡 的 に は 判然 と し な い が , 脱 原 量 に 
お いて は , 周辺 部 (17%) 遠隔 部 (302) の 低下 が み られ る 。 こ の こと は 病巣 発生 に より 周辺 
部 , 遠隔 部 は 姜 縮 に 陥 入 る も る の と 考え られ る 。 また 一 方 , 卵白 感 作 家 束 約 20 例 に つい て , 
Arthus 現象 に よる 人 工 的 胃 礎 畑 , 胃炎 に お いて は , 全 層 に こわ たり, 特に , 粘膜 基板 部 附近 の 
粘 合 織 性 細胞 の 増殖 は , ほとん ど 認 め ら れず , 胃潰瘍 に お いて も , 潰瘍 底 は 粘膜 壊死 物質 等 で 
被 わ れ て いる が , KARL ESEL, まだ 見 られ な い 。 辺 縁 部 に お いて は , 粘膜 基板 部 よ 
り 筋 層間 に か け , 線維 芽 細 胞 等 の 増生 が , か な りみ られ る 。 し か る に , BREECH TIL A 
炎 , WE, 胃潰瘍 発生 に 伴う 変化 は 認め られ な か っ た 。 こ の こと より , 組織 所 見 で は 人 胃 病 変 
RL, 全く 酷似 する か , 増生 し た 線維 芽 細胞 は 病変 後 経過 日 数 が 短い た め , 脱 原 化 に いた ら な 
か っ た と 考え る 。 以 上 の ょ よ うに 脱 原 量 は , 各種 病変 お よび , 実験 より し て , 結合 織 と 密接 な 関 
係 を 示す も の と 考え ん られ る 。 


207. 子宮 , 卵巣 , 子宮 筋腫 の 朋 原 量 に つい て 
浦田 恵三 , 川合 康博 , 永 友 知 勝 , 神谷 順 , 宮地 徹 
(大 阪 大 学 医学 部 病理 学 第 一 教室 , 医学 部 附属 癌 研究 所 ) 
Studies on the Collagen Content in Uterus, Ovary and Myoma of Utrerus 


KEIZO URATA, YASUHIRO KAWAI, TOMOKATSU NAGATOMO, 
JUN KAMIYA, TORU MIYAJI 


FPF CHI LIFE + is LO FR MOMRABR Re BEL, 下記 の 結果 を 得 た 。 
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実験 材料 は , 大 阪 厚生 年 金 病 院 産婦 人 科 に て 得 た 子宮 ・ 卵 巣 お よび 子宮 筋腫 に て , この 一 部 を 
細 切 ・ 脱 水 ・ 脱 脂 ・ 乾 燥 し , その 乾燥 粉末 の 0.1g を 採り ,。 ニュ ー マ ン ・ ロ ー ガ ン 氏 法 (石田 
氏 変 法 ) こより, ヒド ロキ シブ ロリ ン 量 を 定量 する こと に より , 各々 の 乾燥 臓器 の 脱 原 量 を 潮 
定 し , これ を 百分率 に て 表わし た 。 ま た その 同一 組織 の 一 部 を へ マト キシ リン ・ エ オジ ン 和 染色 
・ ワ ン ギ ー ツ ソン 染色 お よび マロ リー 染色 し て , 病理 組織 学 的 に 比較 検討 し た 。 

正常 子宮 組織 こ お け る 脱 原 量 は 4.822 で 年 令 と と も に 増加 の 傾向 に ある 。 す な わ ち , 20 ¥ 
台 ・4.5%, 30 才 台 ・4.72, 40 才 台 ・4.8 %, 50 才 台 ・5.42, 60 才 台 ・5.522 CE, 
経 産 と の 関係 を 見 る に , 未 経 産婦 の 子宮 に お いて は 4.922, 経 産婦 の は 4.4% に て , 僅か に 
未 経 産婦 の 子宮 に 増量 を 見 る 。 また, 正常 卵巣 組織 に お ける 脱 原 量 も , 年 令 的 に 増加 の 傾向 あ 
る を 知っ た 。 す な わ ち , 20 才 台 に て は 3.7%, 30 才 台 ・4.02, 40 才 台 ・4.22, 50H 
°4.6%, 60 才 台 ・5.722 で ある 。 FEMMICRIV Tit, 正常 子宮 組織 の 腸 原 量 に 比 し , 増 
加 の ある こと を 知っ た 。 すなわち , 子宮 脱 原 量 の 平均 値 は 4.822 に し て , 子宮 筋腫 騰 原 量 
は 5.922 で ある 。 ま た , 筋腫 核 の 増大 に し た が い , BRL MMS. すなわち , 子宮 肥大 
症 に て は 4.1%, 拘 指 頭 大 筋腫 核 に て は 4.922, FEA TIX 5.022 小児 頭 大 ・5.422 KAR 
大 ・6.622 で ある 。 ま た :, 年 令 と と も に 軽度 の 増加 を 認め た 。 す な わ ち , 20 才 台 ・5.122, 30 
HR 5.0%, 40 才 台 ・5.72, 50 才 台 ・6.422, 60 才 台 ・7.122 CHS. 発生 部 位 よ り 見 て , 
子宮 頸 部 筋腫 (6.62) は , 体 部 筋腫 (6.4%) より , FRR PIE (7.4%) お よび 粘膜 下 筋 用 
(7.0%) it, 筋 層 内 筋腫 (6.422) より 脱 原 量 の 多き こと を 知っ た 。 な お , 病理 組織 標本 に お 
いて も , 脱 原 量 の 増加 せる 場合 に は , 組織 学 的 に 差異 の ある こと を 認め た 。 





208. 喫煙 者 と 人 禁煙 者 の 気管 支 お よび 気管 粘膜 上 上 肥 に お ける 
変化 の 病理 租 織 学 的 比較 研究 
井出 源四郎 (千葉 大 学 医学 部 病理 学 教室) 


A Comparison of the Histopathology of Bronchial and Tracheal 
Epithelium of Smokers and Non-smokers 


IDE GENSHIRO 


近年 喫煙 , 特に 紙巻 煙草 の 影響 が 肺癌 発生 の 原因 と し て 考え られ , 多く の 研究 が な され て い 
る 。 気管 支 粘膜 に お ける 基底 細胞 層 の 増殖 , 扇 平 皮 化 生 。 ある い は いわ ゆる “Carcinoma 
in situ” と いわ れる 所 見 が , 禁煙 者 に お ける より も 造 か に 高 率 に 喫煙 者 に 認め られ て いる 。 
し か し それ が 肺癌 発生 の 準備 変化 か ,。 ある い は 単に 刺 幸 に よっ て 惹起 せ し め ら れ た 非 特異 性 の 
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反応 性 変化 か と い 5 点 に つい て は まだ 結論 を 得 て い な い 。 近年 肺癌 の 発生 率 が 激増 し て いる の 
に 反し , 従来 か ら そ の 発生 率 の 極め て 低かっ た 気管 瘍 が 今日 も な お ほとん ど 増 加 の 傾向 を ん ボ さ 
な い 事 実 か ら , 私 は 禁煙 者 お よび 喫煙 者 の 気管 お よび 気管 支 上 皮 の 間 に 何等 か の 差異 が ある か 
どう か を 比較 検討 し た 。 検索 材料 は 死後 5 時 間 以 内 で 40 FUE 80 才 ま で の 男性 居 A 例 の 
章 検 材料 か ら 数 個 の 標本 を 採り , Bouin 氏 液 固定 , パラ フィ ン 包 埋 , Sn OMB AED, 
H.E. 染色 , PAS 染色 . ムチ カル ミン 染色 を 施し , さら に 粘膜 上 上 記 の whole mount 標本 を 
作製 し て 検 鏡 し た 。 症例 を 喫煙 量 お よび 肺炎 合併 の 有無 に より 6 群 に 分 類 し た 。1) 禁煙 者 例 。 
24, 2) 禁煙 者 ・ 肺 炎 合 併 例 。4, 3) 軽 喫煙 者 (1 日 紙巻 煙草 20 ALA) 例 , 31, 4) 軽 喫煙 
者 ・ 肺 炎 合 併 例 。 19, 5) 過 喫 煙 者 (1 日 紙巻 煙草 20 ALLL) fl, 12, 6) 過 喫 煙 者 ・ 肺 炎 合 
併 例 。 4 。 

粘膜 上 皮 の 所 見 に つい て 総括 する と , 1) 上 度 細 胞 の 織 毛 の 長 さ は 喫煙 者 で は 短縮 し , 特に 
過 喫 煙 者 に お いて 著 明 で ある 。 こ の 変化 は 気管 ・ 気 管 支 と も に 全く 同様 で ある 。2) Miao 
出現 率 は 気管 支 に お いて は か な り 著 明 な 肥大 と 増殖 を 認め る が , 気管 に お いて は 軽度 で ある 。 
過 喫 煙 者 に お いて は 気管 ・ 気 管 支 と こも に 禁煙 者 に 比 し むし ろ そ の 数 を 減ずる 。 こ れ は 過 喫 煙 者 
に お いて は 強い 基底 細胞 層 の 増殖 と 高 率 の 扇 平 上 皮 化 生 に よる た めで ある 。 3) 基底 細胞 層 の 
増殖 は 禁煙 者 と 喫煙 者 の 間 に は 著 明 な 差 が あり , RICH BIB Th, 気管 ・ 気 管 支 と も 
(に 83.322 の 高 率 に 認め られ , その 程度 も 高度 な も の が 多い 。4) 気管 ・ 気 管 支 と ちゃ に その 上 
皮 細 胞 中 に 巨核 ・ 二 核 な いし 多核 細胞 の 出現 が 認め られ る が , IN REICH CFB 
め ら れる の に 反し , 軽 喫煙 者 で は 少数 , 禁煙 者 で は ほとん ど 認 め ら れ な い 。 これ は 基底 細胞 層 
に 見 出さ れる ミト ー ゼ の 出現 率 に ほぼ 一 致す る 。5) 扇 平 上 皮 化 生 の 発現 率 も 禁煙 者 と 喫煙 者 
の 間 に は 著 明 な 差 が 認め られ , 過 喫 煙 者 で は 気管 ・ 気 管 支 と も に その 半数 に お いて 認め られ た 。 
6) その 他 極 め て 強い 異型 増殖 を 示し た も の 2 例 を 認め た が , その 変化 は 気管 ・ 気 管 支 と も に 
同様 の 所 見 で あっ た 。 な お 気管 支 の み に 選 平 上 皮 癌 を 認め た も の が 1 例 あ っ た 。 

以上 の 如く 禁煙 者 と 喫煙 者 の 問 に は 気管 ・ 気 管 支 と の 間 に は 両者 に お ける 痛 発 生 頻 度 の 大 差 
を 説明 し 得る ほど の 差異 を 見 出し 得 た か っ た 。 
Mt 議 
田内 久 :1) 喫煙 の 有無 程度 の 差 に よる 粘膜 上 皮 の 像 の 差 と し て お 示し 下さ っ た 像 の 占め る 範囲 に つい て 。 
2) RH OAM, 程度 の 差 に よる 上 皮 の 像 の 差 は どの くら い の 時 期 的 の 内 容 を も っ て いる か に つい て 。 例え 
ば 喫煙 者 は 禁煙 後 ど の くら い の 経 過 で 非 喫煙 者 の 像 を 居 復 する の か に つい て 。3) MORAL, 非 瘍 性 増殖 
像 を 示す 上 皮 細胞 を 発生 母 細胞 と する の か 。 また は 非 瘍 性 増殖 の 傾向 の 強い 細胞 が その 発生 母 細胞 と し て 
の 意義 を 有する か に つい て 。 以上 の 諸点 を 中 心 と し て お 尋ね し た 。 
井出 源四郎 : 1) 気管 気管 支 と も に 2cm 前 後 の transverse section と longithuinal section を 取っ て 検 


べた の で す が 変 化 の 範囲 は 粘膜 全 層 に お よぶ 場合 か ら 極め て 小 範囲 に 限ら れる 場合 と 区 を 々 で あり ます が , 
今日 お 示し し まし た 過度 の 喫煙 者 の 場合 は いずれ も 広範 囲 の も の が 多い よう で す 。2) お 尋ね の 点 に つい て 
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は 特に 検索 を いた し て お り ま せん 。3) ここ に お 示し し まし た よ 5 な 上 皮 細 胞 の 変化 が さら に 異型 性 を 増し 
て 瘍 に 移行 する と は 考え た く あ り ま せん 。 上 皮 細 胞 の 発生 の 過程 に お ける ご く 初 期 の 段階 の ぁゃ の か ら 瘍 化 
は 起 る の で は な いで し よう か 。 し た が っ て basal cell zone に 注目 する 要 が あろ うか と 思い ます 。 
竹内 IE: 検索 材料 の 吟味 の 点 で 演者 は 喫煙 の 有無 お よび 合併 する 肺炎 の 有無 に よっ て お られ る よう で す 
が , 患者 が それ で 死亡 し た 基礎 疾患 に よっ て も 気道 系 上 皮 の 種々 な る 増殖 が お こる と い ?5 事 実 も 見 逃 せ な 
い 。 例え ば 尿毒 症 の 場合 に は 極め て 激しい 上 皮 細 胞 の 増殖 が 基底 細胞 層 増 殖 の 形 で お こる 事実 が ある 。 
井出 源四郎 : 基礎 疾患 に つき まし て は で きる だ け 配 慮 し た 積 り で す が , 検索 材料 が 高 令 の も の が 多い た め 。 
軽度 の Emphysema ある い は Stuung 等 は どう し て も まぬがれ ませ ん で し た 。 

な お 仰せ の 如く 尿毒 症 の 場合 に 基底 細胞 層 の 増殖 の 起 る こと は 演者 も 少数 例 経 験 いた し まし た の で , I 


の 研究 の 症例 か ら は 取り 除き まし た 。 
太田 邦夫 : お 示し の 病変 と 極め て 近似 の 上 皮 変 化 は 子宮 頸 部 に 日 常 認め られ , か つ は な は だ 不安 定 な も の 
で あっ て , 瘍 化 と 直接 の 関連 が な いよ うに 思わ れる 。 この こと は 肺炎 共存 に よっ て 演者 の 統計 上 の 差 が 全 


く 被 われ る こと に も あら われ て いる 。 
井出 源四郎 : 御 意 見 あり が と う ご ざ いま し た 。 今後 子宮 顕 部 と も 比較 研究 し て みた いと 思い ます 。 


所 計 胆 管 音 の 発生 母 地 に つい て 
志 方 BR 夫 (東京 大 学 医学 部 病理 学 教室 ) 


Studies on Relationship Between Liver Cancer and Cirrhosis. (II) 
Praecancerous Lesions of Cholangocellular Carcinoma 


TOSHIO SHIKATA 


第 46 回 病理 学会 に お いて 人 体 の Hepatom が すべ て 他 の 原因 に よっ て で きた 肝 便 変 の 長い 
経過 の 上 に 発生 する も の ば か り で な く , 少数 の Hepatom 例 で は ある 種 の 原因 に より 恐らく 
Hepatom の 発生 と 同時 に 肝硬変 が 進展 する こと を 述べ た 。 この 際 の 肝硬変 は 肝 細 胞 の 脱落 
その 療 痕 化 に よる より も むし ろ 肝 細胞 の 増殖 性 過程 が 主体 に な っ て 生ずる 一 種 の 輸 状 肝硬変 で 
ある 。 こ れ は あたかも アゾ 色素 を 用 いて の 発癌 実験 の と き に 見 られ る 肝硬変 に も 似 て お り , I 
の 事実 は 人 体 の 肝癌 に お いて も 何ら か の 発癌 因子 ある い は 発癌 促進 因子 の 存在 を 意味 する の で 
は な か ろう か 。 わが国 に お いて 肝癌 が 多い の は 単に 肝硬変 が 多い た め ば ぼ ば かり で な いこ と は 肝 硬 
変 を 伴わ な い Hepatom も 欧米 の 6-7 倍 多 いこ と か ら も ゃ 言え よう 。 ま た 当 教 室 の 宮 検 例 中 の 
WRAL 2222 に 肝癌 を 伴っ て お り , 輸 状 肝硬変 だ け に つい て 見 る と その 4922 が 肝癌 を 
伴う こと は 何ら か の 発癌 促進 因子 を 考慮 し な いわ け に は いか な い 。 ま た いわ ゆる Cholangiom 
% Hepatom 同様 わが 国 に 多発 し , この 場合 も 胆石 , 慢性 胆管 炎 , 寄生 虫 等 の 基礎 疾患 の 存在 
が 強調 され て いる が , Cholangiom に お いて も 何ら か の 増殖 性 変化 を 主体 と する 病変 が 一 次 的 
に 起 る 可能 性 を 形態 学 的 に 把握 で き な い か と いう 想定 の 下 に 当 教 室 に お ける 最近 の 剖検 例 中 
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40 BIO Cholangiom に つき その 発生 母 地 を 検索 し た 。 (40 例 中 未 分 化 型 で Hepatom と 区 別 
困難 な も の お よび 僅か で も 他 臓 器 か ら の 転移 を 疑わ れる も の 6 例 は 除外 し た 。) Cholangiom と 
は 肝 内 胆管 に 発生 し た 腺 癌 を 意味 する が , も ちろ ん 肝 門 附近 の 大 胆管 に 発生 する も の と 小葉 間 
人 
1, 世 ら < く 胆汁 性 と 思わ れる 不 規則 な 肝硬変 で あり , 改築 の な い 線 維 化 の 見 られ る も の 5, 内 
1 例 は Banti と いわ れ て Trotrast の 注射 を 受け た も の , また 1 例 に は 日 本 住 血 吸虫 が 見 ら 
れ 他 は 世 ら く 慢 性 胆管 炎 に よる と 思わ れる 。 以上 の 例 に 合併 する Cholangiom は その ほとん 
ど が 小 腺 管状 また は 充実 性 で 小 胆管 に 由来 する も の と 思わ れる 。 肝 門 部 の 大 胆管 に 発生 する も 
の は Papillomatose を 伴う 5 も の が 7 例 に 見 られ た 。 慢性 胆管 災 は 約 2/3 に 認め られ る が , Fi 
床 的 に 長い 間 慢 性 胆管 炎 の 症状 が 先行 し た も の が 一 例 も な いこ と は 注目 に あたい する 。 胆石 は 
4 例 に 存在 し た 。IMeyenburg の Komplex に 由来 する と 思わ れる 症例 は 存在 し な か っ た 。 こ 
れ ら の Cholangiom の うち 臓器 黄 六 の 像 の な いも の 若干 例 に つき Glisson KHAO pH RHE & 
小 胆管 の 増殖 に 特に 注目 し て 精査 し た 。 こ れ ら の 中 に は Glisson 氏 夫 に 線維 化 の ある 古い 胆管 
炎 の 存在 を 思わ せる も の も ある が , また 一 方 Glisson 氏 博 の 線維 性 の 拡大 も 細胞 浸潤 も な く 
小葉 周辺 お よび 小葉 内 小 胆管 の 増殖 の 認め られ る 例 が ある 。 こ の 増殖 は 簡単 に 修復 性 再生 的 意 
味 の も の と 片 附け られ な いも の が ある 。 し か し 胆管 の 場合 は Hepatom の と き に 述べ た よう な 
は っ きり し た Merkmal が な い の で 断定 的 な こと は いえ な い が , 既存 の 疾患 の 外 に 恐らく 胆 
汁 に 由来 する 何ら か の 発癌 促進 因子 を 考慮 し な いわ け に は いか な い 。 





210. 胃 閣 組織 像 と 胃 粘 膜 の 腸 上 皮 化 生 と の 関係 に つい て 


長 与 健夫 , RBSR, 丸山 邦夫 
(名 古屋 市 立 大 学 医学 部 病理 学 教室 第 二 講座 ) 


Relationship Between Histological Features of Gastric Carcinoma 
and Intestinal Metaplasia of the Stomach 


TAKEO NAGAYO, YUKII SAWADA, KUNIO MARUYAMA 


癌 腫 が 臓器 組織 の 如何 を 問わ ず 個々 の 症例 に こより, また その 時 期 , 部 位 等 に より 種々 の 組織 
像 を と る 点 に 関し て は すでに 幾多 の 報告 か あり , また われ われ が 日 常 経験 する と ころ で , Ai 
も その 例 に 漏れ な い 。 こ の よう な 多様 性 を 呈す る 胃癌 組織 像 と , その 発生 母 地 で ある 胃 粘 膜 の 
性 状 特 に その 腸 上 皮 化 生 の 有無 , 強弱 と の 間 の 関係 を 検 す る た め , 本 学外 科 お よび 横山 胃腸 病 
院 に お いて 手術 切除 され た 胃 1,454 Pl (中 , 胃癌 460 例 ) に つい て 組織 学 的 な 検索 と 統計 的 
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な 銀 察 を 行っ た 。 

1) 粘膜 韻 お よび その 一 部 で 癒 組織 が 僅か に 粘膜 下 織 に 侵入 し た 比較 的 早期 の 胃癌 27 例 中 
17 例 は 表層 拡大 型 で , いずれ の 例 に お いて も 粘液 形成 能 を も た な いか ま た は 乏しい 定型 的 腺 
癌 像 を と る が , これ ら の 例 の 幽門 部 粘膜 は いずれ の 部 に お いて も 極め て 強度 の 腸 上 皮 化 生 像 を 
BL, か つ 高 年 者 が 大 多数 を 占め て いた 。 (17 例 の 平均 年 令 は 54.1 才 ) (その 一 部 は 既報 告 
2) 表層 拡大 型 の 早期 胃癌 中 , 定型 的 腺 癌 像 を と ら ず , また ビ マ ン 性 に 印 環 細 胞 の 浸潤 する 型 
の も の も ある が , この よう な 例 の 幽門 部 粘膜 で は 腸 上 友 化 生 は 1) CH LER BET, 平均 


令 も より 低い 。( 9 例 の 平均 年 令 は 44.3 才 ). 3) 上 記し た 早期 胃癌 に お いて 痛 病 巣 周囲 粘 
See eee ee ee 
の 増生 と , 粘液 分 泌 の 元 進 を 見 る の み で ある 。 4) 5 466 例 に つい て 胃癌 組織 像 と 残存 


胃 幽 門 部 粘膜 の 腸 上 友 化 生 像 と の 関係 を 組織 学 的 お よび 統計 的 に 調査 する と , 早期 胃癌 に お け 
る ほど 明確 な 差 は 認め 難い が , 化 生 の 程度 の は な は だ 強い 胃癌 77 例 中 , 定型 的 腺 癌 像 の み を 
も つも の は 44 例 (5722) で , これ に 腺 癌 の 一 部 に 単純 癌 像 を 伴う も の を 加え る と 62 fl (80.5 
%) と な る が , 化 生 が な いか ある い は 程度 の 軽い も の に は この ょ よう な 腺 癌 へ の 偏重 傾向 は 覗 え 
な い 。 5) 上 記 77 例 は 小 皮 縁 を 有する 般 子 形 な いし 円 柱 上 度 よ りな る 腺 癌 型 を と る も の か が 多 
く , 腺 管状 より , し ば し ば 乳 叶 状 の 配列 を と る も の も し ば し ば 見 られ , また 枯 液 形成 能 を も た 
な いか また は 軽微 の も の が 多い 。 す な わ ち その 組織 像 は 腸 癌 の それ に 類似 が 求め られ る 。 6) 
GOK, 若年 者 胃癌 に は 比較 的 粘液 癌 型 が 多く , 高 年 者 に は 定型 的 腺 癌 型 を と る も の が 多い と さ 
れ て お り , われ われ の 統計 に お いて も その よう な 関係 が 認め られ る 〔 粘 液 韻 像 の み を 呈す る も 
の (SAEED 6.92%); 20 HHO 胃癌 の 9.1%, 30 才 代 25.9%, 40 才 代 7.4%, 50 Fk 
7.225, 60 才 代 2.2%, 70 Yt 4.5%, 腺 韻 像 の み を 呈す る も の (SAMO 34.9%); 20 + 
代 の 胃癌 の 9.1%, 30 Zt 9.19%, 40 Ate 27.7%, 50 才 代 34.5%, 60 才 代 48.1%, 70 
At 45.4% が , BERILA LES COMMA UREA 1454 例 こ に つい て みる と, 化 生 は 若年 者 
に 少く 年 令 を 経る に し た が っ て 強く な る 。 ( 化 生 を 強 さ に よっ て (一 ) (+) (CH) CH) に 分 類する 
と , 20 才 代 で は (一 )82.222, (+)12.2%, (4)3.1%, (tt)2.4% で ある に 反し , 60 RT 
は (一 )7.522, ( 十 )19.922 (4L-) 28.99, (4)43.6% 2752) すなわち も 腸 上 度 化 生 の 出現 も 定型 
的 腺 癌 像 の 出現 も 年 令 を 経る に し た が っ て 高 率 と な っ て くる こと が 統計 的 に 示さ れる 。 

結論 ・ 以上 の 諸 所 見 を 総括 し て , 胃 粘 膜 の 腸 上 度 化 生 が 分 化し た 胃 腺 癌 の 発現 に 対 し て 一 次 
的 な 立場 に 立つ こと が 推論 され る 。 ( 父 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 


附 議 
BAER: 胃 粘 膜 の 化 生 の 範囲 と 韻 発 生 部 位 と の 関係 は どの よう に な っ て いる か , お 
長 与 健夫 : KETTE, 幽門 腺 領域 が 最も 強い が , 癌 の 発生 部 位 も 腺 癌 で あ 
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5 か が いい た し ます 。 
る < と で ま Be を 問わ ず そ 











れ と 同様 の 部 位 に 多い よう に 思う 。 

徳 原 秀幸 : 胃液 ボー ラロ グラ ム と 骨組 織 像 の 関連 に つい て みて お り ま す が 有 酸 の 瘍 に 粘液 韻 が 多く 化 生 例 
は 少な いよ うに 思う 。( 特 に 胃 底 腺 に ) また 胃潰瘍 , 十二指腸 潰瘍 の 胃 底 腺 領域 の 化 生 は 少な い が , 胃潰瘍 
の 幽門 腺 領域 の 化 生 は 十二指腸 潰瘍 に 比 し 高 率 に 見 られ る 。 

長 与 健 夫 : お 話 を うけ た まわ る と , 年 令 の 関係 が 相当 強く 関係 し て いる よう に 思う 。 

太田 邦夫 : 粘膜 癌 すなわち 粘膜 問 質 に お ける 導 細 胞 の 増殖 は は な は だ 特異 で あっ て 当該 瘍 腫 の 組織 刑 と は 
直接 関係 が 少 い 。 こ の 意味 で 演者 の 示さ れ た 例 の み で 御 論 結 を 明確 に 理解 で き な い よう な 気 が す る 。 
長 与 健夫 : 腸 上 皮 化 生 の 強い 粘膜 癌 例 に ついては, NE た が 少く と も 化 生 の な いか , DO 
に 比べ る と 腺 構造 を と る 傾向 は 強い と 思う?。 

今井 教授 : 腸 上 皮 化 生 と 閣 組 織 各 型 と の 密接 な 関係 が , 空間 的 に は (年 令 的 因子 を も 考慮 に 入れ て ) よく 理 
解 さ れる 。 こ れ が 佐 存 的 性 格 の も の で な く , 両者 間 に 因 果 的 関係 が ある と 推定 し て 差 支え な いよ ょ うな, A 
MENT LS MSA RHR, 


211. ii BRD LYK D ALARA AIR 
内 田 俊二 , 小野 和典 , 小林 節 昭 (熊本 大 学 医学 部 第 一 外科 学 教室 ) 
Histological Study of Mucin in Mucous Membrane of Gastric Carcinoma 


SHUNJI UCHIDA, KAZUNORI ONO, SETSUAKI KOBAYASHI 


外科 手術 に 際 し 切除 し た 胃 に つい て 底 腺 部 と 幽門 腺 部 の PAS 粘膜 の 染色 を 行い , AAR 
分 泌 細 胞 を 観察 し , 瘍 骨 と 他 の 胃 疾 患 と の 粘液 成分 の 差異 を 比較 検討 し た 。 

底 腺 部 に お いて は 粘膜 上 皮 細 胞 ・ 副 細胞 お よび 副 細 胞 化 生 細 胞 が 陽性 を 示す 。 小宮 と 底 腺 頸 
部 が 垂直 に 切れ て いる 部 位 を 選び , 上 度 細胞 数 (一 小 高 ), 壁 細胞 数 (Berger 氏 法 ), 副 細 胞 数 
(h 0.122 mm の 範囲 ) を 算定 し た 。 な お 同時 に 粘膜 の 腺 の 長 さ 等 を 計測 し た 。 底 腺 頭 部 に お 
いて PAS 陽性 を 示す 細胞 を 副 細胞 と し , 底 腺 体 部 に お いて 陽性 を 示す 細胞 を 「PAS 陽性 細 
fa) と 仮称 し た 。 底 腺 部 の 姜 縮 性 胃炎 が 軽度 な 例 で は , 副 細 胞 は 増加 する 傾向 を 認め る が , 胃 
炎 が 高度 に な る と 底 腺 頸 部 は 基 縮 消失 し て 副 細 胞 は 全く 認め られ な い 。 副 細胞 の PAS 陽性 の 
程度 は 濃淡 様々 で ある が , 網 の 日 状 に 濃 染 する も の が 多い 。 な お 底 腺 部 の 姜 縮 性 胃炎 が 軽度 な 
例 で は , 底 腺 体 部 の 主 細 胞 の 間 に 副 細胞 と 同様 に PAS 陽性 を 示す 細胞 が 散在 する の を 認め る 。 
また 主 細 胞 の 形 を と りな がら 頼 粒 状 に PAS 陽性 を 示す 細胞 も 認め られ る 。 こ れ ら は 胃炎 が 高 
度 に な る に し た が っ て 増加 し て 集団 と な り , 偽 幽 門 腺 を 形成 する に 至る も の で , 副 細 胞 化 生 細 
胞 と 思わ れる 。 底 腺 体 部 に お ける これ ら 細 胞 を PAS 陽性 細胞 と 総称 し た 。 底 腺 部 に お いて , 
癌 骨 で は 腺 細 胞 の 基 縮 消失 , 副 細 胞 化 生 お よび 人 幽門 腺 形成 等 が 他 の 胃 疾 患 よ り 著 明 に 認め ら 
れる 。 副 細 胞 数 は 癌 骨 24 fa, 潰瘍 骨 平 均 38 個 で 癌 胃 は 潰瘍 骨 の 約 2/3 に 減少 し て いち 。 
PAS 陽性 細胞 数 は 癌 胃 31 個 , 潰瘍 胃 平 均 11 個 で 癌 胃 は 潰瘍 崩 の 約 3 倍 に 増加 し て いる 。 
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胃潰瘍 と 十二指腸 潰瘍 の 間 に は 両 細胞 数 と も 大 差 を 認め な い 。 癌 胃 の 壁 細胞 数 は 6 個 , 底 腺 の 
長 さ は 0.49mm で , 両者 と も 癒 胃 粘膜 の 姜 縮 が 高度 な こと を 現 わ し て いる 。 

幽門 腺 部 に お いて は 粘膜 上 皮 細 胞 ・ 脆 状 細胞 お よび 幽 門 腺 が 陽性 を 示す 。 小 富 の 垂直 に 切れ 
て いる 部 位 を 選び , 上 度 細胞 数 (NE), 幽門 腺 の 面積 値 (MR Mikrometer に より 推定 ), 
腸 上 度 化 生 点数 (Morson 氏 法 を 算定 し た 。 癌 胃 で は 幽門 腺 の 姜 縮 と 腸 上 皮 化 生 の 著 明 な 出現 
が 認め られ る 。 幽門 腺 値 は 癌 胃 22, 胃潰瘍 21, 十二指腸 潰瘍 27 で , 癌 胃 と 胃潰瘍 に 同 程度 
の 姜 縮 を 認め た 。 腸 上 度 化 生 点数 は 癌 胃 1.76, 胃潰瘍 0.32, 十二指腸 潰瘍 0.06 で , HAS 
は 著 明 に 増加 し て いる 。 

小高 の 上 度 細胞 数 は 胃癌 ・ 胃 潰瘍 と も 底 腺 部 で は 増加 し , 幽門 腺 部 で は 減少 し て , 結果 が 反 
対 と な り , 疾患 別 の 差 は 少 い と 思わ れる 。 な お 化 生 上 度 細胞 も 考慮 せ ね ば な ら な い 。 胃 粘 液 成 
分 の 中 で M.P.N. は 主として 副 細 胞 よ り 分 泌 さ れる が , 癌 胃 に お ける 副 細 胞 数 の 減少 は 癌 胃 
液 中 の M.P.N. の 減少 と 平行 する と 思わ れる 。 





212. 卵巣 充実 性 腫瘍 の 予後 に つい て 


樋 ロ 一 成 , 加藤 & BH A, 寺島 芳 輝 , 岩田 正晴 
(東京 慈恵 会 医科 大 学 産婦 人 科 教 室 ) 


Studies on the Prognosis of the Ovarian Solid Tumors 


KAZUSHIGE HIGUCHI, TOSHI KATO, KIYOSHI HASUDA, 
YOSHITERU TERASHIMA, MASAHARU IWATA 


線維 腫 , 線維 筋腫 , 甲状腺 腫 お ね および クル ー ケ ンベルグ ダ 氏 腫瘍 を 除き 昭和 22 年 1 月 より 同 
31 年 12 月 末 ま で に 手術 的 に 別 除 され た 各種 卵巣 充実 性 腫瘍 327 例 に つき 最短 1 年 6 ヵ月 最 
長 10 年 間 の 予後 を 追求 , これ を 了 臨床 的 , 病理 組織 学 的 所 見 と 対比 , MAMBMReRALHEER 
以下 の 如き 成績 を 得 た 。 

QD ブレ ン ネ ル 型 腫瘍 , FREIEN I PET ECHT. (REM) @ 
SER, 未 分 化 用 細胞 腫 , 充実 性 奇形 腫 は 臨床 的 に は 良性 , 悪性 の 中 間 に 位 す る 。 (中 
問 群 @ 未 解決 腫瘍 群 (樋口 ) は 最も 悪性 な 腫瘍 群 に 属す る 。④ 未 分 化 豚 細 胞 腫 は 再発 ま 
で の 期間 の 極め て 長い 例 が 認め られ 術 後 約 10 年 間 予後 の 観察 を 必要 と する 。⑤ 単純 性 卵巣 
癌 は 他 の 悪性 群 腫瘍 に 比 し て 再発 まで の 期間 が や や 長い 。⑯ 年 令 と 予後 : 若年 者 に お ける 中 
間 群 , 悪性 群 腫 場 の 発現 率 は 高い が 個々 の 腫瘍 に お ける 発現 年 令 と 予後 に は 明確 な 相関 関係 を 
認め 得 な た な い 。⑦ 腫 場 の 大 さと 予後 : 単純 性 原発 性 一 続発 性 卵巣 癌 を 除け ば 中 間 群 , 悪性 群 に 
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お いて も 卵 大 以下 の 小 腫瘍 で は 一 般 に 予後 が 比較 的 良好 で また 未 解 決 腫瘍 B 群 に お いて は A 
群 様 部 の 占 居 する 量 的 比率 が 予後 を 左右 する 重要 因子 と 考え られ る 。⑱ 疹 着 お よび 腹水 と 予 
後 : 一 般 に 予後 の 不良 な こと を 示唆 する こと が 多い が , し か し 必ず し も ゃ 決定 的 な も の で は な い 。 
⑨ 転移 と 予後 : 未 解決 腫瘍 群 (樋口 ), 充実 性 奇形 腫 , 続発 性 禁 液 性 誤 胞 腫 韻 等 の 転移 例 は 全 
例 死 亡 し て いる 。⑩ 転移 方 式 : ⑧ 未 分 化 豚 細 胞 腫 は 主として 後 腹膜 リン パ 節 より 腹部 大 動脈 
に 沿い リン バ 行 性 に 転移 し , © 未 解 決 腫瘍 群 (樋口 ) は 大 網膜 を 主体 と し た 腹腔 禁 膜 面 へ の 
撤 種 性 転移 が 主 な 転移 方 式 で ある 。 単純 性 卵巣 癌 は 腹膜 . 腸管 ね お よび 内 性 器 杉 膜 面 , 大 綱 
膜 へ の 撤 種 性 転移 と と も に 周囲 臓器 へ の 浸潤 性 波及 が 認め られ た 。⑰ MRA: 片側 性 腫瘍 
の 多 除 後 未 分 化 用 細胞 腫 7 例 , ARE, 充実 性 奇形 腫 1 例 の 術 後 正常 分 多 が ある 。 
⑯ 手術 方 針 : 若年 者 で は 中 間 群 , 悪性 群 の いずれ も 片側 性 腫瘍 の 場合 は , 内 性 器 全 別 出 術 と 

単なる 附属 器 別 除 術 の 問 に 予後 の 著 差 を 認め な い 故 , 腫瘍 の み の 別 除 が 妥当 と 考え られ , 高 年 
者 に 好 発 する 単純 性 卵巣 癌 は 再発 お よび 子宮 へ の 続発 性 浸潤 性 癌 等 の 発生 を 考慮 し , 内 性 器 
の 全 別 除 か が 世 当 と 考え る 。⑬ 放射 線 療法 と 予後 : 未 分 化 有 細胞 腫 で は 著 明 な 効果 を 認め た が , 
他 の 腫瘍 で は 著しい 効果 は 期待 で き な か っ た 。 し か し 術 後 の 放 射線 照射 は 各 腫 瘍 と も 非 照 射 例 
より 生存 期間 の や や 延長 が 認め られ る 。 

aE: 未 解決 腫瘍 群 (樋口 ) は Friedman, Moore 等 の いわ ゆる Embryonal Carcinoma, 
Teratocarcinama と 極め て 類似 する と 考え られ る 腫瘍 群 で 本 教室 で は 暫定 的 に これ を A, B, 
C と し て 分 離し て いる 。 詳細 に つい て は 樋口 : 産婦 人 科 の 進歩 第 1 集 (昭和 31 年 6 月 )- 医 
POEM EL, 樋口 ・ 加藤 他 : 産婦 人 科 の 実際 第 6 巻 11 号 を 参照 と され た い 。 





213. HR EBENE RAPE 
三谷 靖 , 自 見 昭 司 (長崎 大 学 医学 部 産科 婦人 科学 教室 ) 
Grading of Malignancy of Chorionepithelioma 

YASUSHI MITANI, SHOJI JIMI 


紋 毛 上 皮 腫 の 診断 に 当っ て は 予後 の 点 か ら 見 て 大 差 の ある Choriocarcinoma と Chorioa- 
denoma destruens と の 鑑別 を 厳 に すべ き で ある が , それ は 了 攻 床 的 に は な か な か 困難 で ある 。 
本 邦 の 報告 で は 両者 を 混同 し た も の が 多く し た が っ て 意外 に 予後 の 良好 な 結果 と な っ て いる 。 

1) わが 教室 で 昭和 22 年 4 月 か ら 32 年 12 月 まで の 10 年 9 ヵ月 間 に 了 臨床 上 級 毛 上 皮 腫 
と 診断 , 入院 加療 され た 例 が 58 例 あ る が , この 内 原発 巣 未確認 等 の 例 を 除き 組織 的 に 精査 さ 
れ た 44 例 で は Choriocarcinoma は 16 fj, Chorioadenoma destruens 25 fl, Syncytial 
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endometritis 3 例 で あっ て , 臣 床 診断 の 困 将 性 を 物語 っ て いる 。 Syncytial endometritis の 
鑑別 は 容易 で ある が , Choriocarcinoma と Chorioadenoma destruens 両者 の 鑑別 は 手術 ま 
た は 剖検 に より 得 た 標本 の 組織 検査 に より 初め て 可能 で , DEYRPBERME II RE & Fol 
不可 能 で ある 。2) 一 般 に 腫瘍 に お いて 転移 が あれ ば 悪性 で 転移 部 を 手術 的 (また は 放射 的 ) 
に 完全 に 治療 で きぬ 限り は 予後 は 絶対 的 に 不良 で ある 。 し か る に Chorioadenoma destruens 
は 相当 高 率 の 転移 を 有 し つつ も 予後 良好 で ある 。 私 ども の 例 で は 25 例 中 転移 の ある も の 8 例 , 
3222 ( 肺 3 例 12%, RES Pl 20%) で 文献 に 比 し , 意外 に 高 率 で ある 。 た だ 肺 , Bock 

の 共存 する 例 は な く , いずれ も 予後 良好 で 1 例 も 死亡 例 は な か っ た 。 こ の よう? に 相当 高 率 の 
転移 を 認め つつ も 予後 良好 な の は 注意 すべ き 点 で ある 。 し か る に Choriocarcinoma で は 16 
例 中 転移 の ある も の 14 Pl 87.5%, ( 肺 転移 の ある も の 13 例 81.222, 腫 転移 の ある も の 9 
例 56.2%, 両者 と も に 転移 の ある も の 8 例 50%) で あり , 転移 例 中 の 死亡 12 HW 85.7% で 
極め て 悪性 で ある 。3) Friedmann の 単位 は 連続 的 追及 に 診断 的 価値 か ある が , ここ で は 主 
治療 前 の 価 に つい て 述べ る と Choriocarcinoma で は 定量 10 例 中 50,000 単位 以上 陽性 4 例 

で は 全 例 死亡 , 50, 000 単位 以下 陽性 5 例 中 3 Bl 60% が すでに 死亡 し て いる 。 し か し 他 の 1 例 
は 術 前 200 単位 陰性 で 術 後 陽 転 1 年 2 ヵ月 後に 肺 転移 で 死亡 し て いる 。 ま た Chorioadenoma 
destruens 7 例 は 1 例 の み 50,000 単位 陽性 で 他 は それ 以下 で 10,000 単位 陽性 が 5 例 あ っ た 。 
すなわち Choriocarcinoma は 一 般 に 単位 高く ,。 か つ 高 いも ゃ の が 予後 不良 と 考え られ る 。 4) 
治療 法 は 原則 と し て 手術 可能 は 子宮 全 別 , 腫 転移 が あれ ば その 多 出 ,。 ラジ ウム 治療 , 手術 不能 
は 化学 療法 お よび ラジ ウム を 用 いた が ナイ トロ ミン , アザ ン 等 は Chorioadenoma destruens 
で は 高度 の 肺 転移 例 で も 永久 治癒 せしめ 得 た が , Coriocarcinoma の 転移 ある 例 を 永久 治癒 せ 
し め 得 た 症例 は 1 例 し か な か っ た 。5) 放置 期間 の 長い も の は Choriocarcinoma が が 多く, + 
後 も 悪い が , 原発 巣 の 大 小 , 先行 分 の 種類 等 と 予後 と は 関係 な か っ た 。 

(BAA FOE RIC KL) 

M 議 
寺島 寛 : Chorioadenoma destruens で 手術 に よる 出血 死 の 肺 転移 の 肉眼 標本 の スラ イド の 御 呈 示 を 戴 
きま し た が , この 転移 巣 の , 組織 学 的 所 見 は 如何 で し ょ うか 。 Choriocarcinoma の 肺 転移 と 組織 学 的 に 
の うか 異 が ある か 御 教示 工 き た く 思 いま す 。 
相馬 広明 : 私 ども は 55 例 の 紋 腫 と 診断 され た 別 出 子宮 標本 を 検索 し た 結果 , Syncytial endometritis 10, 
en 23, Choriocarcinoma 22 で あり , Chorioadenoma の 死亡 率 5.822, 転移 率 22.222, 
Choriocarcinoma の 死亡 率 76.822, 転移 率 77.722 で あっ た 。 何故 Villous Pattern の 存在 の 有無 に よ 


っ て 良 悪 の 判定 が 下さ れる の か 伺い た い 。 私 ども は Chorioadenoma の 転移 死亡 例 を 有する の で , 必ず し 
も 良性 と 判定 で き な い と 思う ぅ 。 

三谷 38: 何故 Well formed villi が ある と 予後 が よい か わか り ま せん 。 こ れ は 病理 の 方 に お 教え 願い た 
いと 思い ます 。 た だ 実際 問題 と し て どこ か に villi が ある の が 予後 良好 で あり ます 。 

太田 邦夫 : Trophoblastic structures は 母体 と は 異種 な も の で ある に し て も , 転移 と 破壊 的 成長 を 営む い 
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わ ゆ る を 全く 良性 の 腫瘍 と 考え る こと は 病理 の 立場 か ら は 困難 で あり まし よ ょ う 。 同種 性 の 腫瘍 に し て る 種 
々 の 程度 の 悪性 度 の 悪性 腫瘍 が 存在 する こと と 対比 すべ き で す 。 私 自身 villi の 形態 と 悪性 度 の 直接 の 相 
関 に つい て 経験 的 な こと を 申 上 げ う る だ け の 経験 は あり ませ ん 。 

品川 be < LI RBKO MII K&R, Chorioadenoma destruens と 思わ れる well-formed villi を 
も っ た 症例 の 死亡 例 を 1 例 経験 し て お り , これ を 全面 的 に “RH” と 断定 は 困難 か と 思い ます 。 

三谷 靖 : 言葉 が た りな か っ た の で す が 了 臨床 的 に は 内 出血 , 肺 転移 に よる 叶 血 , 脳 転移 で 死亡 し ます の で 
悪性 と し て 扱っ て よい と 思い ます 。 た また まわ れ わ れ の 例 で は 死亡 例 は あり ませ ん で し た , 統計 外 に お 話 
し し まし た 如く 最近 出血 死 し た 例 も あり 子宮 を 取る こと も 決し て Overtreatment と は 考え ん て いま せん 。 
た だ 治 疲 可 能 性 大 と いう 意味 で 申し 上 げた わけ で す 。 品川 先生 に お 尋ね し ます が , その 死亡 例 の 原因 は 出 
血 そ の 他 に よる も の で し ょ よう か ? 

品川 : 私 の 経験 例 の 直接 死因 は (AA) 失血 で あり ます 。 





214. EL KIO PRITEST SFE 
樋口 ー 成 , 細川 勉 , 関根 3, 酒井 英二 , BERS (慈恵 医大 産婦 人 科 教 室 ) 
Studies on the Prognosis of Chorionepithelioma 


KAZUSHIGE HIGUCHI, TSUTOMU HOSOKAWA, ISAMU SEKINE, 
EIJI SAKAI, HIROTOSHI MINEGISHI 


本 腫瘍 は 癌 より も さら に 悪性 と 言わ れ な が ら , 1942 年 関 の 報告 以外 , 多数 例 に よる 成績 を 
ほとん ど 見 な い 。 わ れ わ れ は 教室 例 38 例 を 含め , 了 臨床 上 本 腫瘍 と 診断 され た 160 Mx we L, 
病理 組織 学 的 に 検討 し た 結果 , PEL RE 67 例 と 破壊 性 (転移 性 ) 奇 胎 26 例 の 計 93 例 を 
得 た の で その 予後 を 調査 し た 。 す な わ ち 前 者 で は 永続 治療 (2 年 以上 健在 例 ) 12 Bl, 2 年 未満 
生存 中 10 A, 死亡 36 例 お よび 不明 9 例 で , 後者 で は それ ぞ れ 4, 9, 2 お よび 11 MCh 
り , 明らか に 紋 腫 で は 著しく 不良 , 破 奇 で は 比較 的 良好 と 言え を る 。 な お ここ で 破壊 性 奇 胎 と は 
腫 導 中 に 僅か で も 紋 毛 形態 を 認め 得る も る の すべ て を 指す が , 両者 を 合 し て も その 転 帰 成績 は 従 
来 の 報告 に 比 し 不良 と 言わ ね ば な ら な い 。 こ の 原因 と し て は 種々 ある が , われ われ が 標本 の 不 
備 あ る い は 不 確 実 な 症例 と し て 除外 し た 67 例 中 に , 明らか に 誤診 と 見 散 し 得る 例 が 少な か ら 
ず 存 在 し た こと か ら , 従来 の 統計 中 に は 疑問 ある い は 誤診 例 が 含ま れ て いる 場合 の ある こと が 
考え られ る 。 発現 年 令 と 予後 と の 間 に は 特別 の も の が な い が , 先行 妊娠 で は , HABE HIRAI 
を 先行 せ ず ぜ , し た が っ て 妊娠 一 奇 胎 つ 級 腫 の 過程 が 比較 的 迅速 に 行わ れ た と 考え られ る 症例 群 
死亡 例 が や や 多数 の 如く 思わ れる 。 人 術 前 ある い は 術 後 問 も な く 転 移 を 証明 し た 例 が , 大 多数 
予後 不良 で も る こと は 当然 で ある が , 紋 腫 中 に 2 例 , 破 奇 中 に 3 例 の 2 年 治療 例 か ある こと が 
注目 され た 。 な お この 中 4 例 は 化学 療法 施行 例 で ある 。 BRR AE CLICHE Se 
険 上 禁忌 と され て いる が , 本 研究 材料 で は 先行 妊娠 内 容 の 除去 を 主 目 的 と し た 場合 を も 含め て , 
少く と も 約 半 数 以上 に 内 拉 が 施行 され て いる 。 し か し 内 手 施 行 例 が 特に 予後 不良 で ある と は 認 
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め 難 い 成績 を 示し た 。 術 前 ある い は 術 後 の 尿 内 ホル モン 量 と 予後 と に つい て は , 単位 ちあ るい は 
検査 か ら 手術 まで の 日 数 が 一 様 で な いた め , 明らか な 結果 を 出し 得 た か っ た が , た だ Fried- 
mann 反応 100 単位 陰性 化し た 症例 で も , 必ず し も 予後 良好 で な いこ と が 認め られ た 。 Mi 
の 大 き さ あ る い は 子宮 筋 層 内 に お ける 発現 部 位 等 の 肉眼 的 所 見 と 予後 と の 間 に は , 特別 な 関係 

は 認め 難く , 例え ば 小 腫瘍 で も 死亡 し た り , 大 腫 癒 で も 生存 する 。 

顕微 鏡 的 所 見 に つい て は , 腫瘍 細胞 量 , その 種類 , 凝固 壊死 , 出血 ある い は これ ら の 配列 , 
隣接 組織 と の 関係 等 に つき 種々 検討 し た が , これ ら 個 々 の 条件 で は 予後 と の 関係 は 明瞭 で は な 
い 。 し か し 紋 腫 で は 腫 閣 が 健常 組織 と 接する 周辺 部 に の み 少 量 の Trophoblast 細胞 を 認め か 
> Syntitium 系 細胞 を 主体 と する も の で , 腫 冶 中 心 部 が ほとん と 壌 死 お よび 出血 の みか ら な 
る 型 の も の に 予後 良好 例 が 認め られ た 。 ま た 破 奇 で は 紋 毛 形態 の 多 宴 ある い は 性 質 よ り , Tro- 
phoblast 細胞 の 増殖 程度 が 予後 を 左右 する 如く 思わ れる 。 な お 本 研究 に お ける 材料 は 文部 省 
研究 費 に よる 級 毛 上 皮 腫 斑 研 究 の 材料 と し て 送付 され た も の で ある こと を 付 言 する 。 


215. リン 性 細 網 肉腫 症 の 病理 解剖 学 的 研究 
AR 久 (九州 大 学 医学 部 病理 学 教室 ) 
Pathological-Anatomical Studies on the Lymphatic Reticulosarcomatosis 


HISASHI OTSUKA 


リン パ 性 細 網 肉腫 ( 症 ) の 剖検 例 30 例 に つき , 病巣 の 分 布 を 検索 し , 上 半身 限局 型 。 下半身 
良 局 型 , 亜 全 身 型 。 全身 型 の 4 つ に 分 け , その 各々 を 表 在 リン パ 節 型 , 深部 リン パ 節 型 。 RHE 

* 深部 リン パ 節 混合 型 に 分 ける こと が で きた 。 さ ら に 上 記 各 型 を A. リン パ 節 限定 型 。 B. 
リン パパ 性 臓器 合併 型 ,C. 非 リ ン メ 性 臓器 合併 型 な ど に 細分 し た 。 被 検 材 料 を か か る 分 類 に よ 
っ て 分 ける と 表 の ご と く で ある 。 
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すなわち , 剤 検 例 で は 上 半身 ある い は 下半身 に 限局 する 例 に 遭遇 する こと は 少な く , 亜 全身 

た は 全身 に 分 布 す る 例 が 多い が , 前 者 に は 表 在 リン パ 節 型 あ る い は 深部 リン パ 節 型 の 頻度 が 
大 で あり , 拡がり の 進ん だ 後者 で は 表 在 ・ 深 部 リ ン パ 節 混合 型 が 大 部 分 を 占め る 。 な お 全 例 を 
通じ し て, 厳密 に リン パ 節 系 統 だ け に 限定 され る も の (A) は わずか 3 例 で あり , 多少 と も リン パ 
節 以 外 の リン パ 性 な いし 非 リ ン パ 性 臓器 へ の 拡がり を 伴 な う も の が 多い 点 (B : 17 Al, C: 10 
例 ) は 注意 を 要する 。 ち な み に , リン < 性 臓器 で 腫 場 の 認め られ た も の と し て は , Ale, A 

, 選 桃 な どの 13 例 , E12 例 が 最も 多く , その 他 肺 7, A, 腸 の 5 例 , 皮下 大 網 の 各 4 例 
な ど が 主 で , 非 リ ン パ 性 臓器 で は , FS. 肝 5, BAe CHS. 赤崎 は , 従来 記載 され て い 
る より は 腫 に お ける 病巣 発現 率 が 高い (31 例 中 14 例 ) こと を 指摘 し て いる が , 私 の 成績 も 赤 
崎 の それ に 近い 。 

細 網 肉腫 剖 検 例 で は , 同一 例 に お いて , 赤崎 の 分 類 に よる 各 組 織 型 が 混在 する こと が 少く な 
い の は 既報 の 通り で ある が , 腫瘍 の 拡がり に 関係 な く , 網状 型 を 主 と す る も の が 最も 多い 。 た 
だ 未 分 化 型 の リン バ 節 は , 腫瘍 の 拡がり が 比較 的 狭い 例 に 多く , 多 形 細胞 型 は , 拡がり の 進ん 
だ 全身 型 に 多く , また 拡がり の 狭い 例 で も 多数 リン パ 節 が 集 塊 を 作る 部 に や や 多く 認め られ る 。 
また , B.C 群 に お ける リン パ 節 腫瘍 お よび 此 他 臓器 腫瘍 の 組織 型 の 問 に は , 同一 例 で は 著 差 


患者 年 令 と 腫瘍 の 拡がり と の 関係 は , 上 , 下半身 限局 型 で は 51-60 才 が 多い の に 比 し , E 
全身 型 。 全身 型 で は 31-40 FY, 41-50 才 が 多く , 拡がり の 進ん だ 例 で は , や や 年 令 層 が 若 
まつ CWB 

治療 , 了 臨床 的 経過 な ど と 腫瘍 拡がり , 組織 型 な ど と の 間 に は , あま り 密 接 な 関係 は 認め られ 
な い 。 た だ , 抗 腫 場 剤 の 大 量 投写 ,。 レン トゲ ン , ラジ ウム な どの 局所 反 覆 照射 例 な ど で は , 腫 
場 組織 の 壊死 , 線維 化 が 著しく , 該 部 に 細胞 多 形 性 が 顕著 と な っ て いる こと は 興味 が ある 。 な 
お , 抗 腫 瘍 治療 を 行っ て いな い 5 例 の うち , 線維 化 , 壇 死 の 認め られ る 2 例 で は , その 部 に 限 
り 腫 瘍 細胞 の 多 形 性 が 表 わ れ て いる 。 (文部 省 科 学研 究 費 に よる ) 

216. 人 リン ペ 腺 の 呼吸 解 糖 能 と 組織 像 と の 相関 に 関す る 研究 
春日 4, 太田 邦夫 


A Study on the Correlation Between Respiratory and Glycolytic 
Activities and Histological Changes of the Human Lymph-nodes 
TSUTOMU KASUGA, KUNIO OTA 
(Pathology Department, Cancer Institute, Tokyo) 
Many studies on the respiratory and glycolytic activities of human tissues and 
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tumors have been reported, but they invariably have the shortcoming inasmuch as 
they lack complete histological control. Since 1954 Oota and his collaborators have 
been applying freezing-drying embedding technique to thd human materials used in 
the metabolic study in order to meet the difficulty. 

Forty human lymph-nodes were studied by the above method. They represent 
9 lymphomas (8 reticulum cell sarcomas and one Hodgkin’s disease), 17 metastatic 
cancers and 14 benign lesions, mostly slight inflammatory, and tuberculous in 
2 cases. Each material was 15 to 23mg in wet weight, taken fresh in the operating 
theater and subjected to the metabolic assay 30 minutes after removal. The time 
needed for freezing-drying and paraffin embedding was about 15 hours. The blocks 
were cut in complete serial sections. 

Crude QCO, varied for tde benign node lesions from 6.84 to 12.40, for the 
metastatic cancer from 9.04 to 23.24, and for the malignant lymphomas from 15.36 
to 24.7. Crude QO, varied for the benign lesions from 3.58 to 4.55. for the 
metastatic cancers from 1.45 to 6.50, and for the malignant lymphomas from 5.02 
to 9.75. 

QCO,/QO, showed not significant difference. When the above data were adjusted 
in proportion to the volume of each material occupied by the malignant lesion QCO, 
for the metastatic cancers ranged between 17.5 and 25.0, while that for the malig- 
nant lymphomas between 18.0 and 36.0. One node with malignant lymphoma 
irradiated shortly before the assay showed extremely low values both for QCO, and 
QO, 

Among the reticulum cell sarcoma group, the undifferentiated type showed higher 
QCO, and QO, than the differentiated. Benign lymph-nodes which gave relatively 
high values revealed severe reticulosis. 

Adenocarcinoma metastatic from the stomach revealed remarkably high QCO., 
QO, and QCO,/QO,. 

In all materials frequent mitotic activity was associated with high QCO,, QO, and 
QCO,/QO,. 
赤崎 : リン パ 節 腫瘍 の 中 に は その 良性 悪性 の 組織 学 的 判定 が 極め て 困難 な も の が か 少く な い 。 演者 の 御 研究 
は この 点 の 決定 に 極め て 重要 な 意味 を も つも の と 考え られ る 。 た だ 御 報告 の 方 法 は か な り 和 複雑 な よう で , 
その 簡素 化 を も 考慮 し て 手技 の 確定 を され る よう お 願い する 。 
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217. 広島 原爆 被爆 者 に 見 られ た 細 網 肉腫 症 の 4 例 
(RAS, 試験 切除 例 1 ) 


菅野 晴夫 , 福士 勝成 , 渡辺 豊 輔 , 所 沢 Al, 小野 忠彦 
(東京 大 学 医学 部 病理 学 教室 ) 


Four Cases (3 Autopsy Cases and 1 Test Incision) of Reticulum Cell 
Sarcoma, Found in Atomic Bomb Survivors in HIROSHIMA 


HARUO SUGANO, KATSUNORI FUKUSHI, TOYOSUKE WATANABE, 
TSU YOSHI SHOZAWA, TADAHIKO ONO 


1945 年 広島 ・ 長 崎 原爆 被爆 者 は 非 被爆 者 に 比 し 高 率 の 白血病 発生 を 示す (山脇 , Mollory, 
渡辺 ) が , 胃癌 の 発生 に は 差 は 認め られ な い (Murphy & Yasuda) と いわ れる 。 一 方 細 網 肉 
腫 例 の 報告 も 稀 に こみ られ る 。 本 症 の 発生 を 直ちに 原爆 と 関係 ざけ る こと は 危険 で その 因果 関係 
は 詳細 な 統計 と 実験 に より 検討 され ね ば な ら な い 。 

1945 年 8 月 か ら 1958 年 8 月 まで の 東大 病理 学 教室 の 検 例 3937 例 中 原爆 被爆 者 の それ 
は 15 例 あ り , 5 も 細 網 肉腫 か 3 例 お よび プロ ベ が 1 例 あ り , いずれ も 広島 で 被爆 し た も の で 
ある 。 被爆 より 発病 まで の 期間 の 短い も る の か ら 次 に 記載 する 。 

症例 1 (17155) 山田 , 39 >, 男 , 剤 検 1948.12.15. Bok) 1000m の 家屋 内 で 被爆 , そ 
の と き の 姿 勢 に は 記憶 が な い 。 泥水 を 大 分 飲む 。 翌 7 日 より 下痢 始ま り 死 亡 まで 続く 。 8 月 
20 日 脱毛 始ま る 。 8 月 末 W3000 WE, 小 出 血 点 出 ず 。 9 月 4 日 W500, 発熱 40"。 20 日 歯 
BR itso, 下 熱 し 脱毛 少く な る , W6000, 47 年 2 月 仕事 に 従来 , 48 年 W3800 幼 弱 型 
出現 , 48 年 11 月 両 豚 定 リンパ 節 腫 大 (被爆 後 3 年 3 月 )。 つ づい て 貧血 ・ 発 熱 * 全 身 リ ン パ 
MEA, 沖 中 内 科 入 院 , 死亡 。 判 検 所 見 は 1) Be Ble BIST TER + EBRD BZ 
下 に 指 頭 大 まで の 多数 の 結節 を 形成 (結節 は 体 の 前 面 に 限 られ 後面 に な い ) 2) 上 部 従 隔 以下 
SERB E CO Y YoSpiltA® < MEK, 3) 心筋 ・ 腸 管 ・ 腎 ・ 胃 ・ 副 輸 丸 等 に 広汎 な 転位 巣 の 
形成 が か あり, 組織 学 的 に は 円 形 大 型 の 核 と 染色 性 の 少 い 原形 質 を も っ た 未 分 化 型 の 細 綱 肉腫 で 
ある 。 

症例 2 (18325) 川島 , 56 才 , 男 , Pe 1952.11.22. 爆 心 より 約 6 km で 被爆 し 家 の 下 敷 
と な っ た が 起 体 に 特別 の こと な し 。1952 年 5 月 末 左 頸 部 リン パ 節 腫 大 (被爆 後 6 年 9 A) 10 
月 沖 中 内 科 入 院 , 貧血 , 全身 リン パ 節 腫 大 , 死亡 , 判 検 所 見 で は 1) 頸 部 以下 原 忠 部 まで の 
各 リ ン パ 節 は 一 様 に 計 卵 大 以上 に 腫 大 2) 心 外 膜 ・ 助 膜 ・ 肝 ・ 腫 ・ 大 妥 骨 和 髄 に 小 転位 を 認 む 。 
組織 学 的 に は 巨 細 胞 を 多数 含む 多 形 細胞 型 の 細 網 肉腫 。 
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症例 3 (18760) 川井 , 35 7, 男 , 割 検 1953.11.9. 爆 心 よ り 2.5km の 家屋 内 で 被爆 , 家屋 
の 下敷 と な り 前 頭 部 に 微 傷 , 頭痛 ・ 下 痢 が 3・4 日 続く 。 そ の 後 3 児 を 得 た 。1952 年 9 AL 
吾 ド リン パ 節 腫 大 (被爆 後 7 年 1 月 ) 全身 に お よび 分 院 放射 線 科 入院 , 死亡 。 KEM 
鏡 で 毛細 管 静 脈 の 異常 所 見 が 認め られ た (津屋 )。 判 検 所 見 で は 後 腹膜 リン ぷ 節 腫 大 が 著 明 で 
内 臓 を 包 埋 する 。 組織 学 的 に は 多 形 細胞 型 。 

症例 4 (プロ ー ペ 17228) HH, 62 才 , 男 , 1955.1.26. 死亡 。 爆 心 よ り 約 4 km の 窓際 で 
歯 を 磨い て いた 。 家 は 爆風 で 倒れ 頭 に 微 傷 を 受 く (戸外 の 人 は 火傷 の た め 死亡 )。 1954 年 11 
月 全身 リン パ 節 腫 大 (被爆 後 9 年 3 A) 物 療 内 科 入 院 , 死亡 。 割 検 で き な か っ た 。 右 鎖骨 上 各 
リン パ 節 の 試験 切除 で は 未 分 化 型 の 細 網 肉 種 で あっ た 。 ( 廊 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 





218. 所 調 松 果 体 腫 に つい て 
At eK 男 (新潟 大 学 医学 部 病理 学 教室 ) 
So-called Pinealoma 


SHIGEO IGARASHI 


伊藤 教授 は 第 47 回 日 本 病理 学会 総会 宿題 報告 「 脳腫瘍 の 病理 」 に お いて , いわ ゆる Pine- 
aloma と 性 腺 の Dysgerminoma と を 比較 し , 両者 が 形態 学 的 に も 生物 学 的 に も 完全 に 一 致 
する こと を 明らか に し , 従来 の Pinealoma を Friedman の 命名 に し た が っ て Germinoma 
と し て 分 類 さ れ た 。 す な わ ち この 腫瘍 は Globus や Hortega ら の いう よう な 松 果 体 細胞 由来 
の も の で は な いと い 52 主張 で ある 。 さ て この 主張 の 裏づけ と し て 最も 重要 な こと は Pinealoma 
の 腫瘍 細胞 と 発育 期 松 果 体 実質 細胞 と の 対比 一 一 非 類 似 性 の 証明 で な けれ ば な ら な い 。 こ の 点 
に つい て は すでに D. Russell (1944) の 研究 報告 を 見 る が , 私 も 主として 人 胎児 に お ける 発育 
期 松 果 体 を 中 心 に 50 例 の 松 果 体 を 組織 学 的 に 検索 し , これ と Pinealoma の 組織 像 を 対比 し 
て 種々 の 相 異 点 を 明らか に し た 。 す な わ ち まず 第 一 に その 構築 像 の 相 異 で ある 。TIKrabbe に よ 
れ ば 胎生 6 ヵ月 より 生後 1 年 まで の 発育 期 の 松 果 体 で は 大 形 明 性 の 上 皮 様 細胞 (実質 細胞 ) の 
KML, それ を 蜂 宮 状 に と り ま く 小 形 暗 核 細 胞 群 (前 実質 細胞 ) と が 著 明 な モザ イク タク 像 を 呈す 
る も の で , Globus は この 像 が Pinealoma に 忠実 に 再現 され る と し て いる 。 し か し な が ら 松 
果 体 に お いて この モザ イク を 形成 する 両 細胞 の 性 状 は 必ず し も 従来 の 知見 の 如く で は な く , そ 
の 中 心 部 の 大 明 核 細胞 に 当る も の で も 乃 体 自身 は 大 形 で ある が , 核 は 小 円 形 で 多量 の 色 質 を 含 
有 し , 反 対 に 周辺 部 の 小 暗 核 細胞 な る も の が 比較 的 色 質 に 乏しく 明 性 で あっ て , これ を Krabbe 
ら の 概念 に 比 オ れ ば paradoxical mosaic と で も いう べき 像 を 示す も の が 多い の で ある 。 か か 
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る 構築 は Pinealoma に は 許さ れ な い 像 で ある 。 第 2 に 松 果 体 の これ ら 両 細胞 の 間 に は 前 実質 
細胞 か ら 実質 細胞 へ の 成熟 栖 移 (Metamorphose) Dwi A MKF SOCHS2A, Pinealoma 
で は いわ ゆる 小形 細胞 が 主 に リン パ 球 で ある の で 腫瘍 細胞 と の 移行 は 絶対 に あり 得 な た いこ と の 
相 異 で ある 。 第 3 に 発育 期 松 果 体 の 核 に は 好 酸 性 の 核 小 体 (Kernkugeln) も 存する が , Dimi- 
trova の いう ほど 特徴 的 な も の で は な く , Pinealoma の それ と は 比較 に な ら ぬ ほど 微か な も 
の で ある 。 第 4 に 松 果 体 実質 細胞 で は Hortega の 指摘 し た よう に 特殊 鍼 銀 法 に よっ て 終末 根 
を 有する 突起 の 存在 を 確認 で きる が , Pinealoma の 型 細胞 で は この よう な 突起 を 有 せ ず , 種 
々 の 報告 に 見 られ る 突起 の 記載 は 原形 質 の 変性 所 見 の 誤認 と 思わ れる 。 第 5 に 松 果 体 細胞 に お 
ける Blepharoplast の 存在 は , それ 自体 問題 の ある と ころ で ある が , Pinealoma の 細胞 に は 
それ を 証明 しない 。 本 体 以 上 の 諸点 に よっ て いわ ゆる Pinealoma が 決し て 発育 期 松 果 体 の 像 
構 を 模 信 す る も の で な いこ と が 断定 で きよ う 。 

さて か く の 如 く < 発育 期 松 果 体 の 詳細 な 観察 を な す と き , われ われ は よく これら の 特徴 を 具有 
する 腫瘍 と し て Pinealoblastoma を あげ る こと が で きる 。 し か し て 伊藤 教授 が この も の こそ 
Russell の true Pinealoma と し て Germinoma と と も に その 分 類 上 の 地位 を 確立 し た の は 
誠に 妥当 で ある と 思う も の で ある 。 (文部 省 科 学研 究 費 に よる ) 
附 議 
石井 昌三 : Pineoblastom (true Pinealoma) は 御 説 に よる と So-called Pinealoma と 相 移 行 し 得 な いよ 


うに 感ずる が ? Ringertz は 只今 の true Pinealoma を Undifferentiated tumor type と 分 類 し て いる 
が 。 彼 は この 種類 の Pinealoma が two-cell Pattern So-called Pinealoma と 共存 する こと を 述べ て 


いる 。 


五十嵐 成 男 : So called Pinealoma と Pinealoblastoma と の 間 に は 全く 移行 は あり 得 な た いも の で あり 


ます 。 
牛島 : So called Pinealoma と true Pinealoma と 極め て 類似 し た 組織 像 で も る が , 前 者 は Pinealobla- 
stoma と 移行 は な く Germinal Tumor と 考え る べき で ある 。 演者 は この 二 者 の 区 別 す べき を 主張 し た も 


の と 解す る 。 


219. 頭 蓄 内 原発 悪性 間 葉 性 腫瘍 
石井 昌三 , 谷 栄一 , 安藤 協 三 , 小沢 和恵 (京都 大 学 医学 部 外科 第 一 講座 ) 
Malignant Mesenchymal Tumors Primarily Originated in the 
Intracranial Cavity 


SHOZO ISHII, EIICHI TANI, KYOZO ANDO, KAZUE OZAWA 


RAB HII CF hts LOCH UI LOCH ONKRARAREO PERE 14 例 


ノバ 
(こつ いて 組織 学 的 検索 を 行っ た 。 内 訳 は mesenchymomatous meningioma 1 例 , fibrosar- 
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coma 2 fj, perivascular sarcoma 2 ff, alveolarsarcoma 4 例 , small cell sarcoma 
3 例 で ある 。 これ ら 間 上 葉 性 腫瘍 は 非常 に 多彩 な 組織 像 を ホ す が , 結局 Hueck に よっ て 記載 さ 
れ た 間 上 葉 組 織 の 基本 的 , 細胞 構築 様式 の 中 の いずれ か に 分 類 さ れ 得 る 。 特 に 興味 深い の は これ 
ら の 症例 中 二 例 に お いて 再発 を 見 , その 各々 の 標本 に つい て 検査 し 得 た が , これ ら 時 期 を 異 に 
し て 得 ら れ た 同一 腫瘍 に お いて も 一 つの 型 か ら 他 の 型 の 像 へ と 腫瘍 組織 像 が 移行 する こと が 明 
ら か に され た 。 

また これ ら 腫 場 の ほとん ど が 解剖 学 的 に 脳 膜 と 密接 な 位置 的 関係 を 示し た こと , また 肉眼 的 
に 腫 場 と 脳 膜 と の 関係 が は っ きり し な か っ た よう 症例 に お いて も 組織 像 に 脳 膜 胡 と の 類似 性 が 
見 出さ れ た こと 等 ,。 いずれ も これ ら 間 葉 性 腫瘍 が 脳 膜 を 起源 と し て 発生 し た こと を 暗示 する が 
決定 的 な 証明 は 得 ら れ な か っ た 。 また 脳 膜 の 原 基 た る 間 葉 を 外 膝 葉 性 起源 と し mesoectoderm 
な る 名 称 の 下 に , 他 の 間 葉 と 独立 し た も の と 考え る 学説 な ある が , これ ら の 標本 に 関す る 限り 
それ を 則 づ ける に 充分 な デー ター を 欠い た 。 

し た が っ て この 種 腫瘍 を ー ま と め に malignant meningioma と 呼称 する こと は 雪 当 で は な 
い 。 な お glioma の それ に 條 い 。 これ ら 種 々 の 頭蓋 内 間 葉 性 腫瘍 の histogenesis の シ エ ー 
そ を 作っ て 見 た 。 





220. 頭 蓄 内 腫瘍 の 核酸 , グ リセ ロフ ォ + ス ファ ター ゼ お よび 


多糖 類 に 関す る 組織 化学 的 研究 
SHES, 田島 達朗 (新潟 大 学 医学 部 病理 学 教室) 


Histochemical Studies on Nucleic Acids, Glycerophosphatases and 
Polysaccharides of Intracranial Tumors 


YOSHIO IMAI, TATSURO TAJIMA 


人 体 腫 瘍 の 組織 化学 的 研究 は すでに 幾多 の 報告 が か み られ る が , TRAM O APA 7c BRIT 
まだ ほとん ど な さ れ て いた ない 。 著者 ら は 神経 膨 腫 102 例 を 中 心 と し て 手術 お よび 剖検 に よっ て 
得 ら れ た 各種 頭蓋 内 腫瘍 161 例 , 対照 と し て 正常 人 脳 12 例 , 人 胎児 脳 7 例 に つい て 核酸 , グ 
リセ ロフ ォ ス ファ ター ゼ , 多 橋 類 を 組織 化学 的 に 検索 し た 。 各 種 腫瘍 の 組織 化学 的 染色 像 は 一 
租 に それ ぞ れ の 発生 母 細胞 の 特徴 を か な り よ く 伝 承 し て お り , さら に 細胞 発生 的 見 地 か ら 腫 瘍 
の 分 化 に し た が っ て 各 反 応 は 相当 に 明らか な 相違 を 示し て いる 。 な お 同種 腫瘍 相互 問 に お いて 
も , また 同一 腫瘍 組織 内 に あっ て も 各 腫 瘍 構成 細胞 成分 の 差異 お よび 増殖 活性 部 , BERTH 
等 に し た が っ て 同様 に 著しい 差異 が 認め られ る 。 こ の 傾向 は 脱 芽 細胞 腫 , 海綿 芽 細 胞 腫 悪 性 弄 
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お よび 転移 性 腫瘍 に 最も 強い 。 す な わ ち 頭蓋 内 腫瘍 の 組織 化学 的 特徴 は その 所 見 の 多種 多様 性 
に ある と いえ よう 。 EF, 原発 性 腫瘍 の 増殖 活性 部 に お ける 核酸 は その 発生 母 細胞 の それ に 比 
し て 一 般 に 増加 の 傾向 が 見 られ る が , その 割合 は 各 腫 場 に よっ て 極め て 区 々 で ある 。 腫瘍 細胞 
の DNA, 核 小 体 の RNA, お よび 胞体 の RNA は 脱 芽 細胞 腫 , 海綿 芽 細 胞 腫 悪性 型 に 多く , 
DNA の 核 内 分 布 も 著しく 塊状 な いし 結節 状 を 示し 型 態 の 変化 が 見 られ る 。 す な わ ち 核酸 は 腫 
瘍 細胞 の 異常 増殖 に 密接 な 関係 を 有する と 思わ れる 。 フ ォ ス ファ ター ゼ は 一 般 に その 発生 母 細 
OHA LEK CWS, その 増 滅 に 一 律 性 を 見 い 出 すこ と は 困難 で ある 。 し か し ALPh 
は 生物 学 的 に 回 性 と 思わ れる 腫瘍 , すなわち 脱 芽 細胞 腫 , 海綿 芽 細胞 腫 悪性 型 等 で は 減少 傾向 
を 示し , Ac-Ph は 逆 に 増加 傾向 を 示し て いる こと は 事実 で ある 。 SRA PIL) TOBA 
細胞 の 性 質 を よく 伝承 し て いる 。 一 般 に グリ ュー ゲン を その 胞体 に 最も 多量 に 含有 する も の は 
ERBE 次 いで 星 脱 芽 細 胞 性 で て あり, 乏 突起 細胞 腫 , 身 芽 細胞 腫 , 上 衣 細 胞 腫 に は ほとん 
どこ れ を 欠く 。 ま た アミ ラー で ゼ で 消化 され な い PAS 陽性 物質 は 神経 博 腫 の 線維 束 に ビ マ ン 性 
に 見 られ る の が 特異 で ある 。 各 腫瘍 共通 の 性 質 と し て 壊死 変性 部 に お いて は 一 般 に アミ ラー ゼ 
で 消化 され な い PAS 陽性 物質 お よび グリ ュー ゲン が 多量 に 見 られ る 。 転移 性 腫瘍 の 核酸 , 7 
ォ ス ファ ター ゼ ぞ , 糖 質 の 所 見 は 発生 母 細胞 の それ と 比較 し な か っ た が 極め て 多種 多様 で ある まぁ 
い 5 意味 に お いて 脱 芽 細胞 腫 お よび 海綿 芽 細胞 腫 悪性 型 に 類似 を 求め 得る 。 正 常 お よび 人 胎児 
脳 に お ける 核酸 ,。 フォ ス フ ァ ター ゼ , 棋 質 の 所 見 は その 構成 細胞 に ょ り 割 合 に 一 定 し た 所 見 が 
見 られ る が , 胎児 で は その 発育 の 分 化 に し た が っ て か な り の 変動 を 認め る 。 乏 突起 細胞 腫 お よ 
び 上 衣 細 胞 腫 等 に 見 られ る 腫瘍 組織 内 の いわ ゆる “* 石 灰 沈着 "部 で は ALPh の 積極 的 な 関与 
は 見 られ ず , カル シウム 反応 は 多数 例 に 陰性 を 示し , これ に 代 っ て 鉄 反応 陽性 , PAS & 

を 示す も の が 多い 。 これ ら の 事実 よ り 従来 の 石灰 沈着 (Calcification) の 名 称 より も 鉄 沈着 
(Ferrugination) の 名 称 を 用 いる の が より 妥当 で あろ ?。 (文部 省 科学 研究 費 に よる ) 


Mt 議 

武内 : 私 ども は glycerophosphatase に し て ふ glycogen 合成 ある い は 分 解 に 参与 する amylophosphory- 
lase に こし て も 細胞 の 分 裂 ・ 増 殖 と いう 機転 に は 参加 し な いで , むし ろ そ の 細胞 の も つ 固 有人 性 格 の 代謝 系 に 
関係 が か ある と みて いる 。 また 腫瘍 細胞 は その 母 細胞 の 性 格 を 保持 する も の と 失う も の と が あり , 種々 の 酵 
素 陽 性 ちる い は 陰性 所 見 を 示す の が 特徴 で も る と みて いる 。 演者 の 脳腫瘍 に お ける 所 見 も それ を 示 し て い 
る と みろ られ る が , 陰性 例 の 表示 が な いよ う で し た が 如何 で し た か お うか が いし ます 。 

田島 : 全く その 通り で あり ます 。 グ リモ ロフ ォ ス ファ ター モ ゼ の みみ に 限ら ず 。 多糖 類 に お いて も その 所 見 は 
か な り 多 彩 で あり , 中 に は 発生 母 細 胞 の 性 質 を 抑制 し て いる も の また 強調 し て いる も の も あり ます 。 この 
こと は 同一 腫瘍 内 に お いて も いえ る こと で あり ます 。 し か し , Glioblastoma また Sponigioblastoma の 
悪性 型 を 除い て は 一 般 に その 発生 母 細胞 の 性 質 を よく 受け つい で お り ま す 。 











221. *HRPAL OAKS TRAM 

緒方 正 世 , 森村 義行 , 森田 次 郎 兵 衛 , 西尾 幸子 , 浦田 恵三 , 川合 康弘 , 永 友 知 勝 , 
竹山 Ee (大 阪 大 学 医学 部 病理 学 第 一 教室 , 附属 癌 研究 所 ) 

Analyses of the End Stage of Cervical Carcinoma of Autopsied Cases 


MASAYO OGATA, YOSHTYUKI MORIMURA, JIROBEE MORITA, 
SACHIKO NISHIO, KEIZO URATA, YASUHIRO KAWAI, 
TOMOKATSU NAGATOMO, TORU TAKEYAMA 


子宮 頸 韻 の 割 検 例 208 例 を 関東 , 名 古屋 , MBMORKELOBEL, これ を 手術 例 群 (95 
例 ) と 非 手術 例 群 (100 例 ) と に 大 別して , 主として 未 期 に お ける 進展 状態 に つい て 比較 検討 
bree 

(1) 年 令 分 布 を 見 る と , 手術 例 は 40 才 以 下 に 多く (手術 例 26 例 (27.2%2), 非 手術 例 (12 
例 (122)), 非 手術 例 は 60 才 以 下 に 多い (手術 例 4 例 (3.222), 非 手術 例 16 例 (162))。 最低 
は 手術 例 28 才 , 非 手 術 例 29 才 , 最高 は 手術 例 68 才 , 非 手術 例 78 才 で あっ た 。(?) MR 
また は 治療 開始 後 の 生 存 期 間 を みる と 手術 例 で は 6 ヵ月 以内 の 死亡 者 は 少 い が (54 例 中 12 
fl), 6 ヵ月 か ら 1 年 半 以 内 に 死 の 転 帰 を と る も の は 多く な り (31 例 ), 1 年 半 か ら 3 年 以内 で 
は また 少く な る (9 例 ), すなわち 手術 例 の 多く は 1 年 半 以 内 に 死亡 する 。 し か し 非 手術 例 で は 
6 ヵ月 以内 に 死亡 する も の は 65 例 中 26 例 に 達する が 6 ヵ月 か ら 1 年 半 ま で の 死亡 者 は 少な 
く (12 fil), 3 年 以内 で は 多い (21 例 )。 す な わ ち 6 ヵ月 以上 生存 し た も の で は か えっ て 手術 
例 よ ょ り 生 存 期 関 が 長 く な る 。 次 に 両 群 の 同期 間 内 の 死亡 者 の 転移 例 数 を みる と か えっ て 手術 例 
に 多い 。 よ っ て 非 手 術 例 中 に は 治療 開始 時 に 手術 不能 の 状態 で あっ て も 放射 線 療法 の み で 手術 
例 より も 充分 生命 を 延長 せしめ 得る 症例 が あり , 一 方 手術 例 中 に は 手術 的 侵襲 に より か えっ て 
転移 が 広範 囲 に お よび 後 療法 を 行っ て も 非 手術 例 よ り も 悪い 結果 を きた す 症 例 が ある の で は な 
いか と 考え る 。 (3) 手術 例 で は 5 年 以上 を 経て 再発 し た 症例 が 1 例 あ っ た が 残り の お よそ 60 
2 は 1 年 以内 に 再発 し , 1 年 半 以 内 で 80% に 再発 し て いる 。 再発 か ら 死 亡 ま で は 3 ヵ月 以内 
65 例 中 24 Bl, 6 ヵ月 以内 20 WICH 70% は 半年 以内 に 死亡 し て いる 。 (4) 手術 例 に お い 
て , 臨床 的 に 再発 と 思わ れる 時 期 を 境 に し て 急速 に 腫瘍 が 浸潤 転移 を お こす 症例 が み られ た 。 
また 若年 者 (34 FZUF と 老年 者 (55 FUL) に わけ て 比較 する と , 術 後 か ら 再 発 ま で の 期 
問 は 長短 種々 で ある が 再発 する と 若年 者 で は 急速 な 経過 を と る も の が 多く (3 ヵ月 以内 死亡 12 
例 中 8 例 ), 老年 者 で は 一 般 に 緩慢 な 経過 を と る 。 し か し 転移 は 特に 若年 者 に 多く 老年 者 に 少 
な いと いう 傾向 は な い 。 (5) 進行 期 , 腫瘍 の 発生 部 位 GAR ERIM) と 浸 潤 転移 と の 間 に 
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は 特記 すべ き 所 見 は な か っ た 。 (6) 転移 は 93 例 (47.62) に み られ, 手術 例 で は 55 例 (55.9 
%, 非 手 術 例 で は 38 Pl (38%) で あっ た 。 臓器 転移 で は 肝 ・ 肺 に 最も 多く 次 いで 腹膜 副腎, 
Mirai 
間 膜 に 多い 。 転移 に 関し て は 両 群 の 間 に 差 異 は な い 。 勝 朋 ・ 直 腸 へ の 浸潤 は 手術 例 に 強く , 勝 
PES BICH LTRIY FET. (7) BER Mor Bier 195 例 中 88 例 (45.1 
22) IXPHER MPS 32 Bl (16.4%) に 見 られ , 腎 膜 瘍 有 農 皿 そ の 他 の 炎症 性 病変 を 認め た も の 
ょ 54 例 で あっ た 。 着 孔 形 成 は 42 例 に み られ , 5b 13 PIX, 直腸 着 の 合併 し た も の 
で あっ た 。 (8) 組織 学 的 検索 を し 得 た 91 例 で は Martzoeff の 分 類 に 大 体 似 た 傾向 を 示し て 
いる 。 転移 は 紗 鍵 細胞 型 の も の は 比較 的 少く , 移行 細胞 型 , 基底 細胞 型 は 多い 。 螺 良 等 の 「 無 
染色 切 訪 の 位相 差 顕微 鏡 観 察 法 」 を 用 いて これ ら を 検索 し た と ころ , 束 突 起 有無 多少 に よっ て 
転移 傾向 に 差異 の 生ずる こと が わか っ た 。 


Mh 議 
藤井 純一 (長崎 大 学 ) : 私 共 の 教室 で 昭和 21 SUK, 治療 を 行っ た 子宮 頭 癌 中 , WRLE 19 例 に つき 追 
加 し ます 。 A 

① 遠隔 転移 は 19 例 中 17 例 89.43 

@Q 遠隔 転移 例 は 手術 時 廊 清 リン ズバ 節 に 転移 の あっ た も の が 有意 に 多い 。 

@ 臓器 別 で は 腎臓 が 最も 多く つい で 肝 , 大 網 , 肺 等 の 順 で ある 。 

〈④ リン ズ 節 で は 後 腹膜 リン バ 節 が 最も 多く つい で , 腸 間 膜 リン バ 節 , BREITE, 頭 部 リン ペ 節 等 


々 の 順 で あっ た だ っ 


222. 子宮 頸 冶 の 形態 学 的 研究 , aid CPL RETTET 


Morphological Study of the Cervical Cancer of the Uterus, with 
Special Reference to the CPL types 


KENZO KAWABATA, ICHIRO TAKI, YOSHIO ASHITAKA 


当 教 室 に お ける 昭和 31, 32 EET 417 名 中 , 広汎 性 子宮 全 別 出 術 を 行い , 得 ら れ た 
126 例 の 多 出 標本 より 可 及 的 多数 の 大 割 切 訪 を 作製 , 組織 学 的 に 検索 し , その 所 見 より 進行 期 
CPL 分 類 を 行い , 年 令 , 組織 型 。 肉眼 的 腫瘍 形態 , 転移 等 と 対比 し た 。 

年 令 に つい て は 30 才 以 下 に P, L 型 が 83% (6 例 中 5 例 ), 31~40 才 で P 型 が 60% (27 
例 中 16 例 ) に みみ られ, 進行 期 と の 関連 で は P 型 が 』 期 の 7522 (53 例 中 40 fl), 目 期 の 61 
22 (31 例 中 19 例 ) を 占め , また 』 期 で も 管内 侵入 を 示す 上 型 が 23% (42 例 中 10 例 ) に 
られ た 。 組織 型 と CP 型 と の 関連 性 は 明らか で な い が , 移行 細胞 型 の 6522, 編 鍵 細 胞 型 の 75 
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22 が 上 型 を 示し た 。 腫 痛 の 肉眼 的 形態 で は 国際 分 類 に よる d) 頸管 内 吊 炎 口 , e) RMN 
部 等 の 内 向 性 発育 を ん ボ す も の に P, L 型 が 多く (69~81%), 一 次 汐 巴 節 転移 例 に つい て は 転 
移 陽性 で 上 型 を 見 出し 得 な か っ た も の が あっ た 。 


附 議 
細川 : CPL BUEFRERE ON て や っ て みる と 。,。 100 例 で 1~2% くら いし か みつ か ら な い が ,。 演者 の 
成績 で は 非常 に よい が どう し て そん な 人 差 が 生ずる か 。 


川端 : CPL 分 類 を 行う と 各 型 は 必ず し ゃ 単独 に 現われ る の で は な く て , 2 種 ま た は 3 種 の 型 の 組合 せ と な 
る 場合 が 多い の で , P 型 は P 単 独 ま た は CP の 組合 せ を P と し て 集計 し た 。 





223. SM CPL 分類 と 胞 巣 お よび 間 質 の Alkali- 
Phosphatase に つい て 
TN SE 治 (熊本 大 学 医学 部 産婦 人 科学 教室 ) 


Correlation of Alkaline Phosphatase Reaction on C.P.L. Classification 
of Uterine Cervical Cancer, Cancer Nest and Interstial Tissue 


JUNJI EGAWA 


子宮 頸 癌 の 予後 を 論ずる に あたり , 今 井 の 提 唱 す る CP.LAFFULIS FORK TRE-K 
する こと が , 赤崎 (新潟 ) 愛甲 (教室 ) 三谷 (長大 ) 等 多数 の 先 人 に より すでに 実証 され た 。 私 
は C.P.L. 分 類 と 組織 化学 と の 関係 を 明らか に し よう と 考え , まず 胞 巣 お よび 間 質 の Alkali- 
Phosphatase その 他 に つい て 少し く < 研究 し た の で その 成績 を 報告 する 。 

実験 材料 : 熊 大 産婦 人 科 で (昭和 32 年 8 月 より 33 年 9 月 まで ) 広汎 全 別 し た 子宮 頭 韻 
標本 40 例 で ある 。 実験 方 法 : 酵素 基質 と し て は 一 般 非 特異 的 Phosphatase に は - グリ セ 
= ime (Na Hi), 3-Nucleotidase に は 酵母 アデ ニー ル 酸 (Na 塩 ), 5-Nucleotidase に は 筋肉 
アデ ニー ル 酸 (Na #i), Adenosinetriphosphatase Lik7 F7 vv 3 HMR, Esterase (it 8 
ナ フ チ ル 酷 酸 , Lipase は Tween 40 を 用 い , 特殊 物質 と し て リポ ボ 核酸, FAztev IRE 
酸 を 用 いた 。 酵素 の 組織 化学 的 証明 法 は , 熊 大 病理 教室 で 考案 ,。 ある い は 改変 され た も の を 用 
いた 。 す な わ ち 一 般 的 の Alkalji-Phosphatase は 高松 法 や 武内 改変 法 等 の うち 主 と し て 硝酸 
銀 法 を ,5-Nucleotidase, Adenosintriphosphatase 等 は 武内 ・ 大 河原 法 , Acid-Phosphatase- 
は 武内 ・ 田 上 法 , Esterase は 吉村 法 , Lipase は Gomori の 硫化 鉛 法 , Ribonucleotidase, 
Desoxyribonucleotidase は 武内 ・ 那 須 法 を それ ぞ れ 用 いた 。 これ ら 方 法 の 実施 に わた っ て は 
非 特異 的 反応 や 随伴 反応 の 排除 に 努め , 化学 的 操作 は Bodansky 法 に 準拠 し た 

実験 成績 : 40 AD C.P. 上 . 分 類 は 反応 性 無 疾 出 型 (Co 型 ) 6 Bl, 反応 性 狂 出 (C ェ Cr 型 ) 18 
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fl, 無 反 応 性 狂 出 型 (P 型 8 例 , 工 型 8 例 ) 16 例 で ある 。 胞 巣 韻 細 胞 は , 反応 性 型 か 無 反応 
性 型 か を 問わ ず , また 同一 標本 に あっ て も , 強く 陽性 を 示す も の ある い は 逆 に 全く 陰性 の も の 

り , 武内 の いう 5 帯 酵素 性 状 の 誇張 , 保持 , ある い は 消失 の 形 で 現われ 特定 の 関係 は 認め られ 
な か っ た 。 問 質 結 合 織 は , 癌 細胞 の 酵素 性 状 と は 全く 無関係 で , 間 質 結合 織 そ れ 自 身 の 動 き に 
より 種々 の Alkali-Phosphatase 陽性 反応 を 認め た 。 すなわち 反応 性 無 導 出 型 周辺 問 質 で は 
酵素 反応 は 全く 陰性 で あり , 反応 性 導出 型 待 に 一 明度 疾 出 部 周辺 間 質 結合 織 に 強く 陽性 に 難 
素 反 応 が 出現 し , 無 反応 性 給 出 型 間 質 結合 織 は 陰性 で あっ た 。 し か し 反応 性 狂 出 型 で 陰性 の も 
の , 無 反 応 性 狂 出 型 で 陽性 の も の が 2, 3 見 られ た 。 今井 も いう 如く , P 型 や し 型 で し か も 高 
度 の も の で な お 健 存する 例 , また C 型 で も 早期 再発 死亡 する 例 が ある が , か か る も の が 無 反 応 
性 導出 型 の 酵素 反応 陽性 例 。 反応 性 導出 型 の 酵素 反応 陰性 例 に 該当 する か は 早急 に 断定 で き な 
い が 一 応 考慮 に 入れ て し か る べき で は な いか と 思う 。 


Bt 議 
今井 教授 : 朋 癌 の 各 型 を 材料 と し た 私 ども の 検索 で は , 演者 の 成績 と 似 て , 間 質 結合 織 の 状態 と アル カリ 


・ フ ォ ス ファ ター ぞ の 所 見 と が 関係 が 深い よう で ある 。 最も 強い の は 肉芽 組織 性 間 質 部 で あっ て , HHA 
型 加 何 に よら ず 陽 性 の こと を 原則 と し た 。 閣 細 胞 の 側 か ら 見 れ ば , 退行 過程 と 深い 関係 が ある よ うに 見 え , 
上 述 の 肉芽 組織 部 で も , これ に 関連 し て 陽性 に な る も の が 多い 。 た だ し , 退行 病変 が さら に 進ん で 壊死 な 

いし 月 壊 が 完成 する と , 武内 教授 が いわ れる よう に , 軽 活 な いし 消失 する こと が 少く な い 。 

江川 淳 治 : 今井 族 授 の いわ れる よう な こと が 見 られ る と 思い ます が , 私 の 実験 例 で は 癒 細胞 は 帯 酵素 性 状 
の 誇張 , 保持 な いし 消失 の 所 見 を 呈し まし た 。 

武内 : (今井 教授 へ ) 癌 細胞 の Phosphatase 反応 に つい て の 所 見 の 解釈 は 演者 の 述べ られ た こと と 同意 見 
で あり ます 。 今井 教授 の いわ れ た 部 位 の 強い 反応 は 瘍 細胞 が 比較 的 成熟 し て 母 細胞 の 性 格 を 現 わ し て いる 
も の で は な いで し よう か 。 また 細胞 が 壊死 へ 移る 場合 その 最初 の と き に 幾ら か 反応 の 強まる こと は あり 25 
An, 多く の 場合 は Phosphatase 活性 は 弱く な る か な く な る の が 通例 で ある と 私 は 思っ て お り ま す 。 


224. 人 汽 冶 の 核 計測 , ヒス ト グ ラ ム に よる 分 類 と 予後 
Euer, 牛島 B (名 大 医学 部 今 永 外 科学 教室 , 同 病理 学 教室 ) 


A Classification of Human Mammary Cancers by Their 
Nulear Size Histogram 


KENJI OZAKI, HIROSHI USHIJIMA 


癌 に お ける 細胞 核 の 不 均一 性 は , 一 般 に 認め られ た 事実 で ある が , それ ら の 程度 すなわち 如 
何 な る 分 布 型 を が ボ が す か に つい て の 資料 は 充分 で な い 。 わ れ わ れ は 人 乳 瘍 症 223 例 に つい て , HK 
の 大 き さ の 分 布 型 を 知る た め , 顕微 鏡 写 真 を 基礎 に し て , 核 に つい て 計測 を 行い , 各 例 に お け 
る ヒス ト グ ダラム を 作成 し , 2~3 の 知見 を 得 た の で 報告 する 。 

研究 材料 お よび 方 法 : われ われ の 経験 し た 初発 乳癌 症例 201, 初診 再発 例 22, 前 者 の 再発 , 
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転位 せる も の 加え , 総計 264 例 に つい て , 顕微 鏡 写 真 に より 1000 倍 と な る 如く 拡大 し て , 

各 癌 組織 の 部 位 を 無 選択 に 撮影 し , 核 の 長径 お よび 短 径 を 計測 し , それ ら の 積 の 値 を 1 の 階 
WIEN, ヒストグラム を 作成 , 各々 の 分 布 の 型 を 検討 し た 。 計 測 数 は 無 選択 に 2000 個 計 測 
せる も の と , 20 個 の も の と , 6 例 に つき 比較 検討 し . いずれ も 分 布 型 に つい て は , 200 個 で 
その 型 を 示し 得る こと を 認め た の で , 以後 200 個 を 採用 し た 。 症例 に よっ て 部 位 に より 組織 
像 を か な り 異 に する が , YOKE SOABM, 部 位 並 びに それ ら の 組織 像 の 差異 に か か わら 
ず 各 症例 に よっ て ほぼ 一 定 し て いる こと を 認め た 。 全 症 例 は に スト グラ ム に お ける Mode の 
値 に よっ て 次 の 三 群 に 分 類 さ れ た 。 分 布 型 に お ける Mode と な り 得 る 値 は , 5 一 64? の も の 。 

8-9 の も の , お よび Ly? の も の で あり , それ ら の 値 以 外 の 値 を と る も の は な い 。 一 般 に 
癌 組織 の 核 の 大 き さ の 分 布 は , 非 癌 に お ける 核 の 大 き さ の ほぼ ば 正 数 倍 の と ころ に Peak を も っ 
て お り , これ ら Peak は 数 個 に お よぶ 。 す な わ ち 非 瘍 細胞 核 の 1 倍 ょ り 最 大 は 積 数 で 数 倍 の も 
の を 認め る 。 核 の 大 き さ の 偽 位 は , 非 癌 例 よ り い ずれ も る 範囲 は 広く 拡がっ て いる 。 し か し て 最 
も 非 癌 例 に 近い 型 の も ゃ の より , 極め て 広範 な 拡がり を 示す も の と , 順次 に 各 段 階 を 配列 する こ 
と が で きる 。 Mode の 値 の 大 な る も の は 偽 位 の 値 も 大 で ある 。 各 型 を 原発 乳癌 例 こ お いて 頻度 
を みる と , 1. 5~6 型 , 129 Bl, 64% (この 中 , 偏 位 の 非 韻 例 に 近い も の 53 例 , 26%, Ah 
位 の 広い も の 76 fl, 38% で あり , 非 癌 例 の 種類 の Mode は 5-6? で ある )。2. 8-9 HW, 
37 例 , 18.5% 3. 12 型 , 35 例 , 17.5% 以上 の 如き 割合 に な る 。 こ れ ら の 型 と 悪性 度 の 関 
係 を 予後 を 追求 し えた 87 例 に つい て みる と , 表 の 如く , 5-6 ME 8 一 9 型 に お いて は 大 療 
な い が , 12 型 は 予後 が 悪い と 判断 され る 差違 を 見 出し た 。 さ ら に 転移 並び に 時 を 経過 し て の 
再発 の 型 を 比較 する と , 偏 位 の 大 な る も の , 小 な る も の , 同型 の も の と いずれ も ある が , それ 
ら の 割合 は 再発 に お いて は , 同時 に 認め た 転移 部 と の 比較 に 比 し , 原発 部 と 分 布 の 型 を 変え た 
も の が 多い 結果 を 得 た 。 こ れ ら は いずれ も 人 乳癌 に お いて 冶 細 胞 に 各種 の Polyploid 型 の 形成 , 
混在 が あり , 各種 要因 に 基づく 癌 細胞 の Selection の 結果 , 生物 学 的 に も 各種 の 性 質 の 癌 の 存 
在 を 示唆 する も の と 考え る も の で ある 。 


奉 議 

永井 清和 : われ われ は 恐らく mammary origin の 実験 的 腫瘍 と 考え られ る 2, 3 の 腫瘍 細胞 に つい て 計 
測 を 行い まし た が , 腫瘍 死に 至る 時 期 と 偏 位 と の 間 に 相 関 が 見 られ る が , Bashford carcinoma を 経過 を 
追っ て 観察 し た 結果 で は , 時 期 に よっ て 分 散 の 大 小 が 変 代 す る こと が 証明 され まし た 。 演者 の 例 の 中 で 術 
前 と 術 後 の 再発 , 転移 を 同一 例 に つき 検索 され て , 上 の よう な 変動 を する も の が 人 体 例 で も あっ た か ど 3 
か 。 

牛島 : 原発 部 と 比較 し 汐 巴 腺 , 並び に 1 年 以上 経過 再発 し た 例 に お いて いずれ も 核 の 大 き さ の 分 布 は 拡 が 
る も の , REDLO, 不変 の も の が ある が , 時 を 経過 し 再発 し た 例 に お いて は 変っ た も の が 非常 に 多い 。 
それ は 拡がる も の , 狭まる も る の いずれ も あり , 3 回 以上 の も の で は 同じ 型 を 続け て 示 し , その 後 変 っ た 型 
に な る も の も 認め た 。 
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225. 乳腺 腫瘍 の 組織 化学 的 研究 
余 語 引 (名 古屋 大 学 今 永 外科 ) 
Histochemical Studies of Breast Tumors 


HIROSHI YOGO 


手術 に より 得 た 諸 種 乳腺 腫瘍 (採取 時 に お ける 月 経 周期 の 判明 せる も の ) 約 100 例 に 組織 化 
学 的 検索 を 行い 次 の 如き 所 見 を 得 た の で 報告 する 。 な お 乳腺 腫瘍 は 第 14 回 総会 に 報告 し た 分 
類 に し た が っ た 。 

(]) アル ヵ リ (AlLPh) お よび 酸 ホ ス フ ァ ター ゼ (Ac-Ph) (Gomori 氏 法 ) Al-Ph は 一 般 
に 乳腺 未 端 部 に 活性 が 強く , 乳 管 上 皮 の 活性 は 弱い 。 増殖 像 を 示す 部 位 で も 末端 腺 成分 由来 
の 組織 は いずれ も 強 活性 を し , (授乳 期 乳 腺 Adenom, Adenomatase) 乳 管 上 皮 由 来 の も の 
は 活性 が 弱い 。 (Fibroadenom の 変形 し た 乳 管 Gynekomastie の 乳 管 Papillom) 癌 組織 で 
は 閣 型 の 如何 を 問わ ず , また 転移 部 ・ 再 発 部 も 同様 活性 は 低い 。 Ac-Ph は Al-Ph と 強弱 の 
分 野 が 逆 に な っ て いる 。 (D BARBER AMER (Seligman Rik, た だ し 発色 源 と し て 
Neoterazolium 使用 , また 窒素 充填 に よる 嫌気 性 状態 の 下 で 行っ た )。 癌 組織 で は 非常 に 区 々 
な 活性 を 示し , 同一 組織 内 で も 細胞 ご と に 強弱 の 差 が 著しい 。 乳腺 症 の 腺 成 分 は 中 等 , Fib- 
roadenom の 上 皮 は 弱い 。 妊娠 期 乳腺 , 授乳 期 乳 腺 で は 全 野 に わた り 強 い 活性 を 示す 。 基質 の 
現 斑 酸 を 乳酸 ・ 焦 性 箇 茶 酸 ・ フ マー ル 酸 等 に 変え , それ ぞ れ の 脱水 素 酵素 の 活性 を 見 た が , い 
ずれ も 非常 に 弱い 活性 し か 示さ ず 疾 患 に よる 特異 性 は つか め な か っ た 。 (D ミト ュ ン ドリ ヤ 
(Mitoch.) (吉田 氏 法 ) Mitoch. の 多 宴 と 環 拍 酸 脱 水素 酵素 の 活性 の 強弱 は 大 体 一 致し て いる 。 
癌 組織 で は Mitoch. の 出現 は 区 々 で ある が , 一 般 に 減少 し か も 粗大 化 の 傾向 あり 。Adenom, 
Adenomatose, Papillom 等 の 上 皮 の 増殖 状態 で も 特別 増加 する 傾向 は 見 られ な い 。(W) HK 
酸 (ビビ ロニ ン ・ メ チー ル 緑 染色 , Feulgen 反応 ) 核酸 量 に 大 き な 変 動 は 見 られ な い が , 妊娠 
期 乳腺 , 乳 管 上 皮 の 増殖 部 位 で は 比較 的 DNA, RNN と も に 濃 染 する 。 癌 腫 で は C. cribro- 
sum, C. tubulare 等 比較 的 分 化し た も の で は 泉 色 性 は 低く 均一 で ある が , C. simplex で は 
染色 性 は 細胞 に より 区 で 間 質 中 に ば ら ば ら と infiltrieren し て いる も の は 測 染 する 。(V) グ 
リュ コー ゲン (PAS 染色 , 貴 液 消化 試験 で 同定 ) 癌 組織 の 大 部 分 は 陰性 , 接 乳 期 乳 腺 も 陰性 , 
乳腺 症 , Fibroadenom で は 区 々 で ある 。 (VI) 中 性 脂肪 (Sudan III) 乳腺 症 , Fibroadenom 
の 上 皮 中 に 微量 存在 する が 妊娠 期 乳 腺 接 乳 期 乳 腺 で は 著 増 , 癌 組織 で は 陰性 。(VW) 乳腺 の 生 
理 的 変化 と し て は 妊娠 ・ 授 乳 に より 上 皮 に 上 記 の 如き 変化 が 見 られ る が 月 経 周期 に よる これ ら 
物質 の 変動 は 認め られ な か っ た 。 (NV) 乳 承 小葉 内 結 締 織 お よび Fibroadenom の 結 締 織 を 
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トル イデ ヂ デン 青 染色 を 中 心 と し て 観察 し た 。 

まず 小葉 内 結 締 織 は 次 の 3 型 に 分 け 5 る 。 第 T 型 Zellreich-Fibroblasten-Oedematos 第 
I 型 Zellreich-Fibrozyten-Faserige, #1 Zellarm-Fibrozyten-Kollagene, 第 | 型 は 
主として 月 経 前 期 の 乳腺 に 見 られ , トル イ ヂ ン 青 に よる メタ クロ ーッ デ ヂ デー 物質 が 多い 。 HA Miz 
月 経 中 間 期 , 更年期 後 の 乳腺 に 多く 小葉 外 結 締 織 と 似 て いる 。 メ タク ロー マッ デ ー 物 質 は ほとん ど 
な たい 。 Fibroadenom の 結 締 織 は 次 の 5 型 に 分 け 5 る 。 BI Myxomatos-Zellarm 第 型 
Odematos-Faserarm-Zellreich 第 目 型 Feinfaserige-Zellreich |) #1 Lockerfaserige- 
Zellarm 第 V 型 Grobfaserige-Kollagene 一 般 に Fibroadenom の 結 締 織 は トル イデ ヂ ン 青 
(に よる メタ クロ マデ ー が 強い 。 特 に 型 , 有 型 は 強い 。 PAS 染色 に よる 陽性 度 は 逆 で ある 。 
この メタ クロ マッ デー 物質 は ほ ヒアル ロン ダー ゼ に より 消去 し うる 。 ま た 大 野 氏 法 に よる ヒア ル ロ 
ン 酸 の 同定 に より この 物質 は と アル ロン 酸 を 主体 と し た 粘液 多糖 類 と 考え られ る 。 PAS 陽性 
物質 は ヒア ル ロ ン ダー ゼ に より 消去 し ん な い 。 Fibroadenom の 月 経 周期 に よる 変化 と これ ら 
の 型 と の 関連 性 は つか め な か っ た 。 Fibroadenom で も 正常 婦人 の 乳腺 と 同様 月 経 周期 に より 
腫 癒 の 大 き さ が 変る こと を 訴え る 愚者 が ある こと より 何ら か 組織 学 的 変化 か ある と 思わ れる が 
今回 の 観察 で は つか み 得 な か っ た 。 ( 女 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 


226. 乳腺 疾患 に お ける 筋 上 皮 細 胞 に つい て 
辻本 2 福岡 善 見 , 佐藤 寿 昌 
On the Myoepithelial Cells in Mammary Diseases 


HIROMU TSUJIMOTO, YOSHIAKI FUKUOKA, HISAMASA SATO 
(Department of Pathology, Nara Medical College) 


On the basis of the previous observation on the myoepithelial cells in normal 
grandular tissue, the structural changes of myoepithelial cells in mammary disorders 
such as mastopathia, gynecomastia, fibroadenoma and carcinoma were studied. 

These materials, removed surgically, were fixed in 10 per cent formalin, or 
Zenker’s solution. Staining methods used for demonstration of myoepithelial cell 
were Heidenhain’s iron-hematoxylin (HIH), Mallory’s phosphotungstic acid hematoxy- 
lin (PTAH) and Romanes’ silver impregnation. 

In the cases of mastopathia, myoepithelial cells were abundantly found among the 
proliferated grandular epithelial cells, but occasionally in groups. Mode of prolifera- 
tion of myoepithelial cells was generally centripetal to the lumen of ducts, ductules 
or acini. The fine network composed of protplasmic processes of the myoepithelial 
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cells was clearly demostrated with Romanes impregnation or HIH. Relationship 
between the proliferation of myoepithelial cells and connective tissues was not con- 
firmable in this study. 

The structural changes of myoepithelial cells in fibroadenoma and gynecomastia 
were almost similar to those of mastopathia. 

In the cases of carcinoma, myoepithelial cells in the areas infiltrated by cancer 
cells were not detectable. 


太田 邦夫 : ① 私 ども は 先般 来 外 豚 葉 腺 臓器 の 筋 上 度 を 系 統 的 に 電 顕 像 で 観察 し て 発表 し て きた が , MER 
と 分 泌 上 記 の 問 こ な に か 相互 移行 を 考え ね ば な ら ぬ か の 如き 見 解 に 達し て いる 。 演者 の お 考え は どう で あ 
DPB PAWS, © 乳腺 で は 瘍 腫 の 上 皮 内 伸展 の 際 , 極め て し ば し ば 筋 上 上 度 の み が 残 っ て , 表側 の 上 
肥 が 瘍 細胞 で 賀 換 えら れる の を 見 る こと が ある こと を 附 言 し た い 。 
辻本 : 1) に 対し て 回 答 致し ます 。 わ れ わ れ の 行い まし た 種々 の 染色 法 に より まし て る 腺 上 皮 細 胞 が Myoe- 
pithelium に 移行 し て 行く 像 ある い は 逆 こ Myoepithelium か ら 上 皮 細 胞 へ の 移行 像 は 認め る こと が で き 
ませ ん で し た 。 また Mastopathie に つい て 行っ た 電子 顕微 鏡像 に お いて も 上 上 度 細胞 と 筋 上 皮 細 胞 と は 個 
* 細胞 膜 を も っ て , 明瞭 に 区 禄 され 腺 上 皮 へ の 移行 像 は 認め て お り ま せん 。 
2) に 対し て お 答え 致し ます 。 

瘍 細胞 の 増殖 に 伴っ て 筋 上 皮 細 胞 は 著 縮 , 破壊 し つい に 消失 し て し まう 像 の み が み と め ら れ た 。 





227. 人 凶 閣 組織 に お ける Glucuronidase 活性 度 
藤森 正雄 , 泉 雄 勝 
On the Activity of 8-Glucuronidase in Human Mammary Cancer Tissues 


MASAO FUJIMORI, MASARU IZUO 
(Mitsui Kosei Hospital) 


At present the investigation of enzymatic activities in human breast cancer 
tissues is essentially needed not only for the study of carcinogenesis but also 
in regard to the relationship to hormonal activities in cancer patients. Authors 
present data which are acquired from detailed histochemical and _ biochemical 
observations by Fishman’s methods of activities of ß-Glucuronidase in mammary 
tissues of 94 cases. 

Activities of this enzyme are not uniform in mammary tissue components: 
epithelial and stromal elements; in normal tissues they are mildly positive in terminal 
lobules, while negative in ducts. These facts suggest that this enzyme is related 
to the secretion. 

1) Epithelial elements. In mastopathic lesions, activities are strongly positive in 
cell of duct papillomatosis and duct epithelial hyperplasia, while negative in cyst. 
Activities in apocrine metaplasia and blunt duct adenosis are mildly positive; they 
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are negative in fibrosis, normal in fibroadenoma mammae. In cancerous epithelia 
they are complicated: adenocarcinoma papillotubulare shows strongly positive, 
scirrhosum mildly positive or negative, gelatinosum negative reaction. It is remark- 
able that most intensive reactions are recognized in proliferative cells such as 
probably malignant and relatively differentiated types of duct papillomatosis. 

1) Stromal elements. It is difficult to find the constant activities in stromas of 
mammary tissues, although they are recognized in young fibroblasts, infiltrative 
cells and often capillary endothelium. 

3) Contents of enzymes measured biochemically. Contents of this enzymes in 
various mammary tissues measured biochemically are parallel to activities determined 
histochemically, the sum in the latter is expressed as the contents in the former. 

4) Relationship between the enzymatic and hormonal activities. In previous 
reports authors presented the data which showed the existence of relative 
hyperestrogenism in mastopathic patients, particularly in duct papillomatosis ; while 
the indefiniteness of hormonal balance in cancerous patients. These results agree 
with the data in enzymatic activities from many points of view. 

In summary, authers presume that the elevation’ of 2-Glucuronidase activities is 
rather related to the incidence than to the growth of cancer; while the hyperestro- 
genism is related not only to the incidence, but also often to the growth. 

(Supported by the Scientific Research Grant of the Education Ministry) 


228. 日 本 人 前 立 腺 浴 伏 駒の 研究 
太田 邦夫 , SARE 


A Study on Latent Carcinoma of the Prostate in Japanese 


KUNIO OTA, YOSHIHIKO MISU 
(Cancer Institute; and Department of Pathology, Tokyo Medical and Dental College, Tokyo) 


Low mortality of prostatic carcinoma among the Japanese as compared with that 
among the Caucasian is one of the most conspicuous facts in the geographic 
pathology of cancer. However, pathohistological data concerning latent carcinoma 
in the Japanese population have so far been lacking. Ichikawa et al. and Ito 
examined relatively small numbers of surgical materials of the organ, but their 
data are not comparable with those of Moore, Baron and Angrist, Andrews and 
Edwards et al. who report findings from very large series of autopsy materials. 

The authors collected the entire prostatic glands from unselected autopsy cases 
of Japanese males over 45 years of age, divided each organ into 12 or more blocks, 
closely examined all blocks in step sections. In several cases serial sectioning was 
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needed. H & E, Weigert's elastica, and silver impregnation were applied to the 
sections. Cases with mainifest cancer or with clinical syndrome of the lower 
urinary passage were excluded. 

Twenty seven among the 203 cases revealed non-clinical carcinoma of the prostate. 
Age incidence was 5% for the 45-49 year age group, 2.7% for the 50-54, 10.522 for 
the 55-59, 9.924 for the 60-64, 13.824 for the 65-69, 23.8%, for the 70-74, 8324 for 
the 75-79, and 66% for three cases above 80. The fact indicates that in spite of 
the rarity of prostatic cancer death, latent carcinoma of the organ among the 
Japanese is as frequent as among the Caucasian. 

Three showed diffuse infiltration of the entire organ, and 7 revealed separate 
multiple primary foci. Distributions of other 17 cancers were as follows: 8 in the 
posterior, 4 in the lateral and 5 in the anterolateral regions. None of them 
penetrated the musculofibrous capsule. 

All the carcinomas displayed microalveolar infiltration of the intralobular stroma 
in association with destruction of the benign structures. The carcinomas belonged 
invariable to the adenomatous variety and usually formed distinct lumina. The 
tumor cell alveoli tended to be smaller than normal counterpart, but some formed 
relatively larger cell nests (35%). Eleven carcinomas were remarkably microalveolar. 
Eleven among the 27 showed perineural lymphatic permeation. Infiltration of the 
vascular walls was noticed in 5 examples. 

All the cancerous prostates showed irregularity of the lobular pattern, disseminated 
presence of hypertrophic and atrophic glands, and very often so-called infarct foci.. 
Grade of arteriosclerotic changes was variable. 

BRE : 最近 続 .. て 2 症例 を 得 ま し た の で 私 も 先生 の お 考え と 同様 に 日 本 に お いて る 欧米 に お ける 如く 
案外 潜伏 性 前 立 腺 癌 は 多い の で は な いか と 考え る よう に な り ま し た 。 た だ 潜伏 性 前 立 腺 瘍 の 定義 で あり ま 
す が , 臨床 的 に 何ら 前 立 腺 の 症状 を 呈し な く て し か も る も 冶 が 認め られ た も の に つい て 潜伏 性 と いう の で あれ 
ん ども の 第 1 例 は 剖検 時 に は 瘍 腫 の 原発 部 は 認め 得 ず と ころ どこ ろ 転 移 を 認め 鏡 検 し て 初め て 前 立 腺 閣 
と いう こと が 分 り , 第 2 例 は 臨床 的 に は 前 立 腺 に 何 の 症状 を 示さ な か っ た の に 剤 検 時 すでに 前 立 腺 癌 な る 
こと が 分 り ま し た が , この よう な 場合 潜伏 性 前 立 腺 癌 と 考え て も よい で し よ ょ よう か 。 

AH: 私 ども は , 被膜 内 に 限ら れ た も の の み を latent cancer と 呼び , 局所 また 遠隔 転移 の ある も の は 除 
外 い た し て お り ま す の で , 貴 君 の 2 例 は これ に 該当 いた し ませ ん 。 

MH: 臨床 的 に も 前 立 腺 疾 患 は , わが 国 で も 同じ で 少な く な い 。 現に 阪 大 泌尿 器 科 の 入院 患者 に つい て 見 る 
>, 前 立 腺 疾 患 は 外 括 患 に つい て 2 位 を し め て いる 。 また 前 立 腺 瘍 も 最近 1~2 年 間 に 私 ども は 25 He 


m 
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経験 し て お り , これ また 決し て 少な く な い 。 

大 久保 達也 : 潜伏 往 前 立 腺 癌 の 診断 の 場合 , 組織 標本 に お ける 前 瘍 状態 (例え ば Mikrofollikel の 像 ) が 
問題 に な る と 思い ます , 先生 に は その 範囲 を どの 程度 まで 許容 され まし た か 。 ま た 前 癌 状態 に 対す る 御 意 
見 あれ ば 御 教 ボ 下 

太田 : (大 久保 氏 に ) 私 ども は in situ carcinoma の 存在 は 考え て お り ま す が , 今回 は いわ ゆる atypical 
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hyperplasia を 除外 し , た し か な 浸潤 を し めし た も の の み を carcinoma と いた し まし た 。 
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229. 前 立 腺 問 の 研究 (第 一 報 ) 
百瀬 剛一 , 三橋 慎一 , 島崎 淳 , 片山 © 
(千葉 大 学 医学 部 皮膚 泌尿 器 科 教室 ) 
A Study of the Cancer of Prostate (First Report) 


GOICHI MOMOSE, SHIN-ICHI MITSUHASHI, JUN SHIMAZAKI 
TAKASHI KATAYAMA 


近 時 前 立 腺 癌 の 発生 病理 に 関す る 内 分 泌 学 的 影響 , 特に 性 腺 お よび 副腎 度 質 と の 関係 が 重要 
視 さ れ て いる 。 わ れ わ は 当 教 室 に お いて 経験 し た 前 立 腺 癌 症例 に つき , 種々 の 検索 を 施行 中 で 
HOD, 今回 は 特に 生 検 また は 手術 に より 組織 学 的 検査 を 行い 得 た 症例 に 次 の 如き 観察 を 行っ 
た の で その 概要 を 報告 する 。 

尿 中 中 性 17 Ketosteroids 排 浴 量 は 大 多数 の 症例 に お いて は 著 変 を 見 な いか 少数 例 異 常 高 値 
を 認め た も の が あり , これ ら は 去勢 術 施行 に より 半分 以下 に 減少 し た 。 し か し 多く の 正常 値 を 
示し た も の は 去勢 後 の 減少 は さして 著 明 で は ない 。 尿 中 デ ナ ド トロ ピン 排 油 量 は 全 例 正常 より 
低 値 を 示し た 。 興味 ある こと は 去勢 後 も ゴナ ド ト ロ ビン が 上 昇 し な いも の が あっ た こと で ある 
血 中 酸 フ ォ ス ファ ター ゼ は し 紹 的 に 骨 転 移 を 証明 せる も の は 明らか に 異常 高値 を 認め , CHS 
症例 に お いて は 同じ く ア ルカ リ , フォ ス フ ァ ター ゼ も 上 虹 し て いる 。 し か し 了 臨床 的 に は 骨 転 移 
を 認め ず , 酸 フ ォ ス ファ ター で ゼ 値 は 正常 で わる に か か わら ず , アル カリ , フォ ス フ ァ ター ゼ が 
異常 高値 を 示し た も の が ある 。 か よう な 症例 の 予後 は 不良 で あっ た 。 し か し て 一 般 に アル カリ 
お よび 酸 フ ォ ス ファ ター ゼ と も に 前 立 腺 別 出 , BH, 女性 ホル モン 投与 等 に より 減少 する 傾向 
を 示す 。 前 立 腺 癌 症例 の 時 丸 組織 像 は 著 変 か が ない が, 一 般 に 老人 性 変化 が 増強 され て いる 感 が 
ある 。 一 般 に 性 ホル モン 不 均衡 時 に 精 爆 は その 形態 を 変化 させ る が , 前 立 腺 癌 症例 の 精 糞 し 線 
像 は その 形態 的 異常 を 見 な か っ た 。 た だ し 癒 の 天 潤 が 精 級 に まで お よん だ 例 で は この 限り で は 
な い 。 

われ われ の 症例 は 組織 学 的 に 腺 癌 を 主 と し た が , 上 記 諸 検査 成績 と 前 立 腺 癌 の 組織 学 的 所 見 
と の 間 に は 特別 な 関係 を 見 出し 難い よう で ある 。 

以上 の 成績 か ら わ れ わ れ は 前 立 腺 癌 は 明らか に 性 腺 お よび 副腎 皮質 と 何等 か の 関係 を 有する 
こと が 推測 され る が , 両者 の 決定 的 因果 関係 は 現在 まだ 不明 で あり , 今後 の 研究 に 待ち た い 。 

( 父 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 
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230. 泌尿 器 系 冶 (第 3 報 ) 
前 立 腺 交 お よび 前 立 腺 肥大 定 の 組織 学 的 研究 
FABER. 村田 吉郎 , 小田 富雄 , 木村 和郎 (広島 ABCC 病 理 部 ) 


Carcinoma of Urinary System (Report 3) 
Histological Study on Carcinoma and Hypertrophy of Prostate Gland 


TADANORI HIRAMOTO, YOSHIO MURATA, TOMIO ODA, 
KAZUO KIMURA 

当 広 島 ABCC 病理 部 開設 以来 1957 年 末 ま で に , 検索 し 得 た 剖検 例 982 例 お よび 外科 的 
材料 例 12161 例 中 に , 前 立 腺 癌 16 例 お よび 前 立 腺 肥大 症 57 例 を 得 て い る 。 両者 の 関係 に 
つい て は 古く か ら 少 な か ら ざ る 研究 結果 の 発表 が ある が , 必ず し ゃ 意見 の 一 致 を 認め て いな い 。 
し た が っ て 改め て この 問題 を 取り 上 げ て 両 疾患 の 関係 の 有無 を 探求 する こと は , 前 立 腺 癌 の 理 
解 に 役立つ と ころ が 大 で ある と 考え られ る 。 今回 は 特に 研究 目標 を 前 立 腺 肥大 症 に 置き , その 
組織 学 的 検討 に 努め た 。 

本 研究 で 調べ 得 た 前 立 腺 癌 16 例 の 年 令 分 布 に つい て は , 40 AH (1 例 ) 。50 才 代 (2 A). 
60 才 代 (1 例 ) 。70 才 代 (7 例 )。80 才 代 (4 例 )。 年 令 不 詳 ( 1 例 ) で あり , その 組織 学 的 分 類 
で は well differentiated adenocarcinoma (11 fl), moderately undifferentiated adeno- 
carcinoma ( 3 例 ) 。completely undifferentiated carcinoma (2) で あっ た 。 

次 に 前 立 腺 肥大 症 57 例 に つい て 見 る と , 年 令 分 布 は 20~40 YH (5 例 )。50 才 代 (8 fl). 
60 YK (22 例 )。70 HK (16 例 )。80 HH (6 例 ) で あっ た 。 その 組織 学 的 基準 と し て は 
Moore 等 の 記述 を 参考 に し て 次 の 各 項 目 に つき 顕微 鏡 的 検索 を 行っ た 。 すなわち 腺 上 皮 の 性 
質 (mr, 円 柱 , 増殖 , 化 生 ), 内 腔 の 性 状 (拡大 , FURR), 分 泌 像 , 激 粉 様 小 体 の 有無 , 
間 質 の 性 質 等 に 関し て で ある 。 なお, この 際 Frank の 発表 に し た が い 前 立 腺 実質 を 内 お よび 
外 腺 に 大 別して 前 記 各 項目 に つき 検索 を 行っ た の で ある 。 村 節 性 増生 36 例 中 , 腺 型 5 例 , AR 
維 筋 型 6 例 , 混合 型 25 例 で あっ た 。 

前 立 腺 肥大 症 と し て は 往々 その 結節 性 増生 と いわ ゆる 二 次 的 肥大 症 と が 同一 視 さ れる 恐れ が 
ある 。 われわれ は 特に これ ら の 鑑別 に 留意 し て 研究 を 進め た 。 
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X. 統 計 Statistics 


231. 諸国 部 死 亡 率 の 地理 的 相関 
瀬木 三雄 , 藤咲 3 HA 登 (東北 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室) 


Geographical Correlation Between Age-adjusted Death Rates for 
Cancers in Some Selected Sites in 23 Countries 


MITSUO SEGI, SUSUMU FUJISAKU, MINORU KURIHARA 


世界 23 カ国 の 中 央 統計 官庁 に われわれ が 問 合 わせ て 得 た 死亡 統計 の 資料 に よって, MOM 
位 別 性 別 年 令 訂正 死亡 率 を 算出 し , この 訂正 死亡 率 に より , 男女 別々 の 各部 位相 互 問 , 同一 部 
(MORK, お よび 人 性器 部 位 の 男女 相互 問 の それ ぞ れ の 死亡 率 の 地理 的 ( 国 別 ) 相関 関係 を 検 
討 し た 。 部 位 は 食道 , A. 腸 , 直腸 , 膝 臓 , 肺 , 前 立 腺 , 乳房 , 子宮 , 卵巣 , 白血病 , 年 次 は 
1954-55 年 の 2 カ ヵ年 合計 , 世界 主要 46 ヵ国 の 男女 合計 人 口 を 標準 人 口 と し て 計算 し た 。 
男女 別に 各部 位 訂正 死亡 率 相 互 問 の 地理 的 相関 関係 を みる に , 男 で は , 食道 部 死亡 率 は 他 の 
部 位 の 癌 死亡 率 と の 間 に は 有意 の (以下 本 文 に お いて 相関 関係 を 認め た と い 5 場合 は すべ て 5 
22 の 水準 で 有意 の 相関 で も る こと を 意味 する ) 地理 的 相関 関係 な く , 胃癌 は 食道 と 肺 を 除く す 
べ て の 部 位 と 逆 相関 関係 に あり , 腸 韻 は 胃 と は 逆 相関 直腸 , 膝 臓 , 肺 , 前 立 腺 お よび 白血病 
と は 順 相関 を 認め , 直腸 癌 は 胃 と は 逆 相関 , 腸 お よび 肺 と は 順 相関 関係 に あり , Fre 
は 逆 相関 , 腸 , 前 立 腺 お よび 白血病 と は 順 相 関 を 認め , 肺癌 は 腸 お よび 直腸 と 順 相関 を 示し , 
前 立 腺 癌 は 胃 と は 逆 相関 を , 腸 , 騰 臓 お よび 白血病 と は 順 相関 関係 に あり , 白血病 は 胃 と は 逆 
相関 , 腸 , 膝 臓 お よび 前 立 腺 と は それ ぞ れ 順 相 関 を 示し た 。 女 で は , 食道 韻 死 亡 率 は 男 の 場合 
と 異 り , At LON CMB, 白血病 と 逆 相関 関係 を 認め , 胃癌 は 食道 と は 順 相 関 , 腸 , 直腸 , 
ik, 乳房 お よび 白血病 と 逆 相関 示し , 腸 韻 は 胃 と は 逆 相関 , 直腸 , Pe, Ai, 乳房 お よび 
白血病 と は 順 相 関 を 認め , 直腸 韻 は 胃 と は 逆 相 関 。 腸 , 乳房 お よび 卵巣 と 順 相関 関係 に あり , 
騰 臓 韻 は 胃 と は 逆 相関 , 腸 , 肺 , 乳房 , 卵巣 お よび 白血病 と 順 相関 を や 示し, 肺癌 は 食道 , 腸 お 
よび 騰 臓 と 順 相関 関係 に あり , 乳癌 は 胃 と は 逆 相関 , 腸 , 直腸 , 膝 臓 , 卵巣 お よび 白血病 と 順 
相関 を 示し , 子宮 癌 は 白血病 と 逆 相関 を 認め た の み で あり , IMAI, PR. 乳房 お よび 
白血病 と 順 相 関 を 示し , 百 血 病 は 食道 , 骨 お よび 子宮 と 逆 相関 , 腸 , Ri, 乳房 お よび 卵巣 と 
順 相関 を それ ぞ れ 認め た 。 男女 共通 部 位 の 訂正 死亡 率 の 男女 問 の 地理 的 相関 関係 を みる に , 食 
道 を 除く 上 記 の すべ て の 部 位 で 極め て た か い 相 関 関係 が 認め られ る が , 食道 は 相関 係数 十 0.299 
で 男女 の 死亡 率 の 高 さ に 国 別に 平行 性 が な い 。 ( 男 の 食道 癌 死亡 率 の 高い 国 で は 女 も 高い と い 
ぅ 関係 が 認め られ な い )。 前 立 腺 癌 と 女 の 乳癌 お よび 前 立 腺 癌 と 卵巣 彰 と の それ ぞ れ の 死亡 率 
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の 間 の 地理 的 相関 関係 を みる に , それ ぞ れ 相関 係数 十 0.656 お よび +0.512 で 有意 の 順 相 関 
を 示し た 。 (人 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 


232. 10 年 間 の わが 国 の 剖検 例 (昭和 21 年 一 30 年 ) に お 
ける 悪性 腫瘍 の 頻度 (第 2 報 ) 
宮地 徹 , 西本 幸弘 , 神原 信明 , 沢田 完 一 , 十 九 浦 照 夫 
( 阪 大 医学 部 病理 学 教室 , 癌 研究 所 ) 
The Incidence of Malignant Tumors in Autopsy Cases of Japan During 
the Ten Years from 1946 to 1955 Inclusive. II Report 
TORU MIYAJI, YUKIHIRO NISHIMOTO, NOBUAKI KAMBARA, 
KANICHI SAWADA, TERUO TSUZURA 

1946~1955 年 の 10 年 間 の わが 国 剖検 例 に つい て は , 昨年 の 本 学会 で その 概略 を 発表 し た 
が , その 後 ABCC の 援助 の も と に , パン チカ ー ド を 用 いて IBM に ょ っ て 分 類 を 行っ た 。 す 
な わ ち , 学校 お よび 病院 な どの 出所 別 (68 ヵ所 ), 年 令 お よび 性 別 , 年 次 別 な ど に つい て , 約 
500 の 疾患 を それ ぞ れ 分 類 し た 。 

EF, 金沢 と 名 古屋 を 結線 の 西 を 西部 (両市 を 含む ) EL, それ より 東 を 東部 と し た が , 
今日 まで に 集計 し た も の は 西部 13369 体 , 東部 22211 体 , 合計 35580 体 で ある 。 西部 に つ 
いて いえ ば, 13369 体 中 腫瘍 例 は 3462 AC, 頻度 の 高い 順に あげ る と 胃癌 851 Hl ( 男 568 
fl), 肺癌 380 Bl ( 男 295 Ol), Fatal 293 例 ( 男 193 例 ), 肝癌 253 Pl ( 男 198 
fl), 子宮 癌 214 PA, 脳腫瘍 184 例 ( 男 123 例 ), リン パ 腫 (リン パ 肉 腫 お よび 細 網 肉腫 を 
Stu) 134 例 ( 男 98 例 ), Be 126 例 ( 男 83 例 ) な ど が あげ られ る 。 こ れ ら の 腫瘍 の ? ち , 
最も いち じ る し い 遂 年 的 増加 を 示し た の は 肺癌 で ある 。 同様 な 統計 的 分 析 は 東部 地方 に つい て 
る 行わ れ , 他 の 疾患 と の 合併 , 例え ば , 肝硬変 を 伴 5 また は 伴わ な い 肝 韻 , 胃 お よび 十二指腸 
潰瘍 を 伴う , また は 伴わ な い 肝 疾患 な ど に つい て も 分 析 が 行わ れ て いる 。 





233. 日 本 に お ける 胃 疾 の 病理 統計 
武田 勝男 , 伊藤 哲夫 
Pathological-Anatomical Statistics of Cancer of the Stomach in Japan 
KATSUO TAKEDA, TETUSO ITO 


(Pathological Department. Hokkaido Univercity School of Medicine) 


3590 autopsy cases of cancer of the stomach cordially presented from pathological 
288 ‘GANN, Vol. 49, Suppl. 1958) 








departments of all medical schools in Japan during 1948 to 1957, and in addition 
1230 biopsy cases of gastric cancer were used as material amounted to 4820 cases, 
which is 7.3% of autopsy and biopsy cases in all disease. 

There is no significant difference in occurence of gastric cancer between sexes 
under 40 years of age, rather higher in female, while the incidence increases with 
advancement of age, particularly in male, and the rate of male to female becomes 
2°44 to 1.00 in 40 to 79 age groups. This rate is a little higher than the ratio of 
gastric cancer of male to female in the same age groups by post mortem certificates. 
There are no considerable differences between sexes in the incidence of gastric 
cancer by location under 40 years of age. However, the incidence becomes higher 
in both sexes in the pylorus and lesser curvature with the advancement of age, 
particularly in male. 

Histologically, well differenciated adenomatous carcinoma is predominantly 
representing 58.0% and the not differenciated carcinoma simplex is 41%. According 
to the age distribution, carcinoma simplex is higher than adenomatous carcinoma 
in the incidence under 44 years of age in both sexes. However, in more advanced 
age groups the incidence of adenomatous carcinoma in both sexes together becomes 
about twice that of carcinoma simplex. The tendency that the adenomatous 
carcinoma increases in higher rate than carcinoma simplex with the advancement 
of age has been demonstrated particularly in higher rate in male over 40 age 
groups in the pylorus, and in histological type adenomatous carcinoma is found in 
greater percentage. 

The fact that the cancer of the stomach in Japan shows especially high incidence, 
seen by post mortem certificates, is due to the particularly high occurence of 


adenomatous cancer of the pylorus in male of advanced ages. 


(文部 省 科 学研 究 費 に よる ) 


234. AR (820 例 ) の 統計 的 観察 


森村 義行 , 緒方 正 世 , 池田 芳 照 , 森田 次 郎 兵衛 , 西尾 幸子 , 神原 信明 
(大 阪 大 学 医学 部 病理 学 第 一 教室 , 附属 癌 研究 所 ) 
Statistical Observations on Autopsy Cases of Gastric Carcinoma 
in Japan (820 Cases) 


YOSHIYUKI: MORIMURA, MASAYO OGATA, YOSHITERU IKEDA, 
JIROBEE MORITA, SACHIKO NISHIO, NOBUAKI KANBARA 
研究 材料 : 関東 ・ 中 京 ・ 関 西 地 区 の 17 大 学 お よび 2 国立 病院 で , 主 に 1946 年 か ら 1955 
年 の 問 に 剤 検 さ れ た 820 例 の 胃癌 例 に つき , 沖 検 記録 お よび 一 部 組織 標本 に 基づい て 統計 的 
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観察 を 行っ た 。 研究 方 法 : 全 例 を 外科 的 処置 別に 非 手術 例 (431 例 ), 単 開腹 例 (50 Bl), Ki 
息 的 手術 例 (85 A, 胃 切 除 せ る も の を 含ま ず ), お よび 胃 切 除 例 (188 例 ) に 分 け , 年 令 に つ 
いて は 34 FZUF (82 fil) 35-64 7 (547 Bl), 65 FOE (125 例 ) の 三 群 と し , また 死亡 
時 の 腫瘍 の 拡がり の 程度 に よっ て , 胃 お よび 周囲 リン メ パ 節 に 限局 せる も の と , 主 に 上 腹部 臓器 
に 拡がっ て いる も の , お よび 腹腔 ・ 胸 腔 で 広汎 に 進展 し て いる も の に 分 け , それ ら と 発症 か ら 
死亡 まで の 期間 お よび 組織 像 (Broders の 分 類 ) と の 関連 を 見 た 。 手術 例 に つい て は , それ を 
非 手 術 例 と 比較 し , 特に 胃 切 除 群 の 中 , 再発 と 考え られ る 群 の 性 格 を 分 析 し て みた 。 

1) 非 手術 例 で 死亡 時 の 腫瘍 の 拡がり は 年 令 と 密接 な 関係 を し , 若年 者 群 で は 広汎 に 進展 
し た も の が 多く (76%), 高 年 者 群 で は 胃 お よび 周囲 リン パ 節 に 限局 し た も の が 比較 的 に 多い 
(3%). 。 こ の よう な 関係 は 男女 と も に 見 られ る が , 男 の 方 に より 著 明 で ある 。2) 非 手術 例 で 
各 年 令 群 別 の 発症 か ら 死 亡 ま で の 期間 の 平均 (若年 群 , 7.2 DA, 中 年 群 , 7.3 DA, A 
7.9 DA) お よび 生存 率 曲線 で は 著 明 な 差 を 認め 得 な た い 。3) 年 令 と 組織 像 の 関係 で は , 若年 
群 で 未 分 化 な も の が 多く , 高 年 群 で は 分 化 せ る も の が 比較 的 に 多い 。4) 非 手術 例 で 死亡 時 の 
腫 場 の 拡がり と 組織 像 の 関係 で は , 分 化し た 胃癌 は 限局 し て いる こと が 比較 的 に 多く , 未 分 化 
な も の で は 広汎 に 拡がっ た も の が 多い が , その ょ うな か 関係 は 著 明 な も の で は な い 。5) 手術 例 
の 中 , 骨 切 除 群 以外 の 二 群 は 発症 後 の 生存 期間 の 平均 お よび 生存 率 曲線 で は , 非 手術 群 と 著 明 
な 差 を 認め な い が , 胃 切 除 群 だ けが か な り 遅 延 し た 経過 を 示し て いる 。6) 非 手術 群 と 再発 群 
(について, (FF) 発症 後 死亡 まで の 期間 , 臨 末 お よび 病理 解剖 所 見 お よび 死亡 時 の 腫瘍 の 拡がり 
の 点 で 比較 し て みる と , 再発 群 で は 経過 か 早く , 腫瘍 の 拡がり ゃ 広汎 な も る の が 多く , また 消化 
管 の 通過 障害 や 黄 哲 の 発現 率 が 高い 。 し か し な が ら 両 群 の 腫瘍 その も の に 本 質 的 な 違い は 見 出 
せな い 。 す な わ ち 胃 切 除 群 の み が か な り 遅 延 し た 生存 率 曲線 を 示し て いた の は , この 群 が 胃 切 
除 が 可能 で あっ た と いう こと 自体 に 特別 の 因子 が 関与 し て いる の で は な く , 主 に 腫瘍 組織 の 大 
部 分 が 切除 され た こと に 基づい て いる と 考え られ る 。 

7) 再発 群 で , 術 後 再発 症状 が 出る まで の 期間 は , 再発 症状 発現 後 死亡 まで の 期間 より か な 
り 長 い 。 こ の 両者 の 間 に は 著 明 で は な い が あ る 程度 相関 関係 が 認め られ る 。 ま た 再発 群 に お け 
る 死亡 時 の 胃癌 の 進展 度 は , 術 後 再発 症状 発現 まで の 期間 と の 間 に 関連 が 認め られ , その 期間 
の 長い 群 に 広汎 に 拡がっ た も の が 多い 。 | 
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235. 肝 冶 肝硬変 その 他 の 肝 疾 患 に お ける 胃 十 二 指 腸 潰瘍 の 
統計 学 的 研究 
(大 阪 大 学 医学 部 第 一 病理 , 附属 癌 研究 所 ) 
Statistic Studies of the Gastroduodenal Ulcer Observed in Association 


with Hepatic Carcinoma, Liver Cirrhosis and 
Other Hepatic Diseases 


YUKIHIRO NISHIMOTO, NOBUAKI KANBARA, YOSHINAO YAJIMA, 
KANICHI SAWADA, TOSHIHIKO OKAMOTO, MICHIHIRO WADA 

過去 1946 年 より 195 年 に いた る わが 国 10 年 間 の 68 ヵ所 大 学 病院 , 国立 病院 より 集め 
た 病理 剤 検 例 約 36000 例 か ら 特 に 肝臓 疾患 の プロ ト ュ ー ル 1819 例 を 抽出 し , 肝癌 , 肝硬変 
その 他 の 肝 疾 患 に お ける 胃 了 十二指腸 潰瘍 の 統計 学 的 研究 を 施行 し た 。 す な わ ち 1819 例 中 , 各 
肝 疾 患 の 胃 十 二 指 腸 潰瘍 の 合併 率 は 圧倒 的 に 十二指腸 潰瘍 より も 胃潰瘍 の 方 多く, また 男女 
x, 男 の 方 が 多い よ 5 で ある 。 す な わ ち 各 肝 疾患 の 主 な る も の と 胃 十 二 指 腸 潰 瘍 と の 合併 率 
を 以下 述べ る 。 括弧 外 は , 胃 十 二 指 腸 潰瘍 発生 率 で あり , HAMA, 潰瘍 と 魔 煽 と を 加え た 発 
生 率 で ある 。 レ ン ネ ッ ク 肝 人 硬 変 と へ パト ー マ と 合併 し た も の 247 例 中 17.8(28) 2, へ パト ー 
A 165 例 中 18.8(27.3)%, レン ネッ ク 肝 人 硬 変 354 例 中 18.3(26.5) 2, HABER: 76 例 中 15.8 
(22.4) %, 胆管 瘍 60 例 中 15(21.7) 2, 続発 性 肝硬変 80 例 中 10(21.3) 2, 型 不明 の 肝硬変 
111 例 中 10.9(16.2) 2, 肝 外 胆管 癌 66 例 中 15.2(15.2) 2, 急性 黄色 肝 姜 縮 128 例 中 4.7 
(8.6) 2, 先天 性 胆管 閑 塞 55 例 中 9.1(12.7) 2 等 で ある 。 以 上 は 厳密 な る 意味 で の 順位 で は 
な いと 思わ れる 。 肝 疾患 以外 で 胃 十 二 指 腸 潰瘍 を 合併 する 他 の 疾患 と の 比較 は , 前 術 剖 検 例 約 
36000 例 と 比較 し た 。 以 上 の 肝 疾 患 と 潰瘍 と の 相互 関係 を 調べ る 目的 で , 腹水 量 と 潰瘍 発生 に 
つい て 検討 し た 。 腹水 消 溜 が 増量 する に つれ て の 潰瘍 , ある い は 潰瘍 と 魔 畑 と を 加え た 合併 発 
A (EMA) の 増加 は 認め られ な か っ た が , 500cc を 境 と し て 差 が ある よう に 思わ れ た 。 す 
な わ ち 0~500cc の 範囲 に お いて は 潰瘍 合併 率 は 11.8(20.5) 22 500cc 以上 で は 16.7(24.1)% 
で ある 。 な お 副 交 校 に つい て も これ に 加え て 検討 し た 。 肝 機能 検査 ( 肝 障害 度 ) と 潰瘍 発生 に 
つい て 比較 検討 し た 。 す な わ ち 和 蛋白 代謝 機能 臨床 検査 成績 を 正常 , 軽度 , 中 等 度 , 重症 の 四 段 
階 の 障害 程度 に 分 類 し , 検討 し た が , 障害 度 が 進行 する に つれ て 潰瘍 合併 率 の 増加 傾向 は み ら 
れ な か っ た 。 了 臨床 症状 と し て の 吐血 に つい て 胃潰瘍 を 検討 し た が , 少く と も 肝 疾 患 に 合併 せる 
胃潰瘍 が 直接 死因 と な る も の は 少な いよ う で ある 。 潰瘍 の 新 , 旧 性 に つい て は 記載 の 限り に お 
いて 調べ た が , 新鮮 と 思わ れる も の が 多い 。 肝 疾患 に 合併 する 胃 十 二 指 腸 潰瘍 , BMA 
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BELT, 点 状 出血 , AR, 十二指腸 炎 の 合併 が 多い ょ 5 で ある 。 


236. iii 10 ヵ年 間 (1946-1955) の 日 本 全国 に お ける 原発 
性 肝癌 の 剤 検 例 に ょ る 病理 学 的 研究 
#2, 宮地 徹 , 小田 富雄 , 小西 真 倫 , 矢島 能 直 , 森村 義行 , 神原 信明 , 西本 幸弘 , 
( 阪 大 医学 部 病理 , 阪 大 附属 韻 研 究 所 ) 


Pathological Studies of the Primary Liver Carcinoma in Japan Among 
Recent Autopsied Cases Between 1916-1955 


KOHJU YUH, TORU MIYAJI, TOMIO ODA, MATSUNE KONISHI, 
YOSHINAO YAJIMA, YOSHIYUKI MORIMURA, 
NOBUAKI KANBARA, YUKIHIRO NISHIMOTO, TERUO TSUZUURA, 
KANICHI SAWADA, TSUGUO KATO, KENJI NASU, TORU TAKEYAMA, 
KENZO ISHIDA, KAZUYA TAMURA, TOMOKATSU NAGATOMO 


日 本 全国 に お ける 1946~1955 42.010 EMO MRE R 36, 380 体 の う も 原発 性 肝癌 は 1.75 
22 で , 比較 頻度 は 5.3522 で 第 5 位 を 占め る 。 年 令 時 に は $ で は 50-54 才 が 最も 多く * は 10 
才 ほ ど と 遅れ て いる 。 性 差 は $ が ? の 3.3 倍 に 達 す 。 幼児 肝癌 は 1.57% を 占め , 全般 に 職業 
的 因子 は 少 い が , 1/4 CHORAL HY 1/5 が Wa. R.(+) で 1/3 が 酒癖 を も ち , その 半数 
DAHL b> TUS. 全 経 過 期 間 は 短く , 2 ヵ月 の も の が 最も 多く , 症状 は 上 腹部 痛 腹部 膨 
m, 胃腸 障害 , 肝 腫 で 始ま り , 腹水 , Dai, 発熱 等 が 伴っ て いる 。 診断 適 中 率 は 45.622 で 二 
次 性 と され た も の は 2322 で 肝硬変 は 18.222 で ある 。 解剖 で は 肝 は 79% に 腫 大 し 1/2 は 
1,500~3, 000g CRS 1/4 は 変化 な く , 肝硬変 を 伴う 5 も の が 15% ほど 多く 腫 大 し て いる 。 
腫瘍 局 在 で は 結節 性 に 全 葉 に わた る も の 50% で 左 葉 は 僅か に 8 % に 過ぎ な い 。 腹水 は 多く は 
1.50 以内 で 血性 と 毅 液 性 は 相 半 ば する 。 門 脈 栓 寒 は 肝硬変 合併 より も や や 影響 を 写 え て いる 。 
合併 症 と し て 胃炎 16%, Wi 12%, 胆石 症 100 を 伴う 。 転移 率 は 74.406 で , 血行 性 
52%, MEFTEE 42%, 直 達 性 27% の 順 で , 肺 に は 43% 認め られ , Bid 7.422 CH, HR 
が 次 ぐ 。 汐 巴 節 へ は 肝 門 部 が 1522 で 後 腹膜 , 胃 周 囲 が 次 ぐ 。 な お 胆 裏 へ は 7.222 に 認め ら 
nr. 病理 組織 学 的 に 410 例 に つい て 成熟 型 。 非 成熟 型 の 立場 か ら 分 ける と 次 表 の 如く 肝 便 
変 の 合併 率 は 肝 細 胞 癌 に つい て は , 成熟 型 に 高い 率 が 出 て いる 。 な お 森 の 分 類 し た I, LI 
型 と の 関係 で は 成熟 型 で は その 型 が 多く , 非 成熟 型 で は , 目 型 が 多く , Edmondson 等 の 
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細胞 成熟 度 に よる 分 類 で も , や は り 組 織 成 熟 度 と 並行 する よう で ある 。 ま た 森 は その 分 類 に よ 
っ て 転移 率 に 差 が あっ て 1, I, 1 の 順に な る と 述べ て いる が われ われ の 251 例 に よる と Ff, 
I, 型 の 順 で , 規則 な く , その 差 も 僅か に 6 22 に 過ぎ な い が わ れ わ れ の は 26% に 達する 。 
一 方 肝 細 胞 癌 は 47.422 の 肝硬変 合併 率 を 示す が , 胆管 韻 で は 62% の 肝 繊 維 症 合併 以外 は 
一 例 も な いこ と は 注目 すべ き で , 前 者 は ほとん ど が Laennec 型 の も の で 74.522 を 占め , 次 
いで 胆汁 性 が 続い て いる 。 な お 前 者 は 肝 繊 維 症 を 併せ る と 74.7% に な る 。 ま た 単に 合併 し た 
肝硬変 も る さら に 組織 学 的 に , 比較 的 進行 性 で 肝 細 胞 の 再生 が 強く て , 形成 され た 多く の 偽 小 業 
の 小 な る も の は ほとん ど 閣 化し , 大 な る も の は その 一 部 か ら 冶 化 を 始め て , し か も 多発 的 に 随 
所 に 見 られ る よう な , 割合 肝癌 と 密接 な 関係 に ある よ 5 な 例 は それ ら の 3322 で 1/3 を 占め て 
いる 。 ( 女 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 


237. RDB OD BEF, 特に 最近 の 増加 超 肥 と 栄養 お よび 職業 
の 原因 的 意義 に つい て 
平山 雄 , 浜野 芳子 (国立 公衆 衛生 院 疫 字 部 ) 
The Epidemiology of the Cancer of the Pancreas with Special Reference 


to the Etiological Significance of Nutritional Change 
and Occupational Stress 


TAKESHI HIRAYAMA, YOSHIKO HAMANO 


1) PRBBUE ECC Bs, 昭和 22 42 242, 昭和 31 4 1295. 昭和 22, 25, 28, 31 年 の 訂正 
死亡 率 は 男 で は 0.3, 0.8, 1.2, 1.5, 女 で も 0.4, 0.5, 1.0, 1.2 と 癌 の 全部 位 中 最も 著 し 
い 増 加 を 示し て いる 。2) 年 令 別 に みる と , 特に 高 年 令 悦 で 増え , 40 才 以 下 で は ほとん と 変 
化し て いな い 。 府県 別 訂正 死亡 率 を みる と , 増加 率 は 地域 的 に 偏在 し , と くに 東北 日 本 に 増え 
て いる 。 3) 膝 臓 瘍 訂正 死亡 率 の 最も 高い 府県 5 つ (宮城 , 佐賀 , 山形 , 東京 , 神奈 川 ) と , 
最も 低い 府県 5 つ (大 分 , 徳島 , 高知 , 鹿児島 , 奈良 ) に つい て , 国民 栄養 調査 資料 を 用 い , 
RTA D Me HR LTRS 4, 死亡 率 の 高い 府県 で は , 低い 府県 に くら べ , と くに ビタ ミ 
YA (1.89 倍 ) ビタ ミン B,(1.39 倍 ) 脂肪 (1.40 倍 ) の 摂取 量 が 著しく 多い 。( こ れ ら の 府 
県 別 摂取 量 と 膝 臓 韻 死 亡 率 と の 相関 係数 は それ ぞ れ r=+0.4 +0.46 十 0.33) 4) これ ら の 
内 脂肪 摂取 量 に つい て は , 年 次 的 に 著しい 激増 直 勢 が う か が われ , 膝 臓 癌 死亡 率 の それ と 高度 
に 相関 し て いる 。 r=0.74) 5) 東北 大 , 瀬木 , 藤咲 ら の 計算 し た 世界 各国 の 膝 職 癌 訂正 死 
亡 率 と 各国 の 栄養 摂取 量 と を 比較 し て みた と ころ , 3 大 栄養 素 の ぅ ち , 最 も 膝 臓 癌 死亡 率 と 相関 
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し て いる の は , や は り 脂 肪 摂取 量 で ある こと を 知っ た 。 (r=0.87) すなわち , KERLE SICH 
肪 は 膝 臓 癌 の 分 布 , 消長 に 影響 する 一 因子 で は な いか と 考え られ る 。 6) 都 部 別に みる と , 東 
FROKLRILEPILHN DAN EM > TO 22, 東京 都内 死亡 者 を 出生 地 別に 分 け て みる 
と , 東京 生れ の も の は 騰 臓 冶 の 場合 は , 24.0% に すぎ ず , 全 癌 の 場合 の 45.422 に 比較 し て 
明らか に 少く (?"=18.69 で P<0.001 で 有意 差 ) FRM BSCILHA CENT, 東京 に 出 て 
きた 者 が 多い 。7) 人 EK 
の ある 作業 が それ に つづ いて いる 。 (医師 の 占め る 割合 は 胃癌 の 場合 は 0.2422, Pig TI 
3.5722 で X=11.73 P<0.001 警察 官 の 占め る 割合 は , 胃癌 の 場合 は 0.2622, Pei Cit 
10.7122 で , 〆"=128.0 P<0.00i で あり と も に 有意 差 で ある 。8) 横 尿 病死 亡 率 と の 関係 は , 
HAA 22~24 年 頃 は 相似 た 府県 別 分 布 を ドド し て いた が 次 第 に その 関係 が 月 れ て き て いる 。 

以上 , 食 習慣 と その 変化 (と くに 脂肪 食 ) 職業 的 な スト レス な ど が 主 な 容疑 要因 と し て 肖 ん 
で きた が この よう な 鉛 察 は 将来 , 正確 な 資料 に 基 い て 再 検討 され ね ば な ら な い 。 
久留 勝 : 臨床 家 の 立 場 か ら す る と , さき ほど お 話 の あっ た 種々 の 問題 の 他 に , MAO Li MILK: 
膝 臓 癌 と の 関連 に つい て , 御 検討 を 願い た く 存 じ ま す 。 また 昨年 の 御 講演 で 癌 の 地理 的 分 布 と 亜鉛 と の 間 


に 関係 の ある こと を 示さ れ た と 記憶 し ます が , 膝 臓 は 亜 負 と 関係 の 多い 器官 と し て 従来 知ら れ て いま す 。 
この 観点 か ら も 研究 を 進め られ ん こと を 希望 し ます 。 





238. 愚 性 光 巴 節 腫瘍 割 検 例 の 統計 的 研究 (220 Bi) 


西尾 幸子 , 緒方 正 世 , 森村 義行 , 森田 次 郎 兵衛 , 神原 信明 , 安岡 正輝 , 永 友 知 勝 
(大 阪 大 学 医学 部 第 一 病理 学 教室 , MIKA) 
Statistical Studies on Autopsy Cases of Malignant Lymphoma (220 Cases) 


SACHIKO NISHIO, MASAYO OGATA, YOSHIYUKI MORIMURA, 
JIROBEE MORITA, NOBUAKI KANBARA, MASATERU YASUOKA, 
TOMOKATSU NAGATOMO 


DBO REY Sr OV TOTER, 多く は 生 検 例 に 基 い て 行わ れ て お り , 
剖検 例 に よる も の で は 比較 的 少数 例 に つい て の 報告 し か 見 当ら な い 。 ま た 宮地 等 は 1946 年 か 
ら 1955 年 に 至る 10 年 間 の わが 国 に お ける 全 剖 検 例 の 集計 か ら , その 中 悪性 リン パ 節 腫瘍 は 
696 例 で あっ た と 報告 し て いる 。 私 は ここ に その 約 1/3 に 当る 220 例 の 悪性 リン パ 節 腫瘍 剖 
検 例 (関東 ・ 中 京 ・ 関 西 の 各 大 学 , 国立 病院 で 1946 年 か ら 1955 年 の 間 に 剤 検 さ れ た 例 ) に 
つい て , 韻 検 記録 お よび 組織 標本 を 検討 する 機会 を 得 た の で , その 統計 的 鈴 察 を 行っ た 。 


220 例 の 内 訳 で は , 細 網 肉腫 ( 症 ) 136 Al, ホ ヂ キン 氏 病 31 例 ,。 リン パ 肉 腫 ( 症 ) 53 例 で 
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あっ た 。 年 令 分 布 は 細 綱 肉腫 ( 症 ) お よび ホ ヂ キン 氏 病 は 40-60 才 に 多く , 若年 者 お よび 高 年 
者 に は 比較 的 少 い (平均 44 才 )。 リン ぷ 肉 腫 ( 症 ) で は 20 才 以 下 の 若 年 者 に も 11 例 見 られ , 
前 一 者 に 比 し 比較 的 若年 層 に 多い (平均 35 7). 男女 比 で は 細 網 肉腫 ( 症 ) 2.6 : 1, リン パ 
Ali ( 症 ) 2.4 : 1。 ホ ヂ キン 氏 病 5.0 : 1 と な り , ホ ヂ キン 氏 病 が や や 男 に 多い 。 発症 後 の 生 
存 期 間 で は , 3 型 を 通じ て ほとん ど が 2 年 以内 に 死亡 し て お り , 平均 生存 月 数 は 細 網 肉腫 ( 症 ) 
10.6, ホ ヂ キン 氏 病 13.5, リン 肉腫 ( 症 ) 11.0 ヵ月 で 生存 率 曲 線 と 併せ て 見 る と 各 型 に よ 
る 著 明 な 差 は 認め られ な い 。 死亡 時 の 腫瘍 の 拡がり を 腫 眠 リン パ 節 の 分 布 か ら , 広範 囲 に わた 
る も の と , 比較 的 限局 され た 分 布 を 示す も の に 分 け て 見 る と , 細 網 肉腫 ( 症 ) で は 前 者 86 例 , 

後者 39 fl (Si 12 例 , 胸部 10 例 , 腹部 13 A, TOMA), ホ ヂ キン 氏 病 で は 同じ く 
27 例 : 3 例 、。 リン パ 肉 腫 ( 症 ) で は 31 例 :14 例 ( 頸 部 2 例 , 胸部 2 Hl, 腹部 7 A, tows 
A) で いずれ も 広汎 に 全身 の リン パ 節 が 犯さ れる も の が 多く ,。 中 で も ホ ヂ キン 氏 病 に 高 率 で あ 
る 。 こ れ ら の 例 で 肝 腫 に 浸潤 の 見 られ る 割合 は 各 型 を 通じ て リン パ 節 腫 大 範囲 に よる 差 は ほ と 
AYR ont, 細 網 肉腫 ( 症 ) で は 50.5%, ホ ヂ デキ ン 氏 病 で は 77%, リン パ 肉 腫 ( 症 ) で は 64 
2 に 認め られ る 。 肝 有 以 外 の 臓器 へ の 浸 潤 の 割合 は 細 網 肉腫 ( 症 ) で は , 肺 432, 腎 3622, IH 
26%, 以下 胸膜 , 腸管 , 食道 , 心 の 順 で あり , ホ ヂ キン 氏 病 で は 31 例 中 肺 9 例 , Fehl, U 
下 腸管 , B ROM, リン パ 肉 腫 ( 症 ) で は 53 例 中 肺 20 例 , & 15 例 以下 心 , Ait, HO 
順 と な り , 各 型 に より 特異 な も の は 見 当ら な い 。 そ の 他 の 病理 解剖 所 見 の 中 , 腫瘍 の 存在 と か 
な り 密 接 な 関係 の 考え られ る 事項 の 頻度 は , 腹水 の み られ た の は 細 網 肉腫 ( 症 ) 136 例 中 25 
fl, ホ ヂ キン 氏 病 31 Ah 10 例 , リン パ 肉 腫 ( 症 ) 53 例 中 7 A, 浮腫 ( 同 例 数 , 同 順 序 に ) 

10 9, 2 例 , 59, MUTA 15 A, 3 例 , 3A, 肺 気 種 で は 7 例 , 3H, 1 例 , Bishi 
5 例 。 1A, 4 例 で いずれ も あま り 高 率 で は な い 。 





239. 日 本 に お ける 白血病 の 統計 
武田 勝男 , 小林 博 
Statistics of Leukaemia in Japan 


KATSUO TAKEDA, HIROSHI KOBAYASHI 
(Pathological Department, Hokkaido University School of Medicine) 


According to the post mortem certificates the leukaemia per 100,000 population of 
Japan is more than doubled in both sexes during the past 10 years. The incidence 
in Japan, however, is apparently low as a whole, particularly in advanced age 
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groups, than in European countries and the United States. 

1.270 cases of autopsied leukaemia, cordially presented from all medical schools in 
Japan during the last 9 years, contained myeloid leukaemia 993 (78.224), lymphatic 
leukaemia 150 (11.8%), monocytic leukaemia 91 (7.2%) and others including type un- 
known 36 (2.8%). These types were divided by forms as follows: 993 cases of 
myeloid leukaemia are acute form including subacute 782 (78.8%), and chronic 211 
(21.1%). 150 cases of lymphatic leukaemia are acute form including subacute 115 
(76.722), and chronic 35 (23.3%). 91 cases of monocytic leukaemia are acute form 
including subacute 76 (83.6%), chronic 15 (16.45). 

By sexual classification the rate was higher in males in every type and the rate 
was 2.10 of male to 1.00 of female. 

The classification by age groups indicated highest for 15-40 years old, and the 
next for 0-15 years old. But the groups of advanced ages over 40 years old showed 
a decrease in incidence as well as the actual decrease of all autopsy cases of all 
diseases. 

But the trend of the increase of leukaemia in advanced ages in Japan are becom- 
ing gradually higher year by year just as in Europe and the States. 

As for the low rate of leukaemia in Japan as a whole, the facts should be 
considered that the rate of advanced age groups is low among population of 
Japan and that the discovery of leukaemia in advanced age groups has not been 
sufficient in Japan, besides the true low rate based on the racial and environmental 
factors. (SC AES FFE Pic LS) 
森田 次 郎 兵 術 : 近年 に お ける 白血病 の 増加 は 真 に 増加 し て いる も の で し よう か , 発見 率 の 増加 に よる も の 
BUS. 
小林 博 : 白血病 の 増加 が , 真 の 増加 で ある か ある い は 発見 率 の 増加 で ある か の 決定 は で き な い 。 今後 , 
長年 月 に わた る 観察 を 必要 と する 問題 と 考え る 。 
脇坂 行 一 : 章 検 例 で 一 般 の 悪性 腫瘍 に 対す る 白血病 の 比率 が 年 次 的 に 増加 の 傾向 に あり ます か , 厚生 省 の 
人 口 動態 統計 で は 最近 20 年 間 に 一 般 の 悪性 腫瘍 に よる 死亡 率 も 多少 増加 し て いま す が , 白血病 死亡 率 の 
増加 の 方 が 特に 著 明 に な っ て いま す 。 同じ ょ うな 傾向 が 剤 検 例 に お いて も 認め られ まし た で し ょ うか 、。 


240. 病理 解剖 を 基 と し た 白血病 の 統計 的 研究 


森田 次 郎 兵 衛 , 神原 信明 , 緒方 正 世 , 森村 義行 , 西尾 幸子 , 池田 芳 照 
(大 阪 大 学 医学 部 病理 学 第 一 教室 , 附属 癌 研究 所 ) 
Statistical Studies in Leukemia on Autopsy Cases 


JIROBEE MORITA, NOBUAKI KANBARA, MASAYO OGATA, 
YOSHIYUKI MORIMURA, SACHIKO NISHIO, YOSHITERU IKEDA 


関東 , 中 部 , 関西 , 地区 に お ける 計 17 の 大 学 病理 学 教室 並び に 国立 病院 に お いて , 1946 年 
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か ら 1955 年 まで の 10 年 間 に 沖 検 せら れ た 白血病 症例 493 例 を 集計 し , 材料 の 保存 し て あっ 
た も の に 各種 染色 を 施し , WRABIAM, HE, FI, 初発 症状 , 生存 期間 , 合併 症 , 各 臓 器 
組織 に お ける 浸潤 増殖 , 等 に つい て の 分 布 を 検索 する と と も に , 特に 臓器 重量 に つい て 比較 検 
討 し た 。 病 型 は 一 般 的 な 分 類 に し た が い , 急性 骨髄 性 , BEAR, 急性 汐 巴 性 , MME, 
単 球 性 , 非 白 血 病 性 , 病 型 不明 の 急性 症 , 緑色 腫 性 , RAMA, の 9 型 と し た 。 MRR 
年 々 著 明 に 増加 し て いる が , 他 の 悪性 腫瘍 と 比較 する に , 白血病 の み が 増 加 し て いる の で は な 
く , むし ろ 他 の 癌 の 方 が 著 明 に 増加 し て いる 。 病 型 分 布 で は 急性 骨髄 性 が 最も 多く , 493 例 中 
242 BIT 49% を 占め , 最少 は 赤 白 血 病 性 の 11 例 2 2 で ある 。 全 症例 に つい て の 男女 の 比 は 
1.7 : 1 て 赤 白血病 性 の 性 に よる 差 は 認め られ ず , 他 の 病 型 で は いずれ も 男性 に 高 率 で ある 。 
好 発 年 令 で は 頻発 年 令 の 山 を 20-29 才 に 認め た 。 緑色 腫 性 , 病 型 不明 の 急性 症 , 汐 巴 性 で は 
特に 若年 層 に 高 率 で ある 。 急性 症 の 平均 生存 期間 2.6 ヵ月 , 慢性 症 14.1 ヵ月 で ある 。 合併 
症 で は 出血 素因 が 最も 多く , 脳出血 は 277 例 中 79 BIT, 2822 に 認め られ た 。 汐 巴 節 腫 大 は 
頸 部 に 次 いで , WEA, 後 腹膜 , BH, 汐 巴 節 の 病 的 腫 大 が 高 率 で ある 。 壮 血 臓器 と 肝 , U 
外 の 温湯 部 位 で は 腎 6826, 肺 45%, 心 29% DMC, 内 分 泌 器官 へ の 浸潤 も 20% 内 外 に 認 
め ら れ た 。 病 型 別に よる 肝 , ROMA MSRM ME 1700 gr. と 310 gr. 慢性 骨 簡 性 
2000 gr. と 1400 gr. 急性 汐 巴 性 1850 gr. 390 gr. 慢性 汐 巴 性 1810 gr. 670gr. 非 白血病 性 
1510gr. 210gr. 病 型 不 明 の 急性 症 1710gr. 350gr. 単 球 性 1500gr. 260gr. 緑色 腫 性 1570 gr. 
290 gr. 赤 白 血 病 性 1670 gr. 230 gr. で ある 。 肝 , MUSEEN BEN ORIUCHIU TER 
を 認め 得る が , FB, fii, 心 で は 病 型 に よる 差異 は ほとん ど 認 め ら れず , また その 変化 域 が 狭い 。 
特に 腫 臓 で は 広範 囲 な 重量 分 布 を 示す 。 年 令 差 と 臓器 重量 を みる に 若年 層 ほ ど 腫 大 倍数 が 大 き 
く か つ 分 布 の 幅 も 広い 。 と レ 線 照射 並び に 抗 白血病 剤 は 剖検 時 臓器 重量 に あま り 影 響 を 与 えな い 。 
肝 , A, 重量 の 間 に 相 関 関係 を 認め 得る が , 例外 も 多数 あっ て 両者 の 間 に 高 度 な 相関 関係 が あ 
る と は 思わ れ な い 。 流血 中 の 白血球 数 と 剖検 時 臓器 重量 と に 平行 関係 を 認め 得 な い 。 潰瘍 並 に 
腫瘍 形成 と 章 検 時 臓器 重量 と の 間 に 特 別 な 関係 を 認め な か っ た 。 有 臓 , 重量 の 増大 に 関し て は 
複雑 な 諸 因子 が 関 條 し て いる と 思わ れる が , 白血病 細胞 の 浸潤 増殖 の 強度 な る も の は 軽度 重量 
増加 の 傾向 を 認め た 。 腎臓 に せい て $ 表 潤 増殖 強度 な る も の に 重量 の 増大 を 認め た 。 流血 中 の 
白血病 細胞 の 多少 と 各 臓 器 組織 に お ける 浸 潤 増殖 の 程度 と に 関連 性 を 認め 得 な か っ た 。 
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XI. BD oF Diagnosis 


241. 閣 細 胞 診 に つい て (第 2 報 ) 
水 FP 省 吾 (山形 県 衛生 研究 所 病理 科 ) 
On Cytological Diagnosis of Cancer (Second Report) 
SHOGO MITO 


前 回 に 引続き Aceto-anilin-violet 固定 染色 法 を 用 い , 胃液 ・ 胸 腹水 ・ 尿 に つい て 追加 検討 
し た 。1) 胃液 。@ 悪性 判定 基準 : 判定 基準 を 確立 する た め 上 記 の 染色 法 を 用 いて 胃癌 お よ 
び 非 韻 の 手術 材料 の 粘膜 擦 過 物 に つい て 癌 ・ 非 癌 の 比較 検討 を 行っ た と ころ , 個々 の 細胞 に つ 
いて は 大 型 核 ・ 核 優勢 ・ 核 小 体 増 大 ・ 桜 小 体 縁 著 明 ・ 核 色 質 増加 ・ 核 色 質 構造 の 退行 性 様 変 化 
・ 核 異型 ・ 原 形質 過 染 ,。 また 細胞 集団 と し て は 不 規則 配列 ・ 大 小 不同 ・ 多 染 性 等 が 悪性 基準 と 
見 人 散 さ れ た 。 (bh) 検査 方 法 お よび 成績 : 胃液 の Katch-Kalk 分 割 採取 法 に 併用 し て 行う が , 
前 液 だ け を その まま 検査 し た 癌 46 例 で は 5222, 材料 を 生理 的 食塩 水 で 洗い その 沈 注 を と っ 
て 検査 し た 34 例 で は 71%, さら に 前 液 並 びに Kaffein 液 注 入 後 1.2 時 間 の 液 に つい て 各々 
4 枚 づ つ 計 12 枚 の 標本 を 検査 し た 31 例 で は 陽性 23 A, 疑 陽性 4 例 で 87.122 の 陽性 率 を 
得 た 。 ま た この 方 法 で 陰性 ・ 疑 陽性 で な お 癌 が 疑わ れ た 場合 に は Abrasive-Balloon 法 を 行っ 
た が , その 成績 は 癌 42 例 に つい て 陽性 率 8% で あっ た 。 

以上 の 如く 上 記 の 方 法 に よる 胃液 細胞 診 の 成績 は 従来 の 報告 成績 より か な り 良 く な っ て いる 
が , それ で も 誤診 た な し と し な い 。 そ の 一 つの 原因 と し て 竣 細 胞 が 小型 で 悪性 像 に 乏しい 場合 が 
ある 。 現在 まで 4 例 を 経験 し た が , 中 1 例 を 癌 と 診断 し 得 た の み で あっ た 。 これ ら は 組織 標本 
で 核 径 を 計測 し , 他 の 癌 ・ 非 韻 例 と 比較 し て みた が いずれ も 明らか に 小型 で ほぼ 非 癌 細胞 核 の 
大 き さ で あっ た 。 ま た 性 ・ 年 令 ・ 胃 液 酸度 ・ 駐 線 所 見 ・ 手 術 肉眼 所 見 ・ 組 織 所 見 等 を 比較 し た 
が 何等 の 特異 点 も 見 出し 得 な か っ た 。 今後 さら に 検討 すべ き 問 題 と 考え る 。 

2) 胸 腹 水 。@ 悪性 判定 基準 : 胸 腹水 に は 多種 の 非 瘍 細胞 が あり 特に 陰性 判定 に し ば し ば 
困難 を 感じ させ られ る た め , 癌 5 例 ・ 非 癌 3 例 こ つい て 悪性 判定 基準 を 検討 し た 。 す な わ ち 大 
型 核 ・ 核 優勢 ・ 核 小 体 増 大 ・ 核 小 体 縁 著 明 ・ 原 形質 過 染 ・ 細 胞 の 密集 重 積 等 が 癌 に 特有 で ある 
Ds, 核 異 型 ・ 核 縁 著 明 ・ 核 分 裂 像 ・ 多 核 ・ 異 物 封 入 等 は あま り 有 力 な 悪性 判定 基準 に は な り 得 
な い 。(⑩) 検査 成績 : 胸水 で は 癌 13 例 中 陽性 11 fl, 陰性 2 例 , 非 癌 9 例 中 陽性 ・ 疑 陽性 な 
く , 腹水 で は 癌 23 例 中 陽性 19 Pl, 疑 陽性 1 Bl, JER 15 例 中 陽性 な く , 疑 陽性 1 例 で あっ 
た だら 
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3) Ro @ 非 癌 巨 細 胞 の 検討 : 尿 中 に は し ば し ば 極め て 大 型 の 細胞 (BE 20-404) が 現 
bi, 癌 細胞 か と 思わ れる こと が ある が , これ ら の 細胞 は 異型 性 少く 李 小 体 も 著 明 で な く , 規 
則 的 輸 状 配列 ・ 核 遍 在 等 の 所 見 か ら 非 癌 細胞 と 考え られ , 恐らく 細 尿 管 上 皮 細 胞 の 変性 膨 化 し 
た も の と 思わ れる 。⑩) 検査 成績 : FH 4 例 中 陽性 2 例 , 疑 陽性 Bl, FRR 8 例 中 陽性 6 fA, 
非 癌 43 例 中 陽性 2 Al, 疑 陽性 1 例 で あっ た 。 

4) 結語 。⑱ AM: 検査 法 を 改良 する こと に より 良好 な 成績 を 得 た 。 ま た 細胞 診断 の 困難 
な 小型 細胞 より な る 癌 を 検討 し た 。⑩⑯) 胸 腹 水 : 悪性 判定 基準 を 検討 し , 症例 を 加え た が 良好 
な 成績 を 得 て い る 。(⑯) R: 非 癌 巨 細胞 を 検討 し た 。 ま た 勝 朋 癌 で は か な り 良 い 成 績 が 得 ら れ 


In 


leo 

附 議 

信田 重光 : 私 も 胃癌 の 細胞 学 的 診断 法 を Abrasive Balloon 法 に より 行っ て お り , その 診断 成績 は 瘍 例 

125 例 中 88.0% の 陽性 率 を 得 て い る 。 こ の 成績 を と 線 診断 に よる 成績 と 比較 する と , レ 線 で は 87.190 

診断 率 で ある が , 非 癌 例 の 診断 率 は , Abrasive Balloon 法 94.99 で ある に 反し , と 線 で は 819% ON 

績 で ある 。 ま た 交 例 の 成績 を 部 位 別 に 分 け て みる と , AMM, 体 部 癌 で は , Abrasive Balloon 法 で は そ 

れ ぞ れ 100% お よび 96.122 の 成績 で ある が , レ 線 で は いずれ も 80% 前 後 の 診 断 率 で もり, Abrasive 

Balloon 法 は 特に 噴 門 部 , 体 部 癌 の 診断 に 極め て 有効 で も る と 考え られ る 。 な お 閣 例 125 Ah, と 線 で 胃 
と 診断 し 得 ず , Abrasive Balloon 法 に より 始め て 診断 し 得 た 症例 は 12 例 あ り , これ は 癌 例 の 10% 

re で , 胃癌 の 診断 に 対し , Abrasive Balloon Pir MOBMOAA AMBER GS402 


えら れる 。 





242. 鉛 離 細胞 の 簡易 染色 法 に 関す る 研究 
松田 実 , MBER (大 阪 大 学 医学 部 常 野 前 内 科 ) 
Studies on the Easy Methods of the Staining for the Exfoliative Cells 
MINORU MATSUDA, SHOJI HATTORI 


われ われ は これ まで に , WHROR LATS BBM 250 HO, WARE KIXMGKO Papani- 
colaou ICL SRAM eT, 第 12 回 公衆 衛生 学会 総会 , 日 本 臨床 第 16 巻 第 8 号 

こ 発表 せる 如く , 88.32 の 陽性 率 を 得 た の で , 細胞 診 は 肺癌 に 対す る 最も 確実 な 診断 法 の 一 つ 
で ある と 考え る 。 細胞 診 に は これ まで 種々 の 業 色 法 が 用 いら れ て いる が , Papanicolaou KH 
は 高価 で か つ 長 時 間 を 要する こと が 欠点 で あり , Giemsa 氏 法 は 簡単 で も ある が 標本 の 鮮明 度 が 
劣り , 核 構造 が 不明 瞭 な る こと が 欠点 で ある 。 そ こ で われ われ は 安価 な 色素 を 組合 わせ て , 短 
時 間 に 染 色 し 得る 簡便 な 方 法 に つい て 種々 検討 し , ほぼ その 目的 を 達し 得 た の で ここ に 発表 す 
る 。 そ の 方 法 は 次 の 如く で ある 。 

(1) 塗 抹 お よび 固定 。 Papanicolaou 氏 法 と 同様 に 純 エ タフ ノー ル ・ エ ー テ ル 等 量 混 液 を 使用 
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する が , 固定 時 間 は 約 15 分 で 充分 で ある 。 (2) 染色 液 の 組成 i) 酷 酸 ア = ェ ミリン ヴァ イオ レ 
ッ ト ア ニ リ ン ヴ グ ヴァイオ レッ ト 1200 mg, FAR 30 cc。 蒸溜 水 70 cc。 ii) エグ ヴ ア ンス プル ー 
・ エ オジ ン 混 合 溶液 テ ヴ アン スプ ルー 400 mg。 エ オジ ン イ エロ ー ウ ィ ッ シュ 20mg. KK 
300 cc。 本 染色 液 は 3 ヵ月 以上 保存 に 耐え , 温度 その 他 の 環境 に ょ る 影響 と うけ な い 。 (3) 染 
色 順 序 固定 標本 は 乾燥 後 次 の 如く 室温 に て 染色 する 。 

i) 酷 酸 ア ニ = ェ リ ング ヴァイ オレ ッ ト で 1 分 間 染 色 。 ii) 30 秒 以 上 水洗 。 ij) エ ヴ ア ンス プル 
ー・ エ オジ ン 混 合 溶液 で 30 秒 な いし 1 分 間 和 染色 。iv) 流水 に て 軽く 水洗 (10 HUE) v) 
7022 お よび 90% エタ ノー ル に それ ぞ れ 10 AF, vi) 99% エタ ノー ル に 1 分 な いし 2 分 
wT. vi) キシ ロー ル 透 徹 後 バ ル サ ム で 封入 。 胸水 ・ 腹 水 等 の 究 刺 液 お よび 胃液 は , iii) DR 
色 時 間 は 15 秒 位 が 適当 で ある 。 

法 に よる と 核 は 濃 紫 色 に 染まり , 細胞 質 は 淡 青 色 , RARE, 淡紅 色 の 三 色 に 染め 分 けら れ , 
細胞 透明 度 は 良好 で ある 。 一 般 に 未 角 化 細胞 は 淡 青 色 な いし 淡 紫 色 を 呈し , 角 化 細胞 は 淡紅 色 
を 呈す る こと が 多い 。 本 法 に て は , 使用 色素 は わずか 三種 類 で あり , 染色 に 要する 時 間 も 5 分 
前 後に し て , Papanicolaou 氏 法 の 15 に 過ぎ な い 。 かつ 和 染色 標本 は 保存 に 耐え 得る 。 欠点 と 
し て は , AFVYRBICRHEDIRAT SOC, それ が か 多量 に 存在 する と き は 判定 に や や 困難 を 感 
ずる こと が ある 。 また 固定 後 2 週間 以上 経過 し た 標本 で は , 染色 に 際 し て 人 染色 性 の 低下 が 認め 
られ る か が, 実際 に は 固定 標本 を 染色 前 に 長 時 間 放 置 す る こと は ほとん ど な い 。 本 法 に よる 閣 細 
胞 診 の 判定 基準 は Papanicolaou 氏 法 と 全く 同様 で ある 。 現在 ま で 約 50 例 に つい て Papani- 
colaou 氏 法 と 併行 的 に 本 染色 を 行い , 診断 成績 を 比較 し た が 全く 同様 で ちっ た 。 bc 
wm, FRR, 胃液 に も 応用 し て いる が , その 成績 は 満足 すべ きも の が ある 。 


243. HERERO IEC L る 形態 的 変化 に つい て 
山田 &, 久田 忠男 , 戸 嶋 シマ エ , 奏 HE. 清水 進 , DHE, TR H 
Influence of Fixation upon Cancer Cells in Effusion 
SHITAFU YAMADA, TADAO HISATA, SHIMAE TOSHIMA, 


CHIKANORI HATA, SUSUMU SHIMIZU, KIYOTAKA IKEDA, ISAO KATO 
(Department of Internal Medicine, Tokyo Jikeikai School of Medicine) 


We separated cancer cells in effusion by degree of degeneration and removed non- 
cancer cells by way of the multiple layer centrifugation method, and observed wet 
and fixed films using phase contrast microscope. 

Cells in the layer of heavy specific gravity are small in diameter and in nucleo- 
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plasmic ratio in wet film, but in fixed film, the diameter is smaller, and the nucleo- 
plasmic ratio on the contrary increases. 

Cells of lighter specific gravity are larger in diameter and in nucleo-plasmic ratio, 
but in fixed film they both decrease remarkably. 

Hitherto, the largeness of nucleo-cytoplasmic ratio in cancer cells has been said 
to be distinctive feature owing to poor growth of cytoplasma in proportion to nucleus, 
or to degeneration. 

But by the method mentioned above, we could observe the remarkable influence 
of fixation on the nucleo-plasmic ratio. 





24. 多層 式 重層 速 心 沈 江 法 に よる 吉田 肉腫 の 研究 
山田 &, 戸 嶋 シマ エ 
Changes of the Specific Gravity of Yoshida Sarcoma Cells Observed 
by the Multiple Layer Centrifugation Method 


SHITAFU YAMADA, SHIMAE TOSHIMA 
(Department of Internal Medicine, Tokyo Jikeikai School of Medicine) 


By the multiple layer centrifugation method, we studied the relations between the 
specific gravity of the Yoshida Sarcoma cells and the days after transplantation, 
and on the change of the specific gravity of sarcoma cells by using the auticancer 
substances. 

We obtained the following results: 

1) After the transplantation of Yoshida Sarcoma cells, the distribution of specific 
gravity and the layer of concentrated specific gravity move to lighter side gradually. 

2) In the whole course of experiment, the distribution of specific gravity and the 
layer of concentrated specific gravity were almost the same as that of cancer cells 
of patients. 

3) In the rats of 5th day after the transplantation of Yoshida Sarcoma cells, we 
injected the anticancer substances intraperitoneally, and observed the changes of 
the distribution of specific gravity and the layer of concentrated specific gravity. In 
this experiment, we found that the distribution of specific gravity moves to heavier 
sides only by Nitromin treatment; in treatment with Cortisone, Sarkomycin, Calzino- 
philin and 6 Mercaptopurine it moves to lighter sides, and without exception the width 
ofs pecific gravity is shortened. 

The facts mentioned above had no relation to the morphological changes of cells. 
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245. マリ グ ノ リ ピン に 関す る 追試 検討 
田崎 勇三 , 古江 BR, 塚田 豊子 (部 研 究 会 附属 病院 内 科 ) 
Studies on the “‘ Malignolipin ”’ 

YUZO TAZAKI, HISASHI FURUE, TOYOKO TSUKADA 


ZEICKRKENKHN KOT Y ZI YET OH FT SHA SRAM AIC OV T OLB RT 


の 結果 を 発表 する 。 
対象 は 癌 例 は 胃 18 Al, 肺 3 例 , 食道 , HALO, 合計 23 AIT, いずれ も 陽性 を し , RE. 
さ 


0.38~0.40 に 全 例 ス ポッ ト が えら れ , また さら に 20 例 に RE 0.46 附近 に も スポ ッ ト が え 
られ た 。 


。 こ の 23 例 中 21 例 が 手術 を 受け , この うぅ う ち に は 癌 の 大 き さ 径 5cm 以下 の も の が 6 
Bl, & 3 cm 以下 は 3 例 で あっ た 。 一 方 非 癌 は 正常 人 10 例 , 胃潰瘍 9 例 , 十二指腸 潰瘍 2 Pl, 
ARE, HA, 胃炎 各 1 例 , 合計 24 BIT, RF 0.37~0.39 お よび REF. 0.45 附近 に スポ ッ 
ト が えら れ た も の が 15 例 あ り , 正常 人 10 例 に つい て は , 556 例 が 陽性 を し た 。 か か る 
事実 か ら , 神前 氏 の マリ グ ノ リ ビン の 痛 反 応 と し て の 価値 に つい て は な お 判然 と せ ず さら に 
後 も 引き 続き 症例 を 重ね 検討 を 加え て みた い 。 
MM マリ グ ノ リ ピン の 血 中 証明 に つい て 
松原 正 香 , 大 下 寿 隆 , 花輪 松 夫 , 萩原 淳子 (東邦 大 学 医学 部 第 一 内 科 ・ 外 科 ・ 了 臨床 検査 室 ) マ リグ ノリ ピン 
の 血液 中 証明 法 に つい て 追試 し た 。33 年 5 月 内 科学 総会 に お いて , 神前 氏 が 報告 し た 検出 方 法 は , その 
後 同氏 に より 改良 せら れ Science に 発表 され た 。 わ れ わ れ は この 方 法 に 基づき 実験 を 行い また , 10 月 上 
= = 重 医 大 に て 直接 指導 を 受け さら に 改良 せら れ た 検出 法 を 習得 し た 。 この 両者 の 方 法 を 忠実 に 追試 し た 
RI: ie 1 18 名 中 13 名 陽性 , 5 名 陰性 , 健康 考 , 妊娠 お よび 非 韻 叫 者 22 名 中 , 6 名 陽性 , 16 名 陰性 
で あっ た 。 なお, 本 法 に お ける 冶 の 早期 診断 的 価値 こつ いて は , 症例 が 少 い の で 将来 に 保留 する 。 
神前 武 和 : 只今 の 健康 な いし 非 癌 患者 で 陽性 と いわ れる の は Rf 0.38 の tail し な い spot で すか ? 
私 達 は 只今 まで に 診断 の 確認 で きた も の 291 例 を 得 て お り ま す が , Kh, 例 数 が 少 いと 考え 今回 は 演題 
を だ し ませ ん で し た が , 追加 いた し ます 。 人 健康 人 , 非 癌 患者 162 例 で は すべ て 陰性 , 悪性 腫瘍 患者 例 で は 
すべ て 陽性 で あり ます 。 非 導 思 者 や 健康 人 て Ch, 私 達 の 方 法 を 原 法 に 忠実 し し た が っ て や っ て 頂 か な いと 
Rf 0.38 の 前 後に tail し た spot が 見 られ る こと が あり ます 。 こ れ ら は し ら べ て みみ ます と マリ グ ノ リ ピン 
で は あり ませ ん 。 そ の よう な も の は 陽性 で は あり ませ ん 。 Ek, その よう な 操作 の 仕方 で は 陽性 の も る の で 


操作 の 途中 で 和 失 失わ れ て 陰性 に で る こと が し ば し ば で みな 7 ます 。 

aa: ① マリ グ ノ リ ピン の 抽出 過程 の 最後 の 段階 に お ける , 二 倍 量 ア モト ン 添 加 後 の 上 清 に さら に アセ モト 
ン を 添加 し た 沈 湾 中 に は = ニン ヒド リン 呈 色 物質 は 証明 で き な か っ た 。⑧ ベー パー クロ マト グラ フ に お ける 
スポ ボット の RE DELDAMDASL, われ われ の マリ グ ノ リ ピン 陽性 例 で は 韻 群 。 非 癌 群 , 正常 人 と の 間 
に 差異 は 見 出し えな か っ た 。 


佐藤 健二 : われ われ も 神前 氏 法 に より 癒 患者 , 正常 妊婦 , 健康 者 等 に つい て 追試 を 行っ て いま す が , 只今 
の 御 報告 中 健康 者 で の 陽性 の 件 で す が , これ は 冶 患 者 の 場合 に も 精製 度 に よる と 思わ れる マグ リノ リピ ン 
以外 の 物質 が 表 わ れ る こと が あり , この 物質 の 誤認 に よる の で な いで し よう か 。 また この Rf 0.4 附近 の 


ce x, 展開 後 抽出 し て 調べ まし た と ころ , Rf 0.4 
の も の で は 親和 性 が 認め られ な か っ た の で す が , 先生 の 方 で は いか が で し ょ よう か 。 私 共 の 追試 結果 で は 正 
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常人 19 名 が すべ て 陰性 , RBS 15 例 中 15 が 陽性 と な り ま た 動物 で は 正常 例 が すべ て 陰性 , BHD 
は 8 例 で す が す べ て 陽性 で す が ,。 また 冶 因 者 で の 陰性 は 。 抽出 アル ュー ル の 濃縮 時 の 温度 が 高い か また 。, 
無水 アル ュー ル で な か っ た の で は な いか と 思い ます が 。 


246. シュ ルッ ・ デ ー ル 法 に よる 敵 の 生物 学 的 診断 法 
UFER, 羽生 文武 , 庄 本 正男 , 中 川 正夫 . 上 野 昇 (大 阪 市 立 大 学 医学 部 第 二 内 科 ) 
Use of Schultz-Dale Technic for Detection of Carcinoma 


SUKEO YAMAMOTO, FUMITAKE HABU, MASAO SHOMOTO, 
MASAO NAKAGAWA, NOBORU UENO 


緒言 Makari (1955) it, Schultz-Dale 法 を 用 いて 癌 の 診断 を 試み , 優れ た 的 中 率 を 得 , 
Burrows も また だ た, 前 者 と は 独立 に 本 法 を 施行 し て , さら に その 的 中 率 を 高め 得 た 。 

著者 等 は , 厳密 な 基礎 的 実験 を 行う と と も に , 種々 な る 角度 か ら 本 法 を 検討 し , 一 定 の 成績 
を 得 た の で 報告 する 。 

基礎 的 実験 : 諸 種 の 抗原 を 用 い , 種々 な る 方 法 に よっ て 健康 海 手 を 感 作 し , 感 作 腸 管 お な よび 
子宮 角 を Schultz-Dale bath に 懸け た 。 被験 材料 と し て は , 患者 血清 , 種々 な る 操作 に よっ 
て 濃縮 し た 24 時 間 尿 , 胃液 等 を 用 いた 。 癌 組織 を 細 挫 し た 後 , 2022 の 割合 で 殺菌 生理 的 食 
塩水 中 に 混 じ , 一 昼夜 氷室 に 保存 , 3000 回 転 30 分 遠心 沈 滅 し た 上 清 に , Freund の Adju- 
vant を 加え , 1 回 lee 2 日 間隔 に て 4-5 回 感 作 し , 感 作 終了 後 38 週 の 間 に 得 た 感 作 腸 
管 ま た は 子宮 角 が 最も 特異 的 で ある こと を 知っ た 。 被験 材料 と し て , 血清 を 用 いる 際 は , AO 
st, 海 舞 腎 等 に よる 脱 感 作 を 必要 と し , 尿 を 用 いる 場合 に は , 非 特異 収縮 物質 を 厳重 に 除 
外せ ね ば な ら な い 。 HRI: カオ リン 吸着 法 に より 濃縮 し た 尿 を 用 い , 前 述 の 方 法 に よっ 
て 感 作 し た 腸管 に お いて , 本 法 を 施行 し た 結果 は , 各種 韻 患 者 50 例 中 , 陽性 37 例 , 陽性 率 
74%, 非 癌 患者 106 例 中 , 陰性 102 例 , BER KR で あっ た 。 胎盤 感 作 腸管 を 用 いた 場合 
DREYER IX 67%, 非 癌 陰性 率 は 90% で あり , 血清 を 材料 と し て 感 作 子宮 角 を 使用 し た 場 
合 の 陽性 率 も これ と ほぼ ば 同様 で あっ た 。 

結論 : 本 反応 は か な り 鋭 敏 か つ 特 異 的 で あり , 判定 上 客観 性 に 富み , か つ 記 録 保存 が 可能 で 
ある 等 の 長所 を 有 し て いる 。 追補 : 本 反応 に あず か る 閣 特 異物 質 の 所 在 を 検討 る た め , HA 
癌 海 舞 血清 と 韻 患 者 血清 と の 間 に Immunoelectrophoresis を 行い , 興味 ある 所 見 を 得 た が , 
目下 症例 を 重ね て 検索 中 で ある 。 
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247. 知 々 の 閣 皮 内 反応 の 有効 因子 に つい て 
山岸 一 一 , 黒河 内 三郎 (日 本 医科 大 学 第 2 病院 外科 ) 
Studies on the Active Principle of Our Cancer Intracutaneous Reaction 


KAZUHITO YAMAGISHI, SABURO KUROKOCHI 


われ われ は 以前 より 閣 組 織 よ り 抽 出し た 特異 抗原 様 物 質 に 関す る 研究 。 特に 韻 皮 内 反応 , 5 
血清 反応 , 家 各 催 名 血 作 用 に つい て 研究 を 行い し ば し ば 本 会 に 報告 し て きた 。 殊 に 皮 内 反応 に 
て は 第 14 回 総会 で 反応 の 発現 機 計 に つい て 報告 し た が , SAILCORARK OF AAT 


つい 
に つい て 報告 し た いと 思う 。 

従来 より 癌 の 皮 内 反応 は 幾多 の 方 法 が あっ た が , われ われ は 反応 の 成否 が 抗原 の 抽出 法 に か 
か っ て いる と 考え , 抗原 の 抽出 の 際 , 有効 物質 の 変性 を で きる だ け 避 ける た め , 強酸 , 強 ア ル 
カリ , 加熱 等 の 処理 を 加え な い , 恭 溜 水 室温 浸出 法 な る 方 法 を 考え ん, これ を も っ て 抗原 を 抽出 
し て 度 内 反応 を 試み た 。 現在 ま で の 反応 成績 を みる と 韻 150 例 中 9422, 対照 200 例 中 6.72 
の 陽性 率 を 示し て いる 。 こ の 抗原 物質 は 多糖 類 に 微量 の 蛋白 質 の 含有 し た も の で ある が , この 
う ち 度 内 反応 を 起す 有効 因子 を 追 完 する た め に 次 の 実験 を 行っ た 。 

まず 本 物質 を Sulfosalcyle 酸 に て 横 部 分 と 儲 白 部 分 の 2 部 分 に 分 離し て 反応 を 行う と, BE 
部 分 の み に 反 応 が 現われ , 和信 白 部 分 に は 反応 は 起 ら な か っ た 。 し か し 邊 白 部 分 は 前 者 の 特異 性 
を 増強 する 作用 の ある こと が わか っ た 。 し た が っ て 有効 因子 は 橋 部 分 に ある こと か 判明 し た が , 
この 糖 部 分 は テー レッ ト 反 応 が 疑 陽性 で あり , ER 0.9%, 灯 0.0322 含有 し て お り , 微量 の 
Peptide の 含有 が 考え られ る た め に , さら に 強度 の 除 往 白 操作 お よび , RAIMI LOR 
白水 解 操作 を 行っ て 反応 を 試み た 。 反応 は Sulfosalcyle 酸 除算 白 標本 と 同様 に 癌 12 例 中 10 
例 陽 性 で 陽性 率 の 低下 は 見 られ な か っ た 。 そ こ て で 逆 に 精 消 化 酵素 に よる 横 水 解 操作 を 行っ て 反 
応 を 試み た と ころ , HH 12 例 中 陽性 5 例 で 明らか に 特異 性 の 低下 が 見 られ , RRA KARA 
で は 0.0522 の 濃度 で 反応 を 現 わ し た も の が , 糖 水 解 標本 で は 1.022 の 高 濃度 で よう や く 反 
応 を 起 し , 抗原 価 の 低下 を 示し た 。 こ の よう に 可 及 的 に 除 午 白 を 行っ て も 抗原 性 に 変化 を 起 さ 
な い が , 横 部 分 の 分 解 を 行 5 と 強度 に 抗原 性 が 減弱 する と い 5 事実 は , 本 物質 の 有効 因子 が 横 
部 分 すなわち 多糖 類 こ ある こと を 示し て いる 。 し か し この 多 村 類 に は ご く 微 量 の 窒素 が 含有 さ 
れ て いて いか に 除去 操作 を 試み て も これ を 除く こと は 不可 能 で あっ た 。 そ こ で この 多 構 類 の 構 
成 単 糖類 の 分 析 と 窒素 化合 物 の 性 状 す な わ ち アミ ノ 酸 窒素 に よる も の か 否 か を 検 す る た め に ペ 
ー ペ パー クロ マト グラ フィ ー に より 追 完 し た 。 糖 の ペー パー クロ マト グラ フィ ー で は Galactose, 


Glucosamine, Ribose の 3 個 の 糖 を 検出 し , アミ ノ 酸 の ペー パー クロ マト グラ フィ ー で は 
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Phenylalanine, Valine の 2 個 の アミ ノ 酸 を 検出 し た 。 以 上 の ょ 5 に 多 橋 類 と アミ ノ 酸 の 分 離 
が 難し いこ と , 抗原 に 企 白 質 の 含有 し て いる 方 が 抗原 性 の 高い 事実 か ら , アミ ノ 酸 が 何ら か の 
形 で 有効 因子 と し て 関 后 し て いる こと が 想 像 され る 。 し た が っ て 度 内 反応 の 有効 因子 は 多 酔 類 
が 主体 を な し , こ れ に アミ ノ 酸 の 結合 し た 多糖 類 ア ミノ 酸 結合 体 , 一種 の Mucopolysaccharide 
で ある と 考え られ る 。 

附 議 

松原 正 香 : (1) 癌 組織 ある い は 紋 毛 膜 紋 毛 か ら 水 浴 性 物質 を 抽出 し これ を 皮 内 に 注射 し て 反応 を 観察 する と 
韻 の 早期 診断 を 下 し 得る こと は 私 が 初め て 提唱 し た と ころ で ある が この 反応 の 本 態 。 有効 因子 , 早期 診断 
的 価値 その 他 に つい て は 昭和 25 年 の 日 本 消化 器 病 学会 の 特別 講演 に お いて 詳細 に 述べ た 。 その 際 有 効 因 
に 関し て 述べ た 内 容 を 要約 する と 本 反応 の 有効 因子 は 多糖 体 分 割 に あり 蛋白質 分 割 に は 特異 作用 が な い 。 
し か し この 物質 は 多糖 体 分 割 の 特異 作用 を 増強 する 作用 を も っ て いる と いう こと に な る 。 これ は 只今 の 演 
者 の 報告 の 主旨 と 全く 一 致す る も の で ある こと を 追加 する 。 (2) な お 多糖 体 を 主体 と する 優秀 な 有効 因子 
は いか な る 方 法 に よれ ば 多量 に 抽出 で きる か と いう 点 に つき 研究 を つづ け , つい 5,000 倍 の 稀釈 度 で 特 
異 皮 内 反応 を 呈 せ し め 得 る も の を 抽出 する こと が で きた 。 し か し その 後 の 了 臨床 実験 に よれ ば 予期 に 反し 反 
応 そ の も の に は 余り 改善 が 見 られ な か っ た 。 そこで 吟味 し た 結果 , 組織 か ら 水 溶性 物質 を 抽出 し これ を ア 
ル ュ ー ル を 加え て 沈 滅 せ し め る 抽出 方 法 は , 多糖 体 の 抽出 方 法 で ある と 同時 に 核 箇 白 の 抽出 方 法 で も ある 
こと , また われ われ が 以前 に 反応 液 を 分 析 す る と その 中 に 微量 の 核酸 が 含有 せら れ て いる こと を 見 出し 報 
告 し た こと 等 を 想起 し , 胎盤 か ら 核 蛋白 を 抽出 し これ か ら デ ロタ ミン を 分 離し , 核 ヒ スト ン を 作り 実験 し 
た と ころ , この も の に 多糖 体 と ほとん ど 同 様 の 特異 作用 の ある こと が 判明 し た 。 核 ヒ スト ン を さら に 核酸 
と ヒス トン に 分 つと 特異 作用 は 前 者 に な く 後 者 に 残る こと , お よび 多糖 体 と 核 と スト ン を 混合 する と 両者 
の 特異 作用 が 著しく 増加 され る こと も 明らか に な っ た 。 この 新知 見 の 概略 に つい て は 本 年 5 月 の 日 本 消化 
器 病 学会 に お いて 報告 し た と ころ で ある が ここ に 併せ 追加 報告 する 。 





248. Davis 反応 の 本 態 に つい て 
瀬 辺 恵 鎧 , 松本 哲 , 牧 義 朗 (熊本 大 学 医学 部 第 二 楽 理学 教室 ) 
The Substance of Davis Test 
EIGAI SEBE, SATOSHI MATSUMOTO, YOSHIRO MAKI 


癌 尿 の デビ ス 反 応 に つい て は すでに 数 多く の 報告 が あり 宮本 氏 は その 陽性 率 が 平均 86.822 
で ある こと を 報告 し 色素 は イン ヂ デル ビン で あろ うぅ と 報告 し て いる 。 著者 等 は 子宮 癌 患者 の 尿 に 
つい て デビ ス 反 応 お よび イン ヂ メ カン 量 を 検討 し イン ヂ デカン 量 の 比較 的 多い と き に デビ ス 反 応 が 
強 陽性 を 示す こと が 考え られ イン デメ カン (1) が デビ ス 反 応 に 直接 関与 する こと を 知っ た 。 生成 
する 色素 に つい て アル ミナ クロ マト に より 精製 し て イン ヂ デ ゴ お よび イン ヂ ル ビン (2) を 吸収 ス 
ペク トル に より 確 め た 。 イ ンド オキ シル アセ テー ト (3) は 空気 酸化 に より イン ヂ デ ゴ お よび (2) を 
生ずる が 生成 する 割合 は 少く デビ ス 色 素 は 大 部 分 が (2) で あり 色素 の 発色 は (2) に 由来 する と 思 
われ る 。 一 方 胃癌 尿 特に 術 後 一 週間 の 尿 を 集め 濃縮 物 に 5 倍 量 の メタ ノー ル を 加え て 一 部 除 看 
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括 し その メタ ノー ル エ キス を 120 本 の 向 流 抽出 器 に か け プ ブタ ノー ル , 20% 食塩 水 を 用 いて 
240 回 の 処理 を 行い 110~120 回 目 に 流出 する プ ブタノール 溶 液 を 濃縮 し 再び 東洋 涙 紙 No. 50 
を 用 いて 上 昇 法 で P.P.C. を 行っ た 。Rf 0.824) 0.938 の 黄色 スポ ッ ト お よび Rf 0.88 ey 
の 赤 椅 色 ス ポッ ト を 得 た 。 ( 水 飽和 デ プ タ ノー ル ) CY は (2②) の 合成 品 と 大 略 一 致す る 。(3) お よび 
塩酸 の メタ ノー ル 溶 液 を 粉 霧 , 加熱 し 青 地 に 赤 椅 色 の スポ ッ ト の ⑦ 人 3 の 外 に Rf 0.75 © に 薄い 
赤 樽 色 ス ポッ ト を 得 た 。 ⑳ は イサ チン (4)⑳ は (2②), @G は それ ぞ れ 合成 品 の 2.8- デ ヒド ロ オ キ 
イン ドー ル (⑮5) に 一 致し また 紙 より ⑳⑰ お よび に 相当 する 部 分 を 切り 取り メタ ノー ル 溶 液 を 
作り 紫外 部 吸収 スペ クト ル を 測定 し て 合成 され た (4) お よび (5) と Emax 300m,。 お よび Emax 
255mz で 一 致し た 。 イ サチ ン (4) は 原 尿 よ り 直 接 P.P.C. に よっ て 確認 し 得 な か っ た が (5) & 
り 空気 中 で 酸化 する こと で 得 ら れ た も の と 考え られ る 。 

以上 の 実験 事実 に よっ て 著者 等 は ず ヒ ドロ オキ シイ ンド ー ル (5) が デビ ス 反 応 に よっ て 赤色 
を 与え る 物質 の 本 態 で あっ て , 空気 また は 他 の 因子 に より 酸化 され て イサ チン (4) を 生じ これ 
が 尿 中 の イン ヂ デカン と 酸性 水溶 液 中 で 加熱 する こと に より イン デル ビン を 生成 し て 発色 する も 
の で ある と 考え た 。 事実 デビ ス 反 応 (一) の 尿 に 少量 の (5) を 加え て 加熱 する と ( 十 ) に な り (5) と 
(3③ に よっ て も (2) を 与え る 。 阪 大 坂本 氏 は 室内 細菌 に より イン ドー ル よ り (5) が 生ずる こと を 
述べ て いる が 反応 陽性 率 等 の こと か ら 考 えて も (5) が 試験 する 前 に 細菌 に より 生成 し た の で は 
な いと 考え る 。 推論 と し て イン ドキ シー ル の 一 部 が グル クロ ン 酸 また は 硫酸 に より 抱合 解毒 さ 
れず に 異常 酸化 され て (5) を 生成 する の で は な いか と 考え られ る が Cohen お よび 河瀬 等 は B- 
グル クロ ニー ダー ゼ , フェ ノー ルス ルフ ァ タ ー ぞ 等 の 活性 度 が 癌 と 深い 関係 が ある と 報告 し て お 
り ま た 一 方 著者 等 の 他 の 実験 か ら (3) を HeLa 細胞 培養 液 こ 加 える と 酸化 生成 物 と 思わ れる 青 
色 沈 滅 を 生ずる こと (KBR) 等 と 関連 し て 非常 に 興味 ある 問題 で な お 研究 中 で ある 。 





249. 泌 氷 器 科 領 域 に お ける B-Glucuronidase お よび 
Prostatic Acid Phosphatase に 関す る 研究 
大 久保 達也 , 糸井 壮 三 , 園田 孝夫 , H 隆光 


Studies on the #-Glucuronidase and Prostatic Acid Phosphatase 
in Urological Area 


TATSUYA OKUBO, SHOZO ITOI, TAKAO SONODA, TAKAMITSU KUSUNOKI 
(Dept. of Urology, Osaka Univ. Medical School) 


The role of ß-glucuronidase is as yet more questionable, if the glucuronide 
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synthesis occupy a large part of detoxication in vivo. Our conclusion is that 


ß-glucuronidase is one of the enzymes which is connected with mucopolysaccharide 


metabolism and nucleic substance formation. Now we undertook a quantitative 


estimation of ß-glucuronidase activity in serum, urine and tissue surgically removed 
from patients suffering from urological diseases using the procedure of Talalay, 
Fishman & Huggins. 

In 55 cases of prostatic diseases, the high activity of serum, urine and tissue 
ß-glucuronidase was shown in 16 cases of carcinoma, and 6 cases of prostatitis with 
hyperplasia and 24 of benign prostatic hypertrophy showed higher activity than 
upper limit of normal range but not so high as cancer. In 29 cases of bladder 
disease, 3 of papillomatosis ranged within normal level in tissue homogenate. 
Whilst serum activity was lower, urinary activity was higher than the normal range. 
23 cases of bladder cancer recorded high values of activity in serum, urine and 


In 30 cases of kidney disease, 10 of tuberculosis have shown lower value 
There 


tissue. 
than the normal in tissue and shown normal range in serum and urine. 


were no abnormal changes in serum and urinary values in patients suffering from 
nephrolithiasis or ureterolithiasis. In 3 papillomas of renal pelvis, the activity was 
slightly increased in tissue and urine but decreased in serum. 6 cases of renal 
cancer have shown high 2-glucuronidase activity in tissue and serum, but urinary 
values were in normal range. 3 cases of penile cancer have shown nearly normal 
values of activity in serum and urine. Simultaneously, histochemical distribution 
of this enzyme in corresponding tissue has been investigated. 

On the other hand, the method of Fishman & Lerner was adopted for the deter- 
mination of prostatic serum acid phosphatase (PSAP) and total serum acid 
phosphatase (TSAP) activity of patients suffering from prostatic diseases. More 
than 85% of 21 cases of prostatic cancer had elevated PSAP above 0.5 King- 
Armstrong units. However these TSAP were under 5.0, except in 2. 38 patients 
with prostatic hypertrophy have shown normal PSAP range. It is interesting to 
note that all of 13 patients with hyperplasia accompanied with marked inflammatory 
findings histologically had high PSAP over 0.5. In order to differenciate between 
prostatic cancer and prostatitis with hyperplasia, we used testosterone stimulating 
test. In the case of cancer, PSAP became elevated rapidly within 2 hours after 
100 mg testosterone injection, but in the other cases PSAP did not increase over 
the normal range. According to the results of this test, the 1 hour poststimulating 
value may be sufficient to be applied for diagnostic aid. 

(次 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 
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200. 胃液 内 邊 白 流 (ポー ラロ グラ フ ) と 胃 粘 膜 組織 像 と の 関連 
(第 1 報 ) 胃 粘 膜 姜 縮 お よび 胃癌 随伴 性 胃炎 に つい て 
篠原 秀幸 。 WP. 久保 勝彦 , 笹井 外 喜 雄 , 脇坂 行 一 ( 京 大 青柳 外科 , 脇坂 内 和 ) 


Changes of the Polarographic Protein Wave in Gastric Juice, in Comparison 
with the Histological Findings of Gastric Mucosa. I. Gastric 
Atrophy and Atrophic Gastritis, Associated with Cancer 


HIDEYUKI SHINOHARA, MAMORU KAKEI, KATSUHIKO KUBO, 
TOKIO SASAI, GYOICHI WAKIZAKA 


HRAORAL UTI, G. B. Glass ら の 研究 に よっ て glandular mucoprotein, muco- 

proteose の 存在 が 明らか に され て いる が , この ほか , T.C.A. (また は S.S.A.) に よっ て お 
る 粗大 邊 白 が 主として 無 酸 症 胃液 に 出現 する こと , Ek, Glass 法 で は アセ トン 決 液 と し て 

捨て られ て いる 分 割 の 中 に 重要 な 胃液 重 白 の 構成 分 (peptide) が 常に ふく まれ る こと な ど に つ 
Wt, すでに われ われ は 数 回 の report を だ し て きた 。 

現在 まで の と ころ , われ われ は 約 300 例 の 胃液 に つい て 次 の 方 法 に よっ て 胃液 策 白 の 波高 を 
検査 し て いる 。a) その まま の 胃液 が 示す 算 白 波 (total protein wave), b) S.S.A. 添加 胃 
液 の 上 清 の 示す 算 白 波 (mucoprotein, mucoproteose, peptide) を ふる ふくむ),。 な ら び に , これ 
に メタ ノ フール 3ー6 メ を 加え た 後 の 上 清 の 和 任 白 波 。 c) 胃液 (pH 5.2 Ki) に メタ ノー ル 
3x 量 お よび SHARM LIED LAAT RARK (主として peptide). 

上 法 に よる 胃癌 胃液 の 検査 成績 を まとめ る と , 1. 無 酸性 胃癌 胃液 で は その 少数 例 に お いて 
は すべ て の 彼 白波 が 低く ( 邊 型 ) その 大 多数 例 で は 粗大 重 白 が 多く て (total protein wave), 
peptide が ほとん ど み られ な い ( 型 )。2. 有 酸 性 胃癌 胃液 で は 一 般 に peptide が 異常 に 高い 
( | 型 )。3. 非 胃 癌 無 酸 症 で は 由 ま た は 型 で ある が , HO XL} CHAI total protein wave 
の 高い も の は み ら れ な い 。 4. 潰瘍 こと に 胃潰瘍 で は 型 (peptide 上 昇 ) に で る 例 が 少く な 


上 の 了 臨床 成績 か ら 胃 韻 胃 液 に お ける 彼 白 波 の 変化 は , 癌 組織 その も の に 基づく の で は な く 痛 
に 随伴 する か , も し く は 冶 に 先行 する 粘膜 の 変化 に 基づく も の と 考え た 。 

次 に , LO] 一 帳 型 の 特徴 に 対応 する 粘膜 の 組織 学 的 変化 を 検討 し た 結果 , 以下 の 平行 性 を 
みとめ た 。1. すべ て の 胃 企 白 成分 の 著 減 す る 例 ( 岬 型 ) は 胃 粘 膜 の 高度 の 義 縮 に 対応 する 。 
2. 無 酸 に て 総 重 白 MARKE) DHT SATIS (DW), 一 般 に 幽門 部 か ら 胃 底 腺 領域 に お 
ょ ぶ 広 範 な 粘膜 の 腸 腺 化 生 ( 有 細 胞 化 ) が みろ ら れる 。 3. peptide の 著 増 例 は (] MW) Bes 
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は 潰瘍 癌 に 多く み られ, 広範 な 化 生か が なく, 周囲 粘膜 は 姜 縮 性 過 形 成 で あり , むし ろ 増 殖 性 
過程 が 目だっ て いる 。 こ の 成績 か らし て , われ われ は , 潰瘍 の 癌 化 過 程 を 発見 する に は , この 
peptide の 変動 に 注目 すべ きも の と 考え て いる 。 

胃液 peptide は も ちろ ん dialysable CH), 電気 泳動 的 に も 他 の 和 企 白 成分 と は 明らか に 区 
別 さ れる 。 ま た , この peptide は pepsin 消化 産物 と 思わ れる が , その subatrate protein 
の 性 質 , tumor protein と の 関係 に つい て は 目下 研 索 中 で ある 。 


Mt 議 

大 原 弘 通 : 1) 粗大 蛋白 増加 型 (ME) CUML KUM polarograph RPMS ABa, 与 
ETHIE COMMOOBRKA: original の 胃液 pH に 影響 され な いか 和 否 か に つい て 。 2) 私 共 も る 無 酸 癌 で は 
mucoprotein が 少く , mucoporteose の 増加 お よび aceton regen こと を 発表 
し た が 貴 君 等 の い ぅ protein に 比 し sugar の 多い peptide 部 分 の 増加 を きた の 場合 , polarogram 
EW, が W。 より 高く な る と いう よう な 波形 成 上 の 特徴 が あり まし た か ? 

WO 守 : 胃液 総 彼 白波 高 と し て 胃液 その まま と peptide と し て メタ ノー ル 決 液 に つい て 見 て いま す が ,。 = 
の 他 SSA. 泌 液 波 も と っ て いま す 。 波 型 で は ポリ ー プ 癌 の 1 例 で 第 1 極 波高 が 第 2 極 波高 より 高かっ た 。 
また peptide 分 割 の 波形 に つき まし て は paperelectrophorasis-polarogramm で 興味 も る 事実 を 認め 近 
く 報 告 し ます 。 

PHBE : 演者 に 対す る 質問 に ここ た えま す 。 無 酸 韻 に お ける paper-polarogramm は more cathodic 
Portion (C,) に ひろ が る 部 分 ) は 少 い , すなわち peptide は 少 い の で ある が , cathodic transition の 部 分 
(C,) に お いて は , 1mwave の 高い 流す な わ ち 私 の 意見 で は polysaccharide の 多い 蛋白 が ここ で 存在 する 
と 思い ます 。 

久保 勝彦 : 胃液 各 分 割 と その ボー ラロ 活性 に つい て の 関係 は 現在 , FRERKHLH-7°RAHALT, 
さら に 詳し く 検 討 し , 近々 報告 する つも り で す 。 た だ 特に , 強い ポー ラロ ョ 活性 を 有する peptide portion 
が 胃癌 胃液 中 に 多く 認め られ る の で , その 了 臨床 的 意味 づけ を 組織 像 と の 関連 を みて 報告 し た 次 第 で す 。 


SN 


251. 胃液 ニン ヒド リン 反応 の 胃癌 鑑別 診断 的 価値 
原 義 雄 (新潟 大 学 医学 部 桂 内 科 教 室 ) 
Evaluation of Diagnostic Value of Ninhydrin Test for Gastric Cancer 


YOSHIO HARA 


DR AI — VION AR -F7ESTEFSTICLO, 胃癌 胃液 で は 非 胃 癌 胃液 
で 認め 得 な た い ス ポッ ト を 発見 。 胃液 ニン ヒド リン 反応 を 考案 し , その 胃癌 の 鑑別 診断 的 価値 を 
報告 し た 。 す な わ ち 胃癌 で は 64 例 中 87.522 ic, 非 胃癌 122 例 で は 8.2% に 陽性 を 示し た <。 
黒川 等 も , 胃癌 81 例 中 60.2%, 非 胃癌 115 例 中 9.622 の 陽性 を みた 。 私 も 本 法 を 追試 し , 
さら に 2, 3 の 実験 も 行っ た 。 

実施 方 法 は 原 法 に したがい , 被 検 者 は レン トゲ ン , その 他 諸 検査 に よっ て 診断 を 確定 し た 。 
私 の 成績 で は , 陽性 率 は 各種 疾患 別に 久 る と , 胃癌 12 例 中 7596, 胆石 症 ・ 胆 底 症 17 例 中 
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35%, 急性 胃炎 6 例 中 3322, 慢性 胃炎 58 例 中 31%, 胃下垂 症 15 例 中 26%, 胃 お よび 十 

且 腸 潰瘍 4 例 中 0 2 で あっ た 。 

次 に 本 反応 陽性 率 と , 胃液 酸度 と の 関係 で は , 遊離 塩酸 を 有する 27 例 は 全 例 陰性 で , (一 1 
ーー9) の 塩酸 欠乏 胃 液 で は 19 例 中 162%, (一 10 一 19) の 15 例 で は 40%, (—20~—29) 
の 21 例 で は 62%, (—30~—39) の 1 例 で は 10022 陽性 を し た 。 な お , HHRAD9 GI 
822 陽性 で あっ た 。 す なわ ち 胃 液 中 塩酸 欠乏 度 の 大 な る 場合 ほど 陽性 率 が 高い 。 こ の 事 
ょ 胃癌 患者 の 多く が 塩酸 欠乏 を ボ す 事実 と 考え 合せ る と , 両者 の 間 に 密 接 な 関係 の 存する 


A 
x 


と を 推測 し 得る 。 

本 反応 が ニン ヒド リン と 胃液 中 アミ ノ 酸 と の 量 色 反応 で あろ 5 こと が 予想 され る の で , ポリ 
タ ミ ン お よび モリ アミ ン S を 用 い 本 反応 に つい て 検索 し た 。 す な わ ち 1/5 モル 塩化 カリ と 175 
モル 塩酸 を 用 い , pH 1.2~2.2 に 至る 0.2 間隔 の pH 系 列 液 を 作り , その 各々 0.9cc に モ 
リア ミン S 0.1cc づつ を 加え , 本 反応 を 検 し た と ころ , pH 1.2 で は 陰性 , 1.4 で (+), 
1.6 で (4), 1.8 で Gh), 2.2 で (it) で , モリ アミ ン が 同 量 に 含ま れ て いる 場合 に は , 本 
反応 は pH に 左右 され る 。 胃液 に 遊離 塩酸 の ある 場合 に は , 概ね pH は 2 以下 を 示す が , ba 
酸 欠 乏 時 に は 2 以上 の 値 を 示す は ず で あり , 胆汁 の 混入 時 に は 一 層 高 い pH と な る 。 し た が っ 

この こと か ら 塩 酸 欠 乏 度 の 大 な る 胃液 , お よび 胆汁 の 混入 し た 場合 , 本 反応 が 陽性 を 呈 
すい こと を 知り 得 た 。 次 に 一 定量 の モリ アミ ン を 種々 の pH 液 で 稀釈 し , 本 反応 を 検 し た と こ 
ろ , 同じ pH の 場合 で も , モリ アミ ン S の 稀釈 度 に よっ て 反応 が 異 り , 例え ば pH 2.2 で の 

0 倍 稀釈 で は 強 陽性 を が し た が , 120 倍 液 で は 陰性 で あっ た 。 ポリ タ ミ ン の 場合 も 同様 の 成 
績 を 得 た 。 以 上 の 結果 に も と づき , 如何 な る アミ ノ 酸 が 本 反応 に 関与 する か を 検討 し た と ころ , 
メチ オニ ン お よび グリ ュ ュ コー ル は 陽性 を し, リジン で は 陰性 で あっ た 。 以上 の 実験 より , 本 
反応 は 胃液 酸度 が 低下 し , か つ 胃 液 中 に 一 定量 以上 の ある 種 の アミ ノ 酸 を 含む 場合 , 陽性 を 示 
すこ と を 知っ た 。 ま た 本 反応 は 胃癌 に 特異 的 な も の と は いい 難い が , 潰瘍 等 と の 鑑別 に 際 し , 
一 助 と な る も の と 思わ れる 。 な お 本 反応 と 関連 し て , 胃癌 患者 の 胃液 中 の アミ ノ 酸 の 種類 お よ 
び 含量 に つい て は 今後 検討 し た い 。 


252. 高圧 間接 撮影 に よる 胃 瓶 診断 の 研究 
田北 RE ( 泌 大 医学 部 放射 線 科 ) 
The High Voltage Photofluorographic Examination of Gastric Cancer 
TERUHIKO TAKITA 
(研究 目的 ) 胃 集団 間接 撮影 の 各 電圧 に お ける 診断 的 価値 を 追求 し て 適正 電圧 を 定め , Fi 
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接 撮影 を 臨床 的 に 応用 し , 早期 胃癌 発見 に 有効 で も る か を 検討 し た 。 (研究 方 法 ) 基礎 的 に は 
アク リラ ティ ト 板 (アク リー ル 酸 樹脂 ) を 使用 し 80kv, 100kv, 120kv, 140kv, 160kv, 180kv, 
200kv の 各 電 圧 に つい て 徐 光板 の 性 能 , 陰影 出現 能 , 被 蝶 線 量 お よび 室内 乱 散 線量 を 測定 し , 
臨床 的 に は 外来 患者 に つい て 透視 お よび 直接 撮影 所 見 と 胃 間 接 撮影 と 比較 検討 し , 胃癌 患者 の 
_ 経過 を 追求 する 。 

(研究 結果 ) 1) 同一 黒 化 度 を 得る た め の MAS は 電圧 の 上 昇 と と も に 低下 する が , 120~ 
140 kvp 以上 で は その 差 が 小さ く な っ て 来る 。 管 球 負 荷 も 同様 に 減少 する 。 2) 適性 黒 化 度 
(1.0) を 得る た め の 被 検体 の 厚 さ の 増 滅 に よる MAS の 変化 は 高圧 に な る ほど 減少 する が , 
120kvp 以上 で は , その 差 が 小さ く な っ て いる 。 3) Ba プロ ッ ク お よび 厚 さ 0.2mm の 銅 環 
の 微小 陰影 出現 能 は 160kvp を 越す と 痛 次 低下 する 。 レ 緑 束 を [絞り 」 散乱 線 除 去 の 方 法 を 行 
2 と 高圧 撮影 で も な お 陰影 出現 能 が 増加 する 。4) KARO: 120kvp で 80kvp の 半 
分 以下 と な る 。 5) 室内 散乱 線 も 電圧 が 上 時 する ほど 減少 する 。6) 以上 の 実験 より 120~140 
kvp の 電圧 で 胃 間 接 撮影 を 行う の が 適当 と 思わ れる 。 

臨床 的 に は 1) 140kvp 撮影 は 80kv 撮影 に 比べ て 脊柱 陰影 の 消 退 が 見 られ る 割 に Bag 
影 剤 の 対照 度 は 低下 せ ず , 撮影 時 間 の 短縮 , 小 焦点 撮影 , 距離 の 増大 に より 診断 上 優秀 な 写真 
を 得る こと が で き , 腹 厚 の 厚 薄 や 撮影 方 向 の 変換 に 際 し 撮影 条件 を あま り 変 える 必要 が な い , 
し た が っ て 容易 に 撮影 で きる 。2) A, 十二指腸 の レ 線 検査 希望 の 外来 患者 153 名 に つい て , 
骨 間 接 撮影 を 行い , 透視 お よび 直接 撮影 と 比較 し た 。 間接 撮 影 で 異常 を 認め た 51 名 中 20 例 
が 胃癌 で あっ た 。 内 4 例 は 手術 可能 で あり , 9 例 は 手術 不能 , 3 例 は 手術 拒否 , 4 例 は 不明 で 
HS. 胃 間 接 撮影 像 に よ っ て 異常 な た し と 判定 され た 102 例 の 内 に は 7 例 の 胃潰瘍 患者 が 含ま れ 
て いた が , 胃癌 の 患者 は 含ま れ て いな か っ た 。3) 胃 検 査 を 希望 し て 来 診 せる 外来 患者 で 胃 導 
を 有する も の に つい て は この 間接 撮影 に よっ て 充分 診断 を 下 し 得 た , また 本 研究 の 結果 は 無 症 
状 の 癒 年 令 層 に つい て 広く 集団 撮影 を 行い , 癌 の 早期 発見 が 可能 で ある と いう こと を 示唆 する 
も の で ある と 考え る 。 (BBA FHI X) 


附 議 
関原 政雄 : 一 人 の 被 検 者 に つい て , どん な 位置 で 何 枚 の 間接 撮影 を し て いら れ ま すか 。 


田北 遼 比 古 : 正面 背 腹 , 第 1, 第 2 斜 位 で 計 46 枚 撮影 し て いる 。 
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253. 胃癌 を 対象 と し た 胃 集 団 検診 に つい て 
ARMZ, SHAS, 高橋 淳 , 宮川 敬 , 小野 昭平 
(日 本 大 学 医学 部 有賀 内 科 ) 
Gastric Group-examination of Gastric Cancer 


KAIZO ARIGA, TOSHIO HONDA, KIYOSHI TAKAHASHI, 
KEI MIYAGAWA, AKIHEI ONO 


本 邦 に お いて は 特に 胃癌 が 多く , Lae > EM MOMAICS SC Ld SARK EL Hi 
核 に 対す る 検診 の 如く , 胃 の 集団 検診 を 実施 し , 無自覚 性 ある い は それ に 近い 愚者 を 普通 人 の 
中 か ら 摘出 する こと が 緊急 か つ 重 要 で ある と 思う 。 か か る 点 か ら わ れ わ れ は 昭和 30 年 の 予備 
的 検査 を 経て 31 年 夏 問 接 撮影 を スク リー ニン グ テ ス ト と し て , 40 才 以 上 の 住民 を 対象 に 胃 
集団 検診 を 実施 し て きた 。 

実施 方 法 は (第 一 次 ) 調査 表記 入 , (第 二 次 ) 間 診 。6x6 版 問 接 撮 影 そ の 他 , これ に より 異 
常 者 を 摘出 し, これ ら ( (第 三次 ) 直接 透視 お よび 撮影 , さら に 必要 に 応じ (第 四 次 ) 再 レ 線 
検査 , 胃 鏡 検査 を 行っ た 。 この 実施 に 当り いろ いろ の 制約 が ある が , 第 二 次 検査 人 員 は 一 日 
100-150 A, 第 三次 検査 人 員 は その 約 20% が 妥当 で あっ た 。 

31 年 は 長野 県 下伊那 郡 10 ヵ 村 , 32 年 は 茅野 市 泉野 , 33 年 は 本 庄 市 に お いて それ ぞ れ 問 
接 を 3426,677,584 名 に 実施 し , 摘出 され た 要 精 検 者 は それ ぞ れ 664 名 (19%), 117 名 (18 
%), 107 名 (18%) で あっ た 。 こ の 中 ほぼ 半数 に 異常 者 が 認め られ , 胃癌 (ポリ ー プ 1 を 含 
ts) 18, 2, 5 例 計 25 例 が 発見 され た 。 また 伊那 郡 の 場合 は 精 検 を 受け に 来 な いも の で 間 
接 の み で 癌 の 掃 と し た も の が 6 例 あ り , その 中 4 名 は その 後 死 亡 し た 。 精 検 し た 18 APRA 
覚 あ る い は それ に 近い も の が 8 名 (45%) あっ た 。 18 名 中 10 名 が 手術 を 受け 腺 癌 3 例 は 現 
在 健康 状態 で あり , 2 例 は 試験 開腹 に 終り , 4 例 は 組織 標本 で は 悪性 変化 を 認め な い 陣 旧 性 潰 
瘍 で あっ た 。 手術 を 受け な か っ た 7 例 中 2 例 は 死亡 し , 5 例 は 増悪 し 現在 就 床 し て いる 。 本庄 
市 の 5 例 中 1 例 が 無自覚 で あり 4 例 は 胃炎 と し て 医療 を 受け て いた も の で ある 。 こ の 他 に 癌 の 
疑 で 医療 を 受け , 本 集団 検診 で 決定 し た も の が 3 例 あ る 。 

胃 集 団 検診 に お いて は 結核 検診 の 反応 の 如き , 癌 反応 は な く , また 間接 撮影 に お いて も 胸 
部 写真 の よう に は 胃 写 真 の 読影 は 容易 で な く , また 単純 で な い 。 

われ われ は 種々 検討 し た 結果 間接 撮影 を スク リー ニン グ テ ス ト と し て 使用 し た が , 以上 に お 
ける その 精度 を 直接 と 比較 考察 し た 結果 は 癌 に 対し て は 下伊那 502, 茅野 9 2, AE 752 で 
あっ た 。 こ の 三 者 の 相違 は 茅野 市 で は 間接 装置 の 不良 , 造影 剤 の 節約 。 本 庄 市 で は 凌 影 剤 を 充 
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分 に か つ 撮 影 枚数 を 他 よ り 1 枚 多く 3 枚 に し た た め と 思う 。 間接 の 読影 上 の 拠点 は 変形 像 で あ 
So これ を 直接 撮影 の 所 見 と 対比 し て 分 析 し て みる と , ニッ シ エ お よび 欠損 様 変 形 を 示す も の 
お よび 胃 角 の 変形 は 癌 , 潰瘍 の 病変 を 比較 的 高 率 に 示し て いた が , 胃 体 部 幽門 前 庭 部 の 変形 に 
は 充 委 不 充分 に よる も の が 高 率 に み られ た 。 これ は 経済 的 理由 か ら バ パリ ウム を 節約 し た こと が 
一 因 と 思う 。 こ の 間接 フィ ルム 上 の 変形 像 の 診断 的 中 率 は 平均 すれ ば 55.5% で あり , 間接 フ 
ィ ル ム か ら 一 応 疾 患 を 推定 し , その 的 中 する 率 を みる と 胃癌 で は 56.3% で あっ た 。 間接 で 異 
常 な し と し た 中 か ら 潰 瘍 18 例 , 噴 門 癌 1 例 が 発見 され , その 見 逃し 率 は 3.8% で あり , 1 
年 後 の 調査 に お いて さら に 2 例 の 噴 門 癌 が 発病 し た 。 こ の 噴 門 癌 患者 を 摘出 する た め に は 集団 
検診 時 信 位 の 撮影 を 加え な けれ ば な ら な い 。 な お 胃癌 と 関連 し て 発見 され た 胃 ・ 十 二 指 腸 潰瘍 
に つい て 附 言 する 。 


254. 瓶 集団 検診 (第 三 報 ) 
久保 田路 志 , 小山 善之 , 河野 実 , 武 正 勇 造 , 福田 竜三 , 斎藤 照子 , 原島 三郎 , BBE 
(国立 東京 第 一 病院 癌 相談 室 ) 
Mass Screening of Cancer 3rd Report 


KIYOSHI KUBOTA, YOSHIYUKI KOYAMA, MINORU KONO, 
YUZO TAKEMASA, RYUZO FUKUDA, TERUKO SAITO, 
SABURO HARASHIMA, HISAMASA TAGO 


昨年 度 に 引き 続い て 癌 の 集団 検診 を 施行 し た 。 対象 は 基 社 勤務 の 40 才 以上 男女 お よび 既往 
に 胃 十 二 指 腸 潰瘍 の 診断 を 受け た 者 , さら に 何等 自覚 症 な きい わ ゆ る 閣 恐 怖 症 の 人 々 を 含め 総 
R801 名 で あっ た 。【 検 診 法 〕 駐 線 透視 , 双 線 間接 撮影 に 主力 を お き , 七条 反応 , Hb 量 測 
定 に よる 貧血 検査 の 他 間 診 お よび 腹部 触診 を 併せ 施行 し た 。 MCR 反応 , 便 潜血 反応 は 第 2 A 
(に て 詳 述 し た よう な 理由 に より 除外 , 今回 は 施行 し な か っ た 。 貧血 お よび 七条 反応 の 陽性 基準 
(に つい て は 第 一 報 双 線 問 接 撮影 の 条件 は 第 2 報 に 詳 述 て て ある 。〔 検 診 成績 ] 総 受診 者 数 801 名 
40 才 以 上 の 者 535 名 , 40 才 以 下 の 者 266 名 で あっ た 。 貧血 を 認め た 者 53 名 内 男子 23 名 , 
女子 30 名 で あっ た 。 七条 反応 陽性 者 は 13 ACH) HEHE 22 名 を 加え る と 計 35 ACTH 
っ た 。 胃 透 視 に より 胃潰瘍 と され た 者 9 名 , 十二指腸 潰瘍 と さ た 者 24 名 , 胃癌 1 名 で あっ た 。 
胃 間 接 撮影 で は 胃潰瘍 9 名 , 十二指腸 潰瘍 12 名 , 胃癌 1 名 で ある 。 結局 精密 検査 を 受け た 者 
は 38 名 で 総 受診 者 の 5 2 に 相当 し た 。 精密 検診 の 結果 は 胃癌 患者 1 名 で あり , TIL AN 
合 術 が 施行 し て あり われ の 検診 で 始め て 発見 し た も の で は な か っ た 。 胃潰瘍 3 名 , 十二指腸 潰 
瘍 4 名 , 巨大 結腸 症 1 名 が 附属 的 に 発見 され た 。 な お お 精密 検診 で 確 め 得 な か っ た 腹部 腫 導 患 者 
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が 1 名 あっ た 。 3 年間 を 通算 する と われ われ の 検診 で 発見 し た 無自覚 癌 は 胃癌 , 肝癌 名 1 名 計 
2 名 で 延 総数 2115 名 に 対し 発見 率 は 0.09% と な る 。 われ われ が Screening に 採用 し た 各 
検査 法 。 すなわち 便 潜血 反応 , 七条 反応 , 貧血 , MCR 反応 , XAG, 間接 撮影 等 の 成績 陽 
性 者 と 精密 検査 の 結果 何等 か の 疾患 を 見 出し た 者 と の 数 を 比較 し て , いわ ば Screening 効果 
と で も いう べき 数 値 を あげ て 見 る と , 溶血 反応 16/261 (何等 か の 疾患 が 見 出さ れ た 数 / 該 反応 
陽性 者 総数 。 以下 同じ ) 5.9% 貧血 4/120 3.30 七条 反応 13/105 12.30 MCR 反応 8/122 
6.522 又 線 透視 53/161 32.922 間接 撮影 16)31 51,6% と い 5 成績 が 表 わ れ る 。 わ れ わ れ が 施 
行 し た よ 5 な 胃癌 を 対象 と し た 早期 集団 検診 に お いて は , XX 線 に よる 胃 部 透視 並び に 胃 間 接 撮 
影 が 必須 欠く べから ざる も の で ある こと が よく 分 る 。 貧血 に 関し て も この 種 の 検診 で は さほど 
の 価値 が 認め られ な い 。 

な お この 種 の 検診 を いか な る 期間 を お いて 施行 すべ きか , さら に いか な る Screening の 手 
段 を 加 う べき か は 今後 の 研究 に 待た ね ば な ら な いと 思わ れる 。 (厚生 省 研究 費 に こよ る) 
附 議 
田北 軍 比 古 : 間接 撮影 で 十二指腸 潰瘍 の 診断 は 無理 で は な いか 。 


ARBRE: 私 共 の 場合 に は 前 に 骨 透 視 が 施行 し て あり ます の で 間接 を 見 る 場合 に は か な り 考 慮 を 加え て 
お り ま す の で 間違い は 少く な いと 思い ます 。 確か に 正常 で る 球 部 変形 を 認め る こと が あり ます 。 





XII. % 療 Therapy 


255. HE の fe 床 
田中 館 義 良 , ARR, HE 博 (国立 名 古屋 病院 内 科 ) 
Clinical Investigation of Lung Cancer (102 Cases) 
YOSHINAGA TANAKADATE, ISAJI OHASHI, HIROSHI NAKASEKO 


国立 名 古屋 病院 内 科 に お いて 過去 10 年 間 に 経 験 せる 肺癌 は 原発 性 82 Ol, 転移 性 19 例 で 
ある 。 年 令 は 15 FLD 70 才 に お よび 男女 比率 は 3.3 対 1 と な る 。 外来 患者 と 肺癌 と の 比 
率 は 過去 10 年 間 に 約 3 倍 , 入院 患者 と 肺癌 患者 と の 比 は 約 4 倍 と 増加 し て いる 。 発生 原因 の 
一 つと 考え られ る 喫煙 と の 関係 を 調べ る と , 非 喫 煙 者 41 名 に 対し , 喫煙 者 は 50 名 , 不明 は 
10 名 で わずか に 喫煙 者 群 に 多かっ た 。 初発 症状 と し て は , WOR, 胸痛 , WE (ML), 呼吸 困 

が 最も 多く その 他 発 熱 , WR, BVO5, 供 怠 感 等 が 多く 見 られ た 。 初診 時 有 熱 , 無 熱 相 半 
ば し , 血 沈 は 30 燈 以上 促進 せる 者 が 約 6022 強 見 られ た 。 原発 部 位 は 右上 葉 2822, ELE 
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22%, 右 下 葉 22% の 順に 多発 し , 右 肺 合計 60 例 , 左 肺 合計 26 例 で あっ た 。 双 線 像 を 分 類 
する と , 肺 野 浸潤 型 252, 肺 野 結節 型 2022, 肺 門 浸潤 型 1222, 肺 門 結節 型 1722, 無 気 肺 型 
10%, パン ュー スト 6 等 と な っ て いる 。 転移 は 了 臨床 的 に 見 る と 汐 巴 腺 を 介 せ る も の 76%, F 
6%, 脳 5 2 その 他 と な っ て お り , WR 1S 例 で は 汐 巴 腺 の 他 , 骨 , 肝 , 脳 , 副腎 に 多く 見 ら 
れ , 縦 隔 洞 お よび その 他 と な っ て いる 。 転移 性 肺癌 19 例 の 原発 臓器 は , 悪性 紋 毛 上 皮 腫 4 例 , 
Set, ASH. 胃癌 2 例 そ の 他 と な っ て いる 。 気管 支 鏡 検査 は 20 例 に 施行 し , 直接 
所 見 と し て 腫 冶 型 4 例 , RERFN2 A, 間接 所 見 と し て 外部 より の 圧迫 変型 5 例 , 血管 怒 張 
型 3 hl, 計 14 例 ( 約 70%) に 腫瘍 を 確認 し た 。 瘍 反応 と し て は MCR を と り 上 げ 肺 瘍 に 約 
3422 ( 非 癌 お よび 健康 者 で 0.622) の 陽性 率 を 得 た 。 細 胞 診 断 と し て , Needle Biopsy (xi 
EARS 例 , 肺 4 A, 骨髄 3 例 , 胸腔 1 例 に 喝 性 成績 を 得 , Sputa は 8 fl, 胸水 か ら は 5 例 の 腫 
瘍 細胞 を 検出 し た , 方 法 は パパ ニュ ラウ , メイ ギ ム ザ 染色 で ある 。 次 に 化学 療法 と し て は , 1) 
アル キル 化 剤 と し て , ナイ トロ ミン , FA, テス ぷ 計 50 Hl, 2) 代謝 括 抗 剤 と し て , アザ ン 
15 fl, 3) 抗生 物質 と し て , ザル ュ マ イシ ン 17 例 。 ア クチ ノ マ イ シン 4 例 。 カル チノ フィ 
リン 17 例 ,。 プ ル ラ マイ シン 1 例 ,。 マイ トマ イシ ン 4 例 計 43 例 で ある 。 

以上 の 化学 療法 に より , BORD, レ 線 像 の 改善 等 の 他 覚 的 効果 の 認め られ た の は 12 fA, 
自覚 的 に は 一 時 的 に 咳 蹴 , ROR MLELO 12 A, 商 痛 消失 の あっ た も の 10 HIT, その 
他 化学 療法 中 に 腫瘍 組織 の 員 出 が 4 例 に つい て 見 られ た 。 (厚生 省 研 究 費 に よる ) 


256. AFAR IC BST 2 AER FFE 
田坂 定 孝 , TARE. 斎藤 m 田 寺 守 , 多賀 須 幸 男 
Clinical Study on the Liver Cancer 


SADATAKA TASAKA, YOSHITAKA ARAKI, SATOSHI SAITO, 
MAMORU TADERA, SACHIO TAKASU 
(1st Clinic of Internal Medicine, Faculty of Medicine, Tokyo University) 


In 10,380 cases admitted in the 1st clinic of Tokyo University Hospital since 1938, 
235 cases (2.26%) were diagnosed as the liver tumor. Ninety-six cases of them 
were examined histologically (25 hepatocellular, 14 cholangiocellular and 57 secondary 
liver cancers). Clinical data of these 96 cases were as follows: 

1) Sex; The ratio of male to female was 2:1 in primary liver cancers and 4:1 in 
secondary liver cancers. 2) Average Age; hepatocellular 52 years, cholangiocellular 
52 years, secondary 55 years. 3) Clinical Course; Above one-half of the patients 
died within 6 months. 4) Intense Abdominal Pain; hepatocellular 4024, cholangic- 
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cellular 302, secondary 50%. 5) Fever (over 38°C); hepatocellular 4022, cholangio- 
cellular 30%, secondary 70%. 6) Ascites; hepatocellular 80%, cholangiocellular- 
80%, secondary 60%. 7) Dilatation of the Superficial Abdominal Veins; 
hepatocellular 60%, cholangioceilular 30%, secondary 40%. 8) Anemia; hepato- 
cellular 65%, cholangiocellular 5074, secondary 90%. 9) Jaundice; hepatocellular 
55%, cholangiocellular 65%, secondary 45%. 10) Blood Chemistry; Elevation of the 
gamma globulin fraction was observed in about 75% of primary and secondary liver 
cancers. The BSP test was positive in about 90% of cases. 11) X-Ray; Elevation 
of the diaphragma was observed in one-half of them but irregular elevation was. 


rare. 
Apart from the evidence of primary growth elsewhere, differential diagnosis of 


primary liver cancer from secondary one was very difficult, but greater frequency 
of ascites, hemorrhagic ascites and marked superficial vein dilatation were more- 
frequent in hepatocellular liver cancers. Marked anemia, early intense jaundice and. 
high alkaline phosphatase were more frequent in secondary liver cancers. 


297. 晩期 乳癌 の 外科 的 内 分 泌 療 法 に 関す る 検討 
特に 副 交 外 科 に つい て 
仙石 光彦 , 吉田 BM (名 古屋 大 学 医学 部 今 永 外科 教室 ) 
Surgery of Adrenals for Advanced Cancer of the Breast 


MITSUHIKO SENGOKU, MINORU YOSHIDA 


晩期 乳癌 に 対し , SAAB CI, エス トロ ヂ ェ ン 廃 絶 を 日 的 と し て 副腎 外科 を 採り あげ , 昨 
年 本 学会 に お いて , 両側 卵巣 ・ 右 副腎 釣 出 ・ 左 副腎 静脈 筐 静脈 物 合 術 (以下 果 合 術 ) を 行 ぅ と 。. 
副 奈 静 脈 血 の 門 脈 系 へ の 導入 に より , エス トロ ヂ デ ェ ン の 肝 に お ける 選択 的 な 非 活性 化 が 期待 さ 
れ , 臨床 症状 の 他 党 的 改善 が , 半数 以上 の 症例 に 見 られ る こと を 報告 し た 。 そ の 後 わ れ わ れ は 。 
16 MOMMARBA TC, 13 MICWAMAE iL, 静脈 が 非 弱 ま た は 細 小 で , WRAETH 5 

3 例 に 両側 卵巣 お よび 副 皿 全 釣 術 (APE) を 行い , 両者 間 の 内 分 泌 環境 お よび 了 臨床 症 
状 を 比較 検討 し た 。 移 合 術 ・ 全 馴 術 と も , エス トロ デ ェ ン 減少 効果 は ほぼ 同様 で , RAPHE HE He 
は 一 時 著 明 に 低下 する が , 次 第 に 増加 の 傾向 し が す 。 ア ンド ロ デ ヂ ェ ン は , 17-KS 17-KS 分 割 

と も る も, 著しい 差異 は 認め られ ぬ 。 M+ 17-OHCS は , 全 誰 術 で は 投与 せる ュー チ ゾ ン に 比例 
する わずか の 排 港 を 見 る の みみ で , コー チ ゾ ン 投 与 の 中 止 に より , 直ちに 上 質 不全 の 症状 を 呈す 

る か, WRN CEL A-FSYORGHRLELETSIC, KARIM STS. RER 
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改善 は , 全 別 術 で は 3 例 中 2 例 に 転移 腫瘍 の 縮 少 を 認め , WAM B 例 中 , 7 例 に 転移 腫瘍 
の 縮 少 , 2 例 に 浮腫 の 減退 , 2 例 に 商 痛 軽減 , 4 例 に 骨 転 移 の 石灰 化 を 認め た 。 そ の 効果 は , 
数 ヵ月 か ら 最 長 は 約 2 年 経過 し た 現在 な お 継続 し て いる 。 こ の ょ うぅ に 胸 合 術 と 全 別 術 は , 臨床 
効果 に つい て 差 を 認め 難い 上 に , 術 後 皮 質 ホ ル モ ン の 投与 を 必要 と せ ず , 管理 が 容易 で ある 点 , 
物 合 術 が 臨床 的 に 勝る る の と 考え られ る 。 さ ら に , われ われ は 欧 合 術 の 術 式 を 検討 し 改良 を 加 
えた 。 す な わ ち , 最初 われ われ は 左側 玲 位 か ら , 腹膜 外 で 副腎 に 達し 静脈 を 遊離 し た 後 , その 
位置 より 開腹 し て 腫 静脈 を 遊離 し て , mi MAT TUT, MABE EL, また 背 
陰 位 に 戻し た と きい か に 屈曲 する か は 不明 で , 了 合 の 完成 に 充分 信 を 置く こと が で き な か っ た 。 
そこ で 最近 は , 次 の 如き 術 式 を 行っ て いる 。 ま ず 背 陰 位 で 正中 切開 を 加え , これ に 膳 の 上 部 で 
左側 の 横 切 開 を 追加 し , FAAP HAC, 横行 並び に 下行 結腸 を 後 腹 上 壁 より 遊離 する 。 

で 騰 臓 の 尾部 お よび 体 部 を 後 腹壁 より 遊離 する と , 容易 に 腎 静 脈 が 現われ る 。 これから 腎 静脈 
と 副腎 静脈 の 分 岐 部 を 見 出し 得る の で , 副腎 の 他 の 部 に は 全く 触れ ず に , 静脈 の み が 遊 離 で き 
Bo RICH 2 17 > CRP 2 ERET 52, 騰 体 部 お よび 尾部 が 後 腹壁 より 充分 に 剥離 し て あ 
る の で , 腫 静 脈 の 膝 後 面 よ り の 遊離 は 容易 に か つ 充 分 の 長 さ まで で きる 。 LEM> THR, 
・ 任意 に 屈曲 する こと な く 施 行 され , 了 合 部 は 自然 の 位置 に お き 得 る 。 こ の 際 騰 尾部 を 切除 すれ 
ば , 了 欧 合 を 屈曲 さす 向 者 も な い 。 こ の よ ょ よう? うな 方 法 に より , 了 合 術 は 容易 か つ 確 実に 行え る よう 
に こ な っ た の で ある 。 

以上 述べ た 如く , MAREE BAIRD, 晩期 乳癌 に つい て , 試 むべ き 治 療法 で ある こと を , 
ここ に 再び 強調 する 。 ( 父 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 


258. iim AP TS SUBIR RR 
八木 日 出 雄 , 橋本 清 , 立花 省吾 
Result of Treatment of Carcinoma of the Cervix Uteri in the Gynecological 


Dept. of Okayama University Medical School (The 16th Report) 


HIDEO YAGI, KIYOSHI HASHIMOTO, SHOGO TACHIBANA 
(Gyn. Dept. of Okayama University Medical School) 


The treatment of carcinoma of the cervix uteri was divided into 2 groups; the 
one was the radiation therapy with x-ray, radium and intravaginal x-ray cone, and 
the other was the operativé procedure followed by postoperative radiation. The 
operative group was again divided into 2 methods: (1) Abdominal extensive 
hysterectomy with bilateral dissection of all pelvic lymph nodes (the Okabayashi 
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operation), and (2) Abdominal simple hysterectomy without parametric connective 
tissues and lymph nodes. 

1) 5 Year Cure in 1935-1951. Five year cure was elucidated in 2,323 cases (stages 
I-IV) which had been treated during the period of 1935-1951. 1,081 were cured 
without recurrence; the rate being 46.574. This result is then divided into groups 
according to methods of treatment: a) Radiation Therapy. 1,345 cases were 
treated radiologically and 445 (33.1%) were cured. b) The Okabayashi operation. 
The Okabayashi cases were 913, of which 596 (65.324) were cured. 

2) 5 Year Cure in 1952. 262 cases (stages I-IV) had been treated in 1952 (in the 
last one year) and 171 (65.3%) were cured without recurrence after 5 years. 
a) Radiation Therapy. 103 cases were treated radiologically and 47 (45.6%) were 
cured. b) The Okabayashi operation. The Okabayashi cases werel54, of which 
120 (77.955) were cured. In surveying these figures, the authors came to the conclu- 
sions: 1) 5 year cure in 1952 was better statistically than that of 1935-1951. 
2) 5 year cure of the Okabayashi operation in 1952 was better statistically than 
that of 1935-1951. 5 year cure of radiation therapy in 1952 was better statistically 
than that of 1935-1951. 3) As cause of the improvement in 1952 it is believed that 
the x-ray dose has been doubly increased at its first series more than the former 
radiation method and abandoned the second series (Yagi-Takeda method). 





209. 移植 腫瘍 に 対す る 冬眠 療法 の 研究 
山元 清 一 , 川島 吉良 , 山田 衛 (名 古屋 大 学 医学 部 産婦 人 科学 教室 ) 
Studies on Hibernation Treatment of Transplanted Tumors 
SEIICHI YAMAMOTO, YOSHIRO KAWASHIMA, MAMORU YAMADA 
悪性 腫瘍 の 冬眠 療法 に つい て の 研究 を 志 し た に つい て の 手始め と し て 吉田 肉腫 を も っ て 実験 
を 行っ た 。 こ の 目的 の た め に 冬眠 の 可能 な ハム スタ ー を 用 いそ の 燃 旨 へ 吉田 肉腫 の 移植 を 試み 
た 。 こ の 異種 移植 は ハム スタ ー の 左右 の 類 細 へ 吉田 肉腫 純 培養 期 の テラ テッ テ の 腫瘍 腹水 0.05 cc 
1 回 1.5mgm づつ を 注射 する こと に より 移植 は ほとん ど 全 例 成 功 し 49 匹 中 48 匹 が 14 日 
か ら 25 A, 平均 17.5 日 で 腫瘍 死 を 来 し た 。 次 に この 吉田 肉腫 移 西 ハ ム ス タ ー を 冬眠 させ て 
みる に 延命 効果 が 著 明 に 現われ 39 匹 中 腫瘍 死 を 来 し た も の の 生存 日 数 は 19 日 か ら 32 日 平 
均 23.2 日 と な り 39 匹 中 5 匹 は 完全 に 治癒 し た 。 こ の 効果 は 担 癌 動物 の 肝 カ タラ テー ゼ ぞ 活性 度 
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測定 に よっ て も 裏付け られ る の で ある 。 す な わ ち 正常 ハム スタ ー 10 匹 の 肝 カ タラ ー ぞ 活性 度 
は 新鮮 組織 で 平均 17.1 で ある が 吉田 肉腫 移植 に より 著しく 低下 し 移植 後 3 AH, 16.6, 6 日 
目 15.1, 9 日 目 13.2, 12 AH 10.1, 16 AA 6.0 と 急激 に 減少 する 。 こ れ に 対し て 正常 へ 
ム ス タ ー を 冬眠 させ た 場合 10 匹 平 均 の 肝 カ タラ テー ゼ ぞ 活 性 度 は 15.5 と 常態 に お ける より も わ 
ず か に 低い 値 を と る が 吉田 肉腫 移植 後 の 肝 カタ ラーゼ 活性 度 の 減少 率 は 常態 に お ける も の より 
ゆる や か で 移植 後 7 日 目 頃 より は その 肝 カ タラ テー ゼ 活 性 度 は 常態 の 担 韻 動物 の それ より も 大 と 
な る 。 な お ハム スタ ー は 約 4 日 の 性 週 期 を も つが 冬眠 中 は この 週 期 が 止 り 膝 脂 垢 の 塗 抹 標 本 は 
輪郭 の は っ きり し た 無 核 , 大 型 の 角 化 細胞 の み が 比 較 的 均等 な 粘液 様 物質 中 に 散在 する と い ぅ 5 
正常 状態 で は いずれ の 時 期 に お いて も 見 る こと の で きめ ぬ 細 胞 像 を 呈す る 。 
(文部 省 科 学研 究 費 に よる ) 


増子 正敏 : 治療 判定 は 何 を 基準 と し まし た か 。 
山元 清 一 : 肉眼 上 移植 局所 に ほとん ど ま た は 全く 痕跡 を 認め ず そ の 後 一 見 健康 な 状態 で 50 日 以上 生存 し 


肝 カ タラ ー ぞ 活性 度 も 正常 状態 と 変ら な いよ うな 場合 に は 治療 と 見 人 区 し まし た 。 





XIII. 放 S$ # Radiation 


260. ATES MUIIC ATS SX 線 効 果 の 研究 IL 


腹水 肝癌 各 移植 系 の X 線 感受 性 の 差異 
五 十 子 弥 大 
Studies on Effects of X-irradiation upon the Ascites Tumor Cells II. 
Different Sensitivities of Various Transplant Strains of the 
Ascites Hepatoma to X-irradiation 


YAHIRO IRAKO 
(The Medical Institute of Sasaki Foundation, Tokyo) 


The comparative studies of various transplant-strains of the ascites hepatoma, 
which have originated each in separate animals and are, naturally, all common in 
the normal ancestral cell, the liver cell, demonstrated that they never did agree 
with each other in pathologioal and biological aspects so far examined. Among 
their individual differences, the most remarkable was that they varied in the 
sensitivity to treatment with anti-cancer compounds. 

The present investigation was carried out to clarify whether they could show any 
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individual difference in their sensitivity to X-irradiation. 

Four hundred and eighty rats were employed. The ascites, presenting the pure 
culture state of tumor cells, of each tumor strain were exposed in vitro to single 
X-irradiation. Immediately after this treatment, 0.1 cc of the ascites were injected 
into the abdominal cavity of normal rats for the examination of their transplat- 
ability as well as of the cytologic damage of tumor cells appearing after the 
inoculation. Doses of X-irradiation were 200r, 1000r, 2000r, 3000r, 4000r, or 
5000 r. Animals, which were inoculated with the tumor ascites just before the 
irradiation, served as control. 

Results showed that ascites hepatoma cells of 4 strains, i.e., AH 149, 423, 39, 
and 601, among 20 different tumors, were killed by im vitro irradiations with less 
than 2000r, while cells of other strains, AH 7974, 66 F, 13, and 99, persisted viable 
against more than 4000r. Thus, the remarkable difference was noticed in the 
susceptibility of these tumors to X-irradiation. As for the cytological damage of 
the X-irradation, chromosome fragments and following fragmented nuclei were the 
most conspicuos findings appeaed in the irradiated tumor cells after the trans- 
plantation. 


ni This investigation was supported by a grant CY-2799, from the National Cancer Intstitute, 
NIH, U.S. Public Health Service. 


261. P* の 果糖 肉腫 細胞 に お よ ぼ す 形 態 学 的 変化 
BRK, MER (千葉 大 学 医学 部 病理 学 教室 ) 
Morphological Changes of Levulose Sarcoma Influenced by P“ 
MASAYOSHI KANISAWA, TOKO HASHIZUME 


われ われ は 腫 場 に 対す る 治療 の 細胞 学 的 影響 に 関す る 研究 の 一 環 と し て , 今回 は P? を 用 い 
て 実験 を 行っ た 。 実験 方 法 お よび 取材 : 累代 移植 中 の 滝沢 果 橋 肉 種 を マウ ス に 移植 後 10 AH 
に 腫瘍 と 離れ た 度 下 組織 内 に P*? を 体重 瓦 当 lOve づつ 注射 し , 3, 12 時 間 , 1, 2, 3, 4, 5, 
10 日 後に それ ぞ れ 取材 し て , 組織 学 的 並び に 電子 顕微 鏡 学 的 に 検索 する と と も に , He cH 
純 移植 肉腫 組織 に つい て も る 同様 の 観察 を 試み た 。 MA: 3 時 間 な いし 24 時 間 取 材 の 材料 を 組 
織 学 的 に 見 る と , 対照 に 比べ 全般 に 核 は 濃 染 する が 分 宮 像 等 は な お 広く 見 られ 強い 変化 を 認め 
な い が , 局部 的 に は 核 膜 が 厚く 濃 塩 基 性 に 染 り また 原形 質 の 崩壊 像 を 見 , 鍼 銀 染 色 で も これ ら 
細胞 の 線維 は 難 染 な いし 消失 し て お り , 分 像 等 を 有する 比較 的 健常 な 細胞 問 に 混在 し て いる 。 
電 顕 像 で は 局部 的 な が ら 種 々 な 程度 に 核 膜 こと に 内 側 膜 の Density が 増し 細胞 内 微細 題 粒 は 
多少 と も 集合 し て 粗 繕 に みえ また 和 糸 粒 体 は 軽い 腫 大 像 を ボ す も の か ら , 内 部 構造 消失 し か つ 電 
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子 密度 の 低下 せる も の , また 内 部 構造 は わずか に 認め られ る が Density の は な は だ し く 高 ま 
っ た も の 等 が 混在 し か つ 全 般 に 糸 粒 体 限 界 膜 の Density の 増加 を 認め る 。 小 胞 体 は 一 般 に 短 
小 で ある 。 細胞膜 は 部 分 的 に 朋 壊 が 認め られ 原形 質物 質 の 遊山 が 認め られ る 。 2 日 以後 10 日 
まで の 組織 像 は 上 記 局 部 的 変化 が 藻 次 広範 と な り 細胞 自体 も 原形 質 が 酸性 色 に 一 様 に 染 り 細胞 
境界 の 全く 不明 瞭 な る の か ら 原 形質 消失 し ほとん ど 人 裸 核 に 近い も の まで が 混在 し , 核 も 濃 塩 基 
性 に 染 る る の か らむ し ろ 明 る く な り 核 膜 お よび 核 小 体 が 濃 染 し 網状 像 を 呈す る も の まで 種々 の 
像 を みる が , この 時 期 で も 初期 変化 像 程度 か ら 核 分 宮 像 を 有する も の も な お 混在 する 。 銀 線維 
の 消失 が 全般 に 強い 。 電 顕 像 で は 核 膜 の 変化 は さら に 強く 核 膜 な ほとん ど 消 失せ る も の も み ら 
れる が 核 基質 は 散逸 せ ず 裸 核 と し て 認め られ る 。 裸 核 の 周囲 に は 内 部 構造 の や や 保 た れ た も の 
や 空 胞 化 せる 糸 粒 体 が 認め られ , と き に 朋 壊 し た 小 胞体 も 認め る 。 し か し その 周囲 に は 健常 に 
近い と 考え られ る 細胞 も 見 られ る 。 われ われ は 各 時 期 の 腫瘍 組織 を マウ ス に 移植 し て みた が 
10 日 目 の も の で も な お 半数 に お いて 移植 可能 で あっ た 。 
fam > (1) 組織 学 的 に P? で は 局部 的 混在 性 に 変化 が 起 っ て くる 。 (2) 核 膜 は 初期 に お いて 
内 側 膜 の Density が 増加 , 中 期 に は 核 膜 小 孔明 瞭 と な り 次 で 膜 様 構造 が 消失 し て くる 。 0⑬) 
糸 粒 体 は 早期 に 腫 服 し 限界 膜 の Density が 高度 に 増し , 細胞 崩壊 期 に お いて $ も 内 部 構造 を 保 
つも の が 見 られ る 。 (4) 細胞 内 微細 眠 粒 は ご く 早 期 か ら 粗 繕 と な り 後 遊 出す る 。 李 周 辺 原形 質 
内 の 明 量 が 早期 に 起 る も の , KARR OMIRAWSEK ts LOMKEARNBY NS. 単純 移 
植 肉 腫 組織 像 の 検索 等 か ら 上 記 変 化 が PR に 基づく 変化 と 考え る が , 同一 切片 上 に 多様 な 変化 
像 の 混在 を 見 る こと や , 単純 に 経時 的 に 変化 像 を 追求 し 難い こと 等 か ら , PR に よる 細胞 学 的 
変化 を 決定 する に は さら に 研究 を 重ね る 必要 が あり この 点 さ ら に 研究 を 重ね て 詳 載 し た い 。 
(文部 省 科 学研 究 費 に よる ) 


Mt 議 

関原 政雄 : PY 放射 の 放射 条件 , 放射 線量 は いか が で し ょ うか 。 

BRK: PR の 投与 量 は 経験 的 な る の で , 理論 的 根 拐 は ど ざ いま せん 。 今後 投与 量 を 種々 に 変っ て 実験 
を 行う つも り で あり ます 。 
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262. 放射 線 の 肉腫 (滝沢 肉腫 ) に お よ ぼ す 影 響 
DLR 被 照射 肉腫 の 移植 率 に つい て 
岡本 十 二 郎 , 丹羽 平 , 鈴木 修一 , 村山 弘 泰 , 高橋 節子 
(東京 医科 大 学 放射 線 医学 教室 ) 

Influence of Radiation upon the Malignant Tumors 


SHIUJIRO OKAMOTO, TAIRA NIWA, SHUICHI SUZUKI, 
HIROYASU MURAYAMA, SETSUKO TAKAHASHI 


1. 目的 : 放 射線 の 肉腫 に お よ ぼ す 影 響 を 観察 する た め に , 被 照射 肉腫 を 照射 後日 を 追っ て 
移植 し その 移植 率 を 観察 し た 。 

2. TR: 成熟 雄 雑種 マウ ス に 千葉 大 学 医学 部 病理 学 教室 より 譲り 受け た 継 代 移植 滝沢 果 橋 
肉腫 を , 直径 3mm, 長 さ 15cm の 移植 針 に て 右側 腹部 より 右側 大 腹部 へ , 無菌 的 に 取り 出し 
た 肉腫 細 片 を 約 Oleg 皮下 に 移植 し た 。 こ の 腫瘍 は 移植 後 第 3 日 目 頃 より 増大 し た 腫 冶 を 明 ら 
か に 度 膚 上 より 触 知 で きた 。 そ の 移植 率 は 82 匹 中 98.6% 陽性 で あり 約 2-3 週間 に て 死亡 
し た 。 な お 移植 の 有無 に つい て は 病理 組織 学 的 検査 に て 確 め た 。 次 に 移植 後 第 7 日 目 に 腫瘍 部 
に 限局 し て レ 線 , 150 kvp (6 mA, Flik 0.5 mmCu 十 0.5 mmAl, 距離 20cm, 照射 野 直径 
2cm の 円 , 線量 率 55r/min) に て 一 時 照射 を 行い , 各々 照射 後 第 1 日 目 , 第 3 日 目 , 第 5 日 
目 , 第 7 日 目 , を 経過 し た 被 照射 肉腫 を 他 の 正常 マウ ス に 各 群 10 な いし 20 匹 移植 し , 各 時 
期 腫 瘍 の 移植 率 を 録 察し た 。 

3. 結果:3000r 照射 群 は いずれ の 時 期 も 移植 率 は 陰性 に し て , 2000r 照射 群 は 第 1 日 お 
よび 第 3 日 目 の も の の 移植 率 陰性 で あっ た が 第 5 日 お よび 第 7 日 目 の は 50% お よび 70% 陽 
性 , 1000 r 照射 群 で は 第 1 日 お よび 第 3 日 目 の も の は 移植 率 は それ ぞ れ 40% お よび 30%, 
第 5 日 お よび 第 7 日 目 の は 70% お よび 100% BE Re AL, 600r 照射 群 で は 各 時 期 の い ず 
れ も 80%, 60%, 100%, 100% の 陽性 率 を 示し た 。 す な わ ち 2000r 照射 群 お よび 1000r IA 
射 群 に お いて は , 照射 後 の 経過 の 長い も る の ほど 陽性 率 は 増加 し , 600r 照射 群 に お いて も 経過 
の 長い 時 期 の も の が 高い 陽性 率 を が し た 。 す な わ ち 移植 率 は 放射 線量 と 照射 後 の 経 過 に 関係 あ 
る こと を 知っ た 。 ま た この 肉腫 は 照射 線量 の 大 な る ほど 対照 に 比 し 発育 触 知 する まで に 長 日 時 
を 要 し た 。 す な わ ち 2000r お よび 1000r 照射 群 で は 10 日 な いし 14 日 に て 認知 で き , 600r 
照射 群 で は 1 週間 で 認知 で きた 。 な お , この 被 照射 肉 腫 群 に つい て も 病理 組織 学 的 検査 を 行っ 
て 確 め た 。 


五 十 子 弥 大 : 「2000r 照射 群 は 1 日 お よび 3 日 目 の も の は 移植 率 陰性 で あっ た が , 5 日 , 7 日 目 の も の は 陽 
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性 で も あっ た 」 と いう こと は 5 日 , 7 日 目 に は 再 増殖 細胞 が で て きた か ら 陽 性 に な っ た (健常 細胞 の 数 が 多 
っ た か ら 移 植 陽性 に な っ た の で , 放射 線 が 韻 細 胞 の 感受 性 を 変え た の で は な い ) と 考え ます が , MOMS 
え が あ り ま し た ら お 教え 戴き た い 。 

岡本 十 二 郎 : 御 意 見 の 通り と は 思い ます が , さら に 詳し く 検 討 考 察し た いと 思っ て お り ま す 。 





263. 腹水 腫瘍 に 対す る 放射 線 療法 と 各種 抗癌剤 と の 


併用 効果 に つい て 
増子 正敏 , 山下 久雄 (国立 東京 第 二 病 院 , 放射 線 科 ) 


Concomitant Effects of Combined Use of Radiation and 
Chemotherapeutica on the Ascites Tumor 


MASATOSHI MASUKO, HISAO YAMASHITA 


〔 研 究 目 的 〕 Au-198 腸 状 溶液 と 各種 抗癌剤 と を 腹水 腫瘍 動物 の 腹腔 内 に 種々 の 割合 で 注入 
し , その 併用 効果 を 検討 し た 。 [HET ER 5~6 週 の D-D % Maus を 使用 し , 移植 
後 2 週 後 の Maus か ら 腹 水 を と り 腫 瘍 細胞 百 万 個 が 0.2cc に な る よう に 生理 食塩 水 で 稀釈 し, 
右 度 忠 部 か ら 腹 腔 内 に 移植 し , 5 日 目 か ら 治療 を 開始 し た 。Au-198 は 100uc, 300/xc また は 
560/c を 1 回 だ け 投 与 し , 抗癌剤 は Ld-50 の 1/5, 1/25, 1/125 また は 1/625 づつ を 1 日 量 
と し, 朝夕 に 半分 づつ 分 割 注射 し , 7 日 間 連 続投 手 し た 。 抗癌剤 と し て は , Nitromin (NMO), 
Thio-Tepa (Tespa), Mitomycin-X, Carzinophilin, 8-Azaguanine, T-413-L を 使用 し た 。 
効果 判定 に は , 生存 中 数 , 体重 の 変化 , 腫瘍 細胞 数 , 細胞 百分率 , 形態 学 的 組織 検査 , 割 検 所 
見 な ど を 参照 し て , 時 間 的 に 治療 効果 を 判定 し た 。 実験 動物 は 1 10 匹 と し , 合計 860 匹 
を 使用 し た 結果 で ある 。 実験 結果 〕 移植 後 5 日 目 の Ehrlich 腹水 癌 に 対す る Au-198 の 腹 
水 内 注入 は 10 xc で は 無効 で , 100 uc で 投与 後 7 日 目 で 多少 体重 増加 率 が 低下 する 程度 で , 
300zc で 体重 増加 率 の 顕著 な 減少 を 生じ , 生存 日 数 は 対照 の 14.3 日 に 対し て 33.3 日 と な る 。 
560c で は さら に 治療 効果 は 増大 する が , それ より 増量 する と 致死 作用 を 生じ , Au-198 に よ 
る Ld-50 は 1.6mc で あっ た 。NMO の 単独 投与 で , Ld-50 の 1/5 づつ 7Z 日 間 連 続投 与 で 
ょ , 生存 日 数 14.3 AC, 体重 は 減少 する が , 毒性 を 思わ せる 。Ld-50 の 1/50 で は 生存 日 数 
は 22 日 に 延長 する が , 体重 は 次 第 に 増加 し て 腫瘍 死 を する 。 Mitomycin OMBHES- CL, 
15 お よび 1/25 量 の 7 日 間 連 続投 与 で も 延命 効果 は 著しく な い 。 し か る に Au-198 100zc と 
NMO また は Mitomycin な ど と の 併用 投 拓 を 行っ て 見 た と ころ LD-50 の 1/50 また は 1/25 
と い 5 微量 に お いて も 強い 延命 効果 を 示し た 。 Au-198 300 ze で は LD-50 の 1/128 量 ま で 
併用 効果 が 認め られ る が , Au-198 560uc に な る と 併用 に よっ て 却って 直接 の 死亡 率 を 増す 傾 


[GANN, Vol. 49, Suppl. 1948) 323 











向 を 生ずる 。Thio-Tepa, Carzinophilin お よび T-431-L で は いずれ も Ld-50 の 1/25 & 
で 単独 で 延命 効果 が ある ば か りか , Au-198 100 ue と 併用 し て 効果 の 増強 を 示し た 。 8-Aza- 
guanine で は ほとん と 併用 効果 が 認め られ な か っ た 。 窪 刺 液 の 細胞 数 の 変化 で る 同様 の 効果 を 
認め , 細胞 学 的 検索 も 治療 効果 の 判定 上 重要 で , 単なる 形態 学 的 変化 の みな ら ず , Methyl- 
greenpyronin 染色 や PAS 染色 な ど を も 行っ て , 細胞 化学 的 変化 を も 参照 し た 。 

それ ら の 変化 を 総合 し て 見 る と , Au-198 と 諸 種 化学 療法 剤 と を 直接 Ehrlich 腹水 中 に 作 
用 させ た 場合 に お いて , Mitomycin で 最も 併用 効果 が 著しく , 両者 の 単独 で は ほとん ど 作 用 

を 認め られ な いく らい の 量 で 著 し い 変 化 を 認め た 。Carzinophilin が これ に 次 ぎ , NMO お よ 
び Thio-tepa で も 相当 の 併用 効果 を 認め た 。 ( 父 部 省 科 学研 究 費 に よる ) 


Bt 議 

山下 永 策 : 私 共 は アク チノ マイ シン に よる 細 綱 肉腫 の 治療 中 , アク チノ マイ シン の 前 治療 を 行っ た 患者 で 

え 線 治療 を 行っ た 場合 比較 的 少量 で 高度 の 腺腫 の 縮 少 を 見 る こと が ある の で , 種々 の 面 (生存 日 数 , 腹水 

量 の 変化 , 核 分 章 の 変化 , 細胞 の 形態 学 的 変化 , さら に は 組織 化学 的 な 変化 ) に つい て , 動物 実験 を 行い 
よそ の 併用 効果 を 認め ます が , ここ に 平均 生存 日 数 を 見 ます と 対照 に 比 し て 併用 群 は 相当 の 延長 を 認め 

まし た 。 その他 の こと に つい て は 時 間 が あり ませ ん の で 省略 いた し ます 。 


264. 口腔 癌 (244 Bl) の 手術 放射 線 併用 療法 
BA 実 , 山本 敏久 , 芝 BR (大 阪 大 学 微生物 病 研 究 所 外 床 研究 部 外科 ) 


The Treatment of Oral Cancer by a Combination of Surgery 
and Radiotherapy (244 Cases) 


MINORU MATSUI, TOSHIHISA YAMAMOTO, SHIGERU SHIBA 


昭和 21 年 1 月 より 33 年 8 月 末 ま で の 12 年 8 ヵ月 間 に , 当 外 科 を 訪れ た 口腔 韻 患 者 は 
244 BIT, この うち 何ら か の 治療 を 行っ た も の は 193 例 で ある 。 LOL, 種々 の 理由 で 満足 
し 得る 治療 を 行い 得 た か っ た も の が 少な か ら ず 含ま れ て いる 。 治療 方 法 は , 原発 巣 に 対し て は 
ラジ ウム 針 ま た は ラド ン シ ー ド 腫瘍 組織 内 照射 法 を 行い , 局所 リン パ 節 転移 に 対し て は , ラジ 
ウゥ ム 外面 照射 法 。 双 線 療法 。 コバ ルト 違 隔 照射 法 。 局所 リ ン パ 節 脳 清 術 等 を , 単独 に また は 併 
用 し て 行っ た 。 ラ ジウ ム 針 は Regaud の 標準 型 針 で 2mg の も の を 1-6 A, 1cm 間隔 で 刺 
AL, overall time は 4-22 日 間 で ある が , 大 多数 は 10 日 前 後に な る よう に し た 。 ラ ドン 
シー ド は 1 ミリ キュ リー の ラド ン を 封入 し た も の を 原則 と し て 1 回 に 1-6 個 挿 入 し た 。 し か 
し 私 共 の 最近 の 治療 方 針 は 「 原発 巣 は ラジ ウム 針 に よる 組織 内 照射 , 局所 リン パ 節 は 腫 且 の 有 
ICD Dd OFF MME) を 原則 と し て いる 。 昭和 33 年 8 月末 現在 の 調査 か ら み る と , 比 
較 的 充分 な 治療 を 行い , 3 年 間 以 上 観察 し 得 た 口腔 韻 症 例 は 67 BIT, その 内 訳 は 舌 癌 57 例 , 
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口腔 底 癌 2 Ol, M1 例 , OBS 例 , 口唇 癌 2 例 で ある 。 今回 は , それ ら の 症例 こつ いて 
廊 清 術 (予防 的 の も の も 含む ) を 行っ た も の と 行わ な か っ た も の と の 治療 成績 を 比較 検討 し た 。 
訪 清 術 を 行っ た 症例 は 26 例 で , Hie 22 例 , 口腔 底 癌 2 例 , 口蓋 癌 1 例 , 口唇 席 1 例 で あ 
る 。 原発 巣 の 大 き さ は , 3cm 以下 31%, 3 cm 一 4 cm の も の が 54%, 4cm 以上 1522 で , 
周囲 組織 を 侵 組 せる も の は 32% で あっ た 。 臨床 的 に 局部 リン パ 節 腫 妥 を 証明 し た も の は 68%, 
組織 学 的 に 転移 を 証明 し た も の は 25 例 中 9 例 (36%) で あっ た 。 こ れ ら の 症例 の 治療 成績 は 
次 の 通り で ある 。 1 年 生存 率 7122(19/26) 2 年 生存 率 54% (14/26) 3 年 生存 率 5022 (13/26) 
邸 清 術 を 行わ な い 症 例 は 41 PIC, THe 35 Ol, 口蓋 癌 4 Ol, MAELO, 口唇 席 1 例 で あ 
る 。 原発 巣 の 大 き さ は , 3cm 以下 の も の が 25%, 3cm-4cm の も の 39%, 4cm 以上 が 
36% で あっ た 。 周囲 組織 を 侵 襲 し て いた も の は 52%, 臨床 的 に 局所 リ ン パ 節 腫 眠 を 証明 し た 
も の は 7122 で あっ た 。 そ れ ら の 症例 の 治療 後 の 成績 は 次 の 通り で ある 。 1 年 生存 率 41% (17 
/41) 2 年 生存 率 272 (11/41) 3 年 生存 率 22% (9/41) 
以上 の 成績 は , さき に 述べ た 私 共 の 最近 の 治療 方 針 . すなわち 原発 巣 は ラジ ウム 針 に よる 組 
織 内 照射 , 局所 リ ン パ 節 に 対し て は 症例 を 選ば ず 手 術 的 卵 清 を 行う と いう こと が , BRAD 
な いも の に 優る と いう こと を 教え る る の だ と 思う 。 
附 議 
塚原 : 光 巴 節 転移 を ふれ な か っ た 症例 の 府 清 で 瘍 転移 陽性 率 の 22 は どの 程度 で あっ た か , 


BA 実 : 症例 を 選ば ず に 局所 リン バ 節 廊 清 術 を 行う と いう こと の 根拠 の 一 つ は , 臨床 的 に リン バ 節 腫 服 
を 証明 し な い 症 例 に お いて も , 組織 学 的 に は 1722 の 転移 を 証明 し た と いう こと で ある 。 





265. Kin Telecobalt 療法 に つい て 
RAB, 青木 一 郎 , 網野 三郎 ( 郊 研 究 会 附属 病院 放射 線 科 ) 
On the Telecobalt Therapy of Larynx Cancer 
KEMPO TSUKAMOTO, ICHIRO AOKI, SABURO AMINO 


近年 わが 国 に も 各地 に Telecobalt の 装置 が 普及 し , これ に よる 悪性 腫瘍 の 治療 が 行わ れる 
よう に な っ た 。 ま た その 治療 成績 の 発表 も 少く な い が , 一 方 療 Telecobalt 法 を 行 ぅ 際 の 照射 
条件 , 線量 , 症例 の 選択 , 適応 等 に つい て は 未だ 充分 検討 する 余地 が ある よぅ に 思わ れる 。 韻 
研 放 射線 科 に お いて も , 昭和 29 年 春 以来 , Telecobalt に よる 悪性 腫瘍 の 治療 を 続け て きた 
の で 昭和 33 年 3 ARE CCAR LORE, 臨床 進度 『 度 8 例 , I RE 52 例 , WE 
43 Plat 103 例 の 喉頭 内 癌 に つい て 種々 検討 を 加え た 。 な お 以上 の 臨床 進度 の 決定 に は , 
Lederman の 分 類 お よび 塚本 ・ 竹 田 の 分 類 を 参考 と し た 。 
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照射 装置 お よび 照射 条件 : 1) 照射 装置 : 東芝 製 邊 型 お よび [ 型 2) 照射 条件 : 線 源 皮 膚 
間 距 離 25-30cm, 照射 野 (56X6) また は (6x8)cm?* の 知 形 を 縦 に 用 い , 両側 頸 部 の 2 門 より 
毎日 一 門 照射 を 交互 に 行っ た 。 照射 線量 は 毎回 200~300 r (空中 線量 ) で ある 。 

治療 効果 の 判定 今回 われ われ は 原発 巣 に 対す る Telecobalt の 治療 効果 を 検討 する 意味 で , 
局所 の 再発 の 有無 を も っ て , 一 次 治療 の 目標 と し た 。 し か し て 局所 再発 の 有無 を 判定 する に 必 
要 な 観察 期間 と し て , 治療 終了 後 最低 6 ヵ月 を 選ん だ 。 そ の 理由 は Telecobalt で 治療 し た 喉 
HUD I ち , 局所 の 再発 を 起 し た 63 例 は すべ て 治療 終了 後 6 ヵ月 以内 に 再発 を みて いる か ら 
で ある 。 

治療 成績 : 103 例 中 再発 し た も の は , [HELA BE 30 wl, WH 31 例 で あっ た 。 し た が 
っ て 一 次 治療 率 は 』 度 8%, DE 42%, NE 2822 で , 』 度 に お いて は 比較 的 治療 率 が よい 
が , DE, NW 度 と な る と 治療 率 が 急 汰 に 悪く な る 。 

臨床 進度 と 照射 線量 : 臨床 進度 『 度 に お いて は 3000~6000r, RE, 上 W 度 に お いて は 4000 
~7000 r の 間 に 大 部 分 の 症例 が 含ま れ , し か も この 線量 を 照射 し た 症例 に お いて 治 疹 率 も よく , 
この 線量 が 3~5 週間 の 間 に 照 射 さ れ た こと に な る 。 由 度 , W 度 の 症例 を Telecobalt DAT 
治療 する と き , 半数 以上 に 再発 を 認め た と いう こと は , 腫瘍 の 大 さ , 拡がり が ある 程度 を 越え 
た 場合 に は , Telecobalt 単独 で これ を 治療 せしめ る こと が 非常 に 困難 で ある こと を 意味 する 。 
し か し この 事実 は 決し て 悲観 すべ きこ と で は な く , 実際 われ われ は Telecobalt 照射 中 ある い 
は 照射 後 の Radonseed PA, ある い は 時 期 を 見 て の 喉頭 全 摘出 術 を 併用 する こと に より , 非 
常に よい 成績 を あげ て いる 。 ( 女 部 省 科 学研 究 費 , 厚生 省 研 究 費 に よる ) 


266. 放射 線 に よる 甲状腺 問 の 治療 

恒 元 博 , 本田 A (国立 金沢 病院 放射 線 科 ) 
Radiation Treatment of the Thyroid Cancer 
HIROSHI TSUNEMOTO, TAKASHI HONDA 


昭和 31 年 より 現在 に 至る 約 3 年 間 に 転 移 を 有する 甲状腺 癌 の 9 例 を 放射 性 ヨー ド (I) で 
治療 し , これ に Co” 照射 を 併用 し て 好 結 果 を 得 た の で 報告 する 。 〔 性 別 。 お よび 年 令 〕: 9 例 
中 1 例 が 男 で , 女 が 圧倒 的 に 多く , 40 才 以 上 に 発病 する も の が 多かっ た 。 最 年 少 者 は 28 + 
の 女 で あっ た 。 ER): 軽度 の 甲状腺 機能 元 進 症状 を 呈し た も の は 1 AT, 定型 的 機能 元 進 症 
状 を みとめ た も の は な か っ た 。 他 に 有 眼球 突出 を みとめ た も の が 1 例 あっ た 。 甲状腺 腫 は 全 例 に 
みとめ られ , いずれ も IA 年 前 に 気づい た 腫瘍 の 急激 な 増大 を 訴え た 。 体重 減少 , S968, 
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お よび 呼吸 困難 , WA, 顔面 浮腫 等 頸 部 圧迫 症状 を みとめ る 症例 が 多かっ た 。 CBI: 全 例 こ 
みみ られ , その うぅ ち , 頸 部 汐 巴 腺 転移 5 例 , 鎖骨 上 高 汐 巴 腺 転移 2 wl, fii, 皮下 (胸壁 , 腹壁, 
下肢 ) 転移 各々 1 例 を みとめ た 。〔I'*! ARs LOR PH: I! 30~50 we 率 を 経口 的 に 
投与 し , 24 時 間 後に シン チレ ーション , カウ ンタ ー で 測定 し た 。 I! 摂取 率 は 平均 272 で , 
20~40% を ボ す もの が 多く , 大 中 排 浴 率 は 平均 5822 で , 40~70% を ボ す も の が 多かっ た 。 
〔 組 織 学 的 所 見 : 治療 前 に 組織 診断 を 実施 し た 7 例 の 組織 学 的 所 見 は , Follicular Carcinoma 
5 例 Papillary and Follicular Carcinoma 1 例 Undifferentiated Types 1 例 で , 
Undifferentiated Types 1 例 以外 は ,。 いずれ も follicle 内 に コロ イド を 有 し て いた 。 ar 
イド 形成 と 年 令 と の 関係 は みとめ られ な か っ た 。 治療 方 法 〕: 腫瘍 が I 良 摂取 性 で , 組織 
学 的 所 見 より follicle 形成 を みとめ た も の を 治療 対象 と し た 。 な お , FURR 205 FOR 
い 値 を し た 症例 で も 尿 中 排 洪 率 の 低い も の も 治療 の 対象 と し , 前 記 2 者 の いずれ に も 属さ ぬ 
症例 は まず Co” 照射 を 実施 し , I 摂取 能 の 元 進 , お よび 尿 中 排 洪 率 の 経過 を みて 1! 投与 
を 行っ た 。 I! は 1 回 に 10-30me を 与え , Co” 照射 を 併用 し た 。Co? 照射 量 は 1 回 に 200 
~300r で あっ た 。 その他, TESPA 注射 を 併用 し た も の 1 例 。 Radium 針 組 織 内 刺 入 を 併用 
し た も の 1 例 が あっ た 。Co"? 照射 は T 投与 量 の 不足 を 補う ほか に , 甲状腺 組織 を 破壊 し , 
転移 巣 へ の I! 移行 を 促進 する 目的 で 行っ た 。 CRI: I 治療 を 実施 せる 9 例 中 , ARES 
A, 好転 5 例 (現在 治療 中 を 含む ), 無効 2 例 の 結果 を 得 た 。 PRMICBLE TI の 量 は 平均 
47 mc で , 投与 回 数 は 平均 4 回 で あっ た 。 併用 せる Co" の 量 は 2000~9000r で あっ た 。 A 
療 効果 の 発現 と と も に TI 尿 中 排 港 率 は 増加 の 傾向 を 示し , 予後 判定 に 有利 と 思わ れ た 。 全 
SER, 呼吸 困難 。 WS, 食 思 不 振 等 の 症状 は 軽減 。 また は 消失 し , 甲状腺 腫 も 消失 , また は 
減退 し た 。 組織 像 で follicle 形成 の 強い 症例 ほど I" 投手 に つ ょ よく 反応 し , 予後 も 良好 で あ 
っ た 。 し 副作用 〕: I'S! 投与 後 腫瘍 が 増大 し , 圧迫 症状 が つよ まっ た 症例 は な く , 放射 線 宿 酔 も 
みとめ られ な か っ た 。 軽度 の 白血球 減少 は 全 例 に みとめ られ た が , 粘液 水腫 は 1 例 の みみ で , B 
燥 甲状腺 未 投与 に より 軽減 し た 。 無効 2 例 中 1 例 は follicle 形成 の みとめ られ な い undiffe- 
rentiated form で 肺 内 転移 が 著 明 で I" 治療 に 抵抗 し , 他 の 1 例 は 黄 症 後 肺炎 を 併発 し て 死 


EURo 

Mt 議 

広瀬 文男 1957 年 Court-Brown は I! ORL VIL PRBBAETHES LOPRABBSI 7 例 の 
白血病 症例 が 発生 し , その 発生 率 が 高い こと を 発表 し て 注目 され た 。 わ れ わ れ は I の 1 0acg お よび 
5.0zc/g を それ ぞ れ 10 APMREICLO, ある い は 1 回 投与 に より 正常 廿 日 原 に 与え , 1.0xc BREE 
験 群 (10 回 分 割 投与 ) OR MICH TORAMIE GE 5S 幼 者 な いし 半 成 熟 題 粒 球 の 増殖 を 認め た 。 か か る 所 
見 は P? を 投与 し た 廿 日 候 の 骨髄 に 見 られ た 前 油 血 病 性 変化 (病理 学会 お よび 血液 学会 に お いて すでに 発 
表 済 ろ み ) と 見 人 区 され た 所 見 に 類似 し て いた 。 こ れ に 反し て 5.00 量 投与 実験 群 で は 骨 簡 障 害 は むし ろ 少 く , 
甲状腺 の 完全 破壊 に 伴う 脱 下 垂体 の 腫瘍 発生 を 認め た 。 TV! の 少量 に よる 治療 の 場合 で , 特に 頻 回 投与 の 
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際 に は , 将来 に お ける 白血病 発現 の 可能 性 を 考慮 する 必要 が ある 。 わ れ わ れ の 実験 成績 を 示し な が ら , I 
治療 上 に お ける 注意 と し て か か る 考察 を 述べ た い 。 


267. 肺 腫瘍 の 放射 線 療法 
Radiation Treatment of Tumor of the Lung 


HISAO YAMASHITA, FUKUTARO SAWAJI, SHOZO HASHIMOTO, 
KOHEI TAMURA 


最近 10 年 間 に お いて , 各種 放射 線 療法 を 行っ た 原発 性 肺癌 80 Bl, 転移 性 肺 腫瘍 60 例 の 
治療 成績 に つい て 考 投 を 加え た 。 患者 は 慶応 義塾 大 学 病院 , 国立 東京 第 二 病 院 お よび 中 野 組合 
病院 の 放射 線 科 に お いて 治療 を 受け た も の で ある 。 各種 放射 線 療法 と は , 従来 の X 線 深部 照射 
と 昭和 23 年 5 月 より の 又 線 和 餅 目 照射 , 昭和 27 年 9 月 より の Co-60 大 量 遠隔 照射 の 三 者 で あ 
っ て 叉 線 の 廻 転 照射 。 趣 高圧 照射 は 行っ て いな い 。 わ れ わ れ の 科目 照射 は 冬 目 板 と し て 1mm 
欠 当 量 を 有する ゴム 板 に 2cm? の 円 形 孔 を 究 ち その 面積 が 全体 の 502 に な る よう に し た も の 
を 常に 同位 置 に お いて 照射 し た も の で ある 。 諸家 の 報告 に よれ ば , 深部 治療 に お いて は , 5 年 
生存 率 は 3 2 以下 で あり , われ われ の それ も 極め て 不 充分 で あっ た 。 科目 照射 に つい て は 欧米 
の 報告 は 少 い が , われ われ の 成績 で は , か な り 改 善 さ れ て お り , Co” 大 量 照 射 は 餅 目 照射 と 
ほぼ 同じ 成績 で あっ た 。 こ れ を 胸部 駐 線 像 に つい て みる と , 後 二 者 に あっ て は 6 割 以 上 に 改善 
が 認め られ る に 反し , 又 線 深部 治療 で は 過半 数 以上 は 無 変化 , 増悪 の 傾向 し を ボ し た 。 し た が っ 
て 生存 率 も 同様 の 傾向 で , 5 年 生存 の 認め られ た の は 冬 目 照射 次 いで Co-60 照射 で ある 。 FE 
状 発現 と 治療 開始 以後 の 生存 期間 に つい て みる と 簡 目 照射 が 最も よく 平均 22 WA, Co-60 は 
10 ヵ月 , 又 線 深部 に あっ て は 5 ヵ月 に 満た な か っ た 。 組織 学 的 に は 単純 癌 が 半数 , AHPLR 
癌 が 残 半数 で あっ た 。 転移 性 肺 腫瘍 に お ける 原発 巣 は 乳腺 お よび 甲状腺 が 過半 数 を 占め , 単純 
RE CAREC 2/3 を 占め て お り , 又 線 所 見 で は 科目 で 6 割 , Co-60 で 5 割 の 改善 を し た 。 3 
年 生存 が 得 ら て た の は CO-60 で ある が , 概ね 原発 性 肺癌 に 比 し て その 成績 は 極め て 不良 で あ 
っ た 。 肺 の 放射 線 療 を 行う に あたっ て は , いわ ゆる Pneumonitis, Fibrosis を 併発 する 危険 
が あり われ われ も 少数 例 に お いて これ を 認め た が , 抗生 物質 療法 を 強力 に 行え ば 良好 な 経過 を 
示す こと を 経験 し た 。 . 

以上 より 線 科目 照射 に つい て は , 度 膚 の 非 照 射 部 位 の 回 復 が ある こと , 深部 線量 と 均等 照射 
の 点 で 劣ら ぬこ と , 弱 線 で 長 時 間 照射 が 併発 する Pneumonitis を 防止 する こと 等 の 諸点 で 有 
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利 で あり , Co 大 量 遠隔 照射 で は 7 線 の 単色 性 で , 高 エ ネル ギー で ある こと が 深部 線量 を 増 
し , 均等 照射 を 行い 得 て , 散乱 線 附 加 も 少く 度 膚 に 対し て る 障害 が 少 い こと を 認め た が , R 
源 が X 線 に 比 し 大 で , 半 影 が 大 きい の で 照射 野 に 対す る 考慮 を 要 す る も の と 思わ れ , また 
FibrosiS を 来 し や すい 傾向 に 注意 し な けれ ば な ら な いこ と を 認め た 。 これ ら の 問題 に つい て 
は , 結局 , 肺 に 放射 線 療 法 を 行う 場合 , 弱 線量 長 時 間 照 射 を 行う こと に ょ っ て 改善 され る と 思 
われ , 今後 さら に より よい 条件 に より 治療 を 行い , その 成績 の 向上 に 努め た い 。 
(厚生 省 研究 費 に よる) 


関原 政雄 : 原発 性 肺癌 と し て あげ ら れ た 例 で , 腫瘍 陰影 は 綺 少し た が , 肺 繊維 症 を 起 し 死亡 し た 例 を 見 ま 
し た が , その 死亡 は 冶 に よる の 2», nee + る 感染 の た め だ っ た で し よう か ,。 私 達 は 肺癌 , 乳癌 の 
Co” 放射 中 し ば し ば 肺 繊 維 症 の 発生 を 認め その 治療 に 苦労 を し , Ek, 放射 線 : ur 中 絶 し な けれ ば な ら 
な いこ と が あり ます 。 こ れ に つい て 座長 で BN 見 も 承り た い 。 

山下 久雄 : 1. 右 肺 の 肺 線維 症 の 感染 は 治癒 し て お り ま す 。 2. 死因 は 胸水 貯溜 で も り ま し た 。3. 右 肺 
は 癌 の 再発 で し た ね , そう いう こと に な り ま す 。 

塚本 : 放射 線 肺炎 症 と その 合併 症 自身 で RARER と っ た 例 に は 私 は 出会っ 
間 照 射 が 良い よう な 成績 も ある が ,。 これ に つい て は 今後 の 成績 に 待つ べき か と 
山下 久雄 : Pneumonitis の 合併 は な る べく 半 け た い os: た だ し 。 KORRES 
すれ ば , その 予後 は そん な に 悪く な い 。 ほ と ん ど 跡 か た な し に 治る こと も あ 
べく , 合併 な し に 治療 し た い の で , その 問題 は また 別 の 機会 に 述べ 
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268. BBO 2a > 60 治療 成績 (第 一 報 ) 
山口 寿 , 野口 忠之 , 三枝 達 明 (大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 附 時 病院 ) 
Results of Telecobalt Therapy of Esophageal Cancer 
HISASHI YAMAGUCHI, TADAYUKI NOGUCHI, TATSUAKI SAEGUSA 


昭和 30 年 3 月 より 昭和 33 年 8 月 まで , 3 年 6 ヵ月 間 に 当 院 に 入院 し た 28 例 中 コ ユ バ ル 
ト 60 大 量 遠隔 照射 を 実施 し , 遠隔 成績 を 得 た 12 例 お よび 生存 中 の 7 例 に つき 報告 する 。 

|. 症例 :1) 性 別 , B13 A, KEI, 2) HH 40~49 才 2 例 , 50-59 75 fl, 60-69 
才 6 例 , 70-79 6, 3) Mhz, 頸 部 食道 1 例 , 胸部 食道 17 例 , 腹部 食道 1 例 ,4) B 
部 の 長 さ , 5cm 以内 13 A, Sem 以上 6 例 。 YY. 治療 装置 : RS] 型 (100c) お ょ よび 東芝 
RI-103c &%, I. 治療 術 式 : 1) 照射 門 数 , 2 門 な いし 10 門 , 1 日 1 門 な いし 2 門 , 2) 深 
部 量 1 日 180r な いし 270r, 総 深部 量 4200r な いし 12000r 3) 照射 期間 , 5 週 た な いし 8 
af. N. 治療 成績 : 昭和 30 年 3 月 より 昭和 32 年 12 月 まで の 遠隔 成績 を 得 た る 12 例 の 
生存 期間 を みる と 発病 より 算定 する に 平均 生存 日 数 は 12 ヵ月 で 照射 開始 後 より 算定 する に 約 
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6.3 ヵ月 で ある 。 現在 生存 中 の 7 例 こ つい て みる と 発病 後 平均 月 数 11.3 ヵ月 を 経過 し て いる 。 
V. 結論 : 本 成績 は 従来 の 放射 線 治療 成績 に 比 し て , 割 期 的 に 良好 と は いえ な い が , Kiviranta 
の 治療 成績 に 比 し ほぼ 同様 の 結果 を 得 た 。 ま た Forber の 余命 年 数 に 比 し , 明らか に 好成績 で 
あり , Greenwood の それ に に 比 し , や や 良好 で ある 。 な お 本 愚者 の 最も 苦痛 と する 忠 下 困難 に 
対し て は , その 効果 は 劇 的 で ある 。 食道 韻 患 者 に 対す る Co 60 大 量 遠隔 照射 治療 は その 効果 
を 期待 し 得る も の と 考え られ る 。 し か し 本 成績 は 症例 が 少 い の で , 今後 の 調査 研究 に 待ち た い 
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269. 子宮 顎 部 に 対す る 節 照 射 法 の 経験 
今 村 弘 (熊本 大 学 医学 部 産婦 人 科学 教室 ) 
Studies on Chessboard Methode to the Cervical Cancer 
HIROSHI IMAMURA 


FE GR OUNRREZ EAD RMBs LOMB vosii tc RRL L, BES OR 
曲 量 を 可 及 的 減少 させ る の が 理想 的 で ある 。 そ の た め に 前 者 を 遠隔 照射 し , 後者 を 近接 照射 す 
べき で ある 。 し か し 従来 の レ 線 で は 遠隔 照射 の 目的 を 達し 難い た め に Co 遠隔 照射 。 ペー タ 
ー ト ロン , 集 光 , 振子 照射 法 や 簡 照 射 法 が 提唱 され て いる 。 こ の 億 照射 法 と は 皮膚 の 耐 線量 を 
増し て 間接 的 に 深部 量 を 増加 せしめ る 方 法 で ある 。 余 等 は 本 法 に 若干 の 改良 を 加え て 見 た 。 す 
な わ ち 左右 の 修 組 織 と 所 属 リン パ 節 を 同時 に 照射 し , 勝 有 直腸 お よび 原発 巣 の うけ る 線量 を 減 
ずる た め の 照 射 筒 を 作り , これ に 直 答 lem の 穴 を 約 40% の 比率 に あけ た 鉛 板 を 埋没 し , IE 
中 線 部 の 遮蔽 に は 幅 3cm, 厚 さ 4mm の 鉛 板 を 用 いた 。 こ の 照射 筒 の 利点 は 照射 野 を 一 致 さ 
せる こと が 比較 的 容易 で ある こと で ある 。 

深部 量 並び に 深部 等 量 曲 線 の 測定 に は リー ドカ ー チ ス 製 レン トゲ ンプ ロビ トロ ン を 用 い 直 接 
首 記 し うる 装置 を 自作 し て 用 いた 。 そ の 結果 5cm 深部 で は 開 孔 部 は 48~40%, 10cm 深部 
で は 25-1922, 正中 線 部 分 で は 5cm 深部 で 約 10%, 10cm 深部 で 2~3% で ある 。 

部 線量 の 均等 化 の 問題 に つい て は , 骨盤 縦断 面 の パラ フィ ン 模 型 を 用 い 前 方 野 , BaF, 
息 野 か ら 照 射 し た と き の レ 線 雛 を B 点 の 位置 で 撮影 し た 。 そ の 結果 売 全 で は な い が ほ と ん ど 均 
等 化す る こと を 認め た 。 

照射 条件 は F.H.A. 40cm, 170kvp, 10mA, 0.5Cu+0.5Al, H.W.S. 0.88mmCu, で 1 回 
900r を 照射 する 。 こ の 条件 で 各 門 6 な いし 7 回 照射 する と 1 側 の B 点 に 約 3500r を 照射 し う 
る 。 度 膚 障害 と し て は 照射 終了 後 約 2 週間 で 著 明 な 色素 沈着 と 毛 底 炎 が 開 孔 部 に 一 致し て 起 る 
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が , 約 6 週間 後に は ほとん と ど 疹 痕 治癒 を する 。 悪心 , 嘱 吐 , 食 悠 不振 や 白血球 減少 等 の 全身 障 
害 も , 本 法 は 左右 同時 照射 法 で ある に も か か わら ず , 従来 の と 線 照 射 の 際 に に 比 し 大 差 は な く , 
むし ろ 軽 微 な 症例 が 多い 。 

PH, 直腸 の 変化 も 軽微 で と き に 尿意 頻 数 を 訴え , Bi 直腸 の 粘膜 に 発赤 を 見 る が 照射 終 
了 後 1 な いし 2 週間 で 急速 に 消 科 する 。 ま た 際 上 度 細胞 の 変化 を Graham 法 に 準じ て 追求 し 
た と ころ , 原発 巣 に 対す る 集 光 照射 や 近接 照射 に 比べ て 極め て 変化 が 少 い こと は 子宮 膝 部 に 主 
線 が 照射 され ず に , 近接 照射 と の 重複 を さけ 彰 孔 形成 予防 に 寄 上 し うる こと が わか る 。 同時 に 
膝 上 度 細 胞 の 変化 は 照射 継続 に 比例 し て 若干 の 増大 が 見 られ る こと は 今後 の 感受 性 検討 に 役 立 
ち う る も の と 考え る 。 


MAKER: HA 269, 270 お よび 271 の つの 子宮 癌 の 放射 線 療法 は 各 対 照 的 で 興味 深い 。269 の 演者 は 簡 
照射 を 用 い , ラジ ウゥ ュ 腰 内 照射 強 照射 部 位 を 避け て 照射 する こと を 主眼 と し て いる 。 簡 が 何故 有効 か に つ 


いて は 大 き な 問 題 が あり 今後 症例 を 多数 経験 すべ き で ある 。 270 の 演者 は Co he も 可 
及 的 骨盤 壁 の 線量 増大 に 努力 し て お り , 271 で は 手術 切除 後に も か か わら ず 膝 断 端 の ラジ ウ ュ 照射 に 重き 
を お いて いる 。 この 3 者 は 各々 別 の 意味 に 向っ て 努力 を 払わ れ て お り , I 、 ず れ が 優 る か は 直ちに 決め に く 
い 問 題 で は ある が Arbeits Idee を 明確 に し て の 今後 の 研究 を 希望 する 。 また 病巣 線量 の 表現 に 関し て は , 
計算 で も よい か ら 何 r/ 何 日 と いう ふう に し て 頂き た い 。 mghour と か mc.h. SERRE り 病巣 線 
量 が 著しく 相違 し , お 互 の 結果 を 持ち 寄っ て 効果 の 良否 等 を 議論 する の に 著しく 不便 で ある 。 

中 山 恒明 : 私 は 今 目 ま で 食道 癌 の 食道 切除 1064 例 を 経験 致し て お り ま す 。 そし て ここ に 問題 に な り ま す 
の は 外科 的 療法 が 良い か 放射 線 療法 が 良い か の 問題 で す が , 千葉 大 才 射 線 の 梅 垣 助教 授 と 協同 で 症例 を 選 
ば ず 手 術 的 療法 と 才 射 線 療法 を 平行 的 に や っ て その 成績 を 比較 し て 見 まし た 。 大 体 の 方 針 は 頭 部 並び に 
部 上 部 食道 癌 は 放射 線 療法 が 良く 中 部 は いずれ が 優れ て いる か わか ら ず , 下部 噴 門 は 全く 手術 的 療法 が 良 
いと いう 成績 で あり ます 。 御 参考 まで に 申し 上 げ ま す 。 


270. BAMBI A 2-5 b+ 60 麻 内 照射 時 の 線量 分 布 
eS 
AR 明 , PBK (熊本 大 学 医学 部 産婦 人 科学 教室 ) 


Dose Distribution in Intracavitary Co Therapy and Estimation of 
Radiosensibility in Cancer of Cervix Uteri 


AKIRA OTSUKA, TOYOMASA ADACHI 


一 般 に 子宮 頸 癌 の Ra (ある い は Co”) 療法 に お いて は , 線量 を 照射 線 源 の mg (ある い は 
me) 数 に より mgelh (ちる い は mch) で 表わし て いる が か が, この よう な 配 量 の 記載 は 意義 が 少 
7c < BUBB iL ORR Bt CRTC LABEL. 
われ われ は 子宮 頭 癌 の Co 小 線 源 に よる 放射 線 療 法 時 の 骨盤 内 株 量 分 布 を 知る た め , 直 続 式 
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シン チレ ーション 型 線量 率 計 を 使用 し て , その 線量 (r 単位 ) を 測定 し た 。 

まず 頸 瘍 治療 に 用 いる 腔 内 アプ リ ケ ー タ ー を 考案 し て 膝 内 に お ける 線 源 の 移動 を 防ぎ , 子宮 
震 組 織 へ の 線量 を 増加 する こと を 考慮 し た 。 腔 内 お よび 子宮 腔 内 に 同時 に 線 源 を 配 連 し , BRE 
お よび 直腸 内 の 線量 を 線量 計 よ り 直 読 し て 該 部 の 線量 を 測定 し た 。 さ ら に Co%9 挿入 時 の レ 線 

影 に より 治療 中 の 線 源 の 位置 を 知り , 水 フ ァ ン トム 中 で 原発 巣 周辺 よ り 骨 盤 内 壁 に お よぶ 部 
分 の 線量 を 測定 し , 特に この 子宮 労組 織 内 の 線量 は ラジ ウム 照射 術 式 の 比較 対称 お よび 外部 照 
射 の 指 桂 と な る と 考え る A 点 お よび B 点 (Tod, Meredith の 概念 を 導入 し て これ ら の 点 の 線 
量 を 測定 し た 。 

さら に 顕 癌 の 放射 線 療法 に よる 細胞 学 的 効果 を 追求 し 臨床 効果 と 比較 観察 し た 。Graham に 
準じ 腔 内 容 塗 抹 標本 に お ける 非 悪性 上 度 細 胞 中 , 空 胞 形成 , 膨大 , 核 変化 等 の 放射 性 変化 を 示 
す 細 胞 数 か 7522 以上 の 場合 を 細胞 学 的 効果 良好 と 見 区 し た 。 Co iL aa, REAR 
射 併用 例 に つい て 以下 の 事項 を 観察 し た 。 

1) 腔 内 照射 を 先 に 行っ た 例 で は , 膝 内 照射 時 細胞 効果 不良 で , 後 の 経 皮 照射 に より 良好 と 
な っ た 例 は な か っ た 。2) 進行 期 別 で は 進行 期 の 進む に つれ て 細胞 効果 良好 な る も の の 率 は 減 
少 し た 。 第 4 RO 75% (LHR ACh ATI) 年 令 別 で は 高 令 者 に 細胞 効果 良好 
例 は 多かっ た 。34) 細胞 効果 と 臨床 効果 は 一 致す る 例 が 多かっ た が , その 正確 率 は 細胞 効果 不 
良 群 に つい て や や 高 率 で あっ た 。 5) 細胞 効果 の 算定 は 頸 癌 の 予後 推定 に 有効 と 思わ れる 。 


271. 子宮 頸 句 手術 後 療 法 と し て の ラ ヂ ッ ウッ ム 照 射 
岩 津 俊 衛 , 御園 生 雄三 , 戸 ケ 崎 義治 , 荒木 見 (千葉 大 学 医学 部 産婦 人 科 教 室 ) 
Radium Irradiation for the Postoperative Therapy in the 
Case of Uterine Cervical Cancer 


TOSHIE IWATSU, YUZO MISONOU, YOSHIHARU TOGASAKI, 
AKIRA ARAKI 


子宮 頭 癌 手術 後 の 放 射線 療法 と し て レン トゲ ン 照 射 に ラジ ウム 照射 を 併用 する こと の 効果 に 
つい て は すでに 幾つ か の 報告 が あり Lohocky-Semmelweis 緒方 氏 等 は 再発 率 の 減少 を 認め た 
が Reguard, Oppert 等 は これ を 否定 し Giesecke 等 は 着 孔 形成 を 報じ て いる 。 当 教 室 に お い 

は 昭和 21 年 1 月 より 27 年 12 月 に 至る 7 年 間 の 腹 式 広汎 性 子宮 全 出 例 中 後 照射 療法 
と し て II 単独 療法 を 行っ た も の お よび 「 レ ラ 」 併用 照射 療法 を 行っ た も の 274 例 が あり 今 
回 その 予後 調査 を 行っ て 両者 を 比較 検討 し た 。 
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照射 方 法 は 術 後 約 4 週間 で まず 「 レ 」 照射 を 行い 連続 し て 「 ラ 」 照射 を 行っ て いる 。 「 ラ 」 
照射 は 21mg の 「 ラ | チュ ー プ お よび 針 を ュ ル タク 板 に 装 雷 し 周辺 お よび 人 後方 を 鉛 で 覆っ た ュ 
ルポ ボ スタート を 用 いた 。 1 回 24 時 間 , 隔 日 に 3 回 総量 1512mgelst で ある 。 調査 は 原則 と し 
て 本 人 の 来院 を 求め 来院 しない 者 に つい て は 書 信 に よる 問合せ を 行っ た が 戦後 の 住宅 事情 の た 
め 予 後 不 明 の 多い の は は な は だ 遺 懐 で ある 。 今 |「 レ 」 単独 照射 の み の 117 Hel Helv 
ラ 」 併用 照射 を 行え る 157 例 を 』 群 と する 。1) [HO 117 例 中 健康 生存 者 45 Pl, 再発 30 
Pl, 不明 42 例 で 永久 治癒 率 は 38.5% PHO 157 例 中 健康 生存 者 70 Pl, 再発 24 Hl, A 
明 63 例 で 永久 治癒 率 は 44.0% で ある 。 な お 不明 は 死亡 と 見 艇 す 。 百 分 率 で は や や | HOF 
後 か 良好 と 思わ れる が これ を 推計 学 的 に 観察 し た と ころ で は 両者 の 間 に 有 意 の 差 を 認め る こと 
が で き な か っ た 。 2) 再発 部 位 を 認定 し 得 た も の は 1 HO 30 例 中 13 Bl, [HO 24 例 中 
13 例 で 両 群 と も 骨盤 内 再発 が 最も 多かっ た 。 膝 断 端 再発 が T 群 で 4 例 を 認め た の に 反し ll 群 
で は 1 例 も 認め 得 な か っ た こと は 併用 せる 「 ラ 」 の 効果 を 示す も の で は な いか と 考え られ る 。 
3) 群 の 健康 生存 者 70 名 中 「 ラテ 」 後 照射 に よる 勝 腕 直 腸 障 害 を 訴え を た も の は 1 例 も な か っ 
た 。 ま た 最近 手術 を 施行 せる 11 例 に 東芝 深部 線量 計 を 用 いて 勝 朋 , 直腸 壁 に お よぶ 線量 を 測 
定 し た と ころ 前 者 は ほぼ 900r/72h, 後者 は 2000r/72h, ほぼ 2000r/72h で 各 臓 器 の 耐容 量 に 
くらべ 人 千 か に 低く 事実 勝 胸 鏡 所 見 に お いて も 8 例 中 2 例 に 勝 腕 三 角 部 炎 を 認め た の みみ に て また 
便意 頻 数 は 11 例 中 1 例 直 腸 出血 は 全く 認め られ な か っ た 。) 照射 後 膝 断 端 の 離解 を 起 し た 
も の は 1 例 も な か っ た 。 な お 断 端 に 照射 せら れる 線量 は ほぼ 9000r で ある 。 

〔 総 括 お よび 結論 〕 術 後 放射 線 療法 に 用 いる 「 レ ラ 」 併用 照射 は 「 レ 」 単独 照射 に くら べそ 
の 予後 に 有意 の 差 を 認め 得 た か っ た が 前 者 は 膝 断 端 再 発 を 減少 せしめ る よう に 思わ れる 。 教室 
の 戸 ヶ 崎 は 118 ADF iH BEART & BEREO SAIC A) RRO RR & 行い 肉眼 的 に は 陰 
性 で 組織 学 的 に 陽性 な も る の 16 例 (13.5%) を 得 た 。 こ の ょ よ うに すべ て の 手術 例 に お いて は 
大 へ の 導 浸 潤 を 完全 に 除去 する こと が 不可 能 で ある か ら , その 操作 が 容易 で 安価 で あり か つ 著 
明 な 副 人 障害 を 認め な い 「 ラテ 」 後 照射 を 併用 する こと は 有意 義 で ある と 考え られ る 。 


附 議 

藤井 純一 : (1) 5 年 治癒 成績 が IL で も 少し 悪い よう に 存じ ます が 手術 術 式 と し て どん な 術 式 を 採用 され て 
いる で し よ ょ うか 。 (2) 断 適 再 発 は Scheide お よび Paracolpium を 充分 別 除 する こと に より , われ われ の 
と ころ で は 最近 余り 見 られ な い 。 し た が っ て 手術 に より 充分 娘 除 され る な ら ば Ra 照射 は 余り 必要 な 

思わ れる 。 また, 術 後 の 膝 の 長 さ は 非常 に 短縮 する の で も し Ra 照射 を 行う な ら ば 術 前 照射 を 行わ れ て は 

いか が , 

荒木 見 : 当 科 で は Wertheim の 子宮 癌 根治 手術 に 進 じ し て 行っ て お り ま す 。 また ラジ ウム ュ 後 照射 を 行い 
ます た = 管 の 切断 を 肉眼 的 に 間組 織 陰 性 た る と ころ に 止め 後 を ラジ ウム メ 後 照射 に 期待 し て お り ま す 。 こ 

の 場合 膝 壁 は 約 13 程度 の 除去 で 充分 で も わり ます の で コル ポス ター ト を 選べ ば 照射 可能 で あり ます 。 答弁 

に 不 2 あり まし た の で ここ で 紙上 を 通じ て 発表 させ て 頂き ます 。 KERRRI FF KÜÄETCH AL 
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と に つき まし て は 昭和 21 年 より 同 27 年 と いう 最も 住宅 事情 の 悪い 時 期 の 予後 を 都合 に より 本 年 に 至り 
始め て 追求 致し まし た た め 予 後 不明 例 が 比較 的 多く これ を すべ て 死亡 と 考え まし た た め と 思わ れ ま す 。 
小野 田 孝 治 : 膝 断 端 の 肉芽 形成 が 障害 され な いと の お 話 で す が , 術 後 何 目 目 に 放射 線 療法 を 開始 し て お い 
FRE Ors 

荒木 見 : 約 1 ヵ月 後 で ちり ま す 。 

RA 清 : 岡 大 婦人 科 に お いて も 子宮 頭 瘍 根治 手術 後に 膝 断 端 再発 予防 の 意味 で 少量 の ラジ ウィ 後 放射 を 
bi 永続 治癒 に お よ ぼ す 効 果 に 
つい て は も ゃ も ちろ ん 判定 は で きま せん が ラジ ウム ュ 後 放射 へ の 考え 方 に は 柳 成 し ます 。 





272. 皮膚 前 癌 状態 の 放射 線 療法 に つい て 
山下 久雄 , 藤田 順一 , bee, 鈴木 慎二 (国立 東京 第 二 病 院 ) 
On the Radiation Therapy of Precancerous Diseases of the Skin 
HISAO YAMASHITA, JUNICHI FUJITA, YOSHINOBU KISIGAMI, 
SHINJI SUZUKI 
いわ ゆる 度 膚 の 前 癌 状態 と 考え られ る 疾患 と し て , 色素 性 乾 度 症 3 Hl, Paget 氏 病 2 A, 
Bowen 氏 病 3 例 お よび 表 度 の 異常 増殖 を きた せる も の 3 例 を 治療 し た 。 その 中 に は すでに 一 
部 に 癌 変性 を きた し た も の も あっ た が , いずれ も 放射 線 療法 に よっ て 良 結 果 を 得 て い る 。 治療 
方 法 と し て は 主として ラジ ウム 針 , コバ ルト 60 針 お よび テラ ドン シー ド に よる 組織 内 照射 に よ 
‚3:78 日 一 10 日 間 照 射 を 行っ た 。 場合 に よっ て は ラジ ウム また は コバ ルト 60 に よる 
近接 7 線 療 法 で よい 効果 を 治め る こと が で きた 。 そ の 照射 量 は 0.5cm の 距離 で 10cm? 当り 
3 一 10mg の 割合 で , 600~1000 mgh を 1-2 週間 の 問 に 照射 し た 。Paget 氏 病 は いずれ も 66 
の 男子 で , 発病 後 4 年 お よび 5 年 で 来院 し た 外陰 部 の も の で あり , Al 例 は 一 部 に 瘍 変性 を 
認め た 。 導 変 性 し た 部 位 に は 組織 内 照射 を , その 他 の と ころ は 近接 7 線 療法 を 行い いずれ も 
全治 し , 3 カ月 お よび 2 年 無 症状 で ある 。Bowen 氏 病 の 3 例 は 55 I, 63 才 お よび 75 FD 
AT, 3 年 な いし 15 年 前 より 発症 を 見 , 貢 来 手術 その 他 の 治療 で 難治 で あっ た も の が , 近接 
7 PREECIAR L, 3-5 年 間 の 経過 を 見 て いる 。 治療 後 数 年 後に 他 部 に 新生 を 見 た も の も あ 
る が , 再 治療 で 同様 に 全治 し た 。 色 素性 乾 度 症 の 3 例 は 19 FEF, 30 才 男 子 お よび OF 
の 女子 で , 7-9 才 の 頃 よ り 色 素 斑 を 発生 し , いずれ も 一 部 に 癌 変性 を 認め た 。 MBL OM 
や 角 皮 増殖 の ある 部 に 針 ま た は ラド ン シ ー ド に よる 組織 内 照射 を 行い , 一 例 に お いて は 植 皮 手 
術 を 併用 し て 全治 し, 3-15 年 間 良 経過 を 得 て い る 。 そ の 間 再 三 硬 結 の 発生 を 見 て いる が , そ 
の 都度 治療 を 行い , 経過 か よい 。 以上 の 外 に 友 膚 の 異常 増殖 を 主訴 と し て 来院 し た 5 例 が あり , 
その 治療 経過 こつ いて も ゃ も 述べ る 。 放 射線 照射 が 原因 と な っ て 冶 腫 また は 肉腫 の 発生 を 見 た 症例 
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を 200 PID See 40 例 経験 し た が , その 発癌 まで の 期間 は 5-30 年 で , 平均 18 年 で あ 
っ た 。 放 射線 治 療 そ の 他 の 過量 照射 が 原因 と な っ て , 表 友 増殖 な どの 前 癌 状態 と 思わ れる 病変 
を 来 し た 症例 15 例 を 経験 し た 中 に は 職業 性 の 慢性 障害 も あり , 20-30 年 後 の も の も ある 

, 放射 線 治療 後 の も の は 3-10 年 で , 平均 6.7 年 で あっ て , 発癌 まで の 間 に は 相当 の 補 異 
が ある 。 そ れ ら の も の の 多く は 角 化 異常 増殖 , 表 度 増殖 な どの 表 度 性 の 変化 で ある が , FIIR 
下 の 細胞 の 異常 増殖 も 認め られ た 。 これ ら の も の に 対し て 近接 7 線 療法 を 主として 行い , R 
結果 を 得 て い る が , 中 に は 潰瘍 の 発生 を 見 た 症例 も あり , それ を 根気 よく 保存 療法 を 行っ て 治 
癒し た も の も ある が , GMB L, 植 度 手 術 を 併用 し て 良 結果 を 得 た も の も ある 。 

皮膚 の 前 癌 状態 は 発見 され や すい 状態 に あり , 早期 に 診断 し て 治療 すれ ば , 治療 経過 は 良好 
で ある 。 種々 の も の が 挙げ られ る が , いずれ も る 癌 変性 の 危険 が か ある の で , 早期 治療 が 望ま しい 。 

(厚生 省 研 究 費 に よる ) 





273. EMEBOFT NT BER 413 例 治療 の 経験 
小野 田 孝 治 , 奥原 政雄 , 紺 谷 信 一 (国立 金沢 病院 韻 モ ンタ ー) 
Telecobalt Therapy of Malignant Tumors (Experience of 413 Cases) 
KOJI ONODA, MASAO OKUHARA, SHINICHI KONYA 


国立 金沢 病院 に お いて 昭和 31 年 1 月 より 2 年間 に 413 例 の 悪性 腫瘍 患者 に , 200 Curie の 
線 源 を も っ て テレ ュ バ ルト 療法 を 行っ た 。245 例 は 根治 手術 後に , 残り は Ra A, Au 
所 注射 療法 , 化学 療法 , 1] 内 服 療 法 を 併用 し た も の が 多い 。%Co 遠隔 照射 に 当っ て は , FE 
#-D=2,750T°' (Andrews 1956)- を 目標 と し , 1 日 200~400r の 照射 を 継続 し た 。 照 射 部 
fit, 癌 の 進度 に よっ て テレ ュ バ ルト 療法 継続 の 難易 が 著しく 異 る こと を 知っ た 。 

1. SS (口腔 , OR, OR, SAM) の 照射 : この 部 で は 癌 の 早期 発見 が 容易 で , 癌 の 発育 浸潤 
の 範囲 を 明確 に し や すく , 遠隔 転移 が 少 い 。 病巣 が 皮膚 面 よ り 浅く , 深部 量 率 が 高い 。 放 射線 
感受 性 の 高い 癌 が 多い 。 粘膜 の 炎症 を 起す 以外 に 副作用 は 少 い 。 な どの 点 よ り 充分 な 照射 が で 
きた 。 2. 胸部 ( 肺 , 食道 , 縦 隔 洞 , 乳房 ) の 照射 : 上 腹部 に 次 いで 宿 酔 , 白血球 の 減少 が 起 
りや すく , 肺 野 に 4,000r 前 後 の 照 射 を 行う と 肺 線維 症 を 起す の で 広範 囲 に 大 量 を 照射 する こ 
と は 困難 で ある 。 しかし, 20kv 程度 の レ 線 深部 治療 に 比 し , ほぼ 必要 な 線量 を 病巣 に 与え 
られ る よう に な っ た も の も 少く な い 。3. 上 腹部 (A, 肝 , OK 5, 腹膜 ) の 照射 : HORA 
が お くれ , 手術 不能 と な っ た も の が 多く, 長期 間 全 身 状 態 を 保持 する こと が 困難 で ある 。 癌 巣 
DRM LOR<, 癌 の 浸潤 発育 の 限界 を 明確 に こし 難い 。 放 射線 宿 酔 , 白血球 滅 少な どの 副 作 
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第 1 表 





















































照 射 量 | D=2. 750 023 | 
| 計 
ee Pee HE lores 6 | 
部 kr | ぅ 2D 以 下 | ~D~D | D 
x 2 24 | 16 29 
Bi 部 (35%) | (22%) | (430) | 69 
= 46 | 12 5 | 
Ba 部 。 | (73%) | (tee) | @29 | 63 
a, ie | 88 | 3 | | 91 
- =  ® | (97%) | (3%) | (03 %) 
== a = | 54 60 | 68 
F 腹 部 | (ose) | (389 3 ae 2 
: に 4 | 2 
”* DM | (5095 | 25%) | (25%) | 8 
E | 216 104 
et m Te (ase) er 413 
第 2 表 
a Rat ro D=2. 750 T?23 | 
- | 計 
| 1 
2 | pur | +D~pD D | 
zZ | 6:06 | 18:08 | 84:48 | 53 : 168 
kK Ht | (7%) | (38%) | (719%) | (3256) 
手 術 | 67 : 130 | 40 : 59 40 : 56 | 147 : 245 
y | (52%) | (68%) | (71%) (6026) 
aM | 73 : 216 | 53 : 93 | 74: 104 | 200 : 413 
ai | (34%) | (57%) (71%) (48. 4%) 





用 が 強い 。 な どの 理由 か ら 目 標 量 を 照射 し 得 た も の は 全く な い 。 4. 下腹 部 (FE, BB 2 
AL, 前 立 腺 ) の 照射 : 四肢 の 照射 と と も に , 前 記 の いずれ の 部 位 に お ける より も 副作用 が 少く , 
連日 大 量 照射 が 容易 で ある (第 1 表 ) 。 放 射線 療法 を 主 療法 と し た も の で は , 照射 量 の 多い も の 
ほ と 優れ た 一 次 治癒 率 (一 年 後 健 存 ) を 示 し た (第 2 表 ) 。 癌 の 種類 別 で は , 概して 照射 の 容易 
な 部 位 の 韻 ほ ど 良 い 成 績 が 得 ら れ た 。 Alek (5:6), RMR (2:3), RE (4:9), 子宮 
#4 (19:49) は 比較 的 高い 一 次 治癒 率 を 示し, 胃癌 (0:10), 肺癌 (0:12), 肝癌 (0:8), 

側 頸 部 悪性 腫瘍 (0:5), Be (0:4), FR (0 :4)。 に は 全く 効果 が な か っ た 。 殺 癌 量 の 照 
射 を 完遂 で きた も の は , 根治 手術 後 さ ら に 充分 な 照射 を 行っ た も の と その 一 次 治療 率 に 

みな か っ た こと は 注目 に 値する 。 ま た , 口腔 癌 , "RS, 皮膚 韻 , 舌 癌 , PRB, 咽頭 癌 で 
は , 放射 線 療法 を 主 療法 と し た も の の 方 が 手術 を 行っ た も の より も 優れ た 一 次 治療 率 を 示 し た 。 
手術 の 後 療法 と し て 行う テレ ュ バ ルト 療法 は , 病巣 量 に し て 約 2,000r 以上 の 照射 で は 線量 の 
多 宴 に は か か わら ず , その 一 次 治療 率 に 著 明 な 差異 を みせ な か っ た 。 (厚生省 研究 費 に よる ) 
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XIV. EB mW 5 # Metastasis of Gastric Carcinoma 


274. FURR AF BUDO ARF 
間島 進 , 高 橋 富 CULAR MRP) 


Histological Studies of the Oral Margins of the Resected 
Cancer Stomach 


SUSUMU MAJIMA, MITSURU TAKAHASHI 


胃癌 に 対し 通常 の 広範 囲 胃 切除 で は 切除 胃 口 側 断 端 に 癌 細胞 が 残り ,。 これ が 再発 の 原因 と な 
る こと を 重視 し , 積極 的 に 胃 全 名 を すべ し と の 主張 が ある 。 そこ で 教室 に お ける 通常 胃 切 除 
833 例 に つい て 口 側 断 端 を 精査 し た が , その 結果 は 次 の 如く で ある 。 

1) 833 例 の うち 癌 が 切除 断 端 に 見 られ た も の 80 Pl, 9.6%, 断 端 よ り 1cm 以内 に 見 ら 
れ た も の は 107 fl, 12.8%, 1-2cm の 部 に 見 られ た も の 163 fl, 19.5%, 2-3cm の 部 
146 fl, 17.5%, 3 一 4 cm まで 132 fl, 15.8%, 4cm 以上 205 fl, 24.8% で あっ た 。 す な 
わ ち 功 除 断 端 よ り lem 以内 に 癌 巣 が 見 られ た も の を 切除 断 端 部 癌 残存 と すれ ば , これ に 該当 
する も の は 187 例 , 22.52 で あっ た 。 2) 187 例 の 腫瘍 存在 部 位 を 見 る と , 幽門 癌 は 109 Pi 
で , CHIMPS 551 例 の 20%, er 53 GIT, Chir BRS 143 例 の 3922 に 


当り , AM. 11 PIC, CHIRK 22 例 の 1422, 前 後 壁 癌 は 14 HIT, これ は 前 後 壁 
HED 2222 で あっ た 。 す な わ ち 切除 断 端 癌 残存 例 は 小寺 中 部 癌 に 最も 多く , その 39% CAD 
れ た 。 ま た 切除 断 端 癌 残存 187 例 を Borrmann の 肉眼 的 癌 型 か ら 見 る と , | Miz5 PIT, I 
れ は | #250 例 の 10% に 当り , J His 89 AT, chit] 型 472 Bio 19%, I 型 は 76 
AC, これ は 年 型 251 AD 30%, Nur 17 例 で 。 これ は 型 60 例 の 28% で あっ た 。 す 
な わ ち Borrmann I 人 V 型 に は 切除 断 端 に 癌 細胞 残存 率 が 大 で あっ た 。 3) 17 WORMED 
部 に お ける 閣 細 胞 の 胃 壁 深 達 度 を 見 る と , 癌 細胞 が 粘膜 に と ど ま っ て いる Sm 型 は な く , Hi 
層 ま で 浸潤 し た M 型 32 A, 毅 膜 まで 波及 し た S 型 155 BIT, 大 部 分 S 型 で も っ た 。 す な わ 
ち 187 例 中 155 例 は すでに Haupttumor 部 に お いて は 種々 な 程度 の 苦 膜 外 へ の 癌 浸潤 す な 
わ ち 閣 腫 性 腹膜 炎 所 見 を 伴い , その 程度 は 75 例 で は 韻 腫 に 直接 し て いる 網膜 部 に 癌 浸潤 は 限 
局 する も , 80 例 で は 癌 細胞 は 網膜 を 広範 に 侵し , さら に 胃 周 囲 諸 臓器 の 腹膜 へ の 浸潤 も 見 ら 
れ た 。 4) 事実 この 187 例 に つい て 癌 細胞 の 残存 層 を 見 る と , a) 癌 巣 が 粘膜 お よび 筋 層 に あ 
っ た も の は 56 AG, これ は 833 HD 6.2%, b) 粘膜 , 筋 悦 お よび 胃 龍 膜 ある い は 網膜 に あ 
っ た も の 46 fi, 5.5%, c) 毅 膜 お よび 背 膜 下層 ある い は 網膜 の み に あ っ た も の 85 fA, 10.2 
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% で あっ た 。 す な わ ち 前 述 の 定義 に よる 切除 断 端 癌 残存 例 187 例 の うち 閣 細 胞 が 粘膜 , 筋 層 
に は な く , 棚 膜 ある い は 網膜 の み に 認め られ た C 群 85 Pi (45%) は 癒 腫 性 腹膜 炎 の 一 部 分 的 
現象 と 考え られ る 。 な お 粘膜 , 筋 層 に 癌 残存 を 見 た a,b 群 102 例 中 46 例 で は 角 膜 お よび 綱 
膜 に も 間組 胞 が 認め られ た こと が 注目 され た 。 し た が っ て 断 端 部 癌 細胞 残存 例 187 例 の うち 
131 例 (7022) に は 断 端 まで 閣 腫 性 腹膜 炎 が 波及 し て いる と いう こと に な る 。 

以上 , 切除 胃 断 端 癌 残存 例 は 833 例 中 187 Bl, 22.522 と いう? 高 率 で , 警戒 を 要する が , I 
れ の うち 131 例 。7022 は 断 端 部 に も 瘍 腫 性 腹膜 炎 の 所 見 が 見 られ , 特に 80 例 に て は 腹膜 播 
種 は さら に 広範 に 及 ん で いた 。 また 切除 断 端 癌 残存 187 例 に は 汐 巴 腺 転移 の 著 明 な も の か 多 
い 。 わ れ わ れ の 検索 か ら は 切除 断 端 に 癌 巣 の 残存 する よ 5 な 例 は 積極 的 胃 全 名 に より 胃 壁 の 閣 
巣 は 完全 に 除去 され る で あろ う が , この よう な 例 に は 骨 壁 外 に 韻 転 移 ま た は 広範 な 腹膜 播種 が 
見 られ る か ら 積 極 的 全 釣 出 の 効果 も 期待 され な い 場 合 が 少く な いと 考え られ る 。 
Bt 議 
池尻 泰 二 : 只今 拝聴 し た 癒 性 腹膜 炎 の 問題 は 私 共 も 非常 に 関心 を 持っ て いる と ころ で , 胃 全 摘出 を 行っ て 

台 を 期待 し 得 な い 場合 が ある と い or と も の 御 説 で も る 。 し か し な が ら 外 科 的 に 除去 


る 必ず し も る 根 : 
Din レ 


oN a を 
し 得る 再発 因子 は 可 及 的 完全 に これ を 取 除 く う 方 針 は 妥当 と 存 ず る し , 昨今 胃 全 摘出 は 手術 死亡 率 の 
pe $ 術 後代 謝 の 点 で も 著しく 改善 され て いる と ころ で も あり , 残 胃 再 発 防止 , FER, BROTHER 
ax Mo 全 摘 出 は , Seals の 下 に 進ん で これ を 行っ て いる 。 な お 友田 外科 に お ける 胃 全 摘出 の 
4 4 35~40% で ある に 対し , GALYVTHILASMBONCS cK tL EHNZEH YAM DEN 
は Fee に すぎ な いこ と を 申し 添え る 





275. 骨 問 の 十二指腸 へ の 浸潤 性 発育 に つい て 
‘ARAB, 市 場 邦 通 , PRES 
On the Duodenal Spread of Gastric Cancer 


HISAMASA SATO, KUNIMICHI ICHIBA, YOSHIRO TAKEDA 
(Department of Pathology, Nara Medical College) 


The duodenal spread of gastric cancer was examined in 22 autopsy cases of 
gastric cancer without gastrectomy. The microscopic specimens of the duodenum 
were taken crosswise to the long axis of the duodenum from 1cm to 3cm distal 
from pyloric ring. 

This series of 22 cases of gastric cancer included 12 of cancer of the pylorus, 
5 of the body, 3 of the cardia and 2 of diffuse cancer of the stomach. Macroscopi- 
cally, the cancerous invasion beyond the pyloric ring was demonstrated in only 
3 cases of the pyloric cancer and 1 of diffuse cancer. Six cases showed only 
microscopic invasion of tumor cells into the duodenum. Two of these were cancer 
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of the pylorus, 2 were of the cardia and 2 were of the body of the stomach. 
Macroscopic types of gastric cancer, which had invaded into the duodenum, were 
ulcerative or diffuse infiltrative ones. Histological types of the gastric cancer had 
no relation to the frequency of the invasion into the duodenum. In the pyloric 
cancer, the extension of the cancer cells into the duodenum revealed to have been 
caused by continuous infiltration or by lymphatic permeation or by both. However, 
in the cancer of the cardia and the body of the stomach, the extension of the 
cancer cells had chiefly been caused by lymphatic permeation. 

The above results suggest that the extension of the cancer cells througn the 
lymphatics may play an important role in the duodenal spread of the gastric 


cancer. 
附 議 

武藤 教授 : 只今 の 演題 興味 深く 拝聴 し た 。 只今 の 問題 は 前 の 演題 と も 関係 か ある の で , BALES. AH 
の 予 化 に つい て の われ われ の 見 解 は 外科 の 学会 で は 発表 し た が , この 学会 で は 未だ 発表 し た こと は な い の 


ー 寸 申し 述べ る 。 胃癌 の 末期 に 韻 腫 性 腹膜 炎 の 併発 を 見 る こと は どなた も 知っ て お られ る こと と 思う が , 
これ は 末期 に 突然 現われ る で STE» FERRARO IM ko し た も の と 考え る 。 し た が っ て 手術 時 
に ゃ 限局 性 腹膜 炎 肥 膜 播種 は 少く な い の で , これ を 注意 する と いう の が 私 共 の 主張 で あり ます 。 += ie 
断面 へ の 韻 浸 潤 に つい て も, 教室 で も 検査 し て いる が , 粘膜 か ら は 少な い , HRPMRMASTHO“EWS 
の が 私 共 の 感じ で あり ます 。 


276. 胃癌 病巣 の 組織 学 的 所 見 と 光 巴 節 転移 に つい て 
FGM. AREA, RM, TR, BEER BB. BR 信 
(新潟 大 学 医学 部 外科 教室 ) 


Relationship Between Lymphnodemetastasis and Histological 
Findings of Gastric Cancer 


TETSURO SAKAI, YUKIO OMORI, TERUKAZU MUTO, SHOICHI ISHIZAKI, 
MASAO FUJIMAKI, HIROSHI SAITO, TAKESHI SEKIYA 


昭和 8 年 より 昭和 33 年 9 月 まで われ われ の 外科 で 実施 し た 手術 胃癌 患者 総数 は 1643 Pl 
で あり その うち 全 釣 出 や 亜 全 釣 出 に より 病巣 除去 手術 を 施行 し 得 た も の は 907 例 で 55.222 の 
切除 率 に 当る 。 治 療 内 容 に つい て は 昭和 20 年 以前 で 切除 総数 247 例 (切除 率 , 48.722), 内 
全 別 は 1 例 (0.422), 20 年 以降 で 1154 例 (切除 率 5822), AHS 227 例 (33.822) と い 
5 時 代 的 変遷 を 示し て いる 。 か か る 切除 率 の 向上 は 早期 手術 例 の 増加 より むし ろ 胃 全 釣 出 と 
ン パ 節 転移 巣 お よび 周囲 有職 器 の 広汎 合併 切除 と に よっ て よう ぅ や く 補 われ て いる と いわ ざる を 得 
な い 。 し た が っ て 胃癌 病巣 の 局所 所 見 と リン パ 節 転移 像 と の 関係 は 胃癌 根治 手術 に 直接 関連 し 
た 問題 の 焦点 と も いえ る 。 
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検討 の 対象 は 合併 切除 を し た 胃 全 別 出 の 新鮮 標本 59 個 で あっ て 閣 腫 韻 の 局 在 と , その 組織 
R, C.P.L. 分 類 お よび リン ぷ 節 転移 と の 関連 性 を 見 た 。 瘍 転移 の 有無 を 検索 し た リン パ 節 は 
総数 2331 個 で あり , 他方 これ ら の リン パ 節 群 を , 第 一 次 リン パ 節 (A, ABM. 胃 上 腺 , 
EPP. 胃 下 腺 ), 第 二 次 リ ン パ 節 ( 肝 動 脈 腺 , 左 胃 動 脈 腺 , BAER, 腫 門 部 腺 ), B= 
次 リン パ 節 (腹腔 動脈 腺 ) の 如く それ ぞ れ 体系 づけ , 胃癌 主 病巣 に 対す る リン パ 節 転移 像 を 諸 
種 の 角度 より 検討 し た 。 ま ず CPL. 分 類 に 関し て は , この 分 類 と 汐 巴 節 転移 の 度合 と を 関連 
づけ る こと 自体 に 批判 は あろ う が , 一 般 に し 型 に 転移 度 最も 濃厚 で あり , C 型 を 除き P 型 , 
型 は と も に 一 次 リ ン パ 節 群 す べ て に 転移 を 起す 傾向 を 認め る 。 主 病巣 局 在 と の 関連 性 で は 小角 
側 の も の は 左 胃 動 脈 腺 , 腹腔 動脈 腺 と を 一 塊 と し た 腹腔 動脈 根幹 部 へ の 転移 が 最も 高 率 で ある 。 
また 上 部 癌 , 下部 癌 , 胃 全 部 癌 と に 三 大 別して も いずれ も 左 胃 動脈 腺 を 経る 腹腔 動脈 根幹 部 流 
域 リ ン パ 系 の 転移 が は な は だ 多い 。 以 上 閣 病 巣 局 在 の 如何 を 問わ ず こ の 流域 リン パ 系 へ の 閣 腫 
転移 率 は 最も 高く 69% に も 達し , 幽門 下 腺 , 傍 噴 門 腺 が これ に 次 いで いる 。 

し た が か っ て 根治 的 胃癌 手術 に 除 し て は , SHIM 7 LHS FROYRTC, 大 網 切除 と 
横行 結腸 間 膜 の 上 面 腹膜 を 剥離 し て 幽門 下 , 隊 頭 部 に 達し , さら に 騰 体 部 切除 と 別 腫 と を 合併 
し て 左 胃 動脈 , 有 動 脈 の 腹腔 動脈 分 岐 部 の リン パ 系 の 記 清 が 最も 重要 と 考え られ る 。 


中 山 恒明 : (Mil 2742278 に 対し ) 現在 の 日 本 で は 各 教 室 に よっ て 汐 巴 腺 の 転移 の 状態 お よび 臓器 浸潤 の 
状態 また 癌 の 局所 の 状態 を 表現 する 記号 が まち まち で あり ます の で , 各 専 門 家 に 御 集 り 頼 っ て これ を 統一 
する こと を 御 願 い 致 し ます 。 特に 遠隔 成績 は その 対照 と する 症例 に よっ て 結果 が 違い ます 。 し た が っ て そ 
れ ら の 症例 の 病状 を 表現 する 統一 され た 記号 が ぜひ 必要 で ある と 存じ ます 。 





277. 胃 煽 の リン バ 節 転移 に 関す る 統計 学 的 研究 
EHRE (岡山 大 学 医学 部 陣内 外科 ) 


A Statistical Study on the Metastasis of the Lymphnodes 
of Stomach Cancer 


TERUHIKO SUGAMURA 


当 教 室 に お いて 最近 胃癌 の 根治 手術 を 行っ た 連続 症例 135 例 に お いて , 手術 時 徹底 的 リン パ 
節 訪 清 に よっ て えら れ た リン パ 節 2749 個 に つい て 詳細 な 組織 学 的 検索 を 行っ た 。 すなわち 
手術 時 摘出 し た リン パ 節 を 厳重 に 部 位 別 に 分 類 し , た だ ち に 10% フォ ル マ リ ン , また は 無水 
硫酸 銅 加 純 アル ュー ル で 固定 し ,。 パラ フィ ン に 包 埋 の 上 , ご く 小 さ な 転 移 を も 見 逃さ な いた め 





に 厚 さ Su の 10-100z 毎 の 段階 的 連続 切 諸 を 作製 し 。 へ マト キシ リン , エ オ ジン 重 染 色 を 
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行っ た 。 一 方 切除 骨 は 大 緒 に て 開き , その 発育 先端 部 と 目 さ れる 数 カ所 か ら 組 織 片 を 切除 し , 
リン パ 節 に お ける と 同様 の 方 法 で 組織 標本 を つく っ た 。 こ れ ら の 材料 に 基づき 次 の 諸 結果 を 得 
Tea 

1) 15 例 の 胃癌 の うち 転移 を 証明 し た 症例 は 107 例 , 転移 率 は 73.922 で , 摘出 検 鏡 し 
た リン パ ぷ 節 2749 個 の 中 , 転移 を 証明 し た も の は 833 個 (30.32%) で あっ た 。 2) 各 リ ン パ 
節 に お ける 転移 の 頻度 を みる と , 小 緒 リン パ 節 が 最高 で 44.222 を 占め , 最低 は 左 噴 門 リン ペ 
節 の 4.2% で あっ た , な お 上 腸 間 膜 動脈 根部 リン パ 節 の 転移 は 腫 門 リ ン パ 節 に 比肩 する 率 を 
示し 前 者 は 16 例 (11.9%) で 後者 は 15 例 (11.1%) で あっ た 。3) 癌 占拠 部 位 と リン ポ 節 
転移 の 関係 を みる と , 幽門 部 に 発生 し た 癌 は 転移 し や すく , 小寺 側 と 大 考 側 を 比較 すれ ば 小結 
側 に 原発 し た 癌 の 方 に 転移 が 多く , か つ そ の 拡がり 方 も 潮間 性 の も の が 多い 。4) Borrmann 
の 分 類 と リン パ 節 転移 と の 関係 で は 浸 潤 型 に 属す る 時, IW 型 が 限局 型 の T, H 型 に 比 し リン パ 
節 の 転移 率 が 高い 。 ま た I 型 と 昌 型 と を 比較 する と 冒 型 の 方 が は る か に 転移 率 が 高く , Tr: 
近 位 転移 を 主 と す る の に 対し 目 型 で は 瀬 慕 性 転 和 狗 を ホ す も の が 多い 。5) 組織 学 的 分 類 と リン 
パ 節 転移 と の 関係 を みる と 転移 率 は 腺 癌 83.722, RM 66.622 (単純 癌 並び に 人 硬 性 癌 ), 混合 
3 70.0% で 腺 瘍 が 最も 高 率 を 示す が , その ほとん ど が 近 仁 転 移 に 留まり , 光雅 性 転移 を 示す 
も の は 充実 部 の も の に 多い 。 6) 原発 癌 の 大 き さ を 肉眼 的 鈴 察 に より 縦 径 X 横 径 cm’ で あら 
わし , これ を 5*cm, 7.5cmz。 10cm? を 境 と し て 四 段 階 に 分 類 し 原発 癌 の 拡がり の 程度 と リン 
パ 節 転移 の 関係 を みる と 原発 癌 の 大 きい も の ほど 転移 率 の 高い 傾向 が 認め られ た 。 7) 52 fil 
の 胃癌 に つい て C.P.L. 分 類 を 行い 。 これ と リン ぷ 節 転移 の 関係 を みる と , リン パ 節 内 慕 延 像 
を 呈す る も の が リン ぷ 節 転移 も 高度 に み られ る こと は も ちろ ん で ある が , C. P. の みか ら み て 
も や は り 進 行 型 高 度 と な る に し た が っ て リン ぷ 節 転移 も 高度 で ある 。 


大 森 幸 夫 : ASO 135 例 の 胃 瘍 症例 中 , 光 巴 節 転移 の Negativ の 症例 が か な り の 22 に あり ます が , か か 
る 症例 に 対し て 韻 主 病巣 の 肉眼 的 性 格 , 部 位 , 組織 所 見 等 に つき いか に 検討 た され て いる みか, 御 意 見 を 伺 
いた い 。 





278. 胃癌 の 転移 分 布 に つい て 
三宅 仁 , 斎藤 守 , 荒木 恒夫 , 前 原義 二 (東京 大 学 医学 部 病理 学 教室 ) 
On the Distribution of Metastases in Gastric Carcinomas 


MASASHI MIYAKE, MAMORU SAITO, TSUNEO ARAKI, 
YOSHIJI MAEHARA 


材料 並び に 研究 方 法 。 胃癌 剖検 例 170 例 (内 手術 例 37 例 ) に つい て , リン パ 節 並び に 臓器 
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放 移 の 分 布 を 検索 し た 。 リン パ 節 に お いて は , 1) 局所 リン パ 節 に お いて も 転移 を 認め な い 
も の (Ly), 2) 局所 リン パ 節 の み に 転 移 を 認め る も の (L) 3) 局所 リン パ 節 並び に Ln 
coeliaci, Ln. mesent., Ln. aort, Ln. lumb. 等 に まで 転移 を 認め る も の (L), 4) MM) 
Yossi, すなわち Ln. cerv. (特に Virchow の リン パ 節 )。 Ln. ilici, Ln. inguinal., Ln. 
axillar. 等 に も 転移 を 認め る も の (L。) に 分 ち , リン ぷ 節 以外 の 臓器 転移 と し て は , a) 全然 臓 
器 転移 を 認め な いも の (Hy), b) 肝 の み に 転 移 を 認め る も の (H,), co) 肝 並 びに 肺 転移 を 認め 
oO (H,), d) さら に 遠隔 臓器 , すなわち 骨 簡 , A, 副腎 , 皮膚 , 脳 等 に 転移 を 認め る も の 
(H。) を 分 ち , これ を 表示 する た め , 縦 軸 こ リンパ 節 転移 (Ly, L」, Lo, L), 横 軸 に 臓器 転移 
(H。, H, H,H;) を と り , 各 例 を その 相当 する 区 禄 に 記入 し て , その 転移 分 布 を 表示 し た 。 
一 方 , 胃 韻 の 組織 学 的 分 類 と し て は , 主として 閣 細 胞 の 配列 性 , 腺 管 形成 に 重き を 置き , D 
癌 細胞 が ほとん ど 互 に 配列 性 を 示さ な いも の , いわ ゆる Carcinoma simplex (scirrhosum 
et medullare), ]]) Adenocarcinoma micro- et mesotubulare, JJ) Adenocarcinoma 
macro- et papillotubulare に 分 類 し , 細胞 の 示す 性 状 は それ に 附 記 ナ る こと と し た 。 

結果 1) 組織 学 的 に 単純 癌 型 (1 ) を 示す も の は , リン パ 節 転移 を 形成 する こと が 多い 。 す 
な わ ち Hy (臓器 転移 の 無い も の) に お いて , MIC エ 上 。 っ 上 L。 に 大 部 分 分 布 す る 。 し か し L3 
いた る と , BCMA (HH) へ の 分 布 が 増加 する 。2) PR, 目 ) を 示す も の は , 分 
Mints LAMAR BORA LE, それ に 伴っ た リン ぷ ポ 節 転移 の 方 向 を 示す た め , 座標 に お いて 対 


角 線 方 向 の 分 布 を し , 特に 目 型 で は , その 傾向 が 強く , 』 型 で は Ca. simplex (| 型 ) と の 
間 に 分 布 す る 傾向 が ある 。 3) 令 分 布 を 調べ る と 40 才 以 下 の 比 較 的 若年 者 群 は 主として 
広範 な リン パ 節 転移 を ホ し た も の に 多く , 〔L。 一 上 H。〕 区 罰 す な わ ち 極め て 広範 な リン パ 節 並び 
に 臓器 転移 分 市 を ホホ し た も の は 17 例 中 10 例 が 40 才 以 下 で , その 中 7 例 は 30 才 以 下 で あ 
た 。 4) 臨床 的 に 胃癌 診断 困難 例 は , CL;—H,) の 如き 極 型 に 多く , 細 綱 肉腫 , RMR. 骨 
iii, Hodgkin 氏 病 等 が 疑わ れ , CL,-,—H2-3) に お いて は 肝癌 を , また 〔L。-, 一 耳 。〕 で は 腹 
と し て 注目 され た 例 か 多い 。5) 腹膜 炎 型 癌 に お いて は すべ て の 座標 区 玉 に 不 規則 に 分 


#722, 特に CL,—H)) に 多く (66%), scirrhos な 冶 , 特に mucocellulär な 韻 に 多く , 
この 型 は 〔L。 一 H。] に お いて は 少 い 。 mucocellular の 癌 に お いて は , 転移 傾向 と し て 直接 の 
周辺 へ の 増殖 が 著しく , この 点 は 分 泌 の 局所 刺 載 に ょ る 間 質 の 増殖 が 強い た め と 考え ん た い 。6) 
表 に お ける 主 腫 瘍 の 性 状 と し て は , 上 記 組 織 学 的 分 類 の 分 化 型 は Borrmann D780 | 型 な 
VU] 型 に 相当 し , 局所 の 腫 場 が 大 きく て も 転移 人 向 は 少く , これ に 反 し 主 腫 瘍 の 大 き さ の 小 
さい も の で も 単純 癌 型 を ボ す も の は , 広範 な 転移 を 示す 例 が 少く な いこ と は 注目 に 値する 。 
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279. 胃 閣 に お ける 所 属 光 選 腺 転移 に つい て 
間 島 進 (東北 大 学 医学 部 武藤 外科 教室 ) 
On the Metastasis of Gastric Carcinoma in the Regional Lymph Nodes 
SUSUMU MAJIMA 


胃癌 通常 広範 囲 胃 切除 69 A, 胃 全 別 7 例 , 噴 門 切除 4 例 計 80 例 に つい て 手術 時 で きる だ 
THERA AR BIL. 1) AARC TICS S/R, 2) 幽門 部 小寺 側 に ある 
幽門 上 部 腺 , 3) 右 胃 網 膜 動脈 起 始 部 に ある 幽門 下 腺 , 4) 右 胃 網膜 動脈 に 沿っ て 存在 する 大 
ik, 5) 肝 動 脈 に 沿っ て ある 肝 動 脈 腺 , 6) 左 胃 動脈 幹部 の 汐 巴 腺 の 6 部 , な お 全 多 お よび 
噴 門 切除 11 例 に つい て は , 7) ABBR, 8) HEPIRROS MICA T, BERN 
1287 個 に つい て 組織 学 的 検索 を 行っ た 。 

手術 時 肉眼 的 に は , 80 例 は 1) 腫 服 汐 巴 腺 は いずれ も る 軟 で , 転移 の 有無 か 判定 され な か 
っ た も ゃ の 20 例 , 2) 少く と も 韻 腫 の 近く に , WR RBA 2~4 個 認 め ら れ た もの 35 Pi, 
3) 一 見 転移 と 判定 され る 性 状 を 示す 小指 頭 大 以上 の 比較 的 大 きい 汐 巴 腺 が , 散在 性 に ある い 
は 密集 し て 6-7 個 に 見 られ た も の 25 Mic ork. PRAMS 1287 個 こ つい て は , 
肉眼 的 に 転移 と 判定 され た も の は 253 MT, これ ら は 鏡 検 上 転移 が 容易 に 確証 され た 。 AMR 
的 に 柔軟 な 腫 且 で , 転移 が ある か どう か わか ら な か っ た も の は 1034 個 で あっ た 。 こ の 中 鏡 検 
上 転移 の 見 出さ れ た も の 348 個 , 転移 の 見 出さ れ な か っ た も の 986 個 で あっ た 。 肝 動脈 か ら 
胃 十 二 指 腸 動脈 の 分 岐 部 の 肝 動 脈 腺 と 左 胃 動 脈 妥 に は 手術 時 毎 常光 巴 腺腫 須 を 見 る ょ うぅ に 思う 
か, DNDNORBAMITOW TLEFHMIRICO Th, 全 80 Hic 155 個 の 腫 服 汐 巴 腺 が 
別 出 され た 。 こ の 中 21 Hl, 23 個 は 肉眼 的 に も 鏡 検 上 に も 確実 な 転移 と 判定 され た 。59 fil, 
132 個 の 腫 服 汐 巴 腺 は 肉眼 的 に は 転移 の 有無 が 不明 で あっ た が , 鏡 検 の 結果 23 Gl, 52 個 に 
転移 が 確認 され た 。36 Bl, 80 個 に は 癌 巣 は 見 出さ れ な か っ た 。 左 骨 動脈 腺 に つい て も また 全 
80 Pl, 262 個 の 腫 用 汐 巴 腺 が 検索 され た 。15 Bl, 3 個 に は 肉 眼 的 に , 29 例 , 77 個 に は 鏡 
検 に より 始め て 転移 が 見 出さ れ た 。 36 Bl, 152 個 に は 癌 巣 は 見 られ な か っ た 。 そ の 他 の 部 位 
に つい て の 詳細 な 記述 を 省略 する が , 結局 汐 巴 腺 部 位 別 の 転移 率 は 幽門 下 腺 73%, EHS 71 
%, 上 幽門 部 1522, ASE 59%, 肝 動 脈 部 お よび 左 胃 動 脈 幹部 は それ ぞ れ 55%, AA RET 
部 27%, ARPES 9 9 2 で , 幽門 下部 お よび 小 緒 部 汐 巴 腺 の 転移 率 は 高 率 で あっ た 。 これ は 胃癌 
の 大 部 分 が 幽門 ある い は 小結 (80 例 中 67 例 ) に 存在 し て いた た めで ある 。 

各部 汐 巴 腺 の 転移 率 を 腫瘍 の 位置 別に 見 る と それ ぞ れ 腫瘍 の 位置 する 部 の 胃 壁 に 所 属す る 第 
一 次 汐 巴 腺 に 最も 高 率 に 転移 が 認め られ た 。 た だ 了 幽門 下 腺 は 腫瘍 の 位置 の 如何 を 問わ ず 81~ 
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6022 の 高い 転移 率 を し た こと , お よび 大 緒 韻 で は 肝 動 脈 並 びに 左 胃 動 脈 幹部 の 汐 巴 腺 が 比較 
的 高い 転移 (50%) を 示し た こと が 注目 され た 。 

な お 症例 別に は 腫 有 光 巴 腺 が 5-9 個 10 例 , 内 転移 (+) 7 例 , (一 ) 7 例 , 10-19 個 50 
fil, 内 転移 ( 十 )44 Bl, (一 ) 6 例 , 20 個 以上 20 fl, 内 転移 ( 十 ) 20 例 で あっ た 。 MERE 
は 80 例 中 71 Bl, 89% に 見 られ , 転移 の な い 例 は わずか に 9 A, 11% で あっ た 。 MERE 
移 の 著 明 な も の と し て は 抽 指 頭 大 より 胡桃 大 の 腫瘍 を 形成 し て いた も の は 16 例 を 数 え , 転移 
汐 巴 腺 よ り 周 囲 網膜 へ 韻 浸 潤 を きた し 癌 腫 性 腹膜 炎 に 移行 し て いる 像 が 17 例 に 見 られ た 。 


菅 村 輝彦 リン バ 節 転移 を 組織 学 的 に 判定 する 場合 , 初期 の 転移 で ある と リン バ 節 の 周辺 部 の みみ に 転 移 を 
見 る こと が あり 連続 切 諸 を 作製 し て みな けれ ば 確実 な 判定 を 下 し 得 な た いと 思う が いか が 。 

間島 進 : 腫 用 汐 己 腺 の 組織 学 的 検査 に 当っ て は 連続 切片 を 作っ て 検査 する と いう よう な こと は いた し ま 
せん 。 し か し 1 個 の 光 巴 腺 を 2 て 数 個 の 細 切 片 に わけ て 検査 いた し て いま す 





280. HMOEBRICBIT RANT (第 1 報 ) 
村上 忠重 , 陳 AR. 飯島 昭三 , 平福 一 郎 , 田代 浩二 , 佐川 文明 , 田中 利明 , 
杉村 武久 , 久保 田 健 (昭和 医科 大 学外 科学 教室 , 第 二 病 理学 教室 ) 
Synthetic Study on the Metastasis of Gastric Cancer (Report 1) 


TADASHIGE MURAKAMI, YUJYO CHIN, SHOZO IIJIMA, 
ICHIRO HIRAFUKU, KOJI TASHIRO, FUMIAKI SAGAWA, 
TOSHIAKI TANAKA, TAKEHISA SUGIMURA, 

KEN KUBOTA 


胃癌 の 切除 率 が 高く な る に つれ , 一 応 胃 切 除 術 を うけ た 後 , 再発 し 最後 に 死 の 転 帰 を と る と 
いう ユース が , 胃癌 患者 の 辿る 最も 普遍 的 な 経過 と な っ て きた 。 ね われ われ の 外科 で 胃 切 除 を 受 


け , 死亡 後 病理 解剖 を 行い 得 た » すなわち 上 記 の 最も 普遍 的 な ュー ス を 追求 する も こと の で 
XZ BMD 11 例 に 達し た の で , その 切除 , 並び に 解剖 材料 を 比較 検討 し , 以下 の 如き 教訓 


を 得 た 。 ま た , 胃 切 除 を 行わ な いで 死亡 し た 胃癌 患者 8 例 の 病理 解剖 所 見 を , 上 記 の 例 の 対照 
と し た 。 

胃癌 の 組織 像 は 腺 癌 , BGR, GR, BBO. BRO 5 種 に 分 けた , また 胃癌 の 拡がり 方 
OVA + mS ED (SE), 限局 性 連続 型 , リン パ ぷ 節 型 , 血行 型 。 播種 型 , 並び に それ ら の 
混合 型 に 分 類 し た 。 11 例 の 中 6 例 は , 胃癌 と と も に 所 属 リ ン パ 節 を すべ て 記 清 し た と 思わ れ 
た の で 根治 手術 と し た 。 そ の 中 2 例 に お いて は , 手術 時 の リン パ 節 に は 全く 転移 が な く , 解剖 
時 に も リン パ 節 型 の 転移 が な か っ た 。 ま た 他 の 2 例 で は 所 属 リン パ 節 に 少量 の 癌 組織 が み られ 
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た が , 精査 の 結果 リン パ 節 は いずれ も 被膜 か ら 浸 潤 さ れ た も の で あっ た 。 この 2 例 も また 解剖 
時 リン パ 節 型 転 移 を 示さ な か っ た 。 以上 の 4 例 は いずれ も 人 硬 癌 で し か も 硬 癌 の すべ て で あっ た 。 
4 例 の 中 1 例 は , 4 年 1 ヵ月 間 生 存 し 予後 が 最も 良かっ た が , 残り の 3 例 は いずれ も 光 慕 性 連 
続 性 鏡 型 の 腹膜 転移 を 示し , た め に 腸 の 通過 障害 を 発し て 術 後 短 期間 に 死亡 し た 。 そ の 中 の 1 
例 で は 明らか に リン パ 節 の 廊 清 が , か えっ て 連続 型 転移 を 促進 し た と 考え られ る 。 し た が っ て 
手術 時 胃 周 時 リン パ 節 の 廊 清 が , か えっ て 予後 を 悪く する こと も ある と いわ な けれ ば な ら な い 。 
か か る 場合 は 手術 時 胃 自 身 よ り も , リン ぷ 節 の 氷結 切 刻 が 必要 で ある か も 知れ な い 。 卵巣 の 転 
移 を 示し た 3 例 は , いずれ も 血行 型 転移 の な い 例 に 発生 し , FCOPZAILEF FAB, お よび 
骨盤 腔 に 播種 を 示し た 。 し た が っ て いわ ゆる Krukenberg 氏 腫 瘍 は 播種 に より 発生 する も の 
と 想像 され る 。 主 と し て 血行 型 転 移 形 式 を 示 し た , 4 例 の 中 全 例 に 肝 , 3 例 に 肺 転移 を みた が , 
原発 巣 に お いて , 韻 細 胞 の 血管 内 浸潤 像 を ホ し た も の は 3 例 で , 1 例 に は み られ な か っ た 。 

3 例 に 胃 の 断 端 。 1 例 に 十二指腸 の 断 端 に 癌 細胞 の 残存 が み られ ん た 。 こ の こと は 胃 切 除 の 範 
囲 を 可 及 的 に 拡げ る べき で ある こと を 教え て いる 。 非 手 術 例 で は 全 例 に , リン ポ 節 転移 が み ら 
れ , し か も それ が 大 部 分 は 腺 癌 , お よび 脱 様 癌 で ちあ っ た 。 ま た それ ら の 初発 症状 以後 , 死亡 ま 
で の 経過 は 極め て 短期 間 で あ っ た 。 硬 癌 は し た が っ て , 外科 医 に 切除 し や すい 感じ を 与え , 9 
除 が 成功 し た 場合 に は , 明らか に 延命 の 効果 を 有する と いう こと が で きる 。 11 APRS 
続 型 ( 鎧 型 ) を 示し た 4 例 を 除く , 他 の 7 例 は すべ て 窮 極 に お いて 血行 型 。 リン パ 節 型 。 連続 
型 な どの 混合 型 を 示し た 。 以 上 か ら , 便 癌 は 他 種 の 胃癌 に 比 し , 特殊 な 経過 を 示す と いう こと 
が で きる 。 
岡野 錦 弥 : 骨 癌 の 組織 像 は 原発 巣 に お いて も 転移 巣 に お いて も 極め て 変動 が 多い 特徴 を も っ て いる 。 Hit 
約 5 年 前 より この こと に 注目 し , 近畿 消化 器 病 学会 に お いて , 肉眼 的 に は ポー ルマン 法 , 顕微 鏡 的 に は カ 


ウゥ フィ ン 法 に し た が っ て 分 類 発表 し , さら に 30 年 度 の 韻 学 会 お よび 本 年 10 月 大 阪 大 学 医学 会 雑誌 に 柚 
本 が 100 例 の 胃癌 剤 検 例 に つい て 詳細 に 報告 し て いる の で 御 参 考 に 供し た い 。 





281. 胃 玉 の 胃 切 除 術 后 5 年 以上 生存 例 の 検討 
松尾 成 久 , 木村 滋 , 大 西 盛 光 , 井上 幸 万 , 鈴木 恵 之 助 , 中 山 宗春 , 牧野 耕治 
大 久保 恵司 (千葉 大 学 中 山 外科 ) 
Studies on Over 5 Year Survivals After Gasterectomy of Castrsc Carcinoma 


SHIGEHISA MATSUO, SHIGFRU KIMURA, MORIMITSU ONISHI, 
KOMAN INOUE, KEINOSUKE SUZUKI, MUNEHARU NAKAYAMA, 
KOJI MAKINO, KEIJI OKUBO 


当 教室 に お いて 1946 年 より 1952 年 まで の 胃癌 患者 に 対し て 胃 幽 門 側 切除 を 施行 し た 症例 
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は 372 BIT, その うち 5 年 生存 例 は 74 例 を 数 を , その 追求 症例 に 対す る 遠隔 生存 率 は 23.8 
22 で ある 。 ここ で 問題 と た る の は いわ ゆる 胃 韻 根治 手術 の 根治 度 で あっ て , 教室 に お いて は そ 
の 基準 を 手術 時 間 肉眼 的 光 巴 腺 転移 を 主として , (1) 汐 巴 腺 そ の 他 の 転移 を 認め な いも の 
(D RERTOMORBLESCRALKELO (D RERERBORAD St Bon 
る も の (NM PHVAORDLBROMMARELA E KTM Be RLELOITHAI TU 
る 。 こ れ に よる 根治 度 別 生存 率 は (『 51.6%, (M)46.4%, (7.95 で (WV) に は 5 年 生存 例 
は な い 。 今回 検索 し た 症例 は 5 年 生存 例 74 例 と 対照 と し て 術 後 6 月 以上 5 年 末 満 に 死亡 し た 
WARE], I, PHO 178 例 計 252 例 で ある 。 

1. 肉眼 的 所 見 : 癌 の 占 居 部 位 で は , 体 部 に 発生 し た も の は 繕 門 部 の も の より も 総数 は 少な 
か 予後 は よい 。 癌 の 大 き さ で は 鶏卵 大 お よび 落 卵 大 以上 が 多く , 小さ いも の の 方 が 予後 は 比 
較 的 よい 。 肉眼 的 癌 型 (Borrmann 氏 分 類 ) で は W お よび 時 型 が 多く , また その 予後 は 』 BSL 
OT 型 が よく 目 型 は 非常 に 悪く さら に WW 型 で は 5 年 生存 例 は な い 。 

8 8 


2. 組織 学 的 所 見 : 組織 学 的 に 精査 し 得 た 症例 は , 5 年 生存 例 42 例 , 死亡 例 108 例 計 150 


MERGE Cit, これ が 認め られ な いも の は , 格段 と よい 予後 を 示し て いる 。 癌 の 発育 深度 
で は , FR Pi LORRI CHL CW SROIRELA LARA AD, 筋 層 内 まで に 止 っ て いる 
も の に 比べ て 予後 は 悪い 。 冶 実質 に つい て は 品 側 韻 辺 縁 部 を 中 心 に 検索 し, 滝沢 教授 の 分 類 に 
従っ た か が , その 基準 は (1) 定型 的 な 円 柱 上 皮 冶 (2) 一 部 充実 性 の 円 柱 上 皮 癌 (3) 定型 的 
Tf ER (4) 一 部 充実 性 の 毅 子 皮 癌 (5) 単純 癌 で ある 。 こ れ に よれ ば 単純 癌 が 最も 
多く 。 予 修 で は 定型 的 な 円 柱 上 皮 癌 お よび 般 子 上 度 六 が よく , 一 部 充実 性 の も の で は 何れ も 著 
明 に 悪く な っ て お り , 単純 癌 は 最も 悪い 。 わ ち れ われ は 了 上 腔 形成 の 有無 お よび 程度 を 主眼 と し て , 
分 類 の う ち , 定型 的 な 円 柱 上 皮 癌 お よび 般 子 上 皮 癌 を 合せ て TREE EL, 一 部 充実 
南 子 上 皮 癌 を 合せ て 「 混 在 型 | と し これ に 単純 癌 を 加え た 3 型 に 分 類 し 


みた が , WR, REM, 単純 癌 は 生存 例 お よび 死亡 例 で それ ぞ れ 17 例 , 14 例 , 11 例 お よ 





fl, 43 fl, 59 例 と な り , この 分 類 は 予後 と の 関係 に お いて 先 の 分 類 より 優れ て いる 。 間 
C.P.L. 分 類 で みる と PH, L 以上 は 殆 ん ど が 死亡 例 で , PLL. 高度 例 ほど 予 
後 は 悪く な っ て いる 。 さらに 予後 に 関係 の ある 2, 3 の 因子 問 の 関係 も 検討 し た が , MRAL 
C. P, L 分 類 と の 関係 で は , 充実 性 構造 部 分 が 殖 え る の に 略 平行 し て P, L は 高度 と な っ て 


予 修 は 悪く な り , 腺 癌 で PI], LI まで の も の は 高い 生存 率 を 得 て い る こと を 知り 得 た 。 
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282. 胃 燃 の 病理 学 的 所 見 と 速 隔 成績 
HARZ, #088, 副島 一 彦 (九州 大 学 医学 部 友田 外科 教室 , 病理 学 教室 ) 
The Pathological Findings and the Late Results of Gastric Cancer 
TAIJI IKEJIRI, MASAZUMI MIZOGUCHI, KAZUHIKO SOEJIMA 


首 題 の 事項 に つき わか 教室 で 得 た 所 見 を ここ に 一 括 し て 報告 する 。 ま ず 切 除 残 骨 に お ける 靖 
細胞 遺存 の 観点 か ら 調査 する と 癌 胃 切 除 135 例 中 30 例 (22%) に 切除 胃 口 側 断 端 癌 細胞 浸潤 
を 認め , か か る 例 の 遠隔 成績 は 不良 で 消息 明らか な 22 例 に つき 術 後 2 年 4 月 健 存 者 1 例 が あ 
る ほか 3 年 以上 生存 例 は な か っ た 。 か か る 断 端 浸潤 例 は Borrmann | 型 02, 有 型 で は 9 2 
で ある の に 対し 自 型 で は 30%, IMW 型 で は 6422 と 発現 頻度 が 大 で あっ た 。 ま た 胃 壁 禁 膜 面 の 
肉眼 的 癌 浸潤 高度 例 で は 48 例 中 3522 に 断 端 浸潤 が み られ た 。 CPL 分 類 で は C お よび 軽度 
P, L 型 の 4.9%, P, L 型 高度 例 の 42.9%, 就 中 上 型 高度 例 の 66.722 に 切除 胃 口 側 断 端 浸 
潤 を 認め た 。 こ の よ ょ うに 浸 潤 傾向 大 な る 胃癌 で は 残 胃 癌 細胞 遺存 の 危険 が 大 で ある 。 さ ら に 胃 
壁 内 小寺 噴 門 側 こ の 連続 的 韻 浸 潤 は 浸潤 型 で 6 cm, 限局 型 で 2.4cm まで 肉眼 的 口 側 縁 を 越 
え 得 , これ に 胃 壁 内 非 連続 的 転移 を も 考慮 すれ ば , 肉眼 的 瘍 浸潤 口 側 縁 が 浸潤 型 で 噴 門 下 5 
6cm, 限局 型 で 3cm まで 達する 場合 に は 根治 術 と し て 胃 全 摘出 を 選ぶ べき で ある 。 ま た , A 
全 摘出 直後 の 摘出 標本 11 例 に つき , 肉眼 的 に 汐 巴 節 を 可 及 的 完全 に 摘除 後 検 鏡 精 査 し た と こ 
A, SPC HAR TRE ORR LL TEM, 中 2 例 に は 転移 を 認め た 。 こ の こと は 胃 全 摘 
出 に よる 胃 周 囲 一 次 汐 巴 節 の 一 括 除 去 の 望ま し いこ と を 示し て いる 。 こ こ で 各種 進行 段階 の 胃 
癌 に 対す る 手術 別 遠 隔 成績 を 見 る と , まず 単 開腹 ある い は 胃腸 了 物 合 耐 術 者 34 例 の 生存 期間 は 
平均 6.9 ヵ月 で あり , 胃 切 除 耐 術 者 110 例 の 5 年 生存 率 は 24.5% で ある が 同じ 切除 で も 厳 
密 な 意味 の 早期 胃癌 5 例 の 5 年 生存 率 は 60%, 比較 的 早期 胃癌 40 例 で は 40%, 潰瘍 癌 25 
例 で 12%, 胃 全 摘 適応 範囲 内 と 推定 し 得る 胃癌 84 例 で は 4.8%, 比較 的 晩期 胃癌 20 例 で 
は 3 年 生存 率 で も 10% に 過ぎ な か っ た 。 これ に 対し 胃 全 摘出 術 60 例 の 5 年 生存 率 は 36.6 
% う 友田 式 術 式 22 例 で は 40.9% で あっ た 。 ま た 因みに 最長 径 4 cm 以下 の 胃癌 で は 全 
摘出 4 PID 5 年 生存 率 7522 (同様 例 20 例 の 切除 で 30%) Chok. Ch¥ORMMID BS 
に 比較 的 早期 の 胃癌 に 対し て は 胃 切 除 で も か な り の 成績 が 得 ら れる が , ある 程度 以上 進行 せる 
胃癌 に 対し て は 徹底 的 光 巴 節 記 清 に 意 を 用 いて 胃 全 摘出 を 行う こと に より , より 良好 な 遠隔 成 
病 を 期待 し 得る 。 われ われ は 胃 全 摘 後 早期 死亡 し た 症例 で 癒 腫 比較 的 大 た な る に か か わら ず 剖 検 
精査 に より 転移 を 証明 し 得 な か っ た 2 例 を 経験 し , 僅少 例 で は ある が か か る 場合 , 残 胃癌 細胞 
遺存 の な い 胃 全 摘 の 胃癌 根治 的 意義 は 明らか と 思う 。 重 っ て , 胃 切 除 断 端 ・ 一 次 汐 巴 節 癌 再発 
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を 可 及 的 防止 し 得る 胃 全 摘出 に お いて も な お 奇術 者 143 例 に つき すでに 死亡 せる 81 例 中 , HH 
再発 60.522, 死因 不明 30.9% が あり 閣 再 発 は 相当 高 率 で ある 。 従っ て 今後 の 遠隔 成績 向上 
に 当っ て は 術中 癌 播種 の 予防 と と も に 汐 巴 節 再発 の 防止 を まず 心 懸 ける べき で あろ 5 。 こ れ に 
つき , 最近 わが 教室 で も いわ ゆる Second Look Procedure 3 例 を 経験 し 2 例 に 有望 な 結果 
を 観 て いる が , さら に 症例 を 重ね て 他 日 報告 し た いと 思う 。 

附 議 

中 山 恒明 : 5 年 の 治癒 率 は 胃癌 の 場合 は 外来 に きた 胃癌 患者 総数 に 対す る 率 を だ すこ と が 大 体 同じ 基準 で 
比較 する こと に た なり 正しい 比較 が で きる と 思う 。 

中 山 恒明 : 遠隔 成績 を 見 る 場合 , 4 例 中 3 例 が 5 年 以上 生存 し て いる の で 7522 生存 率 が ある と いう こと 
は 誤解 され る お それ が ある 。 これ は 注意 し て 頂き た い 。 

HARZ: 厳密 な 意味 の 早期 胃癌 の 統計 例 数 が 少 い の は , 外科 手術 の 対象 と な る 胃癌 中 か か る 症例 が 少 い 
か ら で あ っ て , し た が っ て 生存 率 を だ す 場 合 は 常に も ちろ ん 何 例 中 何 例 と いう こと を 明記 し て お り ま す 。 
池尻 泰 二 : 今年 度 友田 教授 の 宿題 報告 に お いて も , 胃 全 摘出 の 5 FEAR 609 と いう 5 報告 は 致し て お り 
ませ ん 。 





283. 胃 問 の 肉眼 的 並び に 組織 学 的 分 類 お よび リン ボ 節 転移 
と 遠隔 成績 と の 関係 に つい て 
星野 智雄 , BABAK. 染谷 守 ( 閣 研 究 会 附属 病院 外科 ) 


Studies on the Macroscopical and Histological Classification and the 
Lymphnode Metastasis in Gastric Cancer, Influencing 
the Results of Curative Operation 


TOMOO HOSHINO, KUNIO TAKAGI, MAMORU SOMEYA 


部 研 外科 に お いて 昭和 21 年 9 月 より 昭和 32 年 12 月 まで に 行わ れ た 胃 韻 手術 は 1813 例 
あり うち 根治 手術 施行 例 は 1131 例 で 根治 手術 施行 率 は 62.42% で ある 。 昭和 27 年 末 ま で の 
根治 手術 例 422 例 に つい て みる と 5 年 生存 例 は 153 例 で 5 年 生存 率 は 36.34% で ある 。 5 年 
治療 例 は 5 年 以内 に 再発 し た 1 例 を 除い た 142 例 で 5 年 治療 率 は 33.6% で ある 。 われ わ 
れ は 1950 年 の 本 学会 で 報告 し た 如く 胃癌 を 肉眼 的 に 限局 型 ,。 中 間 型 お よび 浸潤 型 の 三 型 に 分 
FAL し て いる が 限局 型 は 150 例 中 5 年 生存 79 例 5 年 生存 率 52.722 で 予後 良好 で ある が , 中 
間 型 は 58 例 中 5 年 生存 14 例 , 浸潤 型 は 214 例 中 5 年 生存 例 60 で 5 年 生存 率 は それ ぞ れ 
24.1%, 28.0% で 限局 型 に 比 し 不良 で ある 。 中 間 型 は な しろ 浸 潤 型 に 近い と 考え られ る の で 
浸潤 型 と 合せ た も の を 非 限局 型 と し 限局 型 と 比較 検討 し た 。 

リン パ 節 転移 陰性 例 の 5 年 生存 率 は 65.72 陽性 例 の それ は 26.4% で あっ た が , 限局 型 に 
つい て みれ ば 陰性 例 の 5 年 生存 率 70.722 に 対し , 陽性 例 で は 41.42, 非 限局 型 で は 陰性 例 
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の 56.622 に 対し , 陽性 例 で は 20.122 で 眼 局 型 に 比 し か な り 低 率 で ある 。 さ ら に 転移 リンパ 
節 の 数 が 5 個 以 上 に の ぼり し か も ゃ 膝 上 緑 等 に お よぶ も の を 転移 著 明 と し , 転移 (一 ), BE, 著 
明 の 三 群 に 分 つと , 限局 型 の 転移 軽度 例 の 5 年 生存 率 は 50.022 で ある が 転移 著 明 例 は 21.4% 
で か な り 低 率 で ある 。 非 限局 型 で は 転移 軽度 例 の 5 年 生存 率 は 34.222 で ある が , 転移 著 明 例 
は 12.622 で 著しく 低 率 で あっ た 。 組織 像 で は 突 様 癌 258 例 中 5 年 生存 107 例 5 年 生存 率 
41.5%, 脱 様 癌 29 例 中 5 年 生存 15 例 , 5 年 生存 率 51.722 で いずれ も か な り の 治療 率 が 得 
られ た が , BERS 133 例 中 5 年 生存 30 PICT EHS 年 生存 率 は 22.622 と 低 率 で あっ た 。 


肉眼 的 癌 型 と の 関係 は 舌 様 癌 は 限局 型 


140 例 の 5 年 生存 率 52.922 に 対し , 非 限局 型 118 例 


の 5 年 生存 率 28.02 で あり , BREE 型 5 例 の 5 年 生存 率 100% に 対し , 非 限局 型 24 
例 の 5 年 生存 率 45.89% で あっ た 。 人 硬 性 癌 は 限局 型 は 3 例 の 5 年 生存 な く , 非 限局 型 130 
ID 5 年 生存 率 も 23.1% と 低 率 で あっ た 。 Broders の 分 類 を みる と 度 は な く , TE 98 Pl 


中 5 年 生存 43 例 。 5 年 生存 率 43.920, 


ある が 度 は 156 例 中 5 年 生存 44 fl, 


BP 168 例 中 5 年 生存 66 例 5 年 生存 率 39.32 で 
5 年 生存 率 28.2% で や や 低 率 で ある 。 AMR 


と の 関係 は 』 度 は 限局 型 64 例 で 5 年 生存 率 48.4%, 非 限局 型 34 例 で 5 年 生存 率 37.322, 
度 は 限局 型 70 例 で 5 年 生存 率 52.922, 非 限局 型 98 例 で 5 年 生存 率 29.622, IMW 度 は 限局 
# 16 例 で 5 年 生存 率 68.8%, 非 限局 型 140 例 で 5 年 生存 率 23.622 で あっ た 。 限局 型 で は 


率 は 低 


Grading と 生存 率 に 関係 は 認め られ な い が 非 限局 型 で は Grading の 進む に つれ て 生存 率 は 低 


FLUCHZZ 


以上 の 如く 胃癌 の 肉眼 的 分 類 , リ ン パ 節 転移 。 組織 像 , Broders の 分 類 と 5 年 生存 率 と の 関 
係 と 検討 し た が , 胃癌 を 限局 型 , 非 限局 型 に 分 け て 考察 する こと は 予後 の 判定 に 意義 が ある と 


思わ れる 
附 議 


RRA EB) : 私 の 教室 で は 8 年 前 より , 胃癌 の 遠隔 成 寅 を と り ま す の に , MAMAROAKERRO MAE 
に 則り まし て , で きる だ け 正 確 な 統計 を と る よう に 致し て お り ま す 。 その 結果 私 の 方 の で 人 Pe © 
い 頃 の 朝鮮 人 の 2 名 し か 人 行方 不明 例 は あり ませ ん 。 そし て 全体 の 67~70% に 根治 手術 を 致し て お り ま す 。 
5 年 以上 生存 率 は 毎年 の 統計 で 少し づつ 変り は 致し ます が , 35.5~39.1% で あり ます 。 これ ら の 手術 剖 了 


成績 の 問題 は ょ 。 だ ん だ ん や っ て る うち に 。, 


今後 と くに 早期 発見 例 が = な っ て くる に し た が っ て , 遠隔 成 


績 は 次 第 に 向上 し て くる の で は な いか と 考え ん ます 。 事実 私 方 の 統計 で 刻 教 室 の 菅 村 が 話し まし た よう 
に 56 年 前 より も リン パ 節 転移 率 が ずっ と 少く な り , 現在 74.7% で , oo は リンパ 節 転移 を 全く 認め 


な か っ た の で す 。 この こと も 成績 の よく な 
と 思っ て いま す 。 
間島 進 : 只今 の 報告 で 5 年 生存 率 36.52% 


る 一 因 で し ょ よう が や は り リ ン バ 節 の 邸 清 が 大 い に 意義 ある も の 


と 非常 に 良い 成績 に 思い ETS, た だ th HOH CRIA fit pl 


EWS 言葉 を 使わ れ て いま す が , これ は 切除 例 全部 に つい て で あり ます か , それ と る 特定 な 例 に 対し て の 


成績 で すか 。 お うか が いい た し ます 。 根治 手術 が で きた と 手術 時 に 判定 する 


す 。 そ れ と る も 何 か 良い 方 法 が あり ます か 。 


と は は な は だ 困難 と 思い ま 


星野 智雄 : 1、 私 共 は 胃癌 手術 を 根治 手術 と 千 息 手術 に 大 別 し , PEAFMHLAREHHR, ABWATO 
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他 の 手術 を 含ん で いま す 。2. 肉眼 的 に 癌 の 残ら た な か っ た も の を 根治 手術 と し , 判定 困難 な 場合 は 組織 学 的 

検索 に よっ て 行い ます 。 

津田 誠 次 : 遠隔 成績 を 取る 際 に , 回 答 の あっ た も の の み に つ いて , 生存 率 を と る こと は , 外国 の 統計 と 比 

較 に な ら な いで は な いか 。 

久留 勝 : 全体 の 癌 串 者 に つい て 何 旬 に 根治 (もち る い は 切除 ) 手術 が で きた か , そし て その 中 か ら 1 か ら 手 

術 死 亡 率 を 引い た も の を 掛け , それ に 永続 治 疹 率 を Se そう 5 い 35 ぅ 具合 に し て 出し て 全体 の 癌 患者 に つ 
2 か の 数 が で る 。 この 数 が 一 番 大 切 で , この 数 を と れ ば 全国 の 大 学 の 主任 級 の 人 な ら 

に 体 同じ 位 の 数 に な り , それ は 恐らく 胃癌 で は 1022 以下 の 数 で な いか と 思い ます 。 








XV. JE 例 Case Raport 


284. 脳 下 垂体 腫瘍 の 2 HR] ( 鼻 咽 腔 腫瘍 の 形 を と っ た 悪 


ee 0. 
ER, 秋元 保雄 , 金 BA 稔 (東北 大 学 医学 部 病理 学 教室) 


2 Autopsy Ceses of Pituitary Adenoma (A Malignant Adenoma Simulated 
Nasopharyngeal Tumor and a Basophilic Adenoma 
Manifested Diabetes Mellitus) 


NOBUAKI SASANO, YASUO AKIMOTO, ISAO KON, MINORU AOKI 
近年 脳 下垂 体 前 葉 各種 細胞 の 内 分 泌 学 的 意義 の 探 先 が 盛 ん と な る に 従い , Ms FEAR MICO 
いて も る 細胞 の 形態 学 的 特徴 と 内 分 泌 学 上 の 意義 に つき 注目 せら れる よう に な っ た 。 元 来 脳 下垂 
体 腺腫 に は 悪性 型 が 少く , 殊 に 転移 を 伴 5 癌 腫 的 性 格 を 示す も の に 芝 し い の で , 退 形成 や 悪性 


度 を 論ずる に も 究極 の 形 を 得る 機会 に し い 。 こ こ に リン ボ 節 転移 を 伴っ た 悪性 腺腫 と , ER 
病 を 主 徴 と し た 好 塩 基 性 細胞 を 主 と す る 混合 型 腺腫 を 剖検 し 得 た の で , 前 記 諸 問題 を 念頭 に お 
きつ つ 検 討 を 加え た 。 

第 1 例 :42 才 *, 15 年 来 視力 障害 , 7 年 来 楠 尿 病 症 状 を 示し, 血糖 値 は 230 mg/dl 以上 , 


血圧 は 164-96 mmHg, 尿 中 17 KS は 13.6 mg/day で て 分割 に 異常 を みな い 。 脳 下垂 体 部 に 
胡桃 大 の 充実 性 腫瘍 が あり , 視神経 交叉 部 や 第 3 脳 室 底 を 上 方 に 圧迫 し て いる 。 ト ル ュ 遂 の 拡 
張 を 来 し て いる が , 周辺 頭蓋 朋 の 破壊 は 目立た な い 。 第 2 例 : 19 才 男 , 2 年 来 の 経過 で , 始 
> FARB OEL HN ID 鼻 喘 腔 悪性 腫瘍 を 主 徴 と し , や が て 硬 各 蓋 に 破れ , ま 
た 右 顔面 の 知覚 麻 炒 を 来 し た 。 脳 下垂 体 か ら 鼻 咽 腔 に 互 る 鞭 卵 大 腫瘍 で , ANPRRE CRA 
腔 に 伸び さら に 人 硬 口 蓋 を 究 也 し て 口腔 に 通じ て いる 。 さ ら に 左右 の 顎 下部 や 気管 分 岐 部 に リン 
パ 節 転移 を 認め る 。 組織 学 的 所 見 。 第 1 例 は 腺 様 構造 を 保ち な か ら 増 殖 し , 細胞 核 の 状態 も 正 
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常 細胞 に 準じ , 原形 質 も 充実 し 。 し ば し ば 好 塩 基 性 頸 粒 が 種々 の 密度 に み られ る 。 周辺 部 の 色 
素 頓 粒 に 乏しい も の で も る , 細胞 原形 質 充 実 し , 時 に 2 核 の 細胞 を みる が , 一 般 に 核 の 形態 と 染 
色 性 は 比較 的 揃い , 核 小 体 も 小さ い 。 好 塩 基 頼 粒 に 富 せ も の と 色素 親和 性 に 乏しい 細胞 と の 間 
に 李 構 造 や 細胞 の 基本 的 形態 に 差違 を 認め な い 。 好 酸 性 類 粒 を 認め る も の が 孤立 性 に 散在 する 
が , 該 細胞 本 来 の 傾向 を 多く 留め , 核 質 に 富み か つ 大 き さ も 種々 で ある 。 第 2 例 の 残存 前 葉 組 
織 の 附近 で は 腫瘍 細胞 の 一 部 に 色素 吾 粒 の 分 化 を 認め る が , 大 部 分 に は これ が 明らか で な く , 
g 境 界 も 不 分 明 で , BiLKPRB CHOKE WIMMER 1 2 個 有 する 。 下 垂体 附近 で は 
比較 的 大 き な 胞 巣 状 構造 を 志す が , BERN 鼻 咽 腔 の 胞 巣 は 小さ く , 索 状 ある い は 孤立 性 に 
浸潤 する 。 Lah, 細胞 形態 も 多様 で 核 も 比較 的 大 き な も の を 混 え , 壊死 崩壊 に 至る 過程 を みろ 
る 。 リ ン ぷ 節 転移 巣 も 類似 所 見 を 示す 。 
以上 第 1 例 は 混合 型 腺腫 の 記載 に 一 致す る が , 好 塩 基 性 細胞 を 主 と し , 好 酸 性 細胞 は 附 請 的 
で ある 。 い わ ゆ る 主 細 胸 も 腫瘍 性 増殖 の 本 態 に 参与 する 面 に 乏しい と 見 な され , 色素 頼 粒 を 持 
た な い 部 分 も 嫌 色 素 細胞 腺腫 像 と は 異 っ て いる 。 第 2 例 は さら に 退 形 成 と 悪性 度 が 進み , HE 
と し て の 多様 性 と 増殖 態度 を 示す も の で あり , 頭蓋 咽頭 潮 と の 相関 を 想起 せしめ る 像 を 含ん で 
いる 。 (症例 の 詳細 は 最新 医学 13 巻 8 号 お よび 10 号 に 掲載 ) 。 





285. マス ター ドガ ス 気 道 交 の 2 例 に つい て 
横路 謙次 郎 , 尾 原 一 平 , APRA, 山田 明 , 永井 幹男 , HHRT 
(広島 大 学 医学 部 病理 学 教室 , 共済 組 会 連合 会 忠海 病院 ) 
Two Cases of Mustard Gas Cancer of the Respiratory Tract 
KENJIRO YOKORO, IPPEI OHARA, ARATO OSHITA, AKIRA YAMADA, 
MIKIO NAGAI, REIKO UEOKA 


肺癌 例 : 61 FE, 昭和 4 年 より 終戦 時 まで Mustard-gas 製造 工員 と し て 勤務 し た が ,。 = 


DEINER, MLB IS LO REM DO IK HE, 魔 畑 等 が 発現 し 前 後 3 回 入院 加療 し て いる 。 離職 後 も 軽度 
慢性 気管 支 炎 様 の 症状 を 呈し て お り , 昭和 32 年 3 月 広島 県 竹原 保健 所 に お いて 左上 肺 野 の 円 
形 際 影 を 指摘 され た が , 翌 33 年 5 月 共済 組合 忠海 病院 に お いて 肺癌 の 診断 確定 し 同年 7 月 30 
日 死亡 す 。 剖検 に より 左 肺 上 葉 第 3 次 気管 支 に 原発 し た 成人 手 傘 大 の 肺癌 の 存在 が 確認 さ # 
リン パ 節 (LARPS, 気管 分 岐 部 , 側 気管 部 ) お よび 第 4 腰椎 骨 こ 転移 巣 の 形成 が 見 られ た 。 
組織 学 的 に は 比較 的 低 分 化 性 の 扇 平 上 皮 癌 で あっ た が , 気管 支 上 皮 と 腫瘍 と の 関係 は 明らか で 


Inh +. 
て か っ 7 こ o 
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BER: FH, 昭和 12 年 9 月 より 終戦 時 まで Diphenylcyanarsine, Mustard-gas 
等 の 製造 に 従事 し た が 勤務 中 に 激しい 暖 蹴 , HRSA LTS. 昭和 31 年 4 ADR 
を 見 , 32 年 末 に は 忠 下 痛 を 来たす に 至り , 33 年 1 月 下旬 喚 頭 癌 の 診断 の 下 に 本 学 耳鼻 咽喉 科 
に 収容 され 直ちに 試験 切 刻 が 採取 され た 。 WA RL UC ARF LOO RE RIC ASO 
形成 が 見 られ て いる 。 試験 切片 検 鏡 に より 喉頭 癌 で ある こと が 確認 され 以後 双 線 , Co 等 の 
放射 線 療法 を 行っ た が 33 年 6 月 死亡 し た ( 割 検 は 施行 せ ず )。 組 織 学 的 に は 定型 的 な 角 化 を 
FES FPL REE CH oko 

広島 県 豊田 郡 大 久野 島 の 旧 陵 軍 毒 ガス 工場 に 発生 せる 慢性 職業 性 Mustard-gas 中 毒 者 に 近 
年 気道 癌 が 頻発 し , 職業 性 Mustard-gas 気道 癌 と 見 な され る べき も の で ある こと を われ われ 
は し ば し ば 主張 し , すでに 昭和 28 年 の 本 学会 に 報告 し た 第 1 剖検 例 以来 肺癌 3 例 , 喉頭 癌 5 
例 に つい て 報告 し て お り , 今回 は さら に 肺癌 , 喉頭 癌 の 各 1 例 を 追加 し た 。 以 上 の 10 例 は 何 
れ $ も 明らか な Mustard-gas 中 毒 の 職業 歴 を 持ち その 原発 巣 も 喉頭 , 気管 分 岐 部 , 第 3 次 気管 

支 附近 の 中 等 大 の 気管 支 に 見 られ , 主として Mustard-gas の 極め て 長期 に 互 る 微量 頻 回 の 直 
接 々 触 に よる も の と 見 な され る 。 Boyland #, Griffin 等 , Heston, 藤岡 , 徳岡 等 の 多く の 
Mustards の 発癌 性 の 実験 的 証明 も さる こと な が ら Heston (1953) の 極め て 微量 の Mustard- 
gas の 吸入 に よる 肺 腫 瘍 誘 発 の 成功 は われ われ の 症例 の 病因 的 解釈 に 極め て 資す る と ころ が か 多 

も の で ある 。 さ ら に また , Boursnell 等 (1946), Seligman 等 (1949) に よれ ば 体内 に 移 
入 さ れ た Mustard-gas は 排 浴 機 能 を 有する 肺 , 肝 , 腎 に 最も 多く 殊 に 肺 に 残 溜 する 量 が は な 
は だ 著 明 で ある と いい , また 安藤 等 (1953) は 治療 目的 を も っ て 多量 に 用 いら れ た Nitrogen 
Mustard に よる 肺 胞 上 度 の 増殖 を も 認め て いる の で , われ われ が 従来 見 出し た が 如き Mus- 
tard-gaS の 直接 < 触 に よる 発癌 例 の 他 に 同 剤 の 排 洪 に 基く 発癌 症例 の 発現 の 可能 仁 も また 想 
われ て 尋 味 深く , われ われ は 今後 さら に か か る 症例 の 発現 を 厳重 に 監視 する 必要 が あろ う 。 





286. 骨 悪 性 腫瘍 と 診断 され た 肺 臓 部 の 一 剖検 例 
広瀬 文男 , HABE, BIBS (広島 大 学 医学 部 病理 学 教室 


An Autopsy Case of Pulmonary Carcinoma which was 
Diagnosed as Malignant Tumor of the Bone 


FUMIO HIROSE, HIROYUKI TAKEMOTO, IKUZO HORINO 
本 例 は 65 FOR. 昭和 32 年 8 月 全身 に 鈍痛 が あり , MMR X 線 写 真 で 肺 城 に は 異常 陰影 


か が な い が , 左 WW 助 朋 の 陰影 に 崩壊 欠損 が ある こと を 指摘 され 助 及 カ リエ ス の 診断 を 受け た 。 同 
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年 10 月 当 大 学外 科 こ 入院 し , 骨 元 人 肉腫 の 診 新 の も ゃ と に 左 I, VL W 助 肝 お よび 左肩 虹 縛 下 
三 分 の 一 の 切除 劉 出 を 受け た が , その 組織 像 は 極め て 未 分 化 な 隆 瘍 細胞 が 厚い 基質 内 に 集団 的 
に 認め られ , なむ しろ Ewing 腫瘍 の 据 い が あっ た 。 そ の 後 腰椎 及 お よび 頸椎 朋 に も 転移 巣 が 認 
Bon, Mik FEY OMB LOM RAR KL TEAM 33 年 2 月 死亡 し た 。 

主要 割 検診 断 : 1) 両 肺 こ お ける 多発 性 小結 節 性 腫瘍 2) 全身 の 朋 に お ける 転移 巣 の 形成 
(AAs, 胸骨 , ZI, BE, V 助 骨 , AN, Whe, I, V 腰 椎骨) 3) 全身 汐 巴 節 (ili 
門 , 気管 分 岐 部 , 気管 周囲 。 右 頸 部 , 腸 間 膜 お ょ び 右 原 忠 部 ), ik, Ih, 両 腎臓 , 右 副腎 , 
ik, 甲状腺 お よび 食道 壁 に お ける 転移 巣 の 形成 4) 悪態 症 , 両 肺 各 葉 と も に 表面 お ょ ひび 割 
面 に 白 色 の 粟 粒 大 乃至 帽 針 頭 大 の 結節 が 多数 散在 性 に 見 られ , 両 肺 内 汐 巴 節 は 小豆 大 乃至 鳩 
卵 大 こそ れ ぞ れ 数 個 腫 且 し , 右 肺 上 葉 で は 気管 支 肺 汐 巴 節 の 著 明 な 腫 有 が 注目 され た 。 し か し 
気管 支 腔 内 に は 孤 在 性 腫 韻 の 形成 が な く , また 全身 諸 臓 器 に も 原発 巣 と 考え られ る 腫瘍 の 発現 
を 認め な か っ た 。 AiR SABIE 4.0x2.0 cm CHL, RAKAAVEKA, 弾力 
性 軟 で , 骨 質 は 欠如 し , 中 心 部 は 軟化 し て 小 空洞 を 形成 し て いた 。 組織 学 的 に は , 肺 に お ける 
腫 場 細胞 は し ば し ば 不 完全 な 線 毛 を 有する 大 型 の 円 柱状 細胞 が 主体 を な し , 非 定型 的 腺 癌 像 を 
呈し た が , 他方 多 型 性 が 強く ,。 し ば し ば 多核 の 巨 細胞 を 伴う 多 型 細胞 型 の 像 も 認め られ た 。 2 
く の 腫 瘍 細胞 は 腫 大 し , FREOHBALNAÄRRZELT PAS RABE CH ok. BAR 
は 星 盛 で な か っ た 。 右 肺 上 葉 に お ける 末 栓 気管 支 校 上 上 の 多層 化 が 注目 され た 。 汰 巴 節 の 転移 
巣 で は 線 毛 を 有する 円 柱状 乃至 立方 形 の 腫瘍 細胞 の 整然 と し た 腺 様 配列 が あり , LIX LIZFLM 
状 の 増殖 が 見 られ た 。 助 朋 で は 腫瘍 細胞 は 一 般 に 多 型 細胞 型 が 主体 を な し た が , HA CITA 
構造 が 明瞭 で あっ た 。 前 立 腺 , 甲状腺 , A, 腸管 等 に 癌 性 変化 を 認め な か っ た 。 

以上 の 如く , 本 例 は 両 肺 各 葉 に 小結 節 性 腫 窒 の 多発 を 認め た に も か か わら ず , RERL hire 
すべ き 塊 状 巣 は 見 出さ れず , 他方 末 栓 気管 支 枝 上 皮 の 多層 化 を 認め る こと を 便 に その 腫瘍 細胞 
が 形態 学 的 に 細 気 管 支 上 度 類 似 の 性 状 を 示し て いる こと 等 は 本 例 を し て 多 中 心性 に 発現 し た 細 
気管 支 韻 乃至 その 血行 転移 と 想定 せしめ る も の で ある 。 か か る 腫瘍 は 全身 諸 臓器 。 殊 に 全身 の 
骨 こ 著 明 な 血行 転移 を 来 し , 就 中 生 検 の 行わ れ た 助 朋 に お いて は 未 分 化 細胞 型 の 傾向 が 強く , 
た め に 了 攻 床 的 に も 生 検 上 に お いて も 原発 性 の 骨 悪性 腫瘍 と 誤 ま られ た も の と 考え られ る 。 


福島 範子 : 肺 の 肉眼 的 変化 で す が ど こ か 原発 部 を 推定 で きる よう ぅ な 気管 支 粘膜 の 破壊 の ある 形 で し ょ 5 
DP? それ と も る 浦 夢 性 変化 で 原発 部 の 分 り に くい 形 で すか 。 
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287. 前 縦 隔 腫 場 の 2 HARP 
福島 範子 , 大 橋 成 一 (国立 東京 第 一 病院 病理 ) 
Two Aupopsy Cases of the Anterior Mediastinal Tumor 
NORIKO FUKUSHIMA, SEIICHI OHASHI 
REN REO HRA A 7c EIT SOAR, 神経 原 性 , 時 型 腫 性 , 血管 原 性 の も の 等 が 
われ われ は 内 腔 葉 原 基 と 思わ れる 腺 腔 形成 の ある malignat teratoid tumor と 悪性 胸 


ある 。 
TRIED 1 例 を 経験 し た の で 報告 する 。 


〔 第 1 例 〕 27 FF. 呼吸 困難 , 顔面 浮腫 の 著しい 胸部 圧迫 症状 が 11 ヵ月 継続 し 死亡 。 A 
眼 的 に 前 縦 隔 お よび 右 胸腔 の 大 半 を 占め る 19x16x13 cm の 鋭 界 硬 固 な 腫 腫 で 下 空 - 腕 頭 静 脈 
を 包 埋 , 著 明 に 圧迫 し , 心 誤 内 突出 も ある が 気管 - 気 管 枝 粘 膜 等 より 発生 し た 如き 壁 破壊 は 全 
く < な い 。 中 央 約 1/6 FREIE TREIBER, 分 葉状 で 微細 出血 壊死 部 と 小 底 腫 が 混在 し 
多彩 で ある 。 右 静脈 角 , 鎖骨 上 癌 汐 巴 腺 お よび 胃 苦 膜 に 小 転移 が ある 。 組織 学 的 に 腫瘍 は 豊富 
な 結合 織 基 質問 に 腺 様 部 と 充実 性 癌 巣 部 と を 見 る 。 前 者 に は 繊毛 上 皮 と 豚 細 胞 の 混 る 多層 円 柱 
上 度 で 気管 校 粘膜 様 の 高度 な 分 化 像 か ら , 未 分 化 腺 癌 像 まで 移行 型 が ある 。 後者 は 小型 円 柱 上 
記 あ る い は 大 汐 巴 球状 細胞 の 不 規 則 な 集団 で 浸潤 傾向 が 強い 。 Sternberg 型 巨 細胞 も ある 。 
嗜 銀 線維 は 何処 に も る 殆 ん ど 見 な い 。 間 質 は 小 汐 巴 球 浸潤 が 潮 夢 性 で 汐 巴 上 友 腫 状 部 も あり , 

部 に 血管 腫 様 構造 を も 見 る 。 RA, 骨 形 成 お よび 胸腺 遺 残 は な い 。 MERE MIAME RE 
上 皮 細 胎 の 充実 巣 で 僅か な 網状 銀 線 維 を 見 , FP REIT CRRA SHS. 【〔 第 2 例 ] 36 7 
ガ 年 来 重症 筋 無 力 症 が あり , 4 年 前 肺 腫瘍 を 指摘 され , 死 5 日 前 より 発熱 お よび 呼吸 困 
難 発 作 が 続い た 。 肉眼 的 に 心 裏 式 上 方 の 前 縦 隔 に 6x3x2.5 cm の 出血 壊死 性 , MR CKAE 
朱 軟 な 腫瘍 が あり 被膜 は 薄い 。 右 肺 門前 に も 同性 状 , 示 指 頭 大 の も の が ある 。 DAR LOHR 
膜 と 肺 の 間 に は 黄色 端 状 内 容 の 小 衰 腫 形成 の ある 線維 性 硬 固 な 腫瘍 が 浸潤 し て いる 。 右 壁 助 膜 , 
DHA, OFM, 大 動脈 起 始 部 外 膜 お よび 胸骨 に 広汎 な 転移 が ある 。 組織 学 的 に 腫瘍 は 富 細 胞 
HT, 結合 織 の 比較 的 多い 部 も ある 。 上 放 様 細 胞 の 粗い 綱 眼 内 に 小型 光 巴 球 様 胸腺 細胞 が 密集 


C 


し , 毛 組 血 管 の 豊富 な 胞 巣 が 多く , SAB, PHI, 星 形 等 で Chromatin の 比較 的 少 い 淡 明 
核 の 上 皮 様 細胞 の み の 充 実 性 胞 巣 も 少数 ある 。 ま た , WHER PELKRCHDN, 核 残像 の 混 
る 細胞 変性 に よる 和 無 構造 物 で Schif 反応 陽性 , Mucicarmin 弱 陽 性 , Azan-Mallory 淡 赤 染 
性 内 容 の 小 糞 腫 が 散見 され 第 例 と 関連 する 内 腔 葉 性 の thymic cyst と 思わ れる 。 嗜 銀 線維 は 
大 部 分 に は 殆 ん ど 認 め ら れず 極 く 一 部 の 上 度 様 細胞 巣 内 に は 弱い 発育 が か ある 。 な お , POOR 
死 , 石灰 化し た 大 型 Hassal 小 体 を 少数 散見 , 一 方 よく 発達 し た 間 質 結合 織 の 一 部 に は 硝子 化 , 
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ュ レ ステ リン 沈着 , 石灰 沈着 を 認め る 。 骨格 筋 に は 筋 線維 膨 化 , 空 泡 化 , 脂肪 変性 , 横 紋 消 失 
お よび 間 質 小 血 管 周囲 の 汐 巴 球 の 小 集 疾 等 の 変化 を 見 る 。 
結び : 第 1 例 は 繊毛 を 持つ 気管 枝 粘 膜 様 組織 を 中 心 と し 悪性 化し た 未 分 化 腺 癌 像 を 主 と する 
malignant teratoid tumon で , 第 2 例 は 汐 巴 肉腫 型 と 思わ れる 悪性 胸腺 腫 で Myasthenia 
gravis を 伴い 骨格 筋 に も 変化 を 認め た 。 2 例 は 相互 に 関連 する 組織 像 を ボ し , いわ ゆる 悪性 
汐 世 上 皮 上 腫 の 組織 発生 の 考察 に も 資 し 得る 内 膝 葉 性 の 前 縦 隔 腫瘍 で ある 。 
(文部 省 科 学研 究 費 に よる ) 





288. 悪性 縦 隔 腫 場 像 を 呈し た ュー イン グ 肉 腫 の 1 例 
栗原 儀 郎 , FARM (社会 保険 広島 市 民 病院 外科 , 広島 ABCC 病理 部 ) 
A Cases of Ewing’s Tumor Demonstrating a Picture of Malignant 
Mediastinal Tumor 


GIRO KURIHARA, TADANORI HIRAMOTO 
われ われ は 約 4 年 間 の 経過 中 際 床 的 に は 全く 悪性 縦 隔 洞 腫瘍 像 を 呈 し た 患者 が 剖検 の 結果 
- Siti BT 


BAICLABE LIRELT Ewing EB TH or RKS SEACH LKOCRETS. 
〔 了 臨床 経過 〕 30 FOR, RARE, BETH Bi BKIUERFOERTIAM 28 年 8 


in 


月 に 初診 。 同 年 10 月 に は 胸部 圧迫 感 。12 月 に は 顔面 の 発赤 を 来 し , さら に 昭和 29 年 1 月 


ICISIB FED Oh, 又 線 上 縦 隔 洞 腫瘍 の 診断 の も と に 同年 2 月 広島 市 民 病 院外 科 に 入院 し た 。 
昭和 29 年 2 月 試験 開 胸 に より 前 縦 隔 洞 に 腫瘍 を 認め た が , 両側 肺 お よび 心 細 に 疹 着 し て い 
た の で 切除 不能 で あっ た 。 こ の と き の 試 験 切 刻 は 広島 ABCC 病理 部 に より , 未 分 化 悪性 腫瘍 


と 診断 され た 。 そ の 後 X 線 治療 , Nitromin 治療 に ょ り 縦 隔 洞 腫瘍 陰影 は 著 明 に 消失 し 同年 
月 退院 し た 。 退院 後 昭和 29 年 11 月 , ARSE ARR LD, 昭和 31 年 に は 左 心 失 部 
ある い は さら に 右側 胸 壁 に 腫瘍 陰影 乃至 腫 癌 が 出現 し た が , その つど 叉 線 治療 と 抗癌剤 を 併用 
Lito 特に 叉 線 治療 は 効果 的 で 臨床 上 よく 腫 次 乃至 陰影 を 消失 せしめ ゅ 得 た 。 昭和 31 年 10 月 
に 両 膝 部 に 強い 座 痛 を 訴え 再び 広島 市 民 病院 に 入院 し た 。 そ の 後 下半身 の 両側 麻痺 が 認め られ 
る よう に な っ た 。 LE MR ER ONE, Bi, 左 股 関節 の 顕著 な 腫 肛 お よび その 外側 お よ 
び 内 側 の 強固 な 硬 結 が 現れ , その 間 X 線 治療 , Sarcomycin, Carzinophilin を 使用 し それ ぞ れ 
効果 を 認め た が , 患者 の 症状 は 一 進一 遂 を た どり な か が ら も 次 第 に 悪化 し 果 和 32 年 7 月 7 日 
遂に 鬼 籍 に 入っ た 。 こ の 間 総 計 11.690r の 叉 線 療 法 を 行っ た 。 [剖検 所 見 ] 縦 隔 洞 に お いて 
は 初期 に XX 線上 で 示さ れ た 如き 腫瘍 は 認め られ ず , 心 外 膜 お よび 心 失 部 の 線維 性 肥厚 お よび 心 
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衰 の 全面 療 着 の み で あっ た 。 特に 著 明 な 所 見 と し て は 左用 部 の 腫瘍 塊 で , 左側 骨盤 を 包含 し , 
腸 骨 は 著しく 破壊 され て いた 。 腫瘍 の 発育 は 皮下 に 達し , 軟 く 割 面 は 淡 灰 白 乃至 帯 紅 灰 白色 で 
中 心 部 は か な り 強 く 壊 現に お ち 入 っ て いた 。 大 妥 骨 中 央 部 (13x9.5x4 cm),。 お よび 右上 腕骨 
頭 部 附近 (7X4cm) に お いて も 骨 を 取り まい て 紡 鍵 状 の 腫瘍 転移 を 認め た 。 骨 は 何れ も 破壊 が 
強く 骨折 を 伴っ て いた 。 そ の 他 右 体 壁 助 膜 (第 V 助 問 ), 右側 胸部 皮下 CV ~VE 助 骨 ), 両側 肺 , 
鎖骨 下 お よび 気管 支 周囲 汐 巴 腺 へ の 転移 巣 も 認め られ た 。 組織 学 的 に , 腫瘍 細胞 は 中 等 大 , 
ほぼ 均等 で あり Chromatin YERRTRRL 核 は 大 形 円 形 乃 至 椿 円 形 で , 1 一 2 個 の や や 
大 き な 核 小 体 を 有 し て いる も の が か 多い 。 原形 質 は 淡 明 で 基 く , 境界 は 不鮮明 で ある 。 BOWE 
は か なり 多く 認め られ る 。 腫瘍 細胞 は 偽 花 冠状 の 配列 を ボ す と ころ も あり , ある い は 石灰 沈着 
を 示し て いる 部 分 も 認め られ た 。 格子 状 線維 の 存在 は 少く , 間 質 結合 織 中 に は 小 血管 が 豊富 に 
認め られ た 。 以 上 の 所 見 より Ewing 腫瘍 の 範 時 に 属す る も の と 考え られ る 。 本 例 は 縦 隔 洞 腹 
瘍 の み の 初期 症状 を も っ て 始 り , 極め て 早期 より 両側 肺 転移 が 認め られ て いた に も か か わら ず 
原発 巣 不明 の まま 四 年 間 の 経過 で 死亡 し , Hz HET Ewing 腫瘍 と 確認 され た も の て で, 
経過 中 XX 線 に 対し 著 効 を 示し , 殊 に 試験 開 胸 時 に 見 られ た 前 縦 隔 洞 の 腫瘍 性 の 変化 は 判 検 時 全 


く 消失 し て いた 。 


DH 
& 





289. 縦 隔 洞 に 発生 し た 血管 肉腫 の 1 SRG 
佐 野 量 造 (青森 県 立 中 央 病院 , 病理 検査 科 ) 
An Autopsy Case of Angiosarcoma in the Mediastinum 


RYOZO SANO 


症例 , 41 FF, 既往 に 特別 の こと は な い 。 382 年 1 ACERSHY), 6GACRARMYKEL 

た 。 入院 後 , レ 線 像 で は 右 肺 野 の 全面 に 陰影 あり , 肺結核 の 治療 を な し た 。 溢 次 , 呼吸 困難 が 
現われ , さら に 顔面 お よび 頸 部 の 水星 お よび チア ノー ゼ が 著 明 と な り 同 年 10 月 死亡 し た 。 

剖検 所 見 。 右 胸腔 を 殆 ん ど 占 有する 成 人 頭 大 (18x23x10 cm) の 巨大 灰白色 の 充実 性 腫瘍 。 

主 塊 は 右前 上 部 縦 隔 洞 , すなわち 気管 支 分 岐 部 の 前 面 に 位置 し 右 肺 の 上 , 中 葉 を 極度 に 外 方 , 
背 側 に 圧 排 し , その 部 の 接する 肺 実質 内 に る 部 浸潤 し て いる 。 割 面 は 弾性 硬 で 1 部 は 壊死 性 

小 部 分 に 赤褐色 の 出血 巣 あり 。 気管 お よび 両側 気管 支 内 腔 に 著 変 な い が 右 傍 気 管 リ ン パ 節 は 抽 
指 頭 大 まで 数 個 腫 大 。 前 下部 縦 隔 洞 リンパ 節 は 多数 腫 大 , 集 塊 を 形成 し て 腫瘍 の 主 塊 と 融合 

横隔膜 を 下方 に , 心 を 左 方 に 圧 排 し て いる 。 こ の 部 の 割 面 は 灰白色 柔軟 。 心 交 膜 お よび 心室 前 
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壁 の 心 外 膜 下 に 小指 頭 大 まで の 多数 の 灰白色 結節 状 の 撤 布 あり 。 そ の 他 左 肺 下 葉 お よび 肝 に 抽 
指 頭 大 の 転移 を それ ぞ れ 1 個 見 た 。 組 織 所 見 。 腫瘍 の 組織 構造 は 主として 次 の 5 種 の 像 に 分 け 

bird. (A)/ FR. H. E 染色 に お いて も ゃ 異形 性 の 少 い 紡 掴 状 細胞 に よる 小 管 の 形成 が 見 ら 
れる が , 銭 銀 染 色 で は 小 管 腔 を 包囲 する 嗜 銀 線維 の 網 眼 が 密集 し て 美 事 な 輸 状 構造 を ボ す 。 腫 
瘍 の 上 部 (ER) の 弾性 硬 , 壊死 性 の 部 は 殆 ん どこ の 像 に よっ て 占め られ る 。 ま た この 部 で は 
海綿 状 血 管 腫 像 を 小 部 分 に 見 る も 小 管 像 に 比 し て 知 か に 少 い 。(B) 巨 細胞 肉腫 像 。 多 く は 核 仁 
の 明瞭 な 巨大 核 よ りな る 巨 細胞 の 出現 で 嗜 銀 線維 に よっ て 不 完全 に 包囲 され て いる も の が 多い 。 
(C) 編 畠 状 肉腫 像 。 編 鍵 状 細胞 が 東 状 に 交錯 し 一 見 , 線維 肉 種 ある い は 筋肉 腫 を 想わ せる 。 
(D) 円 形 細胞 肉腫 像 。 中 形 円 形 細胞 の 集団 で 胞体 は 少く 核 の クロ マチ ン は 微細 均等 に 撤 布 。 以 
E(B), (C), (D) 像 は 腫瘍 の 下部 ( 縦 隔 洞 リ ン パ 節 の 集 塊 ) に 多く 見 られ た 。(B), (C) 像 が 
多く (D) 像 は 極め て 少 い 。 ま た (A) 像 も 見 られ (B) (C) 像 へ の 移行 が 指摘 され る 。(E) いわ ゆ 
SA RIERR. TESA, 上 友 細胞 様 で 核 仁 を 有する 中 形 細 胞 が 管 腔 を 形成 する 如く , また 
は 充実 性 に 配列 する が 鐵 銀 像 で は 線維 の 包囲 は 不 完全 で ある 。 心 裏 お よび 心 外 膜 下 等 の 結節 状 
転移 巣 は 殖 ん どこ の 像 の みよ りな っ た 。 

考 捧 。 剤 検 所 見 より 本 腫瘍 は 前 上 部 縦 隔 洞 に 原発 し た も の と 見 な され る 。 組織 診断 に お いて 
発生 部 位 , 組織 像 の 多様 性 等 より 一 応 奇 形 腫 も 考慮 し た が 種々 の 奇形 腫 成 分 は 全く 見 られ な い 。 
これ に 反 し て 木村 ( 哲 ) 教授 が 血管 芽 腫 の 最大 特徴 と 指摘 され た 小 管 父 が 腫瘍 主 塊 (原発 部 ) の 
主要 構造 と な り , それ より 各種 肉腫 性 多様 像 (転移 部 ) まで へ の 移行 が 存 し 血管 肉腫 と 診断 さ 
れる 。 Ringertz (1950) の 報告 し た 縦 隔 洞 血 管 性 腫瘍 4 例 中 , 血管 腫 (2②), 血管 周囲 腫 (1), 血 
管 肉腫 (1) は いずれ も 前 上 部 縦 隔 洞 に 発生 し て いる 。Seybold (1949) は 17 例 の 縦 隔 洞 血管 性 
腫瘍 中 8 例 が 悪性 で あっ た と い 5 。 わ れ わ れ の 調査 し た 限り 縦 隔 洞 に 発生 し た 血管 肉腫 の 本 邦 
報告 は 未だ 見 られ な い 。 





290. 肺 動 豚 弁 口 に 発生 し , 興味 ある 症状 を 示し た 粘液 線 
維 腫 の 一 剖検 例 
MERK, HRS, 大 根田 玄 寿 (群馬 大 学 医学 部 第 2 病理 学 教室 ) 


An Autopsy Case of Myxofibroma of the Pulmonary Orifice 
With Interesting Signs 


MASAMITSU TAKATAMA, MASAO KISHI, GENJU OONEDA 
心 腫瘍 , こと に 右 心 原発 の 腫瘍 は 極め て まれ で ある 。 わ れ わ れ は 肺動脈 弁 口 に 多発 し た 粘液 
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REED 1 例 を 剖検 し た の で 報告 する 。 臨床 経過 : 28 才 の 女性 。 生来 著 叫 を 知ら な い 。 死亡 
51 日 前 , RA, 失神 発作 。 チア ノー ゼ , SZIOHKBEHEREIEUTDN, 数 分 後に 回 復 。 

横 陰 位 か ら 起 立 し た 際 , 再び 同様 の 発作 を 来 し て 入院 。 そ の 人 後 同様 の 発作 が 2 回 あり , 発 
作 中 に 死亡 。 発 作 時 は 血圧 低下 し 測定 不能 , 肺動脈 弁 口 の 著しい 収縮 期 雑 音 は 増強 し た 。 心 電 
図 は 低 電 位 差 。 V」 一 Vi 誘導 で 逆転 。 肝 機 能 は 軽度 に 障害 され て いた 。 病理 解剖 学 的 所 見 
(No. 820) : 1) 肺動脈 弁 を 中 心 と し 右 室 中 隔 上 部 内 膜 お よび 肺動脈 幹部 に わた り , 半 米 粒 大 
か ら 鶏 卵 大 に 至る 17 個 の 灰白色 , 表面 滑 沢 , ポリ ー プ 状 の 腫瘍 か 多発 。 すなわち, 肺動脈 幹 
部 で は 乳頭 状 に 隆起 し , クル ミ 大 に 至る 腫 痛 9 個 。 肺 動脈 弁 に お いて は , 左 半月 弁 は 異常 な い 
が , 右 半 月 弁 に は 遊離 縁 か ら 動 脈 円 雛 こ か け て 抽 指 頭 大 に 至る 3 OMAN, 前 半月 弁 に 
は ボ ポケット 内 に 大 豆 大 1 個 , その 弁 の 心室 側 に 大 豆 大 2 個 が 発生 し,。 さら に 右 半 月 弁 と の 移行 
部 に は 半 米 粒 大 1 OMG AS. ABABA, ポリ ー プ 状 , 最大 の 腫 交 が 動脈 円 雛 内 
膜 より 発生 し , その 表面 は 3 葉 に 分 れ て いた 。 こ れ ら の 腫 交 の 割 面 は 灰白色 , 実質 性 。 右 室 の 
大 き な 陣 冶 の 割 面 中 央 に は 米粒 大 3 個 の 赤褐色 , 膨 様 の 部 分 も 認め られ た 。 右 室 腫 癒 の 頭 部 は 
F 品 内 に 移動 し 得る 。 血 栓 の 附 着 や 潰瘍 の 形成 は どこ に も な か っ た 。 2) 右 室 の 
肥大 拡張 。 右 房 の 拡張 ( 心 400g)。3) FM, RoR. 4) 左右 肺 の 三 縮 。4) 胸水 ( 左 
石 と る 200cc), 腹水 (200cc), 浮腫 。 組織 字 的 所 見 : 腫瘍 組織 は 一 般 に 線維 腫 の 像 で , Hist 
形 の 細胞 が 密 在 し , 脱 原 線維 形成 の 良好 な 部 分 が 最も 多い 。 上記 の 膨 様 の 部 分 に お いて は , 細 
引 や 線維 は 少く ,。 トル イジ ン 青 メタ クロ マジ ー 陽 性 , PAS 法 陽 性 の 等 質 状 基質 が 豊富 で , KH 
KERTH oT. また 弥 維 腫 と 粘液 年 と の 中 間 像 も 認め られ , 腫瘍 細胞 の 胞体 内 に PAS 
に お いて は 大 きい 円 形 の 腫瘍 細胞 が 密 在 し , 線維 や 基質 は 乏しく , & 


多 型 性 が 著 明 で , 有 和 糸 核分裂 像 も る 多く , 狂 盛 な 増殖 を 示す 部 も あっ た 。 な お 血栓 を 思わ し め る 


vn 





FRI WRITE) I ONE TREE tL > 心臓 原発 の 腫瘍 に は , KR, 


所 £ 
PREM, RUE AMSARARENTHYO, TOMERUTHRMCHS. 粘液 性 は 左 房 。 次 

で 左 室 に 好 発 し , 右 房 右 室 に は 極め て まれ で ある 。 本 症例 が 生前 , 診断 に 極め て 難 涼し た の 
で ある が か が, その 理由 は ここ に ある 。 粘液 腫 の 本 態 に 関し て は , 器質 化し た 血栓 説 と 真 の 腫瘍 と 
する 説 と が 対立 し て いる 。 前 者 の 根拠 は , 構造 が 不 規 則 で , 血管 に 富有, 血 鉄 素 が 多く , OW 


net ute to take Fe |} trae 2 に frre pay 7 - Re = fy he 
膜 炎 が 存在 する こ Cs 等 で ある 。 本 例 こ お い Cr ss 3 な 所 見 は 全く EL, さ SIT LAID 


RAR cinb, 器質 化 さ れ た 血 枠 由 来 の も の で は な く , 真 の 腫瘍 で ある 
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291. 硝 髄 血管 腫 の 一 剖検 例 
土手 Gil, RBM, 小竹 恵美 子 (東京 医科 大 学 病理 学 教室 ) 
An Autopsy Cace of Hemangioma of the Spinal Cord 
TAKESHI DOTE, YOSHINAO SHOJI, EMIKO ODAKE 


FEE, FC RIC ER FERN F EN AT ID CHS, 1940 年 の Rasmussen 
Kernohan 等 の 報告 に よれ ば , 557 MOP MEAS PARES s 64 例 で , 中 で も 血管 示 起 
因 は わずか 5 例 に 過ぎ な い 。 ま た 1947 年 Thomas D Kinney は 脊 進 の 血管 芽 細胞 性 は 自ら 
の 2 例 を 加え て も , FECT 22 例 に 過ぎ な いと いっ て いる 。 わ が 国 の 病理 学 分 野 で は 東北 大 

赤崎 教授 等 (1956 年 ) に より 報告 せら れ た 。 第 中 頸 簡 部 に 発生 せる 偽 黄 色 腫 細胞 を 併 え る 所 
細管 血管 腫 の 1 例 の み の よ ある 。 今回 われ われ は 胸椎 民 よ り 腰 椎 に 渉 り 発生 し た 多 分 
表 原 発 性 の 海綿 状 血管 腫 の 1 例 を 章 検 し た の で 報告 する 。 

臨床 的 事項 : 8 才 男 児 , 出産 は 頭 位 分 な る も 早期 破水 の た め 難 産 。 生 後 1 週 目 こす で に 両 
下肢 麻痺 を 認 せ 。 そ の 後 は 大 小便 は 失禁 状 , 自立 , 歩行 全く 不能 。30 年 11 月 緑 成 会 多摩 整 育 
園 に 入園 。 以後 不明 の 脊髄 疾患 に 基 ず く 先 天性 両 下肢 麻痺 の 診断 の 元 に , AREA 7B, EA, 
ワ ゴ ス チ グ ミ ン 度 注 , 歩行 訓練 等 の 治療 を 受け , 知覚 障害 は 改善 され , 膝 以 下 の 知覚 印 麻 を 認 
め る 程度 と な り , 自発 排便 も 見 られ る よう に な っ て いた が , 死亡 1 週 前 より 便秘 が 持続 し た た 
め 肖 腸 を 行っ た と ころ , 以 右 頻 回 の 嘱 吐 , 泥 状 下 疾 が 約 1 日 間 持続 。 急激 な る 心 衰弱 を 来 し 
33 年 5 月 22 日 死亡 し た 。 肉 眼 的 所 見 : 両 下肢 は 高度 に 姜 縮 性 , を 股関節 強直 , PRBS A 
反 が 見 られ , 右 下 腹部 に は や や 硬い 鶏卵 大 腫瘍 を 触れ 得 た 。 FETTE BO HE XD HE 
に か け て 骨膜 と 線維 性 に 癒着 し て お り , 胸椎 WW より 腰椎 に 渉 り 硬 膜 は 軟 膜 と 療 着 し て いた 。 
前 後 脊 髄 動静 脈 は 蛇行 拡張 を 示す も 萬 状 血管 軒 と は いえ な い 。 DEN & > BE cad c 
は か な り 太 く 暗 赤色 を 呈し , 出血 性 壌 死 を 思わ せ , BH] お よび 部 で は 半 小 豆 大 の 血腫 形成 
が 見 られ , HE] PANN RT )RAD RAEN FHT. HEV EM Cine 


Thi 


METELLTKEATKEZELEN BZ ECON. COPMALOMICILEKSER 
結腸 , AMOR AK, 高度 残 尿 , FRSA RS oN. 組織 学 的 所 見 : FRB 


= 


綿 状 血管 腫 に 基 ず くも の で あり , 腫瘍 は 主として 脊髄 前 方 部 に 位置 し て お り , 胸椎 お よび 
高 部 で は 脊 髄 の 殆 ん ど 全 域 を し め , 実質 性 組織 は 腫瘍 間 お よび 人 後方 部 に ご く 少 量 認 あら れる と 
みみ で ある が , それ 等 も 脱 髄 に 陥っ て いた 。 腫瘍 より 上 方 部 位 の 脊髄 変性 は 高度 で は な く , HE 


ヴ 


LTA : 側 の 灰 白 質 に 軽度 に 認め られ た “DA で ある 
Sik: 本 症例 は 胸 髄 下部 より 腰 髄 に か け て 発生 し た 。 お そら く 原 発 性 と 思わ れる 海 紀 状 血管 
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腫 で ある が , 出産 が 難産 で も っ た と は いえ , これ に 基 ず く 谷 髄 損傷 に より 本 腫瘍 が 発生 し た と 
は 考え られ な い 。 ま た 腫瘍 の 一 部 に 軟 膜 と の つなが り が 見 られ て いる が , MBOMBATAO 
増殖 像 は 見 られ ず , 腫瘍 組織 問 隙 に は 壊死 領 向 に ある と は いえ 松 髄 固有 の 組織 の 見 られ る 点 よ 
り 祭 し , KR 脈絡 膜 発生 と は 考え 難い 。 硝 髄 内 血管 の 胎児 期 に お ける 異常 な 発育 に よる も の 
と 考え られ る 。 な お 本 腫瘍 は よく 分 化し て お り , 血管 芽 細 胞 の 増生 は 見 られ な い 。Thomas D 
Kinney 等 に よれ ば 22 MOMMA Misi, 11 例 か が Lindaw 氏 病 の 合併 症 と し て 見 ら 
れ た が か が, 本 例 に は Lindaw 氏 病 変化 は 観察 され な か っ た 。 





292. 膝 実 質 癌 二 例 に み ら れ た 異例 な 多核 巨 細胞 に つい て 
KARA x 


On the Unusual Multinucleated Giant Cells in the Acinar-cell Carcinoma 
of the Pancreas: Report of Two Cases 


SEIJI AKAGI 
(Department of Pathology, Okayama University, School of Medicine) 


Acinar-cell carcinoma of pancreas grows generally into a medullary one, often 
showing the acinar structures or cluster formation of cancer cells having the nuclei 
rich in chromatin, and accompaning giant cell formation. 

Recently the author encountered two cases of acinar-cell carcinoma of pancreas 
which presented the extremely interesting clinical courses. The first case: 17 years 
old girl, developed a subcutaneous tumor in the right hand back showing later the 
metastases to the back and breasts, cervical and axillary lymph nodes. Later on 
ascites became marked with emaciation and the severe deformation of the hand by 
the growing tumor and she died one and a half years after the onset of the disease. 
The second case: 22 years old male, who developed the painless swelling of the 
cervical lymph nodes. Excisied on the diagnosis of lymphadenitis colli tuberculosa, 
revealing histologically the metastatic carcinoma of lymph nodes. Soon afterwards 
he lost eye-sight completely with severe headache. In the later stage epigastrial 
pain and subcutaneous tumors in the head and breast appeared, with frequent 
vomiting, leading to a severe emaciation and expiration 10 months after the onset. 

Many similarities in these two cases are found, namely, in age and symptoms, 
especially in the point that a fairly long period has elapsed cnly with the 
metastasized tumors in the skin and lymph nodes without showing any signs of 
the pancreatic cancer. 

Autopsies revealed the pancreas tumorized diffusely in both cases, with the 
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metastases in lymph nodes of the cervix, mediastinum and retroperitoneum, and in 
those sorrounding the pancreas. Besides these, in the first case the marked 
metastases to the right hand, ovaries, peritoneum, and M. supraspinatus were 
recognized and in the second case the metastases in the heart muscles, basal 
meninges and testicles. 

In both cases histological examinations proved some normal tissues remaining in 
the tumorized pancreas, showing unequivacally acinar-cell carcinoma of medullary 
type forming numerous clusters in the first case and the undifferentiated cell carci- 
noma supporsedly of acinar origin in the second case. 

The noticeable finding in both cases is the appearance of the many giant cells of 
Langhans’ type, 30 to 1204 in size, with the acidophilic cytoplasma and ten or more 
nuclei arranged neatly at the outer layer of cytoplasma, surrounding the central 
portion filled with minute granules. These giant cells will be of the modification of 
the acinar epithelium which is supposed to be the mother cells of this tumor. In 
the biopsy sections these giant cells had already been recognized in the two cases, 
suggesting their pancreatic origin. These finding may be worthy of consideration 
for detecting the latent pancreatic carcinoma in the biopsy materials from the 
metastasized tumors. 





293. FARA al HH BR ALIEN CFB EL He AAG TK BR 
腫 場 の 一 剖検 例 
EHER, 高谷 彦 一 郎 , RARE (弘前 大 学 医学 部 病理 学 教室 


An Autopsy Case of the Sarcoma Botryoides-like Tumor, Arising in 
the Abdominal Cavity after Hysterectomy for Corporeal Carcinoma 


SADAMI TAMAI, HIKOICHIRO TAKAYA, YOSHIAKIRA OSANAI 


ER:K.O, 31 才 , & 1) BRIA: ICH <, 月経 順 調 。 3 回 経 産 , 家族 歴 に 
も 特記 すべ きこ と か な い 。 約 半年 前 に 不正 性 器 出血 を 訴え , 子宮 体 部 癌 と 診断 され , 子宮 が 両 
側 附属 器 と と も に 全 釣 され た 。 当 時 貧血 は 著 明 で あっ た が , 手術 時 腹腔 内 に 汐 巴 腺 の 腫 妥 そ の 
他 の 異常 を 全く 認め な か っ た 。 約 1 ヵ 月 入院 後 全 治 の 状態 で 退院 。 そ の 人 後 約 2 ヵ月 で 下腹 部 の 
膨 隆 ・ 商 痛 を 訴え , 癌 の 再発 と 診断 され 再 入院 し た が , その 後 約 4 ヵ月 で 死亡 し た 。2) BIH 
子宮 : 超 手 浴 大 に 腫 大 し , 子宮 体 部 粘膜 全般 に は 乳 路 状 に 増殖 し た 腫瘍 塊 が 認め られ た 。 Be 
頸 部 に は 変化 か な い 。 腫瘍 は 組織 学 的 に 腺 癌 を 基 と し た 極め て 多 形 性 の 強い 癌 腫 像 を 示し , Wi 
層 に 浸潤 性 増殖 を し て いる が , 棚 膜 面 ま で は 達し て いな い 。 
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3) 剖検 事項 ( 割 検 番号 648) a) 肉眼 的 所 見 : 身長 153 cm, 体重 40kg, 腹部 膨満 著 明 , 
表 在 性 光 巴 腺 触 知 せ ず 。 腹 腔 に 毅 液 性 帯 黄色 腹水 約 4700 cc。 ES (ELTERN 
部 ), 大 網 お よび 人 後 腹膜 の 一 部 に 小豆 大 一 手 健 大 の 腫 韻 が 世 罰 房 状 に 困 々 と 附 着 し , その 一 部 
a 7 
維 性 膜 で 被 われ , 実 EIER 壊死 が 強く , 割 面 に は 赤褐色 の 部 分 も 多い 。 肝 ・ 腫 ・ 膝 
Bd, 胸腔 ・ 頭 蓋 腔 に も 腫瘍 の 転移 は 認め られ な い 。 そ の 他 の 変化 と し て は 両側 胸 
膜 の 線維 性 療 着 , 心筋 の 褐色 姜 縮 , 軽度 の 脳 水腫 の 他 著 変 を 認め な い 。b) 腫瘍 の 組織 学 的 所 
見 : 結合 織 は 少く , 血管 が 豊富 で , 血管 を 中 心 と し て 編 押 形 の 腫瘍 細胞 の 群 が 玉 茹 状 ある い は 
魚 列 状 に 配列 する 。 壊死 ・ 類 壌 死 が 強い 。 腫瘍 細胞 の 核 は 長 椿 円 形 で 大 きく , 核 色 質 が 少く , 
明る く , 核 膜 の 明瞭 な る の と , 椿 円 形 乃 至 類 円 形 , 中 等 大 で 濃 染 する も の 2 の 種類 と , その 間 
の 移行 形 の も の が 認め られ る 。 核分裂 像 も 割合 多い 。 細胞質 は 比較 的 少く , H. E the, 
ワン ギー ソン 氏 菜 色 で 淡 黄 赤色 , マロ リー 染色 で 赤 紫 色 に 染まる 。 腫瘍 細胞 相互 問 の 間隙 は 比 
較 的 貴 で ある 。 と ころ どこ ろ に 巨 細胞 を 形成 し , また 一 部 に は 管 腔 乃至 腺 腔 を 思わ せる 部 分 や , 
腫瘍 細胞 が 密集 する と ころ も ふみ られ る 。 嗜 銀 性 線維 は 各 腫 瘍 細胞 の 周囲 を 密 に 取り 囲ん た で いる 。 
ズ ダ ン 和 染色 で 脂質 は 壇 死 部 ・ 類 壌 死 部 に 著 明 で ある が , 腫瘍 細胞 自体 に も 比較 的 多い 。 PAS 
染色 で は 陰性 乃至 疑 陽性 で , 粘液 染色 で は 陰性 ,。 トル イジ ンプ ラウ 染色 に よる メタ クロ マジ ー 
る 陰性 で あっ た 。 

Mim: 以上 の こと か ら 子 宮 体 部 腺 癌 出 後 , 腹腔 内 に 発生 し た 奥 灸 状 肉 腫 様 の 間 膝 葉 性 未 分 
化 肉 種 と 診断 し た 。 そ の 発生 母 地 は 全く 不明 で ある が , 腫瘍 細胞 の 形態 か ら 筋 原 性 の も の も 想 
る 。 一 方 世 灸 状 肉 種 か が か ミュー ラー 管 を 母 地 と し た 上 度 氷 ・ 非 上 皮 系 の 混合 腫瘍 の 一 部 で 


< ソ 


Ww 


征 で 


ある と いう 5 概念 か ら す れ ば 子宮 体 部 癌 と の 関係 は 非常 に 興味 深い も ゃ の が ある 。 





294. 幼児 勝 碗 に 発生 し た 所 講 菊 菊 状 肉腫 の 2 例 
Am 仁 , 大 橋 成 一 (国立 第 一 病院 病理 ) 
Two Infantile Cases of Sarcoma Botryoides of the Urinary Bladder 


MASASHI NAITO, SEIICHI OHASHI 


1911 年 Farland 2 & Affichic Sarcomabotryoides の 像 を 見 た の が 最初 の 報告 その 
後 子宮 顕 部 お よび 勝 肝 原 発 等 の も の が 発表 され た が , 稀 な も の で ある 。 幼児 に お ける 勝 胸 原 発 
例 は 日 本 で は 昭和 32 年 まで に 11 例 報告 され , 横 紋 筋 原 性 は 3 例 に すぎ な い 。 私 共 は 諸 種臣 


床 検査 で いわ ゆる 世 灸 状 肉 腫 と 診断 され た 二 生 検 例 を 経験 し た の で 報告 する 。 
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第 1 例 は 1 年 9 ヵ月 男児 の 小さ な 生 検 材料 。 第 2 例 は 2 年 ヵ月 男児 の 手術 材料 で ,。 いずれ も 
排尿 困難 を 訴え 肉眼 的 に 三角 部 附近 より 発生 灰白色 洋 腫 性 衛 攻 状 , 比較 的 柔軟 な 腫瘍 で も りこ 
と に 第 2 例 は 出血 傾向 が 強かっ た 。 組織 学 的 所 見 : 第 1 例 の 腫瘍 表面 は 2, 3 層 の 移行 上 度 よ 
りな り と ころ どこ ろ 壊 死 状 で ある 。 腫瘍 は 大 部 分 富 細胞 性 , 大 小 不同 性 を ボ し 一 部 貴 の と ころ 
は 粘液 腫 状 で ある 。 全般 的 に は 比較 的 富 血 管 性 で 表 在 性 血管 内 に 著しい 線維 素 血栓 が ある 。 HE 
瘍 細胞 は 大 部 分 小型 で 。 タロ マチ ン の 多い 紡 殺 形 な いし 卵 円 形 濃 染 核 よ りな り , 胞体 は 少く 不 
規則 細胞 配列 を ボ す 。 一 部 に や や 大 き な 久 円 形 で 淡 明 核 の 腫瘍 細胞 群 が か あ る 。 ま た 円 形 の 好 酸 
REAL AL, 偏 位 し た 比較 的 大 型 核 や 不 規則 核 を 2, 3 個 有 する や や 大 型 細胞 や さら 
に 大 き な 多 核 巨 細胞 を 見 る 。 ご く 少 数 の 編 掴 形 細胞 の 好 酸 性 胞体 内 に 横 紋 ら し いも の を 認め る 。 
細い 嗜 銀 線維 が 腫瘍 細胞 間 に 入り 込み , 脱 原 線維 も 極め て 少く わずか に 太い 血管 周囲 に 認め , 
粘液 腫 様 部 は ムチ カル ミン 染色 陰性 で ある 。 第 2 例 は 腫瘍 表面 の 一 部 に 移行 上 上記 を 見 る が 大 部 
分 びら ん 状 で ある 。 腫瘍 は 極め て 富 細 胞 性 で 一 部 に 疎 角 な 粘液 腫 様 部 か ある 。 第 1 例 と 同様 富 
血管 性 で 表 在 血管 内 の 線維 素 血栓 が 著しく , 壊死 部 を 散見 する 。 腫瘍 細胞 は 第 1 例 よ り 大 型 
卵 円 形 な いし 紗 鍵 形 。 クロ マチ ン 中 等 度 の 核 で , 胞体 に 乏しく 不 規則 配列 を が ボ す 。 かなり 多 型 
性 で 核 分 剖 像 も ゃ 多い 。 こ の 外 , クロ マチ ン 豊 富 な 不 規則 核 を 2, 3 個 有 し 胞体 の 極め て 好 酸 性 , 
FROM, 横 紋 の ある 筋 線維 束 を 認め る 。 嗜 銀 線維 は か な り 多 く 太 いも の る $ る 混 じ , 
腫瘍 細胞 を 不 規則 に 取 巻 く 。 騰 原 線維 は 第 1 例 に 比 し 多く , 格 液 腫 様 部 は 粘液 , 脂肪 と も に 陰 
性 で ある 。 
結論 : 第 2 例 は 明らか に 横 紋 筋肉 胡 で ある 。 第 1 例 の 横 紋 は 不明 瞭 で 。 これ を 有する 細胞 も 
少数 で ある が , 胞体 の 好 酸 性 題 粒状 所 見 お よび 核 の 偏 位 等 は 未 分 化 横 紋 筋肉 腫 に 最も 近い 像 で 
ある 。 AR L#MRO Sarcoma botryoides は Ober こよ れ ば 勝 腕 原 発 5 例 中 3 例 こ 横 紋 を 
認め , Mostofi も 10 例 の 勝 肝 原 発 横 紋 筋肉 腫 型 の も の を 報告 し て いる 如く , いわ ゆる 世 逢 状 
肉腫 の 大 部 分 は 横 紋 筋肉 年 で ある 。 私 共 の 2 例 も 外観 上 衛 略 状 肉腫 所 見 で 臨床 診断 名 も これ に 
一 致し て いた が , 組織 学 的 に いずれ も 多 型 横 紋 筋肉 性 で , 第 1 例 は 第 2 例 よ り 未 分 化 像 を し , 
embryonal pattern に 近い 。 一 般 に 非 上 度 性 腫瘍 が 粘液 変性 な いし 備 環 障害 等 に ょ る 退行 変 
性 を 起す と き に は し ば し ば 粘液 腫 性 衛 灸 状 外観 を 呈す る こと が ある が , 本 例 の 如く 横 紋 筋肉 駐 
DPE LV 5 特殊 器 管 の た め に , より 著 明 に 衛 釣 状 腫 場 の 所 見 を 呈す る 点 は 考慮 の 要 が ある 
(厚生 省 研 究 費 に ょ る 
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295. iraq Alveolar scft-part sarcoma の 一 剖検 例 
田 村 潤 (国立 名 古屋 病院 研究 検査 科 ) 
An Autopsy Case of So-called ‘ Alveolar Soft-part Sarcoma ,, 
JUN TAMURA 


27 才女 子 。 2AM IDETHIEERBD, 1 年 後 や や 急速 に 腫 大 , BBMNKL ih eS 
の た め に 切除 を 行う 。 その後, 右 助 膜 炎 併 発 , 左 乳 房 部 腫 大 , 舌 根部 腫瘍 再発 あり , 気管 切開 
SELF, XPURMBIA, Nitromin 療法 が 行わ れ て いる 。〔 主 な 剤 検 所 見 〕 舌 
根部 は 硬い 娠 痕 組 織 と な り , これ より 舌 後半 部 に は , 粗大 凹凸 の 腫瘍 塊 に 壊死 組織 が 付 し , IR 
頭 徐 を 充満 , さら に 人 後 咽頭 壁 に 連続 し , 深部 蝶 形 骨 を 破壊 し て 一 部 は 脳 下垂 体 右側 で 硬 脳 膜 を 
挙 上 する 。 著 明 な 転移 は 骨 に 見 られ , LAWN (ALR) の 手 符 大 球形 結節 , UT, 他 の 助 
骨 , 頭頂 骨 腰 椎 , 腸 骨 等 に 存 し た 。 そ の 他 肝 臓 ( 鳩 卵 大 ) 肺 臓 (小豆 大 多数 ) RMR (dB 
HER) 右 助 膜 面 ( 粟 粒 大 多数 ) に 転移 あり , また , 左下 葉 気 管 支 肺炎 , 左 腎 静脈 血栓 , 右 線 
HEED, 骨盤 内 腫瘍 の 圧迫 に よる 下肢 浮腫 等 が あっ た 。 各部 腫瘍 の 肉眼 的 所 見 は 類似 し て 
お り , 粗大 球形 結節 が 孤立 し , ある い は 重り 合っ て 塊状 と な り , 薄い 被膜 で 周囲 と 比較 的 よく 
Man, 割 面 は 淡 黄 色 中 に 多数 赤 点 状 の 小 血 管 を 有 し , と き に 壊死 巣 を 含む 。 外 部 は 緊張 し て 
いる が , 質 度 は 癌 腫 様 硬度 より か な り 軟 い 。 〔 腫 瘍 の 組織 学 的 所 見 〕 腫瘍 細胞 は , 極度 に 多 形 
性 を 示し , 類 円 形 , 不正 多角 形 , PHBE, Ele より 200 一 30004 に いた る 不同 性 を 示 
し , 胞体 は Eosin (RUT, 明らか な 微細 上 粒 を 見 得る る の も ある が , ほとん と 無 構造 の も 
の も ある 。 核 は 円 形 , 椿 円 形 . その 他 各 種 不正 形 で , 核 膜 は 明瞭 , 内 に 粗 隊 な た Chromatin # 
粒 を 容れ , 極め て 明瞭 な 大 型 核 小 体 を 有する も の が 多く , また 多核 の も の も あり , BERTH 
像 も し ば し ば 見 られ る 。 こ の 細胞 は 集団 を な し て , は な は だ 非 薄 な 小 血 管 を 含む 間 質 に 囲ま れ , 


ば 見 


x 


明瞭 な 肥 巣 構造 を 作り , 銀 線 維 の 混入 は な い 。 鉄 ヘマ トキ シリ ン 染 色 で は , 胞 内 題 粒 は 速 か に 
脱色 し て , 横 紋 筋 頼 粒 と の 差 は 顕著 で ある 。 判 検 時 組織 像 は 手術 時 材料 に 比 し , 一 般 に 多 形 性 
は な は だ 元 進 し , 核 分 割 像 も 多く また , 胞 巣 は は る か に 大 型 明 随 と な っ た も の が 多かっ た 。 ME 
瘍 細胞 の クロ ー ム 反応 陰性 。 ズ ダン 由 に よる 脂肪 染色 は 一 部 黄 一 樽 を 星 す る も の が あっ た が , 
これ は 細胞 の 変性 部 に 多く , FARA AILRATHS 
以上 の 組織 像 は Christopherson 等 の Alveolar softpart sarcoma, Stout の Malignant 
granular cell myoblastoma (organoid type) に 相当 する こと は 明らか で ある 。 こ の 腫瘍 の 本 
能 こ つい て , Paraganglioma 説 , Myoblastoma 説 , Angiopericytoma 説 そ の 他 が ある が , 
いずれ も 決定 的 証明 を 欠い て いる 。 本 例 は , 舌 に 発生 し た 点 , 横 紋 筋 原 説 に 有利 で ある が , 腫 
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瘍 細胞 の 横 紋 筋 へ の 移行 は 認め な か っ た 。 な お , 本 例 の 手術 時 材料 と , 章 検 時 材料 , さら に 他 
の 症例 の 組織 像 その 他 性 状 の 比較 に お いて , 細胞 の 異型 度 が 進み , より 悪性 と 思わ れる も の ほ 
ど , 明らか な 胞 巣 構造 を 呈し て いる 点 , この 腫瘍 の 性 格 の 一 端 を 物語 る も る の か も 知れ な い 。 

: 省 治療 研究 費 に よる ) 





296. Neuroblastoma の 2 剖検 例 
及川 清 , BRR—, 大 場 勝利 (東京 屯 恵 会 医科 大 学 大 場 病理 学 教室 ) 


Two Autopsy Cases of Neuroblastoma 


KIYOSHI OIKAWA, KYUICHI TAKAHASHI, KATSUTOSHI OBA 


症例 1 。 4Y6 RABI. 昭和 32 年 11 月 頃 よ ょ り 突 発 性 腹痛 を 頻発 に 始ま り , SHR, 


食欲 不振 , 発熱 を きた し Rheumatic fever の 疑い で 加療 する も 軽 供 せ ず , 本 年 5 月 に 至り 右 
側 腹部 腫 韻 に 気付 く , 全身 衰弱 加わ る と と も に 腹部 膨満 を きた し 腹水 の 貯溜 を みる よう に な っ 
た 。 次 第 に 右 頸 部 光 巴 腺 の 腫 大 を きた し , EPRICE RAI BEL, 腹部 商 痛 は 消 退 せ 
ず , 膨満 は 高度 と な り 6 月 に な っ て 呼吸 困難 を 起 し 経過 7 カ月 で 死亡 す 。 


主要 剖検 所 見 。 後 腹膜 全面 こと に 右 副腎 部 位 に 著 明 な 小豆 大 か ら 鳩 卵 大 に 至る ほぼ 半球 状 を 
呈 せ る 腫 問 を 認め , 右 副腎 実質 は 認め られ ず , 約 150cc 淡紅 色 潤 濁 腹水 を 貯溜 す 。 腫 韻 は 小 
壊死 出血 巣 を 伴 え る 灰白色 弾力 性 硬軟 種々 で 一 部 は 肝 右 葉 に 結節 状 を な し て 侵入 , 後 腹膜 , 腸 
ER, 後 縦 隔 , 右 頸 部 汐 巴 腺 は 転移 に よる 鶏卵 大 に 至る 腺 塊 形 成 お よび 胸骨 , 腰椎 , LAT 
頭 に 腫瘍 転移 を 認め た 。 組織 学 的 に は 腫瘍 細胞 は 汐 巴 球 の 2~3 倍 大 に し て 染色 質 に 富 ろ 核 小 
体 不明 の 核 を 有 し 原形 質 は 極め て 少く 。 壊死 お よび 出血 を 伴い , 所 こよ りや や 密 に また 粗 開 状 
に 集 り 血管 ね お よび 少量 の 結合 織 を 間 質 と し , 腫瘍 細胞 の ある も の は 細 突起 を 有 し 細線 維 様 を 
な し て 各 細 胞 問 に も 認め られ 網 眼 状 を 示す 部 分 を も 認め , ご く 少 数 な が ら 核 比較 的 大 な る 細胞 
お よび 染 色 質 に と ぼ し き 円 形 核 で 原形 質 広 き 突起 保有 細胞 も 認め られ る 。 腫瘍 細胞 は 一 部 で は 
集 夕 の 傾向 を 示し 種々 の 量 の Pseudorosette の 形成 を みる , 格子 線維 は 少く 核 分 宮 像 は 認め 
TEN NG 

症例 2 。 4 ヵ月 女児 。 本 年 4 月 下旬 項 よ り 38°C の 発熱 を 繰 返 す と と も に 次 第 に 腹部 膨満 を 
きた し 本 院 に 入院 す 。 入 院 時 すでに 高度 な 肝 腫 大 を 認め , 一 般 状態 は 良好 で あっ た が 経過 と と 
も に 肝 腫 大 は 増加 の 一 途 を た どり , つい に 右 葉 は 骨盤 腔 , 中 央 部 で は 膳 部 に 達 す 。 6 月 25 日 
試験 開腹 の 結果 肝 の 高度 腫 大 お よび 多発 性 の 腫瘍 転移 を 認め た , 術 後 状態 悪化 , Wek, 腹部 の 
強い 鼓 腸 , 呼吸 困難 を 起 し 経過 約 2 ヵ月 で 死亡 す 。 主要 沖 検 所 見 。 高 度 な 腹部 膨満 お ょ び 肝 は 
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高度 に 腫 大 し 重量 445 g 硬度 を 増し 全 葉 に 帽 針 頭 大 か ら 米 粒 大 に 至る 小 出 血 巣 を 伴 え る 灰白色 
多発 性 多数 の 腫瘍 転移 巣 お よび 右 副腎 髄質 に 灰白色 弾力 性 硬 な る 大 豆 大 の 腫瘍 を 認め , 皮質 は 

腫瘍 の 増殖 圧迫 に より 非 薄 化 を きた し て いる 。 そ の 他 後 腹膜 汐 巴 腺 は 小豆 大 に 至る 転移 種 大 を 
きた し , 腹水 の 貯溜 は 認め な か っ た 。 組織 学 的 に は 腫瘍 細胞 は 症例 と 類似 性 で ある が Pseudo- 
rosette の 形成 は 少く 大 部 分 は 原形 質 極め て 少 き 菜 色 質 に 富める 核保有 細胞 に し て 副腎 髄 質 に 
あり て は 一 般 に 粗 開 状 で 一 部 は 上 度 質 内 に 侵入 し , 肝 転 移 巣 の ぁゃ の に あっ て は 肝 実 質 を 破壊 し 腫 
瘍 細胞 と と も に 少量 の 結合 織 増 生 を 伴い , と ころ どこ ろ に 出血 を み 実 質 消失 に 伴い 著 明 な 偽 胆 
管 の 増生 を みる 。 す な わ ち この 2 例 の 腫瘍 細胞 は Sympathogonia に 類似 し Pseudorosette 
の 存在 や 繊細 原形 質 突 起 お よび 細胞 問 細線 維 様 存在 は 右 副腎 部 原発 と に ら み 合せ Neuroblas- 


toma と 考え る 。 





297. 骨 に 発生 せる 所 詩 黄 色 腫 の 一 例 
井上 敏夫 , 鳥海 純 , 関山 重 孝 , FARA, 室田 景 久 , XB B 
(東京 慈 戸 会 医科 大 学 病理 学 高木 教室 , 整形 外科 教室 ) 
So-called Skeletal Xanthoma. A Case Report 
TOSHIO INOUE, JUN TORIUMI, SHIGETAKA SEKIYAMA, YASUTO ITAMI, 
KAGEHISA MUROTA, NOZOMU OHATA 
PRICMEAMO—A echt S LEOROMROBREA の 巨 細胞 腫瘍 に 異常 に cholesterol 
iim xanthom cell 出現 を 見 た も の と 判明 せる 一 例 を 報告 する 。 
臨床 歴 : 50 才 , A, 会 社員 , 年 落馬 し 右 膝 関 節 部 を 強打 , 1953 年 頃 よ り 歩 行 時 右 関節 部 商 
ido, 翌年 自転 車 か ら 落 ち 再 び 同 部 を 強打 , 当時 レ 線 的 に 異常 な いと いわ れ た 。 そ の 人 後 関節 
液 の 貯溜 を 見 た 。1957 年 再度 転倒 , 同 部 を 強打 し 腫 且 と 商 痛 を 訴え , 同年 11 月 整形 外科 に 
入院 し た 。12 月 に needle biopsy の 結果 , solitary xanthoma of bone の 診断 の 下 に 病巣 
絢 出 術 を 施行 。 入 院 時 所 見 。 右 眼球 結膜 に 一 個 , 両 眼 外 背 部 に 数 個 の 黄色 結節 が あり , 肝 は 右 
季 助 下 に 半 横 指 触 知 , 局所 的 に 歩行 時 軽度 の 唄 行 を 認め , 右 腔 骨 上 端 有 側 部 に 小児 手 梁 大 , tk 
骨 様 硬度 , 皮膚 と 癒 春 な き 腫 導 を 触れ , 圧痛 は ある が 運動 聞 , 軸 圧 痛 , 膝蓋 跳 動 な く , 膝 関 節 
を 中 心 に 大 朋 並 びに 下 朋 に 軽度 の 委 縮 を 認め た 。 臨床 検査 所 見 。 血 球 数 に 変化 は な い が 好 酸 球 
8.58, 押 清 邊 白 で は 7-globurin 4522, 血清 cholesterol 総量 270mg2, 電解 質 に 変化 な く , 
Alkaliphosphatase 14.5 単位 , 肝 機 能 で は 高田 反応 強 陽性 , B.S.P. 試験 272,。 チモール 混 
Mj Am 7.4 単位 , RU REV AHF YR DW LOM RD CARICA RAED Bb, 
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Ho needle biopsy に より 肝硬変 で 差 支 を な い 所 見 を 認め た 。 レ 線 所 見 。 AMA BE 

より に 小 鷲 卵 大 , 衰 胞 状 の 骨 吸 収 像 が あり , metaphyse に お よび , さら に 関節 腔 に 破れ ん と 
し て いる 。 病巣 は や や 不明 瞭 な る も , 浸潤 性 の 破壊 像 は な い 。 肝 側 吾 の 骨 皮 質 は 著 明 に 非 薄 で 
Bea ICEL TD, 有 夏 側 関節 面 は 凹凸 不平 で 一 部 破壊 を 思わ せる 。 FOP. BEB SR 
の 関節 軟骨 は や や 陥 凹 変色 , 滑 液 膜 , 並び に 脂肪 体 に 変化 な く , 腫瘍 表面 の 骨 皮 質 は 紙 様 非 薄 
で , 内 部 か ら 黄 色 豆 腐 状 腫瘍 実質 が 露出 , これ を 摘出 す 。 腫瘍 は 手当 大 , AB, 割 面 淡 黄色 , 
一 部 充 出 血 巣 を 認め , 質 度 は 軟 で 脆く , 縦走 ある い は 横 走 する 遺 残 骨 梁 に より 蜂 窟 状 を 呈 
組織 所 見 : 大 別して いわ ゆる 骨 の 巨 細胞 腫 の 像 を 呈し , 組織 化学 的 に cholesterol を 証明 し 得 
る xanthom cell に 富む 部 , 巨 細胞 が 少く 紗 鍵 形 細 胞 , 円 形 細 胞 よ りな る 部 に 分 け られ る 。 銀 
線維 は pigmented villonodular synovitis で は 太く , 細胞 集団 を 蜂 巣 状 に 囲む な の に 反 し て , 
本 例 で は 極め て 細く ヒゲ 状 で , 細胞 体 を 個々 に 囲む 部 を 多く 認め , これ は 骨 の 巨 細 肥 の 所 見 に 
類 付 し て いる 。 ま た 主として Spindel cell より な る 部 の H.E. 所 見 も , giant cell tomor の 
巨 細 胞 に 乏しい 部 と 比較 し て 著しい 差異 を 認め 難い 。 以 上 の 所 見 か ら 本 症 の 本 態 は giant cell 
tomor と 思わ れる 。 

記 の 如く 本 例 は 生 検 に よ っ て xanthom cell の 多発 せる 部 の み を 見 て , solitary xanthoma 

と 考え た の で ある が , 摘出 標本 を 精査 せる に , 骨 の 巨 細胞 腫瘍 に xanthom cell の 多発 せる も 
の と 決定 し た 。 私 共 の 経験 し た 巨 細胞 腫 7 例 中 , か か る 所 見 に 接し た こと は な い 。 本 例 で は 肝 
硬 変 と hypercholestrinaemia の 存在 が , xanthom cell 出現 と 関係 が ある の で は な いか と 考 
Xo. F&F needle biopsy に よる 組織 診断 に 際 し , 本 例 の 如く その 本 態 に 関し 誤 を 起す 可能 性 
を 注意 し た い 。 な お 従来 報告 され た 孤 在 性 黄色 腫 な る も の に 関し て , 再 検討 を 要する と 考え て 
いる 。 





298. 高 グ ロブ リン 血 症 を 示 し た 白 血 細 網 症 の 1 剖検 例 
宇 塚 善 郎 , 佐々 木 義 徳 , 今 谷 英雄 . 及川 稔 (黒川 凡 科 ), 亀島 義男 . 今井 大 (ily) 
(東北 大 学 医学 部 黒川 内 科 教室 , 病理 学 教室 ) 

An Autopsy Case of Leukemic Reticulosis with Hyperglobulinemia 
YOSHIRO UZUKA, YOSHINORI SASAKI, HIDEO IMATANI, 
MINORU OIKAWA, YOSHIO KAMEJIMA, YUTAKA IMAI 

臨床 所 見 : IX 52 才 男 。48 FOL SABBCHBL., 胃 の 部 分 的 切除 を うけ た 。 1957 
年 11 A, LIE, 心 蛋 元 進 , 胎生 と と も に 40.5C の 発熱 現われ , i CM, IRMA RE 
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え , ヌ 線 像 上 右 肺 中 野 の 異常 陰影 が 指摘 され , 結核 症 と し て 治療 され て いた が 1958 年 2 月 黒 
NAB BNA BOS TAR LK. Abe, 血液 像 , 骨髄 その 他 の 諸 検 査 に より , 細 網 症 と 
診断 され た 。 入院 時 認め られ た 右 耳 介 後部 腫 癒 は 藻 次 頭 部 か ら 顔 面 に 拡がり , いわ ゆる 白血病 
顔貌 を 呈す る に 至っ た 。 か か る 放 膚 腫瘍 は さら に 前 胸部 , 右 大 騰 部 等 各所 に 多発 し た 。 肝 , M 
を 触 知 せ ず 。 頸 部 お よび 須 癌 リンパ 節 は 拘 指 頭 大 まで 腫 大 , 原 忠 リン パ 節 の 病理 組織 学 的 検査 
の 結果 細 網 症 が 確認 され た 。 抗 癌 物 質 や デレ ドニ = ン 等 を 投 全 し た と ころ , 白血球 減少 し 皮膚 腫 
冶 や リン バ 節 腫 且 の 縮 少 を 見 た が 右 肺 上 葉 の 肺炎 は 著しく 増悪 し , 3 月 29 日 死亡 し た 。 全 経 
山 約 3 カ月 で ある 。 

諸 検査 成績 : 赤血球 数 256~322 万 , 白血球 数 。 755(6/ 1) ~50275 (8/ F) -1100(19/ I) 
その うち ペル オキ シダ ー ゼ 反応 陰性 の リンパ 球 様 な い し 形質 細胞 様 異常 幼 弱 細胞 が 初期 12.7 
%, 後に 87.0% を 占め , AMR CLR MMs 91.0~95.8% に 達し た 。 血清 総 午 白 量 は 
7.64 gdl で , r グロ ブリ ン が 57.38% を 占め , 高 グ ゲロ ビブ リン 血 症 の 像 で ちあ る が , クリ オグ ロ 
ブリン を 認め な い 。 MARI), RAA(+), Bence-Jones RAK (-) 全身 骨 叉 線 写 真 
で は 肖 端 の 義 縮 像 を 見 る の み で 異常 骨折 や や 骨 欠 損 像 等 を 認め な い 。 剖検 所 見 : 右 肺 上 葉 に は 濃 
厚 痛 出 液 充満 し , それ に 斑 状 出血 巣 を 混 じ , 該 部 血管 の 一 部 に は 真菌 性 血栓 像 が 見 られ る 。 か 
か る 真菌 性 病巣 は また 腫瘍 性 浸潤 の た め 板 状 に 腫 大 し た 胸腺 の 一 部 に 見 られ た 。 胸骨 , WHEE 
BLOKE LFI RE HET, 椿 円 形 な いし 円 形 泡 状 楼 を 持っ た 細胞 が 合 胞 性 に , 比較 
的 核 質 に 富む 円 形 中 型 細胞 が 網状 に , また 同種 細胞 お よび 濃縮 核 小 型 細胞 が 遊離 状 に 滞 慕 性 増 
殖 を 示し て いる 。 これら 細胞 間 に は あら ゆる 移行 像 が 見 られ , 核 分 剖 像 に 富 な 。 上 記 細 胞 の 5 
ち 主 と し て 中 な いし 小型 細胞 が 末 栓 血 中 に 出現 し た 幼 弱 細胞 に 一 致し て いる 。 同種 細胞 は ま 
i (380g), HF (13808), 各部 リン パ 節 , HEA, Mi COME, 浸潤 性 増殖 像 を し , 顔面 , 
胸部 , 大 肢 部 等 の 皮膚 腫 交 も また 本 細胞 の 浸潤 性 増殖 巣 に 他 な ら な い 。 そ の 他 食 道 お よび 幼 腸 
に も 同種 の 結節 形成 が あ り , その 中 心 部 は 潰瘍 化し て いる 。 腎 は 科 血 性 間 質 内 に 軽度 の 腫瘍 細 
胞 の 浸潤 を 見 る の み , 骨 身 用 と 考え られ る 所 見 は な い 。 > AE LT REA A NOTE 
性 増殖 を 主体 と し , Cra REM ARTS OL, BEA MEA RT LOT, 
PMOMMMLERVU YS, A, POCA RORM SIC LBS On, さら に これ ら 細 胞 が か 多 
数 血 中 に 出現 。 白血病 性 細 網 症 と いえ よう 。 な お 増殖 細 網 細胞 は 遊離 円 形 化 に 伴い 形質 細胞 様 
な いし リン パ 球 様 細胞 形 を と り , 一 部 いわ ゆる 骨 簡 腫 細胞 と 紛 し い 形 態 を ボ す 。 こ れ は 同時 に 
基 明 な 高 ゲ ロ プ リン 血 症 を 伴っ て いた こと と 併せ 考え 重視 さる べき 所 見 で ある 。 
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第 2 日 総括 講演 会 
SR 滝沢 延 次 郎 教授 : 本 日 は 昨日 の 専門 的 な 分 科 会 の 御 研究 発表 の 内 容 に つき まし て , 各 分 科 会 の 司会 
の 方 々 に 総括 演説 を お 願い いた し まし て , また 演者 の 皆さん と の 対談 並び に 一 般 の 会 員 の 皆さん の 質問 に 
つい て の 御 解答 を こと これ か ら 行 っ て いた だ きた いと 思い ます 。 本 日 の 総括 的 の お 話し 合い に より まし て 皆様 
の 韻 研 究 に 対す る 御 関心 の 一 層 高 まる こと を 念願 し て 止み ませ ん 。 簡単 で ご ざい ます が 開会 の 御所 拶 に か 
えま す 。 (拍手 ) 





1. GH, 細胞 , 組織 , 症例 


司会 : 今井 環 教授 , 天野 重 安 教授 , 高木 文 一 教授 , 赤崎 兼 義教 授 , 太田 邦夫 教授 

今井 教授 

第 四 会 場 で 行わ ん まし た こと に つき まし て 皆様 に 御 報告 申 上 げ ま す 。 

第 四 会 場 で は 細胞 学 お よび 核 学 , それ か ら 組 織 学 の 3 分 野 の 研究 発表 が 行わ れ ま し て , FH DT 
説 が 示説 会 場 で 行わ れ ま し た 。 

核 学 関係 の も の が 9 題 あ り ま す 。 こ れ は 病理 学 の 分 野 の も の を 始め と し , 了 臨床 各 科 関係 か ら も 出題 が ご 
ざい まし て 活発 な 報告 と 討議 が 行わ れ ま し た 。 細胞 学 関係 の 演題 は 18 Bc, 電子 顕微 鏡 関係 が 7 題 , 

A AONR 2M, LOLA, MMIECRIRTS LOI DET, MLC ARO E, 
者 か ら の 報告 が ど ざ いま し た 。 MRFOHIIFT > と 演題 が 多く , 全部 で 234, 各 分 野 の 研究 者 が 立ち ま 
LT, 子宮 卵巣 腫瘍 7 題 , FRE 4, A HER 前 立 腺 , 頭蓋 区 の 各 腫 瘍 が それ ぞ れ 3 題 , FR 
腫瘍 2 題 , その 他 に 3 題 と いっ た よう な 報告 行わ て れ て お り ま す 。 それから 示説 は 15 題 が 出 て , WR 
料 と その 組織 標本 と が 供覧 され まし た 。 


これ か ら 5 人 和信 の それ ぞ れ の 分 野 の エキ スペ ー ト の 方 々 に 出 て いた だ きま し て , 受 持 の と ころ の 司会 を お 
願い 致し た いと 思い ます 。 核 学 関係 は 京都 大 学 の 天野 教授 , 細胞 学 関係 が 慈恵 医大 の 高木 教授 . それ か ら 
MRM RX 3 つ に 分 け ま し て , 九 大 の 今井 , 東北 大 学 の 赤崎 教授 , 東京 医科 歯科 大 学 ・ 癌 研 の 太田 教授 


で あり ます 。 着 検 示説 は 同じ く 太 田 教授 の 御 司会 で ,。 これ か ら 始 め や て いた だ きた いと 思い ます 。 
天野 教授 

私 天野 で ご ざい ます 。 

私 の 分 担 の 核 の 部 分 の 発言 者 と し て は 福島 大 学 の 粟野 さん , 長崎 大 学 の 渡辺 さん , それ か 
の 小塚 さん , この 御 三 人 の 方 は ど ぅ か 前 の 方 に お いで いた だ きた いと 思い ます 。 質問 が 出 
す 。 お いで に な り ま すか 。 今 申 上 げた 御 三方 お 願い た し ます 。 

核 の 部 門 は , 皆さん の 御 関心 の 最近 高まっ て きた 問題 が 沢山 ご ざい まし て , 特に 生物 の 生 合 の 記録 装 

た る 核 と いう も の の , 癒 に お ける 役割 を どう 解す る か , 早く 言え ば 瘍 研究 に どう ぅ 利用 する か と いこ と 
関心 が 一 般 に 高まっ て き て いま す 。 この 記録 装置 は 御 承 知 の よ ぅ に , 休止 核 に お いて は , 核 の クロ モネ 
構造 と いう も の は 一 様 に 均等 に 見 えま すけ れ ど も , 分 裂 を 起す 際 に な り ま す と 次 第 に 族 巻 が 強く な っ 
Rh か か の その 濃縮 され た 菜 色 体 の 種類 を ば , その 愉 好 に よっ て , V 型 と か J 型 
か ある い は 棒状 (R) で ある と か , 3 種類 に 分 け ま し て , で の 打 計 た ん 4 ん MAP >t, 正常 DREI, 

5 いう 組み 合せ で その 3 種類 の 染色 体 が ちあ る か と いう ぅ うこ と, TIMER VAN TS Sere 
いっ た こと が gic S れ て いま す 。 昨日 の 栗野 さん の お 話 で は , 人 間 の 癌 の 場合 に V 型 が 増え る と いう 5 
と を 申 さ れ て いま す 。 そ うい うふ うな いろ ん な Variation が 今や 次 第 に 各 方 面 か ら 記 載 さ れ て いる よさ) 
TRIER て 記載 し て ゆき まし て , ARLTITICH 
特有 の も の が 掴め る か どう か と いう こと で す が こ れ は な か な か 根気 の いる 仕事 で す 。 これ は 昨日 の 数 名 の 
方 の 話 を 要約 いた し ます と , お よそ 染色 体 の 数 は 痛 で は 多い 例 も あり , Pe eee 
間 に 数 の 上 か ら は 一 定 の 傾向 が な いと いう こと, それ は , も ちろ ん , 比較 的 な こと の よう で あり ます けれ 
Ub, まだ まだ これ は 検討 に 値する こと と 思い ます 。 そ の 点 で 栗野 さん の 方 は , OE OE DORE 
HELV も の (人 相 と いう もの) を 考慮 し て 並べ 直し て お られ まし て , そし て 正常 に ある 和楽 色 体 の 中 の 
どの 部 分 の 染色 体 が な く な っ て いる か , ある い は 正常 に ある も の の 一 部 が 倍 に な っ て 出 て き て いる か と い 
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べ て お られ ます 。 そ の うち で 一 番 興 味 あ る も の は 性 染色 体 に 当る も の が , 悪性 増殖 に お いて は 
NL CHORES LET. 
IEA MARI Hs TiS, FICEHIC HIT SERA ZO LLEAEELOT 
の 上 御 承知 の 通り 。 HERE 5 も の は .。 休止 楼 に お きま し て も , 他 の 染色 体 の よう に 
ん か ら , その 螺 旋 巻 の ほど け な い 状態 すなわち , 異常 濃縮 の 状態 で 休止 核 の 中 に 出 て 
り ま すか ら , それ で 一 見 し て 核 の 中 に 染色 質 の 塊 と し て 認め られ る わけ で あり ます 。 COME 
En 核 に お いて も 性 染色 体 に あたる も の の 存否 を 論ずる こ ES EFT Zr 
時 し て や られ た 山口 の 徳岡 教室 の デー タ で す が , その 性 染色 体 の 塊 に る 部 分 , これ を 目標 
AE O PIE BARL EL, それ が や は MMIC SLAM OM HSL LE を 明 
いま す 。 こ の こと は 形態 学 的 な デー タ で あり ます けれ ども , HREAKOPAS MHS 
‘5 と , 例え ば gene-enzyme-theory と いう よう な 立場 か ら 考 えて ゆく と すれ ば 非常 に 興味 あ 
な る と 思う の で あり ます 。 
いう ふう に 癌 の 細胞 に は 特有 の 姿 が か それぞれ の 遷 に 関し て 認め られ る の で あり ます が , 実際 に 人 間 
や 動物 に cin 発生 する と き に は , FRO focus と いう も の は 幾つ か ある わけ で あり ます か ら , 必ず し も それ 
ら の focus で 同じ mutant が で き て くる わけ で あり ませ ん 。 し か し その 増殖 が 次 第 に 進む と か , 転移 が 
生ずる と か , ある い は 実験 的 に 癌 を 移植 し た り 培 養 し ます うち に , だ ん だ ん と その 中 の 最も 強力 な mutant 
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と いう も の が 残っ て 引き 出さ れ て くる わけ で あり ます 。 し か し それ で も mutant が 単 一 か どう か は 不明 で 
Ei _ rm NT, 引出 し て きた 単 一 mutant を , 今度 は 逆 に 混ぜ 合わ し た 場合 に どう いう ふう に な る 
か と いう よう 問題 を 渡辺 さん が や っ て お られ ます 。 こ れ は 2 種類 の chromosom の 組合 せ を も っ た 腫瘍 


を 混ぜ る Mer それ を 混ぜ た 6 で また 統計 的 に 処理 され て お り ま す 。 Cie MMe Sr 
る 上 に 大 切な こと で す 。 そ れ か ら 第 3 番目 に 御 紹 介 い た し ます 問題 は , 名 古屋 大 学 の 小塚 さん の お や り に 
な っ た , 癌 細胞 (HeLa 細胞 ) を 組織 培 差 で 観察 し な が ら 統計 的 で な く , 個々 の 細胞 に つい て その 運命 を 
追 完 し て いま す 。 そ の 細胞 の 分 裂 期 間 の 長 さき, それから 休止 期間 の 長き は,。 それ か ら そ うい うふ 5 に し て 眺め 
て お り ま すう ち に , いつ まで 培養 し て も 分 裂 し な い 細 胞 が その 5 DIM Mm, ある い は 分 裂 し た 娘 細 胞 相 
互 の 問 で は , つま り 双 児 が で きる わけ で あり ます が , その 双 児 の 両方 が 別々 の 行動 を と っ て 休止 時 間 あ る 

い は 分 裂 時 間 と いう も の を 持っ て いる か どう 5 うか, と いう ふう な こと が 検討 され て いま す が . この デー タ は 
Fan に 根気 の 要 る 仕事 で あり まし て , 分 裂 し な い 細 胞 と いう よう な も の は 100 時 間 培 養 に より 何 個 か 見 出 
され て お り ま す 。 こ うい う ぁ うな 長 時 間 観 察 と いう も の は 非常 に 努力 を 要 し ます が , 成績 と し て も 世界 に 
未だ 類 の な い 御 立派 な 仕事 だ と 思い ます 。 

それ で , 今 私 が 紹介 し まし た こと が 間違っ て お り ま すれ ば, 御 訂 正 い た だ き , また だ もう少し 力 を 入れ て 
説明 し た か っ た と お 考え に な る むき が ご ざい まし よう か ら , 栗野 さん , 渡辺 さん , 小塚 さん , 御 三方 が 簡 
単に 私 の 不備 を 補っ て いた だ きた く お 願 いい た し ます 。 
RFAZERA 

た だ いま 天野 先生 か ら 御 紹介 を う け ま し た 栗野 で ご ざい ます 

私 ども は 癌 の 染色 体 を や っ て お り ま す が , 癒 染 色 体 の 型 に つ っ き ょ し て 見 て お り ま す と , 天野 先生 が 先 記 
お っ し ゃ っ た の で あり ます が 一 一 
非常 に 大 き な の が 4 つ あ る の も ある し , 3 つ あ る の も ある し , ある い は 2 つ あ る の も あり ます 。 WAV 
ろ と 韻 の 症例 で 異 っ て お り ま す が 。 そう いう 場合 に 一 体 何 を 基 進 に し て 多い と か 少 い と か と いっ て 決め る 
か と いう こと が, 物差し が な いと わか ら な い の で あり ます 。 結局 決め る 基準 と な る も の は われ われ は 正常 
DRM ID REAR EL LTS LAD Lay, ある い は 形 が どう 変っ て いる か と か ある い は 数 が ど 5 
か と いう よう な , そう いう こと を 見 て ゆか ね ば いか ん と 思っ て お り ま す 。 結局 , 韻 細 胞 は 体 細胞 か ら 変 形 
し て お こっ て くる 。 そ うい うこ と を 前 提 と し て われ われ は 研究 を 進め て ゆく の で あり ます 。 人 間 の 体 細胞 
DREAD KE & \ * う も の は いろ いろ 未だ 議論 か あり ます 。 FECAMOREMZ 8 あっ た と 信 ぜ られ 
て いた の で あり ます が 最近 は 48 で は な く て 46 で ある と いわ れ て お り ま す 。 
天野 教授 

渡辺 さん すみ ませ ん が 時 間 の 都合 で 一 分 位 に お 話し て いた だ きた い の で す が 。 
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渡辺 文 友 君 

韻 が 発生 する た め に その 前 瘍 状態 の 細胞 に は 核 の 大 小 不同 が 出 て きま す と 同時 に 楽 色 体 の 数 の 上 に 多い 
少 い が 現われ て き て , また 和 染色 体 の 構成 の 上 に も 分 類 の 異 っ た 核 が 混在 し ます 。 こ うぅ ゆ ぅ 前 癌 状態 の 細胞 
が 発癌 し て くる 場合 , その 発癌 し た 癌 の 傾向 と いう も の は 核 学 的 に 言っ て 非常 に 違っ て お り ま す 。 ゆえ に 
混合 性 の も の で は な か ろう か と いう 考え も 生ずる 次 第 で す 。 し か も 混合 で ある か , Variation で ある か と 
う こと は われ われ が 閣 細 胞 を みる 場合 に 根本 的 な 問題 で あろ う 5 と 思い ます 。 核 学 的 に 違え ば 遺伝 的 に 違 
うと いう こと を 考え る こと は , 染色 体 を 見 る 場合 の 根本 を な す も の で あり ます けれ ども , その 点 を みる 上 
に 最も 注意 すべ き 問 題 と な る 実験 的 混合 と いう も の を 取り 上 げ て , 2 つの 異 っ た 核 型 の 種類 を 比べ て お り 
ESD, 腹腔 で の 完全 な 混合 と いう こと が 実験 で きる か どう か わか り ま せん が , 2 つの 腫瘍 と いう も の が 
腹腔 内 で 共存 し て ゆけ る と いう よう な こと が ある と 考え て お り ま す 。 共存 し て いっ た 場合 これ が 腹腔 の 環 
境 に よく 適応 し て ゆく と いう こと が 考え られ ます も の で , その 意味 で は ひと つの 閣 の 傾向 と いう も の が 遺 
伝 し て くる , さも な けれ ば 混合 性 の も る の で は な か ろう か と いう 見 解 を も っ て お り ま す 。 モー ド が 一 番 多い 
も の は 分 裂 頻 度 の 一 番 高 いも の だ と いう よう に 。 
天野 教授 

あり が と うぅ う ご ざ いま し た 。 
小塚 貞雄 君 

腫瘍 細胞 の 分 裂 休止 期 は , 従来 細胞 集団 の 推計 に よる 平均 値 と し て より 知ら れ な か っ た 。 私 ども は 細 
胞 個々 の 間 に 休止 期 が どの よう な 差違 が ある か と い 2 点 に 興味 を も っ た 。 次 に 異常 分 裂 後 の 細 胞 の 運命 を 
知る こと が 第 二 の 目 的 で ある 。 多 極 分 裂 後 , 二 て 四 核 を も つ 一 な いし 二 筒 の 妨 細 胞 が 生ずる 。 多く は 間 も 
な く 崩 壌 する が , ある も の は , この 多核 細胞 が , ある 休止 時 間 後 ,. さら に 有 和 糸 分 裂 を 行っ て 一 筒 づ つの 核 を 
も つ 娘 細胞 に 分 れる と いう 5 二 段 階 の 分 裂 様式 を と る 。 ER, 三 極 分 裂 後 そ の 娘 細 胞 全 部 が , それ ぞ れ 正常 
分 裂 を 行なっ た も の を も 認め た 。 

細胞 分 裂 休止 期 に つい て は , 休止 期 は 広い 分 布 を 示し , 核 の 大 き さ と の 間 に 明 瞭 な 相関 関係 が か ある の を 
MAL, その 相関 式 を 出し た 。 さ ら に 核 の 大 き さ と 分 裂 時 間 の 間 , お よび 休止 期 と 分 裂 時 間 と の 間 に も , 
それ ぞ れ 相関 式 を 出し た 。 こ れ に よっ て , 個々 の 細胞 に つい て , その 核 の 大 き さ , 休止 期 , お よび 分 裂 時 
間 の 中 , 一 つが わか れ ば , 相関 式 に よっ て その 細胞 の 二 つ の 値 が 推測 可能 に な っ た 。 


天野 教授 
あり が と う ご ざい まし た 。 
今井 教授 


それ で は 続い て 細胞 学 の 方 に 移り た いと 思い ます が , ちょ っ と 申し 上 げた い es 思い ます の は , 時 間 の こ 
と で , これ か ら 演 壇 に 上 っ て いた だ く 方 に お 願い いた し ます が , 大 体 御 紹 介 は 司会 者 の 方 で や ! sa ica ys 
だ く こ と に な っ て お り ま す の で , SRMMAPEL DAMEN TEN ETOCS F く 簡単 に 一 分 位 で 大 体 説 
明 し て いた だ きた く , 司会 者 等 の 説明 で 足り て お り ま し た ら わ ざわ ざお っ し ゃ ら な く て いた だ け ま せん で 
し ょ うか (RA), 。 司 会 者 が ある い は 間違っ て いた よう な と ころ , SIVA LIRLOALRAMRMAMARS 
と 思い ます 。 どうぞ お 願い し ます 。 





高木 教授 

私 高木 で ご ざい ます 。 私 の 受 持 ち ま し た 細胞 学 と 申し ます の は 電子 顕微 鏡 関係 で 主として 超 薄 切 訂 資 料 
に よる 仕事 が 1/8 以上 で ご ざい ます 。 

この 中 で 皆様 に 御 興 味 の あ る と 思わ れる 演題 189 の 太田 教授 , それ か ら 197 の 名 古屋 大 学 の 田内 久 教 
授 お よび 演題 199 の や は り 同 じ 名 古屋 大 学 の 広野 さん に 一 分 づつ で 代表 し て 演説 を し て いた だ く こ と に い 
た し まし て , その 他 の 演題 に つい て は 私 が 代 っ て 紹介 させ て いた だ く と と に いた し ます 。 電子 顕微 鏡 関係 
に お ける 仕事 は 病理 学 お よび 悪性 腫瘍 の 方 に お いて は 未だ 導入 され て 日 が 浅い の で あり まし て , そう いう 
意味 に お きま し て まず 写真 の いい か 悪い か と いう こと は 最も 問題 に な る の で あり ます 。 幸 に 私 の 拝見 いた 
し まし た と ころ で は ここ に 出 て お り ま す 皆 様 方 の 写真 は 極め て 高い 水準 に ご ざい まし て , ちょ 5?5 ど われ わ 
れ 電 子 顕微 鏡 の 仕事 に 携わる 者 の 観点 か らい た し まし て 1953-1954 年 より 以後 の 実力 を も っ て いる と い 
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うこ と で この 点 で は 非常 に 本 学会 の た め に も 喜ば し いこ と と と 思い ます 。 
また この 電子 顕微 鏡 関 係 の 仕事 は 未だ 同じ 写真 を み ま し て も な か な か その 判読 が し に く か っ た りす る 点 


が ご ざい まし て , 今後 も 同じ ょ うな 材料 に つい て も 繰返し みて いた だ く と いう よう な こと で , だ ん だ ん と 
細胞 の 種類 の 特徴 と か , そ うい う よ う な も の も 詳し く 分 っ て くる の で は な いか と , そ うい う 段 階 し ある の だ 
tures. 

で 私 と いた し まし て は 演題 の うち の 興味 ある も の の 二 三 の 問題 を 申し上げ ます 。 ま ず 第 一 番 に 185 FO 
阪 大 の 安田 教授 の 「 抗 吉田 肉腫 白 必 腹 腔 内 の 吉田 肉腫 細胞 の 電子 顕微 鏡 的 観察]」 で あり ます が こ の 場合 の 
ト よう に 腫瘍 細胞 ある い は 正常 細胞 の 抗 細胞 性 抗体 な いし , いわ ゆる cytotoxin に よる 障害 に よっ て 細胞 
に 電子 顕微 鏡 的 に どん な 変化 が 起 る か と いう こと を 研究 され た も の で , こう いう も の に 関す る 研究 で は , 
林 だ 電子 顕微 鏡 的 な 研究 が ほとん ど 見 当ら な いと いう こと を 申 上 げ て お きま す 。 189 番 の 太田 教授 の 「 い 
わ ゆ る 嘩 液 腺 良性 混合 腫瘍 の 電子 顕微 鏡 的 研究 ] は , きわ め て すぐ れ た 写真 と , また あの 特異 な 問 質 , お 
よび myoepithel と の 関係 と を あざ や か に 電子 顕微 鏡 的 に 関連 させ て お り ま す 。 その 他 に , いろ いろ と 興 
OK 中 で も 演題 194 番 「 ガ ン 人 性 腹水 と , 癌 細胞 に お ける 多糖 体 の 合成 機能 に つい 

* ぅ 熊本 大 学 医学 部 で 研究 し て いる , 武内 先生 の 御 説 も , その 抄録 に あり ます よう に , 腹水 に お 


ける ee SGC Heat ÄMTERN, BREIT IC" 
さわ る 私 と いた し まし て も , CORT, 非常 に いろ いろ お うか が いし た いこ と と が ど ご ど ざい ます 。 少し 時 間 
が ご ざい ま LIEB, お ね が い Liev tue #7, 197 番 の 「 韻 細胞 の 形態 変化 と , 分 裂 増 殖 能 に つい Ne] | 


いう 名 大 の 田内 教授 その 他 の 方 の 御 研究 も , いわ ゆる Dauerform と いわ れる よう な , 小型 の 細胞 , あ 
る い は その 他 の 小型 細胞 の 癌 細胞 に つい て の いろ いろ な 意味 づけ , 分 析 と いっ た よう な 点 で 一 般 の 方 々 に , 
御 興味 深い の じゃ な いか と 思い ます 。 ま た :, 名 大 広野 氏 の 199 番 の 「 腹 水 肝癌 細胞 の 運動 能 と 浸潤 性 増殖 , 
お よび 転移 形成 と の 関係 ] と い 5 講演 も 生体 で 観察 され て いる 閣 細 胞 の 活動 性 の 強い も の , 割合 お と な し 
いも の と あり , それ と 移植 後 の 浸 潤 性 増殖 , ある い は 転移 と いっ た こと と な どの 間 に , みごと な 平衡 関係 が 
ある と いう こと を 明らか に され , 普通 癌 の 転移 で ある と か , 浸潤 で ある と か , 拡がり 方 と いう も の に つい 
て いろ いろ な 形 が あり まし て , その よっ て きた ゆえ ん が は っ きり し な いり い 現在, これ と 関連 し た 興味 ある 事 
実 を 明らか に し た も の で 非常 に 皆様 に 御 興味 あわ る も の と 考え る 次 第 で あり ます 。 
Ne 
っ た よう な こと に 関す る , 福島 医大 の 佐藤 春 郎 教授 以下 の 御 研究 , ある い は , この 「 エ ー ル リッ ヒ 腹 水 韻 , 
お よび 吉田 ORTE る 実験 的 研究 ] と 題する 神戸 医大 第 二 病 理 , 宮崎 先生 の 御 研究 , 最後 に , 
202 番 の 「Zn"? 標識 癌 細胞 に 関す る 研究 第 一 報 」 の 九州 大 学 理学 部 の 化学 教室 , お よび ガン 研究 所 の 方 々 
の 研究 等 か あり ます 。 特 に Zn は , 非常 に 癌 細胞 に 関係 する の で 御 承 知 か と 存じ し ます が , 平山 さん の 「 癒 
を 訪ね る | と いう , 疫学 的 な 事実 と も ぉ こら みあ わせ て みる と 面白 いと 思う の で あり ます 。 申し お くれ まし 
た が か, 188 番 に 福島 医大 の 中 研 の 大 里 先 生 , 森 ある い は 本 多 の 方 々 に よる , 「 和 糸 粒 体 の 行動 に 関す る 研究 
が あり ます が これ は むし ろ 核 学 の ほう に 属す る と 思い ます が , Chit, 天野 先生 が 電子 顕微 鏡 で , は じ め 
て 糸 粒 体 の 行動 も, は っ きり させ られ , それ と 同じ こと が 確認 され た の で あり ます 。 それ で は 太田 教授 
それ か ら 田 内 教授 に 2 分 づつ お 願い し ます . 
太田 邦夫 君 

Py 私 ども の 仕事 を 少し 説明 させ て いた だ きま す 。 HBR AIDS 2 ET RRR ICA 

し ます と , 上 皮 上 成分 と いた し まし て 分 泌 細胞 の 他 に tonofibril を も っ た 細胞 , その 他 に 特有 な 筋 上 皮 

細胞 が 存在 し て お り ま す 。 で , 幻 夫 を お 見 せ で き な い ょ 5 で , 残念 で あります が , その 他 , 他 の 特有 な 
stroma は いろ いろ な 成分 が 混合 し て で き て いる よ 5 で あり ま し て , その 中 に は 非常 に 。 は っ きり し た 
Kollagene Faser が 認め られ ます の で , 弾力 線維 に 似 た 非常 に 幅 の 広い dense な Faser それ か ら 細 胞 の 
Depression その 他 細 胞 の 破壊 産物 と 思わ れる も の が 混合 し て いる と いう こと が わか り ま す 。 し か し , 
まだ Faser の こま か い 成 分 に つき まし て は , 従来 知ら て て いま す 正 常 の 構造 と か な り 違 っ た と ころ が ご ざ 
いま す の で , 今後 の 研究 に まち た いと 思い ます 。 
どう も あり が と うど ご ざい まし た 。 
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田内 AZ 

人 体 例 の 組織 学 的 所 見 を 中 心 と し た 成績 に よる 考察 に は , 動物 実験 や 組織 培養 に よる 研究 の 場合 と 異な 
り 一 定 の 限界 の ある 点 は 否定 で き な い 。 ここ で 問題 と し た 点 は 癌 組織 の 発育 の 過程 に お いて 癌 細胞 の 小型 
化 か が し ば し ば み られ る こと は , 私 ども の 多数 の 人 体 癌 割 検 例 に つい て 統計 的 に また 韻 発 育 経 過 を 同一 例 で 
追跡 し 得 た 十 数 例 に つい て の 検討 に よっ て 明らか で ある 。 

この 癌 細胞 の 小型 化 は すべ て の 癌 組織 に お いて みとめ られ , その 意義 づけ を 各 方 面 か ら 検討 し た 。 す な 
わ ち 凌 縮 , 変性 壌 死 過程 の 像 , 不利 な 環境 に よる 抵抗 型 の 像 , 急速 な た 発育 に よる た め の 像 , 分 割 後 の 環境 
に よる 細胞 容積 の 増大 抑制 に よる 像 , 癒 発生 当初 か ら 混在 し て いた 小型 癌 細胞 の 後 か ら の 増殖 , BLOG 
細胞 の 発育 途上 に お ける 閣 細 胞 か ら の Mutant と し て 等 を 考慮 し て 種々 検討 し た 。 

結論 と し て 上 記 の 個々 の すべ て に つい て 背 定 的 な 所 見 を 確認 な いし 想像 する こと が で きた が , 私 ども の 
最も 問題 と する 増殖 能 を 形態 学 的 に みとめ る こと の で きる 小型 化し た 閣 細 胞 は , 一 般 癌 細胞 か ら の Mutant 
と し て の 意義 を みとめ た の で あり ます 。 
広野 BE 

腹水 肝癌 腹水 の 一 滴 を 懸 滴 標 本 で 生体 観察 し た 。 AH 130 が 最も 強い 運動 能 を 有 し , AH 602 は 最も 
弱い 。AH 7974 は 中 間 で ある 。 肖 潤 性 増殖 開始 の 時 期 , 転移 形成 頻度 は これ ら の 運動 能 の 強 さ と 相関 関 


係 を 示し た 。 


PN 





今井 教授 

それ で は 次 に 組織 学 の 方 に 入り ます 。 組織 学 関係 は , 演題 多かっ た 関係 も あり 先ほど 申し まし た よう 
(に 3 部 に 分 け て , それ ぞ れ 違っ た 司会 者 に 司会 を お 願 す る こと に な っ て お り ま す 。 最初 の 9 題 に つい て は 
私 が 司会 を や ら せ て いた だ きま す 。 

最初 に 9 題 の 概略 を 御 紹介 し ます と , 名 古屋 大 学 の 小島 さん が , EDTA を 兎 の Brown-Pearce 癌 に 与 
えま す と , 組織 像 が 変貌 し て くる と いう 興味 ある 研究 を や っ て お られ ます 。 次 に 同じ く 名 古屋 大 学 病理 の 
竹内 さん が , や は り Brown-Pearce 癌 組織 片 の 各部 位 に お ける 酸性 多糖 類 の 分 布 を 調べ て お られ ます 。 次 
の 3 題 は 大 阪 大 学 の 宮地 教授 の 研究 室 の も の で , いろ いろ な 臓 器 の 癌 の 脱 原 の 量 を 化学 的 に 測定 し て , I 
れ を 組織 像 と く ら べ て みる と いう 試み で あり ます 。 それ か ら そ の 後 の 3 題 は , いわ ゆる 前 癌 と 呼ば れる 問 
題 と 結び つけ られ る よう な も の で あり まし て , 千葉 大 学 の 井出 さん が 喫煙 と 気管 支 お よび 気管 の 粘膜 上 皮 
の 関係 を みて いら れる 。 そ れ か ら 東 京 大 学 の 志方 さん が 肝臓 韻 と 肝硬変 と の 関係 を 見 て お られ ます 。 その 
他 名 古屋 市 立 大 学 の 長 与 さん が 胃 粘 膜 上 皮 の 化 生 と 胃 の 癌 腫 と の 関係 を 調べ られ て 興味 の ある 所 見 を 出さ 
れ て いま す 。 それ か ら 熊 本 大 学 の 内 田 さ ん 等 の 胃 の 癌 の 場合 と 癌 以外 の 疾患 の 場合 の 粘膜 の 成分 の 差異 に 
つい て の 報告 も な され て いま す 。 

以上 が 組織 学 関係 最初 の 9 題 の 概要 で す が , ここ で は 各 方 面 に 関係 が 深い と 思わ れる と ころ の いわ ゆる 
前 癌 関係 の 報告 者 の 中 か ら 御 二 方 だ け に 登壇 願っ て お 話し 願い た いと 思い ます 。 

まず 千葉 大 学 病理 の 井出 助教 授 で す が , 煙草 を 喫 む 人 と , 喫 ま な い 人 の 気管 と 気管 支 の 粘膜 の 組織 像 を 
いろ いろ 比べ て お られ ます 。 こ れ に 対し て は 活発 な 附 議 が あり まし た が , 要点 は 喫煙 者 の 方 に 著 明 に 見 ら 
れる 諸 変 化 が 前 癌 と 称 さ れん て いる 状態 の も の で ある か どう か , と いう 問題 で は な か っ た か と 思い ます の で , 
この 点 に つい て まず 井出 さん に 御 説明 願い た いと 思い ます 。 井出 さん どう ぅ ぞ 。 

FH ROBE 

禁煙 者 と 喫煙 者 の 気道 の 変化 の 差 は 著しい の で あり ます 。 そこ で 私 は 喫煙 者 の bronchus と trachea 
と の 間 に は 差 は な いも の か と いう の は いわ ゆる bronchogenic carcinoma の 発生 率 が 高く か つ 滞 増し 
て いる の に 比較 し て tracheal cancer が 従来 か ら 極め て 少く , 近年 に な っ て も 増加 の 傾向 の な い 点 か ら 
で あり ます が を 検討 し た わけ で あり ます 。 

得 ら れ た 所 見 は bronchus と trachea で は ほとん ど 同 傾向 の も の で あり ます が , bronchus に お いて , 
基底 細胞 層 の 増殖 が や や 不 規 則 で あり , 細 胞 の 肥大 増殖 も より 著 明 で あり , また atypical epithelial 
cell proliferation に つい て は ほとん ど 同 様 同 程 族 で ある が invasive carcinoma の 1 例 を bronchus の 
み に 得 た 点 等 か ら indifferent な cell proliferation は ご く < 軽度 な が ら bronchus に 強い よう に 思わ れ ま す 。 
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indifferent な 細胞 の 出現 が carcinoma と 密接 な 関係 か ある と いう こと が 否め な い 以 上 喫煙 に ょ る 影響 

が 癌 発生 の 母 地 を 形成 し 得る 可能 性 を も つと 考え たい の で あり ます 。 = ちろ ん bronchegenic carcinoma 
と tracheal cancer の 発生 率 の 大 き な 差 位 を 説明 する plein Nh atop Aida kee 
を 説明 する た め に は どう し て も 他 の な ん ら か の factor を 考え な いわ け に は ゆか な いと 思い ます 。 

本 研究 は 未だ preliminary report で 今後 研究 を 進め て 結果 を 待ち た いと 思い ます 。 
今井 教授 

あり が と う ご ざ いま し た 。 これ は 大 事 な 問 題 で もり , また それ だ け 興 味 の あ る 問題 だ と 思い ます 。 昨日 
は 2-3 の 人 の 附 議 が あり まし た が , SAIL, その ぅ ちの 太田 教授 に 特に お 願 し て , 御 発言 し て いた だ く 
SLELET, 
ABRAA 

ae * た だ いた 上 皮 増 殖 は , 子宮 頭 部 粘膜 に 見 られ , か つ 極 め て 不安 定 な 化 生 病 変 に は な は だ 近似 し 
を E す の で 可逆 的 の も の で あろ 5 と 思わ れる こと , Ett, HAO data は 肺炎 の 存在 に よっ て その 頻度 


が は か | よ だ 高 く な る こと を 示し て いる よう に 思わ れる こと , お よび 気管 音 は は な は だ まれ で ある と いう こ 
と 。 きら に ー “PICO MT Le * わ れる も の は , ETIEBELKORMPERILSCILUCE DANS OR 
と いう 考え は 誤り で ある と いう こと は , 私 の 繰返し 主張 し て きた 通り で ある 。 以上 の 諸点 か ら 私 は この 病 
RAMI ITS LOLMRLTLES こ は 早計 だ と 考え ます 。 
今井 教授 

あり が と う ご ざ いま し た 。 な お いろ いろ と 問題 が ある と 思い ます が , いわ ゆる 前 ガン と いう 問題 と も 関 
pice nia 志方 さん に 肝硬変 と 肝癌 と の 関係 に つい て の 御 研 究 の 発表 を 紹介 し て いた だ き 
た いと 思い ます 。 従来 計 硬 変 導 と い う も の は 瘍 の 母 地 に な る の で ょ な いか と いう 考え が 各 分 野 に 広く あっ 


た わけ で あり ます が 。 この 点 な お 検討 の 余地 が ある と い 3? 御 考 え の よ うに 感じ た の で す が , 大 体 そ う で し 
ょ うか 。 時 間 が あり ませ ん の で か ん た ん に お 願 し ます 。 

BARKE 

ご 存 知 の よう に 肝癌 と 肝硬変 は 非常 に 密接 な 因果 関係 が か あり ます が , 従来 肝癌 と 肝硬変 症 が 共存 する 時 
すべ て の 例 で ほとん ど 無 条件 に 肝硬変 が 原発 で あり , そ の 長い 経過 の うち に 肝癌 を 発生 し た と 考え て いた の 
で あり ます 。 し か し 人 体 に お ける Hepatom が すべ て 他 の 原因 , 例え ば 肝炎 で で きた 肝硬変 の 改築 を 繰 返 

すう ぅ うち に 発生 する も の ば か り で な く , 少数 の 例 で は 恐らく 同一 の 原因 に より Hepatom の 発生 と 同時 に 肝 
BH HRT S0-CH 987° つま MP 人 mee ュー 
マン 性 に 起り , その 一 部 は いろ いろ の 悪 生化 の 像 を 示し た Hepatom に な り , そ の 他 の 部 分 で は 結節 状 肥大 
が 主体 に な っ て 肝硬変 症 が で き て Pe 
肝癌 と 肝硬変 の で きる 過程 に も 似 て いる の で あり ます 。 ま た 一 方 わが 国 に お いて Hepatom が 多い の は , 必 
ず し も ゃ 肝硬変 が 多い た め ば か り と は いえ な い の で あり まし て , わが 国 に お いて は 肝硬変 を 伴わ な い Hepa- 
seen iy 5 Semi RD TRL ey De cE i enna mae aie eine 
SNEE TET E, 今 申 し 上 げた よう な 例 と と も に 何ら か の 発癌 促進 因子 を 考慮 し な た いわ け に 
RB FEDANDIERLEN 20 WATER WET Re 


て も わ ヵ 国 で は 8 mete すい HABEN 硬 変 が 多い だ け で まな く 。 時 mm の 化学 的 な 因 


子 の 存在 を 想像 させ ます 。 胆管 更に お いて は ほとん どの 例 で 慢性 胆管 災 が その 発生 母 地 と な っ て いま す が 
や は り 二 三 の 組織 像 か ら 修復 性 再生 的 な 胆管 の 増生 過程 か ら の 発生 の み で は 説明 で き な い も の が あり ます 。 


今井 教授 

あり が と う ご ざい Se し まし て 非常 に 大 き な 問 是 
で あり , 大 事 な 問題 で あわ る と 思い ます が , これ に 対し まし て 御 造 語 の 深い 大 阪 大 学 の 宮地 教授 の 御 発言 を 
ss た ます 。 
宮地 az 


私 ども の 調べ た 昭和 21 年 か ら 30 年 まで の 剖検 例 で は , 肝癌 593 Al, 肝癌 を 伴わ な い 肝 人 硬 変 552 A 
あり ます が , 両者 の 年 齢 分 布 は いずれ も 50-55 を ピー ク と し て よく 似 た カー ブ を と る こと , EKA 
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の 42% は 肝硬変 を 伴い , 逆 に 肝硬変 の 302% は 肝癌 を 伴う こと か ら 両 者 に 密接 な 関係 が か ある と 考え られ 
ます 。 し か し , どちら か が 原因 と な り 結 果 と な る か と いう こと は , 簡単 に は きめ られ な いと 存じ ます 。 こ 
の よう な 点 か ら , 志方 さん の 御 研究 は , 今 ま で 気づか ふれ な か っ た 点 を あき ら か に され た も の で , 実験 的 に 
も 支持 され る の で あり ます が , 私 ども の 経験 で は 割合 に すく な いも の で は な いか と 存じ て いま す 。 
今井 教授 

あり が と うど ご ざい まし た 。 

これ で 私 の 受 持 は お わら し て いた だ きま す 。 次 に 同じ く 組織 学 関係 の 演題 で す が , 東北 大 学 の 赤崎 教授 
に 御 司会 を お 願い 致し ます 。 





赤崎 教授 

私 が 御 紹介 申 上 げ ま す の は 演題 212 か ら 220 番 ま で で あり ます 。 こ の うち 212, 213, 214 の 3 題 は 婦 
人 科 領 域 の 腫瘍 で , 特に その 組織 像 と 予後 と の 関係 を 取扱 わん た も の で す 。 

先ず 212 番 で は 慈恵 会 医科 大 学 産婦 人 科 樋 口 教 授 の 教室 か ら 卵 巣 充実 性 腫瘍 と 呼ば れ て いる も の の 予後 
に 関す る 統計 的 な 仕事 を 発表 され まし た 。 御 承 知 の よう に この 種 卵巣 腫瘍 の 多く は 卵巣 特殊 腫 場 と も 呼ば 
れる も の で あり ます が , その 予後 に つい て は 同一 腫瘍 名 で 取扱 わん る も の に し ば し ば 良性 と 悪性 の 2 型 が 
区 別 さ れ , し か も その 比率 は 人 に より 極め て まち まち に 報告 され て お り ま す 。 そ れ で 病理 学者 の 側 で この 
種 腫 場 の 組織 像 を 見 て 予後 の 判定 を 下す 場合 に も 非常 な 当惑 を 感ずる ち も る の で あり ます 。 樋口 教授 の 教室 で 
は 全国 の 婦人 科 教 室 か ら ま れ な この 種 腫瘍 の 手術 材料 を 比較 的 沢山 集め あ られ, その 組織 像 と 予後 を 10 年 
間 に わ た っ て 追求 され た 成績 で あり ます 。 数 字 が 多く 一寸 申 上 げ る 時 間 の 余裕 が あり ませ ん の で 省略 させ 
て いた だ き , 後 で 会 誌 に よっ て 御覧 下さ る ょ よう 願い ます 。 

次 の 213 番 と 214 番 は と も に いわ ゆる 級 毛 上 皮 腫 と 呼ば れん て いる も の の 組織 像 と 予後 と の 関係 を 取扱 
われ た も の で あり ます 。 

従来 この 名 で 呼ば れ た 腫瘍 の 中 に は Chorioadenoma destruens と Choriocarcinoma の 両者 が 区 別 さ 
N, それ 等 は 了 予後 の 点 で 非常 に 違っ て いる と いう の が 近 来 の アメ リカ 学派 の 見 解 で も ありま す 。 この 問題 は 
私 か ら 申 上 げ る より も , 演者 御 自 身 の 口 か ら 伺う 方 が 興味 深い と 思い ます 。 先ず 213 番 で 御 講演 に な り ま 
し た 長崎 大 学 婦人 科 の 三谷 教授 か ら 2-3 分 位 簡単 に 御 自分 の 御 発 表 の 紹介 を 願い まし て , FORTHE 
会 医科 大 学 婦人 科 の 細川 助教 授 か ら , 多少 見 解 の 御 相違 も ある よう です から , その 辺 の と ころ に 重点 を 置 
いて 御 話 を し て いた だ きま し ょ う 。 で は 三谷 教授 どう ぞ 。 

三谷 #E 

スラ イド で 御覧 の よ ぅ に choriocarcinoma と chorioadenoma destruens と の 差 は zotten の ある な 
し で つけ た 方 が つけ 易い と 思い ます 。chorioadenoma destruens で も る 及 や 膝 の 転移 が 相当 あり ます 。 HE 
も の は 32% あり まし た 。 ス ライ ド の 如く chorioadenoma destruens で 手術 で 一 次 死亡 し た 例 で 大 粒 の 
胞 状 奇 胎 が 見 られ ます 。 し か し 高度 の 肺 転移 が あっ て も スラ イド の 如く 化学 療法 で 癒 り ま す 。 

し た が っ て 級 毛 上 皮 腫 の 診断 は 慎重 に 行 ぅ 必要 が ある と 思い ます 。 
細川 ME 

三谷 教授 の 成績 と 異 る と ころ は 組織 内 に 紋 毛 形態 を 保持 し て いる 破 壇 性 奇 胎 は 大 多数 良性 で ある が , わ 
れ わ れ の 成績 で は 2 例 の 死亡 例 が あり 必ず し ゃ 良性 で な いと いう こと で あり ます 。 若 し 少 数 な が ら 転 移 を 
起 し 死亡 する と な る と , 種々 の 異論 が か ある と し て も 腫瘍 の 範 騎 に 入れ て お く 必 要 が ある と 今 の と ころ 考え 
て いま す 。 な お 了 候 床 的 に 紋 毛 上 皮 腫 と 該 断 し た 材料 の 中 に は 組織 学 的 に どう も 誤診 で ある と 思わ れる も の 
が 少く な い ょ よう で す 。 こ れ ら を 統計 に 加え る こと に より 予後 に 大 き な 害 が 生ずる と 考え ます 。 
赤崎 教授 

只今 御 二 方 の 御 報告 に より まし て , 従来 Chorionepithelioma と 組織 診断 され て お り ま し た も の の 中 に 
2 つの 型 が あり , 両者 は その 予後 が 非常 に 違う も の で ある と い 5 点 で は 一 致し て お り ま す 。 病理 組織 学 的 
診断 を する 立場 に ある も の と 致し まし て は , 十分 その 点 を 注意 し て 誤り が な いよ うに し な けれ ば な ら な い 
と いう こと を 痛感 させ られ た 次 第 で あり ます 。 

次 の 3 つの 御 報 告 (215, 216, 217) は リン バ 節 腫瘍 に 関す る も の で あり ます 。 先ず 215 番 で 医科 歯科 
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大 学 と 韻 研 病理 の 太田 教授 等 は リン ペ 節 腫 場 の 悪性 度 の 決定 に 特殊 の 方 法 を 用 いら れ ま し た 。 御 承 知 の よ 
ぅ に リン ボ 飾 腫瘍 の 中 に は その 組織 像 か ら だ け で は , 殊 に 病変 の 初期 で も り ま す と , 果 し て 悪性 腫瘍 か ある 
い は 良性 の も の か 鑑別 の な か な か 難し いも の が あり ます 。 この 問題 を 他 の 方 面 か ら 解決 し て みよ うと いう 
の が 太田 教授 の 御 研究 で あり ます 。 太田 教授 は 問題 の 解明 に リン バ 館 組織 の 組織 呼吸 と 解 糖 能 と を 調べ , 
その 数 値 に よっ て 腫瘍 の 良性 , 悪性 を 決め よう と いう の で あり ます 。 で は その 方 法 に つき まし て 太田 教授 
か ら 科 単に 御 説 明 願 いた いと 思い ます 。 


太田 邦夫 若 
手術 室 カ ち 新 鮮 に 入手 し た 汐 巴 腺 (腫瘍 また 疑 腫瘍 を 含む も の , 含ま な いも の ) を IHREN slice 
と し て 直ちに ワー ル ブ ル グ 法 で QCO,, QO, を 測定 いた し ます 。 測定 後 速 か に 練 結 乾燥 し , 重量 を 決定 す 


る と と も に ペラ ケ ィ ン 包 埋 を 行い , これ を 連続 切 廊 に し て 観察 し ます 。 BIH trace し , これ の plani- 
metry で 腫瘍 お よび 非 腫瘍 部 の 面積 を 出し て , これ を 縦 軸 に と り , 横 軸 に 切 刻 の 厚 さ を と る と , か くし て 
得 た グラ フ の planimetry か ら , 材料 中 に 含ま れる 腫瘍 また は 擬 腫 瘍 部 お よび 非 腫瘍 部 の 体積 比 が 得 ら れ 
ます 。 こ れ ら の 数 値 か ら 腫 瘍 また 疑 腫瘍 部 の み の 解 糖 , 呼吸 能 が 算出 され ます 。 これ に よる と 現在 まで 正 
常 汐 巴 組織 の QCO。 は 942 程度 で ある の に 悪性 組織 で は QCO, は 2243 と な り ま す 。 

この 方 法 は 組織 学 的 に 解決 で き な い 汰 巴 節 病変 の 解釈 に 役立つ も の と 考え られ ます 。 
赤崎 教授 

リン 人 節 腫瘍 の 残り の 2 題 は 細 網 肉腫 に 関す る 報告 で も や り ま す 。 216 番 で 九 大 病理 の 大 塚 さ ん は 「 リ ン 

パ 性 細 網 肉腫 の 拡がり の 部 位 と 組織 像 , ある い は それ の 転移 方 式 等 」 に つき まし て 形態 学 的 の 立場 か ら 御 
報告 を な さい まし た 。 次 の 217 番 で は 東大 病理 の 菅野 さん が , 広島 の 被爆 者 に 見 られ た 細 繝 肉腫 の 4 例 を 
報告 され て お り ま す 。 も っ と も これ 等 の 例 が 果して 被爆 と 関係 が か あっ た か どう か と いう 点 は 何と も いえ な 
いよ う で , 少な く と も 組織 像 の 上 か ら だ け で は 日 常 わ れ わ れ の 経験 する 原爆 と 無関係 な 者 の 細 綱 肉腫 と 違 
う と ころ が な いよ うう CH. 

218, 219, 220 の 3 題 は いずれ も 脳腫瘍 に 関す る も の で す 。 218 番 で 新 大 病 理 の 五 十 履 さん は 従来 
Pinealom と いわ れ て いた も の の 中 に , その 発生 母 細 胞 が Pinealzellen と は 異な る 細胞 に 由来 し , その 
組織 像 が Disgerminom に 一 致す る も の を 含ん で いる と いう こと を 詳し い 組 織 発生 学 的 な 基礎 の 上 に 立っ 
て 立証 され まし た 。 

また 220 番 で は 同じ く 新 大 病理 の 今井 さん は 脳腫瘍 の 詳し い 組織 化学 的 な 検索 成績 を 発表 され まし た が 
時 間 の 関係 で 省略 させ て いた だ きま す 。 

で は 以上 を も ち ま し て 私 の 分 担 致 し まし た 御 紹介 を 終ら せ て いた だ きま す 。 
今井 教授 

あす 作者 後 し ば らく 。 次 は 組織 学 の 残り を これ は 太田 教授 の 御 司会 で や っ 
て いた だ きま す 。 ま た 続い て 示説 15 題 の 方 も 一 緒 に 御 願 いい た し ます 。 
太田 教授 

私 が 担当 を 命ぜ られ まし た の は 演題 221 番 か ら 230 FH, お よび 示説 で ご ざい ます が , 示説 に は 非常 に 
面白 い 例 が 沢山 あっ た の で あり ます が , も う 5 時 間 が ご ざい ませ ん の で 全部 省略 させ て いた だ きま し て , 最 
RD 298 番 の 宇 塚 さん の 例 だ け に つい て , あと で 小島 博士 と 高森 教授 に ちょ っ と 討論 を し て いた だ きま す 。 
演説 の 方 で は 子宮 癌 に 関し て 3 題 の 報告 が が あり ます 。 ま ず 221 番 の 阪 大 病理 の 緒方 氏 等 は 子宮 頭 癌 の 判 
栓 208 例 に つい て , MOKA DH, 手術 例 , 非 術 例 に 分 け て 比較 し て お られ ます 。 そ の 結果 生 。 
ある い は 遠隔 汐 巴 腺 へ の 転移 が な か っ た 例 で は , 手術 が 癌 の 拡がり を 促進 する こと が あり 得る と いう 結果 
を 示さ れ た と 思い ます 。 私 の 主 解 し まし た の が 間違っ て お れ ば 演者 か ら 御 訂正 願い た いと 思い ます 。 また 
222 番 の 阪 大 婦人 科 の 川端 氏 等 は 136 例 の 全 摘 子宮 標本 に つい て 子宮 頸 癌 の C.P.L. 分 類 が 予後 推定 に 非 
常に よく 一 致す る と いう こと を 再 確認 され まし た 。 

次 に 熊本 大 学 の 江川 氏 は , 40 例 の 子宮 顕 癌 に つい て C.P.L. 分 類 を 行い , 組織 化学 的 に , アル カリ ・ フ 
ォ ス ファ ター ゼ の 態度 を 比較 検討 きん て お り ま す 。 そ の 結果 と し て , アル カリ ・ フ ォ ス ファ ター ゼ の 態度 
は , 実質 の 中 より る ゃ 間 質 側 の 方 に 特徴 が ある と い うぅ 結論 で あり まし た 。 これ に 関し て 腫瘍 の 成長 と 間 質 の 
態度 と いう こと が , 問題 に な り ま し た 。 江川 氏 の 研究 の 結果 と し て は , 特に 子宮 癌 の 反応 性 , BRO 
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ACT ォ ス ファ ター で ゼ が 強く 陽性 に 出る が , 実質 の 方 に は は っ きり し た 特徴 は な い , 陽性 に 出る あと と も あ 
AL, 陰 en: と も ある と いう 結果 で ms た の で あり ます 。 こ の 所 見 の 解釈 に つい て , 今井 教授 と 武内 教 
REIFEN ER の で ご ざい ます が , 演者 の 御 説 明 を 省略 いた し まし て , 今井 教授 か ら 御 討論 の 要 


=f ‘ 
点 を お 話 た い 


5H a2 

私 ども が 胃癌 で 検 べ まし た と ころ で は ほ は, アル カリ ・ フ オス ファ ター ぞ ゼ は 間 質 の 肉芽 組織 性 の 増殖 が 
と ころ に どう も 強 \ EB 中 さん の 成績 と 全く 一 致す る か と 思い ます 。 た だ その 解釈 で あり ます が , 間 
買 の 増殖 に よ っ て , 狂 出 部 の 癌 細胞 に 退行 変性 が 生じ , アル カリ ・ フ ォ ス ファ ター ゼ が この 退行 過程 と か な 
り 関 係 が あっ て 増強 す る の で 人 いか と い 5 結 論 を 私 ども は 得 て お り ま す の で , 御 紹 介し た 訳 で あり ま 
太田 教授 

これ に 対し て 熊本 大 学 の 病理 の 武内 教授 か ら 御 意見 を 御 伺 いし た いと 思い ます 。 
KASSE 


eo 
と 思い ま Jo 
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フォ ス フ ァ ター ゼ ぞ 反 応 を みる 場合 に その per こと を 考慮 する 必要 が ある の で は な いか 
と 私 は 考え ます 。 誤り の 陽性 反応 , あや まり の 陰性 反応 と er べき も の が あり ます 。 必ず し も 反応 が 強 
く 出 た と と ろ に フォ ス フ ァ ター ゼ ぞ の 活性 度 が 高い と 一 概 に は いえ な いと 思っ て お り ま す 。 この 点 を 考慮 し 
て あや まり の 反応 を の ぞい て 観察 する 必要 が ある と ころ に , rms で た ん じゃ な いか, 真 の 所 見 か ら は 
者 の 見 解 は 一 致す る は ず だ と 私 は 考え て お り ま す 。 
太田 教授 

どう も あり が と う ご ざ いま し た 。 腫瘍 の 成長 と その 間 質 の 示す 態度 に つい て アル カリ フォ ス フ ァ ター ゼ 
が どう いう ふう な Indicator と な る か と いう こと は 重要 な 問題 と 思い ます が , 今 の お 話 で 大 体 お 分 り に な 


て 4 つの 演題 が ご ざい まし た 。 が その うち の 225 番 の 名 古屋 大 学外 科 の 余 語 民 は , 
類 の 組織 化学 的 検索 の 総合 成績 を 述べ て お られ ます 。 
外科 の 藤森 先生 の 御 研究 の 要点 を 演者 か ら お 聞き し た い の で す が 。 BREEL SZ, 





酵素 の 活 注 が 出来 上 っ た 乳癌 細胞 より も , me NEE 
り ま す 。 こ れ は 特に 8- グ ルク ロニ ダー ゼ に いて そう で あ ! 
REFS & MP TR RAT も , DAL ae で も , FLARE 
SFE ILS RC むし ろ 低 下す る の で あり ます 。 ENAGRERE battec の 機会 * に 述べ 






た 如く , estrogen が RNA 代謝 を 元 進 し , ま た RNA 代謝 元 進 状態 の 乳腺 で は 8- グ ルク ロニ ダー ゼ 
ま が 促進 する と ころ か ら , 本 グル クロ ニ ー ダ ー ギ 少 仁 の 増強 と 細胞 の 増殖 と いう 間 に は , ホル モン の 代謝 , 
RNA 代謝 た どの 機構 が 介在 する と いう ふぅ に 考え た い の で あり ます 。 


ご いま し た 。 そ の 他 乳 腺 に つき まし て は 226 番 の 佐藤 教授 等 は 筋 上 皮 の 乳腺 各種 病 
ミ れ まし た 。 ま た 224 番 の 名 大 外科 尾崎 氏 等 は , 人 乳癌 223 例 の 材料 で その 冶 腫 
wD に し ま Lt, 一 例 毎 に histogram を 作っ て 研究 し た 結果 , 各 例 毎 に その mode に 
- 定 し た 特徴 ヵ あい り , また その mod の 巾 の 拡がり の 広い も の は 予後 が 不良 で ある , と いう よう 5 な 結果 を 
出さ れ て お り ま す 。 基 だ 興味 ある 結果 だ と 思い ます 。 
前 立 腺 病 に つい て や は り 3 題 あ り ま し て 千葉 大 学 皮 膚 泌尿 器 科 の 百瀬 氏 等 は 前 立 癌 の 例 に つき まし て 17 
ケト ステ ロイ ド ゴナ ド ト ロ ピン 等 を 測定 し て , これ と 開 丸 の 組織 像 と を 関連 せしめ て 考案 さ ミ れ て お り ま す 。 
- 230 HOKE A.B.C.C. 病理 部 の 平木 氏 等 は , 16 例 の 前 立 腺 瘍 , 46 例 の 前 立 腺 肥大 症 に つい て そ 
の 病理 組 織 学 的 な 特徴 を 分 析 し て お られ ます 。 最後 に 228 番 の 東京 医科 歯科 大 学 お よび 癌 研 の 太田 等 は 
203 例 の 45 才 以 上 の 日 本 人 男性 の 割 検 例 , に つき まし て これ を 詳し く 検 索 し た 結果 , 日 本 人 の 前 立 腺 に 
お いて も 50 才 以 上 で は 平均 14.399 の 潜伏 性 前 立 腺 癌 が ある と い うぅ こと を 発表 し て お り ま す 。 この ペー 
ae と も に 増加 を いた し ます 。 この こと は 従来 日 本 に お いて 前 立 腺 癒 が 非常 に 少 か っ た と いう 


a で あり まし て , 決し て アメ リカ , カナ ダ , イギリス な ど で 出 て お り ま 
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すす 潜伏 性 前 立 腺 瘍 の 頻度 統計 と 大 差 が な いと い ぅ 結果 に な っ て お り ま す 。 
これ で 演説 は 全部 終っ た 訳 で ちあ り ま す が , 最後 に 示説 の 症例 で 298 番 「 高 ゲロ プリン 血 症 を 示し た 白 血 
細 網 症 の 一 割 検 例 ]」 と いう 示説 が ど ざ いま す 。 こ れ は 52 才 の 男 で あり まし て , SHAM UOIEK 
よび 導 面 友 下 の 白血病 性 腫瘍 形成 が あり まし て , 赤血球 328 万 , 白血球 は 5 万 内 外 と いう よう な 例 で , 血 
SARAH 7-grobulin が 57.78% を 示し て お り er COP ARS HBR, 演者 は 表題 に 示さ れ た よ 
う な 白 血 細 網 征 と いう 診断 を つけ て お られ る の で あり ます が , これ に つい て この 研究 を 代表 披露 され た 東 
北大 学 の 小鳥 助教 授 か ら 御 意見 を 承 わ り , それ に 対し て 他 の 病理 学者 の 代表 と し て 高木 教授 か ら 御 意見 を 
賜り た いと 思い ます 。 
小島 #3 
私 達 が 報告 いた し まし た 例 を 特に Myelom と の 関係 に お いて 要約 いた し ます と , まず 骨 の 破壊 が 殆ど な 
NEL, RICH EE L が な いと いう こと , 細胞 増殖 が 骨髄 の みな ら ず 光 巴 腺 そ の 他 に 浦 夢 往 に あっ た こと , 
(細胞 が Plasmazellen と は いえ な いも の で ある 。 chai よう な こと か と ら と 定型 的 な 5 で で は 
よい と いう こと に な り ま し た 。 し か し これ は あく まで も 定型 的 な も る の と 比較 し て 申す の で あり まし て , aa 
達 は 14 例 の Myelom を みて お り ま すけ れ ど も 多かれ 少 か れ そ うい う 所 見 は 出現 し て いる の で あり ま 
高 グ ロブ リン 血 症 を 伴っ た 骨 簡 の 間 質 細胞 の 増殖 は , 従来 Plasmazellen を 中 心 と Dc 
* ゝ で き て お り ま すけ れ ど も , その 後 の 研究 に より まし て その 枠 を 逸脱 する 症例 が 多々 あら われ て お り ま 





J 
BATE 
+, Makroglobulinaemie (Waldenstroem), ae な ど が それ で あり ます 。 そ うい っ た 一 


> 


連 の も の を 総括 する よ 5 な 大 き な 概 念 が ここ か ら 生 れ て くれ ば , Krisen SATKL 
と 考え , その 意味 で 御 報 告 い た し まし た 。 細 網 症 と い 5 nis は , 増殖 細胞 の 形態 が われ われ の 研 
完 か ら 得 た 細 網 細胞 の 増殖 時 に し めす 種々 の 形態 の 範囲 に ちる こと と を 示 UT} お っ た と いう こと で あり ます 。 


それ か ら 腫 冶 を 形成 せ ず , ARATE 乾い OCLC HE’ LV Bale つ け ま し た 。 こ れ は Myelose, 


No 


Lymphoadenose。 そ うい っ た 意味 の “ 症 "で ご ざい ま a 
太田 教授 





と で すか : これ は まあ そう いう わけ で は な い の で す が 太 田 君 や な ん か と いろ いろ みた 話 。 
Karel Ts 0 

私 は これ 一 SM は り , 非常 に 非 定型 的 で ある が plasmocytoma の 一 種 で は な いか と 考 ん てい ます 。 
の 浸 8 の 形態 か ら 銀 織 維 形成 が 殆 を ん ど な い と いう 演者 の 所 見 か ら , また そ 5 考え て も 了 臨床 所 見 と 
RNN この よう に 考え た の で あり ます 。 骨 の 破壊 が 全く な い , や は り 高 グロ ブリ ン 血 症 


を 示す , plasmocytoma を 私 ども も 一 例 着 検 し て お り ま す 。 こ うい う よ うな 症例 の 決定 的 な 診断 と いう 5 こ 
と に な り er る と か ある い は 電子 顕微 鏡 に よ > PR 胞体 の 検査 で ある と か , DPI 


り 非 常に 重要 な の で あっ て , そう いう こと な し に 論じ て も 水 掛 論 か と 思い ます が , Braunsteiner は 御 存 
知 の よ うに 繰返し て biopsy #7 Sal : 検 べ ま し て , 高 7-globulin ED ROWE, 腫瘍 細胞 に お ける 
endoplasmic reticulum の 発達 と の 間 に 平 衡 関係 る い に 出 し て いま す 。 その 場合 plasma cell 性 格 
細胞 が ! pi より , 場所 に より 出現 し た り し な か っ た りす る こと が ある よう で あり ます 。 そう いう よう な こ 
と か ら 考 えま し て , こう いう 例 で は , 電子 顕微 筐 に よる biopsy 材料 の 診断 が 臨床 的 に 役に立つ の で は な 
ahaa. いずれ に し て も 非常 に 稀 し い 例 だ と 思っ て 興味 深く 拝見 いた し まし た 。 
太田 教授 

これ を も っ て 私 の 御 紹介 を お わり ます 。 
今井 教授 

て それ で は これ で 第 四 会 場 並 びに 示説 会 場 で 行い まし た 細胞 , 細胞 核 , 組織 並び に 韻 検 示説 の 報告 を 終り 
ご ざい まし た 。 (HE) 






ュー レー に > ° た 
ます 。 あり か と 25 
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2. € 化 
AS: 三 二 教 授 


ee 教授 

RIL SOW CMs Li こ 生 化学 分 科 会 の 御 報 告 を 申 上 げ ま す 。 最初 に お 断り し た い の は この 癌 の 生 
化学 的 研究 に 関し て 広範 に わた っ て 通 叶 し て いら れる 中 原 韻 研 所 長 が 御 欠 所 で あり ます し , また 純化 学 的 
な 立場 か ら 深く 御 研究 に こ な っ て お られ ます 正宗 教授 も 御 欠席 で あり ます の で , 潜 越 に も 私 一 人 ここ に 出 て 
BvNEL MAAR RV EFUET, 

第 2 会 場 で 行わ れ ま し た 演題 数 は 約 50 で あり ます 。 一 一 その 分 類 の 仕方 に も いろ いろ ある wo >: 
が , 一 一 すず どう いう 材料 を 選ぶ か と いう と こと, それから どう いう 目的 を も っ て 検索 し た か と いう こと で 
また 別 の 見 方 が で て くる と 思う の で あり ます 。 

それ か ら 方 法論 的 に な り ま し て どう いう 機械 や 装置 を 使っ た か で 分 けら れる と 思い ます が , 一 番 常 識 的 
な 分 け 方 か ら 申 し ます と , いか な る も の を 材料 に 使っ た か と いう こと で あり ます 。 この 見 方 か らい た し ま 
す と 腫瘍 自体 を 生化 学 的 な 実験 の 対象 と し た も の が 約 10 題 で 大 体 202 ご ざい ま 
Dina He これ は 冶 の 毒物 質 と いう 考え 方 か ら は toxohormone の こと で 約 6 z 

くに 申し ます の は 担 韻 動 物 を 対象 と し た も の で 体液 な り 血 液 な り を 取扱 っ た も の が 
常に 多く 大 多数 と いっ て いい 仁 占め て お り ま す 。 動物 だ け の は 30% 位 あ り ま す 。 れ 
* う で すか 。 と も か く 人 の 場合 で す と , 癌 患者 と な り ま し て , SEHR SHAD RAH 127 


bd 


Ga 

ご ざい ます か ら 広 い 意 味 の 担 》 人 動物 と い 5 こと か ら 申 し ます と , 42% と な まし て 半数 近く に な り ま す 。 
また 別 の 見 方 か ら で あ り ま す が 導 細 胞 の 分 裂 促 進物 質 と > 御 研究 を cs x っ た 方 が 2 人 程 あ り ま すし , 

また hormone 関係 を お 検 ベ に な っ た 方 が これ も 2 人 位 あ り ま し た 。 spite: 学 的 に 追求 な すっ た 方 も 2 人 

あり まし た 。 し た が っ て これ ら は や や 特異 的 な 御 研 究 に 属す る と いえ る と 思い ます 。 


ここ で 話 は 元 へ 戻り まし て 担 癌 動物 の 研究 の 中 で 重金属 の 代謝 を 取扱 われ た 演題 が 今度 は 相当 まとまっ 
て お り ま し た 。 重金属 は 鉄 と 鋼 で あり ます 。 先程 ちょ っ と お 話 が 出 まし た 亜鉛 の 問題 は 今回 は 取扱 われ て 
きり ませ ん で し た 。 MORAN RAE tochormone も 較 人 座ら れる と 肛 い まし て 。 は その 
方 面 の 御 演題 を 提出 され た 方 そ 々 に 御 登壇 の 上 御 討議 叫 い た いと 思う の で あり ます 。 

名 大 の 立岩 さん , 阪 大 の 山口 さん , 阪 大 の 沢田 さん 。 ra ie 木村 さん どう ぞ お 願い いた し ます 。 

担 癌 の 問題 で も や り ま す が , 私 の 大 変 明 れ て お り ま す 友 達 の 久留 教授 は , 私 に 胃癌 の 問題 を いろ いろ と 
oe さい ます 。 特に 胃癌 と いう も の は , BTOLOOMARORVTh, それ が 体 全体 に すでに お よ 

る 影響 が 大 きい と いう よう な こと か ら , や は り 遠 富 し た と ころ に も 影響 バ か ある の だ と つね づ ね いっ 

て お られ る の で あり ます 。 この た び を の 方面 の 間取り 扱わ も た の 2 まあ り の ミ う で, こ うい: 5 機会 に 

ARBBALMAhIt, 大 変 し あわ せ と 思 う の で あり ます 。 


Es 


He, 


> 
x 


札幌 大 の 和田 さん , LICR ES. 岡山 大 の 多胡 さん , 順天堂 大 の 川俣 さん , 熊本 大 の 小原 さ 
ん , 阪 大 の 伊藤 さん ある い は 連絡 が 不 十 分 で あっ た か と 思い ます が , 新潟 大 の 赤井 さん , お 願い いた し ます 
これ か ら 今 の 方 々 に 第 2 SCO MBE BOL CHL Cl た だ きとう ご ざい ます が , 時 間 の 関係 も 
ご ざい ます の で , 金属 の 方 で は 立岩 さん と 山口 さん と 沢田 さん に と に か く 御 予定 し まし た し , それ か ら 崩 


病 の 方 の 問題 で は 。 和田 さん と 多胡 さん と 小原 さん に お 話題 うつ も り で あり ます 。 

先ほど の 会 で ご ざい ます と , ここ に 大 勢 の 司会 者 側 の 方 々 が 並ん で お られ た の で あり ます が , それ と は 
ヶ っ て 変り まし て , ILI HABE LIMO COLES. 最初 に 胃 瘍 の 問題 を 伺い た いと 存じ 
まし て , 和田 さん , 昨日 の お 話 を お 願い し た いと 存じ ま 
PAHS 

私 ども は , も し 組織 学 的 に 前 癌 状態 と いう も の が 考え られ る と いた し ます れ ば , 機能 的 な 面 か ら も ある 


程度 に うい うこ と が 考え られ る と 思い ます 。 Part 胃 の 機能 と いう も の を 対照 に 見 る の が 当然 だ 

ろう と 思い ます が , この 面 か ら す る 研究 を 見 ます と , 従来 液 午 白 に 関す る f pe wiped 少 い ょ うに 思 

ます 。 先 年 来 これ を polarograph 電気 泳動 法 等 を 使い ま し て ei 参り まし た 。 現在 の 段階 に 

お きま し て は , ここ に 書き まし た よう に Glass-Boyd が 提唱 いた ey Le RE 分 割 法 が 一 般 に 行わ 
て いる よ 


rss が , ri その 各 分 誠に つき まし て , 電気 泳動 法 と polarograph 活性 と 
379 
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, 癌 で は 陰性 荷電 分 層 が 非常 に 少く な る と いう こ Bag 
と , この mucoprote'n ある い は mucoproteose £\doi Tis) EFF: 
shi ら の 場合 に も 確か に mucoprotein 減少 と し て 認め られ ます けれ ど , cae 
分 割 法 に より ます と , acetone 可 浴 部 に 逃げ て 行き ます 部 分 に 。 相当 の 意義 の ある 
が ある よ 5 に いま で 荷電 上 の 遂 束 組成 を さ さら に 単 離 致 し ます 方 法 と \ ER LT, Piz 
TERRKDERFRU LE LI. これ に より ます と 荷電 上 の 主要 組成 を と り ま » 対照 と 胃癌 に つ 
‘T, それ か ら 今 回 は histamine に 対す る 抵抗 性 無 酸 胃 液 の し て みた の om り ま す が , 凍結 
乾燥 いた し まし た 胃液 の 粉末 を 泳動 いた し ます と , 大 体 こ の よう な strip で と り ま し た と 同じ ょ うな 数 個 
の peaks に 分 ける こと が で きま す 。 この 点 か ら 見 て , 割合 gene ee 
ak orcinol, DPA お よび tyrosine と いう よう höre ょ り 均 一 に 含ま れ ま し て , I 
rte lags. ae, る と いう こと が 認め られ ます 。 同時 に 原点 附近 に 
ET. で 当然 胃癌 の 場合 に こう い 5 現象 が 果 し て 特異 的 か どう か と いう こと 
更に これ を toxohormone ある い は KKIK 効果 と い ぅ 点 か ら 同 時 に 同じ 
人 
こ 2 つの peaks に 分 か れ ま す 。 こ れ に 胃液 を 加え て 見 ます と , この よう な 形 に な っ て 流れ ま 
KIK 因子 を と り ま し て 流し ます と , 同じ ょ 5 に 2 つの peaks に な り ま す 。 ne ce 
これ は toxohormone に つい て は 逆 の 関係 が 認め られ ます 。 さ ら に 各 peak IT OU» TARA 
io pattern KERLE FD, HD の 場合 に は 先程 申し 上 げ ま し た ょ ぅ に , 
BBE A> 2A Zs URSIN, この KIK 4}; 
て , この pattern と 全く 一 致 い た し ます 
さら に 私 ども は この 両方 の 関係 を 単 離し よう と 思い € LT, Dowex 50X-8 を 使い まし て , resin chro- 
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は polaro ;F 















果 を 認め , それ か ら お そい 部 分 に toxohor- 


ニー 


matocolumn (こよ り ま し て 単 離し て まい り ま す と , か ん た ん に 申し 上 げ ま す と , kpmnian と sugar の 
pattern cinggtitniee tude LCHHOBEICIX sugar の 方 方 が あき ら か に 多く な り ま し て , EHRE 
いう 5 点 で 違い ます 。 PRICES OA MSA om の toxohormone は この 最初 の 糖 組 





成 の と い 部 2 分 に , KIK は こち ら の 方 の deine! の ほとん ど な い 部 分 に 出 て いる 。 こ れ ら の 関係 か ら , も し 








この 生物 学 的 活性 を 対象 と いた し ま ie Be nis こと を 考え て み ま す と , 現在 の と 
ころ は diphenylamine 等 を 対象 に い eee し た 化学 的 単 離 法 が i AP 何 か こ うい 


それ か ら 遅 い 易 動 度 の 部 分 の 追求 に よっ て , 今後 前 瘍 性 変化 も の を 追及 し な けれ ば な ら 





岡山 大 の 多胡 さん , お ね が いで き 
SHARE 

胃癌 患者 に お 
imer-Moshin の 方 法 に よっ て 測定 いた し まし た 。 これ ら の 価 と 癌 の 進行 が いか な る 関係 に あり ます か 
汽 紙 電気 涼 動 法 を 利用 いた しま し て , TRAE clit, 10B, PAS, DOT 染色 を 利用 いた し まし て , 血清 
多糖 類 の 変化 を 測定 いた し まし た 。 これ ら の serum mucoprotein polysaccharide お よび total serum 
polysaccharide 増加 は , 胃癌 の 進行 状態 の 判定 の 一 つの 参考 と な る と 思い ます 。 す な わ ち 胃癌 の 進行 , 種 
類 に 応じ た 転移 の 抗 が り と ある 程度 平行 関係 に ある の じゃ な いか と 思い ます 。 また 同時 に 血清 蛋白 お よび 
多糖 類 分 層 の a, a, globulin の 増加 も 胃癌 の 進行 と 平行 関係 に ある と 思い ます 。 これ ら を 担 Brown- 
Pearce 腫瘍 家 各 に つい て ある 程度 裏付け て お り ま す 。 この 血清 蛋白 分 層 , ある い は 血清 多糖 類 分 層 に お 
きま し て , a,a, globulin 分 居 の 増加 は , 少く と も 一 部 の も の に は 腫瘍 原 性 多糖 類 の 存在 を 考え て お り ま 
72, 同時 に 生体 反応 と し て の 多糖 類 の 増量 に は 肝臓 の 役割 $ 重 要 だ と 思わ れ ま す 。 
FF 教授 


= し て serum mucoprotein polysaccharide と total serum polysaccharide を We- 











う あり が と 5 こさ ゆま し た 。 


ae 
_ や の 
HEAR 大 の 小原 さん に お 願い いた し ます 。 

















小原 憲二 君 

今回 Le Page の 方 法 を 若干 変え まし て , 胃 閣 患者 の 糖 代謝 の 面 に お ける 肝 の 態度 ,。 お よび それ に 関す 
る も の を 調べ ま し た 。 

FRR, 開腹 直後 お よび 閉 腹 直前 に 肝 切 片 を 取り まし て , barium 不溶 性 成分 で ある 第 1 分割 中 の 
pentose は ATP, ADP を 構成 する も る の で あり ます が . 手 術 の 前 後に お きま し て は , 各 pentose, HH, 
MR, EARL LOI, 上 昇 の 傾向 が あり ます 。 次 に この 場合 血 中 に お いて は 一 時 減少 し , また 3,4 
時 間 後 , 上 時 する 傾向 を た どり ます 。 な お 第 2 分割 barium 可 溶 , alcohol 不溶 性 成分 に お きま し て は , 
pentose は と も に 上 申し , 肝 の 有機 既 に お いて , 胃癌 お よび 胃 と 十二指腸 潰 場 で は その 差 が 多少 見 受け ら 
れ ま す 。 

第 2 分 割 の 血 中 に お ける 動き は , 開腹 直後 より 多少 上 昇 し, 続い て 下降 する と い 3 移行 を た どり ます 。 
COBRRAEROREREAEDTL, 開腹 直後 の 肝 の 変 替 率 は 潰瘍 の 方 が 癌 の より も 高い 傾向 を 示 し , 
第 2 分割 の 有機 識 に お いて の みみ , 癌 の 方 が 高い 値 を 示し て お り ま す 。 

肝臓 の BSP 値 で 現 わ し た 第 1 分割 の 無機 焼 量 と の 相関 関係 ne? と , SRA OEY, FF 
機能 が 良好 で ある と いう 一 つの 傾向 が 分 り ま し た 。 KICMADRERIK I AKA O HI RE RUTH 


り ま す 。 
al 教授 

どう も 有難 5 ご ざい ま し た 。 次 は 阪 大 の 伊藤 さん に お 願い し ます 。 
伊藤 英太郎 若 


われ われ の 研究 室 で は , さき に 芝 , 沢田 等 が , toxohormone を モル モッ ト に 投与 いた し まし て , KH 
acetone 体 排 潤 量 が 著 明 に 増加 する こと を 証明 し まし て , その 成績 を 人 癌 に 応用 し て 見 まし て , 何 か 癌 の 
悪 液 質 の 程度 の Merkmal に な る の で は な いか と 考え まし て , 62 HOMERTONT, MPO acetone 
BEE L Hd CMR MEV RLELK. TORR acetone 体 排 港 量 は , 乳癌 患者 で は , ほとん 
ど 正常 人 と 変り ませ ん が , 胃 導 患者 に お いて 非常 に 著 明 に , 約 5 倍 以上 に 増加 する と いう こと を 認め まし 
た 。 な お 血清 鉄 量 は 乳癌 の 転移 を 証明 しない 初期 の 患者 を 除き まし て , ほとん ど 各 種 の 瘍 患者 に お いて 低 
下す る こと が 認め られ ます 。 ま た , この 低下 は , Ah, 赤血球 数 , 血色 素 な どの 低下 より 先行 し まし て , 
に この 面 清 鉄 量 の 低下 が 現われ て くる と と が 認め られ ます 。 この 場合 で も や は り 。 HILBOM, HCH 
癌 に お いて その 低下 が 著 明 で あり ます 。 

Is, も の 
の 治療 効果 を 自覚 的 , また は 他 覚 的 な 所 見 だ け で 判定 する の で な く て , 何 か 数 値 的 な ひと つの 指標 こし よ 
PS この acetone HOWELL, 血清 鉄 量 の 消長 を 検査 いた し ま し た と ころ , 症状 の 好転 に し 
た が いま し て , 血清 鉄 量 は 増加 し , 尿 中 acetone 体 の 排 溢 量 は 減少 し まし た 。 ま た , 再発 時 に は 非常 に 早 
Dee 








BE 教授 
どう も あり が と うぅ ご ざい ま し た 。 次 に 順天堂 大 学 の 川俣 さん に スラ イド で 簡単 に 御 説 明 お ね が いい た し 
ます 。 
NRE-Z 
胃癌 患者 の 種々 の 変化 に つい て 話せ と いう こと で ご ざい ます の で , 一 切 の 担 韻 マウス, 実験 動物 に つい 
00 胃癌 患者 に つい て の み , か ん た ん に 述べ て みた いと 思い ます 。 
これ は 胃癌 患者 の 血清 総 重 白 の 減少 で ご ざい ま LTC, 中 等 度 以上 の 減少 が 胃癌 患者 の 5022 以上 に お こ 
り ま す 。 結腸 直腸 韻 で は 患者 の 4022 CASHES. この よう に 消化 器 に お き MOE, GRD BDA 


非常 に 大 で あり ます 。 乳癌 な ど で あ り ま す と , 13.3% で 割合 少 い よう で あり ます 。 そ れ か ら albumin ic 
つい て 見 ます と , や は り 総 蛋白 の 濃度 より も , mH albumin 濃度 の 減少 の 方 が , 大 で あり まし て , 中 等 
ELL Low ats ゝ な り 多 く な っ て お り ま す 。 

次 , これ が 血液 膨 洪 圧 で ご ど ざ いま し て , TRIER, 結腸 癌 の 方 に 減少 例 が 非常 に 多く な っ て お ? eee 


LN oRAREAAPECHAEDtL, albumin が 非常 に さがっ て いる と いう こと は , 原則 で あり ます 。 
a, と a, globulin が 多く な る こと が 特徴 で あり ます 。 B-globulin も 多少 増加 し て まい り ま す 。7-globulin 
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1 に 


y 合 非 常に 著しく な り ま す 。 


血液 脱 港 圧 の 関係 を 


A 
『 


の 増加 は 癌 の 悪 液 質 の 





れ は albumin の 減少 率 と , 







る | 持っ て いて , 鉄 albumin が 少く な り ま す と , 血液 脱 
ELLE LK RPMI, 汐 巴 腺 を 調べ まし て , 
の 変化 かがみ られ ます 。 癒 の 進行 度 , ある い は 悪 液 質 の 
er ee sy fed canes lin DZ 


これ が 手術 前 後 の グ ラフ で あり ます が , こう いう ふう 
と RE, 者 に , FEF Hs CRA E23 z FC, (ERS 人 の 3 倍 











と みた の で あり ます が , 


SEH, FFF 
に 改善 され て まい り ま す 。 


こう いう あぁ ふう に 非常 に あ 
港 圧 も 大 分 さがっ て くる の で あり ます 。 
転移 の 大 きい 程 ま た 腫瘍 の 大 きい 程 頭 著 に 
度 と ある 程度 の 平行 を みる と いう ふう に な 
FSET. 

それ か ら muco Kalk 
位 ま で 大 きく な る と いう ぅ 状態 を も っ て お り 


の 


BIC 


ET. TOMMBARA, Zhlk microkjeldahl で や り ま し た の で , 必ず し も 血清 竹 白 の それ と 一 致す る か ど 
CTA, 癌 と 潰瘍 を それ ぞ れ 比較 し て 見 ます と , 肝臓 で は 癌 例 の 方 が albumin ほ は かえ 
a-,ß-globulin も 多く な っ て いる と いう こと で あり ます 。 粘膜 で も 癌 の 方 は al- 

と ーー 
' ざ いま し た 。 ここ ら で 阪 大 の 久留 先生 に 只今 の 御 説 明 を どん な ぁ ふう に お 考え に な る 

らし いた だ けれ ば 幸い だ と 思い ます 。 

が 出る か ら , あら か じ め 何 か 考え て 軒 け と いう 岸 座 長 か ら の お 話 で あっ た の で す が , 今 
UF Ly ben Ba: と 肝 臓 の 問題 で で は な か っ の 私 は 御 命令 の 通り Ae 
問題 を 中 心 に し て , PUR; Honea と ee ET, 胃癌 の と き Me りや られ る らし 











ーー 


付 の こと と 思い それ が 果して 痛 


と は , 多数 手術 を お * 大 体 御 人 す 。 
> た の か , あ Ao ok は , むず か し い 問 
し か し , も な らい ば , ne aboard 
AL Ts DET HORA, 他 の 癌 より も 非常 に 悪い 影響 を と 肝臓 に お よ だ だら う を いみ カ を と 信 
ほえ られ る の で あり ます 。 と れ で 私 共 は , 胃癌 の ee ey inl Ni ET, 
それ を - 方 に お いて 組織 化学 的 に 検査 いた し ます と 同時 こ , 他方 で Katalase activity を 生化 学 的 に 検査 
いた し まし て , 何 か そ こ に 肝臓 が 目 に 見 えて いる 以上 の 機能 障害 を 起 し て いな いか と いう こと を 調べ た の 
で ご ざい ます が , 誠に で いれ 上 折ら er 
zs - 指 腸 潰瘍 , ある い は 慢性 胃炎 等 で , 胃 切 除 の 行わ れ た 場合 の 肝臓 の 切 庁 を 使用 いた し まし た 。 


で あり ます が , それ は ミト ュ ン ドリ ア の 所 見 に 












en eri 


ま も 2 bashes - 指 腸 潰 瘍 等 の 場合 で あり ます と , か な り 規 則 正 し い 姿 を 

し て お まし て 。 BRD RER here ge ee 
LT, 数 も 少く な り , 太い 不 規則 な も の な ど が 現れ て 参り ます 。 ま た 胃癌 の 肝臓 に は 小さ い 微 細 な 脂肪 滴 
を 5» か な り の る 培 ch DET EU と , それ か ら Katalase activity が 。 か な り 
著 明 に 停 ] し TSE Se b, DEE EDA 度 に 実在 する も の と 推定 され ます 。 そ れ か ら 
BER 成 に は 核分裂 像 の 増加 が か な り , KA 首 られ ます 。 中 に は 異常 核分裂 像 と 解 

Se 








な り の 数 に 出 て まい り ま す 














化 が 肝臓 や 骨髄 な ど に 現れ て くる の で は な いか と 思い ます 。 こ 
2 も の と ほか の 臓器 に saad I ANZ aie 月 で に な 


Er 
oh 





ぉ よび まし て , ROB LRHAKOCE や は 


0 で あり ます 。 そ 
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細 構 造 の 変化 と し て 証明 する こと が で きま 


る も の と いえ ます 。 それ が 
さら に それ に 関連 する 鉄 の ! 
ii 防止 機構 の 障害 そう いう も の が , いろ いろ か ら St \ ま 


Bayer 


か ら 致 し まし て 胃癌 の の 肝臓 に は か な 
に 現れ る 塩酸 の 分 泌 の 障害 と か , Pe 内 
» FAROE, 内 因子 の 分 泌 の 減 2 

LT, 非常 に 複雑 に し て , cre 人 
3 か ある い は 肝臓 だ け で 
害 が 現れ て いる の で は な いか と いう こと 
は a この 場合 に も , 


ed U 
sy 
ご 





私 達 が 想像 し て いた 以 
REO MILD 9 CHL, ラン ゲル ハン 
ae oe ら の 所 見 の 変 * 化 は 。 本 日 の 2 a 後 , 


ー に 


Jo 


され る 会 人 に お き 3 し て , 私 が か な り の 数 の スラ イド を も ee ELT, お 目 に か 
。 ある い は また :, 午後 の 私 共 の 方 の 会 場 の お 話 の 時 , 時 間 が ご ざい まし た ら 代 表 











的 の も の を 2, 3 お 目 に か けた いと 思い ます 。 

こう いう こと か ら , 血 藤 者 白 量 の 減少 と か ある い は アル ブ ミ ング ロブ リン 比率 の 減少 と いう よう な こと 
が 現われ て 来 て 間接 に また 肝 機 能 の 障害 を 起す も の と いえ まし よぅ 5。 以上 の よう な 事情 か ら 胃 癌 の 場合 に 
は 全身 の 種々 の 臓 味 に る 機能 障害 が 現われ る も の と 考え , その 結果 と し て 血液 中 の アセ トン 体 の 増量 ヵ 
現われ は し な いか と 考え これ を 調べ まし た 。 は た し て 胃癌 の 場合 に は 対照 に 比 し て 著 明 な 血液 内 アモ トン 
体 の 増加 を 認め , し か も それ が , 餅 僚 に の みよ る も の で な い だ ろ うと いう いろ いろ な 根拠 を も っ て お り ま 
to, この へ ん の 詳し いこ と は 省略 させ て いた だ きま す 。 


# 教授 
久留 先生 どう も あり が と うど ご ざい まし た 。 時 間 も 大 分 経っ て 参り まし た の で 早速 金属 の 代謝 に つい て 名 
大 の 立岩 さん お 願い いた し ます 。 
Weeks 
catalase 分 子 の 生 合 成 阻 害 に ( 


> 揚 I A ^ 


ょ その apo 蛋白 と heme を 構成 する porphyrin と 鉄 と が 問題 と な り ま 
: 体 や toxohormone 投与 マ 
Zi 


ウゥ ス て 肝 catalase の 低 ] Se nonhemin 鉄 と くに ferritin 分 割 
の 減少 が 見 られ て お り ま す が , 回 は ethionine 詳 臓 庫 各 に よる 腸管 か ら の 鉄 の 過剰 吸収 に よる 肝臓 
nonhemin a の 変化 と 肝 catalase LORRY CH ま し た 。 DDN Kitt~ VY AY IEGH, ethionine 群 , 
ethionine- 鉄 群 , 鉄 群 の 4 群 に わけ , 4 週間 連続 経口 投与 後に 断頭 し ます と 肝臓 nonhemin 鉄 量 が ethi- 
onine #, ‘deans 鉄 群 に RT sence LBC ferritin 鉄 , hemosiderin 鉄 が 増加 し て いる に も か か 
総 1 血色 素 , 体重 の 低下 を 見 まし た 。 ethionine に よる 肝 nonhemin 鉄 特 
( こ ferritin ee * か わら ず , 肝 catalase の 著 明 な 低下 , 血色 素 の 低下 が 起り ethionine 障害 に 
更に 鉄 負荷 を 加え て も これ ら heme 蛋白 の 低下 が 改善 され て yi な い \ et この 場合 heme 蛋白 と 肝 


に 人 

















nonhemin 鉄 と は 直接 関係 が な い 事 が 明らか で , en EA, Tis, これ に 
HLTONENIRHOHREN- DDR Fick TU HE ER 思っ て お り 
e+ 


He 教授 


う 5 ご ざい まし た 。 お 次 は 山口 さん ど ぅ ぞ 。 





悪性 腫瘍 の 際 の 貧血 の 発生 機転 に 関し まし て は , いま だ 定説 は ど ざ いま せん が , われ 

それ か ら 諸 職 ほ 内 の 鉄 量 を 計り , また isotope の 鉄 を 使い ま し て 排 浴 吸 収 の 様子 

i FLOR OWREF 2 iCIMLOWER ORO Titten 5 か と いう 結論 を 
TC, それ を 申し 上 げ ま す 。 こ れ と 起 接 係 は ど ざ いま せん が , BES, bier ik 

WEHT glucon 酸 鉄 を 5cc ( 鉄 量 に いた し まし て 約 10mg) を 静 注い た し ます 。 5 分 並 に 120 分 後に 血 

清 の 鉄 を 量り ます と , 痛 患 者 の 場合 に 限っ て 鉄 量 が 余り 増加 いた し ませ ん 。 胃潰瘍 串 患者, 健康 者 の 場合 に 

は 血清 鉄 は 非常 に 増加 いた し ます 。 

# a 

どう も 有難 5 ご ざい まし た 。 お 次 の 沢田 さん お 願い し ます 。 


RESTE 















BERANDEENTIF catalase 洛 生 度 が る と いう こと は 周知 の 事実 で あり ます が , その 本 態 は 
いろ いろ 意見 が 分 れ て お り ま し て , い の で あり bi その 点 を 解明 し た いと 考え まし て 





Ehrlich の 腹水 癌 マウ ス を 月 いま LT, 肝 あ る い は , 閣 細 胞 の nonhemin 鉄 , それ か ら catalase aconi- 
AME tlk vitamin C と : CHE な どの 消長 を 詳細 に 述べ た い の で あり ます が 簡単 に 主 な 点 だ 

け を 述べ ます 。 移植 後 7 日 目 ま で は ferritin 分 割 が 増加 いた し ます 。 10 日 目 以後 で は 急激 に 減少 し ます 
それ に 反し まし て catalase は 移植 直後 か ら 著 明 に 低下 いた し ます 。aconitase で あり ます が , や は り 移 
た し ます 。 そ れ で 移植 後 7 日 目 の ferritim di, あの よう に 多 歳 に 減少 する こと に 関し 
が 進行 し て 参り ます と , 餅 僚 と か 食事 の 鈍 制限 と か いろ いろ な 複雑 な 問題 が は いっ て 
と 思う の で あり ます が , 一 応 7 日 目 ま で の 成績 を お も に 考え て みろ ま す と , 何 か ferritin の 鉄 は 利 且 障 

を 生じ て いる よう な 考え を 圭 つ の で あり ます 。 ferritin の 3 価 鉄 動員 に 関係 ちあ る と 思わ れ て いる と と 
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x 
いび 








の 肝 vitamin C を 定量 いた し ます と , vitamin C は 移植 初期 より か な り 著 明 に 低下 する の を みた の で あ 
り ま す 。 そ れ で この ferritin の 鉄 利用 阻害 が ある と し ます と , も し vitamin C を 投与 し た ら catalase 
洛 仁 が ある 程度 回 復 す る の で は な いか と 考え まし て , 移植 後 翌日 か ら vitamin C を 毎日 7 回 投与 し ます 
と catalase 活 仁 を 調べ て みみ ます と catalase jj "つの の Fixe 日 目 , 5 日 目 と vitamin C 投与 群 で は 回 復 
し て まい り ま す が 7 日 目 以 後 で は も う 殆 ん ど 回 復 は れ ま せん で し た 。 それ で と うい うこ と か ら , #8 
生体 に お きま し て は 肝 の vitamin C 量 が 減少 し ま ae その た め に ferritin の 3 価 鉄 か ら 2 価 鉄 へ 行く 
SER Ds ‚sh? る 。 そ の た め に catalase, aconitase £1.15 LjinRSRBROBEAE PLT 420 Cit 
ヵ に の で あり ます 。 も ちろ ん , 含 鉄 酵素 の 活性 低下 に 関し まし て は , いろ いろ 複雑 な 問題 が あ 


る と 思う の で あり ます 。 ま た SH 基 が 増加 ナ る と いう 。 そ の 意義 が 不明 で あり まし て これ ら の こと に 関し 
Cit, 今後 詳細 に 検討 し て いき た いと 考え てい ます 。 
ee 教授 

どう も 有難 5 ご ざい まし た 。 後 御 演者 2 人 を 予定 し て お り ま す 。 お 1 人 は 岡山 大 の 木村 さん , も うぅ 1 人 
は 東大 の 藤田 さん で あり ます 。 こ れ で 全部 の 皆さん に いっ て いた だ く こ と に な り ま す 。 どう ぞ 岡 山大 の 木 
村 さ ん お 願い し ます 。 


入所 血 の 本 態 を 追及 する に は 担 瘍 生体 の 鉄 代 謝 を 詳細 に 検討 すろ 4 こと が 必要 で あり ます が , われ われ 

は 先 SERIEN Fe** を 藤 脈 内 お よび 経 日 投与 て , 了 臓器 の 鉄 貯蔵 状態 . 骨 血 の 鉄 供給 利用 
状態 お よび 腸管 より の 鉄 吸 収 状態 に つ \ ee EUR; 

その 結果 静脈 内 お よび 経口 投与 と も に 肝 , BE (特に PL PI) に 増加 を 認め , FR, 赤血球 に 減少 が 
め ら れ ま す 。 す な わ ち 肝 , MOMARICM MATS 骨髄 で は 鉄 の 供給 利用 の 減少 が 認め られ て we 

従来 か ら 本 貧血 に 部 組 織 へ の 鉄 の 鞭 積 が 特に 重要 視 さ れ て いま す が , われ われ の い は ば 癌 組織 を 除外 し 
た 観察 で 綱 内 系 に お ける 鉄 の 抑留 作用 も か な り 存 在 し て いる と 考え られ , 担 瘍 生体 の 鉄 代 謝 機 構 の 一 端 を 
狗 い 得 ます 。 な お 腸管 か ら の 鉄 吸 収 に は 著 明 な 障害 は な いと 考え られ ます 。 





どう も 有難 5 ご ざい まし た 。 最後 に 東大 の 藤田 さん どう ぅ ぞ 。 
WESEN 


担 瘍 生体 の 肝 catalase 低下 に は 鉄 の み で な く 鋼 も また 影響 を 有する の で は な いか と 考え て 銅 を 第 1 分 割 
Ce 1 と 結合 弱い も > と + it i] (結合 強固 な も の ) と に 分 ち 定 量 し まし た 。 catalase の 低下 に 伴っ て 
銅 第 1 分割 は 高値 を 示し ます 。( 胃 閣 , 担 瘍 動物 , toxohormon 共 ) 。 そ れ で 銅 イ オン と キレ ー ト 化合 物 を 作 






る 2-9-dimethyl, oe (neocuproin) を 担 韻 動 物 , toxohormone 投与 動物 に 投与 し た 所 
catalase 低下 か 明か に 阻害 され る こと が 解り まし た 。 すなわち neocuproin に は antitoxohormonic 


action WHY ET. 


He HR 


どう も 有難 う 5 ご ざい まし た 。 と これ で 生 Ms ミ の 報告 を 終り ます 。 繰り 返し て 申 上 げ ま す , MEO 
演者 の 方 々 , 御 援助 御 発言 いた だ きま し た 人 久留 教授 どう も 有難 5 ご ざい まし た 。 (AF) 





3. HE, Virus, 移植 , 免疫 


AS: 武田 勝男 教授 , 大 島 福 造 教授 

武田 教授 

WEB EL ム の 担当 いた し まし た 部 門 は 第 三 会 場 の 発 瘍 , Virus, 移植 お よび 免疫 に 関す る も の で , その 総数 
58 題 で あり ます 。 本 日 その 5 DOE な も の に つい TC, また 一 般 的 な 興味 の ある も の に つい て , ここ で 簡単 
EEE TEEN gen LT, 適当 な 8 名 の 演者 に 登壇 し て 
いた だ き , その 演題 の 中 心 点 お よび 問題 点 を いろ いろ 解説 し て BERESDERSEN: まず 私 の 最初 に 
申 上 げ ま すこ と は 発癌 の 問題 で あり ます が , これ に 関し て 沢山 の 演題 が か あり まし た が , 特に 興味 の ある 問 
題 は 池田 君 バ が アセ チー ル ア ミ ノ フ ェ ナ ン トレ ン を 用 いて 白血病 を 発生 せしめ た こと や , BSHADAIO 
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羊 膜 細胞 を 組織 培養 し て , そ れ を コン ディ ション し た , すなわち ュー チ ゾ ン そ の 他 を 使い まし た ラッ テ に 移 


植 し ます と , ほとん と 悪性 腫瘍 と 区 別 の つか な い 腫 瘍 的 な RRM CHC SLD PRS LEITEN 


また 川俣 君 が ア クチ ノ マ イ シン を マウ ス に 与え ます と , 25 週 以上 経つ と か な り 高 率 に 肉腫 が 発生 す 

の 肉腫 の 累代 移植 が 可能 で ある と い ぅ 興味 の ある 成績 を 出さ れ て お り ま す 。 また 曰 淵 用 は メチ ル ュ ラン ト 
レン に よる 肉腫 の 発生 形式 を 論じ し て お られ ます 。 次 に 最近 Berenbrum な どの 唱え て い Vk TRO ZH 
に 関係 しま LT, 興味 ある 成績 を 出さ れ て お る 人 が ご "ざい ます 。 例え ば 藤原 有 有 が ベン ツ ピ レン と クロ トン 
油 の 皮膚 の 基底 細胞 に 対す る 影響 を 電子 顕微 鏡 的 に 検 べ て 両者 の 間 に 差 異 が ある と いう ぅ こと や , MA 
ベン ツ ピ レン を 種々 の 濃度 で 皮膚 に 与え ます と , その 濃度 差 が 発癌 に 関係 する こと , 低 濃度 で は 発癌 し な 

い の は 当然 で も り ま す が , 低 濃度 発癌 物質 の 中 に は クロ トン 油 の よう な 癌 を 増殖 させ る 因子 は な いこ と 
つま り 発 韻 作 用 は な い だ ろ うぅ と 述べ られ て お り ま す 。 ま た 小田 島 有 有 は ラテ ッ テ に DAB を 与え た 後 で , as 
に メチ ルコ ラン トレ ン を 人 塗り ます と ,DAB だ け で は 4 ヵ月 で 肝癌 が で きる の に か か わら ず , メチ ル ュ ラン 
ト レン を 皮膚 に 塗る 場合 に は 著しく 促進 され て 肝癌 が 起 る こと を 証明 され て お り ま す 。 これ な ども - u 
の 一 一 どう いう 説明 に な り ま すか ーー 一 興味 ある 問題 で も や り ま す 。 また 広田 用 は ズ ダ ン 入 お よび : 滑石 を 写 え 

て 肉芽 腫 を 作り , その 局所 に メチ ルコ ラン トレ ン を 与え た の で は , カ 却って 腫瘍 の 発生 に 抑制 的 な 働き を す 
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と いう 結果 が 出 て お ? まゆ その 他 野 崎 氏 は Brown Pearce 癌 の 転移 が テ エストラジオール で ! ER 
る 。Testosterone で は むし ろ 影 響 は な い 。 Cortisone で は 転移 を 多発 させ る と いう よう な 成績 を 得 て お ら 
れ ま す 。 me XBO KMS 行い ます と , DAB の 発癌 に 促進 的 に 働く , これ 以外 に 乳癌 , ある い 
は 前 立 腺 瘍 が で で きる と いう 成績 が あり ます 。 ま た 岡本 氏 は チオ ・ ア セト アミ ド を 与え ます と DAB の 発癌 
3 され る と いう こと を 報告 し て お る の で あり ます 。 ま た 遠藤 氏 は 葉酸 を 加え て DAB ne 37 
と , 肝臓 の 結節 性 の 増殖 は 起 る けれ ども , な か な か それ が 真 の 癌 に な ら な いと い 5 ぅ 報告 を し て お り ま す 。 
以上 発癌 は 主 に DAB 肝癌 を 中 心 と LCE Sis) SRI うい うふ 5 に 働く か を 
見 る 研究 が 大 部 分 で あり まし た 。 次 が Virus の 問題 で も や り ま す が , 近 時 路 乳 動物 の 腫瘍 に も Viurs の 因 
子 が 発見 され て まい る よう に な り ま し た が , 特に アメ リカ な ど で は , polyvalent の Virus と いう / 
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の が 発見 され , 白血病 と と も に necktumor と いい ます か , その Parotis や 何 か に tumor が で と い 
う よ う な も の が 現われ て まい り ま し て , その 方 面 の 研究 も 非常 に 興味 ある 問題 を 提供 する よう に な っ て ま 
いり まし た 。 昨日 会 場 に お いて 発表 され た Virus に 関す る も の が 数 題 あ り ま すけ れ ど も , TO} BARKS 
る も の は , 新保 君 の 家 兎 の 伝染 性 粘液 詐 の Virus と いう も の は 電子 顕微 鏡 で み ま す と 度 膚 で は 知明 され る 
の で あり ます が , ies ton と が 非常 に 困難 で あり ます 。 と ころ が 
X え 線 を 照射 いた し ます と , 普通 見 られ な い 腫 瘍 細胞 内 に も Virus が 現われ て くる 。 RBAMCLACL I 
な こと が 成立 する る と いう こと を みて お り ま す 。 恐らく これ は バク テリ オフ ァ ジ ー の Provirus の よう な 状 


態 で 存在 する も の で ある と いう こと を 発表 され て お られ ます 。 高森 氏 は メチ ルコ ュ ラ ント レン に こよ る ME 
腺腫 や CH の , あ る い は DAB AERO 9 AOMEMS ETRE CHL < 検 べ まし た Dot TE OHA 
FHERBER TS ORBSA, Virus と 思わ れる も の は な いと いう こと を 申し て お り ま す 。 
ょ 了 腫 場 を 試 信 さ せ て 有 睡 場 が で きる 場合 が ある と の 話 で ご ざい ます が , TEHZRNIL oy 
Sarcoma の 38 を モル モッ ト の 脳 を 通過 させ ます と 一 種 の 病 毒 が 得 ら れ て , 人 名 を 伴 
い 肉 芽 腫 を 造る あと いう ぅ うこ と を 申 し て お り ま す 。Virus に 関す る も る の は この 位 で す が 次 は 移植 で あり ます 。 
腫 場 の 移植 に 関す る 報告 は いろ いろ と 多数 で あり まし た が , それ に は 腹水 の 問題 : あ る と か , ある 
い は 幅 瘍 細胞 の 組織 培養 の 問題 , ある い は 最近 姓 ん に な り ま し た 冷 練 保存 の 問題 , 異種 移植 , 転移 な と 
彩 な 内 容 を 含ん で お り ま す 。 その うぅ もち 組織 培養 に つい て は 勝田 君 が テ ッ テ の 腹水 肝癌 の 組織 培養 に お ける 
看 白 質 要 求 の 意義 を 研究 し て お り ま し て , 培養 中 の 和 蛋 E REBEL た が っ て 減少 し な いと いう 事実 を 





見 て せり ます 。 腫瘍 の 栄養 源 と し て 和 蛋白 は 使わ れる も の で な く , 寧ろ 何 か 別 の 意味 の 存在 で ある と いう ぅ うこ 
nn り ま す 。 また 高岡 君 は 一 つの 肝癌 か ら 分 れ た 亜 型 肝癌 の ec お いて も 答 

, 看 白 質 の 必要 の ある も の と それ ほど 必要 の : i hippo と いう こと を 申し て いま す が , COM 
ua fee 養 , つま り 最 近 の ロー ラー チュ ー ブ よ りさ ら に 新しい ERIE AL bin て いる 。 その テク 
ニッ ク は 非常 に 新しく 興味 が ある と 思い ます 。 また 大 藤 君 も 吉田 肉 午 お よび 人 の 腹水 腫 場 の 洋 遊 培養 に 成 
功 さ れ て いま す が , その 際 に 細胞 の 形態 や いろ いろ な 抗癌剤 に 対す る 影響 4 と 研究 され て BYES, それ か 
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ら 角 南 氏 は や は り ロ ー ラ ー チ ュー ブ 法 を 用 いま し て 培養 を 行い まし て , Bashford 癌 の 継 代 培養 が で きる 
おり ます 。 すなわち 従来 非常 に 困難 で あり まし た 腫瘍 の 組織 培養 が , 新しい 工夫 に より まし て 比 
: み に in vitro Takt て が で きる と いう こと は 真 に 興味 ある 次 第 で あり ます 。 一 般 に 異種 移植 が 可能 
月 の 激しい 組織 の 培養 が 容易 な ん で あ り SEG TRY ti で は コン ディ ショ ン し た 動物 へ の 
HERR, 人 癌 の 組織 培養 が 行わ れ て いる よぅ 5 で あり ます 。 動 物体 内 移植 に つい て は 斎藤 君 
の マウ ス の 自然 発生 乳癌 の 16 系 統 に つい て 詳し し い 移 植 成績 を 報告 され て お り ま す 。 BRE FH D TF 
完 と いた し ま し て は , 吉田 教授 等 は DAB 腫瘍 の 肝癌 の 腹水 化 に つい て , 発生 し た 肝癌 が 自然 に その 動物 
の 中 で 用 RAE LED OI, 40 例 か ら 5 例 の 可 移 植 性 の 腹水 癌 が で きた が , 結節 性 の 肝癌 例 38 で は , これ 
を 人 工 的 に 腹水 化し 得 た も の は わずか に 1 例 で ある と いっ て いま す 。 肝癌 の 自然 腹水 化 例 の 移植 率 が 高い 
を いっ て お られ ます 。 een 理保 存 の 研究 は イギリス の Haddow 等 が は じ め ま し て 以来 , 
Te 例え ば 佐藤 用 が この 可 移 植 性 の マウ ス の 閣 腫 を モミ ナン 液 
年 問 保存 Hig 35% ICBHIDIETHS. リン ガー 液 で 一 79 
6 ヵ月 で 80 « 90% 性 で ある と いう こと を 示し て お り ま す 。 EDIT し た 癌 は か 
ュ ン ディ ショ ュ ン し な い 動物 へ の 思 衝 移 横 が 可能 で ある と い ぅ 6 天 完 が 出 て お り 
保存 し ます と , 9 週間 位 は 移植 が 陽性 で ある が , その 組織 
と を 見 て お り ま す 。 CEORCOMMROR Kb, つま り ザ イッ を 通し 
を つく ら ず , Virus は 存在 し な いと いっ て お り ま す 。 DEOL うに 冷凍 保存 法 あ る い は 
コン ディ ション し た 動物 へ の 異種 移植 等 の 成功 は , Er ど 申 し ま Ut に 浮遊 培養 法 等 の 成功 と と も に , 実 
手技 を 提供 し て くれ た も の で , こう いう 手技 に よっ て 困難 な 癌 研究 も 新しい 視野 が 
i ZMGTS LOCH OAT. 次 に その 他 の 生物 馬場 と し て は 。 自 和 叶 は 大 の PE 
を を ハムスター の cheek- yom に 植え る こと に 成功 し まし た 。 
ss 5 LIBERTY AO D BHA Ze RE» ae tere ee 
S り ます 。 <= Sees FILZOR, 腫瘍 細胞 の 血液 ある は 浴 巴 腔 に 移行 する 時 期 
FLY RES UG moe IDS fie TEN 
5 行 に 移行 し HER = こと を 証明 し て いま す 。 その 際 細 胞 の 肺 や リン ペ 節 へ 移行 する の 
まい り ま し た 。 これ は 佐藤 教室 の 大 きたな 研究 で ある と 私 ども は 考え て 
まし た の は , 腫瘍 の 免疫 に 関す る 研究 で あり ます 。 こ かれ は 今日 ヵ 
DH ee す と , DAB ある い は メチ ルコ ラン ト レン に ェ る 
な 成績 を 得 て お ! JET FE 久 の 何 に ある か と いう こと は 
1 Love A RA DAF 4D ti D = ー ル リッ MA +t ig 
ke KK RIND=RAMERKLCTKV EFA, エー ルリ ッ ヒ 
熱 困 子 と の 共存 作用 ・ 共 同 作 用 に よる も の で あ 5 
RO いも の で あろ うと いわ れ て お り ま す また は その 細 


St. WIE, Virus 移植 お よび 免疫 に つい て は , これ て 
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2 いずれ も 貴重 な 内 容 を 有する も の で あり ます が , ZIEN 
し 上 げた の で あり ます 。 その 他 の も の で も それ ぞ れ その 分 野 で 非常 に 重 
加え させ て いた だ きま す 。 CM に 全教 授 を 中 心 と し て , 教授 
後 答 人 か ら 御 報告 が ある と 思い ます 。 ) 御 紹介 は これ で 終り ます 。 

の 御 報 告 が か あり まし た 。 Virus, few 
sy pal We: dal の 数 人 の 方 に 御 説明 を F275 LV 5 ELH 
1 本 で は 非常 に 前 か ら 実に 立派 な 仕 a 
実験 と いう の が 繰 返 え され て ま いり まし て , 本 年 に 
トン を 入れ た り , いろ いろ な も の を ラッ テ の 皮 

ET. また 白血病 , 殊 に 骨 簡 性 白血病 も ま 
* ち いち お 話し , いち いち 標本 を 御覧 に いれ ます と , 実に 美 事 で 
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RN 5 BS FERN 時 間 が あり ませ ん か ら , それ を は ぶ き ま し て , まず 大 阪 の 微生物 研究 所 の 化 
学 療法 部 に お いで に な り ま す 有 川俣 さん が アク チノ マイ シン を 廿 日 了 に 使っ て , 先ほど 武田 教授 の 御 報告 に 
も あり まし た よう に , 肉腫 を まこ と に 綺麗 に お 作り に な っ て いる 。 アク チノ マイ シン に 発 瘍 の 力 が ある と 

5 は , 一 寸 注意 し な けれ ば ete dae ent pale ugg yer ey 9p RS, 
で し ょ う が , や は り 影 響 し て くる こと も な いで は な いと 考え られ ま それ で 川俣 さん に アク チノ マイ ン 
Anil で きる こ と どう \ うぅ に お 考え に な っ て い me * う こと を お 答 ね が いつ つ , 皆様 方 に 


し we 
こ だ き た いと 思い ます 。 どうぞ 川俣 さん 





NEE 
アク チノ マイ シン に 属す る も の を kg あたり 7.57 Wk, M2 ARBOR 
す と , 概ね 20 週 を すぎ た 頃 か ら こ の 写真 の ょ 5 な 腫瘍 を 生じ ます 。 


ト に 反 覆 投与 いた し ま 





これ は , 組織 学 ur AR > FR ほ = で きる も の で ど ご ざい ます 。 これ は この 発癌 の 頻度 は 未だ 実験 の 途中 で ご 
ざい ます が , 表 ( 略 ) は この 黒い 棒 が 発 瘍 し た 肉腫 を 作り まし た 動物 の 数 で 凡そ 10 匹 ず つ , 現在 の と ころ 
10 匹 中 7 匹 に 出 て お り ま す 。 いろ いろ の 系 統 の 士 日 販 に 与え た 場合 で は , いずれ の 系 統 に お いて も 発癌 を , 
内 証 の 発生 を 見 て お る よ よう で あり ます 。 な お と こと に アク チノ マイ シン 24 と 書い て あり ます の は , ア ミノ 
酸 組 成 の 違う アク チノ マイ シン で ご ざい まし て , I? ke CA, 未だ 発狂: 1 
し か し な が ら , 一 番 量 の 多い も の に は や や 増殖 が 認め られ て お り ま す の で . も っ と 長く 観察 すれ ば ・ こ れ で 
も 発癌 を 見 る の で は な いか と 思っ て お り ま す 。 si し た 腫瘍 を , 動物 に 移植 し て いる 間 に で きま 
水 型 の 腹水 の スラ イ ec ( 図 略 )。 た だ いま 大 島 先 生か ら 御 質問 か が ご ざい まし た こ 
どう いう わけ で 発癌 する a いう こと は , 私 自身 と し て も 未だ 何 も わ か ら な い の で あり ます が , た だ 
ノ マ イ シン が 抗菌 作用 を も っ て お り 








ます の で , 今 わ れ わ れ は 抗菌 作用 の メカ ニズム を 研究 し な が ら こ うい 
ぅ うふ うな 実験 を PRS DES, アク チノ マイ シン は これ を 構成 し ます と ころ の アミ ノ 酸 の 種類 


6 


に より まし て 。 いろ いろ 人 か ET. 殊 に 核酸 代謝 また 看 白 代謝 の 異常 に アク チノ マイ 
ン ン は 特に 関係 し て いる よぅ に 思い ます の で 。 今後 そう いう 方 向 で 研究 を 進め た いと 思っ て お り 35: 
大 島 教授 

あり が と うど ざい ま shee 大 変 面白 い 御 研究 で 非常 に 興味 の ある 仕事 だ と 思い ます 。 

その 次 に お た ず ね し た いと 思い ます の は , 佐々 木 研究 所 の 小田 島 さ ん の 研究 で , DAB と メチ ルコ ラン 
ト レン の 加重 負荷 に よ ere: り ま す 。 こ れ は DAB agin ね お きま Lt, DAB を 中 途 で 
メチ ルコ ュ ラ ント レン を 皮下 へ , いや 皮膚 へ 塗る と , DAB: えな 
ECT. Chik, 前 に も この よう な 研究 が あっ た と 昌 い ます が 今度 小田 鳥 さん は これ を 非常 に 
て , この 研究 oe だ ありま 小田 島 さ ん に お た ず ね し た い の は , 
= えて 肝癌 が で き な い 前 に , メチ ルコ ラン トレ ン を 人 塗る 時 に , 肝臓 


に 


3 レ 
ト い で も 肝癌 が 発生 する と 


Ni 







ur 的 


A 
( い は それ まで いか な いで も る もい en ee 
es ある い は それ ま MV が さん いで いい の か と いう 5 うこ と か 5 I 





7 4% 7 FF > 上 ヒ - 
し を 御 説明 ね が いつ つ , これ また 標本 を 皆さん に お 


を 御 説 8 


BA, 7 
Fr 


DAB と メチ ルコ ュ ラント レン の 組合 せ で , 発癌 の 実験 を ? 
その 投 5S を あら わし , こち ら の 右側 は , Bin HAB 
期間 の DAB の 投与 の 後に . メ チル ュ コラ ント レイ ン を 次 り ま す と 肝 環 < c 
AKSICH vo B は DAB 投 与 後に コラ ント UY eB aaa を 示し ます 。 そ 5 し ます と BDA1 カ 
月 の グル ー プ 』 で は 両 群 と も 肝癌 が で き な い 。 2 ヵ月 , 3 ヵ月 DAB を 与え まし た HL 群 MH Cix, 実験 
HILDA, ne mete, WH, V 群 で は 両方 と も 肝癌 を 伴っ て お り ま す 。 そ れ で まず , DAB だ 
け で 肝癌 を 作る 場合 に , どの 程度 の 組織 学 交 な 変化 が 肝 に 現われ れ ば , DAB を 止め て も 癌 に な る か と い 5 
こと を 見 ます と , Fri Adenomatose Hyperplasie Ei * ち れ て いま す 像 で も り ま す 。 それ で Adenoma- 
tose Me が DAB を どの 位 投与 する か , 投与 すれ ば で きる か と いう こと は 4 カ 月 に な っ て 始め て 
現われ て まい り ま し て , 3% wed で は 未だ こう い 5 天 化 は 語 め て お なり ませ ん 。 そ し て DAB だ け で 
作り ます 時 に は , 3 ヵ月 以前 で は 癌 に な ら ず , 4 ヵ月 以後 で 癌 が で きま すこ と か ら , DAB だ け で Adeno- 
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matose Hyperplasie と いう 像 を 作る まで , DAB を 与え れ ば , その 後 , これ を 中 止 し まし て も , Hk 
る と 考え て よい と 思い ます 。 そ の 次 に , メチ ル ュ ラン トレ ン を 加重 する 場合 に は DAB で , ど ぅ いう 5 変化 
が 起 れ ば , それ を 止め て も メチ ルコ ラン トレ イン を 塗れ ば 癌 が で きる と いう 点 が 問題 で す が , DAB を 2 


AR, 3 ヵ月 の 点 で す が , 核 の 大 小 不同 と か , 変性 と か , 単純 な 増殖 と か , そう いう も の が , DAB OF 
期間 が 長く な る に 従っ て だ ん だ ん 数 が 増え る だ け で , 質 的 変化 が 現われ て きま せん で し た の で , その 点 
は よく 解り ませ ん で し た 。 


あり が と う ご ざ いま し た 。 両方 の 発 瘍 物質 が , こう いう ぁ ふぅ に 二 つ の 影響 あし て いる こと は 大 変 面 白い 
こと だ と 届い ます 。 こ の こと に つい て 後に 吉田 教授 の 御 意 見 を うか が いま し ょ う 。 そ れ で は 今度 は , Virus 
cpm seegemege え 線 を 照射 数 し ます と 
多量 に 増え て くる と いう こと , この こと は 基 だ 面白 いこ と だ と 思い ます 。 殊 に 家 
iD Virus iGonmen Virus + OPC, Virus の ある 位置 が 違う と い ぅ お 話し で し た 。 そ れ に 
きま し て 新保 教授 に ちょ っ と スラ イド で 御 説明 願 いま す 。 
新保 幸太 郎 君 

それでは, 御 指名 に より まし て , 本 論 に 入る 前 に 私 ども の 成績 を 申 上 げ て お きた いと 思い ます 。 Virus 
性 腫瘍 に は , いろ いろ な 問題 か な あり ます けれ ども , 非常 に 重要 な 問題 致し まし て は 。 細胞 が 腫瘍 化し て 
こと と , それ か ら Virus の 増殖 する と いう ぅ , その 関連 性 の 問題 で も ある と 思い ます 。 私 ども は , 
COMAL ROR RB, THOM, tiebd Sarcoma で すね 。 この 二 つ に つい て 行っ た の で す 
けれ ども , 普通 の まま で は 御覧 の 通り , 細胞 が 腫瘍 化し て いき ます と , どこ に も Virus が 証明 され な い の 
vn IE: AORBR COS ETINLG, PRC MCHIET, LLC XME RNS 
し ます と Virus 粒子 が 非常 に よく 証明 され る と いう こと を われ われ は 証明 し た の で あり ます 。 

ETD に SA ょ うど こと この と ころ に 当る の が Virus で , 
中 に 細か く 見 える の が いわ ゆる matrix で あり ます 。 こ の 中 に Virus が いろ いろ な 成熟 段階 を 経て 増殖 し 
て まい る の で あり ます 。 それ か ら , こち ら の 方 は 鶏 の Sarcoma で あり ます が , こう いう ぁ ふう に 沢山 の 
Virus 粒子 が 認め られ まし て し か も , それ は , 細胞 の 中 と いう より も , 細胞 の 表面 の 方 に 見 られ る の で あ 

こう いう わけ で , ウイ ルス の 増殖 部 位 が 違う と いう こと , こち ら が 腫 間 細 胞 の 本 質 で ある か , と 
いう こと は , 昨日 天野 先生 か ら も 指摘 され た の で ご ざい ます けれ ども , 一 方 は 割合 に 良性 に 近い 形 の 腫瘍 
胞 で WEST, と いう わけ で , われ われ は , 腫瘍 性 Virus と い 5 広い 立場 か ら 見 る と , 腫瘍 性 
Per の More る と いう ふう に は 考え ない ので , も っ と 広い 意味 で , 
ee する と いう ふう に 考え た い の で あり ます 。 この 問題 は か な り 重 要 か 問題 で あり ょ て , 
Bee と 思い ます 。 最後 に 一 言 又 線 を 照射 する と 2, どの よう に 証明 率 が 増加 地 る か と いう 
Bz EEE この 開 題 で ご ざい ます が , Hit, バク テリ オフ ァ ー ジ , 細菌 性 
Kresse EDS に こよ く 似 て いる と 思う の で ご ざい ます 。 こ の 細菌 
バク テリ オフ ァ ー ジ に お きま し て は , 二 つ の 形 の Virus が ご ど ざい ます が , ここ で この XX 線 を 冊 
す と Virus が 現われ て くる 。 そ し て 歯 休 が 壌 れ て 出 て くる と いう ふう な こと で す 。 それ を 誘発 現象 
いる の で ご ざい ます が , 近頃 に な り ま し て , こう いう 現象 が どう し て 起 る か と いう こと に つい て , 
鍵 が 現われ た の で あり ます 。 要する に , この 苗 体 の 中 に 入っ た Virus が Provirus の 形 に な っ 
き 合 する と いう と, 細菌 の 性 質 が 変っ て 溶 原 菌 化す る の で ある と , SEN 
Ky クロ モ ゾ ー メ ン に 結び つい た Provirus が 難 れ て , Virus と し て 増殖 する あと いう ふう 7 
きた の で あり ます 。 そう し まこ ・ oa われ われ の 場合 に お きま し て も 細胞 の クロ モ ゾ ー メ ン に 
で St, MORAL MCT SL, とれ ヒレ ント アン を か け ま すす と 細胞 が 
< 化 を 起 し まし て , クロ モ ゾ ー メ ン か ら Provirus が 難 れ て 増殖 する と いう あぁ ふう に 考 を ん た い の で 
こう いう こと は , 一 般 の Tinie EEE Rubs eae, 
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大 島 教授 
どう も 有難 う 5 ご ざい まし た 。 新保 教授 は , X 線 を 照射 し キ す と Virus は よく 見 える よう に な る と いう お 
Le ee 
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瘍 化す る と い ぅ 5 問題 で ご ざい ます ね , それ は 注目 すべ き 大 き な 問 題 で も る と 思い ます 。 

それ か らい ろ い ろ な 腫瘍 の 培養 方 法 が この 学会 で 報告 され まし て , 今後 の 御 検討 を お 願い し ます 有益 な 
こと が 多かっ た の で ご ざい ます 。 ロ ロー ラー チューブ hoo 力 う の で す 。 この 方 
EEE の 腫瘍 の 研究 に 大 2 PERF ESS RUN と 思い ます 。 その 方 法 に つき まし て 伝 研 の 勝田 さん が 

ESTER N すっ て いま す の で , その ロー ラー チュ ー プ の 方 法 に つき まし て 勝田 さん か DE 
接 よ くわ か り ま す よ うに スラ イド で お 話し を ね が いた いと 思い ます 。 それ が 済 ス まし て か ら , 岡山 の 平木 
教授 の 所 で お や り に な っ て いる 大 藤 さ ん に , 培養 され まし た 細胞 の 状態 を お 話し ね が っ て , 殊 に 映画 で そ 
れ が 非常 に きれ い に 撮 っ て あり ます の で , その 方 法 を 皆様 に お め に か け て , この ロー ラー チュ ー ブ の 方 法 
が どう いう ふう な も の で ある か と いう 5 うこ と を 御 理解 願い た いと 思い ます 。 勝田 さん どう ぞ 
勝田 RS 

私 の 用 いま し た 方 法 を ローラ ー チ ュー ブ と いわ れ ま し た けれ ども , ほ ん と は そう で は な い の で , 今 ま 

浮遊 液 培養 と いわ れ ま し た の は , 培養 に 移す と き , 細胞 を 浮遊 液 に 移し た の で あり ます De 
に 固着 し て 増え る の で あり ます 。 私 の 用 いま し た 方 法 は fluid suspension culture と いう の で あり ます 。 
この 右 の が 普通 の 古典 培養, 所 語 ロ ー ラ ー チ ュー ブ 法 で C, 壁 に 組織 訂 が くっ つい た まま 増え る の ck 

。 われ われ の 方 法 は , 40cc OmU AC 30cc 液 を 入れ まし て 細胞 の サス ペン ジョ ン を 培地 と 共に 入れ , 

そ MIA と 高速 度 で 回 転 い た し ます と , Mo 器 が 管 衣 に つか な いで 浮遊 状態 の ま ERAT AOS で あり ます 。 
それ が 特徴 で ご ざい ます 。 普通 の 回 転 培養 で す Serie wa 回 転 で 回 転 す る わけ で す 。 図 
(ER) (X25 Po CHHEL KATH V ELT, 横 軸 が 培養 日 数 で あ ! 。 て それで 黄色 い の が 腹水 か ら 振 
り 出 し て 問 も な い AH 130 の 細胞 の 増え 方 , ピ ンク が 組織 nr た だ 3 5 ちの , 2 種類 の う 5 ちの 第 一 の 方 
hr 青い の が 2 番目 の 株 の 増え 方 で ちり ます 。 これ は 右側 の は 継 代 し た も の で あり まし て , Ka Di 

同じ で あり まし て , 腹水 か ら 振 り 出 し て 間もなく の AH 130 で あり ます が , この よう に 継 代 に 従っ て 
Koc MAUNA YC くる の で す が , 株 の 方 は 二 種 類 と も 毎回 と も に 同じ ょ うぅ な 増殖 率 を 示し て お り ま す 。 
それ で AH 130 の 方 で あり ます が , 上 ORAM で これ は Protein が 入っ た 場合 で , こ の よう に 増殖 する 
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の で あり ます が , Protein が な いと , こう いう ふう に どん どん 数 が 減っ て いっ て し まい ます 。 それ で 結局 
この 場合 の Protein が どう いう こと を ef いる か と いう こと を 調べ た の が , 本 当 の われ われ の 目的 な の で 
すけ れ ど も , Protein は 栄養 源 と し て も 寧ろ Physicochemical な 意味 で 要求 され て いる も の と 思わ れ 
る の で あり ます 。 最後 に 今 まで 浮 Sits a れ た 細胞 の 種類 で ご ざい ま す が 5 種類 し か ご ざい ませ ん 。 
結局 常時 浮遊 状態 で 増殖 させ る こ “nas ST 動物 の 腹水 に 移 す と 同じ ょ ぅ な 状態 で 細胞 が 腹水 の Tumor- 
zellen と し て 増殖 し 得る 培養 が で きる こと が 特徴 で や り ま す 。 


ARE 

それ で は 続き ま ET ん に 吉田 肉腫 の 細胞 と , 人 間 の 腹水 腫瘍 細胞 の 細胞 浮 遊 培養 に つい て スラ イ 
ド で 御 説明 を お 願い し ます 。 
KR ME 

al SED Bo Lele LEB N の 純粋 の 意味 で の 浮遊 細胞 , 浮遊 細胞 の 浮遊 液 培養 と いう の は 

な か My * し い の で ご ざい ます 。 仁 相差 顕微 針 で そう いっ た 培養 の で きま Li た 細胞 の 増殖 , Po st 
# す た め に は , III HERE ER EL 5 も の ヵ u ょ わけ で あり ます 。 そ 
ACHE (3 FE PA a at LOR Chtbnwgikr< RETFEC ろ の 人 腹水 瘍 細胞 を 培 FELT, いろ いろ 
と 検討 し た わけ で あり ます 。 表 ( 略 ) に 出 て お り ま す の は , 現在 到達 し て いる われ われ の 用 いま し た medium 
並び に method で あり ます 。 先ず 吉田 肉 年 で ありま す が , スラ イド ( 略 ) に 分 裂 が 現われ て お り ま す 。 ま た 
mitochondria が ヒゲ 状 に ずっ と 延び て お り ま す 。Golgi 装置 も 見 えま す , 巨 態 細胞 も 現われ ます 。 約 1 週 
間 た ち ま す と , ゴル ヂ ー 野 に 空 胞 化 が 出 て 来 ま す 。 演 光 顕微 鏡 で も 分 裂 が 見 えま す 。 この よう に 吉田 肉腫 
の 場合 に は 12 日 目 ま で その よう ぅ な 所 見 が 見 られ ます 。 RAD, 胃 の 腺 癌 細胞 で あり ます が , 培養 5 日 
目 で あり ます が , ク ラッ カー 状 の 突起 を 持っ て な か な か 活発 に 運動 致し ます 。 非 常に 微細 な mitochondria 
が 見 えま す 。 ミ トー ゼ も 現われ , ミ ト ュ ンド リア が 染色 体 の 中 間 に 横 に ずっ と : っ て お り ま す 。 また 縦 の 方 
に 並ん で お る の も あり , ミ ト ュ ンド リア が 二 重 に ダブ っ て お り , 縦 の 方 向 に 分 裂 す る の で は な いか と 思わ れ 
る の も あり ます 。 大体 腹水 に は ペア セル が 多い の で あり ます が , 培養 致し ます と よく 現われ ます 。 COL 
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細胞 新生 と その 細胞 の 崩壊 と が 次 ie り 返 えさ れ て , 21 日 位 は 十分 観察 
上 皮 腫 で 見 ます と 同心 円 状 に ミト ュ ン ドリ ア が , 丁度 骨 膜 細胞 の よう に 見 えて お 


肖 か 見 られ ます 。 こ れ は この 旋 場 に だ け ipa ty: DCO Et -BEVESTIS 
カル チノ フィ リン で は 非常 に ひど い men り ま す 。 ナイ トロ ミン で は 非常 


この よう に 抗 幅 場 剤 に よっ て 起 る 形態 的 な 変化 か が それぞれ 違う と いう こと が 考 


れ で は 角 南 さん が Bashford の Carcinoma を 培養 され た の を 映画 に 撮ら 
それ を 御覧 に いれ ます 。 
a ee 

; 50%, 鶏 胎 圧搾 液 5 用, ハン ク 氏 液 4522 の 組成 ue の こ 。 培養 液 の 交 
“832 A AMI, LORE 9 ric HL BEREIT BOL HEL 
A eS ike A CRASS LL, 更に 16 mm =n を 行い , zo, 細胞 分 裂 , 
| TERA D MICK MAD HIE DSS HERE RH, 一 方 映画 撮影 に より 桜の 回 転 
な 変形 運動 を 認め た 。 長期 培養 し た 癌 細 胞 で は 糸 粒 体 は 減少 し Golgi 野 は 増大 の 傾向 
胞 核 数 の 増加 に 対応 する 大 多数 認め られ , 前 期 は 30 分 , 中 期 30 分 , 後期 15 分 , 
し 要 し た 。 沿 時 に 多 極 分 裂 を も 認め た 。 次 に 癌 細胞 の 遊走 速度 を 測定 する に 平均 0.6 
方 癌 細胞 の 填 粒 次 喰 能 は 陰性 で あっ ぇ 





ml! 





Li. 
V 













~0.74/min を 示し た 。 
大 島 教授 
if っ た 仕事 で 人 間 の 羊 膜 の 細胞 を 培養 し , それ を ラッ テ に 入れ て , 増殖 機転 を 観察 さ 
ある 種 の 細胞 を , 培養 する と その 細胞 が 腫瘍 の 細胞 に な る よう な 傾向 が 出 て 来 つ 
多 を 培養 する こと は , これ : 2 ら りら な けれ ば な ら な た ない 仕 事 だ と 思っ て 
rer een も あり まし た こと で す が , 腫瘍 の 組織 を 長い 間 冷 凍 し て お い 
い 詐 瘍 が で きる と いう こと で ご ざい ます 。 私 共 の や り ま し た 鶏 の Sarcoma な 

















に や = & ke ee ¥ o 
す と , 長い 間 移 西 力 が か あり ます けれ ど , それ を 植え ます と , 一 時 は 非常 に 良 
で" つく ん で す が 。 代目 に な る と 移植 が で き な い よう に な る ん で す 。 誰が や っ て も そう な ん で す 。 BO 
が 千葉 大 学 の 関 さ ん で ご ざい ます が , 果糖 肉腫 を 冷凍 され まし て , 一 年 も の 長い 
か 2 し が 異種 移植 も ね で き 帯 に 増殖 力 が 高まる と いう 御 研究 が あ 
つ 御 説明 ね が いま す 。 





Ald, 私 の 方 は 9 週間 まで 冷凍 し た も の で , それ が あの 培養 成績 , 移植 成績 で あり まし て , この 場合 注目 
すべ き は 。, oC の 場合 と それ か ら , 一 76'C の 場合 で あり ます が , OC と 言い ます と 組織 は 未だ 凍っ て は お 








) ま せん 。 この 場合 で は 2 週間 まで は 移植 可能 な の で あり ます が , 3 週間 を 経過 する と 移植 が で き な く な 
る の で あり ます 。 一 76'C の 場合 に は 9 週間 を 経過 し て も , な お 移植 が 可能 な の で あり ます 。 上 果 和 糖 肉腫 の 組 
が , コン トロ ー ル の ヘマ トキ シリ Vat VRE, BBREL HRL EF & —76°C に 3 週 
] 保 存 し た 場合 の 組織 片 は 核 な ど が 比較 的 良く 保 た れん れ て お り ま す 。 細胞 体 も 紡 鍵 形 の 形態 を 失っ て は お り 
また 格子 繊維 の 形成 も 非常 に 良好 で あり ます 。 こ れ は Oc の 場合 と 非常 に 異 る 点 で ぁ Er 
76°C に 2 週間 保存 し た 場合 の 組織 片 の 電子 顕微 鏡 的 な 写真 で は 比較 的 変化 が 少 い の で あり ま ミト 
ュ ン ドリ ア の クリ ステ な ども , 割合 よく 保 た れ て お り ま す 。 細か い 変 化 は あり ます が , イッチ 
mabe り ま す 。 この よう に 一 76'C と いう よう な 低温 に 保存 し た 場合 の 組織 ) or a 
ある 。 こ の こ と が 比較 的 長 ! 期間 の 保存 に た えて , 移植 可能 で ある と いう 原因 で あろ うと 考え て お り ま す 。 





組織 片 が 周囲 か ら 染 ま らち な いよ うに な っ た と お 話し に な っ た で すね 。 あ れ は ど うぅ で すか 。 
関 正利 君 
て それは 0 度 あ る い は 室温 に 放置 し た 組織 片 が 示す 変化 で , その 場合 は 周 独 の 方 か ら 組織 崩壊 が 中 心 に 向っ 
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て 進行 し て まい り ま す 。 
いる の で あり ます 。 3 週間 


大 島 教授 
な る ほど ね 。 ありがとう ご ざ 
で , それ を 福島 の 佐藤 教授 が 沢 


ur 








ZNTOETZÜHRERFLISRTTE, 未だ 中 心 部 の 方 に いい 細胞 が 残っ 
保存 し ます と , 中 心 部 まで 崩壊 し て し まい ます 。 それ で 移 定 が で き な く な る 


"ざい まし た 。 前 後に な り ま し た が Metastase の 問題 か ある ん で ご ざい ます 
つく < 
\ 


沢山 の 了 を 使っ て 血管 の 中 へ ヘマ ウス の 移植 癌 細胞 を 入れ て 方 々 に 腫瘍 を 


っ て , Metastase の 御 研究 を し て いら れ ま す 。 昨日 の 会 場 で も , その 佐藤 さん の 方 で は あり ませ ん けれ ど 


db, 他 の 方 に 討論 が あり まし 


て , 血管 の 中 へ 入れ た 細胞 は , 普通 の Metastase じゃ な く て , Metastase と 


いう の は 原発 が あっ て , それ か ら ど こ か に 出店 を つく る の が aaa 血管 の 中 へ 入れ ま し た の は 血管 移 


植 だ と ま T 2 い 5 御 話 , それ ! 
の 状態 を や り ま す に は , や は 
Fe 


ょ よい か に も さよ う で ご ざい ます 。 や は り 血 管 の 中 へ 腫瘍 細胞 が 入り まし た 時 
り 佐藤 教授 の よう に , 血管 の 中 へ 入れ て , その 細胞 が どう な っ て いる か を , 
ans MEFs 私 が murat と は 腫瘍 の 細胞 を 血管 の 中 へ 入れ て , Act 


cw 


< 細胞 が そこ に ひっ か か り ま し て , その 細胞 が 死ん で いる の が ある の で は な いか と 思う の で す 。 みん な 生 


き て いる の で は な い の だ ろう 
管 の 中 へ 入っ た 細胞 が 肺 職 に ま 


ひっ つい て , それ が 増殖 する の 


と が 増殖 の 出 史 
"うか を , BE 


te REM 
その 問題 で す が 私 の 場合 は 


と 思う の で す 。 そ の と ころ を , OLVDMARAMBVeV.. それ か ら ど 5 UTM 


City) 


いり まし て , そこ に ひっ か か っ て 増殖 する か と いう と こと, 機械 的 に そこ に 
で は な く て , Endothel か , な に か に 変化 か あっ て , そこ へ 腫瘍 細胞 が ひっ 
と が 実際 あな た の 研究 


a 


発 点 じ ゃ な いか と 私 は 思っ て いる の で す 。 BE 
し ね が いた いと 思い ます 。 佐藤 さん どう ぞ 。 


> 


実験 腫 場 で ありま し て , Dee * ろ いろ な 場合 を や っ て }# 


る の で す が , この 場合 非常 に よ く 転移 を 発生 し て く る 材料 で で あ り ま ます 。 単に 管内 移植 の 場合 A リー け 5 な 


く , 他 の 場合 で も あり ます 。 
に , リン ズバ 腺 に 転移 を お こし 


血管 内 移植 の 場合 は も る ちろ ん 高 率 に 出 て まい り ま す 。 普通 皮下 移植 し た 場合 
て まい り ま す 。 末期 に な り ま す と 高度 に な り ま す が , この 写真 は 移植 後 15 


日 , まだ まだ 動物 が 元気 で ある 問 に リン ズ 腺 の Rand-sinus の 所 に 腫瘍 の 転移 が 認め られ ます 。 KHZ 
で 見 て まい り ま す と , 肺 に 多数 の 転移 を 作っ て きま し た り , 血管 -Kapi1laren の 中 に 最初 の 増殖 が 始ま 


u ne s で 出 て く 

こ 入 れ ま し た 場合 , これ は 腹 
war, ere: FRE CH 
は 10096 増殖 いた し ます が , 


る も の も あり ます 。 私 達 は いろ いろ な 移植 方 法 ,。 た と えば 腫瘍 細胞 を 腹腔 内 
水腫 瘍 で も やり ます か ら , その 場合 の 転移 の 頻度 で ある と か , 血管 内 に 入れ た 
察し ます と 100% で て きま す 。 こ れ が 皮下 移植 いた し まし た 場合 に , 局所 に 
リン パ 腺 それ か ら 肺 , 心臓 その 他 い ろ い ろ な 臓器 に 転移 を 起こ ven OE 


+, それ か ら 腫 瘍 を 移植 後 適 当 な 時 期 に 手術 を 致し まし て , 約 2 週間 前 後 で ご ざい ます が , うぅ いう 場合 


に も 摘出 し た あと , 今度 は 局 
を 起 し て 来る と いう よう な 材 
期 と いう よう な 時 に 私 共 は 血 
細胞 tae する 方 法 と か , 
液 あ る い は リン ズバ 腺 へ の 移行 
Les; AREBOK Tez 


ご ざい ます 。 それ で 大 島 先生 の 移植 され た 腫瘍 が 全部 つく か どう ぅ か , PHMHOHLKBAmTE5 A? 


ー ご ど ご ヾ いま 3 

ょ 確か に 問題 で あり まし て , 
か みにくい の で ご ざい ま 
腫瘍 細胞 の 存在 と いう こと 
中 に 腫瘍 細胞 が 出る と い 
と えば 今日 , 午前 中 に 名 古屋 
それ か ら 組 織 浸潤 性 , Woo 
に と だ と 思い ま 。 も うー 
は 非常 に 昔 か ら 大 事 な 問 題 だ 
発 を 形成 する と い ぅ 問題, そ 
化学 療法 の 役割 と いう よう な 


> 
Io 
っ 
AN 
5 


所 の 再発 も ef LT, それ か ら リ ンズ 腺 , PA 高 率 に 転移 
料 な の で あり ます 。 これ は いろ いろ 移植 , 皮下 移植 の 初期 , 腹腔 内 移植 の 初 
液 , 孔 組 織 , リ thie Bh BETS 方 法 と か , ある い は 血液 中 か ら 腫 瘍 

そう いう こと と で も っ て 腫瘍 細胞 て お り ま す 。 腫瘍 細胞 の 血 
と いう も の が 速 か に 起 っ て くる 。 た と えば 手術 し て 移植 部 位 の 腫 場 を と り ま 


“> CHAT UMORBAYG と に な つ "EX る の だ 35 と 考え て お る の S 
PSS 


++ 
“ae 
eX 


その 腫瘍 細胞 が 変性 ある biomass お ち 入 っ て いく と いう f ie 

> MPI CMG MACKS L5H こと, その 時 期 の 組織 了 臓器 の 転移 形成 
非常 に 関連 性 が ある と いう よ うな こと を 見 て お る の で ご ざい ます 。 で , 血液 
こと の メカ ニズム に 関し まし て ! TREUE En た 
大 学 の 広野 さん の お 話 が あり ま けれ ど , あの よ ょ うな 腫瘍 細胞 の 運動 性 と 
に 転移 形成 の と いう よう な こと に 対す る 関連 性 と いう こと が 人 非常 に 興味 ある 
jar し 上 げた いと と は , Lot, 悪性 腫瘍 の 転移 の 問題 と いう ぅ の 
: と 思う の で す が , これ が 多く 実際 の 場合 に , 外科 的 な 手術 の あと の 転移 や 再 
れ を 防止 する の は どう する か と いう よう な 問題 。 その 場合 に 浮 び 上 っ て 来る 
問題 の 基礎 的 な 研究 に 非常 に 便利 な 材料 で あろ ぅ と 考え て お り ま す 。 


391 


(x 


’ 








WERE 

あり が と う ご ざ いま し た 。 よ くわ か り ま し た 。 未だ いろ いろ 御 開 き し た いこ と が あり ます が , も う 時 間 
ませ ん 。 ee ee 吉田 先生 に DAB と メチ ルコ ラン トレ イン の 重 
叶 に つい て 人 科 単 に 先生 の お 考え を 御 話 し に な っ て いた だ きた いと 思い ます 。 


小田 島 君 へ の 追加 で あり ます が 先ほど , ちょ と 外 で 用 を し て お り ま し た と ww あ in wh チ え て 
り ご SW も だ が とう kin で 始め 
, 1930 年 順 で すか ら 20 数 年 前 に な り ます が ァ ゾ 化合 物 で 肝癌 が で 


7 
ay 
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に , 当時 は ほん と うに 癌 で ある か と いう こ と が 問題 で あり りゃ し, ここ に で き て いる も の が , ALS OR 
で あれ ば 物質 を 与え る こと を 止め て も , な : seth 長 す る は ず だ か ら , TAPCHIREALIOMKNEWILL 
CHIEU, eure Leis 


アゾ 色素 を 食わ せ 始 め て か Pr 2HA, SAA; 
at, alti i es hig どこ まで 喰 べ させ れ ば , 後 は や ら な く て も 癌 が で きる か と い \ 
5, そう する と 3 ヵ月 まで は 冶 が で き な い と , ER 
と は ebene 3, だ と うい う SEIDIDRURTDTE, Wh 
的 に 自律 的 に 大 き Fr く な る , 確か に ここ に で き て いる も の は 悪性 腫瘍 と 認め て よろ し いと , そ 
IT. その 時 に 3 ヵ月 喰 べ させ た も の が 肝臓 に 何 も 変 1 Pi 
カ Ea] 極 く 初期 に は Parenchymatose Adenom と いう よう 
き て お る わけ で あり ます 。 そ れ が 1 SPENT OC See boy 大 うい 
化 と いう の が silent に 残っ て いて , 癌 に は 生長 し な いわ け で す 。 で これ を 永久 に 
し に 何 か 処 置 を すれ ば , また 癌 に な る の じゃ な いか と , ie ae ほか 
に な り は し な いか と いう こと で 。 当時 Geschwulstkeim と いう よう か た 
fees asien スス ま し て 3 ヵ月 は F stop LT 
す 





E ae ee 
と 思 ! KEN 
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発癌 物質 を 背中 に 塗っ て 見 た わけ で あり ます 。 そう する と この ュー ルター ル を 

vB 微量 の も の を や っ て も , そう いう 変化 の 起 っ て いる 肝臓 に は 癌 が で き て く 
わか っ で あ り ae TNZER ) 小 se 再 確 認 し て も と SIEH な 実験 を や 

の : 忠 り で あり まし て , こと うい うこ と か らし て 私 が 一 番 重 要 に 考え て お り ま す の は , 

を 探求 する 時 に た っ た 一 つの Factor を 尋ね る わけ に は いか な いと , な に か それ ぞ れ 独 

くる に 不 十分 な Factor が 二 つ 集 まっ た ら , 前 後 し て か 同時 に か 二 つ 集 る と き に 立派 な 発癌 


と が あり 得る だ ちろ うと, そう いう こと で あり ます 。 で 先ほど この smoker の 食道 気管 , 
こ ど ん な 変化 が 起 っ て く る か < と いう よう な こと が 千葉 大 学 か ら 御 報告 が あり まし て , 大 変 面白 いと 
ます が , ああ いう 場合 に あれ 自体 と し て は その 人 が 死ぬ まで silent に 残っ て いる か も 知れ な い , 
けれ ども あれ に ゃ う 一 つの Com as も 5 einge あれ が 癌 に な る の か も 知れ な い , 
そう いう わけ で た と えば , この smoking は どれ だ け 肺 部 の 原因 に な る か と いう と き の 問 題 に し て も 
+ 





— ペー パタ 





smoking だ け で な し に , いろ ん な Factor AI そう いう 考え は , 

J に ある わけ な ん で す が , そう いう こと の 裏づけ に な る 実験 だ ろう と いう ふう に 考え て お り ま す 。 

と う ご ざ いま し た 。 基礎 的 な お 話 を うけ た まわ り ま し て , 非常 に 利益 する 所 が 多かっ た と 思い ま 

これ で 私 の 演者 の 皆さん 方 の 御 発表 に 対 lence り ま す が , 甚だ ピン ト の 合わ な い 質問 を いた し ま 
T まこ と と に 申し わけ ご ざい ませ ん で し た 。 詫び ET, 





され まし て , お 説明 を うけ た まわ り ま し た が , 恐らく 皆さん も よく お 判り に な っ た ころ う と 私 は 想像 し て い 
いま す 。 私 自 は 何 も じ な いで 大 島 教 授 の 好 リー ド を 見 守 っ て い y だ だ 6 ナ で あ り ます が , 時 間 
た か ら , これ で 私 の 責任 を 終ら せ て 頂き ます 。 皆 さん 有難 5 ご ざい まし た 。 (拍手 ) 


大 島 名 稔 会 員 の 多年 の その 方 面 に 非常 に 深い お 知識 を も っ て , 多数 の 演者 か ら な ご や か に 問題 を 引き 出 
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4. tit, 診断 , 治療 , 放射 線 , 胃癌 転移 
司会 : 久留 勝 教 授 , 宮地 徹 教 授 , 田崎 勇三 博士 , 八木 日 出 雄 教授 , 塚本 憲 南 博士 


久留 教授 
昨日 午前 午後 に わた り ま し て 病院 会 場 に お きま し て , 癌 の 統計 それ か ら 診 断 , 治療 , 放射 線 並び に 胃癌 
の 転移 と いう よう な 諸 題 目 に 続き ま し て 論議 が 変 ちさ れ て 参り まし た 。 先程 か ら 御 司会 な まり を 見 て お り ま 
TE, 皆様 それ ぞ れ 持 味 を 充分 に 御 発 揮 に な り ま し て , 変っ た 形式 で 総括 を な さい まし た 。 それ を 大 変 興 
RS He PCR E 今度 は 少し また や り 方 を 変え た まして, ここ に 代表 と し て 宮地 教授 , 田崎 博 
+, 八木 教授 , 塚本 博士 それ に 私 が まかり 出 ま し て , 昨 日 うか が いま し た こと を な る べく 短 時間 に 要 領 よ く 
そう 参り ます か どう です か, その 積 り で 一 一 御 紹 介 い た し まし て 責 を 防ぎ た いと 思い ます 。 で 演者 の 
々 に は 一 々 出 て 行か た いで いた だ きま すか ら , も し 私 ども の 御 紹介 振り に 御 不満 の と ころ が あり まし た 
ら , どう ぞ 御 遠慮 な く 抗議 を 申し 込ん で 下さ いま し て , それ に つい て また 御 意 見 な りな ん な りう か が っ た 
ら ど うか と 思い ます 。 そ れ で は 先ず 統計 の と ころ か ら 始 め ま し て , 宮地 教授 に ひと つ お 願い 申し 上 げた い 
と 思い ます 。 
宮地 教授 
近年 癌 の 統計 に 興味 が 集中 され る よう に な り ま し て , 今回 は 231 番 か ら 240 FET 10 題 も る よせ られ 
て お り ま す 。 幾つ か 研究 方 法 が ある 訳 で す が , 今回 出題 され た 研究 を 大 別して 二 つ の も の を あげ る こと が 
で きる と 思い ます 。 そ の 一 つ は 231 番 瀬木 ,237 番 平山 の や っ て お られ る よう ぅ に 死亡 届 に よっ て , 統計 的 
な 観察 を 行っ て ゆく も の で あり ます 。 次 で 232 番 の 宮地 , 233 番 の 武田 , 238 番 の 西尾 等 , 239 番 の 武田 
, 240 番 の 森田 等 の 如く 病理 解剖 お よび 生 検 材料 に よる も の が あり ます 。 死亡 統計 に よる も の の 方 が 数 
て 死亡 者 全体 を 捉 を る こと が で きる の に 対し て , BE り ま す も の は その 一 部 分 
いま す の で , 各々 特徴 が あり , 病理 解剖 また は 生 検 に よる も の が 必ず し も 全体 の 姿 を 表わし て いる と 
ヽ の で あり ます が , それ に し て も 確実 さと いう ATE, pesca きつ づけ が ある だ け に は る か に 
る よう こ に 思う の で あり ます 。 で その ぅ ち 病 理解 章 お よび 生 検 に よる も の で も 二 つ の や り 方 が あり 
武田 先生 の 方 の も の は 主として 通信 に よっ て 皆さん の 協力 を 得 ま し て 膨大 な 数 字 を 集め て いら っ 
いま す 。 そ れ か ら 宮 地 ら の 行っ て お り ま す の は 。 全国 の 病院 を ある い は 病理 学 教室 を 訪れ まし て , そ 
こ で 実際 に 利用 し 得る 材料 で 調査 し た も の で あり ます 。 概略 を 申し 上 げ ま す と , 231 番 の 国際 , 諸 外国 普 
びに わが FIO FED FEL の 地理 的 相関 で ありま す が , これ は 大 変 興味 あわ る デー タ で あり まし て , 46 ヵ国 を 
比較 し て お り ま す 。 特 Mt 5 癌 が 極め て 高く ,。 これ に ひき か え を 同じ 消化 器 癌 で ちあ る に も か か わら 
3 Ys KOR 低い と いう こと が 指摘 され て お り ま す 。 HB, 白血病 も 諸 外国 に 比べ ま LT, 特に 肺癌 の 
は ずっ と 少 い よう に 見 られ る の で あり ます 。 また いろ いろ な 須 器 に お ! 7ER FAME (CRA 

pai お られ る の で あり ます が , 先程 申し 上 げ ま し た よう な わが 国 に 関係 の 深い 悪性 腫瘍 で ある 胃癌 と 白 血 
病 は , we で は 逆 相 関 の 関係 に ある 。 胃癌 の 多い と ころ で は 百 血 病 は 少 い , 白血病 の 多い と ころ で は 骨 
癌 が 少 い と いう ふう な デー タ を 出し て お られ ます 。 と ころ が , こ れ に 対し て 10 年 間 の わが 国 の 剖検 例 約 
38,000 を 調べ ま し た 宮地 ら は , 剖検 例 で は 胃癌 が も っ と も 多く , つい で 白血病 と いう デー タ を 出し て お る 
の で あり ます これ は 後程 ステ イド で 御 見 せい た し まし ょ うぅ う 。 それから 233 dk で あり ます 
が , や は り わ が | 国 に お いて 特に 注目 ‘<i る 胃癌 の 統計 な の で あり ます 。 これ は 確か 1953 年 か ら 
1957 年 まで , TARR 人 36,000 体 だ と 思う ん で す が (後程 一 番 重 要 な 点 を , yyy ド を お 借り し て 御 見 せ し 
た いと 思い ます) それ と 生 検 材 寺 で あり ます が , その うち か ら 4,820 MY こく し て , その 
Per 生 部 位 そ と れ か ら 年 令 な ど を 追求 し た 研究 で あり ます 。 で こう いう 風 な 研究 に ひき か えま し て 森 
村 た ae て お り ま す の は , 先程 申し まし た 10 年 間 の 胃癌 の うち, bike 集め 得 ま し た 820 例 に つい 
に 2 分 析 を し て お り ま す 。 で それ に つい て 年 令 の 異同 , 死亡 時 の 拡がり , 転移 の 型 , 組織 像 ある い 
は 経過 な ど を 追求 し て お る の で あり ます 。 次 の 235 番 の 西本 ら の 研究 で あり ます が , それ は 肝癌 お よび 肝 
硬 変 そ の 他 の 疾患 に お ける 胃 , 十二指腸 潰瘍 の 統計 学 的 な 追求 で あり ます 。 肝硬変 ある い は 肝癌 の 場合 に 
十二指腸 ある い hms Lita み ら れ る と いう こと は ば し ば 報告 され て いる と ころ で あり ます 
が , 西本 ら の 研究 は 肝癌 , 肝硬変 , 肝 炎 な どの 剖検 体 約 2000 例 の プロ トコ ュー ル を 分 析 い た し まし て , 他 の 
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どん な 疾 思 より も る 肝硬変, 肝癌 と 胃 お よび 十二指腸 潰瘍 の 相 調 が 高い と いう こと を 示し て いる の で あり ま 
これ も 後程 スライド で 御 見 せい た し ます 。 次 に 236 番 の 江 ら の 研究 で あり ます が , これ は 先程 か ら 申 
て お り ま す 昭 和 21 年 か ら 昭 和 30 年 まで の 10 HOMMP 38,000 体 の うち 見 出さ れ ま し た 708 fl 
に つい て , いろ いろ な こと を 鈴 察 し て いる の で あり ます 。 そ の うち , 肝硬変 と の 合併 率 に つい て は 約 43% 
と いう 数 字 を 出し て 到 り ます 。 Chm SACRE 5 ち で 用 着 を 合鍵 し そい る も の は 約 B06 と いう 雪 
字 を あげ Sipe emipapiean ee DA SEE ae OP ee ER 有名 な 

疫 さん が , 度 は 膝 臓 瘍 に 注目 され ま し て 1940 年 と 1947 年 と 1956 年 と 約 10 年 
oa An 倍 , 女子 で は 3 倍 と いう 死亡 統計 が 出 て いる と いう こと で , 特に わ 
EEE TIME MDR, MORK ACHES 10 人 人 商い と いう 
。 続い て 238 番 の リン 人 節 の 腫瘍 の 統計 で あり ます 。 age 224 例 を も と に 分 析 


Se 





し た も の で あり ま Ky 更に BA CORBM LI Reh? E FETTE TER CENT, 。 間 
最後 に や は り 白 血 病 の 統計 的 研究 で あり ます が , 森田 ら は 





Ri ト SPP すす LT, IR ERDE, d SV iLOO RARE 
sage ます 。 その 一 二 を スラ イド で ちょ っ と お 目 に か けた いと 思い ま 


Lid, 第 番目 の 瀬木 さ ん の 方 の 癌 の 統計 で : あ n= す が , 左側 の 図 を 御覧 に 
Hae, 日 本 は は 白く , 和 白い バー で : 表わし て あり ま tA, AS ER ョ が 多い DEV 





す 。 食道 聞 で あり ます が , 食道 癌 は 右側 の スラ イド の よう に 多い 数 字 を 表わし 
て お り ま す 。 次 。 こ れ は 相関 で あり ます が , 例え ば 右側 に 見 られ ま Ph て いき ます と 。, 
: 角 の , 二 重 の 三角 が 附 い て お り ま す が , これ は 逆 相関 を 示し て お り ま す 。 この > こ TS 
て いる の で あり ます 。 同じ よう な こと は 左側 の スラ イド に つい て も 申せ ます 。 次 。 こ れ も そ うい うこ と で 
あり ます 。 次 。 こ れ は 宮地 ら の 統計 で あり ます が , 一 番 上 の 線 は , nm の we 剖検 


数 が 次 第 次 第 に 上 叶 し て いる と いう こと, それ か ら 一 番 下 の 線 は その ぅ ちの 腫瘍 例 で あり ます 。 AV PRE 
SE ee RE eS pene eee eee 
Rizo CRORE LT, Ac と 好ま ざる と に か か わら ず , われ われ は 閣 に 関心 を 持た な けれ ば な ら ぬ と い \ 
こと が 見 られ る の で あり ます 。 KR. TORT, 悪性 腫瘍 で どう いう 腫瘍 が 多い か と いう こと で あり ます が 
- 番 上 に こ あ り ま す 赤 い 線 で 記し て あり ます の は も っ と も 多い 胃癌 で あり ます 。 その 下 の 青 い の は つぎ に 多 
い 白 血 病 で あり ます 。 そ の 下 は 肝癌 で あり ます 。 そ の 下 が 子 宮 癌 , 次 で 肝癌 と いう 風 に な っ て いま すし , 
per ae 少し も 狂っ て は お り ま せん 。 KR, 今 の 逆 で あり ます が , 赤く 塗っ て ある の が 第 5 位 
まで あり まし て , AH 先 各 の 瀬木 先生 と 同じ よ 5 に , 胃癌 その 次 が 白血病 , 次 いで 肺癌 , TAH, HR 
と いう 風 に , oo ee 腫 場 で も あり ます 。 次 。 こ の 多い 腫瘍 の 2, 各 年 の 2 を 見 ます と 胃 閣 


や や 下り 坂 で あり ます 。 白血病 は な お 上 時 し て お り ま す 。 そ れ か ら 肺 癌 も 上 千 し て お り ま す 。 TER, 


FAIZ URES Cd DED, で 次 に 森村 は その 胃癌 の 解剖 例 に お ける 進展 度 を この よう に 表わし て , 次 。 
それ を 年 令 で 割っ て みみ ます と , この よう に 年 令 と と も に 進展 度 の 少 い も の が 見 られ る と い 5 興 味 あ る 成績 
を 出し て お り Saas 次 。 西 本 ら の 研究 で あり ます が , ここ に 見 られ ます よう に , 一 番 向 うに 見 られ ます 肝 


硬 変 の 項 で あ , 肝硬変 か いろ いろ な 病気 の うち で 最も 胃 お よび 十二指腸 潰瘍 の 合併 率 が 多い (17.6 
%) の で あり ます 。 ag PER Te ます 。 こ れ に つい て , 如何 な る 原因 で ある か と いう 5 
こと を 分 析 し て お り ま = らく 門 脈 圧 が 高い と いう こと だ ろう と いう こと に 結論 を 求め よう と し て いる 
よう で あり ます 。 Ke これ は 森田 の デー タ で あり ます が , 肝臓 の 重量 が いか に 自 血 病 の 種類 に よっ て 違う 


か と いう こと , NR, これ は 腸 臓 で あり ます が , 腫 臓 の 重量 が どの よう に 変っ て いる か と いう こと を , 各 白 血 
病 型 に よっ て 分 析 し て お り ま す 。 これ は 白血病 の デー タ で あり ます が , 白血病 は 下 に あり ます の が , FOR 
い 線 で 表わし て あり ます の が , 上 の 方 が 男性 で , 下 が 女 性 で あり ます が , これ に よっ て 見 ます と , MAB 
に 比べ ま し て , 日 本 の 白血病 の 発生 率 は 年 令 分 布 か ら 見 ます と 低い と いう こと が 判り ます 。 次 。 こ れ も そ 
うい う デ ー タ ー で す 。 
時 間 が 参り まし た の で , これ で 打ち 切ら ちせ て いた だ きま す 。 
久留 教授 
あり が と う ご ざ いま し た 。 次 は 田崎 博士 に 診断 の 方 面 に つい て お 話 願 いた いと 思い ます 。 
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田崎 博士 

癌 の 診断 に つい て は , 昨日 は 241 Bab 254 FEC, 全体 で 14 題 で , 割合 に 演題 の 数 が 少 の うぅ ござ 
WELK, 人間 の 韻 の 根治 成績 は , 放射 線 で あろ うぅ と ある い は 外科 的 手術 で あろ 5 と , 早期 発見 と 早期 治療 
(よる と いう の が 医者 の 常識 に な っ て お る 訳 で あり ます けれ ども 。, 癌 の 診断 と いう 5 こと は な か な か 上 難 か し 
い の で あり ます 。 R ER と ころ の 可能 な 癌 の 場合 に は , これ が 簡単 で ちり ます けれ ども , 深部 の 場合 そ 
れ が 疑わ し い 場 合 , こう いう 時 に 非常 に 癌 の 診断 と いう こと が 問題 に な る 訳 で ありま す が , ee 
法 に 関し まし て , 古来 いろ ん な こと が 行わ れ て 参っ て お り ま す 。 例え ば , RETILZIKCHHONZEM 
学 的 の 変化 天 い は 生化 学 的 の 変化 を 追求 する 方 法 と , これ は 血液 , 尿 あ る い は 松原 氏 反 応 な どの 皮 内 反応 
に よる も の , それ か ら , ある い は わが 国 で 問題 に な り ま す の は 胃癌 で あり ます が , AMRIT KS, 或 は 
gastrocamera 或 は gastroscope な ど に よる 診断 , Mit, 婦人 科 の 方 で す と , corposcopy な ど で 直 接見 
る wre うち ちら うな ど と で ざき いま あら 

それ に 今度 は 細胞 診断 と いう も の が 最近 待 に や か まし くい われ て 参っ て お り et これ は 直接 に 排 洪 の 
Pepe り ま し て , これ は 癌 の 細胞 を 直接 眼 で 見 る 訳 で も ありま すか ら , 一 番 確 
実 な 方 法 で あり ます 。 御 承知 の 通り 解剖 学者 の PApANicoraoy と 婦人 科学 者 の TsAur の 両 朝 士 の 発表 以来 
世界 的 に 有名 な 子宮 癌 の 細胞 診 の 優れ た 方 法 で , 近 来 は 独り 子宮 癌 ば かり で な く て , 他 の あら ゆる と ころ 
の , 胃癌 な ど に お いて も , 或 は 肺癌 な ど に お いて も , その 分 泌 物 に ある 癌 細胞 を 見 出す こと に よっ て , 痛 
を 早期 に 発見 する こと が で きる 。 

kb メ 線 で あり ます が , 又 線 は 半 世 紀 程 前 か ら で き た 方 法 で あり ます けれ ども , これ が 非常 に 数 
雑 な た め に 定期 検診 或 は 早期 発見 の 意味 で これ を 大 量 に 行う) こと が で き な い 。 それ で 人 間 の 場合 に これ を 
店 結 楼 の 集団 検診 と 同 様 に 最近 は 早期 発見 の 方 法 と し て 問 生 操 影 の 方 法 が 行わ れ て 参 DEURS 

その 中 で 1, 2 を 拾っ て 見 ます と , 大 体 細胞 診断 に つき ま し て は 水戸 君 が , 年 来 の 報告 の 追加 に 統計 を 
出さ れ ま し て , 大 体 胃癌 に つい て 879 と いう 良好 な 成績 を 得 て お られ ます 。 また 大 阪 大 学 の 堂 野 前 内 科 
の 松田 君 は 。 Paravicoraou の 方 法 は いい 方 法 で ある けれ ども , 金 が か か る , 時 間 が か か る と いう ふう な 
不利 な 点 が ど ご ざい ます の で , これ を 操作 を も っ と 簡便 に 安い 方 法 で , 日 本 的 に や ろう と い 5 簡易 法 を 考案 
され ま し て , これ に よっ て , PApAsncorAOU の 方 法 と 殆 ん ど 同 様 の 適 中 率 を 得る こと が で きた と , これ は 
非常 に わが 国 の 貧 乏 な 所 帯 に は も っ て こい の 方 法 で あろ ぅ と 感じ た 次 第 で す 。 それ か ら , その 次 に は 山田 
君 は 和 液 癌 細胞 の 固定 に よる 形態 的 変化 に つい て , es 骨 式 重層 遠心 分 離 法 を 用 いま LT, SEHE 
胞 に つい て 位相 差 法 に よっ て 研究 し て お られ ます が , 固定 標本 と 生 の 標本 と の 間 に 著 し い 細胞 の 変化 が ま 
いり ます 。 そ れ で 固定 に よっ て 一 般 に Diameter を 渡す る か , 減少 率 が 小 で , 核 比 を 増大 する も の , SH 
な 径 の 縮 少 と と も に 極端 に 核 比 を 減少 する も の , お よび 両者 の 移行 形 に 大 別 し 得 る , 核 比 の 関係 は 癌 細胞 
の 重要 な 特徴 で や る けれ ども , いわ ゆる 核 優勢 像 に つい て は , 従来 の 成因 , 考え られ た 成因 の 他 に , 固定 
法 に よる 影響 も 十分 考慮 し な くち ゃ な らん と いう こと で , ご も っ と も な 意見 と 拝聴 いた し まし た 。 それ か 
ら , その 次 の 演題 は , 最近 問題 に な り ま し た 三重 大 学 の 神前 教授 御 発表 の マリ グ ノ リ ピ vias iat 私 ども 
の 追試 検討 の 成績 で ど ご ざい ます が , 例 数 が まだ 不足 いた し ます の で , くわ し いこ と , 断定 的 な こと は 決し 
て 申 上 げ ら れ ま せん が , 少数 , 50 例 ば か り の 例 に つい て や っ た の に より ます と , 冶 の 診断 法 の 欠点 で あり 
ます と ころ の , 御 本 人 が お や り に な り ま す と 100% FRITH CT 100% 非 癌 に 出 な いと いう 成績 で ご ざい ま 
す が , どなた も そう おっしゃい ます が , 追試 者 が や り ま す と , な か な か そう 参り ませ ん 。 わ れ わ れ の と こ 
ろ で や り ま し た の で も 健康 人 に 少し 出す ぎる よう で ご ざい まし た し , 瘍 の 人 に 出 な い 例 も か な りあ っ た の 
で ご ざい ます 。 その こと を 申し 上 げ ま す と , 神前 教授 が 丁度 現われ まし て 討論 と し いう こと に な り ま nt 
や り 方 が 悪い と いう こと で , ご ども っ と も な お 話 で 。 われ われ の と ころ で も 古江 を 一 週間 ば か り 見 学 に 出 
ELT, 向う の お や り に な っ て いる と ころ を 直接 見 学 い た し て 参っ て お り ま す 。 十分 追試 方 法 を 正 し = 
AFTZOLI TIEF, ThPOKRARIE, TRIIBAKRFPRFEDAFDUNEBBRLEOHETHNI 
すけ れ ど , BOKRAREORMAFICOMT, この こと に つき まし て は 東邦 大 の 松原 教授 が 。 MCR 反応 
と し て すでに ご 発表 の も の と , どの 部 分 が 違う か と いう こと を , 一 寸 御 尋 ね し た いと 思っ て お り ま す 。 松 
原 博士 か ら も 討論 か だ ざい まし た 。 そ れ か ら そ の 次 は 渡辺 君 の Davis の 反応 の 本 体 に つい て , この Davis 
の 尿 反 応 と いう の は , これ は も う 古 く か ら 用 いら れ て お り ま す が , これ は な か な か 適 中 率 の 高い 反応 で ご 
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ざい ます が , その Davis の 反応 と 
-# Davis 色素 を , 
YEN と を 知っ た と \ 

法 で あり ます が , pai 率 は 
RAKE — 7 
場合 に つい て , 


う る それ か ら ! 


胃 粘 膜 像 と の 関係 に つい て , 第 一 
篠原 a お 話 に な り ま 
胃 粘 膜 の 姜 縮 を 伴 な た える も の に お いて 胃液 の 息 白波 * 





尿 イ ン ヂ カン 量 と が 平行 性 が ある と いう こと を お っ し ゃ て お り ま す 。 
アル ミナ クロ マト に より 精製 し 吸収 スペ クト ル に より , 


色素 の 大 部 分 が イ ンチ ルビ 
グル クロ ニダ ー ゼ の 方 法 , これ は 私 の 方 で 
た 。 AR, 胃液 の 中 に 出 て お り ま す 胃 液 内 
報 と し て 胃 粘 膜 の 姜 縮 お よび 随伴 性 胃炎 の 
LT, 有益 な 傾聴 に 値する 論文 で ご いま し た 。 結局 , 高度 な 
も 異常 な 低下 を 示し て お り ま す 。 それ か ら 胃 粘膜 の 腸 


its. 
fie 


Hk 85% で ご ざい ま 


腺 化 或 は 歪 細 胞 化 の 著 明 な る も の に お いて は , 主として 粗大 な 彼 自 増加 型 を 示し て お り ま す 。 そ れ か ら 閣 
の いわ ゆる 随伴 性 胃 に は 広汎 な 姜 縮 の 存する も の , 部 分 的 の 大 縮 像 を 示す も の と が あっ て , それ に し た 
が いま し て , FAORARS Ro CHV ET. prensa een リン 反応 , これ も や は 
0, 原 さ ん は 欠席 され まし た か , われ われ が 初め て 提唱 し た 胃 韻 期 診 断 の 方 法 で ご ざい ます が , 直接 
胃癌 が 胃 の 中 に で きた 場合 に , 胃液 の 変化 を 追求 する plete ae が , 早期 空 ei MAK Tl 
ろ い ろ の 操作 の 後に = ニン ヒド リン 反応 を 行う と いう こと で ご ざい ます 。 いろ ん な 途中 の 操作 は 抜き ます が , 
それ で も や は り 9022 近い 成績 を 挙げ る こと が で きま す 。 それ か ら 最 後に 残り まし た 問 接 撮影 に よる 胃痛 
の 集団 検診 。 これ は 世界 各国 で や っ Cha ます が , 日 本 で も この 頃 黒川 内 その 他 の 方 そ 々 で , 





ne Hr 


や っ て お り ま す , ANDHIF, それ か ら 日 本 大 学 E, それ か ら 国 立 東京 第 一 の 久保 田 君 , 

な どの 発表 が あり まし た 。 私 の 方 で も 集団 検診 を や っ て お り ま し て , 大 体外 来 に 参り ます 癌 だ と 思わ な い 
も の 3000 例 ば か り に つい て や っ て みみ ます と , 1.8% 公 結 を 半 見 し て お り ま す 。 し か し これ を 手術 し て 
スム ます と 必ず し も 早期 瘍 と は いえ な い の で あり ます 。 れ が 問題 で あり ます 。 非常 な 手間 を か け て や っ て 
ACh, 発見 率 が 低い ば か り で な く , この KG ュ 襲 と 選 わ れる も の は 少な く て 。 むし ろ 了 晩期 癌 で 症 
状 の な いも の が ある と いう こと は , この 方 法 に つい \ eer REN > で ご ざい ます か ら , 

アメ リカ の ミネ ソ タ 大 学 の リー グレ ー 教 授 “Roh LCS お り ま す よ うに , 50 才 以 上 で 次 の 如き 胃 に 変化 の 
ある , ある い は 全身 の 変化 の ある 人 に つい て 定期 的 の 信 ONS. 一 年 に 二 回 。 これ は 和 狗 血 , 原因 不 
Mon, 悪性 貧血 , それ か ら 原 因 不 明 の 潜血 が 長く 続く 人 , 慢性 胃 送 。 それ か ら 慢 性 胃潰瘍 , ポリ ー プ , 
この 三 つ を 前 癌 病変 と し て の 最たる も の で , 久留 教授 の 広汎 な i ご ざい ます が , そう いう も の , それ 


か ら ま た , 家族 的 に 遺伝 の 濃厚 な る 
康 診 断る を す る = ’ これ が 現在 は も つ 


上 を も ち ま し て 私 の 受 持 ち 


EBV 


を 終ら せ て いた 


こう いう 5 特殊 の も の を 選び まし て , 半年 に 一 回 づつ 定期 的 の 健 
TE = で は な か と いう ふう (1 (と, 私 は 考 ええ 人 この で あ り ま す 。 以 
+2 x E> 





久留 教授 


有難 5 ご ざい まし た 。 次 に 移り まし て , 
う 5 か が いた いと 思い ます 。 


八木 教授 


只今 時 間 ? 


と さと め 
担当 し まし た の ( I 部 ) weet 
; AR 


る よ 


255 番 か と 





よう に と お ふれ が まわ っ て 来 ま 


N \ 木 教授 に i—» 治療 を , 殊 に 子宮 癌 を 中 心 と し て いろ いろ お 語 を 


し た の で , な る べく 人 箇 単 に 申し ます 。 私 の 
ら 259 番 ま で 5 題 と 放射 線 の ぅ も ち 子 宮 癌 に 関す る も の 3 題 と で ご 


ざい ま 治療 殊 に 人 間 の 癌 に 関す る 治療 の 成績 の 発表 が 少く て いさ さか さみし い 感 じ を お ほえ る 
の で ご 5 今後 は 人 体 韻 に 対す る 治療 統計 , いろ いろ な 新 工 夫 に より ます 治療 統計 を 磨 ん に 
御 発表 と 期待 いた し ます 。 ARO MP PR まし た 「 肺 癌 の 治療 ]」 これ は 名 古屋 の 

国立 病院 ご ざい ます が , 過去 10 年 間 の 肺癌 91 例 治 SN レン トゲ ン 写 真 を きれ い に お 示 
し に な り ま Lice. 手術 ・ 放 射線 ・ 化 学 療法 等 の 選 — papi: A & Hamm CZWE LK. 次 の 「 肝 
HED FARE | は 110 例 の 組織 学 的 に 確定 いた し まし た も の に つい \ と くに 鑑別 診断 に つい て お 述べ に な り , 
また 「 晩 期 乳癌 の 治療 」 に つき まし て は 在 来 の 。 これ は 名 古 Bones. ます が , 在 来 の 副腎 全 
別に 代 る も の と し て 副 PK RIK YL OWE 術 を 行 ・ っ て 元 っ て いい 成績 を お さめ て いる と いう よう な 報 
告 で ご ざい まし た 。 いずれ も 臨床 上 有益 な も の で あっ た と 考え ます 。「 和 子宮 癌 の 治療 ] に 関し て は 岡山 の 
婦人 科 か ら 第 17 回 年 次 報告 と し まし て 1935 年 か ら 1952 年 まで の 17 年 間 の 治療 患者 2,585 例 に つい 
て 5 年 成績 を 報告 , こと に 最終 年 の 1952 年 1 年間 の 262 例 の 成績 が 従前 の も の に 比 し て 著しく 良好 に な 


っ た と いう こと を 指摘 し まし て , 


(従前 で は 46.5% 全 期 を 通し まし て の 放射 線 , 手術 を 含め て 46.596 で 
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ご ざい まし た が 1952 年 は 65.39 に 向上 いた し て お り ま す ) 。 こ の 原因 は 放射 線 療法 を その 年 度 か ら 新 た 
に 工夫 し た こと に ある だ ろう と いう こと で ど ご ざい ます 。 で この 従前 の 子宮 癌 の 放射 量 は 第 1 クー ル に レン 
トゲ ン 深 部 治療 と ラジ ウム を や り ま し て , 2 ヵ月 の 間隔 を お いて 第 2 クー ル の レン トゲ ン の 照射 を や っ た 
の で ご ざい ます が , この 間隔 を 廃止 いた し まし て 第 2 クー ル と いう 考え を や め て , 第 1 クー ル に 一 べ ん に 2 
回 分 を つづ いて や る と いう ぅ やり方 で ご ざい ます 。 この よう な 放射 療法 の 術 式 を 変え る と いう こと に より ま 
LT, さ し あ た り われ われ の 持っ て お り ま す 線 装置 を 使い ま し て で も 治療 率 を 向上 する こと が で きる と い 
oy ERRREEEREN CORI peace か す 。 ae 


後 の ラ ジウム er. ae ei ま ie \ ecommerce en ce BE; 
RE RM TE VS と 思い ます の で , その 御 発表 に より まし て それ ら の 意義 を 明 ら か に し て い 

だ く こ と を 期待 いた す も の で ご ざい ます 。 

子宮 冶 の 治療 に 関し まし て は 手術 , レントゲン, ラジ ウム 。 コ ベル ト , ある い は 化学 療法 と いか な る 組み 
合せ も 自由 で あり ます 。 また その 各々 の 術 式 も 各自 の 好み に まかせ て よろ し い の で ご ざい ます が , その 効 
果 の 判定 は 一 に か か つて 5 年 治癒 率い か ん に 存する の で あり ます 。 すべ て これ を 標準 と し て 後 か ら こ れ を 
批判 する と と が で きる の で ご ざい ます 。 婦人 科 に お きま し て は , 大 体 今日 この 考え は 徹 区 い た し て お る と 思 

ます が , 他 科 の 領域 に お きま し て は , et oe ee eee 
17% RRS xe LL ziti VELT, 治療 後 1 年 や 2 年 の 成績 を お か か げに な っ て あっ た も の も ど 
ざい ます る が , dee り 少 く と も 5 年 治療 と いう こと に 一 線 を 画 し て いた だ きた いと 思 
うぅ 次 第 で あり ます 。 な お 最後 に 動物 実験 が 一 題 あ り ま し た 。 こ れ は 名 古屋 の 婦人 科 で ご ざい ます が | 移植 
Al | , 吉田 肉 種 を ハム スタ ー に 移植 し まし て これ に 冬眠 療法 を や る と , そう する こと に よ っ て 動物 の 寿命 
を 長く する こと と が で きる 。 その 原因 は 多分 肝 カ タラ ー ゼ の 活性 度 と いう ふう な こと に 関係 か ある ん で は な 
いか と いう こと で ご ざい ます 。 こ れ も 将 来 注目 に 値する も る の で ある と 考え る 次 第 Me り ま す 。 以上 は な は 
だ いそ ぎました が , また その た め に スラ イド 等 も お 願い で きず に 大 変 残念 で ご ご ざい まし た が , 大 体 の 概要 
を 件 報告 申し 上 げた 次 第 で ご ざい ます 。 
久留 教授 
大 変 往時 間 に 簡 潔 に 御 紹 介 い た だ きま し て あり が と う ご ざ い 
きま し て 塚本 博士 の 御 紹介 を : ss KL ET. 
塚本 博士 

放射 線 の 問題 は 大 体 実 験 が 4 題 , それ か ら 先 ほど の 八木 先生 の 子宮 癌 の を 除き ます と 臨床 的 な 成績 の 問 
題 が 7 題 に な っ て お り ま す 。 まず 実験 の 問題 に つい て 御 説明 いた し ます と , 大 体 に お いて 細胞 の 放射 線 感受 
性 に つい て の こと に な り ま す 。 例 えば 260 番 の 佐々 木 研究 所 の お 仕事 は 腹水 肝癌 を 用 いた も の で す が , これ 
を 最 啓 期 に と り 出し て in vitro で 照射 し て その 一 定数 を 白 民 に 移植 し ます と , 腹水 癌 の 系 統 に よっ て 双 線 
REL CRAY. “TE a ee OR A ee 
変化 の 度合 が 違う と いう こと, も うぅ 一 非常 に 興味 が あり ます こと は , 又 線 に 割合 に 感受 性 の 強い も の で ナ 
イト ロジ ェ ン マス ター ド 系 統 の も の に は か えっ て 抵抗 性 な る の が ある 。 そう いう こと が 同じ 腹水 癌 で も 系 
に よっ て 非常 に 違い が ある と いう お話 で ご ざい ます 。 そ の 次 の P? を 用 いま し た 実験 は や は り 移 植 腫 瘍 に 
つい て で あり ます が , PR を その 腫瘍 を 移植 し た 場所 で な いと ころ に 注射 し まし て 時 間 的 に その 移植 し た 
腫瘍 細胞 に お こる 変化 を 電子 顕微 鏡 で お し ら べ に な っ た も の で あり ます 。 そう する と や は り 時 間 的 に どこ 
が どう ゆう ふう に や られ る か と いう こと を お 示し に な っ て お り ま す 。 FE 本 教授 等 の 実験 で は や は り 移 植 腫 
場 で ありま す が , これ は 滝沢 の 肉腫 を 大 服部 に 植え て そこ に いろ いろ な 量 の X 線 を 照射 し , か けた あと 1 
A, 3 日 , 7 日 と いう ぁ ふう に 経時 的 に その 腫瘍 を と っ て 他 の 動物 に 移植 し て , それ が どう いう ふう に 植 わ る 
か と いう こと を 見 て まい り ま す と , 線量 が 少 い と 全部 の 時 期 に 他 の 動物 に 植 わ る こと は 想像 通り で あり ま 
す が , 線量 の 非常 に 多い 所 へ まい り ま す と どの 時 期 に も も う 5 植 わら な い 。 と ころ が 中 街 量 の と ころ で は 照射 
し て 時 間 が 短い も の で は 植 わ ら な いけ れ ど も , 時 間 が た っ て くる と それ が 植 わ る よう に な る , こう いう ふう 
に , つま り 致 死 量 以下 の 線量 を 与え た 場合 に は 時 間 が 伸び る ほど 移植 率 が よく な る と いう こと で あり ます 。 
次 に 山下 博士 の と ころ の 実験 は 併用 療法 つま り X 線 と 化学 療法 と を 併用 し た ら ど うな る か , それ が anta- 
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次 に 移り まし て 放射 線 の 問題 に つ 
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even: ans か ある い は synergistisch に な る か と いう 実験 で あり ます 。 この 場合 ラディ オミ メ テ ィ 
ッ ク の も の は か えっ て synergistsch に なら / es トマ イン シン と か カル チノ フィ リン と か 上 の 開 に は 
ee な 効果 が ある と いう ふぁ うに 出 て woe I. これ は 将来 臨床 的 に こう いう こと が 行わ れ た 場 
合 に どう か と いう , で 貞 味 ある 結果 か と 思い ます 。 MMO CE "ざい ます が 日 腔 癌 の 放射 線 療法 , IR 
頭 韻 の 療法 , それ か ら 甲 状 腺 に 対す る TF の 使用 , 肺 腫瘍 の ュ バ ルト と 先ほど の 餅 射 の 問題 , コバ ルト 
の 食道 癌 に 対す る 治療 成績 , 皮膚 前 癌 状態 の 治療 , それ か ら 悪 性 腫瘍 MK ト 療 法 と いう ふ 
うに な っ て お り ま す 。 時間 が あり ませ ん の で ここ に いち いも 申し 上 ! ya ナ に は いき ませ ん が , 私 が 気 づ 
NM と を ちょ っ と 申し 上 げ ま す と , 先ほど 八木 先生 が 御 指摘 に な り ま し た よう に 冶 の 成績 と い ぅ も 
, た し か に 5 年 な り 10 年 た っ て 確実 な と ころ を ae NET RW ます 。 し か し ュ ベ バル ト 療 法 の 如き は 
oe ee 年 位 に し か な り ま せん か ら , それ の うぅ うち で どの 点 ま で は も の が 言え る か と 

+ 
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いう よう 5 な 中 間 的 な こと も 必要 だ と い 5 意 味 の も の か と 思い ます 。 we し 日 本 に お ける 放射 線 療法 それ 目 
体 が 全体 と し て 非常 に 新しい も の で あり ます し , 殊 に ュ バ ルト の 大 量 照射 と いう よう な も の は 私 の 感じ で 
は どうも 少し 流行 し すぎ て いる 傾向 が あり は し な いか , そん な 感じ が あり まし て コバ ルト が な けれ ば 話 に 
な ら な いと いわ れる と いう こと それ 自身 に も 非常 に 問題 が ある と 思い ます 。 そう いう ぁ ふう に 考え ます と 痛 
1 多 に は 外科 的 に も いろ いろ 壇 法 が ある わけ で あり ます か ら , 私 は 放射 線 の 医者 だ か ら と いっ て 放射 線 
ちあ ち ま り 熱中 し て 癌 の 患者 を 前 に し た と き , その 人 に と っ て 最善 の 他 の 治療 を 見 失っ て , 放射 線 ぼ かり で 治 
と いう こと で は 非常 に 中 し わけ な いと 思う の で あり ます 。 従っ て 患者 を 前 に し まし た と き に , 一 人 の 
医者 と し て その 患者 さん を どう いう ふう に し て 助け る か が 第 一 に 問題 で あり , 放射 線 を 用 いる と すれ ば ュ 

バル ト な り ラ ジウ ム な り 双 線 な り が その 場合 どう い ぅ 役割 り を 演ずる か を 考え る の が 第 二 の 問 題 だ と 思い 
年 限 つ づけ て や っ た 後 で 八木 先生 に お 答え で きる よう な 成績 を , 放射 

1 


ま る 
FAA LE => ae こざ ァ ン アデ > Ya rn =... 
線 の 専門 の 皆さん が 出し て いた だ く こ と を 望む 次 第 で あり ます 。 








ざい まし た 。 それ で は 最後 に 私 が 胃癌 転移 の 問題 に 関す る いろ いろ の 御 演 説 を 抄録 させ て 
頂き ます 。 ス ライ ド を すぐ に お 願い いた し た いと 思い ます 。 

RCP RMLs, 日 本 人 韻 の 双璧 で も や り ま す 。 と ころ で 病院 入院 患者 の 統計 で ます と 両者 は 現今 で 
db, 30 年 前 と 全く 同じ く 非 常に 高い 発生 頻度 を 示し て お り ま す 。 と ころ が 死因 統計 で み ま す と , 子宮 癌 の 
方 は , 著 明 に 減少 し て お る の で す が , ale 方 は 30 年 前 に 比 し いっ こう 減少 が 見 られ な い の で あり ます 。 
手術 術 式 の 改良 , 術 後 の 看護 な ど に 就き ま し て は , 私 共 外 科 医 者 が 別に 婦人 科 の 方 々 に 対し て 努力 を 怠っ 
て いる EISNER ょ い の で あり ます 。 こ の 事実 は , AMOAFCHADARAAICAKMIAREILA TV SRAM HD 

こう いう 問題 を 主として 転位 の 方 厨 ある い は , 腫瘍 細胞 
の 形態 と いう ぅ 点 か ら 取 扱わ れ た の が 本 日 の 諸 研 究 で あり ます 。 研究 に は 主として 了 臨床 的 , 殊 に 手術 的 材料 
を 対象 と し て 行わ れ ま し た 所 の 中 山 外科 , 武藤 外科 , nn 堺 外科 , 友田 外科 , それ か ら 閣 研 の 外科 
の 方 々 か ら 御 報告 に な り ま し た も の と , 剖検 材料 を 対照 と し て 行わ れ ま し た と ころ の 275 番 , 278 番 , 
280 番 の よう な 研究 と が あり ます 。 も ちろ ん この 両 AP 大 変異 っ て いる 部 分 も 含ま れる と 考 
えら れる の で ご ざい ます が , 結論 に つい て は 本 質 的 に 差異 が ある も の の よう に 考え られ な か っ た の で あり 
to 胃癌 の 手術 成績 の 向上 を は ば ん で いる と 思わ れる 第 一 の 問題 は , 何と いっ て も り リ en 
で あり まし ょ 5 。 私 共 も 手術 材料 の 全 リ ンズ バ 腺 を 取出 し まし て , それ を 詳し く 検 査 す る と いう 5 習慣 を つ 
Pb, すでに 30 ) 年 に な り ま す 。 こ うい 5 経験 か ら 得 た と ころ の 結論 は , = か ar 
て お り ま すう え 。 本 年 発行 致し まし た 私 の 著書 に も 明か に 記載 し て ご ざい ます 。 それ は 一 つ は 。 EM 
動脈 に 沿う と ころ の 転位 で あり まし て , 他 は 陶 門 後部 の リン ズバ 腺 , すなわち , 右 胃 大 網 動脈 の 根部 に 沿 ぅ 
と と ろ っ の 転位 で mt ます 。 こ れ 告 を 完全 に 廊 清 する た ぁ g ら に は 。 昨 HSB 大 変 き を れい な 画 で お 示し に 
ょ な り ま し た が , 大 網 を 横行 結腸 の 基部 で 遊離 致し , BRD EIER AO OHMS SHE 
が 一 番 適 うす り ま す 。 その 方 法 に より まし て 。 Brei na YYAGARV MAT OC LDS 
で きま す 。 私 共 は すでに 20 数 年 問 . この 方 法 を 慣用 し て 来 て お り ま す 。 こう いう よう な リン ズ 腺 に 関す 
る と ころ の 検査 は , た だ それ を や る と いう だ け で は いけ な い の で あり ま し て , その 結果 か ら 得 た 知識 が 治療 
に 応用 され な けれ ば な ら な い の で あり ます 。 胃癌 で は , この 知識 が 後 の 放 射線 療法 な どの 適応 に は , ち ょ っ 
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る の で は な い \ か を 暗示 す ee まし ょ Dis 











と 応用 が で きま せん が , 乳癌 な どの 場合 は , 有 下 リン ズバ 腺 に どれ 位 転移 が ある か の 決定 は , 後 放射 の 問題 
ある い は 化学 療法 の 併用 と の 問題 に 大 変 関係 を 持っ て くる も の と 考え ます 。 IE THOME 2 MBS SIR 
り , こう いう こと が , ご く 普 通 の 常識 と し て 認識 され る こと が , 望 し いこ と と 考え ます 。 胃癌 に 関す る 第 
2 の 問題 は 腹腔 内 転位 の 問題 で も わり ます 。 いう まで も な くそ の 発生 に よっ て 予後 は , は な は だ 暗い も の と 
な り ま す 。 その 治療 に 関し て , 現在 あま り 適 確 な 方 法 が な いか ら で あ り ま す 。 こ うい う 5 点 か らし て も , F 
の 発生 に 先立っ て 完全 な 筋 層 の 破壊 が 実在 し , 一 且 癌 が で きま す と 魚 PARAS Faso CORDS HTT 
する よう な 窪 通 性 の 潰瘍 を 母 地 と し た 胃癌 に 対し て , この 問題 が 特に 大 き な 意 義 を 持っ て くる も の と いえ 
まし ょ うぅ 。 肝臓 転位 , 肺 転位 の 問題 は . ここ で は 省略 し ます 。 次 に 切除 断 端 か ら の 再発 ? 開 題 が 胃癌 の 組 
織 像 と の 関係 か ら 論 ぜ られ ま た 。 御 承知 の よ ぅ に 胃癌 は , 肉眼 的 病 型 に より まし て , 大 きく これ を 四 つ 
に 別け る こと が で きる の で あり ます 。 そ れ は , ボル マン の 分 類 と 称せ られ る の で あり ます が , 第 一 の も の 
は , 非常 に 限局 し て お っ て , 腫 癒 を 形成 する 。 第 二 の も の は , 主として 潰瘍 型 の 発生 形式 を と り ま す 。 第 
: の も の は , 一 部 潰瘍 型 で 一 部 浸潤 型 で ある 。 第 4 の も の は , 全く 浸 潤 型 で ちあ る 。 こう いう よう な 分 類 で 


あり まし て , それ が ある 程度 ブロ ビー ダー ス 等 が 記載 し ま し た 悪性 度 の 問題 と も 関係 を 持ち ます し , EXT 
後 と も 非常 に 密接 な 関係 に 立つ の で あり ます 。 第 一 型 の 大 部 分 は , 5 年 永続 治癒 を 営み ます 。 それ に 対し 
まし て ee ee ae 
55 な 問題 が 胃 導 の 問題 と も ある 程度 の 関連 を 有する も の で ある こと を 多年 主張 し て 来 て いる も の 





で あり まま 才 。 らち が MY が ちち SER 申 さ れ た よう に , 癌 の 早期 診断 の 問題 に 非常 に 大 き な 関係 を 持 
っ て くる の で あり ます 。 第 4 の 型 の よう な も の の み を 患者 と し て 取扱 うぅ 場合 は , どれ だ け 大 きい 手術 を や 
っ て も 外科 で これ を 10022 治す こと は , 事実 上 む づ か し い の で は な いか と 私 は 思い ます 。 断 端 を LHL 
に 取る , ある い は 3 糧 よ ぶん に 切り 取る な ど と 論じ まし て も , 結局 どれ だ け 断 端 を 遠く と っ て も , その 

x る よう な 癌 が ある わけ で あり ます 。 そし て そう いう 5 の が 第 4 HOR BHO ABORBLS 
: あ り ま す 。 そう いう 点 か ら ど うる も 癌 の 外科 的 治療 と い う 5 の は 運命 に 左右 され る 部 分 が 多い 
り ま す 。 RE 良心 を も っ て 十分 な 廊 清 に 努力 せ 
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す 。 手術 成績 と い xs td 非常 に 
きれ まし て REITEN \ 少 く な いよ うに 見 受け られ ます 。 
5 立場 に 不 胡 成 ud た と え 1 人 の 方 が どれ だ け み ご と な 腕 を ふる われ ま し て も , その 
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方 の 手 で 一 生 の 間 に 1 万 人 の 胃癌 患者 を 手術 する こと は むず か し い の で は な いか re Io 私 は そう 5 
) も , BHO Re し て 高め る に は , HRY 55 END: の か の 問題 WIC AID 
が むけ られ な けれ ば な ら な いと 思う も の で あり ます 。 pe う も の を 私 は 次 の よ 
先ず その 医師 が 見 た 胃癌 の 皿 者 が 百人 ある と し ます 。 そ の 中 で 手術 され た ーー 一 その 手術 
「 ら れる も の で あっ て も よく , ある い は 骨 切 除 術 と 呼ば れる も の に 限定 し て も か まい ませ 
が 患者 が 70 人 あっ た と すれ ば , そこ に 先ず 70 と いう 数 が 問題 と な っ て くる の で あり ます 。 
で 10 人 手術 で 死亡 し た と すれ ば , 次 に その 60 人 が 岡 題 と た っ て くる の で あり ます 。 そ 
で た と えば 20% の 永続 治療 が 出 た と いた し ます な れ ば 略 12 名 位 が 長生 き を し ます 。 この 
12 の 数 が その 医師 の 胃癌 に na ます 。 こ うい う 5 立場 か ら 日 本 全体 の 胃癌 の 永続 治療 率 
を と り ま す と , 残念 生 ら それ は 1022 以下 の 数 字 に な り は し な いか と 思わ れ ま す 。 
これ が 最初 に お 目 に か け ま し た , 胃 冶 の 手術 成績 が 子宮 癌 の 手術 成績 に 比 し て 非常 に 悪い と い ぅ 事実 の 
か と 思い ます 。 そ し て この 原因 は た だ に 癌 の 転移 と か , BiH ar 、 ぅ 問題 ば か り で な いよ ぅ に 
ます 。 私 は 胃癌 の 発生 が 全身 的 に 及ぼ す 影 響 が , 他 の 癌 に 比 し て 基 だ し く 強 いと いう こと を 申し 上 げ 
た い の で あり ます が , その 根拠 と し て 胃癌 の 場合 の , 肝臓 並び に 膝 臓 の ミト ュ ン ドリ TORS お 目 に か け 
た いと 存じ ます 。 ス ライ ド の 左側 の 方 が 胃潰瘍 の 場合 の 肝臓 の ミト ュ ン Me リア の 像 で , 右側 が 胃癌 の 場合 
の それ で あり ます 。 こ の 左側 の 場合 で は ほぼ 正常 に 近い の で あり ます が , 右側 で は 非常 に 粗大 に な り , か 
っ 二 も みな く か な っ で め り 学 > 決め す サテ ンド チア で あり まし で So ET en 
瘍 の 場合 の ミト ュ ン ドリ ア で あり まし て 。 真中 に 黒く 見 えて お り ま す の が か が, TUE THU ETF, これ に 対 
し まし て 左側 が 胃癌 の 場合 で あり まし て , と の 場合 も ミト ュ ン ドリ ア の 加 粒 が 少く っ て 形 も 変っ て お る と 
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いう こと を 申し 上 げた い の で あり ます 。 結論 と いた し ま し て , 胃癌 の 外科 的 治療 は 極め て 困 難 で あり ます 。 
その 理由 の 一 つ は 明か に 胃癌 の 場合 に , ブロ ー ダ ス の 分 類 の 4 と か 5 と か , こと ば を 変え まし て いえ を ば, 

単純 癌 の 頻度 が 非常 に 高い と いう こと で す 。 こ うい 5 事実 か ら 考 える と , 手術 技術 の 改良 に よっ て , SR, 
胃癌 の 治療 成績 を 著しく よく する こと は 甚だ 困難 で は な いか と 思い ます 。 それ 程 , 現在 の 胃癌 に 対す る 外 
科 的 手術 は 完璧 に 近い も の な の で す 。 今後 , 胃癌 の 手術 成績 を よく する 方 法 は 私 は 2 つ し か な いと 思い ま 
す 。 そ の 一 つ は 発生 母 地 の 解析 か ら す る , 〒 其 診断 の 展開 と い ぅ 問 題 で す 。 これ に 対 し て は 定期 的 な 健康 
aur, 集団 検診 が 大 き な 役 割 を 演じ 得る も の と 予言 で きす ます 。 そ れ に も う 一 つ は , 最近 急激 に 発達 し て 
いり まし た , 化学 療法 と の 併用 が どの 位 胃癌 の 予後 を よく する か と いう こと で ある と 思い ます 。 Mil 
申し ます の は , MOH CHRO BCH, これ は 細胞 が 運動 性 を 持ち も , また 遊離 性 を も ね っ て きた 組織 
学 的 表現 で , も ちろ ん Anaplasie の 発展 と 関係 を も つも の で あり it し か も か か る 性 質 こ そ Chemo- 
therapie に 対し て は 絶好 の 対象 を な す も の で な けれ ば な ら ぬ の で す 。 こ こ に 私 ども は 胃癌 の 治療 の 将来 の 
問題 が 開け て お る よう に 存じ ます 。 私 の 結論 は これ だ け で ご ざい \ et. 

続い て 化学 療法 の 総括 演説 を 南 ち に 始め ます 。 (拍手 ) 
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5. 化 学 療 法 

司会 : 吉田 富 三 教授 , 石 館 守 三 教授 
吉田 教授 

昨日 第 一 会 場 で 行わ れ ま し た 化学 療法 の 部 会 の 御 紹 介 を 致し ます 。 化学 療法 は 非常 に 演題 が た くさ ん 出 

ET, iR 65 題 に わた っ て お り ま す 。 そ れ で , 各 演 者 に は 非常 な 時 間 の 制限 を 加え て 急い で いた だ い 
Th, それ で も 6 時 過ぎ まで か か り ま し た 。 演者 に は 非常 な 御 不 満 が か あっ た ろう oo の で あり ます 。 そ 
れ だ け 内 容 も 多岐 に わた っ て お り ま す が , 全体 を 通じ て 私 が 感じ まし た と ころ で は , それ ら が tls も 
現在 化学 療法 で 興味 を 持た れ て いる も の , 日 本 だ け で いっ て ゃ ふ 問題 の トピ ッ ク mike 2 お お っ て いる の で は 


な いと いう こと で あり ます 。 つま り 化 学 療法 の 第 一 の 興味 は , どう いう 新しい 楽 が ai Se 
に ある わけ で あり ます が , これ は ご く ぐ く 一 般 的 な 興味 で あり まし て , 誰か が 何 か を 掘り 当て る か と いう , そ 
OURO SS SS RESET が , 各 研 究 の 中 心 で は な い の は 当然 で あり ます 。 現在 で は , すでに 幾つ 
か 知ら て ん て いる と ころ の 化学 療法 剤 を , それ を どう いう 具合 に 使う の が 一 番 有 効 で も ある か , CFD BBY 
前 に し て その 楽 品 を どう 使用 する の が 一 番 よ いか , 経口 的 に や る の か , 経 動脈 的 また は 経 静脈 的 に や る か 


と いっ た 問題 ,。 それ か ら 外 科 手 術 と の 併用 も , どう や っ た ら 一 番 よ いか と いっ た 問題 も ある の で あり ます 。 
今回 の : ig こ 出 て お り ま す の は , こう いう 種類 の も の は 割合 に 後 の 方 に か くれ て お り ま す 。 why 
は , そう いう 実際 的 な 興味 の ある と ころ は 化学 療法 の 班 の 会 議 で あり ます と か , BHA MR の 会 議 で あ 
ます と か , その ほか いろ ん な 学会 で 。 し ば し ば 報告 も 討議 も る され て いる の で , Pre nite 
ALT, C5 U5 RIEF RL AH TUN TEL Ns な いか と いう 気 が い た し まし た 。 全体 と し 








u A WLSIVESTD, し か し この 6 題 の 中 に は , VWAVADMROS AMAAF\ -OCTHIE 
すか ら , を 。 全体 を 一 時 間 の ぅ うち に 述べ つく すわ け ! N C, 石 館 教授 と 相談 いた し ま 





し た 。 化学 療法 の 問題 は , 動物 実験 お よび 了 臨床 と い ぅ 広い 生物 学 的 な 方 面 と iv chemi- 
stry を 主 と し た 方 面 と 。 ZIOZIOTZIERNZDOCHI ET それ で A 会 者 と し て 二 人 指 命 さ れ て お り ま 
FOC, 石 館 さ ん に は その chemistry の 方 に と くに 関係 の ある 問題 を 総括 し て いた だ いて , そし て 私 が こ 
の 物質 の 作用 機 褒 と か, CHP oMKRADARL AD, そし て も うぅ 一 つ は 物質 の 選別 の 方 法 。 すなわち スク リー 
ニン グ の 問題 が か いく つか 出 て お り ま す の で , そう いう も の に つい て , 後 か ら と り ま と め の 役 を する と い \ 

A ヽ き た いと 思っ て お り ま す 。 最初 に chemistry の 方 面 の 問題 を 石 館 教授 か ら 総 括 し て 報 
し て いた だ いて , そし て それ に 関連 し て 幾 人 か の 方 に 個人 的 に ご く 僅 か な 時 間 で す が , お 話 を し て いた だ 
きだ た いと, そう いう 方 針 で 進む わ け で あり ます 。 し か し ここ に 増 に 登っ て お 話 を し て いた だ く 方 々 は , 
の お 仕事 に 点数 を つけ て 選ん で いる わけ じゃ あり ませ ん 。 や 符 殊 な 研究 で 個人 前 に お 話し て いた だ いた 
方 が 皆さん に 理解 が よい と ERTERN er * た だ くわ け で すか ら , 出 て いた だ か な い 方 と の 間 に , 研究 の 
質 的 の 比較 は 決し て し て な い の で あり ます 。 そ この と ころ を 御 了 解 吾 い た いと 思い ます 。 非常 に 沢山 あり 


400 


し いい 


u NY 





( 


ae 








ます の で , そう いう 点 で 差別 を つけ る こと に な っ て は いか ん と いう こと で , か な り 苦 心 を いた し まし た が , 
どう も や っ ぱり その 点 が 気 に か か り ま す 。 また ある 演題 に つい て ここ で 私 ども が mention し な いよ うな 
こと が 起 っ て も , それ は 値 打 が な いか ら だ と いう ふぁ ふう に は 決し て お と り に な ら な いよ うに お 願い いた し ま 
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それ で は 石 館 教授 か ら ひ と つ 。 
石 館 教授 

た だ いま 申し 上 げ ま し た よ 5 に , 特に 今年 に な っ て 新た に で きた と いう も の は ほとん ど な い の で , た い が 
い 昨 年 度 の 学会 並び に 文部 省 の 癌 の 班 研究 か ら 継 続 の 仕事 が 大 部 分 で あり ます の で 今回 , 65 題 の ぅ ち 化 学 
に 関す る も の の 比較 的 皆さん が 興味 を 持た れ そ うぅ な も の を , 2, 3 ここ で pick up LT, 後 で 担当 者 に , 私 
も あん まり よく 判っ て いな い 問 題 も も ちり ます の で 御 質問 し ます が , 私 , 司会 者 と いた し まし て , 化学 療法 
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BIRD, また 化学 に 関す る 全体 の ,。 こう いう 問題 が 報告 され た と いう こと だ け , で きる だ け 拾 っ て 皆さん 
に 御 報 告 し た 方 が いい と 思う AT, まず 最初 に 全体 的 な 報告 の 話題 を か いつ まん で お 話 い た し ます 。 

第 一 は , 興味 ある 一 つの 問題 は , 制 韻 剤 じゃ な く て , 正常 の 人 間 並 びに 動物 の 正常 の 血清 が , や は り そ 
れ 自 身 制 癌 作用 を 持つ と いう こと が , 数 人 の 人 に よっ て , 発表 きれ て お り ま す 。 また 正常 血清 その も の , 
BY (SPARE RR ZAM, こう いう も の の 血清 それ 自身 バボ オン ュ リ チッ ク な 作用 を 持つ 実験 事実 が 出 て 
いま し た 。 こ れ は 今 に 始 っ た 問題 で は な い の で す が , これ と 果して 抗 血 清 Antibody と は どう いう ぅ 関連 に 
ある か , どう も これ と は 同列 に 論じ し られ な い 点 が 多々 ある 。 これ が 新た に 提示 され た と いう こと は 非常 に 
興味 ある 問題 だ と 思う の で , 後ほど これ を 追求 し て いる 三 人 の 方 に , な お 私 か ら 御 質問 申し 上 げた いと 思 
っ て お り ま す 。 もう少し くわ し く 申 し 上 げ ま す と , た と えば Ehrlich ある い は 吉田 肉腫 , あ る い は 腹水 癌 細 
胞 に 対 し て , 普通 の 正常 の 血清 それ 自身 ぶ が や は り 抗 癌 作用 を 持つ と いう こと を 実験 的 に 出し て お り ま す 。 
この こと は 阪 大 の 久留 さん な ん か の や っ て いる 問題 と も 関連 する 問題 で し ょ 5 。 また 米国 の 学者 の 最近 話 
題 に な っ て お り ま す と ころ の 担 瘍 動物 に お いて プロ ベル ジン の 含量 が だ ん だ ん 多く な る と いう よう な 事実 , 
これ は 一 種 の 蛋白 質 で あり ます の で , これ が 果して どこ か ら 生 産 さ れる か , ある い は どう いう 本 体 で ある 
か , どう いう 本 体 と 関連 が ある か , と いう よう な 問題 と 関連 し て くる と 思い ます 。 これ は 後ほど 触れ る と 
致し ま し て , 第 2 番目 に 純化 学 療法 剤 と し て 本 年 に な っ て 問題 と な っ て まい り ま し た の は , これ は 前 年 度 
か ら の 続き で あり ます が , 水銀 化合 物 の 作用 。 こと に ポル フィ リン と 水銀 化合 物 , ある い は ポル フィ リン 
の 金属 キレ ー ト 化合 物 と いい ます か , こう いう ゃ も の の 動物 実験 。 さら に 多少 の 了 臨床 実験 も 入っ て いる よぅ 
, また その 薬理 作用 或いは 他 の 楽 物 と の 併用 の 効果 と いう よう な 問題 も 話題 に た っ て お り 
ESD, 私 が 私 見 で あり ます が , 果して ポル フィ リン 核 と いう も の と , 水銀 の 作用 と いう も の と が 薬理 的 
に どう いう 関連 が ある の か , 或いは 各 ぇ が どう いう 相互 関係 に ある の か , と いう よう な こと が まだ は っ き 
り わ か っ て いな いよ う で あり ます 。 この 点 持 来 研究 者 に よっ て 解明 され る こと が 期待 され る わけ で あり ま 
す 。 そ の 次 に 例 に よっ て alkylating agent の 問題 , 今年 に なり まし て 報告 きれ て いる も の は 三共 で 始め 作 
っ た も の で す が , R.C. 4 すなわち p-phenylene-diphosphoric acid tetraethyleneimid の 了 臨床 報告 が 新 
た に 追加 され て お り ま す 。 そ の 他 alkylating agent と し て 新た に 登場 し た も の は , トロ ボロ ン 桜 を 持っ た 
誘導 体 の 2,。 3 の も の も 報告 され て お り ま す 。 さ ら に 楽 理研 で は nitromine の 作用 機転 を 拡大 し た mas- 
ked compound の 新しい 誘導 体 が 動物 実験 に お いて 紹介 され まし た 。 これ ら の 新しい alkilating agent 
と いう も の は , そもそも みな functional groupe を 持っ て お り ま す と 必ず 作用 が ある も の で あり まし て , 
どん な 化合 物 で も ある 程度 の 細胞 効果 は 期待 で きま すけ れ ど も , 新 し いも の が で きた と いう こと だ け で , RR 
Vik, それ 自身 の 動物 実験 だ け で , た だ それ が 延命 的 効果 が ある と か 或いは 細胞 に 対し て これ だ け の 効果 
が 出 た と いう だけ で は , どう も る も 物 足 ら な い の で あり まし て 今 ま で の も の と どう 違う か , どう いう 5 特徴 が あ 
る か , と いう 比較 研究 に お いて 始め て 価値 判断 が 生れ る と 思う の で , この 点 お 互 に 新しい も の を 作る 場合 
は , か な ら ず 以前 の も の と 比較 し て 検討 すろ と いう こと が 望ま し いよ うに , 私 拝聴 いた し まし た 。 それ か 
ら な お この 方 面 で は 特に 目立っ た も の と いう の は まだ 出 て お ら な いよ う で あり ます けれ ども , し か し な お 
将来 alkylating agent も 決し て 研究 し つく され た の で は な い の で , な お 工夫 を こら し ます れ ば 従来 の も の 
より も よい も の が 当然 開拓 され る 希望 が 大 い に あ る と 思っ て お り ま す 。 第 4 番目 に は , ちょ っ と 興味 の あ 
る 化学 療法 の 手段 と し ま LT, 金沢 の 結核 研 か ら 発 表 さ れ ま し た 生 菌 の 溶連菌 を 使い まし て , LT, 
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それ を マウ ス の 固形 肉腫 を 使っ て お り ま す が , その 局所 に 植え る こと に よっ て , 腫 冶 が 崩壊 する と い ぅ 5 こ 
と が 興味 ある 問題 と し て 提起 され て お る の で あり ます 。 これ は , 決し て いわ ゆる 溶連菌 が 産出 する スト レ 
プ ト リ ジン と いう よう な も の で は だ め な ん で す 。 或いは , 死ん だ 菌 で は だ めで , 生き た 菌 そ の も の で な け 
れ ば いか ん と いう よう な の が , ちょ っ と 興味 の ある 問題 だ と 思い ます 。 それ か ちら 化学 療法 剤 で も ぅ 一 つ , 
特に われ われ 興味 を も っ て 聞い た こと が ュ コル チュ ステ ロン の 作用 だ と 思う の で あり ます が , それ は 以前 か 
ら 自 瑞 病 な ん か に も 名 大 の 内 科 等 で 使っ て お り ま し て , それ 単独 で も は っ きり , 白血病 に 対 し て 効果 が あ 
れ て いま す 。 一 方 alkylating agent と か , antibiotics と か その 他 の 化学 療法 剤 と 併用 する 時 に , そ 
ae appa RB reger oe を し て お る と いう よう な 報告 , 特に コル チ ゾ ン 
IK, 名 大 の 今 永 外科 か ら そ うい う 発 表 が あり ます が , 外国 で も この 問題 は 興味 ある 問題 と し て 取り 
られ て いる よう で す が , 今年 に な っ て 始め て これ が 少し 問題 と な っ て まい り ま し た よう で す 。 ユ コルチ 
ステ ロン の よう な 間接 的 な 一 つの 薬剤 は な か な か その 作用 機構 が わか り ま せん が , これ を 痛 化 学 療法 に 
どう いう 役割 を する か を も う 少 し は っ きり し た ら , 大 変 有 用 な こと と 私 考え る 次 第 で あり ます 。 
最後 に 純化 学 的 物質 で は な い の で す が , antibiotics で あり ます が , 御 承知 の よう に , これ は 今年 か ら で 
は あり ませ ん が , 北 研 の 秦 氏 の 研究 室 か ら 生 まれ まし た マイ トマ イシ ン , それ か ら 武 田 の 研究 所 か ら 生 ま 
れ ま し た クロ モ マ イシ ン , それ か ら さ ら に 新た に 東大 微生物 研究 所 か ら 生 まれ まし た ラロ マイ シン , こう 
いう 三 つ の いわ ゆる anticancer の 抗生 物質 が 登場 いた し まし た 。 これ ら の 動物 実験 疎 い は , それ ら の 作 
用 機 序 に 対す る 研究 報 SET ET SAO Ry ee PER 
作用 機転 な り を 解明 し て いた だ きた いと 考え て お り ま す が , 一 言 私 か らち ょ っ と 説明 させ て も らい ます と , 
ea pices Pao ek それ は や は り DNA の 生産 を 抑え る し , この 生成 の 阻害 剤 
に な っ て いる らし い 。 そ うい うぅ う 点 は alkylating agent の 作用 機転 と 非常 に よく 似 て いる こと , 全く 違う 化 
合 物 す な わ ち a の 大 きい polypeptide の よう な 化合 物 で あり ます が alkylating agent の 作用 機 
転 と 同じ と ころ を 戴 っ て いる と いう こと で あり ます 。 クロ モ マ イシ ン の 作用 機転 も る 多少 そう い ぅ 5 点 で 似 て 
いる か と 思い ます が , ひと つこ の 辺 で 演者 に お 願い し ます 。 
吉田 教授 

て それ で は いろ いろ と 今 お 話し に な り ま し た が , 一 番 や は り 皆 さん の 興味 を 若く も の は ,。 新しく ここ に 登 
場 し まし た 三種 の 抗生 物質 だ ろ ぅ と 思い ます 。 そ し て , 演題 の 順 か ら お 話し 願い た いと 思い ます 。 最初 に , 
れ 
ら 


pie oh We 
ie 


ae 


マイ トマ イシ ン の 作用 に つき まし て , それ か ら , クロ モ マ イシ ン の 作用 機 序 ,. それから ラロ マイ シン に つ 
いて , それ ぞ れ 寺脇 。 荒 時 , 田中 三 氏 か ら お お話 し し て いた だ きた いと 過 い ます 。 短 か い 時 間 で あり ます の 

PER の も の と sie 或いは 今 あ る も の と 比べ て どん な 点 に 重要 な 差異 が ある か , その 辺 の と ころ を 
Br a 示し て いた だ けれ ば 幸 で す 。 も は SIC, 新しい 楽 は それ 自体 の 問題 だ け で な く , 
PWM プー の me 


ら に 数 多く の も の が 並べ られ る と いう こと に な り ま す 。 どこが 違う か と いう こと, それ が 皆さん も 一 番 知 
り た いと ころ だ と 思う の で す 。 
寺脇 朝 治 若 

私 達 は Mitomycin C が , DNA 合成 を 選択 前 に 阻害 する と 思わ れる よ 5 た 成績 を , 大 腸 菌株 を 用 い 
て 得 た 。 す な わ ち Mitomycin C は 呼吸 , 適応 酵素 の 形成 RNA, 看 白 の 合成 を 阻害 し な い 濃度 で , DNA 
の 合成 を 完全 に 阻害 する 。 し か も , その 阻害 は yeastextract に よっ て 回 復 し , また Thymine に よっ て も 
14~15 トン の lagphase の 後 回 復 し , な お Deoxyribose の 合成 は 阻害 し な い 。 か つ , チミ ン 要 来 菌 株 に 
お いて は Mitomycin C に よる DNA の 合成 阻害 は みみ られ な い 。 以上 の よぅ な 実験 事実 か ら も Mitomycin 
C に よる DNA 合成 阻害 に は DNA specific な Methyl Pyrimidine の 合成 阻害 が 大 き な 役割 を 演ずる 
の で は な いか と 考え て いる 。 な お 洗 河 に より Mitomycin を 洗い 落し て も その 阻害 は 回 復 し た な い の で Mito- 
mycin C に よる DNA 合成 の 阻害 は irreversible で ある と 考え て いる 。 
荒 里 義 知 君 

窒素 を 合 ま な い 上 炭素, KR, 酸素 か ら な る Chromomycin A, は 図 に 示す よぅ な 推定 分 子 量 , 感 能 基 を 
持つ 新 抗 癌 性 物質 で ある が , 作用 機 序 は 分 っ て お り ま せん 。 特徴 と し て は 他 の 制 韻 剤 が 白血球 減少 を きた 
す の で あり ます が , 本 品 は 最小 有効 量 107/kg に 対し 100 7/kg/day 60 日 の 連用 で も 白血球 減少 を 見 な い 。 
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また in vitro で 導 細 胞 に 対 し 強い 親和 性 を 持っ て いる こと で あり ます 。 
石 館 教授 

ラロ マイ シン は , 極 く 最近 微生物 研究 所 で 梅沢 氏 が 取り 出し た まま 十分 な 検討 ひさ れ て な いよ 5 で す が , 
動物 実験 で , 抗 腫瘍 人 性 が ある と いう ぅ ので, 沢山 の 放線 菌 か ら 選 び 出 され た も の で 毒性 の 非常 に 少 い の で 有 
望 視 され た も の で あり ます 。 こ れ は , ひき 続き , 更に くわ し い 動 物 実験 並び に 更に 楽 理 作用 の 検討 が ある 
と 思わ れ ま す の で , 時 間 が あり ませ ん の で , は な ぶ いて お きま し ょ う 。 
吉田 教授 

ラロ マイ シン は 未だ 了 臨床 試験 に は 入っ て いな い の で すけ れ ど も , マイ トマ イシ ン と クロ モ マ イシ ン に つ 
いて は , か な り 多 数 の 了 臨床 経験 が 出 て お り ま す の で , この 続き と し て この 二 つ の 物質 の 際 床 効果 の お 話 を 
願い ます 。 今 まで の 了 臨床 効果 に つい て , 12 番 の 田口 さん か ら マ イト マイ シン の 効果 , それ か ら 17 FOR 
MSAK, クロ モ マ イシ ン の 経験 ,。 こ の 二 つ を 報告 し て も らい た いと 思い ます が , Ind, 先程 と 同じ よ 
う に , 従来 お 使い に な っ た も の と 較べ て , どう いう 5 特徴 が ある か , 或 は な いか , そう いう こと を 主 に し て 
お 話し て いた だ きた いと 過 い ます 。 
田口 鉄男 君 

マイ トマ イシ ン C は 真菌 か ら 見 出さ れ た と ころ の 抗 腫瘍 性 抗生 物質 で あり ます が , 未だ 了 床 に 用 いら 
れ ま し て 短期 間 で あり ます の で , その 際 床 効果 と いう よう な も の を に わか に は , 断言 で き な い の で あり ま 
す 。 も と も と 閣 の 化学 療法 の 効果 判定 に 対し て は , 非常 に 厳格 で な けれ ば な ら な いと いう こと , それ か ら 
判定 の 時 期 , お よび , その 基 準 と いう も の が 問題 に な る と いう 5 こと, 更に 癌 の 化学 療法 と いう も の が 果 し 
て 成立 する で あろ う 5 か? そう いう よう な こと を 絶え ず 疑 関 に も っ て 了 臨 床 に 応用 し て お り ま す 。 し た が っ 
て 新しい 抗 癌 物 質 が で きま し た 場合 は , よほど 慎重 に 基礎 的 な 実験 を 行っ て , それ か ら 大 共 夫 だ と 見 通し 
を 立て て 了 臨床 に 応用 し て お り ま す 。 マ イト マイ シン C に つい て も , 一 昨年 来い ろ い ろ 基 礎 交 な 実験 を 行い 
まし て 本 年 初頭 か ら や っ と 了 臨床 に 応用 し た ば か り で あり ます 。 その 使用 例 も 今年 8 月 末 ま で に 僅か 59 fl 
で あり ます 。 例 数 も 少く , 観察 期間 も 短い の で , 効果 の 判定 は 未だ 十分 に 見 出せ な い の で あ り ま す が ,。 一 
応 マ イト マイ シン の 治療 , 臨床 効果 と いう も の を 出し まし た の で , 結果 を か いつ まん で 申し 上 げた いと 思い 
ます 。 用 いま し た 症例 は 大 体 , いわ ゆる 手術 不能 の 末期 癌 が 大 部 分 で あり まし て , 47 例 の 末期 癌 の 3 DIT 
用 いま し て , 31 例 に , 俗 こ いう と ころ の 自 他 覚 的 な 症状 の 改善 を 認め た の で あり ます 。 こ の 場合 に , thE 
的 な 症状 の 改善 と いう こと は 腫 閣 の 縮 少 消失 , 組織 像 の 改善 , そう いう よ うな も の で , 皆様 に る 御 理 解 か 
容易 だ と 思う の で あり WERE Bo 的 症状 の 改善 に つき ま し て は 新 楽 が 出 た と き 非 常に 問題 に な り ま す 。 
し た が っ て 私 達 は この よう 具体 的 に , 或いは , 客観 的 に , 数 字 的 に 表わし た いと 思い まし て , # 
悪 液 質 の 場合 に 患 PIN cane Aceton 体 お よび 減少 する と ころ の 血清 鉄 量 を 指標 に し て 計っ て 見 
た の で あり Er. マイ トマ イシ ン C で 確か に 食欲 が 元 進 し , BFMRRL oT, いわ ゆる 自覚 的 な 全 

身 状態 の 改善 を 認め た と いう よう な 症例 が 多数 あり まし た 。 こ の 場合 , は っ きり と 尿 中 の Aceton 体 は 減 
ATs, Mk RER こ 認め た の で , マイ トマ イシ ン C と いう も の は , 確か に 効果 が , ある 程度 
~ ある の だ と いう こと を 認め て お り ま す 。 し か し 始め か ら 無 効 で あっ た 16 ML pi り ま す 。 一 時 症状 の 改善 
を 委 め た も の の 中 に も 。 すでに 死亡 し た も の も あり ま す が , 効果 を 認め た 31 例 の 3 分 の 2 の うち 最長 6 カ 
月 世 の 症状 の 緩 師 と いう こ wa め て お り ま す 。 そ の ほか , マイ トマ イン シン ン を , 臨床 に 用 いま し て 特徴 的 
な こと は , 非常 に 副作用 が 少 \ 5 点 で あり す 。 こ れ は 臨床 家 と し て , 際 床 に 応 ) 用 する 場合 に 非常 に 好 


2 


都合 で ある と 思い ます 。 然し な が ら , 白血球 減少 は 緩 除 で あ り ま す が , 確か に あり ます 。 その 他 , AA 
た 場合 に は 出血 性 傾向 が , 認め られ る よう で あり ます 。 以上 で す 。 


AHA—E 

術 後 再発 予防 の 目的 に 投与 いた し まし た 症例 を 除き ま し て 手術 不能 例 , 再発 例 , AIRE, 29 例 に ク 
ロモ マイ シン を 投与 致し まし た RE BA Blt, いずれ も 手 PR : あ り ま す 。 投与 
方 法 は 50y/cc に な る 如く 蒸溜 水 に 溶解 致し まし て , 一 日 一 回 , 静脈 注射 を 原則 と し て 1 日 257 より 始め 
ま hati C, 徐々 に 増量 し , 1 日 2007, 1 部 の 患者 に お きま し て は 3007 を も っ piso と 致し まし た 。 投与 
総量 は 10507 か ら 150007 に お よん で お り ま す 。 了 臨床 効果 に つき ま し て は , MMOD, 増大 停止 , 組織 
学 交 所 見 の 改善 等 の 比較 的 有効 と 判定 で きる も の が 4 例 あ り ま し た 。 す な わ ち , 乳癌 転移 例 に お きま LT, 
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ヵ月 間 に わ た り , 123007 を 注射 し , 摘出 し まし た 転移 リン ズバ 人 節 の 組織 像 に 改善 を 見 , また 細 網 肉腫 症 に 
ia a eee こ が , 投与 後 2 週間 頃 か ら 増 大 停止 , 軟化 が 認め られ た の で あり ます 。 
その 他 , TRE, 胃 韻 転移 の 症例 に お きま し て , 腫 痛 の 増大 停止 , 腹水 の 貯溜 の 消失 等 を みて お り ま す 。 
その 他 の 7 例 に お きま し て , 食 思 の 好転 , 腹部 膨満 感 の 減弱 等 の 自覚 的 症状 の 改善 が 認め られ た の で あり 

ES, 副作用 と いた し まし て は , 主 な も の は , 白血球 数 の 減少 で あり ます が , 大 部 分 は 投与 後 4 週 に お き 
5 EUR C 2522 以内 に あり ます 。 その 後 は , 大 体 に お いて , 減少 の 傾向 を 示し て な い の で あり ます 。 赤血球 

の 減少 は 更に 少 い の で あり ます 。 肝 機 能 に つき まし て も 治療 後に お きま し て 何ら 異常 を 示し ませ ん で し 

。 投与 致し まし た Wnn も ちろ ん 根治 は , 望む べく も あり ませ ん 
が , 副作用 と 認め られ る も の は 比較 的 少く ,。 か な り 長 期間 に わた り 本 剤 を 投与 で きま し た 。 維持 量 の 増加 
WW 
火 的 少 い と いう 点 を も 生か し まし て , 手術 の 直前 か ら 手術 後に か け ま し て , 本 剤 を 投与 致し まし て , ER 
治 術 に , どの よう な 影響 も お ぼ し め る か に つき まし て 目下 検討 中 で あり ます 。 
吉田 教授 

hm LV SANE SL 
処 か 特に よい か と いう 


TR うこ と が 多く な り ま す 。 従来 の も の に 較べ て , 何 
こと を 皆さん お 知り に な り た いと 思う ん で すけ れ ど も , それ を は っ きり する に は , 


未だ 時 期 が 短い よう で あり ます 。 し か し , いずれ も この よぅ 5 に 動物 試験 か ら 了 臨床 試験 を 通じ て , 熱心 に 研 
完 さ きれ て いる と いう こと は , 心強い こと だ と 思い ます 。 で は , その 次 に Serum の 問題 に つい て 石 館 教授 
の 司会 で や っ て も らい ます 。 


石 館 教授 

最初 に , 東大 婦人 科 の 竹内 さん に うかがい たい の で す が , 人 血清 が , その まま , THAD CHEE 
を 持っ て いる と いう ぅ うこ と, Che, 担 韻 の 患者 が ,。 や は り 同 じ よ うに 抗 韻 性 を 持つ と いう こと, その 間 に 
ALT, 差 が ある の か ,, な い の か 。 ある と いう こと を 実例 を 持っ て お られ る よう で あり ます が , も し 正常 
血清 で も ある と いう こと は , 非常 に 面白 い 問 題 で , 先天 的 , 後天 的 抗 血清 の 問題 と も 関連 し ます の で , I 
の 点 ち ょ っ と , 伺い た いと 思い ます 。 
竹内 正 七 君 

先ず , 昨日 報告 いた し まし た こと を 総括 いた し ます と , 現在 の 段階 で いえ ます こと は , BE 非 癌 を 問わ ず , 
人 血清 は 人 癌 お よび Ehrlich 腹水 癌 に た いし , 抗 韻 作 用 を 示す が , リン ペ 液 に は か か る 作用 が 認め られ な 
いこ と で あり ます 。 従来 正常 人 血清 の Ehrlich 腹水 瘍 細胞 次 解 作用 は 久 包 等 に より 報告 され て いる が , 人 


Mm 
で す Sts | 


癌 に た いす る 報告 は 方 法論 的 困難 さ の た め に 報告 は 乏しい よ ょ よ 5 。 われ われ は , WA, 西岡 等 に より 考 
案 さ れ た INK 法 を 応用 し , 人 血清 の 人 癌 に た いす る 抗 癌 作 用 を 証明 し 得 た 点 で , 興味 ある 成績 と 考え ます 。 
まだ 例 数 が 十分 で あり ませ ん の で , 彰 呪 者 血清 と 非 癌 患者 血清 と の 抗 癌 作 用 の 強 さ を 比較 で き な い の -~ 
あり ます が , 現在 の と ころ , 冶 患 者 血清 の 抗 人 韻 作 用 の 方 が 強い ょ うぅ な 成績 を 得 て い ます 。 そこ で , この 
血清 の 抗 癌 作 用 が , 癌 特有 の 抗体 に よる も の か どう か が 問題 と な り ま す が , 未だ 不明 で す 。 抗体 性 因子 らし 
い 点 は 65°30’ 加熱 する m 作用 を 失わ れる こと で す 。 抗体 性 因子 と 仮定 し て も , 血液 型 抗体 , ある い 
は Properdin の 如き 非 特 異 的 抗体 , 正常 組織 に 対す る 抗体 等 いろ いろ の 点 を 除外 し , 更に 積極 的 に 韻 特 
有 抗 体 で ある こ ei pave と する わけ で , 将来 の 検討 に より この 点 を 解明 し た い 考 ん え で す 。 BE, 
く と も ABO 型 の 血液 型 と は 関係 な いよ 5 CT. 

本 抗 韻 作 用 の 研究 は 化学 療法 , 或 は 癌 転移 の 問題 と 関連 し て 更に 追 完 すべ き 興 味 あ る 問題 と 思い ます 。 
石 館 教授 

どう も 有難 5 ご ざい まし た 。 そ れ で は , も う 一 つ そ れ に 関連 し て , 単独 に 同じ ょ うな 問題 に 取り 組ん で 
お られ ます , 日 大 の 医学 部 細菌 学 教室 の , wes さん に 。 Hie OOOH NRO よ ょ 7 グロ ブリ ン に 
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X 





関係 ある と , 或 は し この リポ プロ テイ ン ,。 8 リポ プロ テイ ン の フラ クシ ョ ン に 関連 が ある と いう こと を 御幸 
告 に な り ま し た が , そし て また 同時 に 先程 申し 上 げ ま し た アメ リカ の ポル ト ア ジン と いう も の と は 平行 関 


hte 


係 が な いと , これ と 無関係 だ と いう こと と に つい て 。, 実験 の こと を 簡単 に それ だ け で 結構 で すか ら 。 


山口 康夫 君 
Properdin は PirrswsR et al が 補 体 C。 の 単 離 中 発見 され た 血清 中 に 含ま れる 新 殺 画 成 分 で あり ます 


404 











TProperdin と 今回 報告 致し まし た 各種 血 馬 の oncolytic activity と の 関連 に つい て 次 の 二 つ の 


Ds Ge 

事実 を 確認 し まし た 。 

1) Properdin titer と 抗 ガ ン 細 胞 性 の titer と の 間 に 平 行 関係 が 認め られ な い 。 

2) 17°C Zymosan 吸着 で Properdin を 除去 し た Properdin-lacking Serum で も 依然 と し て 
oncolytic activity を も っ て いる 。 


従っ て 血清 の oncolytic activity は Properdin system と は 異な る 系 に よっ て 発現 され る も の 
と 考え て よい 。 正常 血清 の 殺菌 作用 も Himited specificity を も つ multiple system に よる と 考え 


られ て い ま HA, oncolytic activity も 単 一 な 系 で は な く host-tumor relation に よっ て 異な る 
multiple な も の と 人 解 さ れ ま す 。 


石 館 教授 

あり が と う ご ざ いま し た 。 そ れ で は も 5 一 人 これ に 関連 し て 西岡 さん , HHORMMSAICZTHOUFAK 
転 こ 関し て と くに クロ モ ゾ ー ム の 役割 と いう 問題 に つい て 簡単 に お 願い し ます 。 
BRAGA 


私 ども の 研究 は , Ehrlich 癌 に 対す る 抗 血清 を 作成 し , その cytotoxic effect を 示す 細胞 側 の 因子 が , 
Ehrlich 癌 の microsome 分 割 に ある こと を 定量 的 INK 法 で 示し た も の で あり , その 結果 は in vivo 

の 発 間 止 実験 で も 裏付け られ て いる の で あり ます 。 この 研究 は , ED ウイ ルス に よる Ehrlich 0 
oncolysis の 研究 か ら す すみ , 昨年 本 学会 で 発表 し た よう に , ウイ ルス RNA で replace され る Ehrlich 
ED RNA (Ehrlich 癌 の 全 RNA HD 2.522 に 相当 し ます ) が , 癌 の 増殖 の essential self-duplicating 
activity の 担い 手 で あろ う 5 と いう われ われ の 推定 の 追 完 に , 抗 血清 の cytotoxicity を 利用 し て 解析 を すす 
め よ うと する 研究 の 第 一 歩 で あり ます 。 

癌 の 免疫 と い ぅ 問題 は 一 般 の 細菌 や ウイ ルス の 免疫 より 高度 に 条件 ず け られ た 限ら れ た 場 に お ける 宿主 
— SE SRS TEE Se eee ER: To MAOBEAICO Tt, 抗生 物質 を 
路 乳 動物 体内 に 求め る こと と 本 質 的 に 同じ 部 面 も も あり まし ょ うし , ある い は , species の 差 を 超越 し て , 
cancer 共 : Se ELTERN EEE ne en eee 


ば な ら な \ と 思い ます 。 
defence Se に 関 テ す る 抗体 の 追 完 方 法 と し て , cytolytic な 抗体 が monovalent た 抗体 で あ 


2 


る こと が 証明 され て き て いま すし , Properdin system に つい て も これ を 抗体 の 1 亜 型 で 共通 抗原 を 広く 
自然 具 に も つも の の 比較 的 avidity の よわ い 抗 体 と 見 る 実験 事実 も 示さ れ て き て いま す 。 わ れ わ れ の 現在 
使い 得る テク ニッ ク で この 問題 に きり こん で 行く こと は , 高度 に 条件 ず け られ た 場 に 対す る 考慮 を 忘れ な 


い 限 り 意味 の ある こと で ある と 思い ます 。 これ ら の basis の 上 に 立っ て , chemotherapentica も さら に 
Ae THC SS MOET Too Le BML TET. 


石 館 教授 


ok 


We 5 nes これ は 私 考え ます TIL 、 ろ ん な 問題 と 関連 \ FEL ar: 将来 

LEE: ERITREA SMe SATUS う に 因 

が , 同様 な こと を 他 に や っ て お られ る 専 問 家 も お られ る こと と 思い ます が 久留 さん 何 か 一 言 あ り ま せ / 
久留 BA 

ええ と , どなた で すか 御名 前 を うか が うぅ の を 忘れ まし た が , 最後 か ら 2 番目 に 御 報 告 に た な り ま し た 御 研 


完 は , 私 共 が 昨年 国際 癌 Symposium で Chemotherapy Symposium に お いて 申し 上 a: Lie 
ZATESSUNELG, UY 7 at ン は その 自然 免疫 と 申し ます か , それ に は 関係 な し に , ee 
の 場合 , 実験 方 法 な ども 違う と ころ も な か っ た よう に 記憶 し ます 。 で この 自然 免疫 の 問題 は ょ 大 変 面白 い 問 


Mth) *L TIF BRMUPR な 意味 の 化学 療法 の 問題 と 共に , FRMEAS TOTES FICHE Liv PO - pi 
し て 会 場 が 違い まし た も ん で すか ら , 皆さん の 御 注意 を 若 か な か っ た と 存じ ます が , 本 年 も 私 共 の 方 か ら 
ー ル リッ ヒ の free を 中 心 と する と ころ の 免疫 殊 に oncolisis の 問題 を か な り 人 徹底 し て 追跡 し 
て お り ま す が , それ は また 抄録 に 出 て お り ま すか ら よ く 御 検討 に な っ て いた だ きた いと 存じ ます 。 
吉田 教授 
どう も あり が と うど ご ざい まし た 。 それ で は Serum の 問題 は また 来年 度 ひ と つ 新 に 討論 し て いた だ く こ 


405 














Sees, 
問題 で あり ます 。 この スク リー ニン グ は , その 目的 に よっ て , 目的 は 結局 いい 楽 を 探し 出す と いう こと で 
けれ ども ゃ も , その 間 の 過程 に いろ いろ ちがう と ころ が あり まし て , その 目的 に よっ て いろ いろ の 方 法 が あ 
る ん だ と 思う ん で す が , 今年 は 幸 に 代表 的 な も の が 3 つ 出 て お り ま す の で , それ を 極 く 簡単 に 紹介 し 
を 終り に いた し た いと 思い ます 。 そ の ひと つ は , いま 目前 に ある も の を 手当 り 次 第 に スク リー ニン 
き に いろ ん な tumor の スペ クト ルム を 作っ て , 丁度 Sloane-Kettering で 杉浦 さん が や っ て 
る よう な , ああ いう sie gmc それ か ら も うぅ う 一 つ は , COS 
微細 な 化学 構造 な ん か の 変化 に よる 作風 の 違い を 見 て いこ うと いう 時 に , いき な り 被 検 物質 を in vivo で 
動物 の 体 の 中 に ぶち 込ん で みて も 6 won ENTF DTNNEN5 CLG, in vitro の Tumorzellen を 使っ 
3 FREDDY Ma それ か ら も う ひ と つ は antibiotics の 場合 に 非常 に 沢山 ある 
Sk 
on 
3 / 


あと この 他 に 化学 療法 の 問題 で いっ も 皆さん の 興味 を 惹 い て いる こと は スク リー ニン グ の 








N 
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や の お Mx 。 EI 
1 時 に , この CAP 法 と いう の が 割合 に 効力 が か ある だ ろう と い 5 
が り ま す 。 それ ぞ れ 27 inutile さん と 31 番 の 緒方 


ます の ~ で 最初 zul ASA か bt SRN Yo 37 


ye 
法 と 
は それ 





さん と 33 番 の 今村 さん と 
山口 健二 君 

私 共 の 抗 部 物質 スク リー ニン グ 法 に つい て は 6 種類 の 動物 固 型 移植 韻 を 用 いて in vitro, in vivo そし 
て in vivo に よる 治療 試験 の 8 つ を 行っ て いる 。 in vitro と in vivo の テス ト は 必ず し ゃ 平行 しない 。 
また 1 つの 動物 腫 提 を 用 いて の スク リー ニン グ す る の は 甚だ 危険 で ある 。 と いう こと を 市 且 抗 癌 剤 で 行 
い 結 論 を 得 た 
吉田 教授 

どう も あり が と うど ざい まし た 。 そ れ で は その 次 に 31 番 の 緒方 さん か ら あ な た 方 の や っ て いる cap 法 
と いう も の に 就 て お ね が いい た し ます 。 
緒方 浩一 君 

in vitro における 抗 種 場 性 抗生 物質 の スク リー ニン グ Wa と UTHER, em ら の cylinder plate 法 
IDV aan ee 試料 を cup THEA LKODORPREY 10~15°C まで さげ る と と に よっ て 形成 する 





u. 


FRICHIKETS,. これ を 薄 層 寒天 に する こと に よっ て paper chromatography の 現像 に も 利用 し うぅ 
ee re SEWARD PUT REMIER 7 TIERE IR F MAN DD, 


れ か が in vivo で 効果 を 示す の で cylinder plate &%4—-OMHBMBAMEWRA ZY -=v7OFRL 


> 
#3 7 

os aM 
= 

i=} 


どう も あり が と う ご ざ いま し た 。 そ れ で は 最後 に 3 番 の 今村 君 か ら 体外 培養 の 。 あな た の 所 で や っ て 
法 の 要点 を ひと と - つ お 願い し ます 。 
の 基礎 的 研究 の 為 に 使わ れる in vitro の 生物 系 を 用 いた 試験 方 法 は いろ いろ 考案 され , その 





部 は 実際 の 研 2 ‘eC され て い \ ET, 

われ われ の 報告 し た 術 式 は 試験 管内 で 増殖 状態 を 維持 し な か がら 生活 し て いる 吉田 肉腫 細胞 を 用 いて , @ 
胞 形 態 学 的 な 面 から 薬物 の 作用 を 判定 し ょ うと する も の で あり ま - 

われ われ が 細胞 効果 と 呼ん で いる 変化 の 一 例 と し て HN, を 含有 する 培地 に お ける 吉田 肉腫 細胞 の 異常 
形態 と , 対照 と し て 検体 を 含有 し な い 培 地 で の 細胞 の 形 態 を 染 色 標本 の 写真 で 供覧 CHR 

i は 極め て 簡単 で 多量 処理 が 可能 で cae り ま す 。 

般 に 薬物 の 作用 条件 を 検討 する 為 に は , in vitro と in vivo の 成績 を 比較 する こと が 大 切 で あろ 35 

と BR られ ます が , この 術 式 で 求め た in vitro で の 最低 有効 測度 は , 同一 の 腫瘍 細胞 で ある 吉田 肉腫 細 
胞 を 用 いて , 同一 の 形態 学 的 判定 基準 で 求め た 動物 実験 に よる 最少 有効 量 と 対応 する た め 両 成績 の 比較 が 








a < と i 

久 で あり ま 

ET in vitro で は 薬物 の 細胞 に 対す る 作用 条件 を 模型 的 に 任意 に 固定 する こと が で きる た め , RH" 
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用 の 分 析 に 便利 な 方 法 で あろ ぅ と 考え て お り ま す 。 
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吉田 教授 

どう も あり が と う 5 ご ざい まし た 。 これ で 大 体 予定 し た も の の 御 紹介 を 全部 お わっ た わけ で あり ます が , I 
の 他 に ヴィ ー ル ス の ED ヴィ ー ル ス の 制 韻 作 用 と いう こと か 今年 も 伝 研 か ら 56, 57 番 の 演題 で 出 て お り 
ます 。 そ の 他 今 年 特に 演題 が 多かっ た の は , 耐性 の 問題 で あり ます 。 腫 場 が 化学 療法 剤 に 対し て 耐性 に な る 
と いう こと は , いろ いろ 経験 さん て お り ま す が , これ を 実験 で や る こと に 就 て は , すでに 名 古屋 大 学 の 病 
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理学 教室 の 広野 君 が , 吉田 肉 有 竹 の ナ イト ロジ ェ ン 耐性 株 と いう も の を 数 年 前 に 作り , 始め て 実験 的 に 面白 
い 研 究 の 道 を 拓 い た わけ で あり ます 。 今年 も 4 題 出 て お り ま す 。 そ の ぅ ち で 特に 面白 いと 思い ま し た の は , 
紀 前 大 学 の 病理 か ら 出 て お り ま す 実 験 で 。 マイ トマ イシ ン と ナイ トロ ミン と が 非常 に 似 た 作用 が ある と い 
ぅ と とろ から, マイ トマ イシ ン 耐 性 の 動物 癌 を 作っ て 見 ます と , それ が ナイ トロ ミン に 対し て も 耐性 と な 
っ た と いう , 即ち 変 叉 が ある と い 5 実験 が 出 て お り ま す 。 これ で 終り ます が , 何 か 発言 は な い ヽ で し よう か 。 
特に この 際 問 題 に すべ きこ と に お 気付 き の 方 は , MRBRMV RV LADEN, ご ざい ませ ん で 
られ た 時 間 も 少 し 過ぎ た の で 。 これ で 私 共 の な むす びと し た いと 思い ます 。 先ほど 久留 教授 が 胃癌 の 征服 に 
2 つの 道 が か ある と いう こと で , その 第 2 と し て 手術 と 化学 療法 と の 併用 を あげ 『 ら れ た の は , は な は だ 楽し 
いこ と で あり ま ine 数 年 前 ある 機会 に 私 が 化学 療法 の こと を 話し ま し た 時 に , 化学 療法 の 現実 の 限界 
Ko 。 化学 療法 が どん な に 進ん で も , 結局 。 外科 不 用 と いう こと と は 起り 得 な い 。 ラ / 

ein 要する に 外科 と 併用 する 所 に その 本 来 の 使命 を 見 出す も の で は な いか 。 25 いう 考え 
MPN 留 教授 か ら そ ん な 気 の 弱 いこ と で は いか ん , 外科 な ど は 要ら ん , 化学 
ヽ う 勢 を 示さ な けれ ば いか ん と いう 凌 達 を 受け た こと が あり ます 。 私 は 今 以 て 化 

と は 考 Bx お り ま せん 。 HEdSNONAMELCTSZLIRAAO(E-FRETIZ, H 
Pre, ある い は レン トゲ ン と , た くみ に 併用 し て , 先ほど 塚本 用 も いわ れ た よぅ に , 目前 の 思 者 を ど ぅ し 
poi 少し で も 算命 する か , どう 実際 上 の 工夫 を , 専門 に も こだわ ら ず に や っ て いく こと が われ われ 
舌 者 と し て の 最大 の 任務 で 555 ょ 由 い ます 。 BLD, HTORM ane a oe 
が , いう まで も な く 進 め な けれ ば な り ま せん が , 現在 ある も の を 過少 評価 する こと な く , 最大 限 に 利用 
SSBF ere の で す 。 も う 一 つの 点 は , BAT, 毎年 毎年 と いっ て いい 程 次 < に 物質 が 
是 供 され る こと は 世界 的 に 注目 され て いる と こ な で あり ます 。 AR EL) Meh MER 2 CE 
sak, これ は 国際 信頼 の 上 か ら も 非常 に 注意 すべ きこ と で あろ 5 LEXABRATH VEST. THRE 
OME eo 学 的 に , 且つ 良心 的 に 研究 を 重ね る こと が , 
AFH ONRRE EINE, AML HRT と 同時 に , 疑問 の ある も の に は 十分 厳正 な 批判 
を する こと も 中 踏 し て は な ら な いと 思い ます 。 そ の と nn も 始め て 健全 な 発達 を し て , さき ほど 
いっ た よう に , 患者 の 寿命 を 例え ば 一 日 で も 延 ば す と いう こと に 頁 献 する こと に RER a と ae 
> 玩 と 了 臨床 と の 間 の 心 の 通っ た 協力 と 同時 に 厳正 な 批判 と 。 これ が 新しい も 告 し て 
行く の に 最も 大 切な こと だ と 思い ます 。 冶 の 化学 療法 は , これ か ら 新 し の is ii en u; する の 
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SR 滝沢 延 次 郎 教授 

3 RES SS See See の 発表 が 全部 済み まして, 私 達 の 瘍 に 対す る 知見 を 専門 
的 に も また 総合 的 に も 大 い に 進 め Ce * し た こと を 厚く 太 語 いた し ます 。 従来 の 形式 と 変え まし 
た た 準備 いた し X ESD, 不慣れ の た め お 開 き に な る 皆様 に A A 
- 層 の 皆様 の 御 協力 に より ま ー 日 る 早 
いた し て お り ま す 。 な お 今回 os RE 
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まし て は 県 , 市 の 各位 殊 に 冶 学 会 の 司会 者 の 方 ” を 々 な ら ぬ 御 協力 を た まわ り ま し た こと を 深く 感謝 
Vi ot) i dle oJ oe cag ee: ay cos EDLER 御 協力 に 対 し て 感激 いた し て お る 次 第 で ご ざい ま 
+, 終り に 連日 に わた り ま し て 御 熱 心 な 御 参集 を 得 た こと を 厚く お 礼 申し 上 げ ま す 。 簡単 で ご ざい ます が 


これ を も っ て 閉会 の 言葉 と いた し ます 。 (拍手 ) 
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1957 年 度 会 計 報 告 (別紙 ) 
1959 年 度 会 費 を ¥ 1200 に 増額 する こと 
評議 員 会 に お いて 次 期 幹事 選挙 の 結果 1959 年 1 月 1 日 より 二 年 間 次 の 諸君 に 幹 
事 を お 願い する こと に な っ た 。 
赤崎 FRA 今井 mt FF ER 
AB BA Ex —#é 中 原 ME 
太田 HKE 武田 勝男 君 Ye RAE EBB 
田崎 Boe 八木 日 出 雄 君 吉田 富 三 君 
次 期 会 長 は 次 期 幹 事 の 互選 の 結果 
吉田 富 三 君 
次 期 総会 は 1959 ER, 東京 に お いて 開催 


本 会 名 誉 会 員 と し て 大 島 福 牌 君 が 推 慮 され た 。 


吉田 次 期 会 長 , KEPABSARLOREMS ok, 
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教室 
員 
涙 木 千里 京都 市 京都 大 学 医学 部 外科 学 教室 
RH CE 東京 都 婦 京 区 本 富士 町 東京 大 学 理 
学部 動物 学 教室 
藤森 正雄 船橋 市 海神 町 5206 
eR 得 二 大 阪 市 福島 区 堂島 浜町 3 一 1 AM 


大 学 医学 部 友 膚 科学 教室 
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岡山 市 岡山 大 学 医学 部 病理 学 教室 
名 古屋 市 昭和 区 鶴舞 町 名 古屋 大 学 
医学 部 内 科学 教室 


東京 都 港 区 芝 愛 容 町 慈恵 会 医大 
福岡 市 箱崎 町 九州 大 学 医学 部 病理 
学 教室 

名 古屋 市 昭和 区 鈴 舞 町 名 古屋 大 学 
附属 病院 

東京 都 文 京 区 本 富士 町 東京 大 学 薬 
学部 

和歌 山 市 和歌 山大 学 医学 部 内 科学 
教室 


東京 都 中 野 区 江古田 2 一 
犬 阪 市 住吉 区 山 坂町 3 一 37 
仙台 市 東北 大 学 医学 部 外科 学 教室 
東京 都 港 区 広尾 町 17 
仙台 市 外 記 丁 10-—2 
大 阪 市 福島 区 堂島 
外科 学 教室 
大 阪 市 福島 区 堂島 浜町 3 一 1 
大 学 医学 部 泌尿 器 科 
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東京 都 台 東 区 西 黒 門 町 54 
大 阪 市 北 区 常安 町 33 大 阪 大 学 医 
学部 病理 学 教室 
東京 都 品 川 区 平塚 
大 = 動物 学 を 教室 r 
東京 都 豊島 区 目 販 町 1 一 1141 
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熊本 市 本 荘 町 483 熊本 大 学 附属 病 
院 産婦 人 科 

文京 区 本 富士 町 東大 医学 部 木 本 外科 
福岡 県 築上 郡 吉富 町 吉富 製 楽 吉富 
工場 

板橋 区 大 谷口 町 日 本 大 学 医学 部 細 
歯学 教室 
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学 教室 
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白質 研究 所 
京都 市 左京 区 吉田 京都 大 学 医学 部 
病理 学 教室 
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札幌 市 北海 道 大 学 医学 部 病理 学 教 
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東京 都 娘 京 区 駒込 暑 町 12 
東京 都 大 田 区 上 池上 町 51 
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病理 学 教室 

東京 都 文 京 区 本 富士 町 東京 大 学 医 
学部 病理 学 教室 
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板橋 区 大 谷口 町 日 本 大 学 医学 部 細 
男 学 教室 


仙台 市 北 四 番 丁 東北 大 医学 部 病理 
文京 区 湯島 1 の 1 東京 医科 歯科 大 
学 病理 学 教室 
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企 内 科 

豊島 区 西巣鴨 2 丁目 癌 研究 所 内 
大 阪 市 阿倍 野 区 旭 町 大 阪 市 立 大 学 
医学 部 生理 学 教室 
豊島 区 西巣鴨 2 丁目 癌 研究 所 内 
仙台 市 北 四 番 丁 東北 大 医学 部 病理 
逗子 市 如 子 867 

新潟 市 旭 町 新潟 大 学 医学 部 桂 内 科 
大 田 区 古市 町 274 

大 阪 市 福島 区 堂島 浜 通 大 阪 大 学 医 
学部 附属 病院 第 二 外科 

神戸 市 生田 区 楠 町 6 丁目 神戸 医大 
第 二 病 理 教室 

和歌 山 市 美園 町 和歌 山県 立 医科 大 
学 病理 学 教室 
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大 阪 市 北 区 堂島 西町 3 阪 大 微 研 外 科 
大 阪 市 東 区 今橋 3 湯川 胃腸 病院 


新宿 区 東大 久保 東京 医科 大 学 病理 
E 

埼玉 県 川越 市 鍛冶 町 910 

仙台 市 番 丁 東北 大 学 核酸 菌 病 研 

完 所 

熊本 市 本 荘 町 483 熊本 大 学 附属 病 

院 産婦 人 科 

福岡 市 草 ガ 江本 町 3 の 89 

仙台 市 北 四 番 丁 62 東北 大 学 抗 酸 

菌 病 研究 所 

PENG 2TH 癌 研究 所 内 

港 区 芝 白 金 台 町 国立 予 研 病 理 部 
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福岡 市 堅 邊 九州 大 学 医学 部 病理 
港 区 芝 由 金 台 町 伝 研 附 属 病院 外科 
長崎 市 坂本 町 93 長崎 大 学 附 必 病 
院 産婦 人 科 

SORE 東京 大 学 理学 部 動物 学 教室 
港 区 愛 定 町 東京 慈恵 医科 大 学 放射 
線 医学 教室 

板橋 区 大 谷口 町 日 大 医学 部 比企 内 科 
新潟 市 旭 町 新潟 大 学 医学 部 外科 
岡山 市 岡 岡山 大 医学 部 平木 内 科 
大 阪 市 阿倍 野 区 如 町 大 阪 市 立 大 学 
医学 部 産婦 人 科 

船橋 市 海神 町 5 の 206 
千葉 市 矢作 町 785 千葉 大 学 医学 部 
病理 学 教室 

大 阪 市 福島 区 堂島 浜 通 3 丁目 大阪 
大 学 医 学部 友 膚 科 教室 
仙台 市 北 四 番 丁 85 東北 大 学 医学 部 
公衆 衛生 学 教室 

東京 都 小金 井 市 貴 井 957 HRI 
東京 研究 所 
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熊谷 市 筑波 町 904 

広島 市 大 手 町 7 の 10 

大 阪 府 吹田 市 砂子 町 1 2790 
京都 市 左京 区 吉田 本 町 京都 大 学 工 
学部 燃料 化学 教室 
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院内 長谷 川 恒 範 新宿 区 東大 久保 1 の 412 東京 医 
福 西 cs 奈良 県 御所 市 761 科大 学 病理 
福岡 文子 豊島 区 西巣鴨 2 on 韻 研 究 所 内 橋口 孝雄 大 阪 府 堺 市 京町 通 3 丁 目 53 の 3 
福岡 Er 橿原 市 責 修 奈良 県 立 医科 大 学 病 理 | 橋 本 清 岡山 市 岡 岡山 大 学 医学 部 産婦 人 科 
fia key ee Falta 九州 大 医学 部 5 二 外科 | 橋 本 博 大 阪 市 福島 区 堂島 浜 通 大 阪 大 学 医 
福島 範子 新宿 区 戸山 町 1 国立 東京 第 一 病院 学部 第 一 外科 
病理 橋本 Az 大 田 区 北 千 東 町 455 
福島 鉄雄 港 区 芝 西 久保 城山 町 4 KOT 橋本 修治 鹿児島 市 山下 町 70 鹿児島 大 学 医 
fin 島 務 札幌 市 北 十 四条 西 五 丁 目 北大 産婦 学部 附属 病院 第 二 内 科 
人 科 教 室 橋本 義雄 名 古屋 市 昭和 区 鈴 舞 町 名 古屋 大 学 
福田 守道 札幌 市 南 1 条 西 16 丁目 札幌 医大 医学 部 第 一 外科 教室 
内 科学 教室 橋本 行 男 大 阪 市 北 区 常安 町 大 阪 大 学 医学 部 
船 山 A 旭川 市 二条 通 20 丁目 右 3 号 第 一 病理 
橋本 He 足立 区 四 ツ 家 町 347 
Hom 港 区 芝 愛 容 町 慈恵 医大 産婦 人 科 
kernel 40 酸 阜 県 立 医 大 第 一 | 清三郎 品川 区 北 品 川 4 の 78 
内 科 奈 AK 府中 市 分 信 河 原 屋敷 分 12842 
波 HC 神戸 市 生田 区 楠 町 神戸 医大 第 二 病理 


名 古屋 市 中 村 区 本 陣 通 1 の 26 


服部 医院 


萩原 昭夫 大 阪 府 豊中 市 北 区 刀根 山 382 AWK 

APR ERIE 服部 宏 己 徳島 県 小松 鳥 市 中 田町 新聞 28 の 1 
菊原 忠 文 板橋 区 大 谷口 町 724 日 大 医学 部 比 | 赤十字 病院 

條 内 科 | 服部 ER 大 阪 市 福島 区 堂島 浜 通 大 阪 大 学 医 
浜田 忠雄 福岡 市 堅 柏 九州 大 学 医学 部 第 一 内 | 学部 営 野 前 内 科 

FEWER | 林 te 2 港 区 愛 窒 町 東京 慈恵 医科 大 学 放射 
浜田 義雄 大 阪 市 東淀川 区 十 三 西 之 町 BREE | 線 医学 教室 

完 所 | 日 比 野 美智 港 区 芝 白 金 台 町 伝 研 組 織 培養 室 


浜野 芳子 世田谷 区 三軒茶屋 町 177 Bm 港 区 愛 容 町 東京 慈恵 医大 附属 東京 
浜崎 幸雄 岡山 市 岡山 大 学 医学 部 病理 学 教室 病院 産婦 人 科 
浜崎 美景 岡山 市 岡 164 岡山 大 学 医学 部 病理 | IK 井 幸 X 和歌 山 市 番 丁 1 和歌 山 医大 第 一 
花 田 昭 弘前 市 弘前 大 学 医学 部 第 一 外科 | 内 科 
tm HF 広島 県 豊田 郡 忠 海 町 忠海 病院 | 平福 一 郎 BIKAR 5 © 55 関東 通信 病 
BA: TR 大 阪 市 旭 区 千林 町 3 の 249 内 院 隆 床 検査 科 
羽 野 寿 大 阪 府 豊 中 市 北 刀 根 山 382 大 阪 大 | 平井 秀 松 文京 区 本 富士 町 1 東京 大 学 医学 部 

学 薬学 部 薬物 学 教室 | 生化 学 教室 
原義 HE 新潟 市 旭 町 新潟 大 学 医学 部 桂 内 科 | 平井 義則 千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 病理 
原田 一 洋 仙台 市 北 四 番 丁 東北 大 学 医学 部 桂 | 平 本 忠 憲 広島 市 憶 町 1522 

oat | 平光 吾 一 東京 都 武 蔵 野市 吉祥 寺町 1306 
原田 種 一 世田谷 区 羽根 木町 1740 平田 良三 金沢 市 金沢 大 学 結 核 研究 所 化学 部 
原田 敏雄 渋谷 区 大 向 通 23 | 平 山 雄 港 区 芝 白 金 台 町 公衆 衛生 院 
ER 克 WHEE 1 の 65 | 広 名 古屋 市 昭和 区 鶴舞 町 名 古屋 大 学 
長谷 芳美 山口 市 後 河原 150 山口 大 学 廊 理 学 医学 部 病理 学 教室 

部 生物 学 教室 | 広 河 久男 広島 市 霞 町 広島 大 学 医学 部 病理 
長谷 川 圭吾 新潟 市 旭 町 新潟 大 学 医学 部 外科 | 広瀬 RK 高槻 市 古 曽部 府営 高槻 住宅 31 
長谷 川 俊治 名 古屋 市 中 区 南 外 堀 町 6 の 1 ea seal 大 阪 市 北 区 常安 町 33 大 阪 大 学 医学 
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部 第 一 病理 

板橋 区 大 谷口 町 日 本 大 学 医学 部 細 
FRE 

北海 道 空知 郡 井 江 町 
千葉 市 衣 鼻 町 3 の 3 千葉 大 学 医学 
部 中 山 外科 
金沢 市 下 石 引 町 76 
放射 線 科 

福島 市 艇 妻 町 14 福島 医大 第 一 内 科 
大 阪 市 福島 区 堂島 浜 通 3 丁 目 AK 


国立 金沢 病院 


大 学 附属 病院 放射 線 科 

北 区 滝 の 川 6 の 33 
文京 区 本 富士 町 1 東京 大 学生 化学 
札幌 市 北 入 条 北海 道 大 学 理学 部 動 


物 学 教室 

愛知 県 知多 郡 鳴海 町 字 深 の 木 83 
港 区 芝 白 金 台 町 伝 研 組織 培養 室 
名 古屋 市 中 区 新栄 町 3 の 29 

名 古屋 大 学 分 院外 科 

名 古屋 市 千種 区 鍋屋 上 野 町 3281 の 
2 千 有 荘 140 

名 古屋 市 昭和 区 鶴舞 町 名 古屋 大 学 


医学 部 第 一 内 科 


宇部 市 中 宇部 山口 医大 病理 
IK EHRMY 慈 恵 医大 産婦 人 科 
KER TAT 慈恵 医大 高 本 病理 
世田谷 区 上 北沢 町 3 の 877 

I 
大 阪 市 北 区 常安 町 33 
学部 第 一 病理 学 教室 
札幌 市 南 一 条 西 16 TH 札幌 医大 
内 科学 教室 
FRAN 千葉 大 学 医学 部 病理 
神戸 市 生田 区 柄 町 6 丁目 神戸 医大 
第 一 病理 
新潟 市 旭 町 新潟 大 学 医学 部 病理 
名 古屋 市 昭和 区 堆 舞 町 名 古屋 大 学 
医学 部 産婦 人 科 教 室 
文京 区 本 富士 町 東京 大 学 医学 部 
木 本 外科 
神戸 市 垂水 区 西 垂水 町 馬場 通 4 
大 阪 市 北 区 党 島 西町 3 ABA 
生物 病 研 究 所 病院 
札幌 市 北 14 条 西 5 丁目 北海 道 大 


大 阪 大 学 医 





池田 精 孝 
池田 哲夫 
池田 7 Fa 
池尻 Ro 
今 井 大 
今井 #3 
+H 博 
SHY 
今 x = 
今岡 健郎 
稲津 £E 
wb IF 
井上 幸 万 
井上 敏之 
石岡 国 春 
石部 知行 
A 橋 OB 


石橋 FAR 
石田 健蔵 
石田 哲哉 
石 館 


AE I 
井 島 昭 : 


We ot 


石 原 


前 y| 
En) 


a 昌三 


mad 
Sry 
|| % 
if 


Ml 


石 川 


a 熊本 市 本 荘 町 483 


学 医学 部 放射 線 医学 教室 
調布 市 下 石原 2524 
海南 市 日 方 1192 


大阪 市 北 区 常安 町 大 阪 大 学 医学 部 


第 一 病理 

福岡 市 堅 九州 大 医学 部 第 二 外 科 
仙台 市 北 四 番 丁 東北 大 医学 部 病理 
新潟 市 旭 町 通 新潟 大 学 医学 部 病理 
北 区 西ヶ原 町 32 薬理 研究 所 
熊本 大 学 病院 産 
hit AB 

44 HATHA AK ERY 65 
大 学 附属 病院 外科 

弘前 市 相良 町 弘前 大 学 医学 部 第 一 


1 古屋 


外科 
品川 区 西 品川 1 の 888 三共 株 式 
会 社 研究 部 


札幌 市 南 一 条 西 十 六 丁目 札幌 医大 
病院 

千葉 市 衣 鼻 町 千葉 大 医学 部 中 山 外科 
港 区 芝 愛 容 町 慈恵 医大 高木 病理 
仙台 市 北 四 番 丁 東北 大 学 医学 部 黒 
川内 科 

広島 県 安芸 郡 海田 市 町 2096 
板橋 区 大 谷口 町 日 本 大 学 医学 部 細 
FAs 

八戸 市 大 学 番 丁 44 石橋 内 科 

大 阪 市 北 区 常安 町 大 阪 大 学 医学 部 
第 一 病理 

神戸 市 生田 区 楠 町 神戸 医大 放射 線 科 
文京 区 東京 大 学 医学 部 楽 学科 薬品 
分 析 化 学 教室 

大 阪 府 北 河内 郡 門 真 町 門真 58 

名 古屋 市 昭和 区 稚 舞 町 名 古屋 大 学 
医学 部 産婦 人 科 

名 古屋 市 昭和 区 鈴 鍵 町 55 名 古屋 大 
医学 部 産婦 人 科 

高松 市 西 通 町 45 

札幌 市 北 14 条 西 5 丁目 北海 道 大 
学 医学 部 放射 線 医学 

京都 市 左京 区 聖護院 京 大 医学 部 外科 
渋谷 区 原宿 2 の 170 

大 阪 市 天王 寺 区 筆 ヶ 崎 町 50 

大 阪 赤十字 病院 研究 科 
文京 区 西片 町 10 い の 60 

名 古屋 市 中 区 新栄 町 3 の 29 BA 
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子 千代 田 区 神田 駿河 台 2 の 2 


= 大 阪 市 福島 区 堂島 浜 通 


屋 大 学 医学 部 分 院外 科 
品川 区 五反田 5 の 55 関東 通信 病院 
金沢 市 土 取 場 氷 町 金沢 大 学 医学 部 
第 二 病 理 

北海 道 岩内 町 大 和 115 

名 古屋 市 昭和 区 鶴舞 町 名 古屋 大 学 
医学 部 第 一 内 科 

千葉 市 玄 鼻 町 千葉 大 医学 部 歯科 品 
腔 外科 


= 青梅 市 西 分 298 PETIA 


検査 室 
千代 田 区 神田 駿河 台 2 の 2 
研究 所 

新潟 市 旭 町 新潟 大 学 医学 部 外科 
佐々 木 


佐々 木 


研究 所 

港 区 芝田 村 町 慈 恵 医大 病院 整形 外科 
HR ime 奈良 医大 病理 

品川 区 平塚 町 昭和 医大 医 動物 学 教室 
FRHAAR 千葉 大 医学 部 歯科 品 
腔 外科 

札幌 市 北 十 四 条 西 贅 丁 目 北大 病院 
産婦 人 科 

大 院 大 学 病 
院 泌尿 器 科 

PRIZE 216 

名 古屋 市 昭和 区 鈴 舞 町 名 古屋 大 学 
医学 部 日 比 野内 科 第 二 研 究 室 
芦屋 市 打出 憧 ヶ 丘 町 26 の 22 
HiRes 奈良 県 立 医 大 病理 
静岡 市 梅屋 町 1 の 7 

札幌 市 北 十 二条 西 尋 丁目 北海 道 大 
学 医学 部 第 一 病理 
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山形 市 香澄 町 
倉敷 市 美和 町 1070 
BARE 


山形 県 衛生 研究 所 
倉敷 中 央 病院 


名 古屋 市 瑞穂 区 瑞穂 通り 名 古屋 市 


立 大 学 病院 外科 

京都 市 左京 区 下鴨 北山 町 2 丁目 

大 田 区 池上 徳 持 町 65 の 5 

名 古屋 市 昭和 区 稚 舞 町 名 古屋 大 学 
病理 

大 阪 市 東淀川 町 十 三 西 之 町 武田 研 
SEAT 

文京 区 小石 川 竹早 町 82 

岡山 市 岡 岡山 大 学 平木 内 科 
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大 阪 市 北 区 常安 町 大 阪 大 学 医学 部 
第 一 病理 

港 区 芝 赤 羽 町 3 日 本 専売 公社 東京 
病院 

大 阪 市 北 区 常安 町 大 阪 大 学 医学 部 
病理 

姫路 市 北条 国鉄 宿舎 22 号 

長崎 市 坂本 町 93 長崎 大 学 病院 産婦 
人 科 

京都 市 左京 区 聖護院 河原 町 京 大 医 
学部 外科 第 一 講座 

神戸 市 生田 区 楠 町 神戸 医大 第 二 病 理 
兵庫 県 川西 市 小花 字 宮 前 3 の 6 
新宿 区 西 大 久 保 1 都立 大 久保 病院 
世田谷 区 池尻 町 9 自衛 隊 衛 生 学校 
第 4 科 

福岡 市 堅 粗 九州 大 学 医学 部 第 二 外科 
慕 飾 区 千葉 町 576 
和歌 山 市 七 番 丁 1 

岡山 市 岡 164 岡山 大 学 医学 部 生化 
学 教室 

福岡 市 箱崎 網 屋 立 筋 二 組 
品川 区 上 大 崎 長 者 丸 284 
衛生 研究 所 化学 部 

名 古屋 市 瑞穂 区 瑞穂 通 1 の 27 

名 古屋 市 立 大 学 医学 部 産婦 人 科 

大 阪 市 東淀川 区 十 三 西 之 町 武田 研 
SEAT 

大 阪 市 福島 区 堂島 浜 通 3 大 阪 大 学 
附属 病院 放射 線 科 


国立 予防 


宮城 県 白石 市 外 北 小 路 3 
中 央 区 銀座 2 の 1 三共 株 式 会 社 製 
品 企画 部 


岡山 市 岡 164 岡山 大 学 医学 部 平木 
内 科 第 二 研究 室 
千葉 市 矢作 町 千葉 大 医学 部 
泌尿 器 科 

横浜 市 金沢 区 平潟 町 140 
金沢 市 下 石 引 町 76 国立 金沢 病院 
広島 市 字 品 町 県 立 広 島 病院 
福島 市 杉 雪 町 福島 医大 中 研 
品川 区 平塚 6 丁目 昭和 医科 大 学 
動物 学 教室 

i dU eB ED BT 
山の手 社宅 

神戸 市 生田 区 楠 町 6 丁目 神戸 医大 


ra | 
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村 山 8 
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永江 孝 直 
永原 AB 


第 一 病理 

文京 区 本 郷 本 富士 町 東大 医学 部 病 

理学 教室 

東京 都 小金 井町 2886 桜町 病院 

大 阪 府 枚方 市 坂 12 関西 医大 病理 

教室 

大 阪 市 北 区 常安 町 33 

学部 第 一 病理 学 教室 

名 古屋 市 昭和 区 鈴 舞 町 65 

大 学 医学 部 産婦 人 科 

大 阪 市 北 区 常安 町 33 

学部 第 一 病理 学 教室 

名 古屋 市 瑞穂 区 瑞穂 通 1 の 27 

名 古屋 市 立 大 学 医学 部 外科 

中 央 区 日 本 橋 丹 殻 町 4 の 7 

鹿児島 市 下 意 尾 町 170 

西宮 市 城山 22 の 1 

北 区 西ヶ原 1 の 26 楽 理研 究 所 

大 阪 府 南河内 郡 藤 井 寺町 岡 564 

福島 市 森合 字 前 田 16 の 3 

仙台 市 北 四 番 丁 東北 大 学 病院 外科 

岡山 市 岡 岡山 大 学 医学 部 病理 

港 区 芝 新 橋 4 の 30 

大 阪 府 守口 市 南 寺 方 中 通 1 の 19 

広島 市 治山 広島 ABCC 

千葉 市 矢作 町 千葉 大 医学 部 病理 

新宿 区 柏木 1 ン 53 東京 医科 大 学 放 

射線 医学 教室 

名 古屋 市 昭和 区 鈴 舞 町 名 古屋 大 学 

医学 部 第 一 内 科 

港 区 芝田 村 町 慈恵 医大 病院 整形 外科 

中 央 区 日 本 橋 堀 留 町 1-6 台 糖 ファ 
ー 株 式 会 社 

練馬 区 豊玉 上 2~2 

新潟 市 旭 町 新潟 大 学 医学 部 外科 

岡山 市 岡 岡山 大 学 医学 部 平木 内 科 


大 阪 大 学 医 


名 古屋 


大 阪 大 学 医 


E 豊島 区 千川 町 1~16 


N 


FHETAZAR 千葉 大 学 医学 部 中 山 
外科 

山口 県 徳山 市 浦 石町 徳山 中 央 病院 
外科 

金沢 市 泉野 町 V17 の 32 
松本 市 旭 町 信州 大 学 医学 部 病理 学 


教室 
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名 古屋 市 千種 区 春 里 町 1 の 24 

大 阪 市 北 区 常安 町 阪 大 第 二 病理 教室 
堺 市 大 浜 南 町 230 
広島 県 豊田 郡 忠海 町 忠海 病院 

大 阪 府 笑 西 町 本 町 イ 71 

名 古屋 市 昭和 区 長戸 町 3 の 33 

名 古屋 市 昭和 区 鶴舞 町 名 古屋 大 学 
医学 部 日 比 野内 科 

世田谷 区 太子 堂 20 の 1012 

岡山 市 岡 岡山 大 学 医学 部 陣内 外科 
愛知 県 挙 母 市 旧 城 25 

青森 県 北津軽 郡 板 柳町 大 町 108 

港 区 芝 愛 容 町 慈恵 医大 高木 病理 
新宿 区 戸山 町 国立 第 一 病院 病理 
文京 区 湯島 2 の 9 順天堂 大 学 第 二 
内 科 

神戸 市 生田 区 楠 町 神戸 医大 第 二 病 理 
文京 区 本 富士 町 東京 大 学 医学 部 附 
属 病院 放射 線 科 教室 
板橋 区 大 谷口 町 日 本 大 学 医学 部 細 
AFRS 

大 阪 市 城東 区 三 組 町 80 

札幌 市 北 14 条 西 5 丁目 北大 病院 
第 二 内 科 

名 古屋 市 中 区 南 外堀 町 6 こ 1 
名 古屋 病院 

大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微 生 
物 研究 所 化学 療法 研究 部 
千代 田 区 神田 駿河 台 2 の 2 
研究 所 

岸和田 市 西 之 内 町 FRE mA 
岡山 市 岡 164 岡山 大 学 医学 部 病理 
pe 堂島 大 阪 大 学 微 
pissen 65 
大 学 医学 部 今 永 外科 
仙台 市 北 四 番 丁 東北 大 学 医学 部 
黒川 内 科 

千葉 市 衣 鼻 町 千葉 医大 外科 
千葉 市 支 鼻 町 千葉 大 学 医学 部 中 山 
外科 

大 阪 市 天王 寺 区 筆 ヶ 崎 町 50 
赤十字 病院 研究 科 
杉並 区 高円寺 1 の 475 
札幌 市 北 14 条 西 5 丁目 北大 病院 
産婦 人 科 


国立 


佐々 木 


名 古屋 


大 阪 








難 波 


直良 RA 
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鳴 海 iF 
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野口 忠 : 


王 & 
大 場 勝利 
小原 BR 
小原 2H 
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織 田 M 
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小田 K= 





岡山 市 岡 164 岡山 大 学 医学 部 平木 
内 科 

豊島 区 西巣鴨 2 丁目 癌 研究 所 内 
神戸 市 生田 区 楠 町 七 丁目 神戸 医科 
大 学 放射 線 科 

弘前 市 相良 町 弘前 大 学 第 一 外科 
大 阪 市 北 区 常安 町 33 大 阪 大 学 医 
学部 第 一 病理 

岐阜 市 鹿島 町 岐阜 市 民 病院 
岐阜 市 北野 町 70 

市 川 市 高石 神 39 
文京 区 向ヶ丘 弥生 町 3 の 82 
千葉 県 佐原 市 県 立 佐原 病院 
新宿 区 西 大 久保 1 の 461 
久保 病院 

滋賀 県 野洲 郡 守山 町 大 字 矢島 104 
大 阪 市 北 区 常安 町 33 大 阪 大 学 医 
学部 第 一 病理 

大 阪 市 北 区 常安 町 33 
学部 第 一 病理 

港 区 芝 白 金 台 町 予防 衛生 研究 所 
川崎 市 新川 通り 70 川崎 市 立 病 院 


都立 大 


大 阪 大 学 医 


内 科 

新宿 区 柏木 1 の 53 東京 医科 大 学 
放射 線 医学 

BETEN 福島 医大 病理 

大 阪 市 福島 区 堂島 浜 通 大 阪 大 学 医 
学部 久留 外科 

大 阪 市 北 区 堂島 西町 三 大 阪 大 学 微 
生物 研究 所 

名 古屋 市 千種 区 自由 ヶ 丘 1 の 53 
東田 代 荘 8 号 

千葉 市 支 鼻 町 千葉 大 学 医学 部 歯科 


口腔 外科 


革 千葉 市 稲毛 海 


O 


杉並 区 高円寺 2 の 91 慶 大 医学 整 外 
港 区 芝 愛 容 町 東京 慈恵 医大 病理 
HX PH Ay 10 番地 に 148 号 
秋田 市 上 中 城 四 秋田 県 立 中 央 病院 
放射 線 科 

熊本 市 大 江 町 大 江 464 

港 区 芝 白 金 台 町 1 の 39 東大 伝 研 
千葉 県 旭 市 イ の 1326 旭 中 央 病院 
岡山 市 岡 164 岡山 大 学 医学 部 病理 
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小野 江 為 則 


小野 BRE 
小野 哲生 
小野 田 孝治 


Ke fF 


大 原 弘道 


千代 田 区 神田 駿河 台 2 の 2 佐々 木 
研究 所 

大 阪 市 福島 区 堂島 大 阪 大 学 韻 研 究 所 
仙台 市 北 四 番 丁 東北 大 学 医学 部 内 科 
大 阪 市 東淀川 区 13 西 之 町 酸 酵 研 
GERT 

大 阪 市 東 区 今橋 3 の 18 産婦 人 科 
緒方 病院 

岡山 市 岡 岡山 大 学 医学 部 病理 
三島 市 谷田 1111 国立 遺伝 学研 究 所 
新宿 区 河田 町 10 東京 女子 医大 外科 
文京 区 本 富士 町 1 の 1 東大 田坂 内 科 
中 野 区 江古田 2 の 36 
板橋 区 志村 前 野 町 81 都営 アパ ー ト 
2 の 34 (山之内 製 楽 ) 

札幌 市 北 14 条 西 志 丁 目 北大 病院 
産婦 人 科 

金沢 市 金沢 大 学 医学 部 薬理 学 教室 
新宿 区 柏木 一 丁目 東京 医科 大 学 放 
大 阪 市 北 区 常安 町 33 大 阪 大 学 医学 
部 第 一 病理 

西宮 市 分 銅 町 12 
仙台 市 北 四 番 丁 62 
LATTE PT 
豊中 市 北 刀 根 山 382 大 阪 大 学 楽 学 
ahd BRK 1276 九州 大 学 医学 部 第 
三 内 科 
豊中 市 北 刀 根 山 382 
部 薬物 学 教室 
豊中 市 北 刀 根 山 382 
部 薬物 学 教室 
金沢 市 下 石 引 町 76 国立 金沢 病院 
岡山 市 岡 岡山 大 医学 部 生化 学 教室 
大 田 区 大 森 4 の 77 東邦 大 学 医学 
部 解剖 学 教室 

札幌 市 南 1 条 西 16 丁目 札幌 医大 
病理 

浦和 市 高砂 町 1 の 62 
豊島 区 西巣鴨 2 丁目 癌 研究 所 内 
金沢 市 下 石 引 町 国立 金沢 病院 癌 セ 
ンタ ー 

熊本 市 本 庄 町 熊本 大 学 医学 部 病理 
札幌 市 南 1 条 16 丁目 札幌 医大 内 
科学 教室 


ALK FR 


# 


大 阪 大 学 楽 学 


大 阪 大 学 薬学 
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大 久保 恵司 
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大 室 IE Fa 
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大 下 #6 
太田 明生 
AH Kim 
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大 R 明 


KR REL 


大 F 博 
x u iz 


の へ 
if A 


京 一 郎 


尾崎 健次 


弥平 
昭 決 


小 関 
尾 島 


F 文京 区 本 富士 町 一 


豊島 区 西 巣 鳴 2 丁 目 AORTA 
新宿 区 戸山 町 国立 東京 第 一 病院 検 
査 科 病理 

港 区 芝田 村 町 慈恵 医大 病院 整形 外科 
仙台 市 北 四 番 丁 東北 大 学 医学 部 黒 
川内 科 

弘前 市 弘前 大 学 医学 部 病理 
大 田 区 御園 1 の 14 

茅ヶ崎 市 茅ヶ崎 10140 国立 沼津 病院 
東京 大 学 医学 部 
生化 学 教室 


FEHZAH 千葉 大 学 医学 部 中 山 
外科 

大 阪 市 福島 区 堂島 浜 通 大 阪 大 学 医 
学部 泌尿 器 科 

札幌 市 北 14 条 西 5 丁目 北大 医学 


部 産婦 人 科 

新潟 市 旭 町 新潟 大 学 医学 部 外科 
大 阪 市 住吉 区 帝塚山 西 2 の 11 

大 阪 大 学 微 研 外科 

文京 区 本 富士 町 東大 理学 部 動物 学 
教室 

福島 市 三河 北町 1 
新宿 区 大 京町 27 
名 古屋 市 昭和 区 御器所 町 1 の 10 
大 田 区 大 森 東邦 大 学 第 一 内 科 
文京 区 森川 町 121 東大 医学 部 上 田 
内 科 

大 阪 市 東 区 道修 町 武田 薬品 工業 


県 立 医科 大 学 


開発 課 
販 手 県 盛岡 市 岩手 医大 放射 線 医学 


熊本 市 本 荘 町 483 熊本 大 学 病院 産 
MAR 

豊島 区 椎名 町 74039 東大 理学 部 
生化 学 

京都 市 左京 区 修学 院 仏 寺町 12 

名 古屋 市 昭和 区 鈴 舞 町 名 古屋 大 学 
医学 部 今 氷 外 科 

文京 区 雑司 谷 1 丁目 東大 附属 病院 
分 院 泌尿 器 科 
岐阜 県 多治見 市 根 木町 3 丁目 市 営 
住宅 ブロ ッ ク 3 


札幌 市 南 1 条 西 17 札幌 医大 病理 
京都 市 左京 区 京都 大 学 医学 部 病理 
S 
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仙台 市 北 四 番 丁 東北 大 学 医学 部 内 科 
名 古屋 市 中 区 新栄 町 名 古屋 大 学 附 
属 病院 分 院外 科 

名 古屋 市 瑞穂 区 用 辺 通 3 の 1 
屋 市 立 大 医学 部 病理 教室 
弘前 市 相良 町 弘前 大 医学 部 第 一 外科 
鹿児島 県 始 郎 郡 加治 木町 反 土 
福島 市 杉 妻 町 福島 医大 病理 
東京 都 北 区 西ヶ原 33 薬理 研究 所 内 
世 田 ヶ 谷 区 粗 谷 町 39 

仙台 市 北 四 番 丁 東北 大 学 病院 桂 外科 
千葉 市 畜 鼻 町 312 千葉 大 学 医学 部 
歯科 口腔 外科 

札幌 市 南 1 条 西 16 丁目 札幌 医大 
病 内 科学 教室 

足立 区 本 木町 2 の 2576 


名 古 


仙台 市 北 四 番 丁 62 東北 大 学 抗 酸 
研究 所 

飾 区 堀切 町 589 南方 薬品 工業 
研究 室 


札幌 市 南 一 条 西 16 丁目 札幌 医大 
内 科学 教室 


弘前 市 弘前 大 学 医学 部 病理 
弘前 市 弘前 大 学 医学 部 病理 


品川 区 平塚 昭和 医大 生化 学 教室 
仙台 市 東北 大 学 附属 病院 桂 外科 四 研 
群馬 県 邑 楽 郡 小 泉町 大 字 上 小泉 2310 
鎌倉 市 大 町 778 

弘前 市 弘前 大 学 医学 部 病理 

港 区 芝 白 金 台 町 国立 公衆 衛生 院生 
化学 

Heine 奈良 医大 病理 

岡山 市 岡 164 岡山 大 病院 砂田 外科 
大 阪 市 北 区 常安 町 大 阪 大 学 医学 部 
第 一 病理 

名 古屋 市 昭和 区 鈴 舞 町 名 古屋 大 学 
医学 部 今 永 外科 
品川 区 大 井 二 葉 町 6 の 396 
医学 放射 線 ) 

弘前 市 弘前 大 学 医学 部 病理 
大 阪 市 都島 区 野田 町 62 (大 阪 大 学 
医学 部 第 一 病院 ) 
京都 市 左京 区 邊 衛 町 京都 大 学 医学 
部 病理 

大 阪 市 住吉 区 万代 東 2 の 33 

大 阪 市 北 区 堂島 西町 阪 大 微 研 病院 


(BEX 
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佐々 木 正道 


新潟 市 旭 町 新潟 大 学 医学 部 科 外 
山形 県 香澄 町 桜 小 路 山形 県 衛生 研 
FEAT 

文京 区 本 富士 町 東京 大 学 医学 部 田 
坂内 科 

豊島 区 西巣鴨 2 丁目 癌 研究 所 
福島 市 杉 妻 町 福島 医大 病理 

仙台 市 北 四 番 丁 東北 大 学 医学 部 


BAR 

名 古屋 市 東 区 矢田 町 12 の 21 専 
売 公社 名 古屋 病院 

港 区 芝 愛 容 町 東京 慈恵 会 医大 高木 
病理 

品川 区 平塚 6 の 1016 昭和 医大 第 
二 病 院 


仙台 市 北 四 番 丁 東北 大 学 医学 部 黒 
川内 科 

板橋 区 大 谷口 町 日 本 大 学 医学 部 細 
歯学 教室 

港 区 芝 愛 容 町 慈恵 医大 産婦 人 科 
大 阪 市 阿倍 野 区 旭 町 大 阪 市 立 大 医 
学部 自 羽 外科 

花巻 市 花巻 厚生 病院 
文京 区 上 富士 前 町 31 
式 会 社 

新潟 市 旭 町 新潟 大 学 医学 部 外科 
文京 区 湯島 3 の 1 東京 医科 歯科 大 
学 病理 

大 阪 市 天王 寺 区 南 河 堀 町 大 阪 学芸 
大 学 微生物 学研 究 所 

渋谷 区 幡ヶ谷 原町 780 (Re 
娘 京 区 西 二 町 10 の い の 25 
大 阪 府 柏原 市 古町 6 の 445 
大 医学 第 一 病理 

東京 都 北 区 西ヶ原 1 の 26 楽 理研 究 所 
宇部 市 東 区 明神 町 3 丁目 (山口 医大 
放射 線 医 学 ) 

大 阪 市 西区 江戸 堀 上 通り 2 の 42 
金原 商店 方 

岡山 市 岡 岡山 大 学 病院 砂田 外科 
青森 市 県 立 中 央 病院 病理 検査 科 
豊岡 市 立野 公立 豊岡 病院 

京都 市 右京 区 出山 中 尾 下 町 54 
京都 大 学 医学 部 第 一 内 科 

神戸 市 生田 区 楠 町 6 丁目 神戸 医大 
第 一 病理 
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内科) 


AR 


13 





佐々 木 本 道 
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札幌 市 北 10 条 西 入 丁 目 IAE% 
部 動物 学 教室 
福岡 市 大 涯 144 

名 古屋 市 昭和 区 鶴舞 町 
医学 部 産婦 人 科 
鎌倉 市 小町 287 
FRBPAZAR 千葉 大 学 医学 部 病理 
港 区 芝 愛 容 町 慈恵 医大 高木 病理 
港 区 芝 愛 容 町 慈恵 医大 産婦 人 科 
性 日 大 医学 部 細菌 学 
新潟 市 旭 町 新潟 大 学 医学 部 外科 
港 区 芝 愛 容 町 慈恵 医大 高木 病理 
名 古屋 市 昭和 区 鈴 舞 町 名 古屋 大 学 
医学 部 今 永 外科 

仙台 市 光 禅 寺 通 35 (東北 大 学 ) 

大 阪 市 北 区 堂島 西町 7 大 阪 大 学 徴 
生物 研究 所 外科 
岡山 市 岡 164 
木内 科 

佐賀 市 水 ヶ 江 町 桜 小 路 16 
品川 区 平塚 6 丁目 昭和 医科 大 学 医 
動物 学 教室 

宇部 市 西区 松島 町 二 丁目 


名 古屋 大 学 


岡山 大 学 医学 部 ギ 


山形 県 山形 市 香澄 町 桜 小 路 2 山形 
県 衛生 研究 所 

港 区 芝 愛 容 町 慈恵 医大 高木 病理 
米子 市 西町 鳥取 大 学 医学 部 放射 線 
医学 教室 


品川 区 在原 4 177 

大 阪 市 浪速 区 逢坂 下 之 町 20 島 田 医院 
杉並 区 阿佐 ヶ 谷 3 の 504 

江戸 川 区 平井 1 の 1631 

大 阪 市 北 区 常安 町 大 阪 大 学 歯学 部 
口腔 病理 


文京 区 本 富士 町 一 東京 大 学 医学 部 
生化 学 教室 
文京 区 本 富 By 東京 大 学 医 学部 物 


寮 内 科 
新潟 市 旭 町 新潟 大 学 医学 部 外科 


弘前 市 本 町 弘前 大 医学 部 第 一 外科 
杉並 区 上 荻窪 2 の 115 石原 方 

( 慶 大 医学 外科 ) 

弘前 市 本 町 53 弘前 大 学 医学 部 附属 
病院 産婦 人 科 


大 阪 市 東淀川 区 三国 町 915 
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BE 本 


fas 
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杉谷 幸男 
鈴木 BN 
鈴木 wR 


清水 i 
鈴木 竜哉 


江 大 阪 市 天王 寺 区 筆 ヶ 崎 50 


札幌 市 南 一 条 西 17 丁目 札幌 医大 
病理 

尼崎 市 昭和 通 4 の 129 
江戸 川 区 小岩 町 4 の 1950 
岡山 市 岡 岡山 大 学 医学 部 平木 内 科 
教室 第 二 研究 所 


近藤 病理 


AMA 
赤 病 院 研究 科 

東京 都 本 郷 局 区 内 東大 農学 部 獣医 
学科 外科 教室 

Jeet ri MEZA 5 の 125 
山形 市 香澄 町 県 立山 形 病院 
新宿 区 東大 久保 1 の 42 東京 医大 
病理 

福岡 市 堅 九州 大 学 医学 部 放射 線 
医学 

台東 区 向 柳原 町 2 の 1 大 西方 

大 阪 市 東住吉 区 山 坂 町 3 の 43 
(大 阪 大 学 医学 泌尿 科 ) 

大 阪 市 西区 土佐 堀 前 通り 3 の 22 
大 阪 大 学 邊 白質 研究 所 

文京 区 東京 大 学 医学 部 病理 学 教室 
福島 市 艇 妻 町 福島 医大 病理 
京都 市 上 京 区 河原 広小路 京都 府立 
医大 病理 

港 区 芝 愛 容 町 慈恵 医大 高木 病理 
岡山 市 岡 164 岡山 大 学 医学 部 第 一 
外科 

福岡 市 堅 粗 九州 大 学 医学 部 第 一 内 科 
大 阪 市 北 区 常安 町 大 阪 大 学 医学 部 
第 二 病 理 


部 第 一 病理 

四日市 市 塩浜 町 三重 県 立 大 学 医学 
部 附属 塩浜 病院 
豊島 区 西巣鴨 2 丁目 韻 研 究 所 
大 阪 府 阿部 野 区 旭 町 大 阪 市 立 大 学 
沢田 外科 

品川 区 西 品川 1 の 888 
会 社 研究 部 
FRPAZAR 千葉 大 学 医学 部 中 山 
外科 

仙台 市 北 四 番 丁 東北 大 学 医学 部 黒 
川内 科 

川崎 市 片平 195 

愛知 県 浦 郡 市 浦 郡 町 中 沢 9 
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EXAM 2 東京 電気 通信 局内 
新宿 区 信濃 町 35 慶応 病院 放射 線 科 
新宿 区 柏木 1 の 53 東京 医科 大 学 
放射 線 医 学 

港 区 芝 愛 容 町 慈恵 医大 高木 病理 
世田谷 区 成城 町 266 

千葉 市 畜 鼻 町 千葉 大 学 医学 部 歯科 
FES 


T 


大 阪 府 具 塚 市 近 木町 978 

大 阪 市 北 区 堂島 西町 3 大 阪 大 学 微 
生物 研究 所 病院 
滋賀 県 近江 八幡 市 
高松 市 五 番 丁 
文京 区 本 富士 町 東京 大 学 医学 部 田 
坂内 科 

文京 区 本 富士 町 東京 大 学 医学 部 田 
坂内 科 

新潟 市 旭 町 通 新潟 大 学 医学 部 病理 
大 阪 市 北 区 堂島 西町 3 KK 
生物 病 研究 所 外科 

港 区 芝 愛 容 町 東京 慈恵 会 医大 病理 
品川 区 西 品川 1 の 888 三共 高峰 
研究 所 

福岡 市 堅 九 州 大 学 医学 部 第 一 内 科 
世田谷 区 池尻 町 自衛 隊 中 央 病院 研 
究 部 

大 阪 市 北 区 党 島 本 町 大 阪 大 学 微 生 
物 研究 所 感染 病理 学部 
世田谷 区 弦巻 町 1 の 7 
新宿 区 柏木 1 の 53 東京 医科 大 学 
放射 線 医学 

港 区 芝 愛 容 町 東京 慈恵 医大 放射 線 
医学 教室 

仙台 市 北 四 番 丁 東北 大 学 医学 部 武 
ie EY 

MTA 九州 大 学 医学 部 癌 研 生 
化学 
HINKARA 5 の 55 関東 授 信 病院 
札幌 市 南 1 条 西 16 丁目 札幌 医大 
内 科学 教室 

港 区 芝 白 金 台 町 国立 予防 衛生 研究 所 
港 区 芝 白 金 台 町 伝染 病 研究 所 病理 
世田谷 区 玉川 奥沢 町 1 の 44 
弘前 市 弘前 大 学 医学 部 第 一 病理 


八幡 病院 
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豊島 区 西巣鴨 2 丁目 RTERTA 


金沢 市 土 取 場 永 町 15 金沢 大 学 医 
学部 第 二 病 理 


津 市 大 谷町 三重 大 学 医学 部 病理 


Hike 奈良 医大 病理 
板橋 区 大 谷口 町 日 本 大 学 医学 部 病 
理学 教室 

文京 区 本 富士 町 1 東京 大 学 医学 部 
産婦 人 科 教 室 


岡山 市 岡 岡山 大 学 医学 部 平木 内 科 
杉並 区 高円寺 1 の 27 

名 古屋 市 昭和 区 鈴 舞 町 名 古屋 大 学 
医学 部 第 一 内 科 

広島 市 霞 町 広島 大 学 医学 部 病理 
名 古屋 市 昭和 区 鈴 舞 町 名 古屋 大 学 
医学 部 第 二 病理 

名 古屋 市 昭和 区 鶴舞 町 名 古屋 大 学 
医学 部 第 一 内 科 

港 区 芝 白 金 台 町 国立 予防 衛生 研究 所 
大 阪 市 南 区 千年 町 14 

名 古屋 市 中 区 梅 枝 町 2 の 7 

札幌 市 南 1 条 西 14 丁目 札幌 医大 
病院 内 科 

大 阪 市 東住吉 区 平野 西脇 町 18 大 日 
本 臓器 研究 所 
fa ri RA 
医学 

岡山 市 岡 岡山 大 学 医学 部 津田 外科 
西宮 市 仁川 町 4 丁目 24 
福岡 市 堅 粗 九州 大 学 医学 部 病理 
弘前 市 在 府 町 5 弘前 大 医学 部 病理 
東京 都 北 区 西ヶ原 1 の 26 楽 理研 
究 会 研究 所 

逗子 市 沼 間 1490 青木 医院 

名 古屋 市 昭和 区 広 路 町 松風 園 9 
大 阪 市 城東 区 野江 東 之 町 3 の 15 
新宿 区 坂町 5 

弘前 市 弘前 大 学 医学 部 病理 

大 阪 市 東淀川 区 13 西 之 町 4 武田 
研究 所 内 

奈良 市 中 筋 町 13 

文京 区 本 富士 町 東京 大 学 理学 部 植 
物 学 教室 

名 古屋 市 東 区 長堀 町 3 の 10 
弘前 市 相良 町 弘前 大 学 医学 部 産婦 
AF 


九州 大 学 医学 部 放射 線 
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岡山 市 岡 164 岡山 大 学 医学 部 津田 
外科 

札幌 市 北 入 条 北 大 理学 部 動物 学 教室 
豊島 区 西巣鴨 2 丁目 瘍 研究 所 内 
札幌 市 南 1 条 西 16 丁目 札幌 医大 
内 科学 教室 

旭川 市 旭川 赤十字 病院 内 科 
墨田 区 向島 請 地 町 182 
金沢 市 土 取 場 氷 町 金沢 大 学 医学 部 
第 二 病 理 

名 古屋 市 中 区 新栄 町 3 の 29 BH 
屋 大 学 医学 部 分 院外 科 

大 阪 市 東淀川 区 十 三 西 之 町 武田 研 
GERT 

京都 市 左京 区 吉田 京都 大 学 医学 部 
病理 

岡山 市 岡 岡山 大 学 医学 部 産婦 人 科 
文京 区 湯島 2 の 9 順天堂 医院 外科 
名 古屋 市 昭和 区 鈴 舞 町 名 古屋 大 学 
医学 部 病理 

大 阪 市 福島 区 堂島 浜 通 大 阪 大 学 医 
学部 附属 病院 第 二 外 科 

大 阪 市 阿倍 野 区 旭 町 大 阪 市 立 大 学 
医学 部 病理 

港 区 芝 愛 容 町 慈恵 医大 産婦 人 科 
大 阪 市 北 区 堂島 西町 3 大 阪 大 学 微 
生物 病 研究 所 病院 

文京 区 本 富士 町 東京 大 学 理学 部 化学 
大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微 生 
物 研究 所 外科 

広島 市 赴 町 広島 大 学 医学 部 皮 泌 科 
千代 田 区 神田 駿河 台 日 本 大 学 病院 
内 科 

世田谷 区 太子 常 太子 堂 住宅 52 

大 阪 市 福島 区 堂島 浜 通 大 阪 大 学 医 
学部 久留 外科 

千代 田 区 神田 駿河 台 2 の 2 SE 
医院 

京都 市 左京 区 下鴨 北園 町 108 の 1 
新宿 区 若松 町 41 

文京 区 本 富士 町 東京 大 学 医学 部 病理 
豊島 区 西巣鴨 2 丁目 瘍 研究 所 内 
弘前 市 本 町 弘前 大 学 医学 部 第 一 外科 
文京 区 駒込 千駄木 町 59 日 本 医大 附 
属 医院 放射 線 科 
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EB 光夫 
上 村 良一 
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TH 恵三 
魚住 光洋 
a 仁 也 
AH 3 
日 居 RE 
内 田 俊二 
Aw 節夫 


名 古屋 市 瑞穂 区 田辺 通 3 の 1 名 古 
屋 市 立 大 学 医学 部 病理 学 教室 
福島 市 艇 妻 町 福島 医大 第 一 内 科 
台東 区 御徒 町 2 の 65 

岡山 市 広瀬 町 187 

MR Re 奈良 医大 病理 
文京 区 駒込 西 諸 町 10 ロ 1 号 
尼崎 市 今福 192 塩野 義 研究 所 
札幌 市 北 12 条 西 5 丁目 北大 医学 
部 第 一 病理 

札幌 市 南 1 条 西 17 丁目 札幌 医大 
病理 

世田谷 区 下馬 2 の 79 


弘前 市 弘前 大 学 医学 部 病理 


U 
新潟 市 旭 町 新潟 大 学 医学 部 外科 


岡山 市 岡 岡山 大 学 医学 部 病理 
豊中 市 上 寺門 


札幌 市 北 14 条 西 5 丁目 北大 医学 
部 放射 線 医学 

長野 県 伊那 松島 9808 
研究 所 
古屋 市 昭和 区 狭間 町 12 

板橋 区 大 谷口 町 日 本 大 学 医学 部 病理 
鹿児島 市 山下 町 70 鹿児島 大 学 附 
属 病院 第 二 内 科 

広島 市 出光 町 681 

中 央 区 銀座 2 の 3 


西沢 生化 学 


弘前 市 弘前 大 学 医学 部 第 一 病理 
名 古屋 市 昭和 区 鈴 舞 町 名 古屋 大 学 
医学 部 病理 
金沢 市 土 取 場 氷 町 金沢 大 学 医学 部 
ト 部 外科 


大 阪 市 北 区 常安 町 33 大 阪 大 学 医学 
部 第 一 病理 


大 阪 市 福島 区 堂島 大 阪 大 学 医学 部 


癌 研究 所 

文京 区 本 富士 町 東京 大 学 医学 部 木 
本 外科 

弘前 市 弘前 大 学 医学 部 病理 


大 阪 市 東淀川 区 十 三 西 之 町 武田 研 
FEAT 

熊本 市 大 江 町 渡 廊 768 

大 阪 市 福島 区 堂島 大 阪 大 学 医学 部 


韻 研 究 所 
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仙台 市 北 四 番 丁 AAASEFH 
黒川 内 科 
世田谷 区 世田谷 3 の 2362 
福岡 県 田川 郡 金田 町 
世田谷 区 玉川 尾山 町 130 


W 


千代 田 区 有楽 町 1 の 6 
業 株 式 会 社 技術 部 研究 課 
宮城 県 柴田 郡 船 岡 鉄道 病院 
京都 市 左京 区 吉田 京都 大 学 医学 部 
第 一 内 科 

新潟 市 旭 町 新潟 大 学 医学 部 外科 
札幌 市 北 14 条 5 丁 目 北大 医学 部 
放射 線 医学 

板橋 区 大 谷口 町 日 本 大 学 医学 部 外科 
仙台 市 北 四 番 丁 東北 大 学 抗 酸 菌 病 
理研 究 所 

長崎 県 大 村 市 徳 泉 河内 郡 長崎 大 学 
医学 部 家畜 医学 研究 所 

大 阪 市 天王 寺 区 筆 ヶ 崎 町 50 
赤十字 病院 研究 科 

岡山 市 岡 岡山 大 学 医学 部 平木 内 科 
浜田 市 殿町 浜田 通信 診療 所 

山形 市 香澄 町 桜 小 路 3 山形 衛生 研 
究 所 

豊島 区 西巣鴨 2 丁目 癌 研究 所 内 
大 阪 市 北 区 常安 町 大 阪 大 学 医学 部 
第 一 病理 

和歌 山 市 7 番 丁 1 和歌 山 医大 第 一 
内 科 

札幌 市 南 1 条 西 16 丁目 札幌 医大 
病院 内 科 


協和 醸 酵 工 


大 阪 


Y 
大 阪 市 北 区 常安 可 33 大 阪 大 学 医 
学部 第 一 病理 


仙台 市 北 四 番 丁 東北 大 学 医学 部 
黒川 内 科 

横浜 市 鈴 見 区 生麦 町 245 横浜 市 衛 
生 局 

中 央 区 日 本 橋 茅 場 町 2 3 

尼 ヶ 崎 市 今福 192 塩野 義 製薬 研究 所 
杉並 区 下高井 戸 1108 

名 古屋 市 昭和 区 堆 舞 町 名 古屋 大 学 
医学 部 産婦 人 科 
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山下 8 # 
山 Fe —_ 
山崎 WR 
山崎 健三 
柳本 行雄 
矢野 wR 
安田 A 


千葉 市 畜 鼻 町 千葉 大 学 医学 部 歯科 
口腔 外科 

京都 市 北 区 平野 鳥居 前 37 
板橋 区 大 谷口 町 日 本 大 学 医学 部 細 
歯学 教室 

大 阪 市 阿倍 野 区 旭 町 1 の 61 

大 阪 市 立 大 学 医学 部 石井 内 科 


尼 ヶ 崎 市 今福 192 KERNE 
工場 研究 所 

愛知 県 知多 郡 大 府 町 国立 療養 所 大 
府 荘 


名 古屋 市 東 区 東 芳野 町 1 の 90 
港 区 芝 白 金 台 町 1 の 39 東京 大 学 
伝染 病 研究 所 第 元 細 画 研究 所 
福岡 市 大 字 逢 崎 町 九州 大 学 医学 部 
医 化学 教室 

豊島 区 椎名 町 2 の 1852 

YES AY SAE RAI IE PL 
西宮 市 大 畑 町 22 前 原 方 

fal i RIUM ASR aA PR 
大 阪 市 東 区 北浜 5 住友 化学 工業 技 
術 部 

豊島 区 西巣鴨 2 丁目 癌 研究 所 内 
鹿児島 県 色 良 郡 浦 生 町 上 久徳 2427 
川崎 市 小杉 町 1 の 396 日 本 医大 
第 二 医院 

市 川 市 八幡 町 4 の 1238 

名 古屋 市 昭和 区 鈴 舞 町 名 古屋 大 学 
医学 部 

大 阪 市 東 区 京橋 1 丁目 
病院 高木 研究 室 
米子 市 西町 鳥取 大 学 医学 部 放射 線 科 
港 区 芝 愛 容 町 慈恵 医大 高木 病理 


大 阪 歯科 大 


安岡 正輝 
BYE 権 八郎 
吉 A Bit 
吉 田 @ 
吉田 KE 
吉田 Aa 
吉田 鉄郎 
Hf We 和美 
吉川 春雄 
吉村 克 俊 
ER 務 
吉岡 俊 

吉岡 鉄郎 
保 浦 正敏 
米田 KE 
遊 PR Mi 
Bl x #E 
柚木 一 駿 
油井 健次 郎 





大 阪 市 天王 寺 区 筆 ケ 崎 町 50 大 阪 
日 赤 病 院 研究 所 

大 阪 市 西 淀 川 区 大 和田 町 595 
Marie 奈良 医大 第 二 解 剖 
名 古屋 市 昭和 区 陶生 町 1 の 10 

大 田 区 小林 町 296 

名 古屋 市 昭和 区 鈴 舞 町 名 古屋 大 学 
医学 部 今 永 外 科 


千代 田 区 富士 見 町 2 の 3 東京 警察 
病院 産婦 人 科 

豊島 区 池袋 1 815 

新潟 市 旭 町 1 新潟 大 学外 科 

名 古屋 市 昭和 区 鈴 砥 町 名 古屋 大 学 
医学 部 第 一 内 科 

札幌 市 南 1 条 西 16 丁目 札幌 医大 


FEAT 

HIN 5 の 55 BYOB 
大 阪 市 福島 区 堂島 浜 通り 大 阪 大 学 
医学 部 放射 線 科 

HR TRA ZBRRAME 
島根 県 大 原 郡 大 東町 雲南 共存 病院 
BS 

札幌 市 北 12 条 西 5 丁目 北大 医学 
部 第 一 病理 


大 阪 市 東淀川 区 13 西 之 町 武田 研 
ge 
AMLTALDL IG ZU 33 大 阪 大 学 医 


学部 第 一 病理 

大 阪 市 東 区 今橋 3 丁目 湯川 胃腸 病院 
鹿児島 市 山下 町 70 鹿児島 大 学 医 
学部 内 科 

大 阪 市 天王 寺 区 東 高津 南町 
院内 


吉川 医 
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195 9 年 に 共立 出版 が 贈る . 日 本 の 化学 者 
の 手 で 初め て 成る 世界 的 大 辞典 の 刊行 迫る 


化学 大 辞典 編集 委員 会 編 


FAR 水島 三 一 郎 





化学 関係 の 仕事 に た ず さ わ る 者 が , 化学 の 術 
語 の 意味 や 内 容 を 早く 正確 に 調べ る こと の 出 
来る る の が あれ ば ぱ ば , 至極 便利 で 重 宝 で あろ う 。 
本 書 は この 目的 に 添っ て 企画 され た も OT, 
化学 の あら ゆる 事項 に つき 適切 で 明快 な 解説 
が な され て いる の で , これ 1 揃 あ れ ば 立派 な 化 


学 図書 館 の 役目 を 果す こと が 出来 る 。 誰 に で 
も 簡単 に 化学 の 問題 に 答え て くれ る 一 大 宝典 


1. 7 万 に 及ぶ 豊富 な 項目 数 ・2. あら ゆる 
の 面 か ら み た 用 語 の 種類 ・3. 新 界 の 逢 脳 を 集 
本 め た 編集 陣容 一 350 名 余 の 執筆 者 , 5 名 の 
の BEER, 17 名 の 編集 実行 委員 , 80 名 の 編 
特集 委 員 一 4 高度 の 内 容 と 平易 な 表現 ・5. つ 
© ね に 広い 立場 か ら の 解説 ・6 理解 を 助け る 

豊富 な 図 と 表 ・7. 辞典 と 事典 を 乗 ね た 形式 


【 各 #) 
A5 判 ・6 号 活字 横 組 ・21 字 X 56 行 X 2 段 組 
約 1.000 頁 ・ 特 抄 上 質 紙 使用 ・ 布 クロ ー ス 装 函 入 


各巻 予定 価 ③OOO 円 


を 1 月 上 旬 よ り 2 カ 月 に 1 巻 ず つ 刊 行 の 予定 で す が 
詳細 は 5 月 に 予約 募集 制 に より 発表 いた し ます 。 
$ 内 容 見 本 ご 希望 の 方 は お 申 越し 下さ い (5 月 出来 

予定 ) 出来 次 第 お 送り 致し ます 。 


共立 出版 株 式 会 社 


東京 都 神田 駿河 台 ・ 振 替 東京 57035 番 





FAKE 








: £83 


OAH AOKEO 


1. 7 万 に 及ぶ 豊富 な 項目 数 基礎 化学 か ら 化学 工業 
に わた る 線 を 中 心 と し , 学問 的 に 工業 的 に それ ら と 関連 し 
た 近接 分 野 か ら 集 め た 独立 項目 の 数 は じつに 70,000, 化学 
だ け の 辞典 と し て 類書 を し の ぐ 豊 冨 さ で ある 。 


2. あら ゆる 面 か ら み た 用 語 の 種類 無機 化合 物 ・ 
有機 化合 物 な ど 純 物質 は な ろ ん の こと 原料 ・ 資 材 ・ 製 品 ・ 
商品 と し て の 物質 名 . これ ら を 構成 し また は 包括 する 物質 
体系 ・ 学 問 体系 ・ 産 業 名 , これ ら の 関与 する 状態 ・ 現 象 ・ 
変化 ・ 法 則 ・ 学 説 ・ 定 数 ・ 関 数 , これ ら を 扱う 実験 法 ・ 操 
作法 ・ 製 造 法 ・ 計 算法 ・ 機 器 ・ 設 備 な どの 諸 用 語 を 綱 維 し 
な お 人 名 ・ 単 位 ・ 略 号 ・ 記 号 の 類 に いた る まで , ほとん ど 
余す と ころ な く 集 め ら れ て いる 。 

3. 新 界 の 智 脳 を 集め た 編集 陣容 総計 400 £40 
専門 学者 に 執筆 を 依頼 し , 5 名 の 運営 委員 17 名 の 実行 委員 
に よっ て 立案 され た 方 針 に 従い , 90 名 の 編集 委員 が 各 専 問 
分 野 を 分 担 し て 世界 の 化学 界 に ゃ 類例 の な い 大 規模 な 編集 
陣容 を 作り 上 げ て いる 

4. 高度 の 内 容 に 平易 な 表現 現 段階 に お いて 学問 
の 到達 し て いる 水準 , 応用 面 の 開拓 され て いる 範囲 , 分 野 に 
よる 用 語 の 解 酸 の 差異 な ど を で きる だ け 正 し く 記 録 に 止め 
る こと を 念願 と し , これ を 高等 学校 邊 業 程度 の 知識 を も っ 
て 容易 に 理解 し うる よう に , 平易 に 解説 し た 。 

5. つね に 広い 立場 か ら の 解説 理論 で は その 使い 
道 が , 応用 で は その 原理 が , すべ て より 広い 立場 か ら の 意 
義 が 理解 され る こと を 眼目 と し て いる 。 そ の た め 項 目 の 種 
類 ご と に 盛る べき 内 容 の 標準 を 定め 執筆 者 が 多い に も か か 
わら ず 一 貫 し た 精神 が 盛り 込ま れる よう に 計画 され た 。 

6. 理解 を 助け る 豊富 な 図 と 表 多岐 に わた る 内 容 
を 短 か い 文 の うち に 明快 に 理解 で きる よう 説明 用 の 図 や 表 
を 豊富 に 用 いて いる 。 

7. 辞典 と 事典 を 兼ね た 形式 小 項目 主義 と し て 各 
項目 ご と に 科 明 な 解説 バ か えら れる と 同時 に , 適当 な 総括 項 
目 の 選 定 と 連絡 方 法 と に よっ て 系 統 的 な 知識 も を られ る こ 


と を 期し て いる 。 
2 カ月 ご と に 


配本 開始 11 月 上 旬 185 


く ・ ご 参照 下さ い タ ーー 
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日 本 


昭和 34 年 度 は 会 費 1200 円 で す 。 会 員 に は 「 癌 」 第 50 巻 (第 1 号 一 第 4 号 ) と 日 本 冶 学 会 
総会 記事 (附録 ) を お 送り し ます 。 


送金 先 は 
東京 都 豊島 区 西巣鴨 2 ノ 2615 
財団 法人 癒 研究 会 癌 研究 所 内 BARA MRR 
日 本 瘍 学会 の 振替 口座 は 東京 17 4423 Bet. 





日 本 卿 学会 記事 ・ 第 17 回 総会 
PR ER 昭和 34 年 3 月 25 日 印刷 
(FR 第 49 巻 tse) 昭和 34 年 3 月 31 日 発行 


Ss OB 
東京 都 豊島 区 西巣鴨 2 丁目 
印刷 者 mse 保 # 
東京 都 千 代田 区 神田 三崎 町 2 ノ 12 


印刷 所 ae eae: 
東京 都 千代 田 区 神田 三崎 町 2 7 12 





Ram 日 本 fh 学 会 
東京 都 豊島 区 西巣鴨 2 丁目 電話 池袋 (97) 5186 番 5187 番 


取扱 店 東京 都 千代 田 区 神田 駿河 台 329 u. ware 














